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  *073


  佛説無量淸淨平等覺經卷第一


  後漢月支國三藏支婁迦讖譯


  



  佛王舍國靈鷲山の中に在まして、大弟子衆千二百五十人と與なりき。菩薩七十二那術、比丘尼五百人、淸信士七千人、淸信女五百人、欲天子八十萬、色天子七十萬、遍淨天子六十那術、梵天一億、皆佛に隨ひて住せり。神通飛化の弟子あり、名けて知本際賢者・馬師賢者・大力賢者・安詳賢者・能讃賢者・滿願臂賢者・無塵賢者・氏聚迦葉賢者・牛呵賢者・上時迦葉賢者・治恒迦葉賢者・金杵坦迦葉賢者・舍利弗賢者・大目?連賢者・大迦葉賢者・大迦旃延賢者・多睡賢者・大賈師賢者・大痩短賢者・盈辨了賢者・不爭有無賢者・知宿命賢者・了深定賢者・善來賢者・離越賢者・癡王賢者・氏戒聚賢者・類親賢者・氏梵經賢者・多飮賢者・王宮生賢者・告來賢者・氏黒山賢者・經刹利賢者・博聞賢者と曰ふ。其の女の弟子あり、名て大欽姓比丘尼・幻者比丘尼・蓮華色比丘尼・生地動比丘尼。生地擔比丘尼・生則侍者頭痛比丘尼・安豐殖比丘尼・體柔軟比丘尼・勇生行比丘尼・自淨比丘尼と曰ふ。淸信士あり、名けて給飯孤獨長者・安念衆長者・快臂長者・火英長者・善容長者・具足寶長者・名遠聞長者・香辟疫長者・安吉長者・施寶盈長者・欣讃長者・胎施殷長者・供異道長者・勇降怨長者・*074寶珥長者・寶結長者と曰ふ。淸信女あり、名けて生僂と曰ひ、名けて黒哲と曰ひ、名けて信法と曰ひ、名けて軟善と曰ひ、名けて樂涼と曰ひ、名けて忍苦樂と曰ひ、名けて樂愛優婆夷と曰ふ。此の如きの人、皆一種類に、諸垢を消盡する勇淨の者なり。無數の衆、悉く共に大會す。


  



  時に佛坐して正道を思念したまふに、面に九色の光有りて、數千百變す。光甚だ大明なり。賢者阿難、即ち座より起ちて、更に衣服を正しくし、佛足を稽首して、長跪叉手し、前みて佛に白して言さく。今佛の面目光色、何を以て時時に更變の明かなること乃し爾るや。今佛の面目の光精、數百千色にして、上下明徹して、好きこと乃し是の如くなる。我佛に侍へたてまつりてより已來、未だ曾て佛の身體、光曜巍巍として重明なること乃し爾るを見たてまつらず。我未だ曾て至眞等正覺の光明威神、今日の如く明好にして妄ならざること有るを見たてまつらず。會ず當に諸の過去・當來、若しは他方佛國の今現在の佛を念ずなるべし。佛阿難に告げたまはく。諸天有りて來りて汝に敎ふるや、諸佛汝に敎へて、我に問はしむるや。若自らの智より出づるや。阿難佛に白して言さく。亦諸天にても無く諸佛の敎にても無し。我今佛に問ひたてまつるは、自ら意より出で來りて佛に白したてまつるのみ。佛の坐起、若しは行出入、至り到る所、當に作爲すべし所、當に敎勅すべし所有る毎に、我輒ち佛意を知る。今佛獨り當に展轉して相思ひたまふなるべし。故に面色光明をして、乃し此の如くならしむるのみ。佛言はく。善い哉阿難、若が問へる所の者は、甚深にして快善なり、度脱する所多し。若が佛に問へるは、一天下の阿羅漢・辟支佛を供養し、諸天・人民及び?飛蠕動の類に布施すること累劫ならんに勝れること、百千萬億倍なり。佛言はく。阿難、今諸天帝王人民及び?飛蠕動の類、汝皆之を度脱す。佛言はく。佛は威神甚だ重くして當り難し。若が問へる所の者は大に深し。汝乃し慈心ありて、佛所に於て諸天・人民、若しは比丘・比丘尼・優婆塞・優婆夷を哀むこと、大に善し。當に爾爾皆之を過度すべし。佛阿難に語りたまはく。世間に優曇鉢樹有り、但實有りて華有ること無し。天下に佛有ます、乃し華有りて出づるが如し。世間に佛有ませども、甚だ値ふことを得ること難し。今我佛と作りて、天下に出でたり。若し大徳有りて、聰明善心にして豫て佛意を知るに、若忘れずば佛邊に在りて佛に侍へたてまつらん。若今問へる所、善く聽き諦かに聽け。佛阿難に語りたまはく。前の已過去の劫、大衆多にして計ふべからず、邊幅無く議り及ぶべからず。*075爾の時過去の佛有ましき、定光如來と名く。復次に佛有ます、名けて曜光と曰ふ。復次に佛有ます、日月香と名く。復次に佛有ます、安明山と名く。復次に佛有ます、日月面と名く。復次に佛有ます、無塵垢と名く。復次に佛有ます、無沾汚と名く。復次に佛有ます、名けて如龍無所不伏と曰ふ。復次に佛有ます、名けて日光と曰ふ。復次に佛有ます、大音王と名く。復次に佛有ます、寶潔明と名く。復次に佛有ます、名けて金藏と曰ふ。復次に佛有ます、?寶光と名く。復次に佛有ます、名けて有擧地と曰ふ。復次に佛有ます、名けて琉璃光と曰ふ。復次に佛有ます、日月光と名く。復次に佛有ます、名けて日音聲と曰ふ。復次に佛有ます、光明華と名く。復次に佛有ます、神通遊持意如海と名く。復次に佛有ます、嗟歎光と名く。復次に佛有ます、具足寶潔と名く。復次に佛有ます、光開化と名く。復次に佛有ます、名けて大香聞と曰ふ。復次に佛有ます、名けて降棄恚嫉と曰ふ。復次に佛有ます、妙琉璃紫磨金?と名く。復次に佛有ます、心持道華無能過者と名く。復次に佛有ます、積衆華と名く。復次に佛有ます、水月光と名く。復次に佛有ます、除衆冥と名く。復次に佛有ます、日光蓋と名く。復次に佛有ます、温和如來と名く。復次に佛有ます、名けて法意と曰ふ。復次に佛有ます、師子威象王歩と名く。復次に佛有ます、名けて世豪と曰ふ。復次に佛有ます、名けて淨音と曰ふ。復次に佛有ます、不可勝と名く。復次に佛有ます、樓夷亘羅と名く。中に在まして敎授したまふこと四十二劫なり。皆已に過ぎ去れり。乃し爾の劫の時佛と作り、天上天下人中の雄、經道法の中勇猛の將なり。佛諸天及び世人民の爲に、經を説き道を講ず、能く世饒王に過ぎたる者莫し。經道を聞き歡喜し開解して、便ち國位を棄て行じて比丘と作り、曇摩迦留と名く。菩薩意を發して、人と爲り高才、智慧勇猛にして、能く踰ゆる者無し。世に絶異せり。世饒王佛の所に至りて、稽首して禮を爲し、長跪叉手して、佛を稱讃して言く。


  



  無量の光曜　威神極有ること無し　是の如きの?明　能く與に等しき者無し　若しは日・摩尼・　火・月・水の形を以てするも　其の景及ぶべからず　其の色亦比べ難し　顏色稱量し難し　一切世の最なり　*076是の如きの大音聲　諸の無數刹に遍く　或は三昧定・　精進及び智慧を以て　威徳輩有ること無し　殊勝にして亦希有なり　深微に諦かに善念し　是より佛法を得　持覺海の若如く　其の限底有ること無し　瞋恚及び愚癡は　世尊の無き所なり　佛の世雄を嗟歎するに　終始厭足無し　佛は好花樹の如く　愛樂せざる者莫し　處處の人民見て　一切皆歡喜す　我をして作佛せしめん時　願はくは法王の如く　生死を過度し　解脱せざる者無からしめ　檀施・調伏意・　戒・忍及び精進　是の如きの三昧定・　智慧上最爲らん　吾誓ふ佛を得ば　普く此の事を逮得して　一切諸の恐懼　我爲に大安を獲しめん　假令ひ百千　億萬那術の佛有らん　是の如きの佛の數　恒水の沙の如くならしめ　計るに沙等の佛を以てす　一切皆供養せんよりは　正道を求めんには如かず　堅勇にして而も怯れず　譬へば恒水の中の　流沙の如きの世界　復倍して計ふべからず　無數の刹土　光?一切?かに　此の諸數の國に遍からん　是の如きの精進力　威神量るべきこと難し　我世雄と爲らんに　國土をして最第一ならしめん　其の衆は殊に妙好に　道場は諸刹に踰へ　國は泥?界の如く　而も等雙あること無からん　我當に常に愍哀して　一切の人を度脱せん　十方より往生せん者　其の心悦淸淨に　已に我が國に來到せば　快樂の喜び安隱ならん　幸はくは佛見て信明したまへ　是我が第一の證なり　發願彼に在り　精進して欲する所を力めん　十方の諸の世尊　皆無礙の慧有ます　常に此の尊雄を念じ　我が心の所行を知りたまへ　我が身をして　諸の苦毒の中に止住せしむとも　我が行精進に力めて　之を忍びて終に悔いず


  



  法寶藏比丘、此を説き世饒王如來・至眞・等正覺を唱讃し已り、意を發して無上正眞道の最正覺を求めんと欲す。我是の願を立つること、*077多陀竭佛の如く、所有者の願悉く之を得て、人の勤苦生死の根本を拔きて、悉く佛の如くならしめん。唯爲に經を説きたまへ。施行すべき所を、疾く得しめて、決して我佛と作らん時、及ぶ者無からしめよ。願はくは佛我が爲に諸佛國の功徳を説きたまへ、我當に奉持すべし。當に那の中に住して、願を取りて佛と作り、國も亦是の如くなるべし。佛阿難に語りたまはく。其の世饒王佛、其の高明の所願の快善なるを知りて、即ち法寶藏菩薩の爲に經を説きて言はく。譬へば大海の水を、一人にして之を升量せんに、一劫にして止まずば、尚枯盡して海をして空竭ならしめ其の底泥を得べきが如し。人至心に道を求めんに、何んが而も當に得べからざらんや。求索すること精進にして休止せざれば、會ず心中所欲の願を得べきのみ。


  



  法寶藏菩薩、世饒王佛の經を説きたまふこと是の如くなるを聞きて、則ち大に歡喜し踊躍す。其の佛則ち爲に二百一十億の佛國の中の諸天人民の善惡、國土の好醜を選擇して、爲に心中の所願を選ばしめ、用て之を與ふ。世饒王佛、經を説きたまふこと竟りて、法寶藏菩薩、便ち其の心を壹にして、則ち天眼を得て、徹視して悉く自ら二百一十億の諸佛國の中の諸天・人民の善惡、國土の好醜を見て、則ち心所欲の願を選びて、便ち是の二十四願經を結得し、則ち之を奉行すること、精進勇猛に、勤苦し求索す。是の如くなること無央數劫なり。師事し供養する所の諸佛、已過去の佛も、亦無央數なり。其の法藏菩薩、其の然る後に至りて、自ら致して作佛を得て、無量淸淨覺と名く。最尊智慧勇猛にして、光明比無し。今現在の所居の國甚だ快善なり。他方異佛の國に在りて、八方・上下の無央數の諸天・人民及び?飛蠕動の類を敎授するに、憂苦を過度し解脱するを得ずといふこと莫し。無量淸淨佛、菩薩爲りし時、常に是の二十四願を奉行して、珍寶のごとく愛重し、保持し恭順し、精進にして禪ら之を行ず。衆と超絶し、卓然として異有り。皆能く及ぶ者有ること無し。佛言はく。何等をか二十四願と爲す。


  一に我作佛せん時、我が國中に地獄・禽獸・餓鬼・?飛蠕動の類有ること無からしめん。是の願を得ば乃ち作佛せん。是の願に從ふことを得ずば、終に作佛せず。


  *078二に、我作佛せん時、我が國中の人民、我が國に來生する者有らんに、我が國より去りて、復地獄・餓鬼・禽獸・蠕動に更らざらしめん。其の中に生ずること有らば、我作佛せず。


  三に、我作佛せん時、人民我が國に來生する者有らんに、一色類の金色ならずば、我作佛せず。


  四に、我作佛せん時、人民我が國に來生する者有らんに、天人・世間人に異者有らば、我作佛せず。


  五に、我作佛せん時、人民我が國に來生する者有らんに、皆自ら從來する所の生の本末、從來する所の十億劫の宿命を推して、悉く從來する所の生を知念せずば、我作佛せず。


  六に、我作佛せん時、人民我が國に來生する者有らんに、悉く徹視せずば、我作佛せず。


  七に、我作佛せん時、人民我が國に來生する者有らんに、悉く他人の心中の所念を知らずば、我作佛せず。


  八に、我作佛せん時、我が國中の人民、悉く飛せずば、我作佛せず。


  九に、我作佛せん時、我が國中の人民、悉く徹聽せずば、我作佛せず。


  十に、我作佛せん時、我が國中の人民、愛欲有らば、我作佛せず。


  十一に、我作佛せん時、我が國中の人民、盡く般泥?に住止せん。爾らずば、我作佛せず。


  十二に、我作佛せん時、我が國の諸の弟子、八方・上下の各千億佛國中の諸天・人民・蠕動之類をして、縁一覺の大弟子と作らしめ皆禪一心に、共に我が國中の諸の弟子を數へて、百億劫に住至すとも、能く數ふる者無からしめん。爾らずば、我作佛せず。


  十三に、我作佛せん時、我が光明をして日月、諸佛の明に勝ること百億萬倍ならしめ、無數の天下の窈冥の處を?らして、皆常に大に明かならしめん。*079諸天・人民・蠕動之類、我が光明を見て慈心にして善を作し我が國に來生せざるはなけん。爾らずば、我作佛せず。


  十四に、我作佛せん時、八方・上下の無數の佛國の諸天・人民・蠕動之類を令て、縁一覺果證の弟子を得しめ、坐禪一心に共に我が年壽幾千萬億劫と計へ知らんと欲はんに、能く壽の涯底を知る者無からしめん。爾らずば、我作佛せず。


  十五に、我作佛せん時、人民我が國に來生する者有らんに、我が國中の人民の所願をば除き。餘の人民の壽命、能く計る者有ること無けん。爾らずば、我作佛せず。


  十六に、我作佛せん時、國中の人民、皆惡心有ること莫らしめん。爾らずば、我作佛せず。


  十七に、我作佛せん時、令我が名をして八方・上下の無數の佛國に聞かしめん。諸佛各々弟子衆の中にして、我が功徳、國土の善を歎ぜん。諸天・人民・蠕動の類、我が名字を聞きて、皆悉く踊躍せんもの、我が國に來生せしめん。爾らずば、我作佛せず。


  十八に、我作佛せん時、諸佛國の人民、菩薩道を作す者有り、常に我を念じて心を淨潔せんに、壽終る時、我不可計の比丘衆と與に、飛行して之を迎え、共に前に在りて立ち、即ち還りて我が國に生じて、阿惟越致と作らん。爾らずば、我作佛せず。


  十九に、我作佛せん時、他方佛國の人民、前世に惡の爲に。我が名字を聞き、及び正しく道の爲に。我が國に來生せんと欲はん。壽終へて皆復三惡道に更らざらしめて、則ち我が國に生まれんこと心の所願に在らん。爾らずば、我作佛せず。


  二十に、我作佛せん時、我が國の諸の菩薩、一生に等しくして、是の餘願功徳を置かざらん。爾らずば、我作佛せず。


  二十一に、我作佛せん時、我が國の諸の菩薩、悉く三十二相ならずば、我作佛せず。


  二十二に、我作佛せん時、我が國の諸の菩薩、共に八方・上下の無數の諸佛を供養せんと欲はんに、皆飛行せしめ、萬種自然の物を得んと欲はんに、*080則ち皆前に在りて、持用して諸佛を供養し、悉く遍くし已りて後、日未だ中ならず、則ち我が國に還らん。爾らずば、我作佛せず。


  二十三に、我作佛せん時、我が國の諸の菩薩、飯せんと欲する時は、則ち七寶の鉢の中に、自然百味の飮食を生じて前に在り、食し已らば鉢皆自然に去らん。爾らずば、我作佛せず。


  二十四に、我作佛せん時、我が國の諸の菩薩、經を説き道を行ずること、佛の如くならずば、我作佛せず。。


  



  佛阿難に告げたまはく。無量淸淨の佛、菩薩爲りし時、常に是の二十四願を奉行し、分檀布施して、道禁を犯さず、忍辱・精進・一心・智慧、志願常に勇猛に、經法を毀らず、求索して懈らず、毎に獨り國を棄て王を捐てて、財色を絶ち去り、精明に求願して、適莫する所無く、功を積み徳を累ぬること無央數劫にして、自ら作佛を致し、悉く皆之を得て、其の功を忘れず。佛言はく。無量淸淨佛の光明は、最尊第一にして比無し、諸佛の光明の、皆及ばざる所なり。八方・上下の無央數の諸佛の中に、佛の項中の光明七丈を照らす有り、中に佛の項中の光一里を照らす有り、中に佛の項中の光明五里を照らす有り、中に佛の項中の光明二十里を照らす有り、中に佛の項中の光明四十里を照らす有り、中に佛の項中の光明八十里を照らす有り、中に佛の項中の光明百六十里を照らす有り、中に佛の項中の光明三百二十里を照らす有り、中に佛の項中の光明六百四十里を照らす有り、中に佛の項中の光明千三百里を照らす有り、中に佛の項中の光明二千六百里を照らす有り、中に佛の項中の光明五千二百里を照らす有り、中に佛の項中の光明萬四百里を照らす有り、中に佛の項中の光明二萬一千里を照らす有り、中に佛の項中の光明四萬二千里を照らす有り、中に佛の項中の光明八萬四千里を照らす有り、中に佛の項中の光明十七萬里を照らす有り、中に佛の項中の光明三十五萬里を照らす有り、中に佛の項中の光明七十萬里を照らす有り、中に佛の項中の光明百五十萬里を照らす有り、中に佛の項中の光明三百萬里を照らす有り、中に佛の項中の光明六百萬里を照らす有り、*081中に佛の項中の光明千二百萬里を照らす有り、中に佛の項中の光明一佛國を照らす有り、中に佛の項中の光明兩佛國を照らす有り、中に佛の項中の光明四佛國を照らす有り、中に佛の項中の光明八佛國を照らす有り、中に佛の項中の光明十五佛國を照らす有り、中に佛の項中の光明三十佛國を照らす有り、中に佛の項中の光明六十佛國を照らす有り、中に佛の項中の光明百二十佛國を照らす有り、中に佛の項中の光明五百佛國を照らす有り、中に佛の項中の光明千佛國を照らす有り、中に佛の項中の光明二千佛國を照らす有り、中に佛の項中の光明四千佛國を照らす有り、中に佛の項中の光明八千佛國を照らす有り、中に佛の項中の光明萬六千佛國を照らす有り、中に佛の項中の光明三萬二千佛國を照らす有り、中に佛の項中の光明六萬四千佛國を照らす有り、中に佛の項中の光明十三萬佛國を照らす有り、中に佛の項中の光明二十六萬佛國を照らす有り、中に佛の項中の光明五十萬佛國を照らす有り、中に佛の項中の光明百萬佛國を照らす有り、中に佛の項中の光明二百萬佛國を照らす有り。佛言はく。八方・上下の無央數の諸佛、其の項中の光明、照らす所。皆是の如くなり。無量淸淨佛の項中の光明、千萬佛國を?照す。諸佛の光明の照らす所に遠近有る所以は何んとなれば、本前世宿命に、道を求めて菩薩爲りし時、所願の功徳に、各々自ら大小有り、其れ然して後佛と作る時に、悉く各々自ら之を得たり。是の故に光明をして轉た同等ならざらしむ。諸佛の威神は同等なるのみと。自在の意の所欲、作爲して豫して計らず、無量淸淨佛の光明の照らす所最大なり、諸佛の光明の及ぶこと能はざる所なり。


  



  佛無量淸淨佛の光明を稱譽したまふ。無量淸淨佛の光明は、極善にして善の中の明好なり。甚だ快きこと比無し、絶殊無極なり。無量淸淨佛の光明は、殊好にして、日月の明よりも勝れたること、百億萬倍なり。無量淸淨佛の光明は、諸佛の光明の中の極明なり。無量淸淨佛の光明は、諸佛の光明の中の極好なり。無量淸淨佛の光明は、諸佛の光明の中の極雄傑なり。無量淸淨佛の光明は、*082諸佛の光明の中の快善なり。無量淸淨佛の光明は、諸佛の光明の中の王なり。無量淸淨佛の光明は、諸佛の光明の中の最極尊なり。無量淸淨佛の光明は、諸佛の光明の中の壽明無極なり。無量淸淨佛の光明は、諸の無央數の天下の幽冥の處を焔照するに、皆常に明かなり。諸有の人民・?飛・蠕動の類、無量淸淨佛の光明を見たてまつらざること莫し。無量淸淨佛の光明を見たてまつりて、慈心歡喜せざる者莫けん。世間諸有の婬姪・瞋怒・愚癡も、無量淸淨佛の光明を見たてまつりて、善を作さざる者莫けん。諸の泥犁・禽獸・薛茘・考掠・勤苦の處にありて、無量淸淨佛の光明を見たてまつれば、至て皆休止して復治することを得ざれども、。死して後憂苦を解脱することを得ざる者は莫きなり。無量淸淨佛の光明と名とは、八方・上下の無窮無極無央數の佛國に聞かしめたまふ。諸天・人民、聞知せざること莫し、聞知せん者、過度を得ざる者莫し。佛言はく。我獨り無量淸淨佛の光明を稱譽せざればなり。八方・上下の無央數の諸佛・辟支佛・菩薩・阿羅漢の稱譽する所皆是の如し。佛言はく。其れ人民有りて、善男子・善女人、無量淸淨佛の聲を聞きて、光明を稱譽して、是の如く朝暮に常に其の光明の明好を稱譽して、心を至して斷絶せざれば、心の欲願する所に在りて、無量淸淨佛國に往生し、。諸の菩薩・阿羅漢の爲に尊敬せられ、智慧勇猛なることを得べし。若し其れ然して後作佛せば、亦當に復八方・上下の無央數の辟支佛・菩薩・阿羅漢の爲に、光明を稱譽せらるること、亦當に復是の如くなるべし。則ち衆の比丘僧、諸の菩薩・阿羅漢、諸の天・帝王・人民、之を聞きて皆歡喜し踊躍して、讃歎せざる者莫けん。佛言はく。我道ふ、無量淸淨佛の光明は、?好にして巍巍たり。快善なることを稱譽すること、晝夜一劫すれども、尚未だ竟らず。我但若曹が爲に小しく之を説くのみ。佛無量淸淨の菩薩爲りしとき、求索して是の二十四願を得たまふことを説きたまふ。時に阿闍世王太子、五百の大長者迦羅越の子と與に、各々一の金華蓋を持して、前みて佛に上り已りて、悉く坐して一面に却き、經を聽けり。阿闍世王太子及び五百の長者子、無量淸淨佛の二十四願聞きて、皆大に歡喜し踊躍して、心中に倶に願じて言く。我等後作佛せん時、皆無量淸淨佛の如くならしめん。*083佛則ち之を知ろしめして、諸の比丘僧に告げたまはく。是の阿闍世王太子、及び五百の長者子は、無央數劫を却りて後、皆當に作佛して無量淸淨佛の如くなるべし。佛言はく。是の阿闍世王太子、五百の長者子、菩薩の道を作してより、已來、無央數劫に、皆各々四百億佛を供養し已りて、今復來りて我を供養せり。是の阿闍世王太子、及び五百人等、皆前世に迦葉佛の時、我が爲に弟子と作れりき。今皆復是に會して共に相値へるなり。則ち諸の比丘僧、佛の言を聞きて皆心踊躍して、歡喜せざる者莫けん。佛阿難に告げたまはく。無量淸淨佛、作佛してより已來、凡そ十八劫なり。所居の國を須摩提と名く。正しく西方に在り。是の閻浮刹の地界を去ること、千億萬須彌山佛國なり。其の國の地は皆自然の七寶なり。其の一寶は白銀と名く、二寶は黄金と名く、三寶は水精、四寶は琉璃、五寶は珊瑚、六寶は虎珀、七寶は車&M021123;なり。是の七寶、皆以て自ら共に地と爲り、曠蕩にして甚大無極なり。皆自ら相參りて轉た中に相入る。各々自ら焜煌として光を參へ、極明自然なり。甚だ軟かにして?好なること比無し。其の七寶地の如きは、諸の八方・上下の衆寶の中の精、都て自然の合會にして、共に化生なるのみ。其の寶は比へば第六天上の七寶の如くなり。其の國中には須彌山有ること無く、其の日・月・星辰、第一四天王・第二?利天、皆虚空の中に在り。其の國土には、大海水有ること無く、亦小海水も無く、江河・恒水も無きなり。亦山林・溪谷も無く、幽冥の處も有ること無し。其國の七寶の地は皆平正なり。泥犁・禽獸・餓鬼・?飛・蠕動之類有ること無く、阿須倫・諸の龍鬼神も無し、終に大雨の時有ること無く、亦春・夏・秋・冬無し。亦大寒有ること無く、亦大熱ならず。常に和調中適にして、甚だ快善なること比無し。皆有萬種自然の物有り。百味の飮食、意に得る所有らんと欲はば、則ち自然に前に在り。意に用ひざらんとせば、則ち自然に化し去る。比へば第六天上の自然の物の如し。恣若に自然に則ち皆意に隨ふ。其の國中には悉く諸の菩薩・阿羅漢のみにして、婦女有ること無し。壽命極壽に、壽も亦無央數劫なり。女人往生すれば、則ち化生して皆男子と作る。但菩薩・阿羅漢のみ有りて、無央數なり。悉く皆洞かに視徹かに聽き、悉く遥に相見、*084遥に相瞻望し、遥に相聞く。語る聲は悉く皆道の善なる者を求む。同一種類にして、異人有ること無し。其の諸の菩薩・阿羅漢、面目皆端正にして、淸潔絶好なり。悉く同一色にして、偏に醜惡なる者有ること無し。諸の菩薩・阿羅漢、皆才猛黠慧なり。其の衣服する所、皆衣は自然の衣なり。都て心中に念ずる所、常に道徳を念ず。其の語り言はんと欲する所は、便ら皆豫して相知る。意に其の念ずる所も、言に道ふも常に五事を説く。其の國中の諸の菩薩・阿羅漢、自ら共に相與に語る言、輒ち經道を説きて、終に他餘の惡を説かず。其の語言の音響、三百鍾の聲の如く、皆相敬愛して、相憎む者有ること無し。皆自ら長幼・上下・先後を以て之を言ふ。都て共に往會するに、義を以てして禮し、轉た相敬事すること、兄の如し弟の如し。仁を以てし義を履み、妄に動作せず。言語りて誠に、轉た相敎令して、相違戻せず。轉た相承受して、皆心潔淨にして、貪慕する所無く、終に婬?・瞋怒の心、愚癡の態有ること無く、邪心にして婦女を念ふ意有ること無し。悉く智慧勇猛に、和心歡樂して、喜經道を好み、皆自ら其の前世よりの從來する所の生、億萬劫世の時の宿命の善惡・存亡を知り、現在も却て知ること極無し。無量淸淨佛の敎授したまふべき所の講堂・精舍は、皆復自然の七寶なり。金・銀・水精・琉璃・白玉・虎珀・車&M021123;、自ら共に轉た相成ず。甚だ?明好絶にして、?きこと比無し。亦作る者有ること無く、亦從來する所を知らず。亦持ち來たる者有ること無く、亦從去する所も無し。無量淸淨佛の願じたまふ所の徳重ければなり。其の人善を作す、故に論經・語義・説經・行道、其の中に講會して、自然に化生するのみ。其の講堂・精舍には、皆復七寶の樓觀欄楯有り。金・銀・水精・琉璃・白玉・虎珀・車&M021123;を以て瓔珞と爲し、復白珠・明月珠・摩尼珠を以て交絡と爲して、其の上に覆蓋せり。皆自ら五の音聲を作す、音聲甚だ?きこと比無し。無量淸淨佛國の諸の菩薩・阿羅漢所居の舍宅も、皆復七寶を以てす。金・銀・水精・琉璃・珊瑚・虎珀・車&M021123;・馬瑙化生し、轉た共に相成ず。其の舍宅に皆悉く各々七寶の樓觀欄楯有り。金・銀・水精・琉璃・白玉・虎珀・車&M021123;を以て瓔珞と爲し、復白珠・明月珠・摩尼珠を以て交絡と爲して、其の上を覆蓋す。皆各々復自ら五音聲を作せり。無量淸淨佛の講堂・精舍及び諸の菩薩・阿羅漢の所居の七寶の舍宅の中、*085外内處處に、皆復自然の流泉水浴池あり。其の浴池は、皆復自然の七寶を以てなり。七寶倶に生じて、金・銀・水精・琉璃・珊瑚・虎珀・車&M021123;、轉た共に相成ず。水底の沙も皆復七寶を以てす。金・銀・水精・琉璃・珊瑚・虎珀・車&M021123;なり。純白銀の池有れば、其の底の沙は皆黄金なり。中に純黄金の池有れば、其の水底の沙は皆白銀なり。中に純水精の池有れば、其の水底の沙は皆琉璃なり。中に純琉璃の池有れば、其の水底の沙は皆水精なり。中に純珊瑚の池有れば、其の水底の沙は皆虎珀なり。中に純虎珀の池有れば、其の水底の沙は咸珊瑚なり。中に純車&M021123;の池有れば、其の水底の沙は皆馬瑙なり。中に純瑪瑙の池有れば、其の水底の沙は皆車&M021123;なり。中に純白玉の池有れば、其の水底の沙は皆紫磨金なり。中に純紫磨金の池有れば、其の水底の沙は皆白玉なり。中に復二寶の共に一池を作す者有り、其の水底の沙は、皆金・銀なり。中に復三寶共に一池を作す者有り、其の水底の沙は、皆金・銀・水精なり。中に復四寶共に一池を作す者有り、其の水底の沙は、金・銀・水精・琉璃なり。中に復五寶共に一池を作す者有り、其の水底の沙は、皆金・銀・水精・琉璃・珊瑚・虎珀なり。中に復六寶共に一池を作す者有り、其の水底の沙は、皆金・銀・水精・琉璃・珊瑚・虎珀・車&M021123;なり。中に復七寶共に一池を作す者有り、其の水底の沙は、皆金・銀・水精・琉璃・珊瑚・虎珀・車&M021123;・馬碯なり。其の浴池の中に長さ四十里なる者有り、中に池の長さ八十里なる者有り、中に池の長さ百六十里なる者有り、中に池の長さ三百二十里なる者有り、中に池の長さ六百四十里なる者有り、中に池の長さ千二百八十里なる者有り、中に浴池の長さ二千五百六十里なる者有り、中に浴池の長さ五千一百二十里なる者有り、中に浴池の長さ萬二百四十里なる者有り、中に浴池の長さ二萬四百八十里なる者有り。其の縱廣各々適等なり。是の浴池は、皆諸の菩薩・阿羅漢の、常に浴すべき所の池なり。佛言はく。無量淸淨佛の浴池の長さは四萬八千里、*086廣さも亦四萬八千里なり。其の浴池は皆七寶もて轉た自ら共に相成ず。其の池水の底の沙は、皆復七寶・白珠・明月珠・摩尼珠を以てす。無量淸淨佛及び諸の菩薩・阿羅漢の浴池の中の水は、皆淸淨香潔なり。中に皆香華有り、悉く自然に生ず。百種の華、種種色異にし香を異にす。華皆千葉なり。諸の華甚だ香しきこと比無し。香言ふべからず。其の華の香は、亦復世間の華に非ず、復天上の華に勝れたり。是の華香は、八方・上下の衆の華香の中の精なり。自然に生ずるのみ。池中の水流行して、轉た相潅注す。池中の水流も亦遲からず亦?からず、皆復自ら五の音聲を作せり。佛言はく。八方・上下の無央數の佛國の諸天・人民及び?飛・蠕動の類、諸の無量淸淨佛國に生ずる者は、都て皆是の七寶の水池の蓮華の中に化生し、便則ち自然に長大して、亦乳養の者無く、皆自然の飮食を食す。其の身體も、亦世間の人の身體に非ず、亦天上の人の身體にも非ず。皆衆善の徳を積みて、悉く自然虚無の身體を受け、甚だ?好にして比無きなり。佛阿難に語りたまはく。世間の貧窮・乞丐人の如きは、帝王の邊に在りて住せしむれば、其の人の面目形貌、何等に類せんや。寧ろ帝王の面目・形貌・顏色に類するや、いなや。阿難言さく。假令ひ子をして帝王の邊に在りて住せしむれば、其の面目形状、甚だ醜惡にして好からず、帝王の面目形類の?好なるに如かざること百千億萬倍なり。所以は何ん。乞人の貧窮困極なるを見るに、飮食未だ曾て美食の時有らず。既に惡食すら飽食を得ること能はず、食栽かに命を支へ、骨節相??して、用て自ら給する所無し、常に乏しくして儲有ること無く、飢餓寒凍、??愁苦せり。但其の前世の宿命に人と爲りし時、愚癡無智なるに坐り、富みて益々慳み、財有りて肯て仁賢を慈哀し、善を爲し博く愛して施與せず、但唐らに得んことを欲して、飮食を貪惜し獨り嗜美を食し、施貸して後に償報を得ることを信ぜず、復善を作して後世に其の福を得ることを信ぜず、蒙篭項?にして、益々衆惡を作す。是の如くして壽終り、財物盡き索つく。素より恩徳無く、恃怙する所無し。惡道の中に入りて、之に坐りて苦に適ふ。然る後出でて解脱することを得て、今生に人と爲れども、下賤と作りて貧家に子と作り、強ひて人の形に像たれども、状貌甚だ醜く、衣被弊壞して、單り空しく獨立して、*087形體を蔽はず、乞?して生活するのみ。飢寒因苦し、面目羸劣にして、人の色に類せず。其の前世の身の作す所に坐せられて、其の殃罰を受く。衆に示して之を見せしむるに、誰も哀む者莫し。市道に棄捐せられ、暴露?痩し、黒醜惡極にして人に及ばざるのみ。帝王の人中の獨尊最好なる所以は何ぞ、皆其の前世宿命に人と爲りし時、善を作し、經道を信愛し、恩徳を布施し、博く愛して義に順ひ、慈仁にして喜びて與へ、飮食を貪らず、衆と之を共にして、遺惜する所無く、都て違諍無し。其の福徳を得て、壽終りて徳に隨ひて惡道に更らず、今生に人と爲り王家に生るることを得、自然に尊貴にして、獨り王となり、人民を典主し攬制し、人の雄傑と爲る。面目潔白に、和顏好色にして、身體端正なり。衆に共に敬事せられ、美食好衣、心に隨ひ意に恣なり。樂みに在りて欲する所は、自然に前に在りて、都て違諍無し。人中に於て?好にして、憂無く、快樂にして面色光澤なり。故に乃し爾るのみ。


  



  佛説無量淸淨平等覺經卷第一
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  佛説無量淸淨平等覺經卷第二


  



  後漢月支國三藏支婁迦讖譯


  



  佛阿難に告げたまはく。若が言是なり、帝王の如きは人中にに於て好きこと比無しと雖も、當に遮迦越王の邊に在りて住せしむれば、其の面目形貌甚だ醜惡にして、其の状好からざること、比へば乞人の帝王の邊に在りて住するが如くなるべし。帝王の面醜にして、尚復遮迦越王の面色の?好なるに如かざること、百千億萬倍なり。遮迦越王の如きは、天下に於て絶えて好きこと比無きも、當に第二?利天の帝釋の邊に在りて住せしむれば、其の面甚だ醜くして好からざること、尚復天帝釋の面貌端正にして?好なるに如かざること、百千億萬倍なるべし。天帝釋の如きも、第六天王の邊に在りて住せしむれば、其の面貌甚だ醜くして好からざること、尚復第六天王の面貌端正にして?好なるに如かざること、百千億倍なり。第六天王の如きも、無量淸淨佛國の中にの諸の菩薩・阿羅漢の邊に在りて住せしむれば、其の面甚だ醜くして、尚復無量淸淨佛國中にの諸の菩薩・阿羅漢の面貌端正にして?好なるに如かざること、百千億萬倍なり。


  



  佛言はく。無量淸淨佛の諸の菩薩・阿羅漢の面貌は、悉く皆端正にして絶えて好きこと比無し、泥?の道に次しなり。佛阿難告げたまはく。無量淸淨佛及び諸の菩薩・阿羅漢の講堂・精舍、居處る所の舍宅の中に外の浴池の上に、皆七寶の樹有り、中に純銀の樹有り、中に純金の樹有り、中に純水精の樹有り、中に純琉璃の樹有り、中に純白玉の樹有り、中に純珊瑚の樹有り、中に純虎珀の樹有り、中に純車&M021123;の樹有りて、種種に各々自ら異行なり。中に復兩寶の共に一樹と作る者有り。銀樹には銀根・金莖・銀枝・金葉・銀華・金實あり、*089金樹には金根・銀莖・金枝・銀葉・金華・銀實あり。是の兩寶樹轉た共に相成じて、各々自ら異行なり。中に復三寶の共に一樹と作る者有り、銀樹には銀根・金莖・水精枝・銀葉・金華・水精實あり、金樹には金根・銀莖・水精枝・金葉・銀華・水精實あり、水精樹には水精根・銀莖・金枝・水精葉・銀華・金實あり。是の三寶樹轉た共に相成じて、各々自ら異行なり。中に復四寶の共に一樹と作る者有り、銀樹には銀根・金莖・水精枝・琉璃葉・銀華・金實あり、金樹には金根・銀莖・水精枝・琉璃葉・金華・銀實あり、水精樹には水精根・琉璃莖・銀枝・金葉・水精華・琉璃實あり、琉璃樹には琉璃根・水精莖・金枝・銀葉・琉璃華・水精實あり。是の四寶樹轉た共に相成じて、各々自ら異行なり。中に復五寶の共に一樹と作る者有り、銀樹には銀根・金莖・水精枝・琉璃葉・珊瑚華・金實あり、金樹には金根・銀莖・水精枝・琉璃葉・珊瑚華・銀實あり、水精樹には水精根・琉璃莖・珊瑚枝・銀葉・金華・琉璃實あり、琉璃樹には琉璃根・珊瑚莖・水精枝・金葉・銀華・珊瑚實あり、珊瑚樹には珊瑚根・琉璃莖・水精枝・金葉・銀華・琉璃實あり。是の五寶樹轉た共に相成じて、各々自ら異行なり。中に復六寶の共に一樹と作る者有り、銀樹には銀根・金莖・水精枝・琉璃葉・珊瑚華・虎珀實あり、金樹には金根・銀莖・水精枝・琉璃葉・虎珀華・珊瑚實あり、水精樹には水精根・琉璃莖・珊瑚枝・銀葉・虎珀華・金實あり、琉璃樹には琉璃根・珊瑚莖・虎珀枝・水精葉・金華・銀實あり、珊瑚樹には珊瑚根・虎珀莖・銀枝・金葉・水精華・琉瑠實あり、虎珀樹には虎珀根・珊瑚莖・金枝・銀葉・琉璃華・水精實あり。是の六寶樹轉た共に相成じて、各々自ら異行なり。中に復七寶の共に一樹と作る者有り、銀樹には銀根・金莖・水精節・琉璃枝・珊瑚葉・虎珀華・車&M021123;實あり、金樹には金根・水精莖・琉璃節・珊瑚枝・虎珀葉・車&M021123;華・銀實あり、水精樹には水精根・琉璃莖・珊瑚節・虎珀枝・車&M021123;葉・白玉華・金實あり、*090琉璃樹には琉璃根・珊瑚莖・虎珀節・白玉枝・車&M021123;葉・水精華・銀實あり、珊瑚樹には珊瑚根・虎珀莖・白玉節・銀枝・明月珠葉・金華・水精實あり、虎珀樹には虎珀根・白玉莖・珊瑚節・琉璃枝・車&M021123;葉・水精華・金實あり、白玉樹には、白玉根・車&M021123;莖・琉璃節・珊瑚枝・虎珀葉・金華・摩尼珠實あり。是の七寶樹轉た共に相成じて、種種各々自ら異行なり。行行自ら相値ひ、莖莖自ら相准じ、枝枝自ら相値ひ、葉葉自ら相向ひ、華華自ら相望む。極めて自ら軟好、實實自ら相當れり。佛言はく。無量淸淨佛の講堂・精舍中の外内に七寶の浴池繞れり、邊上に諸の七寶樹あり。及び諸の菩薩・阿羅漢の七寶の舍宅の中外にも七寶の浴池繞れり、池の邊に七寶樹あり、數千百重行なり。皆各各是の如し。行行自ら五の音聲を作す、甚だ好きこと比無し。佛阿難に語りたまはく。世間の帝王の萬種の伎樂音聲の如きは、遮迦越王の諸の伎樂の一の音聲の好きに如かざること、百千億萬倍なり。遮迦越王の萬種の伎樂の音聲の如きも、尚復第二?利天上の諸の伎樂の一の音聲の好きに如かざること、百千億萬倍なり。?利天上の萬種の伎樂の聲の如きも、尚復第六天上の諸の伎樂の一の音聲の好きに如かざること、百千億萬倍也。第六天上の萬種の音樂の聲の如きも、尚復無量淸淨佛國の中の七寶樹の一の音聲の好きに如かざること、百千億萬倍なり。無量淸淨佛國に、亦萬種自然の伎樂有りて極無し。無量淸淨佛及び諸の菩薩・阿羅漢、浴せんと欲する時は便ち各々自ら其の七寶池の中に入りて浴す。諸の菩薩・阿羅漢、意に水をして足を沒さしめんと欲すれば、水則ち足を沒す。意に水をして膝に至らしめんと欲すれば、水則ち膝に至る。意に水をして腰に至らしめんと欲すれば、水則ち腰に至る。意に水をして腋に至らしめんと欲すれば、水則ち腋に至る。意に水をして頚に至らしめんと欲すれば、水則ち頚に至る。意に水をして自ら身の上に潅がしめんと欲すれば、水則ち身の上に潅ぐ。意に水をして轉た復還て故の如くならしめんと欲すれば、水則ち轉た還て復故の如し。恣若に意の所欲好憙に隨ふ。佛言はく。無量淸淨佛及び諸の菩薩・阿羅漢、皆浴し已りて、悉く自ら一蓮華の上に於て坐すれば、則ち四方に自然に亂風起る。*091其の亂風は、亦世間の風に非ず、亦復天上の風にも非ず。是の亂風は、都て八方・上下の衆風の中の自然爲り、都て相合會して共に化生するのみ。其の亂風亦大寒ならず、亦大温ならず、常に和調中適なり、其の涼好なること比無し。亂風徐に起りて、亦遲からず亦疾からず、適に中宜を得たり。國中の七寶樹を吹くに、七寶樹皆復自ら五の音聲を作す。亂風華を吹きて悉く其の國中に覆蓋すれば、華皆自ら無量淸淨佛及び諸の菩薩・阿羅漢の上に散じて、華適に地に墮つ。華皆厚さ四寸なり、極めて自ら軟かくして好きこと比無し。華小しく萎めば則ち自然の亂風吹きて、萎める華悉く自然に去る。則ち復四方より、復自然の亂風起りて、七寶樹を吹けば、七寶樹皆復自ら五の音聲を作す。亂風華を吹きて、悉く復自然に無量淸淨佛及び諸の菩薩・阿羅漢の上に散じ、華地に墮つれば則ち自然の亂風復吹きて萎める華悉く自然に去る。則ち復四方より自然の亂風起りて七寶樹の華を吹く。是の如くする者四反なり。諸の菩薩・阿羅漢の中に。但經を聞かんと欲する者有り、中に但音樂の聲を聞かんと欲する者有り、中に但華香を聞かんと欲する者有り。中に經を聞くことを欲せざる者有り。中に五音を聞くことを欲せざる者有り。中に華香を聞くことを欲せざる者有り。其の聞かんと欲する所の者は輒則ち獨り之を聞き、其の聞くことを欲せざる所の者は了に獨り聞かず。則ち皆自然に意の所欲在るに隨ひて憙樂し、其の心中の欲願する所に違はざるなり。無量淸淨佛及び諸の菩薩・阿羅漢、皆浴し訖已れば各々自ら去る。其の諸の菩薩・阿羅漢、各々自ら行道す。中に地に在りて經を講ずる者有り、中に地に在りて經を誦する者有り、中に地に在りて經を説く者有り、中に地に在りて口づから經を受くる者有り、中に地に在りて經を聽く者有り、中に地に在りて經を念ずる者有り、中に地に在りて道を思ふ者有り、中に地に在りて坐禪一心なる者有り、中に地に在りて經行する者有り、中に虚空の中に在りて經を講ずる者有り、中に虚空の中に在りて經を誦する者有り、中に虚空の中に在りて經を説く者有り、中に虚空の中に在りて口づから經を受くる者有り、中に虚空の中に在りて經を聽く者有り、中に虚空の中に在りて經を念ずる者有り、中に虚空の中に在りて道を思念する者有り、中に虚空の中に在りて坐禪一心なる者有り、中に虚空の中に在りて經行する者有り。中に未だ須陀?道を得ざる者有れば則ち須陀?道を得、*092中に未だ斯陀含道を得ざる者有れば則ち斯陀含道を得、中に未だ阿那含道を得ざる者有れば則ち阿那含道を得、中に未だ阿羅漢道者を得ざる有れば則ち阿羅漢道を得、中に未だ阿惟越致の菩薩を得ざる者有れば則ち阿惟越致菩薩を得。菩薩・阿羅漢、各々自ら經を説き道を行じて、皆悉く道を得て、歡喜し踊躍せざる者莫し。諸の菩薩の中に、意に八方・上下の無央數の諸佛を供養せんと欲するもの有らば、即ち皆倶に前みて無量淸淨佛の爲に禮を作し、却きて長跪叉手して佛に白さく、辭し行いて八方・上下の諸の無央數の佛を供養せんと欲すと。無量淸淨佛則ち之を然可して、則ち其をして行いて供養せしめたまふ。諸の菩薩等の皆大に歡喜するもの、數千億萬人無央數にして復計ふべからず。皆智慧勇猛にして、各々自ら翻り飛ぶ、等輩相追ひて倶共に散り飛びて則ち行く。即ち八方・上下の無央數の諸佛の所に到り、皆前みて佛の爲に禮を作して、便則ち諸佛を供養す。其の諸の菩薩、意に萬種自然の物を得んと欲はば前に在り、則ち自然百雜色の華、百種自然の雜繒・幡綵百種の物、自然の劫波育衣、自然の七寶、自然の燈火、自然の萬種伎樂、悉く皆前に在り。其の華香の萬種自然の物は、亦世間の物に非ず、亦復天上の物にも非ざるなり。是の萬種の物は、都て爲に八方・上下の衆物、自然に共に合會して化生するのみ。意に得んと欲はば則ち自然に化生して前に在り、意に用ひざらんとせば便則ち自ら化し去る。諸の菩薩便ち共に持して、諸佛及び諸の菩薩・阿羅漢の上に供養す。邊傍・前後徊繞し周匝すること自在なり。意に得んと欲する所は則輒ち皆至る、爾の時に當りて快樂言ふべからざるなり。諸の菩薩、意に各々四十里の華を得んと欲はば、則ち自然に四十里の華前に在り。諸の菩薩皆虚空の中に於て共に華を持して、則ち諸佛及び諸の菩薩・阿羅漢の上に散ず。華皆虚空の中に在りて下り向ふ。華甚だ香好し、華適に小しく萎みて便ち自ら地に墮つれば、則ち自然の亂風吹きて萎める華悉く自然に去る。諸の菩薩、意に各々復八十里の華を得んと欲はば、則ち自然に八十里の華前に在り。諸の菩薩皆復虚空の中に於て共に華を持して、諸の菩薩・阿羅漢の上に散ず。華皆復虚空の中に在りて下り向ふ。華小しく萎みて便ち自ら地に墮つれば、則ち自然の亂風吹きて萎める華去る。*093諸の菩薩、意に各々復百六十里の華を得んと欲はば、則ち自然に百六十里の華前に在り。諸の菩薩皆復虚空の中に於て共に華を持して、則ち諸佛及び諸の菩薩・阿羅漢の上に散ず。華皆復虚空の中より下り向ふ。華適に小しく萎みて便ち自ら地に墮つれば、則ち自然の悉く悉く自然に去る。諸の菩薩、意に各々復三百二十里の華則ち自然に三百二十里の華前に在り。諸の菩薩皆復於虚空共に華を持して、則ち散諸佛及び諸の菩薩・阿羅漢の上に散ず。華皆復虚空の中に在りて下り向ふ。華適に小しく萎みて便ち自ら地に墮つれば、則ち自然の悉く悉く自然に去る。諸の菩薩、意に各々復六百四十里の華を得んと欲はば、則ち自然に六百四十里の華前に在り。諸の菩薩皆復虚空に於て共に華を持して、諸佛及び諸の菩薩・阿羅漢の上に散ず。華皆復虚空の中に在りて下り向ふ。華適に小しく萎みて便ち自ら地に墮つれば、則ち自然に亂風吹華悉く自然に去る。諸の菩薩意各々復千二百八十里の華を得んと欲はば、則ち自然に千二百八十里の華前に在り。諸の菩薩皆復虚空の中に於て共に華を持して、諸佛及び諸の菩薩・阿羅漢の上に散ず。華皆復虚空の中に在りて下り向ふ。華適に小しく萎みて便ち自ら地に墮つれば、則ち自然の悉く悉く自然に去る。諸の菩薩、意に各々復二千五百六十里の華を得んと欲はば、則ち自然に二千五百六十里の華前に在り。諸の菩薩皆復虚空の中に於て共に華を持して、諸佛及び諸の菩薩・阿羅漢の上に散ず。華皆復虚空の中に在りて下り向ふ。華適に小しく萎みて便ち自ら地に墮つれば、則ち自然の悉く悉く自然に去る。諸の菩薩、意に各々復五千一百二十里の華を得んと欲はば、則ち自然に五千一百二十里の華前に在り。諸の菩薩皆復虚空の中に於て共に華を持して、則ち諸佛及び諸の菩薩・阿羅漢の上に散ず。華皆復虚空の中に在りて下り向ふ。華適に小しく萎みて便ち自ら地に墮つれば、則ち自然の悉く悉く自然に去る。諸の菩薩、意に各々復萬二百四十里の華を得んと欲はば、則ち自然に萬二百四十里の華前に在り。諸の菩薩皆復虚空の中に於て共に華を持して、諸佛及び諸の菩薩・阿羅漢の上に散ず。華皆復虚空の中に在りて下り向ふ。*094華適に小しく萎みて便ち自ら地に墮つれば、則ち自然の悉く則ち自然に去る。諸の菩薩、意に各々復二萬四百八十里の華を得んと欲はば、則ち自然に二萬四百八十里の華前に在り。諸の菩薩皆復虚空の中に於て華を持して、諸佛及び諸の菩薩・阿羅漢の上に散ず。華皆復虚空の中に在りて下り向ふ。華適に小しく萎みて便ち自ら地に墮つれば、自然の悉く悉く自然に去る。諸の菩薩、意に各々復五萬里の華を得んと欲はば、則ち自然に五萬里の華前に在り。諸の菩薩皆復虚空の中に於て共に華を持して、諸佛及び諸の菩薩・阿羅漢の上に散ず。華皆虚空の中に在りて下り向ふ。華適に小しく萎みて便ち自ら地に墮つれば、則ち自然の悉く悉く自然に去る。諸の菩薩、意に各々復十萬里の華を得んと欲はば、則ち自然に十萬里の華前に在り。諸の菩薩皆復虚空の中に於て共に華を持して、則ち諸佛及び諸の菩薩・阿羅漢の上に散ず。華皆虚空の中に在りて下り向ふ。華適に小しく萎みて便ち自ら地に墮つれば、則ち自然の悉く悉く自然に去る。諸の菩薩、意に各々復二十萬里の華を得んと欲はば、則ち自然に二十萬里の華前に在り。諸の菩薩皆復虚空の中に於て共に華を持して、則ち諸佛及び諸の菩薩・阿羅漢の上に散ず。華皆虚空の中に在りて下り向ふ。華適に小しく萎みて便ち自ら地に墮つれば、則ち自然の悉く悉く自然に去る。諸の菩薩、意に各々復四十萬里の華を得んと欲はば、則ち自然に四十萬里の華前に在り。諸の菩薩皆復虚空の中に於て共に華を持して、則ち諸佛及び諸の菩薩・阿羅漢の上に散ず。華皆虚空の中に在りて下り向ふ。華適に小しく萎みて便ち自ら地に墮つれば、則ち自然の悉く悉く自然に去る。諸の菩薩、意に各々復八十萬里の華を得んと欲はば、則ち自然に八十萬里の華前に在り。諸の菩薩皆復虚空の中に於て共に華を持して、則ち諸佛及び諸の菩薩・阿羅漢の上に散ず。華皆虚空の中に在りて下り向ふ。華適に小しく萎みて便ち自ら地に墮つれば、則ち自然の悉く則ち自然に去る。諸の菩薩、意に各々復百六十萬里の華を得んと欲はば、則ち自然に百六十萬里の華前に在り。諸の菩薩皆復虚空の中に於て共に華を持して、則ち諸佛及び諸の菩薩・阿羅漢の上に散ず。華皆虚空の中に在りて下り向ふ。華適に小しく萎みて便ち自ら地に墮つれば、*095則ち自然の悉く悉く自然に去る。諸の菩薩、意に各々復三百萬里の華を得んと欲はば、則ち自然に三百萬里の華前に在り。諸の菩薩皆復虚空の中に於て共に華を持して、則ち散諸佛。及び諸の菩薩・阿羅漢上。華皆虚空の中に在りて下り向ふ。華適に小しく萎みて便ち自ら地に墮つれば、則ち自然の悉く悉く自然に去る。諸の菩薩、意に各々復四百萬里の華を得んと欲はば、則ち自然に四百萬里の華前に在り。諸の菩薩心意倶に大に歡喜し踊躍して、皆虚空の中に在りて共に華を持して、則ち諸佛及び諸の菩薩・阿羅漢の上に散ず。華都て自然に合して一華と爲る、華は正團圓にして周匝し、各々適に等し。華轉た前に倍して極めて自ら軟好にして、轉た於前の華の好きに勝れること數百千色なり、色色の異香、甚だ香しきこと言ふべからず。諸の菩薩皆大に歡喜して、倶に虚空の中に於て、大に共に衆音自然の伎樂を作し、佛及び諸の菩薩・阿羅漢を樂しましむ。是の時に當りて快樂言ふべからず。諸の菩薩皆悉く却き坐して經を聽く。經を聽き竟りて則ち悉く皆諷誦す。通利重くして經道を知り、益々智慧明かなり。其の諸の華香、小しく萎みて便ち自ら地に墮つれば、則ち自然の亂風吹きて華悉く皆自然に去る。則ち諸佛の國中、第一四天王の上より三十六天の上に到るまでの、諸の菩薩・阿羅漢・天人、皆復虚空の中に於て、大に共に衆音の伎樂を作せり。諸の天人の前に來れる者、轉た去るて後に來る者を避く。後に來れる者轉た復供養すること前の如くして更相に開避す。諸の天人歡喜し經を聽きて皆大に共に音樂を作す。是の時に當りて快樂極無し。諸の菩薩供養し經を聽き訖竟りて、便ち皆起ちて諸佛の爲に禮を作して去る。則ち復飛びて八方・上下の無央數の諸佛の所に到りて、則ち復供養し經を聽く、皆各々前の時の如し。悉く遍くして以後、日の未だ中ならざる時、諸の菩薩則ち皆飛びて去り則ち其の國に還る。悉く前みて無量淸淨佛の爲に禮を作して、皆坐して一面に却き經を聽く。經を聽き竟りて皆大に歡喜す。佛言はく。無量淸淨佛及び諸の菩薩・阿羅漢食せんと欲する時は則ち自然に七寶の机、自然の劫波育、自然の?&M057087;、以て座と爲り、無量淸淨佛及び諸の菩薩・阿羅漢皆坐し已る。前に悉く自然七寶の鉢有り、中に皆自然百味の飮食有り。飮食は、亦世間の飮食の味に類せず、*096亦復天上の飮食の味にも非ず。此の百味の飮食は、都て八方・上下の衆の自然の飮食の中の精味爲り。甚だ香美にして比有ること無し。都て自然に化生するのみ。其の飮食は得んと欲する所の味の甜酢に自在にして、鉢も得んと欲する所に自在なり。諸の菩薩・阿羅漢の中に銀鉢を得んと欲する者有り、中に金鉢を得んと欲する者有り、中に水精の鉢を得んと欲する者有り、中に琉瑠の鉢を得んと欲する者有り、中に珊瑚の鉢を得んと欲する者有り、中に虎珀の鉢を得んと欲する者有り、中に白玉の鉢を得んと欲する者有り、中に車&M021123;の鉢を得んと欲する者有り、中に瑪瑙の鉢を得んと欲する者有り、中に明月珠の鉢を得んと欲する者有り、中に摩尼珠の鉢を得んと欲する者有り、中に紫磨金の鉢を得んと欲する者有り、皆其の中に百味の飮食滿たせり。自ら恣若に意に隨ひて則ち至る。亦從來する所も無く、亦供作する者も有ること無し、自然に化生するのみ。諸の菩薩・阿羅漢、皆食するに、食亦多からず亦少からず、悉く自然に平等なり。諸の菩薩・阿羅漢食、亦美惡を言はず、亦美を以ての故に喜ばず。食し已れば諸の飯具・鉢・机・坐、皆自然に化し去り、食せんと欲する時は乃ち復化生するのみ。諸の菩薩・阿羅漢、皆心淸潔にして飯食を慕はず、但用て氣力を作すのみ。皆自然に消散し糜盡して化し去る。


  



  佛阿難に告げたまはく。阿彌陀佛、諸の菩薩・阿羅漢の爲に法を説きたまふ時、都て悉く大に講堂の上に會す。其の國の諸の菩薩・阿羅漢及び諸天・人民、無央數にして、都て復計ふべからず。皆無量淸淨佛の所に飛び到りて、悉く前みて無量淸淨佛の爲に禮を作し、却き坐して經を聽く。無量淸淨佛便則ち諸の比丘僧、諸の菩薩・阿羅漢、諸天・人民の爲に、廣く道智大經を説きたまふ。皆悉く經道を聞知して、歡喜踊躍して心に開解せざる者莫し。即ち四方より自然の亂風起りて、國中の七寶樹を吹くに、七寶樹皆復五の音聲を作せり。亂風七寶の華を吹くに、華其の國に覆蓋し、皆虚空の中に在りて下り向ふ。華甚だ香くして極めて自ら軟好なり、香國中に遍ず。華皆自ら無量淸淨佛及び諸の菩薩・阿羅漢の上に散ず。華地に墮ちて皆厚さ四寸なり。華適に小しく萎めば則ち自然の亂風吹きて萎める華自然に去る。則ち四方より倶に復自然の亂風起りて、*097七寶樹を吹くに、七寶樹皆復自ら五の音聲を作せり。亂風七寶樹の華を吹くに、華復前の如く皆自然に無量淸淨佛及び諸の菩薩・阿羅漢の上に散ず。。華地に墮ちて復厚さ四寸なり。華小しく萎めば則ち自然の亂風吹きて萎める華悉く自然に去る。亂風華を吹くこと是の如く四反す。則ち第一四天王の諸天人、第二?利天上の諸天人、第三天上の諸天人、第四天上の諸天人、第五天上の諸天人、第六天上の諸天人、第七梵天上の諸天人、上第十六天上の諸天人に到り、上三十六天上の諸天人に至るまで、皆天上萬種自然の物を持ち、百種の雜色華、百種の雜香、百種の雜繒綵、百種の劫波育疊衣、萬種の伎樂、轉た倍して好く相勝れるを各々持ちて來り下り、無量淸淨佛の爲に禮を作して、則ち無量淸淨佛及び諸の菩薩・阿羅漢を供養す。諸の天人皆復大に伎樂を作して、無量淸淨佛及び諸の菩薩・阿羅漢を樂しましむ。是の時に當りて快樂言ふべからず。諸の天人、前に來れる者轉た去りて後に來る者を避く、後に來る者轉た復供養すること前の如し。更相に開避す。則ち東方無央數の佛國復計ふべからず。恒水の邊の流沙の如し。一沙を一佛として其の數是の如し。諸佛各々諸の菩薩を遣はすこと、無央數にして復計ふべからず。皆無量淸淨佛の所に飛び到りて、則ち無量淸淨佛の爲に禮を作し、頭面を以て佛足に著けて、悉く坐して一面に却き經を聽く。經を聽き竟りて諸の菩薩皆大に歡喜し、悉く起ちて無量淸淨佛の爲に禮を作して去る。則ち西方無央數の諸佛の國、復恒水の邊の流沙の如し。一沙を一佛として其の數是の如し。諸佛各々復諸の菩薩を遣はすこと、無央數にして都て復計ふべからず。皆無量淸淨佛の所に飛び到りて、則ち前みて無量淸淨佛の爲に禮を作し、頭面を以て佛足に著け、悉く坐して一面に却き經を聽く。經を聽き竟りて諸の菩薩皆大に歡喜し、起ちて無量淸淨佛の爲に禮を作して去る。則ち北方無央數の諸佛の國、復恒水の邊の流沙の如し。一沙を一佛として其の數是の如し。諸佛各々復諸の菩薩を遣はすこと、無央數にして都て復計ふべからず。皆無量淸淨佛の所に飛び到りて、則ち前みて無量淸淨佛の爲に禮を作し、頭面を以て佛足に著け、悉く坐して一面に却き經を聽く。*098經を聽き竟りて諸の菩薩皆大に歡喜し、起ちて無量淸淨佛の爲に禮を作して去る。南方無央數の諸佛の國、復恒水の邊の流沙の如し。一沙を一佛として其の數是の如し。諸佛各々復諸の菩薩を遣はすこと、無央數にして都て復計ふべからず。皆無量淸淨佛の所に飛び到りて、則ち前みて無量淸淨佛の爲すに禮を作して去る。則ち復四角の無央數の諸佛國、各々復恒水の邊の流沙の如し。一沙を一佛として其の數各々是の如し。諸佛各々復諸の菩薩を遣はすこと、無央數にして都て復計ふべからず。皆無量淸淨佛の所に飛び到りて、前みて無量淸淨佛の爲に禮を作し已りて、頭面を佛足に著け、悉く坐して一面に却き經を聽く。經を聽き竟りて諸の菩薩皆大に歡喜し、起ちて無量淸淨佛の爲に禮を作して去る。佛言はく。八方・上下の諸の無央數の佛、更に諸の菩薩を遣はして、無量淸淨佛の所に飛び到りて、經を聽きて供養し、轉た更相に開避すること是の如し。則ち下面の諸の八方無央數の佛國も、一方は各々復恒水の邊の流沙の如し。一沙を一佛として其の數復是の如し。諸佛各々諸の菩薩を遣はすこと、無央數にして都て復計ふべからず。皆無量淸淨佛の所に飛び到りて、前みて阿彌陀佛の爲に禮を作し、頭面を以て佛足に著け、悉く却き坐して經を聽く。經を聽き竟りて諸の菩薩皆大に歡喜し、起ちて無量淸淨佛の爲に禮を作して去る。上方の諸佛更に諸の菩薩を遣はして、無量淸淨佛の所に飛び到りて、經を聽きて供養し相開避す。前に來れる者は則ち去りて後に來る者を避く。後に來る者供養すること亦復是の如くして、終に休絶し極まる時無し。


  



  譬えば恒沙の如き刹　東方の佛國是の如し　各各諸の菩薩をして　稽首して無量覺を禮したてまつる　西・南・北面も皆爾なり　是の如き恒沙數の土　是の諸佛菩薩を遣して　稽首して無量覺を禮したてまつる　此の十方の菩薩飛びて　皆以衣?諸の華を以て　天の拘蠶種種の具を　往いて無量覺を供養したてまつる　諸の菩薩皆大に集ひて　稽首して無際光を禮したてまつる　遶ること三匝して叉手して住し　國尊無量覺を歎じたてまつる　*099皆華を持して佛の上に散じ　心淸淨にして無量を稱したてまつる　佛前に於て住して自ら説く　願はくは我が刹をして此の如くならしめん　散ずる所の華虚空に止りて　合成して百由旬を蓋ふ　其の柄妙嚴にして飾り好く　悉く遍く衆會の上に覆ふ　諸の菩薩都て往き至る　諸尊の刹は値ふことを得難し　是の如の人佛の名を聞きて　快く安隱にして大利を得ん　吾等が類是の徳を得ん　諸の此の刹に好き所を得ん　本國を計るに夢の若如し　無數劫にも淨きは此の土なり　菩薩の世尊を遶るを見るに　威神猛壽極無し　國覺衆甚だ淸淨なること　無數劫にも思議し難し　時に無量世尊笑みたまふ　三十六億那術　此の數の光口より出で　遍く諸の無數の刹を?す　則ち迴光還りて佛を遶り　三匝し已りて頂より入る　色霍然として復現ぜず　天亦人も皆歡喜す　?樓亘坐より起ちて　衣服を正して稽首して問ひ　佛に白して言はく何に縁りてか笑みたまふ　唯世尊是の意を説きたまへ　願はくは我に本空の?を授け　慈護して百福の相を成ぜしめよ　是の諸の音聲を聞く者　一切の人踊躍して喜ぶ　梵の音及び雷霆　八種の音深重の聲なり　佛?樓亘に決を授けたまふ　今吾説かん仁諦かに聽け　衆の世界の諸菩薩　須阿提に到りて佛を禮し　聞きて歡喜し廣く奉行して　疾く淨を得る處に至ることを得ん　已に此の嚴淨の國に到りぬれば　便ち速に神足を得て倶に　眼洞かに視耳徹かに聽き　亦還て宿命を知ることを得ん　無量覺其の決を授けん　我前世に本願有り　一切の人法を説くを聞かば　皆疾く我が國に來生せん　吾が願ずる所皆具足せん　衆の國より來生せん者　皆悉く此の間に來到して　一生に不退轉を得ん　若し菩薩更に願を興して　國をして我が刹の如くならしめんと欲せん　亦念へらく一切人を度し　各々願はくは十方に達せしめん　*100速に疾く超えて便ち安樂國の世界に到るべし　無量光明土に至りて　無數の佛を供養す　其れ億萬の佛に奉事し　飛び變化して諸國に遍じ　恭敬し已りて歡喜して去り　便ち須摩提に還る　是の功徳有るに非ざる人は　是の經の名を聞くことを得ず　唯淸淨に戒を有てる者　乃し此の正法を聞くに逮べり　曾更て世尊雄を見たてまつりて　則ち是の事を信ずることを得て　謙りて恭敬し聞きて奉行して　便ち踊躍して大に歡喜す　惡と驕慢と弊と懈怠のものは　以て此の法を信ずること難し　宿世の時佛を見たてまつる者　樂みて世尊の敎を聽聞せん　譬へば生れてより盲冥なる者　行きて人を開導することを得んと欲ふが如し　聲聞は悉く大乘に或ふ　何に況や俗凡の諸に於てをや　天中の天は意を相知る　聲聞は佛の行を了らず　辟支佛も亦是の如し　獨り正覺のみ乃し此を知る　一切をして悉く作佛せしめ　其の淨慧本空を智り　復此の億萬劫を過ぎて　佛智を計るとも能く及ぶこと無く　講議して説くこと無數劫にして　壽命を盡くすとも猶知らず　佛の慧は邊幅無し　是の如く淸淨の致を行ず　我が敎を奉じて乃し是を信ずること　唯此の人のみ能く解了す　佛の説きたまふ所皆能く受く　是則ち第一の證と爲す　人の命希に得べし　佛は世に在ませども甚だ値ひ難し　信慧有りて致るべからず　若し聞見せば精進して求めよ　是の法を聞きて忘れず　便ち見て敬ひ得て大に慶ばば　則ち我が善き親厚なり　是を以ての故に道意を發せよ　設令ひ世界に滿てらん火をも　此の中を過ぎて法を聞くことを得ば　會ず當に世尊と作りて將に一切生・老・死を度せんとすべし


  



  佛阿難に語りたまはく。無量淸淨佛、諸の菩薩・阿羅漢の爲に經を説き竟るに、諸天・人民の中に未だ須陀?道を得ざる者有れば則ち須陀?道を得しめ、中に未だ斯陀含道を得ざる者有れば則ち斯陀含道を得しめ、中に未だ阿那含道を得ざる者有れば則ち阿那含道を得しめ、中に未だ阿羅漢道を得ざる者有れば則ち阿羅漢道を得しめ、*101中に未だ阿惟越致の菩薩を得ざる者有れば、則ち阿惟越致の菩薩を得しむ。阿彌陀佛、輒ち其の本の宿命に道を求むる時心の喜願する所に隨ひ、大小意に隨ひて、爲に經を説きて、輒ち之に授けて、其をして疾く開解得道し皆悉く明慧ならしむ。各々自ら好喜し、願ふ所の經道なれば、喜ばずといふこと莫し。誦習を樂ふ者は、則ち各々自ら諷誦して經道を通利して厭無く極無し。諸の菩薩・阿羅漢の中に經を誦する者有り、其の音雷聲の如し。中に經を説く者有り、疾風暴雨の時の如し。諸の菩薩・阿羅漢、經を説き道を行ずること皆各々是の如し。一劫を盡くすとも竟終に懈り倦む時無し。皆悉く智慧勇猛に、身體皆輕く、便ち終に痛痒有ること無し。極時の行歩坐起、皆悉く才健勇猛なること、師子中の王の深林の中に在りて、當に趣向する所有るべき時、敢て當る者有ること無きが如く、無量淸淨佛國の諸の菩薩・阿羅漢、經を説き道を行ずること、皆勇猛にして疑難の意有ること無し。則ち心に在りて作爲する所豫め計らざること百千億萬倍なり。是猛師子の中の王なり。是の如きの猛師子の中の王、百千億萬倍すとも、尚復我が第二の弟子の摩訶目?連の勇猛なるに如かざること、百千億萬倍なり。無量淸淨國の諸の菩薩・阿羅漢、皆我が第二の弟子摩訶目?連に勝れり。佛言はく。摩訶目?連の勇猛の如きは、諸佛國の諸の阿羅漢の中に於て、最も比無しと爲す。摩訶目?連の如き、飛行進止智慧勇猛に、洞かに視徹かに聽き、八方・上下、去・來・現在の事を知ること、百千億萬倍なるを、都て合して一智慧勇猛と爲して、當に無量淸淨佛國の諸の阿羅漢の中に在らしめんに、其の徳尚復無量淸淨佛國の一の阿羅漢の智慧勇猛に如かざること、千億萬倍なるべし。是の時坐中に一の菩薩有り、阿逸菩薩と字く。阿逸菩薩、則ち起ちて前みて長跪叉手し、佛に問いたてまつりて言く。阿彌陀佛國中の諸の阿羅漢、寧ろ頗る般泥?して去る者有りやいなや、願はくは之を聞かんと欲ふ。佛阿逸菩薩に告げたまはく。若ぢ知らんと欲せば、是の如き四天下の星、若之を見るやいなや。阿逸菩薩言く。唯然なり、皆之を見る。佛言はく。而ぢ我が第二の弟子、摩訶目?連、四天下を飛行して一日一夜遍く星を數へて幾枚か有ると知らんとするも、是の如き四天下の星は甚だ衆多にして、計ふることを得べからざるもの、*102尚百千億萬倍爲るは是四天下の星なり。佛言はく。天下の大海の水の如きは、一渧水を減じ去らば、寧ろ能く海水をして爲に減ぜしむるやいなや。阿逸菩薩言く。大海水百千億萬斗石の水を減ずとも、尚復海をして減じて少ならしむること能はず。佛言はく。阿彌陀佛國の諸の阿羅漢の中に、般泥?し去る者有りと雖も、是の大海の一小水を減ずるが如きのみ。諸在の阿羅漢をして爲に減じて少なりと知らしむること能はざるなり。佛言はく。大海水の一溪水を減ぜば、寧ろ能く海水を減ぜんやいなや。阿逸菩薩言く。大海の百千萬億の溪水を減ずとも、尚復海水を減じて減じて少なりと知らしむること能はず。佛言はく。阿彌陀佛國は諸の阿羅漢の中に、般泥曰して去る者有らんも、是の大海の一溪水を減ずるが如きのみ。諸在の阿羅漢を減じて爲に減じて少なりと知ること能はず。佛言はく。大海一恒水を減ぜば、寧ろ能く海水を減ぜんやいなや。阿逸菩薩言く。大海水の百千萬億の恒水を減ずとも、尚復大海水を減じて減じて少なりと知らしむること能はず。佛言はく。阿彌陀佛國の諸の阿羅漢、般泥曰して去る者無央數なり、其の在る者の新に阿羅漢を得る者も亦無央數なり、都て増減を爲さず。佛言はく。天下の諸水をして都て流行して大海の中に入れしめんに、寧ろ能く海水をして増多爲らしむるやいなや。阿逸菩薩言く。海水をして増多ならしむること能はざるなり。所以は何ん、是の大海は天下の諸水衆善の中の王なり、故に能く爾るのみ。佛言はく。無量淸淨佛國も亦是の如し。悉く八方・上下の無央數の佛國の無央數の諸天・人民・?飛・蠕動の類をして、都て無量淸淨佛國に往生せしめんに、其の輩甚大衆多にして復計ふべからざれども、無量淸淨佛國の諸の菩薩・阿羅漢、衆の比丘僧は、都て常の如く一法にして異に増多を爲さざるなり。所以は何ん、無量淸淨佛國は、最も快くして八方・上下、無央數の諸佛國の中の衆の菩薩の中の王爲ればなり。無量淸淨佛國は、諸の無央數の佛國の中の雄國爲ればなり。無量淸淨佛國は、諸の無央數の佛國の中の珍寶爲ればなり。無量淸淨佛國は、諸の無央數の佛國の中の極長久爲ればなり。無量淸淨佛國は、諸の無央數の佛國の衆傑爲ればなり。無量淸淨佛國は、諸の無央數の佛國の中の廣大爲ればなり。*103無量淸淨佛國は、諸の無央數の佛國の中の都、自然の無爲爲ればなり。無量淸淨佛國は、最快明好、甚樂の無極爲ればなり。無量淸淨佛國の獨勝たるは何ん、本菩薩と爲りて道を求めたまひし時、所願勇猛精進にして懈らず、徳を累ねて致す所なるが故に乃し爾るのみ。阿逸菩薩、則ち大に歡喜し、長跪叉手して言さく。佛無量淸淨佛國の諸の阿羅漢、般泥?し去る者甚だ衆多なりと説きたまふ。無央數の國土の快善の極明好最?無比なること、乃し獨り爾るや。佛言はく。無量淸淨佛國の諸の菩薩・阿羅漢の居する所の七寶の舍宅の中に、虚空の中に在りて居る者有り、中に地に在りて居る者有り。中に意に舍宅をして最も高からしめんと欲する者有らば、舍宅則ち高し、中に意に舍宅をして最大ならしめんと欲する者有らば、舍宅則ち大なり、中に意に舍宅をして虚空の中に在らしめんと欲する者有らば、舍宅則ち虚空の中に在り、皆自然に意の作爲する所在るに隨ふ。中に殊に其の舍宅をして意の作爲する所に隨はしむること能はざる者有り。所以は何ん、中に能くする者有るは皆是前世宿命に道を求むる時、慈心精進にして益々諸善を作して、徳重きが能く致す所なり。中に致すこと能はざる者有るは、皆是前世宿命に道を求むる時、慈心精進ならず、善を作すこと少なく徳小なればなり。悉く各々自然に之を得。衣被服・飮食する所は、倶に自然平等なるのみ。是の故に同じからざるは、徳に大小の別有ればなり、知んぬ勇猛なるものは衆をして見せしむるのみ。佛阿逸菩薩に告げたまはく。若ぢ是の第六天上の天王の所居の處を見るやいなや。阿逸菩薩言さく。唯然なり。皆之を見る。佛言はく。無量淸淨佛國土の講堂舍宅、倍々復第六天王の所居の處に勝ること百千億萬倍なり。無量淸淨佛國は、其の諸の菩薩・阿羅漢、悉く皆洞かに視徹かに聽き、悉く復八方・上下、去・來・現在の事を見知す、復諸の無央數の天上・天下の人民及び?飛・蠕動の類を知る。皆悉く心意に念ずる所の善惡、口に言はんと欲する所を知る。皆何れの歳何れの劫中に度脱を得、人道を得、當に無量淸淨佛國に往生すべきことを知り、菩薩の道を作り阿羅漢の道を得べきことを知り、皆豫め之を知れり。無量淸淨佛國の諸の菩薩・阿羅漢、其の項の中の光明、皆悉く自ら光明有りて、照らす所大小あり。其の諸の菩薩の中に、最尊の兩菩薩有りて、*104常に無量淸淨佛の左右の座邊に在りて、坐侍して政論し、無量淸淨佛、常に是の兩菩薩と共に對坐して、八方・上下、去・來・現在の事を議したまふ。無量淸淨佛、若し是の兩菩薩をして八方・上下の無央數の諸佛の所に到らしめんと欲すれば、是の兩菩薩便ち飛行して、則ち八方・上下の無央數の諸佛の所に到る。心の所欲に隨ひて何の方の佛所にも至到らしむ。是の兩菩薩、則ち倶に飛行して則ち到る。飛行の?く疾きこと佛の如く、勇猛なること比無し。其の一の菩薩をば?樓亘と名け、其の一の菩薩をば摩訶那と名く。光明・智慧最も第一なり。其の兩菩薩の項の中の光明は、各々他方千須彌山の佛國を焔照して、常に大に明かなり。其の諸の菩薩の項の中の光明は、各々千億萬里を照らし、諸の阿羅漢の項の中の光明は、各々七丈を照らす。佛言はく。其れ世間の人民、善男子・善女人、若し一ら急に縣官に遭ふ事を恐怖する者有らば、但自ら是の?樓亘菩薩に歸命せよ、解脱を得ざる所の者無けん。


  



  佛説無量淸淨平等覺經卷第二
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  佛説無量淸淨平等覺經卷第三


  



  後漢月氏國三藏支婁迦讖譯


  



  佛阿逸菩薩に告げたまはく。無量淸淨佛の頂中の光明は極めて大明なり。其の日月・星辰は、皆虚空の中に在りて住止すれども、亦復迴轉運行せず、亦精光有ること無く、其の明皆蔽はれて復現れず。無量淸淨佛の光明は、國中を照らし、及び他方佛國を焔照して、常に大に明かにして終に當に冥き時有ること無し。其の國中には一日・二日も有ること無く、十五日・一月も有ること無く、五月・十月も有ること無く、五歳・十歳も有ること無く、百歳・千歳も有ること無く、萬歳・億歳・億萬歳・十億萬歳も有ること無く、百千億萬歳も有ること無く、千億億萬歳も有ること無く、一劫・十劫も有ること無く、百劫・千劫も有ること無く、萬劫・十萬劫も有ること無く、千萬劫も有ること無く、百千億萬劫も有ること無し。佛言はく。無量淸淨佛の光明は、光明かなること極無し。無量淸淨佛の光明は、却後無數劫の無數劫、重復無數劫の無數劫にも復計るべからず、劫劫無央數にも終に當に冥き時有ること無し。無量淸淨國土及び諸天も、終に壞敗する時有ること無し。所以は何ん、無量淸淨佛は壽命極めて長く、國土も甚だ好し、故ぶ能く爾るのみ。佛言はく。無量淸淨佛の尊壽は、劫の後無數劫常無央にも般泥?の時無し。無量淸淨佛、世間に於て敎授したまふ意は、八方・上下の諸の無央數の佛國の諸天・人民及び?飛・蠕動の類を適度せんと欲してなり。皆其の國に往生せしめ、悉く泥?の道を得しめんと欲す、其の諸有菩薩と作る者は、皆悉く作佛せしめんと欲ひ、作り已りて悉く轉た八方・上下の諸天・人民及び?飛・蠕動の類を敎授せしめ、皆復悉く作佛を得しめんと欲す。*106作佛の時、復無央數の諸天・人民・蠕動の類を敎授して、皆泥?の道を得しめて去る。諸の敎授すべき所の弟子をば、展轉して復相敎授し、轉た相度脱して、須陀?・斯陀含・阿那含・阿羅漢・辟支佛道を得しむるに至る。轉た相度脱して、皆泥?の道を得しむること、悉く是の如くなれども、無量淸淨佛、常に未だ般泥曰を欲したまはず。無量淸淨佛の脱度したまふ所、展轉して是の如し。復住すること無數劫の無數劫、不可復計劫にも、終に般泥?の時有ること無し。八方・上下の無央數の諸天・人民・?飛・蠕動の類、其の無量淸淨佛國に生ずる者、復勝げて數ふべからず。諸の阿羅漢と作りて泥?の道を得る者も、亦無央數にして都て復計ふべからず。無量淸淨佛の恩徳、諸の布施したまふ所、八方・上下無窮無極、甚深大無量にして、快善なること言ふべからず。無量淸淨佛の智慧敎授、出したまふ所の經道、布く八方・上下の諸の無央數の天上・天下に告ぐるも、甚だ多くして原さず。其の經卷の數甚だ大衆くして、復計ふべからず。都て極無し。佛阿逸菩薩に告げたまはく。若ぢ無量淸淨佛の壽命無極の時を知らんと欲するやいなや。阿逸菩薩言さく。願はくは皆之を聞知せんと欲す。佛言はく。明かに聽け、悉く八方・上下の諸の無央數の佛國の中の諸天・人民・?飛・蠕動の類を令て、皆人道を得しめ、悉く辟支佛・阿羅漢と作らしめて、共に坐禪して一心に、都て其の智慧を合して一と爲し、勇猛に共に無量淸淨佛の壽命を計知し、壽幾千億萬劫歳數なるを知らんと欲すとも皆能く計知して無量淸淨佛の壽を極むる者有ること無し。佛言はく。復他方面各千須彌山佛國の中の諸天・人民及び?飛・蠕動の類をして、皆復人道を得しめ、悉く辟支佛・阿羅漢と作らしめ、皆坐禪して一心ならしめ、共に其の智慧を合じて、都て一と爲し、勇猛に共に無量淸淨佛の國中の諸の菩薩・阿羅漢を數へんと欲して、千億萬人をして計せしむとも、皆能く數ふる者有ること無し。佛言はく。無量淸淨佛の年壽は甚だ長久にして浩浩なり。浩浩照明にして善く、甚深にして極無く底無し。誰か當に能く其を信知べしや。獨り佛のみ自ら知りたまふ。阿逸菩薩、佛の言を聞きて即ち大に歡喜し、長跪叉手して言さく。佛無量淸淨佛の壽命の甚長、威神の大、智慧光明の巍巍として快善なることを説きたまふこと、*107乃し獨り是の如きや。佛言はく。無量淸淨佛、其の然る後に至りて般泥?したまはば、其?樓亘菩薩、便ぢ當に作佛して道智典主を總領し、世間八方・上下に、過度せんとする所の諸天・人民・?飛・蠕動の類を敎授して、皆佛泥?の道を得しむべし。其の善福徳、當に復大師無量淸淨佛の如くなることを得べし。住止すること無央數劫の無央數劫、不可復計劫の不可復計劫なり。大師に准へ法りて爾り、乃し般泥曰す、其の次に摩訶那鉢菩薩、當に復作佛して智慧を典主し、敎授を都總して。過度せらるべし。福徳も當に復大師無量淸淨佛の如くなるべし。止住すること無央數劫にして、常に復般泥?せず。展轉相承受して、經道甚だ明かに、國土極善なり。其の法是の如くにして、終に斷絶有ること無く、極むべからず。


  



  阿難、長跪叉手して佛に問ひたてまつりて言さく。佛無量淸淨佛の國中には須彌山有ること無しと説きたまはば、其の第一四天王、第二?利天、皆何等に依因りて住止するや。願はくは之を聞かんと欲す。佛阿難に告げたまはく。若ぢ佛所に疑意有りや。八方・上下に無窮無極にして邊幅有ること無き、其の諸の天下の大海の水は、一人して之を升量せんに尚枯盡して其の底を得べきや。佛智も亦是の如し、八方・上下に無窮無極にして邊幅有ること無し。佛言はく。我が智慧の知見する所、諸の已過去の佛、我が名字釋迦文佛の如き者、復恒水の邊の流沙の一沙を一佛とするが如し、甫始めて諸の來りて作佛を求めんと欲する者、我が名字釋迦文佛の如き、復恒水の邊の流沙の一沙を一佛とするが如し、佛正坐して直に南に向ひ、南方を視見したまふに、今現在の佛、我が名字釋迦文佛の如き、復恒水の邊の流沙の一沙を一佛とするが如し。八方・上下、未・來・現在の諸佛、我が名字釋迦文佛の如き、各々十恒水の邊の流沙の一沙を一佛とするが如し。其の數是の如し。佛皆悉く豫め見て之を知りたまへり。佛言はく。往昔過去無央數劫ちり已來、一劫・十劫・百劫・千劫・萬劫・億劫・萬億劫・億萬劫の劫の中に佛有ます、諸の已過去の佛、一佛・十佛・百佛・千佛・萬佛・億佛・億萬佛なり。中に佛佛各各自ら名字有れども、名字相同類せざる有り、*108我が名字の如くなる者有ること無し。甫始して當來の劫の諸の當來の佛、一劫・十劫・百劫・千劫・萬劫・億劫・萬億劫・億萬劫の、劫の中に一佛・十佛・百佛・千佛・萬佛・萬億佛・億萬佛有ます。中に佛佛各自ら名字有れども、名字各々異にして同じからざる有り。諸佛の名字、時に乃し一佛の我が名字釋迦文佛の如くなるもの有るのみ。諸の八方・上下の無央數の佛國、今現在の佛、次に他方異佛國の、一佛國・十佛國・百佛國・千佛國・萬佛國・億佛國・萬億佛國・億萬佛國、佛國の中に佛有ます、各各自ら名字有り。名字各異に、多多にして復同ずべからず。我が名字の如くなる者有ること無し。八方・上下の無央數の諸佛の中に、時時に乃し我が名字釋迦文佛の如くなるもの有るのみ。八方・上下、去・來・現在、其の中間曠絶甚遠にして、悠悠として無窮無極なり。佛智亘然として甚だ明かに古を採り今を知り、前に無窮を知り却へに未然を覩、豫め知ること極無く、都て復計るべからず。甚だ無央數なり。佛は威神尊明にして、皆悉く之を知ろしめす。佛の智慧は道徳と合明し、都て能く佛の經道を問ひて窮め極むる者有ること無し。佛の智慧は終に斗量し盡くすべからず。阿難佛の言を聞きて、則ち大に恐怖し衣毛皆起つ。阿難佛に白して言さく。我敢て佛所に疑意有るにあらず。佛に問いたてまつる所以は、他方の佛國に皆須彌山有り、其の第一四王天、第二?利天、皆之に依因りて住止す、我恐らくは佛般泥曰の後、儻し諸天・人民、若しは比丘僧・比丘尼・優婆塞・優婆夷有りて、來りて我に問はん。無量淸淨佛の國は、何を以てか獨り須彌山無きや、其の第一四王天・第二?利天、皆何等に依因りて住止するやと。我等應に之に答ふべし。今我佛に問ひたてまつらずば、佛去りたまひて後、我當に何等の語を持ちて之に答報すべきや。獨り佛自ら之を知りたまふのみ。其の餘の人は能く爲に之を解く者有ること無けん。是を以ての故に佛に問ひたてまつるのみ。佛言はく。阿難、若が言は是也、第三焔天、第四兜率天より、上第七梵天に至るまで、皆何等に依因りて住止するや。阿難言さく。是の諸天は皆自然に虚空の中に在りて住止し、依因る所無し。佛言はく。無量淸淨佛の國に、須彌山有ること無きは亦是の如し。第一四王天、第二?利天、皆自然に虚空の中に在りて住止す。*109依因る所無し。佛言はく。佛の威神甚だ重し、自在に作爲せんと欲する所、意に所作有らんと欲するに、豫して計らず。是の諸天すら皆常に自然に虚空の中に在りて住止す、何に況や佛の威神尊重にして、作爲せんと欲する所に自在なるをや。阿難佛の言を聞きて、則ち大に歡喜し、長跪叉手して言さく。佛の智慧は八方・上下、去・來・現在の事を知りたまふこと、無窮無極にして邊幅有ること無し。甚だ高大妙絶、快善極明にして好甚比無し。威神尊重にして當るべからず。佛阿逸菩薩に告げたまはく。其れ世間の人民、若しは善男子・善女人、無量淸淨佛國に往生せんと欲願する者に三輩有り。功徳を作すに大小有り、轉た相及ぶこと能はず。佛言はく。何等をか三輩と爲る。其の最上の第一輩とは、當に家を去て妻子を捨て愛欲を斷ち行じて沙門と作り、無爲の道に就て當に菩薩の道を作し、六波羅蜜經を奉行する者、沙門と作りて當に經戒を虧失せず、慈心精進にして當に瞋怒せず、當に女人と交通せず、齋戒淸淨にして心に貪慕する所無く、至精に願じて無量淸淨佛國に生ぜんと欲し、當念じて至心に斷絶せざれば、其の人便ち今世に道を求むる時、則ち自ら其の臥睡の中に於て、夢に無量淸淨佛及び諸の菩薩・阿羅漢を見たてまつり、其の人壽命終らんと欲する時、無量淸淨佛則ち自ら諸の菩薩・阿羅漢と、共に翻飛行して之を迎ふ、則ち無量淸淨佛國に往生し、便ち七寶水池の蓮華の中に化生して、則ち自然に身を受け、長大して則ち阿惟越致の菩薩と作り、便則ち諸菩薩と、共に番輩飛行して八方・上下の諸の無央數の佛を供養したてまつり、則ち智慧勇猛にして、樂ひて經道を聽き、其の心歡樂す。居する所の七寶の舍宅、虚空の中に在りて、恣に其の意に隨ひて作爲せんと欲する所に在り、無量淸淨佛を去ること近し。佛言はく。諸の無量淸淨佛國に往生せんと欲する者、精進して經戒を持ち、是の如きの上法を奉行すれば、無量淸淨佛國に往生する者は、衆の爲に尊敬せらるることを得べし。是を上の第一輩と爲す。佛言はく。其の中輩とは、其の人願じて無量淸淨佛國に往生せんと欲して、家を去て妻子を捨て愛欲を斷ち行じて沙門と作ること能はざる者と雖も、當に經戒を持ちて虧失を得ること無く、益々分檀布施を作して、常に佛語之深きことを信受し、當に至誠忠信を作して、沙門に飯食せしめ、佛寺を作り塔を起て香を燒き華を散らし燈を然し雜繒綵を懸く。*110是の如き法は、適貪する所無く、當に瞋怒せず、齋戒淸淨に慈心精進して欲念を斷じて、無量淸淨佛國に往生せんことを欲して、一日一夜斷絶せざれば、其の人今世に於て、亦復臥睡の夢中に於て、無量淸淨佛を見たてまつり、其の人壽盡きんと欲する時、無量淸淨佛、則ち化して其の人をして自ら無量淸淨佛及び國土を見せしむ。無量淸淨佛國に往生する者は、智慧勇猛なることを得べし。佛言はく。其の人奉行施與すること是の如くなる者、若し其れ然る後中ごろ復悔ひて、心中に狐疑して、分檀布施し諸善を作せば後世に其の福を得ることを信ぜず、無量淸淨佛國有ることを信ぜず、其の國中に往生することを信ぜず。爾も其の人念を續けて絶たず、暫くは信じ暫くは信ぜず、意志猶豫して專らなる所無しと雖も、續きて其の善なる願を結するを本と名るに據りて、續きて往生を得、其の人壽命病みて終らんと欲する時、無量淸淨佛、則ち自ら化して形像と作り、其の人をして目に自ら之を見、口には復言ふこと能はざれども、便ち心中に歡喜し踊躍して、意に念じて言く。我益々齋して善を作すことを知らざりしを悔ゆ、今當に無量淸淨佛國に生ず。其の人則ち心中に過を悔ゆ、過を悔ゆれば過差や少きも、須つ所無し。其の人の壽命終り盡くるに及びて、則ち無量淸淨佛國に生ずれども、前みて無量淸淨佛の所に至ることを得ること能はず。便ち道に無量淸淨佛の國界の邊の自然七寶の城を見て、心中に便ち大に歡喜し、道に其の城中に止る。則ち七寶の水池の蓮華の中に化生して、則ち身を受け自然に長大す。城中に在ること是の間に於て五百歳なり。其の城の廣縱各々二千里、城中にも亦七寶の舍宅有り、舍宅の中に自然に内外に皆七寶の浴池有り。浴池の中にも亦自然の華有りて繞れり。浴池の上（ほとり）に亦七寶樹有りて重り行び、皆復五の音聲を作せり。其の飮食の時は前に亦自然の食有り、百味を具したる食なり。欲する所に在りて得。其の人城中に於て快樂あり、其の城中比へば第二?利天上の自然の物の如し。其の人城中より出づることを得ること能はず、復無量淸淨佛を見たてまつることを得ること能はず、但其の光明を見たてまつりて、心中に自ら悔責し、踊躍して喜ぶのみ。亦復經を聞くことを得ること能はず、亦復諸の比丘僧を見ることを得ること能はず、亦復無量淸淨佛の國中の諸の菩薩・阿羅漢の状貌は何等の類と見知することを得ること能はず。其の人若ち是の如し、比へば小適するごときのみ。佛亦爾らしむるにあらず、*111身の諸の所作、自然に之を得しなり。皆心に自ら趣向して道に其の城中に入りしなり。其の人本宿命に道を求めし時、心口各異にして言念誠無く、佛經を狐疑して、復之を信向せず、當に自然に惡道の中に入るべし。無量淸淨佛哀愍して、威神もて之を引きて去りたまふのみ。其の人城中に於て五百歳にして、乃ち出づることを得て、無量淸淨佛の所に往至して、經を聞けども心に開解せず、亦復諸の菩薩・阿羅漢・比丘僧の中に在ることを得ず、經を聽きて以て去る。居處る所の舍宅地に在りて、舍宅をして意に隨ひて高大にして虚空の中に在らしむること能はず。復無量淸淨佛を去ること甚だ大に遠くして、無量淸淨佛に近附したてまつることを得ること能はず。其の人智慧明かならず、經を知ることも復少くして、心歡樂せず、意開解せず。其の人久久に、亦自ら當に智慧開解して經を知るべし、明健勇猛にして心當に歡樂すべし。次で當に復上の第一輩の如くなるべし。所以は何ん、其の人但其の前世宿命に、道を求めし時、大に齋戒を持せず、經法を虧失し、心意狐疑なるに、佛語を信ぜず、佛經を信ぜず、深く分檀布施して善を作せば後世に其の福を得べきことを信ぜず、復中悔して無量淸淨佛國に往生することを信ぜざるに坐せられて、徳を作すこと至心ならず、是を用ての故に第二の中輩と爲す。


  



  佛言はく。其の三輩とは、其の人願じて無量淸淨佛國に生まれんと欲すれども、若しは分檀布施を用ふる所無く、亦香を燒き華を散らし燈を然し繒綵を懸け、佛寺を作り塔を起て、沙門に飮食せしむること能はざる者は、當に愛欲を斷じて貪慕する所無く慈心精進にして當に瞋怒せず、齋戒淸淨なれ。是の如く淸淨なる者、當に一心に念じて無量淸淨佛國に生ぜんと欲し、晝夜十日斷絶せざれば、壽終りて則ち無量淸淨佛國に往生して、復尊極にして智慧勇猛なるべし。佛言はく。其の人是を作して已後、若し復中ころ悔ゆる心を作して、意に狐疑を用て、善を作せば後世に其の福を得べきことを信ぜず、無量淸淨佛國に往生することを信ぜず、其の人爾りと雖も、續で往生することを得。其の人壽命病みて終らんと欲する時、無量淸淨佛、則ち其の人をして臥睡の夢中に於て無量淸淨佛の國土を見しむ。其の人心中に歡喜し、意に自ら念じて言く。我益々善を作すべきことを知らざりしを悔ゆ、今當に無量淸淨佛國に生ずべし。其の人但心に是を念じて口に復言ふこと能はざれども、則ち自ら過を悔ゆ。過を悔ゆれば過差や減少きも、悔ゆる者は復する所無し。其の人命終るに及びて、*112則ち無量淸淨佛國に生ずるも、前みて至ることを得ること能はず。便ち道に二千里の七寶の城を見て、心中に獨り歡喜し、便ち其の中に止りて、復七寶の水池の蓮華の中に化生し、則ち自然に長大す。其の城も亦復前の城の法の如く、第二?利天上の自然の物に比す。其の人亦復城の中に於て五百歳なり。五百歳竟りて乃ち出づることを得て、無量淸淨佛の所に生れ、心中に大に歡喜す。其の人經を聽聞すれども、心開解せず、意歡喜せず、智慧明かならず、經を知ること復少し。所居の舍宅地に在りて、舍宅をして意に隨ひて高大にして虚空の中に在らしむること能はず。復無量淸淨佛を去ること亦復是の第二輩の狐疑の者の如し。其の人久久に、亦當に智慧開解して經を知ること勇猛なるべし。心當に歡樂すべし、次で上の第一輩の如し。所以は何ん、皆前世宿命に道を求めし時、中悔狐疑し、暫くは信じ暫くは信ぜず、善を作せば後其の福徳を得ることを信ぜざるに坐せられて、皆自然に之を得るのみ。其の功徳に鉉・不鉉有るに隨ひて、各々自然に趣向す。説經行道、卓徳萬殊にして、超えて相及ばず。佛言はく。其れ求めて菩薩の道を作して無量淸淨佛國に生ぜんと欲する者は、其の然して後皆當に阿惟越致の菩薩を得べし。阿惟越致の菩薩は、皆當に三十二相・紫磨金色・八十種好有るべし。皆當に作佛して心の所願に隨ふべし。何方の佛國に於て作佛せんと欲ふこと在らんに、終に泥犁・禽獸・薜?に更らず、其の精進に隨ひて道を求むるに、早晩の事事同等なるのみ。道を求めて休まずば、會ず當に之を得て其の所欲の願を失せざるべし。佛阿逸菩薩等の諸天・帝王・人民に告げたまはく。我皆若ぢらに語ぐ、諸の無量淸淨佛國に生ぜんと欲して、大精進にして禪ら經戒を持つこと能はざる者なりと雖も、大に要ず當に善を作すべし。一には殺生することを得ざれ、二には盜竊することを得ざれ、三には婬?にして他人の婦女を犯愛することを得ざれ、四には調欺することを得ざれ、五には飮酒することを得ざれ、六には兩舌することを得ざれ、七には惡口することを得ざれ、八には妄言することを得ざれ、九には嫉妬することを得ざれ、十には貪欲することを得ざれ、心に慳惜する所有ることを得ざれ、瞋怒することを得ざれ、愚癡なることを得ざれ、心の嗜欲に隨ふことを得ざれ、心中に中悔することを得ざれ、狐疑することを得ざれ、當に孝順を作すべし、當に至誠忠信を作すべし、當に佛の經語の深きことを受くることを作すべし、當に善を作せば後世に其の福を得ることを信ずべし。是の如き其の法を奉持して、虧失せざる者は、心の所願に在りて無量淸淨佛國に往生することを得べし。*113至要ず當に齋戒し、一心淸淨にして、晝夜に常に念じ、無量淸淨佛國に往生せんと欲して、十日十夜斷絶ざるべし。我皆之を慈愍して、悉く無量淸淨佛の國に生ぜしめん。佛言はく。世間の人以て賢明に慕ひ及ばんことを欲すれども、家に居て善を修し道を爲さんには、妻子と共に居し、恩好愛欲の中に在りて憂念し、若し家事怱務多ければ大に齋戒し一心淸淨なるに暇あらず。家を離るることを得ること能はず空閑の時有りて、自ら心意を端正にして、諸善を念じ、專精に道を行ずること、十日十夜すること殊使に爾すること能はずと雖も、自ら思惟し熟計して、身を度脱せんと欲する者は、下當に念を絶ち憂を去るべし、家事を念ずること勿れ、女人と同床すること莫れ、自ら身心を端正にして愛欲を斷じ、一心に齋戒淸淨にして、意を至して無量淸淨佛の國に生ぜんと念じて、一日一夜斷絶せざれば、壽終りて皆其の國に往生することを得、七寶の浴池の蓮華の中に在りて化生して、智慧勇猛なることを得べし。所居の七寶の舍宅、其の意の作爲せんと欲する所に自在にして、次で上の第一輩の如くなるべし。佛阿逸菩薩に語りて言く。諸の八方・上下の無央數の諸天・人民・比丘僧・比丘尼・優婆塞・優婆夷の、其の無量淸淨佛の國に往生する衆等の大會は、皆共に七寶の浴池の中に於て、都て共に人人悉く自ら一の大蓮華の上に坐して、皆自ら道徳の善を陳ぶ。人人各々自ら其の前世宿命に道を求めし時、經戒を持ちて作す所の善法、從來する所の生の本末、其の好み喜む所の經道、經を知る智慧、施行する所の功徳を説く。上より下に次で轉た皆遍し。經を知るに明・不明有り、深淺・大小有り、徳に優劣・厚薄有ることは、自然の道の別なるを以てなり。才能・智慧猛健に、衆相觀照し禮義和順なるを知りて、皆自ら歡喜し踊躍す。智慧に勇猛有り、各々相屬逮せず。佛言はく。其の人殊に豫して益々徳を作さず、善を爲せども輕虧して之然することを信ぜず、徙倚懈怠にして用の爾るべき爲に、時至りて都て集り經を説き道を行ずれども、自然に迫促して應答遲晩なり、道智卓殊超絶にして、才妙高猛なれども、獨り邊羸に於て事に臨みて乃し悔ゆ、悔ゆとも已に其の後に出づ、當に復何の益かあらん。但心中?&M010938;し、等しからんことを慕及するのみ。


  



  佛言はく。無量淸淨佛國の諸の菩薩・阿羅漢衆等の大道聚會は、自ら都て集りて、心を拘どめ意を制し、身を端し行を正しくす、遊戲洞達して倶に相隨ひて飛行す、*114幡輩出入し、供養すること極無し、歡心喜樂して、樂みて共に經を觀道を行じ、和ら好み文を習ひ、才猛くして智慧あり。志は虚空の若く、精進求願して、心終に復中迴せず、意終に復轉せず、終に懈極まる時有ること無し。道を求むるに外は遲緩の若くなりと雖も、内は獨り?く急疾にして、容容として虚空のごとく、中適にして其の中を得。中表相應し、自然に嚴整、?斂端直に、身心淨潔にして、愛欲有りとも適貪する所有ること無く、衆の惡瑕穢有ること無し。其の志願皆安定殊好にして、増缺減無く、道を求むるに和正にして誤らず、邪を傾け道法を准望し、經に隨ひて約めて敢て違失蹉跌せざらしむること、繩墨の若し。八方・上下に遊びて、邊幅有ること無く、至り到らんと欲する所に自在にして、無窮無極咸く然なり。道を爲すこと恢廓、慕及すること曠蕩にして、道を念じて他の念無く、憂思有ること無し。自然無爲、虚無空立し、淡安無欲、徳を作し願を善くし、心を盡くして求索し、哀を含みて慈愍し、精進にして中表なり。禮義都て合し、通洞にして違すること無く、和順副稱し、表裏を苞羅し、過度解脱して、敢て泥?に昇り入り、長へに道徳と合明し、自然に相保守す。快意之れ滋滋眞眞として、了かに潔白に、志願高くして上無く、淸淨定安にして靜に之を樂みて極有ること無く、善好なること比有ること無し。巍巍として燿き、照照として一旦に開達明徹なり。自然の中の自然の相、自然の根本有り。自然に五光を成じて九色に至り、五光より九色に至り、參迴轉た數して百千更變し、最勝の自然なり。自然より七寶を成じて、横に攬りて萬物を成じ、光精參はり明かにして倶に好を出す。甚だ?きこと極有ること無し。其の國土甚だ?好なること此の若し、何ぞ力めて善を爲し、道の自然なるを念じ、上下無く洞達して邊幅無きことを著さざる。志を虚空の中に捐て、何ぞ各々精進し努力して自ら求索せざる。超絶して去つることを得べし。無量淸淨の阿彌陀佛の國に往生すれば、横に五道を截りて、惡道自ら閉塞す。道に昇るに極無し、往き易くして人有ること無し。其の國土逆違せず、自然の牽く隨ところなり。何ぞ世事を棄てて行じて道徳を求めざる。極めて長生を得、壽樂極有ること無かるべし。何爲ぞ世事を用て饒かに共に常有ること無きを憂へん。世人薄俗にして共に不急の事を爭ふ。共に是の處劇惡極苦の中に於て、身を勤め生を治め用て相給活す。尊と無く卑と無く、富と無く貧と無く、老と無く少と無く、男と無く女と無く、皆當に共に錢財を憂ふ。有無同じく然なり。*115憂思適に等し。屏營愁苦して、念を累ね思慮して、之が爲に走使せられ安き時有ること無し。田有れば田に憂へ、宅有れば宅に憂へ、牛有れば牛に憂へ、馬有れば馬に憂ふ、六畜有れば六畜にに憂へ、奴婢有れば奴婢に憂ふ。衣被・錢財・金銀・寶物、復共に之にに憂ふ。思を重ね息を累ね、憂念して愁恐を懷く。横に非常の水火・盜賊・怨家・債主の爲に、漂燒せられ、唐突として沒溺に繋がれて、憂毒??として解くる時有ること無し。憤を結びて心中に氣を?め毒怒して病胸腹に在り、憂苦離れず。心堅く意固くして、適に縱に捨つること無し。或は摧藏に坐せられて、身命を終へ亡す。之を棄捐し去れば誰も隨ふ者莫し。尊貴・豪富にも此の憂懼有り。勤苦此の若し。衆の寒熱を結びて痛みと共に居す。小家貧者は窮困乏無なり。田無ければ亦憂へて田有らんことを欲し、宅無ければ亦憂へて宅有らんことを欲し、牛無ければ亦憂へて牛有らんことを欲し、馬無ければ亦憂へて馬有らんことを欲し、六畜無ければ亦憂へて六畜有らんことを欲し、奴婢無ければ亦憂へて奴婢有らんことを欲し、衣被・錢財・什物・飯食の屬無ければ亦憂へて之有らんことを欲す。適々一有れば一少き、是有れば是を少く、有ること齊等ならんことを思ふ。適々小しく具へ有てば便ち復?盡す。是の如きの苦生ず。當に復求索し思想すれども益無かるべし。時として得ること能はず、身心倶に勞して坐起安からず、憂念相隨ひて勤苦すること此の若し。心を焦し恚恨を離れずして獨り怒る。亦衆の寒熱を結びて痛と共に居す。或時は之に坐して身を終へ命を夭ふも、亦肯て善を作し道を爲さず。壽命盡きて死すれば、皆當に獨り遠く去るべし。趣向する所の善惡の道有るも、能く知る者莫し。或時は世人、父子・兄弟・夫婦・家室・中外・親屬、天地の間に居して當に相敬愛すべし、當に相憎むべからず。有無當に相給與すべし、當に貪ること有るべからず。言色當に和して相違戻すること莫るべし。或は儻し心に爭ひて恚怒する所有らば、今世の恨の意は微しく相嫉憎すれども、後世には轉た劇しくして大なる怨と成るに至る。所以は何ん、今世の事、更に相患害せんと欲して時に臨みて急に相破して之を殺すべからずと雖も、愁毒して憤を精神に結び、自然に剋識して相離るることを得ず。皆當に對ひに相生じ、値ひて更相報復すべし。人世間愛欲の中に在りて、獨り來り獨り去る、死生して當に行いて苦樂の處に至り趣くべし。身自ら之に當りて代る者有ること無し。善惡變化し殃咎處を異にす。宿豫嚴待して當に獨り昇入すべし。遠く他處に到れば能く見る者莫し、去りて何れの所にか在る。善惡自然に追逐して往き生ず、窈窈冥冥として別離久長なり、*116道路同じからざれば會ひ見ること期無し、甚だ難し甚だ難し、復相値ふことを得んや。何ぞ衆事を棄て、各々?めて強健の時、努力して力めて善を爲し、力めて精進せざる、來て度世し、極めて長壽を得べし。殊に肯て道を求めずして、復何をか待たんと欲ひ何をか樂はんと欲ふや。是の如きの世人、善を作せば善を得ることを信ぜず、道を爲せば道を得ることを信ぜず、死して後世に復生ずることを信ぜず、施與して其の福徳を得ることを信ぜず。都て之を信ぜず。亦以て之を然らずと謂へり。言是有ること無し。但是に坐るが故に、且く自ら之を見る。更相に看視して、前後轉た相父の餘せる敎令を承受し、先人・祖父素より善を作さず、本より道を爲さず、身愚に神闇く、心塞がり意閉ぢて、天道を見ず、殊に能く人の生死を見ること有ること無し、趣向する所有れども亦能く知る者莫し。適に善惡の道を見ること有ること無く、復語る者有ること無し。爲に用て善惡を作す、福徳・殃咎・禍罰、各々自ら競ひて之を作爲し、殊に怪むこと有ること無し。生死の道に至りて、轉た相續し顛倒上下して無常の根本なり。皆當に過ぎ去るべし、常に得べからず。敎語開導すれども、道を信ずる者は少し、皆當に生死して休止有ること無かるべし。是の如きの曹の人は、朦冥抵突にして經語を信ぜず、各々意を快くせんと欲して、心計慮せず、愛欲に愚癡にして道徳を解らず、瞋怒に迷惑して、財色を貪猥す。之に坐せられて道を得ず。當に更に勤苦して、極めて惡處に在り、生じて終に止りて休息することを得ざるべし。之を痛むこと甚だ傷むべし。或時は家室・中外・父子・兄弟・夫婦、生死の義に至りて、更相に哭涙し、轉た相思慕す。憂念憤結し、恩愛繞續し、心意痛著して、對ひに相顧思す。晝夜解くる時有ること無し。道徳を敎示すれども心開明ならず、恩愛情欲を離れず、閉塞蒙蒙として交錯覆蔽す。思計して心自ら端正に、世事を決斷して、專精に道を行ふことを得ず。便旋として年を竟るに至り、壽命盡くれども道を得ること能はず。奈何ともすべきこと無し。總猥??して皆愛欲を貪る。是の如きの法、道を解らざる者は多く、道を得る者は少し。世間怱怱として聊も頼むべきもの無し。尊卑・上下・豪貴・貧富・男女・大小、各々自ら怱務し勤苦して、躬身ら各々殺毒を懷き、惡氣窈冥として、惆悵せずといふこと莫し。妄に事を作すが爲に、天地に惡逆して仁心道徳に從はず、非惡には先づ隨ひて之に與して恣に爲す所を聽す。其の壽至らざるに、便ち頓に之を奪ひて下りて惡道に入り、累世に勤苦し、展轉愁毒して、數千萬億歳、出づる期有ること無し。*117痛言ふべからず、甚だ憐愍すべし。佛阿逸菩薩等に告げたまはく、諸天・帝王・人民に、我皆若曹に世間の事を語らん、人是を用ての故に坐せられて道を得ず。若曹熟々之を思惟して、惡をば當に縱に捨て之を遠離すべし。其の善なる者に從ひて、當に堅く之を持ちて妄に非を爲すこと勿く、益々諸の善を作すべし。大小・多少の愛欲の榮、皆常に得べからず、猶當に別離すべし、樂しむべき者無し。?めて佛世の時、其れ佛の經諸深きを信愛すること有りて、道徳を奉行せば、皆是我が小弟なり。其れ甫めて佛の經戒を學ばんと欲する者は、皆是我が弟子なり。其れ身を出で家を去て妻子を捨て財色を絶去せんと欲し、來りて沙門と作り、佛の爲に比丘と作らんと欲する者有らば、皆是我が子孫なり。我が世には甚だ値ふことを得難し。其れ願じて無量淸淨佛の國に生ぜんと欲する者有らば、智慧勇猛にして衆の爲に尊敬せらるることを得べし。心の欲する所に隨ひて經戒を虧負し人の後に在ることを得ること勿れ。儻し疑意有りて經を解らざる者は、復前みて佛に問ひたてまつれ、佛當に若が爲に之を解くべし。阿逸菩薩、長跪叉手して言さく。佛の威神は尊重にして説く所の經は快善なり、我曹佛の經語を聽きて、皆心に之を貫思す。世人實に爾なり、佛の語りたまふ所の如く異有ること無し。今佛我曹を慈哀して、天道を開視し、生路を敎語したまふ、耳目聰明にして長へに度脱することを得ん。更に生るることを得るが若し。我曹佛の經語を聽きて、慈心にして歡喜し踊躍し開解せざる者莫し。我曹及び諸天・帝王・人民・?飛・蠕動の類、皆佛恩を蒙りて。憂苦を解脱することを得ざる者無し。佛の諸の敎戒は甚深にして、極無く底無し。佛の智慧の見たまふ所。八方・上下、去・來・現在の事を知りて、無上にして邊幅無し。佛には甚だ値ふことを得難し、經道は甚だ聞くことを得難し。我曹皆佛所に慈心あり、今我曹度脱を得ることは、皆是佛前世に道を求めたまひし時、慊苦して學問精進せしが致す所なり。恩徳普く覆ひて、施行する所の福徳、相祿巍巍として光明徹照し、洞虚無極にして、泥?に開入し、經典を敎授し、制威もて消化して、八方・上下を愍動すること、無窮無極なり。佛は師法尊と爲り、群聖に絶して、都て能く佛に及ぶ者無し。佛は八方・上下の諸天・帝王・人民の爲に師と作り、其の心の欲願する所に隨ひて、大小皆道を得しむ。今我曹佛と相見ゆることを得、無量淸淨佛の聲を聞くことを得たり。我曹甚だ喜びて、黠慧開明なることを得ざる者莫し。佛阿逸菩薩に告げたまはく。若が言へること是實に當に爾るべし。*118若し佛所に慈心有る者は、大に喜びて實に當に佛を念ずべし。天下久久にして、乃し復佛有ますのみ。今我苦の世に於て佛と作り、出す所の經道、敎授洞達にして、狐疑を截斷し、端心正行にして諸の愛欲を拔き、衆惡の根本を絶ち、遊歩拘ること無し。典總の智慧、衆道の表裏、維綱を攬持して、昭然分明なり。五道を開示して、生死・泥?の道を決正す。佛言はく。若曹無數劫より以來、復劫を計ふべからず。若曹菩薩の道を作して、諸天・人民及び?飛・蠕動の類を過度せんと欲してより以來、甚だ久遠なり。人若に從ひて道を得て度する者無央數なり。泥?の道を得るに至る者も亦無央數なり。若曹及び八方・上下の諸天・帝王・人民、若しは比丘・比丘尼・優婆塞・優婆夷、若曹宿命に、無數劫より以來、是の五道の中に展轉して、死生呼嗟し、更相に哭涙し、轉た相貪慕し、憂思愁毒して痛苦言ふべからず。今世に至りて死生絶えず、乃至今日佛と相見え共に會値ひて、是に乃ち無量淸淨佛の聲を聞くこと甚だ快し。善い哉汝曹を助けて喜ばしむ、亦自ら死生の痛痒を厭ふべし、生時甚だ痛み甚だ苦しみ甚だ極まれり。年長大するに至りても亦苦しみ亦極まる。死する時も亦痛み亦苦しみ亦極まる。甚だ惡臭の處にして淨潔ならず、了かに可なる者有ること無し。佛故らに悉く謂語りたまふ。若曹亦自ら臭處惡露を決斷すべし。若曹亦心を端しくし身を正しくして益々諸善を作すべし。是に於て常に中外を端しくし、身體を潔淨にし、心垢を洗除して、自ら相約?し、表裏相應して、言行忠信にせよ。人能く自ら度脱して、轉た相扶接し、諸の愛欲を拔き、精明至心にして、求願して轉ぜず、其の善道の根本を結せよ。精進して苦むと雖も一世は須臾の間なるのみ。今世に善を爲せば、後世に無量淸淨佛の國に生れて、快樂甚だ極無く、長へに道と合明す。然して善く極めて相保ち守りて、長へに惡道痛痒の憂惱を去れ離り、勤苦諸惡の根本を拔き、諸の愛欲恩好を斷ち、長へに無量淸淨佛の國に生れて、亦諸の痛痒有ること無く、亦復諸の惡臭の處有ること無し。亦復勤苦有ること無く、亦淫?・瞋怒・愚癡無く、亦憂思・愁毒有ること無し。無量淸淨佛の國に生ずれば、壽一劫・十劫・百劫・千劫・萬億劫ならんと欲せば、自ら恣なり。若し意に壽住止せんと欲はば、無央數劫にして、復數劫を計べからず。恣に汝意に隨ひて皆之を得べし。食せんと欲すれば食せざれども、*119恣に其の意の若く、都て悉く自然に皆之を得べし。泥?の道に次し。皆各々自ら精明に求索して、心に欲願する所狐疑を得ること勿れ。心に中悔して往生せんと欲する者は得ること無し。其の過失に坐せられて、無量淸淨佛の國界の邊の自然の七寶の城の中に在りて、?せらるること五百歳なり。阿逸菩薩言さく。佛の嚴明なる重敎を受け、皆當に精進して一心に求索すべし。請ふ之を奉行して敢て疑怠せざれ。
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  佛説無量淸淨平等覺經卷第四


  



  後漢月氏國三藏支婁迦讖譯


  



  佛阿逸菩薩等に告げたまはく。若曹是の世に於て、能く自ら心を制し意を正しくして、身に惡を作さざれば、是を大徳の善と爲す。都て八方・上下に、最も比有ること無しと爲す。所以は何ん、八方・上下の無央數の佛國の中の諸天・人民は、皆自然に善を作して大に惡を爲さざれば、敎化し易し。今我是の世間に於て佛と爲る、五惡・五痛・五燒の中に於て佛と作ること最も劇しと爲す。人民を敎語して、五惡を絶たしめ、五痛を去らしめ、五燒を去らしめ、其の心を降化して、五善を持ち其の福徳・度世・長壽・泥?の道を得しめん。佛言はく。何等をか五惡と爲し、何等をか五痛と爲し、何等をか五燒の中の者と爲す。何等をか五惡を消化して五善を持たしむる者と爲す。何等をか五善を持ちて、其の福徳・長壽・度世・泥?の道を得と爲す。佛言はく。其の一惡とは、諸天・人民より、下禽獸・?飛・蠕動の類に至るまで、衆惡を爲さんと欲するに、強き者は弱きを伏して、轉た相剋賊し、自ら相殺傷して、更相に食?す。善を爲すことを知らず、惡逆不道にして、其の殃罰を受く。道の自然なる、當に往いて趣向すべし。神明記識して、之を犯さば貰さず、轉た相承け續ぐ。故に貪窮・下賤・乞丐・孤獨なるもの有り、人に聾盲・??・愚癡・弊惡なるもの有り、下に?狂にして及び逮ばざるの屬有り、其の尊貴・豪富・高才・明達・智慧勇猛なるもの有るは、皆其の前世宿命に、善を爲し、慈孝にして恩を布き徳を施せるが故なり。官事王法の牢獄有れども、肯て畏れ愼まず、惡を作して法に入り其の過?を受く。重罰致りて劇し、解脱を求望すれども度出することを得難し。今世に是有り、目前に現在す。壽終りて尤も劇し。其の窈冥に入りて身を受けて更た生ず、譬へば王法の劇苦極刑の若し。故に自然の泥犁・禽獸・薜?・?飛・蠕動の類屬有り身形を貿へ、惡を改め道を易へて、*121壽命短長あり。魂神命精、自然に趣に入りて、形を受け胎に寄り、當に獨り値ひ向ひ、相從ひ共に生ずべし。轉た相報償して當に相還復すべし。殃惡・?罰、衆事未だ盡きず、終に離るることを得ず。其の中に展轉して、世世累劫にも、出づる期有ること無く、解脱を得難し、痛言ふべからず。天地の間に、自然に是有り。時に臨みて卒暴に至らずと雖も、時に應じて恒に自然の道を取りて、皆當に善惡之に歸すべし。是を一の大惡と爲し、一の痛と爲し、一の燒と爲す。勤苦是の如くにして、愁毒呼嗟す。比へば劇火の起りて人の身を燒くが如し。人能く自ら其の中に於て、心を一にし意を制し、身を端しくし行を正しくして、獨諸の善を作し、衆の惡を爲らざる者は、身獨り度脱して其の福徳を得、長壽・度世・上天・泥?の道を得べし。是を一の大善と爲す。


  



  佛言はく。其の二惡とは、世間の帝王・長吏・人民・父子・兄弟・室家・夫婦、略々義理無く、政令に從はず、轉た淫奢驕慢にして各々意を快くせんと欲し、心を恣にして自在に更相に欺調（あざむ）き、殊に死を懼れず、心口各々異にして言念實無く、佞諂にして忠ならず、諛媚巧辭にして、行端正ならず、更相に嫉み憎み、轉た相讒惡して、惡枉に陷入す。主上明かならず、心察かに照らさずして臣下を任用す、臣下存在して、度を踐みて能く行ひ、其の形勢を知りて位に在りて正しからず、其が爲に調（あざむ）からる、妄に忠良を捐じて、天心に當らず、甚だ道理に違す。臣は其の君を欺き、子は其の父を欺き、弟は其の兄を欺き、婦は其の夫を欺く、室家・中外・知識相紹ぎて、各々貪婬の心を懷き、獨り恚怒・蒙聾・愚癡にして益々多く有らんことを欲す。尊卑・上下、男と無く女と無く、大と無く小と無く、心倶に同じく然なり。自ら己を厚くせんことを欲し、家を破り身を亡じて、前後・家室・親屬を顧念せず、之に坐りて族を破る。或時は家の中内外・知識朋友・郷黨・市里・愚民、轉た共に事に從ひ、更相に利害し、錢財を爭ひ鬪ひ、忿怒して仇を成し、轉た勝負を爭ふ。富を慳み心を焦して肯て施與せず、專專に守惜し、寶を愛して貪り重んず、之に坐りて思念し心勞し身苦しむ。是の如くにして竟に至り恃怙する所無し、獨り來り獨り去りて、一も隨ふ者無し。善惡・禍福・殃咎・?罰、命を追ひて生ずる所なり。或は樂處に在り、或は毒苦に入る、然して後乃し悔ゆとも、當に復何ぞ及ぶべし。或時は世人、心愚にして智少く、善を見ては誹謗して之を恚り、肯て慕ひ及ばんとせず、但惡を爲さんと欲して妄に非法を作し、但盜竊を欲して常に毒心を懷き、他人の財物を得て用て自ら供給せんと欲ふ。*122消散し摩盡し、賜つくれば復求して索む。邪心にして正しからず、常に獨り恐怖し、人の色しること有らんことを畏る。時に臨みて計らず、事至りて乃し悔ゆ。今世に現に長吏・牢獄在り、自然に趣向して其の殃咎を受く。世間に貧窮・乞丐・孤獨あり、但し前世宿命に道徳を信ぜず、肯て善を爲さざりしに坐せられて、今世に惡を爲せば、天神籍を別つ。壽終りて惡道に入る。故に自然の泥犁・禽獸・薜?・?飛・蠕動の類有り。其の中に展轉して、世世累劫にも出づる期有ること無く、解脱を得難し、痛言ふべからず。是を二の大惡・二の痛・二の燒と爲す。勤苦是の如し。比へば火の起りて人の身を燒くが如し。人能く自ら其の中に於て、心を一にし意を制し、身を端しくし行を正しくして、獨り衆善を作して、衆惡を爲さざれば、身獨り度脱して其の福徳を得、長壽・度世・上天・泥?の道を得べし。是を二の大善と爲す。


  



  佛言はく。其の三惡とは、世間人民、寄生し相因りて、共に天地の間に依居す。處年壽命、能く幾く歳も無し。至りて豪貴なる者・賢明・善人有り、下に貧賤・?羸・愚者有り、中に不良の人有り、但毒惡を懷念して、身心正からず、常に婬?を念じて、煩胸中に滿つ。愛欲交錯して、坐起安からず、貪意慳惜にして、但唐らに得んことを欲ふ。細色を眄?して惡態婬?し、婦有れども厭ひ憎みて私かに妄に出入し家の所有を持ちて相結して非を爲し、聚會して飮食して自ら共に惡を作す。兵を興し賊を作し、城を攻め格鬪し、劫殺截斷し、強奪不道なり。人の財物を取り、偸竊して趣かに得れども、肯て生を治せず、當に求むべき所の者、肯て之を爲さず。惡心外に在りて、專ら作すこと能はず。欲に撃はりて事を成し、恐勢迫脅して、持ち歸りて家に給して、共に相生活す。心を恣にし意を快くし、身を極め樂を作す。他人の婦女を行亂し、或は其の親屬に於て尊卑・長老を避けず。衆共に憎惡し、家室・中外患ひて而も之に苦しむ。亦復縣官の法令を畏れず、録を避くる所無し。是の如きの惡、自然の牢獄、日月照識し、神明記取して、諸神攝録す。故に自然の泥犁・禽獸・薜?・?飛・蠕動の類有り。其の中に展轉して、世世累劫にも出づる期有ること無く、度脱を得難し。痛言ふべからず。是を三の大惡・三の痛・三の燒と爲す。勤苦是の如し。比へば火の起りて人の　身を燒くが若し。人能く自ら其の中に於て、心を一にし意を制し、身を端しくし行を正しくして、*123獨り衆善を作して、衆惡を爲さざれば、身獨り度脱して其の福徳を得、長壽・度世・上天・泥?の道を得べし。是を三の大善と爲す。


  



  佛言はく。其の四惡とは、諸の惡人善を作すこと能はず、自ら相壞敗し、轉た相敎令して共に衆惡を作り、主として傳言を爲し、但兩舌・惡口・罵詈・妄語を欲し、相嫉みて更相に鬪亂す。善人を憎嫉し、賢善を敗壞して、傍に於て惡を快ぶ。復父母に孝順し供養せず、師父・知識を輕易して信無く誠實を得難く、自ら尊貴にして道有りと言ひて、横に威武を行じて、捲力勢えお加へ、侵剋して人を易（あなど）り、自ら知ること能はず、惡を爲すも自ら羞慚すること無く、自ら頗健なるを用て人をして承事し敬畏せしむ。復天地・神明・日月を敬畏せず、亦敎へて善を作さしむべからず、降化すべからず、自ら用て偃蹇として、常に當に爾るべしと謂へり。亦復憂哀の心無く、亦恐懼を知らずして、恣意?慢なること是の如し。天神記識す。其の前世宿命に頼りて頗る福徳を作すに、小善扶接し、營護して之を助く。今世に惡を作り、福徳盡?し、諸善鬼神各々去りて之を離れ、身獨り空しく立して復依る所無く、重き殃?を受けて、壽命終るとき身の惡繞り歸して自然に迫促す。當に往いて追逐して止息することを得ざるべし。自然の衆惡共に趣き乏に頓（いた）る、其れ名籍神明の所に在ること有り、殃咎引牽して、當に値ひ相得べし、當に往いて趣向すべし。過の?罰を受け、身心摧碎し、神形の苦極まりて、離却することを得ず。但前み行いて火?に入ることを得。是の時に當りて悔ゆとも復何の益かあらん、當に復何ぞ及ぶべし。天道自然にして、蹉跌することを得ず。故に泥犁・禽獸・薜?・?飛・蠕動の屬有り。其の中に展轉して、世世累劫にも出づる期有ること無く、解脱を得難し。痛言ふべからず。是を四の大惡・四の痛・四の燒と爲す。勤苦是の如し。比へば火の起りて人の身を燒くが如し。人能く其の中に於て、心を一にし意を制し、身を端しくし行を正しくして、獨り衆善を作して衆惡を爲さざれば、身獨り度脱して其の福徳を得、長壽・度世・上天・泥?の道を得べし。是を四の大善と爲す。


  



  佛言はく。其の五とは、世人徙倚懈惰にして肯て善を作さず、生を治せんことを念はず、妻子飢寒し、父母倶に然なり。呵して其の子を敎へんと欲すれば、其の子惡心にして、目を瞋らして?（ことば）怒り、言令に和せず、違戻反逆して野人よりも劇し、比へば怨家の若し、子無きに如かず。妄に遍く假貸し、衆共に患へ厭ふ。尤も返復すること無く*124報償の心有ること無し。窮貧困乏すれども、復得ること能はず。辜較諧聲し、放縱に遊散し、數々唐らに得るに串ひて、自ら用ひて賑給す。防禁を畏れず、飮食極無く、酒を喫し美を嗜み、出入期度有ること無し。魯扈抵突にして人情を知らず、?眄強制にして、人の喜有るを見ては憎嫉して之を恚り、義無く禮無く、自ら用ひて職當して諌曉すべからず。亦復?父母・妻子の有無を?せず、又復卒に父母の徳に報ゆることを念はず、亦復師父の恩を念はず、心常に惡を念じ、口常に惡を言ひ、日も成就たらず、道徳を信ぜず、賢明先聖有ることを信ぜず、善を作し道を爲せば度世を得べきことを信ぜず、世間に佛有ますことを信ぜず、羅漢を殺し比丘僧を鬪はしめんことを欲し、常に人を殺さんことを欲し、父母・兄弟・妻子・宗親・朋友を殺さんと欲す。父母・兄弟・妻子・宗親・朋友、憎み惡みて之を見て死せしめんと欲す。佛の經語を信ぜず、人の壽命終り盡き死して後世に復生ずることを信ぜず、善を作さば善を得ることを信ぜず、惡を作さば惡を得ることを信ぜず。是の如き曹の人、男子・女人、心意倶に然なり。違戻反逆、愚癡濛?なり、瞋怒嗜欲にして、識知する所無く、自ら快善を用て大智慧と爲し、從來する所の生と死して趣向する所を知らず、肯て慈孝ならずして、天地に惡逆す、其の中間に於て僥倖を求望し、長生を得て躬ら不死を得んことを欲すれども會ず當に生死の勤苦、善惡の道に歸就すべし。身に作る所の惡、殃咎の衆趣、度脱を得ず。亦降化すべからず。善を作さしめんとして、慈心もて敎語し、生死善惡の趣く所是有ることを開導すれども、復之を信ぜず。然して苦心（ねんごろ）に與に語りて度脱せしめんと欲すれども益無し。其の人心中閉塞して、意に開解せず、大命將に至り至らんとす時皆悔ゆ。其の後に乃し悔ゆとも當に復何ぞ及ぶべし。豫して善を計せず、窮るに臨みて何の益かあらん。天地の間、五道分明に、恢廓窈窕、浩浩茫茫たり。轉た相承受して、善惡の毒痛、身自ら之に當りて代る者有ること無し。道の自然なる、其の所行に隨ひて、命を追ひて生ずる所、縱捨することを得ず。善人は善を行じ善に從ひ慈孝なれば、樂より樂に入り明より明に入る。惡人は惡を行じて苦より苦に入り冥より冥に入る。誰か能く知る者あらん、獨り佛の知見したまへるのみ。人民を敎語したまへども、信用する者は少し。生死休まず、惡道絶えず。是の如きの世人には、悉く道ふべからず。故に自然の泥犁・禽獸・薜茘・?飛・蠕動の類有り、其の中に展轉して世世累劫にも出づる期有ること無く、*125解脱を得難し。痛言ふべからず。是を五の大惡・五の痛・五の燒と爲す。勤苦是の如し。比へば火の起りて人の身を燒くが如し。人能く自ら其の中に於て、心を一にし意を制し、身を端しくし行を正しくして、言行相副（かな）ひ、至誠に所作す、語る所語の如く、心口轉ぜず、獨り衆善を作し、衆惡を爲さざれば、身獨り度脱して、其の福徳を得、長壽・度世・上天・泥?の道を得べし。是を五の大善と爲す。


  



  佛阿逸菩薩等に告げたまはく。我皆若曹に語る、是の世の五惡勤苦是の如し。五痛を起さしめ、五燒を起さしめ、展轉して相生ず、世間の人民肯て善を爲さずして、衆惡を作さんと欲す、敢て此の諸の惡事を犯すこと有る者は、皆悉く自然に當に更々具に歴て惡道の中に入るべし。或は其の今世に先づ病殃を被り、死生得ず、衆に示して之を見せしむ。壽終りて至極の大苦に趣入し、愁痛酷毒、自ら相焦然し、轉た相燒滅して、其の後に至りて共に怨家と作りて、更相に傷殺す。小微より起りて大困劇に至る、皆財色を貪淫し肯て忍辱して施與せざるによりてなり。各々自ら快くせんことを欲して、復曲直有ること無く、健名を得んことを欲すれども、癡欲の爲に迫められ、心に隨ひて思想すれども、得ること能はざるなり。憤を胸中に結びて、財色に縛束せられ、解脱有ること無く、厭足を知らず、己を厚くし欲を諍ひて省録する所無し。都て義理無く正道に隨はず。富貴榮華なれども時に當りて意を快くし、忍辱すること能はず、善を施すことを知らず、威勢幾くも無し。惡名に隨ひて身を焦し勞苦に坐し久しくして後に大に劇し。自然に隨逐し、解け已むこと有ること無し。王法施張し、自然に糺擧し、上下相應して、羅網綱紀、煢煢??として當に其の中に入るべし。古今是有り、痛しい哉傷むべし。佛阿逸菩薩等に語りたまはく。若し世に是有らんに、佛皆慈愍して之を哀みたまふ。威神摧動して、衆惡諸事、皆之を消化す。惡を去りて善に就き、所思を棄捐し、經戒を奉持し、經法を承奉し施行せざるは莫く、敢て度世・無爲・泥?の道を違失せず、善を快み樂を極めて、甚だ明かなること極無きことを違失せず。佛言はく。若曹諸天・帝王・人民及び後世の人、佛の經語を得て熟々之を思惟し、能く自ら其の中に於て、心を端しくし行を正しくすべし。其の主上善を爲して其の下を率化し?御して人民に敎語し、轉た相勅令し、轉た共に善を爲し、轉た相度脱せよ。各々自ら端しく守り、慈仁愍哀して、身を終るまで殆らず。聖を尊び孝を敬い、通洞博愛にして、佛語の敎令、敢て虧負すること無く、當に度世・泥?の道を憂へよ。*126當に生死の痛痒を斷截し、惡の根本を拔かんことを憂へよ。當に泥犁・禽獸・薜茘・?飛・蠕動の類、惡苦の道を斷絶せよ。當に佛世に?めて、堅く經道を持ちて敢へて失すること無かるべし。佛言はく。若曹當に善を作すべき者は云何、第一急に當に自ら身を端しくすべし、當に自ら心を端しくすべし、當に自ら目を端しくすべし、當に自ら耳を端しくすべし、、當に自ら鼻を端しくすべし、當に自ら口を端しくすべし、當に自ら手を端しくすべし、當に自ら足を端しくすべし。能く自ら?斂して妄に動作すること莫く、身心淨潔にして、倶に善と相應し、中外約束して嗜欲に隨ふこと勿く、諸の惡を犯さざれ。言色常に和して、身行當に專なるべし、行歩・坐起動ぜず、事を作さば爲す所當に先づ熟々思慮して之を計るべし。才能を揆度し、圓規を視瞻して、安定にして徐に之を作爲せよ。事を作すこと倉卒にして豫め熟計せず、之を爲すに諦かならざれば、其の功亡ふ。夫れ敗悔後に在れば、唐らに苦みて身を亡ぼす、至誠忠信にして道を得て絶去すべし。佛言はく。若曹是に於て益々諸の善を作して恩を布き徳を施して、能く道禁を絶たず、忍辱・精進・一心・智慧、展轉して復相敎化し、善を作し徳を爲せ。是の如きの經法、慈心專一にして、齋戒淸淨なること一日一夜なれば、無量淸淨佛の國に於て善を作すこと百歳なるに勝れり。所以は何ん、無量淸淨佛の國は、皆積徳衆善、無爲自然にして、求索する所に在りて、諸惡の大さ毛髮の如くなるもの有ること無ければなり。佛言はく。是に於て善を作すこと十日十夜なれば、其の福を得ること他方佛國の中の人民の善を作すこと千歳なるに勝れり。所以は何ん、他方佛國は、皆悉く善を作すに、善を作す者は多く惡を爲す者は少し、皆自然の物有り、求作を行ぜずして便ち自ら之を得ればなり。是の間は惡を爲す者は多く善を爲す者は少し、求作を行ぜざれば、得ること能はざるなり。人能く自ら端しく制して善を作し、至心に道を求む、故に能く爾るのみ。是の間は自然有ること無し、自ら給すること能はず、當に求索を行じて勤苦して生を治むべし。轉た相欺怠して、調作（あざむき）て惡を好み、其の財物を得て妻子に歸給す。苦を飮み毒を食ひ心を勞し身を苦しむ。是の如くにして竟に至り、心意專ならず、周旋安からず、人能く自ら安靜にして善を爲し、精進して徳を作す、故に能く爾るのみ。佛言はく。我皆若曹及び諸天・帝王・人民を哀みて、皆敎へて諸善を作し、衆惡を爲さざらしむ。其の所能に隨ひて、輒て道を授與し、敎戒開導して悉く之を奉行せしむ。則ち君は率化して善を爲し、臣下に敎令し、父は其の子に敎へ、兄は其の弟に敎へ、夫は其の婦に敎へ、室家・内外・親屬・朋友、轉た相敎語して、*127善を作し道を爲し經を奉じ戒を持ち、各々自ら端しく守りて、上下相?（いまし）め、尊と無く卑と無く、男と無く女と無く、齋戒淸淨にして歡喜せざるは莫し。義理に和順にして勸樂慈孝、自ら相約?す。其れ佛の經語を得ること有らば、悉く持ちて之を思へ、當に作す所犯すが如くに之を爲すべからず。則ち自ら過を悔い、惡を去りて善に就き、邪を棄て正を爲し、朝に聞きて夕に改め、經戒を奉持し、劇しきこと貧人の寶を得るが如く、佛の所行の處、所在の郡國に、輒ち經戒を授與す。諸天・日・月・星辰・諸神・國王・傍臣・長吏・人民・諸龍・鬼神・泥犁・禽獸も、承けて之を奉行す。則ち君改化して善を爲し、齋戒精思して、淨く自ら?ぎ洒ひ、心を端しくし行を正しくせん。位に居して嚴慓に敎勅し、衆を率ひて善を爲し、道禁を奉行して、言令をして止ましむ、臣は其の君に事へて忠直に令を受けて敢て違負せず、父子は言令孝順に承受し、兄弟・夫婦・宗親・朋友は、上下相令して、言に順ひ理に和す。尊卑・大小、轉た相敬事するに、禮を以てし義に如（かな）ひ、相違負せず、往を改め來を修し心を洒ぎ行を易（おさ）めずといふこと莫く、端正中表にして、自然に善を作し、願ふ所輒ち感を得、善く自然の道に降化す。求めて不死を欲すれば則ち長壽を得べし、求めて度世を欲すれば則ち泥?の道を得べし。佛言はく。佛は威神尊重にして、惡を消し善に化して度脱せずといふこと莫し。今我天下に出でて、是の惡の中に在りて、苦の世に於て佛と作り、慈愍哀傷し、敎語開道す。諸天・帝王・傍臣・左右・長吏・人民、其の心に欲する所の願樂に隨ひて、皆道を得しむ。佛の諸の所行の處、更に過ぎ歴る所の郡國・縣邑・丘聚・市里、豐熟せざるは莫し。天下太平にして、日月の運照倍益明かに好く、風雨時節あり、人民安寧ならん。強きは弱きを凌がず、各々其の所を得、惡歳・疾疫無く、病痩する者無く、兵革起らず、國に盜賊無く、怨抂有ること無く、拘閉の者有ること無けん。君臣人民歡喜せざること莫く、忠慈至誠にして、各々自ら端しく守り、皆自然に國を守り、雍和孝順にして歡樂せざるは莫けん。有無相與にし。恩を布き徳を施して、心歡樂し、與に皆相敬愛して、財を推し義を讓りて先に讓り、前後に禮を以て敬事すること、父の如く子の如く、兄の如く弟の如くにして、仁賢・和順・禮節ならずといふこと莫けん。都て違諍無く、快善極無からん。佛言はく。我子曹を哀みて、之を度脱せんと欲ふこと、父母の子を念ふよりも劇し。今八方・上下の諸天・帝王・人民及び?飛・蠕動の類、佛の經戒を得て、*128佛道を奉行し、皆明慧を得、心に悉く開解して、憂苦を度過し度脱することを得ざる者莫し。今我佛と作り、五惡・五痛・五燒の中に在りて、五惡を降化し、五痛を消盡し、五燒を絶滅し、善を以て惡を攻め、毒苦を拔き去りて、五善を得て明かに好く燒惡をして起らざらしむ。我般泥?し去りて後、經道稍稍斷絶し、人民諛諂にして淳く衆惡を爲り、復善を作さざれば、五燒復起り、五痛の劇苦、復前の法の如く、自然に還復し、久しくして後轉た劇しからん。悉く説くべからず。我但若曹が爲に小しく之を道ふのみ。佛阿逸菩薩等に告げたまはく。若曹各々思ひて之を持てよ、展轉して相敎戒し、佛の經法の如くにして敢て犯すこと無かれ。阿逸菩薩、長跪叉手して言さく。佛の説きたまふ所甚だ苦痛（ねんごろ）なり、世人惡を爲すこと甚だ劇しきこと是の如く是の如し。佛皆慈哀して悉く之を度脱したまふ。皆言く、佛の重敎を受けて、請ふ展轉相承して、敢て犯さずと。佛阿難に告げたまはく。我若曹を哀みて、悉く無量淸淨佛及び諸菩薩・阿羅漢所居の國土を見しめん。若ぢ之を見んことを欲するや。阿難則ち大に喜び長跪叉手して言さく。願はくは皆之を見んことを欲す。佛言はく。若起ちて更に袈裟を被て西に向ひて拜し、日の沒する處に當りて無量淸淨佛の爲に禮を作し、頭面を以て地に著け、南無無量淸淨平等覺と言へと。阿難言さく。諾。敎を受けて則ち起ち、更に袈裟を被て西に向ひて拜し、日の沒する處に當りて無量淸淨佛の爲に禮を作し、頭腦を以て地に著けて、南無無量淸淨平等覺と言ふ。阿難起たざるに、無量淸淨佛、便ち大に光明を放ちて、威神則ち八方・上下の諸の無央數の佛國に遍し、天地則ち皆爲に大に震動し、諸天無央數の天地、須彌山羅寶・摩訶須彌大山羅寶、諸の天地、大界・小界、其の中の諸有大泥犁・小泥犁、諸の山林・溪谷・幽冥の處、皆則ち大に明かにして、悉く雨りて大に開闢す。則ち阿難、諸の菩薩・阿羅漢等、諸天・帝王・人民、悉く皆無量淸淨佛及び諸の菩薩・阿羅漢、國土の七寶を見已りて、心皆大に歡喜し踊躍して、悉く起ちて無量淸淨佛の爲に禮を作し、頭腦を以て地に著けて、皆南無無量淸淨三藐三佛陀と言ふ。無量淸淨佛の放ちたまふ光明威神にして、已に諸の無央數の天・人民及び?飛・蠕動の類、皆悉く無量淸淨佛の光明を見たてまつりて、慈心歡喜して善を作さざる者莫し。*129諸有泥犁・禽獸・薜茘、諸有老治勤苦の處、則ち皆休止して復治せず、憂苦を解脱せざる者莫し。諸有盲者は則ち皆視ることを得、諸の跛躄蹇なる者は、則ち皆走り行くことを得、諸の病者は則ち皆愈え起ち、諸の?者は則ち皆強健に、愚癡なる者は則ち皆更に黠慧に、諸有婬?・瞋怒なる者は、皆悉く慈心にして善を作し、諸有毒を被る者は、毒皆行（めぐら）ず。鍾鼓・琴瑟・箜篌、樂器諸伎は鼓せざるに皆自ら音聲を作し、婦女の珠環は皆自ら聲を作し、百鳥畜獸は皆自ら悲鴫す。是の時に當りて、歡喜して過度を得ざる者莫し。則ち時に爾日、諸佛國中の諸天・人、天上の華香を持ちて來り下り、虚空の中に於て悉く皆諸佛及び無量淸淨佛の上に供養し、散ぜずといふこと莫し。諸天各々共に、大に萬種自然の伎樂を作して、諸佛及び諸の菩薩・阿羅漢を樂しましむ。是の時に當りて、甚快樂すること言ふべからず。


  



  佛阿難・阿逸菩薩等に告げたまはく。我無量淸淨佛及び諸の菩薩・阿羅漢國土の自然の七寶を説くに、當に異有ること無きや。阿難長跪叉手して言さく。佛無量淸淨佛の國土の快善なることを説きたまふ。佛の説きたまふ所の如く一も異なること有ること無し。佛言はく。我無量淸淨佛の功徳、國土の快善を説かんに、晝夜一劫すれども、尚復未だ竟へず。我但若曹が爲に小しく之を説くのみ。阿逸菩薩、則ち長跪叉手して、佛に問ひたてまつりて言く。今佛國は是の間より當に幾の阿惟越致の菩薩有りてか無量淸淨佛の國に往生すべし、願はくは之を聞かん。佛言はく。若し知らんと欲はば明かに聽きて心中に著けよ。阿逸菩薩言さく。敎を受けん。佛言はく。我が國より當に七百二十億の阿惟越致の菩薩有りて、皆無量淸淨佛の國に往生すべし。一の阿惟越致菩薩は、前後無央數の諸佛を供養し、次を以て彌勒の如く、皆當に作佛すべし、及び其の餘の諸の小菩薩の輩は、無央數にして復計ふべからず、皆當に無量淸淨佛の國に往生すべし。佛阿逸菩薩に告げたまはく。但我が國中の諸の菩薩の、無量淸淨佛の國に往生すべきのみにあらず、他方異國に復佛有まして、亦復是の如し。第一の佛を光遠?と名く、其の國に百八十億の菩薩有り、皆當に無量淸淨佛の國に往生すべし。*130他方異國の第二の佛あり、佛を寶積と名く、其の國に九十億の菩薩有り、皆當に無量淸淨佛の國に往生すべし。他方異國の第三の佛を儒無垢と名く、二百二十億の菩薩有り、皆當に阿彌陀佛の國に往生すべし。他方異國の第四の佛を無極光明と名く、其の國に二百五十億の菩薩有り、皆當に無量淸淨佛の國に往生すべし。他方異國の第五の佛を於世無上と名く、其の國に六百億の菩薩有り、皆當に無量淸淨佛の國に往生すべし。他方異國の第六の佛を勇光と名く、其の國に萬四千の菩薩有り、皆當に無量淸淨佛の國に往生すべし。他方異國の第七の佛を具足交絡と名く、其の國に十四億の菩薩有り、皆當に無量淸淨佛の國に往生すべし。他方異國の第八の佛を雄慧王と名く、其の國に八の菩薩有り、皆當に無量淸淨佛の國に往生すべし。他方異國の第九の佛を多力無過者と名く、其の國に八百一十億の菩薩有り、皆當に無量淸淨佛の國に往生すべし。他方異國の第十の佛を吉良となく、其の國に萬億の菩薩有り、皆當に無量淸淨佛の國に往生すべし。他方異國の第十一の佛を慧辯と名く、其の國萬二千の菩薩有り、皆當に無量淸淨佛の國に往生すべし。他方異國の第十二の佛を無上華と名く、其の國に諸の菩薩有り、無央數にして、復計ふべからず、皆阿惟越致なり。皆智慧勇猛にして、各々無央數の諸佛を供養し、一時を以て倶に心に願じて往生せんと欲すれば、皆當に無量淸淨佛の國に生ずべし。他方異國の第十三の佛を樂大妙音と名く、其の國に七百九十億の菩薩有り、皆當に無量淸淨佛の國に往生すべし。佛言はく。是の諸の菩薩は、皆阿惟越致なり、諸の比丘僧の中、及び小菩薩の輩無央數なり、皆當に無量淸淨佛の國に往生すべし。獨り是の十四佛國の中の諸の菩薩の往生すべきのみにあらず、都て八方・上下の無央數の佛國の諸の菩薩の輩、各各是の如し、皆當に無量淸淨佛の國に往生すべし。其れ無央數なり。都て共に往いて無量淸淨の佛の國に會す、大に衆多にして復計ふべからず。我但八方・上下の無央數の佛の名字を説かんに、晝夜一劫すれども尚未だ竟へず。我但復佛國の諸の比丘僧、衆の菩薩の、當に無量淸淨佛の國に往生すべき人數を説かんに、*131之を説くこと一劫にして休止せざるも、尚未だ竟へず。我但若曹が爲に總攬して都て小しく之を説くのみ。


  



  佛阿難・阿逸菩薩等に語りたまはく。其れ世間の帝王・人民・善男子・善女人、前世宿命に善を行じて致す所の相祿、迺ち當に無量淸淨佛の聲を聞きて、慈心歡喜すべし。我之に代りて喜ばん。佛言はく。其れ善男子・善女人有りて、無量淸淨佛の聲を聞き、慈心歡喜して、一時に踊躍し、心意淸淨に、衣毛爲に起ちて拔け出づる者は、皆前世宿命に佛道を作せるなり。若しは他方の佛、故（もと）菩薩にして凡人に非ず。其れ人民、男子・女人有りて無量淸淨佛の聲を聞きて、佛有りと信ぜざる者は、佛の經語を信ぜず、比丘僧有ことを信ぜず。心中に狐疑して都て信ずる所無き者は、皆故（もと）惡道の中より來り生じて、愚蒙にして解らず、宿命の殃惡未だ盡きず、未だ當に度脱を得ず。故に心中に狐疑して信向せざるのみ。佛言はく。我若曹に語らん、若曹作すべき所の善法は、皆當に奉行して之を信ずべし、我を般泥?し去りて後といふ故を以てすることを得ること無かれ、若曹及び後世の人、復我無量淸淨佛の國有ることを信ぜずと言ふことを得ること無かれ。我故らに若曹をして悉く無量淸淨佛の國土を見、爲すべき所の者は若ぢ自ら之を求めよ、我具に汝曹が爲に經戒順法を道説く、若曹當に佛の法の如く之を持つべし、毀失を得ること無かれ、我是の經を持ち以て汝曹に累（つた）ふ、汝曹當に堅く之を持つべし、妄に是の經法を増減爲ることを得ること無かれ。我般泥?して去りて後、經道留止せんこと千歳せん。千歳の後、經道斷絶せん。心の所願に在りて皆道を得べし。佛言はく。師は人を開導するに、耳目・智慧明達にして、人を度脱して善く泥?の道に舍することを得しむ。常に當に佛に慈孝すること父母の如くすべし、常に師の恩を念じて當に念じて斷絶せざるべし、則ち道を得ること疾からん。佛言はく。天下に佛有せども甚だ値ふことを得難し。人師法の經語を信受すること深きこと有る者は、亦値ふことを得難し。若しは沙門若しは師有りて、人の爲に佛經を説く者にも、甚だ値ふことを得難し。佛是の經を説きたまふ時、則ち萬二千億の諸天・人民、皆天眼を得て徹視し、悉く一心に皆菩薩の道を爲す。則ち二百二十億の諸天・人民、皆阿那含道を得、則ち八百の沙門は、皆阿羅漢道を得、則ち四十億の菩薩は、皆阿惟越致を得たり。佛經を説き已りたまふに、諸の菩薩・阿羅漢・諸天・帝王・人民、皆大に歡喜し、*132前み趣きて佛の爲に禮を作し、佛を遶ること三匝して、頭面を以て佛足に著けて去りにき。


  



  佛説無量淸淨平等覺經卷第四


  *242


  稱讃淨土佛攝受經


  大唐三藏法師玄奘奉詔譯


  



  是の如く我聞きたまへき。一時、薄伽梵、室羅筏に在りて誓多林給孤獨園に住したまひ、大?芻衆千二百五十人と倶なりき。一切皆是尊宿聲聞、衆の望み識る所の大阿羅漢なり。


  



  其の名を尊者舍利子・摩訶目?連・摩訶迦葉・阿泥律陀と曰ふ。是の如き等の諸の大聲聞而も上首爲り。復無量の菩薩摩訶薩と倶なりき。一切皆不退轉位に住して、無量の功徳、衆に莊嚴せらる。其の名を妙吉祥菩薩・無能勝菩薩・常精進菩薩・不休息菩薩と曰ひき。是の如き等の諸の大菩薩而も上首爲り。復帝釋・大梵天王・堪忍界主・護世四王有りき。是の如きの上首、百千倶胝那?多數なり。諸天子衆及び餘の世間の無量の天・人・阿素洛等、聞法の爲の故に、倶に來りて會坐せり。


  



  爾の時世尊、舍利子に告げたまはく。汝今知るやいなや、是より西方、此の世界を去ること百千倶胝那?多の佛土を過ぎて佛世界有り、名けて極樂と曰ふ。其の中の世尊を無量壽及び無量光・如來・應・正等覺と名く。十號圓滿して、今現に彼に在ましめ安隱に住持し、諸の有情の爲に甚深微妙の法を宣説して、殊勝の利益安樂を得しめたまへり。


  



  又舍利子、何の因何の縁ありてか、彼の佛の世界を名けて極樂と爲る。舍利子、彼の界の中の諸の有情の類、一切身心の憂苦有ること無く、唯無量の淸淨喜樂のみ有るに由りてなり。是の故に名けて極樂世界と爲す。


  



  *243又舍利子、極樂世界淨佛土の中には、處處に皆七重に行列せる妙寶欄楯、七重に行列せる寶多羅樹有り。及び七重の妙寶羅網有りて、周匝し圍繞して、四寶もて莊嚴せり。金寶・銀寶・吠琉璃寶・頗胝迦寶もて、妙飾間綺せり。舍利子、彼の佛土の中には是の如き等の衆妙綺飾功徳莊嚴有りて、甚だ愛樂すべし。是の故に名けて極樂世界と爲す。


  



  又舍利子、極樂世界淨佛土の中には、處處に皆七妙寶池有りて、八功徳水、其の中に彌滿せり。何等をか名けて八功徳水と爲る。一には澄淨、二には淸冷、三には甘美、四には輕軟、五には潤澤、六には安和、七には飮む時飢渇等の無量の過患を除き、八には飮み已りて定んで能く諸根を長養し、四大増益し、種種殊勝の善根あり。多福の衆生常に樂みて受用す。是の諸の寶池の底には金沙を布けり。四面を周匝して四の階道有り。四寶の莊嚴甚だ愛樂すべし。諸の池を周匝して妙寶樹有り。間飾行列して香氣芬馥せり。七寶の莊嚴甚だ愛樂すべし。七寶と言ふは、一には金、二には銀、三には吠琉璃、四には頗胝迦、五には赤眞珠、六には阿濕摩掲拉婆寶、七には牟娑落掲拉婆寶なり。是の諸の池の中には、常に種種雜色の蓮華有り、量車輪の如し。青形には青顯・青光・青影あり、黄形には黄顯・黄光・黄影あり、赤形には赤顯・赤光・赤影あり、白形には白顯・白光・白影あり、四形には四顯・四光・四影あり。舍利子、彼の佛土の中には、是の如き等の衆妙綺飾の功徳莊嚴有りて、甚だ愛樂すべし。是の故に名けて極樂世界と爲す。


  



  又舍利子、極樂世界淨佛土の中には、自然に常に無量無邊衆妙の伎樂有り。音曲和雅にして甚だ愛樂すべし。諸の有情の類、斯の妙音を聞きて諸の惡煩惱悉く皆消滅し、無量の善法漸次に増長して、速に無上正等菩提を證す。舍利子、彼の佛土の中には、是の如き等の衆妙綺飾の功徳莊嚴有りて、甚だ愛樂すべし。是の故に名けて極樂世界と爲す。


  



  又舍利子、極樂世界淨佛土の中に周遍せる大地は、眞金もて合成す。其に觸るるに柔軟香潔なり。光明無量無邊にして妙寶間飾す。*244舍利子、彼の佛土の中には、是の如き等の衆妙綺飾の功徳莊嚴有りて、甚だ愛樂すべし。是の故に名けて極樂世界と爲す。


  



  又舍利子、極樂世界淨佛土の中には、晝夜六時に常に種種上妙の天華を雨らす。光澤香潔にして細軟雜色なり。見る者をして身心適悦ならしむと雖も、而も貪著せず、有情の無量無數不可思議殊勝の功徳を増長す。彼の有情の類、晝夜六時に常に持ちて無量壽佛を供養したてまつり、晨朝の時毎に此の天華を持ちて、一食の頃に於て飛びて他方無量の世界に至り、百千倶胝の諸佛を供養したてまつり、諸佛の所に於て各々百千倶胝の樹の花を以て持散し供養して、本處に還り至りて、天に遊び住すること等し。舍利子、彼の佛土の中には、是の如き等の衆妙綺飾の功徳莊嚴有りて、甚だ愛樂すべし。是の故に名けて極樂世界と爲す。


  



  又舍利子、極樂世界淨佛土の中には、常に種種奇妙の愛すべき雜色の衆鳥有り。所謂鵝・鴈・?・鷺・鴻・鶴・孔雀・鸚鵡・羯羅頻迦・命命鳥等なり。是の如きの衆鳥、晝夜六時に、恒に共に集會して、和雅の聲を出す。其の類音に隨ひて妙法を宣揚す。所謂甚深念住正斷、神足根力、覺道支等の無量の妙法なり。彼の土の衆生是の聲を聞き已りて、各々念佛・念法・念僧の無量の功徳を得て其の身に熏修す。汝舍利子、意に於て云何、彼の土の衆鳥は、豈是傍生惡趣の攝耶ならん、是の見を作すこと勿れ。所以は何ん、彼の佛の淨土には三惡道無し、尚三惡趣の名有ることを聞かず、何に況んや實の罪業所招の傍生の衆鳥有らんや。當に知るべし、皆是無量壽佛の變化の所作なり。其をして無量の法音を宣暢して、諸の有情の利益安樂を作さしむ。舍利子、彼の佛土の中には、是の如き等の衆妙綺飾の功徳莊嚴有りて、甚だ愛樂すべし。是の故に名けて極樂世界と爲す。


  



  又舍利子、極樂世界淨佛土の中には、常に妙風有りて諸の寶樹及び寶羅網を吹くに微妙の音を出す、譬へば百千倶胝の天樂の同時に倶に作して、微妙の聲を出すが如し。甚だ愛玩すべし。是の如く彼の土には常に妙風有りて衆の寶樹及び寶羅網を吹き、種種微妙の音聲を撃ち出して、種種の法を説く。*245彼の土の衆生是の聲を聞き已りて、佛・法・僧の念、作意等の無量の功徳を起す。舍利子、彼の佛土の中には、是の如き等の衆妙綺飾の功徳莊嚴有りて、甚だ愛樂すべし。是の故に名けて極樂世界と爲す。


  



  又舍利子、極樂世界の淨佛土の中には、是の如き等の無量無邊の不可思議にそて、甚だ希有なる事有り。假使ひ百千倶胝那?多劫を經て、其の無量百千倶胝那?多の舌を以て、一一の舌の上に無量の聲を出して、其の功徳を讃ずるも、亦盡くすこと能はず。是の故に名けて極樂世界と爲す。


  



  又舍利子、極樂世界淨佛土の中の佛を、何の縁有りてか無量壽と名くる。舍利子、彼の如來及び諸の有情も、壽命無量無數大劫なるに由る。是の縁に由るが故に、彼の土の如來を無量壽と名けたてまつる。舍利子、無量壽佛、阿耨多羅三藐三菩提を證得したまひてより已來十大劫を經たり。舍利子、何に縁りて彼の佛を無量光と名くる。舍利子、彼の如來恒に無量無邊の妙光を放ちて、遍く一切十方の佛土を照らし、佛事を施作したまふに障礙有ること無きに由る。是の縁に由るが故に、彼の土の如來を無量光と名けたてまつる。舍利子、彼の佛の淨土には、是の如きの功徳莊嚴成就す。甚だ愛樂すべし。是の故に名けて極樂世界と爲す。


  



  又舍利子、極樂世界淨佛土の中の無量壽佛には、常に無量の聲聞の弟子有り。一切皆是大阿羅漢なり。種種微妙の功徳を成就せり、其の量無邊にして稱げて數ふべからず。舍利子、彼の佛の淨土には、是の如きの功徳莊嚴成就す。甚だ愛樂すべし。是の故に名けて極樂世界と爲す。


  



  又舍利子、極樂世界淨佛土の中の無量壽佛には、常に無量の菩薩の弟子有り。一切皆是一生所繋にして、種種微妙の功徳を具足せり、其の量無邊にして稱げて數ふべからず。假使ひ無數量の劫を經て、其の功徳を讃めんに、終に盡すこと能はず。舍利子、彼の佛土の中には、*246是の如き功徳莊嚴成就す。甚だ愛樂すべし。是の故に名けて極樂世界と爲す。


  



  又舍利子、若し諸の有情、彼の土に生ずる者は、皆不退轉にして、必ず復諸の險惡趣・邊地・下賤・蔑戻車の中に墮せず。常に諸佛淸淨の國土に遊びて、殊勝の行願念念に増進し、決定して當に阿耨多羅三藐三菩提を證すべし。舍利子、彼の佛土の中には、是の如き功徳莊嚴成就す。甚だ愛樂すべし。是の故に名けて極樂世界と爲す。


  



  又舍利子、若し諸の有情、彼の西方無量壽佛の淸淨佛土の無量の功徳衆に莊嚴せる所を聞かば、皆應に發願して彼の佛土に生ずべし。所以は何ん、若し彼の土に生ずれば、是の如きの無量の功徳衆に莊嚴せらるる諸の大士等と同一に集會することを得。是の如きの無量の功徳衆に莊嚴せらるる淸淨佛土の大乘の法樂を受用して、常に退轉すること無く、無量の行願、念念に増進して、速に無上正等菩提を證すればなり。故に舍利子、彼の佛土に生ずる諸の有情の類は、無量無邊の功徳を成就す。少善根には非ず。諸の有情の類、當に無量壽佛の極樂世界淸淨の佛土に往生することを得べし。


  



  又舍利子、若し淨信有る諸の善男子或は善女人、是の如きの無量壽佛の無量無邊不可思議の功徳の名號、極樂世界の功徳莊嚴を聞くことを得、聞き已りて思惟して、若しは一日夜、或は二、或は三、或は四、或は五、或は六、或は七、念を繋けて亂れざれば、是の善男子或は善女人、命終の時に臨みて、無量壽佛、其の無量の聲聞の弟子菩薩衆と倶に、前後に圍繞し、其の前に來住して、慈悲加祐し、心をして亂れざらしむ。既に命を捨て已りて、佛の衆會に隨ひて、無量壽の極樂世界淸淨の佛土に生ず。


  



  又舍利子、我是の如きの利益安樂の大事因縁を觀て、誠諦の語を説く。若し淨信の諸の善男子或は善女人、是の如きの無量壽佛の不可思議の功徳名號、極樂世界の淨佛土を聞くことを得る者、一切皆應に信受して願を發し、説の如く修行して彼の佛土に生ずべし。


  



  *247又舍利子、我今、無量壽佛無量無邊不可思議佛土功徳を稱揚し讃歎するが如く、是の如く東方にも、亦現在して不動如來・山幢如來・大山如來・山光如來・妙幢如來有ます。是の如き等の佛、?伽沙の如く東方自佛淨土に住在して、各各に廣長の舌相を示現して、遍く三千大千世界に覆ひて、周匝し圍繞して、誠諦の言を説きたまふ。汝等有情、皆應に是の如きの稱讃不可思議の佛土の功徳、一切諸佛攝受の法門を信受すべし。


  



  又舍利子、是の如く南方にも、亦現在して日月光如來・名稱光如來・大光蘊如來・迷盧光如來・無邊精進如來有ます。是の如き等の佛、?伽沙の如く南方自佛の淨土に住在して、各各に廣長の舌相を示現して、遍く三千大千世界に覆ひて、周匝し圍繞して、誠諦の言を説きたまふ。汝等有情、皆應に是の如きの稱讃不可思議の佛土の功徳、一切諸佛攝受の法門を信受すべし。


  



  又舍利子、是の如く西方にも、亦現在して無量壽如來・無量蘊如來・無量光如來・無量幢如來・大自在如來・大光如來・光焔如來・大寶幢如來・放光如來有ます。是の如き等の佛、?伽沙の如く西方自佛の淨土に住在して、各各に廣長の舌相を示現して、遍く三千大千世界に覆ひて、周匝し圍繞して、誠諦の言を説きたまふ。汝等有情、皆應に是の如きの稱讃不可思議の佛土の功徳、一切諸佛攝受の法門を信受すべし。


  



  又舍利子、是の如く北方にも、亦現在して無量光嚴通達覺慧如來・無量天鼓震大妙音如來・大蘊如來・光網如來・娑羅帝王如來有ます。是の如き等の佛、?伽沙の如く北方自佛の淨土に住在して、各各に廣長の舌相を示現して、*248遍く三千大千世界に覆ひて、周匝し圍繞して、誠諦の言を説きたまふ。汝等有情、皆應に是の如きの稱讃不可思議の佛土の功徳、一切諸佛攝受の法門を信受すべし。


  



  又舍利子、是の如く下方にも、亦現在して示現一切妙法正理常放火王勝徳光明如來・師子如來・名稱如來・譽光如來・正法如來・妙法如來・法幢如來・功徳友如來・功徳號如來有ます。是の如き等の佛、?伽沙の如く下方自佛の淨土に住在して、各各に廣長の舌相を示現して、遍く三千大千世界に覆ひて、周匝し圍繞して、誠諦の言を説きたまふ。汝等有情、皆應に是の如きの稱讃不可思議の佛土の功徳、一切諸佛攝受の法門を信受すべし。


  



  又舍利子、是の如く上方にも、亦現在して梵音如來・宿王如來・香光如來・如紅蓮華勝徳如來・示現一切義利如來有ます。是の如き等の佛、?伽沙の如く、上方自佛の淨土に住在して、各各に廣長の舌相を示現して、遍く三千大千世界に覆ひて、周匝し圍繞して、誠諦の言を説きたまふ。汝等有情、皆應に是の如きの稱讃不可思議の佛土の功徳、一切諸佛攝受の法門を信受すべし。


  



  又舍利子、是の如く東南方にも、亦現在して最上廣大雲雷音王如來有ます。是の如き等の佛、?伽沙の如く東南方自佛の淨土に住して、各各に廣長の舌相を示現して、遍く三千大千世界に覆ひて、周匝し圍繞して、誠諦の言を説きたまふ。汝等有情、皆應に是の如きの稱讃不可思議の佛土の功徳、一切諸佛攝受の法門を信受すべし。


  



  又舍利子、是の如く西南方にも、亦現在して最上日光名稱功徳如來有ます。是の如き等の佛、?伽沙の如く西南方自佛の淨土に住して、各各に廣長の舌相を示現して、遍く三千大千世界に覆ひて、周匝し圍繞して、誠諦の言を説きたまふ。汝等有情、皆應に是の如きの稱讃不可思議の佛土の功徳、*249一切諸佛攝受の法門を信受すべし。


  



  又舍利子、是の如く西北方にも、亦現在無量功徳火王光明如來有ます。是の如き等の佛、?伽沙の如く西北方自佛の淨土に住して、各各に廣長の舌相を示現して、遍く三千大千世界に覆ひて、周匝し圍繞して、誠諦の言を説きたまふ。汝等有情、皆應に是の如きの稱讃不可思議の佛土の功徳、一切諸佛攝受の法門を信受すべし。


  



  又舍利子、是の如く東北方にも、亦現在無數百千倶胝廣慧如來有ます。是の如き等の佛、?伽沙の如く東北方自佛の淨土に住して、各各に廣長の舌相を示現して、遍く三千大千世界に覆ひて、周匝し圍繞して、誠諦の言を説きたまふ。汝等有情、皆應に是の如きの稱讃不可思議の佛土の功徳、一切諸佛攝受の法門を信受すべし。


  



  又舍利子、何に縁りて此の經を名けて稱讃不可思議佛土功徳一切諸佛攝受法門と爲す。舍利子、此の經の中に無量壽佛の極樂世界不可思議の佛土の功徳を稱揚し讃歎し、及び十方面の諸佛世尊、諸有情を方便し利益し安樂ならしめんと欲するが爲の故に、各々本土に住し、大神變を現じ、誠諦の言を説きて。諸の有情に此の法を信受せんことを勸めたまふに由て、是の故に此の經を、名けて稱讃不可思議佛土功徳一切諸佛攝受法門と爲るなり。


  



  又舍利子、若し善男子或は善女人、或は已に聞くことを得、或は當に聞くことを得、或は今聞くことを得ん。是の經を聞き已りて深く信解を生じ、信解を生じ已りて、必ず是の如く十方面に住したまへる十?伽沙の諸佛世尊の攝受したまふ所と爲る。説の如く行ぜん者は、一切定んで阿耨多羅三藐三菩提に於て退轉せざるを得、一切定んで無量壽佛の極樂世界淸淨の佛土に生ぜん。是の故に舍利子、汝等有情、一切皆應に我及び十方の佛世尊の語を信受し領解すべし。當に勤めて精進し、説の如く修行して、疑慮を生ずること勿るべし。


  



  *250又舍利子、若し善男子或は善女人、無量壽の極樂世界、淸淨佛土の功徳莊嚴に於て、若しは已に發願し、若しは當に發願し、若しは今發願せんに、必ず是の如く十方面に住したまへる十?伽沙の諸佛世尊の攝受したまふ所と爲る。説の如く行ぜん者は、一切定んで阿耨多羅三藐三菩提に於て退轉せざることを得、一切定んで無量壽佛の極樂世界、淸淨の佛土に生ぜん。是の故に舍利子、若し淨信有る諸の善男子或は善女人、一切皆應に無量壽極樂世界、淸淨の佛土に於て、深く心に信解し、發願して往生し、放逸を行ずること勿るべし。


  



  又舍利子、我今、無量壽佛の極樂世界、不可思議佛土の功徳を稱揚し讃歎するが如く、彼の十方面の諸佛世尊も、亦我が不可思議無邊の功徳を稱讃して、皆是の言を作したまふ。甚だ奇希なり、釋迦寂靜・釋迦法王・如來・應・正等覺・明行・圓滿・善逝・世間解・無上・丈夫調御士・天人師・佛・世尊、乃し能く是の堪忍世界に於て、五濁惡時の所謂劫濁、諸の有情獨、諸の煩惱濁・見濁・命濁の中に於て、阿耨多羅三藐三菩提を證得し、諸の有情を方便し利益し安樂ならしめんと欲するが爲の故に、是の世間極難信の法を説きたまふ。是の故に舍利子、當に知るべし、我今此の雜染堪忍世界の五濁惡時に於て、阿耨多羅三藐三菩提を證得し、諸の有情を方便し利益し安樂ならしめんと欲するが爲の故に、是の世間極難信の法を説くこと、甚だ希有不可思議なりと爲す。


  



  又舍利子、此の雜染堪忍世界の五濁惡時に於て、若し淨信有る諸の善男子或は善女人、是の如きの一切世間極難信の法を説きたまふを聞きて、能く信解を生じ、受持し演説して、敎の如く修行せば、當に知るべし、是の人は甚だ希有なりと爲す。無量佛の所にして、曾て善根を種う。是の人命終りて、定んで西方極樂世界に生じ、種種の功徳莊嚴淸淨佛土の大乘の法樂を受用し、日夜六時に、無量壽佛に親近し供養して、*251十方に遊歴し諸佛を供養して、諸佛の所に於て法を聞き受記せらる。福慧資糧、疾く圓滿することを得て、速に無上正等菩提を證せん。時に薄伽梵、是の經を説き已りたまふに、尊者舍利子等の諸の大聲聞及び諸の菩薩摩訶薩衆、無量の天・人・阿素洛等一切の大衆、佛の所説を聞きて、皆大に歡喜し、信受して奉行したてまつりき。


  



  稱讃淨土佛攝受經


  *253


  十住毘婆沙論 第五


  聖者龍樹造　後秦龜茲國三藏鳩摩羅什譯



  易行品 第九



  ［難易二道］



  問て曰く。是の阿惟越致の菩薩の初事先に説くが如し。阿惟越致地に至るには、諸の難行を行ずること、久しくして乃ち得べし。或は聲聞辟支佛地に墮す。若し爾らば是大衰患なり。『助道法』（菩薩資糧論巻三意）の中に説くが如し。


  



  若し聲聞地及び辟支佛地に墮するは　是を菩薩の死と名く　則ち一切の利を失す　若し地獄に墮するも　是の如き畏を生ぜず　若し二乘地に墮せば　則ち大怖畏と爲す　地獄の中に墮するも　畢竟じて佛に至ることを得るも　若し二乘地に墮せば　畢竟じて佛道を遮す　佛自ら經の中に於て　是の如き事を解説したまふ　人の壽を貪る者の如き　首を斬らむとすれば則ち大に畏る　菩薩も亦是くの如し　若し聲聞地及び辟支佛地に於ては　應に大怖畏を生ずべし


  



  是の故に若し諸佛の所説に易行道の疾く阿惟越致地に至ることを得る方便有らば、願はくは爲に之を説きたまへと。答て曰く。汝が所説の如きは是?弱怯劣にして大心有ること無し、是丈夫志幹の言に非ざるなり。何を以ての故に、若し人願を發して阿耨多羅三藐三菩提を求めむと欲して未だ阿惟越致を得ず、其の中間に於て應に身命を惜しまず晝夜精進して頭燃を救ふが如くすべし。*254『助道』（菩薩資糧論巻三意）の中に説くが如し。


  



  菩薩未だ阿惟越致地に至ることを得ずは　應に常に勤精進して　猶頭燃を救ひ　重担を荷負するが如くすべし　菩提を求むる爲の故に　應に常に勤精進して　懈怠の心を生ぜざるべし　聲聞乘・辟支佛乘を求むる者の若きは　但己が利を成ぜん爲にだも　常に應に勤精進すべし　何に況や菩提に於て　自ら度し亦彼を度せんをや　此の二乘の人於りも　億倍して精進すべし


  



  大乘を行ずる者には佛是の如く説きたまへり。發願して佛道を求むるは三千大千世界を擧ぐるよりも重し。汝阿惟越致地は是の法甚だ難し、久しくして乃ち得べし、若し易行道の疾く阿惟越致地に至ることを得る有りやと言はば、是乃ち怯弱下劣の言なり、是大人志幹の説に非ず。汝若し必ず此の方便を聞かんと欲せば、今當に之を説くべし。佛法に無量の門有り、世間の道に難有り易有り、陸道の歩行は則ち苦しく、水道の乘船は則ち樂しきが如し。菩薩の道も亦是くの如し。或は勤行精進のもの有り、或いは信方便易行を以て疾く阿惟越致に至る者有り。偈に説くが如し。


  



  ［十方十佛章］


  東方善德佛　南栴檀德佛　西無量明佛　北方相德佛　東南無憂德　西南寶施佛　西北華德佛　東北三乘行　下方明德佛　上方廣衆德　是くの如きの諸の世尊　今現に十方に在ます　若し人疾く不退轉地に至らむと欲ふ者は　應に恭敬心を以て執持して名號を稱すべし


  



  *255若し菩薩此の身に於て阿惟越致地に至ることを得て阿耨多羅三藐三菩提を成らんと欲はば、當に是の十方諸佛を念ずべし。其の名號を稱すること、『寶月童子所問經』の阿惟越致品の中に説くが如し。「佛寶月に告げたまはく、東方此を去ること無量無邊不可思議恒河沙等の佛土を過ぎて世界有り。無憂と名く。其の地平坦にして七寶もて合成し、紫磨金縷道界に交絡せり。寶樹羅列して以て莊嚴と爲る。地獄・畜生・餓鬼・阿修羅道及び諸の難處有ること無し。清淨にして穢れ無く沙礫・瓦石・山陵・?阜・深坑・幽壑有ること無し。天常に華を雨らして以て其の地に布けり。時に世に佛有ます、號して善德如來・應供・正?知・明行足・善逝・世間解・無上士・調御丈夫・天人師・佛・世尊と曰ふ。大菩薩衆恭敬し圍遶す。身相の光色大金山を燃やすが如く、大珍寶聚の如し。諸の大衆の爲に正法を演説したまふ。初中後善く辭有り義有り。所説雑へず、具足清淨にして、實の如く失せず。何んが不失と謂ふ。地・水・火・風を失せず、欲界・色界・無色界を失せず、色・受・想・行・識を失せざればなり。寶月、是の佛成佛已來六十億劫を過ぎたまへり。又其の佛の國晝夜異無し、但此の間の閻浮提の日月歳數を以て彼の劫壽を説く。其の佛の光明常に世界を照らしたまふ。一の説法に於て無量無邊千万億阿僧祇の衆生をして無生法忍に住せしめ、此の人數に倍して初忍・第二・第三忍に住することを得しめたまふ。寶月、其の佛の本願力の故に、若し他方の衆生有りて、先佛の所に於て諸の善根を種ゑんに、是の佛但光明を以て身に触れたまふに即ち無生法忍を得ん。寶月、若し善男子・善女人ありて是の佛の名を聞きて能く信受する者は、即ち阿耨多羅三藐三菩提を退せず。餘の九佛の事皆亦是くの如し。今當に諸佛の名號及び*256國土の名號を解説すべし。善德といふは、其の德淳善にして但安樂のみ有り、諸天・龍神の福德の、或は衆生を惱ます如きには非ず。栴檀德といふは、南方此を去ること無量無邊恒河沙等の佛土にして世界有り、歡喜と名く。佛を栴檀德と號す、今現に在ましめ法を説きたまふ。譬へば栴檀の香しくして而も清涼なるが如く、彼の佛の名稱遠く聞ゆること香の流布するが如し。衆生の三毒の火熱を滅除して清涼なることを得しむ。無量明佛といふは、西方此を去ること無量無邊恒河沙等の佛土にして世界有り、善解と名く。佛を無量明と號す、今現に在ましめ法を説きたまふ。其の佛の身光及び智慧明照にして無量無邊なり。相德佛といふは、北方此を去ること無量無邊恒河沙等の佛土にして世界有り、不可動と名く。佛を相德と名く、今現に在まして法を説きたまふ。其の佛の福德高顯なること猶し幢相の如し。無憂德といふは、東南方此を去ること無量無邊恒河沙等の佛土にして世界有り、月明と名く。佛を無憂德と號す、今現に在まして法を説きたまふ。其の佛の神德諸の天人をして憂愁有ること無からしむ。寶施佛といふは、西南方此を去ること無量無邊恒河沙等の佛土にして世界有り、衆相と名く。佛を寶施と名く、今現に在まして法を説きたまふ。其の佛諸の無漏の根・力・覺道等の寶を以て常に衆生に施す。華德佛といふは、西北方此を去ること無量無邊恒河沙等の佛土にして世界有り、衆音と名く。佛を華德と號す、今現に在まして法を説きたまふ。其の佛の色身、猶し妙華の如く、其の德無量なり。三乘行といふは、東北方此を去ること無量無邊恒河沙等の佛土にして世界有り、安穏と名く。佛を三乘行と號す、今現に在まして法を説きたまふ。其の佛常に聲聞の行、辟支佛の行、諸の菩薩の行を説きたまふ。有る人言く。上中下を説きて精進せしむ、故に號して三乘行と爲すと。明德佛といふは、下方此を去ること無量無邊恒河沙等の佛土にして世界有り、廣大と名く。佛を明德と號す、*257今現に在まして法を説きたまふ。明とは身明・智慧明・寶樹光明に名く。是の三種の明もて常に世間を照らす。廣衆德といふは、上方此を去ること無量無邊恒河沙等の佛土にして世界有り、衆月と名く。佛を廣衆德と號す、今現に在まして法を説きたまふ。其の佛の弟子福德廣大なり、故に廣衆德と號す。今是の十方の佛、善德を初と爲し廣衆德を後と爲す。若し人一心に其の名號を稱すれば即ち阿耨多羅三藐三菩提を退せざることを得ん、此の偈に説くが如し。


  



  若し人有りて是の諸佛の名を説くを聞くことを得ば　即ち無量の德を得　寶月の爲に説くが如し　我是の諸佛を禮したてまつる　今現に十方に在ます　其れ名を稱すること有る者は　即ち不退轉を得　東方無憂界　其の佛を善德と號す　色相金山の如く　名聞ゆること邊際無し　若し人名を聞く者は　即ち不退轉を得　我今合掌し禮したてまつる　願はくは悉く憂惱を除きたまへ　南方歡喜界の　佛を栴檀德と號す　面の淨きこと滿月の如し　光明量り有ること無し　能く諸の衆生の三毒の熱惱を滅す　名を聞くもの不退を得　是の故に稽首し禮したてまつる　西方善世界の　佛を無量明と號す　身光智慧明らかにして　照らす所邊際無し　其れ名を聞くこと有る者は　即ち不退轉を得　我今稽首し禮したてまつる　願はくは生死の際を盡したまへ　北方無動界の　佛を號して相德と爲す　身に衆の相好を具し　而も以て自ら莊嚴し　魔怨の衆を摧破し　善く諸の天・人を化す　名を聞くもの不退を得　是の故に稽首し禮したてまつる　東南月明界に　佛有ます無憂と號す　光明日月に喩へ　遇ふ者憂惱を滅す　常に衆の爲に法を説き　諸の内外の苦を除く　十方の佛稱讚したまふ　是の故に稽首し禮したてまつる　西南衆相界の　佛を號して寶施と爲す　*258常に諸の法寶を以て 廣く一切に施す　諸天頭面に禮して　寶冠足下に在り　我今五體を以て　寶施尊を歸命したてまつる　西北衆音界の　佛を號して華德と爲す　世界に衆の寶樹ありて　妙法音を演説す　常に七覺の華を以て　衆生を莊嚴す　白毫相月の如し　我今頭面に禮したてまつる　東北の安穏界　諸寶をもて合成する所なり　佛を三乘行と號す　無量の相をもて身を嚴りたまふ　智慧の光無量にして　能く無明の闇を破し　衆生をして憂惱無からしむ　是の故に稽首し禮したてまつる　上方の衆月界　衆寶もて莊嚴する所なり　大德の聲聞衆　菩薩量り有ること無し　諸聖の中の師子なり　號して廣衆德と曰ふ　諸魔の怖畏する所なり　是の故に稽首し禮したてまつる　下方廣世界の　佛を號して明德と爲す　身相?にして閻浮檀金山に超絶す　常に智慧の日を以て　諸の善根の華を開く　寶土甚だ廣大なり　我遙かに稽首し禮したてまつる　過去無數劫に　佛有ます海德と號す　是の諸の現在の佛　皆彼に從ひて願を發せり　壽命量有ること無し　光明照らして極無し　國土甚だ清淨なり　名を聞けば定んで佛に作らん　今現に十方に在まし　十力を具足し成じたまふ　是の故に人天の中の最尊を稽首し禮したてまつる


  



  問て曰く。但是の十佛の名號を聞きて、執持して心に在けば、便ち阿耨多羅三藐三菩提を退せざることを得。また餘佛・餘菩薩の名有まして阿惟越致に至ることを得と爲ん。答て曰く。阿彌陀等の佛及び諸の大菩薩、名を稱し一心に念ずれば亦不退轉を得ること是の如し。阿彌陀等の諸佛亦應に恭敬禮拝し其の名號を稱すべし。


  



  ［彌陀章］


  今當に具に無量壽佛を説くべし。世自在王佛・師子意佛・法意佛・梵相佛・世相佛・世妙佛・*259慈悲佛・世王佛・人王佛・月德佛・寶德佛・相德佛・大相佛・殊蓋佛・師子鬘佛・破無明佛・智華佛・多摩羅跋栴檀香佛・持大功德佛・雨七寶佛・超勇佛・離瞋恨佛・大莊嚴佛・無相佛・寶藏佛・德頂佛・多伽羅香佛・栴檀香佛・蓮華香佛・莊嚴道路佛・龍蓋佛・雨華佛・散華佛・華光明佛・日音聲佛・蔽日月佛・瑠璃藏佛・梵音佛・淨明佛・金藏佛・須彌頂佛・山王佛・音聲自在佛・淨眼佛・月明佛・如須彌山佛・日月佛・得衆佛・華王佛・梵音説佛・世主佛・師子行佛・妙法意師子吼佛・珠寶蓋珊瑚色佛・破癡愛闇佛・水月佛・衆華佛・開智慧佛・持雑寶佛・菩提佛・華超出佛・眞瑠璃明佛・蔽日明佛・持大功德佛・得正慧佛・勇健佛・離諂曲佛・除惡根栽佛・大香佛・道歎佛・水香佛・海雲慧遊佛・德頂華佛・華莊嚴佛・日音聲佛・月勝佛・瑠璃佛・梵聲佛・光明佛・金藏佛・山頂佛・山王佛・音王佛・龍勝佛・無染佛・淨面佛・月面佛・如須彌佛・栴檀香佛・威勢佛・然燈佛・難勝佛・寶德佛・喜音佛・光明佛・龍勝佛・離垢明佛・師子佛・王王佛・力勝佛・華園佛・無畏明佛・香頂佛・普賢佛・普華佛・寶相佛、是の諸の佛世尊現在十方の清淨世界に、皆名を稱し阿彌陀佛の本願を憶念すること是くの如し。若し人我を念じ名を稱して自ら歸すれば、即ち必定に入りて阿耨多羅三藐三菩提を得。是の故に常に應に憶念すべし。偈を以て稱讚せん。


  



  *206無量光明慧　身は眞金山の如し　我今身口意をして　合掌し稽首し禮したてまつる　金色の妙光明　普く諸の世界に流れて　物に隨ひて其の色を示す　是の故に稽首し禮したてまつる　若し人命終の時に　彼の國に生ずることを得る者は　即ち無量の德を具す　是の故に我歸命したてまつる　人能く是の佛の無量力功德を念ずれば　即の時に必定に入る　是の故に我常に念じたてまつる　彼の國の人命終して　設ひ諸の苦を受くべきも　惡地獄に堕せず　是の故に歸命し禮したてまつる　若し人彼の國に生ずれば　終に三趣及與び阿修羅に堕せず　我今歸命し禮したてまつる　人天の身相同じくして　猶し金山の頂の如し　諸勝の所歸の處なり　是の故に頭面に禮したてまつる　其れ彼の國に生るること有らんものは　天眼・耳通を具して　十方に普く無礙なり　聖中の尊を稽首したてまつる　其の國の諸の衆生は　神変と及び心通と　亦宿命智とを具す　是の故に歸命し禮したてまつる　彼の國土に生ずる者は　我無く我所無し　彼此の心を生ぜず　是の故に稽首し禮したてまつる　三界の獄を超出して　目は蓮華葉の如し　聲聞衆無量なり　是の故に稽首し禮したてまつる　彼の國の諸の衆生　其の性皆柔和にして　自然に十善を行ず　衆聖の王を稽首したてまつる　善に從いて淨明を生ず　無量無邊數にして　二足の中の第一なり　是の故に我歸命したてまつる　若し人佛に作らんと願じて　心に阿彌陀を念ずれば　時に應じて爲に身を現さん　是の故に我彼の佛の本願力を歸命す　十方の諸の菩薩も　來りて供養し法を聽く　是の故に我稽首したてまつる　彼の土の諸の菩薩は　諸の相好を具足し　以て自ら身を莊嚴す　我今歸命し禮したてまつる　彼の諸の大菩薩　日日三時に於て　十方の佛を供養したてまつる　是の故に稽首し禮したてまつる　若し人善根を種えて　疑へば則ち華開けず　*261信心清淨なる者は　華開けて則ち佛を見たてまつる　十方現在の佛　種種の因縁を以て　彼の佛の功德を歎じたまふ　我今歸命し禮したてまつる　其の土具に嚴飾にして　彼の諸の天宮に殊なり　功德甚だ深厚なり　是の故に佛足を禮したてまつる　佛足には千輻輪あり　柔軟にして蓮華の色あり　見る者皆歡喜し　頭面に佛足を禮したてまつる　眉間の白毫の光は　猶し清淨なる月の如し　面の光色を増益す　頭面に佛足を禮したてまつる　本佛道を求むる時　諸の奇妙の事を行ず　諸經の所説の如し　頭面に稽首し禮したてまつる　彼の佛の言説したまふ所　諸の罪根を破除す　美言にして益する所多し　我今稽首し禮したてまつる　此の美言の説を以て　諸の著樂の病を救ひたまふ　已に度し今猶度す　是の故に稽首し禮したてまつる　人天の中の最尊なり　諸天頭面に禮したてまつる　七寶の冠足を摩づ　是の故に我歸命したてまつる　一切の賢聖衆　及び諸の人天衆　咸く皆共に歸命す　是の故に我亦禮したてまつる　彼の八道の船に乘じて　能く難度海を度す　自ら度し亦彼を度せん　我自在人を禮したてまつる　諸佛無量劫に　其の功德を讚揚せむに　猶尚盡すこと能はず　清淨人を歸命したてまつる　我今亦是くの如し　無量の德を稱讚す　是の福の因縁を以て　願はくは佛常に我を念じたまへ　我今・先世に於て　福德若しは大小　願はくは我佛の所に於て　心常に清淨なることを得ん　此の福の因縁を以て　獲ん所の上?の德　願はくは諸の衆生の類も　皆亦悉く當に得んことを


  



  ［過去八佛章］


  又亦應に毘婆尸佛・尸棄佛・毘首婆伏佛・拘樓珊提伽佛・迦那迦牟尼佛・迦葉佛・釈迦牟尼佛及び未來世の彌勒佛を念ずべし。皆應に憶念し禮拝すべし。偈を以て稱讚せん。


  



  *262毘婆尸世尊　無憂道樹の下にして　一切智を成就して　微妙の諸功德を　正しく世間に現じ　其の心解脱を得たまふ　我今五體を以て　無上尊を歸命したてまつる　尸棄佛世尊　?他利道場樹の下に在まして坐し　菩提を成就したまふ　身色比有ること無し　紫金山を然すが如し　我今自ら三界の無上尊を歸命したてまつる　毘首婆世尊　娑羅樹の下に坐して　自然に一切の妙智慧に通達することを得　諸の人天の中に於て　第一にして比有ること無し　是の故に我一切最勝尊を歸命したてまつる　迦求村大佛　阿耨多羅三藐三菩提を得　尸利沙樹の下にして　大智慧を成就し　永く生死を脱る　我今第一無比尊を歸命し禮したてまつる　迦那含牟尼　大聖無上尊　優曇鉢樹の下にして　佛の道を成就し　一切法に通達すること　無量にして邊有ること無し　是の故に我第一無上尊を歸命したてまつる　迦葉佛世尊　眼は雙蓮華の如し　弱拘樓陀樹の　下に於て佛道を成ず　三界に畏るる所無し　行歩すること象王の如し　我今自ら無極尊を歸命し稽首したてまつる　釈迦牟尼佛　阿輸陀樹の下にして　魔の怨敵を降伏し　無上道を成就したまふ　面貌滿月の如く　清淨にして瑕塵無し　我今勇猛第一尊を稽首し禮したてまつる　當來の彌勒佛　那伽樹の下に坐して　廣大の心を成就し　自然に佛道を得　功德甚だ堅牢にして　能く勝る者有ること莫し　是の故に我自ら無比妙法王に歸したてまつる


  



  ［東方八佛章］


  復德勝佛・普明佛・勝敵佛・王相佛・相王佛・無量功德明自在王佛・藥王無礙佛・*263寶遊行佛・寶華佛・安住佛・山王佛有ます。亦應に憶念し恭敬し禮拝すべし。偈を以て稱讚せん。


  



  無勝世界の中に　佛有ます德勝と號す　我今及び法寶・僧寶を稽首し禮したてまつる　隨意喜世界に　佛有ます普明と號す　我今自ら及び法寶・僧寶を歸命したてまつる　普賢世界の中に　佛有ます勝敵と號す　我今及び法寶・僧寶を歸命し禮したてまつる　善淨集世界の　佛を王幢相と號す　我今及び法寶・僧寶を稽首し禮したてまつる　離垢集世界の　無量功德明　十方に自在なり　是の故に稽首し禮したてまつる　不誑世界の中の　無礙藥王佛　我今頭面に及び法寶・僧寶を禮したてまつる　今集世界の中の　佛を寶遊行と號す　我今頭面に及び法寶・僧寶を禮したてまつる　美音界の寶華　安立山王佛　我今頭面に及び法寶・僧寶を禮したてまつる　今是の諸の如來　住して東方界に在ます　我恭敬の心を以て　稱揚し歸命し禮したてまつる　唯願はくは諸の如來　深く加するに慈愍を以てし　身を現じて我が前に在り　皆目をして見ることを得しめたまへ


  



  ［三世諸佛章］


  復次に過去・未來・現在の諸佛、盡く應に總念し恭敬し禮拝すべし。偈を以て稱讚せん。


  



  過去世の諸佛　衆の魔怨を降伏し　大智慧力を以て　廣く衆生を利す　彼の時の諸の衆生　心を盡して皆供養し　恭敬して稱揚す　是の故に頭面に禮したてまつる　現在十方界の　不可計の諸佛　其の數恒沙に過ぐ　無量にして邊有ること無し　諸の衆生を慈愍し　常に妙法輪を轉じたまへり　是の故に我恭敬し　歸命し稽首し禮したてまつる　未來世の諸佛　身色金山の如く　光明量り有ること無し　衆相自ら莊嚴す　*264出世して衆生を度し　當に涅槃に入るべし　是くの如き諸の世尊　我今頭面に禮したてまつる


  



  ［諸大菩薩章］


  復應に諸の大菩薩を憶念すべし、善意菩薩・善眼菩薩・聞月菩薩・尸毘王菩薩・一切勝菩薩・知大地菩薩・大藥菩薩・鳩舎菩薩・阿離念彌菩薩・頂生王菩薩・喜見菩薩・鬱多羅菩薩・和和檀菩薩・長壽王菩薩・?提菩薩・韋藍菩薩・?菩薩・月蓋菩薩・明首菩薩・法首菩薩・法利菩薩・彌勒菩薩なり。復金剛藏菩薩・金剛首菩薩・無垢藏菩薩・無垢稱菩薩・除疑菩薩・無垢德菩薩・網明菩薩・無量明菩薩・大明菩薩・無盡意菩薩・意王菩薩・無邊意菩薩・日音菩薩・月音菩薩・美音菩薩・美音聲菩薩・大音聲菩薩・堅精進菩薩・常堅菩薩・堅發菩薩・堅莊菩薩・常悲菩薩・常不輕菩薩・法上菩薩・法意菩薩・法喜菩薩・法首菩薩・法積菩薩・發精進菩薩・智慧菩薩・淨威德菩薩・那羅延菩薩・善思惟菩薩・法思惟菩薩・跋陀波羅菩薩・法益菩薩・高德菩薩・師子遊行菩薩・喜根菩薩・上寶月菩薩・不虚德菩薩・龍德菩薩・文殊師利菩薩・妙音菩薩・雲音菩薩・勝意菩薩・照明菩薩・勇衆菩薩・勝衆菩薩・威儀菩薩・師子意菩薩・上意菩薩・益意菩薩・増益菩薩・寶明菩薩・慧頂菩薩・樂説頂菩薩・有德菩薩・觀世自在王菩薩・陀羅尼自在王菩薩・大自在王菩薩・無憂德菩薩・*265不虚見菩薩・離惡道菩薩・一切勇健菩薩・破闇菩薩・功德寶菩薩・華威德菩薩・金瓔珞明德菩薩・離諸陰蓋菩薩・心無礙菩薩・一切行淨菩薩・等見菩薩・不等見菩薩・三昧遊戯菩薩・法自在菩薩・法相菩薩・明莊嚴菩薩・大莊嚴菩薩・寶頂菩薩・寶印手菩薩・常擧手菩薩・常下手菩薩・常惨菩薩・常喜菩薩・喜王菩薩・得辯才音聲菩薩・虚空雷音菩薩・持寶炬菩薩・勇施菩薩・帝網菩薩・馬光菩薩・空無礙菩薩・寶勝菩薩・天王菩薩・破魔菩薩・電德菩薩・自在菩薩・頂相菩薩・出過菩薩・師子吼菩薩・雲蔭菩薩・能勝菩薩・山相幢王菩薩・香象菩薩・大香象菩薩・白香象菩薩・常精進菩薩・不休息菩薩・妙生菩薩・華莊嚴菩薩・觀世音菩薩・得大勢菩薩・水王菩薩・山王菩薩・帝網菩薩・寶施菩薩・破魔菩薩・莊嚴國土菩薩・金髻菩薩・珠髻菩薩、是の如き等の諸の大菩薩有す。皆應に憶念し恭敬し禮拝して阿惟越致地を求むべしなり。


  *266


  十二禮


  
    

  


  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　天人に恭敬せられたまへる阿彌陀仙兩足尊を稽首したてまつる　彼の微妙安樂國に在まして　無量の佛子衆に圍繞せられたまへり


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　金色の身淨くして山王の如し　奢摩他の行象の歩むが如し　兩の目淨きこと靑蓮華の若し　故に我彌陀尊を頂禮したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　面善圓淨にして滿月の如し　威光猶し千の日月の如し　聲は天鼓倶翅羅の如し　故に我彌陀尊を頂禮したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　觀音頂戴の冠中に住す　種々の妙相寶もて莊嚴せり　能く外道と魔との?慢を伏す　故に我彌陀尊を頂禮したてまつる


  *267願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　無比無垢にして廣く淸淨なり　衆德皎潔なること虚空の如し　所作の利益に自在を得たまへり　故に我彌陀尊を頂禮したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　十方名聞の菩薩衆　無量の諸魔常に讚歎す　諸の衆生の爲に願力もて住す　故に我彌陀尊を頂禮したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　金底寶間の池に生ぜる華は　善根所成の妙臺座なり　彼の座の上山王の如し　故に我彌陀尊を頂禮したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　十方より來る所の諸の佛子　神通を顯現して安樂に至り　尊顏を瞻仰して常に恭敬す　故に我彌陀尊を頂禮したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  *268　諸有は無常・無我等なり　亦水月・電・影・露の如し　衆の爲に法の説きたまふ名字無きことを　故に我彌陀尊を頂禮したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　彼の尊の佛刹には惡の名無し　亦女人・惡道の怖なし　衆人心を至して彼の尊を敬ふ　故に我彌陀尊を頂禮したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　彼の尊の無量の方便の境には　諸趣・惡知識有ること無し　往生しすれば不退にして菩提に至る　故に我彌陀尊を頂禮したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　我彼の尊の功德の事を説くに　衆善無邊にして海水の如し　獲る所の善根淸淨なれば　衆生に回施して彼の國に生ぜしめん


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。
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  無量壽經優婆提舍願生偈註　卷上



  婆藪槃頭菩薩造　曇鸞法師註解



  



  謹んで龍樹菩薩の『十住?婆沙』（卷五易行品意）を案ずるに、云く。菩薩、阿?跋致を求に、二種の道有り。一には難行道、二には易行道なり。難行道は、謂く五濁の世无佛の時に於て阿?跋致を求るを難と爲す。此の難に乃多途有り、粗五三を言て以て義の意を示す。一には外道の相＜修醤反＞善は菩薩の法を乱る、二には聲聞は自利にして大慈悲を?ふ、三には惡を顧こと无き人は他の勝德を破す、四には顛倒の善果能く梵行を壞る、五には唯是自力にして他力の持つ无し。斯の如き等の事目に觸るるに皆是なり。譬ば陸路の歩行は則苦しきが如し。易行道は、謂く但信佛の因縁を以て淨土に生と願ず。佛願力に乘じて便ち彼の淸淨の土に往生を得。佛力住持して即ち大乘正定の聚に入る、正定は即ち是阿?跋致なり。譬ば水路に船に乘ずれば則ち樂が如し。この『无量壽經優婆提舍』は盖し上衍の極致不退の風航なる者なり。


  



  「无量壽」は是安樂淨土の如來の別号なり。釋迦牟尼佛、王舍城及び舍衞國に在て、大衆の中に於して无量壽佛の莊嚴功德を説きたまへり。即ち佛の名号を以て經の躰と爲す。後の聖者婆藪槃頭菩薩、如來大悲の敎を服膺＜一升反＞して、*280經に傍へて願生の偈を作れり。復長行を造て重て梵言を釋す。「優婆提舍」は此の間に正名あひ譯せる无し、若し一隅を擧て名て論と爲すべし。正名譯せること无き所以は、此の間に本と佛ましまさざるを以の故へなり。此の間の書の如きは、孔子に就而て「經」と稱す、餘人の制作皆名て子と爲す。國史・國紀の徒各別の躰例然なり。佛の所説十二部經の中に論議經有り、優婆提舍と名く。若し復佛の諸の弟子、佛の經敎を解て佛義と相應は、佛また許して優婆提舍と名く、佛法の相に入るを以の故に。此の間には論と云ふ、直に是論議ならくのみと、あに正しく彼の名を譯することを得むや。また女人を子に於て母と稱し、兄に於て妹と云が如し。是の如き等の事皆義に隨て名別なり。若しただ女の名を以て汎く母妹を談ず女の大躰を失せず、豈に尊卑の義を含むや。此の云ふ所の論また是の如し、是を以て仍＜因而音＞梵音を存して優婆提舍と曰ふと。


  



  此の論の始終に凡そ二重有り。一には是れ?説分、二には是解義分なり。?説分は前の五言の偈盡るまで是なり。解義分は論曰已下長行盡るまで是なり。二重爲る所以は二義有り。偈は誦經を以て?攝と爲るが故に、論は釋偈を以て解義爲るが故へなり。


  



  「无量壽」、言ふこころは无量壽如來、壽命長遠にして思量すべからざるなり。經とは常なり、言ふこころは安樂國土の佛及び菩薩淸淨莊嚴功德・國土淸淨莊嚴功德、能く衆生のために大饒益を作す。常に世に行はるべきが故に名て經と曰ふ。「優婆提舍」は是れ佛の論議經の名なり。「願」は是れ欲樂の義なり、「生」は天親菩薩彼の安樂淨土に生と願ず、*281如來淨花の中に生ずるが故に願生と曰ふ。「偈」はこれ句數の義、五言の句を以て略して佛經を誦するが故に名て偈と爲す。「婆藪」を譯して天と云ふ、「槃頭」を譯して親と言ふ、此の人を天親と字く。事『付法藏經』に在り。「菩薩」は、若し具に梵音を存せば菩提薩?と云ふべし。「菩提」は是れ佛道の名なり、「薩?」は或は衆生と云ふ、或は勇揵と云ふ、佛道を求る衆生勇猛の健志有るが故に菩提薩?と名く。今但菩薩と言う譯者の略せるならくのみ。「造」は亦作なり、人に因て法を重んずることを庶ふが故に某造と云ふ、是の故に「无量壽經優婆提舍願生偈婆藪槃頭菩薩造」と言へり。論の名目を解し竟ぬと。


  



  偈の中に分て五念門と爲す、下の長行に釋する所の如し。第一行の四句に相ひ含て三念門有り、上の三句は是礼拜・讚嘆門なり、下の一句は是作願門なり。第二行は論主自ら我れ佛經に依て論を造て佛敎と相應す服する所宗あることを述ぶ。何が故へぞ云とならば、此れ優婆提舍の名を成ぜむ爲の故へなり。亦是上の三門を成じて下の二門を起す、所以に之に次で説けり。第三行より廿一行盡まで是れ觀察門なり。末後の一行は是廻向門なり。偈の章門を分ち竟ぬ。


  



  　世尊我一心　歸命盡十方　无碍光如來　願生安樂國


  



  「世尊」は、諸佛の通號なり、智を論ずれば則義として達ざること无し、斷を語ば則習氣餘无し、智斷具足して能く世間を利す、世の爲に尊重らるる故に世尊と曰ふ。此の言ふ意は釋迦如來に歸したてまつる。何を以てか知得となれば、下の句に「我依修多羅」と言ればなり。天親菩薩、釋迦如來の像法の中に在して、釋迦如來の經敎に順ず、所以に生と願ず。願生に宗有り、故に知ぬ*282此の言は釋迦に歸したてまつるなりと知るなり。若し此の意を謂ふに、遍く諸佛に告こと亦復嫌こと无けむ。夫れ菩薩は佛に歸す孝子の父母に歸し忠臣の君后に歸して、動靜己れに非ず出沒必ず恩を知て德を報ずるに由るが如し、理宜しく先づ啓すべし。又所願輕らず、若し如來威神を加したまはずば将に何を以てか達せむとする、神力を加ことを乞ふ、所以に仰で告なりと。「我一心」は、天親菩薩自督の詞なり、言ふこころは、无碍光如來を念じてたてまつりて安樂に生と願こと心心相續して他の想ひ間雜すること无となり。　問曰。佛法の中には我无し、此の中に何を以か我と稱するや。答曰。我と言ふに三の根本有。一は是邪見語、二は是自大語、三は是流布語なり。いま我と言は天親菩薩の自ら之を指しふる言なり、流布語を用る、邪見と自大とに非るなり。


  「歸命盡十方无碍光如來」は、歸命は即是礼拜門なり、盡十方无碍光如來は即是讚嘆門なり。何を以か知となれば、歸命は是礼拜なりと。龍樹菩薩の阿彌陀如來の讚（易行品）を造れる中に、或は「稽首礼」と言ひ、或いは「我歸命」と言ひ、或いは「歸命礼」と言へり。此論の長行の中に、亦五念門を修すと言。五念門の中に、礼拜是一なり。天親菩薩既に往生を願ず、豈に礼せざるべけむや、故に知ぬ歸命は即是礼拜なり。然に礼拜は但是恭敬なり、必ず歸命にあらず、歸命は必是礼拜なり。若此を以て歸命を推せば、重しと爲。偈は己心を申ぶ、宜しく歸命と言ふべし。論は偈の義を解す、汎く禮拜を談ず。彼此相ひ成じて、義に於ていよいよ顯はれたり。


  何を以か盡十方无碍光如來是讚嘆門なりと知るとならば、下の長行の中に言く。「云何が讚嘆門、謂く彼の如來の名を稱し、彼の如來の光明智相の如く、彼の名義の如く、實の如く修行し相應せむと欲ふが故となり」。舍衞國所説の『无量壽經』（小經）に依らば、*283佛阿彌陀如來名號を解したまはく、「何が故ぞ阿彌陀と号する、彼の佛の光明无量にして、十方國を照たまふに?碍する所无し。是の故に阿彌陀と号したてまつる」と。又（小經）「彼の佛の壽命及び其の人民も、无量无邊阿僧祇なり、故に阿彌陀と名づけたてまつる」。　問曰。若无碍光如來の光明无量にして十方國土を照したまふに?碍所する无しと言はば、此の間の衆生何を以か光照を蒙らざらむや、光り照らさざる所有らば、豈に碍有非ずや。答曰。碍は衆生に屬す光の碍には非ず。譬へ日光は四天下に周ねけれども、盲者見ざるが如し、日光の周ねざるには非るなり。亦密雲の洪きに?＜灌之句反＞げども頑石の潤おほざるが如し。雨の洽＜?下拾反＞おほざるには非るなり。若一佛三千大千世界を主領すと言ふは、是れ聲聞論の中の説なり。若し諸佛遍く十方无量无邊世界を領すと言ふは、是大乘論の中の説なり。天親菩薩、今盡十方无碍光如來と言たまふは、即是彼の如來の名に依る、彼の如來の光明智相の如く讚嘆するなり。故に知ぬ、此の句は是讚嘆門なり。


  「願生安樂國」は、此の一句は是作願門なり。天親菩薩の歸命の意なり。其れ安樂の義は具に下の觀察門の中に在り。問曰。大乘經論の中に、處處に衆生は畢竟无生にして虚空の如しと説けり、云何ぞ天親菩薩願生と言たまふや。答曰。衆生无生にして虚空の如しと説くに二種有り。一には凡夫の如き所謂實の衆生、凡夫の見る所實の生死の如きは、此の所見の事畢竟じてあらゆること无きこと龜毛の如し虚空の如し。二には謂く諸法は因縁生の故に即是不生なり、あらゆること无きこと虚空の如し。天親菩薩願ずる所の生は是れ因縁の義なり、因縁の義の故に假に生と名く、凡夫の實の衆生實の生死有と謂ふが如きには非るなり。　問曰。何の義に依てか往生と説くや。答曰。此の間の假名人の中に於て五念門を修するに、*284前念後念と因となる。穢土の假名人、淨土の假名人、決定して一を得ず、決定して異を得ず、前心・後心、亦是の如し。何を以の故に、若し一ならば則因果无けむ、若し異ならば則相續に非ず、是の義は一異の門を觀ず論の中に委曲なり、第一行の三念門を釋し竟ぬ。


  



  次に優婆提舍の名を成ず、又上成じて下の偈を起す。


  



  　我依修多羅　眞實功德相　説願偈?持　與佛敎相應


  



  此の一行、云何が優婆提舍の名を成じ、云何が上の三門を成じ下の二門を起すや。偈に「我依修多羅與佛敎相應」と言たまふ。修多羅は是れ佛經の名なり、我れ佛經の義を論じて經と相應して佛法の相に入るを以の故に優婆提舍と名くことを。名成じ竟ぬ。上の三門を成じて下の二門を起す。何の所にか依る、何の故にか依る、云何が依ると。何の所に依るとは、修多羅に依る。何の故にか依るとは、如來は即眞實功德の相なるを以ての故にと。云何が依るとは、五念門を修して相應するが故に上成じて下を起こと竟ぬ。修多羅は、十二部經の中の直説の者を修多羅と名く。謂く四阿含・三藏等なり。三藏の外の大乘の諸經も亦修多羅と名く。此の中に「依修多羅」と言ふは、是れ三藏の外の大乘の修多羅なり、阿含等の經には非るなり。「眞實功德相」は、二種の功德有り。一には有漏の心より生じて法性に順ぜず。謂凡夫人天の諸善、人天の果報、若しは因若しは果、皆是顛倒皆是虚僞なり、是の故に不實の功德と名く。二には菩薩智慧淸淨の業より起りて佛事を莊嚴す。法性に依て淸淨の相に入る。是の法顛倒せず虚僞ならず、名て眞實功德と爲す。*285云何が顛倒せざる、法性に依て二諦に順ぜるが故に。云何が虚僞ならざる、衆生を攝して畢竟淨に入らしむるが故にと。「説願偈?持　與佛敎相應」は、持は不散不失に名く。?は少を以て多を攝するに名く。偈の言は五言の句數なり。願は往生を欲樂するに名く。説は謂く諸の偈と論を説くなり。?じて之を言ふに、願生する所の偈を説て、佛經を?持して佛敎と相應なり。相應とは譬ば凾と蓋と相ひ稱へるが如しと。


  



  　觀彼世界相　勝過三界道


  



  此より已下は是れ第四の觀察門なり。此の門の中に分て二の別と爲す。一には器世間莊嚴成就を觀察す。二には衆生世間莊嚴成就を觀察す。此の句より已下「願生彼阿彌陀佛國」に至るまでは、是れ器世間莊嚴成就を觀ずるなり。器世間を觀ずる中に、復分て十七の別と爲す、文に至て當に目くべし。此の二句は即是れ第一の事なり、名て觀察莊嚴淸淨功德成就と爲す。此の淸淨は是れ?相なり。佛本と此の莊嚴淸淨功德を起したまふ所以は、三界は是虚僞の相、是輪轉の相、是无窮の相にして、?＜尺音＞蠖＜屈まり伸ぶる蟲なり一郭反＞循環するが如く、蠶＜才含反＞繭＜蠶衣公殄反＞自ら縛わるるが如くなり、哀れなるかな衆生此の三界顛倒の不淨に締＜結不解帝音＞わるるを見そなわして、衆生を不虚僞の處に不輪轉の處に、不无窮の處に置て畢竟安樂の大淸淨處を得しめむと欲しめす。是の故に此の淸淨莊嚴功德を起したまふなり。成就は、言ふこころは此の淸淨は破壞すべからず汚染すべからず。三界は是れ汚染の相是れ破壞の相の如くには非ざるなり。「觀」は觀察なり。「彼」は彼の安樂國なり。「世界相」は彼の安樂世界の淸淨の相なり、其の相、別に下に在り。*286「勝過三界道」、道は通なり。此の如きの因を以て、此の如きの果を得しむ、此の如きの果を以て、此の如きの因を酬ふ。因に通じて果に至る、果に通じて因を酬ふ、故へに名て道と爲す。三界は、一には是れ欲界、所謂六欲天、四天下の人・畜生・餓鬼・地獄等是なり。二には是色界、所謂初禪・二禪・三禪・四禪の天等是なり。三には是无色界、所謂空處・識處・无所有處・非想非非想處の天等是なり。此の三界はけだし是れ生死の凡夫流轉の闇宅なり。復苦樂小しき殊に修短暫く異なりと謂も統て之を觀ずるに有漏に非ることなし。倚伏し相乘して、循環際无し、雜生觸受し四倒長く拘わる。且の因且の果、虚僞相ひ襲ふ。安樂は是れ菩薩の慈悲正觀の由より生なり、如來の神力本願の所建なり。胎・卵・濕の生茲に縁て高く揖め業繋の長き維此從永く斷つ。續括の權、勸めを待たずして弓を彎く。勞謙善讓普賢に齊しくして德を同じくす。三界に勝過して是近き言を抑ふ。


  



  　究竟如虚空　廣大无邊際


  



  此の二句は莊嚴量功德成就と名く。佛本此の莊嚴量功德を起したまふ所以は、三界を見そなはすに&M041827;＜戸甲反＞小墮＜敗城阜式垂反＞?＜小絶坎形音＞陪＜重土重曰備文才反＞?＜如渚者?丘之與反＞にして或は宮觀迫＜伯音＞?＜子格反＞なり或は土田逼隘＜陋＞し或は志求路促まり、或は山河隔＜塞公厄反＞ち?ふ、或いは國界分部せり。此の如き等の種種の擧急の事有り。是の故に菩薩此の莊嚴量功德の願を興したまへり、願は我が國土虚空の如く廣大无際ならんと。「如虚空」は、言ふこころは來生の者の衆しと雖も猶无きが若くならんとなり。「廣大无際」は、上の如虚空の義を成ず。何が故ぞ虚空の如しといふ、廣大にして際无きを以ての故に。*287成就は、言ふこころは十方衆生の往生せむ者、若しは已に生じ若しは今に生じ若しは當に生ぜむ、无量无邊なりと雖ふも畢竟じて常に虚空の如く廣大にして際无くして終に滿つ時なからん。是の故に「究竟如虚空廣大无邊際」と言たまへり。　問曰。維摩の如きは方丈に苞容して餘有り。何ぞ必ず國界无貲＜子友反＞いまし廣大と稱せむや。答曰。言う所の廣大は必ずしも畦＜五十畝下圭反＞?＜三十畝一遠一万反＞を以て喩と為に非ず、但空の如しと言ふ亦何ぞ方丈を累むや。又方丈の苞容する所は陜にありて廣なり。覈＜實下革反＞に果報を論ずるに豈に廣に在りて廣なるが若きをや。


  



  　正道大慈悲　出世善根生


  



  此の二句は莊嚴性功德成就と名く。佛本と何が故ぞ此の莊嚴を起したまふ。有る國土を見そなはすに、愛欲を以ての故に則ち欲界有り。禪定を攀厭するを以ての故に則ち色・无色界有り。此の三界は皆な是れ有漏なり、邪道の所生なり。長く大夢に寢ねて?出を知ることなし、是の故に大悲心を興したまふ。願は我れ成佛せむに、无上の正見道を以て淸淨の土を起して三界を出でむと。性は是れ本の義なり、言ふこころは、此の淨土は法性に隨順して法本に乖むかず、事『花嚴經』（普譯卷三四）の寶王如來の性起の義に同じ。又言ふこころは積習して性を成ず、法藏菩薩を指す、諸波羅蜜を集めて積習して成じたまへる所なり。亦性は是れ聖種性なり。序めは法藏菩薩世自在王佛の所に於て无生法忍を悟りたまへり、爾の時の位を聖種性と名く。是の性の中に於て四十八の大願を發して此の土を修起せり、即ち安樂淨土と曰ふ。是彼の因の所得なり。果の中に因を説く故に名けて性と爲す。又言ふこころは性は是必然の義なり、不改の義なり。海の性の一味にして衆流入れば必ず一味と爲りて、海の味彼に隨て改ざる如くとなり。又人の身の性不淨なるが故に*288種種の妙好の色・香・美味身に入れば皆不淨と為るが。安樂淨土は諸の往生する者の、不淨の色无し不淨の心无し、畢竟じて皆淸淨平等无爲法身を得ことは、安樂國土淸淨の性成就せるを以ての故なり。「正道大慈悲出世善根生」は、平等の大道なり、平等の道なればなり。名づけて正道と爲する所以は、平等はこれ諸法の躰相なり。諸法平等なるを以ての故に發心等し、發心等しきが故に道等し、道等しきが故に大慈悲等し。大慈悲は是佛道の正因なるが故に。正道大慈悲と言ふは、慈悲に三縁有り。一は衆生縁、是れ小悲なり。二は法縁、是れ中悲なり。三は无縁、是れ大悲なり。大悲は即出世の善なり。安樂淨土は此の大悲より生ぜるが故に。故に此の大悲を謂て淨土の根と爲せる故に「出世善根生」と曰ふ。


  



  　淨光明滿足　如鏡日月輪


  



  此の二句は莊嚴形相功德成就と名く。佛本と此の莊嚴功德を起したまふ所以は、日の四域に行くを見そなはすに光三方に周ねからず、庭燎＜力小反＞宅に在るに明かなること十刃に滿たず。是を以ての故に淨光明を滿さむと願を起したまへり。日月光輪の自躰に滿足せるが如く、彼の安樂淨土復廣大にして邊无しと雖も、淸淨の光明充塞せざるは无けむ。故に「淨光明滿足如鏡日月輪」と曰へるなり。


  



  　備諸珍寶性　具足妙莊嚴


  



  此の二句は莊嚴種種事功德成就と名く。佛本と何が故ぞ此の莊嚴を起したまへると。有る國土を見そなはすに、?土を以て宮の餝と爲す、*289木石を以て花觀と爲す。或は金を彫り玉を鏤む、意願充たず。或は營みて百千を備ふれば具に辛苦を受く。此を以の故に大悲心を興したまふ、願は我れ成佛せむに、必ず珍寶具足し嚴麗にして自然に餘有ことを相忘れ、自ら佛道を得しめたまへり。此の莊嚴の事、たとひ?首羯磨が工妙絶と稱すとも、思を積み想を竭すとも、豈に能く取て圖さむや。「性」は本の義なり、能生既に淨し、所生焉んぞ不淨を得む。故に『經』（維摩經卷上）に言たまはく。「其の心淨きに隨て則佛土淨し」、是の故に「備諸珍寶性具足妙莊嚴」と言たまへり。


  



  　无垢光炎熾　明淨曜世間


  



  此の二句は莊嚴妙色功德成就と名く。佛本と何が故ぞ此の莊嚴を起したまふと。有る國土を見そなはすに、優劣不同なり、不同なるを以の故に高下を形とす、高下既に形なれば是非以起る。是非既に起れば長く三有に淪＜没倫音＞む。是の故に大悲心を興して平等の願を起したまへり。願は我が國土は光炎熾盛にして第一无比ならむ、人天の金色能く奪ふ者有るが如くならじ。云何が相ひ奪ふと、明鏡の如きを金邊に在けば則現ぜず。今日の時中の金を佛在の時の金に比するに則現ぜず、佛在の時の金を閻浮那金に比するに則現ぜず、閻浮那金を大海の中の轉輪王の道中の金沙に比するに則現ぜず、轉輪王の道中の金沙を金山に比するに則現ぜず、金山を須彌山の金に比するに則現ぜず、須彌山の金を三十三天の瓔珞の金に比するに則現ぜず、三十三天の瓔珞の金を炎摩天の金に比するに則現ぜず、炎摩天の金を兜率陀天の金に比するに則現ぜず、兜率陀天の金を化自在天の金に比するに則現ぜず。化自在天の金を他化自在天の金に比するに則現ぜず、*290他化自在天の金を安樂國中の光明に比するに則現ぜず。所以は何かんとなれば、彼の土の金光は垢業より生ずることを絶ちたまへるが故に、淸淨にして成就せざること无し。故に安樂淨土は是れ无生忍の菩薩の淨業の所起なり、阿彌陀如來法王の所領なり。阿彌陀如來を增上縁と爲したまふが故に、是の故に「无垢光炎熾明淨曜世間」と言たまへり。「曜世間」は二種世間を曜すなり。


  



  　寶性功德草　柔軟左右旋　觸者生勝樂　過迦旃隣陀


  



  此の四句は莊嚴觸功德成就と名く。佛本と何が故ぞ此の莊嚴を起したまふと。有る國土を見そなはすに、金玉を寶重すと雖も衣服と爲することを得ず、明鏡を珍翫それども敷具に議しきこと无し。斯に縁て目を悅ばしむれども身に便りならざるなり、身・眼の二情豈に鉾楯せざらむや。是の故に願じて言たまはく。我が國土の人天の六情水乳に和してつひに楚越の勞を去らしめむと。所以に七寶柔軟にして目を悅ばしめ身に便りならむと。「迦旃隣陀」は、天竺の柔軟草の名なり。これに觸れば能く樂受を生ず、故に以て喩と爲す。註者の言はく。此の間の土・石・草木は各定躰有り、譯者何に縁てか彼の寶を目けて草と爲するや。當に其の?＜草得風皃父虫反＞に能く?＜草旋皃一?反＞&M031446;＜細草曰&M031446;亡小反＞を以ての故に草を以て之に目くのみと。余若し參譯せば當に別の途有るべし。「生勝樂」は、迦旃隣陀に觸れば染着の樂を生ず、彼の軟寶に觸れば法喜の樂を生ず。二事相ひはるかなり。勝に非ずは如何ぞ是せむ。故に「寶性功德草柔軟左右旋觸者生勝樂過迦旃隣陀」と言たまふ。


  



  　寶華千万種　彌覆池流泉　微風動華葉　交錯光乱轉


  



  *291此の四句は莊嚴水功德成就と名く。佛本と何が故ぞ此の願を起したまふと。有る國土を見そなはすに、或は?溺＜江の水の大きなる波之を?溺と謂ふ亡音＞洪濤＜海の波の上がる大?反＞して滓沫人を驚かす、或は凝?＜氷を流す上支反＞?＜古甲反＞&M001681;＜凍相着大甲反＞して、蹙＜迫る子六反＞架か壤え&M010480;＜常を失すなり他則反＞す。向ふに安悅の情无し、背くに恐値の慮り有り。菩薩此れを見そなはすに大悲心を興したまへり。願は我れ成佛せむに、所有の流・泉・池・沼＜池之小反＞宮殿と相ひ稱ふて＜事出經中＞種種の寶花布きて水の餝りと為む、微風やうやく扇ぎて映發するに序有て神を開き躰を悅ばしめて一も不可なること无からんと。是の故に「寶華千万種彌覆池流泉微風動華葉交錯光亂轉」と言たまへり。


  



  　宮殿諸樓閣　觀十方无碍　雜樹異光色　寶欄遍圍繞


  



  此の四句は莊嚴地功德成就と名く。佛本と何が故ぞ此の莊嚴を起したまふや。有る國土を見そなはすに、?＜高皃才消反＞嶢＜牛消反＞峻＜高俊音＞嶺にして枯木岑に橫たへ、?＜山不齊才白反＞?＜??五百反＞?＜深山谷亦山消皃形音＞?＜深无崖力人反＞にして?＜惡卉皃消音＞茅＜道多卉不可行方交反＞?に盈てり。茫茫たる蒼海絶目の川たり、??たる廣澤无蹤の所たり。菩薩此れを見なはして大悲の願を興したまへり。願は我國土は地平かにして掌の如く、宮殿・樓閣鏡のごとくして十方を納めむに、的しくして屬く所无く亦屬せざるに非らむ。寶樹寶欄互に映餝を爲さむ。是の故に「宮殿諸樓閣觀十方无碍雜樹異光色寶欄遍圍繞」と言たまへり。


  



  *292　无量寶交絡　羅網遍虚空　種種鈴發響　宣吐妙法音


  



  此の四句は莊嚴虚空功德成就と名く。佛本と何が故ぞ此の莊嚴を起したまふや。有る國土を見そなはすに、煙・雲・塵・霧、太虚を蔽障し、&M042465;＜雨聲士林反＞?＜大雨下郭反＞震烈して上よりして墮つ。不祥の?＜天火?才反＞霓＜屈虹靑赤或白色陰氣五結反＞毎に空より來て憂慮百端にして、之が爲に毛竪つ。菩薩此れを見そなはして大悲心を興したまへり。願くは我が國土には寶網交絡して羅は虚空に遍し、鈴・鐸＜大鈴大各反＞宮・商鳴て道法を宣べむ。之を視て厭ふこと无く道を懷ふて德を見む。是の故に「无量寶交絡羅網遍虚空種種鈴發響宣吐妙法音」と言たまへり。


  



  　雨花衣莊嚴　无量香普薰


  



  此の二句は莊嚴雨功德成就と名く。佛本何が故ぞ此の莊嚴を興したまふ。有る國土を見そなはすに、服餝を以て地に布き請を所尊に延むと欲ふ、或は香花名寶を以て用もて恭敬を表せむと欲ふ。而て業貧感にして薄きものは是の事果さず。是の故に大悲の願を興したまへり。願は我が國土には常に此の物を雨らして衆生の意に滿てむ。何が故ぞ雨を以て言ふことばを爲すとならば、恐らくは取者の云ふことを、若し常に花衣を雨らさば亦虚空に填ち塞ぐべし。何に縁てか妨げざらむと、是の故に雨を以て喩と爲す。雨時に適ひぬれば則ち洪滔＜水漫大他高反＞の患へ无し。安樂の報豈に累情の物有らんや。『經』（大小二經意）に言はく。日夜六時に寶衣を雨り寶華を雨る。寶質柔軟にして其の上を履み踐むに則ち下ること四寸、足を擧ぐ時に隨て還復すること故の如し。用ゐること訖りぬれば寶地に入こと水の坎に入るが如し。是の故に「雨華衣莊嚴无量香普薰」と言たまへり。


  



  *293　佛惠明淨日　除世癡闇冥


  



  此の二句は莊嚴光明功德成就と名く。佛本何が故ぞ此の莊嚴を興したまふと。有る國土を見そなはすに、復項背に日光ありと雖も愚癡の爲に闇まさる、是の故に願じて言たまはく。我が國土の所有の光明能く癡闇を除て佛の智慧に入らしめて、无記の事を爲さじ。亦云く。安樂國土の光明は如來の智慧の報より起るが故に能く世の闇冥を除く。『經』（維摩經卷下）に言たまはく。「或は佛土有り光明を以て佛事を爲す」。即是は此なり。是の故に「佛慧明淨日除世癡闇冥」と言たまふと。


  



  　梵聲悟深遠　微妙聞十方


  



  此の二句は莊嚴妙聲功德成就と名く。佛本何が故ぞ此の願を興したふと。有る國土を見そなはすに、善法有りと雖も名聲遠からず、名聲有て遠と雖も復微妙ならず。名聲有て妙へに遠けれども復物を悟らすること能はず、是の故に此の莊嚴を起したまへり。天竺國には淨行を稱して梵行と爲す。妙辞を稱して梵言と爲す。彼の國に梵天を貴重すれば、多く梵を以て讚を爲す。亦言、中國の法梵天と通ずるが故なり。「聲」は名なり。名は謂く安樂土の名なり。『經』（平等覺經卷一意）に言たまはく。「若し人但安樂淨土の名を聞て往生を欲願するに亦願の如くなることを得」といえり。此れは名の物を悟らする證なり。『釋論』（智度論卷三八意）に言はく。「斯の如きの淨土は三界の所攝に非ず。何を以て之を言ふとならば、欲无きが故に欲界に非ず、地居なるが故に色界に非ず、色あるが故に无色界に非ず。蓋し菩薩の別業の致す所のみ」と。有を出で而て有なるを＜出有は謂く三有を出、而て有は謂く淨土の有なり＞微と曰ふ。名能く開悟するを妙と曰ふ。＜妙は好なり。名を以て能く物を悟す故に妙と稱す＞　是の故に「梵聲悟深遠微妙聞十方」と言たまへりと。


  



  *294　正覺阿彌陀　法王善住持


  



  此の二句は莊嚴主功德成就と名く。佛本と何が故ぞ此の願を興したまふと。有る國土を見そなはすに、羅刹を君と爲す、則ち?土相?す。寶輪殿に駐＜立馬長句反＞まる、則ち四域虞无し。之を風の靡くに譬ふ。豈に本无らんや。是の故に願を興したまへり。願は我が國土には常に法王有して、法王の善力に住持せられむ。「住持」は、黄鵠子安を持てば千齡かへて起る、魚母子を念持すれば?＜夏水有て冬水无きを?と曰ふ火岳反＞を&M038832;て壞せざるが如し。安樂國は正覺の為に善く其の國を持り、豈に正覺の事にあらざること有らんや。是の故に「正覺阿彌陀法王善住持」と言たまふ。


  



  　如來淨華衆　正覺花化生


  



  此の二句は莊嚴眷屬功德成就と名く。佛本何が故ぞ此の願を興したまふと。有る國土を見そなはすに、或は胞血を以て身器と爲す、或は糞尿を以て生の元と爲す、或は槐棘の高き圻より猜狂の子を出す、或は竪子が婢腹より卓犖＜零角反＞の才を出す。譏誚＜才召反＞之に由て火を懷き、恥辱縁として以て氷を抱く。所故に願じて言たまはく。我が國土には悉く如來淨花の中より生じて、眷屬平等にして與奪路无らしめん。是の故に「如來淨華衆正覺華化生」と言たまへり。


  



  　愛樂佛法味　禪三昧爲食


  



  此の二句は莊嚴受用功德成就と名く。佛本何が故ぞ此の願を興したまふと。有る國土を見そなはすに、或は巣を探りて卵を破り?＜盛食滿皃亡公反＞饒＜飽也多人消反＞の?と爲す。或は沙を懸けて?を指すを相ひ慰む方と爲す。嗚呼諸子實に痛心すべし。*295是の故に大悲の願を興したまへり。願は我が國土、佛法を以てし、禪定を以てし、三昧を以て食と爲して、永く他食の勞いを絶たむ。「愛樂佛法味」は、日月燈明佛『法華經』を説きしに六十小劫なり、時會の聽者亦一處に坐して六十小劫なり、食頃の如しと謂ふ。一人として若は身、若は心をして懈惓を生ずること有ること无きが如し。「禪定を以て食となす」といふは、謂く諸の大菩薩は、常に三昧に在て他の食无きなり。「三昧」は彼の諸の人天若し食を須ゐる時、百味の嘉?羅列して前に在り。眼に色を見、鼻に香りを聞ぎ、身に適悅を受て自然に飽足す。訖已ば化して去す、若し須ゐるには復現ず。其の事經に在り。是の故に「愛樂佛法味禪三昧爲食」と言たまへり。


  



  　永離身心惱　受樂常无間


  



  此の二句は莊嚴无諸難功德成就と名く。佛本何が故ぞ此の願を興したふと。有る國土を見そなはすに、或は朝には袞寵に預かって夕には斧鉞に惶く。或は幼くしては蓬藜を捨て、長じては方丈を列らぬ。或は笳を鳴して麻を出て歴經し催還すと?ふ。是の如き等の種種の違奪有り。是の故に願は言たまはく。我が國土は安樂相續して畢竟じて間无らしめと。身惱は飢渇・寒熱・殺害等なり。心惱は是非・得失・三毒等なり。是の故に「永離身心惱受樂常无間」と言たまへり。


  



  　大乘善根界　等无譏嫌名　女人及根缺　二乘種不生


  



  此の四句は莊嚴大義門功德成就と名く。門は大義の門に通ずるなり。大義は大乘の所以なり。人城に造て門を得れば則ち入るが如し。若し人安樂に生を得れば是れ則ち大乘の門を成就するなり。佛本何が故ぞ此の願を興したまふと。*296有る國土を見そなはすに、佛如來賢聖等の衆有ますと雖も國に濁せるに由が故に一を分て三を説く、或は眉を拓＜聽各反＞げて誚けりを致すを以てし、或は指語に縁て譏りを招く。是の故に願じて言たまはく。我が國土は皆是大乘一味にして平等一味ならしめむと。根敗の種子畢竟じて生ぜじ、女人・殘缺の名字亦斷たむと。是の故に「大乘善根界等无譏嫌名女人及根缺二乘種不生」と言たまへり。　問曰。王舍城所説の『无量壽經』を案ずるに、法藏菩薩四十八願の中（大經卷上）に言たまはく。「設我佛を得んに、國の中の聲聞能く計量有て其の數を知らば、正覺を取らじ」と。是れ聲聞有る一の證なり。又『十住?婆沙』（卷五易行品）の中に龍樹菩薩、阿彌陀の讚を造りて云はく。「三界の獄を超出して目は蓮華葉の如し。聲聞衆无量なり。是の故に稽首し禮す」といえり。是れ聲聞有る二の證なり。又『摩訶衍論』（智度論卷三四意）の中に言はく。「佛土種種不同なり。或は佛土有り、純に是れ聲聞僧なり。或は佛土有り、純に是れ菩薩僧なり。或は佛土あり、菩薩・聲聞會して僧と爲す、阿彌陀の安樂國等の如きは是なり」。是れ聲聞有る三の證なり。諸經の中に安樂國を説くこと有る處に、多く聲聞有りと言ふて聲聞无しと言わず。聲聞は即是れ二乘の一なり。『論』に「乃至二乘の名无し」と言たまへり。此れ云何が會むや。答曰。理を以て之を推するに安樂淨土には二乘有るべからず。何に以て之を言ふとならば、それ病有るには則ち藥有り、理數の常なり。『法華經』（卷一意）に言たまはく。「釋迦牟尼如來五濁世に出を以の故に、一を分て三と爲す」。淨土既に五濁に非ず三乘无きことあきらかなり。『法華經』（卷二意）に?はく。「諸の聲聞是の人何に於てか解脱を得む。但虚妄を離るを名けて解脱と爲す。是の人實にいまだ一切解脱を得ず。いまだ无上道を得ざるを以の故なり」。竅らかに此の理を推するに、阿羅漢既にいまだ一切解脱を得ず。*297必ず生有るべし。此の人更りて三界に生ぜず。三界の外に淨土を除きて更生處无し。是を以て唯淨土に生ずべし。「聲聞」と言うが如きは是れ他方の聲聞來生せるを、本の名に仍るが故に稱して聲聞と爲す。天帝釋の人中に生るる時、?尸迦を姓とせり、後に天主と爲ると雖も佛人をして其の由來を知らしめむと欲して、帝釋と語らひたまふ時、猶?尸迦と稱するが如し。其れ此の類なり。又此『論』には但「二乘の種生ぜず」と言たまへり。謂く安樂國に二乘の種子を生ぜずとなり。亦何ぞ二乘の來生を妨げむや。譬ば橘栽えて江北に生ぜざれども、河洛の菓肆に亦橘有りと見るが如し。又鸚鵡は壟西に渡らざれども、趙魏が架桁に亦鸚鵡有りと言ふ。此の二の物、但其の種を彼に渡さずと言ふ、聲聞の有ること亦是の如し。是の如きの解を作ば、經論即會しぬ。　問曰。名は以て事を召く。事有れば名有り。安樂國には既に二乘・女人・根缺の事无し。亦何ぞ須く復此の三の名无しと言ふべけむや。答曰。軟心の菩薩の甚だ勇猛ならざるを譏りて聲聞と言ふが如し。人の諂曲なると或は復&M022472;弱なるを譏りて女人と言ふが如し。又眼明なりと雖も事を識らざるを譏りて盲人と言ふが如し。又耳聽なりと雖も義を聽て解らざるを譏りて聾人と言ふが如し。又舌語ふと雖も訥口蹇吃なるを譏りて?人と言ふが如し。是の如き等根有りて具足せりと雖も譏嫌の名有り。是の故に須く乃至名无しと言ふべきこと明らかなり。淨土には是の如き等の與奪の名无し。　問曰。法藏菩薩の本願及び龍樹菩薩の所讚を尋ぬるに、皆彼の國に聲聞衆多なるを以て奇なりと爲すに似たり。此れ何の義か有るや。答曰。聲聞は實際を以て證と爲す。計るに更に能く佛道の根芽を生ずべからず。佛、本願の不可思議の神力を以て攝して彼こに生ぜしめ、必ず當に復神力を以て其の无上道心を生ずべし。譬へば鴆鳥の水に入れば魚?咸く死す、犀牛之に觸れば死せる者の皆活るが如し。*298此の如く生ずべからざるをして生ず、所以に奇とすべし。然に五不思議の中に佛法最も不可思議なり。佛能く聲聞をして復无上道心を生ぜしむ、眞に不可思議の至なり。


  



  　衆生所願樂　一切能滿足


  



  此の二句は莊嚴一切所求滿足功德成就と名く。佛本何が故ぞ此の願を興したまふと。有る國土を見そなはすに、或は名高く位重くして潜處するに由无し、或は人凡性鄙しくして出と?ふに路なし、或は修短繋業制するに己れにあらず、阿私陀仙人の如き類ひなり。是の如き等の業風の爲に吹かれて自在を得ざること有り。是の故に願じて言はく。我が國土を各所求に稱ふて情願を滿足せしむと。是の故に「衆生所願樂一切能滿足」と言たまへり。


  



  　是故願生彼　阿彌陀佛國


  



  此の二句は上の十七種莊嚴國土成就を觀察することを結成す。願生の所以に器世間淸淨を釋すること之れ上に訖りぬ。


  



  次に衆生世間淸淨を觀ず、此の門の中に分て二の別と爲す。一には阿彌陀如來の莊嚴功德を觀察す。二には彼の諸の菩薩の莊嚴功德を觀察す。如來の莊嚴功德を觀察する中に八種有り、文に至て當に目づくべし。　問曰。有る論師汎く衆生の名義を解するに、其れ三有に輪轉して衆多の生死を受るを以ての故に衆生と名く。今佛・菩薩を名けて衆生と爲する、是の義いかんぞや。答曰。『經』（北本涅槃經卷三三・南本涅槃經卷卷三一意）に言たまはく。「一法に无量の名有り、一名に无量の義有り」。衆多の生死を受くるを以ての故に名けて衆生と為るが如きは、*299此は是れ小乘家の三界の中の衆生の名義を釋するなり、大乘家の衆生の名義には非ざるなり。大乘家に言ふ所の衆生は、『不增不減經』に言たまふが如し。「衆生と言ふは即是不生不滅の義なり」。何を以の故に、若し生有らば生じ已て復生に无窮の過有るが故に、不生にして生ずる過あるが故なり。この故に无生なり。若し生有らば滅有るべし。既に生无し何ぞ滅有らむことを得む。是の故に无生无滅は是れ衆生の義なり。『經』（維摩經卷上意）の中に「五受陰、通達するに空にして所有无し是れ苦の義なり」と言ふが如し。斯れ其の類なり。


  



  　无量大寶王　微妙淨花臺


  



  此の二句は莊嚴座功德成就と名く。佛本何が故ぞ此の座を莊嚴したまふと。有る菩薩を見そなはすに、末後の身に於て草を敷きて坐して阿耨多羅三藐三菩提を成じて、人天見る者の增上の信・增上の恭敬・增上の愛樂・增上の修行を生ぜず。是の故に願じての言まはく。我れ成佛せむ時无量の大寶王微妙の淨花臺を使しめて以て佛の座と爲むと。「无量」は『觀无量壽經』に言ふが如し。「七寶の地の上に大寶蓮花王の座有り。蓮花の一一の葉百寶色を作す。八万四千の脈、天の畫のごとし。脈に八万四千の光、花葉の小さき者は縱廣二百五十由旬なり。是の如くの花に八万四千の葉有り。一一の葉の間に百億の摩尼珠王有り、以て映餝と爲す。一一の摩尼千の光明を放つ、其の光は盖の如し、七寶合成して遍く地の上に覆ふ。釋迦?楞伽寶、以て其の臺と爲す。この蓮花臺は八万の金剛甄叔迦寶・梵摩尼寶・妙眞珠網、以て嚴餝と爲る。其の臺の上に於て、自然にして四柱の寶幢有り。一一の寶幢八万四千億の須彌山の如し。*300幢の上の寶幔夜摩天宮の如し、五百億の微妙の寶珠、以て映餝を爲す。一一の寶珠に八万四千の光あり、一一の光八万四千の異種の金色を作す。一一の金光安樂寶土に遍ず、處處に變化して各異相を作す。或は金剛臺と爲り、或は眞珠網と爲り、或は雜花雲のごとくに作る。十方面に於て意に隨て變現し、化して佛事を作す」。是の如き等の事數量に出過せり。是の故に「无量大寶王微妙淨華臺」と言たまへり。


  



  　相好光一尋　色像超群生


  



  此の二句は莊嚴身業功德成就と名く。佛本何が故ぞ此の如き身業を莊嚴したまふと。有る佛身を見そなはすに、一丈の光明を受けたり、人の身光に於て甚だ超絶せず、轉輪王の相の如し。抑そも亦大きに提婆達多の減ずる所に同じ唯一なり。阿闍世王をして茲を以て亂を懷かしむることを致す。&M007432;闍耶等をして敢へて蟷螂の如くす、或は此くの如きの類なり。是の故に此の如き身業を莊嚴せり。此の間の詁訓を案ずるに六尺を尋と曰ふ。『觀无量壽經』に言たまへるが如し。「阿彌陀如來の身の高さ六十万億那由他恒河沙由旬なり。　佛の圓光は百億の三千大千世界の如し」と。譯者、尋を以てして言へり、何ぞ其れ晦＜禾代反＞かむや。里舍の間の人、縱橫長短を簡ばず、咸く橫に兩手の臂を舒べて尋と爲すと謂へり。若し譯者或は此の類を取りて用て阿彌陀如來の舒べたまはむ臂に准じて言はむと爲するが故に、一尋と稱せば圓光亦六十万億那由他恒河沙由旬に徑るべし。是の故に「相好光一尋色像超群生」と言たまへり。　問曰。『觀无量壽經』に言たまはく。「諸佛如來は是れ法界身なり、一切衆生の心想の中に入る。是の故に汝等心に佛を想ふ時、是の心即ち是三十二相・八十隨形好なり。*301是の心作佛す、是の心是れ佛なり。諸佛正遍知海は心想より生ず」。是の義云何ぞや。答曰。身を集成と名く、界を事別と名く。眼界の如きは根・色・空・明・作意の五の因縁を縁じて生ずるを名けて眼界と爲す。是れ眼但自から己れが縁を行じて他縁を行ぜず。事別なるを以ての故に。耳・鼻等の界も亦是の如し。諸佛如來是法界身と言ふは、法界は是れ衆生の心法なり。心能く世間・出世間の一切諸法を生ずるを以ての故に、心を名けて法界と爲す。法界能く諸の如來の相好の身を生ず。亦色等の能く眼識を生ずるが如し。是の故に佛身を法界身と名く。是の身、他の縁を行ぜず。是の故に一切衆生心想の中に入るとなり。心に佛を想ふ時是の心即是三十二相八十隨形好といふは、當に衆生の心に佛想ふ時、佛身相好衆生の心中に顯現するなり。譬ば水淸ければ則ち色像現ず、水と像と一ならず異ならざるが如し。故に佛の相好の身即ち是心想と言へるなり。是心作佛といふは、心能く作佛すと言ふなり。是心是佛といふは、心の外に佛ましまさざるなり。譬ば火は木より出でて火、木を離れ得ざるなり、木を離れざるを以ての故に則ち能く木を燒く、木火と為る、木を焼いて即ち火となるが如しと。諸佛正遍知海は心想より生ずといふは、正遍知は眞なり正なり、法界の如くにして知るなり。法界无相なるが故に諸佛无知なり。无知を以ての故に知らざること无きなり。无知にして知なるは是れ正遍知なり。是に知んぬ深廣にして測量すべからず、故に海に譬るなり。


  



  　如來微妙聲　梵響聞十方


  



  此の二句は莊嚴口業功德成就と名く。佛本何が故ぞ此の莊嚴を興したまへると。有る如來の名の尊からざるに似る、外道人を?＜推車人家反＞人、瞿曇姓と稱するが如し、道を成ずに聲なを曰ふに唯梵天を徹すを見す。是の故に願じて言たまはく。我れ成佛せむに妙聲遐かに布きて聞かむ者の忍を悟らしめむと。*302是の故に「如來微妙聲梵響聞十方」と言たまへり。


  



  　同地水火風　虚空无分別


  



  此の二句は莊嚴心業功德成就と名く。佛本何が故ぞ此の莊嚴を興したまふと。有る如來を見そなはすに法を説くに此は黑此は白、此は不黑・不白・下法・中法・上法・上上法と云ふ、是の如き等の无量差別品有り、分別有るに似たり。是の故に願じて言たまはく。我成佛せむに、地の荷負するに輕重の殊无きが如く、水の潤長するに?＜惡草＞?＜瑞草括音＞の異无きが如く、火の成就するに芳?の別无きが如く、風の起發するに眠悟の差无きが如く、空の苞受するに開塞の念无きが如くならしめん、之を内に得て物を外に安くす。虚しく往きて實ちて歸るに是れ息に於てをや。是の故に「同地水火風虚空无分別」と言たまへり。


  



  　天人不動衆　淸淨智海生


  



  此の二句は莊嚴衆功德成就と名く。佛本と何が故ぞ此の莊嚴を起したまふと。有る如來法輪を説きたまふ下に、所有の大衆の諸の根の性欲は種種不同なり、佛の智慧に於て、若しは退ぞき若しは沒す、等しからざるを以ての故に、衆純淨ならざるを見そなはす。所故に願を興したまへり。願は我れ成佛せむに、所有の天人皆如來の智慧淸淨海より生ぜむ。「海」は佛の一切種智深廣にして崖无く、二乘雜善の中下の死尸を宿さざることを言ふ。之を海の如しと喩ふ。是の故に「天人不動衆淸淨智海生」と言たまへり。「不動」は彼の天人大乘根を成就して傾動すべからずと言ふなり。


  



  　如須彌山王　勝妙无過者


  



  *303此の二句は莊嚴上首功德成就と名く。佛本何が故ぞ此の願を起したまふ。有る如來を見そなはすに、衆の中に或は強梁の者有り、提婆達多の流比の如し。或は國王と佛と並に治て甚だ佛に推ることを知らざる有り、或は佛を請じて他縁を以て廢忘すること有り。是の如き等の上首の力成就せざるに似たる有り。是の故に願じて言たまはく。「我れ佛たらむ時、願は一切大衆、能生の心无くして、敢て我と等しからむ、唯一り法王として更に俗王无らむと。是の故に「如須彌山王勝妙无過者」と言たまへり。


  



  　天人丈夫衆　恭敬繞瞻仰


  



  此の二句は莊嚴主功德成就と名く。佛本何が故ぞ此の莊嚴を起したまふと。有る佛如來を見つるに、大衆有りと雖も、衆の中に亦甚だ恭敬せざる有り。一の比丘釋迦牟尼佛に語らはく、若し我ために十四の難を解せずば、我れ當に更に餘道を學くせむといひしが如く。亦居迦離、舍利弗を謗じて佛三たび語るにに三たび受けざりしが如し。又諸の外道の輩、假に佛衆に入りて常に佛の短を伺ひ求めしが如し。又第六天の魔、常に佛所に於して諸の留難をなししが如し。是の如き等の種種の恭敬せざる相有り。是の故に願じて言まはく。我れ成佛せむに、天人大衆恭敬して倦こと无らしめむ。所以但天人と言ふは、淨土には女人及び八部鬼神无きが故なり。是の故に「天人丈夫衆恭敬繞瞻仰」と言たまへり。


  



  　觀佛本願力　遇无空過者　能令速滿足　功德大寶海


  



  此の四句は莊嚴不虚作住持功德成就と名く。佛本何が故ぞ此の莊嚴を起したまふと。有る如來を見そなはすに、但聲聞を以て僧と爲す、佛道を求むる者无し。或は佛に値ひとも三塗を勉れざる有り。善星・提婆達多・居迦離等是なり。*304又人佛の名號を聞て无上道心を發とも惡の因縁に遇て退して聲聞・辟支佛地に入る者有り。是の如き等の空過の者の退沒の者の有り。是の故に願じて言たまはく。「我れ成佛せむ時、われに値遇せむ者の、皆速疾に无上大寶を滿足せしめむと。是の故に「觀佛本願力遇无空過者能令速滿足功德大寶海」と言たまふ。住持の義は上の如し。佛の莊嚴八種の功德を觀ずること之れ上に訖りぬ。


  



  次に安樂國の諸大菩薩の四種の莊嚴功德成就を觀ぜよ。　問曰。如來の莊嚴功德を觀ずるに、何の闕少せる所ありてか復須く菩薩の功德を觀ずべきや。答曰。明君有すときんば則ち賢臣有るが如し。堯舜の无爲と稱せし、是れ其の比なり。若し但如來法王有ませども大菩薩の法臣无からしめば、道を翼讚するに於て豈に滿つと言はむに足らむや。又薪を積みて小なきときんば則ち火大きならざるが如し。『經』（大經卷下意）に言ふが如し。阿彌陀佛國に无量无邊の諸大菩薩有り。觀世音大勢至等の如き。皆當に一生に他方に於て次いで佛處に補すべし。若し人名を稱して憶念する者の、歸依する者の、觀察する者の、『法花經』の「普門品」に説くが如く、願として滿ざること无し。然に菩薩の功德を愛樂することは、海の流を呑むで止足の情无きが如し。亦釋迦牟尼如來、一の目闇の比丘の吁へて言うすを聞しめすが如し。誰れか功德を愛して我維針爲らむ。爾の時に如來禪定より起ち、其の所に來到して語りて言まはく。我れ福德を愛す遂に其れ維針と爲らむと。爾の時に失明比丘、暗に佛語の聲を聞て驚喜交はり集まりて佛に白して言ふさく。世尊、世尊の功德は猶未だ滿たずやと。佛報へて言はく。我が功德は圓滿せり、復た須つべき所无し。但我が此の身は功德より生ず。功德の恩分を知るが故に、是の故に愛すと言ふ。問ふ所の如く佛の功德を觀ずるに、實に願として充たざるは无し。復た諸菩薩の功德を觀ずる所以は、*305上の如く種種の義有るが故ならくのみと。


  



  　安樂國淸淨　常轉无垢輪　化佛菩薩日　如須彌住持


  



  佛本と何が故ぞ此の莊嚴を起したまふと。有る佛土を見そなはすに但是れ小菩薩のみにして十方世界に於て廣く佛事をなすこと能はず。或は但聲聞・人・天の利する所狹小なり。是の故に願を興したまふ。願は我國の中には无量の大菩薩衆有て、本處を動ぜずして遍く十方に至て種種に應化して實の如く修行して常に佛事をなさむ。譬ば日の天上に在りて影百川に現ずるが如し。日豈に來らむや、豈に來ざらむや。『大集經』（卷一一意）に言たまふが如し。譬ば人有て善く堤塘を治して其の所宜を量りて水を放つ時に及で心力を加へざるが如し。菩薩も亦是の如し。先づ一切諸佛及衆生、供養に應じ敎化に應ずる種種の堤塘を治すれば、三昧に入るに及で身心動ぜざれども、實の如く修行して常に佛事をなす。如實修行は、常に修行すと雖も實に修行する所无きなり。是の故に「安樂國淸淨常轉无垢輪化佛菩薩日如須彌住持」と言たまへり。


  



  　无垢莊嚴光、一念及一時　普照諸佛會　利益諸群生


  



  佛本何が故ぞ此の莊嚴を起したまふと。有る如來の眷屬を見そなはすに、他方无量の諸佛を供養せむと欲ひ、或は无量の衆生を敎化せむと欲ふ。此に沒して彼に出づ、南を先にし北を後にす。一念一時を以て光を放ちて普く照すこと能はず。遍く十方世界に至て衆生を敎化すること出沒前後の相有るが故に。是の故に願を興したまへり。願は我が佛土の諸大菩薩、一念の時の頃に於て遍く十方に至て種種の佛事をなす。是の故に「无垢莊嚴光一念及一時普照諸佛會利益諸群生」と言たまへり。　問曰。*306上の章に、身は動搖せずして遍く十方に至と云ふ。動ぜずして至る、豈に是一時の義に非ずや。此れと若爲が差別するや。答曰。上には但不動にして至ると言へども、或は前後有るべし。此には无前无後と言ふ。是れ差別と爲す。亦是上の不動の義を成ずるなり。若し一時ならずば則ち是往來なり。若し往來有ば則ち不動に非ず。是の故に上の不動の義を成ぜむ爲の故に須く一時を觀ずべしと。


  



  　雨天樂花衣　妙香等供養　讚諸佛功德　无有分別心


  



  佛本何が故ぞ此の莊嚴を起したまふと。有る佛土を見そなはすに、菩薩・人・天、志趣廣からず、遍く十方无窮の世界に至て諸佛如來大衆を供養すること能はず、或は己れが土の穢濁なるを以て敢へて淨鄕に向詣せず、或は所居の淸淨なるを以て穢土を鄙薄す。此の如き等の種種の局分を以て、諸佛如來の所に於て周遍供養して廣大の善根を發起すること能はず。是の故に願じて言まはく。我れ成佛せむ時、願は我が國土の一切の菩薩・聲聞・天人大衆、遍く十方の一切諸佛の大會の處所に至て、天の樂・天の花・天の衣・天の香を雨らして、巧妙の弁辭を以て諸佛の功德を供養し讚嘆せむ。穢土の如來の大慈謙忍を嘆ずと雖も、佛土に雜穢の相有ることを見じ。淨土の如來の无量の莊嚴を嘆ずと雖も、佛土に淸淨の相有ることを見じ。何を以の故に、諸法等しきを以ての故に諸の如來等し。是の故に諸佛如來を名て等覺と爲す。若し佛土に於て優劣の心を起さば、假使ひ如來を供養すれども法の供養には非ざるなり。是の故に「雨天樂華衣妙香等供養讚諸佛功德无有分別心」と言たまへり。


  



  　何等世界无　佛法功德寶　我願皆往生　示佛法如佛


  



  *307　佛本何が故ぞ此の願を起したまふと。有る軟心の菩薩を見そなはすに、但有佛の國土の修行を樂て慈悲堅牢の心无し。是の故に願を興したまへり。願は我成佛せむ時、我が土の菩薩は皆慈悲勇猛堅固にして、志願して能く淸淨の土を捨て他方の佛・法・僧无しまさぬ處に至て、佛・法・僧の寶を住持し莊嚴して示すこと佛の有しますが如くして佛種をして處處に斷たざらしめむと。是の故に「何等世界无佛法功德寶我願皆往生示佛法如佛」と言たまへり。菩薩の四種莊嚴功德成就を觀ずること之れ上に訖ぬ。


  



  次に下の四句は是れ廻向門なり。


  



  　我作論説偈　願見彌陀佛　普共諸衆生　往生安樂國


  



  此の四句は是論主の廻向門なり。廻向は己れが功德を廻して普く衆生に施して共に阿彌陀如來を見たてまつり安樂國に生となり。


  



  　无量壽修多羅の章句、我れ偈誦を以て惣て説き竟ぬ。


  



  問曰。天親菩薩の廻向の章の中に「普共諸衆生往生安樂國」と言たまへるは、此は何等の衆生を共と指たまふや。答曰。王舍城所説の『无量壽經』（卷下）を案ずるに「佛、阿難に告げたまはく。十方恒河沙の諸佛如來、皆共に无量壽佛の威神功德不可思議なるを稱嘆したまふ。諸有の衆生、其の名號を聞て信心歡喜せむこと乃至一念せむ、心を至し廻向したまへり、彼の國に生まれんと願ずれば即ち往生を得て不退轉に住せむと。唯五逆と誹謗正法を除く」と。此を案じて言く、一切外道凡夫人、皆往生を得む。又『觀无量壽經』の如きは九品の往生有り。「下下品の生は、或は衆生有て不善業たる五逆・十惡を作り、*308諸の不善を具せむ。此の如き愚人惡業を以ての故に、惡道に墮して多劫を逕歴して苦を受ること窮り无るべし。此の如きの愚人命終の時に臨て、善知識種種に安慰して爲に妙法を説き、敎へて念佛せしむるに遇はむ。彼の人苦に逼められて念佛に遑あらず。善友告げて言はく。汝若し念ずに能ずば无量壽佛と稱すべし。是の如き心を至して聲をして絶えざらしめて、十念を具足して南无无量壽佛と稱せむ。佛のみ名を稱するが故に、念念の中に於て八十億劫の生死の罪を除て、命終の後に金蓮華を見、日輪の猶如くして其の人の前に住せむ。一念の頃の如くに即ち極樂世界に往生を得む。蓮華の中に於して十二大劫を滿てて蓮華まさに開けむ、＜當に此を以て五逆の罪を償ふべし＞　觀世音・大勢至、大悲の音聲を以て其が爲に廣く諸法實相の罪を除滅する法を説かむ。聞き已て歡喜して時に應じて則ち菩提の心を發せむ。是を下品下生の者と名く」。この經を以て證するに、明に知ぬ、下品の凡夫但正法を誹謗せざれば、佛を信ずる因縁をして皆往生を得。　問曰。『无量壽經』（卷下意）に言たまはく。「往生を願ずる者の皆往生を得るに。唯五逆と誹謗正法とを除く」。『觀无量壽經』に言たまはく。「五逆・十惡諸の不善を具せるも亦往生を得しむ」。此の二經云何が會せむや。答曰。一經には二種の重罪を具せるを以てなり。一には五逆、二には誹謗正法なり。此の二種の罪を以ての故に所故に往生を得ず。一經は但十惡・五逆等の罪を作ると言て、正法を誹謗すと言はず。正法を謗ぜざるを以ての故に。この故に生を得しむと。　問曰。假使ひ一人は五逆罪を具して正法を誹謗せざれば經に生を得と許す。復一人有て但正法を誹謗して五逆の諸罪无し。往生を願ぜば生を得むやいなや。答曰。但正法を誹謗せしめて更に餘の罪无しと雖も必ず生を得じ。何を以て之を言とならば、『經』（大品般若經卷一一意）に言たまはく。「五逆の罪人、阿鼻大地獄の中に墮て具に一劫の重罪を受く、*309正法誹謗する人は阿鼻大地獄の中に墮て、此の劫若し盡きぬれば復轉じて他方の阿鼻大地獄の中に至る。是の如く展轉して百千の阿鼻大地獄を逕ふ」といへり。佛出ことを得る時節を記したまはず。誹謗正法の罪極て重きを以の故なり。又正法は即ち是佛法なり。此れ愚癡の人既に誹謗を生ず。安くんぞ佛土に生と願ずる理有らんや。假使ひ但彼安樂に生を貪して生を願ぜば、亦水に非ざる氷、烟无き火を求めむが如し、豈に理を得ること有むや。　問曰。何等の相、是正法を誹謗するや。答曰。若し佛ましまさず、佛の法无し、菩薩无く、菩薩の法无しと言はむ。是の如き等の見、若しは心に自ら解し、若しは他に從ふて其の心を受て決定するを皆誹謗正法と名く。　問曰。是の如き等の計は但是れ己が事なり。衆生に於て何の苦惱有てか五逆の重罪に踰へたるや。答曰。若し諸佛・菩薩、世間・出世間の善道を説て衆生を敎化する者无くば、豈に仁・義・禮・智・信有ることを知むや。是の如き世間の一切の善法皆斷じ、出世間の一切の賢聖皆滅しなむ。汝但五逆罪の重たることを知りて五逆罪の正法无きより生ずることを知らず。是の故に正法を謗ずる人其の罪最も重し。　問曰。『業道經』に言たまはく。「業道は稱の如し。重き者先づ牽く」と。『觀无量壽經』に言たまふが如し。人有りて五逆・十惡を造り諸の不善を具せらむ。惡道に墮して多劫を逕歴して无量の苦を受くべし。命終の時に臨て善知識の敎に遇て南无无量壽佛と稱せむ。是の如き心を至して聲をして絶へざらしめて、十念を具足して便ち安樂淨土に往生して、即ち大乘正定の聚に入て、畢竟じて退せず。三塗の諸の苦と永く隔てむ。先づ牽くの義、理に於て如何ぞ。又曠劫より已來、備に諸の行を造て有漏の法は三界に繋屬せり。但十念阿彌陀佛を念じたてまつるを以て便ち三界を出づ。繋業の義、復云何が欲はむや。*310答曰。汝謂五逆・十惡の繋業等を重と爲し、下下品の人の十念を以て輕と爲して、罪の爲に牽かれて先づ地獄に墮て三界に繋在べくば、今當に義を以て輕重の義を校量すべし。心に在り、縁に在り、決定に在り、時節の久近多少には在らざるなり。云何が心に在る、彼の造罪の人は自ら虚妄顛倒の見に依止して生ず。此の十念は善知識方便安慰して實相の法を聞くに依て生ず。一は實なり一は虚なり、豈に相ひ比ぶることを得むや。譬ば千歳の闇室に光若し?く至ば、即便明朗なるが如し。闇豈に室に在ること千歳にして去らじと言ふことを得むや。是を在心と名く。云何が縁に在る、彼の造罪の人は自ら妄想の心に依止し煩惱虚妄の果報の衆生に依て生ず。此の十念は无上の信心に依止し、阿彌陀如來の方便莊嚴眞實淸淨无量の功德の名號に依て生ず。譬ば人有りて毒の箭を被ふて中る所筋を截り骨を破るに、滅除藥の鼓を聞けば即ち箭出で毒除こるが如し、＜『首楞嚴經』（卷上意）に言たまはく。譬ば藥有り名て滅除と曰ふ。若し鬪戰の時用て以て鼓に塗るを、鼓の聲を聞けば箭出で毒除るが如し。菩薩摩訶薩亦是の如し。首楞嚴三昧に住して其の名を聞けば三毒の箭自然に拔出すと＞　豈に彼の箭深く毒厲しくして鼓の音聲を聞くとも箭を拔き毒を去ることを能はじと言ふことを得べけんや。是を在縁と名く。云何が決定に在る、彼の造罪人は有後心・有間心に依止して生ず。此の十念は无後心・无間心に依止して生ず。是を決定と名く。三の義を?量するに十念は重し、重き者の先づ牽きて能く三有を出づ。兩經一義なるのみと。　問曰。幾の時をか名て一念と爲するや。答曰。百一の生滅を一刹那と名く、六十の刹那を名て一念と爲す。此の中に念と云ふは、此の時節を取らざるなり。但言ふこころは阿彌陀佛の若は?相若しは別相を憶念して、所觀の縁に隨て心に他想无くして十念相續するを名て十念と爲す。但名號を稱すも亦復是の如し。　問曰。心若し他縁せば之を攝して還らしめて念の多少を知ぬべし。但多少を知るとも復无間には非ず。*311若し凝心注想せば復何に依てか念の多少を記することを得べきや。答曰。『經』に言たまはく。十念は業事成辨を明かすならくのみと。必ずしも頭數を知ることを須ゐざれどもなり。?蛄春秋を識らず、伊蟲豈に朱陽の節を知らむやと言ふが如し。知る者の之を言ふならくのみと。十念の業成ずといふは、是亦神に通ずる者の之を言ふのみと。但念を積み相續して他事を縁ぜざれば便ち罷みぬ。復何ぞ假に念の頭數を知ることを須ゐむなり。若し必ず須く知るべくは亦方便有り。必ず口授すべし。之を筆點に題ことを得ざれと。


  



  無量壽經優婆提舍願生偈註　卷上


  



  



  



  *312


  無量壽經優婆提舍願生偈註　卷下


  



  



  　論じて曰はく。


  



  此は是れ解義分なり。此の分のなかに義に十重有り。一には願偈大意、二には起觀生信、三には觀行躰相、四には淨入願心、五には善巧攝化、六には離菩提?、七には順菩提門、八には名義攝對、九には願事成就、十には利行滿足なり。「論」は議なり。言ふこころは偈の所以を議するなり。「曰」は詞なり。下の諸句を指す、是は偈を議釋する詞なり。故に「論曰」と言ふ。


  



  願偈大意は、


  



  　此の願偈は何の義をか明す、彼の安樂世界を觀じて、阿彌陀如來を見たてまつり、彼の國に生と願ずることを示現するが故なり。


  



  起觀生信は、此の分の中に又二重有り。一には五念力を示す、二には五念門を出す。五念力を示すとは、


  



  　云何が觀じ云何が信心を生ずる。若し善男子・善女人、五念門を修して行成就しぬれば、畢竟じて安樂國土に生じて彼の阿彌陀佛を見ることを得となり。


  



  五念門を出すは、


  



  *313　何等か五念門。一には禮拜門、二には讚嘆門、三には作願門、四には觀察門、五には廻向門なり。


  



  「門」は入出の義なり、人、門を得れば則ち入出无碍なるが如し。前の四念は是れ安樂淨土に入る門なり、後の一念は是れ慈悲敎化に出る門なり。


  



  　云何なるか禮拜、身業をして阿彌陀如來應正遍知を禮拜したまひき。


  



  諸佛如來の德に无量有り、德无量なるが故に德號亦无量なり。若し具に談ぜむと欲せば、紙筆に載すること能はず。是を以て諸經に、或は十名を擧げ、或は三號を騰げたり、盖し至宗を存すならくのみと、豈に此れ盡さむや。言ふ所の三号は、即ち此れ如來と應と正遍知なり。「如來」は、法相の如く解り、法相の如く説き、諸佛の安穩道より來るが如く、此の佛も亦是の如く來て、更後有の中に去らず。故に如來と名く。「應」は應供なり。佛は結使除盡して一切智慧を得て、一切の天地の衆生の供養を受くに應ぜり、故に應と曰ふなり。「正遍知」は、一切諸法實に不壞の相にして不增不減なりと知る。云何が不壞なる、心行處滅して言語道過せり、諸法は涅槃の相の不動なる如し。故に正遍知と名く。无碍光の義は前の偈の中に解するが如し。


  



  　彼の國に生ぜむ意を爲させむが故なり。


  



  何が故にか此を言ふとなれば、菩薩の法は、常に晝三時夜三時を以て十方一切諸佛を礼す、必ず願生の意有らず。いま常に願生の意を作すべきが故に、阿彌陀如來を礼したてまつれとなり。


  



  　云何なるか讚嘆する、口業をして讚嘆したまひき。


  



  *314「讚」は讚揚なり。「嘆」は歌嘆なり。讚嘆口に非れば宣べず。故に「口業」と曰ふなり。


  



  　彼の如來の名を稱し、彼の如來の光明智相の如く、彼の名義の如く、實の如く修行し相應せむと欲するが故なりと。


  



  「稱彼如來名」は、謂く无碍光如來の名を稱せよとなり。「如彼如來光明智相」は、佛の光明は是れ智慧の相なり。此の光明は十方世界を照らしたまふに障碍有ること无し、能く十方衆生の无明の黑闇を除くこと、日・月・珠光の但室穴の中の闇を破するが如きには非ざるなり。「如彼名義欲如實修行相應」は、彼の无碍光如來の名号は、能く衆生の一切の无明を破し、能く衆生の一切の志願を滿てたまふ。然に名を稱し憶念すること有れども、无明なほ存して所願を滿てざる者、何となれば、如實修行せざると、名義と相應せざるに由るが故なり。云何が如實修行せざると、名義と相應せざると為るとならば、謂く如來は是れ實相身なり、是れ物の爲の身なりと知らざればなり。又三種の不相應有り。一には信心淳からず、存るが若し亡るが若きの故に。二には信心一ならず、決定无きが故に。三には信心相續せず、餘念間つるが故なり。此の三句展轉して相ひ成ず、信心淳らざるを以ての故に決定无し、決定无きが故に念相續せず、亦念相續せざるが故に決定の信を得ず、決定の信を得ざるが故に心淳からざるべし。此れと相違せるを如實修行相應と名く。是の故に論主建に「我一心」と言たまへり。　問曰。名をば法の指と爲す、指をして日を指ふるが如し。若し佛の名号を稱するに便ち願を滿つることを得るは、日を指ふる指能く闇を破すべし。若し日を指ふる指闇を破すること能はずは、佛の名号を稱すとも、亦何ぞ能く願を滿たむや。答曰。諸法万差なり、一概すべからず。名の法に即する有り、名の法に異する有り。名の法に即するは諸佛・菩薩の名号、般若波羅蜜、及び陀羅尼章句・禁呪・音辞等是なり。*315禁腫の辞に云ふが如く、「日出東方乍赤乍黄」等の句なり。假使ひ酉亥に禁を行じて日出に關らざれども、腫、差ることを得。亦師に行くに陣に對かふて、但一切の齒の中に「臨兵鬪者皆陣列在前行」と誦するが如し。此の九字を誦するに、五兵の中らざる所なり。抱朴子、之を要道と謂ふ者なり。又轉筋を苦しむに、木瓜を以て火に對て之を慰のすに則ち愈へぬ。復人有りて、但木瓜の名を呼ぶに亦愈へぬ、吾が身に其の効しを得るなり。斯の如きの近事世間に共に知れり、況や不可思議の境界なる者をや。滅除藥を鼓に塗る喩、復是れ一事なり。此の喩は已に前に彰す、故に重ねて引かず。名の法に異する有りといふは、指の日を指す等の名の如きなり。


  



  　云何が作願する、心に常に作願したまへりき、一心に專念して畢竟じて安樂國土に往生して、實の如く奢摩他を修行せむと欲ふが故にのたまへり。


  



  「奢摩他」を譯して止と曰ふ。止は心を一處に止めて惡を作さざるなり。此の譯名は大意に乖かざれども義に於て未だ滿たず。何を以て之を言ふとならば、心を鼻端に止むるが如きをも亦名けて止と爲す。不淨觀の貪を止め、慈悲觀の瞋を止め、因縁觀の癡を止む、是の如き等をも亦名けて止と爲す。人の将に行かんとして行かざるをも、亦また名けて止と爲す。是に知ぬ止の語は浮漫にして正しく奢摩他の名を得ず。椿・柘・楡・柳の如きを皆木と名くと雖も、若し但木と云ふときは焉んぞ楡・柳を得んや。奢摩他を止と云ふは、て三の義有るべし。一には一心に專ら阿彌陀如來を念じて彼の土に生と願れば、此の如來の名号及び彼の國土の名号、能く一切の惡を止む。二には彼の安樂土は三界の道に過たり、若し人亦彼の國に生ずれば、自然に身口意の惡を止む。三には阿彌陀如來正覺住持の力をして、自然に聲聞・辟支佛を求むる心を止む。此の三種の止は、如來如實の功德より生ず。この故に「欲如實修行奢摩他故」と言たまへり。


  



  *316　云何が觀察する、智慧をして觀察したまへりき、正念に彼を觀ずることは、實の如く?婆舍那を修行せむと欲ふが故なりと。


  



  「?婆舍那」を譯して觀と曰ふ、但汎く觀と言には、義亦未だ滿たず。何を以て之を言ふとならば、身の无常・苦・空・无我・九想等を觀ずるが如きをも、皆名けて觀と爲す、亦上の木の如き椿・柘を得ざるなり。?婆舍那を觀と云ふは、亦二の義有り。一には此に在りて想を作て彼の三種の莊嚴功德を觀ずれば、此の功德如實なるが故に、修行すれば亦如實の功德を得。如實の功德は決定して彼の土に生を得るなり。二には亦彼の淨土に生を得れば、即ち阿彌陀佛を見たてまつる。未證淨心の菩薩、畢竟じて平等法身を得證す。淨心の菩薩と上地の菩薩と、畢竟じて同く寂滅平等を得、是の故に「欲如實修行?婆奢那故」と言たまへり。


  



  　彼の觀察に三種有り。何等か三種。一には彼の佛國土の莊嚴功德を觀察す、二には阿彌陀佛の莊嚴功德を觀察す、三には彼の諸菩薩の莊嚴功德を觀察す。


  



  心に其の事を縁ずるを「觀」と曰ふ。觀心分明なるを「察」と曰ふ。


  



  　云何が廻向する、一切苦惱の衆生を捨てずして、心に常に作願、廻向を首と爲して大悲心を成就することを得たまへるが故にと。


  



  廻向に二種の相有り。一には往相、二には還相なり。往相は、己れが功德を以て一切衆生に廻施して、作願して共に彼の阿彌陀如來の安樂淨土に往生せしめむとなり。還相は、彼の土に生じを已りて、奢摩他?婆舍那方便力成就することを得て、*317生死の稠林に廻入して、一切衆生を敎化して、共に佛道に向かへしめるなり。若しは往若しは還、皆衆生を拔て生死海を渡せんが為なり。是の故に「廻向爲首得成就大悲心故」と言たまへり。


  



  觀察躰相は、此の分の中に二の躰有り。一には器躰、二には衆生躰なり。器の分の中に又三重有り。一には國土の躰相、二には自利利他を示現す、三には第一義諦に入る。國土の躰相とは、


  



  　云何が彼の佛國土の莊嚴功德を觀察する。彼の佛國土の莊嚴功德は、不可思議力を成就せるが故に。彼の摩尼如意寶性の相似し相對の法なるが如きの故に。


  



  「不可思議力」とは、惣じて彼の佛國土の十七種の莊嚴功德力思議することを得べからざるを指すなり。諸經に統べて言たまはく。五種の不可思議有り。一には衆生多少不可思議、二には業力不可思議、三には龍力不可思議、四には禪定力不可思議、五には佛法力不可思議。此の中の佛土不可思議に二種の力有り。一には業力、謂く法藏菩薩の出世の善根と、大願業力との所成なり。二には正覺の阿彌陀法王善住持力に攝せられたり。此の不可思議は下の十七種の如し。一一の相皆不可思議なり。文に至て當に釋すべし。「彼の摩尼如意寶性、相似し相對の如く」といふは、彼の摩尼如意寶の性に、安樂佛土の不可思議の性を示すなり。諸佛入涅槃の時、方便力を以て、碎身の舍利を留て、以て衆生を福とす。衆生の福盡れば、この舍利變じて摩尼如意寶珠と爲る。此の珠は多く大海の中に有り、大龍王以て首の餝りと爲せり。若し轉輪聖王世に出るときは、慈悲方便を以て能く此の珠を得て、*318閻浮提に於て大饒益を爲す。若し衣服・飮食・燈明・樂具、意の所欲に隨て種種の物を須ゐるべき時に、王便ち潔齋して、珠を長竿の頭に置きて、願を發して言はく。若し我實に是轉輪王ならば、願は寶珠、此の如きの物を雨て、若しは一里に遍し、若しは十里、若しは百里に、我が心願に隨へと。爾の時に即ち虚空の中に於て種種の物を雨て、皆所須に稱ふて天下の一切の人の願を滿足す。此の寶性の力を以ての故なり、彼の安樂佛土も亦是の如し、安樂の性種種に成就せるを以ての故に。「相似相對」は、彼の寶珠の力を、衣食を求るには、能く衣食等の物を雨て求者の意に稱ふ、是れ求めずには非ず。彼の佛土は則ち然らず、性滿足し成就せるが故に乏少する所无し。彼の性を片取して喩と爲す、故に相似相對と言たまへり。又彼の寶は、但能く衆生に衣食等の願を與ふ、衆生に无上道の願を與ふこと能はず。又彼の寶は但能く衆生に一身の願を與ふ、衆生に无量身の願を與ふこと能はず。是の如き等の无量の差別有るが故に相似と言へりと。


  



  　彼の佛國土の莊嚴功德成就を觀察すといふは十七種有り、知るべし。何等をか十七。一には莊嚴淸淨功德成就、二には莊嚴量功德成就、三には莊嚴性功德成就、四には莊嚴形相功德成就、五には莊嚴種種事功德成就、六には莊嚴妙色功德成就、七には莊嚴觸功德成就、八には莊嚴三種功德成就、九には莊嚴雨功德成就、十には莊嚴光明功德成就、十一には莊嚴妙聲功德成就、十二には莊嚴主功德成就、十三には莊嚴眷屬功德成就、十四には莊嚴受用功德成就、十五には莊嚴无諸難功德成就、*319十六には莊嚴大義門功德成就、十七には莊嚴一切所求滿足功德成就なり。


  



  先づ章門を擧げ、次に續提して釋す。


  



  　莊嚴淸淨功德成就とは、偈に觀彼世界相勝過三界道と言へるが故にと。


  



  此れ云何ぞ不思議なるや、凡夫人の煩惱成就せる有て亦彼の淨土に生ずることを得れば、三界の繋業畢竟じて牽かず。則ち是煩惱を斷ぜずして涅槃分を得。焉んぞ思議すべきや。


  



  　莊嚴量功德成就とは、偈に究竟如虚空廣大无邊際と言へるが故にと。


  



  此れ云何ぞ不思議なるや、彼の國の人天若し意に宮殿・樓閣、若しは廣さ一由旬、若しは百由旬、若しは千由旬、千間万間ならむと欲へば、心に隨ひて成ずる所なり。人各此の如し。又十方世界の衆生、往生を願はくは、若しは已に生れ、若しは今生れ、若しは當に生む。一時一日の頃、算數の其の多少を知ること能はざる所なり。而を彼の世界常に虚空の若し。迫?の相无し。彼の中の衆生、此の如きの量の中に住して、志願廣大にして、亦虚空の如くして、限量有ること无けむ。彼の國土の量、能く衆生の心行の量を成ず、何ぞ思議すべきや。


  



  　莊嚴性功德成就とは、偈に正道大慈悲出世善根生と言へるが故にと。


  



  此れ云何ぞ不思議なる、譬ば迦羅求羅虫の其の形微小なれども、若し大風を得れば身大山の如し、風の大小に隨て己れが身相と爲すが如し。安樂に生ずる衆生も亦復是の如し、彼の正道の世界に生れば、即ち出世の善根を成就して正定聚に入ること、亦彼の風の身に非ずして身なるが如し、*320焉んぞ思議すべきや。


  



  　莊嚴形相功德成就とは、偈に淨光明滿足如鏡日月輪と言へるが故にと。


  



  此れ云何ぞ不思議なる、夫れ忍辱は端正を得、我心の影嚮なり。一たび彼こに生ずることを得れば瞋忍の殊无なし。人天の色像平等妙絶なり、蓋し淨光の力なり。彼の光は心行に非ずして心行の事を爲す、焉んぞ思議すべきや。


  



  　莊嚴種種事功德成就とは、偈に備諸珍寶性具足妙莊嚴と言へるが故にと。


  



  此れ云何ぞ不思議なる、彼の種種の事、或は一寶・十寶・百千種寶、心に隨ひ意に稱ふて具足せざるは无し。若し?焉化沒无らしめんと欲へば、心に自在を得ること神通に踰えたること有り。安んぞ思議すべきや。


  



  　莊嚴妙色功德成就とは、偈に无垢光炎熾明淨曜世間と言へるが故にと。


  



  此れ云何ぞ不思議なる。其の光、事を曜かすに則ち表裏を映徹す、其の光、心を曜かすに則ち終に无明を盡す、光、佛事を爲す、焉んぞ思議すべきや。


  



  　莊嚴觸功德成就とは、偈に寶性功德草柔軟左右旋觸者生勝樂過迦旃隣陀と言へるが故にと。


  



  此れ云何ぞ不思議なる、夫れ寶の例は堅強なれども此は柔軟なり、觸樂は着すべけども、此は道を增す、事は愛作に同じ、何んぞ思議すべきや。菩薩有り愛作と字く、形容端正にして人の染着を生ず。『經』（寶積經卷一〇六意）に言たまはく。「之に染すれば或は天上に生じ或は菩提心を發す」と。


  



  *321莊嚴三種功德成就とは、三種の事有り。知るべし、何等をか三種。一には水、二には地、三には虚空なり。此の三種并べて言ふ所以は、同類なるを以ての故なり。何を以てか之を言ふとなれば、一には六大の類なり、所謂虚空と識と地と水と火と風となり。二には无分別の類なり、所謂地・水・火・風・虚空なり。但三類と言ふは、識の一大は衆生世間に屬するが故に、火の一大は彼の中に无きが故に、風有りと雖も風は見るべからざる故に、住處无きが故に、是を以て六大五類の中に有取りて莊嚴すべし、三種并して之を言ふと。


  



  　莊嚴水功德成就とは、偈に寶華千万種彌覆池流泉微風動華葉交錯光亂轉と言へるが故にと。


  



  此れ云何ぞ不思議なる、彼の淨土の人天は水穀の身に非ず、何ぞ水を須ゐるや、淸淨成就して洗濯を須ゐず。復何ぞ水を用るや、彼の中には四時无し、常に調適して熱を煩らはず。復何ぞ水を須ゐるや、須ゐずして有なることは當に所以なりき。『經』（大經卷上）に言はく。「彼の諸の菩薩及び聲聞、若し寶池に入て、意に水をして足を沒しめんと欲へば水即ち足を沒たす、膝に至らしめんと欲へば水即ち膝に至る、腰に至らしめんと欲へば水即ち腰に至る、頸に至らしめんと欲へば水即ち頸に至る、身に灌がしめんと欲へば自然に身に灌ぐ、還復せしめんと欲へば水輒ち還復す。調和冷煖、自然に意に隨て神を開き躰を悅ばしむ、心垢を蕩除し、淸明澄潔にして淨きこと形无きが如し。寶沙映徹して深きをも照らさざること无し、微?廻流して轉た相ひ灌注す。安祥として徐く逝て遲からず疾からず、波揚がりて无量なり。自然の妙聲、*322其の所應に隨て聞かざる者莫し、或は佛の聲を聞き、或は法の聲を聞き、或は僧の聲を聞き、或は寂靜の聲・空无我の聲・大慈悲の聲・波羅蜜の聲を聞き、或は十力・无畏・不共法の聲・諸通慧の聲・无所作の聲・不起滅の聲・无生忍の聲、乃至甘露・灌頂、衆の妙法の聲を聞く。是の如き等の聲、其の所聞に稱うて歡喜无量なり。淸淨・離欲・寂滅・眞實の義に隨順し、三寶・力・无所畏・不共の法に隨順す、通慧菩薩・聲聞所行の道に隨順す。三塗苦難の名有ること无し、但自然快樂の音有り、是の故に其の國を名て安樂と曰ふ」。此の水佛事を爲す、安んぞ思議すべきや。


  



  　莊嚴地功德成就とは、偈に宮殿諸樓閣觀十方無碍雜樹異光色寶欄遍圍繞と言へるが故にと。


  



  此れ云何ぞ不思議なる、彼の種種の事、或は一寶・十寶・百寶・无量寶、心に隨ひ意に稱ふて此の莊嚴の事を莊嚴し具足せり。淨明鏡の如く十方國土の淨穢の諸相、善惡の業縁、一切悉く彼の中の人天を現ず。斯の事を見るが故に稱湯及ばず情自然に成就す。亦諸大菩薩、以て法性等の寶を照て冠と爲すれば、此の寶冠の中に皆諸佛を見たてまつり、又一切諸法の性を了達するが如し。又佛『法華經』を説きたまふし時、眉間の光を放て、東方万八千土を照らすに、皆金色の如し、阿鼻獄より上、有頂に至るまで、諸の世界の中の六道の衆生生死の所趣、善惡業縁、受報の好醜、此に悉く見るが如し。蓋し斯の類なり。此の影佛事を爲す、安んぞ思議すべきや。


  



  *323　莊嚴虚空功德成就とは、偈に无量寶交絡羅網遍虚空種種鈴發響宣吐妙法音と言へるが故にと。


  



  此れ云何ぞ不思議なるや。『經』（大經卷上）に言はく。「无量の寶網佛土に彌覆し、皆金縷・眞珠・百千の雜寶、奇妙珍異なるを以て莊嚴し?餝して四面に周匝せり、垂るるに寶鈴を以てす、光色晃耀して盡く極て嚴麗なり。自然の德風徐く起て微動す、其の風調和にして寒からず暑からず、温涼柔軟にして遲からず疾からず、諸の羅網及び衆の寶樹を吹て无量の微妙の法音を演發す、万種の温雅の德香を流布す。其れ聞ぐこと有る者は、塵勞垢習自然に起らず、風其の身に觸るに皆快樂を得」となり。此の聲佛事を爲す、焉んぞ思議すべきや。


  



  　莊嚴雨功德成就とは、偈に雨華衣莊嚴无量香普薰と言へるが故にと。


  



  此れ云何ぞ不思議なる、『經』（大經卷上）に言はく。「風吹きて華を散て遍く佛土に滿つ、色の次第に隨がふて雜乱せず、柔軟光澤にして馨香芬烈せり。足その上を履む、蹈み下ること四寸足を擧げ已に隨て還復すること故の如し。花用ゐること已訖りぬれば地輙ち開裂して次を以て化沒す、淸淨にして遺り无し、其の時節に隨て風吹て花を散ずること是の如く六反す。又衆寶の蓮花世界に周遍せり、一一の寶華に百千億の葉あり、其の葉の光明无量種の色なり、靑き色に靑き光、白き色に白き光、玄・黄・朱・紫の光色も亦然なり、?燁煥爛として日月よりも明曜なり。一一の花の中より三十六百千億の光を出す、一一の光の中より三十六百千億の佛を出す。身の色は紫金にして相好殊特なり、一一の諸佛又百千の光明を放て、普く十方の爲に微妙の法を説く。是の如き諸佛、*324各各に无量の衆生を佛の正道に安立せしめたまふ」。花佛事を爲す、安んぞ思議すべきや。


  



  　莊嚴光明功德成就とは、偈に佛慧明淨日除世癡闇冥と言へるが故にと。


  



  此れ云何ぞ不思議なる、彼の土の光明は如來の智慧の報より起れり。之に觸れば无明の黑闇終に必ず消除す。光明は慧に非ずして能く慧の用を爲す、焉んぞ思議すべきや。


  



  　莊嚴妙聲功德成就とは、偈に梵聲悟深遠微妙聞十方と言へるが故にと。


  



  此れ云何ぞ不思議なるや、『經』（平等覺經卷一意）に言はく。「若し人但彼の國土の淸淨安樂なるを聞きて尅念して生ぜんと願ぜんものと、亦往生を得るものとは、即ち正定聚に入る」。此は是國土の名字佛事を爲す、安んぞ思議すべきや。


  



  　莊嚴主功德成就とは、偈に正覺阿彌陀法王善住持と言へるが故にと。


  



  此れ云何が不思議なるや、正覺の阿彌陀不思議にまします、彼の安樂淨土は正覺阿彌陀の善力の爲に住持せられたり、云何が思議することを得べきや。「住」は不異不滅に名く、「持」は不散不失に名く。不朽藥を以て種子に塗りて水に在くに瀾れず火に在くに?れず、因縁を得て即ち生ずるが如し。何を以の故に、不朽藥の力なるが故なり。若し人一たび安樂淨土に生ずれば、後の時に意三界に生じて衆生を敎化せむと願じて、淨土の命を捨てて願に隨て生を得て三界雜生の火の中に生ずと雖も、无上菩提の種子、畢竟じて朽ちず。何を以の故に、正覺阿彌陀の善く住持を逕るを以ての故にと。


  



  　莊嚴眷屬功德成就とは、偈に如來淨花衆正覺花化生と言へるが故にと。


  



  *325此れ云何が不思議なる、凡そ是雜生の世界には、若しは胎若しは卵、若しは濕若しは化、眷屬若干なり。苦樂万品なり、雜業を以ての故に。彼の安樂國土は是阿彌陀如來正覺淨花の化生する所にあらざること莫し。同一に念佛して別の道无きが故に、遠く通ずるに夫れ四海の内皆兄弟と爲するなり。眷屬无量なり、焉んぞ思議すべきや。


  



  　莊嚴受用功德成就とは、偈に愛樂佛法味禪三昧爲食と言へるが故にと。


  



  此れ云何が不思議なるや、食せずして命を資く。蓋し資くる所有るゆへなり。豈に是如來本願を滿たまへるにあらずや、佛願に乘ずるを我が命と爲す。焉んぞ思議すべきや。


  



  　莊嚴无諸難功德成就とは、偈に永離身心惱受樂常无間と言へるが故にと。


  



  此れ云何が不思議なるや、『經』に言く。身は苦器と爲す、心は惱端と爲す。而に彼に身有り心有りて樂を受ること間无し、安んぞ思議すべきや。


  



  　莊嚴大義門功德成就とは、偈に大乘善根界等无譏嫌名女人及根缺二乘種不生と言へるが故にと。淨土の果報は二種の譏嫌を離れたり、知るべし。一には躰、二には名なり。躰に三種有り。一には二乘人、二には女人、三には諸根不具人なり。此の三の過無し、故に離躰譏嫌と名く。名に亦三種有り、但三の躰無のみに非ず、乃至二乘と女人と諸根不具の三種の名を聞かず、故に離名譏嫌と名く。等は平等一相の故にと。


  



  此れ云何が不思議なるや、夫れ諸天の器を共器には飯に隨福の色有り、足の指地に按じて乃ち金礫の旨を詳らかにす。而に往生を願ずる者、*326本は則ち三三の品なれども、今は一二の殊无し。亦溜?　食石陵反　の一味なるが如し、焉んぞ思議すべきや。


  



  　莊嚴一切所求滿足功德成就とは、偈に衆生所願樂一切能滿足と言へるが故にと。


  



  此れ云何が不思議なる、彼の國の人天若し他方世界の无量の佛刹に往て諸佛・菩薩を供養せむと欲願せむ、及び所須の供養の具、願に稱はざること无けむ。又彼の壽命を捨てて餘國に向て生じて?短自在ならむと欲はむ、願に隨て皆得。未だ自在の位に階はずして自在の用に同じからむ。焉んぞ思議すべきや。


  



  自利利他を示現といふは、


  



  　略して彼の阿彌陀佛國土の十七種莊嚴功德成就を説て、如來の自身利益大功德力成就と、利益他功德成就とを示現するが故にと。


  



  「略」と言ふは、彼の淨土の功德は无量にして、唯十七種のみにあらざることを彰すなり。夫れ須彌を之を芥子に入れ毛孔に之を大海を納む、豈に山海の神ならむや、毛芥の力ならむや、能神の者の神ならくのみ。是の故に十七種利他と曰ふと雖も、自利の義炳然なり、知るべしと。


  



  入第一義諦は、


  



  　彼の无量壽佛國土の莊嚴第一義諦妙境界相なり。十六句及び一句、次第に説つ、知るべしと。


  



  「第一義諦」は、佛の因縁法なり。此の諦は是れ境の義なり、是の故に莊嚴等の十六句を稱して「妙境界相」と爲す。此の義入法句の文に至て當に更に解釋すべし。*327「及一句次第」とは、謂く器淨等を觀ずるなり。惣別の十七句は、觀行の次第なり。云何が次を起す、建めの章に「歸命无碍光如來願生安樂國」と言たまへり。此の中に疑有り、疑て言ふこころは、生は有の本、衆累の元爲たり、生を棄てて生を願ず、生何ぞ盡くべきや。此の疑を釋せむ爲に、是の故に彼の淨土の莊嚴功德成就を觀ず。明らけし、彼の淨土は是れ阿彌陀如來の淸淨本願の无生の生なり、三有虚妄の生の如きにはあらざるなり。何を以て之を言ふとならば、夫れ法性淸淨にして畢竟无生なり。生と言ふは是れ得生の者の情なるべくのみと。生苟に无生なり、生何ぞ盡る所あらむ、夫れ生を盡さば上は无爲・能爲の身を失し、下は三空・不空の痼＜廢也病也工路反＞に&M039929;＜醉亡善反＞いなん。根敗永く亡じて三千を號み振う、无反无復斯に於して恥を招く。躰夫れ理より生ず、之を淨土と謂ふ、淨土の宅は所謂十七句是なり。十七句の中に惣別二と爲す。初の句は是れ惣相なり、所謂是れ淸淨佛土、三界の道に過たりといへり。彼三界に過といふに何なる相か有ると、下の十六種の莊嚴功德成就の相是れなり。一には量、究竟して虚空の如し、廣大にして邊際无きが故に。既に量を知ぬ、此の量何を以てか本と爲する、是の故に性を觀よ。性は是れ本の義なり、彼の淨土は正道の大慈悲出世の善根より生ぜり、既に出世善根と言へり、此の善根は何等の相をか生ぜる、是の故に次に莊嚴形相を觀よ。既に形相を知ぬ、宜く形相は何等の躰と知るべし。是の故に次に種種の事を觀よ。既に種種の事を知ぬ、宜しく種種の事の妙色を知るべし、是の故に次に妙色を觀ぜよ、既に妙色を知りぬ、此の色何づれの觸か有る、是の故に次に觸を觀ぜよ。既に身の觸を知りぬ、應に眼觸を知るべし、是の故に次に水・地・虚空の莊嚴の三事を觀ぜよ。既に眼觸を知りぬ、應に鼻觸を知るべし、是の故に次に衣・花・香の薰を觀ぜよ。既に眼・鼻等の觸を知ぬ、須く染を離るることを知るべし。是の故に次に佛慧の明かに照すを觀ぜよ。*328既に惠光の淨力を知ぬ、宣く聲名の遠近を知るべし、是の故に次に梵聲の遠く聞くことを觀ぜよ。既に聲名を知ぬ、宜く誰か增上と爲することを知るべし。是の故に次に主を觀ぜよ、既に主有るを知ぬ、誰か主の眷屬と爲ると、是の故に次に眷屬を觀ぜよ。既に眷屬を知ぬ、宜く此の眷屬は若爲が受用することを知るべし、是の故に次に受用を觀ぜよ。既に受用を知ぬ、宜く此の受用の有難・无難を知るべし、是の故に次に无諸難を觀ぜよ。既に无諸難を知ぬ、何の義を以ての故に諸難无き、是の故に次に大義門を觀ぜよ。既に大義門を知ぬ、宜く大義門の滿・不滿を知るべし、是の故に次に所求滿足を觀ぜよ。復次に此の十七句は但疑を釋するに非ず、此の十七種の莊嚴成就を觀ずれば、能く眞實の淨信を生じて、必定して彼の安樂佛土に生を得となり。　問曰。上に生は无生と知ると言ふは、當に是これ上品生の者なるべし。若し下下品の人の十念に乘じて往生するは、豈に實の生を取るに非ずや。但實の生を取るは即ち二執に墮しなむ。一には、恐くは往生を得ざらむこと、二には恐くは更に生の惑ひを生ぜむをや。答。譬ば淨摩尼珠を之を濁水に置けば水即ち淸淨なるが如し。若し人无量生死の罪濁に有りと雖も、彼の阿彌陀如來の至極无生淸淨の寶珠の名号を聞きて之を濁心に投ぐれば、念々の中に罪滅し心淨して即ち往生を得。又淨摩尼珠を玄黄の幣を以て&M067044;むで之を水に投ば、水即ち玄黄にして一ら物の色の如くなるが如し。彼の淸淨佛土に阿彌陀如來无上の寶珠有します、无量莊嚴功德成就の帛を以て&M067044;で之を所往生の者の心水に投ぐれば、豈に生見を轉じて无生の智と爲すこと能はざらんや。又氷上に火を燃くに、火猛ければ則ち氷解く、氷解れば則ち火滅するが如し。彼の下品人、法性无生を知らずと雖も、但佛名を稱する力を以て往生の意を作して彼の土に生ぜんと願ずるに、彼の土是れ无生の界なれば、見生の火自然に滅するなり。


  



  *329衆生躰とは、此の分の中に二重有り。一には觀佛、二には觀菩薩なり。觀佛といふは、


  



  　云何が佛の莊嚴功德成就を觀ずる、觀佛莊嚴功德成就は、八種有り、知るべしと。


  



  此の觀の義は已に前の偈に彰せり。


  



  　何等か八種。一には莊嚴座功德成就、二には莊嚴身業功德成就、三には莊嚴口業功德成就、四には莊嚴心業功德成就、五には莊嚴衆功德成就、六には莊嚴上首功德成就、七には莊嚴主功德成就、八には莊嚴不虚作住持功德成就なり。何に者をか莊嚴座功德成就。偈に无量大寶王微妙淨花臺と言へるが故にと。


  



  若し座を觀むと欲はば當に『觀无量壽經』に依るべし。


  



  　何者か莊嚴身業功德成就、偈に相好光一尋色像超群生と言ふが故にと。


  



  若し佛身を觀むと欲はば當に『觀无量壽經』に依るべし。


  



  　何者か莊嚴口業功德成就、偈に如來微妙聲梵響聞十方と言ふが故にと。　何者か莊嚴心業功德成就、偈に同地水火風虚空无分別と言ふが故にと。无分別とは分別の心無きが故にと。


  



  凡夫の衆生は、身口意の三業をして以て罪を造て、三界に輪轉して窮まりやむこと有ること无けむ。是の故に諸佛・菩薩、身口意の三業を莊嚴して用て衆生の虚誑の三業を治するなり。云何が用て衆生を治すといふは、身見を以ての故に三塗の身・卑賤の身・醜陋の身・八難の身・流轉の身を受く。*330是の如き等の衆生阿彌陀如來の相好光明の身を見たてまつれば、上の如きの種種の身業繋縛皆解脱を得、如來の家に入て畢竟じて平等の身業を得。衆生は?慢を以ての故に正法を誹謗し賢聖を毀呰し尊長＜尊者君父師也長者有德之人及兄黨也＞を捐斤す。是の如き人、拔舌の苦・??の苦・言敎不行の苦・无名聞の苦を受くべし。是の如き等の種種の諸苦の衆生、阿彌陀如來の至德の名号説法の音聲を聞けば、上の如きの種種の口業繋縛皆解脱を得て、如來の家に入て、畢竟じて平等の口業を得。衆生邪見を以ての故に心に分別を生ず。若しは有、若しは无、若しは非、若しは是、若しは好、若しは醜、若しは善、若しは惡、若しは彼、もしは此、是の如き等の種種の分別有り。分別を以ての故に長く三有に淪で、種種の分別の苦・取捨の苦を受けて、長く大夜に寢ねて出る期有ること无し。是の衆生若し阿彌陀如來の平等の光照に遇ひ、若しは阿彌陀如來の平等意業を聞ば、是等の衆生上の如きの種種の意業の繋縛皆解脱を得て如來の家に入て畢竟じて平等の意業を得るなり。　問曰。心は是覺知の相なり、云何ぞ地・水・火・風に同じく分別无きことを得べきや。答曰。心は知の相なりと雖も實相に入れば則ち无知なり。譬ば?の性は曲と雖も竹の筒に入れば則ち直きが如し。又人の身の若し針の刺し若し蜂の螫＜式欠反＞すには則ち覺知有り、若し石の蛭＜之一反＞の?み若し甘刀の割くに則ち覺知无きが如し。是の如き等の有知・无知は因縁に在り、若し因縁に在るは則ち知に非ず、无知に非ざるなり。　問曰。心實相に入ば知无からしむべし。云何が一切種智有ることを得むや。答曰。凡心は知有ば則ち知ならざる所有り、聖心は无知なるが故に知らざる所无し。无知にして知なり、知即ち无知なり。　問曰。既に无知なるが故に知らざること所として无し、若し所として知らざること言はば、豈に是れ種種の法を知るにあらずや。*331既に種種の法を知ば、復云何ぞ分別する所无しと言ふや。答曰。諸法の種種の相、皆幻化の如し。然に幻化の象・馬、長き頸・鼻・手・足の異なること无きにあらざれども、智者之を觀るに豈に定で象・馬之を分別すること有りと言むや。


  



  　何者か莊嚴大衆功德成就、偈に天人不動衆淸淨智海生と言へるが故にと。　何者か莊嚴上首功德成就、偈に如須彌山王勝妙无過者と言へるが故にと。　何者か莊嚴主功德成就、偈に天人丈夫衆恭敬繞瞻仰と言へるが故にと。　何者か莊嚴不虚作住持功德成就、偈に觀佛本願力遇无空過者能令速滿足功德大寶海と言へるが故にと。


  



  「不虚作住持功德成就」は、盖し是れ阿彌陀如來の本願力なり。いま當に略して虚作の相の住持能はざるを示して、用て彼の不虚作住持の義を顯すべし。人、?を輟＜止也貞劣反＞めて士を養い、或は舟の中に?起すこと有り、金を積みて庫に盈てれども餓死を免れず。斯の如きの事、目に觸に皆是なり。得て得を作すに非ず、在て在るを守にあらざること皆虚妄の業をして作して住持すること能はずになり。言ふ所の不虚作住持は、本と法藏菩薩の四十八願と、今日の阿彌陀如來の自在神力とに依るなり。願以て力を成ず、力以て願に就く。願徒然ならず、力虚設ならず、力願相苻ふて畢竟じて差はざるが故に成就と曰ふ。


  



  　即ち彼の佛を見せば未證淨心の菩薩畢竟じて平等法身を得證して、淨心の菩薩と上地の諸の菩薩と畢竟じて同じく寂滅平等を得しむるが故なり。


  



  「平等法身」は、八地已上の法性生身の菩薩なり。「寂滅平等」は、即ち此の法身の菩薩の所證の寂滅平等の法なり。*332此の寂滅平等の法を得るを以ての故に、名て平等法身と爲す。平等法身の菩薩の所得以ての故に、名て寂滅平等の法と爲すなり。此の菩薩報生三昧を得て、三昧の神力を以て、能く一處にして、一念一時に十方世界に遍じて、種種に一切諸佛及び諸佛の大會衆海を供養し、能く无量世界の佛法僧ましまさぬ處に於て、種種に示現し種種に一切衆生を敎化し度脱して常に佛事を作せども、初より往來の想・供養の想・度脱の想无し。是の故に此の身を名て平等法身と爲す、此の法を名て寂滅平等の法と爲するなり。「未證淨心の菩薩」は初地已上七地已還の諸の菩薩なり。此の菩薩亦能く身を現じて、若しは百若しは千、若しは万若しは億、若しは百千万億の无佛の國土に佛事を施作す。要ず作心を須ゐて三昧に入る、乃ち能く作心せざるには非ず。作心を以ての故に名づけて未得淨心と爲す。此の菩薩安樂淨土に生ぜむと願て即ち阿彌陀佛を見たてまつる、阿彌陀佛を見たてまつる時、上地の諸の菩薩と畢竟じて身等しく法等し。龍樹菩薩・婆藪槃頭菩薩の輩ら、彼に生と願ずるは、當に此が爲なるべしくのみと。　問曰。『十地經』を案ずるに、菩薩の進趣階級漸く无量の功勳有りて多くの劫數を逕ふ、然かふして後に乃し此を得。云何が阿彌陀佛を見たてまつる時、畢竟じて上地の諸の菩薩と身等しく法等しきや。答曰。「畢竟」と言ふは未だ即等と言ふにはあらざるなり、畢竟じてこの等しきことを失はざるが故に等と言ふならくのみと。　問曰。若し即ち等しからずば、復何を待ちてか菩薩と言ふ。但初地に登れば以て漸く增進して自然に當に佛と等しかるべし。何ぞ假に上地の菩薩と等しと言はむや。答曰。菩薩七地の中に於て大寂滅を得ば、上に諸佛の求むべきを見ず、下に衆生の度すべきを見ず、佛道を捨てて實際を證せむと欲す。爾の時に若し十方諸佛の神力をして加勸を得ずば、即便滅度して二乘と異なること无けむ。*333菩薩若し安樂に往生して阿彌陀佛を見れば即ち此の難无し。是の故に須く畢竟じて平等なりと言ふべし。復次に『无量壽經』（卷上）の中、阿彌陀如來の本願に言たまはく。「設ひ我佛を得むに、他方佛土の諸の菩薩衆、我が國に來生せば、究竟じて必ず一生補處に至らむ。其の本願の自在にして、化する所の衆生の爲の故に、弘誓の鎧を被て德本を積累し、一切を度脱して、諸佛の國に遊び菩薩の行を修し十方諸佛如來を供養し、恒沙无量の衆生を開化して无上正眞の道に立せしめむをば除く。常倫に超出し諸地の行を現前し普賢の德を修習せむ。若し爾らずば正覺を取らじ」と。此の經を案じて彼の國の菩薩を推するに、或は一地より一地に至らざるべし。十地の階次と言ふは是れ釋迦如來閻浮提に於て一の應化道ならくのみ。他方の淨土は何ぞ必ず此の如くならむ。五種の不思議の中に佛法最も不可思議なり。若し菩薩必ず一地より一地に至て超越の理无しと言はば、未だ敢へて詳かならず。譬ば樹有り名て好堅と曰ふ、是の樹地より生じて百歳ならむ、乃ち具に一日に長の高さ百丈なるが如し。日日に此の如し、百歳の高を計るに、豈に脩松に類せむや。松の生長するを見るに日に寸を過ぎず、彼の好堅を聞て何ぞ能く即日を疑はざらむ。人有て釋迦如來羅漢を一聽に證し无生を終朝に制するを聞て、是れ接誘の言なり、稱實の説に非ずと謂ふて、此の論事を聞きて亦當に信ぜざるべし。夫れ非常の言は常人の耳に入らず、之を然らずと謂ふ、亦其れ宜しかるべきなり。


  



  　略して八句を説きて如來の自利利他の功德莊嚴次第に成就したまへることを示現すと、知るべし。


  



  此は云何が次第なる、前の十七句は是れ莊嚴國土功德成就なり。既に國土の相を知ぬ、國土の主を知るべし。是の故に次に佛の莊嚴功德を觀ぜよ。*334彼の佛若爲が莊嚴せる、何の處に於てか坐したまふ。是の故に先づ座を觀ぜよ。既に座を知り已ぬ、宜しく座の主を知るべし。是の故に次に佛の莊嚴身業を觀ぜよ。既に身業を知ぬ、何の聲名有しますと知るべし。是の故に次に佛の莊嚴口業を觀ぜよ。既に名聞を知ぬ、宜しく得名の所以を知るべし。是の故に次に莊嚴心業を觀ぜよ。既に三業具足せることを知ぬ、人天の大師として化を受くるに堪えたる者は是誰なるべきと。是の故に次に大衆の功德を觀ぜよ。既に大衆に无量の功德有ることを知ぬ、宜しく上首は誰ぞと知るべし。是の故に次に上首を觀ず。上首は是れ佛なり。既に上首を知ぬ、恐くは長幼に同じきことを。是の故に次に主を觀ず。既に是の主を知ぬ、主何なる增上か有しますと。是の故に次に莊嚴不虚作住持を觀ず、八句の次第成ぜるなりと。


  



  菩薩を觀ずは、


  



  　云何が菩薩の莊嚴功德成就を觀察する。菩薩の莊嚴功德成就を觀察すとは、彼の菩薩を觀ずるに四種の正修行功德成就有りと、知るべし。


  



  眞如は是諸法の正躰なり。躰如にして行ずれば則ち是不行なり。不行にして行ずるを如實修行と名く。躰は唯一如なれども義をして分て四と爲す。是の故に四の行一を以て正く之を統かぬ。


  



  　何者をか四と爲する。一には一佛土にして身動搖せずして十方に遍じて種種に應化して實の如く修行して常に佛事を作す。偈に安樂國淸淨常轉无垢輪化佛菩薩日如須彌住持と言へるが故にと。諸の衆生淤泥花を開くが故にと。


  



  *335八地以上の菩薩常に三昧に在り。三昧力を以て身本處を動ぜずして能く遍く十方に至て諸佛を供養し衆生を敎化す。「无垢輪」といふは、佛地の功德なり。佛地の功德は習氣煩惱の垢无ければなり。佛諸の菩薩の爲に常に此の法輪を轉ず、諸大菩薩亦能く此の法輪を以て一切を開導すること?時も休息すること无し、故に常轉と言ふ。法身は日の如くして應化身の光諸の世界に遍ずるなり。日と言ふには未だ足らず、明にして不動なるを以て復如須彌住持と言るなり。「淤泥花」といふは、『經』（維摩經卷中）に、「高原の陸地には蓮花を生ぜず卑濕の淤泥に乃ち蓮花を生ず」と言へり。此は凡夫、煩惱の?の中に在て菩薩の爲に開導せられて能く佛の正覺の花を生ずるに喩ふ。諒に夫れ三寶を紹隆して常に絶えざらしむと。


  



  　二には彼の應化身一切の時前ならず後ならず。一心一念に大光明を放て悉く能く遍く十方世界に至て衆生を敎化す。種種に方便し修行して所作に一切衆生の苦を滅除するが故に。偈に无垢莊嚴光一念及一時普照諸佛會利益諸群生と言へるが故にと。


  



  上に不動にして至ると言ふは、或は至ること前後有るべし。是の故に復一念一時にして前後无しと言へるなり。


  



  　三には彼一切世界に於て餘无く諸佛の會を照す。大衆餘无く廣大无量にして諸佛如來の功德を供養し恭敬し讚嘆す。偈に雨天樂花衣妙香等供養讚諸佛功德无有分別心と言へるが故にと。


  



  「无餘」といふは明に遍く一切世界の一切諸佛の大會に至て一世界にも一佛會にも至らざること有ること无きなり。肇公（註維摩經序意）の言はく。「法身は像无くして形をにす、竝びに至韻に應ず、言なくして玄籍彌く布けり。冥權謀りごと无くして動じて事と會す」。盖し斯の意なり。


  



  *336　四には彼十方一切世界の无三寶の處に於て佛・法・僧寶の功德の大海を住持し莊嚴して遍く示て如實の修行を解らしむ。偈に何等世界无佛法功德寶我願皆往生示佛法如佛と言へるが故にと。


  



  上の三句は遍至と言ふと雖も皆是有佛の國土なり。若し此の句无くば便ち是法身所として法ならざること有らむ、上善所として善ならざること有らむ。觀行の躰相竟りぬ。


  



  已下は是解義の中の第四重を名て淨入願心と爲す。淨入願心といふは、


  



  　又向に観察莊嚴佛土功德成就と莊嚴佛功德成就と莊嚴菩薩功德成就を説きつ。此の三種の成就は、願心をして莊嚴せりと、知るべしと。


  



  「應知」といふは、此の三種の莊嚴成就は本四十八願等の淸淨願心の莊嚴したまふ所なるに由て、因淨なるが故に果淨なり、因无して他の因の有にはあらざるなりと知るべしとなり。


  



  　略説して一法句に入るが故にと。


  



  上の國土の莊嚴十七句と、如來の莊嚴八句と、菩薩の莊嚴四句とを廣と爲す。入一法句を畧と爲するなり。何が故にか廣畧相入を示現したまふとなれば、諸佛・菩薩に二種の法身有します。一には法性法身、二には方便法身なり。法性法身に由て方便法身を生ず、方便法身に由て法性法身を出す。此の二の法身は異にして分つべからず、一にして同ずべからず。*337是の故に廣畧相入して、統ずるに法の名を以てす。菩薩若し廣畧相入を知らざれば則ち自利利他に能はじ。


  



  　一法句は謂く淸淨句なり。淸淨句は謂く、眞實の智慧无爲法身なるが故にと。


  



  此の三句は展轉して相入す。何なる義に依てか之を名て法と爲する、淸淨を以ての故に。何なる義に依てか名て淸淨と爲する、眞實の智慧无爲法身を以ての故なり。「眞實智慧」といふは、實相の智惠なり。實相无相の故に、眞智は无知なり。「无爲法身」といふは、法性身なり、法性寂滅なるが故に、法身は无相なり。无相の故に能く相ならざること无し。是の故に相好莊嚴即法身なり。无知の故に能く知らざること无し。是の故に一切種智即眞實の智慧なり。眞實を以て智惠に目くることは、智惠は作に非ず非作に非ざることを明かすなり。无爲を以て法身を?すことは、法身は色に非ず、非色に非ざることを明かすなり。非に非ざれば、豈に非非の能く是ならむや。盖し非无き之を是と曰ふ。自ら是にして待つこと无し復是に非ざるなり。是に非ず非に非ず、百非の喩ざる所なり。是の故に「淸淨句」と謂ふ。淸淨句は、謂く眞實の智惠无爲法身なり。


  



  　此の淸淨に二種有りと、知るべし。


  



  上の轉入句の中に、一法に通じて淸淨に入る、淸淨に通じて法身に入る。今将に淸淨を別ちて二種を出さむとする故に。故に言ふこころは知るべしと。


  



  　何等か二種。一には器世間淸淨、二には衆生世間淸淨なり。器世間淸淨は向に十七種の莊嚴と佛土功德成就を説きつ。是を器世間淸淨と名く。衆生世間淸淨は、向に説くが如き八種の莊嚴佛功德成就と、四種の莊嚴菩薩功德成就、是を衆生世間淸淨と名く。是の如く一法句に二種の淸淨を攝すと、知るべし。


  



  *338夫れ衆生は別報の躰と爲す、國土は共報の用と爲す。躰用一にあらざる所以を知るべし。然に諸法は心をして无餘の境界を成ず。衆生及び器、復異を得ず一を得ず。一ならざるは則ち義をして分つ。異ならざるは同じく淸淨なればなり。器は用なり。謂はく彼の淨土は是彼の淸淨の衆生の受用する所なるが故に名て器と爲す。淨食に不淨の器を用ば器不淨なるを以ての故に食亦不淨なり、不淨の食に淨器を用ば食不淨なるが故に器亦不淨なるが如し。要ず二つ倶に潔くして乃ち淨と稱することを得。是を以て一つ淸淨の名に必ず二種を攝すと。　問曰。衆生淸淨と言ふは則ち是佛と菩薩となり。彼の諸の人天此の淸淨の數に入ることを得やいなや。答曰。淸淨と名くことを得るは實の淸淨に非ず。譬ば出家の聖人は煩惱の賊を殺すを以ての故に名づけて比丘と爲す、凡夫の出家の者の持戒・破戒皆比丘と名くるが如し。又灌頂王子の初生の時に、三十二相を具して即ち七寶の爲に屬せらる、未だ轉輪王の事を爲すこと能はずと雖も亦轉輪王と名くるが如し。其れ必ず轉輪王と爲るべきを以ての故なり。彼の諸の人天、亦復是の如し。皆大乘正定の聚に入て、畢竟じて當に淸淨法身を得べし。當に得べきを以ての故に淸淨と名くることを得るなりと。


  



  善巧攝化は、


  



  　是の如く菩薩、奢摩他と?婆舍那、廣略に修行して、柔?心を成就すと。


  



  「柔?心」と、謂く廣略の止觀相順し修行して不二の心を成ぜるなり。譬ば水を以て影を取るに淸と靜と相ひ資けて成就するが如きなり。


  



  *339　實の如く廣略の諸法を知ると。


  



  「如實知」といふは實相の如くして知るなり。廣の中の廿九句、略の中の一句、實相に非ざること莫きなり。


  



  　是の如く巧方便廻向を成就す。


  



  「如是」は前後の廣略皆實相なるが如くなり。實相を知るを以ての故に則ち三界の衆生の虚妄の相を知るなり。衆生の虚妄なるを知る則ち眞實の慈悲を生ずるなり。眞實の法身を知れば則ち眞實の歸依を起すなり。慈悲と歸依との巧方便は下に在り。


  



  　何者か菩薩の巧方便廻向と。菩薩の巧方便廻向といふは、謂はく説禮拜等の五種の修行をして、集むる所の一切の功德善根をして、自身の住持の樂を求めず、一切衆生の苦を拔かむと欲ふが故に、一切衆生を攝取して共に同じく彼の安樂佛國に生と作願せり。是を菩薩の巧方便廻向成就と名くと。


  



  王舍城所説の『无量壽經』を案ずるに、三輩生の中に行に優劣有りと雖も、皆无上菩提の心を發さざるは莫し。此の无上菩提心といふは、即是願作佛心なり。願作佛心は即是度衆生心なり。度衆生心は即是衆生を攝取して有佛の國土に生ぜしむる心なり。是の故に彼の安樂淨土に生と願ずるは、要ず无上菩提心を發するなり。若し人无上菩提心を發さずして、但彼の國土の樂を受こと間无きを聞て、樂の爲の故に生を願ずるは亦當に往生を得ざるべき。是の故に「自身住持の樂を求めず一切衆生の苦を拔かむと欲ふ」と言うが故にと。「住持樂」といふは、謂く彼の安樂淨土は、阿彌陀如來の本願力の爲に住持せられて受樂間无き。*340凡そ廻向の名義を釋せば、謂く己れが所集の一切の功德を以て一切衆生に施與して共に佛道に向むるなり。「巧方便」は、謂く菩薩願ずらく、己れが智慧の火を以て一切衆生の煩惱の草木を燒かむ。若し一衆生として佛に成らざること有らば、我佛に作さじと。而に彼の衆生未だ盡ず、成佛せば菩薩已に自らも成佛せ、譬ば火?＜聽念反＞して一切の草木を摘＜聽歴反＞みて燒て盡さしめむと欲ふに、草木未だ盡きざるに火?已に盡きむが如し、其の身を後にして身を先とするを以ての故に巧方便と名く。此の中に方便と言ふは、謂く一切衆生を攝取して共に同じく彼の安樂佛國に生ぜむと作願す、彼の佛國は即是畢竟成佛の道路、无上の方便なり。


  



  ?菩提門といふは、


  



  　菩薩是の如く善く廻向成就を知て即ち能く三種の菩提門相違の法を遠離すべし。何等をか三種。一には智慧門に依て自樂を求めず、我心自身に貪着することを遠離するが故にと。


  



  進を知て退を守るを「智」と曰ふ、空无我を知るを「慧」と曰ふ。智に依るが故に自樂を求めず。惠に依るが故に我心自身に貪着することを遠離す。


  



  　二には慈悲門に依て一切衆生の苦を拔く、无安衆生心を遠離するが故に。


  



  苦を拔くを「慈」と曰ふ。樂を與るを「悲」と曰ふ。慈に依るが故に一切衆生の苦を拔く、悲によるが故に无安衆生心を遠離するなり。


  



  　三には方便門に依て一切衆生を憐愍して、心自身を供養し恭敬する心を遠離せるが故にと。


  



  正直を「方」と曰ふ、外己を「便」と曰ふ。正直に依るが故に一切衆生を憐愍する心を生ず、外己に依るが故に自身を供養し恭敬する心を遠離す。


  



  *341　是を三種の菩提門相違の法を遠離すと名く。


  



  順菩提門といふは、


  



  　菩薩是の如き三種の菩提門相違の法を遠離して、三種の隨順菩提門の法滿足することを得が故に。何等か三種。一には无染淸淨心。自身の爲に諸樂を求めざるを以ての故にと。


  



  菩提は是无染淸淨の處なり。若し身の爲に樂を求ば即ち菩提に違す。是の故に无染淸淨心は是菩提に順ずる門なり。


  



  　二には安淸淨心。一切衆生の苦を拔くを以ての故にと。


  



  菩提は是一切衆生を安穩する淸淨處なり。若し心を作して、一切衆生を拔て生死の苦を離れざれば即ち菩提に違す。是の故に一切衆生の苦を拔くは、是順菩提門なり。


  



  　三には樂淸淨心。一切衆生をして大菩提を得しむるを以の故に、衆生を攝取して彼の國土に生しむるを以ての故にと。


  



  菩提は是畢竟常樂の處なり。若し一切衆生をして畢竟常樂を得しめずば則ち菩提に違す。此畢竟常樂は何に依てか得る、大乘門に依る、大乘門といふは、謂く彼の安樂佛國土是なり。是の故に又言く、衆生を攝取して彼の國土に生ぜしむるを以ての故にと。


  



  　是を三種の隨順菩提門の法滿足すと名く、知るべしと。


  



  *342名義攝對といふは、


  



  　向に説く智惠と慈悲と方便との三種の門をして般若を攝取す、般若方便を攝取すと、知るべし。


  



  「般若」といふは、如に達する惠の名なり。「方便」といふは權に通ずる智の稱なり。如に達すれば則ち心行寂滅なり。權に通れば則ち備に衆機に省く。機に省く智備に應じて无知なり。寂滅の惠、亦无知にして備に省く。然れば則ち智惠と方便と相ひ縁じて動じ、相ひ縁じて靜なり。動の靜を失せざることは智惠の功なり、靜の動を廢せざることは方便の力なり。是の故に智惠と慈悲と方便と般若を攝取す、般若方便を攝取す。「應知」といふは、謂く智惠と方便とは是菩薩の父母なり、若し智惠と方便とに依らずば、菩薩の法則ち成就せずと知るべし。何を以の故に、若し智惠无くして衆生の爲にする時は則ち顛倒に墮す。若し方便无して法性を觀ずる時は、則ち實際を證す、是の故に應知といふと。


  



  　向に遠離我心不貪着自身・遠離无安衆生心・遠離供養恭敬自身心を説きつ。此の三種の法は?菩提心を遠離するなり、知るべしと。


  



  諸法に各障碍の相有り、風は能く靜を?へ、土は能く水を?へ、濕は能く火を?ふるが如し。五惡・十惡は人天を?ふ、四顛倒は聲聞の果を?ふ。此の中の三種は、菩提を障る心を遠離せず。「應知」といふは、若し?ること无きことを得と欲はば、當に此の三種の?碍を遠離すべきなり。


  



  　向に无染淸淨心・安淸淨心・樂淸淨心を説つ。此の三種の心は略して一處にして妙樂勝眞心を成就するなり、*343知るべしと。


  



  樂に三種有り。一には外樂、謂く五識所生の樂なり。二には内樂、謂く初禪・二禪・三禪の意識所生の樂なり。三には法樂＜五角反＞樂＜魯各反＞謂く智惠所生の樂なり。此の智惠所生の樂は佛の功德を愛するより起れり。是は遠離我心・遠離无安衆生心・遠離自供養心なり。是の三種の心は淸淨にして增進すれば畧して妙樂勝眞心と爲す。「妙」の言は其れ好なり、此の樂は佛縁生ずるを以ての故に。「勝」の言は三界の中の樂に勝出せり。「眞」の言は虚僞ならず顛倒せざるなりと。


  



  願事成就といふは、


  



  　是の如く菩薩は智慧心・方便心・无?心・勝眞心をして能く淸淨の佛國土に生ずと、知るべし。


  



  「應知」といふは、謂く此の四種の淸淨功德は能く彼の淸淨佛國土に生を得しむ、是れ他縁をして生ずるには非ずと知るべしと。


  



  　是を菩薩摩訶薩の隨順、五種の法門所作、意に隨て自在に成就せりと名く。向の所説の如き身業・口業・意業・智業・方便智業は、隨順の法門なるが故にと。


  



  「隨意自在」といふは、言ふこころは此の五種の功德力をして能く淸淨佛土に生て出沒自在なるなり。身業は礼拜なり、口業は讚嘆なり、意業は作願なり、智業は觀察なり、方便智業は廻向なり。言ふこころは此の五種の業和合すれば、則ち是往生淨土の法門に隨順して自在の業成就せるなり。


  



  利行滿足といふは、


  



  *344　復五種の門有て漸次に五種の功德を成就すと、知るべし。何者か五門。一には近門、二には大會衆門、三には宅門、四には屋門、五には薗林遊戲地門なり。


  



  此の五種は入出の次第の相を示現したまふなり。入相の中に初に淨土に至る、是近相なり。謂く大乘正定聚に入る、阿耨多羅三藐三菩提に近づくなり。淨土に入り已れば便ち如來の大會衆の數に入るなり。衆の數に入り已て當に修行安心の宅に至るべし。宅に入已ば、當に修行所居の屋寓＜犬擧反＞に至るべし。修行成就し已て當に敎化地に至るべし。敎化地は即ち是菩薩の自娯樂の地なり。是の故に出門を薗林遊戲地門と稱すと。


  



  　此の五種の門は、初の四種の門は、入の功德を成就す。第五門は出の功德を成就せるなり。


  



  此の入出の功德は何者か是れや。釋に言ふ、


  



  　入第一門とは、阿彌陀佛を礼拜し、彼の國に生爲するを以の故に安樂世界に生を得、是を入第一門と名く。


  



  佛を礼して佛國に生と願ず、是は初の功德の相なり。


  



  　入第二門とは、阿彌陀佛を讚嘆したてまつりて名義に隨順して如來の名を稱し如來の光明智相に依て修行するを以ての故に大會衆の數に入ることを得、是を入第二門と名く。


  



  如來の名義に依て讚嘆する、是れ第二の功德相なり。


  



  　入第三門とは、一心に專念し作願してに彼の國に生じて奢摩他寂靜三昧の行を修するを以ての故に蓮華藏世界に入ることを得、*345是を入第三門と名く。


  



  寂靜止を修せむ爲の故に、一心に彼の國に生と願ず、是れ第三の功德相なり。


  



  　入第四門とは、彼の妙莊嚴を專念し觀察して?婆舍那を修するを以ての故に、彼の處に到ることを得て種種の法味樂を受用す。是を入第四門と名く。


  



  「種種の法味樂」といふは、?婆舍那の中に觀佛國土淸淨味・攝受衆生大乘味・畢竟住持不虚作味・類事起行願取佛土味有り。是の如き等の无量莊嚴佛道の味有るが故に種種と言ふ。是は第四の門功德相なり。


  



  　出第五門といふは、大慈悲を以て一切苦惱の衆生を觀察して、應化身を示して、生死の園煩惱の林の中に廻入して、神通に遊戲し敎化地に至る、本願力の廻向を以ての故に、是を出第五門と名く。


  



  「示應化身」といふは、『法華經』の普門示現の類の如し。遊戲に二の義有り。一には自在の義、菩薩衆生を度することは譬ば師子の鹿を搏つに爲す所難からざるが如し、遊戲の如し。二には度无所度の義なり、菩薩衆生は畢竟じて所有无しと觀じて、无量の衆生を度すと雖も實に一衆生として滅度を得る者无し、度衆生を示すこと遊戲の如し。「本願力」とは、大菩薩法身の中に於て常に三昧に在して種種の身・種種の神通・種種の説法を現ずることを示す。皆本願力を以て起すなり。譬ば阿修羅の琴の鼓する者の无と雖も音曲自然なるが如し。是を敎化地の第五の功德相と名く。


  



  *346　菩薩は入四種の門をして自利の行成就すと、知るべし。


  



  「成就」は、謂はく自利滿足なり。「應知」といふは、謂く自利に由る故に則ち能く利他す、是自利に能ずして能く利他するに非ずと知るべしとなり。


  



  　菩薩は出第五門の廻向利益他の行成就したまへりと、知るべし。


  



  「成就」は、謂く廻向の因を以て敎化地の果を證す、若しは因若しは果、一事として利他に能ざること有ること无しとなり。「應知」といふは、謂く利他に由るが故に則ち能く自利す、是利他に能ずして能く自利には非ずと知るべしとなり。


  



  　菩薩は是の如く五念門の行を修して、自利利他して、速に阿耨多羅三藐三菩提を成就したまへることを得たまへるが故なり。


  



  佛の所得の法を名て阿耨多羅三藐三菩提と爲す。此の菩提を得を以ての故に名て佛と爲すと、今「速得阿耨多羅三藐三菩提」と言ふは、是れ早く作佛を得るなり。「阿」は无に名く、「耨多羅」は上に名く、「三藐」は正に名く、「三」は遍に名く、「菩提」は道に名く、統ねて之を譯して名て无上正遍道と爲す。无上は、言ふこころは此の道、理を窮め性を盡して更に過ぎたる者无し。何を以てか之を言ふとなれば、正を以ての故に、正は聖智なり、法相の如くして知るが故に稱して正智と爲す、法性无相の故に聖智无知なり。遍に二種有り。一には聖心、遍く一切の法を知ろしめす。二には法身、遍く法界に滿つ、若しは身若しは心、遍せざること无きなり。道は无碍道なり。『經』（普釋華嚴經卷五意）に言たまはく。「十方无碍人の一道より生死を出」といへり。一道は一无碍道なり、无碍は、謂く生死即是涅槃と知るなり。是の如き等の入不二の法門は无碍の相なり。　問曰。何の因縁有てか*347「速得成就阿耨多羅三藐三菩提」と言たまふや。答曰。『論』に言はく。五門の行を修して、自利利他成就するを以ての故なり。然に覈に其の本を求るに阿彌陀如來を增上縁と爲す。他利と利他と談ずるに左右有り。若し自から佛をして言はば宜く利他と言ふべし、自から衆生をして言はば宣く他利と言ふべし。今将に佛力を談ぜんとす、是の故に利他を以て之を言ふ。當に此の意を知るべし。凡そ是れ彼の淨土に生と及び彼の菩薩人天の所起の諸行は皆阿彌陀如來の本願力に縁るが故なり。何を以て之を言ふとなれば、若し佛力に非ずば四十八願便ち是れ徒設ならむ。今的しく三願を取て用て義の意を證せむ。願に言たまはく。「設ひ我れ佛を得むに、十方の衆生、心を至し信樂して我が國に生と欲ふて乃至十念せむ、若し生を得ずば、正覺を取らじ。唯五逆と誹謗正法とを除く」と。佛願力に縁るが故に十念す、念佛すれば便ち往生を得む。往生を得るが故に即ち三界輪轉の事を勉かる。輪轉なきが故に所故に速を得ること一の證なり。願に言たまはく。「設ひ我れ佛を得むに、國の中の人天、正定聚に住して必ず滅度に至らずば、正覺を取らじ」と。佛願力に縁るが故に正定聚に住す、正定聚に住するが故に必ず滅度に至て諸の廻伏の難无し。故に速やかなることを得る二の證なり。願に言たまはく。「設ひ我れ佛を得んに、他方佛土の諸の菩薩衆我が國に來生して究竟して必ず一生補處に至らむ、其の本願の自在に化する所ありて衆生の爲の故に弘誓の鎧を被て德本を積累し、一切を度脱して諸佛の國に遊て菩薩の行を修し十方の諸佛如來を供養し、恒沙无量の衆生を開化して无上正眞の道を立せしめんをば除く。常倫に超出し諸地の行現前し、普賢の德を修習せむ、若し爾ずば正覺を取らじ」と。佛願力に縁るが故に、常倫に超出し諸地の行現前し、普賢の德を修習せむ。常倫に超出し、諸地の行を以ての故に、所以に速を得る三の證なり。斯を以て他力を推するに增上縁と爲す、*348然らざることを得んや。當に復た例を引て自力・他力の相を示すべし。如人の三塗を畏が故に禁戒を受持す、禁戒を受持するが故に能く禪定を修す。禪定を以ての故に神通を修習す、神通を以ての故に能く四天下に遊ぶ、是の如き等を名て自力と爲す。又劣夫の驢に跨りて上らざれども、轉輪王の行に從ひぬれば、便ち虚空に乘じて四天下に遊ぶこと?碍する所无きが如し、是の如き等を名づけて他力と爲す。愚かなる哉後の學者、他力の乘ずべきことを聞て當に信心を生ずべし。自ら局分すること勿れとなり。


  



  　無量壽修多羅憂婆提舍願偈略して義を解し竟ぬ。


  



  經の始に如是と稱す、信を彰はして能入と爲す。末に奉行と言ふことは服膺の事を表し已ぬ。論の初に歸礼することは宗旨由有ることを明す。終りに義竟と云ふは所詮の理を示し畢ぬ。述作の人殊に茲に於て例を成すと。


  



  無量壽經優婆提舍願生偈註　卷下


  



  



  *349


  釋の曇鸞法師は、并州の?水縣の人なり。魏の末高齊の初、猶ほ神智高遠にして三國に在て知聞せらる。洞らかに衆經に暁きらかにして、獨り人外に出たり。梁國の天子蕭王、恒に北に向て鸞菩薩と禮つる。往生論を註解して、裁て兩卷と成す。事釋の迦才の三巻の淨土論に出たるなり。



  



  　建長八歳　丙辰　七月廿五日　愚禿親鸞　八十四歳　加點了


  *350


  讚阿彌陀佛偈


  曇鸞和尚造


  



  



  南無阿彌陀佛　＜釋して無量壽傍經と名く讚して奉りて亦安養と曰ふ＞


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　現に西方此の界を去ること　十萬億刹の安樂土に在ます　佛世尊を阿彌陀と號けたてまつる　我往生を願じて歸命し禮したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　成佛より已來十劫を歴たまへり　壽命方將に量り有ること無けん　法身の光輪法界に?じて　世の盲冥を照らす故に頂禮したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　智惠の光明量るべからず　故に佛を又無量光と号す　有量の諸相光曉を蒙る　是の故に眞實明を稽首したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  *351南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　解脱の光輪限齊無し　故に佛を又無邊光と号す　光觸を蒙る者有無を離る　是の故に平等覺を稽首したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　光雲無礙にして虚空の如し　故に佛を又無礙光と号す　一切の有礙光澤を蒙る　是の故に難思議を頂禮したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　淸淨の光明對ぶもの有ること無し　故に佛を又無對光と号す　斯の光に遇ふ者は業繋除こる　是の故に畢竟依を稽首したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　佛光照曜して最第一なり　故に佛を又光炎王と号す　三塗の黑闇光啓を蒙る　是の故に大應供を頂禮したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　道光明朗にして色超絶したまへり　故に佛を又淸淨光と号す　一びも光照を蒙るものは罪垢除こり　皆解脱を得故に頂禮したてまつる


  *352願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　慈光遐に被らしめ安樂を施す　故に佛を又歡喜光と号す　光の至る所處法喜を得　大安慰を稽首し頂禮したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　佛光能く無明の闇を破す　故に佛を又智惠光と号す　一切諸佛三乘衆　咸く共に歎譽す故に稽首したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　光明一切の時普く照らす　故に佛を又不斷光と号す　聞光力の故に心斷えずして　皆往生を得故に頂禮したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　其の光佛を除きては能く測るもの莫し　故に佛を又難思光と号す　十方諸佛往生を歎じ　其の功德を稱す故に稽首したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  *353　神光は相を離れたれば名くべからず　故に佛を又無稱光と号す　光に因て成佛したまふ光赫然たり　諸佛の歎じたまふ所なり故に頂禮したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　光明照曜して日月に過ぎたり　故に佛を超日月光と号す　釋迦佛歎じたまふも尚盡きず　故に我無等等を稽首したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  我を哀愍し覆護し法種をして増長せしめ此の世及び後の生願はくは佛常に攝受したまへ。


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方極樂世界の觀世音菩薩を禮したてまつる。


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方極樂世界の大勢至菩薩を禮したてまつる。


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方極樂世界の諸の菩薩、淸淨大海衆を禮したてまつる。


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  *354普く師僧・父母及び善知識、法界の衆生と、三障を斷除して、同じく阿彌陀佛國に往生することを得んが爲に、帰命し懺悔したてまつる。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　阿彌陀佛の初會の衆は　聲聞・菩薩の數無量なり　神通巧妙にして?ふること能はず　是の故に廣大會を稽首したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　安樂の無量の摩訶薩は　咸當に一生にして佛處を補ふべし　其の本願の大弘誓　普く諸の衆生を度脱せんと欲はんをば除く　斯等の寶林功德聚を　一心に合掌し頭面に禮したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　安樂國土の諸の聲聞は　皆光一尋にして流星の若し　菩薩の光輪は四千里にして　秋の滿月の紫金に映ずるが若し　佛の法藏を集めて衆生の爲にす　故に我大心海を頂禮したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  *355南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　又觀世音・大勢至は　諸の聖衆に於て最も第一なり　慈光大千界を照曜し　佛の左右に侍して神儀を顯す　諸の有縁を度して暫くも息まざること　大海の潮の時を失せざるが如し　是の如き大悲・大勢至を　一心に稽首し頭面に禮したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　其れ衆生有りて安樂に生ずれば　悉く三十有二相を具す　智慧滿足して深法に入る　道要を究暢して障礙無し　根の利鈍に隨ひて忍を成就す　二忍乃至不可計なり　宿命五通常に自在にして　佛に至るまで雜惡趣に更らず　佗方の五濁の世に生れて　示現して同じく大牟尼のごとくならんをば除く　安樂國に生ずれば大利を成ず　是の故に心を至して頭面に禮したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　安樂の菩薩佛の神を承けて　一食の頃に於て十方に詣る　?數すべからざる佛世界にして　諸の如來を恭敬し供養したてまつる　華・香・伎樂念に從ひて現じ　寶蓋・幢幡意に隨ひて出づ　珍奇世に絶し能く名づくること無し　散華して殊異の寶を供養したてまつる　化して華蓋と成り光晃耀し　香氣普く薰じて周からざる莫し　華蓋の小なる者も四百里なり　乃し遍く一佛界を覆ふ有り　其の前後に隨ひて次をもて化して去る　是の諸の菩薩僉欣悅す　虚空の中に於て天の樂を奏す　雅讚・德頌し佛慧を揚ぐ　經法を聽受して供養し已れば　未だ食せざる前に虚に騰りて還る　神力自在にして測るべからず　故に我無上尊を頂禮したてまつる


  *356願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　安樂佛國の諸の菩薩は　夫れ宣説すべきところには智慧に隨ふ　己が萬物に於て我所を亡ず　淨きこと蓮華の塵を受けざるが若し　往來進止汎べる舟の若し　利安を務めと爲して適莫を捨つ　彼も己も猶空にして二想を斷ず　智慧の炬を然して長夜を照らす　三明六通皆已に足れり　菩薩の萬行心眼を貫く　是の如きの功德邊量無し　是の故に心を至して頭面に禮したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　安樂の聲聞・菩薩衆　人・天、智惠咸く洞達せり　身相の莊嚴殊異無し　但佗方に順ずるが故に名を列ぬ　顏容端正にして比ぶべき無し　精微妙?にして人天に非ず　虚無の身無極の體なり　是の故に平等力を頂禮したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　敢て能く安樂國に生ずることを得ば　皆悉く正定聚に住す　邪定・不定は其の國に無し　諸佛咸く讚じたまふ故に頂禮したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  *357　諸阿彌陀の德号を聞きて　信心歡喜して聞く所を慶ばんこと　乃ち一念に曁ぶまで至心の者　廻向したまへり生ぜんと願ずれば皆住を得しむ　唯五逆と謗正法とをば除く　故に我頂禮して往生を願ず


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　安樂の菩薩・聲聞の輩は　此の世界に於て比方無し　釋迦無礙の大辯才もて　諸の假令を設けて少分を示し　最賤の乞人を帝王に竝べ　帝王を復金輪王に比す　是の如く展轉して六天に至る　次第して相形すこと皆始めの如し　天の色像を以て彼に喩ふるに　千萬億倍すとも其の類に非ず　皆是法藏願力の爲せるなり　大心力を稽首し頂禮したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　天人は一切須ふる所有らんに　欲に稱ひ念に應じて至らざる無し　一寶・二寶・無量寶　心に隨ひて受用の具を化造す　堂宇・飮食悉く此の如し　故に我無稱佛を稽首したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　諸の往生する者悉く　淸淨の色身を具足して比ぶべき無し　神通功德及び宮殿　服飾の莊嚴は六天の如し　*358應器の寶鉢自然に至り　百味の嘉??ち已に滿つ　色を見香りを聞き意に食せんと爲れば　忽然として飽足し適悅を受く　味ふ所淸淨にして著する所無し　事已れば化し去り須ひんとすれば復現ず　晏安快樂は泥?に次し　是の故に心を至して頭面に禮したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　十方佛土の菩薩衆　及び諸の比丘安樂に生ずるもの　無量無數にして計るべからず　已生・今生・當亦然なり　皆曾て無量の佛を供養し　百千堅固の法を攝取す　是の如き大士悉く往生す　是の故に阿彌陀を頂禮したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　若し阿彌陀の德號を聞きて　歡喜讚仰し心歸依すれば　下一念に至るまで大利を得　則ち功德の寶を具足すと爲す　設ひ大千世界に滿てらん火をも　亦應に直に過ぎて佛の名を聞くべし　阿彌陀を聞かば復退せず　是の故に心を至して稽首し禮したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　神力無極の阿彌陀は　十方無量の佛に歎ぜ所れたまふ　東方?沙の諸の佛國の　菩薩無數にして皆往覲す　亦復安樂國の　菩薩・聲聞・諸の大衆を供養し　經法を聽受して道化を宣ぶ　自餘の九方も亦是の如し　*359釋迦如來偈を説きて　無量の功德を頌す故に頂禮したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　諸來の無量菩薩衆　德本を殖えんが爲に虔恭を致す　或は音樂を奏して佛を歌歎し　或は佛慧世間を照らすを頌す　或は天の華衣を以て供養し　或は淨土を覩て等願を興す　是の如き聖衆悉く現前し　八梵聲もて佛記を授くるを蒙り　一切の菩薩願行を增す　故に我婆伽婆を頂禮したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　聖主世尊説法の時　大衆七寶の堂に雲集し　佛の開示を聽きて咸く悟入す　歡喜充遍して皆道を得　時に四面より淸風起り　寶樹を撃動して妙響を出す　和韻淸徹にして糸竹に過ぎたり　金石に踰えて倫比無し　天華繽紛として香風を逐ひ　自然の供養常にして息まず　諸天復天の華香を持して　百千の伎樂を用て敬を致す　是の如き功德三寶聚　故に我想を運らして講堂を禮す


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  *360　妙土廣大にして數限を超ゆ　自然の七寶もて合成せ所れたり　佛の本願力の莊嚴より起る　淸淨大攝受を稽首したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　世界の光曜妙にして殊絶す　適悅晏安として四時無し　自利利佗の力圓滿したまふ　方便巧莊嚴に歸命したてまつる　寶地澄靜にして平なること掌の如く　山川・陵谷の阻て有ること無し　若し佛の神力を須ふれば則ち見はる　不可思議尊を稽首したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　道樹の高さ四百萬里　周圍由旬五十有り　枝葉布くこと里二十萬　自然の衆寶もて合成する所なり　月光摩尼・海輪寶　衆寶の王もて而も莊嚴す　周匝して間に垂るる寶の瓔珞は　百千萬種の色に變異す　光?照曜すること千日に超え　無極の寶網其上を覆ふ　一切の莊嚴應に隨ひて現ず　道場樹を稽首し頂禮したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　微風樹を吹きて法音を出し　普く十方諸佛の刹に流る　斯の音を聞くもの深法忍を得　佛道を成ずるに至るまで苦に遭はず　神力廣大にして量るべからず　道場樹を稽首し頂禮したてまつる


  *361願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　樹香・樹色・樹音聲・　樹觸・樹味及び樹法　六情遇ふ者法忍を得　故に我道場樹を頂禮したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　道場樹六根に對するを蒙り　乃ち成佛に至るまで根淸徹なり　音響・柔順・無生忍　力の淺深に隨ひて咸く證を得　此の樹の威德の由來する所　皆是如來五種の力なり　神力・本願及び滿足・　明了・堅固・究竟願　慈悲・方便稱るべからず　眞無量を歸命し稽首したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　世の帝王從り六天に至るまで　音樂轉た妙にして八重有り　展轉して前に勝ること億萬倍　寶樹の音の麗しきこと倍た亦然なり　復自然の妙なる伎樂有り　法音淸和にして心神を悅ばしめ　哀婉雅亮にして十方に超ゆ　故に我淸淨樂を稽首したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  *362　七寶の樹林世界に周し　光耀鮮明にして相映發す　華菓枝葉更互に爲す　本願功德聚を稽首したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　淸風時時寶樹を吹くに　五の音聲を出して宮商和す　微妙の雅曲自然に成ず　故に我淸淨薫を頂禮したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　其の土廣大にして崖際無し　衆寶の羅網遍く上に覆へり　金縷・珠?奇異の珍　不可名の寶を?飾と爲す　四面に周匝して寶鈴を垂る　調風吹き動かして妙法を出す　和雅の德香常に流布せり　聞く者塵勞の習も起らず　此の風身に觸るれば快樂を受くること　比丘の滅盡定を得るが如し　風吹きて華を散らし佛土に滿つ　色の次第に隨ひて雜亂せず　華質柔?にして烈芬芳たり　足其の上を履むに下ること四指　足を擧ぐる時に隨ひて還故の如し　用ひ訖れば地開き沒して遺ること無し　其の時節に隨ひて華六返す　不可議の報なり故に頂禮したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　衆寶の蓮華世界に盈つ　一一の華に百千億の葉あり　其の葉の光明の色無量なり　朱・紫・紅・緑五色に間はり　*363?燁煥爛として日光のごとく曜く　是の故に一心に稽首し禮したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　一一の華の中より出す所の光　三十六百有千億なり　一一の光の中に佛身有り　多少亦出す所の光の如し　佛身の相好金山の如し　一一又百千の光を放ち　普く十方の爲に妙法を説き　各々衆生を佛道に安ず　是の如き神力邊量無し　故に我阿彌陀に歸命したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　樓閣・殿堂工造に非ず　七寶の彫綺化して成る所なり　明月・珠?の交露幔もて　各々浴池有り形相稱ひ　八功德の水池の中に滿てり　色味香潔にして甘露の如し　黄金の池には白銀の沙あり　七寶の池の沙互に此の如し　池岸の香樹上に垂れ布き　栴檀芬馥として常に馨を流す　天華??として映飾を爲す　水上?燿として景雲の若し　無漏の依果思議し難し　是の故に功德藏を稽首したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  *364菩薩・聲聞寶池に入る　意に隨ひて淺深欲する所の如し　若し身に潅がんと須れば自然に注ぐ　旋り復さしめむと欲すれば水尋ち還る　調和冷暖にして稱はざること無し　神を開き體を悅ばしめて心垢を蕩ふ　淸明澄潔にして形無きが若し　寶沙映徹して深からざるが如し　澹淡廻轉相注潅す　?約容豫人の神を和らぐ　微波無量にして妙響を出す　其の所應に隨ひて法語を聞く　或は三寶の妙章を聞き　或は寂靜・空・無我を聞き　或は無量波羅蜜・　力・不共法・諸通慧を聞き　或は無作・無生忍　乃至甘露・潅頂の法を聞く　根の性欲に隨ひて皆歡喜す　三寶の相と眞實の義に順ひて　菩薩・聲聞所行の道　是に於て一切悉く具に聞く　三塗苦難の名永く閉ぢ　但自然快樂の音のみ有り　是の故に其の國を安樂と號す　頭面に無極尊を頂禮したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　本師龍樹摩訶薩　形像を誕ず始めて頽綱を理る　邪扇を關閉して正轍を開く　是閻浮提の一切の眼なり　尊語を伏承して歡喜地にして　阿彌陀に歸して安樂に生ぜしむ


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　譬へば龍動けば雲必ず隨ふが如く　閻浮提に百卉を放ち舒ぶ　南無慈悲龍樹尊　心を至し歸命し頭面に禮したてまつる


  *365願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　我無始從り三界に循りて　虚妄輪の爲に廻轉せらる　一念一時に造る所の業　足六道に繋がれ三塗に滯まる　唯願はくは慈光我を護念して　我をして菩提心を失せざらしめたまへ　我佛惠功德の音を讚ず　願はくは十方の諸の有縁に聞かしめて　安樂に往生を得んと欲はん者　普く皆意の如くにして障礙無からしめん　所有功德若しは大少　一切に廻施して共に往生せしめん　不可思議光に南無し　一心に歸命し稽首して禮したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  　十方三世の無量慧　同じく一如に乘じて正覺と号す　二智圓滿して道平等なり　攝化縁に隨ふ故に若干ならん　我阿彌陀の淨土に歸するは　即ち是諸佛の國に歸命するなり　我一心を以て一佛を讚ず　願はくは十方無礙人に?ぜん　是の如き十方無量佛　咸く各々心を至して頭面に禮したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  我を哀愍し覆護して法種をして増長せしめ、此の世及び後生、願はくは佛常に攝受したまへ。


  *366願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方極樂世界の觀世音菩薩を禮したてまつる。


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方極樂世界の大勢至菩薩を禮したてまつる。


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し帰命して西方極樂世界の諸の菩薩、淸淨大海衆を禮したてまつる。


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  普く師僧・父母及び善知識、法界の衆生と三障を斷除して、同じく阿彌陀佛國に往生することを得んが爲に、帰命し懺悔したてまつる。


  



  



  讚阿彌陀佛偈


  　　讚一百九十五　禮五十一拜


  *367


  略論安樂淨土義



  



  問て曰く。安樂國は三界の中に於て何れの界の所攝ぞや。答て曰く。『釋論』（智度論卷三八）に言く。「斯の如きの淨土は三界の所攝に非ず、何を以ての故に、欲无きが故に欲界に非ず、地居なるが故に色界に非ず、色有るが故に无色界に非ざるなり」と。『經』（大經卷上意）に言く。「彌陀佛、本菩薩の道を行じたまひし時、比丘と作り名けて法藏と曰ふ。世自在王佛の所に於て、諸佛淨土の行を請問す。時に佛爲に二百一十億の諸佛の刹土、天人の善惡、國土の精麁を説き、悉く現じて之を與へたまふ。時于法藏菩薩、即ち佛前に於て、弘誓の大願を發し、諸佛の土を取りて、无量阿僧祇劫に於て所發の願の如く諸の波羅蜜を行じ、萬善圓滿して无上道を成ず」と。別業の所得なれば三界に非ざるなり。


  問て曰く。安樂國に幾種の莊嚴有りてか名けて淨土と爲すや。答て曰く。若し經に依り義に據らば、法藏菩薩の四十八願は即ち是其の事なり。『讃』（讃彌陀偈）を尋ねて知るべし、復重ねて序べず。若し『无量壽論』（淨土論）に依らば二種の淸淨を以て。二十九種の莊嚴成就を攝す。二種の淸淨とは、一には是器世間淸淨、二には是衆生世間淸淨なり。器世間淸淨に十七種の莊嚴成就有り。一には國土の相三界の道に勝過せり。二には其の國廣大にして量虚空の如く齊限有ること无し。三には菩薩の正道大慈悲出世の善根從り起る所なり。四には淸淨の光明圓滿し莊嚴す。五には備に第一珍寶性を具へて奇妙の寶物を出す。六には潔淨の光明常に世間を照す。七には其の國の寶物は柔軟にして觸る者は適悦して勝樂を生ず。八には千万の寶華池沼を莊嚴し、寶殿・寶樓閣、種種の寶樹、雜色の光明、世界を影納して、无量の寶網虚空に網覆し、四面に鈴を懸けて常に法音を吐く。九には虚空の中に於て自然に常に天華・天衣・天香を雨らして莊嚴し普く熏ず。*368十には佛慧の光明照して癡闇を除く。十一には梵聲開悟して遠く十方に聞ゆ。十二には阿彌陀佛无上法王の善力もて住持す。十三には如來の淨華從り化生する所なり。十四には佛法味を愛樂し禪三昧を食と爲す。十五には永く身心の諸苦を離れて。樂を受くること間无し。十六には乃至二乘と女人と根缺との名をだも聞かず。十七には衆生欲樂する所有れば心に隨ひ意に稱ひて无滿足せずといふこと无し。是の如き等、是を器世間淸淨と名く。　衆生世間淸淨に十二種の莊嚴成就有り。一には无量の大珍寶王微妙の華臺を以て佛座と爲す。二には无量の相好无量の光明佛身を莊嚴す。三には佛の无量の辨才機に應じて法を説き、淸白を具足して人をして聞くことを樂はしめ、聞く者必ず悟解す、言虚説設ならず。四には佛の眞如智惠は猶し虚空の如し、諸法の總相・別相を照了して心に分別无し。五には天人不動の衆は廣大にして莊嚴す、譬へば須彌山の四大海に映顯するが如く、法王の相具足したまへり。六には无上の果を成就し、尚能く及ぶもの无し、況や復過ぐる者あらんや。七には天人丈夫調御師と爲りて大衆に恭敬圍遶せらるること師子王の師子に圍遶せらるるが如し。八には佛の本願力もて諸の功徳を莊嚴し住持す、遇ふ者は空しく過ぐること无し、能く速に一切の功徳海を滿足せしむ、諸の淨心の菩薩と與に畢竟じて平等法身を證することを得、淨心の菩薩と上地菩薩と畢竟じて同じく寂滅平等を得。九には安樂國の諸の菩薩衆、身は動搖せずして而も遍く十方に至りて、種種に應化し、實の如く脩行して常に佛事を作す。十には是の如きの菩薩應化身、一切の時に前ならず不ならず、一心一念に大光明を放ち、悉く能く遍く十方世界至りて衆生を教化し、種種に方便し脩行して成ずる所にして、一切衆生の苦惱を滅除す。十一には是等の菩薩一切の世界に於て餘无く、諸佛の大會を照らすに餘无く、廣大无量に供養し恭敬して諸佛如來の功徳を讃歎す。十二には是の諸の菩薩十方一切の世界の三寶无き處に於て、佛法僧寶の功徳大海を住持し莊嚴して、遍く示して解せしめ、實の如く脩行せしむ。是の如き等の法王八種の莊嚴功徳成就と、是の如き菩薩四種の莊嚴功徳成就と、*369是を衆生世間淸淨と名く。安樂國土には是の如き等の二十九種の莊嚴功徳成就を具す、故に淨土と名く。


  問て曰く。安樂土に生ずる者には凡そ幾輩有りや、輩に因縁有りや。答て曰く。『无量壽經』の中には唯三輩有り、上中下なり。『无量壽觀經』の中には、一品の中を又分ちて上中下と爲して、三三にして九なり、合して九品と爲す。今傍へて『无量壽經』に依り讃を爲る。且く此の經の三品に據て之を論ぜん。上輩生には、五の因縁有り。一には家を捨て欲を離れて沙門と作る。二には无上菩提の心を發す。三には一向に專ら无量壽佛を念ず。四には諸の功徳を脩す。五には安樂國に生まれんと願ず。此の五縁を具すれば命終の時に臨みて无量壽佛諸の大衆と其の人の前に現ぜん。即便ち佛に隨ひて安樂に往生し、七寶の華の中に自然に化生し、不退轉に住せん。智慧勇猛にして神通自在ならん。中輩生には、七の因縁有り。一には无上菩提の心を發す。二には一向に專ら无量壽佛を念ず。三には少多善を脩し齋戒を奉持す。四には塔像を起立す。五には沙門に飯食せしむ。六には繒を懸け燈を燃し華を散じ香を燒く。七には此を以て迴向して安樂に生まれんと願ず。命終の時に臨みて无量壽佛其の身を化現して、光明相好具に眞佛の如くならん、諸の大衆と其の人の前に現ぜん、即ち化佛に隨ひて安樂に往生し不退轉に住せん、功徳智慧次で上輩のごとくならん。又一種の安樂に往生するもの有り、三輩の中に入らず。謂く疑或の心を以て功徳を脩め安樂に生まれんと願ぜん、佛智・不思誼智・不可稱智・大乘廣智・无等无倫最上勝智を了せずして、此の諸智に於て疑惑して信ぜず。然も猶罪福を信じ善本を脩習して生ぜんと願ず。下輩生には、三の因縁有り。一には假使ひ能はざれども諸の功徳を作すこと、當に無上菩提の心を發すべし。二には一向に意を專にして乃至無量壽佛を十念す。三には至誠心を以て安樂に生まれんと願ず。命終の時に臨みて夢のごとくに无量壽佛を見たてまつり、亦往生を得ん、功徳智惠次で中輩の如くならんと。又一種の安樂に往生するもの有り、三輩の中に入らず。謂く疑惑の心を以て諸の功徳を脩すること、前説に異ならず。安樂國に生れ已りて十寶の宮殿或は百由旬或は五百由旬なり、各々其の中に於て諸の快樂を受くること、?利天の如くにして亦皆自然なり。五百歳に佛を見たてまつらず、*370經法を聞かず、菩薩・聲聞聖衆を見ず。安樂國土には之を邊地を謂ひ亦胎生と曰ふ。邊地とは言ふこころは其の五百歳の中に三寶を見聞せず、義邊地の難に同じ、或は亦安樂國土に於て最も其の邊に在り。胎生とは譬へば胎生の人初生の時、人法未だ成らずが如し。邊は其の難を言ひ、胎は其の闇を言ふ。此の二名は皆此を借りて彼を況するのみ。是八難の中の邊地に非ず、亦胞胎の中の胎生にも非ず。何を以てか之を知る、安樂國は一向に化生なるが故に、故に知る實の胎生に非ざることを、五百年の後に還三寶を見聞したてまつることを得るが故に、故に知る八難の中の邊地にも非ざることを。


  問て曰く。彼の胎生の者は、七寶の宮殿の中に處して快樂を受くるや、復何をか憶念する所ぞや。答て曰く。『經』（大經卷下意）に喩へて云く。「譬へば轉輪王の子罪を王に得んに、後宮に内着し繋ぐに金鎖を以てせんが如し。一切の供具乏少する所无きこと猶し王子の如し。王子時に妙好種種の自娯樂有りと雖も、其の心に愛樂せず、但方便を設けて免るることを求め出づることを?ふことを念ず。彼の胎生の者も亦復是の如し、七寶の宮殿に處して妙色・聲・香・味・觸有りと雖も、以樂と爲さず、但三寶を見たてまつらざるを以て供養して諸の善本を脩することを得ず、之を以て苦と爲す。其の本の罪を識りて深く自ら悔責して彼の處を離れんと求めば即ち意の如くなることを得て還三輩生の者に同じ」と。當に是五百年の末に方に罪を識りて悔を生ずべしのみ。


  問て曰く。疑或心を以て安樂に往生するものを名けて胎生と曰はば、云何が疑を起すや。


  答て曰く。『經』の中に但「疑或不信」と云ひて疑意する所以を出さず、不了の五句を尋ねて敢て對治を以て之を言はん。「不了佛智」とは、謂く佛の一切種智を信了すること能はざるなり。「不了の故に疑を起す」、此の一句は總じて所疑を辨ず。下の四句は一一に所疑を對治す。疑に四意有り。


  一には疑はく、阿彌陀佛を憶念するも必ずしも安樂に往生することを得ざらん、何を以ての故に、『經』（業道經）に言く。「業道は秤の如し、重き者先づ牽く」と。云何ぞ一生、或は百年、或は十年、一日も惡として造らずといふこと无きもの、但十念相續するを以て便ち往生することを得て、即ち正定聚に入りて畢竟して退せず、三途の諸苦と永く隔てんや。*371若し爾らば先牽の義何を以てか信を取らん。又曠劫より已來備に諸行を造る、有漏の法は三界に繋屬せり、云何ぞ三界の結或を斷ぜずして直少時に阿彌陀佛を念ずるを以て便ち三界を出でんや。繋業の義復云何がせんと欲すと。此の疑を對治するが故に不思誼智と言ふ。不思誼智とは、謂く佛の智力は能く少を以て多と作し多を以て少と作し、近を以て遠と爲し遠を以て近と爲し、輕を以て重と爲し重を以て輕と爲し、長を以て短と爲し短を以て長と爲す。是の如き等の智、无量无邊不可思誼なり。譬へば百夫百年薪積を聚めて高さ千仞なるを、豆許の火もて焚くに半日に便て盡くるが如し。又?者他の船に寄載すれば風帆の勢に因て一日に千里せんが如し、豈に?者云何ぞ一日にして千里に至らんと言ふことを得べけんや。又下賤の貧人一の瑞物を獲て以て王に貢るに、王得る所を慶びて諸の重賞を加へ、斯須の頃に富貴望に盈つるが如し。豈以て數十年貧しく仕へて備に辛懃を盡くせども達せずして歸る者あるをもて彼の富貴を言ひて此の事无しといふことを得べけんや。又劣夫の己身の力を以て驢に擲ち上らざれども、轉輪王の行に從へば便ち虚空に乘じて飛?自なるが如し。復擲驢の劣必ず空に乘ずること能はずと言ふことを得べけんや。又十圍の索は千夫も制らざれども、童子?を揮へば瞬頃に兩分するが如し、豈一の小兒の力索を斷ずと言ふことを得べけんや。又鴆鳥水に入れば魚?斯に斃れ、犀角泥に觸るれば死せる者咸起つが如し、豈性命一び斷たば生くべきこと无しと得べけんや。又黄鵠子安を呼ぶに子安還活るが如し、豈墳下千歳決め甦るべきこと无しと得べけんや。一切の万法は皆自力・他力、自攝・他攝有りて、千開万閇无量无邊なり、安ぞ一有礙の識を以て无礙の法を疑ふことを得んや。又五の不思誼の中に佛法最不可思誼なり、而るに百年の惡を以て重と爲し、十念の念佛を疑ひて輕と爲して、安樂に往生して正定聚に入ることを得ずといはば、是の事然らず。


  二には疑はく、佛智は人に於て玄絶と爲さず、何を以ての故に、夫れ一切の名字は相待從り生じ、覺智は不覺從り生じ、方に迷ふ如きは記方從り生ず。若し迷をして絶えて迷はざらしめば迷卒に解けざるべし、迷若し解くべくんば必ず迷へる者の解なり、亦解れる者の迷解とも云うべし、迷と解と解と迷と手を反覆するが猶きのみ、*372乃ち明昧を異と爲すべきのみ、亦安ぞ超然たることを得ん哉と。此の疑を起すが故に、佛の智慧に於て疑を生じて信ぜず。此の疑を對治するが故に「不可稱智」と言ふ。不可稱智とは、言ふこころは佛智は稱謂を絶し相形待するに非ず。何を以てか之を言ふとならば、法若し是有ならば必ず有を知るの智有り、法若し是无ならば亦應に无を知るの智有るべし、諸法は有无を離るが故に佛、諸法に冥ふときは則ち智相待を絶す、汝解迷を引きて喩と爲すも、猶是一迷のみ、迷解を成ぜず、亦夢中にして他の與に夢を解くが如し、夢を解くと云ふと雖も是夢ならざるに非ず。知を以て佛を取るも佛を知ると曰はず、不知を以て佛を取るも亦佛を知るに非ず。非知非不知を以て佛を取るも亦佛を知るに非ず、非非知非非不知を以て佛を取るも亦佛を知るに非ず。佛智は此の四句を離れたり、之を縁ずる者は心行滅し、之を指ふる者は言語斷ず、是の義を以ての故に『釋論』（智度論卷一八）に言く。「若し人般若を見る、是則ち縛せ被れたりと爲す。若し般若を見ざるも、是亦被れたりと爲す。若し人般若を見る、是則ち解脱と爲し、若し般若を見ざるも、是亦解脱と爲す」と。此の偈の中に説かく。「四句を離れざる者を縛と爲し、四句を離るる者を解と爲すといへり」と。汝佛智は人と玄絶ならずと疑はば、是の事然らず。


  三には疑はく、佛は實に能はず一切衆生を度したまふこと、何を以ての故に、過去世に无量阿僧祇恒沙の諸佛有ます、現在十方世界にも亦无量无邊阿僧祇恒沙の諸佛有ます。若し佛をして實に能く一切衆生を度せしむるときは、則ち應に久しく復三界无かるべし、第二の佛は則ち應に復衆生の爲に菩提心を發し、具に淨土を脩して衆生を攝受したまふべからず。而るに實には第二の佛有まして衆生を攝受したまふ、乃至實には三世十方无量の諸佛有まして衆生を攝受したまふ。故に知る、佛は實に一切衆生を度したまふこと能はずと。此の疑を起すが故に、阿彌陀佛に於て有量の想を作す。此の疑を對治するが故に「大乘廣智」と言ふ。大乘廣智とは、言ふこころは佛は法として知りたまはずといふこと无く、煩惱として斷じたまはずといふこと无く、善として備えたまはずということ无く、衆生として度したまはずといふこと无し。三世十方の佛有ます所以は、五義有り。一には若し第二の佛无く乃至阿僧祇恒沙の諸佛无からしめば、佛便ち一切衆生を度したまふこと能はず。實に能く一切衆を度したまふを以ての故に則ち十方无量諸佛有ます、諸佛は即ち是前佛の度したまふ所の衆生なればなり。二には若し一佛一切衆生を度し盡くせば、*373後に亦應に佛有しますべからず。何を以ての故に、覺他の義无きが故に、復何の義に依てか三世の佛有ますと説かんや、覺他の義に依るが故に佛佛皆一切衆生を度したまふと説くなり。三には後佛能く度したまふは、猶是前佛の能なり、何を以ての故に、前佛に由て後佛有るが故に、譬へば帝王の冑相紹襲することを得るは後王即ち是前王の能なるが如きが故に。四には佛力能く衆生を度したまふと雖も、要ず須く因縁有るべし。若し衆生前佛と因縁无くば、復後佛を?つべし。是の如く无縁の衆生の動もすれば百千万佛を逕るも聞かず見ざるは、佛力劣なるには非ざるなり。譬へば日月の四天下に周くして諸の闇冥を破すれども而も盲者は見ず、日の明ならざるには非ざるなり、雷聲耳に震へども而も聾者は聞かず、聲の勵しからざるには非ざるが如し。諸の縁理を覺するを之を号けて佛と曰ふ、若し情強ひて縁に違せば正覺に非ざるなり。是の故に衆生无量なれば佛も亦无量なり、佛は有縁・无縁を問ふこと莫く何ぞ盡く一切衆生を度したまはざるやと微するは、理言に非ざるなり。五には衆生若し盡きなば世間即ち有邊に墮せ、是の義を以ての故に則ち无量の佛有しまして一切衆生を度したまふ。　問て曰く。若し衆生盡くべからざれば世間復无邊に墮せん、无邊の故に佛則ち實に一切衆生を度したまふこと能はざるや。答て曰く。世間は有邊に非ず无邊に非ず、亦四句を絶す。佛は衆生をして此の四句を離れしめたまふ、之を名けて度と爲す、其の實は度に非ず不度に非ず、盡に非ず不盡に非ず、譬へば夢に大海を渡るに濤波の諸難に値ひ、其の人畏怖して叫ぶ聲外に徹る、人有ありて喚び覺すに坦然として憂无きが如し、但渡を爲すは夢なり、渡を爲さざるは河なり。　問て曰く。渡と不渡と皆邊見に墮すと言はば、何を以てか但一切衆生を度するを大乘廣智と爲すと説きて、衆生を渡せざるを大乘廣智と爲すと説かざるや。答て曰く。衆生は苦を厭い樂を求め縛を畏れ解を求めずといふこと莫し。渡を聞けば則ち歸向し、不渡を聞けば渡せざる所以を知らずして、便ち佛は大慈悲に非ずと謂ひて、則ち歸向せず。歸向せざるが故に長く久夢に寢て息むべきに由无し。是の人の爲の故に多く渡を説きて不渡を説かず。復次に『无行經』（諸法無行經卷下）に亦言く。「佛は佛道を得たまはず、亦衆生を度したまはざるも、凡夫強ひて佛と作り衆生を度したまふと分別す」と。衆生を度すと言ふは是對治悉檀なり。衆生を度せずと言ふは是第一義悉檀なり。二言各々所以有りて相違背せず。　問て曰く。如し夢息むことを得ば、豈是度にあらずや。*374若し一切衆生の所夢皆息めば、世間豈盡きざらんや。答て曰く。説きて世間と爲すも、若し夢息むときは則ち夢者无し、若し夢者无くば亦渡者をも説かず、是の如く世間は即ち出世間と名くと知らば无量の衆生を度すと雖も則ち顛倒に墮せず。


  四には疑はく、佛は一切種智を得たまはず、何を以ての故に、若し遍く諸法を知りたまはば、諸法有邊に墮するが故に、若し遍く知ること能はざれば則ち一切種智に非ざるが故にと。此の疑を對治するが故に「无等无倫最上勝智」と言ふ。无等无倫最上勝智とは、凡夫の智は虚妄なり、佛の智は如實なり、虚と實と玄かに殊なり、理等しきことを得ること无し、故に无等と言ふ。聲聞辟支佛は知る所有らんと欲すれば入定して方に知る、出定しては知らず、又知るも限有り。佛は如實三昧を得、常に深定に在まして遍く万法の二と无二とを照らしたまふ、深浅倫に非ず、故に无倫と言ふ。八地已上の菩薩は報生三昧を得て用て出入无しと雖も、而も習氣微熏三昧極めて明淨ならず、佛智に形待するに猶有上と爲す。佛は智斷具足して法の如くにして照したまふ、法无量なるが故に照も亦无量なり、譬へば函大なれば盖亦大なるが如し。此の三句亦展轉して相成ずべし佛智は與に等しき者无きを以ての故に、所以に无倫なり、无倫なるを以ての故に最上勝なり、亦最上勝なるが故に无等なり、无等なるが故に无倫なりといふべし。但无等と言ふに便ち足んぬ、復何を以てか下二句を須ふるとならば、須陀?智の如きは阿羅漢と等しからざれども、而も是其の類なり、初地より十地に至るも亦是の如し。智は等しからずと雖も其倫ならざるに非ず、何を以ての故に、最上に非ざるが故に、汝知の有邊と无邊とを以て難と爲して、佛は一切智に非ずと疑はば、是の事然ならず。


  問て曰く。下輩生の中に十念相續して便ち往生を得と云へり、云何なるをか名けて十念相續と爲すや。答て曰く。譬へば人有りて空曠の?なる處にして怨賊に値遇するに、刃を拔き勇を奮ひて直に來りて取らんと欲す、其人到り走りて一河を渡るべきを視る、若し河を渡ることを得ば、首領全かるべし。爾時河を渡る方便を念ず、我岸に至れば衣を着して渡るとや爲ん、衣を脱して渡るとや爲ん。若し衣納を着せば恐らくは過ぐることを得ざらん、若し衣納を脱がんには恐らくは暇を得ること無けんと。但此の念のみ有りて更に他縁無し、一ら何にして當に河を渡るべしと念はん、即ち是一念なり。是の如く十念餘心を雑へざるを名けて十念相續と爲るが如し。行者も亦爾なり、阿彌陀佛を念ずるに、*375彼の渡を念ずるが如くにして于十念を逕ふべし。若しは佛の名字を、若しは佛の相好を念じ、若しは佛の光明を念じ、若しは佛の神力を念じ、若しは佛の功徳を念じ、若しは佛の智惠を念じ、若しは佛の本願を念じて他心間雜すること无く、心心相次ぎ乃至十念するを名けて十念相續と爲す。一往十念相續と言へば難からざるに似若たり、然れども凡夫、心は野馬の猶く、識は猿猴よりも劇し、駛して六塵に馳暫も停息すること无し、宣く信心を及ぼして預して自ら剋念して積習して性を成し善根堅固ならしむべしなり。佛頻婆娑羅王に告げたまふが如し、人善行を積めば死するに惡念无し、樹の西に傾き倒るるに必ず曲れるに隨ふが如きなり。若し刀風一び至らしめば百苦身に湊まる、習在らざんば懷念何ぞ辨ずべけん。又宜く同志五三共に言要を結びて命終に垂たる時、迭に相開曉して爲に阿彌陀佛の名號を稱じて安樂に生まれんと願じ、聲聲相次で十念を成ぜしむべしなり。譬へば臈印もて泥に印するに、印壞して文成ずるが如く、此に命斷する時は即ち是安樂國に生ずる時なり。一び正定聚に入れば更に何の憂ふる所あらん。


  



  略論安樂淨土義


  *377


  安樂集卷上



  



  釋道綽撰


  



  ［總説］


  此の安樂集一部の内に、總じて十二の大門有り。皆經論を引きて證明し信を勸め往を求めしむ。


  



  ［第一大門］


  今先づ第一大門の内に就て、文義衆しと雖も略して九門を作りて料簡し、然る後文に造らん。第一に敎興の所由を明して時に約し機に被らしめて淨土に勸歸せしむ。第二に諸部の大乘に據て説聽の方軌を顯す。第三に大乘の聖敎に據て諸の衆生の發心の久近、供佛の多少を明して、時會の聽衆をして力め勵みて發心せしめんと欲す。第四に諸經の宗旨の不同を辨ず。第五に諸經の得各々異なることを明かす。『涅槃』・『般若經』等の如きは法に就て名と爲す。自ら喩へに就く有り、或は事に就く有り、亦時に就き處に就く有り、此の例一に非ず。今此の『觀經』は人法に就て名を爲す。「佛」は是人の名、「説觀無量壽」は是法の名なり。第六に説人の差別を料簡す。諸經の起説五種を過ぎず。一には佛の自説、二には聖弟子の説、三には諸天の説、四には神仙の説、五には變化の説なり。此の『觀經』は、五種の説の中世尊の自説なり。第七に略して眞・應二身を明し并に眞・應二土を辨ず。第八に彌陀の淨國は位上下を該ね凡聖通じて往くことを顯す。第九に彌陀の淨國の三界の攝と不攝とを明すなり。


  



  *378［第一大門　一、敎興所由］


  第一大門の中、敎興の所由を明して、時に約し機に被らしめて淨土に勸歸せしむれば、若し敎時機に赴けば脩し易く悟り易し、若し機と敎と時と乖けば脩し難く入り難し。是の故に『正法念經』（座禪三昧經卷下意？）に云く。「行者一心に道を求めん時、常に當に時と方便とを觀察すべし。若し時を得ざれば方便無し。是を名けて失と爲す、利と名けず。何とならば、濕へる木を攅りて以て火を求めんに火得べからず、時に非ざるが故に、若し乾きたる薪を折りて以て水を覓めんに、水得べからず、智無きが如しの故に」と。是の故に『大集の月藏經』（大集經卷五五意）に云く。「佛滅度の後の第一の五百年には、我が諸の弟子慧を學ぶこと堅固を得ん。第二の五百年には、定を學ぶこと堅固を得ん。第三の五百年には、多聞・讀誦を學ぶこと堅固を得ん。第四の五百年には、塔寺を造立し福を脩し懺悔すること堅固を得ん。第五の五百年には、白法隱滯して多く諍訟有らん。微しき善法有りて堅固を得ん」と。又彼の『經』（大集月藏經卷一一・一七・二六等意？）に云く。「諸佛の世に出でたまふに四種の法有りて衆生を度したまふ。何等をか四と爲す。一には口に十二部經を説く。即ち是法施もて衆生を度したまふなり。二には諸佛如來には無量の光明・相好有ます。一切衆生、但能く心を繋けて觀察すれば益を獲ざるといふこと無し。是即ち身業もて衆生を度したまふなり。三には無量の德用・神通道力・種種の變化有ます。即ち是神通力もて衆生を度したまふなり。四には諸佛如來には無量の名號有ます。若しは總若しは別なり。其れ衆生有りて心を繋けて稱念すれば、障を除き益を獲て皆佛前に生ぜずといふこと莫し。即ち是名號もて衆生を度したまふなり」と。今の時の衆生を計るに即ち佛世を去りたまひて後の第四の五百年に當れり。正しく是懺悔し福を脩し、佛の名號を稱すべき時の者なり。若し一念阿彌陀佛を稱するに、即ち能く八十億劫の生死の罪を除卻せん。一念既に爾なり、況や常念に脩するは即ち是恆に懺悔する人なり。又若し聖を去ること近ければ即ち前の者定を脩し慧を脩するは是其の正學にして、後の者は是兼なり。如し聖を去ること已に遠ければ則ち後の者名を稱するは是正にして、*379前の者は是兼なり。何の意ぞ然るとなれば、寔に衆生聖を去ること遙遠にして、機解浮淺暗鈍なるに由るが故なり。是を以て韋提大士自ら爲及末世の五濁の衆生の輪廻多劫にして徒に痛燒を受くるを哀愍するが故に、能く假に苦の縁に遇ひて出路を諮開すること豁然たり。大聖慈を加へ極樂に勸歸せしむ。若し斯に於て進趣せんと欲せば勝果階ひ難し。唯淨土の一門のみ有りて情を以て?ひて趣入すべし。若し衆典を披き尋ねんと欲せば勸むる處彌々多し。遂に以て眞言を採り集めて往益を助脩せしむ。何となれば前に生れん者は後を導き、後に去かん者は前を訪へ、連續無窮にして願はくは休止せざらしめんと欲す。無邊の生死海を盡さんが爲の故なり。


  



  ［第一大門　二、説聽方軌］


  第二に諸部の大乘に據りて説聽の方軌を明さば、中に於て六有り。第一に『大集經』（卷一一意）に云く。「説法の者に於ては醫王の想を作せ、拔苦の想を作せ。所説の法をば甘露の想を作せ、醍醐の想を作せ。其れ聽法の者をば增長勝解の想を作せ、愈病の想を作せ。若し能く是の如き説者・聽者は、皆佛法を紹隆するに堪へたり、常に佛前に生ぜん」と。


  第二に『大智度論』（卷一）に云く。「聽者は端視して渇飮の如くせよ。一心に語議の中に入りて法を聞きて踊躍し心に悲喜す。是の如きの人に應に爲に説くべし」と。


  第三に彼の『論』（大智度論卷二八意）に又云く。「二種の人有りて福を得ること無量無邊なり。何等をか二と爲す。一には樂説法の人、二には樂聽法の人なり。是の故に阿難佛に白して言さく。舍利弗・目連何を以てか得る所の智慧・神通、聖弟子の中に於て最も殊勝と爲るや。佛阿難に告げたまはく。此の二人は因中の時に於て法の因縁の爲に千里を難しとせず。是の故に今日最も殊勝爲り」と。


  *380第四に『無量壽大經』（卷下）に云く。「若し人善本無ければ此の經を聞くことを得ず。淸淨に戒を有てる者乃し正法を聞くことを獲ん」と。


  第五（大經卷下意）に云く。「曾更世尊を見しもの則ち能く此の事を信ず。億の如來に奉事して樂みて是の如きの敎を聞かん」と。


  第六に『無量淸淨覺經』（卷四意）に云く。「善男子・善女人淨土の法門を説くを聞きて心に悲喜を生じて身の毛爲に豎ちて拔け出づるが如くなる者は、當に知るべし、此の人は過去宿命に已に佛道を作せるなり。若し復人有りて淨土の法門を開くを聞きて都て信を生ぜざる者は、當に知るべし、此の人は始めて三惡道より來りて殃咎未だ盡きず、此が爲に信向無きのみ。我説く、此の人は未だ解脱を得べからずなり」是の故に『無量壽大經』（卷下）に云く。「?慢と弊と懈怠とは以て此の法を信ずること難し」と。


  



  ［第一大門　三、發心久近］


  第三に大乘の聖敎に據て衆生の發心の久近、供佛の多少を明さば、『涅槃經』（北本卷六・南本卷六意）に云ふが如し。「佛迦葉菩薩に告げたまはく。若し衆生有りて煕連半恆河沙等の諸佛の所に於て菩提心を發して、然して後に乃し能く惡世の中に於て是の大乘經典を聞きて誹謗を生ぜず。若し一恆河沙等の佛の所に於て菩提心を發すこと有りて、然して後に乃し能く惡世の中に於て經を聞きて誹謗を起さず、深く愛樂を生ぜん。若し二恆河沙等の佛の所に於て菩提心を發すこと有りて、然して後に乃し能く惡世の中に於て是の法を謗せず、正解し信樂し受持し讀誦せん。若し三恆河沙等の佛の所に於て菩提心を發すこと有りて、然して後に乃し能く惡世の中に於て是の法を謗せず、經卷を書寫す。人の爲に説くと雖も未だ深義を解せず」と。何を以ての故に此の如きの敎量を須ふるとならば、今日坐下にして經を聞く者曾已に發心して多佛を供養せることを彰さんが爲なり。又大乘經の威力不可思議なることを顯すなり。是の故に『經』（北本涅槃經卷六・南本涅槃經卷六意）に云く。「若し衆生有りて是の經典を聞かば、億百千劫にも惡道に墮せず。何を以ての故に、*381是の妙經典の流布する所處、當に知るべし、其の地は即ち是金剛なり。是の中の諸人亦金剛の如し」と。故に知んぬ、經を聞きて信を生ずる者は皆不可思議の利益を獲るなり。


  



  ［第一大門　四、宗旨不同］


  第四に次に諸經の宗旨の不同を辨ずとは、若し『涅槃經』に依らば佛性を宗と爲す。若し『維摩經』に依らば不可思議解脱を宗と爲す。若し『般若經』に依らば空慧を宗と爲す。若し『大集經』に依らば陀羅尼を宗と爲す。今此の『觀經』は觀佛三昧を以て宗と爲す。若し所觀を論ぜば依正二報に過ぎず。下に諸觀に依て辨ずる所の如し。若し『觀佛三昧經』（卷一意）に依らば云く。「佛父王に告げたまはく。諸佛の出世に三種の益有り。一には口に十二部經を説き、法施もて利益して能く衆生の無明の暗?を除き、智慧の眼を開き諸佛の前に生じて早く無上菩提を得しむ。二には諸佛如來に身相光明無量の妙好有ます。若し衆生有りて稱念し觀察すれば、若しは總相若しは別相、佛身の現在・過去を問ふこと無く、皆能く衆生の四重・五逆を除滅して永く三途に背き、意の所樂に隨ひて常に淨土に生じ、乃至成佛す。三には父の王の勸めて念佛三昧を行ぜしめたまふ。父の王、佛に白さく。佛地の果德眞如實相第一義空、何に因てか弟子をして之を行ぜ遣めざると。佛父王に告げたまはく。諸佛の果德には無量深妙の境界・神通・解脱有ます。是凡夫所行の境界に非ざるが故に、父王を勸めて念佛三昧を行ぜしめたてまつると。父王佛に白さく。念佛の功其の状云何ぞと。佛父王に告げたまはく。伊蘭林の方四十由旬ならんに、一科の牛頭栴檀有り、根芽有りと雖も猶未だ土を出でず、其の伊蘭林唯臭くして香ばしきこと無し、若し其の花菓を?すること有らば狂を發して死せん。後の時に栴檀の根芽漸漸く生長して纔に樹に成らんと欲す、香氣昌盛にして遂に能く此の林を改變して普く皆香美ならしむ。*382衆生見る者皆希有の心を生ぜんが如し。佛父王に告げたまはく。一切衆生生死の中に在りて念佛の心も亦復是の如し。但能く念を繋けて止まざれば定んで佛前に生ぜん。一び往生を得れば即ち能く一切の諸惡を改變して大慈悲を成ぜんこと彼の香樹の伊蘭林を改むるが如し」。言ふ所の伊蘭林は、衆生の身の内の三毒・三障、無邊の重罪に喩ふ、栴檀と言ふは、衆生の念佛の心に喩ふ。纔に樹と成らんと欲すといふは、謂く一切衆生但能く念を積みて斷えざれば業道成辨するなり。問て曰く。一切衆生の念佛の功を計して亦應に一切知るべし。何に因てか一念の力能く一切の諸障を斷つこと、一の香樹の四十由旬の伊蘭林を改めて悉く香美ならしむるが如くならんや。答て曰く。諸部の大乘に依て念佛三昧の功能の不可思議なるを顯さんとなり。何とならば『華嚴經』（晋譯卷五九意）に云ふが如し。「譬へば人有りて師子の筋を用て以て琴の絃と爲んに音聲一び奏するに一切の餘の絃悉く皆斷壞するが如し。若し人菩提心の中に念佛三昧を行ずるは、一切の煩惱、一切の諸?悉く皆斷滅す。亦人有りて牛・羊・驢馬一切の諸の乳を搆り取りて一器の中に置かんに、若し師子の乳一渧を持て之を投るるに直に過ぎて難り無し、一切の諸乳悉く皆破壞して變じて淸水と爲るが如し。若し人但能く菩提心の中に念佛三昧を行ずれば、一切の惡魔諸渧?直に過ぐるに難り無し」。又彼の『經』（晋釋華嚴經卷五九意）に云く。「譬へば人有りて翳身藥を持て處處に遊行するに、一切の餘人是の人を見ざるが如し。若し能く菩提心の中に念佛三昧を行ずれば一切の惡神一切の諸?是の人を見ず。所詣の處に隨ひて能く遮障すること無きなり。何が故に能く爾るとならば、此の念佛三昧は、即ち是一切三昧の中の王なるが故なり」と。


  



  ［第一大門　七、三身三土］


  第七に略して三身三土の義を明さば、問て曰く。今現在の阿彌陀佛は是何なる身ぞ、極樂の國は是何なる土ぞや。答て曰く。*383現在の彌陀は是報佛、極樂寶莊嚴國は是報土なり。然るに古舊相傳へて皆阿彌陀佛は是化身、土も亦是化土なりと云へり、此を大失と爲すなり。若し爾らば穢土も亦化身の所居なり、淨土も亦化身の所居ならば、未審し、如來の報身更に何れの土に依るや。今『大乘同性經』に依て報化淨穢を辨定せば、『經』（卷下意）に云く。「淨土の中の成佛は悉く是報身なり、穢土の中の成佛は悉く是化身なり」と。彼の『經』（大乘同性經卷下意）に云く。「阿彌陀如來・蓮華開敷星王如來・龍主王如來・寶德如來等の諸の如來の淸淨の佛刹に、現に道を得し者、當に道を得べし者、是の如きの一切は皆是報身の佛なり。何者か如來の化身なる。由し今日の踊歩健如來・魔恐怖如來の如き、是の如き等の一切の如來、穢濁世の中に現に成佛せる者、當に成佛と成すべき者、兜率より下り乃至一切の正法・一切の像法・一切の末法を住持する如き、是の如きの化事、皆是化身の佛なり。何者か如來の法身なる。如來の眞法身は、色無く形無く、現無く著無く、見るべからず、言説無く住處無く、生無く滅無し。是を眞法身の義と名く」と。　問て曰く。如來の報身は常住なり。云何ぞ『觀音授記經』（意）に、「阿彌陀佛入涅槃の後、觀世音菩薩次で佛處を補ふ」と云ふや。答て曰く。此は是報身の隱沒の相を示現するなり、滅度には非ざるなり。彼の『經』（觀音授記經意）に云く。「阿彌陀佛入涅槃の後、復深厚善根の衆生有りて還見ること故の如し」と。即ち其の證なり。又『寶性論』（卷四意）に云く。「報身に五種の相有ます。説法と及び可見と諸業不休息及び休息隱沒と、示現不實體となり」と。即ち其の證なり。　問て曰く。釋迦如來の報身・報土は何れの方にか在るや。答て曰く。『涅槃經』（北本卷二四・南本卷二二意）に云く。*384「西方此の四十二恆河沙の佛土を去りて世界有り、名けて無勝と曰ふ。彼の土の所有莊嚴亦西方極樂世界の如し、等しくして異有ること無し。我彼の土於り世に出現して、衆生を化せんが爲の故に來りて此の娑婆國土に在り。但我此の土に出づるのみに非ず、一切の如來も亦復是の如し」と。即ち其の證なり。　問て曰く。『鼓音經』（意）に云く。「阿彌陀佛に父母有り」と。明かに知んぬ、是報佛・報土に非ずや。答て曰く。子は但名を聞きて經の旨を究め尋ねずして此の疑を致す。謂つべし、之を毫毛に錯りて之を千里に失すと。然れども阿彌陀佛亦三身を具したまへり。極樂に出現したまふは即ち是報身なり、今父母有りと言ふは、是穢土の中に示現したまへる化身の父母なり。亦釋迦如來の如し。淨土の中に成じたまふは、其れ報佛なり。此の方に應來して父母有ることを示して成じたまへる、其れ化佛なり。阿彌陀佛も亦復是の如し。又『鼓音聲經』（意）に云ふが如し。「爾の時阿彌陀佛聲聞衆と倶なりき、國を淸泰と號す、聖王の所住なり、其の城は縱廣十千由旬なり。阿彌陀佛の父は是轉輪聖王なり、王をば月上と名け、母を殊勝妙顏と名く。魔王をば無勝と名け、佛子を月明と名け、提婆達多をば寂意と名け、給侍の弟子をば無垢稱と名く」と。又上來引く所は竝びに是化身の相なり。若し是淨土ならば豈輪王及び城女人等有らんや。此即ち文義昞然なり、何ぞ分別を待たん。皆善く尋ね究めずして名に迷ひて執を生ぜしむることを致すなり。　問て曰く。若し報身に隱沒休息の相有らば、亦淨土に成壞の事有るべし。答て曰く。斯の如きの難は古より今に將りて義亦通じ難し。然りと雖も今敢て經を引きて證と爲す。義亦知るべし。譬へば佛身は常住なれども衆生涅槃有りと見るが如し。淨土も亦爾なり。體は成壞に非ざれども衆生の所見に隨ひて成有り壞有り。『華嚴經』（晋譯卷四）に云ふが如し。「由し導師の種種無量の色を見るが如く、衆生の心行に隨ひて佛刹を見ることも亦然なり」と。*385是の故に『淨土論』（道安）に云く。「一質成ぜざるが故に淨穢虧盈有り。異質成ぜざるが故に原を搜れば則ち冥一なり。無質成ぜざるが故に縁起すれば則ち萬形なり」と。故に知んぬ、若し法性の淨土に據らば則ち淸濁を論ぜず、若し報化の大悲に據らば則ち淨穢無きに非ざるなり。又汎く佛土を明して機感の不同に對するに、其の三種の差別有り。一には眞より報を垂るるを名けて報土と爲す。猶し日光の四天下を照らすが如し、法身は日の如く報化は光の如し。二には無而忽有なる之を名けて化と爲す。即ち『四分律』（卷三一意）に云ふが如し。「錠光如來提婆城を化して拔提城と相近くして共に親婚を爲して往來す。後の時に忽然火を化して燒卻す。諸の衆生をして此の無常を覩せしめて厭を生じ佛道に歸向せしめずといふこと莫し」と。是の故に『經』（維摩經卷中意）に云く。「或は劫火燒きて天地皆洞然なるを現じて、衆生の常想有るものをして照らかに無常を知らしめ、或は貧乏を濟はんが爲に現じて無盡藏を立し、縁に隨ひて廣く開導して菩提心を發さしむ」と。三には穢を隱し淨を顯す。『維摩經』（卷上意）の如し。「佛足指を以て地を按じたまふに三千刹土嚴淨ならずといふこと莫し」と。今此の無量壽國は即ち是眞より報を垂るる國なり。何を以てか知ることを得る、『觀音授記經』（意）に依るに云く。「未來に觀音成佛して阿彌陀佛の處に替りたまふ」と。故に知んぬ、是報なり。


  



  ［第一大門　八、凡聖通往］


  第八に彌陀の淨國は位上下を該ね凡聖通じて往くことを明かすとは、今此の無量壽國は是其の報の淨土なり。佛願に由るが故に、乃ち上下を該通して凡夫の善をして竝に往生を得しむることを致す。上を該するに由るが故に天親・龍樹及び上地の菩薩亦皆生ずるなり。是の故に『大經』（卷下意）に云く。「彌勒菩薩佛に問ひたてまつる。未だ知らず、此の界に幾許の不退の菩薩有りて彼國に生ずることを得るやと。佛言はく。此の娑婆世界に六十七億の不退の菩薩有りて皆當に往生すべし」と。若し廣く引かんと欲はば餘方皆爾なり。　*386問て曰く。彌陀の淨國既に位上下を該ね凡聖を問ふこと無く皆通じて往くと云はば、未だ知らず唯無相を脩して生ずることを得るや、爲は當た凡夫の有相も亦生ずることを得るや。答て曰く。凡夫は智淺くして多く相に依て求むるに決して往生することを得。然るに相善は力微なるを以て但相土に生じて唯報化の佛を覩る。是の故に『觀佛三昧經』（卷九意）の菩薩本行品に云く。「文殊師利、佛に白して言さく。當に知るべし、我過去無量劫數に凡夫爲りし時を念ふに、彼の世に佛有ましき、寶威德上王如來と名く。彼の佛出でたまひし時今と異なること無し。彼の佛亦長丈六、身紫金色にして三乘の法を説きたまふこと釋迦文の如し。爾の時彼の國に大長者有り、一切施と名く。長者に子有り、名けて戒護と曰ふ。子母胎に在りし時、母敬信を以ての故に預して其の子の爲に三歸依を受く。子既に生じ已りて年八歳に至るに、父母佛を請じ家に於て供養したてまつる。童子佛を見たてまつりて佛の爲に禮を作す。佛を敬ふ心重くして目暫くも捨てず。一たび佛を見たてまつるが故に即ち百萬億那由他劫の生死の罪を除卻することを得。是より以後常に淨土に生じて即ち百億那由他恆河沙の佛に値遇したてまつることを得たり。是の諸の世尊亦相好を以て衆生を度脱したまふ。爾の時童子一一に親しく侍へて間に空しく缺くること無し。禮拜し供養し合掌して佛を觀たてまつる。因縁力を以ての故に復百万阿僧祇の佛に値遇したてまつることを得。彼の諸佛等も亦色身相好を以て衆生を化度したまふ。是より以後即ち百千億の念佛三昧門を得、復阿僧祇の陀羅尼門を得たり。既に此を得已りて諸佛現前して乃ち爲に無相の法を説きたまふ。須臾の間に首楞嚴三昧を得。時に彼の童子、但三歸を受けて一び佛を禮する故に、諦かに佛身を觀じて心に疲厭無し。此の因縁に由て無數の佛に値ふ、何に況や念を繋けて具足し思惟して佛の色身を觀ぜんをや。時に彼の童子豈異人ならんや。是我が身なりと。爾の時世尊文殊を讚じて言はく。*387善い哉善い哉、汝一び佛を禮するを以ての故に無數の諸佛に値ふことを得たり。何に況や未來の我が諸の弟子、懃ろに佛を觀ずん者、懃ろに佛を念ぜん者をやと。佛阿難に敕したまはく。汝文殊師利の語を持ちて?く大衆及び未來世の衆生に告げよ。若しは能く佛を禮せん者、若しは能く佛を念ぜん者、若しは能く佛を觀ぜん者は、當に知るべし、此の人は文殊師利と等しくして異有ること無し。身を捨てて他世に文殊師利等の諸の菩薩其の和上と爲ると。此の文を以て證す。故に知んぬ、淨土は相土に該通す、往生せんこと謬らず。若し無相離念を體と爲すと知りて、而も縁中求住する者は多く應に上輩の生なるべし。是の故に天親菩薩の『論』（論註卷下意）に云く。「若し能く二十九種の莊嚴淸淨を觀ずれば即ち略して一法句に入る。一法句とは謂く淸淨句なり。淸淨句とは即ち是智慧無爲法身なるが故にと。何が故に廣略相入を須ふるとならば、但諸佛・菩薩に二種の法身有ます。一には法性法身、二には方便法身なり。法性法身に由るが故に方便法身を生ず、方便法身に由るが故に法性法身を顯出す。此の二種の法身は異にして分つべからず、一にして同ずべからず。是の故に廣略相入す。菩薩若し廣略相入を知らずば則ち自利利他すること能はず。無爲法身とは即ち法性身なり。法性寂滅なるが故に即ち法身は無相なり。法身無相なるが故に則ち能く相ならざること無し。是の故に相好莊嚴即ち是法身なり。法身無知なるが故に則ち能く知らざること無し。是の故に一切種智は即ち是眞實の智慧なり。縁に就て總別二句を觀ずることを知ると雖も實相に非ざること莫きなり。實相を知るを以ての故に即ち三界の衆生の虚妄の相を知るなり。三界の衆生の虚妄を知るを以ての故に即ち眞實の慈悲を起すなり。眞實の慈悲を知るを以ての故に即ち眞實の歸依を起すとなり」と。今の行者緇素を問ふこと無く、但能く生・無生を知りて二諦に違はざる者は多く應に上輩生に落在すべし。


  



  *388［第一大門　九、三界攝不］


  第九に彌陀の淨國の三界の攝と不攝とを明かす。　問て曰く。安樂國土は三界の中に於て何れの界の所攝ぞや。答て曰く。淨土は勝妙にして體世間を出づ。此の三界は乃ち是生死凡夫の闇宅なり。復苦樂少しく殊に、脩短異有りと雖も、統如て之を觀ずるに有漏の長津に非ざること莫し。倚伏相乘して循環無際なり。雜生の觸受四倒長く溝はる。且は因且は果、虚僞相習ぐ。深く厭ふべきなり。是の故に淨土は三界の攝に非ず。又『智度論』（卷三八意）に依るに云く。「淨土の果報は欲無きが故に欲界に非ず、地居の故に色界に非ず、形色有るが故に無色界に非ず、地居と言ふと雖も精勝妙絶なり」と。是の故に天親の『論』（浄土論）に云く。「彼の世界の相を觀ずるに、三界の道に勝過せり、究竟して虚空の如し、廣大にして邊際無し」と。是の故に『大經の讚』（讚彌陀偈）に云く。「妙土廣大にして數限を超ゆ、自然の七寶もて合成せ所れたり、佛の本願力の莊嚴より起る、淸淨大攝受を稽首したてまつる。　世界の光耀妙にして殊絶す、適悅晏安として四時無し、自利利他の力圓滿したまふ、方便巧莊嚴に歸命したてまつる」と。


  



  ［第二大門］


  第二大門の中に三番の料簡有り。第一に發菩提心を明かし、第二に異見邪執を破し、第三に廣く問答を施して疑情を釋去す。


  



  ［第二大門　一、菩提心義］


  初の發菩提心の内に就て四番有り。一には菩提心の功用を出し、二には菩提の名體を出し、三には發心異有ることを顯し、四には問答解釋す。　第一に菩提心の功用を出すとは、『大經』（卷下意）に云はく。「凡そ淨土に往生せんと欲はば要ず發菩提心を須ひるを源と爲す」と。*389云何となれば、菩提は乃ち是無上佛道の名なり。若し發心作佛せんと欲はば、此の心廣大にして法界に?周せん、此の心究竟して等しきこと虚空の如し、此の心長遠にして未來際を盡くす、此の心普く備に二乘の障を離る。若し能く一び此の心を發さば、無始生死の有淪を傾く。所有功德を菩提に廻向すれば、皆能く遠く佛果に詣りて失滅有ること無し。譬へば花を五淨に寄すれば風日にも萎まず、水を靈河に附すれば世旱にも竭くること無きが如し。


  第二に菩提の名體を出すとは、然るに菩提に三種有り。一には法身の菩提、二には報身の菩提、三には化身の菩提なり。法身の菩提と言ふは、所謂眞如實相第一義空なり。自性淸淨にして體穢染無し。理天眞に出でて修成を假らざるを名けて法身と爲す。佛道の體本を名けて菩提と曰ふ。報身の菩提と言ふは、備に萬行を修して能く報佛の果を感ず。果因に酬ゆるを以て名けて報身と曰ふ。圓通無礙なるを名けて菩提と曰ふ。化身の菩提と言ふは、謂く報より用を起し能く萬機に趣くを名けて化身と爲す。益物圓通するを名けて菩提と曰ふ。


  第三に發心異有ることを顯すとは、今謂く行者因を修し心を發すに其の三種を具せり。一には要ず須く有無本より已來自性淸淨なりと識達すべし。二には萬行を縁修す、八万四千の諸波羅蜜門等なり。三には大慈悲を本と爲して恆に運度せんと擬するを懷と爲す。此の三因は能く大菩提と相應す。故に發菩提心と名く。又『淨土論』（論註卷下意）に據らば云く。「今發菩提心と言ふは、即ち是願作佛心なり。願作佛心は、即ち是度衆生心なり。度衆生心は、即ち衆生を攝取して有佛の國土に生ぜしむるの心なり。今既に淨土に生ぜんと願ず。故に先づ須く菩提心を發すべし」と。


  *390第四に問答解釋すとは、　問て曰く。若し備に萬行を修して能く菩提を感じ成佛することを得といはば、何が故ぞ『諸法無行經』（卷上）に「若し人菩提を求むれば即ち菩提有ること無し。是の人菩提を遠ざかること猶し天と地との如し」と云へるや。答て曰く。菩提の正體は理求むるに無相なり。今相を作して求む、理實に當らず。故に人遠ざかると名くるなり。是の故に『經』（維摩経卷上）に言く。「菩提は心を以て得べからず、身を以て得べからず」と。今謂く行者修行して往いて求むるを知ると雖も、了了に理體求むること無きを識知して、仍假名を壞せず。是の故に備に万行を修す、故に能く感ずるなり。是の故に『大智度論』（卷一八意）に云く。「若し人般若を見るをば是則ち縛せ被れたりと爲す。若し般若を見ざるをば是亦縛せ被れたりと爲す。若し人般若を見るをば是則ち解脱と爲す。若し般若を見ざるをば是亦解脱と爲す」と。龍樹菩薩の『釋』に曰く。「是の中に四句を離れざるをば縛と爲し、四句を離るるをば解と爲す」と。今菩提を祈めて但能く此の如く修行すれば即ち是不行にして行なり。不行にして行なれば二諦の大道理に違せざるなり。又天親の『淨土論』（論註卷下意）に依るに云く。「凡そ發心して無上菩提に會せんと欲せば、其の二義有り。一には先づ須く三種の菩提門と相違せる法を離るべし、二には須く三種の菩提門に順ずる法を知るべし。何等をか三と爲る。一には智惠門に依て自樂を求めず、我心自身に貪著することを遠離するが故に。二には慈悲門に依て一切衆生の苦を拔く、無安衆生心を遠離するが故に。三には方便門に依て一切衆生を憐愍して、心自身を恭敬し供養する心を遠離するが故に。是を三種の菩提門相違の法を遠離すと名く。順菩提門とは、菩薩は是の如きの三種の菩提門相違の法を遠離して、即ち三種の隨順菩提門の法を得るなり。何等をか三と爲す。一には無染淸淨心。自身の爲に諸樂を求めざるが故に。菩提は是無染淸淨の處なり。若し自身の爲に樂を求むれば即ち菩提門に違す。*391是の故に無染淸淨心は是菩提に順ずる門なり。二には安淸淨心。一切衆生の苦を拔かんが爲の故に。菩提は一切衆生を安穩にする淸淨の處なり。若し心を作して一切衆生を拔きて生死の苦を離れしめずば即便ち菩提に違す。是の故に一切衆生の苦を拔くは是順菩提門なり。三には樂淸淨心。一切衆生をして大菩提を得しめんと欲するが故に、衆生を攝取して彼の國土に生ぜしむるが故に。菩提は是畢竟常樂の處なり。若し一切衆生をして畢竟常樂を得しめずば則ち菩提に違する門なり。此の畢竟常樂は何に依てか得る。要ず大義門に依る。大義門といふは、謂く彼の安樂佛國是なり。故に一心專至して彼の國に生ぜんと願ぜしめ、早く無上菩提に會せしめんと欲するなり」と。


  



  ［第二大門　二、破異見邪執］


  第二に異見邪執を破することを明すとは、中に就て其の九番有り。第一には妄に大乘の無相を計する異見偏執を破す。第二には菩薩愛見の大悲を會通す。第三には心外無法と繋するを破す。第四には穢國に生ぜんことを願じて淨土に往生せんことを願はざるを破す。第五には若し淨土に生ずれば多く喜びて樂に著すといふを破す。第六には淨土に生ぜんことを求むるものは非なり、是小乘なりといふを破す。第七には兜率に生ぜんことを求めて淨土に歸せざるを勸むるを破す。第八には若し十方の淨土に生ぜんことを求むるものは西に歸するに如かずといふことを會通す。第九には別時の意を料簡す。


  第一に大乘無相の妄執を破すとは、中に就て二有り。一に總生起。後代の學者をして明かに是非を識りて邪を去り正に向はしめんと欲す。第二に廣く繋情に就て正を顯して之を破す。一に總生起とは、然るに大乘の深藏は名義塵沙なり。是の故に『涅槃經』（北本卷三三・南本卷三一意）に云く。「一名に無量の義あり、一義に無量の名あり」と。要ず須く?く衆典を審かにして方に部旨を曉むべし。小乘と俗書と文を案じて義を畢るが如きに非ず。何の意か然るべき。但淨土は幽廓にして經論隱顯す。凡情をして種種に圖度せしむることを致す。恐らくは諂語刀刀に渉りて*392百盲偏執し雜亂無知にして往生を妨礙せんことを。今且く少状を擧げて一一之を破すべし。　第一に大乘の無相を妄計するを破すとは、　問て曰く。或は人有りて言く。大乘は無相なり彼此を念ずること勿れ。若し淨土に生ぜんことを願ぜば便ち是取相なり、轉た漏縛を增すべし。何を用てか之を求めんと。答て曰く。此の如きの計は將に謂ふに然らず。何となれば一切諸佛の説法は要ず二縁を具す。一には法性の實理に依る、二には須く其の二諦に順ずべし。彼は大乘無念は但法性に依ると計して然も縁求を謗り無みす。即ち是二諦に順ぜず。此の如きの見は滅空の所收に墮す。是の故に『無上依經』（卷上意）に云く。「佛阿難に告げたまはく。一切の衆生若し我見を起すこと須彌山の如くならんも、我懼れざる所なり。何を以ての故に、此の人は未だ即ち出離を得ずと雖も、常に因果を壞せず、果報を失はざるが故に。若し空見を起すこと芥子の如くなるも我即ち許さず。何を以ての故に。此の見は因果を破り喪ひて多く惡道に墮す。未來の生處必ず我が化に背く」と。今行者に勸む、理無生なりと雖も然も二諦の道理縁求無きに非ず、一切往生を得る。是の故に『維摩經』（卷中意）に云く。「諸佛の國と及び衆生とは空なりと觀ずと雖も、而も常に淨土を修して諸の羣生を敎化す」と。又彼の『經』（維摩經卷中）に云く。「無作を行ずと雖も而も受身を現ず。是菩薩の行なり。無起を行ずと雖も而も一切の善行を起す。是菩薩の行なり」と。是其の眞證なり。　問て曰く。今世間に人有り、大乘の無相を行じ亦彼此を存せず。全く戒相を護らず。是の事云何。答て曰く。此の如きの計は害を爲すこと滋々甚し。何となれば『大方等經』（大方等陀羅尼經卷四意）に云ふが如し。「佛優婆塞の爲に戒を制す、寡婦・處女の家に至ることを得ざれ。沽酒家・藍染家・押油家・熟皮家と、悉く往來することを得ざれと。阿難佛に白して言さく。世尊、何等の人の爲にか斯の如き戒を制したまふやと。佛阿難に告げたまはく。行者に二種有り。一には在世の人の行、二には出世の人の行なり。*393出世の人には吾上の事を制せず。在世の人には吾今之を制す。何を以ての故に。一切衆生は悉く是吾が子なり。佛は是一切衆生の父母なり。遮制約勒して早く世間を出で涅槃を得しむるが故に」と。


  第二に菩薩愛見の大悲を會通すとは、　問て曰く。大乘の聖敎に依るに、菩薩諸の衆生に於て、若し愛見の大悲を起さば即ち應に捨離すべし。今衆生を勸めて共に淨土に生ぜしむ、豈愛染取相に非ずや、若爲ぞ其の塵累を免れんや。答て曰く。菩薩の行法功用に二有り。何となれば、一には空慧般若を證る、二には大悲を具す。一に空慧般若を修する力を以ての故に、六道生死に入ると雖も塵染の爲に繋がれず。二に大悲を以て衆生を念ずるが故に、涅槃に住せず。菩薩二諦に處すと雖も、常に能く妙に有無を捨て、取捨中を得て大道理に違せざるなり。是の故に『維摩經』（卷上）に云く。「譬へば人有りて空地に於て宮舍を造立せんと欲せば意に隨ひて礙無きも、若し虚空に於ては終に成ずること能はざるが如し。菩薩も亦是くの如し。衆生を成就せんと欲するが爲の故に佛國を取らんと願ず。佛國を取らんと願ずるは空に於てするには非ざるなり」と。


  第三に心外無法と繋するを破すとは、中に就て二有り。一には計情を破し、二には問答解釋す。　問て曰く。或は人有りて言く。所觀の淨境は内心に約就すれば淨土融通す。心淨ければ即ち是なり、心外に法無し、何ぞ西に入るを須ひんや。答て曰く。但法性の淨土は理虚融に處し、體偏局無し、此れ乃ち無生の生にして、上士のみ入るに堪へたり。是の故に『無字寶篋經』（意）に云く。「善男子復一法有り、是佛の覺る所なり。所謂諸法は不去・不來・無因・無縁・無生・無滅・無思・無不思・無增・無減なり。佛羅?羅に告げて言はく。汝今我が此の所説の正法義を受持するやいなやと。爾の時十方に九億の菩薩有りて、即ち佛に白して言さく。*394


  我等皆能く此の法門を持せり、當に衆生の爲に流通して絶えざらしむべし。世尊答へて言はく。是を善男子等則ち兩肩に菩提を荷擔すと爲す。彼の人は即ち不斷辨才を得、善く淸淨なる諸佛の世界を得。命終の時に即ち現に阿彌陀佛諸の聖衆と其の人の前に住したまふを見たてまつることを得て往生することを得るなり」と。自ら中下の輩有り。未だ相を破すること能はざれども、要ず信佛の因縁に依て淨土に生ぜんことを求む、彼の國に至ると雖も相土に還居す。又云く。若し縁を攝して本に從へば即ち是心外に法無し。若し二諦を分ちて義を明かさば淨土は是心外の法なりといふも妨無し。　二に問答解釋す。　問て曰く。向に無生の生は唯上士のみ能く入る、中下は堪へずと言ふは、爲は當た直に人を將て法に約して此の如き判を作すとやせん。爲は當た亦聖敎有りて來證すとやせん。答て曰く。『智度論』（卷二九・六七意）に依るに云く。「新發意の菩薩は機解軟弱にして、發心すと言ふと雖も多く淨土に生ぜんことを願ず。何の意ぞ然るとならば、譬へば嬰兒若し父母の恩養に近づかざれば、或は?に墮し井に落ち火蛇等の難あり。或は乳に乏しくして死す。要ず父母の摩洗養育するを假りて方に長大して能く家業を紹繼すべきが如し。菩薩も亦爾なり。若し能く菩提心を發せば多く淨土に生ぜんことを願ず。諸佛に親近して法身を增長し、方に能く菩薩の家業を匡紹し十方に濟運す。斯の益の爲の故に多く生ぜんことを願ずるなり」と。又彼の『論』（智度論卷六一・六六意）に云く。「譬へば鳥子の翅?未だ成らざるをば逼めて高く翔しむべからず、先づ須く林に依て樹を傳はしむべし、羽成り力有りて方に林を捨て空に遊ぶべきが如し。新發意の菩薩も亦爾なり。先づ須く願に乘じて佛前に生ずることを求めて、法身成長して感に隨ひて益に赴くべし。又阿難佛に白して言さく。此の無相の波羅蜜をば何れの處に在りてか説きたまふ。佛言はく。此の如きの法門をば阿毘跋致地の中に在りて説く。何を以ての故に、新發意の菩薩有りて此の無相波羅蜜門を聞かば、所有淸淨の善根悉く當に滅沒すべし。又來但彼の國に至れば即ち一切の事畢る、*395何を用てか此の深淺の理を諍はんや。」


  第四に穢土に生ぜんことを願ひて淨土に生ぜんことを願はざるを破すとは、　問て曰く。或は人有りて言く、穢國に生れて衆生を敎化することを願ひて淨土に往生することを願はずと、是の事云何。答て曰く。此の人亦一の徒有り。何となれば若し身不退に居して已去雜惡の衆生を化せんが爲の故に能く染に處れども染せられず惡に逢へども變ぜず、鵝鴨の水に入れども水?すこと能はざるが如し。此の如きの人等能く穢に處して苦を拔くに堪へたり。若し是實の凡夫ならば、唯恐らくは自行未だ立たず苦に逢へば即ち變じ、彼を濟はんと欲せば相與倶に沒しなん。鷄を逼めて水に入らしむるが如似し。豈能く?はざらんや。是の故に『智度論』（卷二九意）に云く。「若し凡夫發心して即ち穢土に在りて衆生を拔濟せんと願ふをば聖意許さず」と。何の意か然るとならば、龍樹菩薩釋して（智度論卷二九意）云く。「譬へば四十里の冰に如し一人有りて一升の熱湯を以て之に投ずれば、當時は少しく減ずるに似如たれども若し夜を經て明に至れば乃ち餘の者よりも高きが如し。凡夫此に在りて發心して苦を救ふも亦復是くの如し。貪・瞋の境界違順多きを以ての故に、自ら煩惱を起して返て惡道に墮するが故なり」と。


  第五に若し淨土に生ずれば多く喜びて樂に著すといふを破すとは、　問て曰く。或は人有りて言く、淨土の中には唯樂事のみ有り、多く喜びて樂に著して修道を妨癈す。何ぞ往生を願ず須きや。答て曰く。既に淨土と云ふ衆の穢有ること無し。若し樂に著すと言はば便ち是貪愛の煩惱なり。何ぞ名けて淨と爲ん。是の故に『大經』（卷下意）に云く。「彼の國の人天は往來進止情に繋くる所無し」と。又（大經卷上意）四十八願に云く。「十方の人天我國に來至して、若し想念を起して身を貪計せば、正覺を取らじ」と。『大經』（卷下意）に又云く。「彼の國の人天適莫する所無し」と。何ぞ著樂の理有らんや。


  *396第六に淨土に生ることを求むるは非なり、是小乘なりといふを破すとは、　問て曰く。或は人有りて言く、淨土に生ぜんことを求むるは便ち是小乘なり。何ぞ須く之を修すべきや。答て曰く。此亦然らず、何を以ての故に、但小乘の敎には一向に淨土に生ずることを明かさざるが故なり。


  第七に兜率に生ぜんと願ふと淨土に歸するを勸むるとを會通すとは、　問て曰く。或は人有りて言く、兜率に生ぜんことを願ひて西に歸することを願はずと、是の事云何。答て曰く。此の義類せず。少分は同じきに似たれども體に據らば大に別なり。其の四種有り。何となれば一には彌勒世尊其の天衆の爲に不退の法輪を轉ず。法を聞きて信を生ずる者は益を獲、名けて信同と爲す。樂に著して信無き者其の數一に非ず。又來兜率に生ずと雖も位是退處なり。是の故に『經』（法華經卷二）に云く。「三界は安きこと無し猶し火宅の如し」と。二には兜率に往生して正に壽命を得ること四千歳なり。命終の後退落を免れず。三には兜率天上には水鳥樹林和鳴哀雅なること有りと雖も、但諸天の生樂の與に縁爲り。五欲に順ひて聖道を資けず。若し彌陀淨國に向はば一び生ずることを得れば悉く是阿?跋致なり。更に退人の其と雜居するもの無し。又復位は是無漏にして三界に出過して復輪廻せず、其の壽命を論ずれば即ち佛と齊し。算數の能く知るところに非ず。其れ水鳥樹林有りて皆能く法を説き人をして悟解し無生を證會せしむ。四には『大經』に據るに且く一種の音樂を以て比?すれば、經の『讚』（讚彌陀偈）に言く。「世の帝王より六天に至るまで、音樂轉た妙にして八重有り、展轉して前に勝ること億万倍、寶樹の音の麗しきこと倍た亦然なり、復自然の妙なる伎樂有り、法音淸和にして心神を悅ばしめ、哀婉雅亮にして十方に超ゆ、是の故に淸淨勳を稽首したてまつる」と。


  第八に十方淨土に生ぜんと願ずるは西方に歸するに如かずといふことを?量せば、　問て曰く。或は人有りて言く、十方淨國に生ぜんと願じて西方に歸せんことを願はず。*397是の義云何。答て曰く。此の義類せず。中に於て三有り。何となれば一には十方佛國も不淨と爲すには非ず。然るに境寬ければ則ち心昧し、境狹ければ則ち意專なり。是の故に『十方隨願往生經』（灌頂經卷一一意）に云く。「普廣菩薩佛に白して言さく。世尊、十方佛土皆嚴淨なりと爲す。何が故に諸經の中に偏に西方阿彌陀の國を歎じて往生を勸めたまふやと。佛普廣菩薩に告げたまはく。一切衆生、濁亂の者は多く正念の者は少し、衆生をして專志在る有らしめんと欲す。是の故に彼の國を讚歎すること別異と爲すのみと。若し能く願に依て行を修すれば益を獲ざること莫し」と。二には十方の淨土皆是淨なりと雖も而も深淺知り難し。彌陀の淨國は乃ち是淨土の初門なり。何を以てか知ることを得る。『華嚴經』（晋釋卷二九意）に依るに云く。「娑婆世界の一劫は極樂世界の一日一夜に當る。極樂世界の一劫は袈娑幢世界の一日一夜に當る。是の如く優劣相望むるに乃ち十阿僧祇有り」と。故に知んぬ、淨土の初門と爲るなり。是の故に諸佛偏に勸めたまふなり。餘方の佛國は都て此の如く丁寧ならず。是の故に有信の徒は多く往生を願ふなり。三には彌陀の淨國は既に是淨土の初門なり。娑婆世界は即ち是穢土の末處なり。何を以てか知ることを得る。『正法念經』に云ふが如し。「此より東北に一世界有り、名けて斯訶と曰ふ。土田唯三角の沙石有り。一年に三び雨る。一雨の?潤すること五寸を過ぎず。其の土の衆生、唯菓子を食し樹皮を衣と爲し、生を求むるに得ず死を求むるに得ず。復一世界有り。一切の虎狼・禽獸、乃至?蝎悉く皆翅有りて飛行す。逢ふ者相?ふ。善惡を簡ばず」と。此豈穢土の始處と名けざらんや。然るに娑婆の依報は乃ち賢聖と流を同じくす、唯此れ乃ち是穢土の終處なり。安樂世界は既に是淨土の初門なり。即ち此の方と境次相接せり。往生甚だ便なり、何ぞ去かざらんや。


  *398第九に『攝論』と此の『經』と相違するに據て別時意の語を料簡せば、今『觀經』の中に佛下品生の人現に重罪を造らんも命終の時に臨みて善知識に遇ひて十念成就して即ち往生することを得と説きたまふ。『攝論』に云ふに依るに、佛の別時意の語なりと?へり。又古來通論の家多く此の文を判じて云く。臨終の十念は但往生の因と作ることを得るも未だ即ち生を得ず。何を以て知ることを得とならば『論』（眞諦譯攝大乘論釋卷六意）に云く。「一金錢を以て千金錢を貿ひ得るは一日に即ち得るには非ざるが如し」と。故に知んぬ、十念成就の者は但因と作ることを得て未だ即ち生を得るにはあらず。故に別時意語と名くと。此の如きの解は將に未だ然らずと爲す。何となれば凡そ菩薩論を作りて經を釋することは皆遠く佛意を扶けて聖の情に契會せんと欲してなり。若し論文經に違ふこと有らば是の處有ること無し。今別時意の語を解せば、謂く佛の常途の説法は皆先因後果を明す。理數炳然なり。今此の經の中には但一生罪を造りて命終の時に臨みて十念成就して即ち往生を得と説きて、過去の有因無因を論ぜざるは、直是世尊當來の造惡の徒を引接して、其の臨終に惡を捨て善に歸し念に乘じて往生せしめんとなり。是を以て其の宿因を隱す。此は是世尊始を隱して終を顯し、因を沒して果を談ずるを、名けて別時意の語と作す。何を以て但十念成就せしむることは皆過去の因有ることを知ることを得るや。『涅槃經』（北本卷六・南本卷六意）に云ふが如し。「若し人過去に已に曾て半恆河沙の諸佛を供養して復發心を經て能く惡世の中に於て大乘の經敎を説くを聞きて、但能く謗らざるのみ、未だ餘の功有らず。若し一恆河沙の諸佛を供養することを經、及び發心を經て然る後に大乘の經敎を聞くものは、直謗らざるのみに非ず、復愛樂を加ふ」と。此の諸經を以て來驗するに明らかに知んぬ、十念成就する者は、皆過因有りて虚しからず。若し彼の過去に因無き者は善知識にすら尚逢遇すべからず。何に況や十念して成就すべけむや。『論』に「一金錢を以て千金錢を貿ひ得るは一日に即ち得るには非ず」と云ふは、*399若し佛意に據らば、衆生をして多く善因を積みて便ち念に乘じて往生せしめんと欲するなり。若し論主に望むれば過去の因を閉づるに乘る。理亦爽くこと無し。若し此の解を作さば即ち上佛經に順ひ下論の意に合ふ。即ち是經論相扶けて往生の路通ず。復疑惑すること無かれ。


  



  ［第二大門　三、廣施問答］


  第三に廣く問答を施して疑情を釋去することを明かすとは、自下は『大智度論』に就て廣く問答を施す。　問て曰く。但一切衆生曠大劫より來かた備に有漏の業を造りて三界に繋屬せり。云何ぞ三界の繋業を斷ぜずして直爾少時阿彌陀佛を念じて、即ち往生を得、便ち三界を出づといはば、此の繋業の義、復云何せんと欲するや。答て曰く。二種の解釋有り。一には法に就て來し破す。二には喩を惜りて以て顯す。法に就くと言ふは、諸佛如來に不思議智・大乘廣智・無等無倫最上勝智有ます。不思議智力とは、能く少を以て多と作し多を以て少と作す。近を以て遠と爲し遠を以て近と爲す。輕を以て重と爲し重を以て輕と爲す。是の如き等の智有りて無量無邊不可思議なり。自下は第二に七番有り。竝びに喩を借りて以て顯す。第一に譬へば百夫の百年薪を聚めて積むこと高さ千刃なるを、豆許りの火もて焚くに半日に便ち盡くすが如し。豈百年の薪半日に盡さずと言ふことを得べけんや。第二に譬へば癖者他の船に寄載すれば風帆の勢に因て一日に千里に至るが如し。豈癖者云何ぞ一日にして千里に至らんと言ふことを得べけんや。第三に亦下賎の貧人一の瑞物を獲て以て王に貢るに、王得る所を慶びて諸の重賞を加へ、斯須くの頃に富貴望に盈つるが如し。豈數十年仕へて備に辛懃を盡せども上下尚達せずして歸る者あるを以て彼の富貴を言ひて此の事無しと言ふことを得べけんや。第四に猶劣夫の己身の力を以て驢に擲ち上らざれども、若し輪王の行に從へば便ち虚空に乘じて飛騰自在なるが如し。*400豈劣夫の力を以て必ず虚空に昇ること能はずと言ふことを得べけんや。第五に又十圍の索は千夫も制きらざれども童子劍を揮へば?爾に兩分するが如し。豈童子の力索を斷つこと能はずと言ふことを得べけんや。第六に又鴆鳥水に入れば魚?斯に斃れて皆死し、犀角泥に觸るれば死せる者還活へるが如し。豈生命一たび斷たば生くべからずと言ふことを得べけんや。第七に亦黄鵠子安を喚ぶに子安還活へるが如し。豈墳下の千齡決して蘇へるべきこと無しと言ふことを得べけんや。一切の萬法は皆自力・他力、自攝・他攝有りて千開万閉無量無邊なり。汝豈有礙の識を以て彼の無礙の法を疑ふことを得んや。又五の不思議の中に佛法最も不可思議なり。汝三界の繋業を以て重しと爲し彼の少時の念佛を疑ひて輕しと爲し安樂國に往生して正定聚に入ることを得ずといふは、是の事然らず。　問て曰く。大乘經（業道經）に云く。「業道は秤の如し、重き處先づ牽く」と。云何が衆生一形より已來、或は百年或は十年乃至今日まで惡として造らずといふこと無し。云何が臨終に善知識に遇ひて十念相續して即ち往生を得ん。若し爾らば先牽の義何を以て信を取らん。答て曰く。汝一形の惡業を重しと爲し下品の人の十念の善を以て以輕しと爲すと謂ふは、今當に義を以て輕重の義を?量せば、正しく心に在り縁に在り決定に在りて時節の久近多少に在らざることを明すなり。云何が心に在る。謂く彼の人造罪の時は自ら虚妄顛倒の心に依止して生ず、此の十念は、善知識の方便安慰して實相の法を聞かしむるに依て生ず。一は實一は虚、豈相比ぶることを得んや。何となれば譬へば千歳の闇室に光若し暫くも至れば即便ち明朗なるが如し。豈闇室に在ること千歳なれば去らずと言ふことを得べけんや。是の故に『遺日摩尼寶經』（意）に云く。「佛迦葉菩薩に告げたまはく。衆生復數千巨億万劫愛欲の中に在りて罪の爲に覆はと雖も、*401若し佛經を聞きて一反善を念ずれば罪即ち消盡す」と。是を在心と名く。二に云何が縁に在るとは、謂く彼の人罪を造る時自ら妄想に依止し煩惱果報の衆生に依て生ず。今此の十念は無上の信心に依止し阿彌陀如來の眞實淸淨無量の功德の名號に依て生ず。譬へば人有りて毒箭に中て所れ筋を徹し骨を破ら被んに、若し滅除藥の鼓の聲を聞けば即ち箭出で毒除こるが如し。豈彼の箭深く毒厲しくして鼓の音聲を聞けども箭を拔き毒を去ること能はずと言ふことを得べけんや。是を在縁と名く。三に云何が決定に在るとは、彼の人罪を造る時自ら有後心・有間心に依止して生ず。今此の十念は無後心・無間心に依止して起す。是を決定と爲す。又『智度論』に云く。「一切衆生の臨終の時、刀風形を解き、死苦來り逼るに大怖畏を生ず。是の故に善知識に遇ひて大勇猛を發し、心心相續して十念すれば、即ち是增上の善根もて便ち往生を得」。又「人有りて敵に對して陣を破るに一形の力一時に盡く用ふるが如し。其の十念の善も亦是くの如し」。又「若し人臨終の時一念の邪見を生ずれば、增上の惡心即ち能く三界の福を傾けて即ち惡道に入る」と。　問て曰く。既に終に垂とするに十念の善能く一生の惡業を傾けて淨土に生ずることを得と云はば、未だ知らず幾の時をか十念と爲すや。答て曰く。經に説きて云ふが如し。百一の生滅を一刹那と成し、六十の刹那を以て一念と爲すと。此經論に依て汎く念を解すなり。今の時は念を解するに此の時節を取らず。但阿彌陀佛を憶念して、若しは總相若しは別相、所縁に隨ひて觀じ、十念を逕て他の念想の間雜すること無き、是を十念と名く。又十念相續と云ふは、是聖者の一の數の名なるのみ。但能く念を積み思を凝らして他事を縁ぜざれば業道成辨せしめて便ち罷みぬ。用ひざれ。亦未だ之が頭數を勞はしく記せず。又云く。*402若し久行の人の念は多く此に依るべし。若し始行の人の念は數を記するも亦好し。此亦聖敎に依るなり。　又問て曰く。今勸に依て念佛三昧を行ぜんと欲す。未だ知らず計念の相状は何似ん。答て曰く。譬へば人有りて空曠の?なる處に於て怨賊の刀を拔き勇を奮ひ直に來りて殺さんと欲するに値遇す。此の人徑に走りて一河を渡るべきを視る。未だ河に到るに及ばず、即ち此の念を作さく。我河の岸に至らば衣を脱ぎて渡るとや爲ん、衣を著て浮ぶとや爲ん。若し衣を脱ぎて渡らんには唯恐らくは暇無からん、若し衣を著て浮ばんには復首領全く難からんことを畏ると。爾の時但一心に河を渡るの方便を作すことのみ有りて餘の心想間雜すること無からんが如し。行者も亦爾なり。阿彌陀佛を念ずる時も、亦彼の人の渡ることのみを念ふが如く、念念に相次で餘の心想間雜すること無く、或は佛の法身を念じ、或は佛の神力を念じ、或は佛の智慧を念じ、或は佛の毫相を念じ、或は佛の相好を念じ、或は佛の本願を念ぜよ。名を稱することも亦爾なり。但能く專至に相續して斷えざれば、定んで佛前に生ぜん。今後代の學者を勸む。若し其の二諦を會せんと欲はば、但念念不可得なりと知るは即ち是智慧門にして、能く繋念相續して斷えざるは即ち是功德門なり。是の故に『經』（維摩經卷上意）に云く。「菩薩摩訶薩、恆に功德智慧を以て以其の心を修む」と。若し始學の者、未だ相を破すること能はず、但能く相に依て專至せば、往生せざること無し。疑ふべからず。　又問て曰く。『無量壽大經』（卷上）に云く。「十方の衆生、心を至し信樂して我が國に生れんと欲ひて乃至十念せん。若し生れずば正覺を取らじ」と。今世人有りて此の聖敎を聞きて現在一形全く意を作さず、臨終の時に擬して方に修念を欲ふ。是の事云何。答て曰く。此の事類せず。何となれば、『經』に十念相續と云ふは、難からざるに似若たり。然れども諸の凡夫、心は野馬のごとく、識は?猴よりも劇し、六塵に馳騁して何ぞ曾て停息せん。各々須く宜しく信心を發して、預め自ら剋念し、積習をして性を成じ善根をして堅固ならしむべし。佛大王に告げたまふが如し。人善行を積まば死するとき惡念無し。*403樹の先より傾けるが倒るるとき必ず曲れるに隨ふが如しと。若し刀風一たび至らば百苦身に湊る、若し習先より在らずば懷念何ぞ辨ずべけんや。各々宜しく同志三五預め言要を結び、命終の時に臨みて迭相に開曉して爲に彌陀の名號を稱し、安樂國に生ぜんと願じ、聲聲相次で十念を成ぜしむべし。譬へば?印を泥に印するに印壞して文成ずるが如し。此に命斷つ時は即ち是安樂國に生ずるの時なり。一び正定聚に入れば更に何の憂ふる所かあらん、各々宜しく此の大利を量るべし。何ぞ預め剋念せざらんや。　また問て曰く。諸の大乘經論に皆「一切衆生は畢竟無生なること猶し虚空の如し」と言へり。云何ぞ天親・龍樹菩薩皆往生を願ずるや。答て曰く。衆生は畢竟無生にして虚空の如しと言ふは、二種の義有り。一には凡夫人の所見の如きは實の衆生實の生死等なり。若し菩薩の往生に據らば畢竟じて虚空の如く兔角の如し。二には今生と言ふは是因縁生なり。因縁生の故に即ち是假名の生なり。假名の生なるが故に即ち是無生にして、大道理に違せざるなり。凡夫の實の衆生實の生死有りと謂ふが如きには非ざるなり。　又問て曰く。夫れ生は有の本爲り、乃ち是衆累の元なり。若し此の過を知りて生を捨てて無生を求むれば脱るる期有るべし。今既に淨土に生ぜんことを勸む、即ち是生を棄てて生を求む、生何ぞ盡くべけんや。答て曰く。然るに彼の淨土は乃ち是阿彌陀如來の淸淨本願無生の生なり。三有衆生の愛染虚妄の執着の生の如きには非ず。何を以ての故に。夫れ法性は淸淨にして畢竟無生なり。而して生と言ふは得生者の情なるのみ。　又問て曰く。上に言ふ所の如く生・無生を知るは上品生の者に當れり。若し爾らば下品生の人十念に乘じて往生する者は豈實生を取るに非ずや。若し實の生ならば即ち二疑に墮す。一には恐らくは往生を得ず。二には謂く此の相善無生の與に因と爲ること能はず。答て曰く。釋するに三番有り。一には譬へば淨摩尼珠之を濁水に置けば珠の威力を以て水即ち澂淸なるが如し。*404若し人無量生死の罪濁に有りと雖も、若し阿彌陀如來の至極無生の淸淨寶珠の名號を聞きて之を濁心に投ずれば、念念の中に罪滅し心淨くして即便ち往生す。二には淨摩尼珠を玄黄の帛を以て裹みて之を水に投ずるに、水即ち玄黄にして一に物の色の如くなるが如し。彼の淸淨佛土に阿彌陀如來無上寶珠の名號有りて、無量の功德成就の帛を以て裹みて之を往生する所の者の心水の中に投ずるに、豈生を轉じて無生智と爲すこと能はざらんや。三には亦冰の上に火を然くに火猛ければ則ち冰液く、冰液くれば則ち火滅するが如し。彼の下品往生の人は法性無生を知らずと雖も但佛名を稱する力を以て往生の意を作し、彼の土に生ぜんと願じて既に無生の界に至る、時に見生の火自然にして滅するなり。　又問て曰く。何の身に依るが故に往生を説くや。答て曰く。此の間の假名人の中に於て諸の行門を修む。前念は後念の與に因と作る、穢土の假名人と淨土の假名人と決定して一なることを得ず、決定して異なることを得ず、前心後心も亦是くの如し。何を以ての故に、若し決定して一ならば則ち因果無けん、若し決定して異ならば則ち相續に非ず。是の義を以ての故に、橫竪別なりと雖も始終是一の行者なり。　又問て曰く。若し人但能く佛の名號を稱へて能く諸の障を除かば、若し爾らば、譬へば人有りて指を以て月を指すが如し。此の指能く闇を破すべきや。答て曰く。諸法は万差なり、一?すべからず。何となれば自ら名の法に即せる有り、自づから名の法に異なれる有り。名の法に即したる有りとは、諸佛・菩薩の名號、禁呪の音辭、修多羅の章句等の如き是なり。禁呪の辭に「日出で、東方乍ち赤く乍ち黄なり」と曰はんに假令ひ酉亥に禁を行ふも患へる者亦愈ゆるが如し。又人有りて狗の所噛を被らんに虎の骨を炙りて之を慰せば患へる者即ち愈ゆるも、或は時に骨無くば、好く掌を?げて之を摩り、口の中に喚びて「虎來虎來」と言はんに、患へる者亦愈ゆるが如し。或は復人有りて脚轉筋を患はんに、*405木瓜の枝を炙りて之を慰せば患へる者即ち愈ゆるも、或は木瓜無くば手を炙りて之を磨りて、口に「木瓜木瓜」と喚ばんに患へる者亦愈ゆるなり。吾身に其の效を得たり。何を以ての故に、名の法に即するを以ての故に。名の法に異なる有りとは、指を以て月を指すが如き是なり。　又問て曰く。若し人但彌陀の名號を稱念すれば能く十方の衆生の無明の黑闇を除きて往生を得といはば、然るに衆生有りて名を稱し憶念すれども而も無明猶在りて所願を滿てざるは何の意ぞ。答て曰く。如實脩行せず、名義と相應せざるに由るが故なり。所以は何ん、謂く如來は是實相身、是爲物身なりと知らざればなり。復三種の不相應有り、一には信心淳からず、存せるが若し亡ぜるが若きの故に。二には信心一ならず、謂く決定無きが故に。三には信心相續せず、謂く餘念間つるが故に。迭相に收攝す。若し能く相續すれば則ち是一心なり。但能く一心なれば即是淳心なり。此の三心を具して若し生れずといはば是の處り有ること無けん。


  



  ［第三大門］


  第三大門の中に四番の料簡有り。第一に難行道・易行道を辨ず。第二に時劫の大小不同を明かす。第三に無始世劫より已來、此の三界五道に處し善惡二業に乘じて苦樂の兩報を受け、輪廻無窮にして生を受くること無數なることを明かす。第四に聖敎を將て證成して後代を勸めて信を生じ往を求めしめむ。


  



  ［第三大門　一、難易二道］


  第一に難行道・易行道を辨ずとは、中に於て二有り。一には二種の道を出し、二には問答解釋す。余既に自ら火界に居して實に想ふに怖を懷けり。仰いで惟みれば大聖三車もて招慰し、且く羊鹿の運、權息未だ達せず。佛邪執は上求菩提を?ふと訶したまふ。縱ひ後に廻向するも仍迂廻と名く。若し徑に大車に擧づるも亦是一途なり。只恐らくは現に退位に居して嶮徑遙長なることを。自德未だ立たず、昇進すべきこと難し。是の故に龍樹菩薩（論註卷上所引易行品意）云く。「阿毘跋致を求むるに二種の道有り。一には難行道、二には易行道なり。*406難行道と言ふは、謂く五濁の世無佛の時に在りて阿毘跋致を求むるを難と爲す。此の難に乃し多途有り。略して述ぶるに五有り。何となれば一には外道の相善は菩薩の法を亂る。二には聲聞は自利にして大慈悲を?ふ。三には惡を顧ること無き人は他の勝德を破る。四には所有人天の顛倒の善果人の梵行を壞る。五には唯自力のみ有りて他力の持つ無し。斯の如き等の事目に觸るるに皆是なり。譬へば陸路の歩行は則ち苦しきが如し、故に難行道と曰ふ。易行道と言ふは、謂く信佛の因縁を以て淨土に生ぜんと願じ心を起し德を立て諸の行業を修せば、佛願力の故に即便ち往生す、佛力住持するを以て即ち大乘正定の聚に入る。正定聚は即ち是阿?跋致不退の位なり。譬へば水路に船に乘ずれば則ち樂しきが如し、故に易行道と名くるなり」と。　問て曰く。菩提は是一なり。修因亦應に不二なるべし。何が故ぞ此に在りて因を修して佛果に向ふを名けて難行と爲し、淨土に往生して大菩提を期するをば乃ち易行道と名くるや。答て曰く。諸の大乘經に辨ずる所の一切の行法皆自力・他力、自攝・他攝有り。何者か自力なる。譬へば人有りて生死を怖畏して發心出家して定を修し通を發して四天下に遊ぶが如きを名けて自力と爲す。何者か他力なる。劣夫有りて己身の力を以て驢に擲ち上らざれども、若し輪王に從へば即便ち空に乘じて四天下に遊ぶが如し。即ち輪王の威力の故に他力と名く。衆生も亦爾なり。此に在りて心を起し行を立て淨土に生れんと願ず、此は是自力なり。命終の時に臨みて阿彌陀如來光臺迎接して遂に往生を得るを即ち他力と爲す。故に『大經』（卷上意）に云く。「十方の人天、我國に生ぜんと欲はん者は皆阿彌陀如來の大願業力を以て增上縁と爲さざるは莫し」と。若し是くのごとくならずば四十八願便ち是徒設ならん。後の學者に語る、既に他力の乘ずべき有り、自ら己が分を局りて徒に火宅に在ることを得ざれ。


  



  *407［第三大門　二、劫之大小］


  第二に劫の大小を明すとは、『智度論』（卷五・三八意）に云ふが如し。劫に三種有り。謂く一には小、二には中、三には大なり。方四十里の如き城あり、高下も亦然らんが如し。中に芥子を滿てて長壽の諸天有りて三年に一を去り乃至芥子盡くるを一小劫と名く。或は八十里の城ありて高下も亦然らん、芥子を中に滿てるを前の如く取り盡くすを一中劫と名く。或は百二十里の城ありて高下も亦然らん、芥子中に滿てるを取り盡すこと一に前の説に同じきを方に大劫と名く。或は八十里の石ありて高下も亦然らん、一の長壽の諸天有りて三年に天衣を以て一び拂ふ。天衣の重さ三銖、爲に拂ふこと已まずして、此の石乃ち盡くるを名けて中劫と爲す。其の小石・大石前の中劫に類す、知るべし。勞しく具に述べず。


  



  ［第三大門　三、輪廻無窮］


  第三門の中に五番有り。　第一に無始劫より來た、此に在りて輪廻無窮にして身を受くること無數なることを明すとは、『智度論』（卷一六意）に云ふが如し。「人中に在りて或は張家に死して王家に生じ、王家に死して李家に生ず。是の如く閻浮提の界を盡くして、或は重ねて生じ或は異家に生ず。或は南閻浮提に死して西拘耶尼に生ず。閻浮提の如く餘の三天下も亦是の如し。如し四天下に死して四天王天に生ずることも亦是の如し。或は四天王天に死して?利天に生ず。?利天に死して餘の上四天に生ずることも亦是の如し。色界に十八重天あり、無色界に四重天有り。此に死して彼に生ず。一一に皆?きこと亦是の如し。或は色界に死して阿鼻地獄に生ず。阿鼻地獄の中に死して餘の輕繋地獄に生ず。輕繋地獄の中に死して畜生の中に生ず。畜生の中に死して餓鬼道の中に生ず。餓鬼道の中に死して或は人天の中に生ず。是の如く六道に輪廻して苦樂二報を受け生死窮無し。胎生既に爾なり、餘の三生も亦是の如し」と。是の故に『正法念經』（卷六〇意）に云く。「菩薩化生して諸の天衆に告げて云く。*408凡そ人此の百千生を經て樂に著し放逸にして道を修せず。往福侵く已り盡き還三塗に墮して衆苦を受くることを覺らず」と。是の故に『涅槃經』（北本卷二・南本卷二）に云く。「此の身は苦の集まる所にして、一切皆不淨なり。扼縛癰瘡等の根本にして義利無し。上諸天の身に至るまで皆亦復是の如し」と。是の故に又彼の『經』（北本卷二四・南本卷二二意）に云く。「勸めて不放逸を修せしむ。何を以ての故に、夫れ放逸は是衆惡の本なり、不放逸は乃ち是衆善の源なり。日月の光の諸明の中に最なるが如し。不放逸の法も亦復是の如し。諸の善法に於て最と爲し上と爲す。亦須彌山王の諸の山の中に於て最と爲し上と爲すが如し。不放逸の法も亦復是の如し。諸の善法の中に於て最と爲し上と爲す。何を以ての故に、一切の惡法は猶放逸より生ず。一切の善法は不放逸を本と爲せばなり」と。　第二に問て曰く。無始劫より來六道に輪廻して際無しと云ふと雖も、而も未だ知らず、一劫の中に幾の身數を受けてか、流轉と言ふや。答て曰く。『涅槃經』（北本卷二二・南本卷二〇意）に説くが如し。「三千大千世界の艸木を取りて截りて四寸の籌と爲し、以て一劫の中に受くる所の身の父母の頭數を數へんに、猶自ら?ず」と。或は云く。「一劫の中に飮む所の母の乳は四大海水よりも多し」と。或は云く。「一劫の中に積む所の身骨は毘富羅山の如し」と。是の如く遠劫より已來徒に生死を受くること今日に至りて、猶凡夫の身と作る。何ぞ曾て思量し傷歎して已まざらんや。　第三に又問て曰く。既に曠大劫より來身を受くることを無數と云ふは、爲は當直爾に總じて説きて人をして厭を生ぜしむるや、爲は當亦經文有りて來證するや。答て曰く。皆是聖敎の明文あり。何となれば、『法華經』（卷三意）に云ふが如し。「過去不可説の久遠大劫に佛の出世有りき。大通智勝如來と號す。十六の王子有り。各々法座に昇りて衆生を敎化す。一一の王子各各六百万億那由他恆河沙の衆生を敎化しき」と。*409其の佛滅度したまひてより已來、至極久遠なり。猶數へ知るべからず。何となれば『經』（法華經卷三意）に云く。「總じて三千大千世界の大地を取りて、磨りて以て墨と爲す。佛言はく。是の人千の國土を過ぎて乃ち一點を下すに、大さ微塵の如し。是の如く展轉して地種の墨を盡す。佛言はく。是の人經る所の國土、若し點ずると點ぜざると盡く抹して塵と爲し、一塵を一劫とするに、彼の佛の滅度より已來復是の數を過ぎたり。今日の衆生は乃ち是彼の時の十六王子の座下にして曾て敎法を受けき」と。是の故に『經』（法華經卷三）に云く。「是の本の因縁を以て爲に法華經を説きたまふ」と。『涅槃經』（北本卷八・南本卷八意）に復云く。「一は是王子、一は是貧人、是の如き二人互ひに相往反す。王子と言ふは今日の釋迦如來、乃ち是彼の時の第十六王子なり。貧人と言ふは今日の衆生等是なり」と。　第四に問て曰く。此等の衆生は既に流轉多劫なりと云ふ。然るに三界の中に何れの趣にか身を受くること多しと爲すや。答て曰く。流轉すと言ふと雖も然も三惡道の中に於て身を受くること偏に多し。『經』（十住斷結經卷五意）に説きて云ふが如し。「虚空の中に於て方圓八肘を量り取りて、地より色究竟天に至る。此の量内に於て所有可見の衆生は、即ち三千大千世界の人天の身よりも多し」と。故に知んぬ、惡道の身多し。何が故ぞ此の如しとならば、但惡法は起し易く、善心は生じ難きが故なり。今の時但現在の衆生を看るに、若し富貴を得つれば唯放逸破戒を事とす。天の中には即ち復樂に著する者多し。是の故に『經』（五苦章句經意）に云く。「衆生は等しく是流轉して恆に三惡道を常の家と爲す。人天には暫く來りて即ち去る。名けて客舍と爲すが故なり」と。『大莊嚴論』（卷三）に依るに、「一切衆生に勸む、常に須く繋念現前すべし」。『偈』（大莊嚴論卷三・八）に云く。「盛年にして患無き時は懈怠にして精進せず。衆の事務を貪營して施と戒と禪とを修せず。　死の爲に呑まんとするに臨みて方に悔いて善を修せんことを求む。（以上卷三）　智者は應に觀察して五欲の想を除斷すべし。*410精懃習心の者は終時に悔恨無し。心意既に專至なれば錯亂の念有ること無し。智者は勤めて心を投ずれば臨終に意散ぜず。　習心專至ならざれば臨終に必ず散亂す。心若し散亂する時は馬を調するに磑を用ひ、若し其の鬪戰の時には廻旋して直ちに行かざるが如くせよ（以上卷八）」と。　第五に又問て曰く。一切衆生皆佛性有り。遠劫より以來應に多佛に値ふべし、何に因てか今に至るまで自ら生死に輪廻して火宅を出でざるや。答て曰く。大乘の聖敎に依るに良に二種の勝法を得て以て生死を排はざるに由てなり。是を以て火宅を出でず。何者をか二と爲る。一には謂く聖道、二には謂く往生淨土なり。其の聖道の一種は今の時證し難し。一には大聖を去ること遙遠なるに由る。二には理深く解微なるに由る。是の故に『大集月藏經』（卷五五意）に云く。「我が末法の時の中に億億の衆生、行を起し道を修せんに未だ一人も得る者有らず。當今は末法にして、現に是五濁惡世なり、唯淨土の一門有りて通入すべき路なり」と。是の故に『大經』（卷上意）に云く。「若し衆生有りて縱令ひ一生惡を造れども、命終の時に臨みて十念相續して我が名字を稱せんに、若し生れずば正覺を取らじ」と。又復一切衆生、都て自ら量らず。若し大乘に據らば眞如實相第一義空、曾て未だ心に措かず。若し小乘を論ぜば見諦修道に修入し、乃至那含・羅漢、五下を斷じ五上を除くこと、道俗を問ふこと無く、未だ其の分に有らず。縱ひ人天の果報有るも、皆五戒・十善の爲に能く此の報を招く。然るに持ち得る者は甚だ希なり。若し起惡造罪を論ぜば、何ぞ暴風?雨に異ならんや。是を以て諸佛の大慈、淨土に勸歸せしめたまふ。縱使ひ一形惡を造れども但能く意を繋けて、專精に常に能く念佛すれば、一切の諸障自然に消除して、定んで往生を得ん。何ぞ思量せずして都て去く心無きや。


  



  ［第三大門　四、引證勸信］


  自下第四に聖敎を引きて證成して信を勸め生を求めしむとは『觀佛三昧經』（卷九意）に依るに云く。「爾の時に會中に財首菩薩有りて、*411佛に白して言さく。世尊、我過去無量劫の時を念ふに、佛有して世に出でたまへり。亦釋迦牟尼佛と名く。彼の佛の滅後に一の王子有り、名けて金幢と曰ふ。?慢邪見にして正法を信ぜず。知識の比丘有り、定自在と名く。王子に告げて言く。世に佛の像有り、極めて可愛なりと爲す。?く塔に入りて佛の形像を觀たてまつるべしと。時に彼の王子、善友の語に從ひて塔に入りて像を觀たてまつり像の相好を見て、比丘に白して言く。佛像すら端嚴なること猶尚此の如し、況や佛の眞身をやと。比丘告げて言く。王子今佛像を見て禮すること能はずは、當に南無佛と稱すべし。宮に還り念を繁けて塔の中の像を念ぜしに、即ち後夜に於て夢に佛像を見たてまつり、心大に歡喜して邪見を捨離し三寶に歸依す。壽命終るに隨ひて前に塔に入りて佛を稱せし功德に由て、即ち九百億那由他の佛に値遇することを得て、諸佛の所に於て常に勤精進し、恆に甚深の念佛三昧を得。念佛三昧の力の故に諸佛現前して皆授記を與ふ。是より以來百万阿僧祇劫惡道に墮せず。乃至今日首楞嚴三昧を獲得せり。爾の時の王子は、今我が財首是なりと。爾の時會中に即ち十方の諸大菩薩有り、其の數無量なり。各々本縁を説く、皆念佛に依て得たり。佛阿難に告げたまはく。此の觀佛三昧は是一切衆生の犯罪の者の藥なり、破戒の者の護なり、失道の者の導なり、盲冥の者の眼なり、愚癡の者の慧なり、黑闇の者の燈なり、煩惱の賊の中の大勇猛將なり、諸佛世尊の遊戲したまふ所の首楞嚴等の諸大三昧の始めて出生する處なり。佛阿難に告げたまはく。汝今善く持ちて愼みて忘失すること勿れ。過去・未來・現在の三世の諸佛、皆是の如き念佛三昧を説きたまふ。我十方諸佛及び賢劫の千佛と初發心より皆念佛三昧の力に因るが故に一切種智を得たり」と。又『目連所問經』の如し。「佛目連に告げたまはく。譬へば万川長流に浮べる艸木有りて、前は後を顧みず後は前を顧みず、*412都て大海に會するが如し。世間も亦爾なり。豪貴・富樂自在なること有りと雖も、悉く生・老・病・死を免るることを得ず。只佛經を信ぜざるに由て、後世に人と爲りて更に甚だ困劇して千佛の國土に生ずることを得ること能はず。是の故に我説かく、無量壽佛國は往き易く取り易くして人修行して往生すること能はず。反て九十五種の邪道に事ふ。我是の人を説きて眼無き人と名く、耳無き人と名く」と。經敎既に爾なり。何ぞ難を捨てて易行道に依らざらんや。


  



  安樂集卷上


  



  *413


  安樂集卷下



  釋道綽撰


  



  ［第四大門］


  第四大門の中に三番の料簡有り。第一に中國の三藏法師并びに此土の大德等、皆共に聖敎を詳審し淨土に歎歸するに依り、今以て勸め依らしむ。第二に此の經の宗及び餘の大乘諸部の凡聖の修入、多く念佛三昧を明して以て要門と爲すに據る。第三に問答解釋して念佛者の種種の功能利益を得ること不可思議なることを顯す。


  



  ［第四大門　一、念佛大德所行］


  第一に中國及以び此土の大德の所行に依るとは、余は五翳にして牆に面するがごとし。豈寧ぞ自ら輒くせんや。但遊歴し披勘するを以て師承有りと敬ふ。何となれば、謂く中國の大乘法師流支三藏あり。次に大德の名利を呵避する有り、則ち慧寵法師有り。次に大德の尋常に敷演する毎に聖僧の來聽を感ずる有り、則ち道場法師有り。次に大德の光を和げて孤り栖みて二國慕仰する有り、則ち曇鸞法師有り。次に大德の禪觀に獨り秀でたる有り、則ち大海禪師有り。次に大德の聰慧にして戒を守る有り、則ち齊朝の上統有り。然るに前の六大德は竝に是二諦の神鏡、斯れ乃ち佛法の綱維なり。志行倫を殊にして古今に實に希なり。皆共に大乘を詳審して淨土に歎歸す。乃ち是無上の要門なればなり。　問て曰く。既に淨土に歎歸す乃ち是要門なればなりと云はば、未だ知らず、此等の諸德臨終の時皆靈驗有りや已ずや。答て曰く。皆有り、虚しからず。曇鸞法師の如きは康存の日常に淨土を修す。*414亦毎に世俗の君子有りて來りて法師を呵して曰く。十方佛國皆淨土爲り、法師何ぞ乃ち獨り意を西に注むるや、豈偏見の生に非ずやと。法師對へて曰く。吾既に凡夫にして智惠淺短なり。未だ地位に入らず、念力均しくす須けんや。艸を置きて牛を引くに恆に心を槽櫪に繋く須きが如以し。豈縱放にして全く歸する所無きことを得んやと。復難者紛紜たりと雖も而も法師獨り決せり。是を以て一切道俗を問ふこと無く但法師と一面相遇ふ者は、若し未だ正信を生ぜざるには勸めて信を生ぜしめ、若し已に正信を生ぜる者には皆勸めて淨國に歸せしむ。是の故に法師命終の時に臨みて、寺の傍の左右の道俗皆旛花の院に映ずるを見、盡く異香を聞ぎ、音樂迎接して往生を遂げたり。餘の大德命終の時に臨みて皆徴祥有り。若し具に往生の相を談ぜんと欲はば、竝びに不可思議なり。


  



  ［第四大門　二、諸經所明念佛］


  第二に此彼の諸經に多く念佛三昧を明して宗と爲ることを明かすとは、中に就て八番有り。初の二は一相三昧を明し、後の六は縁に就き相に依て念佛三昧を明かす。　　第一に『花首經』（卷一〇意）に依るに「佛堅意菩薩に告げたまはく。三昧に二種有り。一には一相三昧有り、二には衆相三昧有り。一相三昧とは、菩薩有り、其の世界に其の如來有まして現在に説法したまふを聞く。菩薩是の佛の相を取る、現に前に在まし若しは道場に坐し若しは法輪を轉じて大衆圍遶するを以て是の如きの相を取る。諸根を收攝して心馳散せず、專ら一佛を念じて是の縁を捨てず。是の如き菩薩は、如來の相及び世界の相に於て無相を了達し、常に是の如く觀じ是の如く行じて是の縁を離れず。是の時に佛像即ち現じて前に在りて而も爲に法を説きたまふ。菩薩爾の時深く恭敬を生じて是の法を聽受し、若しは深若しは淺、轉た尊重を加ふ。菩薩是の三昧に住して諸法皆可壞の相を説くことを聞く。*415聞き已りて受持して三昧より起ちて能く四衆の爲に是の法を演説したまふ。佛堅意に告げたまはく。是を菩薩の一相三昧門に入ると名く」と。


  第二に『文殊般若』（卷下意）に依て一行三昧を明かさば、「時に文殊師利、佛に白して言さく。世尊、云何なるをか名けて一行三昧と爲す。佛言はく。一行三昧とは、若し善男子・善女人應に空間の處に在りて諸の亂意を捨て佛の方所に隨ひて端身正向にして相貌を取らず、心を一佛に繋けて專ら名字を稱し念ずること休息無かるべし。即ち是の念の中に能く過・現・未來の三世の諸佛を見たてまつる。何を以ての故に、是の佛を念ずる功德、無量無邊にして即ち無量の諸佛の功德と無二なればなり。是を菩薩の一行三昧と名く」と。


  第三に『涅槃經』に依るに佛言はく。若し人但能く心を至して常に念佛三昧を修すれば、十方諸佛恆に此の人を見はすこと現に前に在すが如しと。是の故に『涅槃經』（北本卷一八・南本卷一六意）に云く。「佛迦葉菩薩に告げたまはく。若し善男子・善女人有りて、常に能く心を至し專ら念佛する者は、若しは山林にも在れ若しは聚落にも在れ、若しは晝若しは夜、若しは坐若しは臥に、諸佛世尊常に此の人を見はすこと目の前に現ぜるが如し。恆に此の人の與にして住して施を受けん」と。


  第四に『觀經』及び餘の諸部に依るに、所修の萬行但能く廻願して皆生ぜざるは莫し。然るに念佛の一行を將て要路と爲す。何となれば聖敎を審量するに始終の兩益有り。若し善を生じ行を起さんと欲はば則ち普く諸度を該ぬ。若し惡を滅して災を消すは則ち總じて諸?を治す。故に下に『經』（觀經意）に云く。「念佛の衆生を攝取して捨てたまはず、壽盡きて必ず生ず」と。此を始益と名く。終益と言ふは、『觀音授記經』（意）に依るに云く。「阿彌陀佛は世に住したまふこと長久にして兆載永劫なるも、亦滅度したまふこと有り。般涅槃の時、唯觀音・勢至有りて安樂に住持して十方を接引せん。*416其の佛の滅度亦住世の時節と等同ならん。然るに彼の國の衆生は、一切佛を覩見したてまつる者有ること無し。唯一向に阿彌陀佛を專念して往生する者のみ有りて、常に彌陀現に在まして滅したまはずと見る」と。此れ即ち是其の終時の益なり。修する所の餘行、廻向して皆生ずるも、世尊の滅度に覩ると覩ざると有り。後代を勸めて審量して遠益に沾さしむるなり。


  第五に『般舟經』（卷上意）に依るに云く。「時に跋陀和菩薩有り、此の國土に於て阿彌陀佛有ますと聞きて數數念を係く。是の念に因るが故に阿彌陀佛を見たてまつる。既に佛を見たてまつり已りて即ち從ひて啓問す。當に何なる法を行じてか彼の國に生ずることを得べき。爾の時阿彌陀佛、是の菩薩に語りて言はく。我が國に來生せんと欲はん者は常に我が名を念じて休息有ること莫れ。是の如くして我が國土に來生することを得ん。當に佛身の三十二相悉く皆具足して、光明徹照し端正無比なるを念ずべし」と。


  第六に『大智度論』（卷七意）に依るに三番の解釋有り。「第一には佛は是無上法王なり、菩薩は法臣と爲す。尊ぶ所重くする所唯佛世尊なり。是の故に當に常に念佛すべきなり。第二に諸の菩薩有りて自ら云く。我曠劫より以來世尊我等が法身・智身・大慈悲身を長養したまふことをを蒙ることを得たりき。禪定・智慧、無量の行願、佛に由て成ることを得たり。報恩の爲の故に常に佛に近づかんことを願ず。亦大臣の王の恩寵を蒙りて常に其の主を念ふが如し。第三に諸の菩薩有りて復是の言を作さく。我因地に於して惡知識に遇ひて般若を誹謗して惡道に墮しき、無量劫を經て餘行を修すと雖も未だ出づることを得ること能はず。後に一時に於て善知識の邊に依りしに、我を敎へて念佛三昧を行ぜしむ。其の時に即ち能く諸?を併せ遣り方に解脱を得しむ。斯の大益有るが故に願じて佛を離れず」と。


  *417第七に『華嚴經』（晋譯卷一四意）に依るに云く。「寧ろ無量劫に於て具に一切の苦を受くとも終に如來に遠ざかりて自在力を覩たてまつらざること不けん」と。又（晋譯卷七）云く。「念佛三昧は必ず佛を見たてまつり、命終の後に佛前に生ず。彼の臨終を見なば念佛を勸めよ。又尊像を示して瞻敬せしめよ」と。又（晋譯卷四六意）善財童子善知識を求めて功德雲比丘の所に詣して白して言さく。「大師云何が菩薩の道を修して普賢の行に歸せんと。是の時比丘、善財に告げて曰く。我世尊の智慧海の中に於て唯一法を知る。謂く念佛三昧門なり。何となれば此の三昧門の中に於て、悉く能く一切の諸佛及び其の眷屬、嚴淨の佛刹を覩見して、能く衆生をして顛倒を遠離せしむ。念佛三昧門は微細の境界の中に於て一切の佛の自在の境界を見、諸劫の不顛倒を得。念佛三昧門は能く一切の佛刹を起すに能く壞する者無し。普く諸佛を見て三世の不顛倒を得んと。時に功德雲比丘善財に告げて言く。佛法の深海は廣大無邊なり。我が知れる所は唯此の一の念佛三昧門を得たるのみ。餘の?境界は數量に出過して我未だ知らざる所なり」と。


  第八に『海龍王經』（卷一意）に依るに、「時に海龍王、佛に白して言さく。世尊、弟子阿彌陀佛の國に生ぜんことを求む。當に何なる行を修してか彼の土に生ずることを得べき。佛龍王に告げたまはく。若し彼の國に生ぜんと欲せば、當に八法を行ずべし。何等をか八と爲す。一には常に諸佛を念ず。二には如來を供養す。三には世尊を咨嗟す。四には佛の形像を作りて諸の功德を修す。五には往生を廻願す。六には心怯弱ならしめず。七には一心に精進す。八には佛の正慧を求むるなり。佛龍王に告げたまはく。一切衆生斯の八法を具すれば常に佛を離れず」と。*418問て曰く。八法を具せずとも、佛前に生じ佛を離れざることを得るや不や。答て曰く。生ずることを得ること疑はず。何を以てか知ることを得。佛『寶雲經』を説きたまひし時の如き、亦十行具足して淨土に生ずることを得て常に佛を離れざることを明かしたまへり。時に除?障菩薩有りて佛に白さく「十行を具せずして生ずることを得るや不や。佛言はく。生ずることを得。但能く十行の中に一行具足して闕くること無ければ、餘の九行をば悉く淸淨と名く。疑を致すこと勿れ」（卷六意）と。又『大樹緊那羅王經』（卷一意）に云く。「菩薩は四種の法を行じて常に佛前を離れず。何等をか四と爲す。一には自ら善法を修し兼ねて衆生を勸めて皆往生して如來を見たてまつる意を作さしむ。二には自ら勸め他を勸めて正法を聞くことを樂はしむ。三には自ら勸め他を勸めて菩提心を發さしむ。四には一向に志を專にして念佛三昧を行ず。此の四の行を具すれば、一切の生處常に佛前に在りて諸佛を離れず」と。又『經』（大樹緊那羅王經卷四意）に云く。「佛菩薩の行法を説きたまふに三十二の器有り。何ぞなれば、布施は是大富の器、忍辱は是端正の器、持戒は是聖身の器、五逆不孝は是刀山・劔樹・?湯の器、發菩提心は是成佛の器、常に能く念佛して淨土に往生するは是見佛の器なり」と。略して六門を擧げて餘をば述べず。聖敎既に爾り、行者生を願ひて何ぞ常に念佛せざらんや。又『月燈三昧經』（卷一）に依るに云く。「佛の相好及び德行を念じ能く諸根をして亂動せざらしむ。心に迷惑無く法と合すれば聞を得、智を得ること大海の如し。智者是の三昧に住して念を攝して行ずれば、經行の所に於て能く千億の諸の如來を見たてまつり、亦無量恆沙の佛に値ひたてまつる」と。


  



  ［第四大門　三、念佛三昧利益］


  第三に問答解釋して念佛三昧に種種の利益有ることを顯すに其の五番有り。　　第一に問て曰く。今常に念佛三昧を修すと云はば仍餘の三昧を行ぜざるや。答て曰く。今常念と言へども亦餘の三昧を行ぜずとは言はず。但念佛三昧を行ずること多きが故に。*419故に常念と言ふ。全く餘の三昧を行ぜずと謂ふには非ず。　　第二に問て曰く。若し常に念佛三昧を修することを勸めば、餘の三昧と能く階降有りや以不や。答て曰く。念佛三昧の勝相は不可思議なり。此れ云何が知る。『摩訶衍』（智度論卷七意）の中に説きて云ふが如し。「諸餘の三昧、三昧ならざるには非ず。何を以ての故に。或は三昧有り、但能く貪を除きて瞋・癡を除くこと能はず。或は三昧有り、但能く瞋を除きて癡・貪を除くこと能はず。或は三昧有り、但能く癡を除きて貪・瞋を除くこと能はず。或は三昧有り、但能く現在の障を除きて過去・未來の一切諸障を除くこと能はず。若し能く常に念佛三昧を修すれば現在・過去・未來の一切諸障を問ふこと無く悉く皆除くなり」。　　第三に問て曰く。念佛三昧既に能く障を除き福を得ること功利大ならば、未審し、亦能く行者を資益して年を延べ壽を益さしむや以不や。答て曰く。必ず得べし。何となれば『惟無三昧經』に云ふが如し。「兄弟二人有り、兄は因果を信じ、弟は信心無けれども、而も能善く相法を解れり。其の鏡の中に因て自ら面上を見るに死相已に現じて七日を過ぎず。時に智者有りて敎へて往いて佛に問はしむ。佛時に報へて言はく。七日といふは虚ならず、若し能く一心に念佛し戒を修せば或は難を度することを得んと。尋即ち敎に依て繋念す。時に六日に至りて即ち二鬼有り、來りて耳に其の念佛の聲を聞きて竟に能く前進むこと無し。還りて閻羅王に告ぐ。閻羅王符を索む。已に注して云く。持戒念佛の功德に由て第三炎天に生る」と。又『譬喩經』の中にいはく、「一の長者有り、罪福を信ぜず、年已に五十。忽に夜夢に見るらく、刹鬼符を索して來りて之を取らんと欲し十日を過ぎずといふ。其の人眠覺めて惶怖すること常に非ず。明に至りて相師を求覓めて夢を占はしむ。師卦兆を作りて云く。刹鬼有り、必ず相害せんと欲すと。十日を過ぎずして、其の人惶怖すること常に倍して佛に詣でて求請す。佛時に報へて云はく。若し此を攘はんと欲はば今より已去意を專にして佛を念じ戒を持ち香を燒き燈を燃し繒幡?を懸け、*420三寶を信向せば、此の死を免るべしと。即ち此の法に依て心を專にして信向す。刹鬼門に到りて功德を修するを見、遂に害すること能はず。鬼即ち走り去りぬ。其の人斯の功德に縁て壽百年を滿ちて死して天に生ずることを得たり。復一の長者有り、名を執持と曰ふ。戒を退けて佛に還し現に惡鬼に之を打たる」と。　　第四に問て曰く。此の念佛三昧は但能く諸障を對治し唯世報を招くのみなりや、亦能く遠く出世無上菩提を感ずや、以不や。答て曰く。得べし。何となれば『華嚴經』（晋譯卷二二－二七意）の十地品に云ふが如し。始め初地より乃至十地まで一一の地の中に於て皆入地の加行道と地滿の功德利と已不住道とを説き訖りて即ち皆結して云く。「是の諸の菩薩餘行を修すと雖も皆念佛・念法・念僧を離れず。上?の樂具もて三寶を供養す」と。斯の文證を以て知ることを得。諸の菩薩等乃至上地に常に念佛・念法・念僧を學して方に能く無量の行願を成就して功德海を滿す。何に況や二乘・凡夫淨土に生ずることを求めて念佛を學せざらんや。何を以ての故に。此の念佛三昧は即ち一切の四攝・六度を具する通の行、通の伴なるが故なり。　　第五に問て曰く。初地已上の菩薩は佛と同じく眞如の理を證するをもて佛家に生ずと名く。自ら能く佛と作りて衆生を濟運す。何ぞ更に念佛三昧を學して佛を見たてまつらんと願ず須きや。答て曰く。其の眞如を論ずれば廣大無邊にして虚空と等し。其の量知り難し。譬へば一の大なる闇室に若し一燈・二燈を然すが如し。其の明?しと雖も猶闇と爲すなり。漸く多燈に至りて大明と名くと雖も豈日光に及ばんや。菩薩の所證の智は地地相望むるに自ら階降有りと雖も、豈佛の日明の如くなるに比ぶることを得んや。


  



  ［第五大門］


  第五大門の中に四番の料簡有り。第一に汎く修道の延促を明して速やかに不退を獲しめんと欲す。第二に此彼の禪觀を比?して往を勸む。*421第三に此彼の淨穢二境を亦漏・無漏と名けて比?す。第四に聖敎を引きて證成し後代を勸めて信を生じ往を求めしむ。


  



  ［第五大門　一、修道延促］


  第一に汎く修道の延促を明かすとは、中に就て二有り。一に修道の延促を明し、二に問答解釋す。　　一に延促を明かすとは、但一切衆生苦を厭ひて樂を求め縛を畏れ解を求めざるは莫し。皆早く無上菩提を證せんと欲する者は先づ須く菩提心を發すを首と爲すべし。此の心識り難く起し難し。縱令ひ此の心を發得するも經に依て終に須く十種の行、謂ゆる信・進・念・戒・定・慧・捨・護法・發願・廻向を修して菩提に進詣すべし。然るに修道の身相續して絶えずして、一萬劫を逕て始めて不退の位を證す。當今の凡夫は現に信想輕毛と名く、亦假名と曰へり、亦不定聚と名く、亦外の凡夫と名く。未だ火宅を出でず。何を以て知ることを得ん。『菩薩瓔珞經』に據て具に入道行位を辨ずるに法爾なるが故に難行道と名く。又但以一劫の中の受身生死すら尚數へ知るべからず、況や一萬劫の中に徒に痛燒を受くるをや。若し能く明らかに佛經を信じて淨土に生ぜんと願ずれば、壽の長短に隨ひて一形に即ち至りて位不退に階ふ。此の修道一萬劫と功を齊しくす。諸の佛子等何ぞ思量せずして難を捨てて易を求めざらんや。『倶舍論』の如きも中に亦難行・易行の二種の道を明す。難行とは『論』（倶舍譯論卷九意）に説きて云ふが如し。「三大阿僧祇劫に於て一一の劫の中に皆福智の資糧六波羅蜜一切の諸行を具す。一一の行業に皆百萬の難行の道有りて始めて一位に充つ」と。是難行道なり。易行道とは即ち彼の『論』（倶舍譯論卷九意）に云く。「若し別に方便有るに由て解脱有る者を易行道と名くるなり」と。今既に極樂に勸歸し一切の行業悉く彼に廻向す。但能く專至なれば壽盡きて必ず生ぜん。*422彼の國に生ずることを得れば即ち究竟して淸涼なり。豈易行の道と名づけざるべけんや。須く此の意を知るべし。　　二に問て曰く。既に淨土に往生せんと願ずれば此の壽盡くるに隨ひて即ち往生を得と言ふは、聖敎の證有りや不や。答て曰く。七番有り。皆經論を引きて證成せん。一には『大經』（卷下意）に依るに云く。「佛阿難に告げたまはく。其れ衆生有りて、今世に於て無量壽佛を見たてまつらんと欲はば、應に無上菩提の心を發して功德を修行して彼の國に生ぜんと願ずべし。即ち往生を得るが故に」と。『大經の讚』（讚彌陀偈）に云く。「若し阿彌陀の德號を聞きて歡喜讚仰し心歸依すれば、下一念に至るまで大利を得、則ち功德の寶を具足すと爲す、設ひ大千世界に滿てらん火をも、亦應に直ちに過ぎて佛の名を聞くべし、阿彌陀を聞かば復退せず、是の故に心を至して稽首し禮したてまつる」と。　二には『觀經』に依るに、九品の内に皆言く。「臨終正念にして即ち往生を得」と。　三には『起信論』（意）に依るに云く。「諸の生を敎へて眞如平等一實を觀ぜよと勸む。亦始發意の菩薩有り、其の心軟弱にして自ら常に諸佛に値ひ親承供養すること能はずと謂ひ、意退せんと欲する者には、當に知るべし、如來に勝方便有まして信心を攝護したまふ。謂く意を專にして佛を念ずる因縁を以て願に隨ひて往生す。常に佛を見たてまつるを以ての故に永く惡道を離る」と。　四には『鼓音陀羅尼經』に依るに云く。「爾の時世尊、諸の比丘に告げたまはく。我當に汝が爲に演説すべし。西方安樂世界に今現に佛有ます。阿彌陀と號したてまつる。若し四衆有りて、能く正しく彼の佛の名號を受持し、　其の心を堅固にして憶念して忘れざること十日十夜、散亂を除捨して精勤して念佛三昧を修習し、　若し能く念念に絶えざらしめば、十日の中、必ず彼の阿彌陀佛を見たてまつることを得て、　皆往生することを得べし」と。　五には『法鼓經』（意）に依るに云く。「若し人臨終の時念を作すこと能はずば、但彼の方に佛有ますと知りて往生の意を作すべし、亦往生することを得」と。　　六には『十方隨願往生經』（灌頂經卷一一意）に云ふが如し。*423「若し臨終に及び死して地獄に墮すること有らんに、家の内の眷屬其の亡者の爲に佛を念じ及び轉誦し齋福せば、亡者則ち地獄より出でて淨土に往生す。況や其の現在に自ら能く修念せば何を以てか往生することを得ざる者あらんや」と。是の故に彼の『經』（灌頂經卷一一意）に云く。「現在の眷屬亡者の爲に追福すれば遠人に餉するに定んで食を得るが如し」と。　第七には廣く諸經を引きて證成す。『大法鼓經』（卷上意）に説くが如し。「若し善男子・善女人、常に能く意を繋けて諸佛の名號を稱念すれば、十方の諸佛、一切の賢聖、常に此の人を見ること目の前に現ずるが如し。是の故に此の經を大法鼓と名く。當に知るべし、此の人は十方淨土に願に隨ひて往生す」と。又『大悲經』（卷二意）に云く。「何んが名けて大悲と爲る。若し專ら念佛相續して斷えざれば其の命終に隨ひて定んで安樂に生ぜん。若し能く展轉して相勸めて念佛を行ぜしむる者は、當に知るべし此等を悉く大悲を行ずる人と名く」と。是の故に『涅槃經』（北本卷一九・南本卷一七意）に云く。「佛、大王に告げたまはく。假令ひ大庫藏を開きて一月の中に一切衆生に布施すとも、所得の功德、人有りて佛を稱する一口の功德に如かず。前に過ぎたること?量すべからず」と。又『增一阿含經』（卷三四意）に云く。「佛阿難に告げたまはく。其れ衆生有りて一閻浮提の人に衣服・飮食・臥具・湯藥を供養せんに、得る所の功德寧ろ多しと爲んや不や。阿難佛に白して言さく。世尊、甚だ多し甚だ多し、數へ量るべからず。佛阿難に告げたまはく。若し衆生有りて善心相續して佛の名號を稱すること一び牛乳を搆る頃の如くせん、得る所の功德上に過ぐること量るべからず。能く量る者有ること無し」と。『大品經』（摩訶般若經卷二一・智度論卷八四意）に云く。「若し人散心念佛すれば乃至苦を畢るまで其の福盡きず。若し人散花念佛すれば乃至苦を畢るまで其の福盡きず」と。故に知んぬ、念佛の利大なること不可思議なり。『十往生經』、諸大乘經等、竝びに文證有り。具に引くべからず。


  



  *424［第五大門　二、禪觀難易］


  第二に次に此彼の禪觀を比?して往生を勸むることを明かすとは、但此の方は穢境にして亂想入り難し、就令ひ修得するも唯事定を獲て多く味染を喜ぶ。又復但能く業報の生を伏し、上界の壽盡きぬれば多く退す。是の故に『智度論』（卷一七）に云く。「多聞にして戒禪を持てども未だ無漏法を得ず。此の功德有りと雖も是の事未だ信むべからず」と。若し西に向ひて修習せんと欲せば事境光淨にして定觀成じ易し。罪を除くこと多劫、永く定まり速に進みて究竟淸涼ならん。『大經』に廣く説くが如し。　問て曰く。若し西方の境界勝にして禪定の爲に感ずべくば、此の界の色天は劣にして禪定の爲に招くべからざるや。答て曰く。若し修定の因を論ずれば彼此に該通す。然るに彼の界は位是不退にして并びに他力の持つ有り。是の故に説きて勝と爲す。此の處は復定を修するに剋すと雖も但自分の因のみ有りて闕けて他力の攝する無し。業盡くれば退することを免れず。此に就いて説かく、如かずと。


  



  ［第五大門　三、二土淨穢］


  第三に此彼淨穢の二境を亦漏・無漏と名くるに據るとは、若し此の處の境界を論ずるに唯三塗・丘?・山澗・沙鹵・棘刺・水旱・暴風・惡觸・雷電・?礰・虎狼・毒獸・惡賊・惡子・荒亂・破散・三災・敗壞有り。正報を語り論ずれば三毒・八倒・憂悲・嫉?・多病・短命・飢渇・寒熱あり、常に司命の害鬼の爲に追逐せ所る。深く穢惡すべし、具に説くべからず。故に有漏と名く。深く厭ふべきなり。彼の國に往生するは勝れたる者なり。『大經』に據るに云ふに、十方の人天但彼の國に生るる者、皆種種の利益を獲ざるは莫し。何となれば一び彼の國に生ずれば、行けば則ち金蓮足を捧げ、坐すれば則ち寶座?を承け、出づれば則ち帝釋前に在り、入れば則ち梵王後に從ふ。一切の聖衆は我と親朋なり、阿彌陀佛は我が大師爲り。寶樹・寶林の下には意に任せて?翔し、八德の池の中には神を遊ばしめ足を濯ぐ。形は則ち身金色に同じく、壽は則ち命佛と齊し。*425學べば則ち衆門竝に進み、止むれば則ち二諦虚融す。十方に濟運すれば則ち大神通に乘じ、晏安すれば暫時に則ち三空門に坐す。遊べば則ち八正の路に入り、至れば則ち大涅槃に到る。一切衆生但彼の國に至れば皆此の益を證す。何ぞ思量せざらんや、速やかに去かざらんや。


  



  ［第五大門　四、引證勸信］


  第四に聖敎を引きて證成し後代を勸めて信を生じ往を求願せしむとは、『觀佛三昧經』（卷九意）に依るに云く。「爾の時會中に十方諸佛有まして各々花臺の中に於て結跏趺坐して空中に現じたまふ。東方の善德如來を首と爲て、大衆に告げて言はく。汝等當に知るべし、我過去無量世の時を念ふに佛有ましき、寶威德上王と名く。彼の佛出でたまふ時亦今日の如く三乘の法を説きたまふ。彼の佛の滅後末世の中に一の比丘有りて、弟子九人を將ゐて佛塔に往詣して佛像を禮拜し、一の寶像の嚴顯にして觀つべきを見る。觀已りて敬禮して目に諦かに之を觀ず。各々一偈を説きて用て讚歎を爲す。壽の脩短に隨ひて各自に命終す。即ち命終し已りて即ち佛前に生ず。此より已後恆に無量の諸佛に値遇することを得て、諸佛の所に於て廣く梵行を修し念佛三昧海を得。既に此を得已りて諸佛現前にして即ち授記を與ふ。十方の面に於て意に隨ひて佛と作る。東方の善德佛とは即ち我が身是なり。自餘の九方の諸佛は即ち是本昔の弟子九人是なり。十方の佛世尊は塔を禮し一偈もて讚ずるに因由るが故に佛と成ることを得たり、豈異人ならんや、我等十方の佛是なりと。是の時十方の諸佛空より下り千の光明を放ちて色身白毫相の光を顯現して、各各皆釋迦佛の牀に坐す。阿難に告げて言はく。汝知るや、釋迦文佛は無數の精進百千の苦行もて佛の智慧を求めて是の身を報得したまへり。今汝が爲に説かん。汝佛語を持ちて未來世の天・龍・大衆、四部の弟子の爲に觀佛相好及び念佛三昧を説くべしと。*426是の語を説き已りて然る後に釋迦文佛に問訊す。問訊し訖已りて各々本國に還りたまひぬ」と。


  



  ［第六大門］


  第六大門の中に三番の料簡有り。第一に十方淨土共に來して比?す。第二に義推す。第三に經の住滅を辨ず。


  



  ［第六大門　一、十方西方比?］


  第一に十方淨土共に來して比?すとは、其の三番有り。　一には『隨願往生經』（灌頂經卷一一意）に云ふが如し。「十方佛國皆悉く嚴淨なり。願に隨ひて竝びに往生することを得。然りと雖も悉く西方の無量壽國には如かず。何の意をもてか此の如くなる。但阿彌陀佛觀音・大勢至と先に發心したまひし時此の界より去りたまひ、此の衆生に於て偏に是縁有り。是の故に釋迦處處に歎歸したまふ」と。　二には『大經』（卷上意）に據るに、「法藏菩薩因中に世饒王佛の所に於て具に弘願を發して諸の淨土を取りたまふ。時に佛爲に二百一十億の諸佛刹土の天人の善惡、國土の精?を説きて、悉く現じて之を與へたまふ。時に法藏菩薩願じて西方を取りて成佛したまふ。今現に彼に在ます」と。是二の證なり。　三には此の『觀經』の中に依るに、「韋提夫人復淨土を請ふ、如來光臺に爲に十方一切の淨土を現じたまふ。韋提夫人佛に白して言さく。此の諸佛の土復淸淨にして皆光明有りと雖も、我今極樂世界の阿彌陀佛の所に生ぜんことを樂ふ」（取意）と。是其の三の證なり。故に知んぬ、諸の淨土の中に安樂世界は最勝なりと。


  



  ［第六大門　二、義推］


  第二に義推すとは、　問て曰く。何が故に要ず面を西に向けて坐禮念觀することを須ふるや。答て曰く。閻浮提には日出の處をば生と名け沒する處をば死と名づくと云ふを以て、死地に藉れば神明の趣入其の相助便なり。是の故に法藏菩薩願じて成佛し西に在りて衆生を悲接したまふ。*427坐觀禮念等に由るに面を佛に向くる者は是世の禮儀に隨ふなり。若し是聖人ならば飛報自在なることを得て方所を辨ぜず。但凡夫の人は身心相隨ふ、若し餘方に向はば西に往くこと必ず難し。是の故に『智度論』（卷九意）に云く。「一の比丘有り、康存の日阿彌陀經を誦し及び般若波羅蜜を念じ、命終の時に臨みて弟子に告げて言く。阿彌陀佛、諸の聖衆と與に今我が前に在すと。合掌歸依して須臾にして命を捨つ。是に於て弟子火葬の法に依り火を以て屍を焚くに一切燒き盡くれども唯舌根の一種有りて本と異ならず。遂に即ち收め取りて塔を起て供養す」と。龍樹菩薩釋して（智度論卷九意）云く。「阿彌陀經を誦するが故に、是を以て終に垂とするに佛自ら來迎し、般若波羅蜜を念ずるが故に、所以に舌根盡きず」と。斯の文を以て證す。故に知んぬ、一切の行業但能く廻向するに往かずといふこと無し。故に『須彌四域經』に云く。「天地初めて開くる時、未だ日月星辰有らず。縱ひ天人來下すること有れども但項の光を用て照用す。爾の時人民多く苦惱を生ず。是に於て阿彌陀佛二菩薩を遣はす。一を寶應聲と名け、二を寶吉祥と名く。即ち伏犧・女?是なり。此の二菩薩共に相籌議して第七の梵天の上に向ひて其の七寶を取りて此の界に來至して日月星辰二十八宿を造り以て天下を照らし、其の四時春秋冬夏を定む。時に二菩薩共に相謂て言く。日月星辰二十八宿の西へ行く所以は、一切の諸天人民盡く共に阿彌陀佛を稽首するなり。是を以て日月星辰皆悉く心を傾けて彼に向ふ、故に西に流るるなり」と。


  



  ［第六大門　三、經敎住滅］


  第三に經の住滅を辨ぜば、謂く。「釋迦牟尼佛一代、正法五百年、像法一千年、末法一萬年には、衆生減じ盡き諸經悉く滅せん。如來痛燒の衆生を悲哀して、特に此の經を留めて止住せんこと百年ならん」（大經卷下意）と。斯の文を以て證す。*428故に知んぬ、彼の國は是淨土なりと雖も、然も體上下に通ず。相無相を知るものは當に上位に生ずべし。凡夫火宅にして一向に相に乘じて往生するなり。


  



  ［第七大門］


  第七大門の中に兩番の料簡有り。第一門の中に此彼の取相縛脱を料簡す。第二に次に此彼の修道功を用ふるに輕重ありて報を獲るに眞僞あることを明し、故らに勸めて彼に向はしむ。


  



  ［第七大門　一、二土取相］


  第一に此彼の取相縛脱を料簡すとは、若し西方の淨相を取らば疾く解脱を得、純ら極樂を受けて智眼開朗なり。若し此の方の穢相を取らば唯妄樂・癡盲・厄縛・憂怖のみ有り。　問て曰く。大乘の諸經に依るに皆「無相は乃ち是出離の要道なり、執相拘礙すれば塵累を免れず」と云へり。今衆生を勸めて穢を捨て淨を忻はしむ。是の義云何。答て曰く。此の義類せず。何となれば凡そ相に二種有り。一には五塵の欲境に於て妄愛貪染して境に隨ひて執着す。此等の是相を之を名けて縛と爲す。二には佛の功德を愛して淨土に生ぜんと願ず。是相と言ふと雖も名けて解脱と爲す。何を以てか知ることを得る。『十地經』（卷五意）に云ふが如し。「初地の菩薩尚自ら二諦を別觀して心を勵まして作意す。先には相に依て求む、終には則ち無相なり。以て漸く增進して大菩提を體す。七地の終心を盡くして相心始めて息む。其の八地に入りて相求を絶す。方に無功用と名くるなり」と。是の故に『論』（十地經卷一〇意）に云く。「七地已還は惡貪を障と爲し善貪を治と爲す。八地已上は善貪を障と爲し無貪を治と爲す」と。況や今淨土に生ぜんことを願ふは現に是外凡なり。所修の善根皆佛の功德を愛するより生ず。豈是縛ならんや。故に『涅槃經』（北本卷一三・南本卷一二意）に云く。「一切衆生に二種の愛有り。一には善愛、二には不善愛なり。不善愛は唯愚之を求む。善法愛は諸菩薩求む」と。*429是の故に『淨土論』（論註卷下意）に云く。「觀佛國土淸淨味・攝受衆生大乘味・類事起行願取佛土味・畢竟住持不虚作味、是の如き等の無量の佛道の味有り」と。故に是相を取ると雖も執縛に當るに非ず。又彼の淨土に言ふ所の相とは即ち是無漏の相、實相の相なり。


  



  ［第七大門　二、二土修道］


  第二段の中に此彼の修道に功を用ふるに輕重ありて報を獲るに眞僞あることを明すとは、若し發心して西に歸せんと欲する者は、單へに少時の禮・觀・念等を用ひて、壽の長短に隨ひて命終の時に臨めば光臺迎接して迅く彼の方に至り位不退に階ふ。是の故に『大經』（卷上意）に云く。「十方の人天我が國に來生して、若し畢に滅度に至らずして更に退轉有らば、正覺を取らじ」と。此の方は多時に具に施・戒・忍・進・定・慧を修して未だ一萬劫を滿たず已來は、恆に未だ火宅を免れず、顛倒墜墮す。故に功を用ふることは至て重く報を獲ることは僞なりと名く。『大經』（卷下意）に復云く。「我が國に生ずる者は橫に五惡趣を截る」と。今此は彌陀の淨刹に約對して娑婆の五道を齊しく惡趣と名く。地獄・餓鬼・畜生は純惡の所歸なれば名けて惡趣と爲す。娑婆の人天は雜業の所向なれば亦惡趣と名く。若し此の方の修治斷除に依れば、先づ見惑を斷じて三塗の因を離れ三塗の果を滅す。後に修惑を斷じて人天の因を離れ人天の果を絶つ。此れ皆漸次に斷除すれば橫截と名けず。若し彌陀の淨國に往生することを得れば娑婆の五道一時に頓に捨つ。故に「橫截五惡趣」と名くるは其の果を截るなり。「惡趣自然閉」とは其の因を閉づるなり。此れ所離を明す。「昇道無窮極」とは其の所得を彰す。若し能く作意して廻願して西に向へば上一形を盡し下十念に至るまで皆往かざること無し。一び彼の國に到れば即ち正定聚に入りて此の修道一万劫と功を齊しくするなり。


  



  *430［第八大門］


  第八大門の中に三番の料簡有り。第一に略して諸經を擧げて來證して勸めて此を捨てて彼を忻はしむ。第二に彌陀・釋迦二佛比?す。第三に往生の意を釋す。


  



  ［第八大門　一、經論勸説］


  第一に略して諸の大乘經を擧げて來證して皆勸めて此を捨てて彼を?はしむとは、一には謂く耆闍崛山の説、『大經』二卷。二には『觀經』一部、王宮・耆闍兩會の正説なり。三には『小卷無量壽經』舍衞の一説。四には復『十方隨願往生經』の明證有り。五には復『無量淸淨覺經』二卷一會の正説有り。六には更に『十往生經』一卷有り。諸餘の大乘經論にも指讚する處多し。『請觀音』・『大品經』等の如し。又龍樹・天親等の論の如き、歎勸一に非ず。餘方の淨土は皆此の如く丁寧ならず。


  



  ［第八大門　二、二尊比?］


  第二に彌陀・釋迦二佛を比?すとは、謂く此の佛釋迦如來八十年世に住まりて暫く現じて即ち去りたまひ、去りて返りたまはず。?利の諸天に比するに一日にも至らず。又釋迦の在時救縁亦弱し。?舍離國の人の現患を救ひし等の如きなり。何となれば、時に?舍離國の人民五種の惡病に遭へり。一には眼赤きこと血の如し、二には兩の耳より膿を出す、三には鼻の中より血を流す、四には舌噤みて聲無し、五には食ふ所の物化して?澀と爲る。六識閉塞せること猶し醉人の如し。五夜叉有り、或は訖拏迦羅と名く、面の黑きこと墨の如し、而も五眼有り、狗牙上に出で、人の精氣を吸ふ。良醫耆婆其の道術を盡くすも救ふこと能はざる所なり。時に月?長者有り、首と爲りて病人を部領し皆來りて佛に歸して頭を叩きて哀を求めしむ。爾の時世尊、無量の悲愍を起して病人に告げて曰く。西方に阿彌陀佛・觀世音・大勢至菩薩有す。汝等一心に合掌して見たてまつらんことを求めよと。*431是に於て大衆皆佛の勸に從ひて合掌して哀を求む。爾の時彼の佛大光明を放ちて觀音・大勢と一時に倶に到りて大神呪を説きたまふ、一切の病苦皆悉く消除して平復すること故の如し。然るに二佛の神力亦齊等なるべし。但釋迦如來己が能を申べずして故らに彼の長を顯したまふことは、一切衆生をして齊しく歸せざること莫からしめんと欲してなり。是の故に釋迦處處に歎歸せしめたまへり。須く此の意を知るべし。是の故に曇鸞法師の正意西に歸す、故に『大經』に傍へて奉讚して（讚彌陀偈）云く。「安樂の聲聞・菩薩衆、人・天、智慧咸く洞達せり、身相の莊嚴殊異無し、但他方に順ずるが故に名を列ぬ、顏容端正にして比ぶべき無し、精微妙躯にして人天に非ず、虚無の身無極の體なり、是の故に平等力を頂禮したてまつる」と。


  



  ［第八大門　三、往生意趣］


  第三に往生の意を釋すとは、中に就て二有り。一には往生の意を釋し、二には問答解釋す。　第一に問て曰く。今淨土に生ぜんことを願ず、未だ知らず何の意を作すや。答て曰く。只疾く自利・利他を成じ利物深廣ならんことを欲す。十信・三賢、攝受正法、契會不二、見證佛性、明曉實相、觀照暉心、有無二諦、因果先後、十地優劣、三忍三道、金剛無礙、證大涅槃。大乘寬く運びて無限の時に住せんと欲す。無邊の生死海を盡さんが爲の故に。　問に三番有り。　問て曰く。淨土に生ぜんと願ずるものは利物を欲するに擬すといはば、若し爾らば所拔の衆生は今現に此に在り、已に能く此の心を發得すれば只應に此に在りて苦の衆生を拔くべし。何に因てか此の心を得竟りて先づ淨土に生ぜんと願ずるや。衆生を捨てて自ら菩提の樂を求むるに似如たるをや。答て曰く。此の義類せず。何となれば『智度論』（第七七巻意）に云ふが如し。「譬へば二人倶に父母眷屬の深淵に沒在するを見るに、一人は直ちに往いて力を盡して之を救ふ、力の及ばざる所、相與倶に沒す。一人は遙かに走り一の舟船に趣き乘り來りて濟接するに竝に難を出づることを得るが如し。*432菩薩も亦爾なり。若し未だ發心せざる時には、生死に流轉すること衆生と別なること無し。但已に菩提心を發す時は、先づ願じて淨土に往生し、大悲の船を取りて無礙の辨才に乘じて生死の海に入り、衆生を濟運すべし」と。二に『大論』（卷三八意）に復云く。「菩薩淨土に生じて大神通を具し辨才無礙にして衆生を敎化する時も尚衆生をして善を生じ惡を滅し道を增し位を進めて菩薩の意に稱はしむること能はず。若し即ち穢土に在りて拔濟する者は闕けて此の益無し。鷄を逼めて水に入るるが如以し。豈能く濕はざらんや」。三に『大經の讚』（讚彌陀偈意）に云く。「安樂佛國の諸の菩薩は、夫れ宣説すべきところには智慧に隨ふ、己が萬物に於て我所を亡ず、淨きこと蓮花の塵を受けざるが如し、往來進止汎べる舟の若し、利安を務と爲して適莫を捨つ、彼も己も猶空にして二想を斷ず、智慧の炬を然して長夜を照らす、三明六通皆已に足れり、菩薩は万行心眼に觀ず、是の如きの功德邊量無し、是の故に心を至して彼に生ぜんと願ず」と。


  



  ［第九大門］


  第九大門の中に兩番の料簡有り。第一に苦樂善惡相對す。第二に彼此の壽命の長短を明して比?す。


  



  ［第九大門　一、二土苦樂］


  初段の中に就て二有り。一には苦樂善惡相對す。二には『大經』を引きて證と爲す。　初に苦樂善惡相對すと言ふは、此の娑婆世界に在りては苦樂二報有りと雖も恒に以て樂は少く苦は多し。重きは則ち三塗に痛燒し輕きは則ち人天にして刀兵・疾病相續きて連り注ぎ、遠劫より已來斷ゆる時有ること無し。縱ひ人天に少樂有りとも猶し泡沫・電光の速に起り速に滅するが如し。是の故に名けて唯苦唯惡と爲す。彌陀の淨國は水鳥・樹林常に法音を吐きて明かに道敎を宣ぶ、淸白を具足して能く悟入せしむ。　二に聖敎を引きて證と爲すとは、『淨土論』（意）に云く。「十方の人天彼の國に生ずる者は即ち淨心の菩薩と無二なり。*433淨心の菩薩は即ち上地の菩薩と畢竟じて同じく寂滅忍を得。故に更に退轉せず」と。又『大經』の四十八願を引く中に五番の大益有り。第一に『大經』（卷上意）に云く。「十方の人天我國に來生すること有らんに、悉く眞金の色ならずは正覺を取らじ」と。二（大經卷上意）に云く。「十方の人天我國に來生して、若し形色不同にして好醜有らば正覺を取らじ」と。三（大經卷上意）に云く。「十方の人天我が國に來生して宿命智を得ず、下百千億那由他の諸劫の事を知らざるに至らば正覺を取らじ」と。四（大經卷上意）に云く。「十方の人天我が國に來生して天耳通を得ず、下百千億那由他の諸佛の所説を聞かず、悉く受持せざるに至らば正覺を取らじ」と。五（大經卷上意）に云く。「十方の人天我が國に來生して他心智を得ず、下百千億那由他の諸佛國の中の衆生の心念を知らざるに至らば正覺を取らじ」と。彼の國の利益の事を論ぜんと欲ふに具に陳ぶべきこと難し。但當に生ぜんと願ずべし。必ず不可思議なり。是の故に彼の方は唯善唯樂にして苦無く惡無きなり。


  



  ［第九大門　二、二土壽命］


  第二に壽命の長短を明すとは、此の方の壽命は大期も百年に過ぎず。百年の内より出づることは少く減ずることは多し。或は生年に夭喪し乃至童子にして身亡づ。或は復胞胎にして傷墮す。何の意か然るとならば、良に衆生因を作る時雜はれるに由る。是を以て報を受くること亦齊同なることを得ざるなり。是の故に『涅槃經』（北本卷三七・南本卷三四意）に云く。「作業の時黑なれば果報亦黑なり。作業の時白なれば果報亦白なり。淨雜亦爾なり」と。又『淨度菩薩經』に據るに云く。「人壽百歳なるも夜其の半を消す。即ち是五十年を減却するなり。五十年の内に就きて十五已來は未だ善惡を知らず、八十已去は昏耄虚劣なり、故に老苦を受く。此より外唯十五年在る有り。*434中に於て外には則ち王官逼迫して長征遠防し或は繋がれて牢獄に在り。内は則ち門戸の吉凶衆事に牽き纏はれ、????として常に求むるに足らず。斯の如く推計するに幾の時有りてか道業を修することを得べき。此の如く思量するに豈哀しまざらんや。何ぞ厭はざることを得んや」と。又彼の『經』（淨度菩薩經）に云く。「人世間に生れて凡そ一日一夜を經るに八億四千万の念有り。一念惡を起せば一惡身を受け、十念惡を念へば十生の惡身を得、百念惡を念へば一百の惡身を受く。一衆生一形の中を計るに、百年惡を念へば惡即ち三千國土に?滿して其の惡身を受く。惡法既に爾り、善法も亦然なり。一念善を起せば一善身を受け、百念善を念へば一百の善身を受く。一衆生一形の中を計るに、百年善を念へば三千國土に善身亦滿つ。若し十年・五年阿彌陀佛を念ずることを得れば、或は多年の後に至りて無量壽國に生れ、即ち淨土の法身を受くること恆沙無盡にして不可思議なり。今既に穢土は短促にして命報遠からず。若し阿彌陀淨國に生ずれば、壽命長遠にして不可思議なり。是の故に『無量壽經』（小經意）に云く。「佛舍利弗に告げたまはく。彼の佛を何が故ぞ阿彌陀と號くるや。舍利弗、十方の人天彼の國に往生する者、壽命長遠にして億百千劫なり。佛と同等なるが故に阿彌陀と號く。各々宜しく此の利の大なることを量りて皆往生を願ふべし」。又『善王皇帝尊經』に云く。「其れ人有りて道を學して西方阿彌陀佛國に往生せんと念欲はんものは、憶念すること晝夜一日、若しは二日、或は三日、若しは四日、若しは五日、六日・七日に至るべし。若し復中に於て還悔せんと欲はんものは、我是の善王の功德を説くを聞くべし。命盡きんと欲する時、八菩薩有り皆悉く飛び來りて此の人を迎へ取り、西方阿彌陀佛國の中に到る。終に止ることを得ず」と。此より已下又『大經の偈』を引きて證と爲す。『讚』（讚彌陀偈意）に云く。*435「其れ衆生有りて安樂に生ずれば、悉く三十有二相を具す、智慧滿足して深法に入る、道要を究暢して障礙無し、根の利鈍に隨ひて忍を成就す、三忍乃至不可説なり、宿命五通常に自在にして、佛に至るまで雜惡趣に更らず、他方の五濁の世に生れて、示現して同じく大牟尼の如くならんをば除く、安樂國に生ずれば大利を成ず、是の故に心を至して彼に生ぜんと願ず」と。


  



  ［第十大門］


  第十大門の中に兩番の料簡有り。第一に『大經』に依て類を引きて證誠す。第二に廻向の義を釋す。


  



  ［第十大門　一、十方來生］


  第一に『大經』に依て類を引きて證誠すとは、十方の諸佛西方に勸歸せざるは無し。十方の菩薩同じく生ぜざるは無し。十方の人天意有りて齊しく歸す。故に知んぬ不可思議の事なり。是の故に『大經の讚』（讚彌陀偈意）に云く。「神力無極の阿彌陀は、十方無量の佛に讚ぜられたまふ、東方恆沙の諸の佛國の、菩薩無數にして悉く往覲す、亦復安樂國の菩薩・聲聞諸の大衆を供養し、經法を聽受して道化を宣ぶ、自餘の九方も亦是くの如し」と。


  



  ［第十大門　二、廻向義趣］


  第二に廻向の義を釋せば、但一切衆生既に佛性有るを以て人人皆成佛を願ふ心有り。然れども所修の行業に依て未だ一万劫に滿たざる已來は猶未だ火界を出でず輪廻を免れず。是の故に聖者斯の長苦を愍みて西に廻向するを勸めて大益を成らしめんと爲す。然るに廻向の功は六を越えず。何等をか六と爲す。一には所修の諸業を將て彌陀に廻向すれば、既に彼の國に至りて還六通を得て衆生を濟運す。此即ち道に住せざるなり。二に因を廻して果に向ふ。三に下を廻して上に向ふ。四に遲を廻して速に向ふ。此即ち世間に住せざるなり。五に衆生に廻施して悲念して善に向ふ。六に廻入して分別の心を去卻す。廻向の功只斯の六を成ず。是の故に『大經』（卷上意）に云く。「其衆生有りて我が國に生ぜん者は、自然に勝進して常倫諸地の行に超出して佛道を成ずるに至る。*436更に廻復の難無し」と。故に『大經の讚』（讚彌陀偈意）に云く。「安樂の菩薩・聲聞の輩は、此の世界に於て比方無し、釋迦無礙の大辨才もて、諸の假令を設けて少分を示し、最賎の乞人を帝王に竝べ、帝王を復金輪王に比す、是の如く展轉して六天に至る、次第して相類するに皆始の如し、天の色像を以て彼に喩ふるに、千万億倍すとも其の類に非ず、皆是法藏願力の爲せるなり。大心力を稽首し頂禮したてまつる」と。


  



  ［第十一大門］


  第十一大門の中に略して兩番の料簡を作す。第一に一切衆生を勸めて善知識に託して西に向かふ意を作さしむ。第二に死後に生縁の勝劣あることを辨ず。


  



  ［第十一大門　一、善知識憑託］


  第一に勸めて善知識に託せしむとは、『法句經』に依るに衆生の與に善知識と作る。「寶明菩薩有り。佛に白して言く。世尊、云何が名けて善知識と爲すや。佛言はく。善知識は能く深法を説く、謂く空と無相と無願となり。諸法平等にして業無く報無く因無く果無し。究竟如如にして實際に住す。然るに畢竟空の中に於て熾然として一切の諸法を建立す。是を善知識と爲す。善知識は是汝が父母なり、汝等が菩提の身を養育するが故に。善知識は是汝が眼目なり、能く一切善惡の道を見るが故に。善知識は是汝が大船なり、汝等を運度して生死海を出すが故に。善知識は是汝が?繩なり、能く汝等を挽き拔きて生死を出すが故なり」と。又勸めて衆生の與に善知識と作ると雖も、必ず須く西に歸すべし。何を以ての故に、斯の火界に住まれば違順の境多多にして退沒有りて出づること難きに由るが故なり。是の故に舍利弗、此に於て發心して菩薩の行を修すること已に六十劫を經たり。惡知識の乞眼の因縁に逢ひて遂に即ち退轉す。故に知んぬ火界にして道を修することは甚だ難し。故に西方に勸歸せしむ。一び往生を得れば*437三學自然に勝進して万行普く備はる。故に『大經』（卷下意）に云く。「彌陀の淨國は造惡の地毛髮許りの如きも無ければなり」と。


  



  ［第十一大門　二、死後受生勝劣］


  第二に次に衆生の死後受生の勝劣を辨ずとは、此の界の衆生、壽盡き命終りて皆善惡の二業に乘ぜざること莫し。恆に司命の獄率、妄愛の煩惱の爲に相與に生を受く。乃ち無數劫より來未だ免離すること能はず。若し能く信を生じて淨土に歸向し意を策まして專精なれば、命終らんと欲する時、阿彌陀佛觀音聖衆と與に光臺もて迎接したまふ。行者歡喜して隨從し合掌して臺に乘じ、須臾にして即ち到りて快樂ならざること無く、乃至成佛す。又復一切衆生、造業不同なり。其の三種有り。謂く上中下なり。皆閻羅に詣して判を取らざること莫し。若し能く信佛の因縁もて淨土に生ぜんと願じて所修の行業竝びに皆廻向すれば、命終らんと欲する時佛自ら來迎して死王に干されず。


  



  ［第十二大門　總結勸信］


  第十二大門の中に一番有り。『十往生經』に就て證と爲して往生を勸む。佛、阿彌陀佛國に生ぜんことを説き、諸の大衆の爲に觀身正念解脱を説きたまふが如し。『十往生經』に云く。「阿難佛に白して言さく。世尊、一切衆生の觀身の法は其の事云何。唯願はくは之を説きたまへ。佛、阿難に告げたまはく。夫れ觀身の法は、東西を觀ぜず、南北を觀ぜず、四維・上下を觀ぜず、虚空を觀ぜず、外縁を觀ぜず、内縁を觀ぜず、身色を觀ぜず、色聲を觀ぜず、色像を觀ぜず、唯無縁を觀ず。是を正眞の觀身の法と爲す。是の觀身を除きて十方に諦かに求むるに、在在處處に更に別に法として解脱を得ること無し。佛復阿難に告げたまはく。但自ら身を觀ずるに善力自然なり、正念自然なり、解脱自然なり。何を以ての故に、譬へば人有りて精進直心にして正解脱を得るが如し。*438是の如きの人は解脱を求めざるに解脱自ら至る。阿難復佛に白して言さく。世尊、世間の衆生若し是の如き正念解脱有らば、一切の地獄・餓鬼・畜生の三惡道無かるべし。佛阿難に告げたまはく。世間の衆生解脱を得ず。何を以ての故に、一切衆生は皆虚多く實少く一として正念無きに由て、是の因縁を以て地獄の者は多く解脱の者は少し。譬へば人有りて自らの父母及以び師僧に於て、外に孝順を現ずれども内に不孝を懷き、外に精進を現ずれども内に不實を懷くが如し。是の如き惡人、報未だ至らずと雖も三塗遠からず、正念有ること無し、解脱を得ず。阿難復佛に白して言さく。若し是の如き者は更に何なる善根を修してか正解脱を得んと。佛阿難に告げたまはく。汝今善く聽け。吾今汝が爲に説かん。十の往生法有りて、解脱を得べし。云何が十と爲す。一には觀身正念にして常に歡喜を懷き、飮食・衣服を以て佛及び僧に施さば、阿彌陀佛の國に往生す。二には正念にして甘妙の良藥を以て一の病比丘及び一切衆生に施さば、阿彌陀佛の國に往生す。三には正念にして一の生命をも害せず一切に慈悲せば、阿彌陀佛の國に往生す。四には正念にして師の所に從ひて戒を受け、淨慧もて梵行を修し、心に常に歡喜を懷かば、阿彌陀佛の國に往生す。五には正念にして父母に孝順し、師長に敬奉して?慢の心を起さざれば、阿彌陀佛の國に往生す。六には正念にして僧房に往詣し、塔寺を恭敬し、法を聞きて一義を解らば、阿彌陀佛の國に往生す。七には正念にして一日一夜の中八戒齋を受持し一をも破らざれば、阿彌陀佛の國に往生す。八には正念にして若し能く齋月・齋日の中に房舍を遠離し、常に善師に詣せば、阿彌陀佛の國に往生す。九には正念にして常に能く淨戒を持ち、禪定を勤修し法を護りて惡口せず。若し能く是の如く行ぜば、阿彌陀佛の國に往生す。*439十には正念にして若し無上道に於て誹謗の心を起さず精進にして淨戒を持ち、復無智の者を敎へて是の經法を流布し、無量の衆生を敎化す。是の如き諸の人等は悉く皆往生することを得。爾の時會中に一の菩薩有り、山海慧と名く。佛に白して言さく。世尊、彼の阿彌陀國に何なる妙樂勝事有りてか、一切衆生皆彼に往生せんと願ずるや。佛、山海慧菩薩に告げたまはく。汝今當に起立し合掌して身を正しくし西に向ひて正念にして阿彌陀佛國を觀じ阿彌陀佛を見たてまつらんと願ずべし。爾の時一切の大衆亦皆起立し合掌して共に阿彌陀佛を觀ず。爾の時阿彌陀佛大神通を現じて大光明を放ち山海慧菩薩の身を照らしたまふ。爾の時山海慧菩薩等、即ち阿彌陀佛の國土の所有莊嚴妙好の事を見たてまつるに、皆悉く七寶なり。七寶の山、七寶の國土なり。水鳥・樹林常に法音を吐き、彼の國には日日に常に法輪を轉ず。彼の國の人民外事を習はず正しく内事を習ふ。口に方等の語を説き、耳に方等の聲を聽き、心に方等の義を解る。爾の時山海慧菩薩、佛に白して言さく、世尊、我等今彼の國を覩見するに勝妙の利益不可思議なり。我今願はくは一切衆生をして悉く皆往生せしめん、然して後に我等も亦彼の國に生ぜんことを願ふ。佛之を記して曰く。正觀正念にして正解脱を得て皆悉く彼に生ぜん。若し善男子・善女人有りて是の經を正信し是の經を愛樂して衆生を勸導せば、説者も聽者も悉く皆阿彌陀佛國に往生せん。若し是の如き等の人有らば、我今日より常に二十五菩薩を使はして是の人を護持して常に是の人をして病無く惱無からしめん。若しは人若しは非人、其の便を得しめず。行住坐臥晝夜を問ふこと無く常に安穩なることを得しめん。山海慧菩薩、佛に白して言さく。世尊、我今尊敎を頂受して敢て疑ふこと有らず。然るに世に衆生有り、多く誹謗して是の經を信ぜざること有らん。是の如きの人後に於て云何。佛、*440山海慧菩薩に告げたまはく。後に於て閻浮提に或は比丘・比丘尼有り、是經を讀誦すること有る者を見て、或は相瞋恚し心に誹謗を懷かん。是の謗正法に由るが故に是の人現身の中に諸惡・重病・身根不具・聾盲・??・水腫・鬼魅を來致して坐臥安からず。生を求むるに得ず、死を求むるに得ず。或は乃ち死するに致て地獄に墮ちて八万劫の中大苦惱を受く。百千万世に未だ曾て水・食の名を聞かず。久しくして後に出づることを得れども牛・馬・猪・羊に在りて人の爲に殺されて大極苦を受く。後に人と爲ることを得れども常に下處に生れ、百千万世にも自在を得ず。永く三寶の名字を聞かず。是の故に無智無信の人の中にして是の經を説くこと莫れ」（意）と。


  



  　撰集流通の德　普く一切に施して　先づ菩提心を發し　同じく淨國に歸向して　皆共に佛道を成ぜん


  



  安樂集卷下


  *441


  觀經玄義分　卷第一


  沙門善導集記


  



  ［歸三寶偈］


  　先づ大衆を勸めて發願せしめんとして三寶に歸す。


  



  道俗時衆等　各々無上の心を發せとも　生死甚だ厭ひ難く　佛法復欣ひ難し　共に金剛の志を發して　橫に四流を超斷せよ　彌陀界に願入して　歸依し合掌し禮したてまつれ　世尊我一心に　盡十方の法性眞如海と　報化等の諸佛と　一一の菩薩身と　眷屬等の無量なると　莊嚴及び變化と　十地三賢海と　時劫の滿と未滿と　智行の圓と未圓と　正使の盡と未盡と　習氣の亡と未亡と　功用と無功用と　證智と未證智と　妙覺及び等覺と　正しく金剛心を受けて　一念に相應して後　果德涅槃の者とに歸命したてまつる　我等咸く三佛菩提尊に歸命したてまつる　無礙の神通力もて　冥に加して願はくは攝受したまへ　我等咸く三乘等の賢聖の　佛の大悲心を學びて　長時に退くこと無き者に歸命す　請ひ願はくは遙かに加備したまへ　念念に諸佛を見たてまつらん　我等愚癡の身　曠劫より來流轉して　今釋迦佛の末法の遺跡　彌陀の本誓願　極樂の要門に逢へり　定散等しく廻向して　速に無生の身を證せん　我菩薩藏　*442頓敎と一乘海とに依て　偈を説きて三寶に歸し　佛心と相應せり　十方恆沙の佛　六通もて我を照知したまへ　今二尊の敎に乘じて　廣く淨土の門を開く　願はくは此の功德を以て　平等に一切に施し　同じく菩提心を發して　安樂國に往生せん


  



  此の『觀經』一部の内に、先づ七門を作りて料簡し、然して後に文に依て義を釋す。第一に先づ序題を標す。第二に次に其の名を釋す。第三に文に依て義を釋し、并びに宗旨の不同、敎の大小を辨ず。第四に正しく説人の差別を顯す。第五に定散二善、通別異有ることを料簡す。第六に經論の相違を和會するに、廣く問答を施して疑情を釋去す。第七に韋提佛の正説を聞きて益を得る分齊を料簡す。


  



  ［序題門］


  第一に先づ序題を標すとは、竊に以みれば眞如廣大なり、五乘も其の邊を測らず。法性深高なり、十聖も其の際を窮むること莫し。眞如の體量、量性蠢蠢の心を出でず。法性無邊、邊體則ち元來不動なり。無塵の法界凡聖齊しく圓かに、兩垢の如如則ち普く含識を該ねて、恆沙の功德寂用湛然なり。但垢障覆へること深きを以て、淨體顯照するに由無し。故に大悲西化を隱して驚きて火宅の門に入り、甘露を灑ぎて羣萠を潤し、智炬を輝かして則ち重昏を永夜に朗にせしむ。三檀等しく備かむらしめ四攝齊しく收めて、長劫の苦因を開示し、永生の樂果に悟入せしむ。羣迷の性隔、樂欲の不同を謂はず。一實の機無しと雖も、等しく五乘の用有れば、慈雲を三界に布き、法雨を大悲に注がしむることを致す。等しく塵勞を洽すに、普く未聞の益を沾さずといふこと莫し。菩提の種子此に藉りて以て心を抽んで、正覺の芽念念に茲に因て增長す。*443心に依て勝行を起せり。門八万四千に餘れり、漸頓則ち各々所宜に稱へり、縁に隨ふ者則ち皆解脱を蒙る。然るに衆生障重くして悟を取る者明らめ難し、敎益多門なるべしと雖も凡惑?攬するに由無し。遇々韋提請を致して、我今安樂に往生せんと樂欲す、唯願はくは如來我に思惟を敎へたまへ、我に正受を敎へたまへといふに因る、然るに娑婆の化主其の請に因るが故に、即ち廣く淨土の要門を開く、安樂の能人は別意の弘願を顯彰す。其の要門とは、即ち此の『觀經』の定散二門是なり。定は即ち慮を息めて以て心を凝らす、散は即ち惡を廢して以て善を修す。斯の二行を廻して往生を求願せよとなり。弘願と言ふは、『大經』の説の如し。一切善惡の凡夫生を得る者は、皆阿彌陀佛の大願業力に乘じて增上縁と爲さざること莫し。又佛の密意弘深なれば、敎門をして曉り難し、三賢・十聖も測りて?ふ所に弗ず、況や我信外の輕毛なり、敢て旨趣を知らんや。仰いで惟みれば釋迦は此の方より發遣し、彌陀は即ち彼の國より來迎す、彼に喚び此に遣はす、豈去かざるべけんや。唯勤心に法に奉へて畢命を期と爲して、此の穢身を捨てて即ち彼の法性の常樂を證すべし。此れ即ち略して序題を標し竟んぬ。


  



  ［釋名門］


  第二に次に名を釋すとは、『經』に「佛説無量壽觀經一卷」と言へり。「佛」と言ふは、乃ち是西國の正音なり、此の土には覺と名く。自覺・覺他・覺行窮滿、之を名けて佛と爲す。自覺と言ふは凡夫に簡異す。此れ聲聞は狹劣にして唯能く自利のみありて闕けて利他の大悲無きに由るが故に。覺他と言ふは二乘に簡異す。此れ菩薩は智有るが故に能く自利し、悲有るが故に能く利他す、常に能く悲智雙行して有無に著せざるに由てなり。覺行窮滿と言ふは、菩薩に簡異す。此れ如來は智行已に窮り、*444時劫已に滿ちて、三位を出過せるに由るが故に、名けて佛と爲す。「説」と言ふは、口音に陳唱す、故に名けて説と爲す。又如來機に對して法を説きたまふに多種不同なり、漸頓宜しきに隨ひ隱彰異有り、或は六根通じて説きたまふ、相好も亦然なり、念に應じ縁に隨ひて皆證益を蒙るなり。「無量壽」と言ふは、乃ち是此の地の漢音なり。南無阿彌陀佛と言ふは、又是西國の正音なり。又南は是歸、無は是命、阿は是無、彌は是量、陀は是壽、佛は是覺なり、故に歸命無量壽覺と言ふ。此れ乃ち梵漢相對して其の義此の如し。今無量壽と言ふは是法、覺とは是人、人・法並べ彰す、故に阿彌陀佛と名く。又人・法と言ふは、是所觀の境なり。即ち其の二有り。一には依報、二には正報なり。依報の中に就て即ち其の三有り。一には地下の莊嚴、即ち一切の寶幢光明の互に相映發する等是なり、二には地上の莊嚴、即ち一切の寶地・池林・寶樓・宮閣等是なり。三には虚空の莊嚴、即ち一切の變化の寶宮・華網・寶雲・化鳥・風光の動發せる聲樂等是なり。前の如く三種の差別有りと雖も、皆是彌陀淨國の無漏眞實の勝相なり。此れ即ち總じて依報の莊嚴を結成す。又依報と言ふは、日觀より下華座觀に至る已來は、總じて依報を明す。此の依報の中に就て、即ち通有り別有り。別と言ふは華座の一觀は是其の別依なり、唯彌陀佛に屬す。餘の上の六觀は是其の通依なり、即ち法界の凡聖に屬す、但生ずる者をして共に同じく受用することを得しむ、故に通と言ふ。又此の六の中に就て、即ち眞有り假有り。假と言ふは即ち日想・水想・氷想等、是其の假依なり。是此の界の中の相似の可見の境相なるに由るが故に。眞依と言ふは、即ち瑠璃地より下寶樓觀に至る已來は、是其の眞依なり。是彼の國の眞實無漏の可見の境相なるに由るが故なり。*445二に正報の中に就て、亦其の二有り。一には主莊嚴、即ち阿彌陀佛是なり。二には聖衆莊嚴、即ち現に彼に在る衆、及び十方法界同生の者是なり。又此の正報の中に就て亦通有り別有り。別と言ふは即ち阿彌陀佛是なり。即ち此の別の中に亦眞有り假有り。假の正報と言ふは、即ち第八の像觀是なり。觀音・勢至等亦是の如し。此れ衆生障重く染惑處深きに由て、佛乍に眞容を想はんも、顯現するに由無からんことを恐れたまふが故に、眞像を假立して以て心想を住ぜしめ、彼の佛に同じて以て境を證せしめたまふ。故に假の正報と言ふ。眞の正報と言ふは、即ち第九の眞身觀是なり。此れ前の假正に由て、漸く以て亂想を息めて、心眼開くことを得、粗々彼の方の淸淨の二報、種種の莊嚴を見て、以て昏惑を除く。障を除くに由るが故に、彼の眞實の境相を見ることを得るなり。通の正報と言ふは、即ち觀音・聖衆等已下是なり。向來言ふ所の通別・眞假は、正しく依正二報を明す。「觀」と言ふは照なり。常に淨信心の手を以て、以て智慧の輝を持ち、彼の彌陀の正依等の事を照らす。「經」と言ふは經なり。經能く緯を持ちて匹丈を成ずることを得て其の丈用有り。經能く法を持ち、理事相應し、定散機に隨ひて義零落せず。能く修趣の者をして、必ず敎行の縁因に藉りて、願に乘じ往生して、彼の無爲の法樂を證せしむ。既に彼の國に生じぬれば更に畏るる所無し。長時に行を起して果菩提を極む。法身常住なること、比へば虚空の若し。能く此の益を招く、故に曰けて經と爲す。「一卷」と言ふは、此の『觀經』一部、兩會の正説と言ふと雖も、總じて斯の一を成ず、故に一卷と名く。故に「佛説無量壽觀經一卷」と言ふ。此れ即ち其の名義を釋し竟んぬ。


  



  



  *446［宗旨門］


  三に宗旨の不同、敎の大小を辨釋すとは、『維摩經』の如きは不思議解脱を以て宗と爲し、『大品經』の如きは空慧を以て宗と爲す。此の例一に非ず。今此の『觀經』は即ち觀佛三昧を以て宗と爲す、亦念佛三昧を以て宗と爲す。一心に廻願して淨土に往生するを體と爲す。　敎の大小と言ふは、　問て曰く。此の『經』は二藏の中には何れの藏にか攝する、二敎の中には何れの敎にか收むるや。答て曰く。今此の『觀經』は菩薩藏に收む、頓敎の攝なり。


  



  ［説人差別］


  四に説人の差別を辨ずとは、凡そ諸經の起説五種に過ぎず。一には佛の説、二には聖弟子の説、三には天仙の説、四には鬼神の説、五には變化の説なり。今此の『觀經』は是佛の自説なり。　問て曰く。佛何れの處にか在まして説き、何人の爲にか説きたまへる。答て曰く。佛は王宮に在まして韋提等の爲に説きたまへり。


  



  ［定散料簡］


  五に定散兩門を料簡するに即ち其の六有り。一には能請の者を明す、即ち是韋提なり。二には所請の者を明す、即ち是世尊なり。三には能説の者を明す、即ち是如來なり。四には所説を明す、即ち是定散二善十六觀門なり。五には能爲を明す、即ち是如來なり。六には所爲を明す、即ち韋提等是なり。　問て曰く。定散二善は誰の致請に因るや。答て曰く。定善の一門は韋提の致請にして、散善の一門は是佛の自説なり。　問て曰く。未審し、定散二善出でて何れの文にか在る、今既に敎備むりて虚しからず、何れの機か受くることを得る。答て曰く。解するに二義有り。一には謗法と無信と、八難及び非人、此等は受けざるなり。斯れ乃ち朽林・碩石は生潤の期有るべからず、此等の衆生は必ず受化の義無し。斯を除きて已外は、一心に信樂して往生を求願すれば、上一形を盡し下十念を收め、佛の願力に乘じて皆往かずといふこと莫し。此れ即ち上の何機得受の義に答へ竟んぬ。*447二に出在何文といふは即ち通有り別有り。通と言ふは即ち三義の不同有り。何となれば、一に「韋提白佛唯願爲我廣説無憂惱處」よりは、即ち是韋提心を標して自ら爲に通じて所求を請ふ。二に「唯願佛日敎我觀於淸淨業處」よりは、即ち是韋提自ら爲に通じて去行を請ふ。三に「世尊光臺現國」よりは、即ち是前の通請の「爲我廣説」の言に酬ゆ。三義の不同有りと雖も、前の通に答へ竟んぬ。別と言ふは、則ち二義有り。一に「韋提白佛我今樂生極樂世界彌陀佛所」よりは、即ち是韋提自ら爲に別して所求を選ぶ。二に「唯願敎我思惟敎我正受」よりは、即ち是韋提自ら爲に別行を修せんことを請ふ。二義の不同有りと雖も、上の別を答へ竟んぬ。　此より已下は次に定散兩門の義を答ふ。　問て曰く。云何が定善と名け、云何が散善と名くる。答て曰く。日觀より下十三觀に至る已來を名けて定善と爲し、三福九品を名けて散善と爲す。　問て曰く。定善の中に何の差別か有る、出でて何れの文にか在る。答て曰く。何れの文にか出でたるとは、『經』に「敎我思惟敎我正受」と言へり、即ち是其の文なり。差別と言ふは即ち二義有り。一には謂く思惟、二には謂く正受なり。思惟と言ふは、即ち是觀の前方便、彼の國の依正二報總別の相を思想するなり。即ち地觀の文の中に説きて「此の如く想する者をば名けて粗々極樂國土を見ると爲す」と言へり。即ち上の「敎我思惟」の一句に合す。正受と言ふは、想心都て息し縁慮並びに亡じて、三昧と相應するを名けて正受と爲す。即ち地觀の文の中に説きて「若し三昧を得ば、彼の國地を見ること了了分明なり」と言へり。即ち上の「敎我正受」の一句に合す。定散二義の不同有りと雖も、總じて上の問に答へ竟んぬ。　又向來の解は、諸師と同じからず。諸師は思惟の一句を將て、用て三福九品に合して、*448以て散善と爲し、正受の一句を用て、通じて十六觀に合して、以て定善と爲す。斯の如きの解は、將に謂ふに然らず。何となれば『華嚴經』（晋譯卷一一意）に「思惟正受は但是三昧の異名なり」と説くが如きは、此の地觀の文と同じ。斯の文を以て證す、豈散善に通ずることを得んや。又向來韋提、上には請ひて但「敎我觀於淸淨業處」と言ひ、次下には又請ひて「敎我思惟正受」と言へり。二請有りと雖も、唯是定善なり。又散善の文は都て請へる處無し。但是佛の自開なり。次下の散善縁の中に説きて、「亦令未來世一切凡夫」と云へる已下、即ち是其の文なり。


  



  ［和會門］


  六に經論の相違を和會するに、廣く問答を施して疑情を釋去すとは、此の門の中に就て即ち其の六有り。一には先づ諸の法師に就て九品の義を解す。二には即ち道理を以て來して之を破す。三には重ねて九品を擧げて返對して之を破す。四には文を出し定んで凡夫の爲にして聖人の爲にせざることを來し證す。五には別時の意を會通す。六には二乘種不生の義を會通す。


  



  ［和會門　諸師解釋］


  初に諸師の解と言ふは、先づ上輩の三人を擧ぐ。上が上と言ふは、是四地より七地に至る已來の菩薩なり。何が故ぞ知ることを得る、彼に到りて即ち無生忍を得るに由るが故に。上が中といふは、是初地より四地に至る已來の菩薩なり。何が故ぞ知ることを得る、彼に到りて一小劫を經て無生忍を得るに由るが故に。上が下といふは、是種性以上より初地に至る已來の菩薩なり。何が故ぞ知ることを得る、彼に到りて三小劫を經て始めて初地に入るに由るが故に。此の三品の人は皆是大乘の聖人の生ずる位なり。次に中輩の三人を擧ぐれば、諸師云く、中が上は是三果の人なり。何を以てか知ることを得る、彼に到りて即ち羅漢を得るに由るが故なり。中が中といふは是内凡なり。何を以てか知ることを得る、彼に到りて須陀?を得るに由るが故に。中が下といふは是世善の凡夫にして苦を厭ひ生を求む。何を以てか知ることを得る、彼に到りて一小劫を經て羅漢果を得るに由るが故なり。*449此の三品は唯是小乘の聖人等なり。下輩の三人は是大乘始學の凡夫にして、過の輕重に隨ひて分ちて三品と爲す。共に同じく一位にして往生を求願すといふは、未だ必ずしも然らざるなり、知るべし。


  



  ［和會門　道理破］


  第二に即ち道理を以て來し破すとは、上に初地より七地に至る已來の菩薩と言ふは、『華嚴經』に説くが如し。初地已上七地已來は、即ち是法性生身・變易生身なり。斯等は曾て分段の苦無し。其の功用を論ずれば、已に二大阿僧祇劫を經て、修の福・智を雙べ人法兩つながら空ず、並びに是不可思議、神通自在にして轉變無方なり。身は報土に居して常に報佛の説法を聞き、十方を悲化して須臾に?滿す。更に何事を憂へてか、乃ち韋提其が爲に佛に請へるに藉りて、安樂國に生ずることを求めんや。斯の文を以て證するに、諸師の所説豈錯に非ずや。上の二に答へ竟んぬ。上が下といふは、上に種性より初地に至る已來と言ふは、未だ必ずしも然らず、『經』（智度論卷三八意）に説くが如し。「此等の菩薩を名けて不退と爲す、身生死に居して、生死の爲に染せられざること、鵝鴨の水に在るに水濕すこと能はざるが如し」と。『大品經』（智度論卷二一意）に説くが如し。「此の位の中の菩薩は、二種の眞の善知識の守護を得るに由るが故に不退なり。何となれば、一には是十方の諸佛、二には是十方の諸大菩薩、常に三業を以て外に加して、諸の善法に於て退失有ること無からしむ。故に不退の位と名くるなり。此等の菩薩も亦能く八相成道して衆生を敎化す。其の功行を論ずれば、已に一大阿僧祇劫を經て、福・智等を雙べ修す」と。既に斯の勝德有り、更に何事を憂へてか乃ち韋提の請に藉りて生ずることを求めんや。斯の文を以て證す。故に知んぬ、諸師の所判還て錯と成るを。此れ上輩を責め竟んぬ。次に中輩の三人を責むれば、諸師の云へる中が上は是三果の者なりと、然も此等の人は三塗永く絶えて、四趣に生ぜず。現在に罪業を造ると雖も、*450必定して來報を招かず。佛の説きて此の四果の人は、我と同じく解脱の牀に坐すと言ふが如し。既に斯の功力有り、更に復何を憂へてか乃ち韋提の請に藉りて生路を求めん。然るに諸佛の大悲は苦者に於てす、心偏に常沒の衆生を愍念したまふ。是を以て勸めて淨土に歸せしむ。亦水に溺れたる人の如きは、急に須く偏に救ふべし、岸上の者何を用てか濟ふことを爲ん。斯の文を以て證す。故に知んぬ、諸師の所判、義前の錯に同じきを。以下知るべし。


  



  ［和會門　返對破］


  第三に重ねて九品を擧げて返對して破すとは、諸師の上品上生の人は、是四地より七地に至る已來の菩薩と云ふは、何が故ぞ。『觀經』（意）に云く。「三種の衆生當に往生を得べし。何者をか三と爲す。一には但能く戒を持ち慈を修す。二には戒を持ち慈を修すること能はざれども、但能く大乘を讀誦す。三には戒を持ち經を讀むこと能はざれども、唯能く佛法僧等を念ず。此の三人各々己が業を以て專精に意を勵まして一日一夜乃至七日七夜相續して斷ぜず、各々所作の業を廻して往生を求願す。命終らんと欲する時、阿彌陀佛、化佛・菩薩・大衆とともに、光を放ち手を授けて彈指の頃の如くに即ち彼の國に生ず」と。此の文を以て證するに、正しく是佛世を去りたまひて後、大乘極善の上品の凡夫、日數少しと雖も、作業時猛し、何ぞ判じて上聖に同じきを得んや。然るに四地より七地已來の菩薩は其の功用を論ずるに、不可思議なり。豈一日七日の善に藉りて、華臺に手を授けて迎接して往生せしめんや。此れ即ち上が上を返對し竟んぬ。次に上が中を對せば、諸師の是初地より四地已來の菩薩と云ふは、何が故ぞ。『觀經』に云く。「必ずしも大乘を受持せず」と。云何が「不必」と名くる。或は讀み讀まず、故に「不必」と名く。但善解と言ひて未だ其の行を論ぜず。又（觀經意）言く。「深く因果を信じ大乘を謗ぜず、此の善根を以て廻して往生を願ず。*451命終らんと欲する時、阿彌陀佛、化佛・菩薩・大衆とともに、一時に手を授けて即ち彼の國に生ず」と。此の文を以て證するに、亦是佛世を去りたまひて後、大乘の凡夫、行業稍弱くして終時の迎候に異有らしむることを致す。然るに初地より四地已來の菩薩は、其の功用を論ずるに、『華嚴經』（晋譯卷二三意）に説くが如し。乃ち是不可思議なり。豈韋提の請を致すに藉りて、方に往生を得んや。上が中を返對し竟んぬ。次に上が下を對せば、諸師の是種性以上初地に至る已來の菩薩と云ふは、何が故ぞ。『觀經』に云く。「亦因果を信ず」と。云何が亦信なる。或は信じ信ぜず、故に名けて亦と爲す。又言く。「大乘を謗ぜず、但無上道心を發す」と。唯此の一句を以て正業と爲す、更に餘善無し。「斯の一行を廻して、往生を求願すれば、命終らんと欲する時、阿彌陀佛、化佛・菩薩・大衆とともに、一時に手を授けて即ち往生を得」（觀經意）と。斯の文を以て證するに、唯是佛世を去りたまひて後、一切の大乘心を發せる衆生、行業強からずして去時の迎候に異有らしむることを致す。若し此の位の中の菩薩の力勢を論ずれば、十方淨土に意に隨ひて往生するなり。豈韋提其が爲に佛を請するに藉りて、勸めて西方極樂國に生ぜんや。上が下を返對し竟んぬ。即ち此の三品は去時異有り。云何が異なる。上が上の去時は、佛無數の化佛と一時に手を授く。上が中の去時は、佛千の化佛と一時に手を授く。上が下の去時は、佛五百の化佛と一時に手を授く。直だ是業に強弱有りて、斯の差別有らしむることを致すのみ。


  次に中輩の三人を對せば、諸師の中が上は是小乘の三果と云ふは、何が故ぞ、『觀經』（意）に云く。「若し衆生有りて、五戒・八戒を受持し、諸の戒を修行して五逆を造らず、衆の過患無からん。命終らんと欲する時、阿彌陀佛、比丘聖衆と與に、光を放ち法を説きて來りて其の前に現じたまふ。此の人見已りて即ち往生を得」と。此の文を以て證するに、*452亦是佛世を去りたまひて後、小乘戒を持てる凡夫なり。何ぞ小聖ならんや。中が中といふは、諸師の見道已前の内凡と云ふは、何が故ぞ。『觀經』（意）に云く。「一日一夜の戒を受持して往生を廻願す、命終らんと欲する時、佛を見て即ち往生を得」と。此の文を以て證するに、豈是内凡の人と言ふことを得んや。但是佛世を去りたまひて後の無善の凡夫、命延ぶること日夜、小縁の其れが小戒を授くるに逢遇ひて、往生を廻願す、佛の願力を以て即ち生ずることを得るなり。若し小聖を論ずれば去くこと亦妨無し。但此の『觀經』は佛凡の爲に説きたまふ、聖の于にせざるなり。中が下といふは、諸師の小乘の内凡已前の世俗の凡夫、唯世福を修して出離を求むと云ふは、何が故ぞ。『觀經』（意）に云く・「若し衆生有りて父母に孝養し、世の仁慈を行ぜん、命終らんと欲する時、善知識爲に彼の佛の國土の樂事四十八願等を説くに遇ひて、此の人聞き已りて即ち彼の國に生ず」と。此の文を以て證するに、但是佛法に遇はざる人、孝養を行ずと雖も、亦未だ心に出離を希求すること有らず。直是臨終に善の勸めて往生せしむるに遇ふ、此の人勸に因て廻心して即ち往生を得。又此の人世に在りて自然に孝を行ず、亦出離の爲の故に孝道を行ぜざるなり。


  次に下輩の三人を對せば、諸師の此等の人は乃ち是大乘始學の凡夫なり、過の輕重に隨ひて分ちて三品と爲す、未だ道位有らず、階降を辨へ難しと云ふは、將に謂ふに然らず。何となれば、此の三品の人佛法・世俗の二種の善根有ること無し、唯惡を作ることを知る。何を以てか知ることを得る。下が上の文（意）に説くが如し。「但五逆と謗法とを作らず、自餘の諸惡は悉く皆具に造りて、慙愧乃至一念も有ること無し。命終らんと欲する時、善知識爲に大乘を説き敎へて佛を稱せしむるに遇ひて一聲す。爾の時阿彌陀佛、即ち化佛・菩薩を遣はして此の人を來迎して、即ち往生を得しむ」と。但此の如きの惡人、目に觸るるに皆是なり。若し善縁に遇はば、即ち往生を得、*453若し善に遇はずば定んで三塗に入りて未だ出づべからず。下が中とは、「此の人先に佛戒を受く、受け已りて持たずして即便ち毀破す。又常住僧物・現前僧物を偸み、不淨説法して乃至一念慙愧の心有ること無し。命終らむと欲する時、地獄の猛火一時に倶に至りて、現じて其の前に在り。火を見る時に當りて、即ち善知識爲に彼の佛國土の功德を説き、勸めて往生せしむるに遇ふ。此の人聞き已りて即便ち佛を見たてまつり、化に隨ひて往生す」（意）と。初には善に遇ずして獄火來迎し、後には善に逢ふが故に化佛來迎す、斯れ乃ち皆是彌陀願力の故なり。下が下とは、「此等の衆生不善業たる五逆・十惡を作り、諸の不善を具せん。此の人惡業を以ての故に、定んで地獄に墮して多劫?無からん。命終らんと欲する時、善知識の敎へて阿彌陀佛を稱せしめ、勸めて往生せしむるに遇はん。此の人敎に依て佛を稱し、念に乘じて即ち生ず」（意）と。此の人若し善に遇はずば、必定して下沈すべし、終に善に遇ふに由て七寶來迎す。


  又此の『觀經』の定善及び三輩上下の文意を看るに、總て是佛世を去りたまひて後の五濁の凡夫なり。但縁に遇ふに異有るを以て、九品をして差別せしむることを致す。何となれば、上品の三人は是大に遇へる凡夫、中品の三人は是小に遇へる凡夫、下品の三人は是惡に遇へる凡夫なり。惡業を以ての故に、終に臨みて善に藉り、佛の願力に乘じて乃ち往生を得、彼に到りて華開けて方に始めて發心す。何ぞ是始學大乘の人と言ふことを得むや。若し此の見を作さば自ら失し他を?りて害を爲すこと茲甚し。今以て一一文を出し證を顯して今の時の善惡の凡夫をして同じく九品に沾はしめんと欲す。信を生じて疑無ければ、佛の願力に乘じて悉く生ずることを得るなり。


  



  ［和會門　出文顯證］


  第四に文を出して顯證すとは、　問て曰く。上來返對の義、云何が知ることを得たる。世尊定んで凡夫の爲にして聖人の爲にせずといふは未審し、*454直人情を以て義に準ずるや、爲當亦聖敎有りて來し證するや。答て曰く。衆生は垢重くして智慧淺近なり、聖意は弘深なり、豈寧ぞ自ら輒くせんや。今者一一に悉く佛説を取りて、以て明證と爲ん。此の證の中に就て、即ち其の十句有り。何となれば、第一に『觀經』に云ふが如し。「佛韋提に告げたまはく。我今汝が爲に廣く衆の譬を説き、亦未來世の一切凡夫の淨業を修せんと欲はん者をして、西方極樂國土に生ずることを得しめん」とは、是其の一の證なり。二に「如來今者未來世の一切衆生の煩惱の賊の爲に害せられん者の爲に淸淨の業を説く」と言ふは、是其の二の證なり。三に「如來今者韋提希及び未來世の一切衆生を敎へて、西方極樂世界を觀ぜしめん」と言ふは、是其の三の證なり。四に「韋提佛に白さく。我今佛力に因るが故に彼の國土を見る、若し佛の滅後の諸の衆生等は、濁惡不善にして五苦に逼められん。云何ぞ當に彼の佛の國土を見たてまつるべし」と言ふは、是其の四の證なり。五に日觀の初に云ふが如し。「佛韋提に告げたまはく。汝及び衆生念を專にせよ」といふより已下乃至「一切衆生生盲に非ざるよりは、有目の徒日を見よ」といふ已來は、是其の五の證なり。六に地觀の中に説きて言ふが如し。「佛阿難に告げたまはく。汝佛語を持ち、未來世の一切衆生の苦を脱れんと欲はん者の爲に、是の觀地の法を説け」といふは、是其の六の證なり。七に華座觀の中に説きて言ふが如し。「韋提佛に白さく。我佛力に因て阿彌陀佛及び二菩薩を見たてまつることを得たり、未來の衆生は云何してか見たてまつることを得ん」とは、是其の七の證なり。八に次下の請に答ふる中に説きて言く。「佛韋提に告げたまはく。汝及び衆生、彼の佛を觀んと欲はん者は當に想念を起すべし」とは、是其の八の證なり。九に像觀の中に説きて言ふが如し。「佛韋提に告げたまはく。諸佛如來は一切衆生の心想の中に入る、是の故に汝等心に佛を想ふ時」といふは、*455是其の九の證なり。十に九品の中に一一に説きて「諸の衆生の爲にす」と言ふが如きは、是其の十の證なり。上來十句の不同有りと雖も、如來此の十六觀の法を説きたまふは、但常沒の衆生の爲にして、大小の聖の于にせずといふことを證明するなり。斯の文を以て證す、豈是謬ならんや。


  



  ［和會門　別時意趣］


  第五に別時意を會通すといふは、即ち其の二有り。一に『論』（眞諦譯攝大乘論卷中意）に云く。「人多寶佛を念ずれば、即ち無上菩提に於て退墮せざることを得るが如し」とは、凡そ菩提と言ふは乃ち是佛果の名なり、亦是正報なり。道理成佛の法は要ず須く萬行圓備して方に乃ち剋成すべし。豈念佛の一行を將て、即ち成ずることを望まば是の處有ること無けん。未だ證せずと言ふと雖も、萬行の中に是其の一行なり。何を以てか知ることを得る。『華嚴經』（晋譯卷四六意）に説くが如し。「功德雲比丘善財に語りて言く。我佛法三昧海の中に於て唯一行を知る、所謂念佛三昧なり」と。此の文を以て證す、豈一行に非ずや。是一行なりと雖も、生死の中に於て乃至成佛まで永く退沒せず、故に不墮と名く。　問て曰く。若し爾らば、『法華經』（卷一）に云く。「一び南無佛と稱せしもの、皆已に佛道を成ず」と。亦應に成佛し竟るべし。此の二文何の差別か有る。答て曰く。『論』の中の稱佛は唯自ら佛果を成ぜんと欲す。『經』の中の稱佛は九十五種の外道に簡異せんが爲なり、然るに外道の中には都て佛を稱する人無し。但使佛を稱すること一口もすれば即ち佛道の中に在りて攝す、故に「已竟」と言ふ。二には『論』（眞諦譯攝大乘論卷中意）の中に説きて「人唯發願に由て安樂土に生ずるが如し」と云ふは、久來通論の家、論の意を會せずして、錯りて下品下生の十聲の稱佛を引きて、此れと相似せしめて、即ち生ずることを得ずといふ。一金錢の千を成ずることを得るは、多日にして乃ち得べし、一日に即ち千を成ずることを得るには非ざるが如し。*456十聲の稱佛も亦復是の如し、但遠生の與に因と作る、是の故に即ち生ずることを得ざるなり。佛直當來の凡夫の爲に、惡を捨て佛を稱せしめんと欲して、誑言して生ずと?ふ、實には生ずることを得ざるを、名けて別時意と作すと?道はば、何が故ぞ『阿彌陀經』（意）に「佛舍利弗に告げたまはく。若し善男子・善女人有りて、阿彌陀佛を説くを聞きて即ち應に名號を執持すべし、一日乃至七日、一心に生ぜんことを願ずれば命終らんと欲する時、阿彌陀佛諸の聖衆と與に迎接して往生せしめたまふ」と云ふや。次下に「十方に各々恆河沙等の如きの諸佛、各々廣長の舌相を出して、?く三千大千世界に覆ひて、誠實の言を説きたまはく。汝等衆生、皆應に是の一切諸佛の護念したまふ所の經を信ずべしと」といふ。護念と言ふは即ち是上の文の一日乃至七日佛の名を稱するなり。今既に斯の聖敎有り、以て明證と爲す。未審し、今時の一切の行者、知らず何の意ぞ、凡小の論に乃ち信受を加へて、諸佛の誠言をば返て將に妄語せんとす。苦しいかな、奈ぞ劇しく能く此の如き不忍の言を出すや。然りと雖も仰ぎ願はくは一切の往生を欲せん知識等、善く自ら思量せよ。寧ろ今世の錯を傷みて佛語を信ぜよ、菩薩の論を執して以て指南と爲すべからず。若し此の執に依らば、即ち是自ら失し他を?るなり。　問て曰く。云何が行を起して而も往生を得ずと言ふや。答て曰く。若し往生せんと欲はば、要ず行願具足することを須ひよ、方に生ずることを得べし。今此の論の中には、但發願と言ひて、行有ることを論ぜず。　問て曰く。何が故に論ぜざる。答て曰く。乃至一念も曾て未だ心を措かず、是の故に論ぜず。　問て曰く。願行の義に何の差別か有る。答て曰く。『經』の中に説くが如し、但其の行のみ有るは行即ち孤にして、亦至る所無し。但其の願のみ有るは、願即ち虚しくして亦至る所無し。要ず須く願行相扶けて所爲皆剋すべし。是の故に今此の『論』の中には直發願と言ひて行有ることを論ぜず、是の故に未だ即ち生ずることを得ず。遠生の與に因と作るとは、其義實なり。　*457問て曰く。願意云何が、乃ち生ぜずと言ふや。答て曰く。他の説きて西方は快樂不可思議なりと言ふを聞きて、即ち願を作して言く、我も亦願はくは生ぜんと。此の語を?ひ已りて更に相續せず、故に願と名くるなり。今此の『觀經』の中の十聲の稱佛は、即ち十願・十行有りて具足す。云何が具足する。南無と言ふは即ち是歸命なり、亦是發願廻向の義なり。阿彌陀佛と言ふは、即ち是其の行なり。斯の義を以ての故に必ず往生を得と。又來『論』（眞諦譯攝大乘論卷中意）の中に「多寶佛を稱して爲に佛果を求む」とは即ち是正報にして、下に「唯發願して淨土に生ぜんことを求む」とは即ち是依報なり。一は正一は依、豈相似することを得んや。然るに正報は期し難し、一行精なりと雖も未だ剋せず。依報は求め易し。所以に一願の心のみならば未だ入らず。然りと雖も譬へば邊方化に投ずるは即ち易く、主と爲るは即ち難きが如し。今時の往生を願ずる者は、並びに是一切投化の衆生なり、豈易きに非ずや。但能く上一形を盡し下十念に至るまで佛の願力を以て皆往かずといふこと莫し。故に易と名くるなり。斯れ乃ち言を以て義を定むべからず、信を取らんとする者疑を懷く、要ず聖敎を引きて來し明し、之を聞かん者をして方に能く惑を遣らしめんと欲す。


  



  ［和會門　二乘種不生］


  第六に二乘種不生の義を會通すとは、　問て曰く。彌陀の淨國は當是報なりや是化なりやと爲んや。答て曰く。是報にして化に非ず。云何が知ることを得る。『大乘同性經』（卷下意）に説くが如し。「西方の安樂の阿彌陀佛は是報佛報土なり」と。又『無量壽經』に云く。法藏比丘、世饒王佛の所に在まして、菩薩の道を行じたまひし時、四十八願を發して、一一の願に言はく、若し我佛を得んに、十方の衆生、我が名號を稱して、我が國に生れんと願ぜん、下十念に至るまで、若し生れずば、正覺を取らじと。今既に成佛したまへり。即ち是酬因の身なり。又『觀經』の中に、上輩三人、命終の時に臨みて、皆阿彌陀佛化佛と及與に此の人を來迎すと言へり。*458然るに報身化を兼ねて共に來りて手を授く、故に名けて與と爲す。此の文證を以ての故に知んぬ是報なりと。然るに報・應二身は眼目の異名なり。前には報を翻じて應と作そ。後には應を翻じて報と作す。凡そ報と言ふは、因行虚しからず、定んで來果を招く、果を以て因に應ず、故に名けて報と爲す。又三大僧祇の所修の万行、必定して菩提を得べし。今既に道成ぜり、即ち是應身なり。斯れ乃ち過・現の諸佛、三身を辨立す、斯を除きて已外は更に別の體無まさず。縱使ひ無窮の八相名號塵沙なり、體に剋して論ぜば、衆て化に歸して攝す。今彼の彌陀は現に是報なり。　問て曰く。既に報と言はば、報身常住にして永く生滅無し。何が故ぞ『觀音授記經』に「阿彌陀佛亦入涅槃の時有り」と説かく。此の一義若爲が通釋せんや。答て曰く。入・不入の義は唯是諸佛の境界なり、尚三乘淺智の?ふ所に非ず、豈況や小凡輒く能く知らんや。然りと雖も必ず知らんと欲はば、敢へて佛經を引きて以て明證と爲ん。何んとならば、『大品經』（卷二九）の涅槃非化品の中に説きて云ふが如し。「佛須菩提に告げたまはく。汝が意に於て云何。若し化人有りて化人を作す、是の化頗る實事有りや不や、空しき者なりや不や。須菩提言さく。不なり、世尊。佛須菩提に告げたまはく。色即ち是化なり、受・想・行・識即ち是化なり。乃至一切種智即ち是化なり。須菩提佛に白して言さく。世尊、若し世間の法是化なりや、出世間の法亦是化なりや、所謂四念處・四正勤・四如意足・五根・五力・七覺分・八聖道分・三解脱門・佛十力・四無所畏・四無礙智・十八不共法、并に諸法の果及び賢聖人、所謂須陀?・斯陀含・阿那含・阿羅漢・辟支佛・菩薩摩訶薩・諸佛世尊、是の法亦是化なりや不や。佛、須菩提に告げたまはく。*459一切の法皆是化なり。是の法の中に於て聲聞の法の變化有り、辟支佛の法の變化有り、菩薩の法の變化有り、諸佛の法の變化有り、煩惱の法の變化有り、業因縁の法の變化有り。是の因縁を以ての故に、須菩提、一切の法皆是化なりとのたまへり。須菩提佛に白して言さく。世尊、是の諸の煩惱斷は、所謂須陀?果・斯陀含果・阿那含果・阿羅漢果、辟支佛道は、諸の煩惱の習を斷ず、皆是變化なりや不や。佛須菩提に告げたまはく。若し法の生滅の相有るは、皆是變化なりとのたまへり。須菩提言さく。世尊、何等の法か變化に非ざると。佛言はく。若し法の無生無滅なる、是變化に非ずと。須菩提言さく。何等か是不生不滅にして變化に非ざると。佛言はく。誑相無き涅槃、是の法變化に非ずと。世尊、佛自ら説きたまふが如き、諸法平等にして聲聞の作に非ず、辟支佛の作に非ず、諸菩薩摩訶薩の作に非ず、諸佛の作に非ず、有佛無佛、諸法の性常に空なり、性空なる即ち是涅槃なり、云何が涅槃の一法化の如くに非ざると。佛須菩提に告げたまはく。是の如し是の如し、諸法は平等にして聲聞の所作に非ず、乃至性空なれば即ち是涅槃なり。若し新發意の菩薩、是の一切の法皆畢竟じて性空なり、乃至涅槃も亦皆化の如しと聞かば、心則ち驚怖しなん。是の新發意の菩薩の爲に、故らに生滅の者は化の如し、不生不滅の者は化の如きにはあらざると分別するをや」。今既に斯の聖敎を以て驗かに知んぬ、彌陀は定んで是報なり。縱使ひ後に涅槃に入らんも、其の義妨無けん。諸の有智の者知るべし。　問て曰く。彼の佛及び土、既に報と言はば、報法高妙にして、小聖階ひ難し、垢障の凡夫云何が入ることを得んや。答て曰く。若し衆生の垢障を論ぜば實に欣趣し難し。正しく佛願に託するに由て以て強縁と作りて、五乘をして齊しく入らしむることを致す。　問て曰く。若し凡夫・小聖生ずることを得と言はば、何が故ぞ天親の『淨土論』に*460「女人及び根缺・二乘の種は生ぜず」と云へるや。今彼の國の中現に二乘有り、斯の如きの論敎、若爲が消釋せん。答て曰く。子但其の文を誦して理を?はず、況や加ふるに封拙を以てし迷を懷きて、啓悟するに由無し。今佛敎を引きて以て明證と爲し汝が疑情を郤けん。何となれば、即ち『觀經』下輩の三人是なり。何を以てか知ることを得る。下品上生に云ふが如し。或は衆生有りて、多く惡法を造りて慙愧有ること無し。此の如き愚人、命終らんと欲する時、善知識の爲に大乘を説き、敎へて阿彌陀佛を稱せしむるに遇はん。佛を稱する時に當りて、化佛・菩薩現じて其の前に在ます。金光華?迎へて彼の土に還る。華開已後、觀音爲に大乘を説きたまふ。此の人聞き已りて即ち無上道心を發す。　問て曰く。種と心と何の差別か有る。答て曰く。但以便を取て言ふのみ、義は差別無し。華開の時に當りて、此の人身器淸淨にして正しく法を聞くに堪へたり。亦大小を簡ばず、但使聞くことを得て即便ち信を生ず。是を以て觀音爲に小を説かず、先づ爲に大を説きたまふ。大を聞きて歡喜して即ち無上道心を發す。即ち大乘種生と名け、亦大乘心生と名く。又華開く時に當りて、觀音先づ爲に小乘を説きたまはば、小を聞きて信を生ぜん。即ち二乘種生と名け、亦二乘心生と名けん。此の品既に爾なり、下の二も亦然なり。此の三品の人は倶に彼に在りて發心す。正しく大を聞くに由て即ち大乘種生ず。小を聞かざるに由るが故に所以に二乘種生ぜず。凡そ種と言ふは即ち是其の心なり。


  上來二乘種不生の義を解し竟んぬ。女人及び根缺の義は、彼に無きが故に、知るべし。又十方の衆生小乘の戒行を修して往生を願ずる者、一も妨礙無し、悉く往生を得。但彼に到りて先づ小果を證す、證し已りて即ち轉じて大に向ふ。一び轉じて大に向ひて以去、更に退して二乘の心を生ぜず。故に二乘種不生と名く。前の解は不定の始に就き*461後の解は小果の終に就く。應に知るべし。


  



  ［得益門］


  第七に韋提佛の正説を聞きて益を得るの分齊を料簡すとは、　問て曰く。韋提既に忍を得と言ふ。未審し、何れの時にか忍を得たる、出でて何れの文にか在る。答て曰く。韋提の得忍は出でて第七觀の初に在り。『經』（意）に云く。「佛韋提に告げたまはく。佛當に汝が爲に苦惱を除くの法を分別し解説すべし。是の語を説きたまふ時、無量壽佛空中に住立したまふ。觀音・勢至左右に侍立せり。時に韋提時に應じて見たてまつることを得、接足作禮し、歡喜讚歎して即ち無生法忍を得」と。何を以てか知ることを得る。下の利益分の中に説きて言ふが如し。「佛身及び二菩薩を見たてまつることを得て、心に歡喜を生じ、未曾有なりと歎ず、廓然として大悟し無生忍を得たり」と。是光臺の中に國を見し時得たるには非ざるなり。　問て曰く。上の文の中に説きて言く。「彼の國土の極妙の樂事を見れば心歡喜するが故に、時に應じて即ち無生法忍を得ん」と。此の一義云何が通釋せん。答て曰く。此の如きの義は、但是世尊前の別請に酬ひて、利益を擧勸したまへる方便の由序なり。何を以てか知ることを得る。次下の文の中に説きて言く。「諸佛如來に異の方便有まして、汝をして見ることを得しむ」と。次下の日想・水想・冰想、乃至十三觀已來を、盡く異の方便と名くるなり。衆生をして此の觀門に於て、一一に成ずることを得て彼の妙事を見て心歡喜するが故に、即ち無生を得しめんと欲す。斯れ乃ち直是如來末代を慈哀して擧勸して修することを勵まし、積學の者をして遺無く聖力冥に加して現益あらしめんと欲するが故なり。


  



  證に曰く。掌に機糸を握ること十有三結、條條理に順じて、以て玄門に應じ訖んぬ。此の義周りて三び前證を呈す者なり。


  



  上來七段の不同有りと雖も、總じて是文前の玄義なり。經論の相違妨難を料簡するに、一一に敎を引きて證明す。*462信ぜん者をして疑無く、求めん者をして滯無からしめんと欲すればなり。應に知るべし。


  



  



  觀經玄義分　卷第一


  



  *463


  觀經序分義　卷第二


  



  沙門善導集記


  



  此より以下文に就て料簡するに、略して五門を作りて義を明す。一に「如是我聞」より下「五苦所逼云何見極樂世界」に至る已來は、其の序分を明す。二に日觀の初句の「佛告韋提汝及衆生」より下下品下生に至る已來は、正宗分を明す。三に「説是語時」より下諸天の發心に至る已來は、正しく得益分を明す。四に「阿難白佛」より下韋提等の歡喜に至る已來は、流通分を明す。此の四義は佛王宮に在りての一會の正説なり。五に阿難耆闍の大衆の爲に傳説するより復是一會なり。


  



  亦三分有り。一に「爾時世尊足歩虚空還耆闍崛山」より已來は、其の序分を明す。二に「阿難廣爲大衆説如上事」より已來は、正宗分を明す。三に「一切大衆歡喜奉行」より已來は、流通分を明す。然るに化は必ず由有り、故に先づ序を明す。由序既に興りぬれば正しく所説を陳ぶ。次に正宗を明す。爲に説くこと既に周りて、所説を以て末代に傳持して、勝を歎じて勸學せんと欲して、後に流通を明す。上來五義の不同有りと雖も略して序・正・流通の義を料簡し竟んぬ。


  



  *464又前の序の中に就て復分ちて二と爲す。一に「如是我聞」よりの一句を名けて證信序と爲す。二に「一時」より下「云何見極樂世界」に至る已來は、正しく發起序を明す。


  



  ［證信序］


  初めに證信と言ふは、即ち二義有り。一には謂く「如是」の二字は即ち總じて敎主を標す。能説の人なり。二には謂く「我聞」の兩字は、即ち別して阿難を指す。能聽の人なり。故に「如是我聞」と言ふは、此れ即ち二の意を雙べ釋するなり。又「如是」と言ふは、即ち此は法を指す、定散兩門なり。「是」即ち定むる辭なり。機行ずれば必ず益す。此は如來の所説の言錯謬無きことを明す、故に「如是」と名く。又「如」と言ふは、衆生の意の如しと、心の所樂に隨ひて佛即ち之を度したまふ。機敎相應せるを復稱して「是」と爲す、故に「如是」と言ふ。又「如是」と言ふは、如來の所説を明さんと欲す。漸を説くことは漸の如し、頓を説くことは頓の如し、相を説くことは相の如し、空を説くことは空の如し、人法を説くことは人法の如し、天法を説くことは天法の如し、小を説くことは小の如し、大を説くことは大の如し、凡を説くことは凡の如し、聖を説くことは聖の如し、因を説くことは因の如し、果を説くことは果の如し、苦を説くことは苦の如し、樂を説くことは樂の如し、遠を説くことは遠の如し、近を説くことは近の如し、同を説くことは同の如し、別を説くことは別の如し、淨を説くことは淨の如し、穢を説くことは穢の如し、一切の諸法を説くこと千差萬別なり。如來の觀知歴歴了然として心に隨ひて行を起し、各々益すること同じからず。業果法然として衆て錯失無し、又稱して是と爲す。故に「如是」と言ふ。「我聞」と言ふは、阿難は是佛の侍者、常に佛後に隨ひて多聞廣識なり、身座下に臨みて能く聽き能く持ちて、敎旨親しく承けて傳説の錯無きを表することを明さんと欲す、故に「我聞」と曰ふなり。又證信と言ふは阿難佛敎を稟承して、末代に傳持す、衆生に對する爲の故に、是の如きの觀法我佛に從ひて聞くといふことを明して、可信を證誠せんと欲す。故に證信序と名く。此は阿難に就て解するなり。


  



  *465［發起序］


  二に發起序の中に就て細分して七と爲す。初めに「一時佛在」より下「法王子而爲上首」に至る已來は、化前序を明す。二に「王舍大城」より下「顏色和悅」に至る已來は、正しく發起序の禁父の縁を明す。三に「時阿闍世」より下「不令復出」に至る已來は、禁母の縁を明す。四に「時韋提希被幽閉」より下「共爲眷屬」に至る已來は、厭苦の縁を明す。五に「唯願爲我廣説」より下「敎我正受」に至る已來は、其の欣淨の縁を明す。六に「爾時世尊即便微笑」より下「淨業正因」に至る已來は、散善は行を顯す縁なりと明す。七に「佛告阿難等諦聽」より下「云何得見極樂國土」に至る已來は、正しく定善は觀を示す縁なりと明す。上來七段の不同有りと雖も、廣く發起序を料簡し竟んぬ。


  



  ［化前序］


  二に次に化前序を解せば、此の序の中に就て即ち其の四有り。


  初めに「一時」と言ふは、正しく起化の時を明す。佛將に説法せんとするに先づ時處に託したまふ。但衆生の開悟必ず因縁に藉るを以て、化主機に臨みて時處を待ちたまふ。又「一時」と言ふは、或は日夜十二時、年月四時等に就く。此れ皆是如來機に應じて攝化したまふ時なり。處と言ふは彼の所宜に隨ひて如來説法したまふ。或は山林の處に在まし、或は王宮聚落の處に在まし、或は曠野塚間の處に在まし、或は多少人天の處に在まし、或は聲聞菩薩の處に在まし、或は八部人天王等の處に在まし、或は純凡若しは多と一二との處に在まし、或は純聖若しは多と一二との處に在ます、其の時處に隨ひて如來觀知して增せず減ぜず、縁に隨ひて法を授けて、各々所資を益す。*466斯れ乃ち洪鐘響くと雖も、必ず扣くを待ちて方に鳴る。大聖の慈を垂れたまふや、必ず請を待ちて當に説くべし、故に「一時」と名く。又「一時」とは、阿闍世正しく逆を起す時、佛何れの處にか在ます。此の一時に當りて、如來獨り二衆と彼の耆闍に在ます。此れ即ち下を以て上を形す意なり、故に「一時」と曰ふ。又「一時」と言ふは、佛と二衆と一時の中に於て、彼の耆闍に在まして即ち阿闍世の此の惡逆を起す因縁を聞きたまふ。此れ即ち上を以て下を形す意なり、故に「一時」と曰ふ。


  二に「佛」と言ふは、此れ即ち化主を標定す。餘佛に簡異して獨り釋迦を顯す意なり。


  三に「在王舍城」より已下は、正しく如來遊化の處を明す。即ち其の二有り。一に王城聚落に遊びたまふは、在俗の衆を化せんが爲なり。二には耆山等の處に遊びたまふは、出家の衆を化せんが爲なり。又在家といふは五欲を貪求すること相續して是常なり。縱ひ淸心を發せども猶し水に畫くが如し。但縁に隨ひて普く益するを以て大悲を捨てず。道俗形殊にして共に住するに由無し、此を境界住と名く。又出家といふは、身を亡じ命を捨て、欲を斷じ眞に歸す。心金剛の若く、圓鏡に等同なり。佛地を?求して即ち弘く自他を益す。若し囂塵を絶離するに非ずば、此の德證すべきに由無し、此を依止住と名く。


  四に「與大比丘衆」より下「而爲上首」に至る已來は、佛の徒衆を明す。此の衆の中に就て、即ち分ちて二と爲す。一には聲聞衆、二には菩薩衆なり。聲聞衆の中に就て、即ち其の九有り。初めに「與」と言ふは佛身衆を兼ぬ、故に名けて「與」と爲す。二には總大、三には相大、四には衆大、五には耆年大、六には數大、七には尊宿大、八には内有實德大、九には果證大なり。　問て曰く。一切の經の首に皆此等の聲聞有りて、以て猶置と爲せるは何の所以か有る。答て曰く。此に別意有り。云何なるか別意なる。此等の聲聞は多く是外道なり。『賢愚經』（卷二意）に説くが如し。*467優樓頻?迦葉は五百の弟子を領して邪法を修事す、伽耶迦葉は二百五十の弟子を領して邪法を修事す、那提迦葉は二百五十の弟子を領して邪法を修事す。總じて一千有り、皆佛化を受けて羅漢道を得たり。其の二百五十といふは、即ち是舍利と目連との弟子なり。共に一處に領して邪法を修事す。亦佛化を受けて皆道果を得たり。此等の四衆を合して一處と爲す。故に千二百五十人有るなり。　問て曰く。此の衆の中に亦外道に非ざる者有り、何が故ぞ總じて標する。答て曰く。經の中に説くが如し。此の諸の外道常に世尊に隨ひて相捨離せず。然るに結集の家、外德を簡び取る、故に異名有り。是外道なるは多く、非ざるは少し。　又問て曰く。未審し、此等の外道常に佛後に隨ふは、何の意有りや。答て曰く。解するに二義有り。一には佛に就て解し、二には外道に就て解す。佛に就て解すとは、此の諸の外道邪風久しく扇ぐ、是一生のみに非ず。眞門に入ると雖も、氣習由在り。故に如來知覺して外化せしめざらしむ。衆生の正見の根芽を損じ、惡業增長して此の世後の生に果實を收めざらんことを畏るればなり。此の因縁の爲に、攝して自ら近づかしめ外益を聽さず。此れ即ち佛に就て解し竟んぬ。次に外道に就て解すとは、迦葉等の意、自ら唯曠劫より久しく生死に沈みて、六道に循還し、苦み言ふべからず。愚癡惡見にして邪風に封執し、明師に値はずして永く苦海に流る。但宿縁を以て遇々慈尊に會ふことを得ること有り。法澤私無ければ我が曹潤を蒙る。尋ち佛の恩德を思ふに、身を碎く極惘然たり。親しく靈儀に事へて暫くも替るに由無からしむることを致す。此れ即ち外道に就て解し竟んぬ。　又問て曰く。此等の尊宿云何が衆所知識と名くる。答て曰く。德高きを尊と曰ひ、耆年なるを宿と曰ふ。一切の凡聖彼の内德の人に過ぎたることを知り、其の外相の殊異なるを識る、故に衆所知識と名く。　上來九句の不同有りと雖も、*468聲聞衆を解し竟んぬ。　次に菩薩衆を解す。此の衆の中に就て即ち其の七有り。一には相を標す、二には數を標す、三には位を標す、四には果を標す、五には德を標す、六には別して文殊の高德の位を顯す、七には總じて結す。又此等の菩薩、無量の行願を具し、一切の功德の法に安住す。十方に遊歩して權方便を行じ、佛の法藏に入りて彼岸を究竟し、無量の世界に於て、化して等覺を成ず。光明顯曜にして普く十方を照らし、無量の佛土六種に震動す。縁に隨ひて開示して、即ち法輪を轉ず。法鼓を扣き法劒を執り、法雷を震ひ、法雨を雨らす。法施を演べ、常に法音を以て諸の世間を覺せしむ。邪網を掴裂し諸見を消滅し、諸の塵勞を散じ諸の欲塹を壞る。淸白を顯明して佛法を光融し、正化を宣流す。衆生を愍傷すること未だ曾て慢恣せず。平等の法を得て無量百千の三昧を具足す。一念の頃に於て、周?せずといふこと無し。羣生を荷負して之を愛すること子の如し。一切の善本皆彼岸に度す、悉く諸佛の無量の功德を獲て、智慧開朗なること思議すべからず。七句の不同有りと雖も、菩薩衆を解し訖んぬ。


  上來二衆の不同有りと雖も、廣く化前序を明し竟んぬ。


  



  ［禁父縁］


  二に禁父の縁の中に就て即ち其の七有り。


  一に「爾時王舍大城」より以下は、總じて起化の處を明す。此れ往古の百姓、但城中に舍を造るに、即ち天火の爲に燒かる。若し是王家の舍宅には悉く火近づくこと無し。後時に百姓共に王に奏す。臣等宅を造れば數々天火の爲に燒かる、但是王舍のみ悉く火近づくこと無し。何の所以有りといふを知らずと。王奏人に告げていはく。今より以後卿等宅を造らん時は、但我今王の爲に舍を造ると言へと。奏人等各々王の敕を奉けて、歸還して舍を造るに、更に燒かれず。此に因て相傳して故らに「王舍」と名くることを明す。　「大城」と言ふは、此の城極めて大にして、居民九億なり。故に「王舍大城」と?ふなり。*469起化處と言ふは、即ち其の二有り。一には謂く闍王惡を起して即ち父母を禁ずる縁有り。禁に因て則ち此の娑婆を厭ひて、無憂の世界に託せんことを願ず。二には則ち如來請に赴きて、光變じて臺と爲りて靈儀を影現す。夫人即ち安樂に生ぜんことを求む。又心を傾けて行を請ふに、佛三福の因を開きたまふ。正觀は即ち是定門なり、更に九章の益を顯す。此の因縁の爲の故に起化の處と名く。


  二に「有一太子」より下「惡友之敎」に至る已來は、正しく闍王?忽の間に、惡人の?る所を信受することを明す。「太子」と言ふは其の位を彰す。「阿闍世」と言ふは其の名を顯す。又「阿闍世」といふは、乃ち是西國の正音なり。此の地の往翻には未生怨と名け、亦は折指と名く。　問て曰く。何が故ぞ未生怨と名け、及び折指と名くるや。答て曰く。此皆昔日の因縁を擧ぐ、故に此の名有り。因縁と言ふは、元本父の王、子息有ること無し、處處に神に求むれども竟に得ること能はず。忽に相師有りて王に奏して言く。臣知れり、山中に一の仙人有り、久しからずして壽を捨てんといふ、命終の已後必ず當に王の與に子と作るべしと。王聞きて歡喜し、此の人何れの時にか命を捨てんと。相師王に答へぬ。更に三年を經て始めて命終すべしと。王言く。我今年老いて國に繼祀するもの無し。更に三年を滿たんこと何に由てか待つべきと。王即ち使を遣し、山に入り往いて仙人に請はしめて曰く。大王子無し、闕けて紹繼無し。處處に神に求めて得ること能はざるに困む。乃ち相師有り、大仙を瞻見するに、久しからずして命を捨て、王の與に子と作るべしといふ。請ひ願はくは大仙恩を垂れて早く赴きたまへと。使人敎を受けて山に入り仙人の所に到りて、具に王請の因縁を説く。仙人使者に報へて言く。我更に三年を經て始めて命終すべし。王の即ち赴けと敕するは、是の事不可なりと。使仙の敎を奉けて還りて大王に報じ具に仙の意を述ぶ。王曰く。我は是一國の主なり、所有の人物皆我に歸屬す。今故らに禮を以て相屈するに、*470乃ち我が意を承けずと。王更に使者に敕す。卿往いて重ねて請へ。請ひて若し得ざれば、當に即ち之を殺すべし。既に命終し已りなば我が與に子と作らざるべけんやと。使人敕を受けて仙人の所に至りて、具に王の意を?ふ。仙人使の説を聞くと雖も、意に亦受けず。使人敕を奉して即ち之を殺さんと欲す。仙人曰く。卿當に王に語るべし。我が命未だ盡ず、王心口を以て人をして我を殺さしむ。我若し王の與に兒と作らば、還心口を以て人をして王を殺さしめんと。仙人此の語を?ひ已りて即ち死を受く。既に死し已りて即ち王宮に託して生を受く。其日の夜に當りて、夫人即ち有身を覺ゆ。王聞きて歡喜し天明に即ち相師を喚びて以て夫人を觀しむ。是男なりや是女なりやと。相師觀已りて王に報へて言く。是兒女に非ず。此の兒王に於て損有るべしと。王曰く。我が國土皆之に捨屬すべし、縱ひ所損有りとも吾亦畏無しと。王此の語を聞きて憂喜交々懷く。王夫人に白して言く。吾夫人と共に私かに自ら平章せん。相師兒吾に於て損有るべしと?ふ、夫人、生まるる日を待ちて、高樓の上に在りて、天井の中に當りて之を生みて人をして承接せしむること勿れ。落ちて地に在らんに豈死せざるべけんや。吾亦憂ふること無く、聲も亦露れざらんと。夫人即ち王の計を可とし、其の生む時に及びて一ら前の法の如くす。生み已りて地に墮つるに、命便ち斷えず、唯手の小指を損ず。因て即ち外人同じく唱へて折指太子と言ふ。未生怨と言ふは、此れ提婆達多惡妬の心を起すに因るが故に、彼の太子に對して昔日の惡縁を顯發す。云何が妬心して惡縁を起す。提婆は惡性にして、人と爲り匈猛なり。復出家すと雖も、恒常に佛の名聞利養を妬む。然るに父の王は是佛の檀越なり。一時の中に於て多く供養を將て如來に奉上す。謂く金・銀・七寶・名衣・上服・百味の菓食等、一一色色皆五百車、香・華・伎樂、百千万の衆讚歎し圍遶して、佛會に送り向ひて佛及び僧に施す。時に調達見已りて妬心更に盛なり。*471即ち舍利弗の所に向ひて、身通を學ばんことを求む。尊者語りて言く。人者且く四念處を學せよ、身通を學すべからずと。既に請へども心を遂げず、更に餘の尊者の邊に向ひて求む。乃至五百の弟子等、悉く人として敎ふるもの無し、皆四念處を學ばしむ。請ふこと已ぐることを得ずして遂に阿難の邊に向ひて學ぶ。阿難に語りて言く。汝は是我が弟なり。我通を學ばんと欲す。一一次第に我に敎へよと。然るに阿難初果を得たりと雖も、未だ他心を證せず、阿兄の私密に通を學びて、佛所にして惡計を起さんと欲するを知らず。阿難遂に即ち喚びて靜處に向ひて、次第に之を敎ふ。跏趺正坐せしめて、先づ心を將て身を擧げ似動の想をなさしむ。地を去ること一分・一寸と想へ。一尺・一丈と想へ。舍に至るに空無礙の想を作せ。直に過ぎて空中に上ると想へ。還心を攝して下りて本の坐處に至ると想へ。次に身を將て心を擧げしむ。初の時に地を去ること一分・一寸等、亦前の法の如く身を以て心を擧げ、心を以て身を擧げしむ。亦隨ひて既に上空に至り已らば、還身を攝取して下りて本の坐處に至れ。次に身心合して擧ぐと想へ。還前の法に同じく、一分・一寸等、周りて復始めよ。次に身心一切の質礙の色境の中に入るに、不質礙の想を作すと想へ。次に一切の山・河・大地等の色自身の中に入るに、空の如く無礙にして色相を見ずと想へ。次に自身或は大にして虚空に?滿し、坐臥自在なり、或は坐し或は臥して手を以て日月を捉り動かすと想へ。或は小身と作りて微塵の中に入るに、一切皆無礙の想を作せと。阿難是の如く次第に敎へ已んぬ。時に調達既に法を受得し已りて、即ち別して靜處に向ひて、七日七夜一心專注して、即ち身通を得、一切の自在、皆成就することを得たり。既に通を得已りて、即ち太子の殿の前に向ひて、空中に在りて大神變を現ず。身上より火を出し、身下より水を出す。或は左邊に水を出し、右邊に火を出す。或は大身を現じ、或は小身を現ず。或は空中に坐臥し、意に隨ひて自在なり。太子見已りて左右に問て曰く。*472此は是何人ぞや。左右太子に答へて言く。此は是尊者提婆なり。太子聞き已りて心大に歡喜し、遂に即ち手を擧げて喚びて言く。尊者何ぞ下り來らざる。提婆既に喚ぶことを見已りて、即ち化して嬰兒と作り、直に太子の膝の上に向ふ。太子即ち抱き、口を鳴らして之を弄び、又口中に唾はく。嬰兒遂に之を咽む。須臾にして本身に還復しぬ。太子既に提婆が種種の神變を見轉た敬重を加ふ。既に太子の心敬重せるを見已りて、即ち父の王の供養の因縁を説く。色別に五百乘の車に載せて、佛の所に向ひて佛及び僧に奉ると。太子聞き已りて即ち尊者に語る。弟子亦能く備に色各五百車を具して、尊者に供養し、及び衆僧に施さんこと、彼の如くならざるべけんや。提婆言く。太子、此の意大に善しと。此より已後大に供養を得、心轉た高慢なり。譬へば杖を以て惡狗の鼻を打つに轉た狗の惡を增すが如し。此も亦是くの如し。太子今や利養の杖を將て提婆が貪心の狗の鼻を打つに、轉た惡を加ふること盛なり。此に因て僧を破し、佛法の戒を改めて、敎戒不同なり。佛普く凡聖大衆の爲に説法したまふ時を待ちて、即ち會中に來りて佛に從ひ、徒衆并びに諸の法藏を盡く我に付囑せんことを索して、世尊は年將に老邁したまへり、宜しく靜に就て内に自ら將養したまふべしと。一切の大衆提婆が此の語を聞きて、愕爾として迭互に相看て甚だ驚怪を生ず。爾の時世尊、即ち大衆に對して提婆に語りて言く。舍利・目連等の即ち大法將なるすら、我尚佛法を將て付囑せず。況や汝癡人、唾を食へる者をやと。時に提婆佛の衆に對して毀辱したまふを聞き、由し毒箭の心に入るが如し、更に癡狂の意を發す。此の因縁に藉りて即ち太子の所に向ひて、共に惡計を論ず。太子既に尊者を見て、敬心もて承問して言く。尊者、今日顏色憔悴せり、往昔に同じからずと。提婆答て曰く。我今憔悴することは、正しく太子の爲なりと。太子敬ひて問はまく。尊者、我が爲に何の意か有るや。*473提婆即ち答へて云く。太子知りたまへりや不や。世尊年老いて堪任する所無し、當に之を除きて我自ら佛と作るべし。父の王も年老いたまへり。亦之を除きて太子自ら正位に坐すべし。新王・新佛治化せんに、豈樂しからずやと。太子之を聞きて、極めて大に瞋怒して、是の説を作すこと勿れといふ。又言く。太子瞋ること莫れ。父の王、太子に於て全く恩德無し。初めて太子を生まんと欲せし時、父の王即ち夫人をして百尺の樓の上に在りて天井の中に當りて生ましめ、即ち地に墮ちて死せしめんことを望む。正しく太子の福力を以ての故に、命根斷ぜずして、但小指を損す。若し信ぜずば、自ら小指を看よ、以て驗と爲るに足らんと。太子既に此の語を聞きて、更に重ねて審めて言く。實に爾りや已不やと。提婆答へて言く。此れ若し不實ならば、我故らに來りて漫語を作すべけんやと。此の語に因り已遂に即ち提婆が惡見の計を信用す。故に「隨順調達惡友之敎」と?ふなり。


  三に「收執父王」より下「一不得往」に至る已來は、正しく父の王、子の爲に幽禁せらるることを明す。此れ闍世提婆の惡計を取りて、頓に父子の情を捨つることを明す。直罔極の恩を失ふのみに非ず、逆の響茲に因て路に滿てり。忽に王身を掩ふを收と曰ひ、既に得て捨てざるを執と曰ふ。故に「收執」と名く。「父」と言ふは別して親の極を顯す。「王」といふは其の位を彰す。「頻婆」といふは其の名を彰す。「幽閉七重室内」と言ふは、所爲既に重し、事亦輕からず、淺く人間に禁じて全く守護無かるべからず、但王の宮閤理として外人を絶つとも、唯羣臣のみ有りて則ち久しきより來た承奉せるを以て、若し嚴制せずば恐らくは情通有らん。故に内外をして交を絶たしめて閉ぢて七重の内に在くなり。


  四に「國大夫人」より下「密以上王」に至る已來は、正しく夫人密かに王に食を奉ることを明す。「國大夫人」と言ふは、此れ最大なることを明す。「夫人」と言ふは、其の位を標す。「韋提」と言ふは、其の名を彰す。「恭敬大王」と言ふは、*474此れ夫人既に王の身禁ぜらるることを見て、門戸極めて難く、音信通ぜず、王の身命絶たんことを恐る。遂に即ち香湯滲浴して、身を淸淨ならしめ、即ち酥蜜を取りて、先づ其の身に塗り、後に乾?を取りて始めて酥蜜の上に安き、即ち淨衣を著けて之を覆ひ、外衣の上に在りて始めて瓔珞を著くること、常の服法の如く、外人をして怪しまざらしむ。又瓔珞を取りて、孔の一頭を?を以て之を塞ぎ、一頭の孔の中に蒲桃の漿を盛る。滿て已りて還塞ぐに、但是瓔珞なり。悉く皆此の如くす。莊嚴すること既に竟りて、徐に歩みて宮に入り、王と相見ることを明す。問て曰く。諸臣は敕を奉じて王に見ゆることを許さず。未審し、夫人をば門家制せずして放に入ることを得しむるは、何の意か有るや。答て曰く。諸臣は身異りて、復是外人なり。情通すること有らんことを恐れて嚴しく重制を加へしむることを致す。又夫人は身是女人なり、心に異計無し。王と宿縁業重くして久しく近づきて夫妻なり。體を別にして心を同じくし、人をして外慮無からしむることを致す。是を以て入りて、王と相見ることを得しむ。


  五に「爾時大王食?」より下「授我八戒」に至る已來は、正しく父の王禁に因りて法を請ずることを明す。此れ夫人既に王を見已りて、即ち身上の酥を刮取して、?團もて王に授與するに、王得て即ち食す。?を食ふこと既に竟りて、即ち宮内にして夫人淨水を求め得て王に與へて口を漱がしむ。口を淨め已竟りて虚しく時を引くべからず。朝心寄る所無し。是を以て虔恭合掌して、面を廻らし耆闍に向かひて敬を如來に致して加護を請求することを明す。此れ身業の敬を明す、亦通じて意業有り。「而作是言」已下は、正しく口業の請を明す、亦通じて意業有り。「大目連是吾親友」と言ふは、其の二意有り。但目連は俗に在りては是王の別親。既に出家を得ては、即ち是門師なり。宮閤に往來すること都て障礙無し。然るに俗に在るを親と爲し、出家せるを友と名く、故に「親友」と名く。「願興慈悲授我八戒」と言ふは、此れ父王法を敬ふ情深くして人を重んずること己に過ぎたることを明す。*475若し幽難に逢はずば佛僧を奉請するに難しと爲るに足らず。今既に囚はれて屈を致すに由無し。是を以て但目連を請じて八戒を受くるなり。　問て曰く。父の王遙かに敬ふには先づ世尊を禮し、其の受戒に及びては、即ち目連を請ずるもの、何の意か有るや。答て曰く。凡聖の極尊、佛に過ぎたるは無し。心を傾け願を發すには即ち先づ大師を禮す。戒は是小縁なり、是を以て唯目連の來り授けんことを請ふ。然るに王の意は、貴むこと得戒に存す。即ち是義周し、何ぞ勞はしく迂げて世尊を屈せんや。　問て曰く。如來の戒法は乃ち有ること無量なるに、父の王唯八戒を請ひて餘を請はざるや。答て曰く。餘戒は稍寬く、時節長遠なり。恐畏らくは中間に失念して生死に流轉せん。其の八戒は餘の佛經に説くが如し。在家の人出家の戒を持つなり。此の戒の持心、極細極急なり。何の意ぞ然るとならば、但時節稍促りて唯一日一夜を限りて作法して即ち捨つればなり。云何が此の戒の用心と行との細なりといふことを知る。戒の文の中に具に顯して云ふが如し。佛子今旦より明旦に至るまで、一日一夜、諸佛の殺生したまはざるが如く、能く持つや不や。答て言く。能く持つ。第二に又云く。佛子今旦より明旦に至るまで、一日一夜、諸佛の偸盜したまはず、婬を行ぜず、妄語せず、飮酒せず、脂粉を身に塗ることを得ず、歌?唱伎し及び往いて觀聽することを得ず、高廣の大牀に上ることを得ざるが如くすべしと。此の上の八は是戒にして齋に非ず。中を過ぎて食することを得ず、此の一は是齋にして戒に非ず。此等の諸戒皆諸佛を引きて證と爲す。何を以ての故に。唯佛と佛とのみ正・習倶に盡きたまへるも、佛を除きて已還は惡習等由在り。是の故に引きて證と爲さず。是を以て此の戒の用心起行極めて是細急なりと知ることを得。又此の戒は佛八種の勝法有りと説きたまへり。若し人一日一夜具に持ちて犯さざれば、所得の功德、人・天・二乘の境界に超過す。經に廣く説くが如し。斯の益有るが故に、父の王をして日日に之を受けしむることを致す。


  *476六に「時大目連」より下「爲王説法」に至る已來は、其の父の王請に因りて聖法を蒙ることを得ることを明す。此れ目連他心智を得て遙かに父の王の請意を知りて、即ち神通を發して、彈指の頃の如くに王の所に到ることを明す。又人の神通の相を識らざるを恐るるが故に、快鷹を引きて喩と爲す。然るに目連の通力は、一念の頃に四天下を遶ること百千の?なり、豈鷹と類を爲すことを得んや。是の如きの比?は乃ち衆多有り、具に引くべからず。『賢愚經』に具に説くが如し。「日日如是授王八戒」と言ふは、此れ父の王命を延べて目連をして數々來りて戒を受けしむることを致すことを明す。　問て曰く。八戒既に勝れたりと言はば、一び受くるに即ち足りなん、何ぞ日日に之を受くることを須ひん。答て曰く。山は高きを厭はず、海は深きを厭はず、刀は利きを厭はず、日は明けきを厭はず、人は善を厭はず、罪は除くことを厭はず、賢は德を厭はず、佛は聖を厭はず。然るに王の意は既に囚禁せられて、更に進止を蒙らず。念念の中に、人の喚び殺さんことを畏る。此が爲に晝夜に心を傾けて、仰いで八戒を憑む。積善增高にして來業に資せんと擬することを望欲す。「世尊亦遣富樓那爲王説法」と言ふは、此れ世尊慈悲の意重くして、王の身を愍念したまふに、忽に囚勞に遇ひて、恐る憂悴を生ぜんことを。然るに富樓那は、聖弟子の中に於て最も能く説法し、善く方便有りて人の心を開發せしむ。此の因縁の爲に、如來發遣して王の爲に法を説きて以て憂惱を除かしむることを明す。


  七に「如是時間」より下「顏色和悅」に至る已來は、正しく父の王、食と聞法とに因て、多日死せざることを明す。此は正しく夫人多時に食を奉りて以て飢渇を除き、二聖又戒法を以て内に資けて善く王の意を開く。食は能く命を延べ、戒法は神を養ふ。苦を失し憂を亡じて顏容和悅ならしむることを致すことを明す。


  上來七句の不同有りと雖も、廣く禁父の縁を明し竟んぬ。


  



  *477［禁母縁］


  三に禁母の縁の中に就て、即ち其の八有り。


  一に「時阿闍世」より下「由存在耶」に至る已來は、正しく父の音信を問ふことを明す。此は闍王父を禁ずること日數既に多し、人の交總て絶え、水食通ぜざること二七有餘、命應に終るべし。是の念を作し已りて即ち宮門に致りて守門の者に問はまく。父の王今猶存在せりやと。　問て曰く。若し人一?の飯を食して、限りて七日に至れば即ち死す。父の王三七を經たるを以て、計みるに命斷えぬべきこと疑無し。闍王何を以てか直に問て門家に、父の王今死し竟れりやと曰はずして、云何ぞ疑を致して猶存在せりやと問へるは、何の意か有るや。答て曰く。此は是闍王意密の問なり。但万基の主なるを以て、擧動隨宜なるべからず。父の王既に是天性情親し、問ひて死せりやと言ふべきこと無し。失當時に在りて以て譏過を成ぜんことを恐るればなり。但以内心に死を標して口に在りやと問へるは、永く惡逆の聲を息めんことを欲するが爲なり。


  二に「時守門人白言」より下「不可禁制」に至る已來は、正しく門家事を以て具に答ふることを明す。此れ闍世前に父の王在りやと問へば、今次に門家の奉答することを明す。　「白言大王國大夫人」といふ已下は、正しく夫人密に王に食を奉るに、王既に食を得、食能く命を延べて、多日を經と雖も父の命猶存ずることを明す。此れ乃ち夫人の意にして、是の門家の過に非ず。　問て曰く。夫人食を奉るに、身の上に?を塗りて衣の下に密に覆ふ、出入往還するに人の見ることを得ること無し。何が故ぞ門家具に夫人食を奉る事を顯すや。答て曰く。一切の私密は久しく行はるべからず。縱ひ巧に牢く藏すとも、事還て彰露はる。父の王既に禁ぜられて宮内に在り、夫人日日に往還す。若し密に?を持ちて食せしめずば王の命活くることを得るに由無し。今密と言ふは、門家に望めて夫人の意を述ぶなり。夫人密に外人知らずと謂へども、其の門家盡く以て之を覺らざらんや。今既に事窮まりて相隱すに由無し、*478是を以て一一具に王に向ひて説く。　「沙門目連」と言ふ已下は、正しく二聖空に騰りて來去し、門路に由らず、日日に往還して王の爲に法を説く。大王當に知るべし、夫人の進食先に王の敎を奉けず、所以に敢て遮約せず。二聖空に乘ず、此れ亦門制に猶らずといふことを明す。


  三に「時阿闍世聞此語」より下「欲害其母」に至る已來は、正しく世王の瞋怒を明す。此れ闍王既に門家の分疏を聞き已りて、即ち夫人に於て心に惡怒を起し、口に惡辭を陳ぶることを明す。又三業の逆と三業の惡を起す。父母を罵りて賊と爲るを口業の逆と名け、沙門を罵るをば口業の惡と名く。劒を執りて母を殺すを身業の逆と名け、身口の所爲心を以て主と爲すを、即ち意業の逆と名く。又復前方便を惡と爲し、後の正行を逆と爲す。「我母是賊」と言ふ已下は、正しく口に惡辭を出すことを明す。云何が母を罵りて賊と爲る、賊の伴なればなり。但闍王の元の心、怨を父に致す、早く終らざることを恨む、母乃ち私かに糧を進むるが爲の故に、死せざらしむ。是の故に罵りて我が母は是賊なり、賊の伴なればなりと言ふ。「沙門惡人」と言ふ已下は、此れ闍世母の食を進むることを瞋り、復沙門王の與に來去することを聞きて、更に瞋心を發さしむることを致すことを明す。故に何なる咒術有りてか、惡王をして多日死せざらしむと云ふ。「即執利劒」と言ふ已下は、此れ世王の瞋盛にして、逆母に及ぶことを明す。何ぞ其痛ましいかな。頭を撮りて劒を擬す、身命頓に須臾に在り。慈母合掌して身を曲げ頭を低れて、兒の手に就く。夫人爾の時熱き汗?く流れて、心神悶絶す。嗚呼哀なるかな。?忽の間に斯の苦難に逢へること。


  四に「時有一臣名曰月光」より下「卻行而退」に至る已來は、正しく二臣切諫して聽さざることを明す。此れ二臣は乃ち是國の輔相、立政の綱紀なり、萬國に名を揚げ八方昉習せんことを得んと望む。忽に闍王の勃逆を起して、劒を執りて其の母を殺さんと欲するを見、*479斯の惡事を見るに忍びず、遂に耆婆と顏を犯して諫を設くることを明す。「時」と言ふは、闍王母を殺さんと欲する時に當れり。「有一大臣」と言ふは、其の位を彰す。「月光」と言ふは、其の名を彰す。「聰明多智」と言ふは、其の德を彰す。「及與耆婆」と言ふは、耆婆は亦是父の王の子にして、?女の兒なり。忽に家兄の母に於て逆を起すを見て、遂に月光と同じく諫む。「爲王作禮」と言ふは、凡そ大人を諮諫せんと欲する法は、要ず須く拜を設けて以て身敬を表すべし。今此の二臣も亦爾なり。先づ身敬を設けて王の心を覺動し、手を斂め躬を曲げて方に本意を陳ぶ。又「白言大王」といふは、此れ月光正しく辭を陳べんと欲して、闍王の開心聽攬せんことを得んと望むことを明す。此の因縁の爲の故に須く先づ白すべし。「臣聞?陀論經説」と言ふは、此れ廣く古今の書史、歴帝の文記を引くことを明す。古人云く、言典に關らざるは君子の慙づる所なりと。今既に諫事輕からず、豈虚言もて妄に説くべけんや。「劫初已來」と言ふは、其の時を彰す。「有諸惡王」と言ふは、此れ總じて非禮暴逆の人を標することを明す。「貪國位故」と言ふは、此れ非意に貪る所、父の坐處を奪ふことを明す。「殺害其父」と言ふは、此れ既に父に於て惡を起すことは久しく留むべからず、故に須く命を斷ずべしといふことを明す。「一万八千」と言ふは、此れ王今父を殺すことは彼と類同することを明す。「未曾聞有無道害母」と言ふは、此れ古より今に至るまで、父を害して位を取ることは、史籍やや談ずるも、國を貪りて母を殺さんこと、都て記せる處無きことを明す。若し劫初已來を論ぜば、惡王の國を貪るや、但其の父を殺して慈母に加へず。此れ則ち古を引きて今に異す。大王今國を貪りて父を殺す。父は則ち位の貪るべき有り、古に類同せしめつべし。母は即ち位の求むべき無し、橫に逆害を加ふ。是を以て今を將て昔に異す。「王今此の殺母を爲さば、刹利の種を汚さん」と言ふ。*480「刹利」と言ふは、乃ち是四姓の高元、王者の種なり、代代相承す、豈凡碎に同じからんや。「臣不忍聞」と言ふは、王の起惡を見るに、宗親を損辱して惡聲流布せん。我が性望耻慙するに地無し。「是旃陀羅」と言ふは乃ち是四姓の下流なり。此れ乃ち性匈惡を懷きて仁義に閑はず、人皮を著たりと雖も行禽獸に同じ。王は上族に居して押して萬基に臨む主。今既に惡を起して恩に加ふ、彼の下流と何ぞ異ならんや。「不宜住此」と言ふは、即ち二義有り。一には王今惡を造りて風禮を存せず、京邑神州豈旃陀羅をして主ならしめんや。此れ即ち宮城を擯出する意なり。二には王國に在りと雖も我が宗親を損す、遠く他方に擯して永く無聞の地に絶たんに如かず。故に「不宜住此」と云ふ。「時二大臣説此語」と言ふ已下は、此れ二臣の直諫切にして語極めて　く、廣く古今を引きて王の心の開悟することを得んことを望むことを明す。「以手按劒」と言ふは、臣自ら手の中の劒を按ずるなり。　問て曰く。諌辭?惡にして犯顏を避けず、君臣の義既に乖く、何を以てか身を廻らして直に去らずして乃ち「卻行而退す」と言ふや。答て曰く。?言王に逆ふと雖も害母の心を息めんことを望む。又恐らくは瞋毒未だ除こらず、繋けたる劒己を危くせん、是を以て劒を按じて自ら防ぎて卻行して退く。


  五に「時阿闍世驚怖」より下「汝不爲我耶」に至る已來は、正しく世王怖を生ずることを明す。此れ闍世既に二臣の諫辭?切なるを見、又劒を按じて去るを覩て、臣我に背き彼の父の王に向ひて更に異計を生ぜんことを恐れ、情地をして安からざらしむることを致すことを明す。故に惶懼と稱す。彼既に我を捨つ、誰が爲にするかを知らず。心に疑ひて決せず、遂に即ち口に問ひて之を審にす。故に「耆婆汝不爲我也」と云ふ。「耆婆」と言ふは是王の弟なり。古人云く、家に衰禍有るときは、親に非ざれば救はずと。汝既に是我が弟なれば、豈月光に同ぜんやと。


  *481六に「耆婆白言」より下「愼莫害母」に至る已來は、二臣重ねて諫むることを明す。此れ耆婆實をもて大王に答ふることを明す。若し我等を得て相と爲さんと欲はば、願はくは母を害すること勿れと。此れ直諫すること竟んぬ。


  七に「王聞此語」より下「止不害母」に至る已來は、正しく闍王諫を受けて母の殘命を放すことを明す。此れ世王既に耆婆が諫を得已りて、心に悔恨を生じ、前の所造を愧ぢて即ち二臣に向ひて哀を求め命を乞ふ、因て即ち母を放して死の難を脱れしめ手中の劒を本の匣に還歸することを明す。


  八に「敕語内官」より下「不令復出」に至る已來は、其の世王の餘瞋母を禁ずることを明す。此れ世王臣の諫を受けて母を放すと雖も、猶餘瞋有りて外に在らしめず、内官に敕語し深宮に閉置して、更に出でて父の王と相見えしむること莫きことを明す。


  上來八句の不同有りと雖も、廣く禁母の縁を明し竟んぬ。


  



  ［厭苦縁］


  四に厭苦の縁の中に就て即ち其の四有り。


  一に「時韋提希」より下「憔悴」に至る已來は、正しく夫人子の爲に幽禁せらるることを明す。此れ夫人死の難を勉ると雖も更に深宮に閉ぢ在かれて守當極めて牢くして、出づることを得るに由無し。唯念念に憂を懷くことのみ有りて自然に憔悴することを明す。傷歎して曰く。禍なるかな今日の苦、闍王喚びて利刃の中間に結し、復深宮に置くの難に遇値ふと。　問て曰く。夫人既に死を勉れて宮に入ることを得、宜しく訝樂すべし、何に因てか反て更に愁憂するや。答て曰く。即ち三義の不同有り。一には夫人既に自ら閉ぢられて、更に人として食を進めて王に與ふるもの無し。王又我が難に在るを聞きて、轉た更に愁憂せん。今既に食無し、憂を加へなば王の身命定んで久しからざるべきことを明す。二には夫人既に囚難を被る、何れの時にか更に如來の面及び諸の弟子を見たてまつらんといふことを明す。三には夫人敎を奉けて禁ぜられて深宮に在り、内官守當して水泄だも通ぜず、旦夕の間唯死路を愁ふることを明す。*482斯の三義有りて身心を切逼す、憔悴すること無きことを得んや。


  二に「遙向耆闍崛山」より下「未擧頭頃」に至る已來は、正しく夫人禁に因て佛を請じ、意に陳ぶる所有ることを明す。此れ夫人既に囚禁に在りて、自身佛邊に到ることを得るに由無し。唯單心のみ有りて、面を耆闍に向け遙に世尊を禮して、願はくは佛の慈悲弟子愁憂の意を表知したまへといふことを明す。「如來在昔之時」と言ふ已下は、此に二義有り。一には父の王未だ禁ぜられざる時は、或は王及び我が身親しく佛邊に到るべし、或は如來及び諸の弟子をして親しく王の請を受けしめつべし。然るに我及び王の身倶に囚禁に在りて、因縁斷絶し、彼此情乖けることを明す。二には父の王禁に在りてより已來、數々世尊阿難を遣はして來らしめて我を慰問したまふことを蒙ることを明す。云何が慰問する。父の王の囚禁せらるるを見るを以て、佛夫人の憂惱せんことを恐れたまふ。是の因縁を以ての故に慰問せしめたまふ。「世尊威重無由得見」と言ふは、此れ夫人内に自ら卑謙して佛弟子に歸尊す。穢質の女身、福因尠薄なり。佛德は威高し、輕しく觸るるに由無し。願はくは目連等を遣はして、我が與に相見えしめたまへといふことを明す。　問て曰く。如來は即ち是化主なり應に時宜を失ひたまはざるべし。夫人何を以てか三び致請を加へずして、乃ち目連等を喚ぶは、何の意か有るや。答て曰く。佛德尊嚴なり、小縁もて敢へて輒く請ずべからず。但阿難を見て語を傳へて往いて世尊に白さしめんと欲す。佛我が意を知りたまはば復阿難をして佛の語を傳へて我に指授せしめたまはんと。斯の義を以ての故に阿難を見えんことを願ふ。　「作是語已」と言ふは、總じて前の意を説き竟るなり。「悲泣雨涙」と言ふは、此れ夫人自ら唯罪重し、佛の加哀を請ひて、敬を致す情深くして、悲涙目に滿てり。但靈儀を渇仰するを以て、復加々遙かに禮し、頂を叩きて?&M037581;し、須臾にして未だ擧げざることを明す。


  三に「爾時世尊」より下「天華持用供養」に至る已來は、正しく世尊自ら來りて請に赴きたまふことを明す。此れ世尊耆闍に在すと雖も已に夫人の心念の意を知りたまふことを明す。*483「敕大目連等從空而來」と言ふは、此れ夫人の請に應じたまふことを明す。「佛從耆山沒」と言ふは、此れ夫人宮内の禁約極めて難し、佛若し身を現じて來り赴きたまはば、恐畏らくは闍世知聞して更に留難を生ぜん。是の因縁を以ての故に須く此に沒して彼に出でたまふべきことを明す。「時韋提禮已擧頭」と言ふは、此れ夫人敬を致す時を明す。「見佛世尊」と言ふは、此れ世尊宮中に已に出でて夫人をして頭を擧げて即ち見しむることを致すことを明す。「釋迦牟尼佛」と言ふは、餘佛に簡異す。但諸佛は名通じ、身相異ならず、今故らに釋迦を標定して疑無からしむ。「身紫金色」と言ふは、其の相を顯し定む。「坐百寶華」と言ふは、餘座に簡異す。「目連侍左」等と言ふは、此れ更に餘衆無くして唯二僧のみ有ることを明す。「釋梵護世」と言ふは、此れ天王衆等、佛世尊の隱れて王宮に顯れたまふを見て、必ず希奇の法を説きたまふべし、我等天人韋提に因るが故に未聞の益を聽くことを得んとて、各々本念に乘じて普く空に住臨して、天耳遙かに?して華を雨らし供養することを明す。又「釋」と言ふは即ち是天帝なり。「梵」と言ふは即ち是色界の梵王等なり。「護世」と言ふは即ち是四天王なり。「諸天」と言ふは即ち是色・欲界等の天衆なり。既に天王の佛邊に來り向へるを見て、彼の諸の天衆亦王に從ひて來りて法を聞きて供養するなり。


  四に「時韋提希見世尊」より下「與提婆共爲眷屬」に至る已來は、正しく夫人頭を擧げて佛を見、口言に傷歎し怨結の情深きことを明す。「自絶瓔珞」と言ふは、此れ夫人身莊の瓔珞、猶愛して未だ除かず、忽に如來を見たてまつりて羞ぢ慙ぢて自ら絶つことを明す。　問て曰く。云何ぞ自ら絶つや。答て曰く。夫人は乃ち是貴中の貴、尊中の尊、身の四威儀に多くの人供給し、著たる所の衣服皆傍人を使ふ。*484今既に佛を見て、耻愧の情深くして、鉤帶に依らずして、頓に自ら掣き卻く。故に「自絶」と云ふ。　「擧身投地」と言ふは、此れ夫人内心感結して怨苦堪へ難し、是を以て坐せるより身を踊らして立ち、立せるより身を踊らして地に投ぐることを明す。此れ乃ち歎恨處深くして、更に禮拜威儀を事とせざるなり。「號泣向佛」と言ふは、此れ夫人佛前に婉轉して、悶絶號哭することを明す。「白佛」と言ふ已下は、此れ夫人婉轉涕哭すること量久しくして、少しく惺めて始めて身の威儀を正しくして、合掌して佛に白すことを明す。我一生より已來未だ曾て其の大罪を造らず。未審し、宿業の因縁、何の殃咎有りてか、此の兒と共に母子と爲ると。此れ夫人既に自ら障深くして宿因を識らず。今兒に害を被むるに、是橫に來れりと謂へり。願はくは佛の慈悲我に徑路を示したまへといふことを明す。「世尊復有何等因縁」と言ふ已下は、此れ夫人佛に向かひて陳訴す。我は是凡夫、罪惑盡きずして、斯の惡報有り、是の事心に甘んず。世尊は曠劫より道を行じて正・習倶に亡じ、衆智朗然として果圓かなれば佛と號す。未審し、何の因縁有りてか、乃ち提婆と共に眷屬と爲りたまふといふことを明す。此の意二有り。一には夫人怨を子に致す、忽に父母に於て狂して逆心を起すことを明す。二には又恨むらくは提婆我が闍世を敎へて斯の惡計を造らしむ。若し提婆に因らずば、我が兒終に此の意無からむといふことを明す。此の因縁の爲の故に、斯の問を致す。又夫人佛に問ひて「與提婆眷屬」と云ふは、即ち其の二有り。一には在家の眷屬、二には出家の眷屬なり。在家と言ふは、佛の伯叔其の四人有り。佛は即ち是白淨王の兒、金?は白飯王の兒、提婆は斛飯王の兒、釋魔男は是甘露飯王の兒なり。此を在家の外眷屬と名く。出家の眷屬と言ふは、佛の與に弟子と作る、故に内眷屬と名く。


  上來四句の不同有りと雖も、廣く厭苦の縁を明し竟んぬ。


  



  *485［欣淨縁］


  五に欣淨縁の中に就て、即ち其の八有り。


  一に「唯願世尊爲我廣説」より下「濁惡世也」に至る已來は、正しく夫人通じて所求を請ひ、別して苦界を標することを明す。此れ夫人自身の苦に遇ひて、世の非常を覺るに、六道同じく然なり、安心の地有ること無し、此に佛淨土の無生なるを説きたまふを聞きて、穢身を捨てて彼の無爲の樂を證せんと願ずることを明す。


  二に「此濁惡處」より下「不見惡人」に至る已來は、正しく夫人所厭の境を擧出することを明す。此れ閻浮は總て惡にして、未だ一處として貪るべきこと有らず、但幻惑の愚夫なるを以て、斯の長苦を飮むことを明す。「此濁惡處」と言ふは、正しく苦界を明す。又器世間を明す。亦是衆生の依報處なり、亦衆生の所依處と名く。「地獄」等と言ふ已下は、三品の惡果最も重ければなり。「盈滿」と言ふは、此の三の苦聚は直獨り閻浮を指すのみに非ず、娑婆も亦皆?く有り。故に「盈滿」と言ふ。「多不善聚」と言ふは、此れ三界・六道不同にして種類恒沙なり、心に隨ひて差別せることを明す。經に云く。「業能く識を莊る、世世處處に各々趣き、縁に隨ひて果報を受く、對面して相知らず」と。「願我未來」と言ふ已下は、此れ夫人眞心徹到して苦の娑婆を厭ひ、樂の無爲を欣ひて永く常樂に歸することを明す。但無爲の境、輕爾として即ち階ふべからず。苦惱の娑婆輒然として離るることを得るに由無し。金剛の志を發すに非ずよりは、永く生死の元を絶たんや。若し親たり慈尊に從ひたてまつらずば、何ぞ能く斯の長歎を勉れん。然して「願我未來不聞惡聲惡人」といふは、此れ闍王・調達が如き、父を殺し僧を破するもの、及び惡聲等、願はくは亦聞かず見ざらんといふことを明す。但闍王は既に是親生の子なり、上父母に於て殺心を起す。何に況や疎人にして相害せざらむや。是の故に夫人親疎を簡ばず、*486總じて皆頓に捨つ。


  三に「今向世尊」より下「懺悔」に至る已來は、正しく夫人淨土の妙處は善に非ざれば生ぜず、恐らくは餘&M079110;有りて障へて往くことを得ざらん。是を以て求哀して更に懺悔すべきことを明す。


  四に「唯願佛日」より下「淸淨業處」に至る已來は、正しく夫人通じて去行を請ふことを明す。此れ夫人上に即ち通じて生處を請ひ、今亦通じて得生の行を請ふことを明す。「佛日」と言ふは法・喩雙べ標するなり。譬へば日出でて衆闇盡く除こるが如く、佛智光を輝かして無明の夜日朗かなり。「敎我觀於淸淨」と言ふ已下は、正しく既に能く穢を厭ひ淨を欣ふ、若爲が安心し注想して淸淨處に生ずることを得るやといふことを明す。


  五に「爾時世尊放眉間光」より下「令韋提見」に至る已來は、正しく世尊廣く淨土を現じて前の通請に酬へたまふことを明す。此れ世尊夫人の廣く淨土を求むることを見るを以て、如來即ち眉間の光を放ちて、十方の國を照らし、光を以て國を攝し、頂上に還來して化して金臺と作る、須彌山の如し。如の言は似なり、須彌山に似たり。此の山腰は細く上は闊し。所有佛國並に中に現ず。種種不同にして莊嚴異有り。佛の神力の故に了了分明なり。韋提に加備して、盡く皆見ることを得しむることを明す。　問て曰く。韋提上には我が爲に廣く無憂の處を説きたまへと請ず。佛今何が故ぞ爲に廣く説きたまはずして、乃ち金臺と爲して普く現ずるは何の意か有るや。答て曰く。此れ如來の意密を彰す。然るに韋提言を發して請を致す。即ち是廣く淨土の門を開くなり。若し之が爲に總じて説かば、恐らくは彼見ずして心に猶惑を致さん。是を以て一一顯現して彼の眼の前に對じて、彼の所須に信せて心に隨ひて自ら選ばしむ。


  六に「時韋提白佛」より下「皆有光明」に至る已來は、正しく夫人總じて所現を領して、佛恩を感荷することを明す。此れ夫人總じて十方の佛國を見るに、並に悉く精華なれども、極樂の莊嚴に比せんと欲するに、*487全く比況に非ざることを明す。故に我「今樂生安樂國」と云ふ。　問て曰く。十方の諸佛は斷惑殊無し、行畢り果圓かなること、亦二無かるべし。何を以てか一種の淨土に、即ち斯の優劣有りや。答て曰く。佛は是法王、神通自在なり、優と劣と凡惑の知る所に非ず。隱・顯、機に隨ひて化益を存せんと望むに、或は故らに彼の優爲るを隱して、獨り西方の勝爲るを顯すべし。


  七に「我今樂生彌陀」より已下は、正しく夫人別して所求を選ぶことを明す。此は彌陀の本國四十八願なることを明す。願願皆增上の勝因を發せり、因に依て勝行を起せり、行に依て勝果を感ず、果に依て勝報を感成せり、報に依て極樂を感成せり、樂に依て悲化を顯通す、悲化に依て智慧の門を顯開せり。然るに悲心無盡にして、智亦無窮なり。悲・智雙べ行じて、即ち廣く甘露を開けり。茲に因て法潤普く羣生を攝したまふ。諸餘の經典に勸むる處彌々多し。衆聖心を齊しくして、皆同じく指讚したまふ。此の因縁有りて、如來密に夫人を遺はして、別して選ばしめたまふことを致すなり。


  八に「唯願世尊」より已下は、正しく夫人別行を請求することを明す。此れ韋提既に得生の處を選びて、還て別行を修して、己を勵まし心を注めて必ず往益を望むことを明す。「敎我思惟」と言ふは、即ち是定の前方便、彼の國の依正二報・四種莊嚴を思想し憶念するなり。「敎我正受」と言ふは、此れ前の思想漸漸微細にして、覺想倶に亡ずるに因て、唯定心のみ有りて前の境と合するを、名けて正受と爲ることを明す。此の中に略々已に料簡す。下の觀門に至りて、更に當に廣く辨ずべし。應に知るべし。


  上來八句の不同有りと雖も、應に廣く欣淨の縁を明し竟んぬ。


  



  ［散善顯行縁］


  六に散善顯行の縁の中に就て、即ち其の五有り。


  一に「爾時世尊即便微笑」より下「成那含」に至る已來は、*488正しく光父の王を益することを明す。此れ如來夫人を見たまふに、極樂に生ぜんと願じ更に得生の行を請ふを以て、佛の本心に稱ひ、又彌陀の願意を顯すことを明す。斯の二請に因て、廣く淨土の門を開く。直韋提去くことを得るのみに非ず、有識之を聞きて皆往く。斯の益有るが故に、所以に如來微笑したまふ。「有五色光從佛口出」と言ふは、此れ一切諸佛の心口の常の威儀、法爾として凡そ出づる所の光必ず利益有ることを明す。「一一光照頻婆頂」と言ふは、正しく口の光餘方を照らさずして、唯王の頂のみを照らすことを明す。然るに佛の光は身の出處に隨ひて、必ず皆益有り。佛の足の下より光を放ちては、即ち地獄道を照益す。若し光膝より出でては、畜生道を照益す。若し光陰藏より出でては、鬼神道を照益す。若し光臍より出でては、脩羅道を照益す。光心より出でては、人道を照益す。若し光口より出でては、二乘の人を照益す。若し光眉間より出でては、大乘の人を照益す。今此の光口より出でて直王の頂のみを照らすは、即ち其の小果を授くることを明す。若し光眉間より出でて即ち佛頂より入れば、即ち菩薩の記を授くるなり。斯の如きの義は、廣多にして無量なり、具に述ぶべからず。「爾時大王雖在幽閉」と言ふ已下は、正しく父の王光頂を照らすことを蒙りて、心眼開くることを得て、障隔多しと雖も自然に相見る。斯れ乃ち光に因て佛を見たてまつるは意の所期に非ず、敬を致し歸依して即ち第三の果を超證することを明す。


  二に「爾時世尊」より下「廣説衆譬」に至る已來は、正しく前に夫人別して所求を選ぶ行を答ふることを明す。此れ如來上耆闍沒王宮出より、訖り此の文に至るまで、世尊?然として坐して總じて未だ言説したまはざることを明す。但中間の夫人の懺悔・請問・放光・現國等は、乃ち是阿難佛に從ひて王宮にして此の因縁を見て、事了りて山に還りて傳へて、耆闍の大衆に向ひて、上の如きの事を説き、始めて此の文有り。亦是時に佛語無きに非ざるなり。*489應に知るべし。「爾時世尊告韋提」と言ふ已下は、正しく告命許説を明す。「阿彌陀佛不遠」と言ふは、正しく境を標して以て心を住むることを明す、即ち其の三有り。一には分齊遠からず、此より十万億刹を超過して、即ち是彌陀の國なることを明す。二には道里遙かなりと雖も、去く時一念に即ち到ることを明す。三には韋提等及び未來有縁の衆生、心を注めて觀念すれば、定境相應して、行人自然に常に見ることを明す。斯の三義有るが故に不遠と云ふ。「汝當繋念」と言ふ已下は、正しく凡惑障深くして、心多く散動す。若し頓に攀縁を捨て、淨境現ずることを得るに由無きことを明す。此れ即ち正しく安心住行を敎ふ。若し此の法に依るをば、名けて淨業成ずと爲す。「我今爲汝」と言ふ已下は、此れ機縁未だ具せず、偏に定門を説くべからず、佛更に機を觀じて自ら三福の行を開きたまふことを明す。


  三に「亦令未來世」より下「極樂國土」に至る已來は、正しく機を擧げて修を勸め益を得しむることを明す。此れ夫人の請ふ所、利益彌々深く、未來に及ぶまで廻心して皆到ることを明す。


  四に「欲生彼國者」より下「名爲淨業」に至る已來は、正しく三福の行を勸修することを明す。此は一切衆生の機に二種有ることを明す。一には定、二には散なり。若し定行に依れば即ち生を攝するに盡きず。是を以て如來方便して、三福を顯開して以て散動の根機に應じたまへり。「欲生彼國」と言ふは、所歸を標指す。「當修三福」と言ふは、總じて行門を標す。云何が三と名くる。一には孝養父母、即ち其の四有り。一に「孝養父母」と言ふは、此れ一切の凡夫皆縁に藉りて生ずることを明す。云何が縁に藉る。或は化生有り、或は?生有り、或は卵生有り、或は胎生有り。此の四生の中に各各に復四生有り。經に廣く説くが如し。但是相因て生ずれば、即ち父母有り。既に父母有れば、即ち大恩有り。若し父無くんば、能生の因即ち闕けなん。*490若し母無くんば、所生の縁即ち乖きなん。若し二人倶に無んば、即ち託生の地を失はん。要ず須く父母の縁具して方に受身の處有るべし。既に身を受けんと欲するに、自の業識を以て内因と爲し、父母の精血を以て外縁と爲す。因縁和合するが故に此の身有り。斯の義を以ての故に、父母の恩重し。母胎に懷み已りて十月を經、行住坐臥に常に苦惱を生ず。復産の時死の難を憂ふ。若し生み已りぬれば、三年を經るまで恒常に&M031371;に眠り&M007756;に臥す。牀被・衣服、皆亦不淨なり。其の長大するに及びて婦を愛し兒を親み、父母の處に於て反て憎疾を生じ、恩孝を行ぜざれば、即ち畜生と異なること無し。又父母は世間の福田の極なり。佛は即ち是出世の福田の極なり。然るに佛在世の時、時年飢儉せるに遇値ひて、人皆餓死して白骨縱橫なり。諸の比丘等、乞食するに得難し。時に世尊比丘等の去れる後を持ちて、獨り自ら城に入りて乞食したまふ。旦より中に至るまで門門に喚び乞ひたまへども、食を與ふる者無し。佛還?を空しくして歸りたまふ。明日復去きたまふに、又還得たまはず。後の日復去きたまふに、又亦得たまはず。忽に一の比丘有り、道に逢ひて佛を見たてまつる。顏色常に異にして、飢相有ますに似たり。即ち佛に問ひたてまつりて言く。世尊今已に食し竟りたまふやと。佛言はく。比丘、我三日を經て已來、乞食するに一匙を得ず。我今飢虚にして力無し、能く汝と共に語らんやと。比丘佛語を聞き已りて、悲涙して自ら勝ふること能はず。即ち自ら念言すらく。佛は是無上の福田、衆生の覆護なり。我此の三衣を賣卻して、一?の飯を買ひ取り、佛に奉上らん、今正しく是時なりと。是の念を作し已りて、即ち一?の飯を買ひ得て、急に將て佛に上る。佛知ろしめして而も故ら問て言はく。比丘、時年飢儉にして人皆餓死す、汝今何れの處にしてか此の一?の純色の飯を得て來れる。比丘前の如く具に世尊に白す。佛又言はく。比丘の三衣は即ち是三世諸佛の幢相なり。*491此の衣因縁、極めて尊く極めて重く極めて恩あり。汝今易く此の飯を得て我に與ふることは、大に汝が好心を領するも、我此の飯を消せず。比丘重ねて佛に白して言さく。佛は是三界の福田、聖の中の極なり。尚消せずと言はば、佛を除きて已外誰か能く消せんや。佛言はく。比丘、汝に父母有りや已不や。答へて言く。有り。汝將て父母に供養し去れ。比丘言さく。佛尚消せずと云ひたまふ、我が父母豈能く消せんや。佛言はく。消することを得ん。何を以ての故に。父母は能く汝が身を生ぜり、汝に於て大重恩有り、此が爲に消することを得ん。佛又比丘に問ひたまはく。汝が父母佛を信ずる心有りや不や。比丘言さく。都て信心無し。佛言はく。今信心有るべし。汝の飯を與ふるを見て大に歡喜を生ぜん、此に因て即ち信心を發さん。先づ敎へて三歸依を受けしめよ、即ち能く此の食を消せんと。時に比丘既に佛の敎を受けて、愍仰して去りぬ。此の義を以ての故に、大に須く父母に孝養すべし。又佛母摩耶佛を生じて、七日を經已りて即ち死して、?利天に生ず。佛後に成道して、四月十五日に至りて、即ち?利天に向ひて、一夏母の爲に説法したまふ。十月懷胎の恩を報ぜんが爲なり。佛尚自ら恩を收いて父母に孝養したまふ、何に況や凡夫にして孝養せざらんや。故に知んぬ、父母の恩深くして極めて重し。「奉事師長」といふは、此れ禮節を敎示し、學識德を成じ、因行虧くること無く、乃至成佛まで此れ師の善友の力に猶る、此の大恩最も敬重すべきことを明す。然るに父母及び師長をば、名けて敬上の行と爲す。「慈心不殺」と言ふは、此れ一切の衆生皆命を以て本と爲ることを明す。若し惡縁を見れば、怖れ走り藏れ避くるは、但命を護らんが爲なり。『經』（北本涅槃經卷一〇・南本涅槃經卷一〇）に云く。「一切の諸の衆生、壽命を愛せざるは無し。殺すこと勿れ、杖を行ずること勿れ。己を恕すをもて喩と爲すべし」と。即ち證と爲す。「修十善業」と言ふは、此れ十惡の中に、殺業最も惡なることを明す、故に之を列ねて初めに在く。十善の中には長命最も善なり。*492故に之を以て相對す。已下の九惡九善は、下の九品の中に至りて、次で廣く述ぶべし。此れ世善を明す。又慈下の行と名く。二に「受持三歸」と言ふは、此れ世善は輕微にして、感報具ならず、戒德は巍巍として、能く菩提の果を感ずることを明す。但衆生の歸信は淺より深に至る、先づ三歸を受けしめて後に衆戒を敎ふるなり。「具足衆戒」と言ふは、然るに戒に多種有り。或は三歸戒、或は五戒・八戒・十善戒・二百五十戒・五百戒・沙彌戒、或は菩薩の三聚戒・十無盡戒等なり。故に具足衆戒と名く。又一一の戒品の中に、亦少分戒・多分戒・全分戒有り。「不犯威儀」と言ふは、此れ身口意業、行住坐臥に、能く一切の戒の與に方便の威儀を作すことを明す。若しは輕重?、細皆能く獲持して、犯せば即ち悔過す。故に「不犯威儀」と云ふ、此を戒善と名く。三に「發菩提心」と言ふは、此れ衆生の欣心大に趣くことを明す。淺く小因を發すべからず、廣く弘心を發すに非ざるよりは、何ぞ能く菩提と相會することを得ん。唯願はくは我が身、身は虚空に同じく心は法界に齊しく、衆生の性を盡さん。我身業を以て恭敬し供養し禮拜して、來去を迎送し、運度して盡くさしめん。又我口業を以て讚歎し説法して、皆我が化を受けしめ、言下に道を得ん者をして盡さしめん。又我意業を以て、入定觀察し、身を法界に分け、機に應じて度し、一として盡さざること無けん。我此の願を發す、運運增長して猶し虚空の如く、處として遍せざること無く、行流無盡にして後際を徹窮し、身に疲倦無く、心に厭足無からん。又「菩提」と言ふは即ち是佛果の名なり。又「心」と言ふは即ち是衆生能求の心なり。故に「發菩提心」と云ふ。四に「深信因果」と言ふは、即ち其の二有り。一には世間の苦樂の因果を明す。若し苦の因を作れば即ち苦の果を感じ、若し樂の因を作れば即ち樂の果を感ず。印を以て泥に印するに、印壞れて文成るが如以し。*493疑ふことを得ず。「讀誦大乘」と言ふは、此れ經敎は之を喩ふるに鏡の如し、數々讀み數々尋ぬれば、智慧を開發す。若し智慧の眼開けぬれば、即ち能く苦を厭ひて涅槃等を欣樂することを明す。「勸進行者」と言ふは、此れ苦法は毒の如く、惡法は刀の如し。三有に流轉して、衆生を損害す。今既に善は明鏡の如く、法は甘露の如し。鏡は即ち正道を照らして以て眞に歸せしめ、甘露は即ち法雨を注ぎて竭くること無からしむ、含靈をして潤を受け、等しく法流に會せしめんと欲することを明す。此の因縁の爲の故に、須く相勸むべし。「如此三事」と言ふ已下は、總じて上の行を結成す。


  五に「佛告韋提」より下「正因」に至る已來は、其の聖を引きて凡を勵ますことを明す。但能く決定して心を注むれば、必ず往くこと疑無し。


  上來五句の不同有りと雖も、廣く散善顯行の縁を明し竟んぬ。


  



  ［定善示觀縁］


  七に定善示觀の縁の中に就て、即ち其の七有り。


  一に「佛告阿難」より下「淸淨業」に至る已來は、正しく敕聽許説を明す。此は韋提前に極樂に生ぜんと願ずることを請じ、又得生の行を請ふに、如來已に許す。今此の文に就て正しく正受の方便を開顯せんと欲ふことを明す。此れ乃ち因縁の極要なり、利益處深し。曠劫にも聞くこと希なり。、如今始めて説く。斯の義の爲の故に、如來總じて二人に命ぜしむることを致す。「告阿難」と言ふは、我今淨土の門を開説せんと欲す、汝好く傳持して遺失せしむること莫れとなり。「告韋提」と言ふは、汝は是請法の人なり、我今説かんと欲す、汝好く審に聽き、思量諦受して、錯失せしむること莫れとなり。「爲未來世一切衆生」と言ふは、但如來化に臨みたまふは、偏に常沒の衆生の爲なり。今既に等しく慈雲を布きて、普く來潤を沾さんことを望欲す。「爲煩惱賊害」と言ふは、此れ凡夫は障重く、妄愛迷深くして、三惡の火?闇くして人の足下に在ることを謂はず。*494縁に隨ひて行を起し、進道の資糧と作さんと擬するも、何にせん其の六賊知聞し、競ひ來りて侵し奪ふ。今既に此の法財を失ふ、何ぞ憂苦無きを得んといふことを明す。「説淸淨業」と言ふは、此れ如來衆生の罪を見はすを以ての故に、爲に懺悔の方を説きて、相續して斷除せしめ、畢竟じて永く淸淨ならしめんと欲することを明す。又「淸淨」と言ふは、下の觀門に依て專心に念佛し、想を西方に注がしむれば、念念に罪除こるが故に淸淨なり。


  二に「善哉」より已下は、正しく夫人の問聖意に當ることを明す。


  三に「阿難汝當受持」より下「宣説佛語」に至る已來は、正しく勸持勸説を明す。此の法深要なり、好く須く流布すべし。此れ如來前に則ち總じて告げて、安心聽受せしむ。此の文は則ち別して阿難に敕して、受持して忘るること勿く、廣く多人の處にして爲に説きて流行せしむることを明す。「佛語」と言ふは、此れ如來曠劫に已に口過を除きて、言説有るに隨ひて、一切聞く者自然に信を生ずることを明す。


  四に「如來今者」より下「得無生忍」に至る已來は、正しく勸修得益の相を明す。此れ如來夫人及び未來等の爲に、觀の方便を顯して、想を西方に注めしめて、娑婆を捨厭し、極樂を貪欣せしめんと欲することを明す。「以佛力故」と言ふ已下は、此れ衆生の業障、目に觸るるも生盲なれば、掌を指すも他方に遠ざかると謂ひ、竹?を隔つるも即ち之を千里に踰ゆとす。豈況や凡夫分外の諸佛の境、内心に?はんや。聖力の冥に加するに非ざるよりは、彼の國何に由てか覩ることを得んといふことを明す。「如執明鏡自見面像」と言ふ已下は、此れ夫人及び衆生等、入觀して心を住せしめ、神を凝らして捨てざれば、心境相應して悉く皆顯現することを明す。境現ずる時に當りて、鏡の中に物を見るに異なること無きが如似し。「心歡喜故得忍」と言ふは、此は阿彌陀佛國の淸淨の光明、忽に眼の前に現ぜん、何ぞ踊躍に勝へん。茲の喜に因るが故に、即ち無生の忍を得ることを明す。*495亦喜忍と名く、亦悟忍と名く、亦信忍と名く。此れ乃ち玄に談ずるに、未だ得處を標さず、夫人をして等しく心に此の益を?はしめんと欲ふ。勇猛專精にして心に見んと想ふ時に、方に忍を悟るべし。此れ多く是十信の中の忍なり、解行已上の忍には非ざるなり。


  五に「佛告韋提」より下「令汝得見」に至る已來は、正しく夫人は是凡にして聖に非ず。聖に非ざるに由るが故に、仰いで惟みれば聖力冥に加して、彼の國遙かなりと雖も覩ることを得しむることを明す。此れ如來衆生惑を置して夫人は是聖にして凡に非ずと謂言はんことを恐る。疑を起すに由るが故に、即ち自ら怯弱を生ず。然るに韋提は現に是菩薩なり、假に凡身を示す、我等罪人、比及するに由無しといはん。此の疑を斷ぜんが爲の故に、汝是凡夫と言ふことを明す。「心想羸劣」と言ふは、是凡なるに由るが故に、曾て大志無し。「未得天眼」と言ふは、此れ夫人肉眼に見る所の遠近は、言を爲すに足らず。況や淨土彌々遙なり、云何ぞ見るべきといふことを明す。「諸佛如來有異方便」と言ふ已下は、此れ若し心に依て見る所の國土の莊嚴は、汝凡の能く普く悉すべきに非ず、功を佛に歸するべきことを明す。


  六に「時韋提白佛」より下「見彼國土」に至る已來は、其れ夫人重ねて前の恩を牒して、後の問を生起せんと欲する意を明す。此れ夫人佛意を領解するに、上の光臺所見の如きは、是已に能く向に見つと謂ひしも、世尊の開示によりて始めて是佛の方便の恩たることを知り、若し爾らば佛今は世に在ませば、衆生念を蒙りて西方を見ることを得しむべきも、佛若し涅槃したまはば加備を蒙らざれば、云何が見ることを得んといふことを明す。


  七に「若佛滅後」より下「極樂世界」に至る已來は、正しく夫人の悲心物の爲にす、己が往生に同じく、永く娑婆を逝りて、長く安樂に遊ばしめんといふことを明す。此れ如來期心の運度は、後際を徹窮して、未だ休まず。但世代り時移りて、羣情淺促なるを以ての故に、如來をして永生の壽を減じ、長劫を泯じて以て人年に類し、?慢を攝せんとして以て無常を示し、*496剛強を化して同じく磨滅に歸せしむることを明す。故に「若佛滅後」と云ふ。「諸衆生」と言ふは、此れ如來化を息めたまはば、衆生歸依する處無し。蠢蠢周?して、縱橫に六道に走ることを明す。「濁惡不善」と言ふは、此れ五濁を明す。一には劫濁、二には衆生濁、三には見濁、四には煩惱濁、五には命濁なり。劫濁と言ふは、然るに劫は實に是濁に非ず、劫減ずる時に當りて、諸惡加增するなり。衆生濁と言ふは、劫若し初めて成るときは、衆生純善なるも、劫若し末なる時は、衆生の十惡彌々盛なり。見濁と言ふは、自身の衆惡をば總じて變じて善と爲し、他の上の非無きをば見て是ならずと爲す。煩惱濁と言ふは、當今劫末の衆生、惡性にして親み難し。隨ひて六根に對するに、貪・瞋競ひ起るなり。命濁と言ふは、前の見・惱の二濁に由てか、多く殺害を行じて、慈みて恩養すること無し。既に斷命の苦因を行じ、長年の果を受けむと欲ふも、何に由てか得べき。然も濁は體是善に非ず。今略して五濁の義を指し竟んぬ。「五苦所逼」と言ふは、八苦の中に、生苦・老苦・病苦・死苦・愛別苦を取りて、此を五苦と名く。更に三苦を加ふれば即ち八苦と成る、一には五陰盛苦、二には求不得苦、三には怨憎會苦なり。總じて八苦と名く。此の五濁・五苦・八苦等は、六道に通じて受けて、未だ無き者は有らず、常に之に逼惱す。若し此の苦を受けざる者は、即ち凡數の攝に非ざるなり。「云何當見」と言ふ已下は、此れ夫人苦機を擧出して、此等の罪業極めて深くして、又佛を見たてまつらず、加備を蒙らず、云何が彼の國を見るべきといふことを明す。


  上來七句の不同有りと雖も、廣く定善示觀の縁を明し竟んぬ。


  



  初には證信序を明し、次には化前序を明し、後には發起序を明す。上來三序の不同有りと雖も、總じて序分を明し竟んぬ。


  



  



  *497觀經序分義　卷第二


  



  *498


  觀經正宗分定善義　卷第三


  



  沙門善導集記


  



  此より已下は、次に正宗を辨ず。即ち其の十六有り。還一一の觀の中に就て、文に對して料簡す。勞はしく預め顯さず。今正宗を定立するに、諸師と同じからず。今直に以て法に就て定むれば、日觀の初句より下下品下生に至る已來は、是其の正宗なり。日觀より已上は多義の不同有りと雖も、此の文勢を看るに但是由序なり。應に知るべし。


  



  ［一、日觀］


  初の日觀の中に就て、先づ擧げ、次に辨じ、後に結す。即ち其の五有り。


  一に「佛告韋提」より下「想於西方」に至る已來は、正しく總じて告げ總じて勸むることを明す。此れ韋提前に彌陀佛國を請ひ、又正受の行を請ふに、如來時に當りて即ち許して爲に説きたまふことを明す。但機縁未だ備らず行を顯すこと未だ周からざるを以て、更に三福の因を開きて、以て未聞の益を作し、又如來重ねて告げて流通を勸發したまふ。此の法聞き難ければ廣く開悟せしむ。「佛告韋提汝及衆生」と言ふは、此れ告勸を明す。若し等しく塵勞を出でて佛國に生ずることを求めんと欲せば、宜しく須く意を勵ますべし。「應當專心」と言ふ已下は、此れ衆生散動して、識?猴よりも劇しく、心六塵に?して、暫くも息むに由無きことを明す。但以みれば境縁一に非ず、目に觸れて貪を起し想を亂る。心を三昧に安んずること、何ぞ得べき。縁を捨て靜に託するに非ざるよりは、相續して心を注めんや。直ちに西方を指すは、餘の九域を簡ぶなり。是を以て身を一にし、心を一にし、廻向を一にし、*499處を一にし、境界を一にし、相續を一にし、歸依を一にし、正念を一にす。是を想成就して正受を得と名く。此世・後生、心に隨ひて解脱するなり。


  二に「云何作想」より下「皆見日沒」に至る已來は、正しく所觀の事を牒することを明す。此れ諸の衆生等、久しく生死に流れて安心を解らず。西方を指すと雖も云何が作意せんといふことを知らず。故に如來爲に反問を生ぜしめて、疑執を遣除し、以て正念の方を示したまふことを明す。「凡作想」と言ふは、此れ總じて前の意を牒して、後の入觀の方便を顯すことを明す。「一切衆生」と言ふは、總じて得生の類を擧ぐ。「自非生盲」と言ふ已下は、此れ機の堪と不堪とを簡ぶことを明す。「生盲」と言ふは、母胎の中より出でて、眼に即ち物を見ざる者を、名けて生盲と曰ふ。此の人には敎へて日觀を作さしむることを得ず、日輪の光相を識らざるに由るが故なり。生盲を除きて以外、縁に遇ひて患へる者には、敎へて日觀を作さしむるに、盡く成就することを得。未だ眼を患はざる時、其の日輪の光明等の相を識るに由て、今目を患ふと雖も伹善く日輪等の相を取らしめて、正念に堅持して時節を限らざれば、必ず成就することを得るなり。　問て曰く。韋提上の請には極樂の境を見んと願ず、如來の許説したまふに至るに及びて、即ち先づ心を住して日を觀ずることを敎ふるは、何の意か有るや。答て曰く。此に三の意有り。一には衆生をして境を識りて心を住めしめんと欲して方を指すこと在ること有り。冬夏の兩時を取らず、唯春秋の二際を取る。其の日正東より出でて、直西に沒す。彌陀佛國は、日沒の處に當りて、直西に十萬億の刹を超過する、即ち是なり。二には衆生をして自の業障に輕重有ることを識知せしめんと欲す。云何が知ることを得る。敎へて心を住して日を觀ぜしむるに由れ。初めて心を住めんと欲する時、敎へて跏趺正坐せしむ。右の脚を左の?の上に著けて、外と齊しくし、左の足を右の?の上に安して外と齊しくし、左の手を右の手の上に安して、身をして正直ならしめよ。口を合せて齒は相近づくこと勿らしめ、舌は上の?を柱へよ。咽喉及び鼻の中の氣道を宣通せしめむが爲の故なり。*500又身の四大を觀ぜしめよ。内外倶に空にして都て一物も無し。身の地大、皮肉・筋骨等、心に西方に散向すと想へ。西方の際を盡すに、乃至一塵の相を見ず、又想へ、身の水大、血汗・津涙等、心に北方に散向すと想へ。北方の際を盡すに、乃至一塵の相を見ず。又身の風大、東方に散向すと想へ。東方の際を盡すに、乃至一塵の相を見ず。又身の火大、南方に散向すと想へ。南方の際を盡すに、乃至一塵の相を見ず。又想へ。身の空大、即ち十方の虚空と一合すと想へ。乃至一塵不空の相を見ず。又身の五大、皆空にして唯識大のみ有りて、湛然として凝住す、猶し圓鏡の如し、内外明照にして朗然淸淨なりと想へ。此の想を作す時、亂想除こることを得て、心漸く凝定す。然して後徐徐に心を轉じて、諦かに日を觀ず。其の利根の者は、一坐に即ち明相現前を見て、境現ずる時に當りて、或は錢の大さの如く、或は鏡面の大さの如し。此の明の上に於て即ち自ら業障の輕重の相を見る。一には黑障、猶し黑雲の日を障へたるが如し。二には黄障、又黄雲の日を障へたるが如し。三には白障、白雲の日を障へたるが如し。此の日雲の障ふるに猶るが故に、朗然として顯照することを得ず。衆生の業障も亦是くの如し。淨心の境を障蔽して、心をして明照ならしむること能はず。行者若し此の相を見ば、即ち須く道場を嚴飾し、佛像を安置し、淸淨洗浴し、淨衣を著し、又名香を燒きて、諸佛一切賢聖に表白し、佛の形像に向かひて、現在一生に無始より已來、乃し身口意業所造の十惡・五逆・四重・謗法・闡提等の罪を懺悔すべし。極めて須く悲涕して涙を雨らし、深く慙愧を生じて、内心髓に徹り、骨を切りて自ら責むべし。懺悔し已りて、還前の坐法の如く、安心して境を取れ。境若し現ずる時は、前の如く三障盡く除こり、所觀の淨境朗然として明淨なり。此を頓に障を滅すと名く。或は一懺して即ち盡す者をば利根の人と名く。*501或は一懺して伹黑障を除き、或は一懺して黄・白等の障を除くことを得、或は一懺して但白障を除く。此を漸除と名け、頓滅と名けず。既に自ら業相の是の如くなるを識らんとならば、唯須く勤心に懺悔すべし。日夜三時・六時等、但憶して即懺を得る者は、最も是上根上行の人なり。譬へば湯火の身を燒くに、亦覺めぬれば即ち卻くるが如し。豈徒に時を待ち處を待ち、縁を待ち人を待ちて方に始めて除くべけんや。三には衆生をして彌陀の依正二報、種種の莊嚴光明等の相、内外照曜して此の日に超過せること、百千万倍なることを識知せしめんと欲す。行者等、若し彼の境の光相を識らずば、即ち此の日輪の光明の相を看、若しは行住坐臥に、禮念し憶想して、常に此の解を作せ。久しからざる間に、即ち定心を得て、彼の淨土の事、快樂の莊嚴を見ん。此の義の爲の故に、世尊先づ敎へて日想觀を作さしめたまふ。


  三に「當起想念」より下「状如懸鼓」に至る已來は、正しく敎へて觀察せしむ。此れ身の威儀を正しくして、面を西方に向ひ、境を守り心を住し、堅執して移らざれば、所期皆應ずることを明す。


  四に「既見日已」より下「明了」に至る已來は、觀成の相を辨ず。此心を標して日を見、想を制し縁を除きて念念に移らざれば、淨相了然として現ずることを明す。又行者初めて定中に在りて、此の日を見る時、即ち三昧定樂を得て、身心内外融液して不可思議なり。此を見る時に當りて、好く須く心を攝して定をして上心に貪取することを得ざらしむべし。若し貪心を起さば、心水即ち動ず、心動ずるを以ての故に、淨境即ち失す。或は動或は闇、或は黑或は靑・黄・赤・白等の色なるは、安定することを得ず。此の事を見ん時、即ち自ら念言せよ、此等の境相の搖動して安んぜざることは、我が貪心の動念に由て、淨境をして動滅せしむることを致す。即ち自ら安心正念にして、還て本より動相を起せば即ち除きて、靜心還て現ずと。既に此の過を知りなば、更に增上の貪心を起すことを得ざれ。*502已下の諸觀の邪正得失、一に此に同じ。日を觀ずるに日を見るは、心境相應す。名けて正觀と爲す。日を觀ずるに日を見ずして、乃ち餘の雜境等を見るは、心境相應せず。故に邪と名く。斯れ乃ち娑婆の闇宅には、事に觸れて以て比方すべきこと無し。唯朗日輝を舒ぶる有りて、想を寄せて遠く極樂を標す。


  五に「是爲」より已下は總じて結す。


  上來五句の不同有りと雖も、廣く日觀を明し竟んぬ。


  



  ［二、水觀］


  二に水觀の中に就て、亦先づ擧げ、次に辨じ、後に結す。即ち其の六有り。


  一に「次作水想」より下「内外映徹」に至る已來は、總じて地の體を標す。　問て曰く。前に敎へて日を觀ぜしむるは、業相等を知らしめんが爲なり。故に日を觀ぜしむ。今此の觀の中に、又敎へて水を觀ぜしむる、何の所以か有る。答て曰く。日輪常に照らし、以て極樂の長暉を表す。復彼の地平らならずして、此の穢國の高下に類せんことを恐る。但娑婆の闇宅には、唯日のみ能く明かにして、此の界には丘坑ありて、未だ高下無き處あらず。能く平らなる者を取らむと欲すれば、水に過ぎたるは無きを以て、斯の可平の相を示して、彼の瑠璃の地に況するなり。　又問て曰く。此の界の水は、?ひて且?かなり。未審し、彼の地亦此の水に同ずるや。答て曰く。此の界の平水を、以て彼の地の等しくして高下無きに對す。又水を轉じて冰と成すは、彼瑠璃の地の内外映徹せるに對す。此れ彌陀曠劫に等しく行じて偏無く、正・習倶に亡じて、能く地輪の映徹せるを感ずることを明す。　又問て曰く。既に敎へて水を想ひて以て心を住せしめ、水を轉じて以て冰と成し、冰を轉じて以て瑠璃地と成すは、云何が作法して境をして現ぜしむるや。答て曰く。若し住身の威儀は、一に前の日觀の中の法に同じ。又水を觀じて以て定心を取らんと欲すれば、還て須く相似の境に對して觀ずべし。即ち定を得べきこと易し。行者等靜處に於て一椀の水を取りて、牀の前の地の上に著けて、好く盛りて之に滿し、*503自身は牀の上に在りて坐し、自の眉間に當りて、一の白き物の豆許の大さの如くなるを著けて、頭を低れ面を水の上に臨めて、一心に此の白き處を照らし看て、更に異縁すること莫れ。又水初め地に在りて波浪住らず、面を臨めて之を觀るに、面像を見ず。觀を爲すこと休まざれば、漸漸に面現ず。初めの時面相住まらずして、乍ち長く乍ち短く、乍ち寬く乍に狹く、乍に見え見えず。此の相現ずる時、更に須く極細に用心すべし。久しからざる間に、水波微細にして、動ずるに似て動ぜず、面相漸く明らかに現ずることを得。面上の眼・耳・鼻・口等を見ると雖も、亦未だ取ることを須ひず、亦妨ぐることを須ひず。但身心を縱にして、有りと知りて取ること勿れ。唯白處を取りて了了に之を觀じて、正念に守護して、意をして異縁に失せしむること勿れ。此を見る時に當りて、心漸く住することを得て、水性湛然なり。又行者等、自心の中の水の波浪住まらざることを識知せんと欲はば、但此の水の動・不動の相を觀じて、即ち自心の境の現不現・明闇の相を知れ。又水の靜なる時を待ち、一米許を取り、水上に當てて、手に信せて之を水の中に投ぐれば、其の水波即ち動じて椀の内に?ず。自の面を上に臨ましめて之を觀るに、其の白き者即ち動ず。更に豆許を著けて之を水に投ぐるに、波更に大にして、面上の白き者、或は見え見えず。乃至棗等、之を水に投ぐるに、其の波轉た大にして、面上の白き者、及び自身の頭面、總じて皆隱沒して現ぜず、水の動ずるに猶るが故なり。椀と言ふは即ち身器に喩ふ。水と言ふは即ち自の心水に喩ふ。波浪と言ふは即ち亂想の煩惱に喩ふ。漸漸に波浪息むと言ふは、即ち是衆縁を制捨して、心を一境に住せしむるなり。水靜かにして境現ずと言ふは、即ち是能縁の心亂るること無ければ、所縁の境動ぜず、内外恬怕にして所求の相顯然なり。又細想及び?想あれば、心水即ち動ず。心水既に動ずれば、靜境即ち失す。又細塵及以び?塵、之を寂靜の水の中に投ずるに、其の水の波浪即ち動ず。又行者等、*504但此の水の動不動の相を看て、即ち自心の住・不住を識るべし。又境現の失不失・邪正等、一に前の日觀に同じ。又天親の『讚』（淨土論）に云く。「彼の世界の相を觀ずるに、三界の道に勝過せり、究竟して虚空の如し、廣大にして邊際無し」と。此れ即ち總じて彼國の地の分量を明す。


  二に「下有金剛七寶」より下「不可具見」に至る已來は、正しく地下の莊嚴を明す、即ち其の七有り。一には幢の體等しく是無漏にして金剛なることを明す。二には地を擎げて相顯映せる莊嚴を明す。三には方楞具足して、圓相に非ざることを表すことを明す。四には百寶合成して、量塵沙に出でたることを明す。五には寶千光を出して、光無邊の際に周きことを明す。六には光に異色多くして、色他方を照らし、機に隨ひて變現し、時として益せずといふこと無きことを明す。七には衆光彩を散じて日輪を映絶し、新往の者之を覩て卒に周悉し難きことを明す。讚じて云く。地下の莊嚴七寶の幢、無量無邊無數億なり。八方八面百寶もて成ず、彼を見れば無生自然に悟る。無生の寶國永く常爲り、一一の寶無數の光を流す。行者心を傾けて常に目に對じて、騰神踊躍して西方に入れ。又讚じて云く。西方寂靜無爲の樂には、畢竟逍遙して有無を離れたり。大悲心に薰じて法界に遊ぶ、分身して物を利すること等しくして殊無し。或は神通を現じて法を説き、或は相好を現じて無餘に入る。變現の莊嚴意に隨ひて出づ、羣生見る者罪皆除こる。又讚じて云く。歸去來、魔鄕には停まるべからず。曠劫より來かた六道に流轉して盡く皆逕たり。到る處に餘の樂無し、唯愁歎の聲を聞く。此の生平を畢へて後、彼の涅槃の城に入らん。


  三に「瑠璃地上」より下「分齊分明」に至る已來は、正しく地上の莊嚴顯標殊勝なることを明す。此れ依持圓淨なることを明す。七寶の池林等は是能依、瑠璃の寶地は是所依なり。地は是能持、池・臺・樹等は是所持なり。此れ彌陀の因行周備なるに由て、*505感報をして圓明ならしむることを致す。明淨の義は即ち無漏を體と爲す。讚じて云く。寶地莊嚴比量無し、處處の光明十方を照らす。寶閣華臺皆?滿す、雜色朎朧として量るべきこと難し。寶雲・寶?空に臨みて覆ひ、聖衆飛通して互に往來す。寶幢旛?風に隨ひて轉ず、寶樂輝を含みて念に應じて廻る。惑疑を帶して生ずれば華未だ發けず、合掌籠籠として胎に處するに喩ふ。内に法樂を受け微苦無し、障盡きて須臾に華自ら開く。耳目精明にして身金色なり、菩薩徐徐として寶衣を授く。光體に觸るるに三忍を成ずることを得、即ち佛を見たてまつらんと欲して金臺より下る。法侶迎へ將て大會に入り、尊顏を瞻仰して善哉と讚めらる。「金繩」と言ふ已下は、正しく黄金を道と作し、状金繩に似たることを明す。或は雜寶を以て地と爲し、瑠璃を道と作せり。或は瑠璃を以て地と爲し、白玉を道と作せり。或は紫金・白銀を以て地と爲し、百寶を道と作せり。或は不可説の寶を以て地と爲し、還不可説の寶を以て道と作せり。或は千万寶を以て地と爲し、二三寶を道と作せり。是の如く轉た相間雜し、轉た共に合成し、轉た相照曜し、轉た相顯發して、光光色色、各各不同にして、雜亂無し。行者等但金道のみ有りて、餘寶もて道と作すこと無しと言ふこと莫れ。


  四に「一一寶中有五百色光」より下「樂器以爲莊嚴」に至る已來は、正しく空裏の莊嚴を明す。即ち其の六有り。一には寶多光を出すことを明す。二には喩もて其の相を顯すことを明す。三には光變じて臺と成ることを明す。四には光變じて樓閣と成ることを明す。五には光變じて華幢と成ることを明す。六には光變じて寶樂の音と成ることを明す。又地上の雜寶、一一に各々五百色の光を出すことを明す。一一の色光、上に空中に湧きて一の光臺と作る。一一の臺の中に、寶樓千万なり。各々一・二・三・四乃至不可説の寶を以て、莊嚴し合成爲せり。「如華又如星月」と言ふは、*506佛慈悲を以て、人の識らざらんことを畏れたまふが故に、喩を借りて以て之を顯す。「於臺兩邊各有百億華幢」と言ふは、寶地衆多にして光明無量なり。一一の光、等しく化して光臺と作りて、空中に?滿す。行者等行住坐臥に、常に此の想を作せ。


  五に「八種淸風」より下「無我之音」に至る已來は、正しく光樂音と變じて、轉じて説法の相を成ずといふことを明す。即ち其の三有り。一には八風光より出づることを明す。二には風光即ち出でて、即ち樂を鼓ち音を發することを明す。三には四倒・四眞、恒沙等の法を顯説することを明す。『讚』（淨土論意）に云く。「安樂國は淸淨にして、常に無垢の輪を轉ず。　一念及び一時に、諸の羣生を利益す。　佛の諸功德を讚ずるに、分別の心有ること無し。　能く速に功德の大寶海を滿足せしむ。」


  六に「是爲」より下は總じて結す。


  上來六句の不同有りと雖も、廣く水觀を明し竟んぬ。


  



  ［三、地觀］


  三に地想觀の中に就て、亦先づ擧げ、次に辨じ、後に結す。即ち其の六有り。


  一に「此想成時」よりは、正しく前を結び後を生ずることを明す。


  二に「一一觀之」より下「不可具説」に至る已來は、正しく觀成の相を辨ずることを明す。即ち其の六有り。一には心に一境を標して總雜して之を觀ずることを得ざれといふことを明す。二には既に一境を專にすれば、境即ち現前す、既に現前することを得れば、必ず明了ならしむることを明す。三には境既に心に現ずれば、目を閉ぢ目を開くに守りて失すること莫らしむることを明す。四には身の四威儀に晝夜常に念じて、唯睡時を除きて億持して捨てざることを明す。五には心を凝らすこと絶えざれば、即ち淨土の相を見ることを明す。此を想心中の見と名く、猶覺想有るが故なり。六には想心漸く微にして覺念頓ちに除こり、正受相應して三昧を證し、眞に彼の境の微妙の事を見る、何に由りてか具に説かんといふことを明す。斯れ乃ち地廣くして無邊なり、寶幢一に非ず。衆珍彩を曜かして、轉變彌々多し。是を以て物を勸めて心を傾け、恒に目に對するが如くならしむ。


  *507三に「是爲」より下は、總じて結す。


  四に「佛告阿難」より下「説是觀地法」に至る已來は、正しく流通を勸發して縁に隨ひて廣く説かしむることを明す。即ち其の四有り。一には告命を明す。二には佛語を勸持して、廣く未來の大衆の爲に、前の觀地の益を説かしむることを明す。三には機を簡びて受くるに堪へ信ずるに堪へて、此の娑婆生死の身の八苦・五苦・三惡道の苦等を捨つることを得んと欲して、聞きて即ち信行せん者、身命を惜まざらんには、急に爲に之を説くべきことを明す。若し一人をだも苦を捨てて生死を出づることを得しむれば、是を眞に佛恩を報ずと名く。何を以ての故に。諸佛世に出で種種の方便もて、衆生を勸化したまふは、直惡を制し福を修して、人天の樂を受けしめんと欲するにあらず。人天の樂は猶電光の如し。須臾にして即ち捨てて、還て三惡に入りて、長時に苦を受く。此の因縁の爲に、但勸めて即ち淨土に生ずることを求めて、無上菩提に向かはしめたまふ。是の故に今の時の有縁、相勸めて誓ひて淨土に生ぜしむるは、即ち諸佛本願の意に稱ふ。若し信行することを樂はざる者は、『淸淨覺經』（卷四意）に云ふが如し。「若し人有りて淨土の法門を説くを聞きて、聞けども聞かざるが如く、見れども見ざるが如くなる、當に知るべし此等は始めて三惡道より來りて、罪障未だ盡きず、此が爲に信向無きのみ。佛言はく、我説くらく此の人は未だ解脱を得べからず」と。此の『經』（平等覺經卷四・大阿彌陀經卷下・大經卷下意）に又云く。「若し人淨土の法門を説くを聞きて、聞きて即ち悲喜交はり流れ、身の毛竪つことを爲す者、當に知るべし此の人は過去に已に曾て此の法を修習して、今重ねて聞くことを得て、即ち歡喜を生じ、正念に修行して、必ず生ずることを得るなり」と。四には正しく敎へて寶地を觀じて以て心を住せしむることを明す。


  五に「若觀是地者」より下「心得無疑」に至る已來は、正しく觀の利益を顯すことを明す。即ち其の四有り。一には法を指すことを明す。唯寶地を觀じて餘境を論ぜず。二には無漏の寶地を觀ずるに因て、能く有漏多劫の罪を除くことを明す。三には身を捨てて已後、必ず淨土に生ずることを明す。*508四には修因正念にして疑を雜ふることを得ざれといふことを明す。往生を得と雖も、華に含みて未だ出でず。或は邊界に生じ、或は宮胎に墮せん。或は大悲菩薩の開華三昧に入りたまふに因て、疑障乃ち除こりて、宮華開發し、身相顯然なり。法侶携へ將て佛會に遊ばしむ。斯に乃ち心を注めて寶地を見るに、即ち宿障の罪&M079110;を滅す。願行の業已に圓かにして、命盡きて往かざることを疑ふこと無し。今既に斯の勝益を觀る、更に勸めて邪正を辨知せしむ。


  六に「作是觀」より已下は、正しく觀の邪正を辨ずることを明す。邪正の義は前の日觀の中に已に説きつ。


  上來六句の不同有りと雖も、廣く地觀を明し竟んぬ。


  



  ［四、寶樹觀］


  四に寶樹觀の中に就て、亦先づ擧げ、次に辨じ、後に結す。即ち其の十有り。一に佛告阿難より下次觀寶樹に至る已來は、正しく告命して總じて觀の名を擧げて、前を結して後を生ずることを明す。二に觀寶樹と言ふは、重ねて觀の名を牒す。一一觀之と言ふ已下は、後の觀の相を生じて正しく儀則を敎ふ。此彌陀の淨國廣闊にして無邊なることを明す。寶樹・寶林、豈七行を以て量と爲さむや。今七重と言ふは、或は一樹有り、黄金を根と爲し、紫金を莖と爲し、白銀を枝と爲し、碼碯を條と爲し、珊瑚を葉と爲し、白玉を華と爲し、眞珠を菓と爲す。是くのごとき七重互ひに根・莖、乃至華・菓等を爲せば、七七四十九重なり。或は一寶を一樹と爲す者、或は二・三・四、乃至百千萬億不可説の寶を一樹と爲す者有り。此の義、彌陀經義の中に已に廣く論じ竟んぬ。故に七重と名く。行と言ふは、彼の國の林樹多しと雖も、行行整直にして雜亂無し。想と言ふは、未だ眞觀を閑ひて自在に心に隨はざれば、要ず假想に藉りて以て心を住めて、方に能く益を證す。三に一一より下由旬に至る已來は、正しく樹の體と量とを明す。此諸の寶林樹、皆彌陀無漏の心中より流出することを明す。


  *509


  佛心是無漏なるに由るが故に、其の樹亦是無漏なり。讚に云はく、正道の大慈悲、出世の善根より生ず。淨光明の滿足せること、鏡と日月輪との如しと。量と言ふは、一一の樹の高さ三十二萬里なり。亦老死の者無く、亦小生の者無く、亦初生漸長の者無し。起すること即ち同時に頓ちに起りて、量數等齊なり。何の意ぞ然るとならば、彼の界は位是無漏無生の界なり。豈生死漸長の義有らむや。四に其諸寶樹より下以爲映飾に至る已來は、正しく雜樹・雜嚴・雜飾の異相を明す。即ち其の四有り。一には林樹の華葉間雜して不同なることを明す。二には一一の根・莖・枝・條・菓等皆衆寶を具せることを明す。三には一一の華葉轉た互ひに不同にして、瑠璃の色の中より金色の光を出す。是くの如く轉た相間雜することを明す。四には更に一切の雜寶を將て之を嚴飾せることを明す。又讚に云はく、諸の珍寶の性を備へて、妙莊嚴を具足せり。無垢の光炎熾りにして、明淨にして世間を曜かすと。又讚に云はく、彌陀の淨國、寶樹多し。四面に條を垂れて、天衣挂り遶れり。寶雲蓋を含み、化鳥聲を連ね、旋轉して空に臨み、法音を奏して會に入る。他方の聖衆、響きを聽きて以て心を開き、本國の能人、形を見て悟を取ると。五に妙眞珠網より下色中上者に至る已來は、正しく樹上の空裏の莊嚴の相を明す。即ち其の七有り。一には珠網空に臨みて樹を覆へることを明す。二には網に多重有ることを明す。三には宮殿の多少を明す。四には一一の宮内に諸の童子多きことを明す。五には童子の身に珠の瓔珞を服せることを明す。六には瓔珞の光照の遠近を明す。七には光上色に超えたることを明す。六に此諸寶林より下有七寶菓に至る已來は、其の林樹多しと雖も雜亂無く、華實開くる時内より出でざることを明す。斯乃ち法藏の因深くして、自然にして有らしむることを致す。七に一一樹葉より


  *510


  下婉轉葉間に至る已來は、正しく華葉の色相の不同なることを明す。即ち其の五有り。一には葉量の大小等しくして差別無きことを明す。二には葉より光色を出す多少を明す。三には疑ひて識らざることを恐れて、喩へを借りて以て顯すに、天の瓔珞の如しといふことを明す。四には葉に妙華有りて、色天金に比し、相火輪に喩ふることを明す。五には迭ひに相顯照して、葉の間に婉轉することを明す。八に湧生諸菓より下亦於中現に至る已來は、正しく菓に不思議の德用の相有ることを明す。即ち其の五有り。一には寶菓の生ずる時、自然に湧出することを明す。二には喩へを借りて以て菓の相を標することを明す。三には菓に神光有りて、化して幡蓋と成ることを明す。四には寶蓋圓明にして、内に三千の界を現ずるに、依正の二嚴種種の相現ずることを明す。五には十方の淨土普く蓋の中に現じて、彼の國の人天覩見せざるは無きことを明す。又此の樹の量彌高く、縱廣彌闊く、華菓衆多にして、神變一に非ず。一の樹既に然り。彼の國に?滿せる所有諸樹の菓衆多にして、盡く皆此くの如し、知るべし。一切の行者、行住坐臥に常に此の想を作せ。九に見此樹已より下分明に至る已來は、觀成の相を辨ず。即ち其の三有り。一には觀成の相を結することを明す。二には次第に之を觀じて、雜亂することを得ざれといふことを明す。三には一一に心を起して境に住めて、先づ樹根を觀じ、次に莖枝乃至華菓を想ひ、次に網と宮とを想ひ、次に童子と瓔珞とを想ひ、次に葉の量・華菓の光色を想ひ、次に幡蓋に廣く佛事を現ずることを想ひ、既に能く一一に次第に之を觀ずる者は、明了ならざるは無きことを明す。十に是爲より下は總じて結す。斯乃ち寶樹暉を連ぬ、網簾の空に殿あり。華千色を分ち、菓他方を現ず。上來十句の不同有りと雖も、廣く寶樹觀を明し竟んぬ。


  



  ［五、寶池觀］


  五に寶池觀の中に就て、亦先づ擧げ、次に辨じ、後に結す。即ち其の七有り。


  一に「次當想水」より已下は、總じて觀の名を擧ぐ。*511即ち是前を牒して後を生ず。此れ寶樹精なりと雖も、若し池水無くば亦未だ好と名けざることを明す。一には世界を空しからざらしめんが爲、二には依報を莊嚴せんが爲なり。斯の義の爲の故に此の池渠の觀有り。


  二に「極樂國土」より下「如意珠王生」に至る已來は、正しく池數を明し、并に出處を辨ず。即ち其の五有り。一には所歸の國を標指することを明す。二には池に八數の名有ることを明す。三には一一の池岸、七寶もて合成せることを明す。正しく寶光映徹し、八德の水を通照するに由て、一に雜寶の色に同じ。故に寶水と名く。四には是の諸の衆寶體性柔?なることを明す。五には八池の水、皆如意寶の中より出でて、即ち如意水と名くることを明す。此の水に即ち八種の德有り。一には淸淨潤澤、即ち是色入の攝なり。二には臭からず、即ち是香入の攝なり。三には輕し。四には冷し。五には?なり、即ち是觸入の攝なり。六には美し、是味入の攝なり。七には飮む時に調適す。八には飮み已りて患無し、是法入の攝なり。此の八德の義、已に『彌陀義』の中に在りて廣く説き竟んぬ。又讚じて云く。極樂莊嚴安養國、八德の寶池流れて?滿せり。四岸暉を含みて七寶を間へ、水色分明にして寶光に映ず。體性柔?にして堅觸無く、菩薩徐に行いて寶香を散ず。寶香・寶雲寶?と成り、寶?空に臨みて寶幢に覆ふ。寶幢の嚴儀寶殿を圍み、寶殿の寶鈴珠網に垂れたり。寶網・寶樂千重に轉じて、機に隨ひて寶宮樓を讚歎す。一一の宮樓に佛會有り、恒沙の聖衆坐して思量す。願はくは此の有縁常に憶念して、命を捨てて同じく彼の法堂に生ぜん。


  三に「分爲十四支」より下「以爲底沙」に至る已來は、正しく池分れて溜を異にし、旋還して亂るること無きことを明す。即ち其の三有り。一には渠數の多少を明す。二には一一の渠岸黄金の色を作すことを明す。三には渠下の底沙雜寶の色を作すことを明す。「金剛」と言ふは、即ち是無漏の體なり。


  *512四に「一一水中」より下「尋樹上下」に至る已來は、正しく水に不思議の用有ることを明す。即ち其の五有り。一には別して渠の名を指して、彼の莊嚴の相を顯すことを明す。二には渠内寶華の多少を明す。三には華量の大小を明す。四には摩尼寶の水、華の間に流注することを明す。五には寶水渠より出でて、諸の寶樹を尋ねて上下に礙無し、故に如意水と名くることを明す。


  五に「其聲微妙」より下「諸佛相好者」に至る已來は、正しく水に不可思議の德有ることを明す。即ち其の二有り。一には寶水華の間に流注して、微波相觸るるに、即ち妙聲を出して、聲の中に皆妙法を説くことを明す。二には寶水岸に上りて、樹の枝・條・華・葉・菓等を尋ねて、或は上り或は下り、中間に相觸るるに、皆妙聲を出して、聲の中に皆妙法を説く。或は衆生の苦事を説きて、菩薩の大悲を覺動して、勸めて他を引かしめ、或は人・天等の法を説き、或は二乘等の法を説き、或は地前地上等の法を説き、或は佛地三身等の法を説くことを明す。


  六に「如意珠王」より下「念佛法僧」に至る已來は、正しく摩尼に多く神德有ることを明す。即ち其の四有り。一には珠王の内より金光を出すことを明す。二には光化して百寶の鳥と作ることを明す。三には鳥聲哀雅にして、天の樂も以て比方となすこと無きことを明す。四には寶鳥音を連ねて同聲に念佛・法僧を讚歎することを明す。然るに佛は是衆生無上の大師なり、邪を除きて正に向はしむ。法は是衆生無上の良藥なり、能く煩惱の毒病を斷じて、法身淸淨ならしむ。僧は是衆生無上の福田なり、但使心を傾けしむれば、四事疲勞を憚らず、五乘の依果、自然に念に應じて、所須而も至る。其の寶珠、前には八味の水を生じ、後には種種の金光を出す。直闇を破し昏を除くのみに非ず、到る處に能く佛事を施す。


  七に「是爲」より下は總じて結す。


  上來七句の不同有りと雖も、廣く寶池觀を明し竟んぬ。


  



  *513［六、寶樓觀］


  六に寶樓觀の中に就て、亦先づ擧げ、次に辨じ、後に結す。即ち其の十一有り。


  初めに「衆寶國土」と言ふは、即ち是總じて觀の名を擧げて、前を牒し後を生ず。此れ淨土に寶流潅注すること有りと雖も、若し寶樓宮閣無くば、亦未だ精と爲さざることを明す。此が爲に依報の莊嚴、種種に圓備す。


  二に「一一界上」と言ふは、正しく寶樓の住處地界、彼の國に?じ、樓亦無窮なることを明す。


  三に「有五百億」と言ふは、正しく其の數を顯す。一界の上既に然り、彼の國に?滿して亦皆是くの如し。應に知るべし。


  四に「其樓閣中」より下「作天伎樂」に至る已來は、正しく閣内の莊嚴を明す。


  五に「又有樂器」より下「不鼓自鳴」に至る已來は、正しく樓外の莊嚴を明す。寶樂空に飛びて、聲法響を流す。晝夜六時に、天の寶幢の如く、思無くして自の事を成ず。


  六に「此衆音中」より下「念比丘僧」に至る已來は、正しく樂、識無しと雖も、即ち説法の能有ることを明す。


  七に「此想成已」より下「寶池」に至る已來は、正しく觀成の相を顯すことを明す。此れ心を專にして境に住め、寶樓を見んと?ひて、念を剋して移らざれば、自ら上の莊嚴總じて現ずることを明す。


  八に「是爲」より下は總じて結す。


  九に「若見此者」よりは、前の觀の相を牒して後の利益を生ず。


  十に「除無量」より下「生彼國」に至る已來は、正しく法に依りて觀察すれば、障を除くこと多劫、身器淸淨にして、佛の本心に應ひ、身を捨てて他世に必ず往くこと疑無きことを明す。


  十一に「作是觀者」より下「邪觀」に至る已來は、觀の邪正の相を辨ず。


  上來十一句の不同有りと雖も、廣く寶樓觀を明し竟んぬ。


  



  ［七、華座觀］


  七に華座觀の中に就て、亦先づ擧げ、次に辨じ、後に結す。即ち其の十九有り。


  一に「佛告阿難」より下「除苦惱法」に至る已來は、*514正しく敕聽許説したまふことを明す。即ち其の三有り。一には二人に告命することを明す。二には敕聽して之を諦かに受け、正念に修行せしむることを明す。三には佛爲に華座の觀法は、但能く心を住せしめて縁念すれば、罪苦除こることを得ることを説きたまふことを明す。


  二に「汝等憶持」より下「解説」に至る已來は、正しく流通を勸發することを明す。此れ觀法は深要にして、急に常沒の衆生、妄愛の迷心によりて六道に漂流するを救ふ。。汝此の觀を持ちて處處に觀修して普く知聞することを得しめて、同じく解脱に昇らしめよといふことを明す。


  三に「説是語時」より下「不得爲比」に至る已來は、正しく娑婆の化主、物の爲の故に想を西方に住せしめ、安樂の慈尊、情を知るが故に則ち東域に影臨したまふことを明す。斯れ乃ち二尊の許應異なること無し、直以隱顯殊有り。正しく器朴の類万差なるに由て、互に郢匠爲らしむることを致す。「説是語時」と言ふは、正しく此の意の中に就て即ち其の七有ることを明す。一には二人に告勸する時を明す。二には彌陀聲に應じて即ち現じ、往生を證得せしめたまふことを明す。三には彌陀空に在りて立したまふは、但廻心し正念にして我が國に生ぜんと願ずれば、立ろに即ち生ずることを得しむることを明す。　問て曰く。佛德尊高なり、輒然として輕擧すべからず。既に能く本願を捨てずして來りて大悲に應ふ者、何が故ぞ端坐して機に赴かざるや。答て曰く。此れ如來別に密意有ますことを明す。但以みれば娑婆は苦界なり、雜惡同じく居して、八苦相燒く、動もすれば違返を成じ、詐り親しみて笑を含む、六賊常に隨ひて、三惡の火?臨臨として入りなんと欲す。若し足を擧げて以て迷を救はずば、業繋の牢、何に由てか勉るることを得ん。斯の義の爲の故に、立ちながら撮りて即ち行き、端坐して以て機に赴くに及ばざるなり。四には觀音・勢至以て侍者と爲り、餘衆無きを表することを明す。五には三尊の身心圓淨にして、光明踰盛なることを明す。六には佛身の光明朗にして十方を照らす、垢障の凡夫何ぞ能く具に覩んといふことを明す。*515七には佛身無漏なれば、光も亦同じく然なり。豈有漏の天金を將て、之に比方せんといふことを明す。


  四に「時韋提希見無量」より下「作禮」に至る已來は、正しく韋提は實に是垢凡の女質なり、言ふべきに足らず。但以聖力冥に加して、彼の佛現じたまふ時、稽首を蒙ることを得ることを明す。斯れ乃ち序には淨國に臨みて、喜歎以て自ら勝ふること無し。今は乃ち正しく彌陀を覩たてまつりて、更に益々心開けて忍を悟るなり。


  五に「白佛言」より下「及二菩薩」に至る已來は、正しく夫人佛恩を領荷して、物の爲に疑を陳べて、後問を生ずることを明す。此れ夫人の意は、佛今現に在ませば、尊の加念を蒙りて彌陀を覩たてまつることを得るも、佛滅後の衆生は云何してか見たてまつるべきといふことを明す。


  六に「未來衆生」より下「及二菩薩」に至る已來は、其の夫人物の爲に請を置たして、己に同じく見しむることを明す。


  七に「佛告韋提」より下「當起想念」に至る已來は、正しく總告許説の言を明す。　問て曰く。夫人請を置たすには、己に通じて生の爲にす。如來の酬答に及至りては、但韋提を指して生に通ぜざるや。答て曰く。佛身化に臨みては、法を説きて以て機に逗ず。請はざるすら尚自ら普く弘めたまふ、何ぞ別指して等しく備らざることを論ぜん。但文略なるを以ての故に、兼ねて之が爲にすること無きも、心は必ず有るなり。


  八に「七寶地上」より下「華想」に至る已來は、正しく觀の方便を敎ふることを明す。　問て曰く。衆生盲闇なり、想を逐ひて勞を增す。目に對ふるも冥きこと夜遊するが如し。遠く淨境を標するに、何に由てか悉すべき。答て曰く。若し衆生の惑障動念に望むれば、徒に自ら疲勞しなん。仰いで聖力の遙に加するを憑みて、所觀を皆見しむることを致す。云何が作法して心を住して見ることを得しむるや。作法せんと欲はば、諸の行者等、先づ佛像の前にして、心を至して所造の罪を懺悔し發露して、極めて慙愧を生じ、悲泣して涙を流せ。悔過すること既に竟りて、又心口に釋迦佛・十方恒沙等の佛を請じ、又彼の彌陀の本願を念じて言へ。弟子某甲等、*516生盲にして罪重く、障隔處深し。願はくは佛の慈悲もて、攝受護念し、指授開悟せしめ、所觀の境願はくは成就することを得しめたまへ。今頓に身命を捨て、仰いで彌陀に屬す。見ると見ざると、皆是佛恩の力なりと。此の語を道ひ已りて、更に復心を至して懺悔し竟已りなば、即ち靜處に向ひて、面を西方に向ひ、正坐跏趺すること、一に前の法に同じくせよ。既に心を住し已りなば、徐徐に心を轉じて、彼の寶地の雜色分明なるを想へ。初めて想はんには多境を亂想することを得ざれ、即ち定を得難し。唯方寸一尺等を觀ぜよ。或は一日・二日・三日、或は四・五・六・七日、或は一月・一年・二・三年等、日夜を問ふこと無く、行住坐臥に、身口意業、常に定と合せよ。唯萬事倶に捨てて由失意・聾盲・癡人の如くなれば、此の定必ず即ち得易し。若し是の如くならざれば、三業縁に隨ひて轉じ、定想波を逐ひて飛ぶ。縱ひ千年の壽を盡すとも、法眼未だ曾て開けず。若し心に定を得る時は、或は先づ明相現ずること有り、或は先づ寶地等の種種に分明なる不思議の者を見るべし。二種の見有り。一には想見。猶知覺有るが故に、淨境を見ると雖も、未だ多く明了ならず。二には若し内外の覺滅して、即ち正受三昧に入れば、見る所の淨境、即ち想見の比?爲ることを得るに非ず。


  九に「令其蓮華」より下「八万四千光」に至る已來は、正しく寶華に種種の莊嚴有ることを明す。即ち其の三有り。一には一一の華葉に衆寶の色を備へたることを明す。二には一一の葉に衆多の寶脈有ることを明す。三には一一の脈に衆多の光色有ることを明す。此れ行者をして心を住して一一に之を想はしめて、悉く心眼をして見ることを得しむ。既に華葉を見已りなば、次に葉の間の衆寶を想ひ、次に寶多光を出すに、光寶?と成ることを想ひ、次に華臺臺上の衆寶、及び衆網等を想ひ、次に臺上の四柱の寶幢を想ひ、次に幢上の寶幔を想ひ、次に幔上の寶珠、光明雜色にして虚空に?滿して、各々異相を現ずることを想へ。是の如く次第に一一に心を住せしめて捨てざれば、*517久しからざる間に、即ち定心を得ん。既に定心を得つれば、彼の諸の莊嚴一切顯現す。應に知るべし。


  十に「了了」より下は、觀成の相を辨ず。


  十一に「華葉小者」より下「?覆地上」に至る已來は、正しく葉葉に種種の莊嚴有ることを明す。即ち其の六有り。一には華葉の大小を明す。二には華葉の多少を明す。三には葉間の珠映の多少を明す。四には珠に千光有ることを明す。五には一一の珠の光變じて寶?と成ることを明す。六には寶?、上虚空を照らし、下寶地を覆ふことを明す。


  十二に「釋迦毘楞伽」より下「以爲交飾」に至る已來は、正しく臺上の莊嚴の相を明す。


  十三に「於其臺上」より下「?寶珠以爲映飾」に至る已來は、正しく幢上の莊嚴の相を明す。即ち其の四有り。一には臺上に自ら四幢有ることを明す。二には幢の體量の大小を明す。三には幢上に自ら寶幔有り、状天宮に似たることを明す。四には幢上に自ら衆多の寶珠有り、輝光映飾することを明す。


  十四に「一一寶珠」より下「施作佛事」に至る已來は、正しく珠光不思議の德用の相有ることを明す。即ち其の五有り。一には一一の珠に多の光有ることを明す。二には一一の光各々異色を作すことを明す。三には一一の光色寶土に?ずることを明す。四には光の至る所處各々異種の莊嚴を作すことを明す。五には或は金臺・珠網・華雲・寶樂と作りて、十方に?滿することを明す。


  十五に「是爲」より下は、總じて觀の名を結す。


  十六に「佛告阿難」より下「比丘願力所成」に至る已來は、正しく華座得成の所由を明す。


  十七に「若欲念彼佛者」より下「自見面像」に至る已來は、正しく重ねて觀の儀を顯すことを明す。前の如く次第に心を住せしめて、雜亂することを得ざれ。


  十八に「此想成者」より下「生極樂世界」に至る已來は、正しく觀成の相を結することを明す。即ち二の益有り。*518一には除罪の益を明し、二には得生の益を明す。


  十九に「作是觀者」より下「名爲邪觀」に至る已來は、正しく觀の邪正の相を辨ずることを明す。斯れ乃ち華は寶地に依り、葉は奇珍を間へ、臺は四幢を瑩かし、光は佛事を施す。上來十九句の不同有りと雖も、廣く華座觀を明し竟んぬ。


  



  ［八、像觀］


  八に像觀の中に就て、亦先づ擧げ、次に辨じ、後に結す。即ち其の十三有り。


  一に「佛告阿難」より下「次當想佛」に至る已來は、正しく前を結し後を生ずることを明す。「所以者何」と言ふは、是其の問なり。佛を想ふべき所以は何んとなり。


  二に「諸佛如來」より下「心想中」に至る已來は、正しく諸佛の大慈、心に應じて即ち現じたまふことを明す。斯の勝益有るが故に、汝を勸めて之を想はしむとなり。問て曰く。韋提の上の請には、唯彌陀を指す。未審し、如來今總じて諸佛を擧げたまふ、何の意か有るや。答て曰く。諸佛は三身同じく證し、悲・智果圓かなること、等齊にして二無く、端身一坐にして、影現すること無方なり。意有縁に赴き、時法界に臨むことを顯さんと欲す。「法界」と言ふは三義有り。一には心?ずるが故に法界を解る、二には身?ずるが故に法界を解る、三には障礙無きが故に法界を解る。正しくは心到るに由るが故に、身亦隨ひて到る。身は心に隨ふが故に、「是法界身」と言ふ。「法界」と言ふは、是所化の境、即ち衆生界なり。「身」と言ふは、是能化の身、即ち諸佛の身なり。「入衆生心想中」と言ふは、乃ち衆生念を起して、諸佛を見たてまつらんと願ずるに由て、佛即ち無礙の智を以て知り、即ち能く彼の想心の中に入りて現じたまふ。但諸の行者、若しは想念の中、若しは夢定の中に佛を見たてまつるは、即ち斯の義を成ずるなり。


  三に「是故汝等」より下「從心想生」に至る已來は、正しく利益を結勸することを明す。此れ心を標して佛を想ふことを明す。但佛解を作して頂より足に至るまで、心に想ひて捨てず、*519一一に之を觀じ、暫くも休息すること無れ。或は頂相を想ひ、或は眉間の白毫、乃至足下千輪の相を想へ。此の想を作す時、佛像端嚴にして、相好具足し、了然として現ず。乃ち心一一の相を縁ずるに由るが故に、即ち一一の相現ず。心若し縁ぜずば、衆相見るべからず。但自心に想作すれば、即ち心に應じて現ずるが故に、「是心即是三十二相」と言ふ。「八十隨形好」と言ふは、佛相既に現ずれば、衆好皆隨ふなり。此れ正しく如來諸の想者を敎へて具足して觀ぜしめたまふことを明す。「是心作佛」すと言ふは、自の信心に依て相を縁ずるは作の如し。「是心是佛」と言ふは、心能く佛を想へば、想に依て佛身而も現ず。即ち是の心佛なり。此の心を離れて外に、更に異佛ましまさず。「諸佛正?知」と言ふは、此れ諸佛圓滿無障礙智を得て、作意と不作意と、常に能く?く法界の心を知りたまへり。但能く想を作せば、即ち汝が心想に從ひて現じたまふこと生ずるが似如しと明す。或は行者有りて、此の一門の義を將て、唯識法身の觀を作し、或は自性淸淨佛性の觀と作すは、其の意甚だ錯れり。絶えて少分も相似たること無し。既に像を想へと言ひて、三十二相を假立せるは、眞如法界の身豈相有りて縁ずべく、身有りて取るべけんや。然るに法身は色無く、眼對に絶えたり、更に類として方ぶべき無し。故に虚空を取りて、以て法身の體に喩ふるなり。又今此の觀門は、等しく唯方を指し相を立てて、心を住せしめて境を取らしむ。總て無相離念を明さず。如來懸に末代罪濁の凡夫を知ろしめして、相を立て心を住すとも尚得ること能はずと。何に況や相を離れて事を求めんは、術通無き人の、空に居て舍を立てんが如し。


  四に「是故應當」より下「三佛陀」に至る已來は、正しく前の如き所益、專注すれば必ず成ずと、展轉して相敎へ、勸めて彼の佛を觀ぜしむることを明す。


  五に「想彼佛」よりは、*520前を牒し後を生ず。「先當想像」と言ふは、所觀の境を定む。


  六に「閉目開目」より下「如觀掌中」に至る已來は、正しく觀成の相を辨ずることを明す。即ち其の四有り。一には身の四威儀、眼の開合に、一の金像を見ること目の前に現ずるに似たり、常に此の想を作すことを明す。二には既に能く像を觀ず、像即ち須く坐處有るべし。即ち前の華座を想ひ、像上に在りて坐したまふと想へといふことを明す。三には像の坐せるを想見し已りて、心眼即ち開くことを明す。四には心眼既に開けて、即ち金像及び彼の極樂の諸の莊嚴の事を見るに、地上・虚空、了然として礙無きことを明す。又像を觀ずる住心の法は、一ら前の説の如し、頂より一一に之を想へ。面眉の毫相、眼・鼻・口・耳・咽・項・肩・臂・手・指。又心を抽でて上に向かひて想へ、胸・腹・臍・陰・脛・膝・&M037809;・足、十指・千輪等、一一に之を想へ。上より下に向かふを順觀と名け、下の千輪より上に向かふを逆觀と名く。是の如く逆順に心を住せしむれば、久しからずして必ず成ずることを得。又佛身及び華座・寶地等、必ず須く上下通觀すべし。然るに十三觀の中に、此の寶地・寶華・金像等の觀最も要なり。若し人を敎へんと欲はば、即ち此の法を敎へよ。但此の一法成じぬれば、餘の觀即ち自然に了かなり。


  七に「見此」より已下は、上の像身觀を結成して、後の二菩薩觀を生ず。


  八に「復當更作一大蓮華」より下「坐右華座」に至る已來は、正しく上の三身觀を成じて、後の多身觀を生ずることを明す。此の二菩薩を觀ぜむと欲はん者は、一に佛を觀ずる法の如くすべし。


  九に「此想成時」より下「?滿彼國」に至る已來は、正しく上の多身觀を結成して、後の説法の相を生ずることを明す。此れ諸の行者等、行住坐臥に、常に彼の國の一切の寶樹、一切の寶樓・華池等を縁ずることを明す。若しは禮念し、若しは觀想して、常に此の解を作せ。


  十に「此想成時」より下「憶持不捨」に至る已來は、正しく定に因て極樂の莊嚴を見ることを得、*521又一切の莊嚴、皆能く妙法を説くを聞くことを明す。既に此を見聞し已りて、恒に持ちて失すること莫きを、定心を守ると名く。


  十一に「令與修多羅合」より下「見極樂世界」に至る已來は、觀の邪正の相を辨ず。


  十二に「是爲」より下は總じて結す。


  十三に「作是觀者」より下「得念佛三昧」に至る已來は、正しく剋念し修觀して、現に利益を蒙ることを明す。斯れ乃ち羣生障重くして、眞佛の觀階ひ難し。是を以て大聖哀を垂れて、且く心を形像に注めしめたまふ。


  上來十三句の不同有りと雖も、廣く像觀を明し竟んぬ。


  



  ［九、眞身觀］


  九に眞身觀の中に就て、亦先づ擧げ、次に辨じ、後に結す。即ち其の十二有り。


  一に「佛告阿難」より下「身相光明」に至る已來は、正しく告命して前の像觀を結成して、後の眞身の觀を生ずることを明す。


  二に「阿難當知」より下「金色」に至る已來は、正しく眞佛の身相天金の色に踰えたることを顯すことを明す。


  三に「佛身高六十」より下「由旬」に至る已來は、正しく身量の大小を明す。


  四に「眉間」より下「菩薩爲侍者」に至る已來は、正しく總じて身相を觀ずることを明す。即ち其の六有り。一には毫相の大小を明す。二には眼相の大小を明す。三には毛孔の光の大小を明す。四には圓光の大小を明す。五には化佛の多少を明す。六には侍者の多少を明す。


  五に「無量壽佛」より「下攝取不捨」に至る已來は、正しく身の別相を觀ずるに、光有縁を益することを明す。即ち其の五有り。一には相の多少を明す。二には好の多少を明す。三には光の多少を明す。四には光照の遠近を明す。五には光の及ぶ所處偏に攝益を蒙ることを明す。　問て曰く。備に衆行を修して但能く廻向すれば、皆往生を得。何を以てか、佛光普く照らすに、唯念佛の者のみ攝するは、何の意か有るや。答て曰く。此に三義有り。一には親縁を明す。衆生起行して口に常に佛を稱すれば、*522佛即ち之を聞きたまふ。身に常に佛を禮敬すれば、佛即ち之を見たまふ。心に常に佛を念ずれば、佛即ち之を知りたまふ。衆生佛を憶念すれば、佛も亦衆生を憶念したまふ。彼此の三業相捨離せず。故に親縁と名くるなり。二には近縁を明す。衆生佛を見たてまつらんと願ずれば、佛即ち念に應じ現じて目の前に在ます。故に近縁と名くるなり。三には增上縁を明す。衆生稱念すれば、即ち多劫の罪を除く。命終らんと欲する時、佛聖衆と自ら來りて迎接したまふ。諸邪業繋も、能く礙ふる者無し。故に增上縁と名くるなり。自餘の衆行是善と名くと雖も、若し念佛に比ぶれば、全く比?に非ざるなり。是の故に諸經の中に、處處に廣く念佛の功能を讚へたり。『無量壽經』の四十八願の中の如き、唯彌陀の名號を專念して生を得と明す。又『彌陀經』の中の如し、一日七日彌陀の名號を專念して生を得と。又十方恒沙の諸佛の證誠虚しからざるなり。又此の經の定散の文の中に、唯名號を專念して生を得と標す。此の例一に非ざるなり。廣く念佛三昧を顯し竟んぬ。


  六に「其光相好」より已下は、少を結して多を顯す。輒く觀ぜんと欲はん者は、周悉することを爲し難し。


  七に「但當憶想」より已下は、正しく莊嚴微妙にして、凡境に出過せることを明す。未だ目の前に證せずと雖も、但當に憶想して心眼をして見たてまつらしむべし。


  八に「見此事者」より下「攝諸衆生」に至る已來は、正しく功呈れて失せず觀の益成ずることを得ることを明す。即ち其の五有り。一には觀に因て十方の諸佛を見たてまつることを得ることを明す。二には諸佛を見たてまつるを以ての故に念佛三昧を結成することを明す。三には但一佛を觀じて即ち一切の佛身を觀ずることを明す。四には佛身を見たてまつるに由るが故に、即ち佛心を見たてまつることを明す。五には佛心は慈悲を體と爲し、此の平等の大慈を以て、普く一切を攝したまふことを明す。


  九に「作此觀者」より下「得無生忍」に至る已來は、正しく身を捨てて他世に彼に生ずる益を得ることを明す。


  *523十に「是故智者」より下「現前授記」に至る已來は、重ねて修觀の利益を結勸することを明す。即ち其の五有り。一には能修觀の人を簡び出すことを明す。二には心を專にして諦かに無量壽佛を觀ずることを明す。三には相好衆多なれば、總雜して觀ずることを得ず、唯白毫の一相を觀ずべきことを明す。但白毫を見ることを得れば、一切の衆相自然に現ず。四には既に彌陀を見たてまつれば、即ち十方の佛を見たてまつることを明す。五には既に諸佛を見たてまつれば、即ち定中にして授記を蒙ることを得ることを明す。


  十一に「是爲?觀」より已下は總じて結す。


  十二に「作此觀」より已下は、正しく觀の邪正の相を辨ずることを明す。斯れ乃ち眞形量遠くして、毫五山の若し。震響機に隨ひて、光有識を沾す。含靈をして歸命し注想して遺無く、佛の本弘に乘じて齊しく彼の國に臨ましめんと欲す。


  上來十二句の不同有りと雖も、廣く眞身觀を明し竟んぬ。


  



  ［一〇、觀音觀］


  十に觀音觀の中に就て、亦先づ擧げ、次に辨じ、後に結す。即ち其の十五有り。


  一に「佛告阿難」より下「菩薩」に至る已來は、正しく前の眞身觀を結成して、後の菩薩觀を生ずることを明す。


  二に「此菩薩身長」より下「皆於中現」に至る已來は、正しく總じて身相を標することを明す。即ち其の六有り。一には身量の大小を明す。二には身色佛と同じからざることを明す。三には肉髻佛の?髻と同じからざることを明す。四には圓光の大小を明す。五には化佛侍者の多少を明す。六には身光普く五道の衆生を現ずることを明す。


  三に「頂上毘楞伽」より下「二十五由旬」に至る已來は、正しく天冠の内の化佛の殊異を明す。


  四に「觀音」より已下は、正しく面色と身色と同じからざることを明す。


  五に「眉間」より下「蓮華色」に至る已來は、正しく毫光轉變して十方に?滿し、化侍彌々多くして更に紅蓮の色に比することを明す。即ち其の五有り。一には毫相七寶の色を作すことを明す。*524二には毫光の多少を明す。三には光に化佛有ます多少を明す。四には侍者の多少を明す。五には化侍變現して十方に?滿することを明す。


  六に「有八十億光明」より下「莊嚴事」に至る已來は、正しく身服の光瓔衆寶の作に非ざることを明す。


  七に「手掌作五百億」より下「接引衆生」に至る已來は、正しく手に慈悲の用有ることを明す。即ち其の六有り。一には手の掌に雜蓮の色を作すことを明す。二には一一の指の端に八万の印文有ることを明す。三には一一の文に八万餘の色有ることを明す。四には一一の色に八万餘の光有ることを明す。五には光體柔?にして、等しく一切を照らすことを明す。六には此の寶光の手を以て有縁を接引することを明す。


  八に「擧足時」より下「莫不彌滿」に至る已來は、正しく足に德用の相有ることを明す。


  九に「其餘身相」より已下は、指して佛に同ず。


  十に「唯頂上」より下「不及世尊」に至る已來は、正しく師徒位別にして、果願未だ圓かならず、二相をして虧くること有らしむることを致し、不足の地に居することを表することを明す。


  十一に「是爲」より下は、總じて結す。


  十二に「佛告阿難」より下「當作是觀」に至る已來は、正しく重ねて前の文を結し、其の後益を生ずることを明す。


  十三に「作是觀者」より下「何況諦觀」に至る已來は、正しく觀の利益を勸むることを明す。


  十四に「若有欲觀觀音」より下「如觀掌中」に至る已來は、正しく重ねて觀の儀を顯して、物を勸め心を傾けて兩益に沾さしむることを明す。


  十五に「作是觀」より已下は、正しく觀の邪正の相を辨ずることを明す。斯れ乃ち觀音願重くして、十方に影現し、寶手輝を停めて、機に隨ひて引接す。


  上來十五句の不同有りと雖も、廣く觀音觀を明し竟んぬ。


  



  ［一一、勢至觀］


  十一に勢至觀の中に就て、亦先づ擧げ、次に辨じ、後に結す。即ち其の十三有り。


  一に「次觀大勢至」より已下は、*525總じて觀の名を擧ぐ。


  二に「此菩薩身量大小」より已下は、次に觀の相を辨ず。即ち其の五有り。一には身量觀音に等類することを明す。二には身色觀音に等類することを明す。三には面相觀音に等類することを明す。四には身光・相好觀音に等類することを明す。五には毫相光を舒べて轉變すること、觀音に等類することを明す。


  三に「圓光面各百二十五由旬」より已下は、正しく圓光等觀音に同ぜざる相を明す。即ち其の四有り。一には圓光の大小を明す。二には光照の遠近を明す。三には化佛の多少を明す。四には化佛の侍者の多少を明す。


  四に「擧身光明」より下「名大勢至」に至る已來は、正しく身光遠く備りて有縁を照益し、等しく他方に及び、皆紫金の色を作すことを明す。即ち其の八有り。一には身光の總別の不同なることを明す。二には光照の遠近を明す。三には光の觸るる所處皆紫金の色を作すことを明す。四には但勢志と宿業縁有る者、即ち此の光を覩觸することを得ることを明す。五には但一毛孔の光を見れば、即ち能く多く諸佛の淨妙の身光を見ることを明す。此れ即ち少を擧げて以て多益を顯して、之を行ずる者をして?心渇仰して、入觀以て之を證せしめんと欲す。六には光に依て以て名を立つることを明す。七には光の體用を明す。即ち無漏を體と爲すが故に智慧光と名く。又能く十方三惡の苦を除息するを、無上力と名く。即ち用と爲すなり。八には大勢志と名くることは、此即ち德に依て名を立つることを明す。


  五に「此菩薩天冠」より下「皆於中現」に至る已來は、正しく天冠の莊嚴の相、觀音と同じからざることを明す。即ち其の四有り。一には冠上の寶華の多少を明す。二には一一の華上の寶臺の多少を明す。三には一一の臺の中に十方諸佛の淨土を映現することを明す。四には他方の土現ずれども、彼此都て增減無きことを明す。


  六に「頂上肉髻」より下「普現佛事」に至る已來は、正しく肉髻の寶?の相を明す。


  *526七に「餘諸身相」より已下は、指して觀音に同ず。


  八に「此菩薩行時」より下「如極樂世界」に至る已來は、正しく行じたまふに觀音と同じからざる相を明す。即ち其の四有り。一には行の不同の相を明す。二には震動の遠近の相を明す。三には震動する所處、華現ずること多きことを明す。四には所現の華高くして且顯れ、諸の瑩飾多くして以て極樂の莊嚴に類することを明す。


  九に「此菩薩坐時」より下「度苦衆生」に至る已來は、正しく坐したまふに觀音に同じからざる相を明す。即ち其の七有り。一には坐する相を明す。二には先づ本國を動ずる相を明す。三には次に他方を動ずる遠近の相を明す。四には下上の佛刹を動搖する多少の相を明す。五には彌陀・觀音等の分身の雲集する相を明す。六には空に臨みて側塞して、皆寶華に坐することを明す。七には分身の説法、各々所宜に應ずることを明す。　問て曰く。『彌陀經』に云く。「彼國の衆生衆の苦有ること無く、但諸の樂のみを受く、故に極樂と名く」と。何が故に此の經に、分身法を説きて乃ち苦を度すと云へるは、何の意か有るや。答て曰く。今苦樂と言ふは、二種有り。一には三界の中の苦樂、二には淨土の中の苦樂なり。三界の苦樂と言ふは、苦は則ち三塗・八苦等、樂は則ち人天の五欲放逸繋縛等の樂なり。是樂なりと言ふと雖も、然も是大苦なり。必ず竟に一念眞實の樂有ること無し。淨土の苦樂と言ふは、苦は則ち地前を地上に望めて苦と爲し、地上を地前に望めて樂と爲す。下智の證を上智の證に望めて苦と爲し、上智の證を下智の證に望めて樂と爲す。此の例一を擧ぐるに知るべし。今「度苦衆生」と言ふは、但下位を進めて上位に昇らしめ、下證を轉じて上證を得しめんが爲なり。本の所求に稱ふを即ち名けて樂と爲す。故に「度苦」と言ふ。若し然らずば、淨土の中の一切の聖人は、皆無漏を以て體と爲し、大悲もて用と爲し、畢竟常住にして、分段の生滅を離れたり。更に何の義に就てか、名けて苦と爲んや。


  *527十に「作此觀者」より下「十一觀」に至る已來は、正しく觀の邪正を辨じ、總じて分齊を結することを明す。


  十一に「觀此菩薩者」より已下は、正しく修觀の利益罪を除くこと多劫なることを明す。


  十二に「作此觀者」より下「淨妙國土」に至る已來は、正しく總じて前の文を結し、重ねて後益を生ずることを明す。


  十三に「此觀成」より已下は、正しく總じて二身を牒して觀成の相を辨ずることを明す。斯れ乃ち勢志威高くして、坐するに他國を搖がし、能く分身をして雲集せしめ、法を演べて生を利し、永く胞胎を絶ちて常に法界に遊ばしむ。


  上來十三句の不同有りと雖も、廣く勢至觀を解し竟んぬ。


  



  ［一二、普觀］


  十二に普觀の中に就て、亦先づ擧げ、次に辨じ、後に結す。即ち其の六有り。


  一に「見此事時」より已下は、正しく前を牒し後を生ずることを明す。


  二に「當起自心」より下「皆演妙法」に至る已來は、正しく心を凝らし觀に入りて、即ち常に自の往生の想を作すことを明す。即ち其の九有り。一には自ら生ずる想を明す。二には西に向ふ想を明す。三には華に坐する想を明す。四には華の合する想を明す。五には華の開くる想を明す。六には寶光來りて身を照らす想を明す。七には既に光照を蒙りて眼開くる想を作すことを明す。八には眼目既に開けて、佛・菩薩を見たてまつる想を作すことを明す。九には法を聞く想を明す。


  三に「與十二部經合」より下「不失」に至る已來は、正しく定散に遺るること無く、心を守り常に憶することを明す。一には則ち觀心明淨なり。二には則ち諸惡生ぜず。内に法樂と相應し、外に則ち三邪の障無きに由てなり。


  四に「見此事」より已下は觀成の益を明す。


  五に「是爲」より下は、總じて結す。


  六に「無量壽」より下「常來至此行人之所」に至る已來は、正しく重ねて能觀の人を擧げて、即ち彌陀等の三身護念の益を蒙ることを明す。斯れ乃ち羣生念を注めて西方の依正二嚴を見んと願ずれば、了了に常に眼に見るが如し。


  上來六句の不同有りと雖も、*528廣く普觀を解し竟んぬ。


  



  ［一三、雜想觀］


  十三に雜想觀の中に就て、亦先づ擧げ、次に辨じ、後に結す。即ち其の十一有り。


  一に「佛告阿難」より已下は、正しく告命結勸して後を生ずることを明す。


  二に「先當觀於一丈六」より已下は、正しく像を觀じて以て眞を表し、水を想じて以て地を表することを明す。此は是如來諸の衆生を敎へて、境を易へ心を轉じて入觀せしめたまふ。或は池水の華の上に在まし、或は寶宮・寶閣の内に在まし、或は寶林・寶樹の下に在まし、或は寶臺・寶殿の中に在まし、或は虚空・寶雲・華?の内に在ます。是の如き等の處に、一一に心を住せしめて之を想じて、皆化佛の想を作さしむ。機境相稱ひて成ずることを得易からしめんが爲の故なり。


  三に「如先所説」より下「非心力所及」に至る已來は、正しく境大に心小にして、卒に成就し難し、聖意悲傷して、勸めて小を觀ぜしむることを致すことを明す。


  四に「然彼如來」より下「必得成就」に至る已來は、正しく凡心狹小にして、聖量彌々寬く、想を注むるに由無し、成就し難きことを恐れたまふことを明す。斯れ乃ち小以ての故に成じ難きにあらず、大に由るが故に現ぜざるにあらず。直是彌陀の願重くして、想者をして皆成ぜしむることを致す。


  五に「但想佛像」より下「具足身相」に至る已來は、正しく比?して勝を顯すことを明す。像を想ふに尚自づから福を得ること無量なり、何に況や眞佛を觀ぜんは、益を得る功更に甚し。


  六に「阿彌陀」より下「丈六八尺」に至る已來は、正しく能く所觀の佛像を觀ずるに身に大小有りと雖も、明かに皆是眞なることを明す。即ち其の三有り。一には彌陀の身通無礙にして、意に隨ひて?周することを明す。「如意」と言ふは二種有り。一には衆生の意の如し、彼の心念に隨ひて皆應に之を度すべし。二には彌陀の意の如し。五眼圓かに照らし、六通自在にして、機の度すべき者を觀はして、一念の中に、前無く後無く、身心等しく赴き、*529三輪開悟して、各々益すること同じからざるなり。二には或は大身を現じ、或は小身を現ずることを明す。三には身量大小有りと雖も、皆眞金の色を作すことを明す。此れ即ち其の邪正を定むるなり。


  七に「所現之形」より已下は、正しく身は大小の殊有りと雖も、光相即ち眞と異なること無きことを明す。


  八に「觀世音菩薩」より已下は、正しく指して前の觀に同ずることを明す。佛大なれば侍者亦大なり、佛小なれば侍者亦小なり。


  九に「衆生但觀首相」より已下は、正しく勸めて二別なることを觀ぜしむることを明す。云何が二別なる。觀音の頭首の上には、一の立ちたまへる化佛有ます。勢志の頭首の上には、一の寶?有り。


  十に「此二菩薩」より已下は、正しく彌陀・觀音・勢志、等しく宿願の縁重く、誓同じく惡を捨て、等しく菩提に至るまで、影響の如く相隨ひ、遊方化益することを明す。


  十一に「是爲」より下は總じて結す。


  上來十一句の不同有りと雖も、廣く雜想觀を解し竟んぬ。


  



  ［結讚］


  上日觀より下雜想觀に至る已來は、總じて世尊前の韋提の第四の請に「敎我思惟正受」と云へる兩句に答ふることを明す。


  



  總じて讚じて云く。初に日觀を敎へて昏闇を除かしめ、水を想じて冰と成じて内心を淨む。地下の金幢相映發し、地上の莊嚴億萬重なり。寶雲・寶?空に臨みて轉じ、人天の音樂互に相尋げり。寶樹瓔を垂れて菓に間雜し、池德水を流して華の中に注ぐ。寶樓・寶閣皆相接し、光光相照らして等しく蔭無し。三華獨り迥に衆座に超え、四幢縵を承けて綱珠羅れり。稟識心に迷ひて由未だ曉らず、心を住し像を觀じて靜かに彼に坐す。一念心開きて眞佛を見たてまつる、身光相好轉た彌々多し。救苦の觀音法界を縁ず、時として變じて娑婆に入らずといふこと無し。勢志の威光能く震動し、縁に隨ひて照攝して彌陀に會す。歸去來、極樂は身を安ずるに實に是精なり。*530正念に西に歸して華含むと想へ、佛と莊嚴とを見るに説法の聲あり。復衆生有りて心に惑を帶して、眞の上境を縁ずるに成じ難からんことを恐れて、如來漸觀を開せしむることを致す。華池の丈六等の金形、變現の靈儀大小ありと雖も、物の時宜に應じて有情を度す。普く同生の知識等に勸む、專心に念佛して西に向かひて傾け。


  



  又前の請の中に就て、初め日觀より下華座觀に至る已來は、總じて依報を明す。二に像觀より下雜想觀に至る已來は、總じて正報を明す。


  上來依・正二報の不同有りと雖も、廣く定善一門の義を明し竟んぬ。


  



  



  觀經正宗分定善義　卷第三


  



  *531


  觀經正宗分散善義　卷第四


  



  沙門善導集記


  



  ［總説］


  此より已下は、次に三輩散善一門の義を解す。此の義の中に就て即ち其の二有り。一には三福を明して以て正因と爲す。二には九品を明して以て正行と爲す。今三福と言ふは、第一の福は、即ち是世俗の善根なり。曾來未だ佛法を聞かず、但自ら孝養・仁・義・禮・智・信を行ず。故に世俗の善と名く。第二の福は、此を戒善と名く。此の戒の中に就て、即ち人・天・聲聞・菩薩等の戒有り。其の中に或は具受・不具受有り、或は具持・不具持有り。但能く廻向すれば、盡く往生を得。第三の福をば、名けて行善と爲す。此は是大乘の心を發せる凡夫、自ら能く行を行じ、兼ねて有縁を勸めて、惡を捨て心を持たしめて、廻して淨土に生ず。又此の三福の中に就て、或は一人單に世福を行じて廻して亦生を得る有り、或は一人單に戒福を行じて廻して亦生を得る有り、或は一人單に行福を行じて廻して亦生を得る有り。或は一人上の二福を行じて廻して亦生を得る有り、或は一人下の二福を行じて廻して亦生を得る有り、或は一人具に三福を行じて廻して亦生を得る有り。或は人等有りて、三福倶に行ぜざる者をば、即ち十惡・邪見・闡提の人と名く。


  九品と言ふは、文に至りて當に辨ずべし。應に知るべし。


  今略して三福差別の義意を料簡し竟んぬ。


  



  *532十四に上輩觀の行善の文前に就て、總じて料簡して即ち十一門と爲す。一には總じて告命を明す。二には其の位を辨定す。三には總じて有縁の類を擧ぐ。四には三心を辨定して以て正因と爲す。五には正しく機の堪と不堪とを簡ぶことを明す。六には正しく受法の不同を明す。七には正しく修業の時節の延促異有ることを明す。八には所修の行を廻して彌陀佛國に生ぜんと願ずることを明す。九には命終の時に臨みて、聖來りて迎接したまふことの不同、去時の遲疾を明す。十には彼に到りて華開の遲疾の不同を明す。十一には華開已後の得益に異有ることを明す。今此の十一門の義は、九品の文に約對するに、一一の品の中に就て、皆此の十一有り。即ち一百番の義と爲す。又此の十一門の義は、上輩の文前に就て總じて料簡するも亦得たり。或は中下輩の文前に就て各々料簡するも亦得たり。又此の義若し文を以て來し勘ふれば、即ち具・不具有り。隱顯有りと雖も、若し其の道理に據らば、悉く皆有るべし。此の因縁の爲の故に、須く廣開して顯出すべし。依行せん者をして解り易く識り易からしめんと欲す。


  上來十一門の不同有りと雖も、廣く上輩三品の義意を料簡し竟んぬ。


  



  ［上品上生釋］


  次下に先づ上品上生の位の中に就て、亦先づ擧げ、次に辨じ、後に結す。即ち其の十二有り。


  一に「佛告阿難」より已下は即ち雙べて二の意を標す。一には告命を明す。二には其の位を辨定することを明す。此れ即ち大乘の上善を修學する凡夫人なり。


  三に「若有衆生」より下「即便往生」に至る已來は、正しく總じて有生の類を擧ぐることを明す。即ち其の四有り。一には能信の人を明す。二には往生を求願することを明す。三には發心の多少を明す。四には得生の益を明す。


  四に「何等爲三」より下「必生彼國」に至る已來は、正しく三心を辨定して以て正因と爲すことを明す。即ち其れ二有り。一には世尊機に隨ひて益を顯すこと意密にして知り難し、*533佛の自ら問ひて自ら徴したまふに非ずば、解を得るに由無きことを明す。二に如來還て自ら前の三心の數を答へたまふことを明す。


  



  ［上品上生釋　至誠心譯］


  『經』に云く。「一者至誠心」。「至」は眞なり、「誠」は實なり。一切衆生の身口意業の所修の解行、必ず眞實心の中に作したまへるを須ひることを明かさんと欲ふ。外に賢善精進の相を現ずることを得ざれ。内に虚假を懷きて、貪瞋邪僞、奸詐百端にして、惡性侵め難し、事蛇蝎に同じ。三業を起すと雖も、名けて雜毒の善と爲す、亦虚假の行と名く、眞實の業と名けざるなり。若し此の如き安心起行を作す者は、縱使ひ身心を苦勵して、日夜十二時に、急に走め急に作して、頭の燃を炙ふが如くする者は、衆て雜毒の善と名く。此の雜毒の行を廻して、彼の佛の淨土に求生せんと欲する者は、此れ必ず不可なり。何を以ての故に、正しく彼の阿彌陀佛因中に菩薩の行を行じたまひし時、乃至一念一刹那も、三業の所修皆是眞實心の中に作したまひしに由てなり。凡そ施したまふ所趣求を爲す、亦皆眞實なり。又眞實に二種有り。一には自利眞實、二には利他眞實なり。自利眞實と言ふは、復二種有り。一には眞實心の中に、自他の諸惡及び穢國等を制捨して、行住坐臥に、一切の菩薩の諸惡を制捨するに同じく、我も亦是の如くせんと想ふなり。二には眞實心の中に、自他凡聖等の善を勤修す。眞實心の中の口業に、彼の阿彌陀佛及び依正二報を讚歎す。又眞實心の中の口業に、三界・六道等の自他依正の二報苦惡の事を毀厭す、亦一切衆生の三業所爲の善を讚歎す。若し善業に非ずば、敬んで之を遠ざかれ、亦隨喜せざれ。又眞實心の中の身業に、合掌し禮敬し、四事等もて彼の阿彌陀佛及び依正二報を供養す。又眞實心の中の身業に、此の生死三界等の自他の依正二報を輕慢し厭捨す。又眞實心の中の意業に、彼の阿彌陀佛及び依正二報を思想し觀察し憶念して、*534目の前に現ぜるが如くす。又眞實心の中の意業に、此の生死三界等の自他の依正二報を輕賎し厭捨す。不善の三業は、必ず眞實心の中に捨てたまへるを須ひよ。又若し善の三業を起さば、必ず眞實心の中に作したまひしを須ひて、内外明闇を簡ばず、皆眞實を須ひるが故に至誠心と名く。


  



  ［上品上生釋　深心譯］


  「二者深心」。「深心」と言ふは、即ち是深信の心なり。亦二種有り。一には決定して深く自身は現に是罪惡生死の凡夫、曠劫より已來、常に沒し常に流轉して、出離の縁有ること無しと信ず。二には決定して深く彼の阿彌陀佛の四十八願は、衆生を攝受して、疑無く慮無く、彼の願力に乘じて、定んで往生を得と信ず。又決定して深く釋迦佛此の『觀經』に三福・九品・定散二善を説きて、彼の佛の依正二報を證讚して、人をして欣慕しむと信ず。又決定して『彌陀經』の中に、十方恒沙の諸佛、一切凡夫を證勸して、決定して生を得と深信せよ。又深信する者、仰ぎ願はくは一切の行者等、一心に唯佛語を信じて身命を顧みず、決定して行に依て、佛の捨てしめたまふをば即ち捨て、佛の行ぜしめたまふをば即ち行ず、佛の去てしめたまふ處をば即ち去つ。是を佛敎に隨順し、佛意に隨順すと名く、是を佛願に隨順すと名く、是を眞の佛弟子と名く。又一切の行者、但能く此の經に依て行を深信する者は、必ず衆生を誤らざるなり。何を以ての故に、佛は是滿足大悲の人なるが故に、實語なるが故に。佛を除きて已還は、智行未だ滿たず、其れ學地に在りて、正習の二障有りて未だ除こらざるに由て、果願未だ圓かならず。此等の凡聖は、縱使ひ諸佛の敎意を測量すれども、未だ決了すること能はず、平章有りと雖も、要ず須く佛證を請ひて定と爲すべし。若し佛意に稱へば、即ち印可して如是如是と言はく。若し佛意に可はざれば、即ち汝等が所説是の義不如是と言ふ。印せざるは即ち無記・無利・無益の語に同じ、*535佛の印可したまふをば、即ち佛の正敎に隨順す。若し佛の所有の言説は、即ち是正敎・正義・正行・正解・正業・正智なり。若しは多若しは少、衆て菩薩・人・天等を問はず、其の是非を定めんや。若し佛の所説は即ち是了敎なり、菩薩等の説は盡く不了敎と名く。知るべし。是の故に今の時、仰いで一切有縁の往生人等を勸む、唯深く佛語を信じて、專注奉行すべし、菩薩等の不相應の敎を信用して以て疑礙を爲し、惑を抱きて自ら迷ひて往生の大益を廢失すべからざれ。又深心の深信とは、決定して自心を建立して、敎に順じて修行し、永く疑錯を除きて、一切の別解・別行・異學・異見・異執の爲に退失傾動せられざるなり。


  問て曰く。凡夫智淺く、惑障處深し。若し解行不同の人、多く經論を引きて來り、相妨げて難證して、一切の罪障の凡夫、往生を得ずと云ふに逢はば、云何が彼の難を對治して信心を成就し、決定して直に進みて怯退を生ぜざらんや。答て曰く。若し人有りて多く經論の證を引きて生ぜずと云はば、行者即ち報へて云へ。仁者經論を將て來し證して生ぜずと?ふと雖も、我が意の如きは、決定して汝が破を受けず。何を以ての故に、然るに我亦是彼の諸經論を信ぜざるにはあらず、盡く皆仰いで信ず。然るに佛彼の經を説きたまひし時、處別・時別・對機別・利益別なり。又彼の經を説きたまふ時は、即ち『觀經』・『彌陀經』等を説きたまふ時に非ず。然るに佛の説敎は機に備らしむ、時亦不同なり。彼は即ち通じて人・天・菩薩の解行を説く。今『觀經』の定散二善を説きたまふことは、唯韋提及び佛滅後の五濁・五苦等の一切凡夫の爲に、證して生を得と言ふ。此の因縁の爲に、我今一心に此の佛敎に依りて、決定して奉行す。縱使ひ汝等百千万億ありて、生ぜずと?ふも、唯我が往生の信心を增長し成就せん。又行者更に向ひて説きて言へ。仁者善く聽け、我今汝が爲に更に決定の信の相を説かん。*536縱使ひ地前の菩薩・羅漢・辟支等、若しは一若しは多、乃至十方に?滿して、皆經論の證を引きて生ぜずと言ふも、我亦未だ一念の疑心を起さず、唯我が淸淨の信心を增長し成就せん。何を以ての故に、佛語は決定成就の了義にして、一切の爲に破壞せられざるに由るが故なり。又行者善く聽け。縱使ひ初地已上十地已來、若しは一若しは多、乃至十方に?滿して、異口同音に、皆釋迦佛彌陀を指讚し、三界・六道を毀呰し、衆生を勸勵して、專心に念佛し、及び餘善を修せば、此の一身を畢へて後、必定して彼國に生ずといふは、此れ必ず虚妄なり、依信すべからずと云はん。我此等の所説を聞くと雖も、亦一念の疑心を生ぜず、唯我が決定の上上の信心を增長し成就せん。何を以ての故に、乃し佛語は眞實決了の義なるに由るが故に、佛は是實知・實解・實見・實證にして、是疑惑心の中の語に非ざるが故に。又一切菩薩の異見・異解の爲に破壞せられず。若し實に是菩薩ならば、衆て佛敎に違せず。又此の事を置く、行者當に知るべし。縱使ひ化佛・報佛、若しは一若しは多、乃至十方に?滿して、各各光を輝かし舌を吐きて、?く十方に覆ひて、一一に説きて釋迦の所説を相讚して、一切の凡夫、專心に念佛し及び餘善を修し、廻願して彼の淨土に生ずることを得と勸發するは、此は是虚妄なり、定んで此の事無しと言はん。我此等の諸佛の所説を聞くと雖も、畢竟じて一念疑退の心を起して彼の佛國に生ずることを得ざらんことを畏れず。何を以ての故に、一佛一切佛なれば、所有の知見・解行・證悟・果位・大悲、等同にして少しきの差別無し。是の故に一佛の制したまふ所をば、即ち一切佛同じく制したまふ。前佛の制斷の如似き殺生・十惡等の罪、畢竟じて犯さず行ぜざるをば、即ち十善・十行と名く、六度の義に隨順す。若し後佛ありて世に出でて、豈前の十善を改めて十惡を行ぜしむべけんや。此の道理を以て推驗するに、*537明かに知んぬ、諸佛は言行相違失したまはず。縱令ひ釋迦一切の凡夫を指勸して、此の一身を盡くして專念專修して、捨命已後定んで彼の國に生るれば、即ち十方諸佛悉く皆同じく讚め同じく勸め同じく證したまふ。何を以ての故に、同體の大悲なるが故に。一佛の所化は即ち是一切佛の化なり。一切佛の化は即ち是一佛の所化なり。即ち『彌陀經』の中に説かく、釋迦極樂の種種の莊嚴を讚歎したまふ、又一切の凡夫を勸めて、一日七日一心に彌陀の名號を專念せしめて、定んで往生を得しめたまふと。次下の文に云く。十方に各々恒河沙等の諸佛有まして、同じく釋迦能く五濁惡時・惡世界・惡衆生・惡見・惡煩惱・惡邪・無信の盛なる時に於て、彌陀の名號を指讚して、衆生を勸勵せしめて、稱念すれば必ず往生を得と讚じたまふ。即ち其の證なり。又十方佛等、衆生の釋迦一佛の所説を信ぜざらんを恐畏れて、即ち共に同心・同時に各々舌相を出して、?く三千世界に覆ひて、誠實の言を説きたまはく。汝等衆生、皆應に是の釋迦の所説・所讚・所證を信ずべし。一切の凡夫、罪福の多少、時節の久近を問はず、但能く上百年を盡し、下一日・七日に至るまで、一心に彌陀の名號を專念して、定んで往生を得ること、必ず疑無きなり。是の故に一佛の所説をば、即ち一切佛同じく其の事を證誠したまふ。此を人に就て信を立つと名くるなり。


  次に行に就て信を立てば、然るに行に二種有り。一には正行、二には雜行なり。正行と言ふは、專ら往生經の行に依て行ずる者は、是を正行と名く。何者か是なるや。一心に專ら此の『觀經』・『彌陀經』・『無量壽經』等を讀誦する、一心に彼の國の二報莊嚴を專注し思想し觀察し憶念する、若し禮せば即ち一心に專ら彼佛を禮する、若し口に稱せば即ち一心に專ら彼の佛を稱せよ、若し讚歎供養せば即ち一心に專ら讚歎供養する、是を名づけて正と爲す。


  又此の正の中に就て、*538復二種有り。一には一心に彌陀の名號を專念して、行住坐臥、時節の久近を問はず、念念に捨てざる者は、是を正定の業と名く。彼の佛願に順ずるが故に。若し禮誦等に依らば、即ち名けて助業と爲す。此の正助二行を除きて、已外の自餘の諸善は、悉く雜行と名く。若し前の正助二行を修するは、心常に親近し、憶念斷えず、名けて無間と爲す。若し後の雜行を行ずるは、即ち心常に間斷す。廻向して生を得べしと雖も、衆て疎雜の行と名くるなり。故に「深心」と名く。


  



  ［上品上生釋　廻向發願心譯］


  「三者廻向發願心」。「廻向發願心」と言ふは、過去及以び今生の身口意業に修する所の世・出世の善根、及び他の一切の凡聖の身口意業に修する所の世・出世の善根を隨喜して、此の自他の所修の善根を以て、悉く皆眞實の深信の心の中に廻向して彼の國に生ぜんと願ず。故に「廻向發願心」と名くるなり。又廻向發願して願じて生ずる者は、必ず決定して眞實心の中に廻向したまへる願を須ひて得生の想を作せ。此の心深信せること金剛の若くなるに由て、一切の異見・異學・別解・別行の人等の爲に動亂破壞せられず。唯是決定して、一心に投して正直に進みて、彼の人の語を聞くことを得ざれ。即ち進退の心有りて、怯弱を生じて廻顧すれば、道に落ちて即ち往生の大益を失するなり。　問て曰く。若し解行不同の邪雜の人等有りて、來りて相惑亂して、或は種種の疑難を説きて、往生を得ずと?ひ、或は云はん、汝等衆生、曠劫より已來及以び今生の身口意業に、一切凡聖の身の上に於て、具に十惡・五逆・四重・謗法・闡提・破戒・破見等の罪を造りて、未だ除盡すること能はず。然るに此等の罪は三界の惡道に繋屬す。云何ぞ一生の修福の念佛をして、即ち彼の無漏・無生の國に入りて、永く不退の位を證悟することを得んや。答て曰く。諸佛の敎行、數塵沙に越えたり。識を稟くる機縁、情に隨ひて一に非ず。譬へば世間の人、眼に見るべく信ずべきが如きは、*539明の能く闇を破し、空の能く有を含み、地の能く載養し、水の能く生潤し、火の能く成壞するが如し。此等の如きの事、悉く待對の法と名く。即ち目に見つべし、千差萬別なり。何に況や佛法不思議の力、豈種種の益無からんや。隨ひて一門を出づるは、即ち一煩惱の門を出づるなり。隨ひて一門に入るは、即ち一解脱智慧の門に入るなり。此を爲て縁に隨ひて行を起して、各々解脱を求めよ。汝何を以てか乃し有縁の要行非ざるを將て、我を障惑する。然るに我が所愛は即ち是我が有縁の行なり、即ち汝が所求に非ず。汝が所愛は即ち是汝が有縁の行なり、亦我が所求に非ず。是の故に各々所樂に隨ひて其の行を修する者は、必ず疾く解脱を得るなり。行者當に知るべし。若し解を學ばんと欲はば、凡より聖に至るまで、乃至佛果まで、一切礙無く、皆學ぶことを得ん。若し行を學ばんと欲はば、必ず有縁の法に藉れ。少しき功勞を用ふるに、多く益を得ればなりと。


  又一切往生人等に白さく、今更に行者の爲に、一の譬喩を説きて、信心を守護して、以て外邪異見の難を防がん。何者か是なるや。譬へば人有りて西に向かひて行かんと欲するに、百千の里ならん。忽然として中路に見れば二河有り。一には是火の河南に在り、二には是水の河北に在り。二河各々闊さ百歩、各々深くして底無し、南北邊無し。正しく水火の中間に一の白道有り、闊さ四五寸許なるべし。此の道東の岸より西の岸に至るに、亦長さ百歩。其の水の波浪交はり過ぎて道を?すに、其の火?亦來りて道を燒く。水火相交りて、常にして休息無けん。此の人既に空曠の?かなる處に至るに、更に人物無し。多く羣賊・惡獸有り、此の人の單獨なるを見て、競ひ來りて此の人を殺せんと欲す。死を怖れて直に走りて西に向ふに、忽然として此の大河を見て、即ち自ら念言すらく。此の河は南北邊畔を見ず、中間に一の白道を見る、極めて是狹小なり。二の岸相去ること近しと雖も、何に由てか行くべき。今日定んで死せんこと疑はず。正しく到り廻らんと欲へば、羣賊・惡獸漸漸に來り逼む。*540正しく南北に避り走らんと欲すれば、惡獸・毒蟲競ひ來りて我に向ふ。正しく西に向ひ道を尋ねて去かんと欲すれば、復恐らくは此の水火の二河に墮せんことを。時に當りて惶怖すること、復言ふべからず。即ち自ら思念すらく。我今廻らば亦死せん、住まらば亦死せん、去かば亦死せん。一種として死を勉れざれば、我寧く此の道を尋ねて、前に向ひて去かん。既に此の道有り、必ず度すべしと。此の念を作す時、東の岸に忽に人の勸むる聲を聞く。仁者但決定して此の道を尋ねて行け、必ず死の難無けん。若し住まらば即ち死せんと。又西の岸の上に人有りて喚ばうて言く。汝一心に正念にして直に來れ、我能く汝を護らん。衆て水火の難に墮せんことを畏れざれと。此の人既に此に遣はし彼に喚ぶを聞きて、即ち自ら正しく身心に當て、決定して道を尋ねて直に進みて、疑怯退心を生ぜずして、或は行くこと一分二分するに、東の岸の羣賊等喚ばうて言く。仁者廻り來れ、此の道嶮惡なり、過ぐることを得ず。必ず死せんこと疑はず。我等衆て惡心ありて相向かふこと無しと。此の人喚ぶ聲を聞くと雖も、亦廻顧ず、一心に直に進みて道を念じて行けば、須臾に即ち西の岸に到りて、永く諸の難を離る。善友相見て慶樂すること已むこと無からんが如し。此は是喩なり。次に喩を合せば、東岸と言ふは、即ち此の娑婆の火宅に喩ふるなり。西岸と言ふは、即ち極樂寶國に喩ふるなり。羣賊・惡獸許り親むと言ふは、即ち衆生の六根・六識・六塵・五陰・四大に喩ふるなり。無人空迥の澤と言ふは、即ち常に惡友に隨ひて眞の善知識に値はざるに喩ふるなり。水火二河と言ふは、即ち衆生の貪愛は水の如し、瞋憎は火の如しと喩ふるなり。中間の白道四五寸と言ふは、即ち衆生の貪瞋煩惱の中に、能く淸淨願往生の心を生ぜしむるに喩ふるなり。乃し貪瞋強きに由るが故に、即ち水火の如しと喩ふ。善心微なるが故に、白道の如しと喩ふ。又水波常に道を?すとは、即ち愛心常に起りて能く善心を染汚するに喩ふるなり。又火?常に道を燒くとは、即ち瞋嫌の心能く功德の法財を燒くに喩ふるなり。人道の上を行きて直に西に向ふと言ふは、*541即ち諸の行業を廻して直に西方に向かふに喩ふるなり。東の岸に人の聲勸め遣はすを聞きて、道を尋ねて直に西に進むと言ふは、即ち釋迦已に滅したまひて後の人見たてまつらず、由敎法有りて尋ぬべきに喩ふ。即ち之を聲の如しと喩ふるなり。或は行くこと一分二分するに、羣賊等喚び廻すと言ふは、即ち別解・別行・惡見の人等、妄に見解もて迭に相惑亂し、及び自ら罪を造りて退失すと説きたまふに喩ふるなり。西の岸の上に人有りて喚ぶと言ふは、即ち彌陀の願意に喩ふるなり。須臾に西の岸に到りて、善友相見て喜ぶと言ふは、即ち衆生久しく生死に沈みて、曠劫より淪迴し、迷倒して自ら纏うて、解脱に由無し。仰いで釋迦發遣して指へて西方に向へたまふことを蒙り、又彌陀の悲心招喚したまふに藉りて、今二尊の意に信順して、水火二河を顧みず、念念に遺るること無く、彼の願力の道に乘じて、捨命已後、彼の國に生るることを得て、佛と相見て慶喜すること何ぞ極まらんと喩ふるなり。


  又一切の行者、行住坐臥に、三業の所修、晝夜の時節を問ふこと無く、常に此の解を作し、常に此の想を作すが故に、「回向發願心」と名く。又「回向」と言ふは、彼の國に生じ已りて、還て大悲を起して、生死に囘入して衆生を敎化する、亦「回向」と名くるなり。


  三心既に具すれば、行として成ぜざる無し。願行既に成じて、若し生れずば、是の處有ること無しと。又此の三心は亦定善の義を通攝すと。應に知るべし。


  



  ［上品上生釋］


  五に「復有三種衆生」より已下は、正しく機の堪能を簡び、法を奉け敎に依て修行することを明す。


  六に「何等爲三」より下「六念」に至る已來は、正しく受法の不同を明す。即ち其の三有り。一には慈心にして殺せざることをを明す。然るに殺業に多種有り。或は口殺有り、或は身殺有り、或は心殺有り。口殺と言ふは、處分許可するを、名けて口殺と爲す。身殺と言ふは、身手等を動かし指授するを、名けて身殺と爲す。心殺と言ふは、方便を思念して計校する等を、名けて心殺と爲す。若し殺業を論せば、四生を簡ばず、皆能く罪を招きて、淨土に生ずることを障ふ。*542但一切の生命に於て慈心を起すは、即ち是一切衆生に壽命安樂を施すなり。亦是最上勝?の戒なり。此れ即ち上の初福の第三句に、「慈心不殺」と云へるに合す。即ち止と行との二善有り。自ら殺せざるが故に止善と名く、他を敎へて殺せざらしむるが故に行善と名く。自他初めて斷ずるを止善と名く、畢竟じて永く除くを行善と名く。止・持の二善有りと雖も、總じて慈下の行を結成す。「具諸戒行」と言ふは、若し人天・二乘の器に約せば、即ち小戒と名く。若し大心大行の人に約せば、即ち菩薩戒と名く。此の戒若し位を以て約せば、此れ上輩三の位の者に當れり、即ち菩薩戒と名く。正しく人位定れるに由るが故に、自然に轉成す。即ち上の第二福の戒分の善根に合す。二に「讀誦大乘」を明さば、此れ衆生の性習不同にして、法を執ずること各々異なることを明す。前の第一の人は、但慈を修し戒を持つを用て能と爲す。次に第二の人は、唯讀誦大乘を將て是と爲す。然るに戒は即ち能く五乘・三佛の機を持つ。法は即ち三賢・十地萬行の智慧を薰成す。若し德用を以て來し比校せば、各々一の能有り。即ち上の第三福の第三の句に「讀誦大乘」と云へるに合す。三に「修行六念」を明さば、所謂佛・法・僧を念じ、戒・捨・天等を念ず。此れ亦通じて上の第三福の大乘の意義に合す。念佛と言ふは即ち專ら阿彌陀佛の口業功德、身業功德、意業功德を念ずるなり。一切の諸佛も亦是の如し。又一心に專ら諸佛所證の法、并びに諸の眷屬の菩薩僧を念じ、又諸佛の戒を念じ、及び過去の諸佛、現在の菩薩等の、作し難きを能く作し、捨て難きを能く捨て、内に捨て外に捨て、内外に捨つるを念ず。此等の菩薩但法を念ぜんと欲して身財を惜しまず。行者等既に此の事を念知せば、即ち須く常に作して仰いで前賢・後聖の身命を捨つるの意を學ぶべし。又念天とは即是最後身十地の菩薩なり。*543此等は難行の行已に過ぎ、三祇の劫已に超え、萬德の行已に成じ、潅頂の位已に證せり。行者等既に念知し已りなば、即ち自ら思念すべし。我が身無際より已來、他と共に同時に願を發して惡を斷じ、菩薩道を行じき。他は盡く身命を惜しまず。道を行じ位に進みて、因圓かに果熟して聖を證せる者、大地微塵に踰えたり。然るに我等凡夫、乃至今日まで虚然として流浪す。煩惱惡障轉轉して增々多く、福慧は微微たること、重昏に對して明鏡に臨むが如し。忽ちに此の事を思忖するに、心驚きて悲歎するに勝へざる者をや。


  七に「回向發願」より已下は、正しく各各に前の所修の業を回して、所求の處に向ふことを明す。


  八に「具此功德」より已下は、正しく修行の時節の延捉を明す。上一形を盡し、下一日・一時・一念等に至る。或は一念・十念より一時・一日・一形に至る。大意は、一び發心して已後、誓ひて此の生を畢るまで退轉有ること無し。唯淨土を以て期と爲す。又「具此功德」と言ふは、或は一人にして上の二を具し、或は一人にして下の二を具し、或は一人にして三種盡く具す。或は人有りて三種分無きを、名けて人の皮を著たる畜生と作す、人と名けざるなり。又具三・不具三を問はず、廻して盡く往生を得。應に知るべし。


  九に「生彼國時」より下「往生彼國」に至る已來は、正しく命終の時に臨みて、聖來りて迎接したまふの不同、去時の遲疾を明す。即ち其の十一有り。一には所歸の國を標定することを明す。二には重ねて其の行を顯して決定精懃の者を指し出すことを明す。亦是功德の強弱を校量す。三には彌陀化主の身、自ら來赴したまふことを明す。四には「觀音」より已下は、更に無數の大衆等、皆彌陀に從ひて行者を來迎することを顯すことを明す。五には寶宮衆に隨ふことを明す。六には重ねて觀音・勢志共に金臺を執りて、行者の前に至ることを明す。七には彌陀光を放ちて、行者の身を照らしたまふことを明す。八には佛既に光を舒べて照らし、*544及即ち化佛等と同時に手を接したまふことを明す。九には既に接して臺に昇らしめて、觀音等同聲に行者の心を讚勸することを明す。十には自ら見れば臺に乘じ佛に從ふことを明す。十一には正しく去時の遲疾を明す。


  十に「生彼國」より已下は、正しく金臺彼に到りて、更に華合の障無きことを明す。


  十一に「見佛色身」より下「陀羅尼門」に至る已來は、正しく金臺到りて後、益を得ること同じからざることを明す。即ち其の三有り。一には初めて妙法を聞きて、即ち無生を悟る。二には須臾に歴事して、次第に授記せらる。三には本國他方にして、更に聞持の二益を證す。


  十二に「是名」より已下は、總じて結す。


  上來十二句の不同有りと雖も、廣く上品上生の義を解し竟んぬ。


  



  ［上品中生釋］


  次に上品中生の位の中に就て、亦先づ擧げ、次に辨じ、後に結す。即ち其の八有り。


  一に「上品中生者」より已下は、總じて位の名を擧ぐ。即ち是大乘次善の凡夫人なり。


  二に「不必受持」より下「生彼國」に至る已來は、正しく第六・第七・第八門の中の、所修の業を廻して、西方を指すことを定め明す。即ち其の四有り。一には受法不定にして、或は讀誦を得、讀誦を得ざることを明す。二には善く大乘の空の義を解することを明す。或は諸法は一切皆空なり、生死無爲も亦空なり、凡聖明闇も亦空なり。世間の六道、出世間の三賢・十聖等、若し其の體性に望むれば畢竟じて不二なりと聽聞く。此の説を聞くと雖も、其の心坦然として疑滯を生ぜず。三には深く世・出世の苦樂二種の因果を信じ、此等の因果及び諸の道理に疑謗を生ぜざることを明す。若し疑謗を生ずれば、即ち福行を成ぜず、世間の果報、尚得べからず、何に況や淨土に生ずることを得んや。此れ即ち第三福の第二・第三の句に合す。四には前の所業を回して、所歸を標指することを明す。


  三に「行此行者」より下「迎接汝」に至る已來は、*545正しく彌陀諸の聖衆と與に、臺を持して來應したまふことを明す。即ち其の五有り。一には行者の命延久しからざることを明す。二には彌陀衆と與に自ら來りたまふことを明す。三には侍者臺を持して行者の前に至ることを明す。四には佛聖衆と、同聲に讚歎して、本所修の業を述べたまふことを明す。五には佛行者の疑を懷かんことを恐れたまふが故に、我來りて汝を迎ふと言ふことを明す。


  四に「與千化佛」より下「七寶池中」に至る已來は、正しく第九門の中の、衆聖の授手と、去時の遲疾を明す。即ち其の五有り。一には彌陀千の化佛と、同時に手を授けたまふことを明す。二には行者既に授手を蒙りて、即ち自ら身を見れば、已に身紫金の臺に坐することを明す。三には既に自ら臺に坐することを見て、合掌して仰いで彌陀等の衆を讚ずることを明す。四には正しく去時の遲疾を明す。五には彼に到りて寶池の内に止住することを明す。


  五に「此紫金臺」より已下は、正しく第十門の中の、彼に到りて華開くる時節の不同を明す。行強きに由るが故に、上の上は即ち金剛臺を得。行劣なるに由るが故に、上の中は即ち紫金臺を得。生じて寶池に在りて、宿を逕て開くが如し。


  六に「佛及菩薩倶時放光」より下「得不退轉」に至る已來は、正しく第十一門の中の、華開已後の得益の不同を明す。即ち其の五有り。一には佛光身を照らすことを明す。二には行者既に體を照らすことを蒙りて、目即ち開明なることを明す。三には人中にして所習によりて、彼に到りて衆聲の彰す所還其の法を聞くことを明す。四には既に眼開けて法を聞くことを得て、即ち金臺より下り、親しく佛邊に到りて、歌揚して德を讚ずることを明す。五には時を逕ること七日にして、即ち無生を得ることを明す。「七日」と言ふは、恐らくは此の間の七日なり、彼の國の七日を指すにあらざるなり。此の間に七日を逕るは、彼の處には即ち是一念須臾の間なり。應に知るべし。


  七に「應時即能飛至十方」より下「現前授記」に至る已來は、正しく他方の得益を明す。即ち其の五有り。一には身十方に至ることを明す。二には一一に歴て諸佛を供することを明す。三には多くの三昧を修することを明す。*546四には延時の得忍を明す。五には一一の佛邊にして現に授記を蒙ることを明す。


  八に「是名」より已下は、總じて結す。


  上來八句の不同有りと雖も、廣く上品中生を解し竟んぬ。


  



  ［上品下生釋］


  次に上品下生の位の中に就て、亦先づ擧げ、次に辨じ、後に結す。即ち其の八有り。


  一に「上品下生者」より已下は、總じて位の名を擧ぐ。即ち是大乘下善の凡夫人なり。


  二に「亦信因果」より下「無上道心」に至る已來は、正しく第六門の中の受法の不同を明す。即ち其の三有り。一には所信の因果不定なることを明す。或は信じ信ぜず、故に名けて亦と爲す。或は亦前の深信に同じかるべし。又信ずと雖も深からず、善心數々退し、惡法數々起る。此れ乃ち深く苦樂の因果を信ぜざるに由てなり。若し深く生死の苦を信ずる者は、罪業畢竟じて重ねて犯さず。若し深く淨土無爲の樂を信ずる者は、善心一び發りて永く退失すること無し。二には信間斷すと雖も、一切の大乘に於て、疑謗することを得ざることを明す。若し疑謗を起さば、縱使ひ千佛身を遶りたまふも、救ふべきに由無し。三には已上の諸善亦功無きに似たることを明す。唯一念を發して苦を厭ひて、諸佛の境界に生じ、速に菩薩大悲の願行を滿てて、生死に還り入りて、普く衆生を度せんと樂ふが故に、發菩提心と名く。此の義第三福の中に已に明し竟んぬ。


  三に「以此功德」より已下は、正しく第八門の中の前の正行を回して所求の處に向かふことを明す。


  四に「行者命欲終時」より下「七寶池中」に至る已來は、正しく第九門の中の、臨終に聖來りて迎接したまふと、去時の遲疾とを明す。即ち其の九有り。一には命延久しからざることを明す。二には彌陀諸の聖衆と、金華を持ちて來り應じたまふことを明す。三には化佛同時に手を授けたまふことを明す。四には聖衆同聲に等しく讚ずることを明す。五には行者の罪滅するが故に淸淨と云ひ、本所修を述ぶるが故に發無上道心と云ふことを明す。*547六には行者靈儀を覩ると雖も、疑心ありて往生を得ざらんと恐る。是の故に聖衆同聲に告げて我來りて汝を迎ふと言ふことを明す。七には既に告を蒙り、及即ち自身を見るに、已に金華の上に坐して、籠籠として合することを明す。八には佛身の後に隨ひて、一念に即ち生ずることを明す。九には彼に到りて寶池の中に在ることを明す。


  五に「一日一夜」より已下は、正しく第十門の中の、彼に到りて華開くる時節の不同を明す。


  六に「七日之中」より下「皆演妙法」に至る已來は、正しく第十一門の中の、華開已後の得益の不同を明す。


  七に「遊歴十方」より下「住歡喜地」に至る已來は、正しく他方の得益を明す、亦後益と名く。


  八に「是名」より已下は、總じて結す。


  上來八句の不同有りと雖も、廣く上品下生を解し竟んぬ。


  



  讚じて云く。上輩は上行上根の人なり。淨土に生れんことを求めて貪・瞋を斷ず。行の差別に就て三品を分つ、五門相續して三因を助く。一日七日專ら精進して、畢命に臺に乘じて六塵を出づ。慶ばしいかな逢ひ難くして今遇ふことを得たり、永く無爲法性の身を證せん。


  上來三位の不同有りと雖も、總じて上輩一門の義を解し竟んぬ。


  



  十五に中輩觀の行善の文前に就て、總じて料簡して即ち十一門と爲す。一には總じて告命を明す。二には正しく其の位を辨定することを明す。三には正しく總じて有縁の類を擧ぐることを明す。四には正しく三心を辨定して以て正因と爲すことを明す。五には正しく機の堪と不堪とを簡ぶことを明す。六には正しく受法の不同を明す。七には正しく修業の時節の延促に異有ることを明す。八には正しく所修の行を廻して、彌陀佛の國に生ぜんと願ずることを明す。九には正しく命終の時に臨みて、聖來りて迎接したまふの不同、去時の遲疾を明す。十には正しく彼に到りて華開くる遲疾の不同を明す。十一には正しく華開已後の得益に異有ることを明す。


  上來十一門の不同有りと雖も、*548廣く中輩三品を料簡し竟んぬ。


  



  ［中品上生釋］


  次に中品上生の位の中に就て、亦先づ擧げ、次に辨じ、後に結す。即ち其の八有り。


  一に「佛告阿難」より已下は、總じて告命を明す。


  二に「中品上生者」よりは、正しく其の位を辨定することを明す。即ち是小乘の根性、上善の凡夫人なり。


  三に「若有衆生」より下「無衆過患」に至る已來は、正しく第五・第六門の中の受法の不同を明す。即ち其の四有り。一には機の堪と不堪とを簡ぶことを明す。二には小乘の齋戒等を受持することを明す。三には小戒力微にして、五逆の罪を消さざることを明す。四には小戒等を持ちて犯すこと有ることを得ずと雖も、設し餘&M079110;有れば、恒に改悔して必ず淸淨ならしむべきことを明す。此れ即ち上の第二の戒善の福に合するなり。然るに修戒の時、或は是終身、或は一年・一月・一日・一夜・一時等なり。此の時亦不定なり。大意は皆畢命を期と爲して、毀犯することを得ざるなり。


  四に「以此善根廻向」より已下は、正しく第八門の中の所修の業を回して、所求の處に向かふことを明す。


  五に「臨命終時」より下「極樂世界」に至る已來は、正しく第九門の中の、終時に聖來りて迎接したまふ不同、去時の遲疾を明す。即ち其の六有り。一には命延久しからざることを明す。二には彌陀比丘衆と與に來りて、菩薩有ること無きことを明す。是小乘の根性なるに由て、還て小根の衆を感ずるなり。三には佛金光を放ちて行者の身を照らしたまふことを明す。四には佛爲に法を説き、又出家の多衆の苦、種種の俗縁・家業・王官・長征遠防等を離るることを讚ずることを明す。汝今出家して、四輩に仰がれて、萬事憂へず、迥然として自在なり、去住障無し、此が爲に道業を修することを得。是の故に讚じて衆苦を離ると云ふ。五には行者既に見聞し已りて、欣憙に勝へず、即ち自ら身を見れば已に華臺に坐し、頭を低れて佛を禮することを明す。六には行者頭を低るること此に在りて、*549頭を擧げ已れば彼の國に在ることを明す。


  六に「蓮華尋開」よりは、正しく第十門の中の、彼に到りて華開く遲疾の不同を明す。


  七に「當華敷時」より下「八解脱」に至る已來は、正しく第十一門の中の、華開已後の得益の不同を明す。即ち其の三有り。一には寶華尋ち發くことを明す。此れ戒行精強なるに由るが故なり。二には法音同じく四諦の德を讚ずることを明す。三には彼に到りて四諦を説くを聞きて、即ち羅漢の果を獲ることを明す。「羅漢」と言ふは、此には無生と云ふ、亦無著と云ふ。因亡ずるが故に無生なり、果喪するが故に無著なり。「三明」と言ふは、宿命明・天眼明・漏盡明なり。「八解脱」と言ふは、内有色・外觀色は一の解脱なり、内無色・外觀色は二の解脱なり、不淨相は三の解脱なり、四空及び滅盡と、總じて八を成ず。


  八に「是名」より已下は、總じて結す。


  上來八句の不同有りと雖も、廣く中品上生を解し竟んぬ。


  



  ［中品中生釋］


  次に中品中生の位の中に就て、亦先づ擧げ、次に辨じ、後に結す。即ち其の七有り。


  一に「中品中生者」よりは、總じて行の名を擧げて其の位を辨定す。即ち是小乘下善の凡夫人なり。


  二に「若有衆生」より下「威儀無缺」に至る已來は、正しく第五・六・七門の中の簡機・時分・受法等の不同を明す。即ち其の三有り。一には八戒齋を受持することを明す。二には沙彌戒を受持することを明す。三には具足戒を受持することを明す。此の三品の戒は、皆同じく一日一夜なり。淸淨にして犯すこと無く、乃至輕罪までも極重の過を犯すが如くし、三業の威儀に失有らしめず。此れ即ち上の第二の福に合す。應に知るべし。


  三に「以此功德」より已下は、正しく所修の業を回して所求の處に向かふことを明す。


  四に「戒香熏修」より下「七寶池中」に至る已來は、正しく第九門の中の、行者の終る時、聖來りて迎接したまふと、去時の遲疾を明す。即ち其の八有り。一には命延久しからざることを明す。*550二には彌陀諸の比丘衆と來りたまふことを明す。三には佛金光を放ちて行者の身を照らしたまふことを明す。四には比丘華を持して來現することを明す。五には行者自ら空聲等の讚を見聞することを明す。六には佛讚じて汝深く佛語を信じ、隨順して疑ひ無し、故に來りて汝を迎ふと言ふことを明す。七には既に佛讚を蒙りて、即ち自ら華座に坐し、坐し已りて華合することを見るを明す。八には華既に合し已りて、即ち西方寶池の内に入ることを明す。


  五に「經於七日」より已下は、正しく第十門の中の、彼に到りて華開く時節の不同を明す。


  六に「華既敷已」より下「成羅漢」に至る已來は、正しく第十一門の中の、華開已後の得益の不同を明す。即ち其の四有り。一には華開けて佛を見たてまつることを明す。二には合掌して佛を讚ずることを明す。三には法を聞きて初果を得ることを明す。四には半劫を經已りて、方に羅漢と成ることを明す。


  七に「是名」より已下は、總じて結す。


  上來七句の不同有りと雖も、廣く中品中生を解し竟んぬ。


  



  ［中品下生釋］


  次に中品下生の位の中に就て、亦先づ擧げ、次に辨じ、後に結す。即ち其の七有り。


  一に「中品下生」より已下は、正しく總じて行の名を擧げて、其の位を辨定することを明す。即ち是世善上福の凡夫人なり。


  二に「若有善男子」より下「行世仁慈」に至る已來は、正しく第五・第六門の中の簡機・授法の不同を明す。即ち其の四有り。一には簡機を明す。二には父母に孝養し、六親に奉順することを明す。即ち上の初福の第一・第二の句に合す。三には此の人性調柔善にして、自他を簡ばず、物の苦に遭へるを見て、慈敬を起すことを明す。四には正しく此の品の人曾て佛法を見聞せず、亦?求を解らず、但自ら孝養を行ずることを明す。應に知るべし。


  三に「此人命欲終時」より下「四十八願」に至る已來は、正しく第八門の中の臨終に佛法に遇逢ふ時節の分齊を明す。


  四に「聞此事已」より下「極樂世界」に至る已來は、正しく第九門の中の得生の益、*551去時の遲疾を明す。


  五に「生經七日」よりは、正しく第十門の中に、彼に到りて華の開と不開と異を爲すことを明す。


  六に「遇觀世音」より下「成羅漢」に至る已來は、正しく第十一門の中の、華開已後の得益の不同を明す。即ち其の三有り。一には時を逕て已後、觀音・大勢に遇ふことを得ることを明す。二には既に二聖に逢ひたてまつりて妙法を聞くことを得ることを明す。三には一小劫を逕て已後、始めて羅漢を悟ることを明す。


  七に「是名」より已下は、總じて結す。


  上來七句の不同有りと雖も、廣く中品下生を解し竟んぬ。


  



  讚じて云く。中輩は中行中根の人なり。一日齋戒して金蓮に處す。父母に孝養せるを廻向せしめ、爲に西方快樂の因と説く。佛聲聞衆と來り取りて、直に彌陀の華座の邊に到らしむ。百寶の華に籠りて七日を經、三品の蓮開けて小眞を證す。


  上來三位の不同有りと雖も、總じて中輩一門の義を解し竟んぬ。


  



  十六に下輩觀の善惡二行の文前に就て、料簡して即ち十一門と爲す。一には總じて告命を明す。二には其の位を辨定す。三には總じて有縁の生類を擧ぐ。四には三心を辨定して以て正因と爲す。五には機の堪と不堪とを簡ぶ。六には苦樂の二法を受くる不同を明す。七には修業の時節に延促異有ることを明す。八には所修の行を廻して所求の處に向かふことを明す。九には臨終の時、聖來りて迎接したまふ不同、去時の遲疾を明す。十には彼に到りて華開くる遲疾の不同を明す。十一には華開已後の得益に異有ることを明す。


  上來十一門の不同有りと雖も、總じて下輩の三位を料簡し竟んぬ。


  



  ［下品上生釋］


  次に下品上生の位の中に就て、亦先づ擧げ、次に辨じ、後に結す。即ち其の九有り。


  一に「佛告阿難」より已下は、正しく告命を明す。


  *552二に「下品上生者」よりは、正しく其の位を辨定することを明す。即ち是十惡を造る輕罪の凡夫人なり。


  三に「或有衆生」より下「無有慙愧」に至る已來は、正しく第五門の中の簡機に、一生已來の造惡の輕重の相を擧出することを明す。即ち其の五有り。一には總じて造惡の機を擧ぐることを明す。二には衆惡を造作することを明す。三には衆罪を作ると雖も、諸の大乘に於て誹謗を生ぜざることを明す。四には重ねて造惡の人を牒して、智者の類に非ざることを明す。五には此等の愚人衆罪を造ると雖も、總じて愧心を生ぜざることを明す。


  四に「命欲終時」より下「生死之罪」に至る已來は、正しく造惡の人等、臨終に善に遇ひて法を聞くことを明す。即ち其の六有り。一には命延久しからざることを明す。二には忽ち往生の善知識に遇ふことを明す。三には善人爲に衆經を讚ずることを明す。四には已に經を聞く功力、罪を除くこと千劫なることを明す。五には智者敎を轉じて彌陀の號を稱念せしむることを明す。六には彌陀の名を稱するを以ての故に、罪を除くこと五百萬劫なることを明す。　問て曰く。何が故ぞ經を聞くこと十二部するには、但罪を除くこと千劫、佛を稱すること一聲するには、即ち罪を除くこと五百萬劫なるは、何の意ぞや。答て曰く。造罪の人障重く、加ふるに死苦來り逼むるを以て、善人多くの經を説くと雖も、?受の心浮散す。心散ずるに由るが故に、罪を除くこと稍輕し。又佛名は是一なれども、即ち能く散を攝して以て心を住めしむれば、復敎へて正念に名を稱せしむ。心重きに由るが故に、即ち能く罪を除くこと多劫なり。


  五に「爾時彼佛」より下「生寶池中」に至る已來は、正しく第九門の中の、終時に化衆の來迎と、去時の遲疾を明す。即ち其の六有り。一には行者正しく名を稱する時、彼の彌陀即ち化衆を遣はして、聲に應じて來現せしめたまふことを明す。二には化衆既已に身現じて、即ち同じく行人を讚ずることを明す。三には所聞の化讚、但稱佛の功を述べて、「我來迎汝」といひて聞經の事を論ぜざることを明す。然るに佛願の意を望むには、唯正念を勸めて名を稱せしむ。*553往生の義疾きことは雜散の業には同じからず。此の經及び諸部の中に、處處に廣く歎ずるが如きは、勸めて名を稱せしむるを將に要益と爲んとなり。應に知るべし。四には既に化衆の告を蒙り、及即ち光明の室に?するを見ることを明す。五には既に光照を蒙りて、報命尋ち終ることを明す。六には華に乘じ佛に從ひて寶池の中に生ずることを明す。


  六に「經七日」より已下は、正しく第十門の中の、彼に到りて華開くる遲疾の不同を明す。


  七に「當華敷時」より下「得入初地」に至る已來は、正しく第十一門の中の、華開已後の得益に異有ることを明す。即ち其の五有り。一には觀音等先づ神光を放つことを明す。二には身行者の寶華の側に赴くことを明す。三には爲に前生所聞の敎を説くことを明す。四には行者聞き已りて領解し發心することを明す。五には遠く多劫を逕て、百法の位に證臨することを明す。


  八に「是名」より已下は、總じて結す。


  九に「得聞佛名」より已下は、重ねて行者の益を擧ぐ。但佛を念じて獨り往生を得るのみに非ず、法・僧通念するも亦去くことを得るなり。


  上來九句の不同有りと雖も、廣く下品上生を解し竟んぬ。


  



  ［下品中生釋］


  次に下品中生の位の中に就て、亦先づ擧げ、次に辨じ、後に結す。即ち其の七有り。


  一に「佛告阿難」より已下は、總じて告命を明す。


  二に「下品中生者」よりは、正しく其の位を辨定することを明す。即ち是破戒次罪の凡夫人なり。


  三に「或有衆生」より下「應墮地獄」に至る已來は、正しく第五・第六門の中の簡機造業を明す。即ち其の七有り。一には總じて造惡の機を擧ぐることを明す。二には多く諸戒を犯すことを明す。三には僧物を偸盜することを明す。四には邪命説法を明す。五には總じて愧心無きことを明す。六には衆罪を兼ね造り、内には心に惡を發し、外には即ち身口に惡を爲すことを明す。既に自身不善なれば、又見る者皆憎む、故に諸の惡心自ら莊嚴すと云ふ。七には斯の罪状を驗するに、定んで地獄に入るべきことを明す。


  四に「命欲終時」より下「即得往生」に至る已來は、*554正しく第九門の中の、終時に善惡來迎することを明す。即ち其の九有り。一には罪人の命延久しからざることを明す。二には獄火來現することを明す。三には正しく火現ずる時、善知識に遇ふことを明す。四には善人爲に彌陀の功德を説くことを明す。五には罪人既に彌陀の名號を聞きて、即ち罪を除くこと多劫なることを明す。六には既に罪滅を蒙りて、火變じて風と爲ることを明す。七には天華風に隨ひて來應して、目の前に羅列することを明す。八には化衆來迎することを明す。九には去時の遲疾を明す。


  五に「七寶池中」より下「六劫」に至る已來は、正しく第十門の中の、彼に到りて華開くる時節の不同を明す。


  六に「蓮華乃敷」より下「發無上道心」に至る已來は、正しく第十一門の中の華開已後の得益に異有ることを明す。即ち其の三有り。一には華既に開き已りて、觀音等梵聲もて安慰することを明す。二には爲に甚深の妙典を説くことを明す。三には行者領解し發心することを明す。


  七に「是名」より已下は、總じて結す。


  上來七句の不同有りと雖も、廣く下品中生を解し竟んぬ。


  



  ［下品下生釋］


  次に下品下生の位の中に就て、亦先づ擧げ、次に辨じ、後に結す。即ち其の七有り。


  一に「佛告阿難」より已下は、總じて告命を明す。


  二に「下品下生者」よりは、正しく其の位を辨定することを明す。即ち是具に五逆等を造れる重罪の凡夫人なり。


  三に「或有衆生」より下「受苦無窮」に至る已來は、正しく第五・第六門の中の、簡機造惡との輕重の相を明す。即ち其の七有り。一には造惡の機を明す。二には總じて不善の名を擧ぐることを明す。三には罪の輕重を簡ぶことを明す。四には總じて衆惡を結して、智人の業に非ずといふことを明す。五には惡を造ること既に多ければ、罪亦輕きに非ざることを明す。六には業として其の報を受けざるは非ず、因として其の果を受けざるは非ずといふことを明す、因業既に是樂に非ず、果報焉ぞ能く苦ならざらん。七には造惡の因既に具して、酬報の劫未だ窮まらざることを明す。　*555問て曰く。四十八願の中の如きは、唯五逆と誹謗正法とを除きて、往生を得しめず。今此の『觀經』の下品下生の中には、謗法を簡ひて五逆を攝せるは、何の意か有るや。答て曰く。此の義仰いで抑止門の中に就て解す。四十八願の中の如き、謗法・五逆とを除くことは、然るに此の二業、其の障極重なり。衆生若し造れば、直に阿鼻に入りて、歴劫周?して、出づべきに由無し。但如來其れ斯の二の過を造らんを恐れて、方便して止めて往生を得ずと言へり。亦是攝せざるにあらざるなり。又下品下生の中に、五逆を取りて謗法を除くとは、其れ五逆は已に作れり、捨てて流轉せしむべからず。還て大悲を發して、攝取して往生せしむ。然るに謗法の罪は未だ爲らず、又止めて若し謗法を起さば、即ち生ずることを得ずと言ふ。此は未造業に就て解するなり。若し造らば還て攝して生を得しめん。彼に生ずることを得と雖も、華合して多劫を逕ん。此等の罪人、華の内に在る時、三種の障有り。一には佛及び諸の聖衆を見ることを得ず。二には正法を聽聞することを得ず。三には歴事供養することを得ず。此を除きて已外は更に諸の苦無けん。『經』に云く。猶比丘の三禪のに樂に入るが如きなりと。應に知るべし。華の中に在りて多劫開かずと雖も、阿鼻地獄の中にして、長時永劫に諸の苦痛を受けんに勝れざるべけんや。此の義抑止門に就て解し竟んぬ。


  四に「如此愚人」より下「生死之罪」に至る已來は、正しく法を聞き佛を念じて現益を蒙ることを得ることを明す。即ち其の十有り。一には重ねて造惡の人を牒することを明す。二には命延久しからざることを明す。三には臨終に善知識に遇ふことを明す。四には善人安慰して、敎へて佛を念ぜしむることを明す。五には罪人死苦來り逼りて、佛名を念ずることを得るに由無きことを明す。六には善友苦みて失念すと知りて、敎を轉じて口に彌陀の名號を稱せしむることを明す。七には念數の多少、聲聲間無きことを明す。八には罪を除くこと多劫なることを明す。九には臨終正念にして即ち金華來應すること有ることを明す。十には去時の遲疾、直に所歸の國に到ることを明す。


  *556五に「於蓮華中滿十二劫」より已下は、正しく第十門の中の、彼に到りて華開くことの遲疾不同を明す。


  六に「觀音・大勢」より下「發菩提心」に至る已來は、正しく第十一門の中の、華開已後の得益に異有ることを明す。即ち其の三有り。一には二聖爲に甚深の妙法を宣ぶることを明す。二には罪を除きて歡喜することを明す。三には後に勝心を發すことを明す。


  七に「是名」より已下は、總じて結す。


  上來七句の不同有りと雖も、廣く下品下生を解し竟んぬ。


  



  讚じて云く。下輩は下行下根の人なり。十惡・五逆等の貪瞋と、四重と偸僧と謗正法と、未だ曾て慙愧して前の&M079110;を悔いず。終時に苦相雲の如くに集り、地獄の猛火罪人の前にあり。忽ち往生の善知識の、急に勸めて專ら彼の佛の名を稱せしむるに遇はん。化佛・菩薩聲を尋ねて到りたまふ、一念心を傾くれば寶蓮に入る。三華障重くして多劫にして開く、時に始めて菩提の因を發す。


  上來三位の不同有りと雖も、總じて下輩一門の義を解し竟んぬ。


  



  前には十三觀を明して以て定善と爲す。即ち是韋提の致請にして、如來已に答へたまふ。後には三福・九品を明して、名けて散善と爲す。是佛の自説なり。定散兩門異有ること有りと雖も、總じて正宗分を解し竟んぬ。


  



  ［得益分］


  三に得益分の中に就て、亦先づ擧げ、次に辨ず。即ち其の七有り。


  初めに「説是語」と言ふは、正しく總じて前文を牒して、後の得益の相を生ずることを明す。


  二に「韋提」より已下は、正しく能聞法の人を明す。


  三に「應時即見極樂」より已下は、正しく夫人等、上の光臺の中に於て、極樂の相を見ることを明す。


  四に「得見佛身及二菩薩」より已下は、正しく夫人第七觀の初に於て、無量壽佛を見たてまつる時、即ち無生の益を得ることを明す。


  五に「侍女」より已下は、正しく斯の勝相を覩て、*557各々無上の心を發して、淨土に生ぜんと求むることを明す。


  六に「世尊悉記」より已下は、正しく侍女尊記を蒙ることを得て、皆彼國に生じて、即ち現前三昧を獲ることを明す。


  七に「無量諸天」より已下は、正しく前の厭苦の縁の中に、釋・梵・護世の諸天等、佛に從ひて王宮にして空に臨みて法を聽くことを明す。或は釋迦毫光の轉變を見、或は彌陀金色の靈儀を見、或は九品往生の殊異を聞き、或は定散兩門倶に攝することを聞き、或は善惡の行齊しく歸することを聞き、或は西方淨土目に對して遠きに非ざることを聞き、或は一生專精に志を決すれば、永く生死と流を分つことを聞く。此等の諸天、既に如來の廣く希奇の益を説きたまふを聞きて、各々無上の心を發す。斯れ乃ち佛は是聖中の極なり、語を發したまへば經と成る。凡惑の類、?を蒙りて能く之を聞きて益を獲しむ。


  上來七句の不同有りと雖も、廣く得益分を解し竟んぬ。


  



  ［流通分］


  四に次に流通分を明さば、中に於て二有り。一には王宮の流通を明す。二には耆闍の流通を明す。


  今先づ王宮の流通分の中に就て即ち其の七有り。


  一に「爾時阿難」より已下は、正しく請發の由を明す。


  二に「佛告阿難」より已下は、正しく如來依正を雙べ標し、以て經の名を立し、又能く經に依て行を起せば、三障の雲自づから卷くことを明し、前の初の問の「云何名此經」の一句に答ふ。


  三に「汝當受持」より已下は、前の後の問の「云何受持」の一句に答ふ。


  四に「行此三昧者」より下「何況憶念」に至る已來は、正しく比?して勝を顯し、人を勸めて奉行せしむることを明す。即ち其の四有り。一には總じて定善を標して以て三昧の名を立つることを明す。二には觀に依て修行して、即ち三身を見る益を明す。三には重ねて能く敎を行ずる機を拳ぐることを明す。四には正しく比?顯勝して、但三身の號を聞くに、尚多劫の罪&M079110;を滅す、何に況や正念に歸依して證を獲ざらんやといふことを明す。


  *558五に「若念佛者」より下「生諸佛家」に至る已來は、正しく念佛三昧の功能超絶して實に雜善をして比類と爲ることを得るに非ざることを顯す。即ち其に五有り。一には彌陀佛の名を專念することを明す。二には能念の人を指讚することを明す。三には若し能く相續して念佛する者、此の人甚だ希有なりと爲す、更に物として以て之に方ぶべきこと無きことを明す。故に分陀利を引きて喩へ爲す。「分陀利」と言ふは、人中の好華と名く、亦希有華と名く、亦人中の上上華と名く、亦人中の妙好華と名く。此の華相傳えて蔡華と名くる是なり。若し念佛の者は、即ち是人中の好人なり、人中の妙好人なり、人中の上上人なり、人中の希有人なり、人中の最勝人なり。四には彌陀の名を專念せれば、即ち觀音・勢至常に隨ひて影護したまふこと、亦親友知識の如くなることを明す。五には今生に既に此の益を蒙れり、命を捨てて即ち諸佛の家に入らん、即ち淨土是なり。彼に到りて長時に法を聞き、歴事供養せん、因圓かに果滿ず。道場の座豈?ならんといふことを明す。


  六に「佛告阿難汝好持是語」より已下は、正しく彌陀の名號を付屬して、遐代に流通することを明す。上來定散兩門の益を説くと雖も、佛の本願の意を望まんには、衆生をして一向に專ら彌陀佛の名を稱するに在り。


  七に「佛説此語時」より已下は、正しく能請能傳等の、未だ聞かざる所を聞き、未だ見ざる所を見、甘露を?しるに遇ひて、憙躍以て自ら勝ふること無きことを明す。


  上來七句の不同有りと雖も、廣く王宮の流通分を解し竟んぬ。


  



  ［耆闍分］


  五に耆闍會の中に就て、亦其の三有り。


  一に「爾時世尊」より已下は、耆闍の序分を明す。


  二に「爾時阿難」より已下は、耆闍の正宗分を明す。


  三に「無量諸天」より已下は、耆闍の流通分を明す。


  上來三義の不同有りと雖も、總じて耆闍分を明し竟んぬ。


  



  *559［總結］


  初に「如是我聞」より下「云何見極樂世界」に至る已來は、序分を明す。


  二に「日觀」より下「下品下生」に至る已來は、正宗分を明す。


  三に「説是語時」より下諸天發心に至る已來は、得益分を明す。


  四に「爾時阿難」より下韋提等の歡喜に至る已來は、王宮の流通分を明す。


  五に「爾時世尊」より下「作禮而退」に至る已來は、總じて耆闍分を明す。


  上來五分の不同有りと雖も、總じて『觀經』一部の文義を解し竟んぬ。


  



  竊に以みれば、眞宗遇ひ?く、淨土の要逢ひ難し。五趣をして齊しく生ぜしめんと欲す、是を以て勸めて後代に聞かしむ。但如來の神力、轉變無方なり。隱顯機に隨ひて、王宮に密に化す。是に於て耆闍の聖衆、小智疑を懷く。佛後に山に還りたまふに、委況を?はず。時に阿難、爲に王宮の化、定散兩門を宣ぶ。異衆此に因りて同じく聞きて、奉行して頂載ずといふこと莫し。


  



  ［後跋］


  敬ひて一切有縁の知識等に白す。余は既に是生死の凡夫、智慧淺短なり。然るに佛敎幽微にして敢へて輒く異解を生ずべからず。遂に即ち心を標し願を結して、靈驗を請求す。方に心を造め、盡虚空?法界の一切の三寶、釋迦牟尼佛・阿彌陀佛・觀音・勢至、彼の土の諸の菩薩大海衆、及び一切の莊嚴相等に南無し歸命したてまつる。某今此の『觀經』の要義を出して、古今を楷定せんと欲す。若し三世の諸佛・釋迦佛・阿彌陀佛等の大悲の願意に稱はば、願はくは夢の中にして上の所願の如きの一切の境界諸相を見ることを得しめたまへと。佛像の前にして願を結し已りて、日別に『阿彌陀經』を誦すること三?、阿彌陀佛を念ずること三萬?、心を至して發願す。即ち當夜に於て見るらく、西方の空中に、上の如きの諸相の境界、悉く皆顯現す。雜色の寶山百重千重なり。種種の光明、下地を照らす、地は金色の如し。中に諸佛・菩薩有まして、*560或は坐し或は立し、或は語し或は?す、或は身手を動かし、或は住して動ぜざる者あり。既に此の相を見て、合掌して立觀す。量久しくして乃ち覺む、覺め已りて欣喜に勝へず。於に即ち義門を條録す。此より已後、毎夜の夢の中に常に一僧有りて、來りて玄義の科文を指授す。既に了りぬれば更に復見ず。後の時に脱本し竟已りて、復更に心を至して七日を要期して、日別に『阿彌陀經』を誦すること十?、阿彌陀佛を念ずること三萬?、初夜・後夜に、彼の佛の國土の莊嚴等の相を觀想して、誠心に歸命すること一ら上の法の如くす。當夜に即ち見るらく、三具の磑輪、道の邊に獨り轉ず。忽ちに一人有りて、白き駱駝に乘り、來り前みて勸め見らる、師當に努力して決定して往生すべし、退轉を作すこと莫れ。此の界は穢惡にして苦多し、勞はしく貪樂せざれと。答へて言く。大に賢者好心の視誨を蒙りぬ。某畢命を期と爲して、敢て懈慢の心を生ぜずと。＜云云＞　第二夜に見るらく、阿彌陀佛の身、眞金色にして、七寶樹下、金蓮華の上に在まして坐したまへり。十僧圍遶して、亦各々一の寶樹の下に坐す。佛樹の上には、乃ち天衣有りて挂り繞れり。面を正しくし西に向ひて、合掌して坐して觀ず。第三夜に見るらく、兩の幢杆あり、極めて大きに高く顯れ、旛懸りて五色なり。道路縱橫にして、人觀るに礙無し。既に此の相を得已りて、即便ち休止して七日に至らず。上來の所有靈相は、本心物の爲にして、己身の爲にせず。既に此の相を蒙りて、敢へて隱藏せず。謹みて以て義の後に申呈して、聞を末代に被らしむ。願はくは含靈をして之を聞きて信を生じ、有識の覩ん者をして西に歸せしめむ。此の功德を以て衆生に回施す。悉く菩提心を發して、慈心もて相向ひ、佛眼もて相看、菩提まで眷屬として、眞の善知識と作り、同じく淨國に歸して、共に佛道を成ぜん。此の義已に證を請ひて定め竟んぬ。一句一字も加減すべからず。寫さんと欲はん者は、一に經法の如くせよ。應に知るべし。


  



  



  觀經正宗分散善義　卷第四


  *561


  轉經行道願往生淨土法事讚卷上



  



  沙門善導集記


  



  ［前行分］


  四天王を請じ奉る　直に道場の中に入りたまへ　師子王を請じ奉る　師子亦逢ひ難し　身の毛衣を奮迅するに　衆魔退散して去る　頭を廻らして法師を請ず　直に涅槃の城を取らん


  



  　序して曰く。


  



  竊に以みれば、娑婆廣大にして火宅無邊なり。六道に周く居して重昏永夜なり。生盲無目にして慧照未だ明らかならず。引導無方にして倶に死地に摧く。循還來去して逝水長流に等し。託命投神して誰か之能く救はん。斯れ乃ち識含無際にして窮塵の劫更に踰えたり。自爾悠悠として勝縁に遇はんこと之何れの日ぞや。


  



  上海德初際如來より、乃至今時の釋迦諸佛、皆弘誓に乘じて悲智雙行し、含情を捨てずして三輪普く化したまふ。然るに我無明障重くして、佛出に逢はず。設使ひ同生すれども還覆器の如し。神光等しく照らして四生を簡ばず。慈及びて偏無く皆法潤に資す。法水に沈むと雖も、長劫に由頑なり。苦集相因り、毒火時に臨みて還發る。


  



  仰いで惟みれば大悲恩重くして等しく身田を潤し、智慧冥に加して道芽增長す。慈悲方便、視敎宜しきに隨ひ、勸めて彌陀を念ぜしめ淨土に歸せしめたまふ。


  



  *562地は則ち衆珍雜間して、光色競ひ輝き、德水?華して玲瓏として影徹る。寶樓重接して等しく神光を輝かし、林樹瓔を垂れて風塵雅曲あり。華臺嚴瑩して、種種希奇なり。聖衆同じく居して明かなること千日に踰えたり。身は則ち紫金の色、相好儼然たり。進止往來空に乘じて無礙なり。若し依報を論ずれば、則ち十方に超絶す。地上・虚空等しくして皆異なること無し。他方の凡聖、願に乘じて往來す。彼に到れば殊なること無く齊同に不退なり。


  



  但如來の善巧、總じて四生を勸め、此の娑婆を棄てて、極樂に生ぜんことを忻はしめ、專ら名號を稱し、兼ねて『彌陀經』を誦せしめたまふを以て、彼の莊嚴を識り、斯の苦事を厭ひて、三因五念、畢命を期と爲し、正助四修、則ち刹那も無間ならしめんと欲し、斯の功業を廻して普く含靈に備へて、壽盡くれば臺に乘じて齊しく彼國に臨ましむ。


  



  　凡そ自の爲に欲し他の爲に欲して道場を立せば、先づ須く堂舍を嚴飾して尊像旛華を安置し竟りて、衆等多少を問ふこと無く、盡く洗浴して淨衣を著し、道場に入りて法を聽かしめよ。若し召請せんと欲せん人、及び和讚の者は盡く立し、大衆は坐せしめて一人をして先づ須く燒香散華し、周?一?せしめ竟りて、然して後法に依て聲を作して召請して云へ。


  



  般舟三昧樂＜願往生＞　大衆同心に三界を厭へ＜無量樂＞


  般舟三昧樂＜願往生＞　三塗永く絶えて願はくは名だも無からん＜無量樂＞


  三界の火宅には居止し難し＜願往生＞　佛の願力に乘じて西方に往け＜無量樂＞


  *563般舟三昧樂＜願往生＞　慈恩を念報して常に頂戴せよ＜無量樂＞


  大衆華を持して恭敬して立し＜願往生＞　先づ彌陀を請じたてまつる道場に入りたまへ＜無量樂＞


  般舟三昧樂＜願往生＞　弘願に違せずして時に應じて迎へたまへ＜無量樂＞


  觀音・勢至塵沙の衆＜願往生＞　佛に從ひ華に乘じて來りて會に入りたまへ＜無量樂＞


  般舟三昧樂＜願往生＞　觀音手を接りて華臺に入る＜無量樂＞


  無勝莊嚴の釋迦佛＜願往生＞　我が微心を受けて道場に入りたまへ＜無量樂＞


  般舟三昧樂＜願往生＞　身を碎きて慙謝す釋迦の恩＜無量樂＞


  彼國の莊嚴大海衆＜願往生＞　佛に從ひ華に乘じて來りて會に入りたまへ＜無量樂＞


  般舟三昧樂＜願往生＞　佛の神化を助けて衆生を度す＜無量樂＞


  十方恆沙の佛舌を舒べて＜願往生＞　我凡夫の安樂に生ずることを證したまふ＜無量樂＞


  般舟三昧樂＜願往生＞　悲心利物の大悲心なり＜無量樂＞


  慙愧す恆沙の大悲心＜願往生＞　我が微心を受けて道場に入りたまへ＜無量樂＞


  般舟三昧樂＜願往生＞　心を專にして淨土の佛前を期す＜無量樂＞


  一一の如來の大海衆＜願往生＞　佛に從ひ華に乘じて來りて會に入りたまへ＜無量樂＞


  *564般舟三昧樂＜願往生＞　盡く是往生の增上縁なり＜無量樂＞


  佛二十五菩薩をして＜願往生＞　一切の時に來りて常に護念せしめたまふ＜無量樂＞


  般舟三昧樂＜願往生＞　畢命して直に涅槃の城に入らん＜無量樂＞


  佛は恐れたまふ衆生に四魔の障ありて＜願往生＞　未だ極樂に至らず三塗に墮せんことを＜無量樂＞


  般舟三昧樂＜願往生＞　直心もて實に行ずれば佛迎來したまふ＜無量樂＞


  我今衆等深く慙謝す＜願往生＞　我が微心を受けて來りて會に入りたまへ＜無量樂＞


  般舟三昧樂＜願往生＞　心心專注して娑婆を出でん＜無量樂＞


  本國の彌陀諸の聖衆＜願往生＞　平等に倶に來り道場に坐したまへ＜無量樂＞


  般舟三昧樂＜願往生＞　道場の聖衆實に逢ひ難し＜無量樂＞


  衆等彌陀會を頂禮して＜願往生＞　普く香華を散じて同じく供養したてまつらん＜無量樂＞


  般舟三昧樂＜願往生＞　彌陀の光往生人を攝す＜無量樂＞


  佛彌陀の涅槃會に對びて＜願往生＞　各々誓願を發して華臺を請ず＜無量樂＞


  般舟三昧樂＜願往生＞　極樂莊嚴の門盡く開けり＜無量樂＞


  般舟三昧樂＜願往生＞　專心に念佛すれば華臺に坐す＜無量樂＞


  *565般舟三昧樂＜願往生＞　華に乘じて直に入らんこと疑ふべからず＜無量樂＞


  衆等心を齊しくして高座を請ず＜往生樂＞　慇懃に智影尊經を説きたまへ＜往生樂＞


  難思議＜往生樂＞　雙樹林下＜往生樂＞　難思＜往生樂＞


  道場の時逢ひ難く遇ひ?し＜往生樂＞　無常迅速にして命停り難し＜往生樂＞


  難思議＜往生樂＞　雙樹林下＜往生樂＞　難思＜往生樂＞


  眼前の業道人人見る＜往生樂＞　皆三毒に由て因縁を作す＜往生樂＞


  難思議＜往生樂＞　雙樹林下＜往生樂＞　難思＜往生樂＞


  人身を得たりと雖も常に闇鈍にして＜往生樂＞　貪瞋邪見轉た專にして專なり＜往生樂＞


  難思議＜往生樂＞　雙樹林下＜往生樂＞　難思＜往生樂＞


  日夜に??として惺悟せず＜往生樂＞　還是三塗に流浪する因なり＜往生樂＞


  難思議＜往生樂＞　雙樹林下＜往生樂＞　難思＜往生樂＞


  忽爾に長劫の苦に輪廻しなん＜往生樂＞　彌陀の淨土何れの時にか聞かん＜往生樂＞


  難思議＜往生樂＞　雙樹林下＜往生樂＞　難思＜往生樂＞


  大衆心を同じくして高座を請ず＜往生樂＞　羣生を度せんが爲に法輪を轉じたまへ＜往生樂＞


  *566難思議＜往生樂＞　雙樹林下＜往生樂＞　難思＜往生樂＞


  衆等心を傾けて樂ひて法を聞き＜往生樂＞　手に香華を執りて常に供養したてまつれ＜往生樂＞


  難思議＜往生樂＞　雙樹林下＜往生樂＞　難思＜往生樂＞


  



  道場の大衆裏相與に至心に敬禮し　常住の佛に南無したてまつる。


  道場の大衆裏相與に至心に敬禮し　常住の法に南無したてまつる。


  道場の大衆裏相與に至心に敬禮し　常住の僧に南無したてまつる。


  



  敬ひて白す。道場の衆等、各各に心を斂めて、彈指合掌し、叩頭して本師釋迦佛、過・現・未來の諸の世尊を歸命し禮したてまつる。佛に歸依したてまつる所以は、佛は是衆生の大慈悲の父、亦是出世增上の良縁なればなり。其の恩德を計みれば塵劫を過ぎて之を述べんに盡くし難し。『賢愚經』（卷一意）に言く。「一一の諸佛、初發意より終菩提に至るまで、專心に法を求めて身財を顧みず、悲智雙行して曾て退念無し」と。或は人の逼め試むるに逢ひて、皮肉分張を可し、或は自ら身を割きて而も鴿の命を延べ、或は千頭を捨てて以て法を求む。或は千の釘を釘ちて而も四句を求め、或は身血を刺して以て夜叉を濟ひ、或は妻子を捨てて以て羅刹に充つ。或は慈悲方便を設けて化して禽魚と作りて、用て蒼生を濟ひて其の飢難を免れしむ。或は金毛の師子と作りて以て獵師に上さげ、或は白象と作りて牙を抽き菩提を求むるものの爲に奉施す。或は怨家を觀ること由赤子の如く、或は外道を現ること比へば親兒の如し。彼我殊なること無し、聖凡何ぞ異ならん。三祇の起行皆無漏と相應す。地地に功を收めて、始めて果圓かなることを得るを佛と號す。身は則ち閻浮金光色、*567千日の競ひ暉くに喩ふ。相好分明なり。譬へば衆星の夜朗らかなるが若し。跏趺正坐して、不背の相圓明なり。法界同じく歸して各々如來の面相を覩たてまつる。身心湛寂にして化用時機を失せず。隨類變通して報體則ち元來不動なり。但以みれば如來の智德之を嘆ずるに盡くし難し。　道場の衆等、各々慙謝の心を生ずべし。能く諸佛の我が爲に身を捨てしめたまふこと塵劫よりも過ぎたり。哀なるかな世尊、能く難事を爲して長劫に勤勤として疲勞の苦痛を忍びたまふ。復生の爲に苦行すと雖も小恩を覓めず、等しく塵勞を出で菩提に會して彼岸に歸せんことを望欲したまふ。衆等心を齊しくして今の施主某甲等の爲に、十方諸佛一切の世尊を請じ奉る。弟子等敬しく諸佛の境界を尋ぬるに、唯佛のみ能く國土の精華を知りたまへり、凡の測る所に非ず。三身の化用、皆淨土を立して以て群生を導く。法體殊なること無し。有識之に歸して悟を得。但凡夫の亂想寄託するに由無きが爲の故に、釋迦諸佛慈悲を捨てずして、直に西方十万億刹を指さしむ。國を極樂と名け佛を彌陀と號く。現に在まして説法したまふ。其の國淸淨にして四德の莊嚴を具せり。永く譏嫌を絶ち等しくして憂惱無し。人天善惡皆往生を得。彼に到りて殊なること無し、齊同不退なり。何の意か然るとならば、乃し彌陀の因地に、世饒王佛の所にして、位を捨てて家を出づ、即ち悲智の心を起して、廣く四十八願を弘めたまふに由てなり。佛願力を以て五逆と十惡と罪滅し生を得しむ。謗法闡提、廻心すれば皆往く。復韋提請致して娑婆を捨てんことを誓ひて、念念に遺るること無く決定して極樂に生ぜんことを求むるに因てなり。如來其の請に因るが故に、即ち定散兩門、三福九章を説きて、廣く未聞の益を作す。十方恆沙の諸佛、共に釋迦を讚じて舌を舒べて?く三千に覆ひて、往生を得ることの謬に非ざることを證したまふ。是の如き等の諸佛世尊、慈悲を捨てずして、今の施主某甲及び衆生の請を受けて、此の道場に入りて、功德を證明したまへ。奉請し已んぬ、今勸む、*568衆生等各各に心を斂めて歸依し合掌したてまつれ。


  



  　下座高に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。衆等咸く本師釋迦佛・十方世界の諸如來に歸命したてまつる。願はくは施主衆生の請を受けて、慈悲を捨てずして、道場に入りて功德を證明し、諸罪を滅したまへ。心を回し念を一にして彌陀を見たてまつらん。衆等身心皆踊躍して手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　高下に接して讚じて云へ。　高下に接して請召して云へ。


  



  重ねて白す。道場の大衆等、各各に心を斂めて彈指合掌し、叩頭して一心に歸命し、今の施主及び衆生の爲に、次に當に十方法界の諸佛所説の修多羅藏、八万四千を請じ奉り、又全身散身の舍利等を請じたてまつるべし。唯願はくは大神光を放ちて、此の道場に入りて功德を證明したまへ。又十方の聲聞・縁覺・得道の聖人を請じたてまつる。唯願はくは慈悲を捨てずして、大神通を現じ、此の道場に入りて功德を證明したまへ。又當に諸の菩薩衆・普賢・文殊・觀音・勢至等を請じ奉るべし。唯願はくは慈悲を捨てずして、衆生の願を滿てしめ、此の道場に入りて功德を證明したまへ。歸依奉請する所以は、此の諸の菩薩、初發意より乃至菩提まで、常に平等を行じて接引偏無く、自利利他時として暫くも息むこと無し、常に法音を以て諸の世間を覺せしむ、光明普く無量の佛土を照らし、一切世界六種に震動す、總じて魔界を攝し魔の宮殿を動かす、邪網を掴裂し、諸見を消滅し、諸の塵勞を散じ、諸の欲塹を壞す、法門を開闡して淸白を顯明し、佛法を光融して正化を宣流す、常に不染の身口意業を作し、*569常に不退の身口意業を行じ、常に不動の身口意業を行じ、常に讚嘆の身口意業を行じ、常に淸淨の身口意業を行じ、常に離惱の身口意業を行じ、常に智慧の身口意業を行じ、覺悟成就し定慧成就したまへばなり。此の諸の菩薩は常に諸の天龍八部・人王・梵王等の爲に守護・恭敬・供養せられたまへり。一切衆生のために救と爲り歸と爲り明と爲り尊と爲り勝と爲り上と爲りたまふ。無量の行願を具し、饒益する所多し。天人を安穩にし一切を利益す。十方に遊歩して權方便を行じ、佛法藏に入りて彼岸を究竟す。智慧聖明なること不可思議なり。佛の法輪を轉じ如來の一切種智を成就す。一切の法に於て悉く自在を得たまへり。是の如き等の菩薩大士、稱げて計ふべからず。唯願はくは慈悲を捨てずして衆生の請を受け、一時に來會して此の道場に入り、今の施主某甲の爲に、功德を證明したまへ。今勸む、道場の衆等人等、心を斂めて歸依し合掌して禮したてまつれ。


  



  　下高に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。衆等希に諸佛の法を聞く。龍宮の八万四千藏、已に神光を施して道場に入り、功德を證明し、復願を滿てたまへ。茲に因て苦を離れて彌陀を見たてまつらん。法界の含靈も亦障を除かん。我等身心皆踊躍して、手に香華を執りて常に供養したてまつらん。


  



  　高下に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。龍宮の經藏恆沙の如し、十方の佛法復是に過ぎたり、我今心を標して普く皆請ず、大神光を放ちて道場に入り、*570功德を證明し、復罪を除きて施主の菩提の芽を增長せしめたまへ。衆等各各に心念を齊しくし、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　下高に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。今日の道場に遇ふことを得ること難し。無上の佛法亦聞き難し。畢命形枯に諸惡を斷じ、是より念念に罪皆除こる。六根得了惺悟することを得て、戒・定・慈悲誓ひて虚しからず。衆等身心皆踊躍して、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　高下に接して讚じて云へ。　下高に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。久しく娑婆に住して常に沒沒たり、三惡・四趣盡く皆停まる、毛を被り角を戴きて衆苦を受く、未だ曾て聖人の名を聞見せず。此の疲勞長劫の事を憶ひて誓願す、捨命のとき彌陀を見たてまつらん。衆等身心皆踊躍して、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　高下に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。衆等咸く歸命して今施主及び衆生の爲に、已に十方法界の全身の舍利、碎體の金剛を請じたてまつる。物利宜しきに隨ひて、形を分ちて影赴したまふ。復形大小に分てりと雖も、神化一種にして殊なること無し。大は則ち類するに山岳に同じく、小は則ち比するに芥塵の若し。命を畢るまで眞誠に心を齊しくして供養したてまつらん。近くは則ち人天に報を獲て富樂長劫に身に隨ひ、遠くは則ち淨土の無生剋果して、*571則ち涅槃の常樂をえん。又願はくは道場の衆等、各各に心を齊しくして、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　下高に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。眞身舍利大小となく見聞に隨ひて歡喜して供養を修む。自ら作る善根も他人の福も、一切合集して皆回向し、晝夜に精勤して敢て退せず。心を專にして決定して彌陀を見たてまつらん。衆等身心皆踊躍して、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　高下に接して讚じて云へ。　下高に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。普賢・文殊に弘誓願あり、十方の佛子皆亦然なり。一念に分身して六道に?じ、機に隨ひて化度し因縁を斷ぜしむ。願はくは我生生に親近することを得て、圍繞して法を聽きて眞門を悟り、永く無明生死の業を拔きて、誓ひて彌陀淨土の人と作らん。衆等各各に身心を齊しくして、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　下高に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。十方の菩薩の大慈悲、身命を惜しまずして衆生を度す。六道に分身して類に隨ひて現じ、爲に妙法を説きて無生を證せしめたまふ。無生の淨土人に隨ひて入る、廣大寬平にして比量無し。四種の威儀常に佛を見たてまつる、法侶携へ將て寶堂に入る。衆等身心皆踊躍して、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　下高に接して讚じて云へ。　高下に接して讚じて云へ。


  



  *572願はくは往生せん、願はくは往生せん。今施主及び衆生の爲に賢聖を奉請したてまつる、道場に入りて功德を證明したまへ、供養を修したてまつらん。三毒の煩惱茲に因て滅し、無明黑闇の罪皆除こる。願はくは我生生に諸佛に値ひたてまつりて、念念に道を修して無餘に至らん。此の今生の功德業を廻して、當來畢定して金渠に在らん。衆等各各に身心を齊しくして、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　下高に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。菩薩聖衆、身別なりと雖も、慈悲・智慧等しくして殊なること無し。身財を惜しまずして妙法を求め、難行苦行して未だ曾て休まず。誓ひて菩提に到り彼岸に登りて、大慈光を放ちて有流を度したまふ。有流の衆生とは我が身是なり。光に乘じて畢命に西方に入らん。衆等身心皆踊躍して、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　高下に接して讚じて云へ。　下高に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。今の施主の爲に皆已に十方の諸佛を請じたてまつり、道場に入りたまふ。龍宮の法藏・眞舍利、已に神光を放ちて道場に入りたまふ。羅漢・辟支通自在なり、一念に華に乘じて道場に入る。普賢・文殊・諸菩薩、一切倶に來りて道場に入りたまふ。是の諸の聖衆雲の如くに集る、地上・虚空に量るべきこと難し。各々蓮華百寶の座に坐して、功德を證明し慈光を放ちたまふ。此の如き聖衆に逢ひ遇ふこと難し。同時に發願して西方に入らん。衆等心を齊しくして皆踊躍して、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　觀世音を請ずる讚に云く。


  



  觀世音を請じ奉る＜散華樂＞　慈悲もて道場に降りたまへ＜散華樂＞　容を斂めて空裏に現じ＜散華樂＞


  *573忿怒もて魔王を伏す＜散華樂＞　身を騰げて法鼓を振ひ＜散華樂＞　勇猛にして威光を現ず＜散華樂＞


  手の中の香色の乳＜散華樂＞　眉の際の白毫の光＜散華樂＞　寶?身に隨ひて轉じ＜散華樂＞


  蓮華歩を逐ひて祥やかなり＜散華樂＞　池には八味の水を廻らし＜散華樂＞　華は戒定の香を分てり＜散華樂＞


  飢ては九定の食を?し＜散華樂＞　渇しては四禪の漿を飮む＜散華樂＞　西方七寶の樹＜散華樂＞


  聲韻宮・商に合す＜散華樂＞　枝の中に實相を明し＜散華樂＞　葉の外に無常を現ず＜散華樂＞


  願はくは閻浮の報を捨てて＜散華樂＞　發願して西方に入らん＜散華樂＞


  



  　高下に接して香華を請じて云へ。


  



  重ねて白す。道場の衆等各各に心を斂めて彈指合掌し、叩頭して心を標し想を運び、今施主某甲等の爲に、十方法界の人天・凡聖、水陸・虚空一切の香華・音樂・光明・寶藏・香山・香衣・香樹・香林・香池・香水を請じ奉る、此の道場に入りたまへ。又一切の寶樹・寶林・寶衣・寶池・寶水・寶幢・寶?・寶華・寶網・寶樓・寶閣を請じたてまつる、此の道場に入りたまへ。又一切の華林・華樹・華幢・華?・華樓・華閣・華宮・華殿・華衣を請じたてまつる、此の道場に入りたまへ。又一切の光雲樹・光雲林・光雲網・光雲衣・光雲?・光雲幢・光雲臺・光雲樓・光雲閣・光雲樂・光雲香・光雲池・光雲水・光雲山を請じたてまつる、此の道場に入りたまへ。又一切の香雲山・香雲衣・香雲樹・香雲林・香雲網・香雲?・香雲幢・香雲樓・香雲閣・香雲池・香雲水・*574香雲光・香雲樂・香雲華・香雲臺を請じたてまつる、此の道場に入りたまへ。又一切の寶雲山・寶雲樹・寶雲華・寶雲果・寶雲衣・寶雲幢・寶雲?・寶雲網・寶雲旛・寶雲樂・寶雲樓・寶雲閣・寶雲光明・寶雲天衣・寶雲供養海を請じたてまつる、此の道場に入りたまへ。又一切の華雲山・華雲林樹・華雲幢旛・華雲衣服・華雲羅網・華雲音樂・華雲臺座を請じたてまつる、此の道場に入りたまへ。又一切の天人變化の莊嚴供養海、一切の聲聞變化の莊嚴供養海、一切の菩薩變化の莊嚴供養海、一切の諸佛變化の莊嚴供養海を請じたてまつる。是の如き等の無量無邊恆沙の供養、種種の莊嚴、悉く皆請じ奉る、此の道場に入りたまへ。一切の佛舍利、並びに眞法菩薩・聲聞衆を供養したてまつる、此の香華雲莊嚴供養海を受けたまへ。施主衆生の願を滿てんが爲に、心に隨ひて變現し受用して佛事を作したまへ。供養し已んぬ、人各々至心に歸依合掌して禮したてまつれ。


  



  　下高に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。願はくは彌陀會の中に在りて坐し、手に香華を執りて常に供養したてまつらん。


  



  　奉請既に竟りて、即ち須く行道七?すべし。又一人をして華を將て西南の角に在りて立ちて行道の人の至らんを待ちて、即ち盡く行華して行道の衆等に與へしめよ。即ち華を受け竟りて即ち散ずることを得ざれ。且く待ちて各々自ら心を標して供養したてまつれ。行道の佛前に至らんを待ちて、即ち意に隨ひて之を散ぜよ。散じ竟りて即ち過ぎて行華の人の所に至りて、更に華を受くること亦前の法の如くせよ。乃至七?亦是の如し。若し行道し訖らば、即ち各々本坐處に依て、立ちて梵を唱ふる聲の盡くるを待ちて即ち坐せよ。


  



  *575　高下に接して衆の行道を勸めて即ち云へ。


  



  一切の香華を請じ奉り、供養已に訖んぬ。一切恭敬して、道場の衆等各々香華を執りて法の如く行道せよ。


  



  　行道の讚梵偈に云く。


  



  彌陀世尊を請じ奉る道場に入りたまへ＜散華樂＞　釋迦如來を請じ奉るす道場に入りたまへ＜散華樂＞


  十方の如來を請じ奉る道場に入りたまへ＜散華樂＞


  



  道場の莊嚴極めて淸淨なり　天上・人間に比量無し　過・現の諸佛等の靈儀　人・天・龍・鬼の中の法藏　全身・碎身の眞舍利　大衆華を持して其の上に散じ　尊顏を瞻仰して繞ること七?　梵響聲等もて皆供養したてまつる　願はくは我が身淨きこと香爐の如く　願はくは我が心智慧の火の如くして　念念に戒定の香を焚燒して　十方三世の佛を供養したてまつらん　慙愧す釋迦大悲主　十方恆沙の諸世尊　慈悲巧方便を捨てずして　共に彌陀弘誓門を讚じたまへり　弘誓多門にして四十八なれども　偏に念佛を標して最も親しと爲す　人能く佛を念ずれば佛還念じたまふ　專心に佛を想へば佛人を知めしたまふ　一切心を廻して安樂に向へば　即ち眞金功德の身を見たてまつる　淨土の莊嚴諸の聖衆　籠籠として常に行人の前に在り　行者見已りて心歡喜し　終る時に佛に從ひて金蓮に坐し　一念に華に乘じて佛會に到り　即ち不退を證して三賢に入らん


  



  　下梵人の聲に接して立して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。道場の衆等、爾許多の人、歴劫より已來三界に巡り、六道に輪廻して休止すること無し。希に道場を見て佛會を請じ、*576親承へて供養すること思議し難し。七周行道して華を散じ訖んぬ。悲喜交流して滅罪を願ず。此の善根に乘じて極樂に生じ、華開けて佛を見たてまつりて無爲を證せん。衆等心を持ちて本座に就き、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　高下に接して讚じて云へ。　下高に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。釋迦如來、初發願より頓に塵勞を捨てて苦行を修し、念念に精勤して退くこと有ること無し。日月及び歳年を限らず、大劫・小劫・僧祇劫、大地等の微塵に過踰して、身財を惜しまずして妙法を求め、慈悲誓願もて衆生を度し、普く勸めて西安養國に歸せしめて、逍遙快樂して三明を得しめたまふ。衆等各各に身心を傾けて、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　高下に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。衆等心を齊しくして渇仰を生じ、慇懃に頂禮して樂みて經を聞く。聖人も重んずる所命に過ぎざるに、王位を貪らずして千頭を捨つ。七寸の長釘體に?じて入れども、心を標して物の爲に憂を生ぜず。自ら身皮を取りて經偈を寫し、普く羣生をして法流に入れしめんと願ふ。千燈炎炎として身血を流せば、諸天泣涙して華を散じて周り、大士の身心の痛を感傷すれば、微微笑を含みて願じて瞋無し。仰ぎ願はくは同じく聞きて同じく惡を斷ぜん。逢ひ難く遇ひ難し。誓ひて當に專にすべし。念念に心を廻して淨土に生ぜん。畢命に彼の涅槃の門に入らん。各各心を傾けて異想無く、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　下高に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。曠劫より已來生死に居し、三塗に常に沒して苦皆逕たり。始めて人身を服けて正法を聞く、由し渇者の淸泉を得たるが如し。*577念念に淨土の敎を聞かんことを思ひ、文文句句に誓ひて當に勤むべし。長時流浪の苦を憶想して、專心に法を聽きて眞門に入れ。淨土の無生亦別無し。究竟の解脱金剛の身なり。是の因縁を以て高座を請じたてまつる。佛の慈恩を報じて、法輪を轉ぜよ。衆等身心皆踊躍して、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　高下に接して讚じて云へ。　下高に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。衆生佛を見たてまつれば心開悟す。發願して同じく諸佛の家に生ぜよ。此の娑婆に住してより已來、久しく功無くして命を捨つること劫塵沙なり。自ら覺らんに心頑く神識の鈍きは、良に地獄にして銅車に臥せしに由てなり。銅車炎炎として居止し難し、一念の間に百び千び死す、直此の中に苦痛多きのみに非ず、一切の泥犂も亦是の如し。泥犂に一び入りぬれば、塵劫を過ぐ。畜生・鬼道、還此の如し。今人身を得て貪りて罪を造り、諸佛の聖敎に非毀を生ず。聖敎を非毀すれば罪根深し、良善を説くを謗れば苦に常に沈む。大聖神通力有りと雖も、能く相救ふこと無くして益々悲心したまふ。今道場の時衆等に勸む、罪の無窮なるを發露し懺悔せよ。衆等心を彼の淨土に同じくして、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　高座下座の聲の盡くるを待ちて即ち懺して云へ。


  



  敬ひて白す。道場の諸衆等、今施主某甲及び諸の衆生の爲に、十方の諸佛・龍宮の法藏・舍利・眞形の菩薩大士・縁覺・聲聞等に歸命したてまつる。道場に現在して懺悔を證明したまへ。又白す。天曹・地府・閻天子・五道太山・三十六王・地獄典領・天神・地神・虚空神・山林河海一切の靈祇、及び衆の賢聖等、*578各々天通・道眼・他心・宿命・漏盡智有る人、道場に現在して弟子今日の施主某甲及び諸の衆生心を披きて懺悔するを證明したまへ。弟子道場衆等の内外爾許多の人、過去より過去際・現在際・未來際を盡して、身口意業行住坐臥に、一切の三寶・師僧・父母・六親眷屬・善知識・法界衆生の上に於て、具に一切の惡を造る。常に一切の惡を起し、相續して一切の惡を起し、方便して一切の惡障・業障・報障・煩惱等障・生死罪障・不得見聞佛法僧障を起す。弟子衆等、曠劫より已來、乃至今身今日に至るまで、其の中間に於て是の如き等の罪を作る。樂行多作無量無邊なり。能く我等をして地獄に墮せしめて、出づる期有ること無からしむ。是の故に『經』（觀佛三昧經卷五意）に言く。「阿鼻地獄、十八の寒冰地獄、十八の黑闇地獄、十八の小熱地獄、十八の刀輪地獄、十八の劒輪地獄、十八の火車地獄、十八の沸屎地獄、十八の?湯地獄、十八の灰河地獄、五百億の刀林地獄、五百億の劒林地獄、五百億の刺林地獄、五百億の銅柱地獄、五百億の鐵?地獄、五百億の鐵網地獄、十八の鐵窟地獄、十八の鐵丸地獄、十八の尖石地獄、十八の飮銅地獄、是の如き等の衆多の地獄あり。佛言はく。阿鼻地獄は縱廣正等にして八萬由旬なり。七重の鐵城、七層の鐵網あり。下に十八の隔周?して、七重皆是刀林なり。七重の城内に復劒林有り、下に十八の隔八万四千重有り。其の四角に於て大銅狗有り、其の身廣長にして四十由旬なり。眼は掣電の如く、牙は劒樹の如く、齒は刀山の如く、舌は鐵刺の如し。一切の身毛より皆猛火を出す。其の烟臭惡にして、世間の臭き物、以て譬ふべき無し。*579十八の獄率有り、頭は羅刹の頭の如く、口は夜叉の口の如し。六十四の眼あり、眼ごとに鐵丸を散らし迸しむ、十里車の如し。鉤れる牙は上に出でて、高さ四由旬なり。牙の頭より火流れて、前の鐵車を燒く。鐵車輪の一一の輪?をして化して一億の火刀・鋒刃・劒戟と爲さしむ、皆火より出でたり。是の如きの流火阿鼻城を燒き、阿鼻城をして赤きこと融銅の如くならしむ。獄率の頭の上に八の牛頭有り、一一の牛頭に十八の角有り、一一の角の頭より皆火聚を出す。火聚復化して十八の?と成り、火?復變じて火刀輪と作る、車輪許の如し。輪輪相次で火炎の間に在り、阿鼻城に滿てり。銅狗口を張り舌を吐きて地に在り、舌は鐵刺の如し、舌出づる時無量の舌を化し、阿鼻城に滿てり。七重の城内に四の鐵幢有り、幢の頭に火流れて沸涌泉の如し、其の鐵流れ迸りて阿鼻城に滿てり。阿鼻に四門あり、門?の上に八十の釜有り、沸銅涌き出でて門より漫れ流れて阿鼻城に滿てり。一一の隔間に八萬四千の鐵蟒・大蛇有りて、毒を吐き火を吐き、身城内に滿てり。其の蛇哮吼すること天の震雷の如し。火鐵丸を雨らして阿鼻城に滿つ。此の城の苦事は八万億千なり。苦の中の苦なる者を集めて此の城に在く。五百億の蟲あり、蟲に八万四千の&M014858;あり、&M014858;頭より火流れ雨の如く下りて阿鼻城に滿てり。此の蟲下る時阿鼻の猛火、其の炎大きに熾なり、赤光の火炎八万四千由旬を照らす。阿鼻地獄より上より、大海の沃?山を衝きて下すに、大海の水渧りて車軸許の如し、大鐵尖と成りて阿鼻城に滿てり。佛言はく。若し衆生有りて、三寶を殺害し、三寶を偸劫し、三寶を汚染し、三寶を欺誑し、三寶を謗毀し、三寶を破壞し、父母を殺害し、父母を偸劫し、父母を?染し、父母を欺誑し、父母を謗毀し、父母を破壞し、六親を罵辱す。是の如き等の殺逆罪を作る者は、命終の時に、銅狗口を張り十八の車を化す、状金車の如し。*580寶?上に在り。一切の火炎は化して玉女と爲る。罪人遙に見て心に歡喜を生じ、我中に往かんと欲ひ、我中に住せんと欲ふ。風刀解くる時、寒急にして聲を失ふ、寧ろ好火を得て車の上に在りて、坐して然も火に自ら爆らしめん。是の念を作し已りて即便ち命終す。揮霍の間に、已に金車に坐して玉女を顧瞻すれば、皆鐵の斧を捉りて其の身を斬り截る。身下に火起る、旋火輪の如し。譬へば壯士の臂を屈伸する頃の如くに直に阿鼻大地獄の中に落つ。上隔より旋火輪の如くして下隔の際に至る、身隔の内に?す。銅狗大いに吼えて骨を齧み、髓を?ふ。獄率・羅刹、大鐵叉を捉る。叉頸體に?する火炎を起さしめて阿鼻城に滿つ。鐵網刀を雨らして毛孔より入る。化閻羅王、大聲もて告敕す。癡人は獄種なり、汝世に在りし時、父母に孝せず邪慢無道なり、汝が今の生處をば阿鼻獄と名く。汝恩を知らず、慙愧有ること無くして、此の苦惱を受く。樂と爲すやいなや。是の語を作し已りて即ち滅して現ぜず。爾の時獄率復罪人を駈りて、下隔より、乃至上隔まで、八万四千の隔中を經歴して、身を&M012021;ち而も過ぎて鐵網の際に至る。一日一夜は此の閻浮提の日月歳數六十小劫に當れり。是の如くして壽命一大劫を盡す。五逆の罪人、無慙無愧にして五逆罪を造作するが故に、命終に臨む時、十八の風刀、鐵火車の如くして其の身を解き截き、熱逼するを以ての故に便ち是の言を作す。好色の華淸涼の大樹を得て、下にして遊戲せん、亦樂しからずやと。此の念を作す時、阿鼻地獄の八万四千の諸の惡劒林、化して寶樹と作る。華菓茂盛し、行列して前に在り。大熱火炎化して蓮華と爲りて、彼の樹下に在り。罪人見已りて我が所願は今已に果すことを得たりと。是の語を作す時、暴雨よりも疾くして蓮華の上に坐す。坐し已れば須臾に鐵の&M014858;ある諸の蟲、火華より起りて骨を穿ちて髓に入り、心に徹りて腦を穿つ。樹に攀ぢて上れば、一切の劒枝、宍を削り骨を徹す。無量の刀林上に當りて下れば、*581火車爐炭十八の苦事一時に來迎す。此の相現ずる時、地下に陷墜して、下隔より上らんとすれば身は華の敷くが如くに下隔に?滿す。下隔より起る火炎猛熾にして上隔に至る、上隔に至り已りて身其の中に滿てり。熱惱急なるが故に眼を張り舌を吐く。此の人罪の故に、万億の融銅、百千の刀輪、空中より下りて頭より足に入りて出づ。一切の苦事上の説に過ぎたること、百千万倍なり。五逆を具せる者、其の人苦を受けて五劫を足滿す」と。弟子道場の衆等、元身より已來、乃至今身今日に至るまで、其の中間に於て三業を放縱にして、是の如き等の罪を作る。樂行多作無量無邊なり。今佛の阿鼻地獄を説きたまふを聞くに、心驚き毛豎つ、怖懼無量にして慙愧無量なり。今道場の凡聖に對して、發露懺悔す。願はくは罪消滅して、永く盡きて餘無けん。懺悔し已んぬ、至心に歸命して阿彌陀佛を禮したてまつる。


  



  　下高に接して讚じて云へ。


  



  懺悔し已りて、至心に歸命して阿彌陀佛を禮したてまつる。


  



  　高下に接して懺して云へ。


  



  弟子道場の衆等、曠劫より已來、乃至今身今日に至るまで、其の中間に於て、身口意業を放縱にして、一切の罪を造る。或は五戒・八戒・十戒・三歸戒・四不壞信戒・三業戒・十無盡戒・聲聞戒・大乘戒及び一切の威儀戒・四重八戒等を破し、虚しく信施を食み誹謗邪見にして因果を識らず、學波若を斷じ十方佛を毀り、僧祇物を偸み、婬?無道にして淨戒の諸比丘尼・姉妹親戚を逼掠して慙愧を知らず。所親を毀辱し、*582衆の惡事を造る。或は十惡を樂行して十善を修せざる障、八苦を樂行して八戒を持たざる障、三毒を樂行して三歸を受けざる障、五逆を樂行して五戒を持たざる障、地獄極苦の業を樂行して淨土極樂を修せざる障、畜生愚癡の業を樂行して智慧慈悲を修せざる障、慳貪餓鬼嫉?の業を樂行して布施利他を行ぜざる障、諂曲虚詐脩羅の業を樂行して眞實言信不相違を行ぜざる障、嗔惱殺害毒龍の業を樂行して歡喜慈心を行ぜざる障、我慢自大下賎不自在の業を樂行して謙下敬上尊貴を行ぜざる障、邪見破戒破見惡見にして修善福無く造惡殃無しと謂へる外道闡提の業を樂行して、正見禁行出世往生淨土を行ぜざる障、三寶を破滅し人の善事を壞つ惡鬼の業を樂行して三寶を護惜し人の功德を成じ具足することを行ぜざる障、三界人天長時縛繋の業を樂受して淨土の無生解脱を貪せざる障、二乘狹劣の業を樂受して菩薩廣大の慈悲を行ぜざる障、惡友に親近する業を樂行して諸佛・菩薩・善知識に親近することを樂はざる障、六貪・六弊の業を樂行して六度・四攝を行ぜざる障、不識因果觝突の業を樂行して身中に如來佛性有るを知らざる障、貧?一切衆生酒宍五辛多病短命の業を樂行して慈心樂聞佛法僧香華供養を行ぜざる障、是の如きの障罪、自作・敎他・見作隨喜、若しは故作・?作・戲笑作・瞋嫌作・違順愛僧作・無量無邊なり。思量するに不可盡不可盡説不可説なり。亦大地微塵の無數、虚空の無邊に、法界の無邊に、法性の無邊に、方便の無邊なるが如く、我及び衆生の造罪も亦復是の如し。是の如き等の罪上諸菩薩に至り下聲聞・縁覺に至るまで、知ること能はざる所なり。*583唯佛と佛とのみ乃ち能く我が罪の多少を知りたまへり。『地獄經』（觀佛三昧經卷五意）に云く。「若し衆生有りて是の罪を作る者は、命終の時に臨みて風刀身を解く。偃臥定まらず、楚撻を被るが如し。其の心荒越にして狂癡の想を發す。己が室宅の男女大小を見れば、一切皆是不淨の物なり。&M031371;&M007756;臭于外に盈流す。爾の時に罪人即ち是の語を作す、云何ぞ此處に好城郭及び好山林の吾をして遊戲せしむるもの無くして、乃ち此の如きの不淨物の間に處せしむると。是の語を作し已れば、獄率・羅刹大鐵叉を以て、阿鼻獄及び諸の刀林を擎げて化して寶樹及び淸涼の池と作す、火炎は化して金葉の蓮華と作る、諸の鐵の&M014858;ある蟲化して鳧鴈と爲る、地獄の痛聲は歌詠の音の如し。罪人聞き已りて、此の如きの好處に吾當に中に遊ぶべし。念じ已れば尋ち時に火蓮華に坐す、諸の鐵の&M014858;ある蟲身の毛孔より其の躯を?ひ食ふ、百千の鐵輪頂上より入る、恒沙の鐵叉もて其の眼精を挑る、地獄の銅狗百億の鐵狗を化作して、競ひて其の身を分ち心を取りて食す。俄爾の間に身鐵華の如くして十八隔中に滿てり。一一の華葉八万四千なり、一一の葉頭身手支節なり。一隔の間に在り。地獄大ならず此の身小ならず、此の如きの大地獄の中に?滿す。此等の罪人此の地獄に墮して八万四千大劫を經歴す。此の泥犂滅して復東方の十八隔の中に入りて、前の如く苦を受く。此の阿鼻獄の南に、亦十八隔、西に亦十八隔、北に亦十八隔あり。方等經を謗り、五逆罪を具し、僧祇を破壞し、比丘尼を汚し、諸の善根を斷ずる、此の如きの罪人衆罪を具せる者、身は阿鼻獄に滿ち、四支は復十八隔の中に滿つ。此の阿鼻獄は、但此の如きの獄種の衆生を燒く。劫盡きんと欲する時、東門即ち開く。東門の外を見れば、淸泉・流水・華菓・林樹、一切倶に現ず。是の諸の罪人下隔より見るに眼に火暫く歇む。下隔より起ちて婉轉腹行して、*584身を&M012021;ちて上り走りて上隔の中に到り、手に刀輪を攀ぢんとす。時に虚空の中に熱鐵丸を雨らす。東門に走り趣きて既に門?に至れば、獄率・羅刹手に鐵叉を捉りて逆に其の眼を刺し、鐵狗心を齧む。悶絶して死す、死し已りて復生ず。南門を見れば開けたり。前の如くして異ならず。是の如くして西門・北門も亦皆此の如し。此の如きの時間半劫を經歴す。阿鼻獄に死して寒冰の中に生じ、寒冰獄に死して黑闇處に生ず。八千万歳目に見る所無し。大蛇の身を受けて婉轉腹行し、諸情闇塞にして解知する所无し。百千の孤狼牽掣して之を食ふ。命終の後に畜生の中に生じて、五千万身鳥獸の形を受く。還人中に生じて、聾盲??・疥癩癰疽・貧窮下賎にして一切の諸衰を以て嚴飾と爲す。此の賎身を受けて五百身を經、後に還餓鬼の中に生ずることを得。是の如き等の輪廻三惡無量無邊なり」と。弟子衆等、今地獄を聞きて心驚き毛豎つ、怖懼無量なり。恐畏らくは殘殃盡きずして復還流浪せん。今生より已來三業を縱暴にして衆の重罪を造る。若し懺悔せずば、定んで此の苦を招きて出づる期有ること無けん。今三寶、道場の大衆の前に對して、發露懺悔す、即ち安樂なり。知りて敢へて覆藏せず。唯願はくは十方の三寶、法界の衆生、大慈悲廣大慈悲を發して、我が惡の艸の地に覆へるが如くなるを計らずして、布施歡喜し我が懺悔を受け我が淸淨を憶したまへ。唯願はくは慈悲を捨てずして我等を攝護し已作の罪は願はくは除滅し、未起の罪は願はくは生ぜしめず、已作の善は願はくは增長し、未作の善は方便して生ぜしめたまへ。願はくは今日より乃至不起忍已來、誓ひて衆生と共に邪を捨てて正に歸し、菩提心を發して慈心もて相向かひ、佛眼もて相看ん。菩提の眷屬、眞の善知識として、同じく淨土に生じ、乃至成佛せん。是の如き等の罪、永く相續を斷じて更に敢て覆藏せざらん。發願し已りて至心に阿彌陀佛に歸命したてまつる。


  



  *585　下高に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。願はくは彌陀佛の前に在りて立し、手に香華を執りて常に供養したてまつらん。


  



  　高下に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。願はくは彌陀の會中に在りて坐し、手に香華を執りて常に供養したてまつらん。


  



  



  西方淨土法事讚　卷上


  



  *586


  安樂行道轉經願生淨土法事讚　卷下



  沙門善導集記



  



  ［轉經分　第一段］


  　高座入文。


  



  「是の如く我聞きたまへき。一時佛、舍衞國の祇樹給孤獨園に在まして、大比丘衆、千二百五十人と倶なりき。皆是大阿羅漢にして、衆に知識せられたり。長老舍利弗・摩訶目?連・摩訶迦葉・摩訶迦旃延・摩訶倶?羅・離婆多・周利槃陀伽・離陀・阿難陀・羅?羅・?梵波提・賓頭盧頗羅墮・迦留陀夷・摩訶劫賓那・薄拘羅・阿?樓駄、是の如き等の諸の大弟子、并に諸の菩薩摩訶薩、文殊師利法王子・阿逸多菩薩・乾陀訶提菩薩・常精進菩薩、是の如き等の諸の大菩薩及び釋提桓因等の無量の諸天大衆と倶なりき。」


  



  　下高に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。諸佛の大悲心無二なり、方便化門等しくして殊無し。彼の莊嚴無勝の土を捨てて、八相示現して閻浮に出でたまふ。或は眞形を現じて物を利し、或は雜類に同じて凡愚を化す。身を六道に分ちて停息すること無し。變現隨宜にして有流を度す。*587有流の見解心一に非ず。故に八万四千の門有り、門門不同にして亦別に非ず、別別の門還りて是同なり。同なる故は即ち是如來の致なり、別なる故は復是慈悲の心なり。悲心もて念念に三界を縁ず。人天四趣罪根深し。過現の諸佛皆來りて化すれども、無明業障もて相逢はず。慙愧す釋迦の弘誓重くして、娑婆十惡の?を捨てざることを。希に道場に遇ひて淨土を聞く、騰神永く逝いて煩籠を出でん。衆等心を傷ましくして共に悲嘆して、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　高下に接して讚じて云へ。　下高に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。釋迦如來正覺を成じてより、四十九載衆生を度したまふ。五天竺國に皆化を行ずるに、邪魔外道盡く歸宗す。天上天下に佛に過ぎたるは無し。慈悲もて苦を救ひたまふ、實に逢ひ難し。或は神光を放ちて六道に?ず、光觸を蒙る者は慈心を起す。或は住し或は來るに皆盡く益す。三塗永く絶えて追尋を斷ず。或は大地・山・河・海を震はしむ。萌冥の信深からざるを覺せしめんが爲なり。或は自ら説法して敎へて相勸め、展轉して相將ゐて法林に入らしむ。法林は即ち是彌陀國なり。逍遙快樂して相侵さず。衆等心を傾けて皆往かんことを願じて、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　高下に接して讚じて云へ。　下高に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。如來の敎法は元無二なり。正しく衆生の機不同なるが爲に、一音もて演説したまふに縁に隨ひて悟る。殘結を留めずして生空を證す。或は神通を現じ或は説法す、或は外道を服せしめ魔蹤を滅す。自ら一身を利して縛を免ると雖も、悲心普く益すること絶えて功無し。灰身滅智して無餘を證す。二万劫盡きて復心を生ず。生心覺動して身還現ず。諸佛先づ敎へて大乘を發さしむ。*588衆等心を廻して淨土に生ぜんとして、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　下高に接して讚じて云へ。　高下に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。菩薩大衆無央數なり。文殊師利を最も尊と爲す、大慈悲を發して苦行を行じ、弘願に違せずして衆生を度す。或は上好莊嚴の相を現じ、或は上好莊嚴の身を現ず。含靈覩見して皆喜を生ず。爲に妙法を説きて眞門に入らしむ。十方佛國に身皆到り、佛の神化を助けて法輪を轉ず。衆等心を廻して淨土に生ぜんとして、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　高下に接して讚じて云へ。　下高に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。佛と聲聞・菩薩衆、同じく舍衞に遊び祇園に住し、三塗を閉ぢ六道を絶たむと願じて、無生淨土の門を開顯したまふ。人天大衆皆來集して、尊顏を瞻仰して未聞を聽く。佛を見たてまつり經を聞きて同じく悟を得、畢命に心を傾けて寶蓮に入る。誓ひて彌陀の安養界に到り、穢國に還來して人天を度せむ。願はくは我が慈悲際限無くして、長時長劫に慈恩を報ぜむ。衆等心を廻して淨土に生ぜんとして、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　高下に接して讚じて云へ。　下高に接して讚じて云へ。


  



  ［轉經分　第二段］


  　高座入文。


  



  「爾の時佛長老舍利弗に告げたまはく、是より西方、十万億の佛土を過ぎて世界有り、名けて極樂と曰ふ。其の土に佛有ます、阿彌陀と號す。今現に在まして法を説きたまふ。舍利弗、彼の土を何が故ぞ名けて極樂と爲す。其の國の衆生、衆の苦有ること無く、但諸の樂のみを受く、*589故に極樂と名く。」


  



  　下高に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。人天大衆皆圍遶して、心を傾けて合掌し經を聞かんことを願ふ。佛凡聖の機と時との悟らんことを知りたまひて、即ち舍利に告げて用心して聽かしめたまふ。一切の佛土皆嚴淨なれども、凡夫の亂想恐らくは生じ難し。如來別して西方の國を指したまふ。是より十万億を超過せり。七寶の莊嚴最も勝れたりと爲す。聖衆人天の壽命長し。佛をば彌陀と號す、常に説法したまふ。極樂の衆生、障自ら亡ぶ。衆等心を廻して彼に生ぜんと願じて、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　高下に接して讚じて云へ。　下高に接して讚じて云へ。


  



  ［轉經分　第三段］


  　高座入文。


  



  「又舍利弗、極樂國土には、七重の欄楯、七重の羅網、七重の行樹あり。皆是四寶もて周?し圍遶せり。是の故に彼の國を名けて極樂と曰ふ。」


  



  　下高に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。三界の衆生は智慧無し。??として六道の内に身を安んず。諸佛慈心もて爲に法を説きたまへども、聾盲觝突の伴は聞かんともせず。忽爾に無常の苦來り逼るに、精神錯亂して始めて驚忙せん。萬事の家生皆捨離し、專心に發願して西方に向かへ。彌陀の名號を相續して念ずれば、化佛・菩薩眼の前に行なり、或は華臺を與へ、或は手を授け、須臾に命盡きぬれば、佛迎將したまふ。*590衆等心を廻して皆往かんことを願じて、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　高下に接して讚じて云へ。　下高に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。歴劫より已來未だ聞見せず。西方淨土の寶莊嚴、地上虚空に皆?滿して、珠羅寶網百千重なり。一一の網羅に珍寶を結び、玲瓏雜色にして暉光を盡くす。寶樹の枝條異相間りて、行行整直にして巧に相當れり。此は是彌陀の悲願力なり。無衰無變にして湛然として常なり。衆等心を廻して皆往かんことを願じて、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　高下に接して讚じて云へ。　下高に接して讚じて云へ。


  



  ［轉經分　第四段］


  　高座入文。


  



  「又舍利弗、極樂國土には七寶の池有り、八功德水、其の中に充滿せり。池の底には純ら金沙を以て地に布けり。四邊に階道あり、金・銀・瑠璃・玻?もて合成せり。上に樓閣有り、亦金・銀・瑠璃・玻?・??・赤珠・碼碯を以て、之を嚴飾せり。池の中の蓮華、大さ車輪の如し。靑き色には靑き光、黄なる色には黄なる光、赤き色には赤き光、白き色には白き光あり。微妙香潔なり。舍利弗、極樂國土には、是の如き功德莊嚴を成就せり。」


  



  　下高に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。極樂世界は廣くして淸淨なり。地上の莊嚴量るべきこと難し。八功の香池流れて?滿す。底に布ける金沙異光を照らす。四邊の階道一色に非ず。岸上の重樓百万行なり。眞珠・碼碯相映飭し、四種の蓮華開けて即ち香し。*591十方の人天生ずることを得る者は、各々一箇に坐して眞常を聽く。是の故に彼の國を極樂と名く。衆等華を持して來りて供養したてまつれ。


  



  　高下に接して讚じて云へ。　下高に接して讚じて云へ。


  



  ［轉經分　第五段］


  　高座入文。


  



  「又舍利弗、彼の佛國土には、常に天樂を作す。黄金を地と爲し、晝夜六時に曼陀羅華を雨らす。其の國の衆生、常に淸旦を以て、各々衣?を以て、衆の妙華を盛り、他方十万億の佛を供養したてまつる。即ち食時を以て本國に還り到りて、飯食し經行す。舍利弗、極樂國土には、是の如き功德莊嚴を成就せり。」


  



  　下高に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。彌陀佛國は最も勝爲り。廣大寬平にして實に是精なり。天樂音聲常に?滿す。黄金を地と爲し奇珍を間へたり。晝夜六時に華自ら散ず。法音常に説きて自然に聞く。彼の國の衆生は更に事無し。衣?に華を盛りて十方に詣す。一一に親承して供養を修するに、塵勞垢習永く消亡す。種種に心に隨ひ皆意に稱ひて、利益せずといふこと無し。是眞にして常なり、?爾に飛騰して本國に還り、飯食して七寶の臺に經行す。衆等心を傾けて、皆往かんことを願じて、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　高下に接して讚じて云へ。　下高に接して讚じて云へ。


  



  ［轉經分　第六段］


  　高座入文。


  



  「復次に舍利弗、彼の國には常に種種奇妙なる雜色の鳥有り。白鵠・孔雀・鸚鵡・舍利・迦陵頻伽・共命の鳥なり。*592是の諸の衆鳥、晝夜六時に和雅の音を出す。其の音五根・五力・七菩提分・八聖道分、是の如き等の法を演暢す。其の土の衆生、是の音を聞き已りて、皆悉く佛を念じ法を念じ僧を念ず。舍利弗、汝此の鳥は實に是罪報の所生なりと謂ふこと勿れ。所以は何ん、彼の佛の國土には三惡趣無ければなり。舍利弗、其の佛の國土には尚三惡道の名だに無し、何に況や實有らんや。是の諸の衆鳥は、皆是阿彌陀佛の、法音を宣流せしめんと欲したなふ變化の所作なり。舍利弗、彼の佛國土には、微風ありて諸の寶行樹及び寶羅網を吹き動かすに、微妙の音を出す。譬へば百千種の樂の同時に倶に作るが如し。是の音を聞く者は皆自然に念佛・念法・念僧の心を生ず。舍利弗、其の佛の國土には、是の如き功德莊嚴を成就せり。」


  



  　下高に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。道場淸淨にして希にも見難し、彌陀の淨土甚だ聞き難し。聞き難く見難くして今會ふことを得たり。如説に修行して意を專にして專ならしめん。願はくは佛の慈悲遙かに攝受して、臨終に寶座其の前に現じたまへ。既に華臺を見て心踊躍して、佛に從ひて逍遙して自然に歸す。自然は即ち是彌陀國なり。無漏無生にして還て即ち眞なり。行來進止に、常に佛に隨ひて無爲法性の身を證得す。衆等心を廻して皆往かんことを願じて、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　高下に接して讚じて云へ。　下高に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。極樂の莊嚴は雜寶を間へたり。實に是希奇にして未聞を聞く。寶鳥空に臨みて佛會を讚ず。文文句句理相同じ。晝夜に聲を連ねて息むこと有ること無し。哀婉雅亮にして人心を發す。或は五根・七覺分を説き、或は八聖慈悲門を説き、*593或は他方惡道を離るることを説き、或は地獄人天を封ずることを説き、或は長時に苦行を修することを説き、或は無上菩提の因を説き、或は散善波羅蜜を説き、或は定慧深禪に入るを説く。菩薩・聲聞此の法を聞きて、處處に分身して法輪を轉ず。衆等心を廻して皆往かんことを願じて、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　高下に接して讚じて云へ。　下高に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。極樂の莊嚴は三界を出でたり。人天雜類等しく無爲なり。法藏行因の廣弘願に、設ひ我佛を得んに、希奇を現ぜん。或は鳥身を現じて能く法を説き、或は無請に現じて能く機に應じ、或は微波をして妙響を出さしめ、或は林樹をして慈悲を讚ぜしめ、或は風光をして相應じて動ぜしめ、或は羅網をして音辭を説かしめん。一切の莊嚴の聲?滿して、恆沙の天樂自ら時に依る。他方の凡聖の類を引せんが爲に、故らに佛此の不思議を現じたまふ。我等之を聞きて身の毛豎つ。骨を碎きて阿彌師に慙謝す。一び受けて專精にして命を惜しまざれば、須臾に即ち到らんこと豈遲しと爲んや。衆等心を廻して皆往かんことを願じて、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　下高に接して體じて云へ。　高下に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。彌陀の佛國は眞に嚴淨なり。三惡・六道永く名だに無し。事事の莊嚴、識るべきこと難し。種種妙微甚だ精爲り。地迥に寬平にして衆寶もて間へ、一一に同じく耀きて五百の光あり。一一の光寶臺座と成る、一一の座上に百千の堂あり。千堂の化佛塵沙の會なり。衆生入る者共に相量る。無數の音聲空に遊びて轉じ、化天童子華香を散ず。晝夜六時に間息すること無し。地上・虚空量るべきこと難し。八德の香池に意に隨ひて入る。潅注すること人に由て淺深無し。或は出或は沒、*594三禪の樂なり。徐徐に相喚びて檀林に入る、檀林には寶座行行として別れたり。聖衆は猶し日月に超ゆるが如し。日月は即ち是長時劫ならんや。或は坐し或は立し或は遊方するに、到る處に唯無上の法を聞きて、永く凡夫生死の殃を絶つ。是の故に彼の國を安樂と名く。衆等心を回して往生を願ぜよ。彼の國に往生しぬれば餘の事無し。手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　高下に接して讚じて云へ。　下高に接して讚じて云へ。


  



  ［轉經分　第七段］


  　高座入文。


  



  「舍利弗、汝が意に於て云何。彼の佛を何が故ぞ阿彌陀と號するや。舍利弗、彼の佛の光明は無量にして、十方の國を照らすに、障礙する所無し、是の故に號して阿彌陀と爲す。又舍利弗、彼の佛の壽命及び其の人民も、無量無邊阿僧祇劫なり。故に阿彌陀と名く。舍利弗、阿彌陀佛は成佛したまひてより已來、今に十劫なり。又舍利弗、彼の佛に無量無邊の聲聞の弟子有り、皆阿羅漢なり。是算數の能く知る所に非ず。諸の菩薩衆も、亦復是の如し。舍利弗、彼の佛の國土には、是の如き功德莊嚴を成就せり。」


  



  　下高に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。果涅槃を得て常に世に住す。壽命延長にして量るべきこと難し。千劫・万劫・恆沙劫・兆載永劫、亦無央なり。一び坐して移ること無く亦不動なり。後際を徹窮して身光を放つ。靈儀の相好眞金色なり。巍巍として獨坐して衆生を度す。十方の凡聖心を專にして向へば、身を分ち化を遣はして往かしめて相迎へたまふ。一念に空に乘じて佛會に入る。身色・壽命盡く皆平し。*595衆等心を回して皆往かんことを願じて、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　高下に接して讚じて云へ。　下高に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。彼の佛因より苦行を行じ、勇猛專精にして退する時無し。一び坐して百劫・長時劫、作し難きを能く作して疲を生ぜず。自利利他同じく惡を斷ず。怨憎を捨てざるは大悲に由る。有識含靈皆普く化す。同因同行菩提に至る。誓願して淸淨の土を莊嚴し、見聞歡喜して無爲を證せん。衆等心を回して皆往かんことを願じて、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　下高に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。彌陀の化主心に當りて坐す。華臺獨り迴して最も精爲り。百億の摩尼雜寶を間へたり。葉葉の莊嚴相自ら成る。正坐より已來十劫を經たり。心法界を縁じて慈光を照らす。光觸を蒙る者は塵勞滅し、臨終に佛を見たてまつりて西方に往く。彼に到り華開けて大會に入る。無明煩惱自然に亡じ、三明自然なるは佛願に乘ずればなり。須臾に合掌して神通を得。彼の佛の聲聞・菩薩衆は、塵沙のごとくして算數亦窮め難し。願はくは我今生に強ひて意を發して、畢命に彼の聖人の?に往かん。衆等心を傾け往生を願じて、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　高下に接して讚じて云へ。　下高に接して讚じて云へ。


  



  ［轉經分　第八段］


  　高座入文。


  



  「又舍利弗、極樂國土には、衆生生ずる者、皆是阿?跋致なり。其の中に多く一生補處有り、其の數甚だ多し。*596是算數の能く之を知る所に非ず。但無量無邊阿僧祇劫を以て説くべし。舍利弗、衆生聞かん者は、當に發願して彼の國に生ぜんと願ずべし。所以は何ん、是の如き諸の上善人と倶に一處に會することを得ればなり。舍利弗、少善根福德の因縁を以て彼の國に生ずることを得べからず。」


  



  　下高に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。釋迦如來身子に告げたまふは、即ち是普く苦の衆生に告げたまふなり。娑婆六道は安き處に非ず。冥冥たる長夜の闇の中を行く。聖化同居すれども相識らず。動もすれば瞋毒を生じて無明を鬪はしむ。此の無明の爲に六道に繁がれ、愛憎高下して何れの時にか平らかならん。既に善業の生死を排ふこと無し。貪に由て罪を造りて未だ心驚かず。此の人皮に裹める驢骨に狂かされて、三塗に自ら入りて爭ふべからず。我等之を聞きて心髓痛む。誓願して頓ちに世間の榮を捨てん。普く願はくは心を回して淨土に生ぜんとして、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　高下に接して讚じて云へ。　下高に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。娑婆は極めて苦にして生ずべき處に非ず、極樂は無爲にして實に是精なり。九品倶に回して不退を得よ。阿轉跋致は即ち無生なり。直初生の限極無きのみに非ず。十地已下も劫にも窮め難し。此の如きもの大海塵恆沙なり。有縁到れば其の中に入る。四種の威儀に常に佛を見たてまつり、行來進止神通に駕す。六識縱橫にして自然に悟り、未だ思量一念の功を藉らず。普く勸む同生の善知識、專心專注して西方に往け。衆等心を回して皆往かんことを願じて、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　下高に接して讚じて云へ。


  



  *597［轉經分　第九段］


  　高座入文。


  「舍利弗、若し善男子・善女人有りて、阿彌陀佛を説くを聞きて、名號を執持すること、若しは一日、若しは二日、若しは三日、若しは四日、若しは五日、若しは六日、若しは七日、一心にして亂れざれば、其の人命終の時に臨みて、阿彌陀佛、諸の聖衆と與に、現じて其の前に在まさん。是の人終らん時、心顛倒せずして、即ち阿彌陀佛の極樂國土に往生することを得ん。舍利弗、我是の利を見るが故に此の言を説く。若し衆生有りて、是の説を聞かん者は、當に發願して彼の國土に生ずべし。」


  



  　下高に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。極樂は無爲涅槃の界なり、隨縁の雜善恐らくは生じ難し。故に如來要法を選びて、敎へて彌陀を念ぜしめて專にして復專ならしめたまへり。七日七夜心無間に、長時の起行も倍々皆然なり。臨終に聖衆華を持ちて現ず。身心踊躍して金蓮に坐す。坐する時即ち無生忍を得、一念に迎將して佛前に至る。法侶衣を將ちて競ひ來りて著せしむ。不退を證得して三賢に入る。衆等心を回して皆往かんことを願じて、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　高下に接して讚じて云へ。　下高に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。彌陀の侍者二菩薩を、號して無邊・觀世音と曰ふ。一切の時中に佛化を助け、六道に分身して慈心を起し、念念に機に隨ひて爲に法を説きたまふ。??として悟り難く罪根の深し。百計千萬數々世に出でたまふも、万が中に一りも煩籠を出づるもの無し。汝衆生の長劫の苦を念ふ、諸佛と對面するも相逢はざるがごとし。人天の少善尚辨じ難し。何に況や無爲にして六通を證せんをや。*598希有の法を見聞することを得たりと雖も、?心懈怠にして益々功無し。縱使ひ連年に放に?走して、?りて得んとするも、貪瞋内胸に滿てり。貪瞋は即ち是身の三業なり。何ぞ淨土の裏の眞空を開かん。語を同生の善知識に寄す、佛の慈悲を念じて聖?に入れ。衆等心を傾けて皆往かんことを願じて、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　高下に接して讚じて云へ。　下高に接して讚じて云へ。


  



  ［轉經分　第十段］


  　高座入文。


  



  「舍利弗、我今阿彌陀佛の不可思議の功德を讚歎するが如く、東方に亦阿??佛・須彌相佛・大須彌佛・須彌光佛・妙音佛、是の如き等の恆河沙數の諸佛有まして、各々其の國に於て廣長の舌相を出し、?く三千大千世界に覆ひて、誠實の言を説きたまはく。汝等衆生、當に是の稱讚不可思議功德、一切諸佛の護念したまふ所の經を信ずべし。」


  



  　下高に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。釋迦如來、常に東方恆沙の等覺尊を讚嘆したまふ。大悲同じく化して心無二なり。一佛の施功多も亦然なり。凡夫疑見の執を斷ぜんが爲に、皆舌相を舒べて三千に覆ひて、共に七日名號を稱することを證し、又釋迦の言説の眞なることを表す。終時に正意にして彌陀を念ずれば、佛の慈光の來りて身照らすを見る。此の彌陀の本願力に乘じて、一念の間に寶堂に入る。寶堂の莊嚴限極無し。化佛聖衆坐して思量す。心性は百千の日よりも明かなり。悲智雙行せること法爾として常なり。我今既に無爲の處に到る。*599普く含靈此の方に歸せんことを願ず。衆等心を傾けて皆往かんことを願じて、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　高下に接して讚じて云へ。　下高に接して讚じて云へ。


  



  ［轉經分　第十一段］


  　高座入文。


  



  「舍利弗、南方の世界に、日月燈佛・名聞光佛・大焔肩佛・須彌燈佛・無量精進佛、是の如き等の恆河沙數の諸佛有まして、各々其の國に於て廣長の舌相を出し、?く三千大千世界に覆ひて、誠實の言を説きたまはく。汝等衆生當に是の稱讚不可思議功德、一切諸佛の護念したまふ所の經を信ずべし。」


  



  　下高に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。南方の諸佛恆沙の如し。亦舌相を舒べて三千に覆ひて、其の本國の凡聖の衆の爲に、釋迦變現の身を讚嘆したまふ。娑婆五濁の内に出現したまふは、心を標して罪根の人を化せんが爲なり。我見・邪貪・增上慢、敎へて世を出でしめんとしたまふに反て瞋を生ず。汝衆生流浪の久しきことを念へ、諸佛の誠言眞ならずと謂へばなり。衆等心を回して淨土に生ぜんとして、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　高下に接して讚じて云へ。　下高に接して讚じて云へ。


  



  ［轉經分　第十二段］


  　高座入文。


  



  「舍利弗、西方の世界に、無量壽佛・無量相佛・無量幢佛・大光佛・大明佛・寶相佛・淨光佛、*600是の如き等の恆河沙數の諸佛有まして、各々其の國に於て、廣長の舌相を出し、?く三千大千世界に覆ひて、誠實の言を説きたまはく。汝等衆生、當に是の稱讚不可思議功德一切諸佛の護念したまふ所の經を信ずべし。」


  



  　下高に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。西方の諸佛恆沙の如し。各々本國に於にして如來を讚ず。百億閻浮の内に分身して、八相大希奇を示現す。五濁の凡夫將に實なりと謂ふ。六年苦行して無爲を證し、降魔成道して妙法を説く。種種の方便不思議なり。普く衆生を勸めて淨土に歸せしむ。前思卻慮更に疑を生ず。我今舌を舒べて以て證を爲す。西方極樂必ず須く依るべし。衆等心を回して皆往かんことを願じて、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　高下に接して讚じて云へ。　下高に接して讚じて云へ。


  



  ［轉經分　第十三段］


  　高座入文。


  



  「舍利弗、北方の世界に、焔肩佛・最勝音佛・難爼佛・日生佛・網明佛、是の如き等の恆河沙數の諸佛有まして、各々其の國に於て、廣長の舌相を出し、?く三千大千世界に覆ひて、誠實の言を説きたまはく。汝等衆生、當に是の稱讚不可思議功德、一切諸佛の護念したまふ所の經を信ずべし。」


  



  　下高に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。北方の諸佛恆沙の如し。皆舌相を舒べて牟尼を證す。我凡夫の爲に來りて世に出で、縁に隨ひて法を説き時機に應ず。*601時機相感ずれば聞きて即ち悟る。説の如く修行して疑を致さず。七日名を稱して間雜すること無く、身心躍踊して喜び還悲しむ。慶しいかな希に自の家國を聞くことを得、諸佛證判して還歸することを得。衆等心を回して皆往かんことを願じて、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　高下に接して讚じて云へ。　下高に接して讚じて云へ。


  



  ［轉經分　第十四段］


  　高座入文。


  



  「舍利弗、下方の世界に、師子佛・名聞佛・名光佛・達摩佛・法幢佛・持法佛、是の如き等の恆河沙數の諸佛有まして、各々其の國に於て廣長の舌相を出し、?く三千大千世界に覆ひて、誠實の言を説きたまはく。汝等衆生、當に是の稱讚不可思議功德、一切諸佛の護念したまふ所の經を信ずべし。」


  



  　下高に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。下方の諸佛恆沙の如し。各々本國にして衆生を度し、釋迦の五濁に出でて、能く難事を爲して羣萠を化したまふことを證讚したまふ。善巧宜しきに隨ひて惡を斷たしめ、偏心に指授して西に向ひて行かしむ。一切の福業皆回向すれば、終時に化佛自ら來迎したまふ。利根の智者は聞きて歡喜し、忽に三塗を憶して心即ち驚く。驚心毛豎ちて勤めて懺悔せよ、恐らくは罪滅せずして深坑に墮せんことを。衆等心を回して淨土に生ぜんとして、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　高下に接して讚じて云へ。　下高に接して讚じて云へ。


  



  ［轉經分　第十五段］


  　高座入文。


  



  *602「舍利弗、上方の世界に梵音佛・宿王佛・香上佛・香光佛・大焔肩佛・雜色寶華嚴身佛・娑羅樹王佛・寶華德佛・見一切義佛・如須彌山佛、是の如き等の恆河沙數の諸佛有まして、各々其の國に於て、廣長の舌相を出し、?く三千大千世界に覆ひて、誠實の言を説きたまはく。汝等衆生、當に是の稱讚不可思議功德、一切諸佛の護念したまふ所の經を信ずべし。」


  



  　下高に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。上方の諸佛恆沙の如し、還て舌相を舒べたまふことは、娑婆の十惡・五逆、多く疑謗し、邪を信じ鬼に事へ神魔を餧しめて、妄に想ひて恩を求めて福有らんと謂へば、災障禍橫に轉た彌々多し。連年に病の牀枕に臥す、聾盲・?折・手攣?、神明に承事して此の報を得るものの爲なり。如何ぞ捨てて彌陀を念ぜざる。彌陀の願力は皆平等なり、但使回心して華自ら捧げよ。一念に快樂の國に逍遙して、畢竟常に安かにして退動すること無けん。衆等心を回して彼に生ぜんと願じて、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　高下に接して讚じて云へ。　下高に接して讚じて云へ。


  



  ［轉經分　第十六段］


  　高座入文。


  



  「舍利弗、汝が意に於て云何。何が故ぞ名けて一切諸佛所護念經と爲る。舍利弗、若し善男子・善女人有りて、是の諸佛の所説の名及び經の名を聞かん者は、是の諸の善男子・善女人、皆一切諸佛の爲に共に護念せられて、皆阿耨多羅三藐三菩提を退轉せざることを得ん。是の故に舍利弗、汝等皆當に我が語及び諸佛の所説を信受すべし。*603舍利弗、若し人有りて、已に發願し、今發願し、當に發願して、阿彌陀佛の國に生れんと欲はん者は、是の諸の人等、皆阿耨多羅三藐三菩提を退轉せざることを得、彼の國土に於て、若しは已に生じ、若しは今生じ、若しは當に生ぜん。是の故に舍利弗、諸の善男子・善女人、若し信ずること有らん者は、當に發願して彼の國土に生ずべし。」


  



  　下高に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。釋迦如來の大慈悲、娑婆に應現して有縁を度したまふ。有縁三千界に?滿せるも、機に隨ひて示悟して貪癡を斷ぜしめ、總じて勸めて此の人天の樂を厭はしめたまふ。無常八苦の火人を燒く。念佛誦經すれば罪障を除き、諸佛遙に加して身を護念したまふ。晝夜六時に強く發願して、心を持ちて散ぜざれば業還成ず。業成ずれば佛華臺主を見たてまつる。須臾に變じて紫金臺と作り、佛に從ひて逍遙として寶國に入り、畢竟じて永く愁憂の聲を絶たん。衆等心を回して皆往かんことを願じて、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　高下に接して讚じて云へ。　下高に接して讚じて云へ。


  



  ［轉經分　第十七段］


  　高座入文。


  



  「舍利弗、我今諸佛の不可思議功德を稱讚するが如く、彼の諸佛等も、亦我が不可思議功德を稱説して是の言を作さく。釋迦牟尼佛、能く甚難希有の事を爲し、能く娑婆國土の五濁惡世、劫濁・見濁・煩惱濁・衆生濁・命濁の中に於て、阿耨多羅三藐三菩提を得て、諸の衆生の爲に是の一切世間難信の法を説きたまふと。舍利弗、當に知るべし、我五濁惡世に於て、此の難事を行じ、阿耨多羅三藐三菩提を得て、*604一切世間の爲に此の難信の法を説く。是を甚難と爲す。佛此經を説き已りたまふに、舍利弗及び諸の比丘、一切世間の天・人・阿脩羅等、佛の所説を聞きて、歡喜し信受して、禮を作して去りにき。」


  



  　下高に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。世尊慇懃に身子に告げて、諸佛の大悲の同じきことを表知せしめたまふ。互相に德を讚じて心異なること無く、巧に時機に應じて各々功有り。六方の如來皆讚嘆したまふ。釋迦の出現甚だ逢ひ難し。正しく五濁の時の興盛なるを治す。無明頑硬にして高峰に似たり、劫濁の時移りて身漸く小なり、衆生濁惡にして蛇龍に等し。惱濁?滿して塵數に過ぎ、愛憎違順して岳山の若し。見濁?林棘刺の如し、命濁中夭刹那の間なり。依正二報同時に滅し、正に背き邪に歸して橫に怨を起す。九十五種皆世を汚す、唯佛の一道獨り淸閒なり。菩提に出到して心盡くること無く、火宅に還來して人天を度せん。衆等心を回して皆往かんことを願じて、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　高下に接して讚じて云へ。　下高に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。如來五濁に出現して、宜しきに隨ひて方便して羣萌を化したまふ。或は多聞にして得度すと説き、或は少しく解りて三明を證すと説く。或は福慧雙べて障を除くと敎へ、或は禪念して坐して思量せよと敎ふ。種種の法門皆解脱すれども、念佛して西方に往くに過ぎたるは無し。上一形を盡し十念・三念・五念にに至るまで、佛來迎したまふ。直に彌陀の弘誓重れるを爲て、凡夫念ずれば即ち生ぜしむることを致す。衆等心を回して皆往かんことを願じて、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  *605　下高に接して讚じて云へ。　高下に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。世尊の説法、時將に了りなんと、慇懃に彌陀の名を付屬したまふ。五濁增の時に疑謗するもの多くして、道俗相嫌ひて聞くことを用ひず。修行するもの有るを見ては瞋毒を起し、方便破壞して競ひて怨を生ぜん。此の如きの生盲闡提の輩、頓敎を毀滅して永く沈淪す。大地微塵劫を超過すとも、未だ三塗の身を離るることを得べからず。大衆同心に、皆所有破法罪の因縁を懺悔せよ。衆等心を回して淨土に生ぜんとして、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　高下に接して讚じて云へ。　下高に接して讚じて云へ。


  



  ［後行分　懺悔］


  　高座下座の聲の盡くるを待ちて、即ち大衆の爲に總じて懺悔して云へ。


  



  弟子道場の衆等、爾許多の人、各各に心を標して愧謝す。諸佛、冥空に幽顯したまへる得道の聖人、三十三天等の一切の天神・地神、虚空・山林・河海神等、天曹・地府・閻羅・伺命・五道太山・三十六王・地獄典領、一切の靈祇等、及び此の道場の尊經・舍利・形像・靈儀等、唯願はくは大悲光威神もて、今日道場の主某甲、及び爾許多の人、心を披き懺悔するを加備し護念し攝受し證明したまへ。弟子某甲等、無身・有身・無識・有識より已來、乃至今日今時に至るまで、其の中間に於て、所作の身口意業の、十惡の罪無量無邊なり。或は身業を放縱にして、一切の地獄・畜生・衆生・水陸虚空の?動の類を殺害し劫奪せること數を知るべからず、或は一切の脩羅・鬼神・衆生・水陸虚空の蠕動の類を殺害し劫奪せること數を知るべからず、*606或は一切の人天三寶・師僧・父母・六親眷觸・善知識・法界の衆生を殺害し劫奪せること數を知るべからず、或は故殺・?殺・戲笑殺・自殺・敎他殺・隨喜殺・相續殺・無間殺・愛憎違順殺・放逸殺・貪味爲財殺、是の如き等の殺罪無量無邊なり、今道場の凡聖に對して、發露懺悔す。永く盡くして餘無けん。懺悔し已りて、至心に阿彌陀佛に歸命したてまつる。


  



  　下高に接して和して云へ。


  



  懺悔し已りて、至心に阿彌陀佛に歸命したてまつる。


  



  　高下に接して懺して云へ。


  



  弟子衆等、次に當に偸盜の罪を懺悔すべし。或は身業を放縱にして、一切の地獄・畜生・衆生・水陸虚空の蠕動の類を偸盜し劫奪せること數を知るべからず、或は一切の脩羅・鬼神・衆生・水陸虚空の蠕動の類を偸盜し劫奪せること數を知るべからず、或は一切の人天三寶・師僧・父母・六親眷屬・善知識・法界の衆生を偸盜し劫奪せること數を知るべからず、或は故盜・?盜・戲笑盜・自盜・敎他盜・隨喜盜・放逸盜・無間盜・愛憎盜・違順盜・貪味爲財盜、是の如き等の偸盜罪無量無邊なり。今道場の凡聖に對して發露懺悔す。永く盡くして餘無けん。懺悔し已りて、至心に阿彌陀佛に歸命したてまつる。


  



  　下高に接して和して云へ。


  



  *607懺悔し已りて、至心に阿彌陀佛に歸命したてまつる。


  



  　高下に接して懺して云へ。


  



  弟子衆等、次に當に邪婬顛倒の罪を懺悔すべし。或は身業を放縱にして、邪婬を起し、或は一切の畜生・衆生・水陸虚空の蠕動の類を逼掠せること數を知るべからず、或は婬を起して一切の鬼神・衆生・水陸虚空の蠕動の類を逼掠せること數を知るべからず、或は婬心を起して一切の師僧・父母・六親眷觸・善知識・法界の衆生を逼掠せること數を知るべからず、或は放逸作・故作・?作・戲笑作・自作・敎他作・隨喜作・無慙愧作・相續作・無間作・邪貪惡貪作、是の如き等の邪婬の罪無量無邊なり。今道場の凡聖に對して發露懺悔す。永く盡くして餘無けん。懺悔し已りて、至心に阿彌陀佛に歸命したてまつる。


  



  　下高に接して和して云へ。


  



  懺悔し已りて、至心に阿彌陀佛に歸命したてまつる。


  



  　高下に接して懺して云へ。


  



  弟子衆等、次に當に口業虚誑の罪を懺悔すべし。或は口業を放縱にして、一切の地獄・畜生・衆生、水陸虚空の蠕動の類を欺誑せること數を知るべからず、或は一切の脩羅・鬼神・衆生・水陸虚空の蠕動の類を欺誑せること數を知るべからず、或は一切の人天三寶・師僧・父母・六親眷屬・善知識・法界の衆生を欺誑せること數を知るべからず、*608或は常作・無間作・故作・?作・戲笑作・自作・敎他作・隨喜作・邪貪惡貪作、是の如き等の欺誑罪無量無邊なり。今道場の凡聖に對して發露懺悔す。永く盡して餘無けん。懺悔し已りて、至心に阿彌陀佛に歸命したてまつる。


  



  　下高に接して和して云へ。


  



  懺悔し已りて、至心に阿彌陀佛に歸命したてまつる。


  



  　高下に接して懺して云へ。


  



  弟子衆等、次に當に調戲の罪を懺悔すべし。或は口業を放縱にして、一切の地獄・畜生・衆生・水陸虚空の蠕動の類を調戲し輕?せること數を知るべからず、或は一切の脩羅・鬼神・衆生、水陸虚空の蠕動の類を調?せること數を知るべからず、或は一切の人天三寶・師僧・父母・六親眷屬・善知識・法界の衆生を調?せること數を知るべからず、或は常作・無間作・故作・?作・戲笑作・自作・敎他作・隨喜作、是の如き等の調?の罪無量無邊なり。今道場の凡聖に對して發露懺悔す。永く盡して餘無けん。懺悔し已りて、至心に阿彌陀佛に歸命したてまつる。


  



  　下高に接して和して云へ。


  



  懺悔し已りて、至心に阿彌陀佛に歸命したてまつる。


  



  　高下に接して懺して云へ。


  



  *609弟子衆等、次に當に惡口の罪を懺悔すべし。或は口業を放縱にして、一切の地獄・畜生・衆生、水陸虚空の蠕動の類を罵辱し誹謗し毀呰せること數を知るべからず、或は一切の脩羅・鬼神・衆生、水陸虚空の蠕動の類を罵辱し誹謗し毀呰せること數を知るべからず、或は一切の人天三寶・師僧・父母・六親眷屬・善知識・法界の衆生を罵辱し誹謗し毀呰せること數を知るべからず、或は常作・無間作・故作・?作・戲笑作・自作・敎他作・隨喜作・邪貪惡貪作、是の如き等の惡口の罪無量無邊なり。今道場の凡聖に對して、發露懺悔す。永く盡して餘無けん。懺悔し已りて、至心に阿彌陀佛に歸命したてまつる。


  



  　下高に接して和して云へ。


  



  懺悔し已りて、至心に阿彌陀佛に歸命したてまつる。


  



  　高下に接して懺して云へ。


  



  弟子衆等、次に當に兩舌の罪を懺悔すべし。或は口業を放縱にして、兩舌もて一切の畜生・衆生、水陸虚空の蠕動の類を鬪亂し破壞せること數を知るべからず、或は一切の脩羅・鬼神・衆生、水陸虚空の蠕動の類を鬪亂し破壞せること數を知るべからず、或は一切の人天三寶・師僧・父母・六親眷屬・善知識・法界の衆生を鬪亂し破壞せること數を知るべからず、或は常作・無間作・故作・?作・戲笑作・自作・敎他作・隨喜作・邪貪惡貪作、是の如き等の兩舌の罪無量無邊なり。今道場の凡聖に對して發露懺悔す。永く盡して餘無けん。懺悔し已りて、至心に阿彌陀佛に歸命したてまつる。


  



  *610　下高に接して和して云へ。


  



  懺悔し已りて、至心に阿彌陀佛に歸命したてまつる。


  



  　高下に接して懺して云へ。


  



  弟子衆等、次に當に意業の罪を懺悔すべし。或は邪貪惡貪を起して、身口意業を動ぜること數を知るべからず、或は邪瞋を起して身口意業を動ぜること數を知るべからず、或は邪癡顛倒・惡見顛倒を起して身口意業を動ぜること數を知るべからず、或は意業に因て身業の十惡の罪を造作して、凡聖六道の衆生、親疎人畜等の衆生を簡ばざること數を知るべからず、或は故作・?作・常作・無間作・自作・敎他作・隨喜作、是の如き等の意業の罪無量無邊なり。今道場の凡聖に對して發露懺悔す。永く盡して餘無けん。總じて十惡の罪を懺し竟りて、至心に阿彌陀佛に歸命したてまつる。


  



  　下高に接して和して云へ。


  



  懺悔し已りて、至心に阿彌陀佛に歸命したてまつる。


  



  　此の十惡は即ち一切の惡を攝し盡す。今十惡の罪を懺悔するは、即ち一切の罪を懺し盡すなり。應に知るべし。


  



  　下高に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。三界は安きこと無し。火宅の如し、六道周?として競ひて門を出でんとす。門門不同にして八万四なり。各各に皆心眼の前に當れり。*611棄棄して出でんと欲すれば還て回去す。箇の無明の爲に?りて人を殺す。財を貪り色を愛でて厭足すること無し。虚華幻惑許りて相親しむ。財盡き色落ちぬれば相嫌ひて恨む。須臾に義斷して屠怨の若し。屠怨娑婆の内に?滿す。有識含情皆亦然なり。此が爲に如來偏に指授して、勸めて專ら淨土の因を修せしむ。淨土の因成じぬれば自然に到る。終る時に合掌して香烟を奉る。香烟直に彌陀佛に注ぐ。聖衆華を持ちて我が身を迎ふ。即ち華臺に坐せば紫金色なり。彼の無漏に到りぬれば、眞にして復眞なり。衆等悲流して皆往かんことを願じて、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　高下に接して讚じて云へ。　下高に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。劫盡きんと欲するに時五濁盛なり。衆生邪見にして甚だ信じ難し。專にして專なれと指授して西路に歸せしめしに、他の爲に破壞せられて還て故の如し。曠劫より已來常に此の如し。是今生に始めて自ら悟るに非ず、正しく好き強縁に遇はざるに由て、輪回して得度し難からしむることを致す。今日今時要法を聞く。畢命を期と爲して誓ひて堅固なれ。堅固に心を持して身を惜まざれ。慙愧せよ釋迦諸佛の恩。心を標して爲に西方の樂を説きて、齊しく歸して正門に入らしめんと欲す。正門は即ち是彌陀界なり。究竟の解脱根源を斷ず。去來他鄕には停まるべからず。佛に從ひて家に歸せよ、本國に還りぬれば、一切の行願自然に成ず。衆等各各に淨土に生ぜんとして、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　高下に接して讚じて云へ。


  



  願はくは往生せん、願はくは往生せん。大衆人人皆合掌して、身を碎きて釋迦の恩を慙謝せよ。能く慈悲巧方便を得て、西方快樂の門を指授したまふ。*612道場散ぜんと欲して人將に別れなんとす。努力して相勸めて貪瞋を斷ぜよ。貪瞋の因縁聖土を障ふ。自ら悟ることを得ずして永く沈淪す。同行相親しみて相策勵し、畢命を期と爲して佛前に到らん。願はくは此の法輪相續して轉じ、道場の施主益々長年ならん。大衆咸同じく安樂を受け、見聞隨喜亦皆然ならん。普く願はくは心を回して淨土に生ぜんとして、手に香華を執りて常に供養したてまつれ。


  



  　下高に接して讚じて云へ。　高下に接して讚じて云へ。


  



  ［後行分　行道］


  　又經を誦し讚を唄ふること已りて、高座即ち一人をして行香して、大衆に與へ行華せしめよ。次に當に讚人等行道の處に向ひて立すべし。又小者をして供養及び如法行道を唱禮せしむ、唱へ已りて其の散華法用一に上の如くせよ。或は三?し或は七?し竟りて即ち佛前に當りて立して次に後讚を唱へよ。


  



  　高座唱讚し、　下座和して云へ。


  



  般舟三昧樂＜願往生＞　大衆人人皆合掌せよ＜無量樂＞


  般舟三昧樂＜願往生＞　道場の聖衆歸還せんと欲したまふ＜無量樂＞


  衆等心を傷め共に傷歎して＜願往生＞　唯知りて釋迦の恩を慙謝せよ＜無量樂＞


  般舟三昧樂＜願往生＞　悲喜交はり流る深く自ら慶ぶ＜無量樂＞


  釋迦佛の開悟に因らずば＜願往生＞　彌陀の名願何れの時にか聞かん＜無量樂＞


  般舟三昧樂＜願往生＞　佛の慈恩を荷しても實に報じ難し＜無量樂＞


  *613四十八願慇懃に喚ぶ＜願往生＞　佛の願力に乘じて西方に往け＜無量樂＞


  般舟三昧樂＜願往生＞　娑婆永く別れなば更に何をか憂へん＜無量樂＞


  罪と福と時との多少を問ふこと無く＜願往生＞　心心に念佛して疑を生ずること莫れ＜無量樂＞


  般舟三昧樂＜願往生＞　六方の如來不虚を證したまふ＜無量樂＞


  三業に心を專にして雜亂無ければ＜願往生＞　百寶の蓮華時に應じて見ゆ＜無量樂＞


  般舟三昧樂＜願往生＞　臨終に聖衆自ら來迎したまふ＜無量樂＞


  行者佛を見て心歡喜す＜願往生＞　彌陀手を接りて華臺に坐せしむ＜無量樂＞


  般舟三昧樂＜願往生＞　坐し已れば身同じく紫金色なり＜無量樂＞


  佛に從ひて須臾に寶國に至り＜願往生＞　直ちに彌陀大會中に入る＜無量樂＞


  般舟三昧樂＜願往生＞　佛の莊戲の無數億なるを見る＜無量樂＞


  三明六通皆具足して＜願往生＞　我が閻浮の同行人を憶ふ＜無量樂＞


  般舟三昧樂＜願往生＞　同行相親しみて願はくは退すること莫れ＜無量樂＞


  七周行道し散華し竟りて＜願往生＞　冥空の諸佛會を供養したてまつる＜無量樂＞


  般舟三昧樂＜願往生＞　大會頂禮して彌陀に別れたてまつる＜無量樂＞


  



  *614　行道散華七周し竟りて、次に佛前に向ひて立して讚を唱へて云へ。


  



  慙愧す彌陀諸聖衆＜願往生＞　我が施主衆生の請を受けたまへ＜無量樂＞


  般舟三昧樂＜願往生＞　慈悲平等にして衆生を度したまふ＜無量樂＞


  功德を證明し罪障を除きたまへ＜願往生＞　存亡の利益思議し難し＜無量樂＞


  般舟三昧樂＜願往生＞　形枯命斷に佛前を期す＜無量樂＞


  供養莊嚴如法ならざれども＜願往生＞　衆生に歡喜の心を布施したまへ＜無量樂＞


  般舟三昧樂＜願往生＞　見聞せんもの涙を流して同じく懺悔せよ＜無量樂＞


  散華行道訖んぬ＜願往生＞　諸佛縁に隨ひて本國に還りたまふ＜無量樂＞


  般舟三昧樂＜願往生＞　普く香華を散じて心に佛を送りたてまつる＜無量樂＞


  般舟三昧樂＜願往生＞　願はくは佛の慈心遙かに護念したまへ＜無量樂＞


  般舟三昧樂＜願往生＞　同生相勸む盡く須く來るべし＜無量樂＞


  



  　次に磬子を打ちて、敬禮常住三寶を唱へよ。


  



  ［後行分　歎佛咒願］


  　次に歎佛の咒願を唱へよ。


  　歎佛し竟りて、即ち法に依りて七禮敬を唱へ、隨意を唱へよ。


  



  *615竊かに以みれば彌陀の妙果をば號して無上涅槃と曰ふ。國土則ち廣大にして莊嚴?滿し自然の衆寶なり。觀音大士左に靈儀に侍し、勢至慈尊則ち右邊に供養す。三華獨り迥に寶幔?に臨む。珠内に光を輝かし、天の聲は外に繞り、聲聞・菩薩數塵沙に越え、化鳥・天同じく會に?せざること無し。他方の聖衆起りて雲の奔るが若く、凡惑同じく生ずること盛りなる雨に過踰せり。十方より來る者、皆佛邊に到りて、鼓樂彌々歌ひ、香華繞り讚ず。供養周く訖りて、處に隨ひて?歴親承す。或は百寶の池渠の會に入り、或は寶樓宮殿の會に入り、或は寶林寶樹の會に入り、或は虚空の會に上り、或は大衆無生法食の會に入る。是の如きの淸淨莊嚴大會の聖衆等、同じく行じ同じく坐し、同じく去り同じく來る。一切の時中に證悟せざること無し。西方極樂の種種の莊嚴、歎ずとも能く盡すこと莫けん。然るに今淸信の弟子某甲等、爾許多の人、身を知れば假合の四大共に成ぜり、命を識れば浮危なること、譬へば嚴霜の日に對するに似たり。十方六道同じく此れ輪回して際無し、循循として愛波に沈みて苦海に沈む。佛道人身得難くして今已に得たり、淨土聞き難くして今已に聞けり、信心發し難くして今已に發せり。仰いで惟みれば、今時の同生知識等、爾許多の人、恐畏らくは命は石火に同じ、久しく照らすこと期し難し。識性は無常なり、逝くこと風燭に踰えたり。故に人人同じく願じて共に往生の業を結ぶ。各々『彌陀經』を誦すること爾許萬?、彌陀の名を念ずること爾許萬?。又某の功德等を造ること、普く皆周備す。故に某月日に於て、院宇を莊嚴し、道場を瑩飾し、僧尼を奉請して、宿宵行道す。又廚皇の百味の種種の甘香を以て、佛及以び僧徒に奉りて、同心に慶喜す。又願はくは持戒・誦經・念佛・行道し、及び諸の功德等を造らん。當今の施主及び同行の諸人、法界の衆生、今より已去、天神影衞して萬善扶持し、福命休強して諸の憂惱を離れ、*616六方の諸佛信心を護念し、淨土の彌陀慈心もて攝受したまへ。又願はくは觀音聖衆駱驛として往來し、念念に遺るること無く、遙に加し普く備へて、春秋冬夏四大常に安く、罪滅し福成じて回して淨土に生ぜしめたまへ。又願はくは臨終に病無く正念堅強にして、聖衆來迎したまひ華臺普く集まりて、彌陀の光に照らされ、菩薩に身を扶けられん。化佛心を齊しくして同聲に等しく讚じ、臺に乘じて一念即ち西方に至りて、佛の尊顏を見たてまつりて無生忍を悟らん。仰ぎ願はくは往生の同行人等、此の如きの善を得なん。又願はくは此の功德　　大唐の皇帝を資益したてまつり、福基永く固く、聖化窮まること無けん。又願はくは　　皇后慈心平等にして、六宮を哀愍したまはん。又願はくは　　皇太子恩を厚地に承けて、山岳の移る莫きに同じく、福命唐唐として滄波に類して盡きたまふこと無けん。又願はくは天曹・地府・閻羅・伺命、罪障を滅除して善名を注記せん。又願はくは脩羅戰諍を息め、餓鬼飢虚を除き、地獄と畜生と倶時に解脱を得ん。豎三界に通じ橫九居を括りて、等しく娑婆を出でて同じく淨土に歸せざること莫けん。


  



  ［後行分　七唱禮］


  　下座七禮を唱へよ。


  



  本師釋迦牟尼佛等の一切の三寶に南無したてまつる。我今稽首して禮し、回して無量壽國に往生せんと願じたてまつる。


  十方三世の盡虚空?法界の微塵刹土中の一切の三寶に南無したてまつる。我今稽首して禮し、回して無量壽國に往生せんと願じたてまつる。


  西方極樂世界の阿彌陀佛に南無したてまつる。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  西方極樂世界の觀世音菩薩摩訶薩に南無したてまつる。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  *617西方極樂世界の大勢至菩薩摩訶薩に南無したてまつる。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  西方極樂世界の諸の菩薩摩訶薩、淸淨大海衆に南無したてまつる。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  普く四恩・三友・帝王・人王・師僧・父母・善知識・法界の衆生をして、三障を斷除して、同じく阿彌陀佛國に往生することを得しめんが爲に、一切の賢聖に和上し、回して無量壽國に往生せんと願じたてまつる。


  



  ［後行分　隨意］


  　唱へ竟りて、即ち隨意を云ふ。


  



  行者等に白す。一切の時に常に此の法に依て以て恆の式と爲よ。應に知るべし。經を送りて何處にか致す、送りて摩尼寶殿の中に至らしめん。經を送りて何處にか致す、送りて龍宮大藏の中に至らしめん。經を送りて何處にか致す、送りて西方石窟寶函の中に至らしめん。


  



  



  安樂行道轉經願生淨土法事讚　卷下


  *618


  觀念阿彌陀佛相海三昧功德法門一卷



  



  比丘善導集記


  



  ［三昧行相分］


  『觀經』に依て觀佛三昧の法を明す一。


  『般舟經』に依て念佛三昧の法を明す二。


  經に依て入道場念佛三昧の法を明す三。


  經に依て道場内懺悔發願の法を明す四。


  



  『觀經』に依て觀佛三昧の法を明す。＜『觀經』『觀佛三昧海經』に出でたり＞


  



  阿彌陀佛の眞金色の身、圓光徹照し、端正無比なるを觀ずべし。行者等、一切の時處、晝夜に常に此の想を作し、行住坐臥にも亦此の想を作せ。常に意を住して西に向ひて、彼の聖衆一切雜寶莊嚴等の相に及ぶまで、目の前に對するが如くせよ。應に知るべし。


  



  又行者、若し坐せんと欲はば、先づ須く結跏趺坐すべし。左の足を右の&M029524;の上に安じ外と齊しくし、右の足、左の&M029524;の上に安じて外と齊しくせよ。右の手を左の手掌の中に安じて、二大指の面を相合せよ。次に端身正坐して、口を合せ眼を閉ぢよ。開くに似て開かず、合するに似て合せざれ。即ち心眼を以て先づ佛の頂上の?髻より之を觀ぜよ。頭皮は金色を作し、髮は紺靑色を作す。一髮一?卷きて頭上に在り。*619頭骨は雪色を作して内外明徹す。腦は玻?色の如し。次に腦に十四の脈あり、一一の脈に十四道の光有り、髮根の孔より外に出でて髮?を繞ること七?して還毛端の孔の中より入ると想へ。次に前の光二の眉の毛根の孔のなかより出でて外に向かふと想へ。次に額廣くして平正なる相を想へ。次に眉高くして長き相を想へ、由し初月の如し。次に眉間の白毫相、卷きて眉間に有り、其の毛白く、外實内虚にして金色の光を出し、毛端よりして出でて直に自身を照らし來ると想へ。『觀佛三昧經』（卷二意）に説くが如し。「若し人有りて一須臾の頃も、白毫相を觀ずれば、若しは見若しは不見、即ち九十六億那由他恆河沙微塵數劫の生死の重罪を除却す」と。常に此の想を作せば太だ障を除き罪を滅す。又無量の功德を得て、諸佛歡喜す。次に二の眼廣長にして、黑白分明なり、光明徹照すと想へ。次に鼻脩く高直なること、鑄たる金?の如しと想へ。次に面部平滿にして唱?あることなしと想へ。次に耳輪垂?して、孔に七毛有り、光毛内より出でて、?く佛身を照らすと想へ。次に脣色赤好にして光明潤澤なりと想へ。次に齒白く齊密にして白きこと珂月の如くして内外映徹すと想へ。次に舌薄く廣長にして柔?なりと想へ。舌根の下に二の道有り、津液注ぎて咽筒に入りて直に心王に入る。佛心は紅蓮華の如し、開して開せず、合して合せず。八万四千の葉有り、葉葉相重れり、一一の葉に八万四千の脈有り、一一の脈に八万四千の光有り、一一の光百寶の蓮華を作す。一一の華の上に一の十地の菩薩有り、身皆金色なり、手に香華を持して心王を供養し、異口同音に心王を歌讚す。行者等、此の想を作す時、罪障を除滅し、無量の功德を得。諸佛・菩薩歡喜し、天神・鬼神も歡喜す。又心を抽んで上に向かひて、次に咽項の圓相、二の肩の圓相を想へ。次に兩の臂&M029827;の圓相を想へ。次に二の手掌平滿せる、千輻輪の相、*620十指纖長にして、指間に網縵の相、甲赤銅の色を作せる相を想へ。又心を抽んで上に向ひて、次に佛の胸の前平滿の相を想へ、萬德の字朗然なり。次に腹平不現の相を想へ。次に臍圓孔深の相を想へ、光明内外に常に照らす。次に陰藏の相を想へ、平滿にして由し十五日の夜の月の如し、亦腹背の如く平處にして別無し。佛言く。若し男子・女人有りて、多く色を貪欲せん者は、即ち如來の陰藏の相を想へば、欲心即ち止みて罪障除滅し、無量の功德を得、諸佛歡喜し、天神鬼神好心もて影護して、長命安樂にして永く病痛なしと。次に兩つの&M029524;膝、膝骨圓滿せりと想へ。次に二の脛鹿王の?の如しと想へ。次に二の足跟象王の鼻の如しと想へ。次に二の足趺高くして龜王の背の如しと想へ。次に足の十指長くして指間に網縵あり、甲赤銅の色を作すと想へ。次に佛の結跏趺坐の相を想へ、左の足を右の&M029524;の上に安きて外と齊しくし、右の足を左の&M029524;の上に安きて外と齊しくせよ。次に二の足の下平かにして千輻輪有る相を想へ、輻?具足して皆光明有りて?く十方の刹を照らす。頂上より下足の千輻輪相に至る已来を、名けて具足して佛の色身莊嚴功德を觀ずと爲す、是を順觀と名く。又次に華座の法を想へ。次に華臺の相を想へ。次に華葉を想へ。葉葉相重りて八萬四千重なり。一一の葉の上に百億の寶王有りて莊嚴し、一一の寶の中に八萬四千の光明有りて、上佛身を照らすと想へ。次に寶華の莖八面にして、一一の方面に百千の衆寶もて莊嚴し、大光明を放ちて上下ともに照らすと想へ。次に華の莖下寶地に依り、地上の衆寶は皆八萬四千の光明を放つ、一一の光明は佛身を照らし及び十方の六道を照らすと想へ。亦一切の光明、行者の自身を照觸して來ると想へ。此の想を作す時、罪障を除滅し無量の功德を得。諸佛・菩薩歡喜し、天神・鬼神も亦喜び、日夜に身に隨ひて行者を影護す。行住坐臥に常に安穩を得、*621長命富樂にして永く病痛無し。佛の敎に準ずれば淨土の中の事を見ることを得。若し見れば、伹自ら知りて人に向ひて説くことを得ざれ。即ち大に罪有り、橫に惡病短命の報を招く。若し敎門に順ずれば、命終に臨む時、阿彌陀佛國に上品往生す。是の如く上下前に依て十六?觀じて、然して後心を住して眉間の白毫に向ひて、極めて須く心を捉へて正しからしむべし。更に雜亂することを得ざれ。即ち定心を失して三昧成じ難し。應に知るべし。是を觀佛三昧の觀法と名く。一切の時中に常に廻すれば淨土に生ず。但『觀經』の十三觀に依て、安心して必ず疑はざることを得よ。


  



  又白さく。行者淨土に生ぜんと欲はば、唯須く持戒し念佛し『彌陀經』を誦すべし。日別に十五?すれば二年に一萬を得、日別に三十?すれば一年一萬なり。日別に一萬?佛を念ぜよ、亦須く時に依りて淨土の莊嚴の事を禮讚すべし、大に須く精進すべし。或は三萬・六萬・十萬を得る者は、皆是上品上生の人なり。自餘の功德盡く往生に廻せよ。應に知るべし。以前は觀佛三昧の法を明す。


  



  『般舟三昧經』の請問品に、七日七夜入道場念佛三昧の法を明す。＜『般舟三昧經』に出でたり＞


  



  「佛、跋陀和に告げたまはく。三昧有り、十方諸佛悉在前立と名く。能く是の法を行ぜば、汝の所聞悉く得べし。跋陀和佛に白さく。願はくは爲に之を説きたまへ。過度する所多くして十方を安穩ならしめん。諸の衆生の爲に大明相を現じたまへ。佛跋陀和に告げたまはく。三昧有り、定意と名く。學者常に當に守りて習持して、復餘法に隨ふことを得ざるべし。功德の中に最第一なり」と。次に行品（一卷本般舟經意）に云く。「佛跋陀和菩薩に告げたまはく、疾く是の定を得んと欲はば、常に大信を立て如法に之を行ぜば、即ち得べし。疑想毛髮の如き許も有ること勿れ。*622この定意の法を、名けて菩薩超衆行と爲す。


  



  一念を立して　是の法を信じ　所聞に隨ひて　其の方を念じ　宜しく一念にして　諸想を斷ずべし　定信を立して　孤疑すること勿れ　精進に行じて　懈怠すること勿れ　想を有と無とに　起すこと勿れ　進を念ずること勿れ　退を念ずること勿れ　前を念ずること勿れ　後を念ずること勿れ　左を念ずること勿れ　右を念ずること勿れ　無を念ずること勿れ　有を念ずること勿れ　遠を念ずること勿れ　近を念ずること勿れ　痛を念ずること勿れ　痒を念ずること勿れ　飢を念ずること勿れ　渇を念ずること勿れ　寒を念ずること勿れ　熱を念ずること勿れ　苦を念ずること勿れ　樂を念ずること勿れ　生を念ずること勿れ　老を念ずること勿れ　病を念ずること勿れ　死を念ずること勿れ　命を念ずること勿れ　壽を念ずること勿れ　貧を念ずること勿れ　富を念ずること勿れ　貴を念ずること勿れ　賤を念ずること勿れ　色を念ずること勿れ　欲を念ずること勿れ　小を念ずること勿れ　大を念ずること勿れ　長を念ずること勿れ　短を念ずること勿れ　好を念ずること勿れ　醜を念ずること勿れ　惡を念ずること勿れ　善を念ずること勿れ　瞋を念ずること勿れ　喜を念ずること勿れ　坐を念ずること勿れ　起を念ずること勿れ　行を念ずること勿れ　止を念ずること勿れ　經を念ずること勿れ　法を念ずること勿れ　是を念ずること勿れ　非を念ずること勿れ　捨を念ずること勿れ　取を念ずること勿れ　想を念ずること勿れ　識を念ずること勿れ　斷を念ずること勿れ　著を念ずること勿れ　空を念ずること勿れ　實を念ずること勿れ　輕を念ずること勿れ　重を念ずること勿れ　難を念ずること勿れ　易を念ずること勿れ　深を念ずること勿れ　淺を念ずること勿れ　廣を念ずること勿れ　狹を念ずること勿れ　父を念ずること勿れ　母を念ずること勿れ　妻を念ずること勿れ　子を念ずること勿れ　親を念ずること勿れ　疎を念ずること勿れ　憎を念ずること勿れ　愛を念ずること勿れ　得を念ずること勿れ　失を念ずること勿れ　成を念ずること勿れ　敗を念ずること勿れ　淸を念ずること勿れ　濁を念ずること勿れ　諸念を斷ちて　*623一期の念　意亂るること勿れ　常に精進にして　歳に計ること勿れ　日に倦むこと勿れ　一念を立して　中忽すること勿れ　睡眠を除きて　其の意を精にせよ　常に獨り處して　聚會すること勿れ　惡人を避け　善友に近づき　明師に親しみて　視ること佛の如くせよ　その志を執りて　常に柔弱なれ　平等を一切に觀ぜよ　鄕里を避け　親族を遠け　愛欲を棄てて　淸淨を履み　無爲を行じて　諸欲を斷じ　亂意を捨てて　定行を習ひ　文慧を學すること　必ず禪の如くせよ　三穢を除き　六入を去れ　婬色を絶ち　衆愛を離るべし　財を貪じて　多く畜積すること勿れ　食は足るを知りて　味を貪ること勿れ　衆生の命　愼みて食すること勿れ　衣は法の如くして　綺飾すること勿れ　調戲すること勿れ　?慢すること勿れ　自大すること勿れ　貢高すること勿れ　若し經を説かば　當に法の如くすべし　身の本を了るに　由し幻の如し　陰を受くること勿れ　界に入ること勿れ　陰は賊の如し　四は蛇の如し　無常と爲し　?忽と爲し　常の主無し　了るに本無なり　因縁もて會し　因縁もて散ず　悉く了るに是　本無なりと知る　慈哀を一切に加へて　貧窮に施し　不還に濟ふ　是を定と爲す　菩薩の行は　至要の慧　超衆の行なり


  



  佛跋陀和に告げたまはく。是の行法を持てば便ち三昧を得、現在の諸佛悉く前に在まして立ちたまふ。其れ比丘・比丘尼・優婆塞・優婆夷、法の如く修行せば、持戒完具し、獨り一處に止りて西方の阿彌陀佛を念ずべし。今現に彼に在ます。所聞に隨ひて當に念ずべし。此を去ること十萬億の佛刹なり、其の國を須摩提と名く。一心に之を念ずること一日一夜、若しは七日七夜すべし。七日を過ぎ已りて後之を見たてまつらん。譬へば人の夢の中に見る所晝夜を知らず亦内外を知らざるは冥き中に在りて蔽礙する所有るに由るが故に見ざるにあらざるが如し。*624跋陀和、四衆常に是の念を作す時、諸佛の境界の中の、諸大山、須彌山、其の幽冥有る處、悉く爲に開避して、蔽礙する所無けん。是の四衆は天眼を持ちて徹視するにあらず、天耳を持ちて徹聽するにあらず、神足を持ちて其の佛刹に到るにあらず、此の間に終りて彼の間に生ずるにあらず、便ち此に坐して之を見るなり。佛言はく。四衆此の間の國土に於て、阿彌陀佛を念ずるに、專念するが故に之を見ることを得。即ち問へ、何なる法を持ちてか此の國に生ずることを得ると。阿彌陀佛報へて言はく。來生せんと欲はば、當に我が名を念じて、休息すること有ること莫くば、即ち來生することを得べし。佛言はく。專念するが故に往生することを得るなり。常に念ずべし佛身には三十二相・八十種好ありて、巨億の光明徹照し、端正無比にして菩薩僧の中に在りて説法したまふことを。色を壞すること莫れ。何を以ての故に、色を壞せざるが故に、佛の色身を念ずるに由が故に、是の三昧を得」と。以上は念佛三昧の法を明す。


  



  三昧の道場に入らんと欲はん時は、一ら佛敎の方法に依れ。先づ須く道場を料理し、尊像を安置して、香湯もて掃灑すべし。若し佛堂無きも淨房有らば亦得たり、掃灑すること法の如くし、一の佛像を取りて西の壁に安置せよ。行者等、月の一日より八日に至り、或は八日より十五日に至り、或は十五日より二十三日に至り、或は二十三日より三十日に至るまで、月別に四時にするは佳し。行者等、自ら家業の輕重を量り、此の時の中に於て淨行道に入れ。若しは一日乃至七日に、盡く淨衣を須ひ、鞋靺も亦新淨なるを須ひよ。七日の中に皆須く一食長齋すべし。?餠・?飯、隨時の醤菜は儉素節量すべし。道場の中に於て、晝夜に心を束ね、相續して專心に阿彌陀佛を念ぜよ。心と聲と相續して、唯坐し唯立し、七日の間に睡眠することを得ざれ。亦時に依て佛を禮し經を誦すべからず、數珠も亦捉るべからず。但合掌して佛を念ずと知り、念念に見佛の想を作せ。佛言はく。*625阿彌陀佛の眞金色の身に、光明徹照し、端正無比にして、心眼の前に在ますと想念せよ。正しく佛を念ぜん時は、若し立せんには即ち立して念ずること一萬・二萬せよ、若し坐せんには即ち坐して一萬・二萬せよ。道場の内に於ては、頭を交へて竊に語ることを得ざれ。


  



  晝夜或は三時・六時に、諸佛、一切の賢聖、天曹・地府、一切の業道に表白して、一生已来の、身口意業の所造の衆罪を發露し懺悔せよ。事實に依て懺悔し竟りて、還法に依て佛を念ぜよ。所見の境界は輒く説くことを得ず、善ならば自ら知り、惡ならば懺悔せよ。酒・肉・五辛は、誓ひて發願して手に捉らざれ、口に喫はざれ。若そ此の語に違せば即ち身口倶に惡瘡を著けんと願ぜよ。或は願じて『阿彌陀經』を誦すること十萬?を滿たし、日別に佛を念ずること一萬?せよ。經を誦すること日別に十五?、或は誦すること二十?・三十?、力の多少に任すべし。淨土に生ぜんことを誓ひ、佛の攝受を願ぜよ。


  



  又行者等、若しは病み病まざらんも、命終らんと欲せん時は、一ら上の念佛三昧の法に依て、正しく身心に當てて、面を廻らして西に向け、心も亦專注して、阿彌陀佛を觀想し、心口相應して聲聲絶ゆること莫く、決定して往生の想、華臺の聖衆來りて迎接する想を作せ。病人若し前の境を見ば、即ち看病の人に向ひて説け。既に説くを聞き已らば、即ち説に依て録記せよ。又病人若し語ること能はずば、看病の人必ず須く數數病人に問ふべし、何なる境界をか見たると。若し罪相を説かば、傍の人即ち爲に念佛して、助けて同じく懺悔して、必ず罪をして滅せしめよ。若し罪を滅することを得、華臺の聖衆念に應じて現前すれば、前に準じて抄記せよ。又行者等の眷屬六親、若し來りて看病せば、酒・肉・五辛を食せる人を有らしむること勿れ。若し有らば必ず病人の邊に向ふことを得ざれ。即ち正念を失ひ、鬼神交亂し、病人狂死して三惡道に墮せん。願はくは行者等、好く自ら謹愼して佛敎を奉持し、同じく見佛の因縁を作せ。已前は是入道場、及び看病人の法用なり。


  



  *626［五縁功德分］


  經に依て五種增上縁の義を明す一卷。


  『無量壽經』に依る一。


  『十六觀經』に依る二。


  『四紙阿彌陀經』に依る三。


  『般舟三昧經』に依る四。


  『十往生經』に依る五。


  『淨土三昧經』に依る六。


  



  謹みて釋迦佛の敎、六部の往生經等に依て、阿彌陀佛を稱念して、淨土に生ぜんと願ずる者、現生に即ち延年轉壽を得て、九橫の難に遭はざることを顯明す。一一は具に下の五縁義の中に説くが如し。問て曰く。佛一切の衆生を勸めて、菩提心を發して西方の阿彌陀佛國に生ぜんことを願ぜしむ。又勸めて、阿彌陀の像を造りて稱揚禮拜し、香華供養し、日夜觀想して絶えざらしむ。又勸めて專ら彌陀佛の名を念ぜしむること、一万・二万・三万・五万、乃至十万する者、或は勸めて『彌陀經』を誦せしむること、十五・二十・三十・五十、乃至一百して、十万?を滿てん者は、現生に何なる功德か得る。百年捨報の已後何なる利益か有る。淨土に生ずることを得やいなや。答て曰く。現生及び捨報に、決定して大功德利益有り。佛敎に準依して五種の增上利益の因縁を顯明せん。


  



  *627一には滅罪增上縁、二には護念得長命增上縁、三には見佛增上縁、四には攝生增上縁、五には證生增上縁なり。


  



  ［五縁功德分　滅罪縁］


  滅罪增上縁と言ふは、即ち『觀經』の下品上生の人の如きは、一生具に十惡の重罪を造る。其の人病を得て死せんと欲するに、善知識の敎へて彌陀佛を稱すること一聲せしむるに遇はん。即ち五十億劫の生死の重罪を除滅す。即ち是現生滅罪增上縁なり。


  



  又下品中生の人の如きは、一生具に佛法の中の罪を造る。齋を破し戒を破し、佛法僧物を食用して懺愧を生ぜず。其の人病を得て死せんと欲するに、地獄の衆火一時に倶に至る。善知識の爲に彌陀佛の身相功德、國土の莊嚴を説くに遇はん。罪人聞き已りて、即ち八十億劫の生死の罪を除く、地獄即ち滅す。亦是現生滅罪增上縁なり。


  



  又下品下生の人の如きは、一生具に五逆極重の罪を造る。地獄を經歴して苦を受くること窮無からん。罪人病を得て死せんと欲するに、善知識の敎へて彌陀佛の名を稱すること十聲せしむるに遇はん。聲聲の中に於て八十億劫の生死の重罪を除滅す。此れ亦是現生滅罪增上縁なり。


  



  又若し人有りて、『觀經』等に依て淨土莊嚴の變を畫造して、日夜に寶地を觀想する者は、現生に念念に八十億劫の生死の罪を除滅す。


  



  *628又經に依て變を畫き、寶樹・寶池・寶樓の莊嚴を觀想すれば、現生に無量億阿僧祇劫の生死の罪を除滅す。


  



  又華座莊嚴觀に依て、日夜に觀想すれば、現生に念念に五十億劫の生死の罪を除滅す。


  



  又經に依て像觀・眞身觀・觀音・勢至等の觀を觀想すれば、現生に念念の中に於て無量億劫の生死の罪を除滅す。


  



  上の所引の如きは、並に是現生滅罪增上縁なり。


  



  ［五縁功德分　護念縁］


  又護念增上縁と言ふは、即ち第十二の觀の中に説きて云ふが如し、若し人有りて一切の時處日夜、心を至して彌陀の淨土の二報莊嚴を觀想し、若しは見・不見、無量壽佛無數の化佛を化作し、觀音・大勢至亦無數の化身を作して、常に此の行人の所に來至したまふ。亦是現生護念增上縁なり。


  



  又『觀經』の下の文の如し。（意）「若し人有りて心を至して常に阿彌陀佛及び二菩薩を念ずれば、觀音・勢至常に行人の與に、勝友知識と作りて、隨逐影護す」と。此れ亦是現生護念增上縁なり。


  



  又第九の眞身觀に説きて云ふが如し。「彌陀佛は金色の身なり、毫相の光明?く十方の衆生を照らす。身の毛孔の光、亦?く衆生を照らす。圓光亦?く衆生を照らす。八万四千の相好等の光、亦?く衆生を照らす。又前の如きの身相等の光、一一に?く十方世界を照らすに、但阿彌陀佛を專念する衆生有りて、彼の佛心の光常に是の人を照らして攝護して捨てたまはず。*629總て餘の雜業の行者を照らし攝むと論ぜず」と。此れ亦是現生護念增上縁なり。


  



  又『十往生經』（意）に説くが如し。「佛山海慧菩薩及以び阿難に告げたまはく、若し人有りて專ら西方の阿彌陀佛を念じて、往生を願ずる者は、我今より已去常に二十五の菩薩をして行者を影護せしめて、惡鬼・惡神をして行者を惱亂せしめず、日夜に常に安穩なることを得しめん」と。此れ亦是現生護念增上縁なり。


  



  又『彌陀經』（意）に説くが如し。「若し男子・女人有りて、七日七夜、及び一生を盡して、一心に阿彌陀佛を專念して、往生を願ずる者は、この人常に六方恆河沙等の佛、共に來りて護念したまふことを得。故に護念經と名く」と。護念經の意は、亦諸の惡鬼神をして便を得しめず、亦橫病・橫死、橫に厄難有ること無く、一切の災障自然に消散するなり、至心ならざるを除く。此れ亦是現生護念增上縁なり。


  



  又『般舟三昧經』（一卷本意）の行品の中に説きて云ふが如し。「佛跋陀和に告げたまはく。若し人有りて七日七夜、道場の内に在りて諸縁の事を捨て、睡臥を除去し、一心に阿彌陀佛の眞金色の身を專念して、或は一日・三日・七日、或は二七日・五・六・七七日、或は百日に至り、或は一生を盡くして、至心に觀佛し、及び口稱・心念すれば、佛即ち攝受したまふ。既に攝受を蒙る、定んで知んぬ、罪滅して淨土に生ずることを得べしと。佛言はく。若し人專ら此の念彌陀佛三昧を行ずれば、常に一切の諸天及び四天大王・龍神八部、隨逐影護し愛樂相見することを得て、永く諸の惡鬼神、?障厄難もて橫に惱亂を加ふること無けん」と。具に護持品の中に説くが如し。此れ亦是現生護念增上縁なり。


  



  *630又『灌頂經』に依るに、第三卷（意）に説きて云く。「若し人三歸・五戒を受持すれば、佛天帝に勅す。汝天人六十一人を差はして、日夜年月に受戒の人を隨逐し守護して、諸の惡鬼神をして橫に相惱害することを獲しむること勿れ」と。此れ亦是現生護念增上縁なり。


  



  又『淨度三昧經』に説きて云ふが如し。「佛甁沙大王に告げたまはく。若し男子・女人有りて、月月の六齋日、及び八王日に於て、天曹・地府、一切の業道に向ひて、數數過を首して齋戒を受持する者は、佛六欲天王に勅して、各々二十五の善神を差はして、常に來らしめて持戒の人を隨逐し守護して、亦諸の惡鬼神の、橫に來りて惱害すること有らしめず。亦橫病・死亡・?障無く、常に安穩を得しめん」と。此れ亦是現生護念增上縁なり。


  



  又諸の行者に白さく。但今生に日夜相續して專ら彌陀佛を念じ、專ら『彌陀經』を誦し、淨土の聖衆莊嚴を稱揚し禮讚して、生ずることを願ぜんと欲せん者は、日別に誦經十五?、二十・三十?已上の者、或は誦すること四十・五十・百?以上の者は、願じて十万?を滿て、又彌陀の淨土の依正二報の莊嚴を稱揚し禮讚し、又三昧の道場に入らんを除きて、日別に彌陀佛を念ずること一万して、命を畢るまで相續せば、即ち彌陀の加念を蒙りて、罪障を除くことを得。又佛と聖衆と、常に來りて護念したまふことを蒙る。既に護念を蒙りぬれば、即ち延年轉壽、長命安樂なることを得ん。因縁の一一は具に『譬喩經』・『惟無三昧經』・『淨度三昧經』等に説くが如し。此れ亦是現生護念增上縁なり。


  



  ［五縁功德分　見佛縁］


  又見佛三昧增上縁と言ふは、即ち『觀經』（意）に説きて云ふが如し。「摩竭提國の王の夫人を韋提希と名く。*631毎に宮内に在りて、常に佛を見たてまつらんと願じて、遙に耆闍崛山に向ひて、悲泣して敬禮す。佛遙に念を知りて、即ち耆山より沒して王宮に出現したまふ。夫人已に頭を擧げて即ち世尊を見たてまつる。身紫金色にして、寶蓮華に坐したまひ、目連・阿難左右に立侍す。釋・梵空に臨みて華を散じて供養す。夫人佛を見たてまつりて身を擧げて地に投げ、號泣して佛に向ひて哀求し懺悔す。ただ願はくは如來、我を敎へて淸淨業處を觀ぜしめたまへ」と。又こ此の經證の如きは、直夫人のみ心至りて見佛するに非ず、亦未來の凡夫の與に敎を起す。但心に見たてまつらんと願ずること有らん者は、一に夫人に依て心を至して佛を憶せ、定んで見たてまつらんこと疑無し。此れ即ち是彌陀佛、三念願力外に加はるが故に見佛せしめることを得。三力と言ふは、即ち『般舟三昧經』に説きて云ふが如し。一には大誓願力を以て加念するが故に見佛を得。二には三昧定力を以て加念するが故に見佛を得。三には本功德力を以て加念するが故に見佛を得。已下の見佛縁の中、此の義に例同す。故に見佛三昧增上縁と名く。


  



  問て曰く。夫人は福力強勝にして、佛の加念を蒙るが故に見佛す、末法の衆生は罪&M079110;深重なり、何に由てか夫人と同例するを得ん。又此の義は甚深廣大なり、一一に具に佛經を引きて以て明證と爲よ。答て曰く。佛は是三達の聖人、六通無障なり。機を觀じて敎を備むらしむ、淺深を擇ばず、但誠に歸せしめよ、何ぞ見たてまつらざらんことを疑はん。即ち『觀經』の下に説きて云ふが如し。（意）「佛韋提を讚じたまはく、快く此の事を問へり、阿難受持して廣く多衆の爲に佛語を宣説すべし。如來今韋提希及び未來世の一切衆生を敎へて、西方極樂世界を觀ぜしめん。佛願力を以ての故に彼の國土を見るべし。明鏡を執りて自ら面像を見るが如くならん」と。又此の經を以て證す。亦是彌陀佛の三力外に加するが故に見佛を得。故に見佛淨土三昧增上縁と名く。


  



  *632又下に『經』（觀經意）に云ふが如し。「佛韋提に告げたまはく。汝は是凡夫、心想又劣なり、遠く見ること能はず、諸佛如來に異の方便有まして、汝等をして見しむることを致す。夫人佛に白して言さく。我今佛力に因るが故に彼の國土を見たてまつる。若し佛滅後の諸の衆生等は、濁惡不善にして五苦に逼めらる。云何してか極樂世界を見ることを得ん。佛即ち告げて言はく。韋提、汝及び衆生、專心に計念して西方の瑠璃地の下の一切の寶幢、地上の衆寶、室内の莊嚴等を想ふべし。專心に意を注ぐこと、亦上の夫人に同じければ見ることを得べし。即ち云く。一一に之を觀じて極めて了了ならしめよ。閉目開目に皆見ることを得しむ。此の如く想ふ者を名けて粗見と爲す。此を覺想の中の見と謂ふ、故に粗見と云ふ。若し定心三昧、及び口稱三昧を得れば、心眼即ち開けて彼の淨土の一切の莊嚴を見ること、説くとも窮盡すること無けん」と。又此の經を以て證す。一切の凡夫、但心を傾けしむれば定んで見の義有り、應に知るべし。設ひ見聞の者有りとも、驚怪すべからず。何を以ての故に、乃ち彌陀佛の三昧力外に加するに由るが故に見ることを得。故に見佛淨土三昧增上縁と名く。


  



  又下の華座觀の中に説きて云ふが如し。「佛阿難・韋提に告げたまはく。佛當に汝が爲に苦惱を除く法を説くべし。汝當に廣く大衆の爲に分別し解説すべし。是の語を説きたまふ時、無量壽佛・觀音・勢至、聲に應じて來現し、空中に住立したまふ。韋提見て即ち禮す。禮し已りて釋迦佛に白して言さく。我今佛力に因るが故に無量壽佛及び二菩薩を見たてまつることを得たり。若し佛滅後の諸の衆生等は、云何が阿彌陀佛及び二菩薩を觀見たてまつるべき。佛即ち告げて言はく。汝及び衆生、彼の佛を觀たてまつらんと欲はば、當に想念を起すべし。七寶地の上に蓮華の想を作せ。華想成じ已らば、次に當に佛を想ふべし。佛を想ふ時、是の心即ち三十二相に作ると想へ。頂上より下跏趺坐に至る已来、*633一一の身分亦皆之を想へ。心想に隨ふ時、佛身即ち現ず」と。此は是彌陀の三力外に加して即ち見佛を得るなり。亦見佛三昧增上縁と名く。


  



  又下に『經』（觀經意）に云ふが如し。「彼の佛を想はん者は、先づ當に像を想ふべし。一の金像を見るに、彼の華上に坐せり。既に想見し已りて心眼即ち開く。了了分明に、及び彼の國の一切の莊嚴を見る」と。此れ亦是彌陀の三力外に加するが故に見佛す。故に見佛三昧增上縁と名く。


  



  又下に『經』（觀經意）に云ふが如し。「次に二菩薩及び諸の光明を想へ。了了として見る、此の事を見る時、行者即ち三昧定の中に於て當に水流・光明・莊嚴等の説法の聲を聞くべし。出定・入定に行者常に妙法を聞く」と。此れ又是彌陀佛の三力外に加するが故に見佛す。故に見佛三昧增上縁と名く。


  



  又下に眞身觀の中に説きて云ふが如し。「佛阿難に告げたまはく。像觀成じ已らば次に更に無量壽佛を觀ずべし。身は眞金色なり、眉間の毫相・圓光・化佛、及び相好等の光但當に憶想して心眼もて見たてまつらしむべし。見已りて即ち十方一切の諸佛を見たてまつる。故に念佛三昧と名く」と。この文を以て證す。亦是彌陀佛の三力外に加するが故に見佛す。故に見佛三昧增上縁と名く。


  



  又下に『經』（觀經意）に云ふが如し。「佛言はく。是の故に智者一心に諦かに無量壽佛を觀ずべし。一の相好より入れ。但眉間の白毫を觀じて極めて明了ならしむれば、八万四千の相好自然に之を見るべし。見已りて即ち十方一切の諸佛を見たてまつる。諸佛の前にして次第に授記せらる」と。又この經を以て證す。亦是彌陀佛の三力外に加するが故に、凡夫をして專心に想はしむることを得ば、*634定んで見佛を得。亦見佛三昧增上縁と名く。


  



  「又觀音・勢至・普・雜等の觀、及び下の九品の人の、一生起行し乃至七日・一日、十聲・一聲等、命終らんと欲する時に、見佛を願ずる者、若し現生に乃ち善知識に遇ひ、行人自ら能く心口に彌陀佛を稱念すれば、佛即ち聖衆と與に華臺にして來現したまひ、行人佛を見たてまつり亦聖衆・華臺等を見ん」（觀經意）と。又此の經を以て證す。亦是彌陀佛の三力外に加するが故に見佛を得。故に見佛三昧增上縁と名く。


  



  又下に『經』（觀經意）に云ふが如し。「佛阿難に告げたまはく。此の經を觀極樂國土無量壽佛及觀世音大勢至菩薩經と名く。汝當に受持して忘失せしむること無かるべし。此の三昧を行ずる者は、現身に無量壽佛及び二菩薩を見たてまつることを得」と。又此の經を以て證す。亦是彌陀佛の三力外に加して、凡夫の念ずる者をして自の三心力に乘ずるが故に見佛を得しむることを致す。至誠心・信心・願心を内因と爲し、又彌陀の三種の願力に藉るを以て外縁と爲す。外内の因縁和合するが故に、即ち見佛を得。故に見佛三昧增上縁と名く。


  



  又『般舟三昧經』（一卷本意）に云ふが如し。「佛跋陀和菩薩に告げたまはく。三昧有り、十方諸佛悉在前立と名く。若し疾く是の三昧を得んと欲はん者は、常に當に守りて習持して疑想毛髮の如き許も有ることを得ざるべし。若し比丘・比丘尼・優婆塞・優婆夷、是の三昧を行學せんと欲はん者は、七日七夜、睡眠を除去して、諸の亂想を捨て、獨一に處止して、西方の阿彌陀佛の身は、眞金色にして三十二相あり、光明徹照し、端正なること比無きを念ずべし。一心に觀想して、心念口稱、念念に絶えざる者は、*635佛言はく、七日已後に之を見る。　譬へば人有りて夜星宿を觀るが如し、一星即ち是一佛なり、若し四衆有りて是の觀を作さば、一切の星を見るが如く、即ち一切の佛を見たてまつらん」と。又此の經を以て證す。亦是彌陀佛の三力外に加するが故に見佛す。三昧と言ふは、即ち是念佛の行人、心口に稱念して更に雜想無く、念念心を住して聲聲相續すれば、心眼即ち開けて彼の佛了然として現ずることを見たてまつることを得、即ち名けて定と爲す、亦三昧と名く。正に見佛する時、亦聖衆及び諸の莊嚴を見る。故に見佛淨土三昧增上縁と名く。


  



  又『月燈三昧經』（卷一）に云ふが如し。「佛の相好及び德行を念じて、能く諸根をして亂動せざらしめ、心に迷惑無く法と合すれば、聞を得知を得ること、大海の如し。智者是の三昧に住して、念を攝して行ずれば、經行の所に於て、能く千億の諸の如來を見たてまつり、亦無量恆沙の佛に遇ひたてまつる」と。又此の經を以て證す。又是見佛三昧增上縁なり。


  



  又『文殊般若經』（卷下意）に云ふが如し。「文殊、佛に白して言さく。云何が一行三昧と名くる。佛言はく。若し男子・女人、空閒の處に在りて、諸の亂意を捨て、佛の方所に隨ひて、端身正向して、相貌を取らず、專ら佛名を稱して、念休息すること無ければ、即ち念の中に於て能く過・現・未來の三世の諸佛を見たてまつる」と。又此の經を以て證す。即ち是諸佛同體の大悲、念力加備して見しむ。此れ亦是凡夫の見佛三昧增上縁なり。


  



  ［五縁功德分　攝生縁］


  又攝生增上縁と言ふは、即ち『無量壽經』（卷上意）の四十八願の中に説くが如し。「佛言はく。若し我成佛せんに、十方の衆生、我國に生ぜんと願じて、我が名字を稱せんこと、下十聲に至るまで、我が願力に乘じて、若し生れずば、正覺を取らじ」と。此れ即ち是往生を願ずる行人、*636命終らんと欲する時、願力攝して往生を得しむ。故に攝生增上縁と名く。


  



  又此の『經』（大經意）の上卷に云はく。「若し衆生有りて、西方の無量壽佛國に生ずることを得る者は、皆彌陀佛の大願等の業力に乘じて增上縁と爲す」と。即ち證と爲す。又是攝生增上縁なり。


  



  又此の『經』（大經意）の下卷の初に云はく。「佛説きたまはく。一切衆生、根性不同にして、上中下有り。其の根性に隨ひて佛皆勸めて無量壽佛の名を專念せしむ。其の人命終らんと欲する時、佛聖衆と自ら來りて迎接して、盡く往生を得しむ」と。此れ亦是攝生增上縁なり。


  



  又『觀經』の第十一觀、及び下の九品の如し。皆是佛の自説にして、定散の二行を修する人、命終の時一一に盡く是彌陀世尊、自ら聖衆と、華臺に授手し迎接して往生せしむ。此れ亦是攝生增上縁なり。


  



  又『四紙彌陀經』の中に説くが如し。（意）「佛言はく。若し男子・女人有りて、或は一日・七日、一心に彌陀佛の名を專念すれば、其の人命終らんと欲する時、阿彌陀佛諸の聖衆と、自ら來り迎接して、即ち西方極樂世界に往生することを得しむ。釋迦佛言はく。我此の利を見るが故に此の言を説く」と。即ち證と爲す。此れ亦是攝生增上縁なり。


  



  又四十八願の中に説きて云ふが如し。（大經卷上意）「設ひ我佛を得んに、十方の衆生、菩提心を發し、諸の功德を修し、至心に發願して、我が國に生れんと欲はん、命終の時に臨みて、我大衆と與に其の前に現ぜずば、正覺を取らじ」と。此れ亦是攝生增上縁なり。


  



  又下の願に云ふが如し。（大經卷上意）「設ひ我佛を得んに、十方の衆生、我が名號を聞きて、念を我國に計け、至心に廻向して我が國に生れんと願ぜん、*637果遂せずば、正覺を取らじ」と。此れ亦是攝生增上縁なり。


  



  又下の願に云ふが如し。（大經卷上意）「設ひ我佛を得んに、十方世界に、其れ女人有りて、我が名字を聞きて、歡喜信樂し、菩提心を發して、女身を厭惡せん。命終の後、復女身と爲らば、正覺を取らじ」と。義に曰く。乃ち彌陀の本願力に由るが故に、女人佛の名號を稱すれば、正しく命終の時、即ち女身を轉じて男子と成ることを得。彌陀手を接し菩薩身を扶けて寶華の上に坐せしむ。佛に隨ひて往生し、佛の大會に入りて無生を證悟す。又一切の女人若し彌陀の名願力に因らざれば、千劫・万劫・恆河沙等の劫にも、終に女身を轉ずることを得べからず。應に知るべし。今或は道俗有りて、女人は淨土に生ずることを得ずと云はば、此は是妄説なり、信ずべからず。又此の經を以て證す。又是攝生增上縁なり。


  



  ［五縁功德分　證生縁］


  又證生增上縁と言ふは、　問て曰く。今既に彌陀の四十八願、一切衆生を攝して淨土に生ずることを得しむと言はば、未だ知らず、何等の衆生を攝して生ずることを得しめ、又是何人か得生を保證するや。答て曰く。即ち『觀經』に説きて云ふが如し。「佛韋提に告げたまはく。汝今知るやいなや。阿彌陀佛、此を去ること遠からず、汝當に計念して諦かに彼の國の淨業成じたまへる者を觀ずべし。又未來世の一切の凡夫をして、西方の極樂國土に生ずることを得しめん」。今此の經を以て證す。但是佛滅後の凡夫、佛の願力に乘じて定んで往生することを得。即ち是證生增上縁なり。


  



  又問て曰く。釋迦の説敎、衆生に示悟す。何が故ぞ一種の佛法に、即ち信不信有りて、共に相譏毀する者は、何の所以か有る。答て曰く。凡夫の機性に其の二種有り。一は善性の人、二は惡性の人なり。其の善性の人とは、一には聞きて即ち惡を捨てて善を行ずる善人なり。*638二には邪を捨てて正を行ずる善人なり。三には虚を捨てて實を行ずる善人なり。四には非を捨てて是を行ずる善人なり。五には僞を捨てて眞を行ずる善人なり。此の五種の人、若し能く佛に歸すれば即ち能く自利利他す。家に在りては孝を行じ、外に在りては亦他人を利す、望に在りては信を行じ、朝に在りては君子と名けられ、君に事へては能く忠節を盡す。故に自性の善人と名くるなり。惡性の人と言ふは、一には即ち眞を謗じて僞を行ずる惡人なり。二には正を謗じて邪を行ずる惡人なり。三には是を謗じて非を行ずる惡人なり。四には實を謗じて虚を行ずる惡人なり。五には善を謗じて惡を行ずる惡人なり。又此の五種の人、若し願じて佛に歸せんと欲するも、自利に能はず、亦他人を利せず。又家に在りて孝せず、望に在りて信無く、朝に在りて小兒と名けられ、君に事へては則ち常に?佞を懷く、之を不忠と謂ふ。又此の人等、他の賢德善人の身の上に於て、唯能く是を敗り非を成じ、但他の惡を見る。故に自性の惡人と名くるなり。又上諸佛賢聖に至るまで、人天六道一切の良善、此等の惡人をば譏りて耻辱する所なり、諸の有智の者應に知るべし。今一一に具に善惡二性の人を引く、道理顯然なり。上の問を答へ竟んぬ。


  



  又下に『經』（觀經意）に云く。「佛韋提に告げたまはく。汝及び衆生、心を專にし念を一處に計して、西方の地下の金幢、地上の衆寶莊嚴を想ふべし」と。下十三觀に至る已来は、總じて上の韋提の二請に答へ、以て明證と爲す。善惡の凡夫、廻心し起行して、盡く往生を得しめんと欲す。此れ亦是證生增上縁なり。


  



  又下に『經』（觀經意）に云ふが如し。「衆寶國土に、五百億の寶樓有り、其の樓閣の中に、無量の天人有りて、天の伎樂を作す、此の衆音の中に、皆念佛法僧を説く、此の想成じ已りぬれば、命終らんと欲する時、定んで彼の國に生ず」と。又此の經を以て證す。亦是證生增上縁なり。


  



  *639又下に『經』（觀經意）に云ふが如し。「佛阿難に告げたまはく、是の如きの妙華は是本法藏比丘の願力の所成なり、若し彼の佛を念ぜんと欲はば、當に先づ此の華座の想を作すべし。一一に之を觀じて皆分明ならしめよ。此の想成ずる者は、必定して當に極樂世界に生ずべし」と。又此の經を以て證す。亦是證生增上縁なり。


  



  又『無量壽經』（卷下意）に云ふが如し。「佛阿難に告げたまはく、其れ衆生有りて、彼の國に生ずれば、皆盡く正定の聚に住す。十方の諸佛皆共に彼の佛を讚歎したまふ。若し衆生有りて其の名號を聞きて、信心歡喜せんこと、乃至一念せん。彼の國に生れんと願ぜば、即ち往生を得不退轉に住せん」と。又此の經を以て證す。亦是證生增上縁なり。


  



  又『觀經』の九品に云ふが如し。一一の品の中に、告ぐる所の衆生は、皆是若しは佛の在世、若しは佛の滅後の五濁の凡夫、善知識の勸めて信を生ぜしむるに遇ひて、持戒し念佛し誦經し禮讚して、決定して往生す、佛の願力を以て盡く往生を得。此れ亦是證生增上縁なり。


  



  又『彌陀經』（意）に云ふが如し。「六方に各々恆河沙等の諸佛有まして、皆舌を舒べて?く三千世界に覆ひて、誠實の言を説きたまふ」と。若しは佛の在世、若しは佛の滅後の、一切造罪の凡夫、但廻心して阿彌陀佛を念じて、淨土に生ぜんと願ずれば、上百年を盡し、下七日・一日、十聲・三聲・一聲等に至るまで、命終らんと欲する時、佛聖衆と自ら來り迎接して、即ち往生を得しむ。上の六方等の佛の舒舌の如く、定んで凡夫の爲に證を作したまふ、罪滅して生を得と。若し此の證に依て生ずることを得ずば、六方の諸佛の舒舌、*640一び口より出でて已後、終に口に還り入らずして、自然に壞爛せん。此れ亦是證生增上縁なり。


  



  又敬ひて白す。一切の往生人等、若しこの語を聞かば、即ち聲に應じて悲しみて涙を雨らし、連劫累劫身を粉にし骨を碎きて、佛恩の由來を報謝して、本心に稱すべし。豈に敢て更に毛髮も之に憚る心有らんや。又白す。諸の行人等、一切罪惡の凡夫、尚罪滅を蒙り得生すと證攝す。何に況や聖人、生ぜんことを願じて去くことを得ざらんや。　上來總じて前の問に何等の衆生を攝して淨土に生ずることを得るやといふに答ふ。五種の增上縁の義竟んぬ。


  



  ［結勸修行分］


  問て曰く。釋迦出現して、五濁の凡夫を度せんが爲に、即ち慈悲を以て、十惡の因三塗の苦を報果することを開示し、又平等の智慧を以て、人天廻して彌陀佛國に生ずることを悟入せしむ。諸經に頓敎の文義歴然なり。今乃ち人有りて公然として信ぜず、共に相誹毀する者、未だ知らず、此の人現生及び死後、何なる罪報を得るや。具に佛經を引きて其れが與に證を作して、改悔を生じ佛大乘を信じ廻して淨土に生ぜしめて、即ち利益を爲せ。答て曰く。佛經に依て答ふれば、又此の惡人は上の五惡性分の中に已に説き竟るが如し。今直に佛經を引き以て明證と爲ん。即ち『十往生經』（意）に云ふが如し。「佛山海慧菩薩に告げたまはく。汝今一切衆生を度せんが爲に、當に是經を受持すべし。佛又山海慧に告げたまはく。是の經を名けて觀阿彌陀佛色身正念解脱三昧經と爲す。亦度諸有流生死八難有縁衆生經と名く。是の如く受持の衆生、未だ念佛三昧の縁有らず、是の經能く與に大三昧門を開することを作す。是の經能く衆生の與に地獄の門を閉づ。是の經能く衆生の與に、害人を除き惡鬼を殄滅し。四向悉く皆安穩ならしむ。佛山海慧に告げたまはく、我が所説の如くば、其の義是の如し。山海慧佛に白して言さく。*641未來の衆生多く誹謗すること有るべし、是の如きの人後に於て云何。佛言はく。後に閻浮提に於て、或は比丘・比丘尼、若しは男、若しは女有りて、是の經を讀誦すること有るを見て、或は相瞋恚し心に誹謗を懷かん。是の謗正法に縁るが故に、是の人現身に諸の惡重病を得て、身根不具ならん。或は聾病・盲病・失陰病・鬼魅・邪狂・風冷・熱痔・水腫・失心を得ん。是の如き等の諸の惡重病、世世に身に在らん、是の如く苦を受けて、坐臥安からず、大小便利、又皆通ぜず、生を求め死を求めんに得ず、是の經を謗ずるが故に苦を受くること是の如し。或時は死して後に地獄に墮して、八万劫の中に大苦惱を受けん。百千万世にも未だ曾て水食の名を聞かず。是の經を謗ずるが故に罪を得ること是の如し。或時は出づることを得て生れて人中に在らんも、牛・馬・猪・羊と作りて、人の爲に殺されて大苦惱を受けん。是の經を謗ずるが爲の故に。後に人身を得とも常に下賤に生じて百千万世にも自在を得ず、百千万世にも三寶の名字だに見ず。是の經を謗ずるが爲の故に、苦を受くること是の如し。是の故に無智の人の中にして、是の經を説くこと莫れ。正觀・正念是の如きの人にして、然して後に與に説け。彼此是の經を敬はざれば、地獄に墮す。彼此敬重すれば、正解脱を得て阿彌陀佛國に往生す」と。今又此の經を以て證す。故に知んぬ、毀敬の者、佛記の損益虚しからずと。應に知るべし。具に前の問に答へ竟んぬ。


  



  又問ふ。若し佛滅後の一切善惡の凡夫、菩提心を發して彌陀佛國に生ぜんと願ずる者は、日夜心を計して此の一生を畢るまで、稱・觀・禮・讚し、香華もて阿彌陀佛、及び觀音聖衆、淨土の莊嚴を供養し、念々に觀想して、三昧或は成じ、未だ成ぜざる者も、現生に何なる功德をか得る。具に佛經を引きて以て明證と爲せ。修學の行人をして、歡喜愛樂し、信受奉行せしめんと欲す。*642答て曰く。快く斯の義を問へり。即ち是六道生死の因行を閉絶して、永く常樂淨土の要門を開く。直彌陀の願に稱ふのみに非ず、又乃ち諸佛普く皆同じく慶びたまふ。今經に依て具に答ふれば、即ち『般舟三昧經』（一卷本意）に説くが如し。「佛跋陀和菩薩に告げたまはく。是の念佛三昧の中に於て、四事の供養有り、飮食・衣服・臥具・湯藥なり。其を助けて歡喜せしめよ。過去の諸佛も是の念阿彌陀佛三昧を持ちて、四事もて助けて歡喜せしめて皆成佛することを得たまへり。現在十方の諸佛も亦是の念佛三昧を持ちて、四事もて助けて歡喜せしめて皆作佛することを得たまへり。未來の諸佛も亦是の念佛三昧を持ちて、四事もて助けて歡喜せしめて皆作佛することを得たまへり。佛跋陀和に告げたまはく。是の念阿彌陀佛三昧四事助歡喜は、我是の三昧の中に於て、其の少喩を説きて念佛の功德に比校せん。譬へば人の壽百歳ならん、亦生れてより即ち能く行走すること老に至るまで疾風於りも過ぎたらんが如し。人有りて能く其の道里を計るやいなや。跋陀和言さく。能く計る者無けん。佛言はく。我故に汝及び諸の菩薩等に語る。若し善男子・女人、是の人の行處に取りて、中に滿たせる珍寶を著け、以用て布施せんに、得る所の功德は、人有りてこの念阿彌陀佛三昧を聞きて、四事供養し助歡喜せしめん功德には如かず。上の布施の者に過ぐること千万億倍なり、亦比校に非ず。佛言はく。乃往久遠、不可計阿僧祇劫に、佛有ましき、號して私訶提と曰ひ、國をば跋陀和と名く。轉輪王有り、名けて斯?と曰ふ。佛の所に往至す。佛王の意を知りて即ち爲に是の念佛三昧四事助歡喜を説く。王聞きて歡喜して、即ち種々の珍寶を持ち、以て佛の上に散ず。王自ら願じて言く。是の功德を持ちて、十方の人天をして皆安穩を得。佛言はく。其の王終りて後還自ら其の家に生れて、太子と作る。梵摩達と名けき。時に比丘有り、名けて珍寶と曰ふ。常に四部の弟子の爲に、是の念佛三昧を説く。時に王之を聞きて四事助歡喜せしむ、*643即ち寶物を以て比丘の上に散ず。又衣服を持ちて以て之を供養す。王千人と比丘の所にして出家して是の念佛三昧を學せんことを求めて、常に千人とともに其の師に承事す。八千歳を經て日夜に懈ること無し。唯一度是の念佛三昧を聞くことを得て、即ち高明智に入り、卻きて後更に六万八千の諸佛を見たてまつる。一一の佛所にして、皆是の念佛三昧を聞きて、佛果を成ずることを得たり。佛言はく。若し人百里・千里・四千里なるも、是の念佛三昧を聞かんと欲はば、必ず往いて之を求むべし。何に況や近くして求學せざらん者をや」と。又白す。諸の往生人等、上來所引の佛敎、以て明證と爲す者なり。一一は具に四事供養功德品の中に説くが如し。


  



  問て曰く。佛敎に准依して、精勤苦行して、日夜六時に、禮念・行道・觀想・轉誦し、齋戒一心にして生死を厭患し、三塗の苦を畏れ此の一形を畢へて、淨土の彌陀佛國に生ぜんと誓はん者、又恐らくは殘殃盡きずして、現に十惡と相應せん。斯の障有りと覺らば、云何してか除滅すべき。具に佛經を引きて其の方法を示せ。答て曰く。佛經に依て答ふれば、即ち『觀佛三昧海經』（卷二意）に説くが如し。「佛父王及び諸の大衆の爲に説きたまふ。過去に佛有ましき、名けて空王と曰ふ。像法住世の時、四比丘有り、破戒犯重なり。時に空王佛、夜の空中に於て、聲を出して四比丘に告げて言はく。汝の所犯をば不可救と名く。罪を滅せんと欲せば、我が塔の中に入りて我が形像を觀て、至心に懺悔すべし、此の罪を滅すべしと。時に四比丘万事倶に捨て、一心に敎を奉じて、塔に入りて佛像の前にして、自ら撲ち懺悔すること大山の崩るるが如し。地に婉轉して號哭して、佛に向ひて日夜相續して死に至るを期と爲す。捨命以後空王佛の國に生ずることを得たり。今此の經を以て證す。行者等懺悔せんと欲せん時、亦此の經法門に依れ。*644佛言はく。若し我滅後の佛の諸弟子、諸惡を捨離し少語法を樂ひて、日夜六時に、能く一時に於て分ちて少時と爲して、少分の中に須臾の間に於ても、佛の白毫を念ぜん者、若し見ずとも、是の如き等の人九十六億那由他恆河沙微塵劫の生死の罪を除卻せん。若し復人有りて是の白毫を聞きて、心に驚疑せず、歡喜信受せば、此の人亦八十億劫の生死の罪を除かん。若しは諸の比丘・比丘尼、若しは男・女人、四の根本、十惡等の罪、五逆の罪を犯し、及び大乘を謗ぜん。是の如きの諸人、若し能く懺悔すること日夜六時、身心息まず、五體を地に投ぐること大山の崩るるが如くにし、號泣して涙を雨らし、合掌して佛に向ひ、佛の眉間の白毫相の光を念ずること、一日より七日に至らんに、前の四種の罪、輕微なることを得べし。白毫を觀ぜんに、闇くして見えずば、應に塔の中に入りて眉間の白毫を觀ずべし。一日より三日に至るまで、合掌して啼泣せよ。又暫く聞くも亦三劫の罪を除く。佛父王に告げ、及び阿難に勅したまはく。吾今汝が爲に悉く身相の光明を現ず。若しは不善心有る者、若しは佛の禁戒を毀つ者、佛を見ること各々不同なり。時に五百の釋子、佛の色身を見ること猶し灰人の如し。比丘千人、佛を見ること由し赤土の如し。十六の居士、二十四の女人、佛を見ること純黑なり。諸の比丘尼佛を見ること銀色の如し。時に諸の四衆佛に白さく。我今佛の妙色を見たてまつらずと。自ら頭髮を拔き身を擧げ地に投げて、啼泣して涙を雨らし、自ら撲ちて婉轉す。佛言はく。善男子、如來の出現は正しく汝等が罪咎を除滅せんが爲なり、汝今過去の七佛を稱し、佛の爲に禮を作すべし。汝が先世邪見の罪を説かん。汝當に諸の大德僧衆に向ひて、發露悔過し、佛語に隨順して佛法衆の中に於て、五體を地に投ぐること太山の崩るるが如くにし、佛に向ひて懺悔すべし。既に懺悔し已らば、心眼開くことを得て、佛の色身を見て、心大に歡喜せん。佛諸の比丘に告げたまはく。汝ら先世無量劫の時、*645邪見にして師を疑ひ、無戒にして虚しく信施を受く。この因縁を以ての故に餓鬼・地獄に墮して、八万歳苦を受く。今出づることを得たりと雖も、無量世に於て諸佛を見たてまつらず、但佛の名のみを聞けり。今佛身を見たてまつるも赤土の色の如く、正しく長五尺なり。佛語を説き已りたまふに、千の比丘等、佛に向ひて懺悔し、五體地に投ぐること太山の崩るるが如くにし、悲號して涙を雨らす。猶し風吹きて重雲四に散ずるが如くにして、金顏を顯發す。既に佛を見たてまつること已りて、比丘歡喜し菩提心を發す。佛父王に告げたまはく。此の千の比丘、慇懃に法を求めて心に懈息無し。佛授記を與へて同じく南無光照如來と號す」と。已前の懺悔の法は、『觀佛三昧海經』の第二・第三卷に出でたり。


  



  『佛説觀佛三昧海經』密行品第十二卷第十にいはく。「佛阿難に告げたまはく。未來の衆生、其れ是の念佛三昧を得ること有らん者、佛の諸の相好を觀ぜん者、諸佛現前三昧を得ん者、當に是の人に敎ふべし。身口意を密にして、邪命を起すこと莫れ、貢高を生ずること莫れ。若し邪命及び貢高の法を起さば、當に知るべし、此の人は是增上慢なり。佛法を破滅し、多く衆生をして不善心を起さしむ。和合僧を亂して、異を顯し衆を惑はす。これ惡魔の伴なり。是の如きの惡人、復念佛すと雖も、甘露の味を失す。此の人の生處、貢高を以ての故に身恆に卑小にして、下賤の家に生ず。貧窮諸衰にして、無量の惡業以て嚴飭と爲す。此の如きの種種衆多の惡事、當に自ら防護して永く生ぜざらしむべし。若し是の如きの邪命の業を起さば、此の邪命の業は、猶し狂象の蓮華の池を壞するが如し。此の邪命の業も、亦復是の如く、善根を壞敗す。佛阿難に告げたまはく。念佛すること有らん者は、當に自ら防護して放逸せしむること勿るべし。念佛三昧の人、若し防護せずして、貢高を生せば、邪命惡風?慢の火を吹きて、善法を燒滅す。善法とは、所謂一切無量の禪定、諸の念佛の法にして、心想より生ず。是を功德藏と名く。　佛阿難に告げたまはく。此の經をば繋想不動と名く、*646是の如く受持すべし。亦觀佛白毫相と名く、是の如く受持すべし。又逆順觀如來身分と名く、亦一一毛孔分別如來身分と名く、亦觀三十二相八十隨形好諸智慧光明と名く、亦觀佛三昧海と名く、亦念佛三昧門と名く、亦諸佛妙華莊嚴色身經と名く。汝好く受持して愼みて忘失すること勿れ」と。又『大集經』の濟龍品（卷四四意）に説くが如し。「時に娑伽羅龍王、佛を請じて宮に入れて供を設く。佛龍の請を受く。佛聖衆と食し已んぬ。時に大龍王、又説法を請ふ。時に龍王の太子あり、名をば華面と曰ふ。自ら佛前に起ちて、四支を地に布きて悲聲もて懺悔す。過去に何なる罪業を作りてか此の龍身を受けたる」と。又此の經を以て證す。亦是懺悔至誠の方法なり。應に知るべし、一切經内に皆此の文有り。廣く録すべからず。今三部の經を略抄して、以て後學に示す。至心ならざるをば除く。作さん者皆知れ。佛は虚言したまはず。又『木?經』（意）に説くが如し。「時に難陀國の王あり、波瑠璃と名く。使を遣はして佛所に來到せしめ、佛足を頂禮して、佛に白して言さく。世尊、我が國邊小にして、頻歳寇賊有り、五穀踊貴し、疫疾流行して、人民困苦す。我恆に安臥することを得ず。如來の法藏は多くして悉く深廣なれども、我憂務有りて修行することを得ず。唯願はくは世尊、特に慈愍を垂れて我に要法を賜ひ、我をして日夜に修行することを得易く、未來世の中に、衆苦を遠離せしめたまへ。佛使に告げて言はく。卿が大王に語れ、若し煩惱障・報障を滅せんと欲せば、當に木?子一百八を貫きて、以て常に自ら隨つべし。若しは行若しは坐若しは臥に、恆に當に心を至して分散の意無く、口に佛陀・達磨・僧伽の名を稱して、乃ち一の木?子を過くるべし。是の如くにして若しは十、若しは二十、若しは百、若しは千、乃至百千万せよ。若し能く二十万?を滿たすまで、身心亂れずして諸の諂曲無くば、捨命して第三の炎摩天に生ずることを得、衣食自然にして常に安樂を受けん。*647百八の結業を除斷することを得て、生死の流に背き、涅槃の道に趣きて、無上果を獲んと。使還りて王に啓す。王大に歡喜して頭面に佛を禮して遙に世尊に白さく。尊敎を頂受して、我當に奉行すべし。即ち吏民に勅して、木?子を營辨して、以て千具を爲り、六親の國戚に皆一具を與ふ。王常に誦念して、軍旅に親しむと雖も亦廢捨せず。又是の念を作さく、世尊の大慈、普く一切に應ず、若し我が此の善、長く苦海に淪むことを免るることを得ば、如來當に現じて我が爲に法を説きたまへと。王樂を願うを以て、心を逼めて三日食せず。佛即ち身を現じて諸の聖衆と、宮内に來入して、王の爲に法を説きたまふ」。又此を以て證す。直是王の心眞實なれば、念念に障除こり、佛罪滅を知りたまひて、念に應じて現じたまふ。應に知るべし。


  



  



  觀念阿彌陀佛相海三昧功德法門經　一卷


  *648


  往生禮讚偈　一卷



  沙門善導集記



  



  ［前序］


  一切衆生を勸めて、西方極樂世界の阿彌陀佛國に生ぜんと願ぜしむる、六時禮讚の偈。


  



  謹みて『大經』及び龍樹・天親、此の土の沙門等の所造の往生禮讚に依り、集めて一處に在き分ちて六時を作る。唯相續係心して往益を助成せんと欲す。亦願はくは未聞を曉悟せしめて、遠く遐代を沾さんのみ。何者ぞ。第一に謹みて『大經』に釋迦及び十方の諸佛、彌陀の十二光の名を讚歎して、稱禮念すれば定んで彼の國に生ずることを勸めたまふに依て、十九拜、日沒の時に當りて禮す。第二に謹みて『大經』に依て要文を採集して、以て禮讚の偈と爲し、二十四拜、初夜の時に當りて禮す。第三に謹みて龍樹菩薩の願往生禮讚の偈に依て、十六拜、中夜の時に當りて禮す。第四に謹みて天親菩薩の願往生禮讚の偈に依て、二十拜、後夜の時に當りて禮す。第五に謹みて?琮法師の願往生禮讚の偈に依て、二十一拜、晨朝の時に當りて禮す。第六に沙門善導の願往生禮讚の偈、謹みて十六觀に依て作る、二十拜、午時に當りて禮す。


  



  問て曰く。今人を勸めて往生せしめんと欲せば、未だ知らず、若爲が安心・起行・作業して定んで彼の國土に往生することを得るや。答へて曰く。必ず彼の國土に生れんと欲はば、『觀經』の説の如し、三心を具して必ず往生を得。何等をか三と爲る。一には至誠心、所謂身業に彼の佛を禮拜す、*649口業に彼の佛を讚歎し稱揚す、意業に彼の佛を專念し觀察す。凡そ三業を起すに必ず眞實を須ひるが故に至誠心と名く。二には深心、即ち是眞實の信心なり。自身は是煩惱を具足せる凡夫、善根薄少にして三界に流轉して、火宅を出でずと信知す。今彌陀の本弘誓願は、名號を稱すること下至十聲・一聲等に及ぶまで、定んで往生を得しむと信知して、乃し一念に至るまで疑心有ること無し、故に深心と名く。三には回向發願心、所作の一切の善根、悉く皆回して往生を願ず、故に回向發願心と名く。此の三心を具して必ず生を得るなり。若し一心少けぬれば即ち生を得ず。『觀經』（觀經四帖疏）に具に説くが如し。應に知るべし。


  



  又天親の『淨土論』に云ふが如し。若し彼の國に生ぜんと願ずること有らん者には、勸めて五念門を修せしむ。五門若し具すれば定んで往生を得。何者か五と爲る。一には身業禮拜門、所謂一心專至して、恭敬合掌し香華供養して、彼の阿彌陀佛を禮拜す。禮すれば即ち專ら彼の佛を禮して、畢命を期と爲して餘禮を雜へず。故に禮拜門と名く。二には口業讚歎門、所謂意を專にして、彼の佛の身相・光明、一切の聖衆の身相・光明、及び彼の國中の一切の寶莊嚴・光明等を讚歎す。故に讚歎門と名く。三には意業憶念觀察門、所謂意を專にして、彼の佛及び一切の聖衆の身相・光明、國土の莊嚴等を念觀す。『觀經』に説くが如く、唯睡時を除きて、此の事等を恒憶し恒念し恒想し恒觀す。故に觀察門と名く。四には作願門、所謂心を專にして、若しは晝若しは夜、一切時一切處に、三業四威儀の所作の功德、初中後を問はず、皆須く眞實心の中に發願して、彼の國に生ぜんと願ずべし。故に作願門と名く。五には回向門、所謂心を專にして、若しは自作の善根、*650及び一切の三乘五道、一一の聖凡等の所作の善根、深く隨喜を生ず。諸佛・菩薩の所作の隨喜の如く、我も亦是の如く隨喜して、此の隨喜の善根、及び己が所作の善根を以て、皆悉く衆生と之を共にして、彼の國に回向す。故に回向門と名く。又彼の國に到り已りて、六神通を得、生死に回入して、衆生を敎化すること後際を徹窮して心に厭足無く、乃至成佛まで亦回向門と名く。五門既に具しぬれば定んで往生を得ん。一一の門上の三心と合して、隨ひて業行を起せば、多少を問はず、皆眞實の業と名くるなり、應に知るべし。


  



  又勸めて四修の法を行ぜしめて、用て三心・五念の行を策して、速に往生を得しむ。何者をか四と爲る。一には恭敬修、所謂彼の佛及び彼の一切の聖衆等を恭敬し禮拜す。故に恭敬修と名く。畢命を期と爲して誓ひて中止せざる、即ち是長時修なり。二には無餘修、所謂專ら彼の佛の名を稱して、彼の佛及び一切の聖衆等を專念し專想し專禮し專讚して、餘業を雜へず。故に無餘修と名く。畢命を期と爲して誓ひて中止せざる、即ち是長時修なり。三には無間修、所謂相續して恭敬し禮拜し稱名し讚歎し憶念し觀察し回向發願し、心心相續して餘業を以て來し間へず、故に無間修と名く。又貪瞋煩惱を以て來し間へず。隨ひて犯せば隨ひて懺して、念を隔て時を隔て日を隔てしめず、常に淸淨ならしむるを亦無間修と名く。畢命を期と爲して誓ひて中止せざる、即ち是長時修なり。又菩薩は已に生死を免れて、所作の善法回して佛果を求む、即ち是自利なり。衆生を敎化して未來際を盡す、即ち是利他なり。然るに今の時の衆生、悉く煩惱の爲に繋縛せられて、未だ惡道生死等の苦を免れず。縁に隨ひて行を起して、一切の善根具に速に回して阿彌陀佛國に往生せんと願ぜん。彼の國に到り已りて、更に畏るる所無けん。*651上の如きの四修、自然任運にして自利・利他具足せざること無し。應に知るべし。


  



  又『文殊般若』（卷下意）に云ふが如し。「一行三昧を明かさんとおもふ、唯勸めて獨り空閑に處して諸の亂意を捨て、心を一佛に係けて相貌を觀ぜず、專ら名字を稱すれば即ち念の中に於て、彼の阿彌陀佛、及び一切の佛等を見たてまつるを得」と。　問て曰く。何が故ぞ觀を作さしめずして、直に專ら名字を稱せしむるは、何の意か有るや。答て曰く。乃し衆生障重くして、境は細なり心は?なり、識&M058594;り神飛びて、觀成就し難きになり。是を以て大聖悲憐して直に勸めて專ら名字を稱せしむ。正しく稱名易きに由るが故に、相續して即ち生ずと。　問て曰く。既に專ら一佛を稱せしむるに、何が故ぞ境現ずること即ち多き。此れ豈邪正相交り一多雜現するに非ずや。答て曰く。佛と佛と齊しく證して形二の別無し。縱使ひ一を念じて多を見ること何の大道理にか乖かんや。


  



  又『觀經』に云ふが如し。佛坐觀・禮念等を勸めて、皆須く面を西方に向ふ者は最勝なるべし、樹の先より傾けるが倒るるに必ず曲れるに隨ふが如し、故に必ず事の礙有りて西方に向かふに及ばずば、但西に向かふ想を作すも亦得たり。　問て曰く。一切諸佛三身同じく證し、悲智果圓かにして亦無二なる無かるべし、方に隨ひて一佛を禮念し課稱せんに、亦應に生を得べし。何が故ぞ、偏に西方を歎じて、專ら禮念等を勸むる、何の義か有るや。答て曰く。諸佛の所證は平等にして是一なれども、若し願行を以て來し收むるに、因縁無きに非ず。然るに彌陀世尊、本深重の誓願を發して、光明・名號を以て十方を攝化したまふ。但信心をして求念せしむれば、上一形を盡くし下十聲・一聲等に至るまで、佛願力を以て往生を得易し。是の故に釋迦及以び諸佛、勸めて西方に向ふるを別異と爲すのみと。亦是餘佛を稱念して、障を除き罪を滅すること能はざるには非ざるなり。知るべし。


  



  *652若し能く上の如く念念相續して畢命を期と爲る者は、十は即ち十ながら生じ、百は即ち百ながら生ず。何を以ての故に、外の雜縁無し、正念を得たるが故に、佛の本願と相應するを得るが故に、敎に違せざるが故に、佛語に隨順するが故なり。若し專を捨てて雜業を修せんと欲する者は、百は時に希に一二を得、千は時に希に三五を得。何を以ての故に、乃し雜縁亂動す正念を失するに由るが故に、佛の本願と相應せざるが故に、敎と相違せるが故に、佛語に順ぜざるが故に、係念相續せざるが故に、憶想間斷するが故に、回願慇重眞實ならざるが故に、貪瞋諸見の煩惱來り間斷するが故に、慙愧懺悔の心有ること無きが故に。懺悔に三品有り。一には要、二には略、三には廣なり。下に具に説くが如し。意に隨ひて用ひるに皆得たり。又相續して彼の佛恩を念報せざるが故に、心に輕慢を生じ、業行を作すと雖も常に名利と相應するが故に、人我自ら覆ひて同行善知識に親近せざるが故に、樂みて雜縁に近づきて往生の正行を自障障他するが故に。何を以ての故に。余比日自ら諸方の道俗を見聞するに、解行不同にして、專雜異有り。但使意を專にして作さしむれば、十は即ち十ながら生ず。雜を修するは至心ならざれば、千が中に一も無し。此の二行の得失、前に已に辨ぜるが如し。仰ぎ願はくは一切の往生人等、善く自ら已が能を思量せよ。今身に彼の國に生ぜんと願はん者は、行住坐臥に、必ず須く心を勵まし己に剋して晝夜に廢すること莫かるべし。畢命を期と爲して、上一形に在るは、少しき苦に似たれども、前念に命終して後念に即ち彼の國に生れて、長時永劫に常に無爲の法樂を受く。乃至成佛までに生死を經ず、豈快に非ずや。應に知るべし。


  



  ［日沒讚］


  第一に謹みて『大經』に釋迦佛阿彌陀佛の十二光の名を禮讚して往生を求願せよと勸めたまふに依て、一十九拜。日沒の時に當りて禮したてまつる。中下の懺悔を取るも亦得たり。


  



  *653釋迦牟尼佛等、一切の三寶に南無したてまつる。我今稽首して禮し、回して無量壽國に往生せんと願ず。


  



  　此の一佛は、現に是今時道俗等の師なり、三寶と言ふは、即ち是福田無量なり。若し能く之を禮すること一拜すれば、即ち是師恩を念報し、以て己行を成ず。斯の一行を以て回して往生を願ず。


  



  十方三世、盡虚空?法界、微塵刹土中の一切の三寶に南無したてまつる。我今稽首して禮し、回して無量壽國に往生せんと願ず。


  



  　然るに十方虚空無邊にして、三寶無盡なり。若し禮すること一拜すれば、即ち是福田無量、功德無窮なり。能く心を至して之を禮すること一拜すれば、一一佛上、一一法上、一一菩薩聖僧上、一一舍利上、皆身口意業に解脱分の善根を得、來りて行者を資益し、以て己が業を成ず。斯の一行を以て、回して往生を願ず。


  



  西方極樂世界の阿彌陀佛に南無したてまつる　願はくは衆生と共に咸く歸命せん　故に我頂禮して彼の國に生ぜん


  



  　問て曰く。何が故ぞ阿彌陀と號する。答て曰く。『彌陀經』及び『觀經』に云く。彼の佛の光明は無量にして、十方國を照らすに障礙する所無し。唯念佛の衆生を觀はして、攝取して捨てざるが故に阿彌陀と名く。彼の物の壽命、及び其の人民も無量無邊阿僧祇劫なり。故に阿彌陀と名く。又釋迦佛及び十方の佛彌陀の光明に十二種の名有ることを讚歎し、普く衆生を勸む。稱名し禮拜し相續して斷えざれば、現世に無量の功德を得、命終の後定んで往生を得ん。『無量壽經』（卷上意）に説きて云ふが如し。「其れ衆生有りて斯の光に遇ふ者は、三垢消滅し身意柔?なり。歡喜踊躍し善心生ず。*654若し三塗勤苦の處に在りて、此の光明を見れば復苦惱無けん。壽終へて後、皆解脱を蒙る。無量壽佛の光明顯赫にして十方諸佛の國土を照耀して、聞えざること莫し。但我今其の光明を稱するにあらず、一切諸佛・聲聞・縁覺、諸の菩薩衆、咸く共に歎譽すること亦復是の如し。若し衆生有りて、其の光明威神功德を聞きて、日夜に稱説し心を至して斷えざれば、其の所願に隨ひて、其の國に生るることを得。常に諸の菩薩・聲聞の衆の爲に、共に其の功德を歎譽し稱せられん。佛言はく。我、無量壽佛の光明威神巍巍殊妙なるを説かんに、晝夜一劫すとも尚盡すこと能はず」と。諸の行者に白す。當に知るべし、彌陀の身相光明は、釋迦如來、一劫に説くとも盡すこと能はず。『觀經』に云ふが如し。「一一の光明?く十方世界を照らしたまふ、念佛の衆生をば攝取して捨てたまはず」と。今既に『觀經』に此の如き不思議增上の勝縁有りて行者を攝護したまふ。何ぞ相續して稱し觀じ禮念して往生を願ぜざるや。應に知るべし。


  



  西方極樂世界の無量光佛に南無したてまつる　願はくは衆生と共に咸く歸命せん　故に我頂禮して彼の國に生ぜん


  西方極樂世界の無邊光佛に南無したてまつる　願はくは衆生と共に咸く歸命せん　故に我頂禮して彼の國に生ぜん


  西方極樂世界の無礙光佛に南無したてまつる　願はくは衆生と共に咸く歸命せん　故に我頂禮して彼の國に生ぜん


  西方極樂世界の無對光佛に南無したてまつる　願はくは衆生と共に咸く歸命せん　故に我頂禮して彼の國に生ぜん


  西方極樂世界の炎王光佛に南無したてまつる　願はくは衆生と共に咸く歸命せん　故に我頂禮して彼の國に生ぜん


  西方極樂世界の淸淨光佛に南無したてまつる　願はくは衆生と共に咸く歸命せん　故に我頂禮して彼の國に生ぜん


  *655西方極樂世界の歡喜光佛に南無したてまつる　願はくは衆生と共に咸く歸命せん　故に我頂禮して彼の國に生ぜん


  西方極樂世界の智慧光佛に南無したてまつる　願はくは衆生と共に咸く歸命せん　故に我頂禮して彼の國に生ぜん


  西方極樂世界の不斷光佛に南無したてまつる　願はくは衆生と共に咸く歸命せん　故に我頂禮して彼の國に生ぜん


  西方極樂世界の難思光佛に南無したてまつる　願はくは衆生と共に咸く歸命せん　故に我頂禮して彼の國に生ぜん


  西方極樂世界の無稱光佛に南無したてまつる　願はくは衆生と共に咸く歸命せん　故に我頂禮して彼の國に生ぜん


  西方極樂世界の超日月光佛に南無したてまつる　願はくは衆生と共に咸く歸命せん　故に我頂禮して彼の國に生ぜん


  西方極樂世界の阿彌陀佛に南無したてまつる　我を哀愍し覆護して　法種をして增長せしめたまへ　此の世及び後生に　願はくは佛常に攝受したまへ　願はくは衆生と共に咸く歸命せん　故に我頂禮して彼の國に生ぜん


  西方極樂世界の觀世音菩薩に南無したてまつる　願はくは衆生と共に咸く歸命せん　故に我頂禮して彼の國に生ぜん


  西方極樂世界の大勢至菩薩に南無したてまつる　願はくは衆生と共に咸く歸命せん　故に我頂禮して彼の國に生ぜん


  



  　此の二菩薩、一切衆生の命終に臨むの時、共に華臺を持して行者に授與し、阿彌陀佛大光明を放ちて行者の身を照らしたまふ。復無數の化佛・菩薩・聲聞大衆等と、一時に手を授け彈指の頃の如くに即ち往生を得。佛恩を報ぜん爲の故に、心を至して之を禮すること一拜。


  



  西方極樂世界の諸の菩薩淸淨大海衆に南無したてまつる　願はくは衆生と共に咸く歸命せん　故に我頂禮して彼の國に生ぜん


  



  *656　此等の諸の菩薩、亦佛に隨ひ來りて行者を迎接したまふ。恩を報ぜん爲の故に、心を至して之を禮すること一拜。


  



  普く師僧・父母及び善知識、法界の衆生と、三障を斷除して、同じく阿彌陀佛國に往生することを得んが爲に、歸命し懺悔したてまつる。


  



  至心懺悔


  



  南無し懺悔す十方佛　願はくは一切の諸罪根を滅したまへ　今久近に修する所の善を將て　回して自他安樂の因と作す　恆に願はくは一切臨終の時　勝縁勝境悉く現前せん　願はくは彌陀大悲主　觀音・勢至・十方尊を覩たてまつらん　仰ぎ願はくは神光授手を蒙りて　佛の本願に乘じて彼の國に生ぜん


  



  懺悔回向發願し已りて、心を至して阿彌陀佛に歸命したてまつる。


  



  　次に梵を作し　偈を説きて發願せよ。＜『寶性論』に出でたり＞


  



  禮懺の諸の功德もて　願はくは命終の時に臨みて　無量壽佛の無邊の功德身を見たてまつらん　我及び餘の信者　既に彼の佛を見已りて　願はくは離垢眼を得　安樂國に往生して　無上菩提を成ぜん


  



  禮懺し已りて一切恭敬す。


  



  佛に歸す菩提道心を得て恒に不退ならん　願はくは諸の衆生と共に回して無量壽國に往生せんと願ぜん


  法に歸す薩婆若もて大總持門を得ん　願はくは諸の衆生と共に回して無量壽國に往生せんと願ぜん


  *657僧に歸す諍論を息めて同じく和合海に入らん　願はくは諸の衆生と共に回して無量壽國に往生せんと願ぜん


  願はくは諸の衆生の三業淸淨にして、佛敎を奉持し一切の賢聖に和南せん。願はくは諸の衆生と共に回して無量壽國に往生せんと願ず。


  



  　諸の衆等聽け日沒の無常の偈を説かん。


  



  人間??として衆務を營み　年命の日夜に去ることを覺えず　燈の風中にありて滅期し難きが如し　忙忙たる六道定趣無し　未だ解脱して苦海を出づることを得ず　云何が安然として驚懼せざらん　各々聞け強健有力の時　自策自勵して常住を求めよ


  



  　此の偈を説き已りて更に心口に當てて發願せよ。


  



  願はくは弟子等、命終の時に臨みて、心顛倒せず、心錯亂せず、心失念せず、身心諸の苦痛無く、身心快樂なること禪定に入れるが如くして、聖衆現前し、佛の本願に乘じて、上品に阿彌陀佛國に往生せん。彼の國に到り已りて六神通を得、十方の界に入りて苦の衆生を救攝し、虚空法界盡くさん。我が願も亦是の如くならん。發願し已りて、心を至して阿彌陀佛に歸命したてまつる。


  



  　初夜の偈に云く。＜『菩薩處胎經』＞


  



  煩惱深くして底無く　生死海無邊なり　苦を度するの船未だ立たず


  云何が睡眠を樂まんや　勇猛に勤精進して　心を攝して常に禪に在け


  



  　中夜の偈に云く。＜『坐禪三昧經』＞


  



  *658汝等臭き屍を抱きて臥すること勿れ　種種の不淨を假に人と名く　重病を得つれば箭の體に入るが如し　衆の苦痛集まる安んぞ眠るべき


  



  　後夜の偈に云く。＜『華嚴經』＞


  



  時光遷りて流轉し　忽ちに五更の初に至りぬ　無常念念に至る


  恒に死王と居す　諸の道を行ずる者に勸む　勤修して無餘に至れ


  



  　平旦の偈に云く。＜『摩訶僧祗律』＞


  



  寂滅の樂を求めんと欲はば　當に沙門の法を學すべし　衣食は身命を支ふ　精?衆の得しめんに隨へ


  



  諸衆生等、今日晨朝に各々六念を誦せよ


  



  　日中の偈に云く。＜『尸迦羅衛經』＞


  



  人生れて精進ならざれば　喩へば樹の根無きが若し　華を採りて日中に置くに　能く幾の時か鮮なることを得る


  人の命も亦是の如し　無常は須臾の間なり　諸の行道の衆に勸む　勤修して乃ち眞に至れ


  



  ［初夜讚］


  第二に沙門善導、謹みて『大經』に依て要文を採集して、以て禮讚の偈と爲す、二十四拜。初夜の時に當りて禮したてまつる。懺悔は前後に同じ。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  彌陀の智願海は、深廣にして涯底無し、名を聞きて往生せんと欲へば、皆悉く彼の國に到る。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  *659南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  此の世界の中に於て、六十有七億の不退の諸の菩薩あり、皆當に彼に生ずることを得べし。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  小行の諸の菩薩、及び少福を修する者、其の數計ふべからず、皆當に彼に生ずることを得べし。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  十方佛刹の中の、菩薩・比丘衆は、劫を窮むるも計ふべからず、皆當に彼に生ずることを得べし。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  一切の諸の菩薩、各々天の妙華・寶香・無價衣を齎して、彌陀佛を供養す。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  咸然として天樂を奏し、和雅の音を暢發して、最勝の尊を歌歎し、彌陀佛を供養したてまつる。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  慧日世間を照らして、生死の雲を消除す、恭敬して遶ること三?して、彌陀尊を稽首したてまつる。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  彼の嚴淨土の、微妙難思議なるを見て、因て無上心を發す、願はくは我が國も亦然らん。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  *660南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  時に應じて無量尊、容を動かし欣笑を發す、口より無數の光を出して、?く十方の國を照らす。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  光を回らして身を圍遶すること、三?して頂より入る、一切の天人衆、踊躍して皆歡喜す。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  梵聲は雷震の如く、八音妙響を暢ぶ、十方より來れる正士、吾悉く彼の願を知れり。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  彼の嚴淨國に至らば、便ち速に神通を得、必ず無量尊に於て、記を受けて等覺を成る。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  億の如來に奉事し、飛化して諸刹に?じ、恭敬し歡喜して去り、還りて安養國に到る。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  若し人善本無ければ、佛の名を聞くことを得ず、?慢と弊と懈怠とは、以て此の法を信ずること難し。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  宿世に諸佛を見たてまつりしものは、則ち能く此の事を信ず、謙敬にして聞きて奉行し、踊躍して大きに歡喜す。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  *661南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  其れ彼の彌陀佛の名號を聞くことを得ること有りて、歡喜して一念を至せば、皆當に彼に生ずることを得べし。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  設ひ大千に滿てらん火にも、直に過ぎて佛の名を聞け、名を聞きて歡喜し讚ずれば、皆當に彼に生ずることを得べし。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  万年に三寶滅せんに、此の經住すること百年せん、爾の時聞きて一念せん、皆當に彼に生ずることを得べし。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  佛世甚だ値ひ難し、人信慧有ること難し、遇々希有の法を聞く、此れ復最も難しと爲す。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  自ら信じ人を敎へて信ぜしむること、難きが中に轉た更難し、大悲を傳へて普く化する、眞に佛恩を報ずるに成る。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  我を哀愍し覆護して、法種をして增長せしめたまへ、此の世及び後生に、願はくは佛常に攝受したまへ。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方極樂世界の觀世音菩薩を禮したてまつる。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方極樂世界の大勢至菩薩を禮したてまつる。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  *662南無して心を至し歸命して西方極樂世界の諸の菩薩淸淨大海衆を禮したてまつる。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  普く師僧・父母及び善知識、法界の衆生と三障を斷除して、同じく阿彌陀佛國に往生することを得んが爲に、歸命し懺悔したてまつる。


  



  ［中夜讚］


  第三に謹みて龍樹菩薩の『願往生禮讚の偈』に依て、一十六拜。中夜の時に當りて禮したてまつる。懺悔は前後に同じ。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  天人に恭敬せられたまへる　阿彌陀仙兩足尊を稽首したてまつる　彼の微妙の安樂國に在まして　無量の佛子衆に圍遶せられたまへり


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  金色の身淨くして山王の如し　奢摩他の行象の歩むが如し　兩目淨きこと靑蓮華の若し　故に我彌陀尊を頂禮したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  面善圓淨にして滿月の如し　威光猶し千の日月の如し　聲は天鼓倶翅羅の如し　故に我彌陀尊を頂禮したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  *663南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  觀音頂戴の冠中に住す　種種の妙相寶もて莊嚴せり　能く外道と魔との?慢を伏す　故に我彌陀尊を頂禮したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  無比無垢にして廣く淸淨なり　衆德皎潔なること虚空の如し　所作の利益に自在を得たまへり　故に我彌陀尊を頂禮したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  十方に名聞の菩薩衆　無量の諸魔常に讚歎す　諸の衆生の爲に願力もて住す　故に我彌陀尊を頂禮したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  金底寶間の池に生ぜる華は　善根所成の妙臺座なり　彼の座の上にして山王の如し　故に我彌陀尊を頂禮したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  十方より來る所の諸の佛子　神通を顯現して安樂に至り　尊顏を瞻仰して常に恭敬す　故に我彌陀尊を頂禮したてまつる


  *664願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  諸有は無常・無我等なり　亦水月・電・影・露の如しと　衆の爲に法の名字無きことを説きたまふ　故に我彌陀尊を頂禮したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  彼の尊の佛刹には惡の名無し　亦女人・惡道の怖無し　衆人心を至して彼の尊を敬ふ　故に我彌陀尊を頂禮したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  彼の尊の無量の方便の境には　諸趣・惡知識有ること無し　往生しぬれば不退にして菩提に至る　故に我彌陀尊を頂禮したてまつる


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  我彼の尊の功德の事を説くに　衆善無邊にして海水の如し　獲る所の善根淸淨なれば　衆生に回施して彼の國に生ぜしめん


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  *665我を哀愍し覆護して、法種をして增長せしめたまへ、此の世及び後生に、願はくは佛常に攝受したまへ。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方極樂世界の觀世音菩薩を禮したてまつる　願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん


  



  南無して心を至し歸命して西方極樂世界の大勢至菩薩を禮したてまつる　願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん


  



  南無して心を至し歸命して、西方極樂世界の諸菩薩淸淨大海衆を禮したてまつる　願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん


  



  普く師僧・父母及び善知識、法界の衆生と、三障を斷除して、同じく阿彌陀佛國に往生することを得んが爲に、歸命し懺悔したてまつる。


  



  至心懺悔


  



  無始に身を受けてより來た　恒に十惡を以て衆生に加ふ　父母に孝せず三寶を謗り　五逆不善業を造作す　是の衆罪の因縁を以ての故に　妄想顛倒して纏縛を生ず　應に無量の生死の苦を受くべし　頂禮し懺悔したてまつる願はくは滅除せしめたまへ


  懺悔し已りて、心を至し阿彌陀佛に歸命したてまつる。


  



  至心勸請


  



  諸佛大慈無上尊　恒に空慧を以て三界を照らす　衆生盲冥にして覺知せず　永く生死の大苦海に沒す　羣生を拔きて諸苦を離れしめんが爲に　勸請したてまつる常住して法輪を轉じたまへ


  勸請し已りて、心を至し阿彌陀佛に歸命したてまつる。


  



  *666至心隨喜


  



  歴劫より已來懷ける嫉?　我慢・放逸は癡に由て生ず　恒に瞋恚毒害の火を以て　智慧慈善根を焚燒す　今日思惟し始めて惺悟して　大精進隨喜の心を發す


  隨喜し已りて、心を至し阿彌陀佛に歸命したてまつる。


  



  至心回向


  



  三界の内に流浪して　癡愛もて胎獄に入る　生じ已りて老死に歸し　苦海に沈沒す　我今此の福を修して　回して安樂土に生ぜん。


  回向し已りて、心を至して阿彌陀佛に歸命したてまつる。


  



  至心發願


  



  願はくは胎藏の形を捨て　安樂國に往生し　速に彌陀佛の　無邊功德の身を見たてまつり　諸の如來を覲奉らん　賢聖も亦復然なり　六神通力を獲て　苦の衆生を救攝し　虚空法界盡くさん　我が願も亦是の如くならん


  發願し已りて、心を至して阿彌陀佛に歸命したてまつる。＜餘は悉く上の法に同じ＞


  



  ［後夜讚］


  第四に謹みて天親菩薩の『願往生禮讚の偈』に依て、二十拜。後夜の時に當りて禮したてまつる。懺悔は前後に同じ。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  世尊、我一心に盡十方無礙光如來に歸命したてまつる。佛敎と相應す。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  *667彼の世界の相を觀ずるに、三界の道に勝過せり、究竟して虚空の如し、廣大にして邊際無し。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  正道の大慈悲、出世の善根より生ず、淨光明の滿足して、鏡と日月輪との如し。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  諸の珍寶の性を備へて、妙莊嚴を具足せり、無垢の光?熾にして、明淨にして世間を曜かす。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  寶華千万種にして、池・流泉に彌覆せり、微風華葉を動かすに、交錯して光亂轉す。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  宮殿諸の樓閣、十方を觀るに無礙なり、雜樹に異の光色あり、寶欄?く圍遶せり。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  無量の寶交絡して、羅網虚空に?ず、種種の鈴響を發して、妙法の音を宣吐す。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  梵音悟すこと深遠なり、微妙にして十方に聞ゆ、正覺の阿彌陀、法王善く住持したまへり。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  *668如來淨華の衆、正覺の華より化生す、佛法味と禪と三昧とを愛樂して食と爲す。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  永く身心の惱を離れて、樂を受くること常に無間なり、大乘善根の界は、等しくして譏嫌の名無し。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  女人及び根缺と二乘との種は生ぜず、衆生の願樂する所、一切能く滿足す。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  無量大寶王、微妙の淨華臺にまします、相好の光一尋にして、色像羣生に超えたまへり。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  天人不動の衆、淸淨の智海より生ず、須彌山王の如くして、勝妙にして過ぎたる者無し。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  天人丈夫の衆、恭敬して遶りて瞻仰したてまつる、天の樂と華と衣と妙香とを雨らして等しく供養す。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  安樂國は淸淨にして、常に無垢の輪を轉ず、一念及び一時に、諸の羣生を利益す。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  *669佛の諸の功德を讚ずるに、分別の心有ること無し、能く速やかに功德の大寶海を滿足せしむ。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  我を哀愍して覆護して、法種をして增長せしめたまへ、此の世及び後生に、願はくは佛常に攝受したまへ。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方極樂世界の觀世音菩薩を禮したてまつる　　願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方極樂世界の大勢至菩薩を禮したてまつる　　願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方極樂世界の諸の菩薩淸淨大海衆を禮したてまつる　　願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  普く師僧・父母、及び善知識、法界の衆生をして、三障を斷除して同じく阿彌陀佛國に往生することを得しめんが爲に、歸命し懺悔したてまつる。


  



  ［晨朝讚］


  第五に謹みて彦琮法師の『願往生禮讚の偈』に依て、二十一拜。旦起の時に當りて禮したてまつる。懺悔は前後に同じ。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  法藏の因彌々遠ければ　極樂の果還深し　異珍參はりて地を作し　衆寶間りて林を爲す　華希有の色を開き　波實相の音を揚ぐ　何してか當に授手を蒙りて　一たび往生の心を遂ぐべし　　願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  *670濁世には還り入り難し　淨土の願逾々深し　金繩直くして道を界ひ　珠網縵くして林に垂れたり　色を見れば皆眞色　音を聞けば悉く法音なり　西方遠しと謂ふこと莫れ　唯十念の心を須ひよ　　願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  已に窮理の聖と成りて　眞に?空の威有り　西に在りて時に小を現ずるは　但是暫く機に隨ふのみ　葉珠相映飾し　砂水共に澂輝せり　無生の果を得んと欲はば　彼の土に必ず須く依るべし　　願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  五山の毫獨り朗かに　寶手の印恒に分れたり　地水倶に鏡と爲り　香華同じく雲と作る　業深ければ往き易きことを成す　因淺くば實に聞き難し　必ず望むらくは疑惑を除きて　超然として獨り羣がらざれ　　願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  心眞慈を帶びて滿ち　光法界を含みて團かなり　無縁能く物を攝し　有相定んで難きに非ず　華本心に隨ひて變じ　宮移りて身自ら安し　出世の境を聞かんことを?はば　須く共に禪に入りて看るべし　　願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  回向漸く功を爲せば　西方の路稍々通ず　寶幢厚地を承け　天香遠風に入る　開華重りて水に布き　覆網細かくして空に分つ　願生何ぞ意切なる　正しく樂の無窮なるが爲なり　　　願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん


  



  *671南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  當生の處を選ばむと欲はば　西方最も歸すべし　樹を間てて重閣を開き　道に滿てて鮮衣を布く　香飯心に隨ひて至り　寶殿身を逐ひて飛ぶ　有縁は皆入ることを得　正しく自往は人希なり　　願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  十劫道先づ成りて　嚴界羣萌を引す　金砂水を徹して照らし　玉葉枝に滿ちて明かなり　鳥は本珠の中より出で　人は唯華の上に生ず　敢て請ふ西方の聖　早晩定んで相迎へたまへ　　願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  十方諸佛の國は　盡く是法王の家なり　偏に有縁の地を求めて　冀くは早く邪無きを得ん　八功の如意の水　七寶自然の華　彼に心を能く係くれば　當に必ず往くべし?なるに非ず　　願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  淨國は衰變無し　一び立して古今然なり　光臺千寶を合し　音樂八風に宣ぶ　池には多し説法の鳥　空には滿てり散華の天　生ずることを得つれば退くことを畏れず　意に隨ひて既に蓮を開く　　願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  坐華一像に非ず　聖衆亦量り難し　蓮開けて人獨り處し　波生じて法自づから揚る　災無きは處の靜なるに由る　*672退かざるは朋良の爲なり　彼の前生の輩に問ふ　斯に來りてより幾の劫強ぞやと　　願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  光舒びて毘舍を救ひ　空に立して韋提を引す　天來りて香?を捧げ　人去りて寶衣を齎す　六時に鳥の聞きて合し　四寸華を踐みて低み　相看るに正しからずといふこと無し　豈復長き迷有らんや　　願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  普く勸めて三福を弘め　咸く五燒を滅せしむ　發心の功已に至りぬれば　念を係くるに罪便ち消ゆ　鳥華珠光を轉じ　風好樂の聲を調ふ　但忻へ行道の易きを　寧ぞ愁へん聖果遙なりと　　願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  珠色仍ほ水と爲す　金光即ち是臺なり　時に到れば華自づから散じ　願に隨ひて華還開く　池に遊びて更出沒し　空を飛びて互に往來す　直心をもて能く彼に向ふ　善有らば併ながら須く回すべし　　願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  心を洗ふ甘露の水　目を悅ばしむ妙華の雲　同生の機識り易く　壽量等しくして分ち難し　樂多くして道を廢すること無し　聲遠くして聞を妨げず　如何ぞ五濁を貪して　安然として火に自ら焚けん　　願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  *673臺の裏に天人現じ　光の中に侍者看ゆ　空に懸る四寶の閣　臨み回る七重の欄　疑多きものは邊地に久し　德少なきものは上生は難し　且く餘願を論ずること莫れ　西方已に心安し　　願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  六根常に道に合し　三塗永く名を絶つ　念の頃に遊方?く　還る時に得忍成ず　地平らかにして極無く廣し　風長にして是の處淸し　言を有心の輩に寄す　共に一苦の城を出でよ　　願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  我を哀愍し覆護して法種をして增長せしめたまへ、此の世及び後生に、願はくは佛常に攝受したまへ。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方極樂世界の觀世音菩薩を禮したてまつる。


  千輪足の下に明らかに　五道光の中に現ず　悲引恆に絶ゆること無し　人歸して亦未だ窮らず　口に宣べて猶定に在り　心靜かにして更に飛通す　名を聞きて皆往くことを願ぜよ　日々發く幾華?　　願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん


  



  南無して心を至し歸命して西方極樂世界の大勢至菩薩を禮したてまつる。


  慧力無上を標し　身光有縁に備ふ　諸の寶國を動搖して　一の金蓮に侍座す　鳥羣實の鳥に非ず　天類豈眞の天ならんや　須く知りて妙樂を求むべし　會ず是戒香を全くせよ　　願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん


  



  南無して心を至し歸命して西方極樂世界の諸菩薩淸淨大海衆を禮したてまつる　　願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん


  



  *674普く師僧・父母及び善知識、法界の衆生をして、三障を斷除して、同じく阿彌陀佛國に往生することを得しめんが爲に、歸命し懺悔したてまつる。


  



  ［日中讚］


  第六に沙門善導の『願往生禮讚の偈』。謹みて十六觀に依て作る、二十拜。日中の時に當りて禮したてまつる。懺悔は前後に同じ。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  彼の彌陀の極樂界を觀ずるに　廣大寬平にして衆寶もて成ぜり　四十八願より莊嚴より起りて　諸の佛刹に超えて最も精爲り　本國他方の大海衆　劫を窮めて算數すとも名を知らず　普く勸む西に歸して彼の會に同ぜん　恆沙の三昧自然に成ず


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  地下の莊嚴七寶の幢　無量無邊無數億なり　八方八面百寶もて成ず　彼を見れば無生自然に悟る　無生の寶國永く常爲り　一一の寶無數の光を流す　行者心を傾けて常に目に對して　神を騰げ踊躍して西方に入れ


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  *675地上の莊嚴轉た極無し　金繩道を界ふ工匠に非ず　彌陀の願智巧に莊嚴す　菩薩・人・天華を散じ上る　寶地に寶色ありて寶光飛ぶ　一一の光無數の臺を成ず　臺の中に寶樓千萬億なり　臺の側に百億の寶幢圍へり


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  一一の臺上虚空の中　莊嚴寶樂亦窮無し　八種の淸風光に尋で出で　時に隨ひて樂を鼓つに機に應ずるの音あり　機音を正受すること稍難しと爲す　行住坐臥心を攝して觀じ　唯睡時を除きて常に憶念せよ　三昧無爲は即ち涅槃なり


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  寶國の寶林に諸の寶樹あり　寶華・寶葉・寶根莖なり　或は千寶を以て林を分ちて異に　或いは百寶有りて共に行を成ず　行行相當り葉は相次げり　色各々不同にして光も亦然なり　等量齊高にして三十萬なり　枝條相觸るれば無生を説く


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  七重の羅網七重の宮、綺互回光して相映發す　化天の童子皆充滿せり　瓔珞の輝光日月に超えたり　行行の寶葉色千般なり　華敷きて等しく旋金輪の若し　菓の變光衆寶の?を成ず　塵沙の佛刹現じて無邊なり


  *676願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  寶池・寶岸・寶金沙　寶渠・寶葉・寶蓮華　十二由旬にして皆正等なり　寶羅・寶網・寶欄巡れり　德水分流して寶樹を尋る　波を聞き樂を覩て恬怕を證す　言を寄す有縁の同行者　努力めて迷を翻して本家に還れ


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  一一の金繩道の上に界し　寶樂・寶樓千万億あり　諸の天童子香華を散じ　他方の菩薩雲の如くに集まる　無量無邊にして能く計ること無し　彌陀を稽首して恭敬して立つ　風鈴樹響虚空に?じて　三尊を歎説すること極有ること無し


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  彌陀本願華王の座　一切衆寶を以て成れり　臺上に四幢あり寶縵を張れり　彌陀獨り坐して眞形を顯す　眞形の光明法界に?し　光觸を蒙る者は心退なり　晝夜六時に專ら想念すれば　終時快樂三昧の如し


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  *677彌陀の身心法界に?し　衆生の心想の中に影現す　是の故に汝に勸む常に觀察せよ　依心起想の眞容を表すべし　眞容の寶像華座に臨めり　心開けて彼の國の莊嚴を見る　寶樹に三尊の華?滿す　風鈴樂響文と同じ


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  彌陀の身色は金山の如し　相好の光明は十方を照らす　唯念佛するもの有りて光攝を蒙る　當に知るべし本願最も強しと爲す　六方の如來舌を舒べて證したまふ　專ら名號を稱して西方に至る　彼に到り華開けて妙法を聞く　十地の願行自然に彰る


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  觀音菩薩の大慈悲　已に菩提を得るも捨てて證せず　一切の五道身中に内る　六時に觀察して三輪應ず　應現の身光は紫金色なり　相好威儀轉た極無し　恆に百億光王の手を舒べて　普く有縁を攝して本國に歸せしむ


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  勢至菩薩思議し難し　威光普く無邊際を照らす　有縁の衆生光觸を蒙りて　智慧を增長して三界を超ゆ　法界傾搖して轉蓬の如し　化佛雲集して虚空に滿てり　普く有縁に勸む常に憶念して　永く胞胎を絶ちて六通を證せよ


  *678願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  正坐跏趺して三昧に入れば　想心念に乘じて西方に至る　彌陀の極樂界を覩見するに　地上・虚空七寶をもて莊れり　彌陀の身量極めて無邊なれば　重ねて衆生を勸めて小身を觀ぜしむ　丈六八尺機に隨ひて現じ　圓光の化佛前眞に等し


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  上輩は上行上根の人なり　淨土に生れんことを求めて貪・瞋を斷ず　行の差別に就て三品を分つ　五門相續して三因を助く　一日七日專ら精進して　畢命に臺に乘じて六塵を出づ　慶ばしいかな逢ひ難くして今遇ふことを得たり　永く無爲法性の身を證せん


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  中輩は中行中根の人なり　一日齋戒して金蓮に處す　父母に孝養せるを回向せしめ　爲に西方快樂の因と説く　佛聲聞衆と來り取りて　直に彌陀の華座の邊に到らしむ　百寶の華に籠りて七日を經　三品の蓮開けて小眞を證す


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  *679下輩は下行下根の人なり　十惡・五逆等の貪瞋と　四重と偸僧と謗正法と　未だ曾て慙愧して前の&M079110;を悔いず　終時に苦相雲の如くに集り　地獄の猛火罪人の前にあり　忽ち往生の善知識の　急に勸めて專ら彼の佛の名を稱せしむるに遇はん　化佛・菩薩聲を尋ねて到りたまふ　一念心を傾くれば寶蓮に入る　三華障重くして多劫にして開く　時に始めて菩提の因を發す


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  彌陀佛國は能く感ずる所　西方極樂は思議し難し　般若を渇聞しては漿を思ふことを絶ち　無生を念食しては即ち飢を斷ず　一切の莊嚴皆法を説く　無心に領納して自然に知る　七覺の華池意に隨ひて入る　八背神を凝らして一枝に會す　無邊の菩薩同學爲り　性海の如來盡く是師なり　彌陀の心水身頂に沐す　觀音・勢至衣を與へて被す　?爾として空に騰りて法界に遊び　須臾に授記して無爲と號す　此の如く逍遙す無極の處　吾今去かずば何れの時をか待たん


  願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方の阿彌陀佛を禮したてまつる。


  我を哀愍し覆護して、法種をして增長せしめたまへ。此の世及び後生に、願はくは佛常に攝受したまへ。願はくは諸の衆生と共に、安樂國に往生せん。


  



  南無して心を至し歸命して西方極樂世界の觀音・勢至・諸菩薩淸淨大海衆を禮したてまつる。　　願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。


  



  *680普く師僧・父母、及び善知識、法界の衆生をして三障を斷除して同じく阿彌陀佛國に往生することを得しめんが爲に、歸命し懺悔したてまつる。


  



  　上二品の懺悔發願等前に同じ。要が中の要を須ふれば初を取れ、略が中の略を須ふれば中を取れ、廣が中の廣を須ふれば下を取れ。其の廣といふは、實に心に生ぜんと願ずること有らん者に就て勸む。或は四衆に對し、或は十方の佛に對し、或は舍利・尊像・大衆に對し、或は一人に對す。若しは獨自等なり。又十方盡虚空の三寶、及び盡衆生界等に向かひて、具に向かひて發露懺悔すべし。懺悔に三品有り、上中下なり。上品の懺悔は、身の毛孔の中より血を流し、眼の中より血を出すをば、上品の懺悔と名く。中品の懺悔は、?身に熱き汗毛孔より出で、眼の中より血の流るるは中品の懺悔と名く。下品の懺悔は、?身徹りて熱く、眼の中より涙出づるをば下品の懺悔と名く。此等の三品、差別有りと雖も、即ち是久しく解脱分の善根を種ゑたる人なり。今生に法を敬ひ人を重くし身命を惜しまず、乃至小罪も若し懺すれば、即ち能く心に徹り髓に徹る、能く此の如く懺すれば、久近を問はず、所有重障頓に皆滅盡せしむることを致す。若し此の如くせざれば、縱使ひ日夜十二時、急に走むれども、衆て是益無し。作さざる者の若し。應に知るべし、流涙・流血等に能はずと雖も、但能く眞心徹到するは、即ち上と同じ。


  



  敬ひて白す。十方の諸佛、十二部經、諸の大菩薩、一切の賢聖、及び一切の天龍八部、法界の衆生、現前の大衆等、我を證知したまへ。＜某甲＞　發露懺悔す。無始より已來、乃至今身まで、一切の三寶・師僧・父母・六親眷屬・善知識・法界の衆生を殺害せること、數を知るべからず。一切の三寶・師僧・父母・六親眷屬・善知識・法界の衆生の物を偸盜せること、*681數を知るべからず。一切の三寶・師僧・父母・六親眷屬・善知識・法界の衆生の上に於て邪心を起せること、數を知るべからず。妄語もて一切の三寶・師僧・父母・六親眷屬・善知識・法界の衆生を欺誑せること、數を知るべからず。綺語もて一切の三寶・師僧・父母・六親眷屬・善知識・法界の衆生を調&M003568;せること、數を知るべからず。惡口もて一切の三寶・師僧・父母・六親眷屬・善知識・法界の衆生を罵辱し誹謗し毀呰せること、數を知るべからず。兩舌もて一切の三寶・師僧・父母・六親眷屬・善知識・法界の衆生を鬪亂せしめ破壞せること、數を知るべからず。或いは五戒・八戒・十戒・十善戒・二百五十戒・五百戒、菩薩の三聚戒・十無盡戒、乃至一切の戒及び一切の威儀戒等を破し、自ら作り他を敎へ、作るを見て隨喜せること、數を知るべからず。是の如き等の衆罪、亦十方大地の無邊に、微塵の無數なるが如く、我等が作罪も亦復無數なり。虚空無邊なり、我等が作罪も亦復無邊なり。方便無邊なり、我等が作罪も亦復無邊なり。法性無邊なり、我等が作罪も亦復無邊なり。法界無邊なり、我等が作罪も亦復無邊なり。衆生無邊なり、我等が劫奪・殺害も亦復無邊なり。三寶無邊なり、我等が侵損・劫奪・殺害も亦復無邊なり。戒品無邊なり、我等が毀犯も亦復無邊なり。是くの如き等の罪、上諸の菩薩に至り、下聲聞・縁覺に至るまで知ること能はざる所なり。唯佛と佛とのみ乃ち能く我が罪の多少を知りたまへり。今三寶の前、法界の衆生の前に於して發露懺悔し、敢て覆藏せず。唯願はくは十方の三寶、法界の衆生、我が懺悔を受け、我が淸淨を憶したまへ。今日より始めて、願はくは法界の衆生と共に、邪を捨て正に歸し、菩提心を發して、慈心もて相向ひ、佛眼もて相看、菩提の眷屬となり、眞の善知識と作りて、*682同じく阿彌陀佛の國に生じ、乃至成佛まで、是の如き等の罪、永く相續を斷じて更に敢て作らざらん。懺悔し已りて、心を至して阿彌陀佛に歸命したてまつる。


  



  　廣懺竟


  



  ［後序］


  若し入觀し及び睡眠せん時、應に此の願を發すべし。若しは坐若しは立、一心に合掌し、正しく面を西に向け、十聲阿彌陀佛・觀音・勢至・諸菩薩・淸淨大海衆と稱し竟りて、弟子　＜其甲＞　現に是生死の凡夫、罪障深重にして六道に淪めること、苦具に云ふべからず。今日善知識に遇ひて、彌陀の本願の名號を聞くを得たり。一心に稱念して往生を求願せよ。願はくは佛の慈悲、本弘誓願を捨てたまはざれば、弟子を攝受したまへ。彌陀佛の身相光明を識らず。願はくは佛の慈悲もて弟子に身相、觀音・勢至・諸菩薩等及び彼の世界の淸淨莊嚴光明等の相を示現したまへ。此の語を?ひ已りて一心正念にして、即ち意に隨ひて入觀し及び睡れ。或は正しく發願する時即ち之を見ることを得ること有り。或は睡眠する時見ることを得ること有り。至心ならざるをば除く。此の願比來大に現驗有り。


  



  問て曰く。阿彌陀佛を稱念し禮觀して、現世に何なる功德利益か有る。答て曰く。若し阿彌陀佛を稱すること、一聲するに即ち能く八十億劫の生死の重罪を除滅す。禮念已下も亦是の如し。『十往生經』（意）に云く。「若し衆生有りて阿彌陀佛を念じて、往生を願ずれば、彼の佛即ち二十五菩薩を遣はして行者を擁護して、若しは行若しは坐、若しは住若しは臥、若しは晝若しは夜、一切時・一切處に、惡鬼・惡神をして其の便を得しめざるなり」。又『觀經』に云ふが如し。若し阿彌陀佛を稱し禮念して、*683彼の國に往生せんと願へば、彼の佛即ち無數の化佛、無數の化觀音・勢至菩薩を遣はして行者を護念したまふ。復前の二十五菩薩等と、百重千重行者を圍遶して、行住坐臥、一切の時處、若しは晝若しは夜を問はず、常に行者を離れたまはず。今既に斯の勝益有ます、憑むべし。願はくは諸の行者、各々至心を須ひて往を求めよ。


  



  又『無量壽經』に云ふが如し。若し我成佛せんに、十方の衆生、我が名號を稱せんこと、下十聲に至るまで、若し生れずば正覺を取らじ。彼の佛今現に在まして世成佛したまへり。當に知るべし、本誓重願虚しからざることを、衆生稱念すれば必ず往生を得と。又『彌陀經』に云ふが如し。「若し衆生有りて、阿彌陀佛を説くを聞きて即ち名號を執持すべし。若しは一日、若しは二日、乃至七日、一心に佛を稱して亂れざれ。命終らんと欲する時、阿彌陀佛諸の聖衆と現じて其の前に在まさん。此人終らん時、心顛倒せず即ち彼の國に往生を得ん。佛舍利弗に告げたまはく。我是の利を見るが故に是の言を説く。若し衆生有りて、是の説を聞かん者は、當に願を發し彼の國に生ぜんと願ずべし」と。次下に説きて云く。東方如恆河沙等の諸佛、南西北方及び上下、一一の方に恆河沙等の諸佛の如き、各々本國にして、其の舌相を出して、?く三千大千世界に覆ひて、誠實の言を説きたまはく。汝等衆生、皆應に是の一切諸佛の護念したまふ所の經を信ずべし。云何が護念と名くると。若し衆生有りて、阿彌陀佛を稱念せんこと、若しは七日一日下十聲乃至一聲・一念等に及ぶまで、必ず往生を得と。此の事を證誠せるが故に、護念經と名く。次下の文に云く。若し佛を稱して往生する者は、常に六方恆河沙等の諸佛の爲に護念せらる、故に護念經と名く。今既に此の增上の誓願有ます、憑むべし。諸の佛子等、何ぞ意を勵まして去かざらんや。


  



  



  *684往生禮讚偈


  *685


  依觀經等明般舟三昧行道往生讚　一卷



  比丘僧善導撰



  



  



  敬ひて一切往生の知識等に白さく、大に須く慚愧すべし。釋迦如來は實に是慈悲の父母なり。種種の方便もて、我等が無上の信心を發起せしめたまふ。又種種の方便を説きて、敎門一に非ざることは、但我等倒見の凡夫の爲なり。若し能く敎に依て修行せば、則ち門門佛を見、淨土に生ずることを得ん。若し人有りて善を行ずるを見聞せば即ち善を以て之を助けよ、若し人有りて敎を行ずるを見聞せば之を讚めよ、若し人ありて行を説くを聞かば即ち行に依て之に順へ、若し人ありて悟ること有るを聞かば即ち悟に依て之を喜べ。何の意ぞ然るとならば、同じく諸佛を以て師と爲し、法を以て母と爲して生養し、共に同じく情親みて外きに非ざればなり。他の有縁の敎行を輕毀し、自の有縁の要法を讚ずることを得ざれ。即ち是自ら諸佛の法眼を相破壞するなり。法眼既に滅しなば、菩提の正道、履足するに由無し。淨土の門、何ぞ能く入ることを得ん。傷歎して曰く。生盲にして業に信せて走る、業に隨へば深?に墮す。此の貪瞋の火を縱にして、自ら損じ他人を損じ、長く無明の海に沒して、木に遇ふこと永く縁無し。行者等必ず須く一切凡聖の境の上に於て、常に讚順の心を起して、是非慊恨を生ずること莫るべし。何が故ぞ然るとならば、自ら身口意業を防がんが爲なり。恐らくは不善の業起らば、復是流轉すること前と異なること無けん。若し自他の境の上に三業を護り得て、能く淸淨ならしむれば、即ち是佛國に生ずる正因なり。　問て曰く。既に三業淸淨にして、是淨土に生ずる正因なりと道はば、*686云何が作業して淸淨と名くることを得るや。答て曰く。一切の不善の法は、自他の身口意に總て斷じて行ぜざる、是を淸淨と名く。又自他の身口意相應の善に、即ち上上の隨喜の心を起すこと、諸佛菩薩の所作の隨喜の如く、我も亦是の如く隨喜す。此の善根を以て廻して淨土に生ず。故に名けて正因と爲す。又淨土に生ぜんと欲はば、必ず須く自ら勸め他を勸めて廣く淨土の依正二報の莊嚴の事を讚ずべし。亦須く淨土に入る縁起、娑婆を出づる本末を知るべし。諸の有智の者、應に知るべし。


  又問て曰く。般舟三昧樂とは、是何の義ぞや。答て曰く。梵語には般舟と名く、此には翻じて常行道と名く。或は七日・九・十日、身行無間なるを總じて三業無間と名く、故に般舟と名くるなり。又三昧と言ふは、亦是西國の語、此には翻じて名けて定と爲す。前の三業無間に由て、心至りて感ずる所、即ち佛境現前す。正境現ずる時、即ち身心内悅す。故に名けて樂と爲す、亦立常見諸佛と名く。應に知るべし。


  



  　般舟三昧樂＜願往生＞　三界六道は苦停め難し＜無量樂＞


  　曠劫より已來常に沒沒たり＜願往生＞　到る處唯生死の聲のみを聞く＜無量樂＞


  　釋迦如來の眞の報土は＜願往生＞　淸淨莊嚴の無勝是なり＜無量樂＞


  　娑婆を度せんが爲に分化して入り＜願往生＞　八相成佛して衆生を度したまふ＜無量樂＞


  　或は人・天・二乘の法を説き＜願往生＞　或は菩薩涅槃の因を説き＜無量樂＞


  　或は漸に或は頓に空有を明して＜願往生＞　人・法二障雙がら除かしめたまふ＜無量樂＞


  *687　根性利なる者は皆益を蒙る＜願往生＞　鈍根無智なるは開悟し難し＜無量樂＞


  　『瓔珞經』の中には漸敎を説けり＜願往生＞　万劫功を修して不退を證す＜無量樂＞


  　『觀經』『彌陀經』等の説は＜願往生＞　即ち是頓敎なり菩提藏なり＜無量樂＞


  　一日七日專ら佛を稱すれば＜願往生＞　命斷して須臾にして安樂に生ず＜無量樂＞


  　一び彌陀涅槃國に入りぬれば＜願往生＞　即ち不退を得て無生を證す＜無量樂＞


  　萬劫功を修せんこと實に續き難し＜願往生＞　一時に煩惱百千間はる＜無量樂＞


  　若し娑婆にして法忍を證せんことを待たば＜願往生＞　六道にして恆沙の劫にも未だ期あらず＜無量樂＞


  　貪瞋は即ち是輪廻の業なり＜願往生＞　煩惱豈是無生の因ならんや＜無量樂＞


  　此の貪瞋火燒の苦を驗べんより＜願往生＞　如かず走りて彌陀國に入らんには＜無量樂＞


  　彌陀因地發心の時＜願往生＞　頓ちに王位を捨てて菩提を求めたまふ＜無量樂＞


  　饒王佛の所にして鬚髮を落し＜願往生＞　出家して道を修し法藏と名く＜無量樂＞


  　四十八願茲に因て發る＜願往生＞　一一の誓願は衆生の爲なり＜無量樂＞


  　衆寶もて莊嚴して極樂と名く＜願往生＞　廣大寬平にして限量無し＜無量樂＞


  　我菩提を得ば當心に坐し＜願往生＞　後際を徹?して衆生を度せん＜無量樂＞


  *688　身相の光明は法界を照らす＜願往生＞　光の及ぶ所處皆益を蒙る＜無量樂＞


  　一一の光明は相續して照らし＜願往生＞　念佛往生の人を照らし覓む＜無量樂＞


  　十方諸佛の國に比べんと欲するに＜願往生＞　極樂は身を安ずること實に是精なり＜無量樂＞


  　般舟三昧樂＜願往生＞　釋迦如來は悲意深くまします＜無量樂＞


  　本師釋迦普き行を修して＜願往生＞　長時長劫に衆生を度したまふ＜無量樂＞


  　一切如來方便を設けたまふこと＜願往生＞　亦今日の釋迦尊に同じ＜無量樂＞


  　機に隨ひて法を説くに皆益を蒙る＜願往生＞　各々悟解を得て眞門に入れ＜無量樂＞


  　門門不同にして八万四なり＜願往生＞　無明と果と業因とを滅せむが爲の＜無量樂＞


  　利劒は即ち是彌陀の號なり＜願往生＞　一聲稱念するに罪皆除こる＜無量樂＞


  　釋迦如來因地の時＜願往生＞　頓に身財を捨てて妙法を求め＜無量樂＞


  　小劫・大劫・長時劫＜願往生＞　佛語に隨順して誓ひて修行し＜無量樂＞


  　念念時中に六度を行じ＜願往生＞　慈悲喜捨して衆生を化す＜無量樂＞


  　三業に專ら無間の業を修して＜願往生＞　誓ひて菩提無上の尊と作る＜無量樂＞


  　菩提無上の果を證得して＜願往生＞　身を百億に分ちて衆生を度したまふ＜無量樂＞


  *689　一音もて演説したまふに機に隨ひて悟り＜願往生＞　各各悟に隨ひて眞元に到る＜無量樂＞


  　般舟三昧樂＜願往生＞　釋迦如來の敎に隨順すべし＜無量樂＞


  　佛敎多門にして八万四なり＜願往生＞　正しく衆生の機不同なるが爲なり＜無量樂＞


  　安身常住の處を覓めんと欲はば＜願往生＞　先づ要行を求めて眞門に入れ＜無量樂＞


  　門門不同なるを漸敎と名づく＜願往生＞　万劫苦行して無生を證す＜無量樂＞


  　畢命を期と爲して專ら念佛すべし＜願往生＞　須臾に命斷ゆれば佛迎へ將ゐてまします＜無量樂＞


  　一食の時尚間有り＜願往生＞　如何が万劫に貪瞋せざらん＜無量樂＞


  　貪瞋は人天を受くる路を障ふ＜願往生＞　三惡・四趣の内に身を安んず＜無量樂＞


  　彌陀安養國に到らむと欲はば＜願往生＞　念佛戒行必ず須く廻すべし＜無量樂＞


  　戒行專精なれば諸佛讚めたまひ＜願往生＞　臨終に華座自ら來迎す＜無量樂＞


  　一念の間に佛會に入りて＜願往生＞　三界六道永く名を除く＜無量樂＞


  　三明六通皆自在なり＜願往生＞　畢竟不退にして無爲を證せん＜無量樂＞


  　四種の威儀に常に佛を見＜願往生＞　手に香華を執りて常に供養したてまつる＜無量樂＞


  　一念一時衆に隨ひて聽き＜願往生＞　百千の三昧自然に成ず＜無量樂＞


  *690　一切時中常に定に入る＜願往生＞　定理聞經皆得悟す＜無量樂＞


  　百寶の莊嚴念に隨ひて現じ＜願往生＞　長劫に供養して慈恩を報ず＜無量樂＞


  　微塵の故業と隨智と滅す＜願往生＞　覺へざるに眞如の門に轉入す＜無量樂＞


  　大小僧祇恒沙劫も＜願往生＞　亦彈指須臾の間の如し＜無量樂＞


  　此の如きの逍遙快樂の處＜願往生＞　更に何事を貪りてか生を求めざる＜無量樂＞


  　縱使ひ千年五欲を受くとも＜願往生＞　地獄の苦の因縁を增長せんのみ＜無量樂＞


  　貪瞋十惡相續して起る＜願往生＞　豈是解脱涅槃の因ならんや＜無量樂＞


  　三塗を畏れずして衆罪を造れば＜願往生＞　三寶を破滅して永く沈淪せん＜無量樂＞


  　父母に孝せず眷屬を罵れば＜願往生＞　地獄に身を安き出づる期無けん＜無量樂＞


  　曠劫より已來苦海に沈みて＜願往生＞　西方の要法未だ曾て聞かず＜無量樂＞


  　人身を得たりと雖も多く障有り＜願往生＞　佛化を受けずして反て疑を生ず＜無量樂＞


  　六方の如來の慈悲極りて＜願往生＞　同心に同じく勸めて西方に往かしめたまふ＜無量樂＞


  　長病遠行し日を計へざるものは＜願往生＞　念佛即ち功夫無しと道ふ＜無量樂＞


  　此の如きの人は化度し難し＜願往生＞　無明に底められて且に長く眠りなん＜無量樂＞


  *691　專ら『彌陀』『觀經』の法を讀むべし＜願往生＞　文文句句に西方を説けり＜無量樂＞


  　地下の寶幢無億數なり＜願往生＞　方楞具足して盡く光を輝かす＜無量樂＞


  　万億の寶珠相映飾して＜願往生＞　各各に希奇の事を變現す＜無量樂＞


  　上衆寶莊嚴の地を照らして＜願往生＞　雜色百千の日よりも過ぎたり＜無量樂＞


  　自身の光明は紫金色なり＜願往生＞　足寶地を踐みて徐徐として行く＜無量樂＞


  　此の無生寶國の地を得ることは＜願往生＞　皆是彌陀願力の恩なり＜無量樂＞


  　一切の時中に妙法を聞く＜願往生＞　煩惱罪障起るに由無し＜無量樂＞


  　菩薩の知識を同學と爲す＜願往生＞　手を携へ相將ゐて寶堂に入らしむ＜無量樂＞


  　念念の中に法樂を受け＜願往生＞　須臾に百千の門を悟得す＜無量樂＞


  　大衆同心に此の界を厭へ＜願往生＞　佛の願力に乘じぬれば彌陀を見たてまつらん＜無量樂＞


  　忽爾に思量すれば心髓痛む＜願往生＞　無窮の劫より枉て疲勞せしこと＜無量樂＞


  　自ら今身に淨土を聞くことを慶ぶ＜願往生＞　身命を惜しまずして西方に往かん＜無量樂＞


  　西方は快樂無爲の處なり＜願往生＞　天上・人間に比量無し＜無量樂＞


  　六天相勝るること億万倍するも＜願往生＞　西方の人の一相にも及ばず＜無量樂＞


  *692　三十二相ありて通自在なり＜願往生＞　身光?く十方界を照らす＜無量樂＞


  　世の帝王より六天に至るまで＜願往生＞　音樂相勝るること億万重なり＜無量樂＞


  　佛國の寶林枝相觸るるに＜願往生＞　六天の音樂は一にも如かず＜無量樂＞


  　時に依りて供養の香風起る＜願往生＞　樹を拂ふに華飛びて寶池に落つ＜無量樂＞


  　寶樹の飛華德水に汎ぶや＜願往生＞　童子捉取し已りて船と爲す＜無量樂＞


  　船に乘りて直に蓮華會に入る＜願往生＞　化佛・菩薩衣を與へて被せしめたまふ＜無量樂＞


  　各々香華を執りて佛前に立す＜願往生＞　徐徐として遙に散ずれば變じて雲と成る＜無量樂＞


  　寶雲の莊嚴は即ち是?なり＜願往生＞　即ち寶果を與へて敎へて食せしむ＜無量樂＞


  　往生の善知識に遇値ひて＜願往生＞　淨土彌陀の名を聞くことを得たり＜無量樂＞


  　佛の願力に因て來りて相見る＜願往生＞　常に此の國に住して還る須からず＜無量樂＞


  　法侶携へ將て林に入りて看れば＜願往生＞　足下に輝く光日月に超えたり＜無量樂＞


  　菩薩の衆會窮盡すること無く＜願往生＞　各各身光互に相照らす＜無量樂＞


  　新往の化生は紫金色なり＜願往生＞　諸の大衆と殊異無し＜無量樂＞


  　或は寶樓に入りて衆中に坐す＜願往生＞　大衆見る者皆歡喜す＜無量樂＞


  *693　種種の莊嚴識るべからず＜願往生＞　内外相看るに障礙無し＜無量樂＞


  　足を停むれば須臾にして法樂を受け＜願往生＞　三昧無生自然に悟る＜無量樂＞


  　地上の莊嚴衆寶間る＜願往生＞　雜色相參はりて百千万なり＜無量樂＞


  　寶座・華臺處處に滿ち＜願往生＞　心に隨ひて受用するに光來りて照らす＜無量樂＞


  　百千の童子菩薩衆＜願往生＞　各々香華を捧げて池に臨みて看る＜無量樂＞


  　或は坐し或は立して池渠岸にあり＜願往生＞　或は階を尋ねて寶池に入るもの有り＜無量樂＞


  　或は沙に立ち或は膝に至り＜願往生＞　或は腰頭を沒し或は懸け注ぐ＜無量樂＞


  　或は金華百寶の葉を取りて＜願往生＞　岸上にして池を看る人に授與す＜無量樂＞


  　香華を受得すること千万種なり＜願往生＞　即ち彌陀大會の上に散ず＜無量樂＞


  　散ずる所の華變じて?と成る＜願往生＞　自然の音樂遶ること千重なり＜無量樂＞


  　寶鳥聲を連ねて天の樂を奏す＜願往生＞　一切の見る者悲心を起す＜無量樂＞


  　我今此に到るは佛願の力なり＜願往生＞　同縁同行何れの時にか來らん＜無量樂＞


  　普く願ず閻浮の知識等＜願往生＞　同行相親みて願はくは退すること莫れ＜無量樂＞


  　專ら『彌陀』『觀經』等を誦し＜願往生＞　禮佛觀察して盡く須く廻すべし＜無量樂＞


  *694　一切の時中に相續して作し＜願往生＞　死に至らんを期と爲して專にして復專なれ＜無量樂＞


  　一び彌陀安養國に到りぬれば＜願往生＞　畢竟逍遙して即ち涅槃なり＜無量樂＞


  　涅槃の莊嚴處處に滿ち＜願往生＞　色を見香を聞ぐに罪障除こる＜無量樂＞


  　空中に飛踊して神變を作し＜願往生＞　淨土の難思議なることを讚歎す＜無量樂＞


  　或は華香を散じて佛に供養し＜願往生＞　佛の慈恩を報ずるに心無盡なり＜無量樂＞


  　釋迦如來の力に因らずば＜願往生＞　彌陀の淨土若爲んしてか聞かん＜無量樂＞


  　衆生の障盡くるを聞きて皆喜び＜願往生＞　頓に諸惡を斷じて願じて生を求めよ＜無量樂＞


  　般舟三昧樂＜願往生＞　誓願して今生に佛敎に順じ＜無量樂＞


  　行住坐臥に專ら念佛せよ＜願往生＞　一切の善業併ら須く廻すべし＜無量樂＞


  　念念の時中に常に懺悔すれば＜願往生＞　終時に即ち金剛臺に上らん＜無量樂＞


  　一切の時中に西を望みて禮し＜願往生＞　凡聖の心相向ふことを表知せしめよ＜無量樂＞


  　佛は衆生の心の雜亂を知ろしめして＜願往生＞　偏に正念して西方に住せ敎しめたまふ＜無量樂＞


  　彌陀國の遠近を知らず＜願往生＞　佛道はく十萬億を超過せりと＜無量樂＞


  　道里遙なりと雖も足もて到らざれば＜願往生＞　彈指の間に寶池に入る＜無量樂＞


  *695　唯恨むらくは衆生の疑ふまじきを疑ふこと＜願往生＞　淨土對面して相忤はず＜無量樂＞


  　彌陀の攝と不攝とを論ずること莫れ＜願往生＞　意專心にして廻すると廻せざるとに在り＜無量樂＞


  　但使廻心し決定して向へば＜願往生＞　臨終に華?自ら來迎す＜無量樂＞


  　佛に從ひ華に乘じて寶國に入り＜願往生＞　諸の大衆を見て無生を悟る＜無量樂＞


  　一一の寶樓意に隨ひて入る＜願往生＞　内外の莊嚴識るべからず＜無量樂＞


  　鳥音聲を作し菩薩?ひ＜願往生＞　童子歡喜して神通を作す＜無量樂＞


  　我が娑婆より得生せる者の爲に＜願往生＞　種種に供養して歡喜せしむ＜無量樂＞


  　佛生人をして將ゐて觀看せしむ＜願往生＞　到る處唯是不思議なり＜無量樂＞


  　地上・虚空に聖人滿ち＜願往生＞　珠羅・寶網自然に覆ふ＜無量樂＞


  　微風吹き動かして妙響を出し＜願往生＞　聲中に皆無爲の法を説く＜無量樂＞


  　樹を見波を聞きて法忍を成ず＜願往生＞　童子華を持ちて圍遶して讚ず＜無量樂＞


  　彌陀に立侍して説法を聽き＜願往生＞　法樂を貪愛して時劫を超ゆ＜無量樂＞


  　本國の諸菩薩に隨逐するに＜願往生＞　盡く是無爲涅槃の界なり＜無量樂＞


  　一佛の國界にして皆法を聞き＜願往生＞　他方に遊歴して供養を修す＜無量樂＞


  *696　住まらんと欲すれば一食もて千劫を超え＜願往生＞　我が娑婆の同行人を憶ふ＜無量樂＞


  　大地微塵尚數有り＜願往生＞　十方の佛國は窮盡すること無し＜無量樂＞


  　一一の佛土皆嚴淨なり＜願往生＞　亦極樂の如くにして殊異無し＜無量樂＞


  　一切の如來見て歡喜し＜願往生＞　菩薩聖衆將ゐて遊觀す＜無量樂＞


  　所有莊嚴極樂の如し＜願往生＞　變化神通障礙すること無し＜無量樂＞


  　地上・虚空に聲?滿す＜願往生＞　響を聽き音を聞き皆得悟す＜無量樂＞


  　般舟三昧樂＜願往生＞　相續念佛して師恩を報ぜよ＜無量樂＞


  　錢財を捨てて功德を造ると雖も＜願往生＞　如かず戒を持して貪瞋を斷ぜんには＜無量樂＞


  　普く衆生を敎へて常に念佛せしむ＜願往生＞　自他の功德併に須く廻すべし＜無量樂＞


  　安心定意して安樂に生ず＜願往生＞　獨り三界を超えて煩籠を出づ＜無量樂＞


  　臨終に佛華臺の至るを見＜願往生＞　須臾に即ち寶池會に入る＜無量樂＞


  　蓮華の大衆皆歡喜す＜願往生＞　即ち天衣を與へて意に隨ひて著せしむ＜無量樂＞


  　菩薩・聲聞將ゐて佛に見えしむ＜願往生＞　佛を禮すること一拜して無生を得＜無量樂＞


  　彌陀諸の佛子に告げて言はく＜願往生＞　極樂と彼の三界と何如んぞやと＜無量樂＞


  *697　新往化生倶に報へんと欲すれども＜願往生＞　合掌悲咽して言ふこと能はず＜無量樂＞


  　娑婆長劫の苦を免るることを得て＜願往生＞　今日見佛すること釋迦の恩なり＜無量樂＞


  　般舟三昧樂＜願往生＞　佛語に順隨すれば彌陀を見たてまつる＜無量樂＞


  　普く同生の知識等に勸む＜願往生＞　同行相親みて相離るること莫れ＜無量樂＞


  　父母妻兒百千萬なれども＜願往生＞　是菩提の增上縁に非ず＜無量樂＞


  　念念に相纏ひて惡道に入る＜願往生＞　身を分ちて報を受くるに相知らず＜無量樂＞


  　或は猪羊六畜の内に在り＜願往生＞　被毛戴角何れの時にか了らん＜無量樂＞


  　慶しいかな人身を得て要法を聞き＜願往生＞　頓に他鄕を捨てて本國に歸らんこと＜無量樂＞


  　父子相見ゆ常の喜に非ず＜願往生＞　菩薩・聲聞も亦復然なり＜無量樂＞


  　或は將ゐて遊行して林に入りて看せしめ＜願往生＞　或は華臺に坐し樓觀に登らしむ＜無量樂＞


  　彌陀の七寶國を觀見するに＜願往生＞　地上・虚空に光相照らす＜無量樂＞


  　即ち神通を作して佛國に?じ＜願往生＞　處處に無邊の會を供養す＜無量樂＞


  　一一の大會人に隨ひて入る＜願往生＞　入る處唯平等の法を聞く＜無量樂＞


  　四種の威儀に常に定に在り＜願往生＞　三昧を出でずして神通を作す＜無量樂＞


  *698　一一の神通佛會に到り＜願往生＞　會會に法を聽きて無生を證す＜無量樂＞


  　般舟三昧樂＜願往生＞　極樂に身を安んずる實に是精なり＜無量樂＞


  　金樓・玉柱・瑠璃の殿＜願往生＞　眞珠の寶閣百千行なり＜無量樂＞


  　重重の羅網相映飾し＜願往生＞　寶繩交絡して鈴珮を垂れたり＜無量樂＞


  　晝夜に香風ありて時時に動かすに＜願往生＞　聲の内に皆三寶の名を稱す＜無量樂＞


  　彼の國の衆生心眼利くして＜願往生＞　一を聞きて百千の門を悟解す＜無量樂＞


  　般舟三昧樂＜願往生＞　處處に身を安んずる彼に如かず＜無量樂＞


  　諸の童子と共に空に遊びて戲る＜願往生＞　手に香華を散じて心に供養す＜無量樂＞


  　身光と瓔珞と互に相照らす＜願往生＞　一切莊嚴の光亦然なり＜無量樂＞


  　或は樂器を奏して佛を供養したてまつるに＜願往生＞　化佛慈悲もて遙に授記したまふ＜無量樂＞


  　同生の知識百千萬なり＜願往生＞　華に乘じて直に虚空の會に入る＜無量樂＞


  　會會不同にして無億數なり＜願往生＞　彼此相過ぐるに障礙無し＜無量樂＞


  　一切の時中に常に法を説く＜願往生＞　見聞歡喜して罪皆除こる＜無量樂＞


  　佛と聖衆と身金色なり＜願往生＞　光光相照らし心相知る＜無量樂＞


  *699　相好莊嚴殊異無し＜願往生＞　皆是彌陀の願力より成る＜無量樂＞


  　地上・虚空に人?滿す＜願往生＞　神通轉變自然に知る＜無量樂＞


  　或は華樓・寶雲の?を作し＜願往生＞　化鳥聲を連ねて法音を奏す＜無量樂＞


  　法音旋轉して雲の如くに合す＜願往生＞　彼の國の人天聞きて即ち悟る＜無量樂＞


  　一劫・多劫・長時劫に＜願往生＞　但法樂のみを受く不思議なり＜無量樂＞


  　般舟三昧樂＜願往生＞　極樂の莊嚴門盡く開かれたり＜無量樂＞


  　普く願ずらくは有縁の同行者＜願往生＞　專心に直入して疑ふべからず＜無量樂＞


  　一び彌陀の安養國に到りぬれば＜願往生＞　元來是我が法王の家なり＜無量樂＞


  　兄弟の因縁は羅漢衆＜願往生＞　菩薩法侶は知識爲り＜無量樂＞


  　或は行或は坐皆法を聞き＜願往生＞　或は去或は來障礙無し＜無量樂＞


  　或は寶池に入り身頂を潅ひ＜願往生＞　或は乾地寶沙の中に在り＜無量樂＞


  　水を抃てば微波妙響を出し＜願往生＞　聲の中に純ら慈悲の法を説く＜無量樂＞


  　德水淸澄にして千万里＜願往生＞　寶沙映徹して深からざるが如し＜無量樂＞


  　四岸の莊嚴七寶の間へ＜願往生＞　底に布ける金沙に百千の色あり＜無量樂＞


  *700　色色不同にして光を輝かして照らす＜願往生＞　寶樹の飛華水中に落つ＜無量樂＞


  　樹樹條を垂れて寶帳の如し＜願往生＞　周?すること由旬三十万なり＜無量樂＞


  　根莖枝葉七寶の間へ＜願往生＞　一一の寶より無數の光を流す＜無量樂＞


  　微風起る時更に相觸るるに＜願往生＞　六天の音樂も能く比ぶべきは無し＜無量樂＞


  　化佛・菩薩・恒沙の衆＜願往生＞　一一の樹下にして眞聲を聽く＜無量樂＞


  　般舟三昧樂＜願往生＞　一び入りぬれば不退にして菩提に至る＜無量樂＞


  　寶地寬平にして衆寶を間へ＜願往生＞　一一の寶より百千の光を出す＜無量樂＞


  　一一の光寶臺の座と成り＜願往生＞　光變じて樓と爲ること百千億なり＜無量樂＞


  　化天童子數を窮むること無し＜願往生＞　悉く是念佛往生の人なり＜無量樂＞


  　或は寶座に登り樓の中にして戲る＜願往生＞　飢ゑず渇かず湛然として常なり＜無量樂＞


  　或は光明百寶の殿に入り＜願往生＞　正しく大會に値ひて彌陀を讚じたてまつる＜無量樂＞


  　或は道はく今より佛果に至るまで＜願往生＞　長劫に佛を讚じて慈恩を報ぜん＜無量樂＞


  　彌陀の弘誓の力を蒙らずば＜願往生＞　何れの時何れの劫にか娑婆を出でむ＜無量樂＞


  　到りてより已來常に法樂あり＜願往生＞　畢竟じて十惡の聲を聞かず＜無量樂＞


  *701　眼に如來を見耳に法を聞き＜願往生＞　身は常に佛に從ひて喜び還悲しむ＜無量樂＞


  　何んが今日寶國に至ることを期せん＜願往生＞　實に是娑婆本師の力なり＜無量樂＞


  　若し本師知識の勸めに非ずば＜願往生＞　彌陀の淨土云何じてか入らん＜無量樂＞


  　般舟三昧樂＜願往生＞　淨土に生るることを得て師恩を報ぜよ＜無量樂＞


  　普く勸む有縁の道俗等＜願往生＞　會ず是專心にして佛敎を行ぜよ＜無量樂＞


  　念佛し專心に誦經し觀じ＜願往生＞　莊嚴を禮讚して雜亂すること無かれ＜無量樂＞


  　行住坐臥心相續すれば＜願往生＞　極樂の莊嚴自然に見はる＜無量樂＞


  　或は想或は觀罪障を除く＜願往生＞　皆是彌陀本願の力なり＜無量樂＞


  　佛力を以ての故に三昧を成ず＜願往生＞　三昧成ずることを得て心眼開けぬれば＜無量樂＞


  　諸佛の境界にして凡外に超えたり＜願往生＞　唯知りて釋迦の恩を慙賀すべし＜無量樂＞


  　十方の如來舌を舒べて證し＜願往生＞　九品還歸することを得ることを定判したまふ＜無量樂＞


  　父子相迎へ大會に入らしめて＜願往生＞　即ち六道苦辛の事を問ふ＜無量樂＞


  　或は所得の人天の報有れども＜願往生＞　飢餓困苦して體に瘡を生ず＜無量樂＞


  　爾の時に彌陀及び大衆＜願往生＞　子の苦を説くことを聞きて皆傷歎したまふ＜無量樂＞


  *702　彌陀諸の佛子に告げて言はく＜願往生＞　自作自受なり他を怨むこと莫れと＜無量樂＞


  　般舟三昧樂＜願往生＞　常住の寶國には永く憂無し＜無量樂＞


  　涅槃快樂無爲の處には＜願往生＞　貪瞋の火宅未だ曾て聞かず＜無量樂＞


  　百寶の華臺に意に隨ひて坐す＜願往生＞　坐する處には聖衆無央數なり＜無量樂＞


  　童子供養し聲聞讚ず＜願往生＞　鳥は樂す空に飛びて百千?＜無量樂＞


  　一坐一立須臾の頃に＜願往生＞　微塵の故業盡く消除す＜無量樂＞


  　或は天衣を散じて寶池に覆ひ＜願往生＞　衣の上に更に寶華の香を散ず＜無量樂＞


  　聖衆行く時足上を踏むに＜願往生＞　衣華體に觸るるに三禪の樂あり＜無量樂＞


  　内外映徹して明鏡の如し＜願往生＞　塵勞畢竟じて縁起すること無し＜無量樂＞


  　念念唯三昧を加して淨し＜願往生＞　無漏の神通眞にして復眞なり＜無量樂＞


  　般舟三昧樂＜願往生＞　煩惱永く絶えて相干さず＜無量樂＞


  　或は寶地の瑠璃もて間へたる有り＜願往生＞　或は寶地の紫金もて成る有り＜無量樂＞


  　或は寶地の黄金もて作せる有り＜願往生＞　或は寶地の頗梨もて映ぜる有り＜無量樂＞


  　或は千寶もて莊嚴せる地有り＜願往生＞　或は算數の寶もて爲成る有り＜無量樂＞


  *703　一一の色色光相照らす＜願往生＞　十方より來れる者皆上を行く＜無量樂＞


  　行住進止逍遙の樂＜願往生＞　官事を愁へず私を憂へず＜無量樂＞


  　或は百び或は千び神變を作して＜願往生＞　會會に供養して皆周?す＜無量樂＞


  　或は香雲千寶の?を作して＜願往生＞　即ち此の雲の内より香華を雨らし＜無量樂＞


  　種種の莊嚴念に隨ひて出づ＜願往生＞　到る所の處希奇を現ず＜無量樂＞


  　般舟三昧樂＜願往生＞　畢命に直に無爲の會に入れ＜無量樂＞


  　寶樹・寶林行びて?滿し＜願往生＞　一一の林樹盡く莊嚴せり＜無量樂＞


  　根根相對し莖相望み＜願往生＞　枝枝相准し條相順ふ＜無量樂＞


  　節節相盤り葉相次し＜願往生＞　華華相向ひ果相當る＜無量樂＞


  　光光自他の國を照耀し＜願往生＞　照らす處朎朧として物の色に隨ふ＜無量樂＞


  　光能く希奇の事を變現す＜願往生＞　盡く是彌陀願力の作せるなり＜無量樂＞


  　林樹の行間に寶の階道あり＜願往生＞　一一の界上に樓相間はる＜無量樂＞


  　重重の羅網天樂を奏して＜願往生＞　無邊の樓内の人を供養す＜無量樂＞


  　般舟三昧樂＜願往生＞　形枯れ命斷ゆるまで佛前を期せよ＜無量樂＞


  *704　忽爾に彼の快樂を思量するに＜願往生＞　人人分有り疑ふべからず＜無量樂＞


  　金剛無漏莊嚴の地＜願往生＞　明明として相照らすこと千日に超えたり＜無量樂＞


  　彌陀願力莊嚴の地＜願往生＞　一の蓮華大寶王を作せり＜無量樂＞


  　葉葉相重なりて八万四なり＜願往生＞　一葉に摩尼百千億なり＜無量樂＞


  　一一の摩尼の光千色なり＜願往生＞　上虚空を照らし變じて?と成る＜無量樂＞


  　八万の金剛を臺の上に布けり＜願往生＞　眞珠の寶網華を覆ひて籠めたり＜無量樂＞


  　四幢縵を承けて絞絡を垂れたり＜願往生＞　獨り眞金功德の身を顯す＜無量樂＞


  　一び華臺に坐して未だ曾て動かず＜願往生＞　後際を徹窮して衆生を度す＜無量樂＞


  　普く衆生に勸む常に憶念して＜願往生＞　行住坐臥心をして見しめよ＜無量樂＞


  　佛身圓滿にして背相無し＜願往生＞　十方より來れる人皆對面す＜無量樂＞


  　倶に願じて心を傾けて相續して念ぜよ＜願往生＞　即ち有縁の心眼の前に現ぜん＜無量樂＞


  　淨土の希奇の事を見ることを得るは＜願往生＞　皆是佛力遙かに加備したまへばなり＜無量樂＞


  　觀音・勢至華を雙べて坐したまふ＜願往生＞　一一の莊嚴亦佛の如し＜無量樂＞


  　四幢・寶幔皆相似たり＜願往生＞　寶羅・寶網殊異無し＜無量樂＞


  *705　三華獨り迥に衆座に超えたり＜願往生＞　三身對坐して最も尊たり＜無量樂＞


  　本國他方の菩薩衆＜願往生＞　一切の時中に圍遶して讚ず＜無量樂＞


  　此の如きの大海塵沙會＜願往生＞　衆生の生ずる者其の中に入る＜無量樂＞


  　是口言もて即ち彼に生ずるに非ず＜願往生＞　會ず是專行して身を惜しまざればなり＜無量樂＞


  　寶樓の重疊せる人の造れるに非ず＜願往生＞　寶幢・樹林亦皆然なり＜無量樂＞


  　池渠の四岸に皆充?す＜願往生＞　微風暫く觸るるに天樂を奏す＜無量樂＞


  　法響心に灌ぎて毛孔より入り＜願往生＞　即ち恒沙の三昧門を悟る＜無量樂＞


  　一一の渠中に華?滿す＜願往生＞　或は開し或は合して人無數なり＜無量樂＞


  　或は坐し或は立して相招喚し＜願往生＞　競ひて香華を取りて相供養す＜無量樂＞


  　或は語り或は笑ひて身心樂しむ＜願往生＞　即ち閻浮の同行人を憶ふ＜無量樂＞


  　各々誓願を發して遙に加備し＜願往生＞　專住して退くこと莫れ盡く來るべしといふ＜無量樂＞


  　一び到りぬれば即ち淸虚の樂を受く＜願往生＞　淸虚は即ち是涅槃の因なり＜無量樂＞


  　我が心を表知して相憶念し＜願往生＞　各々半座を留めて來る人に與ふ＜無量樂＞


  　同學相隨ひて法界に遊ぶ＜願往生＞　法界は即ち是如來の國なり＜無量樂＞


  *706　一一の佛國に恒沙の會あり＜願往生＞　身を分ちて法を聽き供養を修す＜無量樂＞


  　諸佛の慈光照らすことを蒙ることを得＜願往生＞　摩頂授記せられて無餘に入る＜無量樂＞


  　意に他方に住せんことを樂へば即ち住し＜願往生＞　須く歸還せんと欲へば即ち歸還すべし＜無量樂＞


  　若しは住若しは還皆益を得＜願往生＞　本國・他方亦無二なり＜無量樂＞


  　悉く是涅槃平等の法なり＜願往生＞　諸佛の智慧も亦同然なり＜無量樂＞


  　般舟三昧樂＜願往生＞　到る處盡く是法王の家なり＜無量樂＞


  　歴事已り記せられて安樂に還り＜願往生＞　無量の陀羅尼を證得す＜無量樂＞


  　諸の菩薩塵沙の衆と＜願往生＞　虚空に?滿して來りて供養す＜無量樂＞


  　或は衣華を散ずるに變じて?と成り＜願往生＞　或は音樂を奏するに變じて雲と成る＜無量樂＞


  　變現の幢旛無億數なり＜願往生＞　一食の間に安樂に到る＜無量樂＞


  　安樂の衆聖遙かに相見て＜願往生＞　是他方の同行人なりと知り＜無量樂＞


  　各々起ちて華を持ち迎へて供養し＜願往生＞　即ち引きて直に彌陀會に入らしむ＜無量樂＞


  　他方の菩薩同じく佛を禮して＜願往生＞　華を持ちて圍遶すること百千?なり＜無量樂＞


  　或は香華を散じて天樂を奏し＜願往生＞　復神變を現じて虚空に滿つ＜無量樂＞


  *707　光光相照らして佛を供養し＜願往生＞　異口同音に極樂を讚ず＜無量樂＞


  　彌陀時に應じて身相を動かしたまふに＜願往生＞　身光?く十方の國を照らす＜無量樂＞


  　放つ所の神光色無盡なり＜願往生＞　迴光還て彌陀會を照らす＜無量樂＞


  　照らし訖りて光頂上より入れば＜願往生＞　大衆同じく授記の光なりと知る＜無量樂＞


  　光を收むること未だ盡きざるに彌陀笑みたまひ＜願往生＞　普く大衆に告げて專心に聽かしめたまふ＜無量樂＞


  　我今汝に菩提の記を授く＜願往生＞　久しからずして當に盡く來りて成佛すべし＜無量樂＞


  　本住と他方の化生の衆＜願往生＞　遭ひ難き希有の法を得ることを慶ぶ＜無量樂＞


  　娑婆長劫の難を免るることを得ることは＜願往生＞　特に知識釋迦の恩を蒙れり＜無量樂＞


  　種種の思量巧方便もて＜願往生＞　選びて彌陀弘誓の門を得しめたまへり＜無量樂＞


  　一切の善業は迴して生ずる利あれども＜願往生＞　如かず專ら彌陀の號を念ぜんには＜無量樂＞


  　念念に稱名して常に懺悔すべし＜願往生＞　人能く佛を念ずれば佛還憶したまふ＜無量樂＞


  　凡聖相知りぬれば境相照らす＜願往生＞　即ち是衆生增上縁なり＜無量樂＞


  　他人の語を信受することを得ざれ＜願往生＞　但心をして淨ならしむれば此れ皆淨なりといふことを＜無量樂＞


  　若し此れ同じく諸佛の國なりと道はば＜願往生＞　何に因りてか六道同じく生死するや＜無量樂＞


  *708　棘刺叢林三界に滿ち＜願往生＞　山河大地同じく高下あり＜無量樂＞


  　水陸虚空の衆生の性は＜願往生＞　無明煩惱等しく貪瞋なり＜無量樂＞


  　念念に財色を貪求して苦しみ＜願往生＞　業愛癡の繩人を縛りて送る＜無量樂＞


  　閻羅使を遣はして牽きゐて將去る＜願往生＞　獄率・牛頭催して復催す＜無量樂＞


  　盛りなる火四面に同時に起り＜願往生＞　業風の吹くに隨ひて苦の中に落つ＜無量樂＞


  　最火の泥犂四門の外＜願往生＞　門門に八万四千の隔あり＜無量樂＞


  　一一の隔中に人人到る＜願往生＞　恒沙の苦具其の中に在り＜無量樂＞


  　罪人の身上に烟炎起り＜願往生＞　飛輪・刀劒縱橫に入る＜無量樂＞


  　一切の獄中同じく此の苦あり＜願往生＞　何れの時何れの劫にか休む時を得ん＜無量樂＞


  　般舟三昧樂＜願往生＞　三塗永く絶えて願はくは名だも無けん＜無量樂＞


  　七重の鐵城に七重の網あり＜願往生＞　重重の城内に鐵の林樹あり＜無量樂＞


  　樹樹の枝條八万四なり＜願往生＞　葉葉華果刀輪の如し＜無量樂＞


  　飛輪上に踊りて還り下に來る＜願往生＞　頭より入りて足に出づ痛忍び難し＜無量樂＞


  　重重の門の上に八万の釜あり＜願往生＞　鎔銅・鐵汁涌くこと泉の如し＜無量樂＞


  *709　沸き涌きて波を騰ぐること高さ八万＜願往生＞　直に射る門外千由旬＜無量樂＞


  　四門・四道より罪人入る＜願往生＞　門開け業火出でて來り迎ふ＜無量樂＞


  　鐵汁??として流れて膝を沒す＜願往生＞　觸るる處烟炎同時に起る＜無量樂＞


  　牛頭・獄率道の邊にして?れば＜願往生＞　大地震動すること天&M042269;の如し＜無量樂＞


  　罪人之を聞きて心肚裂くれば＜願往生＞　鐵蟲・鐵鳥爭ひ來りて食す＜無量樂＞


  　鐵丸・刀劒空中より下り＜願往生＞　鎔銅・鐵汁身の上に注ぐ＜無量樂＞


  　鐵城の門を去ること四万里なれども＜願往生＞　要ず中を取りて行かしむるに避くる處無し＜無量樂＞


  　行くこと疾くして風にも過ぎ箭の射るが如し＜願往生＞　須臾にして即ち七重の門に入る＜無量樂＞


  　般舟三昧樂＜願往生＞　專心に念佛して貪瞋を斷ずべし＜無量樂＞


  　此の七重の鐵門の内に入れば＜願往生＞　何れの時何れの劫にか迴還ることを得ん＜無量樂＞


  　罪人入り已りぬれば門皆閉づ＜願往生＞　一一の身滿ちて相妨げず＜無量樂＞


  　一び臥するに八万長時劫なり＜願往生＞　皆破法罪の因縁に由る＜無量樂＞


  　三寶を謗毀し人の善を壞れば＜願往生＞　亦阿鼻大獄の中に墮つ＜無量樂＞


  　戲笑の作罪も多劫に受く＜願往生＞　佛意を惜まずして人情を取らんや＜無量樂＞


  *710　愼みて心を輕くして三業を縱にすること莫れ＜願往生＞　業道分明なり欺くべからず＜無量樂＞


  　般舟三昧樂＜願往生＞　橫に業道を截ちて西方に入れ＜無量樂＞


  　七重の鐵城の門門の外に＜願往生＞　鐵蠎頭を擧げて城の上より出づ＜無量樂＞


  　火炎・刀輪口より出で＜願往生＞　亦皆流れて罪人の上に注ぐ＜無量樂＞


  　四角の鐵狗の身の毛孔より＜願往生＞　亦烟火を人身の上に雨らす＜無量樂＞


  　羅刹叉を擎げて心眼を刺す＜願往生＞　皆心眼もて泥犂に墮するに由てなり＜無量樂＞


  　熱鐵の地上に無窮の苦あり＜願往生＞　罪人或は臥し或は行き走る＜無量樂＞


  　大劫盡くる時眼の中に見ゆ＜願往生＞　東門の城外に淸林泉ありと＜無量樂＞


  　罪人一時に東に向ひて走る＜願往生＞　臨臨として門に到らんと欲すれば還閉づ＜無量樂＞


  　是の如く四門に遙なること半劫なり＜願往生＞　鐵網身を鉤くこと棘林の如し＜無量樂＞


  　上に鷹鳥有りて人の肉を啄む＜願往生＞　地に銅狗有りて爭ひ來りて食す＜無量樂＞


  　地上・虚空に避くべき處無し＜願往生＞　動けば即ち苦具轉た彌々多し＜無量樂＞


  　般舟三昧樂＜願往生＞　此の苦を説くを聞けば心摧け碎く＜無量樂＞


  　父母に孝せず三寶を罵るもの＜願往生＞　終時に獄火自から相迎ふ＜無量樂＞


  *711　六親を毀辱し淨戒を破するもの＜願往生＞　亦是の如きの泥犂の中に墮す＜無量樂＞


  　衆生を殺害し他肉を食するもの＜願往生＞　直に泥犂火聚の中に入る＜無量樂＞


  　見聞・方便・處分の殺＜願往生＞　前の如く苦を受く未だ何央ばならず＜無量樂＞


  　三寶衆生の物を劫盜すれば＜願往生＞　一び泥犂に墮して出づる期無けん＜無量樂＞


  　父母六親の物を偸劫するも＜願往生＞　亦是の如きの泥犂の中に入らん＜無量樂＞


  　般舟三昧樂＜願往生＞　身財を惜しまずして常に惠施すべし＜無量樂＞


  　師僧を惡染し淨行を壞すれば＜願往生＞　泥犂永劫にして出づるに期無く＜無量樂＞


  　衆生及び眷屬を邪染すれば＜願往生＞　定んで泥犂長劫の苦に入らん＜無量樂＞


  　若し人身を得れば黄門の報あり＜願往生＞　六親同住するも怨家のご如くならん＜無量樂＞


  　般舟三昧樂＜願往生＞　願はくは邪心を斷じて梵行を修せよ＜無量樂＞


  　三寶衆生の類を欺誑すれば＜願往生＞　死して泥犂に入りて出づる期無けん＜無量樂＞


  　惡口・兩舌・貪・瞋・慢には＜願往生＞　八万の地獄皆周?せん＜無量樂＞


  　他人三寶の過を論説すれば＜願往生＞　死して拔舌泥犂の中に入らん＜無量樂＞


  　普く衆生に勸む三業を護りて＜願往生＞　行住坐臥に彌陀を念じ＜無量樂＞


  *712　一切時中に地獄を憶して＜願往生＞　往生の心を發起し增上せよ＜無量樂＞


  　誓願して三塗の業を作らざれ＜願往生＞　人天の樂報も亦心にかくること無かれ＜無量樂＞


  　忽に地獄長時の苦を憶ひて＜願往生＞　捨てて須臾も安樂を忘れざれ＜無量樂＞


  　安樂佛國は無爲の地なり＜願往生＞　畢竟じて身を安んずるに實に是精なり＜無量樂＞


  　般舟三昧樂＜願往生＞　唯佛の一道のみ獨り淸間なり＜無量樂＞


  　淨土の莊嚴盡くること有ること無し＜願往生＞　十方より生ずる者亦窮無し＜無量樂＞


  　千劫・万劫・恒沙劫にも＜願往生＞　一切の去く者相妨げず＜無量樂＞


  　十方の衆生も未だ曾て減ぜず＜願往生＞　彌陀佛國も亦增すこと無し＜無量樂＞


  　彌陀の願力心に隨ひて大なれば＜願往生＞　四種の莊嚴普く皆?し＜無量樂＞


  　三明六通常に自在にして＜願往生＞　?く衆生の心想の中に入る＜無量樂＞


  　佛身の相好心に依て起り＜願往生＞　念に隨ひて即ち眞金の佛を現ず＜無量樂＞


  　眞金は即ち是彌陀の相なり＜願往生＞　圓光の化佛人の前に現ず＜無量樂＞


  　相好彌々多くして八万四なり＜願往生＞　一一の光明十方を照らす＜無量樂＞


  　餘縁の爲に光普く照らさず＜願往生＞　唯念佛往生の人を覓む＜無量樂＞


  *713　万行倶に迴して皆往くことを得れども＜願往生＞　念佛の一行最も尊爲り＜無量樂＞


  　迴生の雜善恐らくは力弱し＜願往生＞　一日七日の念に過ぐるもの無し＜無量樂＞


  　命終らんと欲する時聖衆現じて＜願往生＞　即ち華臺に坐して寶國に至る＜無量樂＞


  　淸淨大海無生の衆＜願往生＞　遙に生ずる者を見て皆歡喜せん＜無量樂＞


  　觀音の相好佛と異なること無し＜願往生＞　慈悲もて苦を救ふに最も強と爲す＜無量樂＞


  　般舟三昧樂＜願往生＞　師敎に違せずして彌陀を念ぜよ＜無量樂＞


  　苦を救ふこと遙に世界を別つと雖も＜願往生＞　衆生急に念ずれば時に應じて來る＜無量樂＞


  　或は聲聞・菩薩の相を現じて＜願往生＞　縁に隨ひて樂ひを見て衆生を度したまふ＜無量樂＞


  　悲心苦を拔きて三界を超えしめ＜願往生＞　慈心樂を與へて涅槃を期せしむ＜無量樂＞


  　衆生に隨逐して身に異有り＜願往生＞　身を六道に分ちて時機を度す＜無量樂＞


  　禮・念・觀すれば身罪障を除く＜願往生＞　直是發願慈悲の極なり＜無量樂＞


  　一切の時中に法界を縁じ＜願往生＞　六道を攝取して身中に現ず＜無量樂＞


  　眼に見耳に聞き心に事を内る＜願往生＞　聲を尋ねて苦を救ふこと刹那の間なり＜無量樂＞


  　天冠の化佛高さ千里＜願往生＞　慈恩を念報して常に頂戴したまふ＜無量樂＞


  *714　眉間の毫相に七寶の色あり＜願往生＞　色色に八万四千の光あり＜無量樂＞


  　光光の化佛・菩薩衆＜願往生＞　神通を極樂界に?滿せしむ＜無量樂＞


  　身光明を作して紫金色なり＜願往生＞　内外映徹して明鏡の如し＜無量樂＞


  　一切の光明は瓔珞の如し＜願往生＞　?身に交珞して鈴珮を垂れたり＜無量樂＞


  　兩手は纖圓にして雜華の色なり＜願往生＞　恒に此の手を將て衆生を接す＜無量樂＞


  　足を擧ぐれば千輪寶地に印し＜願往生＞　足を下せば金華世界に滿つ＜無量樂＞


  　本住・他方行坐の處＜願往生＞　觸るる者即ち無生忍を悟る＜無量樂＞


  　地前・地上元無二なり＜願往生＞　根の利鈍に隨ひて位を超增す＜無量樂＞


  　念念の時中に常に證を得＜願往生＞　未だ功を施すことを得ざるに方に悟を得＜無量樂＞


  　般舟三昧樂＜願往生＞　畢命まで同生誓ひて退せざれ＜無量樂＞


  　此の如き逍遙快樂の地＜願往生＞　更に何事を貪りてか生を求めざらん＜無量樂＞


  　苦を救ふに分身して平等に化す＜願往生＞　化し得ては即ち彌陀國に送り＜無量樂＞


  　衆等咸く大悲力を蒙る＜願往生＞　身を碎き慙謝して慈恩を報ぜよ＜無量樂＞


  　般舟三昧樂＜願往生＞　觀音引接して彌陀を見えしむ＜無量樂＞


  *715　勢至菩薩威光大なり＜願往生＞　身色相好觀音に等し＜無量樂＞


  　身上の光明法界に?す＜願往生＞　照らす處皆同じく紫金色なり＜無量樂＞


  　有縁の衆生光照を蒙りて＜願往生＞　智慧を增長して安樂に生ず＜無量樂＞


  　華冠を頂戴して瓔珞を垂れたり＜願往生＞　寶?光出でて希奇を現ず＜無量樂＞


  　勢至行く時法界を震はす＜願往生＞　震ふ處に蓮華自然に出づ＜無量樂＞


  　蓮華の莊嚴極樂の如し＜願往生＞　一切の佛國皆是の如し＜無量樂＞


  　坐する時先づ彌陀國を動かし＜願往生＞　後に上下塵沙の刹を震はす＜無量樂＞


  　一一の刹土に分身集る＜願往生＞　皆是彌陀の三化身なり＜無量樂＞


  　化佛・觀音・勢至集りて＜願往生＞　虚空極樂の上に側ち塞がり＜無量樂＞


  　各々蓮華百寶の座に坐して＜願往生＞　異口同音に妙法を説きたまふ＜無量樂＞


  　極樂の衆生見聞の益あり＜願往生＞　常倫の諸地の上に超證せり＜無量樂＞


  　大に集ふ利益塵沙の衆＜願往生＞　聽法し供養して諸劫を逕＜無量樂＞


  　是の故に彼の國を極樂と名く＜願往生＞　普く同生に勸む常に憶念すべし＜無量樂＞


  　一切の時中に面を西に向け＜願往生＞　心に彼の彌陀身を見たてまつると想へ＜無量樂＞


  *716　地上の莊嚴無億數なり＜願往生＞　寶樓林樹瓔珞を垂れたり＜無量樂＞


  　正坐跏趺して往生すと想へ＜願往生＞　直に華池大會の中に注まりて＜無量樂＞


  　華中に入ると想へ華合すと想へ＜願往生＞　即ち華開けて佛身を見たてまつると想へ＜無量樂＞


  　彌陀を見たてまつるに光に雜色あり＜願往生＞　光光自身を相照らして來ると想へ＜無量樂＞


  　又自身を慈光照らすと想へ＜願往生＞　即ち籠籠として心眼開くと想へ＜無量樂＞


  　虚空の化佛衆を見ると想へ＜願往生＞　林樹天樂を奏し＜無量樂＞


  　水鳥・流波妙法を宣ぶるを聞くと想へ＜願往生＞　心心專注すれば想成ぜしむ＜無量樂＞


  　注想成ずる時寶國現じ＜願往生＞　即ち化佛來りて加備したまふことを得ん＜無量樂＞


  　觀音・勢至身無數なり＜願往生＞　常に此の行人の邊に來至したまふ＜無量樂＞


  　般舟三昧樂＜願往生＞　專心に佛を見んこと疑無しと想へ＜無量樂＞


  　佛は知めしたまへり衆生の流浪久しく＜願往生＞　無明障重にして開悟し難きを＜無量樂＞


  　佛大を觀ぜんに周?し難きことを恐れて＜願往生＞　更に小を觀ぜ敎めんがために池中に在ます＜無量樂＞


  　一の蓮華の百寶の葉に＜願往生＞　丈六の化佛華臺に坐したまふと想へ＜無量樂＞


  　身に大小ありと雖も能く障を除く＜願往生＞　觀音・勢至等しくして同じく然なり＜無量樂＞


  *717　四種の威儀に常に自策せば＜願往生＞　命盡きて須臾に自然に歸せしむ＜無量樂＞


  　自然は即ち是彌陀國なり＜願往生＞　究竟じて常に安くして退く時無し＜無量樂＞


  　縱ひ百年を盡せども一日の如し＜願往生＞　一日は須臾なり何ぞ期するに足らん＜無量樂＞


  　上品上生の凡夫等＜願往生＞　持戒・念佛・誦經專に＜無量樂＞


  　一切の時中に常に勇猛なれば＜願往生＞　臨終に聖衆自ら來迎したまふ＜無量樂＞


  　觀音・大勢華を擎げて至り＜願往生＞　一時に手を接りて金臺に上らしむ＜無量樂＞


  　無數の化佛・菩薩衆＜願往生＞　頭を摩でて讚歎し佛に隨ひて去く＜無量樂＞


  　一念の間に佛國に到りて＜願往生＞　即ち眞容の菩薩衆と現ず＜無量樂＞


  　光明・寶林皆法を説く＜願往生＞　時に當りて即ち無生忍を悟る＜無量樂＞


  　須臾に他方の佛に歴事し＜願往生＞　一念に歸還して千證を得＜無量樂＞


  　上品中生の凡夫等＜願往生＞　讀誦・念佛專に持戒し＜無量樂＞


  　一日七日倶に回向すれば＜願往生＞　臨終に聖衆皆來現し＜無量樂＞


  　觀音・大勢華を擎げて立ちたまふ＜願往生＞　行者即ち紫金臺に上れば＜無量樂＞


  　千の化佛と與に同時に讚じたまふ＜願往生＞　佛に從ひて須臾に寶池に入る＜無量樂＞


  *718　一宿に障盡きて華開發す＜願往生＞　佛を見て即ち金臺より下らんと欲するに＜無量樂＞


  　足未だ地に至らざるに華足を承け＜願往生＞　佛金光を放ちて來りて身を照らしたまふ＜無量樂＞


  　直に彌陀佛の前に到りて立ち＜願往生＞　佛を讚ずること七日にして無生を得＜無量樂＞


  　須臾に他方の佛に歴事して＜願往生＞　百千の三昧門を證得す＜無量樂＞


  　少許の時の間に三劫を逕て＜願往生＞　即ち明門歡喜地に入る＜無量樂＞


  　般舟三昧樂＜願往生＞　持戒・作善して推閑すること莫れ＜無量樂＞


  　推閑すれば即ち輪廻の業を造る＜願往生＞　彌陀の淨土誰をか去か遣めん＜無量樂＞


  　湯火身を燒けば急に自ら撥ふ＜願往生＞　他人推縁の事を待つもの莫し＜無量樂＞


  　貪瞋の火宅は相燒の苦あり＜願往生＞　障重く心頑にして未だ痛を覺らず＜無量樂＞


  　痛を覺れば即ち愚癡の業を斷じ＜願往生＞　悔心慚愧して安樂に生ぜん＜無量樂＞


  　安樂は即ち是金剛地なり＜願往生＞　凡夫六道永く名だも無し＜無量樂＞


  　般舟三昧樂＜願往生＞　極樂は淸閑にして實に是精なり＜無量樂＞


  　上品下生の凡夫等＜願往生＞　深く因果を信じて非を生ずること莫れ＜無量樂＞


  　三業の起行は?慢多し＜願往生＞　單だ無上菩提の心を發せ＜無量樂＞


  *719　心を廻して念念に安樂に生ぜんとせば＜願往生＞　終時に即ち金華の至るを見ん＜無量樂＞


  　五百の化佛・觀音等＜願往生＞　一時に手を接りて華中に入らしめたまふ＜無量樂＞


  　一念に華に乘じて寶池の内にあり＜願往生＞　一日一夜に寶華開く＜無量樂＞


  　華開けて佛を見たてまつれども微微の障あり＜願往生＞　三七已後に始めて分明なり＜無量樂＞


  　耳に衆聲を聽きて心に悟を得＜願往生＞　他方に歴事して授記を蒙る＜無量樂＞


  　十劫須臾に覺えずして盡き＜願往生＞　進みて明門歡喜地に入る＜無量樂＞


  　般舟三昧樂＜願往生＞　名を盡くすを期と爲して疑を生ずること莫れ＜無量樂＞


  　若し是釋迦の眞の弟子ならば＜願往生＞　誓ひて佛語を行じて安樂に生ぜよ＜無量樂＞


  　悠悠として他語を信ずることを得ざれ＜願往生＞　縁に隨ひて病を治す各々方に依れ＜無量樂＞


  　忽に災危に遇ひぬれば身自ら急なり＜願往生＞　道俗千重するも未だ救ふこと能はず＜無量樂＞


  　口に事空を説けども心に怨を行ず＜願往生＞　是非人我山嶽の如し＜無量樂＞


  　此の如き人には近づくべからず＜願往生＞　近づかば即ち長劫の苦に輪廻せん＜無量樂＞


  　耳を側て心を傾け常に採訪して＜願往生＞　今身に道を修して無生を得よ＜無量樂＞


  　若し此の法の希奇の益を聞かば＜願往生＞　身命を顧みずして要ず得んことを求めよ＜無量樂＞


  *720　若し能く專ら行じて命を惜しまざれば＜願往生＞　命斷に須臾に安樂に生ぜん＜無量樂＞


  　般舟三昧樂＜願往生＞　念佛は即ち是涅槃の門なり＜無量樂＞


  　中品上生の凡夫等＜願往生＞　?く聲聞・縁覺の行を學し＜無量樂＞


  　戒・定・慈悲常に勇猛に＜願往生＞　一心に廻して安樂に生ぜんと願ずれば＜無量樂＞


  　終時に化佛・聲聞到り＜願往生＞　七寶の蓮華行者の前にあり＜無量樂＞


  　佛光明を放ちて身頂を照らしたまふ＜願往生＞　行者自ら見れば華臺に上る＜無量樂＞


  　頭を低れて佛を禮するは此の國に在り＜願往生＞　頭を擧ぐれば已に彌陀界に入る＜無量樂＞


  　彼に到れば華開けて尋ち佛を見たてまつり＜願往生＞　四諦を説くを聞きて眞如を證す＜無量樂＞


  　般舟三昧樂＜願往生＞　實に是彌陀願力の恩なり＜無量樂＞


  　中品中生の凡夫等＜願往生＞　一日一夜衆戒を持つ＜無量樂＞


  　此の戒福の善根力を廻して＜願往生＞　直に彌陀の安養國に到る＜無量樂＞


  　臨終に化佛・師僧現れ＜願往生＞　七寶の華來りて行者の前にあり＜無量樂＞


  　行者華を見て心踊躍し＜願往生＞　即ち華臺に上り佛に隨ひて去く＜無量樂＞


  　一念の間に寶國に入りて＜願往生＞　直ちに八德寶池の中に入る＜無量樂＞


  *721　池内の蓮華無億數＜願往生＞　悉く是十方の同行人なり＜無量樂＞


  　七日七夜にして蓮華發く＜願往生＞　華開けて佛を見たてまつり初眞を得＜無量樂＞


  　般舟三昧樂＜願往生＞　勤修實行して人を欺かざれ＜無量樂＞


  　中品下生の凡夫等＜願往生＞　父母に孝養し人信を行ず＜無量樂＞


  　臨終に善知識に遇値はん＜願往生＞　爲に極樂彌陀の願を説くに＜無量樂＞


  　説くを聞きて合掌し廻心して向ふ＜願往生＞　念に乘じて即ち寶池の中に到る＜無量樂＞


  　百寶の蓮華臺上の座にして＜願往生＞　七七日の後に寶華開く＜無量樂＞


  　華開けて佛と塵沙の衆とを見たてまつり＜願往生＞　一劫已後に無生を證す＜無量樂＞


  　無生は即ち是阿羅漢なり＜願往生＞　羅漢廻心して大乘に向ふ＜無量樂＞


  　一發已去小心滅して＜願往生＞　直に菩提に至るまで退すること有ること無し＜無量樂＞


  　是の故に天親論を作りて説かく＜願往生＞　二乘の心種永く生ずること無しと＜無量樂＞


  　故に言ふ大乘善根界＜願往生＞　畢竟じて永く譏嫌の過を絶つと＜無量樂＞


  　大小の凡夫平等に攝して＜願往生＞　且に六道三塗の難を避ぞく＜無量樂＞


  　願じて彌陀佛國の内に住せよ＜願往生＞　證と不證と亦心閒なり＜無量樂＞


  *722　般舟三昧樂＜願往生＞　頓に生死を超えて娑婆を出でよ＜無量樂＞


  　下品上生の凡夫等＜願往生＞　具に十惡を造りて餘の善無し＜無量樂＞


  　無明を增長して但意を快くし＜願往生＞　他の修福を見て非毀を生ず＜無量樂＞


  　此の如きの愚人覺悟し難きは＜願往生＞　良に知識の惡強縁に由る＜無量樂＞


  　唯目の前に酒肉を貪ることを知りて＜願往生＞　地獄に盡く名を鈔せらるることを覺らず＜無量樂＞


  　一び泥犂に入りて長苦を受くるとき＜願往生＞　始めて人中の善知識を憶ふ＜無量樂＞


  　罪人臨終に重病を得て＜願往生＞　神識昏狂し心倒亂せり＜無量樂＞


  　地獄芬芬として眼の前に現ずるとき＜願往生＞　白き汗流れ出でて手に空を把る＜無量樂＞


  　此の如きの困苦誰か能く救はん＜願往生＞　會ず是知識彌陀の恩なり＜無量樂＞


  　手に香爐を執りて敎へて懺悔せしめ＜願往生＞　敎へて合掌して彌陀を念ぜしむ＜無量樂＞


  　一聲の稱佛衆苦を除き＜願往生＞　五百万劫の罪消除す＜無量樂＞


  　化佛・菩薩聲を尋ねて到り＜願往生＞　我故らに華を持ちて汝を迎ふと來りいふ＜無量樂＞


  　行者佛の光明を見て喜ぶ＜願往生＞　即ち七寶の蓮華の上に坐し＜無量樂＞


  　佛に從ひて須臾に寶國に還り＜願往生＞　到りて即ち直に寶池の中に入る＜無量樂＞


  *723　七七に華開けて佛を見たてまつることを得＜願往生＞　觀音・大勢慈光照らす＜無量樂＞


  　眼目晴明にして心得悟し＜願往生＞　合掌して始めて菩提の心を發す＜無量樂＞


  　般舟三昧樂＜願往生＞　三塗を脱るることを得るは知識の恩なり＜無量樂＞


  　若し知識の敎へて佛を稱せしむるに非ずば＜願往生＞　如何でか彌陀國に入ることを得ん＜無量樂＞


  　下品中生の凡夫等＜願往生＞　破戒偸僧して衆罪を造り＜無量樂＞


  　邪命説法して慚愧無し＜願往生＞　破戒因果師僧を打つ＜無量樂＞


  　此の如きの愚人死に臨むの日＜願往生＞　節節酸疼すること錐刀もて刺すがごとし＜無量樂＞


  　地獄の猛火皆來り逼る＜願往生＞　時に當りて即ち善知識の＜無量樂＞


  　大慈悲を發して敎へて念佛せしむるに値はん＜願往生＞　地獄の猛火風と變じて涼し＜無量樂＞


  　天華旋轉して風に隨ひて落つ＜願往生＞　化佛・菩薩華上に乘りたまふ＜無量樂＞


  　行者即ち天華の上に坐して＜願往生＞　佛に從ひて須臾に寶池に入る＜無量樂＞


  　障重くして華開くに六劫を逕＜願往生＞　華開けて始めて菩提心を發す＜無量樂＞


  　般舟三昧樂＜願往生＞　身を碎きて慚謝せよ釋迦の恩＜無量樂＞


  　下品下生の凡夫等＜願往生＞　十惡・五逆皆能く造る＜無量樂＞


  *724　此の如きの愚人は多く罪を造りて＜願往生＞　地獄を經歴して劫を窮むること無し＜無量樂＞


  　臨終に忽に善知識の＜願往生＞　爲に妙法を説きて安穩ならしむるに遇はん＜無量樂＞


  　刀風解くる時貪りて痛を忍び＜願往生＞　敎へて念佛せしむるに念ずること能はず＜無量樂＞


  　善友告げて言はく專ら合掌して＜願往生＞　正念にして專ら無量壽と稱すべしと＜無量樂＞


  　聲聲連注して十念を滿たしむるに＜願往生＞　念念に五逆の障を消除す＜無量樂＞


  　謗法・闡提十惡を行ずるものも＜願往生＞　迴心念佛すれば罪皆除こる＜無量樂＞


  　病者の身心覺して醒悟すれば＜願往生＞　眼前に即ち金華の現ずる有り＜無量樂＞


  　金華の光明行者を照らす＜願往生＞　身心歡喜して華臺に上る＜無量樂＞


  　華に乘じて一念に佛國に至り＜願往生＞　直に大會佛前の池に入る＜無量樂＞


  　殘殃未だ盡きず華中に合す＜願往生＞　十二劫の後に始めて華開く＜無量樂＞


  　華内に坐せる時に微苦無し＜願往生＞　色界三禪の樂に超過せり＜無量樂＞


  　般舟三昧樂＜願往生＞　地獄に入るを勉れて金蓮に坐せよ＜無量樂＞


  　寧ろ金華を合して百千劫なりとも＜願往生＞　地獄の須臾の間に能たへず＜無量樂＞


  　觀音・大勢慈光もて照らし＜願往生＞　徐徐に爲に安心の法を説きたまふ＜無量樂＞


  *725　行者希有の法を聞くことを得て＜願往生＞　智慧の法眼豁然として開く＜無量樂＞


  　法眼開く時佛の會を見て＜願往生＞　即ち無上菩提心を發す＜無量樂＞


  　或は坐し或は立し遊行して觀るに＜願往生＞　到る處唯説法の聲のみを聞く＜無量樂＞


  　身心毛孔皆得悟し＜願往生＞　菩薩聖衆皆充滿せり＜無量樂＞


  　自ら神通を作して彼の會に入るは＜願往生＞　本を憶ふに娑婆知識の恩なり＜無量樂＞


  　若し釋迦の勸めて念佛せしむるに非ずば＜願往生＞　彌陀の淨土何に由てか見ん＜無量樂＞


  　心に香華を念じて?く供養し＜願往生＞　長時長劫に慈恩を報ぜよ＜無量樂＞


  　普く勸む十方の生死界＜願往生＞　同心に惡を斷じて盡く須く來るべし＜無量樂＞


  　一び涅槃常住の國に入りぬれば＜願往生＞　後際を徹窮して更に何の憂かあらん＜無量樂＞


  　念念の時中に常に證悟して＜願往生＞　十地の行願自然に成ず＜無量樂＞


  　地地の慈悲巧方便なり＜願往生＞　佛を以て師と爲せば錯悟無し＜無量樂＞


  　定善は經に依るに十三觀＜願往生＞　一一に具に莊嚴の事を説く＜無量樂＞


  　行住坐臥に常に觀察せよ＜願往生＞　常に念ずれば心眼籠籠として見えん＜無量樂＞


  　散善は九品經に依て讚ず＜願往生＞　一一に回向すれば皆往くことを得＜無量樂＞


  *726　定善の一門は韋提請じ＜願往生＞　散善の一行は釋迦開きたまふ＜無量樂＞


  　定散倶に迴して寶國に入れ＜願往生＞　即ち是如來の異の方便なり＜無量樂＞


  　韋提は即ち是女人の相＜願往生＞　貪瞋具足の凡夫の位なり＜無量樂＞


  　娑婆を厭捨して佛國を求むれば＜願往生＞　即ち極樂莊嚴の界を現ず＜無量樂＞


  　極樂を見ることを得て心歡喜し＜願往生＞　更に彌陀を覩て法忍を成ず＜無量樂＞


  　五百の女人同じく佛に白す＜願往生＞　誓願して同じく安樂國に生ぜんと＜無量樂＞


  　爾の時に世尊皆印記したまふ＜願往生＞　同じく往生を得て三昧を證せんと＜無量樂＞


  　釋梵・護世空に臨みて聽き＜願往生＞　亦同じく安樂に生ぜんと發願す＜無量樂＞


  　普く有縁に勸む常に念佛して＜願往生＞　觀音・大勢と同學と爲れ＜無量樂＞


  　若し能く念佛するものは人中の上なり＜願往生＞　願はくは同じく諸佛の家に生ずることを得て＜無量樂＞


  　長劫長時に佛邊にして證せん＜願往生＞　道場の妙果豈?なりと爲んや＜無量樂＞


  



  諸の行者に白さく。凡夫生死貪して厭はざるべからず、彌陀の淨土輕しめて忻はざるべからず。厭へば則ち娑婆永く隔つ、忻へば則ち淨土に常に居せり。隔つれば則ち六道の因亡じ、淪迴の果自ら滅す。因果既に亡じて則ち形と名と頓に絶えぬるをや。仰いで惟みれば同生の知識等、善く自ら思量せよ。卻きて受生の無際なることを推するに、空性と同時なり。同時にして心識有り。若し空界と同時ならずして有りといはば、*727一切の衆生即ち是因無くして始めて出づるならん。心識若し本因無くして有りといはば、即ち事木石に同じからん。若し木石に同じといはば、則ち六道の因業無けん、因業若し無しといはば凡聖の苦樂因果誰か覺らん、誰か知らん。斯の道理を以て推勘すれば、一切の衆生定んで心識有り。若し心識有れば即ち空際と同時に有りて有らん。若し空際と同時に有りといはば、即ち唯佛と佛とのみ本元を知ることを得ん。行者等自の身心を知るに、空際と同時に有ならば、乃至今身今日まで、惡を斷じ貪を除くこと能はず。一切の煩惱唯增多なることを覺るべし。又釋迦諸佛、同じく勸めて彌陀を專念して、極樂を想觀せしめて、此の一身を盡して命斷に、即ち安樂國に生ぜしむ。豈長時の大益に非ずや。行者等努力努力、勤めて之を行ずべし。常に慚愧を懷きて、仰いで佛恩を謝せよ。應に知るべし。


  



  



  般舟三昧行道往生讚　一卷


  *729


  往生要集　卷上本　盡第四門半



  



  天台首楞嚴院沙門源信撰


  



  ［序］


  夫れ往生極樂の敎行は濁世末代の目足なり。道俗貴賎誰か歸せざらん者あらん。但し顯密の敎法は其の文一に非ず、事理の業因は其の行惟れ多し。利智精進の人は未だ難しと爲さず。予が如き頑魯の者豈敢てせんや。是の故に念佛の一門に依て、聊か經論の要文を集む。之を披き之を修するに、覺り易く行じ易し。總じて十門有り、分ちて三卷と爲す。一には穢土厭離、二には欣求淨土、三には極樂の證據、四には正修念佛、五には助念の方法、六には別時念佛、七には念佛の利益、八には念佛の證據、九には往生の諸業、十には問答料簡なり。之を座右に置きて廢忘に備へん。


  



  ［一、厭離穢土］


  大文第一に厭離穢土とは、夫れ三界は安きこと無し、最も厭離すべし。今其の相を明さば、總て七種有り。一には地獄、二には餓鬼、三には畜生、四には阿修羅、五には人、六には天、七には總結なり。


  



  ［一、厭離穢土　地獄］


  第一に地獄、亦分ちて八と爲す。一には等活、二には黑繩、三には衆合、四には叫喚、五には大叫喚、六には焦熱、七には大焦熱、八には無間なり。


  



  ［一、厭離穢土　地獄　等活］


  初に等活地獄とは、此の閻浮提の下、一千由旬に在り。縱廣一万由旬なり。此の中の罪人は、互ひに常に害心を懷けり。*730若し適々相見れば、獵者の鹿に逢へるが如し。各々鐵爪を以て、互ひに?み裂く。血肉既に盡きて、唯殘骨のみ有り。或は獄卒、手に鐵杖・鐵棒を執りて、頭より足に至るまで、遍く皆打ち築くに、身躰破し碎くること、猶し沙揣の如し。或は極めて利き刀を以て、分分に肉を割くこと、厨者の魚肉を屠るが如し。涼風來り吹くに、尋で活へること故の如し。?然として復起き、前の如くに苦を受く。或は云く、空中に聲有りて云く。此の諸の有情還等しく活へるべしと。或は云く、獄卒鐵叉を以て地を打ち、唱へて活活と云ふと。是の如き等の苦、具に述ぶべからず。＜已上『智度論』『瑜伽論』『諸經要集』に依て之を撰す＞　人間の五十年を以て、四天王天の一日一夜と爲して、其の壽五百歳なり。四天王天の壽を以て、此の地獄の一日一夜と爲して、其の壽五百歳なり。殺生せる者、此の中に墮す。＜已上壽量は『倶舍』に依り、業因は『正法念經』に依る。下の六も亦之に同じ＞　『優婆塞戒經』には初天の一年を以て、初地獄の日夜と爲す。下し去も之に準ず。　　此の地獄の四門の外に、復十六の眷屬の別處有り。一には屎泥處。謂く極熱の屎泥有り、其の味最も苦し。金剛の嘴ある虫、其の中に充滿せり。罪人中に在りて此の熱屎を食ふ。諸の虫聚り集りて、一時に競ひ食ふ。皮を破りて肉を?み、骨を折きて髓を?ふ。昔鹿を殺し鳥を殺せる者、此の中に墮す。二には刀輪處。謂く鐵の壁周匝して、高さ十由旬なり。猛火熾然にして、常に其の中に滿てり。人間の火は、此に比ぶるに雪の如し。纔に其の身に觸るるに、碎くること芥子の如し。又熱鐵を雨らすこと、猶し盛なる雨の如し。復刀林有り、其の刃は極めて利し、復刃を雨らすこと雨の如くにして下る。衆苦交々至りて堪へ忍ぶべからず。昔物を貪りて殺生せる者、此の中に墮す。三には?熟處。謂く罪人を執りて鐵の?の中に入れて、煎熟すること豆の如くす。昔殺生して煮て食へる者、此の中に墮す。四には多苦處。謂く此の地獄には十千億種の無量の楚毒有り、具に説くべからず。昔繩を以て人を縛り、杖を以て人を打ち、人を驅りて遠き路に行かしめ、嶮しき處より人を落し、煙を薰べて人を惱まし、*731小兒を怖れしむ。是の如き等の種種に人を惱ませる者、皆此の中に墮す。五には闇冥處。謂く黑闇の處に在りて、常に闇火の爲に燒かる。大力の猛風、金剛の山を吹き、磨がしめ碎かしむること、猶し沙を散らすが如し。熱風に吹かるること、利刀もて割かるるが如し。昔大火災もて羊の口・鼻を?ぎ、二の?の中に龜を置きて押し殺せし者、此の中に墮す。六には不喜處。謂く大火炎有りて、晝夜に焚燒す。熱炎の嘴ある鳥・狗犬・野干あり、其の聲極惡にして甚だ怖畏すべし。常に來り食?して骨肉狼藉たり。金剛の嘴ある虫、骨の中に往來して、其の髓を食ふ。昔貝を吹き鼓を打ちて畏るべき聲を作して、鳥獸を殺害せる者、此の中に墮す。七には極苦處。謂く嶮しき岸の下に在りて、常に鐵火の爲に燒かる。昔放逸にして殺生せる者、此の中に墮す。＜已上『正法經』に依る。自餘の九處經の中には説かず＞


  



  ［一、厭離穢土　地獄　黑繩］


  二に黑繩地獄とは、等活の下に在り、縱廣前に同じ。獄卒罪人を執へて、熱鐵の地に臥せ熱鐵の繩を以て縱橫に身に?うち、熱鐵の斧を以て繩に隨ひて切り割く。或は鋸を以て解き、或は刀を以て屠りて、百千段と作して、處處に散在す。又熱鐵の繩を懸けて交へ橫へたること無數なり。罪人を驅りて其の中に入らしむるに、惡風暴に吹きて其の身に交絡して、肉を燒き骨を焦し、楚毒極無し。＜已上『瑜伽論』『智度論』＞　又左右に大なる鐵の山有り。山の上に各々鐵の幢を建て、幢の頭に鐵の繩を張り、繩の下に多く熱せる?有り。罪人を驅りて、鐵の山を負はして繩の上より行かしめ、遙かに鐵の?に落して、摧き煮ること極無し。＜『觀佛三昧經』＞　等活地獄、及び十六の別處の一切の諸苦、十倍して重く受く。獄卒罪人を呵責して云く。心は是第一の怨なり、此の怨最も惡と爲す。此の怨能く人を縛り、送りて閻羅の處に到らしむ。汝獨り地獄に燒かれ、惡業の爲に食はらる。妻子・兄弟等の親族・眷屬も救ふこと能はずと。＜乃至廣説＞　後の五の地獄は、各々前前の一切地獄の所有の諸苦を以て、十倍して重く受くること、例して應に之を知るべし。＜已上『正法念經』意＞　人間の一百歳を以て、?利天の一日夜と爲して、*732其の壽一千歳なり。?利天の壽を以て、一日夜と爲して、此の地獄の壽一千歳なり。殺生・偸盜せる者、此の中に墮す。　　復異處有り、等喚受苦處と名く。謂く嶮しき岸の無量由旬なるに擧げ在き、熱炎の黑繩もて束縛し繋ぎ已りて、然して後之を推し、利き鐵刀ある熱地の上に墮す。鐵炎の牙ある狗に?食せらる。一切の身分、分分に分離す。聲を唱へて吼え喚ばふに、救ふ者有ること無し。昔法を説くに惡見の論に依り、一切不實にして一切を顧みず、岸より投じて自殺せる者、此の中に墮す。復異處有り、畏鷲處と名く。謂く獄卒杖を怒らして急に打ち、晝夜に常に走らしむ。手に火炎の鐵刀を執り、弓を挽き箭を弩へ、後へに隨ひて走り遂ひ、斫り打ちて之を射る。昔物を貪るが故に、人を殺し人を縛り食を奪ひし者、此の中に墮す。＜『正法念經』略抄＞


  



  ［一、厭離穢土　地獄　衆合］


  三に衆合地獄とは、黑繩の下に在り、縱廣前に同じ。多く鐵の山有りて兩山相對せり。牛頭・馬頭等の諸の獄卒、手に器杖を執り、驅りて山の間に入らしむ。是の時に兩の山迫り來りて合せ押すに、身躰摧け碎け、血流れて地に滿つ。或は鐵の山有りて、空より落ち、罪人を打ちて、碎くこと沙揣の如し。或は石の上に置き、巖を以て之を押し、或は鐵の臼に入れ、鐵の杵を以て擣く。極惡の獄鬼、并びに熱鐵の師子・虎・狼等の諸獸、烏・鷲等の鳥、競ひ來りて食?す。＜『瑜伽論』『大論』＞　又鐵炎の嘴ある鷲、其の腹を取り已りて、樹の頭に挂け在き、之を?食す。彼に大なる河有り、中に鐵の鉤有りて、皆悉く火に燃ゆ。獄卒罪人を執り、彼の河の中に擲げて、鐵の鉤の上に墮す。又彼の河の中に、熱せる赤銅の汁有りて、彼の罪人を漂はす。或は身あり日の初めて出づるが如き者有り、身沈沒すること重き石の如き者有り、手を擧げ天に向ひて號哭する者有り、共に相近づきて號哭する者有り。久しく大苦を受くれども主べ無く救ふもの無し。又復獄卒地獄の人を取りて、刀葉の林に置く。彼の樹の頭を見れば、好端正嚴飾の婦女有り。是の如く見已りて、即ち彼の樹に上るに、*733樹の葉刀の如くにして、其の身の肉を割き、次で其の筋を割く。是の如く一切の處を劈き割きて、已に樹に上ることを得已りて彼の婦女を見れば、復地に在り。欲の媚びたる眼を以て、上さまに罪人を看て、是の如きの言を作さく。汝を念ふ因縁もて、我此の處に到れり。汝今何故ぞ我に近づかざる、何ぞ我を抱かざると。罪人見已りて、欲心熾盛にして、次第に復下るに、刀葉上に向ひて、利きこと剃刀の如し。前の如く遍く一切の身分を割き、既に地に到り已れば、彼の婦女は、復樹の頭に在り。罪人見已りて、復樹に上る。是の如く無量百千億歳、自心に誑かされて、彼の地獄の中に、是の如く轉り行き、是の如く燒かるること、邪欲を因と爲す。＜乃至＞　獄卒罪人を呵責して、偈を説きて曰く、異人の作れる惡もて異人苦の報を受くるに非ず、自業自得の果なり。衆生皆是の如しと。＜『正法念經』＞　人間の二百歳を以て、夜摩天の一日夜と爲して、其の壽二千歳なり。彼の天の壽を以て此の地獄の一日夜と爲して、其の壽二千歳なり。殺生・偸盜・邪婬の者、此の中に墮す。　　此の大地獄に復十六の別處有り。謂く一處有り、惡見處と名く。他の兒子を取り、強ひ逼めて邪行し號哭せしめたる者、此に墮して苦を受く。謂く罪人自の兒子を見れば、地獄の中に在り。獄卒、若しは鐵の杖を以て、若しは鐵の錐を以て其の陰中を刺し、若しは鐵の鉤を以て其の陰中に釘つ。既に自の子の是の如きの苦事を見て、愛心悲絶して、堪へ忍ぶべからず。此の愛心の苦は、火燒の苦によりも、十六分の中、其の一にも及ばず。彼の人是の如く心の苦に逼められ已りて、復身の苦を受く。謂く頭面を下に在き、熱せる銅の汁を盛りて、其の糞門に灌ぎ、其の身の内に入れて、其の熟藏、大小腸等を燒く。次第に燒け已れば、下に在りて出づ。具に身心の二苦を受くること、無量百千年の中止まず。又別處有り、多苦惱と名く。謂く男の男に於て邪行を行ぜし者、此に墮して苦を受く。謂く本の男子を見れば、一切の身分、皆悉く熱炎あり。來りて其の身を抱くに、一切の身分、皆悉く解け散る。*734死し已りて復活へる。極めて怖畏を生じ、走り避け去りて嶮しき岸より墮つるに、炎の嘴ある烏、炎の口ある野干有りて、之を?食す。復別處有り、忍苦處と名く。他の婦女を取れる者、此に墮して苦を受く。謂く獄卒之を樹の頭に懸くるに、頭面を下に在き、足を上に在く。下に火炎を燃して一切の身を燒く。燒け盡きなば復生く。唱へ喚ばはらんとして口を開けば、火口より入りて其の心・肺・生・熟藏等を燒く。餘は經に説くが如し。＜已上『正法念經』より之を略抄す＞


  



  ［一、厭離穢土　地獄　叫喚］


  四に叫喚地獄とは、衆合の下に在り、縱廣前に同じ。獄卒の頭黄なること金の如く、眼の中より火出で、赭色の衣を著たり。手足長大にして疾く走ること風の如し。口より惡聲を出して罪人を射る。罪人惶怖し、頭を叩きて哀を求む。願はくは慈愍を垂れて少しく放し捨かれよと。此の言有りと雖も、彌々瞋怒を增す。＜『大論』＞　或は鐵の棒を以て頭を打ちて、熱鐵の地より走らしめ、或は熱熬に置き、反覆して之を炙り、或は熱せる?に擲げて、之を煎じ煮る。或は驅りて猛炎の鐵の室に入らしめ、或は鉗を以て口を開きて洋銅を灌ぎ、五藏を燒爛して、下より直に出す。＜『瑜伽論』『大論』＞　罪人偈を説き、閻羅人を傷み恨みて言く。汝何ぞ悲心無き、復何ぞ寂靜ならざる。我は是悲心の器なり、我に於て何ぞ悲み無きやと。時に閻羅人、罪人に答へて曰く。己に愛羂に誑か爲れて惡不善の業を作り、今惡業の報を受く、何が故ぞ我を瞋り恨むと。又云く。汝本惡業を作り、欲癡の爲に誑からる、彼の時何ぞ悔いざる、今に悔ゆとも何の及ぶ所ぞと。＜『正法念經』＞　人間の四百歳を以て、覩卒天の一日夜と爲して、其の壽覩卒の壽を以て、此の地獄の一日夜として、壽四千歳なり。殺・盜・婬・飮酒の者、此の中に墮す。　　復十六の別處有り。其の中に一處有り、火末虫と名く。昔酒を賣るに水を加へ益せる者、此の中に墮して、四百四病を具す。＜風黄冷雜、各々百一の病有り。合して四百四有り＞　其の一の病の力は、一日夜に於て、能く四大洲の若干の人をして皆死せしむ。*735又自らの身より虫出で、其の皮・肉・骨・髓を破りて飮み食ふ。復別處有り、雲火霧と名く。昔酒を以て人に與へ醉はしめ已りて、調戲して之を弄び、彼をして羞耻せしめし者、此に墮して苦を受く。謂く獄火の滿つること厚さ二百肘なり。獄卒罪人を投へて、火の中を行かしむるに、足より頭に至るまで一切洋け消え、之を擧ぐれば還生く。是の如く無量百千歳苦を與ふること止まず。餘は經文の如し。又獄卒罪人を呵嘖し、偈を説きて云く。佛の所に於て癡を生じ、世・出世の事を壞り、解脱を燒くこと火の如くなるもの、所謂酒の一法なりと。＜『正法念經』＞


  



  ［一、厭離穢土　地獄　大叫喚］


  五に大叫喚地獄とは、叫喚の下に在り、縱廣前に同じく、苦相も亦同じ。但し前の四の地獄、及び諸の十六の別處の一切の諸苦、十倍して重く受く。人間の八百歳を以て、化樂天の一日夜と爲して其の壽八千歳なり。彼の天の壽を以て、此の獄の一日夜と爲して、其の壽八千歳なり。殺・盜・婬・飮酒・妄語の者、此の中に墮す。獄卒罪人を呵嘖し、偈を説きて云く。妄語は第一の火なり、尚能く大海を燒く。況や妄語の人を燒くことは、草木の薪を燒くが如しと。　　復十六の別處有り。其の中の一處を受鋒苦と名く。熱鐵の利き針もて、口舌倶に刺され、啼哭すること能はず。復別處有り、受無邊苦と名く。獄卒熱鐵の鉗を以て其の舌を拔き出す。拔き已れば復生じ、生ずれば則ち復拔く。二眼を拔くこと亦然なり。復刀を以て其の身を削る。刀甚だ薄くして利きこと、剃頭刀の如し。是の如き等の異類の諸の苦を受くること、皆是妄語の果報なり。餘は經に説くが如し。＜『正法念經』略抄＞


  



  ［一、厭離穢土　地獄　焦熱］


  六に焦熱地獄とは、大叫喚の下に在り、縱廣前に同じ。獄卒罪人を投へて、熱鐵の地の上に臥せ、或は仰むけ或は覆せ、頭より足に至るまで、大なる熱鐵の棒を以て、或は打ち或は築きて、肉摶の如くならしむ。或は極熱の大なる鐵熬の上に置き、猛炎もて之を炙り、左右に之を轉じて、*736表裏燒き薄くす。或は大なる鐵の串を以て、下より之を貫き、頭に徹して出し、反覆して之を炙り、彼の有情の諸根毛孔、及以び口の中に悉く皆炎を起さしむ。或は熱せる?に入れ、或は鐵の樓に置くに、鐵火猛く盛にして骨髓に徹る。＜『瑜伽論』『大論』＞　若し此の獄の豆許の火を以て、閻浮提に置かば、一時にして焚き盡くさん。況や罪人の身は、?かなること生蘇の如し。長時に焚燒せば、豈忍ぶべけんや。此の地獄の人は、前の五の地獄の火を望見すること、猶し雪霜の如し。＜『正法念經』＞　人間の千六百歳を以て、他化天の一日夜と爲して、其の壽万六千歳なり。他化天の壽を以て、日夜と爲して、此の獄の壽も亦然なり。殺・盜・婬・飮酒・妄語・邪見の者、此の中に墮す。　　四門の外に、復十六の別處有り。其の中に一處有り、分荼離迦と名く。謂く彼の罪人の一切の身分に、芥子許りも火炎無き處無し。異の地獄の人、是の如く説きて言く。汝汝疾疾速速來來、此に分荼離迦の池有り、水有りて飮むべし、林に潤へる影有りと。隨ひて走り趣くに、道の上に坑有りて、中に熾なる火滿てり。罪人入り已りて、一切の身分、皆悉く燒け盡く。燒け已れば復生じ、生じ已れば復燒く。渇欲息まずして、便ち前に進みて入る。既にして彼の處に入るに、分荼離迦の炎の燃ゆること、高さ火五百由旬なり。彼の火に燒き炙られ、死して復活く。若し人自ら餓死して天に生るることを得んと望み、復他人を敎へて、邪見に住まらしめたる者、此の中に墮す。復別處有り、闇火風と名く。謂く彼の罪人、惡風に吹かれ、虚空の中に在りて、所依の處無し。輪の如く疾く轉じて、身見るべからず。是の如く轉じ已るに、異の刀風生じて、身を碎くこと沙の如く、十方に分散す。散じ已れば復生じ、生じ已れば復散ず。恒常に是の如し。若し人是の如きの見を作さく、一切の諸法には、常と無常と有り。無常の者は身なり、常の者は四大なりと。彼の邪見の人は、是の如き苦を受けん。餘は經に説くが如し。＜『正法念經』＞


  



  *737［一、厭離穢土　地獄　大焦熱］


  七に大焦熱地獄とは、焦熱の下に在り。縱廣前に同じく、苦の相も亦同じ。＜『瑜伽論』『大論』＞　但し前の六の地獄の根本と別處との一切の諸苦、十倍して具に受く。具に説くべからず。其の壽半中劫なり。殺・盜・婬・飮酒・妄語・邪見、并びに淨戒の尼を?せる者、此の中に墮す。此の惡業の人は先づ中有に於て、大地獄の相を見るに、閻羅人有りて、面に惡き状有り手足極めて熱くして、身を捩らし肱を怒らす。罪人之を見て、極めて大いに?怖す。其の聲雷の吼ゆるが如し。罪人之を聞くに、恐怖更に增す。其の手に利き刀を執り、腹肚甚だ大にして、黑雲の色の如し。眼の炎は燈の如し、鉤れる牙は鋒のごとくに利し。臂手皆長くして搖り動かして勢を作すに、一切の身分、皆悉く麁く起つ。是の如き種種の畏るべき形状もて、堅く罪人の咽を繋ふ。是の如くして將ゐて去るに、六十八百千由旬を過ぎて、地海洲城海の外邊に在り。復行くこと三十六億由旬にして、漸漸に下に向ふこと十億由旬なり。一切の風の中には、業風を第一とす。是の如きの業風、惡業の人を將ゐ、去りて彼の處に到る。既にして彼に到り已れば、閻魔羅王種種に呵責す。呵責既に已れば惡業の羂もて縛られ、出でて地獄に向ふ。遠に大焦熱地獄の普く大炎の燃ゆるを見る。又地獄の罪人の啼哭の聲を聞く。悲み愁へ恐れ魄れて無量の苦を受く。是の如くして無量百千万億無數の年歳のあひだ、啼哭の聲を聞くなり。十倍して恐魄し、心驚き怖畏す。閻羅人之を呵責して言く。汝地獄の聲を聞くすら、已に是の如く怖畏す。何に況や地獄にして燒かるるは乾ける薪草を燒くが如し。火の燒くは是燒くに非ず、惡業乃ち是燒くなり。火の燒くは則ち滅すべし、業の燒くは滅すべからず。＜云云＞　是の如く苦しめ呵責し已りて、將ゐて地獄に向かふに、大なる火聚有り。其の聚擧れること、高さ五百由旬なり。其の量寬く廣きこと二百由旬なり。炎の燃ゆること熾盛なるは、彼の人の作所の惡業の勢力なり。急に其の身を擲げて、彼の火聚に墮すること、大なる山の岸より推して險しき岸に在くが如し。＜已上『正法念經』略抄＞　　　此の大焦熱地獄の四門の外に、*738十六の別處有り。其の中の一處は、一切間無く、乃至虚空まで皆悉く炎燃え、針の孔許も炎の燃えざる處無し。罪人は火の中にして、聲を發して唱へ喚べども、無量億歳常に燒かるること止まず。淸淨の優婆夷を犯せる者、此の中に墮す。復別處有り、普受一切苦惱と名く。謂く炎の刀もて一切の身の皮を剥ぎ割きて、其の肉をば侵さず。既に其の皮を剥げば、身と與に相連ねて熱地に敷き在き、火を以て之を燒き、熱鐵の沸けるを以て、其の身躰に灌ぐ。是の如く無量億千歳、大苦を受くるなり。比丘の酒を以て持戒の婦女を誘ひ誑かし、其の心を壞り已りて、然る後共に行じ、或は財物を與へたる者、此の中に墮す。餘は經の中に説くが如し。＜『正法念經』略抄＞


  



  ［一、厭離穢土　地獄　阿鼻］


  八に阿鼻地獄とは、大焦熱の下、欲界最底の處にに在り。罪人彼に趣き向ふ時、先づ中有の位にして啼哭して偈を説きて言く。一切は唯火炎なり、空に遍して中間無し。四方及び四維、地界にも空しき處無し。一切の地獄の處には、惡人皆遍滿せり。我今歸する所無く、孤獨にして同伴無し。惡處の闇の中に在り、大火炎の聚に入る。我虚空の中にして、日月を見ざるなりと。＜已上＞　時に閻羅人、瞋怒の心を以て答て曰く。或は增劫、或は減劫に、大火汝が身を燒く。癡人已に惡を作る、今何を用てか悔を生ずるや。是天・脩羅・健達婆・龍・鬼に非ず、業の羂に繋縛せらるるなり、人能く汝を救ふもの無し。如し大海の中にして、唯一掬の水を取らんに、此の苦は一掬の如く、後の苦は大海の如しと。既に呵責し已れば、將ゐて地獄に向ふ。彼を去ること二万五千由旬にして、彼の地獄にて啼き哭ぶ聲を聞きて、十倍して悶絶す。頭面は下に在り、足は上に在りて、二千年を逕、皆下に向ひて行く。＜『正法念經』略抄＞　彼の阿鼻城は、縱廣八万由旬なり。七重の鐵城、七層の鐵網あり。下に十八の隔有りて、刀林周匝せり。四の角に四の銅の狗有りて、身四十由旬なり。眼は電の如く、牙は劒の如く、齒は刀の山の如く、舌は鐵の荊の如し。一切の毛孔より皆猛火を出し、*739其の烟?惡にして、世間に喩ふるもの無し。十八の獄卒有りて、頭は羅刹の如く、口は夜叉の如し。六十四の眼有りて、鐵丸を迸り散らす。鉤れる牙は上に出でて、高さ四由旬なり。牙の頭より火流れて阿鼻城に滿つ。頭の上に八の牛頭有りて、一一の牛頭に、十八の角有り。一一の角の頭より皆猛火を出す。又七重の城の内には、七の鐵の幢有りて、幢の頭に火の踊ること、猶し沸ける泉の如し。其の炎流れ迸りて、亦城の内に滿つ。四門の?の上に、八十の釜有り、沸れる銅涌出して、亦城の内に滿つ。一一の隔の間には、八万四千の鐵の蜂・大蛇有りて、毒を吐き火を吐きて、身城の内に滿つ。其の蛇哮吼すること、百千の雷の如く、大なる鐵丸を雨らして、亦城の内に滿つ。五百億の虫有りて、八万四千の嘴有り。嘴の頭より火流れ、雨の如くして下る。此の虫の下る時、獄の火彌々盛にして遍く八万四千由旬を照らす。又八万億千の苦の中の苦は、集りて此の中に在り。＜『觀佛三昧經』略抄＞　『瑜伽』の第四に云く。「東の方多百踰繕那、三熱の大鐵地の上より、猛く熾なる火有りて?を騰げて來り、彼の有情を刺す。皮を穿ちて肉に入り、筋を斷ちて骨を破り、復其の髓を徹り、燒くこと脂燭の如し。是の如く身を擧げて皆猛?と成る。東方よりするが如く、南・西・北方も亦復是の如し。此の因縁に由て、彼の諸の有情は、猛?と和し雜り、唯火聚の四方より來るを見る。火?和し雜りて間隙有ること無く、受くる所の苦痛も亦間隙無し。唯苦に逼められて號き叫ぶ聲のみを聞きて、衆生有ることを知る。又鐵の箕を以て、三熱の鐵の炭を盛り滿たし、之を簸り揃へ、復熱鐵の地の上に置きて、大熱鐵の山に登らしむ。上りては復下り、下りては復上る。其の口中より、其の舌を拔き出し、百の鐵の釘を以て、而も之を張り、皺&M034347;無からしむること牛の皮を張るが如くにす。復更に熱鐵の地の上に仰臥せしめ、熱鐵の鈷を以て、口を鈷みて開かしめ、三熱の鐵丸を以て、其の口の中に置くに、即ち其の口及以び咽喉を燒き、府藏を徹りて、下より出づ。又洋銅を以て其の口に灌ぐに、*740喉及び口を燒き、府藏を徹りて、下より流れ出づ」と。＜已上『瑜伽』。三熱と言うは燒燃・極燒燃・遍極燒燃なり＞　前七の大地獄并及に別處の一切の諸苦を以て一分と爲んに、阿鼻地獄は、一千倍して勝れり。是の如くなれば阿鼻地獄の人は、大焦熱地獄の罪人を見ること、他化自在天處を見るが如し。四天下の處、欲界の六天も、地獄の氣を聞がば、即ち皆消え盡くさん。何を以ての故に、地獄の人は極めて?きを以ての故なり。地獄の?氣、何が故に來らずとならば、二の大山有り、一を出山と名け、二を沒山と名け、彼の?氣を遮ればなり。若し人一切の地獄の所有苦惱を聞かば、皆悉く堪へざらん。此を聞かば則ち死せん。是の如くなれば阿鼻大地獄の處は、千分の中に於て、一分をも説かず。何を以ての故に、説き盡すべからず、聽くことを得べからず、譬喩すべからざればなり。若し人有りて既に説き、人有りて聽かば、是の如き人は、血を吐きて死せん。＜『正法念經』略抄＞　此の無間獄は壽一中劫なり。＜『倶舍論』＞　五逆罪を造り、因果を撥無し、大乘を誹謗し、四重を犯し、虚しく信施を食へる者、此の中に墮す。＜『觀佛三昧經』＞　　　此の無間獄の四門の外に亦十六の眷屬別處有り。其の中の一處を鐵野干食處と名く。謂く罪人の身の上に火燃ゆること十由旬量なり。諸の地獄の中に、此の苦最も勝れり。又鐵の?を雨らすこと、盛なる夏の雨の如く、身躰破碎すること、猶し乾脯の如し。炎の牙ある野干、常に來りて食ひ?み、一切の時に於て、苦を受くること止まず。昔佛像を燒き、僧房を燒き、僧の臥具を燒きし者、此の中に墮す。復別處有り、黑肚處と名く。謂く飢渇身を燒きて、自ら其の肉を食ふ。食ひ已れば復生じ、生じ已れば復食ふ。黑き肚の?有りて、彼の罪人を繞ひ、始め足の甲より、漸漸に齧み食ふ。或は猛火に入れて焚燒し、或は鐵の?に在きて煎り煮る。無量億歳此の如きの苦を受く。昔佛の財物を取りて、食ひ用いたる者此の中に墮つ。復別處有り、雨山聚處と名く。謂く一由旬量の鐵山上より下りて、彼の罪人を打つに、碎くること沙揣の如し。碎け已れば復生じ、*741生じ已れば復碎く。又十一の炎有り、周遍して身を燒く。又獄卒、刀を以て遍く身分を割き、極熱の白鑞の汁を其の割けたる處に入る。四百四病具足して常に有り、長久に苦を受けて、年歳有ること無し。昔辟支佛の食を取りて、自ら食ひて之を與へりし者此に墮す。復別處有り、閻婆?度處と名く。惡鳥有り、身の大きさ象の如し。名けて閻婆と曰ふ。嘴利くして炎を生ず。罪人を執りて、遙に空中に上り、東西に遊行し、然る後之を放つに、石の地に墮つるが如く、碎けて百分と爲る。碎け已れば復合し、合し已れば復執る。又利刃道に滿ちて、其の足脚を割く。或は炎の齒ある狗有り、來りて其の身を齧む。長久の時に於て、苦惱を受く。昔人の用ふる河を決斷して人をして渇死せしめたる者此に墮す。餘は經に説くが如し。＜已上『正法念經』＞　『瑜伽』第四に、通じて八大地獄の、近邊の別處を説きて云く。「謂く彼の一切の諸の大那落迦っは、皆四方に四岸・四門有りて、鐵の墻圍遶せり。其の四方の四門より出で已れば、其の一一の門の外に、四の出園を置く。謂く?たる?ありて膝に齊し。彼の諸の有情、出でて舍宅を求め遊行して此に至る。足を下す時、皮肉及び血、并びに即ち消爛す。足を擧ぐれば還生ず。次いで此の??より間無くして、即ち屍糞泥有り。此の諸の有情、舍宅を求めんが爲に、彼より出で已りて、漸漸に遊行し、其の中に陷入して、首足頓に沒す。又屍糞泥の内に、多く諸の虫有り、孃矩?と名く。皮を穿ちて肉に入り、筋を斷ちて骨を破り、髓を取りて食ふ。次に屍糞泥より間無くして、利き刀劒の刃を仰けて路と爲す有り。彼の諸の有情、舍宅を求めんが爲に、彼より出で已りて、遊行して此に至り、足を下す時、皮肉筋血、悉く皆消爛す。足を擧ぐる時、還復すること故の如し。次に刀劒刃路より間無くして刃葉の林有り。彼の諸の有情、舍宅を求めんが爲に、彼より出で已りて、往いて彼の陰に趣き、纔に其の下に坐するに、微風遂ひ起りて刃葉墮落し、其の身の一切の支節を斫截して、便即ち地に躄る。黑?の狗有り、脊・胎を?み掣きて、*742之を?食す。此の刃葉の林より間無くして、鐵設し柆末梨の林有り。彼の諸の有情、舍宅を求めんが爲に、便ち之に來り趣きて、遂に其の上に登る。登る時に當りて、一切の刺鋒悉く廻りて下に向き、下らんと欲する時には、一切の刺鋒、復廻りて上に向く。此の因縁に由て、其の身を貫き刺すこと、諸の支節に遍し。爾の時に便ち鐵の觜ある大烏有りて、彼の頭上に上り、或は其の?に上り、眼精を探り啄みて、之を?食す。鐵設柆末梨の林より間無くして、廣大なる河有り、沸熱せる灰の水、其の中に彌滿せり。彼の諸の有情、舍宅を尋ね求めて、彼より出で已り、來りて此の中に墮つるに、猶し豆を以て之を大いなる?に置き、猛熾なる火を燃きて之を煎り煮るが如し。湯の騰り湧くに隨ひて周旋廻復す。河の兩岸に於て、諸の獄卒有り、手に杖索及以び大網を執りて、行列して住り、彼の有情を遮りて、出づることを得しめず。或は索を以て羂け、或は網を以て漉ふ。復廣大なる熱鐵の地の上に置き、彼の有情を仰けて、之に問ひて言く、汝等今は、何の所須をか欲するやと。是の如く答へて言ふ。我等今は、竟に覺知すること無し。然れども種種の飢苦の爲に逼めらると。時に彼の獄卒、即ち鐵の鈷を以て口を鈷みて開かしめ、便ち極熱燒燃の鐵丸を以て、其の口中に置く。餘は前に説けるが如し。若し彼答へて我今唯渇苦の爲に逼めらると言はば、爾の時に獄卒、便即ち洋銅を以て其の口に灌ぐ。是の因縁に由て、長時に苦を受く。乃至先世に造る所の一切の惡業、能く那落迦を感ず。惡不善の業盡き未れば、未だ此の中を出でず。若しは刀劒刃路、若しは刃葉の林、若しは鐵設柆末梨の林、之を總て一と爲す、故に四の園有るなり」と。＜已上、『瑜伽』并びに『倶舍』の意一一の地獄の四門の外、各々四園有り。合して十六と爲す。『正法念經』八大地獄の十六別處の名、相各別同ぜず＞　復?部陀等の八寒地獄有り、具に經論の如し。之を述ぶるに遑あらず。


  



  ［一、厭離穢土　餓鬼］


  第二に餓鬼道を明かさば、住處に二有り。一は地の下五百由旬に在り、閻魔王界なり。二は人天の間に在り。*743其の相甚だ多し。今少分を明さば或は身の長一尺なるあり、或は身の量人の如きあり、或は千踰繕那なるあり、或は山の如きあり。＜『大集經』＞　或は鬼有り、?身と名く。其の身長大にして、人に過ぐること兩倍なり。面目有ること無く、手足は猶し?の脚の如し。熱火中に滿ちて、其の身を焚燒す。昔財を貪りて屠殺せし者、此の報を受く。或は鬼有り、食吐と名く。其の身廣大にして長半由旬なり。常に嘔吐を求むるに、困て得ること能はず。昔或は丈夫自ら美食を?ひて妻子に與へず、或は婦人の自ら食ひて夫子に與へざりしもの、此の報を受く。或は鬼有り、食氣と名く。世人の病に依て、水の邊、林の中に祭を設くるに、其の香氣を臭ぎて、以て自ら活命する者なり。昔妻子等の前に於て、獨り美食を?へる者、此の報を受く。或は鬼有り、食法と名く。嶮難の處に於て馳り走りて食を求む。色は黑雲の如く、涙の流るること雨の如し。若し僧寺に至らんに、人有りて咒願し、説法せん時、此に因て力を得て活命す。昔名利を貪るが爲に、不淨説法せし者、此の報を受く。或は鬼有り、食水と名く。飢渇身を燒き、周章して水を求むるに、困しみて得ること能はず。長髮面を覆ひ、目見る所無くして、河の邊に走り趣くに、若し人の河を渡るありて、脚足の下より遺落せる餘水あれば、速に疾く接し取りて、以て自ら活命す。或は人の水を掬みて、亡き父母に施すあらば、則ち少分を得て、命存立することを得。若し自ら水を取らんとすれば、水を守る諸の鬼、杖を以て?打す。昔酒を沽るに水を加へ、或は蚓・蛾を沈めて、善法を修せざりし者、此の報を受く。或は鬼有り、?望と名く。世人の亡き父母の爲に祀を設くる時、得て之を食ふ。餘は悉く食すること能はず。若し人勞して少物を得たるを、誑惑して之を取り用ひし者、此の報を受く。或は鬼有り、海渚の中に生る。樹林・河水有ること無く、其の處甚だ熱し。彼の冬の日を以て人間の夏に比ぶるに、過ぎ踰えたること千倍なり。唯朝の露を以て、自ら活命す。海渚に住すと雖も、海は枯竭せりと見る。昔行路の人、病苦に疲れ極まれるに、其の賈を欺き取りて直を與ふること薄少なりし者此の報を受く。或は鬼有り、常に塚の間に至りて、*744火に燒けたる屍を?ふに、猶足ること能はず。昔刑獄に典主して、人の飮食を取りし者、此の報を受く。或は鬼有り、生れて樹の中に在り。逼?して身を押さるること、賊木虫の如く、大苦惱を受く。昔陰涼の樹を伐り、及び衆僧の園林を伐る者、此の報を受く。＜『正法念經』＞　復鬼有り、頭髮垂れ下りて、遍く身體に纏はり、其の髮刀の如くにして、其の身を刺し切る。或は變じて火と作り、周匝して焚燒す。或は鬼有り、晝夜に各々五子を生むに、生むに隨ひて之を食へども、猶常に飢乏す。＜『六波羅蜜經』＞　復鬼有り、一切の食は、皆?ふこと能はず。唯自ら頭を破り、腦を取りて食す。或は鬼有り、火を口より出し、飛べる蛾の火に没するを以て飮食と爲す。或は鬼有り、糞・涕・膿血・洗器の遺餘を食す。＜『大論』＞　又外障に依て食を得ざる鬼有り。謂く飢渇常に急にして、身體枯竭す。適々淸流を望み走り向ひて彼に趣けば、大力の鬼有りて、杖を以て打ち、或は變じて火と作り、或は悉く枯涸す。或は内障に依て食を得ざる鬼有り。謂く口は針の孔の如く、腹は大なる山の如し。縱ひ飮食に逢ふとも、之を?ふに由無し。或は内外の障無きも、用ふること能はざる鬼有り。謂く適々少食に逢ひて、食?すれば、變じて猛?と作り、身を燒きて出づ。＜『瑜伽論』＞　人間の一月を以て、一日夜と爲して月年を成し、壽五百歳なり。『正法念經』（卷一六意）に云く。「慳貪・嫉妬の者、餓鬼道に墮す」と。


  



  ［一、厭離穢土　畜生］


  第三に畜生道を明さば、其の住處に二有り。根本は大海に住し、支末は人天に雜はる。別して論ずれば三十四億の種類有れども、總じて論ずれば三を出でず。一には禽類、二には獸類、三には虫類なり。是の如き等の類、強弱相害す。若しは飮み若しは食ひ、未だ曾て暫くも安らかならず。晝夜の中に、常に怖懼を懷けり。況や復諸の水性の屬は、漁者の爲に害せられ、諸の陸行の類は、獵者の爲に害せらる。若しは象・馬・牛・驢・駱駝・騾等の如きは、或は鐵の鉤もて其の腦を?ち、或は鼻の中を穿ち、或は轡もて首に繋ぎ、身に常に重きを負ひて、*745諸の杖?を加へらる。但水・草を念ひて、餘は知る所無し。又蚰・蜒・鼠・狼等は、闇の中に生じて闇の中に死す。?蝨・蚤等は、人の身に依りて生じ還人に依て死す。又諸の龍の衆は、三熱の苦を受けて晝夜に休むこと無し。或は復蟒蛇は其の身長大なれども、聾?にして足無く、宛轉腹行して、諸の小虫の爲に?ひ食はらる。或は復一毛の百分の如きもの、或は窓中の遊塵の如きもの、或は十千由旬の如きもの有り。是の如き諸の畜生は、或は一時の頃或は七時の頃を經、或は一劫乃至百千万億劫に無量の苦を受くる有り。或は諸の違縁に遇ひて、數々殘害せらる。此等の諸の苦、勝げて計ふべからず。愚癡無慙にして、徒に信施を受け、他の物を償はざりし者、此の報を受く。＜已上諸文、經論に散在せり＞


  



  ［一、厭離穢土　修羅］


  第四に阿修羅道を明さば、二有り。根本の勝れたる者は、須彌山の北、巨海の底に住し、支流の劣れる者は、四大州の間、山巖の中に在り。雲雷若し鳴れば、是天の鼓なりと謂ひて怖畏周章し、心大きに戰き悼む。亦常に諸天の爲に侵害せらる。或は身體を破り、或は其の命を夭す。又日日三時に、苦具自ら來りて逼り害し、種種に憂ひ苦しむ。＜勝げて説くべからず＞


  



  ［一、厭離穢土　人間］


  第五に人道を明さば、略して三の相有り、應に審かに觀察すべし。一には不淨の相、二には苦の相、三には無常の相なり。


  



  ［一、厭離穢土　人間　不淨］


  一に不淨とは、凡そ人の身の中には、三百六十の骨有りて、節と節と相?ふ。謂く指の骨は足の骨を?へ、足の骨は踝の骨を?へ、踝の骨は&M037809;の骨を?へ、&M037809;の骨は膝の骨を?へ、膝の骨は?の骨を?へ、?の骨は?の骨を?へ、?の骨は腰の骨を?へ、腰の骨は背の骨を?へ、背の骨は勒の骨を?ふ。復背の骨は項の骨を?へ、項の骨は頷の骨を?へ、頷の骨は牙齒を?へ、上に髑髏有り。復項の骨は肩の骨を?へ、肩の骨は臂の骨を?へ、臂の骨は腕の骨を?へ、腕の骨は掌の骨を?へ、掌の骨は指の骨を?ふ。是の如く展轉して、次第に鎖のごとく成れり。＜『大論』＞　*746三百六十の骨の聚りて成ずる所にして、朽ち壞れたる舍の如し。諸の節もて支持し、四の細脈を以て周匝彌布す、五百分の宍、猶し泥塗の如く、六の脈相繋ぎ、五百の筋纏ふ。七百の細脈は、以て編絡を爲し、十六の?脈は、鉤帶して相連ぬ。二の宍の繩有り、長さ三尋半にして、内に於て纏ひ結ぶ。十六の腸胃は、生熟藏を繞る。二十五の氣脈は、猶し窓?の如く、一百七の關宛は破碎せる器の如し。八万の毛孔は亂草の覆へるが如く、五根・七竅には、不淨盈滿せり。七重の皮&M067044;、六味もて長養すること、猶し祠火の呑受して厭くこと無きが如し。是の如き身は、一切?穢にして、自性?爛す、誰か當に此に於て愛重し?慢すべけんや。＜『寶積經』九十六＞　或は云く。九百の臠其の上を覆ひ、九百の筋其の間に連ぬ。三万六千の脈有り、三升の血、中に在りて流れ注ぐ。九十九万の毛孔有りて、諸の汗常に出づ。九十九重の皮は、而も其の上を裹むと。＜已上身中骨肉等＞　又腹の中に五藏有り、葉葉相覆ひ靡靡として下に向ふ、状蓮華の如し。孔竅は空疎にして、内外相通づ。各々九十重有り。肺藏は上に在りて其の色白く、肝藏は其の色靑し。心藏は中央に在りて、其の色赤し。脾藏は其の色黄なり。腎藏は下に在りて、其の色黑し。又六腑有り。謂く大膓を傳送の府と爲す、亦肺の府爲り。長さ三尋半にして、其の色白し。膽を淸淨の府と爲す、亦肝の府爲り。其の色靑し。小腸を受盛の府と爲す、亦心の府爲り。長さ十六尋にして、其の色赤し。胃を五穀の府と爲す、亦脾の府爲り。三升の糞中に在りて、其の色黄なり。膀胱を津液の府と爲す、亦腎の府爲り。一斗の尿中に在りて、其の色黑し。三?を中?の府と爲す。此の如き等の物、縱橫に分布せり。大小の二腸は、赤白色を交へて十八周轉せること、毒蛇の蟠るが如し。＜已上腹中府藏＞　又頂より趺に至り、髓より膚に至るに、八万戸の虫有り。四の頭、四の口、九十九の尾ありて、形相一に非ず。一一の戸に復九万の細虫有りて、*747秋毫よりも小なり。＜『禪經』『次第禪門』等＞　『寶積經』に云く。「初めて胎を出づる時、七日を經て、八万戸の蟲、身より生じて、縱橫に食?す。二戸の虫有り、名けて舐髮と爲す。髮の根に依て住し、常に其の髮を食ふ。二戸の虫あり、繞眼と名く。眼に依て住し、常に眼を食ふ。四戸の虫あり、腦に依て腦を食ふ。一戸を稻葉と名く。耳に依て耳を食ふ。一戸を藏口と名く。鼻に依て鼻を食ふ。二戸あり、一を遙擲と名け、二を遍擲と名く。脣に依て脣を食ふ。一戸を針口と名く。舌に依て舌を食ふ。五百戸は左邊に依て左邊を食ふ。右邊も亦然なり。四戸は生藏を食ひ、二戸は熟藏を食ふ。四戸は小便道に依て、尿を食ひて住し、四戸は大便道に依て、糞を食ひて住す。乃至一戸を黑頭と名く。脚に依て脚を食ふ。是の如きの八万は、此の身に依止して晝夜に食?し、身をして熱惱せしむ。心に憂愁有りて、衆の病現前す。良醫も能く爲に除き療すこと有ること無し」。＜第五十五・七に出でたり。略抄＞　『僧伽?經』（卷四）に説かく。「人將に死せんとする時、諸の虫怖畏し、互に相?食して諸の苦痛を受く、男女眷屬、大悲惱を生ず。諸の虫相食ひて、唯二の虫有りて、七日鬪ひ諍ひ、七日を過ぎ已れば、一の虫は命盡くれども一の虫は猶存す」と。＜已上虫蛆＞　又縱ひ上膳の衆味を食へども、宿を逕る間に皆不淨と爲る。譬へば糞穢の大小倶に?きが如し。此の身も亦爾り。少より老に至るまで、唯是不淨なり。海水を傾けて洗はんも淨潔ならしむべからず。外に端嚴の相を施すと雖も、内には唯諸の不淨を裹むこと、猶し畫ける甁に糞穢を盛れるが如し。＜『大論』・『止觀』等の意躰を取る＞　故に『禪經』の偈（法苑珠林卷七五所引禪秘要經偈意？）に云く。「身は?くして不淨なりと知れども、愚者は故らに愛惜す。外に顏色を視て好き、内の不淨を觀ず」と。＜已上身不淨を擧ぐ＞　況や復命終の後は、塚の間に捐捨す。一二日、乃至七日を經れば、其の身?脹して、色は靑?に變じ、?く爛れて皮穿れ、膿血流れ出づ。鵰・鷲・鵄・梟・野干・狗等、種種の禽獸、?み掣きて食ひ?む。禽獸食ひ已りて、不淨潰れ爛るれば、*748無量種の蟲蛆有りて、?き處に雜り出づ。惡むべきこと死せる狗よりも過ぎたり。乃至白骨と成り已れば、支節分散して、手・足・髑髏、各々異なる處に在り。風吹き日曝し、雨灌ぎ霜封じて、積むこと歳年有れば、色相變異し、遂に腐朽して碎末となり、塵土と相和するなり。＜已上究竟不淨なり。『大般若』『止觀』等に見えたり＞　當に知るべし、此の身は始終不淨なることを。所愛の男女も皆亦是の如し。誰か智有る者、更に樂著を生ぜん。故に『止觀』（卷九上）に云く。「未だ此の相を見ざるときは、愛染甚だ強けれども、若し此を見已れば、欲心都て罷み、懸に忍び耐へざること、糞を見ざれば、猶能く飯を?へども、忽ち?氣を聞かば、即便ち嘔吐するが如し」と。又（止觀卷九上）云く。「若し此の相を證らば、復高き眉、翠き眼、皓き齒、丹き脣と雖も、一聚の屎に、粉もて其の上を覆へるが如し、亦爛れたる屍に假に繪彩を著せたるが如し。尚眼にも見るべからず。況や當に身もて近づくべけんや。鹿杖を雇ひて自害せるあり、況や&M089250;抱して婬樂せんをや。是の如きの想は、是婬欲の病の大黄湯なり」と。


  



  ［一、厭離穢土　人間　苦］


  二に苦とは、此の身は初生の時より、常に苦惱を受く。『寶積經』（卷五五）に説くが如し。「若しは男若しは女、適々生れて地に墮つるに、或は手を以て捧げ、或は衣もて承け接り、或は冬夏の時に、冷熱の風觸るるに、大苦惱を受くること、牛を生剥にして墻壁に觸れしむるが如し」と。＜取意＞　長大の後も、亦苦惱多し。同じき『經』（寶積經卷五五）に説かく。「此の身を受くるに、二種の苦有り。所謂眼・耳・鼻・舌・咽喉・牙齒・胸・腹・手・足に、諸の病生ずること有り。是の如く四百四病、其の身に逼切するを、名けて内苦と爲す。復外苦有り。所謂或は牢獄に在りて、?打楚撻せられ、或は耳鼻を?がれ、及び手足を削らる。諸の惡鬼神は、而も其の便を得、復蚊・虻・蜂等の毒虫の爲に?ひ食はらる。寒熱・飢渇・風雨并に至りて、種種の苦惱、其の身に逼切す。此の五陰の身は、一一の威儀、行住坐臥、皆苦ならざること無し。若し長時に行きて暫くも休息せざれば、是を名けて外苦と爲す。住及び坐臥も、亦復皆苦なり」と。＜略抄＞　諸の餘の苦相は、*749眼前に見つべし、説くことを俟つべからず。


  



  ［一、厭離穢土　人間　無常］


  三に無常とは、『涅槃經』（北本卷二三・南本卷二〇）に云く。「人の命は停らざること、山の水よりも過ぎたり。今日は存りと雖も、明は亦保ち難し。云何ぞ心を縱にして、惡法に住せしめん」と。『出曜經』（卷二・三）に云く。「此の日已に過ぎぬれば、命即ち減少す。小水の魚の如し、斯れ何の樂しきことか有らん」と。『摩耶經』（卷上）の偈に云く。「譬へば旃陀羅の、牛を驅りて屠所に至るに、歩歩死地に近づくが如し。人の命も亦是の如し」と。＜已上＞　「設ひ長壽の業有りと雖も、終に無常を免れず。設ひ富貴の報を感ずと雖も、必ず衰患の期有り」と。『大經』の偈（北本卷二・南本卷二）に云ふが如し。「一切諸の世間に、生ける者は皆死に歸す。壽命無量なりと雖も、要必ず終盡すること有り。夫れ盛なるものは必ず衰ふること有り、合ひ會へるものは別れ離るること有り。壯年も久しく停まらず、盛なる色も病に侵さる。命は死の爲に呑まる、法として常なる者有ること無し」と。又『罪業應報經』の偈に云く。「水渚常に滿たず、火盛なれば久しく燃えず。日は出ずれば須臾に沒し、月滿つれば已に復缺く。尊榮高貴なる者も、無常の速なること是に過ぎたり。當に念じて懃精進して無上尊を頂禮すべし」。＜已上＞　唯諸の凡下のみ此の怖畏有るに非ず、仙に登りて通を得たる者も、亦復是の如し。『法句譬喩經』（卷一）の偈に云ふが如し。「空にも非ず海の中にも非ず、山石の間に入るにも非ず、他の方處として脱れ止りて死を受けざるもの有ること無し」と。＜空に騰り、海に入り、巖に隱るる三人の因縁、經に廣く説くが如し＞　當に知るべし、諸の餘の苦患は、或は免るる者有らんも、無常の一事は、終に避くる處無きことを。須く説の如く修行して、常樂の果を欣求すべし。『止觀』（卷七上）に云ふが如し。「無常の殺鬼は豪賢を擇ばず、危脆にして堅からず、恃怙とすべきこと難し。云何ぞ安然として、百歳を規望し、四方に馳求し、貯積聚斂せん。聚斂未だ足らず、溘然として長く往かば、所有の産貨、徒に佗の有と爲り、冥冥として獨り逝く。誰か是非を訪はん。若し無常を覺らば、暴水・猛風・掣電よりも過ぎたり。山・海・空・市に、逃避する處無しと。是の如く觀じ已らば、心大いに怖畏し、*750眠れども席に安んぜず、食へども哺に甘んぜず。頭燃を救ふが如くして、以て出要を求めよ」と。又（止觀卷七上）云く。「譬へば野干の耳・尾・牙を失はんに、詐り眠りて脱れんことを望めども、忽ち頭を斷たんと聞きて、心大に驚怖するが如し。生・老・病に遭ひて、急しく爲さざらんも、死の事は奢にせず、那ぞ怖れざることを得ん。怖るる心起る時は、湯・火を履むが如し。五塵・六欲も貪染するにに暇あらず」と。＜已上取意＞　人道此の如し、實に厭離すべし。


  



  ［一、厭離穢土　天道］


  第六に天道を明さば三有り。一には欲界、二には色界、三には無色界なり。其の相既に廣くして具に述ぶべきこと難し。且く一處を擧げて、以て其の餘を例せば、彼の?利天の如きは、快樂極無しと雖も、命終に臨まん時は、五衰の相現ず。一には頭上の花鬘忽に萎み、二には天衣は塵垢に著さられ、三には腋の下より汗出で、四には兩の目數々?み、五には本居を樂まず。是の相現るる時は、天女眷屬、皆悉く遠離し、之を棄つること草の如し。林の間に偃れ臥し、悲泣して嘆じて曰く、此の諸の天女をば、我常に憐愍せしに、云何ぞ一旦にして我を棄つること草の如くする。我今依るところ無く怙むところ無し、誰か我を救ふ者あらん。善見宮城は、今より將に絶さらんとす。帝釋の寶座には、朝謁するに由無し。殊勝殿の中には、永く瞻望を斷ち、釋天の寶象には、何れの日か同じく乘らん。衆車苑の中には、復能く見ること無く、麁澁苑の内には、甲冑長く辭す。雜林苑の中には、宴會するに日無く、歡喜苑の中には、遊止するに期無し。劫波樹の下、白玉の?石には、更に坐する時無く、曼陀枳尼の殊勝池の水には、沐浴するに由無し。四種の甘露も、卒ちに食することを得難く、五妙の音樂は、頓に聽聞を絶たん。悲しいかな、此の身獨り此の苦に嬰る。願はくは慈悲を垂れて、我が壽命を救ひ、更に少日を延ばしめば、亦樂しからずや。彼の馬頭山の、沃焦海に墮せしむること勿れと。是の言を作すと雖も、敢て救ふ者無きなり。＜『六波羅蜜經』＞　當に知るべし、此の苦は地獄よりも甚し。故に『正法念經』（卷二三）の偈に云く。「天上より退かんと欲する時、心に大苦惱を生ず。地獄の衆の苦毒も、十六の一にも及ばず」と。又大德の天、既に生れて後は、舊の天の眷屬は、*751捨てて彼に從ふ。或は威德の天有り、心に順はざる時は、驅りて宮より出し住することを得 ること能はざらしむ＜『瑜伽』＞　餘の五の欲の天も、悉く此の苦有り。上の二界の中には、此の如き事無しと雖も、終に退沒の苦有り。乃至悲想も阿鼻を免れず。當に知るべし、天上も亦樂ふべからざることを。＜已上天道＞


  



  ［一、厭離穢土　總結厭相］


  第七に總じて厭相を結すとは、謂く一篋は偏に苦なり、耽荒すべきに非ず。四山合し來り、避遁する所無し。而るに諸の衆生は、貪愛を以て自ら蔽ひ、深く五欲に著す。常に非ざるを常と謂ひ、樂に非ざるを樂と謂ふ。彼の癰を洗ひ睫を置くが如し、猶盍ぞ厭はざらん。況や復刀山・火湯漸く將に至らんとす、誰か智有らん者、此の身を寶玩せんや。故に『正法念經』の偈に云く。「智者の常に憂を懷くこと、獄中に囚はるるに似たり。愚人の常に歡樂することは猶し光音天の如し」と。『寶積經』（卷九六）の偈に云く。「種種の惡業もて財物を求め、妻子を養育して、歡娯と謂へども、命終に臨む時は苦身に逼り、妻子も能く相救ふ者無し。彼の三途怖畏の中に於て、妻子及び親識を見ず。車馬も財寶も他人に屬し、苦を受くるとき誰か能く苦を分つ者あらん。父母・兄弟及び妻子も、朋友・僮僕并に珍財も、死し去れば一として來りて相親しむもの無し。唯黑業のみ有りて、常に隨逐す。＜乃至＞　閻羅常に彼の罪人に告ぐ、少罪だも我能く加ふること有ること無し、汝自ら罪を作りて今自ら來る。業報自ら招きて、代る者無く、父母・妻子も能く救ふもの無し。唯當に出離の因を勤修すべし。是の故に應に枷?の業を捨て、善く遠離を知り安樂を求むべし」と。又『大集經』（卷一六）の偈に云く。「妻子も珍寶も及び王位も、命終の時に臨みて隨ふ者なし。唯戒と及び施と不放逸とは、今世と後世との伴侶と爲る」と。是の如く展轉して、惡を作り苦を受け、徒に生じ徒に死し、輪轉際無けん」と。『經』（雑阿含經卷三四）の偈に云ふが如し。「一人の一劫の中に受くる所の諸の身骨を、常に積みて腐敗せしめずんば、?布羅山の如くならん」と。一劫すら尚爾り、*752況や無量劫をや。我等未だ曾て道を修せず、故に徒に無邊劫を歴たり。今若し勤修せずば、未來も亦然るべし。是の如く無量生死の中に、人身を得ること甚だ難し。縱ひ人身を得るも、諸根を具することは亦難し。縱ひ諸根を具すとも、佛敎に遇ふことは亦難し。縱ひ佛敎に遇ふとも、信心を生ずることは亦難し。故に『大經』（北本卷三三・南本卷三一意）に云く。「人趣に生るる者は、爪の上の土の如く、三途に墮する者は、十方の土の如し」と。『法華經』（卷一）云く。「無量無數劫にも、是の法を聞くことは亦難し。能く是の法を聽く者あらば、此の人も亦復難し」と。而るに今適々此等の縁を具す。當に知るべし、苦海を離れて淨土に往生すべきは只今生にのみ在ることを。而るに我等頭には霜雪を戴きて、心は俗塵に染まば、一生は盡くと雖も、希望は盡きず、遂に白日の下を辭し、獨り黄泉の底に入らん時、、多百踰繕那、銅燃猛火の中に墮して、天を呼ばはり地を扣くと雖も、更に何の益か有らんや。願はくは諸の行者疾く厭離の心を生じ、速に出要の路に隨へ。寶の山に入りて手を空しくして歸ること莫れ。　問。何等の相を以て、厭ふ心を生すべきや。答。若し廣く觀ぜんと欲せば、前の所説の如く、六道の因果・不淨・苦等なり。或は復龍樹菩薩の、禪陀迦王を勸發せる偈（龍樹菩薩爲禪陀迦王説法要偈）に云く。「是の身は不淨九の孔より流れて、窮り已むこと有ること無きこと河海の如し。薄き皮もて覆蔽し淸淨なるに似たれども、瓔珞を假りて自ら莊嚴せるが猶し。諸の智有る人は乃ち分別し、其の虚誑なるを知りて便ち棄捨す。譬へば疥者の猛き?に近づかんに、初は暫く悅ぶと雖も後は苦を增すが如し。貪欲の想も亦復然なり、始め樂着すと雖も終には患多し。身の實相は皆不淨なりと見る、即ち是空無我を觀ずるなり。若し能く斯の觀を修習する者は、利益の中に於て最も無上なり。色と族と及び多聞と有りと雖も、若し戒と智と無くんば禽獸の猶し。醜賎に處して聞見すること少しと雖も、能く戒と智とを修むれば勝士と名く。利衰の八法は能く免るるもの莫し、若し除斷すること有らば眞に匹無し。諸有沙門・婆羅門、父母・妻子及び眷屬の、彼の意の爲に其の言を受けて、廣く不善非法の行を造ること莫れ。*753設ひ此等の爲に諸の過を起さんも、未來の大苦は唯身に受けん。夫れ衆の惡を造れども即に報いず。刀劒の交々傷ひ割くが如くに非ざれども、臨終の罪相始めて倶に現じ、後に地獄に入りて諸の苦に嬰らん。信・戒・施・聞・慧・慙・愧・不放逸、是の如きの七法を聖財と名く。眞實にして比無しと牟尼説きたまふ。世間の衆の珍寶に超越す。足ることを知らば貧なりと雖も富と名くべし、財有るも多欲なるは是を貧と名く。若し財業に豐なれば、諸の苦を增すこと、龍の首多きものは酸毒を益すが如し。當に美味は毒藥の如しとに觀じて、智慧の水を以て灑ぎて淨からしむべし。此の身を存たんが爲には、食ふべしと雖も、色味を貪りて?慢を長なふこと勿れ。諸の欲染に於て當に厭を生じ勤めて無上涅槃の道を求むべし。此の身を調和して安穩ならしめ、然る後に宜しく應に齋戒を修すべし。一夜分別すれば五時有り、二時の中に當に眠り息むべし、初・中・後夜には生死を觀じ、宜しく勤めて度を求め空しく過ぐること勿るべし。譬へば少しき塩を恒河に置くとも、水をして鹹味有らしむること能はざるが如く、微細の惡は衆の善に遇はば、消滅して散壞すること亦是の如し。梵天の離欲の娯を受くと雖も、還無間の熾燃の苦に墜せん。天宮に居して光明を具すと雖も、後には地獄の黑闇の中に入らん。所謂黑繩・等活地獄の燒・割・剥・刺及び無間と、是の八地獄の常に熾に然ゆること、皆是衆生の惡業の報なり。若しは圖に畫けるを見他の言を聞き、或は經書に隨ひて自ら憶念す。是の如くして知る時すら以て忍び難し。況や復己が身に自ら逕歴せんをや。若し復人有りて一日の中に、三百の矛を以て其の躰を鑚らんに、阿鼻地獄の一念の苦に比ぶれば、百千万分の其の一にも及ばず。畜生の中に於ても苦無量なり。或は繋縛及び鞭撻せらるるもの有り、或は明珠・羽・角・牙・骨・毛・皮・肉の爲に殘害せらる。餓鬼道の中の苦も亦然なり。諸の所須の欲意に隨はず、飢渇に逼まられ寒熱に困しみ、疲乏等の苦甚だ無量なり。屎尿糞穢の諸の不淨だも、百千万劫に能く得ること莫し。設ひ復推求して少分を得んも、更相に勍奪して尋で散失す。淸冷の秋月にも?熱を患へ、*754温和の春日にも轉た寒苦す。若し園林に趣かば衆菓盡き、設し淸淨の流に至れば變じて枯竭す。罪業の縁の故に、壽長遠にして逕ること一万五千の歳有り。衆の楚毒を受けて、空しく缺くること無きは皆是餓鬼の果報なり。煩惱の?河衆生を漂はし、深き怖畏熾燃の苦と爲る。是の如きの諸の塵勞を滅せんと欲はば、應に眞實解脱の諦を修すべし。諸の世間の假名の法を離るれば、則ち淸淨の不動の處を得るなり」と。＜已上百十行の偈有り。今略抄す＞　若し略を存せば、馬鳴菩薩の賴?和羅伎の聲（付法藏因縁傳卷五）に唱へて云ふが如し。「有爲の諸法は、幻の如く化の如し。三界の獄縛は、一として樂ふべきもの無し。王位高顯にして、勢力自在なるも、無常既に至れば、誰か存つことを得ん者ぞ。空中の雲の須臾に散滅するが如し。是の身は虚僞なること、猶し芭蕉の如し。怨爲り賊爲り、親近すべからず。毒蛇の篋の如し、誰か當に愛樂すべき。是の故に諸佛は、常に此の身を呵したまふ」と。＜已上＞　此の中に具に無常・苦・空・無我を演ぶれば、聞く者道を悟る。或は復堅牢比丘の壁上の偈（寶積經卷七八）に云く。「生死の斷絶せざるは、貪欲嗜味の故なり。怨を養ひて丘塚に入り、虚しく諸の辛苦を受く。身の?きこと死屍の如く、九の孔より不淨を流す。厠の虫の糞を樂むが如しく、愚にして身を貪るも異なること無し。憶想して妄に分別するは、則ち是五欲の本なり。智者は分別せざれば、五欲則ち斷滅す。邪念より貪著を生じ、貪著より煩惱を生ず。正念にして貪欲無ければ、餘の煩惱も亦盡きん」と＜已上＞　過去の彌樓?駄佛の滅後、正法滅せし時、陀摩尸利菩薩、此の偈を求め得て、佛法を弘宣し、無量の衆生を利益せり。或は復『仁王經』に四非常の偈有り、見るべし。若し極略を樂はば、『金剛經』に云ふが如し。「一切の有爲の法は、夢幻泡影の如く、露の如く亦電の如し。應に是の如き觀を作すべし」と。或は復『大經』（北本卷一四・南本卷一三）の偈に云く。「諸行は無常にして是生滅の法なり。生滅滅し已りぬれば寂滅を樂と爲す」と。＜已上＞　祇園寺無常堂の四の角に、頗梨の鐘有りて、鐘の音の中に亦此の偈を説く。*755病僧音を聞きて苦惱即ち除こり淸凉の樂を得、三禪に入るが如くにして淨土に乘生せり。況や復雪山の大士は、全身を捨てて此の偈を得たり。行者善く思念せよ。之を忽爾にすることを得ざれ。説の如く觀察して、當に貪・瞋・癡等の惑業を離るること、師子の人を追ふが如くすべし。外道の無益の苦行を作して癡狗の塊を追ふが如くすべからず。　問。不淨・苦・無常は、其の義了り易し。現に法體有るを見る、何ぞ説きて空と爲るや。答。豈『經』（金剛經）に説かずや、「夢幻化の如し」と。故に夢の境に例して、當に空の義を觀ずべし。『西域記』（卷七）に云ふが如し。「婆羅?斯國の、施鹿林の東、行くこと二三里にして、涸ける池有り。昔一の隱士有りて、此の池の側に於て蘆を結び迹を屏し、博く伎術を習ひて神理を究極し、能く瓦礫をして寶と爲し、人畜をして形を易へしむ。但し未だ風雲に馭りて仙駕に陪ること能はず。圖を&M041359;し古を考へて、更に仙術を求めんとす。其の方に曰く。二の烈士に命じて、長刀を執りて壇の隅に立ち、息を屏し言を絶ちて、昏より旦に逮ばしめよ。仙を求むる者は中壇に坐し、手に長刀を接り、口に神咒を誦し、視を收め聽を反めば、明を遲ちて仙に登らんと。遂に仙の方に依て一の烈士を求め、數々重き貽を加へて、潛に陰德を行ふ。隱士曰く、願はくは一夕聲せざらんのみと。烈士曰く、死も尚辭せず。豈徒息を屏さんをやと。是に於て壇場を設け、仙法を受くること、方に依て事を行ふ。坐して日の?るることを待つ。?暮の後、各々其の務を司る。隱士は神咒を誦し、烈士は鉛刀を按ず。殆と將に曉けならんとす、忽に聲を發して叫ぶ。時に隱士問て曰く、子を誠めて聲すること無からしむ、何を以てか驚き叫べると。烈士曰く、命を受けて後夜分に至るに、?然として夢の如く變異更に起れり。昔事へし主、躬ら來りて慰謝するを見たれども、厚恩を感荷して、忍びて報語せざりき。彼の人震怒して、遂に害殺せられ中陰の身を受けたり。屍を顧みて嘆惜したるも、猶願はくは世を歴るも、言はずして以て厚德に報いんと。遂に南印度の大婆羅門の家に託生せらる。乃至胎を受け、胎を出で、備に苦厄を經れども、恩を荷ひ德を荷へば、嘗て聲を出さざりき。業を受け冠婚し、親を喪ひ子を生むに?びても、*756毎に前の恩を念ひ、忍びて而も語はざりしかば、宗親戚屬、咸く見て恠異す。年六十有五を過ぎたるとき、我が妻謂ひて曰く、汝言ふべし、若し語はずば、當に汝が子を殺すべし。我時に惟念へらく、已に生世を隔て、自ら顧みれば衰老して、唯此の稚子のみあり。因て其の妻を止めて、殺害すること無からしめんと。遂に此の聲を發するのみと。隱士曰く、我の過なり、此れ魔の?ませるのみと。烈士は恩を感じて、事の成らざるを悲み、憤恚して死せり」と。＜已上略抄＞　夢の境是の如し。諸法も亦然なり。妄想の夢未だ覺めず、空に於て謂ひて有と爲す。故に『唯識論』（成唯識論卷七）に云く。「未だ眞覺を得ず、常に夢中に處す。故に佛説きて生死の長夜と爲す」と。　問。若し無常・苦・空等の觀を作さば、豈小乘の自調自度に異ならんや。答。此の觀は小に局らず、亦通じて大乘にも在るなり。『法華』（卷四）に云ふが如し。「大慈悲を室と爲し、柔和忍辱を衣とし、諸法の空を座と爲し、此に處して説法を爲せ」と。＜已上＞　諸法の空觀すら尚大慈悲心を妨げず、何に況や苦・無常等は、菩薩の悲願を催すをや。是の故に『大般若』等の經には、不淨等の觀を以て、亦菩薩の法と爲せり。若し知らんと欲せば、更に經文を讀め。　問。是の如く觀念すれば何の利益か有る。答。若し常に是の如く心を調伏せば、五欲微薄となり乃至臨終にも、正念にして亂れず、惡處に墮せざるなり。『大莊嚴論』（卷三・八）の勸進繋念の偈に云ふが如し。「盛年にして患無き時は、懈怠にして精進せず。衆の事務を貪營して、施と戒と禪とを修せず。　死の爲に呑まられんとするに臨みて、方に悔いて善を修せんことを求む。（以上卷三）　智者は應に觀察して五欲の想を斷除すべし、精勤して心に習ある者は、終る時に悔恨無し。心意既に專至なれば、錯亂の念有ること無し。智者は勤めて心を投ずれば、臨終に意散ぜず。　習心專至ならざれば、臨終に必ず散亂す（以上卷八）」と。＜已上＞　『又寶積經』の五十七の偈に曰く。「應に此の身を觀ずべし。筋脈更に纏繞し、温皮相裹み覆ふ。九の處に瘡門有りて、周遍して常に屎尿諸の不淨を流溢す。譬へば舍と?とに諸の穀麥等を盛れるが如し。*757此の身も亦是の如し、雜穢其の中に滿てり。骨の機關を運動するに、危脆にして堅實にあらず。愚夫は常に愛樂すれども、智者は染著すること無し。洟・唾・汗は常に流れ、膿血恒に充滿せり。黄脂乳汁に雜り、腦髑髏の中に滿つ。胸膈には痰?流れ、内には生熟の藏有り。肪膏と皮膜と、五藏の諸の腹胃と、是の如きの?爛等の諸の不淨と同じく居す。罪の身は深く畏るべし、此れ即ち是怨家なり。無識耽欲の人は、愚癡にして常に保護すれども、是の如きの?穢の身は、猶し朽ちたる城廓の如し。日夜煩惱に逼められ、遷流して暫くも停ること無し。身の城、骨の墻壁、血肉もて塗泥と作し、畫彩の貪・瞋・癡、處に隨ひて莊飾せり。惡むべし骨身の城、血肉相連合し、常に惡知識に内外の苦もて相煎せらる。難陀、汝當に知るべし、我が所説の如く、晝夜常に念を繋け、欲の境を思ふこと勿れ。若し遠離せんと欲はん者は、常に是の如きの觀を作し、解脱の處を勤求せば、速に生死の海を超えん」と。＜已上＞　諸の餘の利益は、『大論』・『止觀』等を見るべし。


  



  ［二、欣求淨土］


  大文第二に欣求淨土とは、極樂の依正は功德無量にして、百劫・千劫に説かんも盡すこと能はず。算分・喩分も、亦知る所に非ず。然に『群疑論』には三十種の益を明し、『安國抄』には二十四の樂を?す。既に知る、稱揚は只人の心に在ることを。今十の樂を擧げて淨土を讃ぜんに、猶し一毛もて大海を渧らすが如し。一には聖衆來迎の樂、二には蓮華初開の樂、三には身相神通の樂、四には五妙境界の樂、五には快樂無退の樂、六には引接結縁の樂、七には聖衆倶會の樂、八には見佛聞法の樂、九には隨心供佛の樂、十には增進佛道の樂なり。


  



  ［二、欣求淨土　聖衆來迎］


  第一に聖衆來迎の樂とは、凡そ惡業の人の命盡くる時は、風・火先づ去るが故に動熱して苦多し。善行の人の命盡くる時は、*758地・水先づ去るが故に緩慢にして苦無し、何に況や念佛の功積り、運心年深き者は、命終の時に臨みて、大いなる喜自ら生ず。然る所以は、彌陀如來、本願を以ての故に、諸の菩薩、百千の比丘衆と與に、大光明を放ちて、皓然として目の前に在り。時に大悲の觀世音は、百福莊嚴の手を申べ、寶蓮臺を擎げて、行者の前に至りたまひ、大勢至菩薩は、無量の聖衆と與に、同時に讃嘆し、手を授けて引接したまふ。是の時に行者、目のあたり自ら之を見て、心中に歡喜し、身心安樂なること禪定に入るが如し。當に知るべし、草菴に目を瞑づる間、便ち是蓮臺に跏を結ぶ程、即ち彌陀佛の後に從ひ、菩薩衆の中に在りて、一念の項に、西方の極樂世界に生ずることを得ん。＜『觀經』『平等覺經』并に傳記等の意に依る＞　彼の?利天上の億千歳の樂も、大梵王宮の深禪定の樂も、此等の諸の樂は未だ樂と爲すに足らず。輪轉際無く三途を免れず。而るに今觀音の掌に處し、寶蓮の胎に託しなば永く苦海を越過して、初めて淨土に往生するなり。爾の時の歡喜の心は、言を以て宣ぶべからず。龍樹の『偈』（十住?婆沙論卷五　易行品）に云く。「若し人命終の時に、彼の國に生ずることを得る者は、即ち無量の德を具す。是の故に我歸命したてまつる」と。


  



  ［二、欣求淨土　蓮華初開］


  第二に蓮華初開の樂とは、行者彼の國に生じ已りて、蓮華初めて開く時、所有歡樂前に倍すること百千なり。猶し盲者の始めて明眼を得たるが如し、亦邊鄙のもの忽に王宮に入れるが如し。自ら其の身を見れば、身は既に紫磨金色の體と作り、亦自然の寶衣有りて、鐶・釧・寶冠、莊嚴無量なり。佛の光明を見て淸淨の眼を得、前の宿習に因て、衆の法音を聞く。色に觸れ聲に觸るるもの奇妙ならざるは無し。盡虚空界の莊嚴は、眼雲路に迷ひ、轉妙法輪の音聲は、聽寶刹に滿つ。樓殿と林池とは、表裏照曜し、鳧・雁・鴛鴦は遠近に群り飛ぶ。或は衆生の?雨の如く、十方の世界より生ずるを見、或は聖衆の恒沙の如く無數の佛土より來るを見る。*759或は樓臺に登りて十方を望む者有り、或は宮殿に乘じて虚空に住する者有り。或は空中に住して誦經し説法する者有り、或は空中に住して坐禪入定する者有り。地上と林間も亦復是の如し。處處に復河を渉り流に濯ぎ、樂を奏し華を散らし、樓殿に往來して、如來を禮讃する者有り。是の如きの無量の天人聖衆は、心に隨ひて遊戲す。況や化佛・菩薩の香華雲のごとく國界に充滿するは、具に名ふべからず。又漸く眸を廻らして遙かに以て瞻望したてまつれば、彌陀如來は金山王の如く、寶蓮華の上に坐し、寶池の中央に處りたまひ、觀音・勢至は威儀尊重にして、亦寶華に坐して佛の左右に侍り、無量の聖衆は恭敬し圍繞す。又寶地の上には寶樹行列し、寶樹の下には各々一佛と二菩薩有ます。光明もて嚴飾し瑠璃地に遍きこと、夜闇の中に大炬火を燃せるが如し。時に觀音・勢至行者の前に來至して、大悲の音を出して、種種に慰喩したまふ。行者蓮臺より下りて五躰を地に投げ、頭面に敬禮したてまつる。即ち菩薩に從ひ、漸く佛の所に至り、七寶の階に跪きて、万德の尊容を瞻たてまつり、一實の道を聞きて、普賢の願海に入る。歡喜して涙を雨らし、渇仰して骨に徹る。始めて佛界に入りて曾有なることを得。行者昔娑婆に於て、纔に敎文を讀みしも、今正しく此の事を見る。歡喜の心幾くぞや。＜多く『觀經』等の意に依る＞　龍樹の『偈』（十住?婆沙論卷五易行品）に曰く。「若し人善根を種ゑて、疑へば則ち華開けず、信心淸淨なる者は、華開けて則ち佛を見たてまつる」と。


  



  ［二、欣求淨土　身相神通］


  第三に身相神通の樂とは、彼の土の衆生は、其の身眞金色にして、内外倶に淸淨なり。常に光明有りて、彼此互に照らす。三十二相、莊嚴を具足し、端正殊妙にして、世間に比無し。諸の聲聞衆は身の光一尋にして、菩薩の光明は百由旬を照らす。或は十万由旬とも云へり。第六天の主を以て彼の土の衆生に比せんに、猶し乞丐の帝王の邊に在るが如し。又彼の諸の衆生は、*760皆五通を具して妙用測り難く、心に隨ひて自在なり。若し十方界の色を見んと欲せば、歩を運ばずして即ち見、十方界の聲を聞かんと欲せば、座を起たずして即ち聞く。無量の宿命の事は、今日聞く所の如く、六道の衆生の心は、明鏡に見はらる像の如し。無央數の佛刹は、咫尺の如く往來す。凡て橫に百千万億那由他の國に於けるも、竪に百千万億那由他の劫に於けるも、一念の中にして、自在無碍なり。今此の界の衆生は、三十二相に於て、誰か一相を得たる、五神通に於て、誰か一通を得たる。燈日に非ずんば以て照らすこと無く、行歩に非ずんば以て至ること無し。一紙と雖も其の外を見ず、一念と雖も其の後を知らず。焚籠未だ出でず、事に隨ひて碍有り。而るに彼の土の衆生は、一人として此の德を具せざるもの有ること無し。百大劫の中に於て、而も相好の業をも種ゑず、四靜慮の中に於て、而も神通の因をも修せざれども、只是彼の土の任運生得の果報なり。亦樂しからずや。＜多く『雙卷經』『平等覺經』等に依る＞　龍樹の『偈』（十住?婆沙論卷五易行品）に云く。「人天の身相同じくして、猶し金山の頂の如し。諸勝の所歸の處なり。是の故に頭面に禮したてまつる。其れ彼の國に生るること有らんものは、天眼・耳通を具して、十方に普く無碍なり。聖中の尊を稽首したてまつる。其の國の諸の衆生は、神變と及び心通と亦宿命智とを具す。是の故に歸命し禮したてまつる」と。


  



  往生要集　卷一上本　終


  



  *761


  往生要集　卷上末　盡第四門半


  天台首楞嚴院沙門源信撰



  



  ［二、欣求淨土　五妙境界］


  第四に五妙境界樂とは、四十八の願もて淨土を莊嚴したまへば、一切の万物、美を窮め妙を極めたり。見る所は悉く是淨妙の色にして、聞く所は解脱の聲ならざること無し。香・味・觸の境も亦復是の如し。謂く彼の世界は、瑠璃を以て地と爲し、金繩もて其の道を界す。坦然平正にして、高下有ること無く、恢廓曠蕩にして邊際有ること無し。晃耀微妙にして奇麗淸淨なり。諸の妙衣を以て、遍く其の地に布き、一切の天人之を踐みて行く。＜已上地相＞　衆寶の國土の一一の界上には、五百億の七寶所成の宮殿・樓閣有りて、高下心に隨ひ、廣狹念に應ず。諸の寶の床座には妙衣もて上に敷き、七重の欄楯、百億の華幢ありて、珠の瓔珞を垂らし、寶の幡盖を懸く。殿裏の樓上には、諸の天人有りて、常に伎樂を作して、如來を歌詠したてまつる。＜已上宮殿＞　講堂・精舍・宮殿・樓閣の内外左右には諸の浴池有り。黄金の池の底には白銀の沙あり、白銀の池の底には黄金の沙あり、水精の池の底には瑠璃の沙あり、瑠璃の池の底には水精の沙あり。珊瑚・琥珀・??・瑪瑙・白玉・紫金も亦復是の如し。八功德水其の中に充滿し、寶沙映徹して深きをも照らさざること無し。＜八功德とは、一に澄淨、二に淸冷、三に甘美、四に輕?、五に潤澤、六に安和、七に飮時に飢渇等無量の過患を除き、八に飮み已りて定んで能く諸根・四大を長養し種種の殊勝の善根を增益す＞　四邊の階道は、衆寶もて合成し、種種の寶華は、池の中に彌覆す。靑蓮には靑光有り、黄蓮には黄光有り、赤蓮・白蓮も各々其の光有りて、*762微風吹き來れば華の光亂轉す。一一の華の中に各々菩薩有り、一一の光の中に、諸の化佛有り、微瀾廻り流れて轉た相灌注す。安詳に徐に逝いて遲からず疾からず。其の聲微妙にして佛法ならざるは無し。或は苦・空・無我、諸の波羅蜜を演説し、或は十力・無畏・不共法の音を流出す。或は大慈悲の聲、或は無生忍の聲なり。其の所聞に隨ひて、歡喜無量なり。淸淨・寂滅・眞實の義に隨順し、菩薩・聲聞所行の道に隨順す。又、鳧・雁・鴛鴦・&M057985;・鷺・鵝・鶴・孔雀・鸚鵡・伽陵頻迦等の百寶色の鳥、晝夜六時に和雅の音を出して、念佛・念法・念比丘僧を讃嘆し、五根・五力・七菩提分を演暢す。三塗苦難の名有ること無く、但自然快樂の音のみ有り。彼の諸の菩薩及び聲聞衆は、寶池に入りて洗浴せん時、淺深念に隨ひて其の心に違せず。心垢を蕩除して、淸明澄潔なり。洗浴し已訖れば、各各自ら去りて、或は空の中に在り、或は樹下に在りて、經を講じ經を誦する者有り、經を受け經を聽く者有り、坐禪する者有り、經行する者有り。其の中に未だ須陀?を得ざる者は則ち須陀?を得、乃至未だ阿羅漢を得ざる者は阿羅漢を得、未だ阿惟越致を得ざる者は阿惟越致を得。皆悉く道を得て歡喜ざること莫し。復淸き河有り、底には金沙を布き、淺深寒温は曲さに人の好に從ふ。衆人遊覽して同じく河濱に萃まる。＜已上水相＞　池の畔河の岸に旃檀樹有り、行行相當り、葉葉相次ぎ、紫金の葉、白銀の枝、珊瑚の華、車渠の實、一寶七寶、或は純或は雜、枝葉華菓もて、莊嚴し映飾す。和風時に來りて諸の寶樹を吹けば、羅網微しく動きて妙華徐に落ち、風に隨ひて馥を散じ、水に雜りて芬を流す。況や微妙の音を出して、宮商相和すること、譬へば百千種の樂を同時に倶に作すが如し。聞く者は自然に佛・法・僧を念ず。彼の第六天の万種の音樂も、*763此の樹の一種の音聲には如かず。葉間には華を生じ、華上には菓有り、皆光明を放ち、化して寶蓋と爲る。一切の佛事、蓋の中に映現す。乃至十方嚴淨の佛土を見んと欲せば、寶樹の間に於て、皆悉く照見す。樹の上に七重の寶網有り。寶網の間に五百億の妙華の宮殿有り、宮殿の中に諸天童子有り。瓔珞光耀して自在に遊樂す。是の如く七寶の諸の樹、世界に周遍す。名華軟草も亦隨處に有りて、柔軟香潔なり。觸るる者は樂を生ず。＜已上樹相＞　衆寶の羅網、虚空に彌滿して、諸の寶鈴を懸け、妙法の音を宣ぶ。天華妙色は繽粉として亂墜し、寶衣巖具は旋轉して來下し、鳥の飛びて空より下るが如くに、諸佛に供散したてまつる。又無量の樂器有りて、懸に虚空に處り、鼓せざるに自ら鳴りて、皆妙法を説く。＜已上虚空＞　復如意の妙香・塗香・抹香、無量の香、芬馥として世界に遍滿す。若し聞くこと有る者は、塵勞垢習、自然に起らず。凡て地より空に至るまで、宮殿・華樹、一切の万物、皆無量の雜寶の百千種の香を以て、共に合成す。其の香普く十方世界に薰ず。菩薩聞く者は、皆佛行を修す。復彼の國の菩薩・羅漢、諸の衆生等、若し食せんと欲する時は、七寶の机自然に現前し、七寶の鉢には妙味中に滿つ。世間の味に類せず、亦天上の味にも非ず、香美なること比無く、甜酢意に隨ふ。色を見香を聞かば、身心淸潔なり、即ち食し已るに同じくして、色力增長す。事已れば化し去り、時至れば復現ず。又彼の土の衆生、衣服を得んと欲せば、念に隨ひて即ち至る。佛の讃じたまふ所の如く、應法の妙服、自然に身に在り、裁縫・染治・浣濯を求めず。又光明周遍して日・月・燈燭を用ひず、冷暖調和して春秋冬夏有ること無し。自然の德風は、温冷調適し、衆生の身に觸れて、皆快樂を得しむること、譬へば比丘の滅盡三昧を得るが如し。毎日の晨朝に、妙華を吹き散らして佛土に遍滿し、馨香芬烈たり、*764微妙にして柔軟なること兜羅綿の如し。足もて其の上を履むに、蹈下すること四寸、足を擧げ已るに隨ひて還復故の如し。晨朝を過ぎ已れば、其の華地に沒す。舊き華既に沒すれば更に新しき華を雨らす。中時、?時、初・中・後夜も、亦復是の如し。此等の所有微妙なる五境は、見・聞・覺者をして身心適悅ならしむと雖も、而も有情の貪着を增長せしめ、更に無量の殊勝の功德を增す。凡そ八方・上下、無央數の諸佛の國中には、極樂世界の所有功德を、最も第一と爲す。二百一十億の諸佛の淨土の嚴淨なる妙事、皆此の中に攝在するを、若し是の如きの國土の相を觀ずる者は、無量億劫の極重の惡業をも除き、命終の後は、必ず彼の國に生ぜん。＜二種『觀經』『阿彌陀經』『稱讃淨土經』『寶積經』『平等覺經』『思惟經』等の意に依て之を記す＞　世親の『偈』（淨土論）に云く「彼の世界の相を觀ずるに、三界の道に勝過せり。究竟して虚空の如し、廣大にして邊際無し。　寶華千万種にして、池と流泉とに彌覆せり。微風華葉を動かすに、交錯して光亂轉す。宮殿の諸の樓閣、十方を觀るに無礙なり。雜樹に異の光色あり、寶欄遍く圍繞せり。無量の寶絞絡して、羅網虚空に遍ず。種種の鈴響を發して妙法音を宣吐す。　衆生の願樂する所、一切皆滿足す。故に我彼の阿彌陀佛國に生ぜんと願ず」と。


  



  ［二、欣求淨土　快樂無退］


  第五に快樂無退の樂とは、今此の娑婆世界は、耽玩すべきこと無し。輪王の位も、七寶久しからず、天上の樂も、五衰早く來る、乃至有頂も輪廻期無し、況や餘の世人をや。事と願と違ひ、樂と苦と倶なり。富める者未だ必ずしも壽あらず、壽ある者は未だ必ずしも富まず。或は昨は富むとも今は貧なり、或は朝に生れて暮に死す。故に『經』に言く。「出づる息は入る息を待たず、入る息は出づる息を待たず。唯眼前に樂み去りて哀み來るのみに非ず、亦命終に臨まんも罪に隨ひて苦に墮す」と。彼の西方世界は、樂を受くること窮無く、人天交接して兩に相見ることを得。*765慈悲心に薰じて互に一子の如し、共に瑠璃地の上を經行し、同じく栴檀林の間に遊戲す。宮殿より宮殿に至り、林池より林池に至る。若し寂かならんと欲する時は、風浪・絃管自ら耳下を隔たり、若し見んと欲する時は、山川・溪谷尚眼の前に現ず。香・味・觸・法も念に隨ひて亦然なり。或は飛梯を渡りて伎樂を作し、或は虚空に騰りて神通を現ず。或は他方の大士に從ひて迎送し、或は天人聖衆に伴ひて以て遊覽す。或は寶池の邊に至りて新生の人を慰問す。汝知るや不や、是の處を極樂世界と名け、是の界の主を彌陀佛と号す。今當に歸依したてまつるべし。或は同じく寶池の中に在りて、各々蓮臺の上に坐して互に宿命の事を説く。我本其の國に在りて、發心し道を求むる時、其の經典を持し、其の戒行を護り、其の善法を作し、其の布施を修すと。各々好憙する所の功德を語り、具に來生せる所の本末を陳ぶ。或は共に十方諸佛の利生の方便を語り、或は共に三有衆生の拔苦の因縁を議す。議し已れば縁を追ひて相去り、語り已れば樂に隨ひて共に往く。或は復七寶の山に登り、＜七寶の山・七寶の塔・七寶の坊は『十往生經』に出でたり＞　八功の池に浴す。寂然として宴默し、讀誦し解説す。是の如く遊樂すること相續して間無し。處は是不退なれば、永く三途八難の畏を免れ、壽も亦無量なれば、終に生・老・病・死の苦無し。心・事相應すれば愛別離苦無く、慈眼もて等しく視れば怨憎會苦も無し。白業の報なれば求不得苦も無し、金剛の身なれば五盛陰苦も無し。一び七寶莊嚴の臺に託しぬれば、長く三界苦輪の海と別る。若し別願有らば、他方に生ずと雖も、是自在の生滅にして、業報の生滅には非ず。尚不苦不樂の名だに無し、何に況や諸の苦をや。龍樹の『偈』（十住?婆沙論卷五易行品）に云く。「若し人彼の國に生ずれば、終に惡趣及與び阿修羅に墮せず。我今歸命し禮したてまつる」と。


  



  *766［二、欣求淨土　引接結縁］


  第六に引接結縁の樂とは、人の世に在るに求むる所意の如くならず。樹靜かならんと欲すれども風停まず、子養はんと欲すれども親待たず、志肝膽を舂くと雖も力水菽に堪へず。君臣・師弟・妻子・朋友、一切の恩所、一切の知識も、皆亦是の如し。空しく癡愛の心を勞して、彌々輪廻の業を增す。況や復業果推遷し、生處相隔つれば六趣・四生何れの處なるを知らず。野獸、山禽、誰か舊親を辨ぜん。『心地觀經』（卷三）の偈に云ふが如し。「世人子の爲に諸の罪を造り、三途に墮在して長く苦を受くれども、男女聖に非ざれば神通無く、輪廻を見ざれば報ゆべきこと難し。　有情輪廻して六道に生ずること、猶し車輪の始終無きが如し。或は父母と爲り男女と爲りて、世世生生に互ひに恩有り」と。若し極樂に生ぜば、智惠高明にして神通洞達し、世世生生の恩所・知識、心に隨ひて引接せん。天眼を以ては生處を見、天耳を以ては言音を聞き、宿命智を以ては其の恩を憶ひ、他心智を以ては其の心を了り、神境通を以ては隨逐變現し、方便力を以ては敎誡示道せん。『平等經』（卷一・二意）に云ふが如し。「彼の土の衆生は、皆自ら其の前世に從來せし所の生を知り、及び八方・上下、去・來・現在の事を知り、彼の諸天・人民、?飛・蠕動の類の、心意に念ふ所、口に言はんと欲する所を知る。何れの歳何れの劫にか、此の國に生れ菩薩の道を作して阿羅漢を得べしといふことも、皆豫め之を知る」と。又『華嚴經』（四十華嚴卷四〇）の普賢の願に云く。「願はくは我命終せんと欲する時に臨みて、盡く一切の諸の障礙を除き、面り彼の佛阿彌陀を見たてまつり、即ち安樂刹に往生すること得ん。我既に彼の國に往生し已れば、現前に此の大願を成就せん。一切圓滿して盡く餘すこと無く、一切衆生界を利樂せん」と。無縁すら尚爾り、況や結縁をや。龍樹の『偈』（天親淨土論）に曰く。「無垢莊嚴の光、一念及び一時に、普く諸佛の會を照らし、諸の群生を利益す」と。


  



  *767［二、欣求淨土　聖衆倶會］


  第七に聖衆倶會の樂とは、『經』（小經）に云ふが如し。「衆生聞かん者は、當に發願して彼の國に生ぜんと願ずべし。所以は何ん、是の如き諸の上善人と倶に一處に會することを得ればなり」と。＜已上＞　彼の諸の菩薩・聖衆の德行は、思議すべからず。普賢菩薩言く。「若し衆生有りて、善根を種ゑざるもの、及び少善を種わる聲聞・菩薩は、猶尚我が名字を聞くことを得ず、況や我が身を見んことをや。若し衆生有りて我が名を聞くこと得ば、阿耨菩提に於て復退轉せず。乃至夢中に、我を見聞せん者も、亦復是の如し」と。＜『華嚴經』（唐譯法界品）意＞　又云く。「我常に諸の衆生に隨順して、未來一切の劫を盡くして、恒に普賢の廣大の行を修し、無上大菩提を圓滿せん。　普賢の身相は虚空の如し、眞に依て住すれば國土に非ず。諸の衆生の心の所欲に隨ひて、普き身を示現して一切に等しくす。　一切の刹中の諸佛の所に、種種の三昧もて神通を現じ、一一の神通は悉く十方の國土に周遍して遺す者無し。一切の刹の如來の所の如く、彼の刹塵の中にも悉く亦然なり」と。＜『同經』偈＞（四十華嚴卷四〇・唐譯卷七）「文殊師利大聖尊は、三世の諸佛を以て母と爲す、十方の如來の初發心は、皆是文殊敎化の力なり。一切世界の諸の有情、名を聞き身及び光相を見、并に隨類の諸の化現を見ば、皆佛道を成ぜんこと思議し難し」と。＜『心地觀經』（卷三）意＞　若し但名を聞かん者は、十二億劫の生死の罪を除き、若し禮拜し供養せん者は、恒に佛の家に生れ、若し名字を稱せんこと一日七日すれば、文殊必ず來らん。若し宿障有るものは、夢の中に見ることを得て所求圓滿せん。若し形像を見ん者は、百千劫の中にも惡道に墮せず。若し慈心を行ずる者は、即ち文殊を見ることを得ん。若し名を受持し讀誦すること有らん者は、設ひ重障有らんも阿鼻の極惡猛火に墮せずして、常に他方の淸淨の佛土に生ぜん。＜『文殊般涅槃經』意。彼の形像、經に廣く説くが如し＞　又百千億那由他の佛の衆生を利益したまふこと、文殊師利の一劫の中に於て作す所の利益にも及ばず。故に若し文殊師利菩薩の名を稱せん者は、*768福彼の百千億の諸佛の名號を受持するよりも多し。＜『寶積經』意＞　彌勒菩薩の功德無量なり。若し但名を聞かん者は黑闇の處に墮せず、一念名を稱せん者は千二百劫の生死の罪を除却し、歸依すること有らん者は無上道に於て不退轉を得、＜『上生經』意＞稱讃し禮拜せん者は、百千万億阿僧祇劫の生死の罪を除かん。＜『虚空藏經』『佛名經』意＞　「無量千万劫に、修する所の願・智・行は、廣大にして量るべからず。稱揚せんに能く盡すこと莫けん」と。＜『華嚴經』の偈（唐譯卷七七）。已上三菩薩常に極樂世界に在す。『四十華嚴經』に出でたり＞　地藏菩薩は、毎日晨朝に、恒沙の定に入り、法界に周遍して、苦の衆生を拔く。所有の悲願は餘の大士に超えたり。＜『十輪經』意＞　彼の『經』（十輪經卷一）の偈に云く。「一日地藏の功德大名聞を稱せんは、倶胝劫の中に餘の智者を稱せん德に勝る。　假使ひ百劫の中に、其の功德を讃説せんも、猶尚盡すこと能はず。故に皆當に供養すべし」。觀世音菩薩言く。「衆生苦有りて、三び我が名を稱せんに、往いて救はずば正覺を取らじ」と。＜『弘猛海慧經』＞　「若し百千倶胝那?多の諸佛の名號を稱念すること有らん、復暫時我が名號を於て至心に稱念すること有らんに、彼の二の功德は平等平等なり。諸の我が名號を稱念すること有らん者は、一切皆不退轉地を得ん」と。＜『十一面經』（意）＞　「衆生若し名を聞かば苦を離れて解脱を得ん。亦地獄に遊戲して大悲代りて苦を受けん」と。＜『請觀音經』偈＞　「弘誓の深きこと海の如し。劫を歴るも思議せられず。多千億の佛に侍して、大淸淨の願を發す。　神通力を具足し、廣く智の方便を修し、十方の諸の國土に、刹として身を現ぜざること無し。　念念に疑を生ずること勿れ。觀世音の淨聖は、苦惱死厄に於て、能く爲に依怙と作る。一切の功德を具し、慈眼もて衆生を視る。福聚海無量なり。是の故に應に頂禮すべし」と。＜『法華經』（卷七）＞　大勢至菩薩曰く。「我は能く諸の惡趣、未度の衆生を度するに堪任へたり」と。＜『寶積經』（卷九〇）＞　智慧の光を以て普く一切を照らして、三塗を離れしむるに、*769無上の力を得たり。故に此の菩薩を大勢至と名く。此の菩薩を觀ん者は、無數劫阿僧祇の生死の罪を除き、胞胎に處せずして、常に諸佛の淨妙の國土に遊ばん」と。＜『觀經』意＞　「無量無邊無數劫に、廣く願力を修して彌陀を助け、常に大衆に處して法言を宣ぶ。衆生の聞かん者は淨眼を得ん。　神通もて十方の國に周遍して、普く一切衆生の前に現ず。衆生若し能く至心に念ぜば、皆悉く導きて安樂に至らしめん」と。＜龍樹『讃』（迦才淨土卷中所引讃觀音勢至二菩薩偈）＞　又（二菩薩偈）云く。「觀音・勢至は大名稱あり。功德・智惠倶に無量なり。慈悲を具足して世間を救ひ、?く一切衆生海に遊びぶ。是の如きの勝れたる人は甚だ遇ふこと難し。一心に恭敬し頭面に禮したてまつる」と。＜已上＞　是の如きの一生補處の大菩薩は、其の數恒沙の如し。色相端嚴にして功德具足し、常に極樂國に在りて彌陀佛を圍繞したてまつる。又諸の聲聞衆も其の數量り難し。神智洞達して、威力自在なり。能く掌の中に於て一切の世界を持つ。設ひ大目連の如きもの、百千万億無量無數ありて、阿僧祇劫に於て、悉く共に彼の初會の聲聞を計?せんに、知る所の數は猶一渧の如く、其の知らざる所は大海の水の如し。其の中に般泥?し去る者は無央數にして、新に阿羅漢を得る者も亦無央數なり。而も都て增減を爲さず。譬へば大海の恒水を減ずと雖も、恒水を加ふと雖も、而も增無く亦減無きが如し。諸の菩薩衆は、復上の數に倍す。『大論』（卷三四）に云ふが如し。「彌陀佛の國には、菩薩僧は多く、聲聞僧は少なし」と。＜已上＞　是の如きの聖衆、其の國に充滿す。互に遙に相瞻望し、遙に語聲を聞き、同一に道を求めて異類有ること無し。何に況や復十方恒沙の佛土の、無量塵數の菩薩・聖衆は、各々神通を現じて安樂國に至り、尊顏を瞻仰して、恭敬し供養したてまつる。或は天の妙華を?し、或は妙寶の香を燒き、或は無價の衣を獻じ、或は天の妓樂を奏して和雅の音を發し、世尊を歌嘆し、經法を聽受して、道化を宣布す。*770是の如くに往來すること晝夜に絶えず。東方に去れば西方より來り、西方に去れば北方より來り、北方に去れば南方より來る。四維・上下も互ひに亦是の如し。更相に開避すること、猶し盛なる市の如し。此等の大士は、一び其の名を聞くすら尚少縁に非ず。況や百千万劫にも誰か相見ることを得る者あらん。然るに彼の國土の衆生は常に一處に會し、互に言語を交へ、問訊し恭敬し、親近し承習す。亦樂しからずや。＜已上『雙卷經』『觀經』『平等覺經』等意＞　龍樹の『偈』（十住?婆沙論卷五易行品）に曰く。「彼の土の諸の菩薩は、諸の相好を具足し、皆自ら身を莊嚴す。我今歸命し禮したてまつる。　三界の獄を超出して、目は蓮華葉の如し。聲聞衆無量なり。是の故に稽首し禮したてまつる」と。又（十二禮）云く。「十方より來る所の諸の佛子、神通を顯現して安樂に至り、尊顏を瞻仰して常に恭敬す。故に我彌陀佛を頂禮したてまつる」と。


  



  ［二、欣求淨土　見佛聞法］


  第八に見佛聞法の樂とは、今此の娑婆世界は、佛を見たてまつりて法を聞くこと甚だ難し。師子吼菩薩（心地觀經卷一）の言く。「我等無數百千劫に、四無量・三解脱を修して、今大聖牟尼尊を見たてまつるは、猶し盲龜の浮木に値へるが如し」と。又儒童は全身を捨てて、始めて半偈を得たり。常啼は肝府を割きて遠く般若を求めたり。菩薩すら尚爾なり、何に況や凡夫をや。佛舍衞に在ますこと二十五年、彼に九億の家あり。三億は佛を見、三億は纔に聞き、其の餘の三億は見ず聞かず。在世尚爾なり、何に況や滅後をや。故に『法華』（卷五）に云く。「是の諸の罪の衆生は、惡業の因縁を以て、阿僧祇劫を過ぐれども、三寶の名をも聞かず」と。而るに彼の國の衆生は、常に彌陀佛を見たてまつり、恒に深妙の法を聞く。謂く嚴淨の地の上には菩提樹有り、枝葉四に布き、衆寶もて合成せり。樹の上には寶の羅網を覆ひ、條の間には珠の瓔珞を垂る。風枝葉を動かせば、聲妙法を演べ、其の聲流布して諸佛の國に?ず。其れ聞くこと有らん者は、深法忍を得て不退轉に住し、耳根淸徹す。樹の色を覩、樹の香を聞ぎ、樹の味を甞め、樹の光に觸れ、樹の相を縁ずるも、一切亦然なり。*771佛道成ずるに至るまで六根淸徹す。樹の下には座有り、莊嚴無量なり。座の上には佛有まし、相好無邊なり。烏瑟高く顯れ、晴天の翠濃く、白毫右に旋りて秋月の光滿つ。靑蓮の眼、丹菓の脣、迦陵頻の聲、師子相の胸、仙鹿王の膊、千輻輪の趺、是の如きの八万四千の相好は、紫磨金身に纏絡し、無量塵數の光明は、億千の日月を集めたるが如し。有る時は七寶の講堂に在りて、妙法を演暢したまふに、梵音深妙にして、衆の心を悅可せしめたまふ。菩薩・聲聞・天・人・大衆、一心に合掌して尊顏を瞻仰す。即の時に自然の微風七寶の樹を吹き、無量の妙華風に隨ひて四散す。一切の諸天は諸の音樂を奏す。斯の時に當りて、煕怡快樂、勝げて言ふべからず。或は復廣大の身を現じ、或は丈六・八尺の身を現じ、或は寶樹の下に在り、或は寶池の上に在り。衆生の本の宿命により求道の時心に憙み願ひし所に隨ひ、大小意に隨ひて、爲に經法を説き、其をして疾く開解し得道せしむ。是の如くに種種の機に隨ひて、種種の法を説きたまふ。又觀音・勢至の兩菩薩は、常に佛の左右の邊に在りて、坐し侍りて政論す。佛常に是の兩菩薩と共に對坐して、八方・上下、去來・現在の事を議したまふ。或時は東方恒沙の佛國の無量無數の諸の菩薩衆、皆悉く無量壽佛の所に往詣し、恭敬し供養し、諸の菩薩・聲聞の衆に及ぼさん。南西北方・四維・上下も亦復是の如し。彼の嚴淨の土の微妙にして思議し難きを見て、因て無量の心を發して、我が國も亦然らんと願ふ。時に應じて世尊、容を動かして微咲し、口より無數の光を出して、遍く十方の國を照らす。回光身を圍ること三?して頂に入る。一切の天人衆、踊躍して皆歡喜す。大士觀世音、服を整へ稽首して佛に問ひたてまつる。何に縁りてか咲みたまふこと唯然るや。願はくは説きたまへと。時に梵聲雷の猶く、八音もて妙響を暢べたまひ、當に菩薩に記を授くべしと。告げて言はく。仁諦かに聽け、十方より來れる正士、吾悉く彼願を知れり。*772嚴淨の土を志求し、決を受けて當に作佛すべし。一切の法は猶し夢幻響の如しと覺了するも、諸の妙願を滿足して、必ず是の如きの刹を成ぜん。法は電影の如しと知るも、菩薩の道を究竟し、諸の功德の本を具し、決を受けて當に作佛すべし。諸法の性は一切空無我なりと通達するも、專ら淨き佛土を求め、必ず是の如き刹を成ぜんと。＜已上＞　況や復水鳥・樹林、皆妙法を演べ、凡そ聞かんと欲する所は、自然に聞くことを得るをや。是の如きの法樂は、亦何れの處にか在らんや。＜此の中は多く『雙卷經』『平等經』等の意に依れり＞　龍樹の『讃』（十二禮）に曰く。「金底寶間の池に生ぜる華は、善根所成の妙臺座なり。彼の座の上にして山王の如し。故に我彌陀佛を頂禮したてまつる。　諸有は無常・無我等なり。亦水月・電・影・露の如しと、衆の爲に法の名字無きことを説きたまふ。故に我彌陀佛を頂禮したてまつる。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん」と。


  



  ［二、欣求淨土　隨心供佛］


  第九に隨心供佛の樂とは、彼の土の衆生は、晝夜六時に常に種種の天華を持して、無量壽佛を供養し、又意に他方の諸佛を供養せんと欲すること有らば、即ち前みて長跪し叉手して佛に白せば、則ち之を可したまふ。皆大に歡喜し、千億万の人、各自翻飛し、等輩相追ひ、倶共に散飛し、八方・上下、無央數の諸佛の所に到り、皆前みて禮を作し、供養し恭敬したてまつる。是の如く毎日晨朝に、各々衣?を以て衆の妙花を盛りて他方の十万億の佛を供養したてまつる。及び諸の衣服・伎樂、一切の供具、意に隨ひて出生して供養し恭敬す。即ち食時を以て本國に還り到りて、飯食し經行して諸の法樂を受く。或は言く。毎日三時諸佛を供養したてまつると。行者今遺敎に從ひて、十方佛土の種種の功德を聞くことを得、見るに隨ひ聞くに隨ひて、遙かに戀慕を生ず。各々謂ひて言く。我等何れの時にか十方の淨土を見ること得、諸佛・菩薩に値ひたてまつることを得んと。敎文に對する毎に嗟嘆せずといふこと無し。而るに若し適々極樂國に生ずることを得ば、*773或は自力に由り、或は佛力を承けて、朝に往いて暮に來り、須臾に去り須臾に還り、遍く十方一切の佛刹に至り、面り諸佛に奉つかへたてまつり、諸の大士に値遇して、恒に正法を聞き大菩提の記を受く。乃至普く一切の塵刹に入りて、諸の佛事を作し、普賢の行を修す。亦樂しからずや。＜『阿彌陀經』『平等覺經』『雙卷經』意＞　龍樹の『偈』（十住?婆沙論卷五易行品）に曰く。「彼の土の大菩薩、日日三時に於て、十方の佛を供養したてまつる、是の故に稽首し禮したてまつる」と。


  



  ［二、欣求淨土　增進佛道］


  第十に增進佛道の樂とは、今此の娑婆世界は、道を修して果を得ること甚だ難し。何となれば、苦を受くる者は常に憂へ、樂を受くる者は常に著す。苦と云ひ樂と云ひ、遠く解脱を離れ、若しは昇若しは沈、輪回に非ずといふこと無し。適々發心して修行する者有りと雖も、亦成就すること難し。煩惱内に催し惡縁外に牽きて、或は二乘の心を發し、或は三惡道に還る。譬へば水中の月の波に隨ひて動き易く、陣前の軍の刃に臨むときは則ち還るが猶し。魚子は長じ難く、菴菓は熟すること少し。彼の身子等の、六十劫にして退きしが如きは是なり。唯釋迦如來のみ、無量劫に於て難行し苦行し、功を積み德を累ねて菩薩の道を求めて、未だ曾て止息したまはず。三千大千世界を觀るに、乃至芥子計の如きも是の菩薩の身命を捨ててまふ處に非ざること有ること無し。衆生の爲の故なり。然る後に乃ち菩提の道を成ずることを得たまへり。其の餘の衆生は己が智分に非ず。象の子は力微なれば身刀箭に歿す。故に龍樹菩薩（安樂集卷上所引智度論卷二九意）云く。「譬へば四十里の氷に、如し一人有りて、一升の熱湯を以て之に投ぜんに、當時は氷減ずるに似たれども、夜を經て明に至れば乃ち餘の者よりも高きが如し。凡夫の此に在りて發心して苦を救はんも亦復是の如し。貪・瞋の境は順・違多きを以ての故に、自ら煩惱を起して返て惡道に墮せん」と。＜已上＞　彼の極樂國土の衆生は、多の因縁有るが故に畢竟じて退せず佛道を增進す。一には佛の悲願力常に攝持するが故に。二には佛光常に照らして菩提心を增すが故に。*774三には水鳥・樹林・風鈴等の聲は、常に念佛・念法・念僧の心を生ぜしむるが故に。四には純ら諸の菩薩以て善友と爲り、外に惡縁無く内に重惑を伏するが故に。五には壽命永劫にして、佛と共に齊等なれば、佛道を修習するに、生死の間隔有ること無きが故に。『華嚴』の偈（唐譯卷二）に云く。「若し衆生有りて、一び佛を見たてまつれば必ず諸の業障を淨除せしめん」と。一び見たてまつるすら尚爾なり。何に況や常に見たてまつらんをや。此の因縁に由て、彼の土の衆生は、所有の万物に於て、我・我所の心無く、去來進止、心に係る所無し。諸の衆生に於て大悲心を得、自然に增進して無生忍を悟り、究竟して必ず一生補處に至る。乃至速に無上菩提を證す。衆生の爲の故に八相を示現し、縁に隨ひ嚴淨の國土に在りて、妙法輪を轉じて、諸の衆生を度す。諸の衆生をして其の國を欣求せしむること、我今日、極樂を志願するが如くならしむ。亦十方に往いて衆生を引接すること、彌陀佛の大悲の本願の如し。是の如きの利益、亦樂しからずや。一世の勤修は是須臾の間なり、何ぞ衆事を棄てて淨土を求めざるや。願はくは諸の行者、努力して懈ること匪れ。＜多く『雙卷經』并びに天台『十疑』等の意に依る＞　龍樹の『偈』（十二願意）に云く。「彼の尊の無量の方便の境には、諸趣・惡知識有ること無し。往生しぬれば不退にして菩提に至る。故に我彌陀佛を頂禮したてまつる。我彼の尊の功德の事を説くに、衆善無邊にして海水の如し。獲る所の善根淸淨なれば、願はくは衆生と共に彼の國に生ぜん。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん」と。


  



  ［三、極樂證據］


  大文第三に、極樂の證據を明さば、二有り。一には十方に對し、二には兜率に對す。


  



  ［三、極樂證據　對十方］


  初めに十方に對すとは、　問。十方に淨土有り、何ぞ唯極樂にのみ生ぜんと願ふや。答。天台大師（十疑論意）云く。「諸の經論は、處處に唯衆生を勸めて、偏に阿彌陀佛を念じ、西方極樂世界を求めしめたり。無量壽經・觀經・往生論等の、*775數十餘部の經論の文は、慇懃に指授して西方に生れんことを勸めたり。是を以て偏に念ずるなり」。＜已上＞　大師一切の經論を披閲したまへること、凡そ十五遍なり。應に知るべし、述ぶる所信ぜずばあるべからず。迦才師の三卷の『淨土論』には、十二經・七論を引けり。一には『無量壽經』、二には『觀經』、三には『小阿彌陀經』、四には『鼓音聲經』、五には『稱揚諸佛功德經』、六には『發覺淨心經』、七には『大集經』、八には『十往生經』、九には『藥師經』、十には『般舟三昧經』、十一には『大阿彌陀經』、十二には『無量淸淨平等覺經』なり。＜已上。『雙卷無量壽經』『淸淨覺經』『大阿彌陀經』は同本異譯なり＞　一には『往生論』、二には『起信論』、三には『十住毘婆沙論』、四には一切經中の『彌陀偈』、五には『寶性論』、六には龍樹の『十二禮偈』、七には『攝大乘論』の彌陀偈なり。＜已上。智憬師之に同じ＞　私に加へて云く。『法華經』の藥王品・『四十華嚴經』の普賢願・『目連所問經』・『三千佛名經』・『無字寶篋經』・『千手陀羅尼經』・『十一面經』・『不空羂索』・『如意輪』・『隨求』・『尊勝』・『無垢淨光』・『光明』・『阿彌陀』等の諸の顯密の敎の中に、專ら極樂を勸むること稱げて計ふべからず。故に偏に願求するなり。　問。佛言はく。諸佛の淨土は實に差別無しと。何が故ぞ如來は偏に西方を讃じたまふや。答。『隨願往生經』（灌頂經卷一一）に佛此の疑を決して言はく。「娑婆世界は人貪濁多くして、信向する者少く、邪を習ふ者多くして正法を信ぜず、專一なること能はざれば、心亂れて志無し。實には差別無しといへども、諸の衆生をして專心に在ること有らしめんとす。是の故に彼の國土を讃嘆するのみ。諸の往生人、悉く彼の願に隨ひて果を獲ずといふこと無し」と。又『心地觀經』（卷七）に云く。「諸の佛子等、當に心を至して一佛及び一菩薩を見たてまつらんことを求むべし。是の如きを名けて出世の法要と爲す」と云云。　是の故に專ら一佛國を求むるなり。　問。其の心を專にせんが爲ならば、*776何が故ぞ中に於て唯極樂のみを勸むるや。答。設ひ餘の淨土を勸むとも、亦此の難を避れず。佛意測り難し、唯仰いで信ずべし。譬へば癡人火坑に墮ちて自ら出づること能はざらんに、知識ありて之を救ふに、一の方便を以てせば、癡人力を得、應に務めて速に出づべきが若し。何の暇ありてか縱橫に餘の術計を論ぜん。行者も亦爾なり、他の念を生ずること勿れ。『目連所問經』（安樂集卷上所引）に云ふが如し。「譬へば万川の長流に草木浮べること有らんに、前は後を顧みず、後は前を顧みず、都て大海に會するが如し。世間も亦爾なり、豪貴富樂にして自在なること有りと雖も、悉く生・老・病・死を免るることを得ず。只佛の經を信ぜざるに由て、後の世に人と爲るとも、更に甚だ困劇して、千佛の國土に生ずることを得ること能はず。是の故に我説かく、無量壽佛の國は、往き易く取り易しと。而るに人修行して往生すること能はずして、反て九十五種の邪道に事ふ。我説かく、是の人を眼無き人と名け、耳無き人と名く」と。『阿彌陀經』（意）に云く。「我是の利を見るが故に是の言を説く。若し信ずること有らん者は、當に發願して彼の國土に生ずべし」。＜已上＞　佛の誡慇懃なり、唯應に仰いで信ずべし。況や復機縁無きに非ず、何ぞ強ひて之を拒まんや。天台の『十疑』（意）に云ふが如し。「阿彌陀佛は、別に大悲の四十八願有りて、衆生を接引したまふ。又彼の佛の光明は、遍く法界の念佛の衆生を照らして、攝取して捨てたまはず。十方に各々恒河沙の諸佛舌を舒べて三千界を覆ひ、一切衆生の阿彌陀佛を念じ、佛の大悲本願力に乘ずれば、決定して極樂世界に生ずることを得ることを證成したまふなり。又無量壽經に云く。末後法滅の時、特に此の經を留めて百年世に在らしめ衆生を接引して彼の國土に生ぜしめんと。故に知んぬ、阿彌陀佛と、此の世界の極惡の衆生とは、偏に因縁有りといふことを」と。＜已上＞　慈恩（西方要決）云く。「末法の万年には、餘經は悉く滅し、彌陀の一敎は物を利すること偏に增さん。大聖特に留めたまふこと百歳なり。時に末法を經ること一万年に滿たば、一切の諸經は、並な從ひて滅沒せん。釋迦の恩重くして敎を留めたまふこと百年なり」と。＜已上＞　又懷感禪師（群疑論卷六）云く。*777「般舟三昧經に説かく。跋陀和菩薩、釋迦牟尼佛を請じて言さく。未來の衆生は云何してか十方の諸佛を見たてまつること得んと。佛敎へて阿彌陀を念ぜしめたまふに、即ち十方一切の佛を見たてまつると。此の佛特に娑婆の衆生と縁あるを以て、先づ此の佛に於て專心に稱念すれば三昧成じ易きなり」と。＜已上＞　又觀音・勢至は本是の土に於て菩薩の行を修し、轉じて彼の國に生ず。宿縁の追ふ所豈機應無からんや。


  



  ［三、極樂證據　對兜率］


  第二に兜率に對すとは、　問。玄奘三藏（法苑珠林卷一六・諸經要集卷一所引）云く。「西方の道俗、並に彌勒の業を作す。同じく欲界にして其行成じ易きが爲なり。大小乘の師、皆此の法を許す。彌陀の淨土は恐らくは凡鄙穢れて修行成じ難からん。舊き經論の如きは、七地已上の菩薩、分に隨ひて報佛の淨土を見ると。新論の意に依らば、三地の菩薩、始めて報佛の淨土を見ることを得べしと。豈下品凡夫、即ち往生すること得べけんや」と。＜已上＞　天竺既に爾なり、今何ぞ極樂を勸むるや。答。中國・邊州、其の處異なりと雖も、顯密の敎門其の理是同じ。如今引くし所の證據既に多し。寧んぞ佛敎の明文に背きて天竺の風聞に從ふべけんや。何に況や祇?精舍の無常院には、病者をして西に面かしめて佛の淨刹に往くの想を作むといふをや。具には下の臨終行儀の如し。明らかに知んぬ、佛意偏に極樂を勸めたまふことを。西域の風俗、豈之に乖かんや。又懷感禪師の『群疑論』（卷四意）には、極樂と兜率とに於て十二の勝劣を立てたり。「一には化主の佛と菩薩と別なるが故に。二には淨穢の土別。三には女人の有無。四には壽命の長短。五には内外の有無。＜兜率、内院退せず、外院退有り。西方悉く内外無く退無し＞　六には五衰の有無。七には相好の有無。八には五通の有無。九には不善心の起不起。十には滅罪の多少。謂く彌勒の名を稱すれば、千二百劫の罪を除き、彌陀の名を稱すれば八十億劫の罪を滅す。十一には苦受の有無。*778十二には受生の異なり。謂く天は男女の膝の下、懷の中に在り、西方は華の裏、殿の中に在り。二處の勝劣、其の義斯の如しと雖も、然も並びに佛勸め讃めたまへるなり。相是非すること莫れ」と。＜已上、凡そ二界勝劣の差別を立つ＞　慈恩は十の異を立てたり。前の八は感師の所立を出でず。故に更に抄せず。其の第九（西方要決意）に云く。「西方は佛來迎したまふ、兜率は爾らず」と。感師（群疑論卷四）云く。「來迎は同きなり」と。第十（西方要決意）に云く。「西方は經論に、慇懃に勸むること極めて多し。兜率は多きに非ず亦慇懃非ず」と云云。感師（群疑論卷四）又往生の難易に於て十五の同の義と、八の異の義を立てたり、八の異の義とは、「一には本願の異。謂く彌陀には引攝の願有り、彌勒には願無し。願無きは自ら浮びて水を度るが若く、願有るは舟に乘りて而も水に遊ぶが若し。二には光明の異。謂く彌陀佛の光は、念佛の衆生を照らし、攝取して捨てたまはず。彌勒は爾らず。光の照らすは晝日の遊の如く、光無きは暗中の來往に似たり。三には守護の異。謂く無數の化佛・觀音・勢至、常に行者の所に至りたまふ。又稱讃淨土經に云く。十方の十兢伽沙の諸佛の攝受したまふ所なりと。又十往生經に云く。佛二十五の菩薩を遣はして、常に行人を守護したまふと。兜率は爾らず。護有るは多人共に遊ぶに強賊の逼る所を畏れざるが若し。護無きは孤り嶮徑に遊ぶに必ず暴客の爲に侵さるるに似たり。四には舒舌の異。謂く十方の佛、舌を舒べて證成したまふ。兜率は爾らず。五には衆聖の異。謂く華聚菩薩・山海慧菩薩、弘誓願を發さく、若し一衆生として西方に生ずること盡きざること有らんに、我若し先づ去らば、正覺を取らじと。六には滅罪の多少。＜前の如し＞　七には重惡の異。謂く五逆罪を造れるものも、亦西方に生ずることを得。兜率は爾らず。八には敎説の異。謂く無量壽經に云く。橫に五の惡趣を截り、惡趣自然に閉づ、道に昇るに窮極無し、往き易くして人無しと。兜率は爾らず。十五の同の義もて猶生れ難しと説くべからず。況や異に八の門有り、而るを乃ち説きて往き難しと言はんや。請ふ諸の學者、*779理及び敎を尋ねて、其の難易の二の門を鑒みて、永く其の惑を除くべし」と。＜已上略抄。但十五の同の義、彼の論を見るべし＞　問。玄奘の傳ふ所、會せずんばあるべからず。答。西域の行法は暗ければ以て決し難きも、今試みに會して云く。西域の行者、多く小乘に有り。＜十五國は大乘を學し、十五國は大小兼學し、四十一國は小乘を學す＞　兜率に上生することは大小共に許し、他方の佛土に往くことは大は許すも小は許さず。彼は共に許すが故に、並に兜率と云ふか。流沙より以東は盛に大乘を興す、彼の西域の雜行に同ずべからず。何に況や諸敎の興隆は、必ずしも一時ならず。就中念佛の敎は、多く末代の經道滅後の濁惡の衆生を利するの計なり。彼の時には天竺に未だ興盛ならざるか。若し爾らずば、上足の基師、豈別に『西方要決』を著して、十の勝劣を立てて自他を勸むべけんや。　問。『心地觀經』（卷三）に云く。「我今の弟子をば彌勒に付す、龍華會中にして解脱を得ん」と。豈如來兜率を勸進したまふに非ずや。答。此亦違ふこと無し、誰か『上生』・『心地』等の兩三の經を遮せん。然るに極樂の文の、顯密且千なるには如かず。又『大悲經』の第三に云く。「當來の世に於て法の滅せんと欲する時、當に比丘・比丘尼有りて、我が法の中に於て、出家することを得已り、手に兒の臂を牽ゐて共に遊行し、酒家より酒家に至り、我が法の中に於て非梵行を作すべし。＜乃至＞　但使ひ性は是沙門なれども、沙門の行を?して、自ら沙門と稱し、形沙門に似て、袈娑衣を被著せること有る者は、此の賢劫に於て彌勒を首と爲し、乃至最後の盧遮佛の所にして、般涅槃に入り、遺餘有ること無かるべし。何を以ての故に、是の如く一切の諸の沙門の中に、乃至一びも佛の名を稱し、一びも信を生ぜん者は、所作の功德、終に虚設ならざればなり」と。＜已上＞　『心地觀經』の意も亦是の如し。故に彼の『經』に龍華と云ひて、覩率と云はず。今之を案ずるに、釋尊の入滅より慈尊の出世に至るまでは、五十七倶胝、六十百千歳を隔てたり。＜新婆沙論＞　其の間の輪回、劇苦幾處ぞや。何ぞ終焉の暮、*780即ち蓮を胎に託せんことを願はずして、而も悠悠たる生死に留りて、龍華會に至ることを期せんや。何に況や若し適々極樂に生ぜば、晝夜念に隨ひて覩率宮に往來し、乃至龍華會の中に、新に對揚の首と爲らんこと、猶し富貴にして故鄕に歸らんが如し。誰の人か此の事を欣樂せざらんや。若し別縁有らば、餘の方も亦佳し。凡そ意樂に隨ふべし、異執を生ずること勿れ。故に感法師（群疑論卷四）云く。「兜率を志求する者は、西方の行人を毀ること勿れ。西方に生れんと願ふ者は、兜率の業を毀ること莫れ。各々性欲に隨ひ、情に任せて修學せよ。相是非すること莫れ。何ぞ但勝處に生ぜざるのみならん、亦乃ち三途に輪轉せん」と。＜云云＞


  



  ［四、正修念佛］


  大文第四に正修念佛とは、此に亦五有り。世親菩薩の『往生論』に云ふが如し。「五念門を修め行成就しぬれば、畢竟じて安樂國土に生じて彼の阿彌陀佛を見たてまつることを得。一には禮拜門、二には讃嘆門、三には作願門、四には觀察門、五には回向門なり」と。＜云云＞　此の中に、作願・回向の二門は、諸の行業に於て、應に通じて之を用ふべし。


  



  ［四、正修念佛　禮拜門］


  初に禮拜門とは、是即ち三業相應の身業なり。一心に歸命し五體を地に投げて、遙に西方の阿彌陀佛を禮したてまつること、多少を論ぜず、但誠心を用てせよ。或は應に『觀佛三昧經』（卷一〇）の文を念ふべし。「我今一佛を禮したてまつるは即ち一切の佛を禮したてまつるなり。若し一佛を思惟すれば即ち一切の佛を見たてまつるなり。一一の佛の前に、一の行者有りて接足して禮を爲すは、皆是己が身なり」と。＜私に云く、一佛と一切佛とは、是彌陀の分身、或は是十方一切の諸佛なり＞　或は應に念ふべし。「能禮・所禮性空寂なり。自身・他身體無二なり。願はくは衆生と共に道を體解して、無上の意を發して眞際に歸らん」と。或は應に『心地觀經』（卷二）の六種の功德に依るべし。「一には無上大功德田。二には無上大恩德。三には無足・二足及以び多足の衆生の中の尊なり。四には極めて値遇し難きこと、優曇華の如し。五には獨り三千大千世界に出でたまふ。*781 六には世・出世間の功德圓滿せり。一切の義具に此の如き等の六種の功德に依る。常に能く一切衆生を利益したまふ」と。＜已上＞　經文は極めて略なり。今須く言を加へて以て禮の法と爲す。一には應に念ずべし、一稱南無佛、皆已成佛道の故に、我無上功德田を歸命し禮したてまつる。二には應に念ずべし、慈眼をもて衆生を視はすこと、平等にして一子の如し、故に我極大慈悲の母を歸命し禮したてまつる。三には應に念ずべし、十方の諸大士、彌陀尊を恭敬したてまつるが故に、我無上兩足尊を歸命し禮したてまつる。四には應に念ずべし、一び佛名を聞くことを得ること、優曇華よりも過ぎたり、故に我極難値遇者を禮したてまつる。五には應に念ずべし、一百倶胝の界には二尊並びて出でたまはず、故に我希有大法王を歸命し禮したてまつる。六には應に念ずべし、佛法衆德海は三世同じく一體なり、故に我圓融万德尊を歸命し禮したてまつる。若し廣く行ずることを樂はば、應に龍樹菩薩の『十二禮』に依るべし。又善導和尚の六時の禮法有り、具に出すべからず。設ひ餘の行無からんとも、但禮拜に依て、亦往生することを得。『觀虚空藏菩薩佛名經』に云ふが如し。「阿彌陀佛を心を至して敬禮すれば、三惡道を離れて後に其の國に生ずることを得」と。


  



  ［四、正修念佛　讃嘆門］


  第二に讃嘆門とは、是三業相應の口業なり。『十住婆沙』の第三（卷五易行品）に云ふが如し。「阿彌陀佛の本願是の如し。若し人我を念じ名を稱して自ら歸すれば、即ち必定に入りて阿耨菩提を得。是の故に常に應に憶念すべし。偈を以て稱讃せん。無量光明慧、身は眞金山の如し。我今身口意をして、合掌し稽首し禮したてまつる。　十方現在の佛、種種の因縁を以て、彼の佛功德を嘆じたまふ。我今歸命して禮したてまつる。　佛足には千輻輪あり、柔軟にして蓮華の色あり。見る者皆歡喜し、頭面に佛足を禮したてまつる。眉間の白毫の光は、猶し淸淨なる月の如し、面の光色を增益す。頭面に佛足を禮したてまつる。　彼の佛の言説したまふ所、諸の罪根を破除す、*782美言にして益する所多し。我今稽首し禮したてまつる。　一切の賢聖衆、及び諸の人天衆、咸く皆共に歸命す。是の故に我亦禮したてまつる。彼の八道の船に乘じて、能く難度の海を度す。自ら度し亦彼を度せん。我自在者を禮したてまつる。諸佛無量劫に、其の功德を讃揚せんに、猶尚盡すこと能はず。淸淨人を歸命したてまつる。我今亦是の如し、無量の德を稱讃す。是の福の因縁を以て、願はくは佛常に我を念じたまへ。　此の福の因縁を以て、獲ん所の上妙の德、願はくは諸の衆生の類も、皆亦悉く當に得んことを」と。彼の論に三十二の偈有り。今略して要を鈔す。具には別鈔に有り。或は復『往生論』の偈、眞言敎の佛讃、阿彌陀の別讃あり。此等の文を一遍にても多遍にても、一行も多行も、但應に誠を至すべし、多少を論ぜざれ。設ひ餘の行無からんも、唯讃嘆に依て、亦應に願に隨ひて必ず往生することを得べし。『法華』（卷一）の偈に云へるが如し。「或は歡喜の心を以て、歌唄して佛德を頌すること、乃至一小音せんに、皆已に佛道を成ぜり」と。一音既に爾なり、何に況や常に讃ぜんをや。佛果尚爾なり、何に況や往生をや。眞言の讃佛は利益甚だ深なり、顯露すること能はず。


  



  ［四、正修念佛　作願門］


  第三に作願門とは、以下の三門は是三業相應の意業なり。綽禪師の『安樂集』（卷上）に云く。「大經に云く、凡そ淨土に往生せんと欲はば、要ず發菩提心を須ふるを源と爲すと。云何となれば、菩提は乃ち是無上佛道の名なり。若し發心作佛せんと欲はば、此の心廣大にして法界に遍周せん、　此の心長遠にして未來際を盡す、此の心普く備に二乘の障を離る。若し能く一び此の心を發さば、無始生死の有淪を傾く。　淨土論に云く。發菩提心とは、正しく是願作佛心なり。願作佛心は、即ち是度衆生心なり。度衆生心は、即ち是衆生を攝受して有佛の國土に生ぜしむるの心なり。今既に淨土に生ぜんと願ず。故に先づ須く菩提心を發すべしなり」と。＜已上＞　當に知るべし、菩提心は是淨土菩提の綱要なり。故に聊か三門を以て、*783其の義を決擇せん。行者繁を厭ふこと勿れ。一には菩提心の行相を明かし、二には利益を明し、三には料簡せん。


  



  ［四、正修念佛　作願門　行相］


  初に行相とは、總じて之を謂はば願作佛心なり。亦上求菩提・下化衆生の心とも名く。別して之を謂はば四弘誓願なり。此に二種有り。一には縁事の四弘願なり、是即ち衆生縁の慈なり。或は復法縁の慈なり。二には縁理の四弘なり、是無縁の慈悲なり。縁事の四弘と言ふは、一には衆生無邊誓願度なり。應に念ふべし、一切衆生に悉く佛性有り、我皆無餘涅槃に入らしめんと。此の心は即ち是饒益有情戒なり。亦是恩德の心なり、亦是縁因佛性なり、應身の菩提の因なり。二には煩惱無邊誓願斷なり。此は是攝律儀戒なり。亦是斷德の心なり、亦是正因佛性なり、法身の菩提の因なり。三には法門無盡誓願知なり。此は是攝善法戒なり。亦是智德の心なり、亦是了因佛性なり、報身の菩提の因なり。四には無上菩提誓願證なり。此は是佛果菩提を願求するなり。謂く前の三の行願を具足するに由て、三身圓滿の菩提を證得して、還て亦廣く一切衆生を度するなり。二に縁理の願とは、一切の諸法は本來寂靜なり。有に非ず無に非ず、常に非ず斷に非ず、生ぜず滅せず、垢れず淨からず。一色一香も中道に非ずといふこと無し。生死即涅槃、煩惱即菩提なり。一一の塵勞門を翻せば、即ち是八万四千の諸波羅蜜なり。無明變じて明と爲り、氷融けて水と成るが如し。更に遠き物に非ず、餘の處より來るにもあらず。但一念の心に普く皆具足せること、如意珠の如し。寶有るにも非ず、寶無きにも非ず。若し無しと謂はば即ち妄語なり。若し有りと謂はば即ち邪見なり。心を以て知るべからず、言を以て辨ずべからず。衆生は此の不思議、不縛の法の中に於て、而も思想して縛を作し、無脱の法の中に於て、而も脱を求む。是の故に普く法界の一切衆生に於て、大慈悲を起し、四の弘誓を興す。是を順理の發心と名く。*784是最上の菩提心なり。＜『止觀』第一を見るべし＞　又『思益經』（卷三意）に云く。「一切の法は法に非ずと知り、一切の衆生は衆生に非ずと知る。是を菩薩無上菩提心を發すと名く」と。又『莊嚴菩提心經』に云く。「菩提心とは、有るに非ず造るに非ず、文字を離れたり。菩提は即ち是心なり、心は即ち是衆生なり。若し能く是の如く解するを、是を菩薩菩提を修すと名く。菩提は過去・未來・現在に非ず。是の如く心と衆生と亦過去・未來・現在に非ず、能く是の如く解するを名けて菩薩と爲す。然も是の中に於て、實には所得無し、所得無きを以ての故に得。若し一切の法に於て所得無き、是を菩提を得と名く。始行の衆生の爲の故に菩提有りと説く。＜乃至＞　然も是の中に於て、亦心有ること無く、亦心を造る者も無し。亦菩提有ること無く、亦菩提を造る者も無し。亦衆生有ること無く、亦衆生を造る者も無し」と。＜乃至云云＞　此の二の四弘に、各々二の義有り。一に云く、初の二願は衆生の苦・集二諦の苦を拔き、後の二願は衆生に道・滅二諦の樂を與ふと。二に云く、初の一は他に約し、後の三は自に約すと。謂く衆生の二諦の苦を拔き、衆生に二諦の樂を與ふることは、總じて初願の中に在り。此の願を究竟し圓滿せんと欲するが爲に、更に自身に約して、後の三願を發すなり。『大般若經』（卷七一意）に云ふが如し。「有情を利せんが爲に大菩提を求む、故に菩薩と名く。而も依著せず、故に摩訶薩と名く」と。＜已上＞　又前の三は是因にして是別なり、第四は是果にして是總なり。四弘已りて後は云ふべし、自他法界同じく利益し共に極樂に生じて佛道を成ぜんと。心の中に應に念ふべし、我と衆生と共に極樂に生じて、前の四弘願を圓滿し究竟せんと。若し別願有らば、四弘の前に之を唱へよ。若し心不淨ならば正道の因に非ず。若し心に限有らば、大菩提に非ず。若し誠を至すこと無くば、其の力強からず。是の故に要ず淸淨深廣の誠心を須ひよ、勝他・名利等の事の爲にせざれ。而も佛眼所照の無盡法界の一切の衆生、一切の煩惱、*785一切の法門、一切の佛德に於て、此の四種の願行を發せ。　問。何れの法の中に於てか無上道を求むるや。答。此に利鈍の二の差別有り。『大論』（卷三二）に云ふが如し。「黄石の中には金の性有り、白石の中には銀の性有るが如し。是の如く一切世間の法の中には、皆涅槃の性有り。諸佛・賢聖は智惠・方便・持戒・禪定を以て引導して、是の涅槃の法性を得しめたまふ。利根の者は、即ち是の諸法は皆是法性なりと知ること、譬へば神通の人の能く瓦石を變じて皆金と爲さしむるが如し。鈍根の者は、方便分別して之を求めて、乃ち法性を得ること、譬へば大冶の石を鼓ちて然して後に金を得るが如し」と。＜已上＞　又（智度論卷六）云く。「苦行頭陀し、初中後夜に懃心に觀禪して、苦しみて道を得るは聲聞の敎なり。諸法の相は無縛無解なりと觀じて、心淸淨なることを得るは菩薩の敎なり。文殊師利の本縁の如し」。＜已上＞　即ち『無行經』の喜根菩薩の偈を引きて云く、（智度論卷六）「婬欲は即ち是道なり、恚・癡も亦是の如し。此の如きの三事の中に、無量の諸佛の道あり。若し人有りて、婬・怒・癡と及び道とを分別すれば、是の人は佛道を去ること、譬へば天と地との如し」と。是の如く七十餘の偈有り。又同じき『論』（智度論）に云く。「一切法の不可得なる、是を佛道と名く。即ち是諸法の實相なり。此の不可得も亦不可得なり」と。＜略抄＞　又迦葉菩薩佛に白して言さく。（北本涅槃経卷三・南本涅槃経卷三）「一切諸法の中に、悉く安樂の性有り。唯願はくは大世尊、我が爲に分別して説きたまへ」と。又『般若經』（卷五七八）に云く。「一切の有性は皆如來藏なり。普賢菩薩自體?の故に」と。『法句經』に云く。「諸佛は貪瞋に依て道場に處したまふ。塵勞は諸佛の種なり。本來所動無し、五葢及び五欲を諸佛の種性と爲す。常に是を以て莊嚴せり。本來所動無し、諸法は本來より是も無く亦非も無し。是非の性は寂滅し、本來所動無し」と。＜已上六文、是利根人の菩提心のみ＞　問。煩惱菩提、若し一體ならば、唯應に意に任せて惑業を起すべきや。*786答。是の如きの解を生ずるを之を名けて惡取空の者と爲す、專ら佛弟子に非ず。今反質して云はん。汝若し煩惱即菩提なるが故に、欣ひて煩惱惡業を起さば、亦應に生死即涅槃なるが故に、欣ひて生死の猛苦を受くべし。何が故ぞ刹那の苦果に於ては、猶堪へ難しと厭ひ、永劫の苦因に於ては、自恣に作らんことを欣ふや。是の故に當に知るべし、煩惱と菩提とは體は是一なりと雖も、時用異なるが故に染淨不同なり。水と氷との如く、亦種と菓との如し。其の體は是一なれども、時に隨ひて用異なるなり。此に由て道を修する者は、本有の佛性を顯せども、道を修せざる者は、終に理を顯すこと無し。『涅槃經』の三十二（北本卷三五）に云ふが如し。「善男子、若し人有りて問はん、是の種子の中には果有りや果無きやと。應に定んで答へて言ふべし、亦は有り亦は無しと。何を以ての故に、子を離れての外に果を生ずること能はず、是の故に有りと名く。子未だ牙を出さず、是の故に無しと名く。是の義を以ての故に、亦は有り亦は無しと。所以は何ん。時節は異なること有れども、其の體は是一なり。衆生の佛性も亦復是の如し。若し衆生の中に別に佛性有りと言はば、是の義然らず。何を以ての故に、衆生即佛性、佛性即衆生なればなり。直だ時の異なるを以て淨・不淨有るなり。善男子、若し問ふもの有りて言はん、是の子は能く果を生ずるや不や、是の果は能く子を生ずるや不やと。應に定んで答へて言ふべし、亦は生じ生ぜず」と。＜已上＞　問。凡夫は勤修に堪へず、何んが虚しく弘願を發さんや。答。設ひ動修に堪へざらんも、猶須く悲願を發すべし、其の益の無量なること、前後に明すが如し。調達は六万藏の經を誦したれども、猶那落を免れず、慈童は一念の悲願を發して、忽ち兜率に生ずることを得たり。則ち知る、昇沈の差別は、心に在りて行に非ざることを。何に況や誰の人か一生の中に、一びも南無佛と稱せず、一食をも衆生に施さざらんや。須く此等の微少の善根を以て、皆應に四弘の願行に攝入すべし。故に行と願と相應して虚妄の願とは爲らざるなり。『優婆塞戒經』の第一に云ふが如し。「若し人一心に生死の過咎、涅槃の安樂を觀察すること能はずば、是の如きの人は、復慧施・持戒・多聞なりと雖も、*787終に解脱分の法を得ること能はず。若し能く生死の過咎を厭患ひ、深く涅槃の功德と安樂とを見ば、是の如きの人は、復少施・少戒・少聞なりと雖も、即ち能く解脱分の法を獲得せん」と。＜已上、無量世に於て無量の財を以て無量の人に施し、無量佛所に於て禁戒を受持し、無量世に無量佛所に於て十二部經を受持し讀誦するを、名て多施戒聞と爲し、一把の?を以て一乞人に施し、一日一夜八禁を受持し、一四句偈を讀むを、少施戒聞と名く。經に廣く説くが如し＞　是の故に行者、事に隨ひて心を用ふれば、乃至一善だも空しく過ぐる者無けん。『大般若經』（卷五七〇）に云ふが如し。「若し諸の菩薩、深般若波羅密多の方便善巧を行ずれば、一心・一行として空しく過ぎ而も一切智に廻向せざる者有ること無けん」と。＜已上＞　問。云何が用心せんや。答。『寶積經』の九十三に云ふが如し。「食を須つものには食を施せ、一切智の力を具足せんが爲の故なり。飮を須つものには飮を施せ、渇愛の力を斷ぜんが爲の故なり。衣を須つものには衣を施せ、無上の慙愧の衣を得んが爲の故なり。坐處を施すは、菩提樹の下に坐せんが爲の故なり。燈明を施すは、佛眼の明を得んが爲の故なり。紙墨等を施すは、大智慧を得んが爲の故なり。藥を施すは、衆生の結使の病を除かんが爲の故なり。是の如く乃至或は自ら財無くば、當に心の施を生すべし。無量無邊の一切衆生を開示することを得んと欲はば、有力にまれ無力にまれ、上の如く布施すべし。是我が善行なり」と。＜已上、經文甚だ廣し。今之を畧抄す。見るべし＞　是の如く事に隨ひて常に心願を發せ。願はくは此の衆生をして速に無上道を成ぜしめん。願はくは我是の如くして漸漸に第一の願行を成就し、檀度を圓滿して速に菩提を證し、廣く衆生を度せんと。一の愛語を發し、一の利行を施し、一の善事に同ずるも、此に准じて應に知るべし。若し暫くも一念の惡を制伏せん時にも、應に是の念を作すべし、願はくは我是の如くして漸漸に第二の願行を成就し、諸の惑業を斷じ、速に菩提を證し、廣く衆生を度せんと。若し一文・一義を讀誦し修習せん時にも、應に是の念を作すべし。願はくは我是の如くして漸漸に第三の願行を成就し、諸佛の法を學して、速に菩提を證し、廣く衆生を度せんと。一切の事に觸れて常に用心を作せ。我今身より漸漸に修學し、*788乃至極樂に生れなば自在に佛道を學し、速に菩提を證して究竟して利生せんと。若し常に此の念を懷きて、力に隨ひて修行すれば、渧ること微なりと雖も漸く大器に盈つるが如く、此の心能く巨細の万善を持して、漏落せしめず、必ず菩提に至る。『華嚴經』の入法界品（晋譯卷五九）に云ふが如し。「譬へば金剛の能く大地を持して墜沒せしめざるが如し。菩提の心も亦復是の如し。能く菩薩の一切の願行を持ちて、墜落して三界に沒せしめず」と云云。　問。凡夫は常途の用心に堪へざれば、爾の時の善根は唐捐なりと爲ん。答。若し至誠心もて心に念じ口に言はん。我今日より乃至一善をも己が身の有漏の果報の爲にせず、盡く極樂の爲にし、盡く菩提の爲にせんと。此の心を發して後は所有諸善、若しは覺するにまれ覺せざるにまれ、自然に無上菩提に趣向す。一び渠溝を穿てば、諸水自ら流れ入りて、轉た江河に至り遂に大海に會するが如し。行者も亦爾なり。一び發心して後は諸の善根の水、自然に四弘願の渠に流れ入りて、轉た極樂に生れ、遂に菩提の薩婆若海に會す。何に況や時時に前願を憶念せんをや。具には下の回向門の如し。　問。凡夫は力無ければ、能く捨てんとして捨て難く、或は復貧乏なれば、何なる方便を以てか、心をして理に順はしめんや。答。『寶積經』（卷九三）に云く。「此の如く布施せんに、若し力有ること無くして之を學ぶこと能はず、財を捨つること能はずんば、是の菩薩應に是の如く思惟すべし、我今當に勤めて精進を加へ、時時漸漸に慳貪・?惜の垢を斷除すべし。我當に勤めて精進を加へ、時時漸漸に財を捨て施與することを學びて、常に我が施心をして增長し廣大ならしめん」と。＜已上＞　又『因果經』の偈（卷四）に云く。「若し貧窮の人有りて、財の布施すべきもの無くば、他の施を修するを見ん時に、而も隨喜の心を生ぜよ。隨喜の福報は、施と等しくして異なること無し」と。『十住毘婆沙』（卷八）の偈に云く。「我今是新學なり、善根未だ成就せず。心未だ自在を得ず、願はくは後に當に相與ふべし」と。＜已上＞　行者、當に是の如く心を用ふべし。　問。此の中に理を縁として菩提心を發すも、*789亦因果を信じて勤めて道を修行すべきや。答。理必ず然るべし。『淨名經』（卷中）に云ふが如し。「諸佛國と衆生との空なることを觀ずと雖も、而も常に淨土を修して諸の群生を敎化すと」。『中論』（卷三）の偈に云く。「空なりと雖も亦斷ならず、有なりと雖も而も常ならず。業と果報との失せざる、是を佛の所説と名く」と。又『大論』（卷二七）に云く。「若し諸法皆空ならば、則ち衆生無し。誰か度すべき者あらん。是の時には悲心便ち弱し。或は時に衆生の愍むべきを以てせば、諸法の空觀に於て弱し。若し方便力を得れば、此の二法に於て、等しくして偏黨無けん。大悲心は諸法の實相を妨げず。諸法の實相を得れども大悲を妨げず。是の如き方便を生ずる是の時、便ち菩薩の法位に入りて阿?跋致地に住すること得」と。＜略抄＞　問。若し偏じて解を生ぜば其の過云何。答。『無上依經』の上卷に、空見を明して云く。「若し人有りて我見を執すること須彌山の如く大ならんも、我驚怖せず、亦毀呰せず。增上慢の人の、空見を執着すること一髭髮もて十六分に作すが如くなるも、我許可せず」と。又『中論』の第二の偈に云く。「大聖の空法を説きたまふは、諸見を離れしめんが爲の故なり。若し復空有りと見ば、諸佛の化せざる所なり」と。『佛藏經』の念僧品（卷上）に有所得の執を破して云く。「有所得の者は、我と人と壽者と命者有りと説きて、無所有の法を憶念し分別して、或は斷・常と説き、或は有作と説き、或は無作と説かん。我が淸淨の法は、是の因縁を以て、漸漸に滅盡せん。我久しく生死に在りて、諸の苦惱を受けて、成ぜし所の菩提をば、是の諸の惡人、爾の時に毀壞せん」と。＜略抄＞　又同じき『經』の淨戒品（卷中淨法品？）に云く。「我見・人見・衆生見の者は、多く邪見に墮つ。斷滅見の者は、多く疾く道を得。何を以ての故に、是捨て易きが故なり。是の故に當に知るべし、是の人は寧ろ自ら利刀を以て舌を割くも衆中にして不淨説法すべからず」と。＜有所得執を名けて不淨と爲す＞　『大論』（卷三七）に二執の過を並べ明して云く。「譬へば人の陜道を行くに、一邊は深水、一邊は大火にして、*790二邊倶に死するが如し。有に著するも無に著するも、二事倶に失す」と。＜已上＞　是の故に行者常に諸法の本來空寂なりと觀じ、亦常に四弘願行を修習せよ。空と地とに依て宮舍を造立せんも、唯地唯空には終に成ずること能はざるが如し。此は是諸法の三諦相即せるに由るなり。故に『中論』（卷四）の偈に云く。「因縁所生の法は我説く即ち是空なりと。亦名て假名と爲す。亦是中道の義なり」と云云。更に『止觀』を?せよ。　問。有に執するの見は罪過既に重し、縁事の菩提心、豈勝利有らんや。答。堅く有を執する時に、過失乃ち生ず。言ふ所の縁事は必ずしも堅執するに非ず。若し爾ずば、應に得道の類有るを見ること無かるべし。見空も亦爾なり。譬へば火を用ふるに手觸るれば害を爲し、觸れずば益有るが如し。空・有も亦爾り。


  



  ［四、正修念佛　作願門　利益］


  二に利益を明さば、若し人説の如く、菩提心を發さば、設ひ餘行を少かかんも、願に隨ひて決定して極樂に往生せん。上品下生の類の如き是なり。是の如き利益無量なり、今略して一端を示さん。『止觀』（卷一下）に云く。「寶梁經に云く。比丘にして比丘の法を修せざれば、大千に唾はく處も無し。況や人の供養を受くることをやと。六十の比丘、悲泣して佛に白さく。我等、乍ち死すとも人の供養を受くること能はずと。佛言はく。汝慙愧の心を起せり。善いかな善いかなと。一の比丘、佛に白して言さく。何等の比丘か能く供養を受けんと。佛言はく。若し比丘の數に在りて、僧の業を修し僧の利を得ん者は、是の人能く供養を受けん。四果向は是僧の數なり、三十七品は是僧の業なり、四果は是僧の利なりと。比丘重ねて佛に白さく。若し大乘の心を發さん者は、復云何と。佛言はく。若し大乘の心を發して、一切智を求むるものは、數に墮せず、業を修せず、利を得ざれども、能く供養を受けんと。比丘驚きて問ひたてまつる。云何が是の人の能く供養を受けんと。佛言はく。是の人衣を受けて用て大地に敷き、揣食を受くること須彌山の如くならんも、亦能く畢に施主の恩を報ぜんと。當に知るべし、小乘の極果は、大乘の初心に及ばざることを」と＜已上、信施を消す＞　*791又（止觀卷一下）云く。「如來密藏經に説かく。若し人ありて父の縁覺と爲りしを害し、三寶の物を盜み、母の羅漢と爲りしを?し、不實の事もて佛を謗り、兩舌して賢聖を間て、惡口して聖人を罵り、求法の者を壞亂し、五逆の初業の瞋と、持戒の人の物を奪ふ貪と、邊見の癡と、是を十惡の者と爲す。若し能く如來の因縁の法は我も人も衆生も壽命も無く、無生・無滅にして染も無く著も無し、本性淸淨なりと説きたまふことを知り、又一切法に於て、本性淸淨なりと知りて、解知し信入せん者は、我是の人は地獄及び諸の惡道に趣向すと説かず。何を以ての故に、法には積聚無く、法には集惱無し。一切の法は生ぜず住せず。因縁和合して、生起すること得れども、生じ已れば還滅す。若し心生じ已りて滅すれば、一切の結使も亦生じ已りて滅せん。是の如く解すれば犯す處も無し。若し犯すこと有り住ること有りといはば、是の處有ること無し。百年の闇室に若し燈を燃す時は、闇我は是室の主なり、此に住ること久しければ肯て去らじと言ふべからず。燈若し生じぬれば闇即ち滅するが如しと。其の義も亦是の如し。此の經に具に前の四の菩提心を指すなり」と。＜已上、彼の經下卷に在り。前の四と言ふは四敎の菩提心を指す＞　『華嚴經』の入法界品（晋譯卷五九）に云く。「譬へば善見藥王の一切の病を滅するが如く、菩提心の藥も一切衆生の諸の煩惱の病を滅す。　譬へば牛・馬・羊の乳を合して一器に在き、師子の乳を以て彼の器の中に投るるに、餘の乳は消盡して直ちに過ぐること礙無きが如く、如來師子の菩提心の乳もて無量劫に積む所の諸の業煩惱の乳の中に著けば、皆悉く消盡して聲聞・縁覺の法の中に住らざるなり」と。『大般若經』（卷五八四）に云く。「若し諸の菩薩、多く五欲と相應せる非理の作意を發起すと雖も、而も一念無上の菩提相應の心を起さば、即ち能く折滅す」と。＜已上三文、滅罪益＞　『入法界品』（晋譯卷五九）に云く。「譬へば人有りて不可壞藥を得れば、一切の怨敵も其の便を得ざるが如く、菩薩摩訶薩も亦復是の如し。菩提心の不可壞の法藥を得れば、一切の煩惱・諸魔・怨敵も壞すること能はざる所なり。　*792譬へば人有りて住水寶珠を得て其の身に瓔珞とすれば、深き水中に入れども沒溺せざるが如し。菩提心の住水寶珠を得つれば、生死海に入れども、沈沒せず。　譬へば、金剛の百千劫に水中に處けども、爛壞せず亦變異無きが如く、菩提の心も亦復是の如し。無量劫に生死の中に處けども、諸の煩惱業も斷滅すること能はず亦損減すること無し」と。又同じき『經』の法幢菩薩の偈（晋譯卷二三）に云く。「若し智慧有る人は一念道心を發せば必ず無上尊と成る、愼みで疑惑を生ずること莫れ」と。＜已上、終に敗壞せず、必ず菩提益に至る＞　又『入法界品』（晋譯卷五九）に云く。「譬へば閻浮檀金は如意寶を除きては、一切の寶に勝れるが如く、菩提の心の閻浮檀金も、亦復是の如し。一切智を除きては、諸の功德に勝れり。　譬へば迦楞毘伽鳥の&M016702;の中に在る時に、大勢力有りて、餘の鳥の及ばざるが如く、菩薩摩訶薩も亦復是の如し。生死の&M016702;に於て菩提心を發せる功德勢力は、聲聞・縁覺の及ぶこと能はざる所なり。　譬へば波利質多樹の花一日衣に熏ずるに、瞻蔔華・婆師華の千歳熏ずと雖も、及ぶこと能はざる所の如く、菩提心の花も亦復是の如し。一日熏ずる所の功德の香、十方の佛所に徹りて、一切の聲聞・縁覺の無漏智を以て諸の功德を熏ずること、百千劫に於てするも、及ぶこと能はざる所なり。　譬へば金剛の破して全からずと雖も、一切の衆寶の猶及ぶこと能はざるが如く、菩提の心も亦復是の如し。少しく懈怠すと雖も、聲聞・縁覺の諸の功德の寶の及ぶこと能はざる所なり」と。＜已上、經中に二百餘の喩へ有り。見るべし＞　『賢首品』の偈（晋譯卷六）に云く。「菩薩は生死に於て、最初發心の時、一向に菩提を求むること、堅固にして動ずべからず。彼の一念の功德は、深廣にして涯際無し。如來分別して説きたまはんに、劫を窮むるも盡すこと能はず」と。＜此れ發心と言ふは凡聖に通ず。具には『弘決』を見よ＞　又同じき『經』の偈（晋譯卷九）に云く。「一切衆生の心は、悉く分別して知るべし。一切刹の微塵も、尚其の數を算ふべく、十方の虚空界も一毛もて猶量るべし。*793菩薩の初發心は究竟して測るべからず」と。又『出生菩提心經』の偈に云く。「若し此の佛刹の諸の衆生をして、信心に住し及び戒を持たしめんに、彼の最上の大福聚の如きは、道心の十六分にも及ばず。　若し諸の佛刹の恒河沙のごとくならんに、皆悉く寺を造りて福を求めんが故にし、復諸の塔を造ること須彌の如くせんも、道心の十六分にも及ばず。＜乃至＞　是の如き人等復勝法をえんも、若し菩提を求めて衆生を利せば、彼等衆生の最勝なる者なり。此に比類無し、況や上有らんや。是の故に此の諸の法を聞くことを得ば、智者常に法を樂ふの心を生じて、當に無邊の大福聚を得、速に無上道を證すること得べし」と。『寶積經』の偈（卷九六）に云く。「菩提心の功德若し色方分有らば、虚空界に周遍して、能く容受する者無けん」と云云。菩提心には是の如きの勝利有り。是の故に迦葉菩薩の禮佛の偈（北本涅槃經卷三八・南本涅槃経卷三四）に云く。「發心と畢竟とは二にして別無し。是の如きの二心において前の心難し。自ら度することを得ざるに先づ他を度せんとす。是の故に我初發心を禮す」と。又彌伽大士は善財童子の已に菩提心を發せるを聞きて、即ち師子の座より下り、大光明を放ちて三千界を照らし、五體を地に投げて童子を禮讃せりと。＜已上、總じて勝利を顯す＞　問。縁事の誓願も亦勝利有りや。答。縁理の如かずと雖も、此亦勝利有り。何を以てか知るとならば、上品下生の業に、但無上道心を發すと云ひて、第一義を解すとは云はず。故に知る、唯是事の菩提心なることを。若し爾らずば、彼の中生の業と應に別無かるべし。＜其の一＞『往生論』に菩提心を明かして、但云はく。「一切衆生の苦を拔くを以ての故に。　一切衆生をして大菩提を得しむるを以ての故に。衆生を攝取して彼の國土に生ぜしむるを以ての故に」と云云。若し縁事の心に往生の力無くば、論主豈縁理の心を示さざらんや。＜其の二＞『大論』の第五の偈（卷四）に云く。「若し初發心の時、當に作佛せんと誓願せば、已に諸の世間に過えたり、應に世の供養を受くべし」と云云。此の『論』にも亦但「願作佛」と云へり。*794事の菩提心も亦畢に信施を消すといふことを明せり。＜其の三＞『止觀』（卷一下）に『祕密藏經』を引き已りて云く。「初の菩提心、已に能く重重の十惡を除く。況や第二・第三・第四の菩提心をや」と云云。言ふ所の初とは是三藏敎の界内の事を縁ずる菩提心なり。何に況や深く一切衆生は悉く佛性有りと信じて、普く自他共に佛道を成ぜんと願ふこと、豈罪を滅すること無からんや。＜其の四＞『唯識論』（成唯識論卷八）に云く。「菩提と有情との實有を執せずば、猛利の悲願を發起するに由無し」と。＜已上＞　大士の悲願すら尚有を執して起る。則ち知る、事の願も亦勝利有りといふことを。＜其の五＞餘は下の回向門の如し。　問。衆生の本有佛性を信解することは、豈縁理に非ずや。答。此は是大乘至極の道理を信解するなり。必ずしも第一義空相應の觀慧には非ず。　問。『十疑』に『雜集論』（卷一二）を引きて云く。「若しは安樂淨土に生ぜんと願じて、即ち往生を得る者有り。若しは人無垢佛の名を聞きて、即ち阿耨菩提を得る者あり。此は是別時の因にして、全く行あること無し」と。＜已上＞　慈恩（西方要決）同じく云く。「願と行と前後するが故に別時と説く、佛を念ずるも即ち生ぜずと謂ふには非ず」と。＜已上＞　明かに知る、願有りて行無きは是別時の意なり。云何が上品下生の人、但菩提の願に由て、即ち往生することを得るや。答。大菩提心は功能甚深なり。無量の罪を滅し、無量の福を生ず。故に淨土を求むれば、求むるに隨ひて即ち得。言ふ所の別時の意とは、但自身の爲に極樂を願ひ求むるなり。是四の弘願の廣大の菩提心には非ず。　問。大菩提心に、若し此の力有らば、一切の菩薩、初發心より決定して應に惡趣に墮する者無かるべし。答。菩薩未だ不退の位に至らざる前は、染淨の二心間雜して起る。前念に衆罪を滅すと雖も、後念に更に衆罪を造る。又菩提心に淺深・強弱有り、惡業には久近・定不定有り。是の故に退位にては昇沈不定なり。菩提心に滅罪の力無きには非ず。且く愚管を述ぶるなり。見ん者取捨せよ。


  



  ［四、正修念佛　作願門　料簡］


  *795三に料簡とは、　問。『入法界品』（晋譯華嚴經卷五九）に云く。「譬へば金剛は金性より生じて、餘寶より生ずるに非ざるが如く、菩提心の寶も亦復是の如し。大悲もて衆生を救護する性より生じて、餘の善より生ずるには非ず」と。『莊嚴論』（卷六）の偈に云く。「恒に地獄に處すと雖も、大菩提を障へず。若し自利の心を起さば、是大菩提の障なり」と。又『丈夫論』（大丈夫論卷上）の偈に云く。「悲心もて一人に施すは、功德の大なること地の如し。己が爲に一切に施すは、報を得ること芥子の如し。一の厄難の人を救ふは、餘の一切の施に勝れり。衆星は光有りと雖も、一の月の明かなるに如かず」と。＜已上＞　明けし、自利の行は是菩提心の所依に非ざれば、報を得ること亦少し、云何が獨り速に極樂に生れんと願ふや。答。豈前に言はずや、極樂を願はん者は要ず四の弘願を發し、願に隨ひて勤修せよと。此れ豈是大悲心の行に非ずや。又極樂を願求するも、是自利の心に非ず。然る所以は、今此の娑婆世界は諸の留難多し。甘露未だ沾はず苦海朝宗す。初心の行者、何の暇ありてか道を修せん。故に今菩薩の願行を圓滿して、自在に一切衆生を利益せんと欲するが爲に、先づ極樂を求むるなり。自利の爲にせず。『十住毘婆沙』（卷一）に云ふが如し。「自ら未だ度することを得ずしては彼を度すること能はず。人の自ら於泥に沒せるが如き、何ぞ能く餘の人を拯濟せん。又水の爲に?さらるるものは溺れたるものを濟ふこと能はざるが如し。是の故に説く、我度し已りて當に彼を度すべし」と。又『法句』の偈に説くが如し。「若し能く自ら身を安じて、善き處に在らば、然して後餘人を安じて、自らと所利を同じくせよ」と。＜已上＞　故に『十疑』に言く。「淨土に生ずることを求むる所以は、一切衆生の苦を救拔せんと欲するが故なり。即ち自ら思忖すらく。我今力無し。若し惡世煩惱の境の中に在らば、境強きを以ての故に、自ら纏縛せられて三塗に淪溺し、動もすれば數劫を經ん。此の如く輪轉すること無始より已來、未だ曾て休息せず、何れの時にか能く衆生の苦を救ふことを得ん。此が爲に淨土に生れ、諸佛に親近し、無生忍を證して、方に能く惡世の中於して衆生の苦を救はんことを求むるなり」と。＜已上＞　餘の經論の文は、*796具に『十疑』の如し。應に知るべし、佛を念じて善を修するを業因と爲し、極樂に往生するを花報と爲し、大菩提を證するを果報と爲し、衆生を利益するを本懷と爲すことを。譬へば世間に木を植うれば花を開き、花に因て菓を結び、菓を得て?受するが如し。　問。念佛の行は、四弘の中に於て是何れの行にか攝するや。答。念佛三昧を修するは、是第三の願行なり。隨ひて伏滅する所有るは、是第二の願行なり。遠近に良縁を結ぶは、是第一の願行なり。功を積み德を累ぬるは第四の願を成ずるなり。自餘の衆善も例して知れ、俟たず。　問。一心に佛を念ぜば、理亦往生すべし、何ぞ要ず經論に菩提の願を勸むるや。答。『大莊嚴論』（智度論卷七意）に云く。「佛國は事大なれば、獨り行の功德もては成就すること能はず、要ず願力を須ひよ。牛の力ありと雖も車を挽くに、要ず御者を須ちて能く至る所有るが如し。佛の國土を淨むるも、願に由て引成す。願力を以ての故に福慧增長す」と。＜已上＞　『十住毘婆沙論』（卷一）に云く。「一切の諸法は願を根本と爲す、願を離れては則ち成ぜず。是の故に願を發す」と。又（十住毘婆沙論卷五易行品）云く。「若し人佛に作らんと願じて、心に阿彌陀を念ずれば、時に應じて爲に身を現さん。是の故に我歸命したてまつる」と。＜已上＞　大菩提心に、既に此の力有り、是の故に行者要ず此の願を發せ。　問。若し發願せざれば、終に往生せざるや。答。諸師不同なり。有（觀經義疏卷末意？）が云く。「九品生の人は、皆菩提心を發す。其の中品の人は、本是小乘なりと雖も、後に大心を發して彼の國に生ずること得。彼の本の習に由て暫く小果を證す。其の下品の人は、大心を退せりと雖も、而も其の勢力猶在りて生ずることを得」と。＜慈恩之に同じ＞　有（玄義分意）が云く。「中下品は、但福分に由て生じ、上品は福分・道分を具して生ず」と云云。　道分とは、是菩提心の行なり。　問。菩提心に諸師の異解あるが如く、淨土を欣ふ心も亦不同なりや。答。大菩提心に、異説有りと雖も、淨土を欣ふ願は、九品に皆應に具すべし。　問。若し淨土の業願に依て報を得ば、人の惡を作りて地獄を願はざるが如き、彼地獄の果報を得べからずや。*797答。罪の報は有量なれども、淨土の報は無量なり。二果既に別なり、二因何ぞ一例ならんや。『大論』の第八（卷七）に云ふが如し。「罪福には定報有りと雖も、但作願する者は、小福を修すれども願力有るが故に大果報を得るなり。一切の衆生は皆樂を得んと願ひて、苦を願ふ者無し。是の故に地獄をば願はざるなり。是を以ての故に、福は無量の報有れども、罪報は有量なり」と。＜略抄＞　問。何等の法を以てか、世世に大菩提の願を增長して、而も忘失せざらん。答。『十住婆沙』の第三（卷四）の偈に云く。「乃至身命・轉輪聖王の位を失はんも、此に於て尚妄語し諂曲を行ずべからず。能く諸の世間の一切衆生の類をして、諸の菩薩衆に於て、而も恭敬の心を生ぜしめよ。若し人有りて能く是の如き善法を行ぜば、世世に無上菩提の願を增長することを得ん」と。＜文中亦二十二種の失菩提心の法有り。見るべし＞


  



  往生要集　卷上末終
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  往生要集　卷中本


  天台首楞嚴院沙門源信撰


  



  ［四、正修念佛　觀察門］


  第四に觀察門とは、初心の觀行は深奧に堪へず。『十住毘婆娑』（卷一二意）に云ふが如し。「新發意の菩薩は先づ佛の色相を念ぜよ」と。又諸經の中に、初心の人の爲には多く相好の功德を説けり。是の故に今當に色相觀を修すべし。此を分ちて三と爲す。一には別相觀、二には總相觀、三には雜略觀なり。意樂に隨ひて應に之を用ふべし。


  



  ［四、正修念佛　觀察門　別相觀］


  初に別相觀とは亦二有り。　　先づ華座を觀ず。『觀經』に云く。「彼の佛を觀んと欲はん者は、當に想念を起すべし。七寶の地の上に於て、蓮華の想を作し、其の蓮華の一一の葉をして百寶の色を作さしめよ。八万四千の脈有り、猶し天の畫の如し。脈に八万四千の光有りて、了了分明に皆見ることを得しめよ。華葉の小さき者は、縱廣二百五十由旬なり。是の如きの華に八万四千の葉有り、一一の葉の間に百億の摩尼珠王有り、以て映飾と爲す。一一の摩尼珠、千の光明を放つ。其の光蓋の如し、七寶合成して、遍く地の上に布ふ。釋迦毘楞伽寶以て其の臺と爲す。此の蓮華臺は八万の金剛・甄叔迦寶・梵摩尼寶・妙眞珠網以て交飾と爲る。其の臺の上に於て、自然にして四柱の寶幢有り。一一の寶幢百千萬億の須彌山の如し。幢の上の寶縵、夜摩天宮の如し、五百億の微妙の寶珠有り、以て映飾を爲す。一一の寶珠に八万四千の光有り。*799一一の光、八万四千の異種の金色を作す。一一の金光、其の寶土に遍ず、處處に變化して各各異相を作す。或は金剛臺と爲り、或は眞珠網と作り、或は雜華雲のごとくに作る。十方面に於て、意に隨ひて變現し佛事を施作す。是を華座の想と爲す。　此の如きの妙華は、是本法藏比丘の願力の所成なり。若し彼の佛を念ぜんと欲はん者は、當に先づ此の華座の想を作すべし。此の想を作す時、雜觀することを得ざれ。皆應に一一に之を觀ずべし。一一の葉、一一の珠、一一の光、一一の臺、一一の幢、皆分明ならしめて、鏡の中に於て自ら面像を見るが如くせよ。　此の觀を作すをば名けて正觀と爲す。若し他觀するをば名けて邪觀と爲す」と。＜已上、此の座相を觀ずる者は五万劫の生死の罪を滅除し、必定して當に極樂世界に生ずべし＞ 　　次には正しく相好を觀ず。謂く阿彌陀佛は華臺の上に坐し、相好炳然にして、其の身を莊嚴したまふ。　一には頂の上に肉髻あり、能く見る者無し。高く顯れて周圓なること猶し天蓋の如し。或は廣く觀ぜんと樂ふ者は、次に應に觀ずべし。彼の頂の上には大光明有りて、千色を具足す。一一の色は八万四千の支を作し、一一の支の中に八万四千の化佛有ます。化佛の頂の上にも亦此の光を放つ。此の光、相次で乃ち上方の無量の世界に至る。上方の界に於ても化菩薩有りて、雲の如くにして下りて諸佛を圍遶す。＜『大集經』（卷六）に云く。「父母・師僧・和上を恭敬して、肉髻の相を得」と云云。若し此の相に於て隨喜を生ずる者は、千億劫の極重惡業を除却して、三途に墮せず＞　　二には頂の上の八万四千の髮毛は、皆上に向ひ靡き右に旋りて生ひたり。永く褫落すること無し。亦雜亂せず。紺靑にして稠密、香潔にして細軟なり。或は廣く觀ぜんと樂ふ者は、應に觀ずべし。一一の毛孔には旋りて五の光を生ず。若し之を申ぶる時は、脩長にして量り難し。＜釋尊の如く髮の長さ尼&M019980;樓陀精舍より父王宮に至りて、城を遶ること七匝なり＞　無量の光普く照らして紺琉璃の色を作せり。色の中に化佛あり、稱げて數ふべからず。此の相を現じ已れば還佛の頂に住まり、右に旋りて宛轉して即ち蠡文を成せり。＜『大集經』（卷六）に云く。「惡事を以て衆生に加へざるが故に、髮毛金精の相を得」と。＞　　三には其の髮の際に於て五千の光有り、間錯して分明なり。*800皆上に向ひて靡き諸の髮を圍遶し、頂を遶ること五匝す。天の畫師の所作の畫法の如し。團圓正等にして細きこと一の糸の如し。其の糸の間に於て諸の化佛を生じ、化菩薩有りて以て眷屬と爲せり。一切の色像も亦中に於て見はる。＜廣觀を樂ふ者は、此の觀を用ふべし＞　　四には耳厚く廣く長くして、輪?成就せり。或は應に廣く觀ずべし。七の毛を旋り生じ、五の光を流出す。其の光には千の色あり、色ごとに千の化佛まします。佛ごとに千の光を放ちて遍く十方無量の世界を照らしたまふ。＜此の隨好の業因勘ふべし。『觀佛三昧經』（卷三意）に云く。「此の好を觀ずる者は八十億劫の生死の罪を滅す。後の世に常に陀羅尼人と爲し、眷屬と爲す」と云云。下去諸の利益皆『觀佛三昧經』に依て注す＞　　五には額廣く平正にして形相殊妙なり。＜此の妙好の業因并びに利益、勘ふべし＞　　六には面輪圓滿して、光澤?怡たり。端正にして皎潔なること猶し秋の月の如し。雙べる眉の皎淨なること、天帝の弓に似たり。其の色無比にして紺流璃の光あり。＜來り求むる者を見て歡喜を生ずる故に、面輪圓滿す。此の相を觀ずる者は、億劫の生死の罪を除却して、後身の生處に面り諸佛を見たてまつる＞　　七には眉間の白毫、右に旋りて宛轉せり。柔軟なること覩羅綿の如く、鮮白なること珂雪に逾えたり。或は次に應に廣く觀ずべし。之を舒ぶれば直くして長大なること白琉璃の筒の如く、放ち已れば右に旋りて頗梨珠の如し。＜丈六の佛の白毫は長丈五、右旋經一寸、周圍三寸なり＞　十方の面に於て無量の光を現ずること、万億の日の如くにして、具に見るべからず。但光の中に於て諸の蓮華を現ず。上は無量塵數の世界を過ぐるまで、華華相次で、團圓正等なり。一一の花の上に一の化佛坐したまひ、相好莊嚴し眷屬圍遶せり。一一の化佛復无量の光を出し、一一の光の中にも亦无量の化佛あり。是の諸の世尊は、行く者も無數、住る者も無數、坐る者も无數、臥す者も无數なり。或は大慈大悲を説き、或は三十七品を説き、或は六波羅密を説き、或は諸の不共法を説く。若し廣く説かば、一切の衆生より十地の菩薩に至るまで、亦之を知ること能はず。＜『大集經』（卷六意）に云く。「他の德を隱さずして其の德を稱揚す、此の相を得」と。『觀佛經』（卷一一意）に云く。「無量劫より晝夜精進して、身心に懈ること無く、頭燃を救ふが如く、六度・卅七品・十力・无畏・大慈・大悲、諸の妙功德を勤修して、此の白毫を得。此の相を觀ずる者は、九十六億那由他恒河沙微塵數劫の生死の罪を除却す」と＞　　*801八には如來の眼睫は、猶し牛王の若し。紺靑にして齊しく整ひ相雜亂せず。或は次に應に廣く觀ずべし。上下に各々生えて五百の毛有り。優曇華の鬚の如く、柔軟にして愛樂すべし。一一の毛の端より一の光を流出す。頗梨の色の如くにして、頭を遶ること一匝し、純ら微妙の諸の靑蓮華を生ず。一一の華臺に梵天王有りて、靑色の蓋を執る。＜『大集經』（卷六）に云く。「心を至して無上菩提を求むるが故に牛王の睫の相を得」と。『大經』（北本卷二八・南本卷二六）に云く。「怨憎を見て善心を生ずるが故に」と＞　　九には佛眼は靑白にして上下倶に?ぐ。白きは白寶に過ぎ、靑きは靑蓮華に勝れり。或は次に應に廣く觀ずべし。眼より光明を出せば、分れて四支と爲り、遍く十方无量の世界を照らしたまふ。靑光の中には靑色の化佛有まし、白光の中には白色の化佛有ます。此の靑・白の化佛、復諸の神通を現じたまふ。＜『大集經』（卷六）に云く。「慈心を修集し衆生を愛視して、紺色目相を得」と云云。少なき時の間に於ても、此の相を觀ずる者は、未來の生處に眼常に明淨にして、眼根は病無し。七劫生死の罪を除却す＞　　十には鼻脩く高直にして其の孔現れず。鑄たる金挺の如く、鸚鵡の觜の如し。表裏淸淨にして諸の塵翳无し。二の光明を出して、遍く十方を照らし、變して種種无量の佛事を作す。＜此の隨好を觀ずる者は、千劫の罪を滅し、未來の生處に上妙の香を聞ぎ、常に戒香を以て身の瓔珞と爲す＞　　十一には脣の色赤くして好きこと頻婆菓の如く、上下相稱へること、量の如くにして嚴麗なり。或は次に應に廣く觀ずべし。團圓の光明、佛の口より出づること、猶し百千の赤眞珠の貫くが如くして、鼻と白毫と髮との間に入出す。是の如く展轉して圓光の中に入る。＜此の脣の隨好の業等勘ふべし＞　　十二には四十の齒齊しく淨く密にして根深く、白きこと珂雪に逾えたり。常に光明有り、其の光紅白にして人の目に映り耀く。＜『大經』（北本卷二八・南本卷二六意）に云く。「兩舌・惡口・恚心を遠離して、四十の齒鮮白齊密の相を得」と云云＞　　十三には四の牙鮮白にして光潔鋒利なること月の初めて出でたるが如し。＜『大集經』（卷六）に云く。「身口意淨きが故に、四牙白の相を得」と云云。此の脣口齒の相を觀ずる者は、二千劫の罪を滅す＞　　十四には世尊の舌相は、*802薄くして淨く、廣くして長く、能く面輪を覆ひ、耳髮の際より乃至梵天に至る。其の色赤銅の如し。或は次に廣く觀ずべし。舌の上に五の畫あり、猶し印文の如し。咲む時に舌を動かせば五色の光を出し、佛を遶ること七匝して還頂より入る。所有神變无量无邊なり。＜『大集經』（卷六）に云く。「口の四過を護りて、廣長舌の相を得」と云云。此の相を觀ずる者は、百億八万四千劫の罪を除き、他世に八十億佛に値ふ＞　　十五には舌の下兩邊に二の寶珠有り、甘露を流注して舌根の上に滴らす。諸天・世人・十地の菩薩には、此の舌根无く、亦此の味无し。＜『大般若』に異説有り、勘ふべし。『大經』（北本卷二八・南本卷二六意）に云く。「飮食を施與するが故に、上味の相を得」と＞　　十六には如來の咽喉は琉璃の筒の如く、状蓮華を累ねたるが如し。出したまふ所の音聲は詞韻和雅にして等しく聞えざること无し。其の聲洪きに震ふこと、猶し天の鼓の如く、發す所の言?均なること、伽陵頻の音の如し。任運に能く大千世界に遍ず。若し作意する時は无量无邊なり。然るに衆生を利せんが爲に、類に隨ひて增減せず。＜『大經』（北本卷二八・南本卷二六意）に云く。「彼の短を訟はず、正法を謗らずして、梵音聲の相を得」と。『大集經』（卷六）に云く。「諸の衆生に於て、常に柔軟語の故に」と云云＞　　十七には頸より圓光を出す。咽喉の上に點相の分明なる有りて、一一の點の中より一一の光を出す。其の一一の光前の圓光を遶りて七匝を滿足して、衆の畫分明なり。一一の畫の間に、妙蓮華有りて、華の上に七佛有り。一一の化佛に各々七菩薩有りて、以て侍者と爲る。一一の菩薩如意珠を執る、其の珠に金の光あり。靑・黄・赤・白及び摩尼の色皆悉く具足して諸の光を圍遶せり。上下左右各各一尋にして佛の頸を圍遶し、了了なること畫の如し。＜『无上依經』（卷下）に云く。「衣服・飮食・車乘・臥具、諸の莊嚴物を歡喜し施與して、身金色圓光一丈の相を得」と＞　　十八には頸より二の光を出す。其の光万色にして、遍く十方一切の世界を照らす。此の光に遇ふ者は、辟支佛と成る。此の光は諸の辟支佛の頸を照らす。此の相現ずる時、行者遍く十方一切の諸の辟支佛の鉢を虚空に擲げて十八變を作し、一一の足の下に皆文字有りて、其の字十二因縁を宣説するを見る。　十九には?盆骨滿の相あり。光十方を照らして虎魄の色を作せり。*803此の光に遇ふ者は聲聞の意を發す。是の諸の聲聞、此の光明を見るに、分れて十支と爲り、一支ごとに千の色、十千の光明あり。光ごとに化佛有ます。一一の化佛に四の比丘有りて、以て侍者と爲る。一一の比丘は皆苦・空・无常・无我を説く。＜已上三種、廣觀を樂ふ者、應に之を用ふべし＞　　二十には世尊の肩項は圓滿にして殊妙なり。＜『法華文句』（卷八下意）に云く。「恒に施を增長せしむるが故に此の相を得」と＞　　二十一には如來の腋の下は、悉く皆充實せり、紅紫の光を放ち、諸の佛事を作して、衆生を利益す。＜『無上依經』（卷下意）に云く。「衆生の中に於て利益事を爲し、四正勤を修して、心に畏るる所无くして、兩肩平整にして腋下滿の相を得」と。＞　　二十二には佛の雙の臂肘は明直&M029827;圓にして象王の鼻の如く、平に立つときは膝を摩す。或は次に應に廣く觀ずべし。手掌に千輻の理ありて、各々百千の光を放ち、遍く十方を照らし、化して金水と成る。金水の中には一の妙水有りて、水精の色の如し。餓鬼見れば熱を除き、畜生は宿命を識る。狂象見れば師子王と爲り、師子は金翅鳥と見、諸龍は亦金翅鳥王と見る。是の諸の畜生は各々所尊と見、心に恐怖を生じて合掌し恭敬す。恭敬するを以ての故に、命終して天に生ず。＜『大集經』（卷六）に云く。「怖畏あるを救護す、臂の肘&M029827;なること得。他の事業を見て佐助するが故に、手摩膝の相を得」と＞　　二十三には諸の指圓滿し、充密纖長にして甚だ愛樂すべし。一一の端に、各々万字を生なす。其の爪光潔にして花赤銅の如し。＜『瑜伽』（卷四九意）に云く。「諸の尊長に於て、恭敬禮拜し合掌起立するが故に、指纖長の相を得」と＞　　二十四には一一の指の間は、猶し雁王の如く、咸く?網有り。金色交絡して文綺畫に同じ。閻浮金に勝れること百千万億なり。其の色明達にして眼界に過ぎたり。張れる時には則ち見え、指を斂むるときは見えず。＜『大集經』（北本卷二八・南本卷二六意）に云く。「四攝の法を修して、衆生を攝取せるが故に、此の相を得」と＞　　二十五には其の手柔軟なること覩羅綿の如く、一切に勝過して内外に倶に握る。＜『大集經』（北本卷二八・南本卷二六）に云く。「父母・師長の若し病苦するに、自ら手を洗い拭ひ、捉持安摩せるが故に、手軟の相を得」と＞　　二十六には世尊の頷・臆、并びに身の上半の威容廣大なること師子王の如し。＜『瑜伽』（卷四九意）に云く。「諸の有情の如法の所作に於て能く上首たれども、助伴と作りて我慢を離れ、諸の??无きが故に、此の相を得」と＞　　二十七には胸に万字有り。*804實相の印と名け、大光明を放つ。或は次に應に廣く觀ずべし。光の中に无量百千衆の花有りて、一一の花の上に无量の化佛有ます。是の諸の化佛に、各々千の光有りて衆生を利益し、乃至遍く十方の佛の頂に入る。時に諸佛の胸より百千の光を出し、一一の光六波羅密を説く。一一の化佛は、一化人の端正微妙にして状彌勒の如きを遣はして、行者を安慰せしむ。＜此の相の光を見る者は十二億劫の生死の罪を除く＞　　二十八には如來の心の相は、紅蓮華の如し。妙なる紫金の光、以て間錯を爲して、瑠璃の筒の如くに懸りて佛の胸に在り。合せず開せず團圓なること心の如し。万億の化佛、佛の心の間に遊びたまふ。又无量塵數の化佛、佛の心の中に在まして、金剛臺に坐し无量の光を放ちたまふ。一一の光の中に、亦无量塵數の化佛有まして、廣長の舌を出し、萬億の光を放ち諸の佛事を作したまふ。＜佛心を念ずる者は十二億劫の生死の罪を除く。生生に无量の菩薩に値ふことを得と云云。廣觀を樂ふ者は應に此の觀を作すべし＞　　二十九には世尊の身皮は、皆眞金色なり。光潔晃耀にして妙金臺の如し。衆寶もて莊嚴し、衆の見んと樂ふ所なり。＜『大經』（北本卷二八・南本卷二六意）に云く。「衣服臥具を施し、此の相を得」と＞　　三十には身の光任運に三千界を照らす。若し作意する時は无量无邊なり。然るに諸の有情を憐愍せんが爲の故に光を攝めて常に照らしたまふこと面ごとに各々一尋なり。＜『大經』（北本卷二八・南本卷二六意）に云く。「香華燈明等を以て人に施し、此の相を得」と云云。大光を觀ずる者は、但心見を發するに、衆罪を除却す＞　　三十一には世尊の身の相は、修廣にして端嚴なり。＜『大論』（卷二九）に云く。「尊長を恭敬し迎送し侍遶するに、身直廣の相を得」と＞　　三十二には世尊の躰の相は縱廣量等しくして周匝圓滿せること、尼&M019980;陀樹の如し。＜『大集經』（卷六）に云く。「常に衆生を勸めて三昧を修むるに、此の相を得」と。『報恩經』（卷七）に云く。「若し衆生有りて、四大不調を能く療治することを爲すが故に、身方圓の相を得」と＞　　三十三には世尊の容儀は洪滿にして端直なり。＜『瑜伽』（卷四九）に云く。「疾病の者に於て、卑屈瞻侍し、良藥を給施するが故に、身不僂曲の相を得」と＞　　三十四には如來の陰藏は平かなること滿月の如し。金色の光有りて、猶し日輪の如し。金剛の器の如く、中外倶に淨し。＜『大經』（北本卷二八・南本卷二六）に云く。「裸なるを見て衣服を施すが故に、陰藏の相を得」と。『大集經』（卷六）に云く。「他の過を覆藏するが故に」と。『大論』（卷二九意）に云く。「亦慙愧を修し及び邪婬を斷ずるが故に」と。道禪師（觀念法門）の云く。「佛言く。若し多く欲色に貪する者、即ち如來陰藏の相を想へば、欲心即ち止み、罪障除滅して无量の功德を得」と＞　　*805三十五には世尊の兩足、二手の掌中、項及び雙肩の七處は充ち滿ちたり。＜『大經』（北本卷二八・南本卷二六）に云く。「施を行ずる時は珍しき所の物を能く捨てて?かず、福田及び非福田を視ざるに、七所滿の相を得」と＞　　三十六には世尊の雙の?は、漸次に纖圓なること、翳泥耶仙鹿王の?の如し。膊の鉤?の骨、盤結せる間より諸の金光を出す。＜『瑜伽』（卷四九）に云く。「自ら正法に於て實の如く攝受し、廣く他の爲に説き、及び正しく他の爲に善く給使を作すに、翳泥耶膊の相を得」と＞　　三十七には世尊の足跟は、廣長にして圓滿し、趺と相稱ひて諸の有情に勝れたり。　三十八には足の趺は修高なること、猶し龜の背の如し。柔軟妙好にして、跟と相稱へり。＜『瑜伽』（卷四九意）に云く。「足下平滿・千輻輪・纖長指の三相を感ずる業、總じて能く跟跌の二相に感得す。是前の三相の依止する所なるが故に」と＞　　三十九には如來の身には、前後左右、及以び頂の上に、各々八万四千の毛有りて生え、柔潤紺靑にして右に旋りて宛轉せり。或は次に應に廣く觀ずべし。一一の毛端に百千万の塵數の蓮華有り、一一の蓮華に无量の化佛を生じ、一一の化佛は諸の偈頌を現じて、聲聲相次げること猶し雨の渧の如し。＜『无上依經』（卷下）に云く。「諸の勝善の法を修すること、中下品无く、恒に增上せしめるに、身毛上靡右旋宛轉の相を得」と。『優婆塞戒經』（卷一）に云く。「智者に親近し、聞くを樂ひ論を樂ひ、聞き已りて修を樂ひ道路を治し棘刺を除失するを樂ふるが故に」と＞　　四十には世尊の足の下には千輻輪の文あり。網轂衆相、圓滿せずといふこと无し。＜『瑜伽』（卷四九）に云く。「其の父母に種種に供養し、諸の有情の諸の苦惱の事に於て種種に救護して、往來等の動轉の業に由るが故に、此の相を得」と云云。千輻輪の相を見るは、千劫の極重惡業を除却す＞　　四十一には世尊の足の下には平滿の相有り。妙善安住せること猶し奩底の如し。地は高下なりと雖も足の蹈む所に隨ひて、皆悉く怛然にして等しく觸れずといふこと无し。＜『大經』（北本卷二八・南本卷二六）に云く。「持戒して動ぜず、施心して移らず、實語に安住するが故に、此の相を得」と云云。其の足柔軟、諸の指纖長、輓網具足し、内外握等の相、及び業因、前の手相に同じ＞　　四十二には廣きを樂ふ者は應に觀ずべし。足の下及び跟に、各々一花を生じ、諸の光を圍遶して十匝を滿足せり。花花相次ぎ、一一の花の上には五の化佛有ます、一一の化佛は五十五の菩薩を以て侍者と爲せり。一一の菩薩の頂には摩尼珠の光を生ず。*806此の相現ずる時、佛の諸の毛孔より八万四千の微細の少光明を生じ、身の光を嚴餝して、極めて愛すべからしむ。此の光一尋なれども、其の相は衆多なり。乃至他方の諸の大菩薩、此を觀ずる時は、此の光隨ひて大なり。＜已上＞　　　是の諸の相好の行相・利益・廢立等の事は、諸文不同なり。然るに今三十二の略相は多く『大般若』に依り、廣相と隨好と及び諸の利益とは『觀佛經』に依る。又相好の業に其の總別有り。惣因と言ふは、『瑜伽』の四十九に云く。「始め淸淨勝意樂地より、一切の所有菩提の資糧は、差別有ること無く、能く一切の相及び好を感ず」と。＜云云＞　　別因と言ふは、彼の『論』に三種有り。一には六十二の因なり。具には『論』の文の如し。二には淨戒なり。若し諸の菩薩淨戒を毀犯すれば、尚下賎の人身をすら得ること能はず。何に況や能く大丈夫の相を感ぜんや。三には四種の善修なり。一には善く事業を修し、二には善巧方便し、三には有情を饒益し、四には无倒廻向なりと。＜已上＞　別因の中にも、亦多くの差別有れども、今は且く因果相順の者を取れり。前後の次第は諸文亦不同なれども、今は宜しきに隨ひて取りて次第を爲せり。相と好とを間雜して以て觀法を爲すことは、亦是『觀佛經』の例なり。順觀の次第は、大途是の如し。逆觀は之に反し、足より頂に至る。『觀佛三昧經』（卷一）に云く。「眼を閇ぢて見ること得んには、心想の力を以てせよ。了了にして分明なること佛の在世の如くせよ。是の相を觀ずと雖も衆多なることを得ざれ。一事より起して復一事を想へ。一事を想ひ已れば復一事を想へ。逆順反覆すること十六反を經よ。是の如くして心想を極めて明利ならしめ、然して後心を住めて念を一處に繋けよ。是の如くして漸漸に舌を擧げて?に向へ、舌をして政しく住らしむること、二七日を經よ。然して後身心安穩なることを得べし」と。導和尚（觀念法門意）云く。「十六遍の後心を住めて白毫の相を觀ぜよ。雜亂することを得ざれ」と。


  



  *807［四、正修念佛　觀察門　總相觀］


  二に總相觀とは、先づ衆寶もて莊嚴せる廣大の蓮華を觀じ、次に阿彌陀佛の華臺の上に坐したまへるを觀ぜよ。身の色は百千万億の閻浮檀金の如く、身の高さは六十万億那由他恒河沙由旬なり。眉間の白毫は右に旋りて婉轉せること五須彌山の如く、眼は四大海水の如くにして、淸白分明なり。身の諸の毛孔より光明を演出すること須彌山の如く、圓光は百億の大千界の如し。光の中に无量恒河沙の化佛有まして、一一の化佛は无數の菩薩を以て侍者と爲す。是の如く八万四千の相有り、一一の相に各々八万四千の隨好有り。一一の好に復八万四千の光明有り。一一の光明遍く十方世界を照らし、念佛の衆生をば攝取して捨てたまはず。當に知るべし、一一の相の中に、各々七百五倶&M029339;六百万の光明を具し、熾然赫奕として、神德巍巍たること金山王の大海の中に在るが如し。无量の化佛・菩薩、光の中に充滿して各々神通を現じ、彌陀佛を圍遶せり。彼の佛は是の如く无量の功德相好を具足して、菩薩衆會の中に在まして、正法を演説したまふ。行者是の時に都て餘の色相无く、須彌・鐵圍、大小の諸山悉く現ぜず、大海・江河・土地・樹林も悉く現ぜず。目に溢つる者は、但是彌陀佛の相好、世界に周遍する者は、亦是閻浮檀金の光明のみなり。譬へば劫水の世界に彌滿せるに、其の中の万物沈沒して現ぜず、滉瀁浩汗として只大水のみを見るが如く、彼の佛の光明も亦復是の如し。高く一切世界の上に出でて、相好光明照曜せずといふこと靡し。行者心眼を以て己身を見れば、彼の光明所照の中に在り。＜已上『觀經』『雙卷經』『般舟經』『大論』等の意に依る。此の觀成じて後に樂に隨ひて次の觀を作すのみ＞　　或は應に觀ずべし。彼の佛は是三身一體の身なり。彼の一身に於て見る所不同なり。或は丈六、或は八尺、或は廣大の身なり。所現の身は皆金色にして利益する所は各々無量なり。*808一切の諸佛と其の事同一なり。＜應化身＞　又一一の相好は凡聖其の邊を得ず、梵天も其の頂を見ず、目連も其の聲を窮めず、無形第一の體なり。莊嚴に非ずして莊嚴す。十力・四无畏・三念住・大悲・八万四千の三昧門・八万四千の波羅密門・恒沙塵數の法門、究竟圓滿したまへり。一切の諸佛と其の意同一なり。＜報身＞　微妙の淨法身に、諸の相好を具足したまへり。一一の相好は即ち是實相なり。實相は法界なれば、具足して減ずること无し。生ぜず滅せず、去來も无し。一ならず異ならず、斷・常にも非ず。有爲・無爲の諸の功德は、此の法身に依て常に淸淨なり。一切の諸佛と其の躰同一なり。＜法身＞　是の故に三世十方の諸佛の三身、普門塵數の無量の法門、佛衆の法海、圓融の万德、凡そ无盡の法界は備りて彌陀の一身に在り。縱ならず橫ならず、亦一に非ず異にも非ず。實に非ず虚に非ず、亦有無にも非ず。本性淸淨にして心言の路絶えたり。譬へば如意珠の中には、寶有るにも非ず寶无きにも非ざるが如し。佛身の万德も亦復是の如し。又陰入界に即して名けて如來と爲すにも非ず。彼の諸の衆生は皆悉く之有るが故に、陰入界を離れて名けて如來と爲すにも非ず。之に離るれば則ち是无因縁の法なるが故に。即にも非ず亦離にも非ず、寂靜にして但名のみ有り。是の故に當に知るべし、所觀の衆相は、即ち是三身即一の相好光明なり、諸佛同躰の相好光明なり、万德圓融の相好光明なることを。色は即ち是空なるが故に、之を眞如實相と謂ひ、空は即ち是色なるが故に、之を相好光明と謂ふ。一色一香、中道にあらずといふこと无し。受・想・行・識も、亦復是の如し。我が所有の三惡道と、彌陀佛の萬德とは、本來空寂にして、一體无碍なり。願はくは我佛を得て、聖法王に齊しからん。＜已上『觀經』『心地觀經』『金光明經』『念佛三昧經』『般若經』『止觀』等の意に依る＞


  



  *809［四、正修念佛　觀察門　雜略觀］


  三に雜略觀とは、彼の佛の眉間には一の白毫有り。右に旋りて宛轉せること、五須彌の如し。中に於て復八万四千の好有り、一一の好に八万四千の光有り。其の光微妙にして衆寶の色を具せり。總じて之を言へば、七百五倶&M029339;六百万の光明なり。十方面ごとに赫奕たること億千の日月の如し。其の光の中に一切の佛身を現ず。无數の菩薩、衆會して圍遶せり。復微妙の音を出して、諸の法海を宣暢す。又彼の一一の光明は、遍く十方世界を照らし、念佛の衆生をば攝取して捨てたまはず。我亦彼の攝取の中に在れども、煩惱眼を障へて見たてまつるに能はずと雖も、大悲倦きこと无くして、常に我身を照らしたまふ。或は應に自心を起して極樂國に生じ、蓮華の中に、結跏趺坐し、蓮華合するの想を作せ。尋で蓮華開く時尊顏を瞻仰し、白毫の相を觀たてまつる。時に五百色の光有り、來りて我が身を照らすに、即ち无量の化佛・菩薩の虚空の中に滿てるを見る。水鳥・樹林及與び諸佛の出す所の音聲は皆妙法を演ぶ。是の如く思想して心をして欣悅せしよ。願はくは諸の衆生と共に安樂國に往生せん。＜已上『觀經』『花嚴經』等の意に依る。具には別卷に在り＞　若し極略を樂ふ者は、應に念ずべし、彼の佛の眉間の白毫の相は、旋轉せること猶し頗梨珠の如し。光明は遍く照らして我等を攝めたまふ。願はくは衆生と共に彼の國に生ぜんと。若し相好を觀念するに堪へざるもの有らば、或は歸命の想に依り、或は引攝の想に依り、或は往生の想に依て、應に一心に稱念すべし。＜已上意樂不同なり。故に種種の觀を明かす＞　行住坐臥、語默作作に、常に此の念を以て胸の中に在くこと、飢えて食を念ふが如く、渇して水を追ふが如くせよ。或は頭を低れ手を擧げ、或は聲を擧げ名を稱へ、外儀は異なりと雖も、心念は常に存せよ。念念に相續して、寤寐に忘るること莫れ。　問。彼の佛の眞身は、是凡夫の心力の及ぶ所に非ず、但應に像を觀ずべし、何ぞ大身を觀ぜんや。答。『觀經』に云く。「无量壽佛は身量无邊にして、是凡夫の心力の及ぶ所に非ず。然るに彼の如來の宿願力の故に、憶想すること有る者は、必ず成就することを得しむ。但佛像を想ふすら無量の福を得、*810況や復佛の具足せる身相を觀ぜんをや」と。＜已上＞　明らかに知んぬ、初心も亦樂欲に隨ひて眞身を觀ずるを得といふことことを。　問。言ふ所の彌陀の一身は、即ち一切佛の身なりとは、何の證據か有る。答。天台大師（十疑論）云く。「阿彌陀佛を念ずれば、即ち是一切の佛を念ずるなり。故に華嚴經に云く。一切諸佛の身は、即ち是一佛の身なり。一心・一智慧なり、力・无畏も亦然なり」と。＜已上＞　又『觀佛三昧經』（卷一〇）に云く。「若し一佛を思惟すれば即ち一切佛を見たてまつる」と。＜云云＞　　問。諸佛の躰性の无二なるが如く、念ずる者の功德も亦別无しと爲んや。答。等しくして差別无し。故に『文殊般若經』の下卷に云く。「一佛を念ずる功德は无量无邊なり、亦无量の諸佛の功德と无二なり。不思議の佛法は、等しくして分別无く、皆一如に乘じて最正覺を成じ、悉く无量の功德と辨才とを具す。是の如く一行三昧に入る者は、盡く恒沙の諸佛の法界の无差別の相を知らん」と。＜已上＞　　問。諸相の功德は、肉髻と梵音と、是を最勝と爲す。今多く白毫を勸むるは何の證據有りや。答。其の證甚だ多し。略して一兩を出さん。『觀經』に云く。「無量壽佛を觀ぜん者は、一の相好より入れ。但眉間の白毫を觀じて、極めて明了ならしめよ。眉間の白毫を見たてまつれば、八万四千の相好、自然に當に見るべし」と。又『觀佛經』（卷二）に云く。「如來に无量の相好有りて、一一の相の中に、八万四千の諸の小相好あり。是の如きの相好は、白毫の少分の功德にも及ばず。是の故に今日、來世の諸の惡衆生の爲に、白毫相の大惠の光明の惡を消す觀法を説く。若し邪見極重の惡人有りて、此の觀法は相貌を具足すと聞きて、瞋恨の心を生ずといはば、是の處有ること無けん。縱使ひ瞋を生ずとも白毫相の光は亦復覆護せん。暫くも是の語を聞かば、三劫の罪を除き、後身の生處は、諸佛の前に生ぜん。是の如き種種百千億種の諸の光明を觀る微妙の境界は、悉く説くべからず。白毫を念ずる時、自然に當に生ずべし」と。*811又（觀佛經卷九）云く。「麁心もて像を觀ずるすら尚是の如き无量の功德を得。況や復念を繋けて佛の眉間の白毫相の光を觀ぜんをや」と。又（觀佛經卷九）云く。「釋迦文佛、行者の前に現じて、告げて言はく。汝觀佛三昧力を修す。故に我涅槃相の力を以て、汝に色身を示して、汝をして諦かに觀ぜしむ。汝今坐禪するも、多く觀ずることを得ず。汝より後の世の人、多く諸の惡を作せば、但眉間の白毫相の光を觀ぜよ。此の觀を作す時、見ん所の境界は上の所説の如し」と。＜已上略抄＞　上の所説とは、佛の種種の境界を見るなり。諸の餘の利益は、下の別時の行及び利益門に至りて應に知るべし。　問。白毫の一相を觀ずるをも、亦三昧と名くるや。答。爾なり。故に『觀佛經』の第九に云く。「若し能く心を繋けなば一の毛孔を觀ずるをも、是の人を名けて念佛定を行ずと爲す。佛を念ずるを以ての故に、十方の諸佛常に其の前に立ちて、爲に正法を説きたまふ。此の人は即ち能く三世の諸の如來の種を生ずと爲す。何に況や具足して佛の色身を念ぜんをや」と。　問。何が故ぞ淨土の莊嚴を觀ぜざるや。答。今は廣き行に堪へざる者の爲に、唯略觀のみを勸むるなり。若し觀ぜんと欲ふ者は、應に『觀經』を讀むべし。何に況や前に十種の事を明せり。即ち是淨土の莊嚴なり。　問。何が故ぞ觀音・勢至を觀ぜざるや。答。略の故に述べず、佛を念じて已りて後は、應に二菩薩を觀ずべし。或は名號を稱へよ。多少は意に隨へ。


  



  ［四、正修念佛　回向門］


  第五に廻向門を明かさば、五義具足するもの、是眞の廻向なり。一には三世の一切の善根を聚集す。＜『華嚴經』意＞　二には薩婆若心と相應す。三には此の善根を以て一切の衆生と共にす。四には無上菩提に廻向す。五には能施・所施・施物皆不可得なりと觀じて、能く諸法の實相と和合せしむるなり。＜『大論』意＞　此等の義に依て、心に念ひ口に言ひ、修する所の功德と、及以び三際の一切善根とを、＜其一＞　自他法界の一切衆生に廻向して、平等に利益し、＜其二＞　滅罪生善して共に極樂に生じて、普賢の行願を速疾に圓滿し、*812自他同じく無上の菩提を證して、未來際を盡くすまで衆生を利益し、＜其三＞　法界に廻施して、＜其四＞　大菩提に廻向するなり。＜其五＞　問。未來の善根は未だ有らず、何を以てか廻向せん。答。『華嚴經』（唐譯卷二四意）に、第三廻向の菩提の行相を説きて云く。「三世の善根を以て、而も所着無く、相無く相を離れて悉く以て廻向す」と。『刊定記』に二の釋有り。一には未來の善根は、未だ有らずと雖も、今若し發願すれば願薰じて種を成じ、攝持する力の故に、未來の所修任運に衆生と菩提とに注ぎ向け、更に廻向を待たずと。二には此の敎の中に依れば、菩薩の乃至一念の善を修するも、法性を攝するが故に九世に遍ず、故に彼の善根を用て廻向すとなり。　問。第二を何ぞ薩婆若相應の心と名くるや。答。『論』（智度論卷四九）に云く。「阿耨菩提の意は、即ち是薩婆若に應ずる心なり。應とは心を繋けて我當に作佛すべしと願ずるなり」と。　問。第三と第四とは、何が故ぞ要ず一切衆生と共にし、及以び无上菩提に廻向するや。答。『六波羅密經』（卷四）に云く。「云何ぞ少施の功德多なるや。方便力を以て、少分の布施もて廻向し發願すらく、一切衆生と與に同じく无上正等菩提を證せんと。是を以て功德の无量无邊なること、猶し小雲の漸く法界に遍ずるが如し」＜乃至、一華一菓を以て施するも亦爾なり。『大論』の意亦之に同じ＞　『寶積經』四十六に云く。「菩薩摩訶薩は、所有已生の諸の妙善根を、一切无上菩提に廻向し、此の善根をして畢竟じて无盡ならしむ。譬へば小水を大海に投るるに、乃至劫燒の中にも盡くること有ること无きが如し」と。又『大莊嚴論』の偈（諸經要集卷一所引大菩薩藏經？）に云く。「施を行ぜんには妙色財を求めず、亦天人の趣を感ぜんことを願ぜざれ。專ら无上の勝菩提を求むれば、施は微きも便ち无量の福を感ぜん」と。＜已上＞　故に諸の善根を以て、盡く佛道に廻向するなり。又『大論』（卷四九）に云く。「譬へば慳貪の人、因縁无くんば乃至一錢をも施さず、貪慳積聚して、但增長せんことを望むが如し。菩薩も亦是の如し。福德の若しは多き若しは少き、*813餘の事に向けず、但愛惜積集して、薩婆若に向はしむ」と。＜已上＞　問。若し爾らば唯應に菩提に廻向すべし。何が故ぞ更に極樂に往生すと云ふや。答。菩提は是果報にして、極樂は是花報なり。果を求めん人、盍ぞ花を期せざらんや。是の故に九品の業には皆廻向して極樂國に生ぜんと願求すと云へり。　問。發願と廻向と何の差別か有るや。答。誓ひて求むる所を期す、之を名けて願と爲し、所作の業を廻して、彼に趣向する、之を廻向と謂ふ。　問。薩婆若と无上菩提と、二は差別无し。何ぞ分ちて二と爲すや。答。『論』に廻向を明かすに、之を分ちて二と爲せり。故に今も之に順ず。更に『論』の文を?せよ。　問。次に何が故ぞ所有の事を觀じて、悉く空ならしむるや。答。『論』（智度論卷四六）に云く。「着心取相の菩薩の修せる福德は、草より生ぜる火の滅することを得べきこと易きが如し。若し實相を躰得せる菩薩の、大悲心を以て行ぜる衆の行は、破することを得べきこと難し、水中の火の能く滅する者无きが如し」と。＜云云＞　問。若し爾らば應に唱へて空にして所得无しと言ふべし。何が故ぞ今法界に廻施すち云ふや。答。理、實に然るべし。然れども今は國土の風俗に順ずるが故に法界と云ふ。理亦違ふこと无し。然る所以は、法界は即ち是圓融无作の第一義空なり。所修の善を以て廻趣して彼の第一義空と相應せしむるを、法界に廻施すと名くるなり。　問。最後に何の意ありてか、唱へて大菩提に廻向すと言ふや。答。此は是薩婆若と相應せしむるなり。此れ亦土風に順じて之を末後に置く。薩婆若と言ふは即ち是菩提なり。前の『論』文の如し。　問。有相の廻向には利益无きや。答。上に數々論ぜるが如し。勝劣有りと雖も、猶巨益有り。『大論』の第七に云ふが如し。「小因の大果、小縁の大報有り。佛道を求めて一偈を讃じ、一び南无佛と稱し、一捻の香を燒かんも、必ず作佛することを得るが如し。何に況や諸法は實相にして、不生不滅なり、不生にあらず不滅にあらずと聞知して、而も因縁の業を行ずれば亦失はざるなり」と。＜已上＞　此の文深妙なり、髻中の明珠なり。則ち知る、我等成佛せんこと疑无きことを。*814龍樹尊に歸命したてまつる、我が心願を證明したまへ。


  



  ［五、助念方法］


  大文第五に助念方法とは、一目の羅、鳥を得ること能はず、万術もて觀念を助けて往生の大事に成ず。今七事を以て略して方法を示さん。一には方處供具、二には修行相貌、三には對治懈怠、四には止惡修善、五には懺悔衆罪、六には對治魔事、七には總結行要なり。


  



  ［五、助念方法　方處供具］


  第一に方處・供具とは、内外倶に淨くして、一の閑處を卜し、力に隨ひて華香・供具を辨ぜよ。若し華香等の事に闕少くること有らば、但專ら佛の功德威神を念ぜよ。若し親しく佛像に對せんには、須く燈明を辨ずべし。若し遙に西方を觀ぜんには、或は闇室を須ひよ。＜感禪師は闇室を許す＞　若し華香を供せん時には、須く『觀佛三昧經』の供養の文の意に依るべし。其の得る所の福は、无量无邊にして、煩惱自ら減少し、六度自ら圓滿せん。＜其の文、通途の所用に異ならず。故に更に抄せず＞　若し念珠を用ひん時には、淨土を求めんと欲はば、木?子を用ひ、功德多からんことを欲はば、菩提子乃至或は水精・蓮子等を用ひよ。＜『念珠功德經』に見えたり＞


  



  ［五、助念方法　修行相貌］


  第二に修行の相皃とは、『攝論』等に依て四修の相を用ふ。一には長時修。『要決』に云く。「初發心より乃至菩提まで、恒に淨因を作して、終に退轉无し」と。善導禪師（禮讃）云く。「畢命して期と爲して、誓ひて中止せざれ」と。二には慇重修なり。謂く極樂の佛・法・僧寶に於て、心常に憶念して、專ら尊重を生ず。『要決』に云く。「行住坐臥に、西方に背かず、涕唾便利は、西方に向けざれ」と。導禪師（禮讃）云く。「面を西方に向くる者は最も勝れたり。樹の先より傾けるが倒るるに必ず曲れるに隨ふが如し。必ず事の礙有りて西方に向くに及ばざれば、但西に向く想を作すも亦得たり」と。三には无間修なり。『要決』に云く。「謂く常に佛を念じ往生の心を作して、*815一切の時に於て、心に恒に想ひ巧め。譬へば人有りて他に抄掠せられ、身下賎と爲りて、備に艱辛を受けんに、忽ち父母を思ひ、走りて本國に歸らんと欲すれども、行裝未だ辨ぜず、由他鄕に在りて日夜に思惟す。苦み忍ぶに堪へざれども、時として暫も捨てて耶孃を念はざること无し。計を爲すこと既に成り、便ち歸りて達すること得、父母に親近して、縱任に歡娯せんが如し。行者も亦爾なり。往煩惱に因て善心を壞亂し、福智の珍財、并に皆散失せり。久しく生死に沈みて制せられて自由ならず。恒に魔王の與に而も僕使と作りて六道に驅馳せられ、身心を苦切す。今善縁に遇ひて、忽ち彌陀の慈父の弘願に違せずして羣生を濟拔したまふことを聞き、日夜に驚忙し發心して往かんことを願ふ。所以に精勤倦からず、當に佛恩を念じ報の盡くるを期と爲して、心に恒に計念すべし」と。導師（禮讃意）の云く。「心心相續して餘の業を以て間へず、又貪瞋等を以て間へず、隨て犯せば隨て懺して、念を隔て時を隔て日を隔てしめず、常に淸淨ならしめよ」と。私に云く。晝夜六時、或は三時・二時に、要ず方法を具して、精勤修習せよ。其の餘の時處は、威儀を求めず、方法を論ぜず。心口に廢すること无くして、常に應に佛を念ずべし。四には无餘修なり。『要決』に云く。「專ら極樂を求めて、彌陀を禮念し、但て諸餘の業行は、雜起せしめざれ。所作の業は、日別に須く念佛讀經を修して餘課を留めざるべきのみ」と。導師（禮讃）云く。「專ら彼の佛の名を稱して、彼の佛及び一切の聖衆等を專念し專想し專禮し專讃して、餘業を雜へざれ」と。＜已上＞　　問。其の餘の事業に、何の過失有りや。答。『寶積經』の九十二に云く。「若し菩薩有りて樂ひて世業を作し、衆務を營まば、應ぜざる所と爲す。我説く、是の人は生死に住る」と。又同じき『偈』（寶積經卷九二）に云く。「戲論諍論の處は、多く諸の煩惱を起す。智者應に遠離して百由旬を去つべし」と。＜云云＞　自餘の方法は、具に『止觀』の如し。　問。若し爾らば、在家の人は、念佛の行に堪へ難からん。答。世俗の人は、縁務を棄つること難くば、但常に念を西方に繋けて、*816誠心に應に彼の佛を念ずること、『木?經』の瑠璃王の行の如くすべし。又迦才の『淨土論』（卷中）に云く。「譬へば龍の行くときは雲即ち之に隨ふが如く、心若し西に逝けば、業も亦之に隨ふ」と。＜云云＞　　問。既に知んぬ、修行には總じて四の相有ることを。其の修行の時の用心云何。答。『觀經』に云く。「若し衆生有りて、彼の國に生れんと願ぜん者は、三種の心を發して、即便ち往生す。一には至誠心、二には深心、三には廻向發願心なり」と。善導禪師（禮讃）云く。「一に至誠心とは、謂く禮拜・讃嘆・念觀の三業は、必ず眞實を須ふるが故に。二に深心とは、謂く自身は是煩惱を具足せる凡夫、善根薄少にして三界に流轉し、未だ火宅を出でずと信知す。今彌陀の本弘誓願は、名号を稱すること下至十聲・一聲等に及ぶまで、定んで往生を得しむと信知して、乃し一念に至るまで疑心有ること无し。三に廻向發願心とは、謂く所作の一切の善根、悉く皆廻向して、往生を願ずるが故なり。此の三心を具して必ず往生を得。若し一心少けぬれば即ち生ずることを得ず」と。＜之れ略抄す。經文に上品上生在りと雖も、禪師の釋の如くは、理九品に通ず。餘師の釋具すること能はず＞　『鼓音聲經』に云く。「若し能く深く信じて狐疑无き者は、必ず阿彌陀の國に往生すること得」と。『涅槃經』（北本卷三五・南本卷三二）に云く。「阿耨菩提は信心を因と爲す。是の菩提の因は、復无量なりと雖も、若し信心を説かば、則ち已に攝盡す」と。＜已上＞　明かに知んぬ、道を修せんには信を以て首と爲すことを。又善導和尚（禮讃意）云く。「若し入觀及び睡時には、應に此の願を發すべし。若しは坐若しは立、一心合掌し、面を正しく西に向け、十聲阿彌陀佛・觀音・勢至・諸菩薩・淸淨大海衆と稱し竟りて、而も佛・菩薩及び極樂界の相を見たてまつらんとの願を發せ。即ち意に隨ひて入觀し、及び睡らんときに見ることを得ん。至心ならざるをば除く」と。　問。行者常途に、往生を計念する、其の相何似。答。前に引く所の『要決』の本國に歸らんと欲する譬、是其の相なり。又『安樂集』（卷上）に云く。「譬へば人有りて空曠の迥なる處に於て、怨賊の劒を拔き勇を奮ひ直に來りて殺さんと欲するに値遇す。*817此の人徑に走りて一河の渡るべきを觀る。未だ河に到るに及ばず、即ち此の念を作さく。我河の岸に至りなば、衣を脱ぎて渡るとや爲ん。衣を著て浮ぶとや爲ん。若し衣を脱ぎて渡らんには、唯恐らくは暇無からん。若し衣を著て浮かばんには、復首領全くし難からんことを畏ると。爾の時、但一心に河を渡るの方便を作すことのみ有りて、餘の心想間雜すること无からんが如し。行者も亦爾なり。阿彌陀佛を念ぜん時も、亦彼の人の渡ることのみを念ふが如く、念念に相次で餘の心想間雜すること無く、或は佛の法身を念じ、或は佛の神力を念じ、或は佛の智慧を念じ、或は佛の毫相を念じ、或は佛の相好を念じ、或は佛の本願を念ぜよ。名を稱することも亦爾なり。但能く專至に相續して斷えざれば、定んで佛前に生ぜん」と。＜已上＞　元曉師之に同じ。　問。念佛三昧は唯心に念ずとや爲ん、亦口にも唱ふるとや爲ん。答。『止觀』の第二（上）に云ふが如し。「或は唱と念と倶に運び、或は先に念じ後に唱へ、或は先に唱へ後に念じ、唱と念と相繼ぎて休息する時无し。　聲聲念念、唯阿彌陀に在り」と。又感禪師（群疑論卷七）云く。「觀經に言く。是の人苦に逼められて、念佛するに遑あらず。善友敎令すらく、阿彌陀佛を稱すべしと。是の如く心を至して聲をして絶えざらしむと。豈苦惱に逼められて、念想成じ難きも、聲をして絶えざらしめば、至心に便ち得るに非ずや。今此の聲を出して、念佛定を學することも、亦復是の如し。聲をして絶たざらしめば、遂に三昧を得て、佛・聖衆の皎然として目の前にましますを見ん。故に大集日藏分に言く。大念は大佛を見、小念は小佛を見ると。大念とは大聲に佛を稱するなり、小念とは小聲に佛を稱するなり。斯れ即ち聖敎なり、何の惑か有らん。現に見る即今の諸の修學の者、唯須く聲を勵まして念佛すべし、三昧成じ易からん。小聲に佛を稱せんには遂に馳散多し。此れ乃ち學者の知る所にして、外人の曉るところに非ず」＜已上、彼の『經』に但云く。「多を欲するは多を見、小を欲するは小を見る」等と云云。然るに感師既に三昧を得たり。彼の釋する所、應に仰ぎて信受すべし。更に諸本を勘へよ。小念は小を見、大念は大を見るの文、日藏經第九に出でたり＞


  



  ［五、助念方法　對治懈怠］


  第三に對治懈怠とは、行人恒時に勇進すること能はず。或は心蒙昧となり、或は心退屈せん。爾の時に應に種種の勝事に寄せて自心を勸勵すべし。*818或は三途の苦果を以て淨土の功德に比して、應に是の念を作すべし。我已に惡道にして多劫を經しに、无利の勤苦すら尚能く超えき。小行を修行して菩提の大利を得んには、應に退屈を生すべからずと。＜惡趣の苦、淨土の相、一一に前の如し＞　或は淨土に往生する衆生を縁じて、應に是の念を作すべし。十方世界の諸の有情、念念に安樂國に往生す。彼既に丈夫なり、我も亦爾なり。應に自ら輕しめて退屈を生ずべからずと。＜往生の人は下の利益門料簡門の如し＞　或は應に佛の奇妙の功德を縁ずべし。　　問。何等の功德なるや。答。其の事无邊なり、略して其の要を擧げん。一には應に四十八の本願を思念すべし。又『无量淸淨覺經』（迦才淨土論卷下所引）に云く。「阿彌陀佛、觀世音・大勢至と與に、大願の船に乘じて、生死の海に汎び、此の娑婆世界に就て、衆生を呼喚して大願の船に上らしめ、西方に送り著けたまふ。若し衆生の肯ひて大願の船に上る者は、並に皆去くことを得ん」と。此は是往き易きなり。『心地觀經』（卷一）の偈に云く。「衆生は生死海に沒在し、五趣に輪廻して、出づる期无し。善逝は恒に妙法の船と爲り、能く愛流を截りて、彼岸に超えしめん」と。應に念ふべし、我何れの時にか悲願の船に乘じて去かんと。　二には名號の功德なり。『維摩經』（卷下）に言ふが如し。「諸佛は色身の威相・種性・戒・定・智慧・解脱・知見・力・无所畏・不共の法・大慈大悲・威儀・所行、及び其の壽命、説法敎化し、衆生を成就し、佛の國土を淨め、諸の佛法を具するは、悉く皆同等なり。是の故に名けて三藐三佛陀と爲し、名けて多陀阿伽度と爲し、名けて佛陀と爲す。阿難、若し我廣く此の三句の義を説かば、汝劫壽を以てすとも盡く受くること能はず。正使ひ三千大千世界の、中に滿てらん衆生をして、皆阿難の如く、多聞第一にして、念總持を得しむとも、此の諸の人等、劫の壽を以てすとも、亦受くること能はず」と。『要決』に云く。「維摩經に云く。佛の初の三号を、佛若し廣く説かば、阿難は劫を經とも領受すること能はずと。成實論に佛の号を釋するに、*819前の九号は皆別義に從ひ、前の九号の名義の功德を惣て佛世尊と爲す。初めの三号を説かんに、劫を歴とも周め難く、阿難の領悟すら能く具悉すること莫けん。更に六号を加へて以て佛の名を製したまへり。勝德既に圓かなれば、其を念ずるは大善なり」と。＜已上『要決』＞　『華嚴』（唐譯卷二三）の偈に云く。「若し諸の衆生有りて、未だ菩提心を發さず、一び佛の名を聞くことを得ば、决定して菩提を成ず」と。＜『首楞嚴經』の文、下の料簡門の如し＞　應に是の念を作すべし。我今既に佛の尊号を聞くことを得たり、願はくは我當に作佛して十方の諸佛の如くなるべし。　三には佛の相好の功德なり。『六波羅密經』（卷七意）に云く。「諸の世間に於て、所有三世の一切の衆生、學・无學の人、及び辟支佛、是の如き有情の无量无邊の所有の功德は、如來の一毛の功德に比するに、百千万分の中の其の一にも及ばず。是の如き一一の毛端は、皆如來の无量の功德より出生する所なり。一切の毛端の所有功德もて、共に一髮の功德を成ず。是の如き佛の髮は八万四千ありて、一一の髮の中に各々上の如きの功德を具せり。是の如く合集して共に一の隨好の功德を成じ、一切の好の功德もて共に一の相の功德を成ず。一切の相の功德合集して百千倍に至り、眉間の毫相の功德を成ず。其の相圓滿にして宛轉して右に旋り、頗&M029339;迦寶の如く、明淨鮮白なり。夜闇の中にして猶し明星の如し。毫相は之を舒ぶれば、上は色界の阿迦膩?天に至り、之を卷けば舊の如く復毫相と爲りて、眉間に住る。毫相の功德、百千倍に至りて肉髻の相を成ず。是の如き肉髻の、千倍の功德は、梵音聲相の功德に及ばず」と。又『寶積經』に無數の?量有り、學者勘ふべし。又『大集念佛三昧經』の第五に云く。「此の如き世界、及び十方の無量無邊の諸の世界の中の所有衆生、假使ひ盡く皆一時に成佛して、彼の諸の世尊、無量劫を經て、皆還りて佛の一毛の功德を嘆じたまふとも、終に亦盡くさず」と。＜已上＞　*820『華嚴』（唐譯卷四）の偈に云く。「淸淨の慈門刹塵の數、共に如來の一妙相を生ず。一一の諸相然らずといふこと莫し。是の故に見たてまつる者厭足無し」と。應に是の念を作すべし。願はくは我當に佛の無邊の功德の相を見たてまつらんと。　四には光明威神なり。謂く『平等覺經』（卷一）に云く。「無量淸淨　＜無量淸淨佛は是阿彌陀佛なり＞　の光明は最尊第一にして比无し、諸佛の光明の皆及ばざる所なり。有る佛の頂の光明は七尺を照らし、有る佛は一里を照らし、有る佛は五里、有る佛は二十里・四十里・八十里、乃至百万の佛國、二百万の佛國なり。八方・上下、無央數の諸佛の頂の光の照らしたまふ所、皆是の如し。無量淸淨佛の頂の中の光明は、千万の佛國を炎照したまふ」と。＜已上取意、私に云く。『觀經』に云く。「彼の佛の圓光は百億大千界の如し」と。此の經は云く。「頂の中の光、千万の佛國を照らす」と。二經の意、同じならくのみ＞　『雙卷經』（大經卷上）に云く。「無量壽佛の威神光明、最勝第一にして、諸佛の光明の及ぶこと能はざる所なり。或は佛光の百佛世界を照らす有り、或は千佛世界なり。要を取りて之を言はば、乃ち東方恒河沙の佛刹を照らす。南西北方・四維・上下も亦復是の如し。是の故に無量壽佛は無量光佛・無邊光佛・無碍光佛・無對光佛　＜玄一師（大經記卷上）の云く。「與に等しきもの无きが故に」と＞　・炎王光佛　＜一師（大經記卷上）の云く。「最勝自在なるが故に」と＞　・淸淨光佛　＜一云く。「三垢を滅するが故に」と。憬興師（大經述文賛卷中）の云く。「无貪の善根の所生なるが故に」と＞　・歡喜光佛　＜一云く。「遇ふ者悅意するが故に」と。興云く。「无瞋所生なるが故に」と＞　・智惠光佛　＜一云く。「智惠所發なるが故に」と。興云く。「无癡所生なるが故に」と＞　・不斷光佛　＜一云く。「恒相續の故に」と＞　難思光佛・無稱光佛　＜一云く。「稱嘆して其の所有を盡すべからざるが故に」と。自餘の名義は知るべし、煩しくは記さず＞　・超日月光佛と号す。若し三途勤苦の處に在りて、此の光明を見れば、復苦惱無けん。壽終へて後、皆解脱を蒙る。但我のみ今其の光明を稱するに非ず、一切の諸佛も亦復是の如し。若し衆生有りて、*821其の光明威神功德を聞きて、日夜に稱説し心を至して斷えざれば、意の所願に隨ひて、其の國に生るること得ん。我無量壽佛の光明威神巍巍殊妙なるを説かんに、晝夜一劫すとも盡すこと能はず」と。＜已上取意。『平等經』は別して「頂光」と云ひ、『觀經』は惣じて「光明」と云ふ＞　『譬喩經』の第三に釋迦文佛の光相を明して云く。「佛滅したまひて百年に阿育王有り、國内の民庶、佛の遺典を歌へり。王意に信ぜずして念言すらく。佛何なる德の人に過ぎ踰えたる有りて共に專ら信じて其の文を誦習するやと。即ち大臣に問はまく。國の中に頗し佛を見し者有りやと。答て曰く。聞くならく、波斯匿王の妹、出家して比丘尼と作り、年西垂に在り、佛を見しと云言ふと。王即ち自ら出でて往詣して問て曰く。道人佛を見しや不やと。答て云く。實に爾なり。問て曰く。何の殊異なることか有りしと。道人曰く。佛の功德は巍巍として量り難し。我が愚淺の能く之を陳ぶる所に非ざれども、粗々一事を説かば殊特なることを知るべし。我時に八歳なりき。世尊來りて王宮に入りたまへり。即ち前みて足を禮す、頭の上の金の釵、墮落して地に在り。之を求むるに得ず。其の所以を恠みしに、如來過ぎ去りたまひし足の跡に千輻輪有りて光明を現じて晃き、七日にして即ち滅せり。登の時、金の釵は地と色を同じくす、是を以て見えざりき。光滅して後釵を得たり。乃ち知らん、殊特爲ることを。王聞きて歡喜し、心煥かに開悟しぬ」と。＜略抄＞　『華嚴經』（唐譯卷一一）の偈に云く。「一一の毛孔より光雲を現じ、普く虚空に遍じて大音を發す。諸の幽冥の所をも照らさざる靡し。地獄の衆苦も咸く減せしめたまふ」と。應に是の念を作すべし。願はくは佛光我を照らして生死の業苦を滅せしめたまへと。　五には能く害する者无し。『寶積經』の三十七（意）に云く。「風劫の起る時には、世に大風有り、僧伽多と名く。彼の風此の三千世界の須彌・鐵圍、及び四大洲、八万の小洲、大山・大海を擧ぐること、高さ百踰繕那、乃至無量百千踰繕那にして、已に碎末して塵と爲す。又撃ちて焔摩天宮を壞滅す、乃至遍淨天の、所有宮殿亦皆散滅す。即ち此の風を以て如來の衣を吹かんに、一毛の端際をも、*822動かすこと能はず。何に況や衣の角、及び全衣をや」と。＜已上＞　『十住論』（卷一一）に云く。「諸佛の不可思議なること、喩を假りて知るべし。假使ひ一切の十方世界の衆生をして、皆勢力有らしめ、設し一の魔有りて、爾所の勢力有らんに、復十方の一一の衆生をして力惡魔の如くならしめ、共に佛を害せんと欲せんに、尚佛の一毛をすら動かすこと能はず。況や害する者有らんや」と。『偈』（十住?婆沙論卷一二）に云く。「若し諸の世間の中に、佛を害すること有らんと欲せん者は、是の事皆成ぜず。不殺の法を成じたまへるを以てなり」と。應に是の念を作すべし、願はくは我當に佛の金剛不壞の身を得んと。　六には飛行自在なり。同じき『論』（十住?婆沙論卷一〇意）に云く。「佛は虚空に於て擧足下足・行住坐臥、皆自在を得たまへり。大聲聞の若きは、神通自在にして、一日に五十三億二百九十六万六千の三千大千世界を過ぐ。是の如き聲聞の百歳に過ぐる所を、佛は一念に過ぎたまふ。乃至恒河の中の沙の、一の沙を一河と爲し、是の諸の恒河沙の大劫に過ぐる所の國土を、佛は一念の中に過ぎたまふ。若し寶蓮華を蹈みて去らんと欲したまはば、即ち能く成辨したまふ。是の如く飛行すること、一切無碍なり」と。『觀佛經』（卷六）に云く。「虚空に於して足を擧げて行きたまふ時、千輻輪の相より、皆八万四千の蓮華を雨らす。是の如き衆の華に、塵數の佛有まして亦虚空を歩みたまふ」と。＜已上略抄＞　又「空を蹈みて行きたまふに、而も千輻輪地の際に現ず。悅意妙香の鉢特摩花、自然に踊出して如來の足を承く。若し畜生趣の一切の有情、如來の足の爲に觸れられたる者は、七夜を極め滿つるまで諸の快樂を受け、命終の後には、善趣の樂世界の中に往生せん」と。＜『寶積經』（卷四〇）＞　若し四十里の盤石を以て、色究竟天より下せば、一万八千三百八十三年を經て此の地に到る。直に下るすら尚爾なり。之を推して應に知るべし。聲聞の飛行と、如來の飛行とは、展轉して不可思議なることを。『花嚴經』（晋譯卷一〇）の慧林菩薩讃佛の偈に云く。「自在神通力は、无量にして思議すること難し。*823來ること无く亦去ること无く、法を説きて衆生を度したまふ」と。應に是の念を作すべし。願はくは我神通を得て諸の佛土に遊戲せんと。　七には神力無碍なり。『十住論』（卷一〇意）に云く。「佛は能く恒河沙等の世界を末にして、微塵の如くならしめ、又能く還りて合せたまふ。或は又能く无量无邊阿僧祇の世界を變じて、皆金・銀等と作らしめ、又能く恒河沙等の世界の大海の水を變じて、皆乳・蘇等と爲らしめたまふ」と。＜已上＞　『淨名經』（卷中意）に菩薩の不思議解脱を説きて云く。「三千大千世界を、斷取すること、陶家の輪の如くにして、右の掌の中に著け、恒河沙の世界の外に擲げ過りたまふに、其の中の衆生は、己が住する所を覺えず知らず。又復還て本處に置くに、都て人をして往來の想有らしめず。而も此の世界の本相は故の如し。又下方過恒河沙等の諸佛の世界に於て、一佛土を取りて上方過恒河沙无數の世界に擧げ著くること、針鋒を持して一棗葉を擧ぐるが如くするも、而も?す所无し。須彌山を以て、芥子の中に納れ、四大海を以て一毛孔に入るるも亦復是の如し。其の中の衆生は、覺えず知らず。唯應に度すべき者のみ、乃ち之を知見す」と。＜已上＞　菩薩すら尚爾なり。何に況や佛力をや。故に『度諸佛境界經』に云く。「能く十方世界をして一毛孔に入らしめ、＜乃至＞　一微塵に於て能く无量无數不可説の世界を現ずるに、一切衆生、亦迫?无し。无量无數不可説劫の、威儀果報の事を能く一念の中に於て現じ、一念の威儀果報の事を无量无數不可説劫の中に於て現ず。是の如きの所作は心に功用无く、思惟を作さず」と。『華嚴經』（晋譯卷一四）の眞實幢菩薩の偈に云く。「一切の諸の如來は、神通力自在なり。悉く三世の中にして、之を求むるに得べからず」と。應に是の念を作すべし。我今亦知らず、佛神力の爲に轉ぜられて何れの佛土にか在り、誰の毛孔にか在るを。我何れの時に於てか之を覺知することを得んと。　八には隨類化現なり。『十住論』（卷一〇意）に云く。*824「佛は一念の中に、十方の无量无邊、恒河沙等の世界に於て、无量の佛身を變化したまふ。一一の化佛も、亦能く種種の佛事を施したまふ」と。＜已上、四事神境通＞　『度諸佛境界經』に云く。「如來の所現は、異の功用无く、異の思惟无し。衆生の性に隨ひて自ら見ること不同なり。十五日の夜、閻浮提の人、各々月は現に其の上に在りと見れども、月は作意して我其の上に現ぜんとせざるが如し」と。『華嚴』（唐譯卷一九）の偈に云く。「如來の廣大の身は法界を究竟したまへり。此の座を離れずして、而も一切の處に遍じたまふ」と。又（唐譯卷七）云く。「智慧甚深の功德海もて、普く十方の无量の國に現じたまふ。諸の衆生の見るべき所に隨ひて、光明遍く照らして法輪を轉じたまふ」と。應に是の念を作すべし。願はくは我當に遍法界の身を見たてまつらんと。　九には天眼明徹なり。『十住論』（卷一一）に云く。「大力の聲聞は、天眼を以て小千國土を見、亦中の衆生の生時・死時を見る。小力の辟支佛は、十の小千國土を見、中の衆生の生時・死時を見る。中力の辟支佛は、百の小千國土を見、中の衆生の生時・死時を見る。大力の辟支佛は、三千大千國土を見、中の衆生の生死の所趣を見る。諸佛世尊は、无量无邊不可思議の世間を見、亦是の中の衆生の生時・死時を見たまふ」と。＜已上＞　『華嚴經』（唐譯卷三）の偈に云く。「佛眼は廣大にして邊際无く、普く十方の諸の國土を見たまふ。其の中の衆生は量るべからざれども、大神通を現じて悉く調伏したまふ」と。應に是の念を作すべし。今彌陀如來は、遙に我が身業を見たまふらんと。　十には聞聲自在なり。『十住論』（卷一〇）に云く。「假令ひ恒河沙等の三千大千世界の衆生、一時に言を發し、又一時に百千種の伎樂を作さんに、若しは遠若しは近、意に隨ひて能く聞きたまふ。若し中に於て一の音聲のみを聞かんと欲したまはば、意に隨ひて聞くこと得たまひ、餘は聞えず。又无邊の世界を過ぎて最も細き聲をも皆亦聞くことを得たまふ。若し衆生をして聞かしめんと欲したまはば、能く聞くことを得しめたまふ」と。＜略抄＞　*825『華嚴』（唐譯卷一三）の文殊の偈に云く。「一切世間の中の所有の諸の音聲を、佛智皆隨ひて了したまふに、亦分別有ること无し」と。＜已上＞　應に是の念を作すべし。今彌陀如來は、定んで我が所有語業を聞きたまふらんと。　十一には知他心智なり。『十住論』（卷一〇）に云く。「佛は能く无量无邊の世界の現在の衆生の心、及び諸の染淨の所縁等を知りたまひ、又能く无色の衆生の諸の心を知りたまふ」と。＜略抄＞　『華嚴』（唐譯卷一三）の文殊の偈に云く。「一切衆生の心、普く三世に在るを、如來は一念に於て一切悉く明かに達したまふ」と。應に是の念を作すべし。今彌陀如來は、必ず我が意業を知りたまふらんと。　十二には宿住隨念智なり。『十住論』（卷一一）に云く。「佛若し自身及び一切衆生の、无量无邊の宿命を念ぜんと欲したまはば、一切の事を皆悉く知りたまひ、過恒河沙等の劫の事をも知りたまはずといふこと有ること无し。是の人は何れの處に生れ姓名・貴賎・飮食・資生・苦樂・所作の事業、所受の果報、心は何なる所行、本は何くより來る、是の如き等の事を即ち能く知見したまふ」と。『偈』（十住毘婆沙論卷一二）に云く。「宿命智无量にして天眼の見无邊なり。一切の人天の中には、能く其の限を知るもの无し」と。應に念ずべし、願はくは佛、我が宿業をして淸淨ならしめたまへと。　十三には智惠無碍なり。『寶積經』の三十七に云く。「假使ひ人有りて恒河沙等の世界の所有一切の草木を取り、悉く燒きて墨と爲し、他方恒河沙等の世界の大海に擲げ置き、百千歳に於て就きて以て之を磨りて盡く墨汁と爲んも、佛は大海の中より一一の墨の滴を取りて是は其の世界の是の如きの草木の其の根、其の莖、其の枝、其の條・花・菓・葉等なりと分別し了知したまふ。又如し人有りて一毛端に水の一滴を霑せるを持ちて、佛の所に來至して是の言を作さく。敢て滴水を以て持用て相寄す。後に若し須ひんには、當に還して我に賜ふべし。爾の時如來其の滴水を取りて、兢伽河の中に置きたまふに、彼の河の流浪廻渡の爲に旋轉せられ、和合引注して大海に至る。*826是の人百年を滿ち已りて、佛に白して言さく。先に寄したてまつりし滴水、今請ふ、我に還したまへと。爾の時佛一分の毛端を以て、大海の内に就き、本の水の滴を霑し用て是の人に還したまふ」と。＜略抄＞　『六波羅蜜經』（卷七）に云く。「是の如き四州、及び諸の山王を用て紙素と爲し、八大海の水を、以て其の墨と爲し、一切の草木を用て其の筆と爲して、一切の人天の一劫に書寫せんを、舎利弗の所得の智惠に比べんに、十六分の中に、其の一にも及ばず。又此の三千大千世界に於ける、其の中の衆の生所有智惠をして、舎利弗の如く、等しくして異有ること无からしめんに、菩薩の了達せる布施波羅蜜多の所有智惠は、彼に過ぎたること百倍なり。又此の三千大千世界の所有衆生をして皆布施波羅蜜多の智惠を具せしめんに、一の菩薩所得の淨戒波羅蜜多の智惠に及ばず。乃至般若も亦復是の如し。又此の三千大千世界の所有衆生をして、皆六波羅蜜の智惠を具せしめんに、一の初地の菩薩の智惠に及ばず。乃至十地まで展轉して是の如し。又此の十地の菩薩の智惠を汝慈氏の一生補處の菩薩の智惠に比べんに、百千分の中に其の一にも及ばず。此の三千大千世界の一切衆生の、所有智惠をして皆慈氏の如くして、等しくして異有ること无からしめんに、是の如き菩薩の、道場に坐して魔怨を降伏し、將に正覺を成ぜんとするに、所有智惠は、佛の智惠に於ける百千万分の其の一にも及ばず」と。『寶積經』（卷四六）に云く。「假使ひ十方の无量无邊の一切世界の所有衆生をして、皆悉く繋屬一生補處の菩薩の智惠を成就せしめんに、如來の十力の一の處非處智に比べんと欲するに、百千万分の其一にも及ばず。＜乃至＞　烏波尼沙陀分の其の一にも及ばず。乃至算數譬喩も及ぶこと能はざる所なり」と。『華嚴經』（唐譯卷六）の偈に言く。「如來の甚深の智は普く法界に入り、能く三世に隨ひて轉じて世の與に明道と爲る」と。*827同じき『經』（唐譯卷六）の普明智菩薩讃佛の偈に云く。「一切諸法の中には、法門に邊有ること无し。一切智を成就せば、深法海に入る」と。＜已上＞　應に是の念願を作すべし。今彌陀は我が三業を照見したまふらん。願はくは世尊の如く惠眼第一淨なることを得んと。　十四には能調伏心なり。『十住論』（卷一〇）に云く。「諸佛は若しは定に入り若しは定に入らずして、心を一縁の中に繋けんと欲せば、意の久近に隨ひて、意く如く能く住したまふ。此の縁の中より、更に餘の縁に住するも、意に隨ひて能く住したまふ。若し佛常の心に住したまふときも人をして知らざらしめんと欲ひたまはば、則ち知ること能はず。假使ひ一切衆生の、他心を知る智をして、大梵王の如くならしめ、大聲聞・辟支佛の如く、智惠を成就して他人の心を知らんとも、佛の常の心を知らんと欲せんに、若し佛聽したまはずば、則ち知ること能はず」と。應に念ずべし、願はくは我をして佛覺三昧を得しめたまへと。　十五には常在安惠なり。同じき『論』（十住毘婆沙論卷一〇）に云く。「諸佛は安穩にして常に念を動かしたまはざれども常に心に在り。何を以ての故に、先に知りて而る後に行生じ、意の所縁の中に隨ひて无礙の行に住したまふが故に。一切の煩惱を斷じたまふが故に。動性を出過したまふが故に。佛阿難に告げたまひしが如し。佛は此の夜に於て阿耨菩提を得て、一切世間の、若しは天・魔・梵・沙門・婆羅門を、盡苦の道を以て敎化したまふこと周く畢りて、无餘涅槃に入りたまふ。其の中間に於て、佛は諸受に於て、起を知り住を知り生を知り滅を知りたまふ、諸相、諸觸、諸覺、諸念にも亦起を知り住を知り生を知り滅を知りたまふ。惡魔七年、晝夜に息まずして、常に佛に隨逐すれども、佛の短を得ず、佛の念の安惠に在らざるを見ざりき」と。『偈』（十住毘婆沙論卷一二）に云く。「其の念大海の如くして、湛然として安穩に在り。世間には法として能く擾乱する者有ること无し」と。應に念ずべし、願はくは佛、我が麁動なる覺觀の心を除滅したまへと。　十六には悲念衆生なり。『大般若經』（卷五六八）に云く。「十方世界には一の有情として如來の大悲の能く照らしたまはざる所无し」と。『寶積經』（卷四〇）に云く。「假使ひ恒河沙等の諸佛の世界を過ぎて、*828唯一の衆生をも是佛の化の限ならしめんと。爾の時、如來躬ら其の所に往いて爲に法要を説き、其をして悟入せしめたまふ」と。同じき『經』（寶積經卷三七）の偈に云く。「一衆生を利せんが爲に、无邊劫の海に住して、其をして調伏することを得しめたまふ。大悲心是の如し」と。『華嚴經』（唐譯卷一三）の文殊讃佛の偈に云く。「一一の地獄の中にも无量劫を經ん。衆生を度せんが爲の故に、而も能く是の苦を忍びたまへり」と。『大經』（北本涅槃經卷三八・南本涅槃經卷三四）の偈に云く。「一切衆生の異の苦を受くるを、悉く是如來一人苦みたまふ。＜乃至＞　衆生は佛の能く救ひたまふことを知らず。故に如來及び法・僧を謗ず」と。『大論』（卷二六）に云く。「佛は佛眼を以て一日一夜、各々三時に一切衆生を觀はしたまひ、誰か度すべき者あらば時を失はしめたまふこと无し」と。有る『論』（智度論卷七九意）に云く。「譬へば魚子の母若し念ぜざれば子則ち爛壞するが如く、衆生も亦爾なり。佛若し念じたまはずば、善根則ち壞しなん」と。『莊嚴論』（卷六）の偈に云く。「菩薩は衆生を念じて、之を愛すること骨髓に徹り、恒時に利益せんと欲す。猶し一子の如きが故に」と。此等の義に由て、有る懺悔の『偈』に云く。「父母に子有り、始めて生れてより便ち盲聾なれども、慈悲の心慇重にして捨てずして而も養活す。子は父母を見ざれども、父母は常に子を見るが如く、諸佛の衆生を視はすこと、猶し羅?羅の如し。衆生は見たてまつらずと雖も、實に諸佛の前に在り」と。＜已上＞　應に是の念を作すべし。彌陀如來は常に我が身を照らし、我が善根を護念し、我が機縁を觀察したまふ。我若し機縁熟せば、時を失せずして引接を被らんと。　十七には佛無碍辨説なり。『十住論』（卷一一）に云く。「若し三千界の所有四天下の中に滿てらん微塵數の三千大千界の衆生、皆舍利弗の如く、辟支佛の如く、皆悉く智惠樂説を成就して、壽命も上の如く塵數の大劫ならんに、是の諸の人等、四念處に因て其の形壽を盡すまで、如來を問難せば、如來還りて四念處の義を以て、其の所問に答へたまふに、言義重ならず、樂説窮ること無からん」と。又（十住毘婆沙論卷一一）云く。「佛の所説有るは、*829皆利益有りて終に空言ならず。是亦希有なり。　＜乃至＞　若し一切衆生の智惠勢力、皆辟支佛の如くならんに、是の諸の衆生、若し佛意を承けずして、一人を度せんと欲せば、是の處有ること无し。若し是の諸の人、説かん時は、乃至无色界の結使の一毫&M085974;分をも斷ずること能はず。若し佛衆生を度せんと欲して、言説したまふ所有れば、乃至外道・邪見・諸龍・夜叉等、及び餘の佛語を解せざる者にも、皆悉く解せしめ、是等も亦能く无量の衆生を轉化したまふ。＜乃至＞　是の故に佛を最上の導師と名く」と。『偈』（十住毘婆沙論卷一二）に云く。「問。四問答の中に於て、超絶して倫匹无し。衆生の諸の問難は、一切皆得易し。若し三時の中にして、諸の所説有る者は、言ふこと必ず虚設ならず、常に大果報有り」と。＜已上＞　『華嚴經』（唐譯卷六）の偈に云く。「諸佛の廣大の音は、法界に聞えざる靡し。菩薩は能く了知して、善く音聲海に入る」と。『淨名經』（卷上）の偈に云く。「佛は一音を以て法を演説したまふに、衆生は類に隨ひて各々解を得。皆謂へり、世尊は其の語を同じくしたまふと。斯れ則ち神力不共の法なり」と。又『譬喩經』の第三に云く。「阿育王、意に佛を信ぜず。時に海邊に鳥有り、名けて?隨と爲す。其の音甚だ哀和にして、頗る髣髴として佛の音聲に似たること有り万分の一なり。王其の音を聞きて歡喜し、即ち无上道の意を發し、宮中の?女、凡て七千人も、復无上道の意を發しき。王是より遂に三尊を信ぜり。鳥の音聲にして度する所是の如し。況や至眞淸淨の妙音に於てをや」と。＜取意略抄＞　應に念ずべし、我何れの時にか彼の辨説を聞くこと得んと。　十八には觀佛法身なり。文殊師利菩薩の言ふが如し。「我如來を觀たてまつるに、即ち眞如の相なり。動无く作无く、分別する所无く、分別に異なること无し。方處に即くに非ず、方處を離るるに非ず。有に非ず無に非ず、常に非ず斷に非ず、三世に即くに非ず、三世を離るるに非ず。生无く滅无く、去无く來无く、染・不染も无く、二・不二も无し。心・言の路絶えたり。若し此等の眞如の相を以て如來を觀ずるを眞に見佛すと名け、*830亦如來を禮敬し親近したてまつると名く。實に有情を能く利益せんが爲なり」と。＜『大般若』（卷五七四）＞　『占察經』下卷に、地藏菩薩云く。「一實の境界とは、謂く衆生の心體本已來より、不生・不滅、自性淸淨にして、无障无碍なること、猶し虚空の如し。分別を離れたるが故に、平等に普遍して至らざる所无く、十方に圓滿す。究竟して一相にして二无く別无し。不變不異にして、增无く減无し。一切衆生の心、一切聲聞・辟支佛の心、一切菩薩の心、一切の諸佛の心は、皆同じく不生・不滅、无染寂靜の眞如の相なるを以ての故なり。所以は何ん、一切の心有りて分別を起すは、猶し幻化の如く、定實有ること无し。＜乃至＞　一切の世界に心の形状を求むるに、一區分として而も得べき者无し。但衆生の无明癡闇の勳習する因縁を以て、妄に境界を現じて、念著を生ぜしむ。所謂此の心、自ら无なりと知ること能はずして、妄に自ら有と謂ひ、覺知の想を起して、我・我所を計す。而も實には覺知の想有ること無きなり。此の妄心は畢竟じて躰無く、不可見なるを以ての故に」と。＜乃至廣説、信解を以て此の理を觀念することを、菩薩の最初の根本業と爲すなり＞　此の一實境界は、即ち是如來の法身なり。『華嚴經』（唐譯卷一六）に一切慧菩薩の偈に云く。「法性は本より空寂にして、取るべきも无く亦見るべきも无し。性空なるは即ち是佛なり。思量することを得べからず」と。＜已上＞　應に念ずべし、我何れの時にか本有の性を顯すことを得んと。　十九には總觀佛德なり。普賢菩薩の云ふが（四十華嚴經卷四〇）如し。「如來の功德は、假使ひ十方の一切の諸佛、不可説佛不可説佛の佛刹を經て、極微塵數の劫相續して演説すとも、窮め盡くすべからず」と。＜已上＞　又阿彌陀佛の、威神極無きことは、『雙卷經』（大經卷下）に云ふが如し。「無量壽佛の威神極无し。十方世界无量无邊不可思議の諸佛如來、稱歎せざるは莫し」と。龍樹の『偈』（十住?婆沙論卷一二）に云く。「世尊の諸の功德は、度量することを得べからず。人の尺寸を以て空を量らんに盡すべからざるが如し」と。*831同じく彌陀を讃ずる『偈』（十住?婆沙論卷五易行品）に云く。「諸佛無量劫に其の功德を讃揚せんに、猶尚盡すこと能はず。淸淨人を歸命したてまつる」と。應に念ずべし、願はくは我佛を得て正法の王に齊しからんと。　二十には欣求敎文なり。『般舟經』（卷下）に云く。「是の三昧は値ふことを得ること難し。正使ひ是の三昧を求むること、百億劫に至らんに、但其の名聲を聞くことを得んと欲するも、聞くことを得ること能はず。何に況や學ぶことを得ん者をや。轉た復行じて人を敎へんや」と。『偈』（般舟經卷下）に云く。「我自ら往世の時を識念するに、其の數六萬歳を具足するまで常に法師に隨ひて捨離せざりしに、初に是の三昧を聞くことを得ざりき。佛有まして、号して具至誠と曰ふ。時に智の比丘あり、和隣と名く。彼の佛世尊泥?の後に、比丘常に是の三昧を持てり。我時に王君子の種なりしに、夢の中に是の三昧を聞くに逮び、和隣比丘斯の經を有てり、王當に從ひて此の定意を受くべし。夢より覺め已りて即ち往いて求むるに、輙ち比丘の三昧を持てるを見、即ち髮鬚を除きて沙門と作り、學すること八千歳にして一時に聞けり。其の數八万歳を具足するまで、此の比丘に供養し奉事せり。時に魔の因縁數々興起して、初より未だ曾て一反だも聞くことを得ず。是の故に比丘・比丘尼、及び淸信士・淸信女、是の經法を持てと汝等に囑す。是の三昧を聞かば疾く受行せよ、常に是を習持せる法師を敬ひて、一劫を具足するまで懈ることを得ること無かれ。＜乃至＞　假使ひ億千那術劫に、是の三昧を求むとも、聞くことを得ること難し、設令ひ世界の恒沙の如き、中に滿てらん珍寶を用て布施せんも、若し是の一偈の説を受くること有りて、敬誦する功德は彼よりも過ぎん」と。『雙卷經』（大經卷下）に云く。「設ひ大火の三千大千世界に充滿せる有らんも、要ず當に此を過ぎて是の經法を聞き、歡喜信樂し、受持讀誦して、説の如く修行すべし。所以は何ん、多く菩薩有りて、此の經を聞かむと欲すとも、而も得ること能はざればなり。若し衆生有りて、此の經を聞かん者は、无上道に於て終に退轉せず。是の故に當に專心に信じ受持讀誦して説の如く修行すべし」と。＜已上＞　應に是の念を作すべし、或は大千の猛火聚を過ぎ、*832或は億劫を經とも應に法を求むべし。我既に深三昧に値遇せり、如何ぞ退屈して勤修せざらんと。行者、此の諸の事に於て、若しは多若しは少、樂に隨ひて憶念せよ。若し憶念すること能はずば、須く卷を披き文に對して、或は決擇し、或は誦詠し、或は戀慕し、或は敬禮すべし。近くは勤心の方便と爲り、遠くは見佛の因縁を結ばん。凡そ三業・四儀に佛の境界を忘るること勿れ。　　問。如來の是の如き種種の功德を信受し憶念するに、何なる勝利か有る。答。『度諸佛境界經』に云く。「若し十方世界の微塵等の諸佛及び聲聞衆に於て、百味の飮食、微妙の天衣を施すこと、日日廢せずして、恒沙劫を滿たし、彼の佛の滅後には、一一の佛の爲に、十方界の一一の世界に於て、塵數の塔を起て、衆寶もて莊嚴し、種種に供養すること一日に三時し、日日に廢せずして恒沙劫を滿たし、復无數无量の衆生を敎へて、諸の供養を設けしめんに、若し一人有りて、此の如來の智慧功德の不可思議境界を信ぜば、得る所の功德は、彼よりも勝ること無量ならん」と。＜取意＞　又『華嚴』（唐譯本卷二三）の偈に云く。「如來の自在力は、無量劫にも遇ふこと難し。若し一念の信を生ずれば、速やかに無上の道を證す」と。餘は下の利益門の如し。　問。凡夫の行人は、物を逐ひて意移る、何ぞ常に佛を念ずる心を起すことを得んや。答。彼若し直爾に佛を念ずること能はずば、應に事事に寄せて其の心を勸發すべし。謂く遊戲談咲の時は、極樂界の寶池・寶林の中に於て、天人聖衆と與に、是の如く娯樂することを得んと願へ。若し憂苦の時は、諸の衆生と共に苦を離れて極樂に生れんと願へ。若し尊德に對せば、當に極樂に生れて、是の如く世尊に奉へんと願ふべし。若し卑賎を見ば當に極樂に生れて孤獨の類を利樂せんと願ふべし。凡そ人畜を見む毎に、常に應に是の念を作すべし。願はくは此の衆生と共に安樂國に往生せんと。若し飮食せん時は、當に極樂の自然微妙の食を受けんと願ふべし。衣服・臥具、行住坐臥、違縁・順縁、一切准じて知れ。＜事に寄せて願を作すこと是『華嚴經』等の例なり＞
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  ［五、助念方法　止惡修善］


  第四に止惡修善とは、『觀佛三昧經』（卷一〇）に云く。「此の念佛三昧を、若し成就せんには五の因縁有り。一には持を持ちて犯さず、二には邪見を起さず、三には?慢を生ぜず、四には恚らず嫉まず、五には勇猛精進して頭燃を救ふが如くす。此の五事を行じて、正しく諸佛の微妙の色身を念じ心をして不退ならしめ、亦當に大乘經典を讀誦すべし。此の功德を以て佛力を念ずるが故に、速疾に无量の諸佛を見たてまつることを得るなり」と。＜已上＞　　問。此の六種の法は何の義か有るや。答。同じき『經』（觀佛三昧經卷九）に云く。「淨戒を以ての故に、佛の像面を見たてまつること眞金の鏡の如く、了了分明なり」と。又『大論』（卷二二）に云く。「佛は醫王の如く、法は良藥の如く、僧は瞻病人の如く、戒は服藥の禁忌の如し」と。＜已上＞　故に知んぬ、設ひ法藥を服すとも、 禁戒を持たずば、煩惱の病患を除愈するに由无し。故に『般舟經』（卷中）に云く。「戒を破ること大さ毛髮の如くするをも得ざれ」と。＜已上戒已＞　『觀佛經』（卷一〇）に云く。「若し邪命及び貢高の法を起さば、當に知るべし、此の人は是增上慢にして、佛法を破滅す。多く衆生をして不善の心を起さしめ、和合僧を亂り、異を顯して衆生を惑はす、是惡魔の伴なり。是の如き惡人は、復佛を念ずと雖も、甘露の味を失ふ。此の人は生處、貢高を以ての故に、身恒に卑小にして、下賎の家に生れ、貧窮の諸衰、无量の惡業、以て嚴飾と爲す。是の如き種種衆多の惡事は當に自ら防護して永く生ぜざらしむべし」と。＜已上邪見?慢＞　*835『六波羅蜜經』（卷九）に云く。「无量劫の中に諸の善を修行すとも、安忍の力及び智慧の眼无くば、一念の瞋火に燒滅して餘无けん」と。又『遺敎經』に云く。「功德を劫むる賊は瞋恚に過ぎたるは无し」と。又或る所に説きて云く。「能く大利を損ふは瞋に過ぎたるは莫し、一念の因縁も悉く倶&M029339;廣劫に修せし所の善を焚滅す。是の故に慇懃に常に捨離せよ」と。『大集』（卷五〇）の月藏分に无瞋の功德を説きて云く。「常に賢聖とに相會して三昧に着くことを得ん」と。＜已上瞋恚＞　『雙卷經』（大經卷下）に云く。「今世の恨意は微しく相憎嫉すれども後世には轉た劇しくして大なる怨と成るに至る」と。＜云云＞　又他人を嫉毀するは其の罪甚だ重し。『寶積經』の九十一に云ふが如し。「佛施鹿園に在ましき。時に六十の菩薩有り、業障深重にして諸根闇鈍なりき。佛足を頂禮して悲感流涙し、自ら起つこと能はず。時に佛告げて言はく。汝等應に起つべし、復悲啼して大熱惱を生ずること勿れ。汝曾倶留孫佛の法の中にして、出家して道を爲せしかとも、自ら多聞・持戒・頭陀・少欲に執着せり。時に二の説法する比丘有り、諸の親友多く、名聞利養ありき。汝等嫉妬の心を以て、妄言誹謗して彼の親友と諸の衆生をして隨順の心无く諸の善根を斷ぜしめたり。此の惡業に由て、六十百千歳の中に於て、阿鼻地獄に生ぜり。餘業未だ盡きず、復四十百千歳の中に於て、等活地獄に生じ、復二十百千歳の中に於て、黑繩地獄に生じ、復六十百千歳の中に於て、燒熱地獄に生ぜり。彼より歿し已りて還りて人と爲ることを得たれども、五百世の中、生盲にして目无かりき。在在の所生には正念を忘失して、善根を障礙せり。形容醜缺にして人見ることを憙ばず、常に邊地に生じて貧窮下劣なりき。此より歿し已りて、後末の五百歳の中に於て、法の滅せんと欲する時に、還邊地に於て下劣の家に生れ匱乏飢凍して、正念を忘失せん。設ひ善を修せんと欲すとも、諸の留難多し。五百歳の後に、惡業乃ち滅して、後に阿彌陀佛の極樂世界に生ずることを得ん。*836是の時彼の佛當に汝等が爲に阿耨菩提の記を授けたまふべし。時に諸の菩薩、佛の所説を聞きて、擧身の毛竪ち、深く憂悔を生じて、便ち自ら涙を收め白して言さく。我今日より未來際に至るまで、若し菩薩乘の人に於て、違犯有るを見て其の過を擧げ露さば、我等即ち如來を欺誑したてまつると爲ん。我今日より未來際に至るまで、若し在家・出家の菩薩乘の人、欲樂を以て遊戲し歡娯するを見んも、終に其の過を伺求せずして、常に信敬を生じて、敎師の想を起さん。我今日より未來際に至るまで、若し善能く其の身を摧伏せずして、下劣の想を生ずること旃陀羅及び狗犬の如くならば、則ち如來を欺誑したてまつると爲ん。若し持戒・多聞・頭陀・少欲・知足の一切の功德に於て、身自ら炫曜せば則ち如來を欺誑したてまつると爲ん。修する所の善本をば自ら矜伐せず、所行の罪業は慙愧し發露せん。若し爾らずば、如來を欺誑したてまつると爲んと。時に佛讃じて言はく。善いかな、善いかな。則ち是の如き決定の心を以てせば、一切の業障皆悉く消滅し、无量の善根は亦當に增長すべし」と。＜略抄＞　是の故に『大論』（卷一）の偈に云く。「自ら法を愛染するが故に、他人の法を毀?すれば、持戒の行人なりと雖も地獄の苦を脱れず」と。＜已上嫉妬＞　同じき『論』（卷一五）の偈に云く。「馬・井の二比丘は懈怠にして惡道に墮せり。佛を見法を聞くと雖も、猶亦自ら勉ず」と。＜已上＞　又若し精進すること无くば行成就し難し。故に『華嚴經』（唐譯卷一三）の偈に云く。「鑽燧して火を求むるが如し、未だ出でざる數々息まば火勢隨ひて止滅す。懈怠の者も亦然なり」と。＜已上精進＞。　讀誦大乘の功德无量なること、『金剛般若論』（卷上）の偈に云ふが如し。「福は菩提に趣かざれども、二は能く菩提に趣く。　實に於ては了因と名け、餘に於ては生因と名く」と。＜已上『觀佛經』六種の法畢りぬ。彼の經に嫉恚精進具に之を説かず。故に餘文を以て經意を釋成す＞　『般舟經』に亦十事有り。彼の『經』（般舟經卷下）に云ふが如し。「若し菩薩有りて、是の三昧を學誦せんには、十事有り。一には他人の利養を嫉妬せざれ。二には悉く當に人を愛敬し長老に孝順すべし。*837三には當に報恩を念ふべし。四には妄語せずして非法を離れよ。五には常に乞食して請を受けざれ。六には精進して經行せよ。七には晝夜に臥出すること得ざれ。八には常に布施せんことを欲して終に惜しみ悔ゆること无れ。九には深く惠の中に入りて着する所无れ。十には善師に敬事すること佛の如くせよ」と。＜略抄＞　　問。『般舟經』にも亦四四十六法の種有り。『十住婆沙』の第九には百四十餘種の法有り。『念佛三昧經』には種種の法有り。又『華嚴經』（唐譯卷八〇）の入法界品の偈に云く。「若し信解して?慢を離るること有るものは、發心して即ち如來を見たてまつることを得るも、若し諂誑不淨の心有るものは、億劫に尋ね求むとも値遇すること莫けん」と。『觀佛經』（卷一〇）に云く。「晝夜六時に、六法を勤行し、端坐正受して當に小語を樂ふべし。經を讀誦し廣く法敎を演ぶるを除きては、終に无義の語を宣説せざれ。常に諸佛を念じて心心相續せよ。乃至一念の間も佛を見たてまつらざる時有ること无し。心專精なるが故に佛日を離れず」と。又『遺日摩尼經』に説かく。「沙門の牢獄に墮するに多の事有り。或は人を求めて供養を得んと欲し、或は多く衣鉢を積まんと欲し、或は白衣とに厚善し、或は常に愛欲を念ひ、或は憙みて知友と交結す」と。＜文に多法有り、略抄＞　　問。今何ぞ彼等の法を擧げざるや。答。若し廣く之を出さば、還て行者をして退轉の心を生ぜしめんと。故に略して要を擧ぐ。若し堅く十重・四十八輕戒を持たば、理必ず念佛三昧を助成し、亦應に任運に餘行をも持得すべし。況や六法を具し、或は十法を具するもの、何の行か攝せざらん。故に略して述べざるなり。然るに?強の惑業は、人をして學了せしむれども、但无義の語は、其の過顯不恒に正道を障ふ。善く應に之を治すべし。或は應に『大論』（卷四九）の文に依るべし、「人の火を失して四邊に倶に起るが如し。云何が其の内に安處して、餘事を語り説かんや。此の中に佛説きたまはく。若し聲聞・辟支佛の事を説くすら、猶無益の言と爲す。何に況や餘事をや」と。＜已上＞　行者常に娑婆の依・正に於て、火宅の想を生し、无益の語を絶ち、相續して佛を念ぜよ。　*838問。『往生論』に念佛の行法を説きて云く。「三種の菩提門相違の法を遠離すべし。何等か三種。一には智惠門に依て自樂を求めず、我心自身に貪着することを遠離するが故に。二には慈悲門に依て一切衆生の苦を拔く、无安衆生心を遠離するが故に。三には方便門に依て一切衆生を憐愍する、心ありて自身を供養恭敬する心を遠離するが故に。是を三種の菩提門相違の法を遠離すと名く。故に菩薩是の如き三種の菩提門相違の法を遠離して、三種の隨順菩提門の法滿足することを得るが故に。何等か三なる。一には无染淸淨心、身の爲に諸の樂を求めざるが故に。二には安淸淨心、一切衆生の苦を拔くが故に。三には樂淸淨心、一切衆生をして大菩提を得しむるを以ての故に。衆生を攝取して彼の國土に生ぜしむるを以ての故に。是を三種の隨順菩提門の法滿足すと名く」と。＜已上＞　此の中には何が故に彼の論に依らざるや。答。前の四弘の中に此の六法を具足す。文言異なりと雖も、其の義闕くること無し。　問。佛を念ずれば自ら罪を滅す。何ぞ必ずしも堅く戒を持たんや。答。若し一心に念ぜば、誠に責むる所の如し。然れども盡日佛を念ぜんも閑かに其の實を?すれば、淨心は是一兩にして、其の餘は皆濁亂せり。野鹿は繋ぎ難く、家狗は自ら馴る。何に況や自ら心を恣にせば、其の惡幾許ぞや。是の故に要ず當に精進して淨戒を持つこと、猶明珠を護るが如くすべし。後に悔ゆとも何ぞ及ばん。善く之を思念せよ。　問。誠に言ふ所の如し。善業は是今世の所學なれば、欣ふと雖も動もすれば退き、妄心は是永劫の所習なれば、厭ふと雖も猶起る。既に爾らば何の方便を以てか之を治せん。答。其の治一に非ず。『次第禪門』（卷四）に云ふが如し。「一に沈?闇塞の障を治せんには、應に佛を觀念すべし。卅二相の中、隨ひて一を取れ。或は先づ眉間の毫相を取り、目を閇ぢて而も觀ぜよ。若し心闇鈍にして懸に成すこと成らずば、當に一の好き嚴かなる形像に對し、一心に相を取り、之を縁じて定に入る。若し明了ならずば、眼を開きて更に觀じ、復更に目を閇ぢよ。*839是の如くにして一相を取ること明了ならば、次第に遍く衆相を觀じ、心眼をして開明ならしめ、即ち?睡沈闇の心を破れ。佛の功德を念ずれば、則ち罪障を除く。二に惡念思惟の障を治せんには、應に報佛の功德を念ずべし。正念の中に、佛の十力・四无所畏・十八不共・一切種智は、圓かに法界を照らし、常寂不動にして、普く色身を現じて、一切を利益したまふ功德は、无量にして不可思議なることを縁ぜよ。何を以ての故に、此の佛を念ずる功德は、勝縁善法中より生ずる心數なれども、惡念思惟は、惡法を縁ずる中より生ずる心數なり。善能く惡を破るが故に應に報佛を念ずべし。譬へば醜陋少智の人の端正大智の人の中に在れば、即ち自ら鄙耻するが如し。惡も亦是の如し。善心の中に在れば則ち耻愧して自ら息む。佛の功德を縁ずれば、念念の中に一切の障を滅す。三には境界逼追の障を治せんには、應に法佛を念ずべし。法佛とは即ち是法性なり、平等にして不生不滅なり。形色有ること无く、空寂无爲なり。无爲の中には既に境界无ければ、何者か是逼迫の相ならん。境界の空なることを知るが故に、即ち是對治なり。若し卅二相を念ずれば即ち對治に非ず。何を以ての故に、是の人未だ相を縁ぜざる時に、已に境界の爲に惱亂せらる、而るを更に相を取らば、此の着に因て魔其の心を狂亂す。今空を觀じて相を破すれば、諸の境界を除き、心に在きて佛を念ずれば、功德无量にして、即ち重罪を滅す」と。＜略抄＞　別相の治も是の如し。今三の通の治を加へん。一には能く惑の起りを了して其の心を驚覺し、煩惱を呵責すること惡賊を驅るが如くし、三業を防護すること油鉢を擎ぐるが如くせよ。『六波羅蜜經』（卷八）に云ふが如し。「結跏趺坐し、正念に觀察し、大悲の心を以て而も屋宅と爲し、智惠を鼓と爲し、覺悟の杖を以て而も之を扣き撃ちて、諸の煩惱に告げよ。汝等當に知るべし、諸の煩惱の賊は妄想より生ず。我が法王の家に善事起ること有るも、汝が所爲に非ず。汝宜しく速に出づべし。若し時に出ずんば、當に汝が命を斷つべし。是の如く告げ已るに、諸の煩惱の賊、尋で自ら散ず。次に自身に於て善く防護を起して應に放逸すべからず」と。*840又『菩薩處胎經』（卷六）の偈に云く。「彼の犯罪人の鉢に滿てる油を擎持して、若し油の一渧を棄てなば罪大僻に交入せん、左右に伎樂を作せども死せんことを懼れて顧視せざるが如し。菩薩の淨觀を修するには意を執ること金剛の如く、毀譽及び惱亂に心意傾動せず。空は本來淨にして彼・此・中間も无しと解る」と。二には通じて四句を用て、一切の煩惱の根源を推求せよ。謂く此の煩惱は心に由て生ずとや爲ん、縁に由て生ずとや爲ん。共に生ずとや爲ん、離生すとや爲ん。若し心に由て生ぜば、更に縁を待たず。或は龜毛・兔角に於ても應に貪・瞋を生ずべし。若し縁に由て生ぜば、應に心を用ひざるべし。或は眠れる人をして煩惱を生ぜしめん。若し共に生ぜば、共ならざるとき各々无くして、共なる時に安んぞ有らん。譬へば二の沙の合すと雖も油無きが如し。或は心境倶に合するに那ぞ煩惱を生ぜざる時有らん。若し離れて生せば既に心を離れ縁を離る、那ぞ忽に煩惱を生ぜん。或は虚空は二を離る、常に應に煩惱を生ずべし。種種に觀察するに、既に實の生无し。從りて來る所も无く、亦去る所も无し。内に非ず外に非ず、亦中間にも非ず。都て處所无く、皆幻有の如し、唯惑心のみに非ず、觀心も亦爾なり。是の如く推求せば惑心自ら滅しなん。故に『心地觀經』（卷八）の偈に云く。「是の如き心法は本より有に非ず。凡夫執迷して無に非ずと謂へり。若し能く心の躰性の空なることを觀ずれば、惑障生ぜずして便ち解脱す」と。＜云云＞　又『中論』の第一の偈に云く。「諸法は自より生ぜず、亦他よりも生ぜず。共にあらず無因にあらず。是の故に无生なりと知る」と。應に此の偈に依て多くの四句を用ふべし。三には應に念ずべし。今我が惑心に具足せる八万四千の塵勞門と、彼の彌陀佛の具足したまへる八萬四千の波羅蜜門とは、本來空寂にして一躰無碍なり。貪欲は即ち是道なり。恚・癡も亦是の如し。水と氷との性の異なる處に非ざるが如し。故に『經』に云く。「煩惱と菩提とは軆二無く、生死と涅槃とは異處に非ず」と云云。我今未だ智火の分有らず、故に煩惱の氷を解きて功德の水と成すこと能はず。*841願はくは佛我を哀愍して其の所得の法の如く、定惠力もて莊嚴し、此を以て解脱せしめよと。是の如く念じ已りて、聲を擧げて佛を念じて、救護を請へ。『止觀』（卷二上）に云ふが如し。「人の重きものを引くに自力にて前まずば、傍の救助を假りて則ち輕く擧ぐるこをを蒙るが如し。行人も亦爾なり。心弱くして障を排ふこと能はずば、名を稱して護を請ふに、惡縁も壞すること能はず」と。＜已上＞　若し惑、心を覆ひて通別の對治を修せんと欲せしめずば、須く其の意を知りて常に心の師と爲し心を師とせざるべし。　問。若し破戒の者は、三昧成ぜずんば、云何が『觀佛經』（卷九）に「此の觀佛三昧は、是一切衆生の犯罪の者の藥なり。破戒の者の護なり」と云へるや。答。破戒の已りて後に、前の罪を滅せんが爲に、一心に佛を念ず、此が爲に藥と名く。若し常に毀犯せば三昧成じ難し。


  



  ［五、助念方法　懺悔衆罪］


  第五に懺悔衆罪とは。設し煩惱の爲に其の心を迷亂せられ、禁戒を毀らば、應に日を過さずして懺悔を營修すべし。『大經』の十九（南本涅槃經卷一七）に云ふが如し。「若し罪を覆へば、罪則ち增長す。發露し懺悔すれば罪即ち消滅す」と。又『大論』に云く。「身口意の惡を悔いずして佛を見たてまつらんと欲せば是の處有ること無けん」と。＜已上＞　懺法一に非ず、樂に隨ひて之を修せよ。或は五躰を地に投じ遍身に汗を流して彌陀佛に歸命し、眉間の白毫を念じ、發露し涕泣して應に此の念を作すべし。過去の空王佛の、眉間の白毫相を、彌陀尊禮敬して罪を滅して今佛を得たまへり。我今彌陀佛を禮することも亦當に復是の如くなるべし。須く罪根に隨ひて佛の光を哀請すべし。謂く檀光を放ちて慳弊の罪を滅したまへ。戒の光を放ちて毀禁の罪を滅したまへ。忍辱の光を放ちて瞋恚の罪を滅したまへ。精進の光を放ちて懈怠の罪を滅したまへ。禪定の光を放ちて散亂の罪を滅したまへ。智慧の光を放ちて愚惑の罪を滅したまへ。是の如く若しは一日若しは七日に至れば、百千劫の煩惱の重障を除く。或は須臾の間も坐禪入定して、佛の白毫を念じ心をして了了ならしめ、謬亂の想无く、分明に正しく住して意に注けて息まざれば、九十六億那由他等の劫の生死の罪を除却す。*842或は一心に彼の佛の神咒を念ずること一遍すれば、能く四重・五逆を滅し、七遍すれば能く根本の罪を滅す。＜出『儀軌』＞　或は復『心地觀經』（卷三）に、理の懺悔を明かして云く。「一切の諸の罪は性皆如なり。顛倒の因縁妄心より起る。是の如き罪相は本來空なり、三世の中に得る所无し。内に非ず外に非ず中間に非ず、性相如如にして倶に不動なり。眞如の妙理は名言を絶つ、唯聖智のみ有りて、能く通達す。有に非ず无に非ず、有无に非ず、有无ならざるにも非ず、名相を離れ法界に周遍して生滅无く、諸佛は本來同一軆なり。唯し願はくは諸佛加護を垂れて、能く一切顛倒の心を滅したまへ。願はくは我早く眞性の源を悟りて、速に如來の无上道を證せん」と。　問。眞に佛を觀念するに、既に能く罪を滅す。何が故ぞ更に理の懺悔を修するや。答。誰か言ふ一一に之を修せよと。但意樂に隨ふべし。何に況や衆の罪性は空にして所有无しと觀るは、即ち是眞實の念佛三昧なり。『華嚴』（唐譯卷一六）の偈に云ふが如し。「現在は和合に非ず、未來も亦復然なり。一切の法の无相なる、是即ち佛の眞躰なり」と。『佛藏經』（卷上意）の念佛品に云く。「所有无しと見るを名けて念佛と爲し、諸法の實相を見るを名けて念佛と爲す。分別有ること无く、取无く捨无き、是眞に念佛なり」と。＜已上＞　諸餘の空无相等の觀も之に准じて皆應に念佛三昧に攝入す。　問。是の如きの懺悔は何なる勝德か有る。答。『心地觀經』（卷三）の偈に云く。「在家は能く煩惱の因を招き、出家も亦淸淨の戒を破す。若し能く法の如く懺悔する者は、所有煩惱悉く皆除こる。＜乃至＞　懺悔は能く三界の獄を出で、懺悔は能く菩提の花を開き、懺悔は能く佛の大圓鏡を見、懺悔は能く寶所に至る」と。　問。此の中に何者をか最勝なりと爲るや。答。若し一人に約すれば機に順ずるを勝と爲し、若し汎爾に判ずれば理懺を勝と爲す。故に『如來祕密藏經』の下卷に、佛迦葉に告げて言はく。「若し少しき不善も、若し其れ堅住し堅執し堅着すれば、*843一切我説きて之を名けて犯と爲す。迦葉、五无間罪も、若し堅住し堅執し堅着して見を生ぜずば、我彼を説きて名けて犯と爲すと曰はず。況や復餘の少不善の業道をや。迦葉、我不善の法を以て而も菩提を得るにあらず、亦善法を以て而も菩提を得るにもあらず。＜乃至＞　煩惱は因縁より生ずと解知するを、菩提を得と名く。迦葉、云何なるをか因縁より生ずる所の煩惱を解知すと爲ん。是自性无くして起る法は、是无生の法なりと解知す。是の如く解知するを菩提を得と名く」と。又『決定?尼經』（意）に云く。「大乘の中に於て發起し修行するに、日の初分の時に所犯の戒有るに、日の中分に於て一切智の心を離ずば、是の如きの菩薩は戒身壞せず。若し日の中分に所犯の戒有るも、日の後分に於て一切智の心を離れずば、是の如きの菩薩は戒身壞せず。＜乃至＞　若し夜の後分に所犯の戒有るも、日の初分に於て一切智の心を離れずば、是の如きの菩薩は戒身壞せず。是の義を以ての故に、菩薩乘の人は開遮の戒を持てば、設ひ所犯有りとも應に失念して妄に憂悔を生じて、自ら其の心を惱ますべからず。聲聞乘に於て所犯有る者は便ち聲聞の淨戒を破壞しつと爲す」と。＜云云＞　一切智の心とは、餘處の説に准ずれば、是第一義空相應の心なり。或は可し、是佛の種智を願求する心なりと。　問。若し懺悔を修するに能く衆罪を滅せば、云何ぞ『大論』の四十六には、「戒律の中の戒は復細微なりと雖も、懺悔すれば即ち淸淨なり。十善戒を犯せば復懺悔すと雖も、三惡道の罪除こらず」と云ひ、又『十輪經』（卷四意）には「十惡の輪罪を造れば、一切の諸佛の救ひたまはざる所なり」と説くや。答。『觀經』には十念して能く五逆を滅し、『觀佛經』には佛の一相を念ずれば、能く十惡・五逆を滅し、『大經』には闍王殺父の罪を懺除し、『般若經』には讀誦し解説すれば能く三界の衆生を殺害せる罪を滅して、惡趣に墮せず、『華嚴經』には普賢の願を誦するに、一念に能く十惡・五逆を滅すと。*844明らかに知んぬ、大乘の實説は、罪を滅せずといふこと无きを。然ば此の論文は、或は是轉重輕受にして全く受けざるに非ざるを、之を除かずと名く。或は是隨轉理門の説ならん。又感禪師（群疑論卷三）『十輪經』を會して云く。「如來の密意は罪を畏れしめんと欲するなり」等と云云。餘は下の料簡の念佛相門の如し。此等は皆是別時の懺悔なり。然るに行者常に當に三事を修すべし。『大論』（卷七）に云ふが如し。「菩薩は必ず須く晝夜六時に懺悔・隨喜・勸請の三事を修すべし」と。＜略抄＞　五念門の中の禮拜の次に應に此の事を修すべし。『十住婆娑』（卷五）の懺悔の偈に云く。「十方无量の佛は、所る知盡くさざること无し。我今悉く前にして諸の黑惡を發露せん。三三合して九種あり、三の煩惱より起る。今身若しは前身の、是の罪を盡く懺悔せん。三惡道の中にして、若し受くべき業報は、願はくは今身に償ひ、惡道に入りては受けざらん」と。＜三三合して九種とは身口意に各々現・世・後有り、自作・敎使・見作隨喜なり。三の煩惱より起こるとは、三界・三毒・三品煩惱なり＞　勸請の偈（十住毘婆沙論卷五）に云く。「十方の一切の佛、現在に成佛したまへる者を、我請ひたてまつる、法輪を轉じて諸の衆生を安樂ならしめたまへ。十方の一切の佛、若し壽命を捨てんと欲したまはば、我今頭面に禮し、勸請して久しく住せしめん」と。隨喜の偈（十住毘婆沙論卷五）に云く。「所有布施の福も、持戒と修禪の行も、身口意より生ず、去・來・今に所有、三乘を習行する人、三乘を具足せる者、一切の凡夫の福、皆隨ひて歡喜せん」と。＜已上＞　又常行三昧・法華三昧・眞言敎等に、皆各々文有り。意に隨ひて之を用ひよ。若し略を樂はば、『彌勒菩薩本願經』の一偈に依るべし。『經』に云く。「佛阿難に語りたまはく。彌勒菩薩、本道を求めし時、耳・鼻・頭・目・手・足・身命・珍寶・城邑・妻子及以び國土を持ちて、布施して人に與へて以て佛道を成ぜしにはあらず。但善根・安樂の行を以て、无上正眞の道を致すことを得たりと。阿難佛に白さく。彌勒菩薩は何なる善根を以てか佛道を致すことを得たるや。佛阿難に語りたまはく。*845彌勒菩薩は、晝夜に各々三び、衣を正して體を束ね、手を叉へ右の膝を地に着け、十方に向ひて偈を説きて言はく。我一切の過を悔い、勸めて衆の道德を明らして、諸佛を歸命し禮したてまつる。无上の慧を得しめたまへと。佛阿難に語りたまはく。彌勒菩薩は、是の善根を以て无上正眞の道を得たまへり」と。＜已上＞　　問。此の懺悔と勸請等の事を修せば、幾處の福をか得るや。答。『十住論』（卷六）の偈に云く。「若し一時の中に於て福德形有らば、恒河沙の世界も乃ち自ら容受せず」と。


  



  ［五、助念方法　對治魔事］


  第六に對治魔事とは、　問。種種の魔事能く正道を障ふ。或は病患を發さしめ、或は觀念を失せしめ、或は邪法を得しむ。所謂若しは有の見若しは无の見、若しは明了若しは昏闇、若しは邪定若しは攀縁、若しは悲若しは喜、若しは苦若しは樂、若しは禍若しは福、若しは惡若しは善、若しは人を憎み若しは戀着す、若しは心強く若しは心軟なり。是の如き等の事の、若しは過ぎ、若しは及ばざる、皆是魔事にして、悉く正道を障ふ。何を以てか之を對治せん。答。治道多しと雖も、今は但應に念佛の一治に依るべし。此の中に亦事・理有り。一に事の念とは、言行相應して一心に念佛する時、諸の惡魔沮壞すること能はず。　問。何が故ぞ壞せざる。答。佛護念したまふが故に、法の威力の故に、沮壞すること能はず。『大般若』（卷三四六）に、魔事を對治するに番番の二法を出すが如し。其の中に云く。「一には言ふ所の如く皆悉く能く作す。二には諸佛の爲に常に護念せらる」と。又『般舟經』（卷中意）に云く。「若し&M041359;叉鬼神、人の禪を壞り人の念を奪はんも、設し是の菩薩を中らんと欲せば、終に中ること能はず」と云云。餘は下の利益門の如し。二に理の念とは、『止觀』の第八（下）に云ふが如し。「魔界の如と佛界の如とは一如にして二如无し。平等一相なりと知り、魔を以て戚と爲し、佛を以て欣と爲さず、之を實際に安く。＜乃至＞　魔界は即ち佛界なれども、衆生は知らずして、佛界に迷ひて橫に魔界を起し、菩提の中に於て而も煩惱を生ず。*846是の故に悲を起して、衆生をして魔界に於して即ち佛界、煩惱に於して即ち菩提にならしめんと欲す。是の故に慈悲を起す」と。＜已上＞　應に是の念を作すべし。魔界も佛界も、及び自他の界も、同じく空无相なり。此の諸法の无相は是即ち佛の眞軆なり。當に知るべし、魔界は即ち是佛身にして、亦即ち我が身なり。理无二なるが故なり。而も諸の衆生、妄想の夢未だ覺めず一實の相を解らざれば、是非の想を生じて五道に輪廻す。願はくは衆生をして平等の慧に入らしめんと。是の如く深く无縁の大悲を起し、乃至佛の妙色身を觀ずと雖も、三空門に入りて執着すべからず。熱金丸の色の妙なることを見ると雖も手に觸るべからざるが如し。況や餘事に於て着を生じ慢を生ぜんをや。是の觀を作す時、魔沮壞せず。故に『大般若經』（卷三四六）に、亦其の治を説きて云く。「一には諸法皆畢竟空なりと觀じ、二には一切の有情を棄捨せず」と。又『大論』（卷五〇）に云く。「十二入は皆是魔網にして、虚誑不實なり。此の中に於て六種の識を生ずるも、亦是魔網虚誑なり。何者か是實なる、唯不二の法あるのみ。眼も无く色も无し、乃至意も无く法等も无し、是を實と名く。衆生をして十二入を離れしむるが故に、常に種種の因縁を以て是の不二の法を説く」と。＜已上＞　　問。何が故ぞ空を觀ぜば魔便を得ざるや。答。彼の『論』（智度論卷三七）に云く。「一切の法の中に皆着せず、着せざるが故に違錯すること无し。違錯无きが故に、魔も其の便を得ること能はず。譬へば人の身に瘡无くば、毒屑の中に臥すと雖も、毒も亦入らず、若し小瘡有らば則ち死するが如し」と。又『大集經』（卷四九）の月藏分の中に、他化天魔王、菩提心を發し記を受け願を發して云く。「我等現在・未來の諸佛の弟子の第一義と相應して住せん者をば護念し、供給し供養せん。若し我が敎に順ぜずして行者を惱亂せば、即ち彼の類をして種種の病を得しめ、神通を退失せしめん」と。＜取意＞　明らかに知んぬ、實魔は便を得ず、權魔は護念するのみ。前の二種の治は皆證據有るが故に、更に諸師の所釋を引かず。


  



  *847［五、助念方法　總結要行］


  第七に總結要行とは、　問。上の諸門の中に、陳ぶる所既に多し、未だ知らず、何れの業をか往生の要と爲る。答。大菩提心と三業を護ると、深く信じ誠を至して常に佛を念ずとは、願に隨ひて決定して極樂に生ず。況や復餘の諸の妙行を具せんをや。　問。何が故ぞ此等を往生の要と爲る。答。菩提心の義は、前に具に釋せしが如し。三業の重惡は能く正道を障ふ、故に須く之を護るべし。往生の業には念佛を本と爲す。其の念佛の心は、必ず須く理の如くすべし。故に深信と至誠と常念との三事を具す。常念に三の益有り。迦才（淨土論卷上意）の云ふが如し。「一には諸惡の覺觀畢竟じて生ぜず、亦業障を消すことを得。二には善根增長して、亦見佛の因縁を種うることを得。三には薰習熟利し、命終の時に臨みて正念現前す」と。＜已上＞　業は願に由て轉ず。故に隨願往生と云ふ。總じて之を言はば、三業を護るは是止善にして、佛を稱念するは是行善なり。菩提心及び願は此の二善を扶助す。故に此等の法を往生の要と爲す。其の旨經論に出でたり。之を具にすること能はず。


  



  ［六、別時念佛］


  大文第六に別時念佛とは二有り。初に尋常の別行を明し、次に臨終の行儀を明す。


  



  ［六、別時念佛　尋常別行］


  第一に尋常の別行とは、日日の行法に於て、常に勇進すること能はず。故に應に時有りて別時の行を修すべし。或は一・二・三日、乃至七日、或は十日乃至九十日、樂に隨ひて之を修せよ。言ふ所の一日乃至七日とは、導和尚（觀念法門）云く。「般舟三昧經に、佛跋陀和に告げたまはく、是の行法を持てば便ち三昧を得、現在の諸佛悉く前に在まして立ちたまふ。其れ比丘・比丘尼・優婆塞・優婆夷有りて、法の如く持戒完具し、獨り一處にして正しく西方の阿彌陀佛を念ずべし、今現に彼に在ます。所聞に隨ひて當に念ずべし、此を去ること十万億の佛刹なり、其の國を須摩提と名く。一心に之を念ずること一日一夜、若しは七日七夜すべし。*848七日を過ぎ已りて後之を見たてまつらん。譬へば夢の中に見る所、晝夜を知らず亦内外を知らざるは、冥き中に在りて蔽礙する所有るに由るが故に見ざるにあらざるが如し。跋陀和、四衆常に是の念を作さん時、諸佛の境界の中、諸の大山・須彌山、其の有らゆる幽冥の處は、悉く爲に開闢して蔽礙する所无けん。是の四衆は天眼を持ちて徹し視るにあらず、天耳を持ちて徹し聽くにあらず、神足を持ちて其の佛刹に到るにあらず、此の間に終りて彼の間に生ずるにあらず、便ち此に坐して之を見るなり。佛言はく。四衆は此の間の國土に於て、阿彌陀佛を念ずるに、專念するが故に之を見たてまつることを得。即ち問へ、何なる法を持ちてか此の國に生ずることを得と。阿彌陀佛報へて言はく。來生せんと欲はば、常に我が名を念じて、休息することを得ること莫くば、即ち來生することを得んと。佛言はく。專念するが故に往生することを得るなり。當に念ずべし、佛身には三十二相・八十種好ありて、巨億の光明徹照し、端正にして比无く、菩薩僧の中に在りて説法したまふことを。色を壞すること莫れ。何を以ての故に、色を壞せざるが故に、佛の色身を念ずるに由るが故に、是の三昧を得。＜已上、念佛三昧の法を明かす。此の文は彼の經の行品の中に在り。若し覺めて佛を見ずは、夢の中に之を見る＞　三昧の道場に入らんと欲はん時は、一ら佛敎の方法に依れ。先づ須く道場を料理し、尊像を安置して、香湯もて掃灑すべし。若し佛堂无きも淨房有らば亦得たり、掃灑すること法の如くし、一の佛像を取りて西の壁に安置せよ。行者等、月の一日より八日に至り、或は八日より十五日に至り、或は十五日より廿三日に至り、或は二十三日より三十日に至るまで、月別に四時にするは佳し。行者等、自ら家業の輕重を量り、此の時の中に於て淨行道に入れ。若しは一日乃至七日に、盡く淨衣を須ひ、鞋靺も亦新淨なるを須ひよ。七日の中に、皆須く一食長齋すべし。?餠・麁飯、隨時の醤菜は儉素節量すべし。道場の中に於て晝夜に心を束ね相續して專ら阿彌陀佛を念ぜよ。心と聲と相續して唯坐し唯立し、七日の内睡眠することを得ざれ。亦時に依て佛を禮し經を誦すべからず、數珠も亦捉るべからず。*849但合掌して佛を念ずと知り、念念に見佛の想を作せ。佛の言はく。阿彌陀佛の眞金色の身に、光明徹照し、端正无比にして、心眼の前に在ますと想念せよ。正しく佛を念ぜん時は、若し立せんには即ち立して念ずること一万・二万せよ、若し坐せんには即ち坐して念ずること一万・二万せよ。道場の内に於ては頭を交へて竊かに語ることを得ざれ。晝夜或は三時・六時に、諸佛、一切の賢聖、天曹・地府、一切の業道に表白して、一生已來の身口意業の所造の衆罪を發露し懺悔せよ。事事實に依て懺悔し竟りて、還法に依て佛を念ぜよ。所見の境界は輙く説くことを得ず、善ならば自ら知り、惡ならば懺悔せよ。酒・肉・五辛は、極めて發願して手に捉らざれ、口に喫はざれ。若し此の語に違せば、即ち身口倶に惡瘡を着けんと願ぜよ。願じて阿彌陀經を誦すること十万遍を滿たし、日別に佛を念ずること一万遍せよ。經を誦すること日別に十五遍、或は誦すること二十遍・三十遍、力の多少に任すべし。淨土に生ぜんことを誓ひ、佛の攝受を願ぜよ。　又諸の行者に白さく。但今生に日夜相續して專ら彌陀佛を念じ、專ら彌陀經を誦し、淨土の聖衆莊嚴を稱揚し禮讃して生ずることを願ぜんと欲する者は、三昧道場に入るを除き、日別に彌陀佛を念ずること一万して、命を畢るまで相續せば、即ち彌陀の加命を蒙りて、罪障を除くことを得。又佛と聖衆と常に來りて護念したまふことを蒙ると。既に護念を蒙りなば、即ち年を延べ轉じて長命にして安樂なることを得ん。因縁の一一は具に譬喩經・惟无三昧經・淨度三昧經等に説くが如し。　又觀佛經に云く。若しは諸の比丘・比丘尼、若しは男・女人、四の根本罪・十惡等の罪・五逆の罪を犯し、及び大乘を謗ぜん。是の如きの諸人、若し能く懺悔すること日夜六時、身心息まず、五軆を地に投ずること大山の崩るるが如くし、啼泣して涙を雨らし、合掌して佛に向ひ佛の眉間の白毫相の光を念ずること、一日より七日に至らんに、前の四種の罪、輕微なることを得べし。白毫の毛を觀ぜんに、闇くして見えずば、應に塔の中に入りて像の眉間の白毫を觀ずべし。*850一日より三日に至るまで、合掌して啼泣せよ」と。＜已上『觀念門』略抄＞　『大般若』の五百六十八に七日の行を明して云く。「若し善男子・善女人等、心に疑惑无く、七日の中に於て澡浴して淸淨にし、新淨の衣を著け、花香もて供養し、一心に正しく前に説く所の如き如來の功德及び大威神を念ぜば、爾の時に如來は慈悲もて護念し、身を現じて見せしめ願をして滿足ならしめたまふ。若し花香等の事に闕少くること有らば、但一心に功德と威神を念ぜよ。將に命終らんとする時、必ず佛を見たてまつること得ん」と。＜已上＞　前に説く所の功德等と言ふは、如來の大慈・大悲・説法・无礙・靜慮、一念に能く无邊の類身を現じ、天眼・天耳・他心智・无失念・无漏離垢・得一切法自在平等等の功德威神となり。『大集賢護經』にも亦七日の行有り、次の利益の中に説くが如し。又迦才の『淨土論』（卷下）に云く。「綽禪師は經文の但能く佛を念ずること一心不亂にして百万遍已去を得たる者は、定んで往生するを得といへるを?得せり。又綽禪師は小阿彌陀經の七日の念佛に依て百万返を?得せり。是の故に大集經・藥師經・小阿彌陀經に、皆七日の念佛を勸むるは、此の意明けし」と。＜已上迦才＞　言ふ所の七日の行とは、『鼓音聲經』・『平等覺經』に出づ。次の利益門に至りて當に知るべし。言ふ所の九十日の行とは、『止觀』の第二（上）に云く。「常行三昧とは、先づは方法を明かし、次に勸修を明かす。方法とは、身の開遮、口の説?、意の止觀なり。此の法は般舟三昧經に出でたり。翻じて佛立と爲す。佛立に三の義あり。一には佛の威力、二には三昧力、三には行者の本功德力なり。能く定の中に於て十方現在の佛其の前に在りて立ちたまふを見たてまつること、明眼の人の淸夜に星を觀るが如し。十方の佛を見たてまつるるも、亦是の如く多し。故に佛立三昧と名く。十住?婆娑の偈に云く。是の三昧の住處に、少と中と多との差別あり。*851是の如き種種の相、亦應に須く論議すべし。住處とは、或は初禪・二・三・四・中間に於て、是の勢力を發して能く三昧を生ずるが故に住處と名く。初禪は少、二禪は中、三と四はとは多なり。或は少時住するを少と名け、或は世界を見ること少なく、或は佛を見たてまつること少なき故に少と名く。中と多とも亦是の如し。身に常行を開す。此の法を行ぜん時は、惡知識及び癡人・親屬・鄕里を避け、常に獨り處止し、他人に希望して求索する所有ることを得ざれ。常に乞食して別請を受けざれ。道場を嚴飾して諸の供具・香?・甘菓を備へよ。其の身を盥沐して左右よりの出入には、衣服を改め換へよ。唯專ら行き旋りて九十日を一期と爲し、明師の内外の律に善くして能く妨障を開除するを須ひよ。所聞の三昧の處に於て、世尊を視たてまつるが如くし、嫌はず恚らず、短長を見ざれ。當に肌肉を割きても師に供養すべし。況や復餘をや。師に承事せんこと僕の大家に奉ずるが如くせよ。若し師に於て惡を生ぜば、是の三昧を求むるに終に得難し。外護は母の子を養ふが如くなるを須ひ、同行の共に嶮を渉るが如くなるを須ひよ。須く要期し誓願すべし。我筋骨をして枯朽せしむとも、是の三昧を學びて得ずば、終に休息せずと。大信を起せば能く壞る者无く、大精進を起せば能く及ぶ者无し。所入の智は能く逮ぶ者无く、常に善師と與に事に從へ。三月を終竟るまで、世間の想欲を念ずること彈指の項の如きをも得ざれ。三月終竟るまで臥出すること彈指の項の如きをも得ざれ。三月終竟るまで行じて休息することを得ざれ。坐食と左右とをば除く。人の爲に經を説かんに衣食を望むことを得ざれ。婆娑の偈に云く。善知識に親近し、精進して懈怠无く、智慧甚だ堅牢にして、信力妄動すること无かれと。口の説?とは、九十日身に常に行じて休息すること无く、九十日口に常に阿彌陀佛の名を唱へて休息すること无く、九十日心に常に阿彌陀佛を念じて休息すること无かれ。或は唱と念と倶に運び、或は先づ念じ後に唱へ、或は先づ唱へ後に念じ、唱と念と相繼ぎて休息する時无かれ。若し彌陀を唱ふれば即ち是十方の佛を唱ふると功德等し。但專ら彌陀を以て法門の主と爲す。*852要を擧げて之を言はば、歩歩・聲聲・念念、唯阿彌陀佛に在り。意に止觀を論ずとは、西方の阿彌陀佛を念ぜよ。此を去ること十万億の佛刹にして、寶地・寶池・寶樹・寶堂に在まして、衆の菩薩の中央に坐して經を説きたまふ。三月常に佛を念ぜよ。云何が念ずる、三十二相を念ずるなり。足下の千輻輪の相より、一一に逆に縁じて諸相乃至无見頂を念ぜよ。亦應に頂相より順に縁じて、乃至千輻輪までにすべし。我をして亦是の相に逮ばしめたまへと。又念ぜよ、我當に心によりて佛を得んや、身によりて佛を得んや。佛は心を用ても得ず、心身を用ひても得ず。心を用ても佛の色を得ず、色を用ても佛の心を得ず。何を以ての故に、心といはば佛には心も无く、色といはば、佛には色も无し。故に色心を用ては三菩提を得ず。佛は色已に盡き、乃至識も已に盡きたまへり。佛の所説の盡くるをば、是癡人は知らず。智者は曉了す。身口を用ても佛を得ず、智惠を用ても佛を得ず。何を以ての故に、智慧は索むるに得べからず、自ら我を索むるに了に得べからず。亦所見も无し。一切の法は本より所有无く、本を壞し本を絶せり。＜其一＞　夢に七寶を見て親屬歡樂するも覺め已りて追念するに何れの處に在るといふことを知らざるが如し。是の如く佛を念ぜよ。又舍衞に女有り、須門と名くと、之を聞きて心に喜び、夜夢に事に從ひ、覺め已りて此を念ふに、彼も來らず我も往かざるに、而も樂しむ事宛然たるが如し。當に是の如く佛を念ずべし。人の大きなる澤を行くに、飢渇して夢に美食を得、覺め已りて腹空しきが如し。自ら一切の所有法を念ふに、皆夢の如し。當に是の如く佛を念ずべし。數數念じて休息することを得ること莫れ。是の念を用て、當に阿彌陀佛の國に生るべし。是を如想念と名く。人の寶を以て琉璃の上に倚するに、影其の中に現ずるが如し。亦比丘の骨を觀ずるに、骨より種種の光を起すが如し。此れ持ち來れる者も无く、亦是の骨有ることも无し。是意の作せるのみ。鏡の中の像は外より來らず、中よりも生ぜざるも、鏡の淨きを以ての故に、自ら其の形を見るが如し。行人の色淸淨なれば、所有者淸淨なり。佛を見んと欲すれば即ち佛を見る。見れば即ち問ひ、問へば即ち報へたまふ。*853經を聞きて大いに歡喜す。＜其二＞　自ら念ふ、佛は何れの所よりか來る、我も亦至る所无し。我が所念もて即ち見るなり。心佛と作り、心自ら心を見、佛の心をも見るなり。是の佛の心は是我が心に佛を見るなり。心は自ら心を知らず、心は自ら心を見ず。心に想有るを癡と爲し、心に相无きは是泥?なり。是の法は示すべき者无し。皆念の所爲なり。設ひ念有りとも、亦无所有の念の空と了るのみ。＜其三＞　偈に云く。心は心を知らず、心有りて心を見ず。心に想を起せば即ち癡なり、想无きは即ち泥?なり。諸佛は心によりて解脱を得たまへり。心は垢无ければ淸淨と名く。五道は鮮潔にして色を受けず。此を解ること有る者は大道を成ずと。是を佛印と名く。所貪无く所着无く、所求无く所想无し、所有盡き、所欲盡く。從りて生ずる所无く、滅すべき所无く、壞敗する所无し。道の要、道の本なり。是の印は二乘すら壞すること能はず、何に況や魔をや。＜云云＞　婆娑に明さく。新發意の菩薩は、先づ佛の色相、相の體、相の業、相の果、相の用を念じて、下の勢力を得、次に佛の四十の不共法を念じて、心に中の勢力を得、次に實相の佛を念じて、上の勢力を得、而して色法の二身に著せずと。偈に云く。色身に貪著せず、法身にも亦著せず。善く一切の法は永寂なること虚空の如しと知ると。勸修とは、若し又智慧は大海の如くにして、能く我が爲に師と作る者无からしめ、此に於て坐して神通を運ばずして悉く諸佛を見、悉く所説を聞き、悉く能く受持することを得んと欲はば、常に三昧を行ぜよ。諸の功德に於て最も第一なりと爲す。此の三昧は是諸佛の母、佛の眼、佛の父、无生大悲の母なり。一切の諸の如來は、是の二法より生ず。大千の地及び草木を碎きて塵と爲し、一塵を一佛刹と爲し、爾の世界の中に滿てらん寶を用て布施せば、其の福甚だ多からんも、此の三昧を聞きて驚かず畏れざらんには如かず。況や信じて受持し讀誦して人の爲に説かんをや。況や定心に修習すること牛乳を搆る頃の如くせんをや。況や能く是の三昧を成ぜんをや。故に无量无邊なり。婆娑に云く。劫火・官・賊・怨・毒・龍・獸・衆病、*854是の人を侵すといはば、是の處有ること无けん。此の人は常に天・龍八部、諸佛に、皆共に護念し稱讃爲られ、皆共に見んと欲して共に其の所に來る」と。若し此の三昧を聞かば、上の四番の功德の如し、皆隨喜すること、三世の諸佛・菩薩の皆隨喜したまふがごとくせんに、復上の四番の功德に勝れり。若し是の如きの法を修せずば、无量の重寶を失はん。人・天之が爲に憂悲す。&M048546;鼻の人は栴檀を把れども嗅がざるが如く、田家の子は摩尼珠を以て一頭の牛に博へんが如し」と。云。＜四番の功德は『弘決』に云く、又四番の果報有り。一には驚せず、二には信受、三には定心修、四には能成就＞


  



  ［六、別時念佛　臨終行儀］


  第二に臨終の行儀とは、先づ行事を明し、次に勸念を明す。　初に行事とは、『四分律抄』（卷下四）の瞻病送終の篇に『中國本傳』を引きて云く。「祇?の西北の角、日光の沒する處に无常院を爲れり。若し病者有らば、安置して中に在く。凡そ貪染を生ずるものは、本房の内の衣?衆具を見て、多く戀着を生じ、心厭背无きを以ての故に、制して別處に至らしむるなり。堂を无常と号く。來る者は極めて多く、還反るものは一二なり。事に即きて而も求め、專心に法を念ず。其の堂の中に一の立像を置けり。金薄もて之に塗り面を西方に向けたり。其の像の右の手は擧げ、左の手の中には一の五綵の幡の脚を垂れて地に曳けるを繋ぐ。當に病者を安んぜんとして像の後に在き、左の手に幡の脚を執り、佛に從ひて佛の淨刹に往く意を作さしむ。瞻病の者香を燒き花を散して病者を莊嚴す。乃至若し屎尿・吐唾有らば、有るに隨ひて之を除く」と。或は説く（法苑珠林卷九五意）。「佛像を東に向け、病者を前に在く」と。＜私に云く。若し別處无くば但病者をして面を西に向かしめ、香を燒き華を散じて、種種に勸進せよ。或は端嚴の佛像を見せしむべし＞　導和尚（觀念法門）の云く。「行者等、若しは病み病まざらんも、命終らんと欲する時は、一ら上の念佛三昧の法に依て、正しく身心に當てて、面を廻らして西に向け、心も亦專注して阿彌陀佛を觀想し心口相應して聲聲絶ゆること莫く、決定して往生の想、花臺の聖衆來りて迎接するの想を作せ。病人、若し前境を見ば、則ち看病の人に向ひて説け。既に説くを聞き已らば、即ち説に依て録記せよ。又病人、若し語ること能はずば、*855看病のもの必ず須く數數病人に問ふべし。何なる境界をか見たると。若し罪相を説かば、傍の人即ち爲に念佛して、助けて同じく懺悔して、必ず罪を滅せしめよ。若し罪を滅することを得、華臺の聖衆念に應じて現前すれば、前に准じて抄記せよ。又行者等の眷屬・六親、若し來りて看病せば、酒・肉・五辛を食せる人を有らしむること勿れ。若し有らば必ず病人の邊に向ふことを得ざれ。即ち正念を失ひ、鬼神交亂し、病人狂死して三惡道に墮せん。願はくは行者等、好く自ら謹愼して佛敎を奉持し、同じく見佛の因縁を作せ」と。＜已上＞　往生の想、迎接の想を作すこと、其の理然るべし。『大論』（觀四〇）に神變の作意を説きて云ふが如し。「地の想を取ること多きが故に、水を履むこと地の如し。水の想を取ること多きが故に、地に入ること水の如し。火の想を取ること多きが故に、身より烟火等を出す」と。＜云云＞　明かに知んぬ、所求の事に於て彼の相を取る時、能く其の事を助けて、而して成就することを得といふことを。唯臨終のみに非ず、尋常も之に准ず。綽和尚（安樂集卷上）の云く。「十念相續することは難からざるに似若たり。然れども諸の凡夫は、心は野馬の如く、識は?猴よりも劇し、六塵に馳騁して、何ぞ曾て停息せん。各々須く宜しく信心を致し、預して自ら剋念し、積習をして性を成じ善根をして堅固ならしむべし。佛大王に告げたまふが如し。人善行を積まば、死するとき惡念无し。樹の先より傾けるが倒るるとき必ず曲れるに隨ふが如しと。若し刀風一び至らば百苦身に奏まる、若し習先より在らずば懷念何ぞ辨ずべけん。各々宜しく同志三五と預して言要を結び、命終の時に臨みて、迭相に開曉して爲に彌陀の名号を稱し、極樂に生ぜんと願じ、聲聲相次で十念を成ぜしむ」。＜已上＞　言ふ所の十念には多釋有りと雖も、然れども一心にして十遍南无阿彌陀佛と稱念する、之を十念と謂ふ。此の義經の文に順ぜり。餘は下の料簡の如し。　次に臨終の勸念とは、善友・同行にして其の志有らん者は、佛敎に順ぜんが爲に、衆生を利せんが爲に、善根の爲に、結縁の爲に、患に染む初より病の床に來問して、幸に勸進を垂れよ。但し勸誘の趣は、應に人の意に在るべし。今且く自身の爲に其の詞を結びて云く。佛子年來の間、*856此の界の?望を止めて、唯西方の業を修せり。就中本期する所は、是臨終の十念なり。今既に病の床に臥す、恐れざるべからず。須く目を閇ぢ合掌し、一心に誓期すべし。佛の相好に非ずよりんば、餘の色を見ること勿れ。佛の法音に非ずよりんば、餘の聲を聞くこと勿れ。佛の正敎に非ずよりんば、餘の事を説くこと勿れ。往生の事に非ずよりんば、餘の事を思ふこと勿れ。是の如くして乃至命終の後に、寶蓮臺の上に坐し、彌陀佛の後に從ひ、聖衆に圍遶せられ、十万億の國土を過ぎん間も、亦復是の如くにして、餘の境界を縁ずること勿れ。唯極樂世界の七寶の池の中に至りて、始めて應に目を擧げ合掌して彌陀の尊容を見たてまつり、甚深の法音を聞き、諸佛の功德の香を聞き、法喜禪悅の味を甞め、海會の聖衆を頂禮して、普賢の行願に悟入すべし。今十事有り、當に一心に聽き一心に念ずべし。一一の念毎に疑心を生ずること莫れ。　一には先づ應に大乘の實智を發して生死の由來を知るべし。『大圓覺經』の偈に云ふが如し。「一切の諸の衆生、无始の幻无明は、皆諸の如來の圓覺の心より建立す」と。當に知るべし、生死即涅槃にして、煩惱即菩提なり。圓融无碍にして无二无別なることを。而れども一念の妄心に由て生死界に入りしより來、无明の病に盲ひられて、久しく本覺の道を忘れたり。但し諸法は本來より、常に自ら寂滅の相なれども、幻の如く定性无く、心に隨ひて而も轉變す。是の故に佛子應に三寶を念じ邪を翻して正に歸すべし。然も佛は是醫王、法は是良藥、僧は是瞻病人なり。无明の病を除きて、正見の眼を開き、本覺の道を示して淨土に引攝せんこと、佛・法・僧に如くは无し。是の故に佛子、先づ應に大醫王の想を生じて、一心に佛を念ずべし。南无三世十方一切諸佛。南无本師釋迦牟尼佛。南无藥師琉璃光佛。＜三念已上＞　南无阿彌陀佛と。＜十念已上＞　次に應に妙良藥の想を生じて、一心に法を念ずべし。南无三世佛母摩訶般若波羅蜜。南无平等大慧妙法蓮華經。*857南无八万十二一切正法と。次に應に隨逐護念の想を生じて、一心に僧を念ずべし。南无觀世音菩薩。南无大勢至菩薩。南无普賢菩薩。南无文殊師利菩薩。南无彌勒菩薩。南无地藏菩薩。南无龍樹菩薩。南无三世十方一切聖衆。南无極樂界會一切三寶。南无三世十方一切三寶と。＜三念已上。或は宜しきに隨ひて同音に助念し、或は鐘聲を聞かしめて正念を增せよ。下去之に准ず＞　　二には法性は平等なりと雖も、亦假有を離れず。彌陀佛の言ふが如し。（大經卷下）「諸法の性は一切空无我なりと通達するも、專ら淨き佛土を求め必ず是の如きの刹を成ぜん」と。故に淨土に往生せんが爲に、先づ應に此の界を厭離すべし。今此の娑婆世界は是惡業の感ずる所、衆苦の本源なり。生・老・病・死は、輪轉して際无く、三界の獄縛は一として樂ふべきもの无し。若し此の時に於て之を厭離せずば、當に何れの生に於てか輪廻を離るべきや。然も阿彌陀佛には、不可思議の威力有ます。若し一心に名を稱すれば、念念の中に八十億劫の生死の重罪を滅す。是の故に今當に一心に彼の佛を念じて此の苦界を離るべし。應に是の念を作すべし。願はくは阿彌陀佛、決定して我を拔濟したまへ。南无阿彌陀佛。＜其の十念以上の信心の勢ひ盡くるを見れば、應に次の事を勸むべし。或は加へて二菩薩を稱せよ。下去之に准ず＞　　三には應に淨土を欣求すべし。西方極樂は是大乘善根の界、无苦无惱の處なり。一び蓮胎に託しぬれば永く生死を離れ、眼には彌陀の聖容を瞻たてまつり、耳には深妙の尊敎を聞く。一切の快樂具足せずといふこと无し。若し人臨終の時に、十び彌陀佛を念ずれば、決定して彼の安樂國に往生す。佛子今適々人身を得、亦佛敎に値へり。猶し一眼の龜の浮木の孔に値へるがごとし。若し此の時に於て往生することを得ずば、還三途八難の中に墮して、法を聞くことすら尚難し。何に況や往生をや。故に應に一心に彼の佛を稱念すべし。應に是の念を作すべし、願はくは佛今日決定して我を引接して、*858極樂に往生せしめたまへ。＜南无阿彌陀佛＞　　四には凡そ彼の國に往生せんと欲はば、須く其の業を求むべし。彼の佛の本願に云ふが如し。（大經卷上）「設ひ我佛を得んに、十方の衆生、我が名號を聞きて、念を我が國に係けて、諸の德の本を殖ゑて、心を至し廻向して我が國に生れんと欲はん、果遂せずば、正覺を取らじ」と。佛子一生の間、偏に西方の業を修せり。修する所の業多しと雖も、期する所は唯極樂なり。今須く重ねて三際の一切の善根を聚集して、盡く極樂に廻向すべし。應に是の念を作すべし。願はくは我が所有一切の善根力に由て、今日決定して極樂に往生せん。＜南无阿彌陀佛＞　　五には又本願（大經卷上）に云く。「設ひ我佛を得んに、十方の衆生、菩提心を發し、諸の功德を修し、心を至し發願して、我が國に生れんと欲はん。壽終の時に臨みて、假令ひ大衆と圍繞して其の人の前に現ぜずば、正覺を取らじ」と。佛子久しく已に菩提心を發し、及び諸の善根もて極樂に廻向せり。今須く重ねて菩提心を發し彼の佛を念ずべし。應に此の念を作すべし。願はくは我一切衆生を利益せんが爲に、今日決定して極樂に往生せん。＜南无阿彌陀佛＞　　六には既に知んぬ、佛子本來、往生の業を具せりと。今須く專ら彌陀如來を念じて業をして增盛ならしむべし。然も彼の佛の功德は无量无邊にして具に説くべからず。今現在十方に各々恒河沙等の諸佛、恒常に彼の佛の功德を稱讃したまふ。是の如く稱讃したまふこと、設ひ恒沙劫を經とも終に窮盡すべからず。佛子惣じて應に一心に彼の佛の功德を歸命したてまつるべし。應に念ずべし、我今一念の中に、盡く以て彌陀如來の一切万德を歸命したてまつらん。＜南无阿彌陀佛＞　　七には佛子應に彌陀佛の一の色相を念じて心をして一境に住せしむべし。謂く彼の佛の色身は閻浮檀金の如し。威德巍巍たること金山王の如く、无量の相好もて其の身を莊嚴せり。其の中に眉間の白毫は、右に旋りて婉轉せること須彌の如し。七百五倶&M029339;、六百万の光明熾然赫奕たること、億千の日月の如し。是即ち无漏の万德の成就する所、*859大定智悲の流出する所なり。須臾の間も此の相を憶へば、能く九十六億那由他恒河沙微塵數劫の生死の重罪を滅す。是の故に今當に彼の相を憶念して、決定して罪業を滅除すべし。應に此の念を作すべし。願はくは白毫の相光我が諸の罪を滅したまへ。＜南无阿彌陀佛＞　　八には彼の白毫相の、若干の光明は、常に十方世界の念佛の衆生を照らして、攝取して捨てたまはず。當に知るべし、大悲の光明は、決定して來り照らしたまふことを。『華嚴』（晋譯卷七）の偈に云ふが如し。「又光明を放つを見佛と名く。彼の光は命終の者を覺悟せしめたまひ、念佛三昧は必ず佛を見たてまつり、命終の後佛前に生ず」と。故に今應に是の念を作すべし。願はくは彌陀佛、淸淨の光を放ちて、遙に我が心を照らし、我が心を覺悟して境界・自躰・當生の三種の愛を轉じて、念佛三昧成就して極樂に往生することを得しめたまへ。＜南无阿彌陀佛＞　　九には彌陀如來は唯光を以て遙に照らしたまふのみに非ず、自ら觀音・勢至と與に常に來りて行者を擁護したまふ。何に況や父母は病子に於ては、其の心偏に重し。法性の山を動かして、生死の海に入りたまふ。當に知るべし、是の時に佛は大光明を放ちて、諸の聖衆と倶に來りて引接し擁護したまふなり。惑障相隔て、見たてまつること能はずと雖も、大悲の願疑ふべからず、決定して此の室に來入したまふなり。故に佛子應に是の念を作すべし。願はくは佛大光明を放ちて、決定して來迎して極樂に往生せしめたまへ。＜南无阿彌陀佛＞　若し病者の氣力漸漸く羸劣ならん時には、應に云ふべし、佛、觀音・勢至、无量の聖衆と倶に來りて、寶蓮臺を擎げて佛子を引接したまふと。＜以上第七・八・九條の事、常に應に勸誘すべし。其の餘の條の事、時時之を用ひよ＞　　十には正しく終に臨まん時に應に云ふべし、佛子知るや不や、唯今は即ち是最後の心なり。臨終の一念は百年の業に勝るといふ、若し此の刹那を過ぎなば、生處應に一定すべし、今正しく是其の時なり、當に一心に佛を念じて決定して西方極樂微妙淨土の八功德の池の中、七寶の蓮臺の上に往生すべし。應に是の念を作すべし、如來の本誓は一毫も謬无し、願はくは佛決定して我を引攝したまへ。＜南无阿彌陀佛＞　*860或は漸漸に略を取て應に念ずべし、願はくは佛必ず引攝したまへ。＜南无阿彌陀佛＞　　是の如く病者の氣色を瞻て、其の所應に隨順して、但一事を以て最後の一念と爲し、衆多なることを得ざれ。其の詞の進止は殊に用意すべし。病者をして攀縁を生ぜしむること勿れ。　問。『觀佛三昧經』（卷五）に説くが如し。「佛阿難に告げたまはく。若し衆生有りて、父を殺し母を害し、六親を罵辱せん。是の罪を作れる者は、命終の時に、銅の狗口を張りて十八の車を化す。状金車の如し。寶盖上に在り、一切の火?は化して玉女と爲る。罪人遙かに見て心に歡喜を生じ、我中に往かんと欲ふと。風刀解くる時、寒急にして聲を失し、寧ろ好き火を得て車の上に在りて、坐して燃ゆる火に自ら爆られんと。是の念を作し已りて、即便ち命終る。揮まち?の間にして已に金車に坐せり。玉女を顧り瞻れば、皆鐵の斧を捉りて其の身を折り截る」と。又（觀佛三昧經卷五）言く。「復衆生有りて、四重禁を犯し、虚しく信施を食し、誹謗邪見にして因果を識らず、般若を學することを斷ち、十方の佛を毀り、僧祇物を偸み、婬佚无道にして、淨戒の諸の比丘尼、姉妹・親戚を逼略して懺愧を知らず、所親を毀辱して、衆の惡事を造れる、此の人の罪報、命終の時に臨みて、風刀身を解くに、偃坐定らず、杖禁を被むるが如し。其の心荒越にして癡狂の想を發す。己が室宅を見れば、男女・大小の一切は皆是不淨の物なり。屎尿の臭き處にして外に盈流せり。爾の時に罪人、即ち是の語を作さく。云何ぞ此の處に好き城廓及び好き山林の吾をして遊戲せしむるもの无くして、乃ち此の如きの不淨物の間に處くやと。是の語を作し已りて、獄卒羅刹、大なる鐵叉を以て阿鼻地獄及び諸の刀山を擎げて、化して寶樹及び淸涼の池と作す。火?は化して金葉の蓮華と作り、諸の鐵の嘴ある虫は化して鳧・雁と爲る。地獄の痛聲は詠歌の音の如し。罪人聞き已りて、此の如き好き處に吾當に中に遊ぶべし、念ひ已りて即時に大蓮華に坐す」と。＜云云＞　寧んぞ知らん、今日の蓮華の來迎は是火華に非ざることを。答。*861感和尚釋して（群疑論卷七）云く。「四義を以ての故に、火車に非ざることを知る。一には行を以てし、二には相を以てし、三には語を以てし、四には佛を以てす。此の四の義火華に異なり。一に行を以てすとは、觀佛三昧經には罪人罪を造り、四重禁を犯して、乃至所親を毀辱すと説けども、悔過を生ぜず、善友の敎へて念佛せしむるに遇はざるが故に、所見の華は是地獄の相なり。今此の下品等の三人は、復生れしより來罪を造ると雖も、終る時善知識に遇ひて至心に佛を念ず。佛を念ずるを以ての故に、多劫の罪を滅し、勝功德を成じて寶池の中の花の來り迎ふことを感得す。豈前の花に同じからんや。二に相とは、彼の經には風刀身を解くに、偃臥定まらず、楚撻を被むるが如し。其の心荒越にして狂癡の想を發す、己が室宅を見れば、男女・大小の一切は皆是不淨の物なり、屎尿の臭き處にして外に盈流せりと説けども。今此は佛を念じて身心安穩にして、惡想都て滅す。唯聖衆を見、異香有るを聞く、故に類せざるなり。三に語とは、彼の經の中には地獄の痛聲は詠歌の音の如し、罪人聞き已りて、此の如き好き處に吾當に中に遊ぶべしと説けども、觀經の中には言讃して、善男子、汝佛の名を稱するが故に、諸の罪消滅し、我來りて汝を迎ふと。彼は是詠歌の音なるも、此は滅罪を陳ぶる語なり。二音既に別なるが故に同じからざるなり。四に佛とは、彼經に一切の火?は化して玉女と爲る。罪人遙かに見て心に歡喜を生じ、我中に往かんと欲すと。金車に坐し已りて、玉女を顧み瞻れば、皆鐵の斧を捉りて其の身を折り截ると。觀經に爾の時に彼の佛即ち化佛・化觀世音・化大勢至を遣はして、行者の前に至らしめたまふと言へり。此の四の義を以て准知す、蓮華の來迎は觀佛三昧經の説に同じからずといふことを」。＜已上＞　看病の人は、能く此の相を了へ、數々病者の所有諸の事を問ひ、前の行儀に依て種種に敎化せよ。


  



  



  *862往生要集　卷中末終


  



  *863


  往生要集　卷下本


  天臺首楞嚴院沙門源信撰


  



  



  ［七、念佛利益］


  大文第七に念佛の利益を明さば、大に分ちて七有り。一には滅罪生善、二には冥得護持、三には現身見佛、四には當來の勝利、五には彌陀の別益、六には引例勸信、七には惡趣利益なり。其の文各々多し、今略して要を擧げん　。


  



  ［七、念佛利益　滅罪生善］


  第一に滅罪生善とは、『觀佛經』の第二に云く。「一時の中に於て分ちて少分と爲し、少分の中に能く須臾の間も佛の白毫を念じて、心をして了了ならしめ、謬亂の想無く、分明正住にして意を注むること息まず、白毫を念ぜん者は、若しは相好を見たてまつり、若しは見たてまつらんを得ざらんも、是の如き等の人は、九十六億那由他恒河沙微塵數劫の生死の罪を除却せん。設ひ復人有りて、但白毫を聞きて心に驚疑せず、歡喜し信受せば、此の人も亦八十億劫の生死の罪を却ぞかん」と。又（觀佛經卷六）云く。「佛世を去りたまひて後、三昧正受して佛行を想はん者も、亦千劫の極重の惡業を除かん」と。＜佛の行歩の相は上の助念方法の門の如し＞　又（觀佛經卷六）云く。「佛阿難に告げたまはく。汝今日より如來の語を持して、遍く弟子に告げよ。佛滅度の後に好き形像を造りて、身相をして足らしめ、亦无量の化佛の色像及び通身の色を作り、及び佛跡を畫き、微妙の糸、及び頗梨珠を以て白毫の處に安じ、諸の衆生をして是の相を見ることを得しめよ。但此の相を見て心に歡喜を生ぜば、此の人は百億那由他恒河沙劫の生死の罪を除却せん」と。＜『優?王作佛形像經』に云く。「佛の形像を作すは、功德无量にして、世世に生ずる所、惡道に堕さず、後に皆无量寿佛國に生ずることを得て、菩薩と作し、當に成佛を得べし」と云云。略抄＞　*864又（觀佛經卷六）云く。「老女の佛を見たてまつりて、邪見にして信ぜざるも、猶能く八十万億劫の生死の罪を除却せり、況や復善意にして恭敬し禮拜せんをや」。＜須達家の老女の因縁、彼の經に廣く説くが如し＞　又（觀佛經卷九）云く。「諸の凡夫、及び四部の弟子、方等經を謗り、五逆罪を作り、四重禁を犯し、僧祇物を偸み、比丘尼を婬し、八戒齋を破り、諸の惡事種種の邪見を作さんに、是の如き等の人、若し能く心を至して一日一夜、念を繋け前に在すがごとく佛如來の一の相好を觀ぜば、諸の惡も罪障も皆悉く盡滅せん」と。又（觀佛經卷九）云く。「若しは佛世尊に歸依すること有る者、若しは名を稱する者は、百千劫の煩惱の重障を除く。何に況や正心に念佛定を修せんをや」と。『寶積經』の第五に云く。「寶珠有り種種色と名く、大海の中に在りて、无量衆多の?流の大海に入るもの有りと雖も、珠火の力を以て、水をして銷滅せしめて、盈溢せざらしむるが如く、是の如く如來・應・正等覺も、菩提を證し已れば智火の力に由て、能く衆生の煩惱をして銷滅せしめたまふこと、亦復是の如し。＜乃至＞　若し復人有りて、日日の中に於て、如來の名号の功德を稱説せば、是の諸の衆生は、能く黑闇を離れて漸次に當に諸の煩惱を燒くことを得べし。是の如く南无佛と稱念せば、語業空しからず。是の如きの語業をば、大炬を執りて能く煩惱を燒くと名く」と。『遺摩尼經』に云く。「菩薩は復數千巨億万劫、愛欲の中に在りて罪の爲に覆はらると雖も、若し佛の經を聞きて一反だも善を念ぜば、罪即ち消盡せん」と。＜已上諸文滅罪＞　『大悲經』の第二に云く。「若し三千大千世界に中に滿てらん、須陀?・斯陀含・阿那含・阿羅漢を、若し善男子・善女人有りて、若しは一劫若しは減一劫、諸の種種の意に稱へる一切の樂具を以て、恭敬し尊重し、謙下して供養せん。若し復人有りて、諸佛の所に於て但一たびも合掌し一たびも名を稱せん。是の如き福德を前の福德に比べんに、百分にして一にも及ばず。百千億分にして一にも及ばず。*865迦羅分にして一にも及ばず。何を以ての故に、佛如來は諸の福田の中に最も无上と爲るを以てなり。是の故に佛に施したてまつるは大功德を成すなり」。＜略抄。三千世界に滿てらん辟支佛を以て、校量すること亦爾なり＞　『普曜經』（卷八）の偈に云く。「一切衆生の縁覺と成らんに、若し億數劫に、飮食・衣服・床臥具・檮香・雜香及び名華を供養すること有らんも、若し一心に十指を叉へ專心に自ら一の如來に歸して口に自ら南无佛と發言すること有らば、是の功德の福を最上と爲す」と。『般舟經』（卷上）の念佛三昧を説く偈に云く。「假使ひ一切をして皆佛と爲し、聖智淸淨にして慧第一たらしめん。皆億劫に於て其の數を過ぐるまで、一偈を講説する功德において、泥?に至るまで福を誦詠し、无數億劫悉く嘆誦すとも、其の功德を究め盡すこと能はず。是の三昧の一偈の事に於てせるを、一切の佛國の所有地、四方・四隅及び上下の、中に滿てらん珍寶を以て布施し、用て佛天中天に供養せんも、若し是の三昧を聞くこと有らん者は、其の福祐を得ること彼に過ぎん。安諦に諷誦し説講せん者、譬を引くとも功德は喩ふべからず」と。＜一佛刹を破して塵と爲し、一一の塵を取りて亦碎くこと、一佛刹の塵數の如し。此の一塵を以て一佛刹と爲し、若干の佛刹の中に滿てらん珍寶を諸佛に供養せん。之を以て比と爲す。已上生善＞　『度諸佛境界經』に説かく。「若し諸の衆生如來を縁じて諸の行を生ずる者は、无數劫の地獄・畜生・餓鬼・閻羅王の生を斷つ。若し衆生有りて、一念も作意して如來を縁ずる者は、所得の功德限極有ること无し、稱量すべからず。百千万億那由他の、諸の大菩薩の、悉く不可思議解脱定を得んも、計?して其の邊際を知ること能はず」と。『觀佛經』（卷三）に説かく。「佛阿難に告げたまはく。我涅槃して後に、諸天・世人、若し我が名を稱し、及び南无諸佛と稱せば、獲る所の福德无量无邊ならん。況や復念を繋けて諸佛を念ぜむ者、而も諸の障碍を滅除せざらんや」と。＜已上滅罪生善。其の餘は上の正修念佛門の如し＞


  



  ［七、念佛利益　冥得護持］


  第二に冥得護持とは、『護身咒經』（意）に云く。「三十六部の神王に、万億恒沙の鬼神有りて眷屬と爲し、三歸を受けたる者を護る」と。*866『般舟經』（卷中）に云く。「劫盡き壞燒せん時に、是の三昧を持てる菩薩は、正假ひ是の火の中に墮つとも、火即ち爲に滅せんこと、譬へば大なる?の水の小火を滅するが如くならん。佛跋陀和に告げたまはく。我が語る所は異有ること无し。是の菩薩は、是の三昧を持てば、若しは帝王若しは賊、若しは火若しは水、若しは龍若しは?、若しは&M041359;又鬼神、若しは猛獸＜乃至＞　若しは人禪を壞り人の念を奪ふもの、設ひ是の菩薩を中らんと欲せば、終に中ること能はず。佛言はく。我が語る所の如きは異有ること无し。其の宿命をば除く。其の餘は能く中る者有ること无けん」と。『偈』（般舟經卷中）に曰く。「鬼神・?陀共に擁護し、諸天・人民も亦是の如くせん。并に阿須倫・摩?勒も、此の三昧を行ぜば、是の如きなることを得ん。諸天悉く共に其の德を頌して、天・人・龍・神・甄陀羅・諸佛も嗟嘆して願の如くならしめたまふ。經を諷誦し説きて人の爲にするが故なり。國と國と相伐ちて民荒亂し、飢饉荐に臻りて懷苦窮らんも、終に其の命を中夭せず。能く此の經を誦し人を化すればなり。勇猛に諸の魔事を降伏し、心に畏るる所无く、毛竪たず、其の功德行議るべからず。此の三昧を行ぜば是の如くなることを得ん」と。＜『十住婆娑』（卷一二）に此等の文を引き已りて云く。「唯業報を必ず受くるべき者を除く」と＞　『十二佛名經』の偈に云く。「若し人佛の名を持てば、衆魔及び波旬も、行住坐臥の處に其の便を得ること能はず」と。


  



  ［七、念佛利益　現身見佛］


  第三に現身見佛とは、『文殊般若經』の下卷に云く。「佛云はく。若し善男子・善女人、一行三昧に入らんと欲せば、應に至閑に處し諸の亂意を捨て相貌を取らずして心を一佛に繋けて、專ら名字を稱へ、佛の方所に隨ひて身を端くし正しく向ひて、能く一佛に於て念念に相續すべし。即ち念の中に於て能く過去・未來・現在の諸佛を見たてまつらん」と。導禪師（禮讚意）釋して云く。「衆生は障重にして觀成就し難し。是を以て大聖悲憐して直に專ら名字を稱せよと勸めたまふ」と。『般舟經』（卷中）に云く。「前に聞かざりし所の經卷をば、*867是の菩薩是の三昧を持てる威神もて、夢の中に悉く自ら其の經卷を得、各各悉く見悉く經の聲を聞かん。若し晝日に得ずんば若しは夜夢の中に於て、悉く佛を見たてまつることを得ん。佛跋陀和に告げたまはく。若しは一劫若しは一劫を過ぐるまでも、我是の菩薩の三昧を持てる者を説き、其の功德を説かんに盡し竟るべからず。何に況や能く是の三昧を求め得たる者をや」と。又同じき『經』（般舟經卷上）の偈に云く。「阿彌陀國の菩薩の无央數百千の佛を見たてまつるが如く、是の三昧を得たる菩薩も然なり、當に无央百千の佛を見たてまつるべし。＜乃至＞　其れ是の三昧を誦受すること有らば、已に面り百千の佛を見たてまつると爲す。假使ひ最後の大恐懼にも此の三昧を持たば畏るる所无けん」と。『念佛三昧經』の第九の偈に云く。「若し盡く一切の佛、現在・未來及び十方を見んと欲ひ、或は復妙法輪を轉ぜんことを求めんにも、亦先づ此の三昧を修習せよ」と。『十二佛名經』の偈に云く。「若し人能く心を至して、七日佛の名を誦すれば、淸淨の眼を得て能く无量の佛を見たてまつる」と。


  



  ［七、念佛利益　當來勝利］


  第四に當來の勝利といふは、『華嚴』（唐譯卷二）の偈に云く。「若し如來の少功德を念じ、乃至一念の心だにも專仰したてまつらば、諸の惡道の怖悉く永く除こり、智眼は此に於て能く深く悟る」と。＜智眼天王頌＞　『般舟經』（卷中）の偈に云く。「其の人終に地獄に墮せず、餓鬼道及び畜生を離れ、世世に生るる所に宿命を識らん。是の三昧を學ばば是の如きを得ん」と。『觀佛經』（卷九）に云く。「若し衆生有りて一び佛身の上の如きの功德・相好・光明を聞かば、億億千劫にも惡道に墮せず、邪見雜穢の處に生ぜず、常に正見を得て勤修すること息まざらん。但佛の名を聞くすら是の如きの福を獲。何に況や念を觀佛三昧に繋けんをや」と。『安樂集』（卷上）に云く。「大集經に云く。諸佛の世に出でたまふに四種の法有りて衆生を度したまふ。何等をか四と爲す。一には口に十二部經を説く。即ち是法施もて衆生を度したまふなり。二には諸佛如來には、无量の光明・相好有ます。一切衆生、但能く心を繋けて觀察すれば、益を獲ずといふこと無し。即ち是身業もて衆生を度したまふなり。*868三には无量の德用・神通道力・種種神變有ます。即ち是神通道力もて衆生を度したまふなり。四には諸佛如來は无量の名號有ます。若しは?若しは別なり。其れ衆生有りて心を繋けて稱念すれば、障を除き益を獲て皆佛前に生ぜずといふこと莫し。即ち是名號もて衆生を度したまふなり」と。＜云云＞　有が云く。『正法念經』に此の文有りと。『十二佛名經』の偈に云く。「若し人佛の名を持てば怯弱の心を生ぜず、智慧ありて諂曲无くば、常に諸佛の前に在り。若し人佛の名を持てば、七寶の華の中に生ず。其の華千億葉にして威光の相具足せり」と。＜已上諸文、永く惡趣を離れて淨土に往生す＞　『觀佛經』（卷一）に云く。「若し能く心を至して繋念内に在り、端坐正受して佛の色身を觀ずれば、當に知るべし、是の人の心は佛の心の如くにして、佛と異なること无けん。煩惱に在りと雖も諸惡の爲に覆蔽せられず、未來世に於て大法雨を雨らす」と。『大集念佛三昧經』の第七に云く。「當に知るべし、是の如きの念佛三昧は、則ち?じて一切の諸法を攝すと爲す。是の故に彼の聲聞・縁覺の二乘の境界に非ず。若し人暫くも此の法を説くを聞かん者は、是の人は當來に決定して佛と成ること疑有ること无きなり」と。同じき『經』（大集念佛三昧經）の第九に云く。「但能く耳に此の三昧の名を聞かば、假令ひ讀まず誦せず、受けず持たず、修せず習はず、他の爲に轉ぜず、他の爲に説かず、亦復廣く分別し釋すること能はざらんも、然も彼の諸の善男子・善女人は、皆當に次第に阿耨菩提を成就すべし」と。同じき『經』（大集念佛三昧經卷九）の偈に云く。「諸の妙相を圓滿し衆の妙上の莊嚴を具足せんと欲し、及び淸淨の家に轉生することを求めなば、必ず先づ此の三昧を受持せよ」と。又有る『經』（倶舎論卷二七）に言く。「若し佛の福田に於て、能く少分の善を殖ゑなば、初には勝善趣を獲、後には必ず涅槃を得ん」と。『大般若經』に云く。「佛を敬ひ憶ふに依て、必ず生死を出でて涅槃に至る。此をば置く。乃至佛を供養したてまつらんが爲に、一花を以て虚空に散ずるも、亦是の如し。又此をば置く。若し善男子・善女人等、下一び南謨佛陀大慈悲と稱するに至らば、*869是の善男子・善女人等は、生死の際を窮むるまで善根盡くること无く、天人の中に於て恒に富樂を受け、乃至最後には般涅槃を得ん」と。＜略抄。『大悲經』の第二も之に同じ＞　『寶積經』（卷三七）に云く。「衆生有りて、如來の所に於て微善だにも起さば、苦際を盡すまで、畢竟じて壞せず」と。又（寶積經卷六）云く。「若し菩薩有りて、勝意樂を以て能く我が所に於て父の想を起さば、彼の人當に如來の數に入ることを得て我の如くにして異なること无かるべし」と。『十二佛名經』の偈に云く。「若し人佛名を持たば、世世生るる所處、身通もて虚空に遊び、能く无邊の刹に至る。面り諸佛を覩たてまつりて、能く甚深の義を問ひたてまつらば、＜乃至＞　爲に微妙の法を説きて、彼に菩提の記を授く」と。『法華經』（卷一）の偈に云く。「若し人散亂の心もて、塔廟の中に入り、一び南无佛と稱せば、皆已に佛道を成ず」と。『大悲經』の第三に「佛阿難に告げたまはく。若し衆生有りて、佛の名を聞かん者は、我説く、是の人は畢定して當に般涅槃に入ることを得べし」と。『華嚴經』（唐譯卷二三）の法幢菩薩の偈に云く。「若し諸の衆生有りて、未だ菩提心を發さず、一び佛の名を聞くことを得ば、決定して菩提を成ぜん」と。＜已上、諸の文、菩提を得ること＞　但名號を聞くすら勝利是の如し。況や暫くも相好・功德を觀念し、或は復一華・一香を供養せんをや。況や一生勤修せん功德は終に虚しからず。則ち知んぬ、佛法に値ひ佛號を聞くことは、是少縁に非ず。是の故に『華嚴經』（唐譯卷一六）の眞實慧菩薩の偈に云く。「寧ろ地獄の苦を受くるとも諸佛の名を聞くことを得よ、无量の樂を受くるとも佛の名を聞かざることなかれ」と。已上の四門は、總じて諸佛を念ずる利益を明す。其の中に『觀佛經』は釋迦を以て首と爲し、『般舟經』は多く彌陀を以て首と爲れども、理實には倶に一切の諸佛に通ず。『念佛經』は三世の佛に通ず。　問。『觀佛經』（卷一）に云く。「是の人の心は佛の心の如し、佛と異なること无し」と。又『觀經』に云く。「佛阿難に告げたまはく。諸佛如來は是法界身なり、一切衆生の心想の中に入る。是の故に汝等心に佛を想ふ時、*870是の心即ち是三十二相・八十隨形好なり。是の心作佛す。是の心是佛なり。諸佛正遍知海は、心想より生ず」と。＜已上＞　此の義云何。答。『往生論』の智光の『疏』に此の文を釋して云く。（論註卷上同文）「當に衆生の心に佛を想ふ時、佛の身相皆衆生の心中に顯現す。譬へば水淸ければ即ち色像現じて、水と像と一ならず異ならざるが如し。故に佛の相好の身、即ち是心想と言へるなり。是心作佛といふは、心能く作佛すといふなり。是心是佛といふは、心の外に佛无ましまさざるなり。譬へば火は木より出でて木を離るることを得ず、木を離れざるを以ての故に即ち能く木を燒きて火と爲る、木を燒けば即ち是火たるが如し」と。＜已上＞　亦餘の釋有り、學者更に勘へよ。私に云く。『大集經』（卷三八意）の日藏分に云く。「行者是の念を作さく。是等の諸佛は、從來する所无く、去るに至る所无し。唯我が心の作なるのみ。三界の中に於て、是の身の因縁なり、唯是の心の作なり。我覺觀に隨ひて、多を欲すれば多を見、小を欲すれば小を見る。諸佛如來は即ち是我が心なり。何を以ての故に、心に隨ひて見るが故なり。心即ち我が身にして、即ち是虚空なり。我覺觀に因て无量の佛を見たてまつる、我覺て心を以て佛を見佛を知るなり。心は心を見ず、心は心を知らず。我法界を觀ずるに性牢固たること无し。一切の諸佛は皆覺觀の因縁より生ず。是の故に法性は即ち是虚空にして虚空の性も亦復是空なり」と。＜已上＞　此の文の意は『觀經』に同じ。光師の釋も亦違ふこと无し。　問。心の佛と作ることを知らば、何の勝利か有るや。答。若し此の理を觀ずれば、能く三世の一切の佛法を了る。乃至一びも聞かば即ち三途の苦難を解脱することを得。『華嚴經』（晋譯卷一〇）の如來林菩薩の偈に云ふが如し。「若し人三世の一切の佛を知らんと欲求せば、當に是の如く觀ずべし。心に諸の如來を造る」と。『華嚴傳』（卷四）に曰く。「文明元年に、京師の人、姓は王、其の名を失せり。既に戒行无く、曾て善を修せず、患に因て死に致る。二人に引かれて地獄の門前に至る。見れば一の僧有り。是地藏菩薩なりと云ふ。*871乃ち王氏に敎へて、此の一偈を誦へしめ、之に謂ひて曰く、此の偈を誦へ得ば能く地獄を排ひてんと。王氏遂に入りて、閻羅王に見ゆ。王此の人に問ふ、功德有りやと。答て云く。唯一の四句の偈を受持すと。具に上の如くに説く。王遂に放勉す。此の偈を誦するの時に當りて、聲の及べる所處に苦を受けし人は、皆解脱を得たり。王氏三日にして始めて蘇り、此の偈を憶持して諸の沙門に向ひて之を説く。偈の文を示驗するに、方に知んぬ、是華嚴經の第十二卷の夜摩天宮、无量諸菩薩雲集説法品なり。王氏自ら空觀寺の僧定法師に向ひて、説きて然なりと云ふ」と。＜略抄＞


  



  ［七、念佛利益　彌陀別益］


  第五に彌陀の別益とは、行者をして其の心を決定せしめんが爲の故に別に之を明かす。　滅罪生善・冥得護念・現身見佛・將來勝利は次の如し。『觀經』の像想觀に云く。「是の觀を作す者は、无量億劫の生死の罪を除き、現身の中に於て念佛三昧を得ん」と。又（觀經）云く。「但佛の名と二菩薩の名を聞くすら无量劫の生死の罪を除く、何に況や憶念せんをや」と。又（觀經）云く。「但佛像を想ふすら无量の福を得、況や復佛の具足せる身相を觀ぜんをや」と。『阿彌陀思惟經』（陀羅尼集經卷一一）に云く。「若し轉輪王の千万歳の中、四天下に滿てらん七寶もて、十方の諸佛に布施せんも、?蒭・?蒭尼・優婆塞・優婆夷等の、一彈指の頃も坐禪し、平等の心を以て一切の衆生を憐愍して、阿彌陀佛を念ぜん功德には如かず」と。＜已上滅罪生善＞　『稱讃淨土經』に云く。「或は善男子或は善女人、无量壽の極樂世界、淸淨佛土の功德莊嚴に於て、若しは已に發願し、若しは當に發願し、若しは今發願せんに、必ず是の如く十方面に住したまへる十兢伽沙の諸佛世尊の攝受したまふ所と爲る。説の如く行ぜん者は、一切定んで阿耨菩提に於て退轉せざることを得、一切定んで无量壽佛の極樂世界に生ぜん」と。*872『觀經』に云く。「光明遍く十方世界を照らしたまふ、念佛の衆生をば攝取して捨てたまはず」と。又（觀經）云く。「無量壽佛は、化身无數にして、觀世音・大勢至と、常に此の行人の所に來至したまふ」と。『十往生經』（意）に、釋尊阿彌陀佛の功德、國土の莊嚴等を説き已りて云く。「淸信士・淸信女、是の經を讀誦し、是の經を流布し、是の經を恭敬し、是の經を謗らず、是の經を信樂し、是の經を供養せん。是の如き人の輩は是の信敬に縁て、我今日より、常に前の二十五の菩薩をして是の人を護持せしめ、常に是の人をして病无く惱无く、惡鬼・惡神も亦中害せず、亦之を惱さず、亦便を得ざらしめん」と。＜已上、乃至、睡寤行住所至の處、皆悉く安穩ならん、云云＞　唐土の諸師云く、二十五菩薩は、阿彌陀佛を念じ、往生を願ふ者を擁護すと。此亦彼の經の意に違はず。＜二十五とは、觀世音菩薩・大勢至菩薩・藥王菩薩・藥上菩薩・普賢菩薩・法自在菩薩・師子孔菩薩・?羅尼菩薩・虚空藏菩薩・德藏菩薩・寶藏菩薩・金光藏菩薩・金剛藏菩薩・光明王菩薩・山海慧菩薩・華嚴王菩薩・衆寶王菩薩・月光王菩薩・日照王菩薩・三昧王菩薩・定自在王菩薩・大自在王菩薩・白象王菩薩・大威德王菩薩・无邊身菩薩なり＞　『雙卷經』（大經卷上）の彼の佛の本願に云く。「諸天人民、我が名字を聞きて、五躰を地に投げて稽首し禮を作して、歡喜信樂し菩薩の行を修せん、諸天世人致敬せざること莫けん。若し爾らずば正覺を取らじ」と。＜已上冥得護持＞　『大集經賢護分』（卷一）に云く。「善男子・善女人、端坐繋念し、心を專にして彼の阿彌陀如來・應供・等正覺を想ひて、是の如きの相好、是の如き威儀、是の如きの大衆、是の如きの説法を、聞くが如く繋念し一心に相續して、次第亂れず、或は一日を經、或は復一夜せん。是の如くして或は七日七夜に至るまで、我が聞く所の如く具足して念ずるが故に、是の人は必ず阿彌陀如來・應供・等正覺を覩たてまつる。若し晝の時に於て見たてまつること能はずば、若しは夜分に於て、或は夢の中に、阿彌陀佛必ず當に現じたまふべし」と。『觀經』に云く。「眉間の白毫を見れば、*873八万四千の相好、自然に當に見つべし。无量壽佛を見たてまつる者は、即ち十方の无量の諸佛を見たてまつる。无量の諸佛を見たてまつることを得るが故に、諸佛現前に授記す。是を遍觀一切色相と爲す」と。＜已上見佛＞　『鼓音聲王經』に云く。「十日十夜、六時に念を專にし、五體を地に投げて彼の佛を禮敬し、堅固正念にして悉く散亂を除き、若しは能く心に念じ、念念に絶えざらしめば、十日の中に必ず彼の阿彌陀佛を見たてまつることを得、并に十方世界の如來及び所住の處を見たてまつらん。唯重障と鈍根の人をば除く。今の少時に於て覩ること能はざる所なり。一切の諸善もて、皆悉く廻向して安樂世界に往生することを得んと願へば、終に垂とする日に、阿彌陀佛諸の大衆と與に其の人の前に現じて、安喩し稱善したまはん。是の人即の時に、甚だ慶悅を生ぜん。是の因縁を以て、其の所願の如く、即ち往生することを得ん」と。『平等覺經』（卷三）に云く。「佛言はく。要ず當に齋戒し一心淸淨にして晝夜に常に念じ、无量淸淨佛の國に生ぜんと欲して、十日十夜斷絶せざるべし。我皆之を慈愍して、悉く无量淸淨佛の國に生ぜしめん」と。＜乃至、一日一夜も亦是の如し。或は此の文を以て下の諸行門の中に置くべし＞　『雙卷經』（大經卷下）の偈に云く。「其の佛の本願力、名を聞きて往生せんと欲へば、皆悉く彼の國に到りて、自ら不退轉に致る」と。『觀經』の下品上生の人は、命終らんとする時に臨みて、合掌し叉手して南无阿彌陀佛と稱するに、佛の名を稱するが故に、五十億劫の生死の罪を除き、化佛の後に從ひて寶池の中に生ず。同じき品の中生の人は、命終らんとする時に臨みて、地獄の猛火、一時に倶に至らんに、彌陀佛の十力威德・光明神力・戒・定・惠・解脱・知見を聞けば、八十億劫の生死の罪を除き、地獄の猛火、化して淸涼風と爲り、諸の天華を吹く。華の上に皆化佛・菩薩有りて、此の人を迎接し、即ち往生することを得。同じき品の下生の人は、命終らんとする時に臨みて、苦に逼められて佛を念ずること能はず。善友の敎に隨ひて、但心を至して聲をして絶えざらしめ、十念を具足して南無无量壽佛と稱せん。*874佛の名を稱するが故に、念念の中に於て八十億劫の生死の罪を除き、一念の項の如くに即ち往生することを得。『雙卷經』（大經卷上）の彼の佛の本願に云く。「諸佛世界の衆生の類、我が名字を聞きて、菩薩の无生法忍、諸の深?持を得ずば、正覺を取らじと。　他方國土の諸の菩薩衆、我が名字を聞きて、即ち不退轉に至ることを得ずば、正覺を取らじ」と。『觀經』に云く。「若し念佛する者は、當に知るべし、此の人は是人中の分陀利華なり。觀世音菩薩・大勢至菩薩、其の勝友と爲りたまふ。當に道場に坐し諸佛の家に生ずべし」と。＜已上將來勝利、餘は上の別時念佛門の如し＞


  



  ［七、念佛利益　引例勸信］


  第六に引例勸信とは、『觀佛經』の第三（意）に佛諸の釋子に告げて言はく。「?婆尸佛の像法の中に一の長者有り、名けて月德と曰ふ。五百の子有り、同じく重病に遇へり。父子の前に致りて涕涙し合掌して、諸子に語りて言く。汝等邪見にして正法を信ぜず。今无常の刀汝が身を截り切るも、何の怙む所と爲ん。佛世尊、?婆尸と名けたてまつる、汝佛を稱すべしと。諸子聞き已りて其の父を敬ふが故に南无佛と稱す。父復告げて言く。汝法を稱すべし、汝僧を稱すべし、未だ三び稱するに及ばず、其の子命終り、佛を稱せるを以ての故に四天王の所に生ぜり。天上の壽盡き、前の邪見の業もて大地獄に墮ちたり。獄率羅刹は、熱鐵の?以て其の眼を刺し壞れり。是の苦を受けし時、父の長者の敎誨せし所の事を憶ひ、佛を念ぜしを以ての故に、還人中に生ぜり。尸棄佛の出でたまへるに、但佛の名を聞きて佛の形をば覩たてまつらず、乃至迦葉佛の時に、亦其の名を聞けり。六佛の名を聞きし因縁を以ての故に我と同じく生ぜり。是の諸の比丘、前世の時、惡心を以ての故に、佛の正法を謗れるも、但父の爲の故に南无佛と稱せしをもて、生生に常に諸佛の名を聞くことを得、乃至今世に我が出に値遇して諸の障除こりしが故に、阿羅漢と成れり」と。又（觀佛經卷三意）云く。「燃燈佛の、末法の中に一の羅漢有りき。其の千の弟子、*875羅漢の説を聞きて心に瞋恨を生ぜり。壽の修短に隨ひて各々命終らんと欲せしとき、羅漢敎へて南无諸佛と稱せしむ。既に佛を稱し已りて?利天に生ずることを得たり。＜乃至＞　未來世に於て當に佛に作ることを得、南无光照と号くべし」と。第七卷（觀佛經卷九）には文殊自ら過去の寶威德佛に値遇し禮拜せしことを説く。「爾の時に釋迦文佛讃じて言はく。善いかな善いかな。文殊師利は、乃ち昔の時に於て一び佛を禮せしが故に、爾許の无數の諸佛に値ひたてまつることを得たり。何に況や未來に我が諸の弟子の、勤めて佛を觀ぜん者をやと。佛阿難に敕したまはく。汝文殊師利の語を持ちて、遍く大衆及び未來世の衆生に告げよ。若しは能く禮拜せん者、若しは能く念佛せん者、若しは能く佛を觀ぜん者は、當に知るべし、此の人は文殊師利と等しくして異有ること无けん。身を他世に捨てなば、文殊師利等の諸の大菩薩、其の和上と爲らん」と。又（觀佛經卷九意）云く。「時に十方佛、來りて跏趺坐したまへり。東方の善德佛、大衆に告げて言はく。我過去无量世の時を念ふに、佛の世に出でたまへる有り。寶威德上王と号けたり。時に比丘有り。九弟子と與に佛塔に往詣して、佛像を禮拜せり。一の寶像の嚴顯にして觀ずべきを見、禮し已りて諦かに視、偈を説きて讃嘆せり。後の時に命終して悉く東方の寶威德上王佛の國に生れ、大蓮華の中に結跏趺坐して、忽然として化生せり。此より已後恒に佛に値ひたてまつることを得、諸佛の所に於て、淨く梵行を修し、念佛三昧を得たり。三昧を得已りしとき、佛爲に授記したまひ、十方面に於て各々成佛することを得たり。東方の善德佛とは、則ち我が身是なり。東南方の无憂德佛、南方の旃檀德佛、西南方の寶施佛、西方の无量明佛、西北方の華德佛、北方の相德佛、東北方の三乘行佛、上方の廣衆德佛、下方の明德佛、是の如きの十佛は、過去に由て塔を禮し像を觀、一偈もて讃嘆せしに、今十方に於て各々成佛することを得たりと。是の語を説き已りて、釋迦文佛を問訊したまふ。既に問訊し已りて、大光明を放ち、各々本國に還りたまへり」と。*876又（觀佛經卷九）云く。「四佛世尊、空より下りて釋迦文佛の床に坐し、讃じて言はく。善いかな善いかな、乃ち能く未來の時の濁惡の衆生の爲に、三世の佛の白毫の光相を説きて、諸の衆生をして罪咎を滅することを得しめたまふ。所以は何ん、我昔曾を念ふに、空王佛の所にして出家して道を學べり。時に四の比丘あり。共に同學と爲りて佛の正法を習ひしに、煩惱心を覆ひて堅く佛法の寶藏を持つこと能はず、不善の業多くして當に惡道に墮せんと。空中に聲有りて比丘に語りて言く。空王如來は、復涅槃したまひ、汝の犯せし所を、救ふ者无しと謂ふと雖も、汝等今塔に入りて像を觀たてまつる。佛の在世と等しくして異有ること无けんと。我空の聲に從ひて、塔に入り像の眉間の白毫を觀て、即ち是の念を作せり、如來在世の光明色身は、此と何ぞ異ならん。佛の大人相、願はくは我が罪を除きたまへと。是の語を作し已りて、大山の崩るるが如く、五體を地に投げて諸の罪を懺悔せり。是より已後、八十億阿僧祇劫、惡道に墮せずして、生生に常に十方の諸佛を見たてまつり、諸佛の所に於て甚深の念佛三昧を受持せり。三昧を得已りしとき、諸佛現前して我に記別を授けたまへり。東方妙喜國の阿?佛は、即ち第一の比丘是なり。南方歡喜國の寶相佛は、即ち第二の比丘是なり。西方極樂國の无量壽佛は、第三の比丘是なり。北方蓮華莊嚴國の微妙聲佛は、第四の比丘是なり。時に四如來、各々右の手を申べて、阿難が頂を摩で、告げて言はく。汝佛語を持ちて廣く未來の諸の衆生の爲に説けと。三び此を説き已りて、各々光明を放ちて本國に還歸したまへり」と。又（觀佛經卷九）云く。「財首菩薩佛に白して言さく。世尊、我過去无量世の時を念ふに、佛世尊有まして、亦釋迦牟尼と名く。彼の佛の滅後に一の王子有り、名けて金幢と曰ふ。?慢邪見にして、正法を信ぜず。知識の比丘あり、定自在と名く。王子に告げて言く。世に佛像有り、衆寶もて嚴飾せり、暫く塔に入りて佛の形像を觀たてまつるべしと。時に彼の王子善友の敎に隨ひて、*877塔に入りて像を觀たてまつり像の相好を見て比丘白して言く。佛の像すら端嚴なること猶尚此の如し、況や佛の眞身をやと。比丘告げて言く。汝今像を見たてまつれり。禮すること能はずば、當に南无佛と稱すべし。是の時に王子、合掌し恭敬して南無佛と稱す。宮に還り念を繋けて塔の中の像を念ぜしに、即ち後夜に於て夢に佛像を見たてまつる。佛像を見たてまつるが故に、心大に歡喜し、邪見を捨離して三寶に歸依したてまつり、隨ひて壽命終れり。前に塔に入りて南无佛と稱せし因縁の功德に由て、九百万億那由他の佛に値ひ、甚深の念佛三昧を逮得せり。三昧力の故に、諸佛現前して其が爲に記を授けたまへり。是より已來、百萬阿僧祇劫惡道に墮せず、乃至今日甚深の首楞嚴三昧を獲得せり。爾の時の王子は、今の我が財首是なり」と。又（觀佛經卷九）云く。「佛言はく。我賢劫の諸の菩薩と與に、曾て過去の旃檀窟佛の所に於て、是の諸佛の色身變化の觀佛三昧海を聞けり。是の因縁の功德力を以ての故に、九百万億阿僧祇劫の生死の罪を超越して、此の賢劫に於て次第に成佛す。＜乃至＞　是の如く十方の无量の諸佛も、皆此の法に由て三菩提を成じたまへり」と。『迦葉經』（寶積經卷八九意）に云く。「昔過去久遠阿僧祇劫に、佛世に出でたまへる有り、号して光明と曰ふ。入涅槃の後に、一の菩薩有り。年始めて十六、婆羅門種にして、端正なること比无かりき。一の比丘有りて、白疊の上に於て佛の形像を畫き、持ちて精進に與ふ。精進像を見て心大に歡喜し、是の如きの言を作さく。如來の形像すら妙好なること乃ち爾り、況や復佛身をや。願はくは我未來に、亦是の如きの妙身を成就すること得んと。言ひ已りて思念すらく。我若し家に在らば、此の身は得ること?しと。即ち父母に啓して哀を求めて出家せんとせしに、父母答へて言く。我今年老いて、唯汝一子あるのみ。汝若し出家せば、我等當に死すべし。子父母に白さく、若し我を聽したまはずば、我今日より飮まず食はず床座に昇らず、亦言説せずと。是の誓を作し已りて一日食はず、*878乃至六日まです。父母・知識、八万四千の諸の?女等、同時に悲泣して大精進を禮し、尋で出家を聽せり。既に出家すること得、像を持して山に入り、草を取りて座と爲し畫像の前に在りて結跏趺坐して一心に諦かに觀ずらく、此の畫像は如來に異ならず。像は覺に非ず知に非ず、一切の諸法も亦復是の如し。相无く相を離れ、體性空寂なりと。是の觀を作し已りて、日夜を經て、五通を成就し、四无量を具足し、无礙辨を得、普光三昧を得、大光明を具せり。淨天眼を以ては東方の阿僧祇の佛を見、淨天耳を以ては佛の所説を聞きて、悉く能く聽受せり。七月を滿足するに、智を以て食と爲し、一切の諸天、華を散じて供養せり。山より出でて村落に來至し、人の爲に法を説く。二萬の衆生菩提心を發し、无量阿僧祇の人、聲聞・縁覺の功德に住し、父母・親眷も皆不退の无上菩提に住しきと。佛迦葉に告げたまはく。昔の大精進は今の我が身是なり。此の觀像に由て、今成佛することを得たり。若し人有りて能く此の如き觀を學ばば、未來に必ず當に无上道を成ずべし」と。『譬喩經』の第二に云く。「昔比丘有り。其の母を度せんと欲せしに、母已に命過れり。便ち道眼を以て天上・人中・擒狩・薜茘の中に求索せれども、了に之を見ず、泥&M072724;を觀るに母中に在るを見る。便ち懊?し悲哀して廣く方便を求め、其の苦を脱せんことを欲せり。時に邊境に王有り、父を害して國を奪へり。比丘此の王の命の餘すところ七日有り、罪を受くる地は、比丘の母と同じく一處に在りちいふことを知りて、夜安靖なる時に、王の寢殿處に到り、壁を穿ちて半身を現せり。王怖れて刀を拔きて頭を斫る。頭即ち地に落つるに、其の處故の如し。之を斫ること數反するに、化せる頭地に滿つれども、比丘は動かず。王意即ち解け、其の非常なることを知り、叩頭して過を謝せり。比丘言く。恐るること莫れ怖るること莫れ、相度せんと欲するのみ。汝父を害して國を奪ひしやいなや。對へて曰く。實に爾なり。願はくは慈救せられよ。比丘曰く。大功德を作すとも、恐らくは相及ばざらん。王よ當に南无佛と稱すべし。*879七日して絶えざれば、便ち罪を勉るることを得んと。重ねて之に告げて曰く。愼みて此の法を忘るること莫れ。即便ち飛び去りぬ。王便ち手を叉せて一心に南無佛と稱説すること、晝夜に懈らず、七日にして命終りぬ。魂神泥&M072724;の門に向ひて南无佛と稱せしに、泥&M072724;の中の人佛の音聲を聞きて、皆一時に南無佛と言ひしに、泥&M072724;即ち冷めぬ。比丘爲に法を説き、比丘の母・王、及び泥&M072724;の中の人、皆度脱を得、後に大に精進して、須陀?道を得たり」と。＜已上諸文略抄＞　『優婆塞戒經』に云く。「善男子、我本往邪見の家に墮し、惑網自ら我を蓋へり。我爾の時に、名を廣利と曰へり。妻は名女にして、精進勇猛し度脱すること无量にして、十善もて化導せり。我爾の時に心に殺獵を生じ、酒肉を貪嗜し、懶惰懈怠にして精進すること能はず。妻時に我に語るらく、其の獵殺を止め、戒めて酒肉を斷ち、勤めて精進を加へなば、地獄の苦惱の患を脱れ、天宮に上生して、一處を與にすることを得んと。我爾の時に殺心止まず、酒肉の美味は割捨すること能はず、精進の心も懶惰にして前まず、天宮は意みを息め地獄の分を受けたり。我爾の時に聚落の内に居し、僧伽藍に近くして、數々槌鍾を聞けり。妻我に語りて言く。事事に能はずんば、槌鍾の聲を聞きしとき、三び彈指して一び佛を稱せよ。身を歛めて自ら恭ひ、?慢を生ずること莫れ。其れ夜半の如きも此の法を廢すること莫れと。我即ち之を用ひて復捨失すること无かりき。十二年を經て、其の妻命終して、?利天に生じ、却て後三年にして、我亦壽盡きたり。斷事に經至りしに、我を判じて罪に入れて地獄の門に向はしむ。當に門に入らんとして時に鍾の三聲を聞く、我即ち住立して心に歡喜を生じ、愛樂して厭はず、法の如く三たび彈指して、長聲に佛を唱ふ。聲皆慈悲ありて梵音朗らかに徹る。主事聞き已りて心甚だ愧感し、此れ眞の菩薩なり、云何ぞ錯判せると。即ち遣追還送して天上に往かしむ。既に往き到り已りて、五躰を地に投げ、我が妻を禮敬して白して言く。大師幸にして大恩を義けて如濟拔せらる。乃至菩提まで敎敕に違はず」と。＜已上＞　又震旦國には東晉より已來、*880唐朝に至るまで、阿彌陀佛を念じて淨土に往生せる者、道俗男女合して五十餘人あり、『淨土論』并に『瑞應傳』に出でたり。我が朝にも往生せる者亦其の數有り。具には慶氏の『日本往生の記』に在り。何に況や朝市に德を隱し、山林に名を逃れたる者の、獨り修して獨り去れる、誰か知ること得んや。　問。下下品の人と、五百の釋子とは、臨終に同じく念ずるに、昇沈何ぞ別なるや。答。『群疑論』（卷四）に會して云く。「五百の釋子は、但父の敎に依て一び佛を念ぜしも、菩提心を發して淨土に生れんことを求め慇懃に慙愧せず。又彼は至心ならず。復唯一念にして十念を具せざるが故なり」と。＜略抄＞


  



  ［七、念佛利益　惡趣利益］


  第七に惡趣の利益を明さば、『大悲經』の第二に云く。「若し復人有りて、但心に佛を念じ、一びも敬信を生ぜば、我説く、是の人は、當に涅槃の果を得て涅槃の際を盡すべし。阿難且く人中の念佛の功德をば置く。若し畜生有りて、佛世尊に於て、能く念を生ぜば、我亦説く、其の善根の福報は當に涅槃を得べし」と。　問。何等か是なるや。答。同じき『經』（大悲經）の第三に、佛阿難に告げたまはく。「過去に大商主有りき。諸の商人を將ゐて大海に入りしに、其の船卒かに摩竭大魚の爲に、來りて呑み噛まれんと欲す。爾の時に商主、及び諸の商人、心驚き毛竪ちて各々皆悲泣せり。嗚呼奇なるかな、彼の閻浮提は是の如く樂しむべく、是の如く希有なり。世間の人身は是の如く得難きに、我今當に父母と離別せんと。姉妹・婦兒・親戚・朋友と別離して、我更に見ざらん。亦佛・法・衆僧をも見たてまつることを得ざらんと。極めて大に悲哭す。爾の時に商主、右の肩を偏袒し、右の膝を地に着けて、船の上に住り、一心に佛を念じ、合掌し禮拜して高聲に唱へて、諸佛の大无畏を得たまへる者、大慈悲ある者、一切衆生を憐愍したまふ者に南无したてまつると言へり。是の如く三び稱ふ。時に諸の商人、亦復同時に是の如く三び稱ふ。時に摩竭魚、佛の名号、禮拜の音聲を聞きて、大愛敬を生じ、*881聞きて即ち口を閇づ。爾の時に商主、及び諸の商人、皆悉く安穩にして魚の難を免るることを得たり。時に摩渇魚佛の音聲を聞きて、心に喜樂を生じ、更に餘の諸の衆生をも食?せざりき。是に因て命終して人中に生るることを得、其の佛の所に於て法を聞きて出家し、善知識に近づきて阿羅漢を得たり。阿難、汝彼の魚を觀よ、畜生道に生れて佛の名を聞くことを得、佛の名を聞き已りて乃至涅槃せり。何に況や人有りて、佛の名を聞くこと得、正法を聽聞せんをや」と。＜略抄＞　又『菩薩處胎經』（卷七）の八齋品に云く。「龍子金翅鳥の與に、而も頌を説きて曰く。殺は是不善の行なり、壽命を減して中夭す。身は朝の露虫の如し、光を見れば則ち命終ゆ。戒を持ちて佛語を奉ずれば、長壽天に生ずることを得、累劫に福德を積めば、畜生道に墮せず。今の身は龍の身爲れども、戒德淸明に行じ、六畜の中に墮せりと雖も、必望はくは自ら濟度せんと。是の時龍子此の頌を説ける時、龍子・龍女、心意開解せり。壽終の後には、皆當に阿彌陀佛の國に生ずべし」と。＜已上、八齋戒の龍子なり＞　餘の趣も佛語を信ぜば淨土に生ずること之に准ず。地獄の利益は前の國王の因縁、并に下の?心妙果の如し。諸の餘の利益は、下の念佛功能の如し。


  



  ［八、念佛證據］


  大文第八に念佛の證據とは、　問。一切の善業は各々利益有りて、各々往生することを得、何が故ぞ唯念佛の一門を勸むるや。答。今念佛を勸むることは、是餘の種種の妙行を遮せんとには非ず。只是男女・貴賎、行住坐臥を簡ばず、時處諸縁を論ぜず、之を修するに難からず。乃至臨終に往生を願求するに、其の便宜を得ること念佛に如かざればなり。故に『木?經』に云く。「難陀國の波瑠璃王、使を遣はして佛に白して言さく。唯願はくは世尊、特に慈愍を垂れて、我に要法を賜ひ、我をして日夜に修行することを得易く、未來世の中に衆苦を遠離せしめたまへ。佛告げて言はく。大王、若し煩惱障・報障を滅せんと欲せば、當に木?子一百八を貫きて以て常に自ら隨つべし。*882若しは行若しは坐若しは臥、恒に當に心を至して分散の意无く、佛陀・達摩・僧伽の名を稱して、乃ち一の木?子を過くるべし。是の如くして若しは十若しは廾、若しは百若しは千、乃至百千万せよ。若し能く廿万遍を滿たすまで、身心亂れずして、諸の諂曲无くば、捨命して第三の炎摩天に生ずることを得、衣食自然にして常に安樂を受けん。若し復能く一百萬遍を滿たさば、當に百八の結業を除斷することを得て、生死の流に背き涅槃の道に趣きて无上の果を獲べし」と。＜略抄＞　況や復諸の聖敎の中には、多く念佛を以て往生の業と爲す。其の文甚だ多し。略して十文を出さん。一に『占察經』の下卷に云く。「若し人他方の現在の淨國に生ぜんと欲すれば、當に彼の世界の佛の名字に隨ひて、意を專にして誦念すべし。一心不亂にして上の如く觀察せば、決定して彼の佛の淨國に生ずること得、善根增長して速に不退を成ぜん」と。＜上の如き觀察とは、地藏菩薩の法身及び諸佛の法身は、己自身と平等にして二无く、不生不滅・常樂我淨・功德圓滿と觀ずるなり。又己身无常なること幻の如く、厭ふべしと觀ずる等なり＞　二に『雙卷經』（大經卷上）の三輩の業、淺深有りと雖も、然るに通じて皆「一向專念无量壽佛」と云へり。三に四十八願（大經卷上）の中に、念佛門に於て別して一の願を發して云く。「乃至十念、若不生者、不取正覺」と。四に『觀經』（意）に「極重の惡人他の方便无し、唯佛を稱念して極樂に生ずることを得」と。五に同じき『經』（觀經）に云く。「若し心を至して西方に生ぜんと欲はば、先づ當に一の丈六の像の池水の上に在ますを觀ずべし」と。六に同じき『經』（觀經）に云く。「光明遍く十方世界を照らしたまふ、念佛の衆生をば攝取して捨てたまはず」と。七に『阿彌陀經』に云く。「少善根福德の因縁を以て彼の國に生ずることを得べからず。若し善男子・善女人有りて、阿彌陀佛を説くを聞きて、名号を執持すること、若しは一日＜乃至＞若しは七日、一心にして亂れざれば、其の人命終の時に臨みて、阿彌陀佛、諸の聖衆と與に現じて其の前に在まさん。是の人終る時、心顛倒せずして、即ち往生することを得ん」と。八に『般舟經』（卷上）に云く。*883「阿彌陀佛言はく。我が國に來生せんと欲はば、當に我を念ずること數數せよ。常に當に念を專らにして休息有ること莫るべし。是の如くせば我が國に來生することを得ん」と。九に『鼓音聲經』に云く。「若し四衆有りて、能く正しく彼の佛の名号を受持せば、此の功德を以て、終らんと欲する時に臨みて、阿彌陀佛、即ち大衆と與に此の人の所に往きて、其をして見ることを得しめ、見已りて尋で生る」と。十に『往生論』に「彼の佛の依正の功德を觀念するを以て、往生の業と爲す」と。＜已上＞　此の中に『觀經』の下下品・『阿彌陀經』・『鼓音聲經』は、但名号を念ずるを以て往生の業と爲せり。何に況や相好・功德を觀念せんをや。　問。餘の行寧ぞ勸信の文无からんや。答。其の餘の行法は、因みて彼の法の種種の功能を明せるに、其の中に自ら往生の事を説けるなり。直に往生の要を辨じて、多く佛を念ぜよと云へるが如きにはあらず。何に況や佛自ら既に當に我を念ずべしと言へるをや。亦佛の光明は餘の行人を攝取すとは云はざるなり。此等の文分明なり、何ぞ重ねて疑を生ぜんや。　問。諸經の所説は機に隨ひて万品なり、何ぞ管見を以て一文を執ずるや。答。馬鳴菩薩の『大乘起信論』（意）に云く。「復次に衆生の、初めて是の法を學ばんに、其の心怯弱にして信心成就すべきこと難きを懼畏して、意退せんと欲する者は、當に知るべし、如來に勝方便有りて、信心を攝護したまふ。隨ひて專心に念佛する因縁を以て、願に隨ひて他方の佛土に往生することを得るなり。修多羅に若し人專ら西方の阿彌陀佛を念じて、作る所の善業もて廻向して、彼の世界に生ぜんと願求せば、即ち往生することを得と説くが如し」。＜已上＞　明かに知んぬ、契經には多く念佛を以て往生の要と爲ることを。若し爾らずば、四依の菩薩は即ち理盡には非ざらん。


  



  ［九、往生諸行］


  大文第九に往生の諸行を明さば、謂く極樂を求むる者は、必ずしも念佛を專にせず、須く餘行を明かして各の樂欲に任すべし。此に亦二有り。初に別して諸經の文を明かし、次に惣じて諸業を結す。


  



  *884［九、往生諸行　諸經］


  第一に諸經を明さば、『四十華嚴經』の普賢願・『三千佛名經』・『无字寶篋經』・『法華經』等の諸の大乘經、『隨求』・『尊勝』・『无垢淨光』・『如意輪』・『阿?力迦』・『不空羂索』・『光明』・『阿彌陀』及び龍樹の『所感往生淨土』等の咒なり。此等の顯密の諸大乘の中に、皆受持・讀誦等を以て、往生極樂の業と爲るなり。『大阿彌陀經』（卷下意）に云く。「當に齋戒し、一心淸淨にして、晝夜に當に念じて、阿彌陀佛の國に生ぜんと欲し、十日十夜斷絶せざるべし。我皆之を慈愍して、悉く阿彌陀佛の國に往生せしめん。殊使に爾すること能はずば、自ら思惟して熟々授計せよ。身を度脱せんと欲する者は、當に念を絶つべからず。愛を去りて家事を念ふこと勿れ、婦女と同床すること莫れ、自ら身心を端正にして、愛欲を斷じ、一心に齋戒淸淨にして、至專に阿彌陀佛の國に生れんと念じて、一日一夜斷絶せざれば、壽終りて皆其の國に往生し、七寶の浴池の蓮華の中に在りて化生せん」と。＜此の經は持戒を以て首と爲す＞　『十往生彌陀佛國經』（意）に云く。「吾今汝が爲に説かん。十の往生有り。云何が十の往生なる。一には身を觀じて正念にして常に歡喜を懷き、飮食・衣服を以て、佛及び僧に施さば、阿彌陀佛の國に往生す。二には正念にして世の妙なる良藥もて一の病比丘及以び一切の衆生に施さば、阿彌陀佛の國に往生す。三には正念にして一の生命をも害せず一切に慈悲せば、阿彌陀佛の國に往生す。四には正念にして師の所に從ひて戒を受け、淨惠もて梵行を修し、心に常に喜を懷かば、阿彌陀佛の國に往生す。五には正念にして父母に孝順し、師長を敬重して?慢の心を懷かずば、阿彌陀佛の國に往生す。六には正念にして僧房に往詣し、塔寺を恭敬し、法を聞きて一義を解らば、阿彌陀佛の國に往生す。七には正念にして一日一宿の中八戒齋を受持し、一日一宿の中受持して一も破らざば、*885阿彌陀佛の國に往生す。八には正念にして若し能く齋月齋日の中房舍を遠離し、常に善師に詣せば、阿彌陀佛の國に往生す。九には正念にして常に能く淨戒を持ち、勤修して禪定を樂ひ、法を護りて惡口せず、若し能く是の如く行ぜば、阿彌陀佛の國に往生す。十には正念にして若し无上道に於て誹謗の心を起さず、精進にして淨戒を持ち、復无智の者を敎へて是の經法を流布し、无量の衆生を敎化す、是の如き諸の人等は、皆悉く阿彌陀佛の國に往生することを得」と。『彌勒問經』に云く。「佛の説きたまふ所の如く、阿彌陀佛の功德利益を願ひて、若し能く十念相續し、不斷に佛を念ずる者は、即ち往生することを得。當に云何が念ずべし。佛言はく。凡そ十念有り。何等をか十と爲る。一には諸の衆生に於て、常に慈心を生じて其の行を毀らず、若し其の行を毀らば、終に往生せず。二には諸の衆生に於て、常に悲心を起して殘害の意を除く。三には護法の心を發して、身命を惜しまず、一切の法に於て誹謗を生ぜず。四には忍辱の中に於て決定の心を生ず。五には深心淸淨にして利養に染まず。六には一切智の心を發して、日日に常に念じて廢忘有ること无し。七には諸の衆生に於て尊重の心を起し、我慢の心を除き、謙下して言説す。八には世の談話に於て、味着を生ぜず。九には覺意に近づき、深く種種の善根の因縁を起して、?閙散亂の心を遠離す。十には正念にして佛を觀じ諸の想を除去す」と。『寶積經』の第九十二に、佛亦此の十心を以て、彌勒の問ひに答へたまへり。其の中に第六の心に云く。「佛の種智を求めて、一切の時に於て忘失する心无し」と。其の餘の九種は文少しく異なりと雖も、意は前の『經』に同じ。但結文（寶積經卷九二）に云く。「若し人此の十種の心の中に於て、隨ひて一心を成じ、彼の佛の世界に往生せんと樂欲せんに、若し生ずることを得ずといはば是の處有ること无けん」と云云。明けし、必ずしも十を具して往生の業と爲るには非ざるなり。『觀經』に云く。*886「彼の國に生れんと欲はん者は、當に三福を修すべし。一には父母に孝養し、師長に奉事し、慈心ありて殺せず、十善業を修す。二には三歸を受持し、衆戒を具足し、威儀を犯さず。三には菩提心を發し、深く因果を信じ、大乘を讀誦し、行者を勸進す。此の如き三事を名けて淨業と爲す。佛韋提希に告げたまはく。汝今知るや不や。此の三種の業は、過去・未來・現在の三世の諸佛の淨業の正因なり」と。又（觀經略抄）云く。「上品上生とは、若し衆生有りて、彼の國に生れんと願ぜん者は、三種の心を發して、即便ち往生す。何等をか三と爲す。一には至誠心、二には深心、三には廻向發願心なり。三心を具する者は、必ず彼の國に生ず。復三種の衆生有り、當に往生を得べし。何等をか三と爲す。一には慈心にして殺さず諸の戒行を具す。二には大乘方等經典を讀誦す、三には六念を修行し、廻向發願して彼の國に生れんと願ず。此の功德を具すること、一日乃至七日にして、即ち往生を得。　上品中生とは、必ずしも方等經典を受持せざれども、善く義趣を解り、第一義に於て心驚動せず、深く因果を信じ大乘を謗ぜず、此の功德を以て、廻向して極樂國に生れんと願求す。　上品下生とは、亦因果を信じ大乘を謗せず、但无上道心を發す。此の功德を以て、廻向して極樂に生れんと願求す。　中品上生とは、若し衆生有りて、五戒を受持し八戒齋を持ち、諸の戒を修行して五逆を造らず、諸の過患無からん。此の善根を以て、廻向して願求す。　中品中生とは、若し衆生有りて、若しは一日一夜八戒齋を受け、若しは一日一夜沙彌戒を持ち、一日一夜具足戒を持ち、威儀缺くること無し。此の功德を以て廻向して願求す。　中品下生とは、若し善男子・善女人有りて、父母に孝養し、世の仁慈を行ず。　下品上生とは、或は衆生有りて、衆の惡業を作らん、方等經典を誹謗せずと雖も、此の如きの愚人、*887多く衆の惡法を造りて、慙愧有ること無けん。臨終に十二部經の首題の名字を聞き、及び合掌して南无阿彌陀佛と稱ふ。　下品中生とは、或は衆生有りて、五戒・八戒及び具足戒を毀犯せん。此の如きの愚人、命終らんと欲する時、地獄の衆火一時に倶に至らん。善知識の大慈悲を以て、爲に阿彌陀佛の十力威德を説き、廣く彼の佛の光明神力を説き、亦戒・定・慧・解脱・知見を讃ずるに遇はん。此の人聞き已りて、八十億劫の生死の罪を除く。　下品下生とは、或は衆生有りて、不善業たる五逆・十惡を作り、諸の不善を具せん。此の如きの愚人、惡業を以ての故に、惡道に墮す。命終の時に臨みて善知識に遇ひ、佛を念ぜずと雖も、但心を至して聲をして絶えざらしめて、十念を具足して南无无量壽佛と稱せん。佛の名を稱するが故に、念念の中に於て八十億劫の生死の罪を除く」と。『雙卷經』の三輩の業も亦此を出でず。『觀經』には十六觀を以て往生の因と爲せり。『寶積經』に佛前の蓮華に化生するに四の因縁有ることを説く。偈（寶積經卷九八）に云く。「花香もて佛及び支提に散ずると、他を害せざると并びに像を造ると、大菩提に於て深く信解するとは、蓮華に處して佛前に生ずることを得」と。＜已上＞　餘は繁く出さず。＜私に云く。支提は塔廟の異名なり＞


  



  ［九、往生諸行　總結諸業］


  第二に惣じて諸業を結すとは、惠遠法師（觀經義疏卷末意）淨土の因要を出せるに四有り。「一には觀を修して往生す、十六觀の如し。二には業を修して往生す、三福業の如し。三には心を修して往生す、至誠等の三心なり。四には歸向して往生す、淨土の事を聞きて歸向し稱念し讃嘆する等なり」と。今私に云く。諸經の行業惣じて之を言はば、『梵網』の戒品を出でず、別して之を論ぜば六度を出でず。細しく其の相を明さば其の十三有り。一には財法等の施。二には三歸・五戒・八戒・十戒多少の戒行。三には忍辱。*888四には精進。五には禪定。六には般若。＜第一義等を信ずる是なり＞　七には菩提心を發す。八には六念を修行す。＜佛・法・僧・戒・施・天を念ず、之を六念と謂ふ。十六想觀は亦之を出でず＞　九には大乘を讀誦す。十には佛法を守護す。十一には父母に孝順し師長に奉事す。十二には?慢を生ぜず。十三には利養に染まざるなり。『大集』（卷四七）月藏分の偈に云く。「樹の菓繁れば速やかに自ら害ふが如く、竹蘆の實を結ぶも亦是の如し。任騾の懷めば自身を喪ふが如く、无智にして利を求むるも亦復然なり。　若し比丘有りて供養を得、利養を樂ひ求めて堅く著する者は、世に於て更に此の如きの惡无し。故に解脱の道をば得ざらしむ。是の如く利養を貪求する者は、既に道を得已るも還復失はん」と。『佛藏經』（卷中）に迦葉佛、記して云く。「釋迦牟尼佛は、多く供養を受くるが故に、法は當に疾く滅すべし」と云云。如來にして尚爾なり。何に況や凡夫をや。大象の窓を出づるに遂に一の尾の爲に碍げられ、行人の家を出づるに遂に名利の爲に縛せらると。則ち知る、出離の最後の怨は、名利より大なる者は莫きことを。但淨名大士は、身は家に在れども心は家を出で、藥王の本事は、塵寰を避けて雪山に居せり。今の世の行人も亦應に是の如くなるべし。自ら根性を料りて、之に進止せよ。若し其の心を制すること能はずば、猶須く其の地を避くべし。麻中の蓬と、屠邊の厩と、好惡何にか由るや。＜『佛藏經』を見て是非を知るべし＞


  



  



  往生要集　卷下本　終
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  往生要集　卷下末


  天臺首楞嚴院沙門源信撰


  



  



  ［一〇、問答料簡］


  大文第十に問答料簡とは、略して十事有り。一には極樂の依正、二には往生の階位、三には往生の多少、四には尋常の念相、五には臨終の念相、六には麁心の妙果、七には諸行の勝劣、八には信毀の因縁、九には助道の資縁、十には助道の人法なり。


  



  ［一〇、問答料簡　極樂依正］


  第一に極樂の依正とは、　問。阿彌陀佛の極樂淨土は、是何なる身何なる土ぞや。答。天台（觀經疏意）云く。「應身の佛、同居の土なり」と。遠法師（大經義疏卷上意）云く。「是應身應土なり」と。綽法師云く。「是報佛にして報土なり。古舊等相傳へて皆化土化身と云へるは、此れ大なる失と爲す。大乘同性經に依るに云く。淨土の中の成佛は悉く是報身なり、穢土の中の成佛は悉く是化身なりと。又彼の經に云く。阿彌陀如來・蓮華開敷星王如來・龍主如來・寶德如來等の、諸の如來の淸淨の佛刹にして、現に道を得し者、當に道を得べき者、是の如きの一切は皆是報身の佛なり。何者か如來の化身なる。由し今日の踊歩健如來・魔恐怖如來等の如きなり」と。＜已上『安樂集』（卷上意）＞　　問。彼の佛成道したまひて、已に久しと爲んや如ん。答。諸經に十劫と云ひ、『大阿彌陀經』（卷上）には「十小劫」と云ひ、『平等覺經』（卷一）には「十八劫」と云ひ、*890『稱讃淨土經』には「十大劫」と云へり。邪正知り難し。但『雙卷經』の憬興師の『疏』（述文賛卷中）に、『平等經』を會して云く。「十八劫とは、其れ小の字の其の中の點を闕けるならん」と。　問。未來の壽は幾何ぞや。答。『小經』に云く。「无量无邊阿僧祇劫なり」と。『觀音授記經』（意）に云く。「阿彌陀佛の壽命は无量百千億劫にして、當に終極有るべし。佛涅槃の後、正法世に住せんこと佛の壽命に等しからん。善男子、阿彌陀佛の正法滅して後、中夜分を過ぎて明相の出づる時、觀世音菩薩、菩提樹の下に於て、等正覺を成じて、普光功德山王如來と号けん。其の佛の國土には、聲聞・縁覺の名有ること无し。其の佛の國土をば、衆寶普集莊嚴と号くべし。普光功德如來涅槃したまひ、正法滅して後、大勢至菩薩、即ち其の國にして成佛し、善住功德寶王如來と号けん。國土・光明・壽命、乃至法、住すること等しくして異有ること无けん」と。　問。『同性經』（卷下）には「報身」と云ひ、『授記經』には「入滅」と云ふ。二經の相違、諸師何んが會するや。答。綽禪師（安樂集卷上）『授記經』を會して云く。「此は是報身の隱沒の相を現ずるなり、滅度には非ざるなり」と。迦才（淨土論卷上）『同性經』を會して云く。「淨土中の成佛を、判じて報と爲すは、是受用の事身なり。實の報身には非ざるなり」と。　問。何れをか正と爲るや。答。迦才（淨土論卷上）云く。「衆生の起行に既に千殊有れば、往生の土を見るにも亦万別有るなり。若し此の解を作さば、諸の經論の中に、或は判じて報と爲し、或は判じて化と爲す、皆妨難无きなり。但諸佛の修行は、具に報化の二土を感ずることを知るべし。攝論に加行は化を感じ、正体は報を感ずといふが如し。若しは報若しは化、皆衆生を成就せんと欲するなり。此れ則ち土は虚しく設けず、行は空しく修せず、但佛語を信じて、經に依て念を專にせば、即ち往生することを得。亦須く報と化とを圖度すべからず。」と＜已上＞　此の釋善し。須く專ら稱念すべし、勞はしく分別すること勿れ。　*891問。彼の佛の相好何を以てか同じからざる。答。『觀佛經』（卷九）に諸佛の相好を説きて云く。「人相に同ずるが故に三十二と説き、諸天に勝るが故に八十種好と説く。諸の菩薩の爲には八万四千の諸の妙相好と説く」と。＜已上＞　彼の佛も之に准ぜよ。　問。『雙卷經』（卷上）に云く。「彼の佛の道樹は高さ四百万里なり」と。『寶積經』（如來會卷上意）に云く。「道樹の高さ十六億由旬なり」と。『十往生經』に云く。「道樹の高さ四十万由旬にして、樹下に師子の座有り、高さ五百由旬なり」と。『觀經』に云く。「佛身の量、六十万億那由他恆河沙由旬なり」と云云。樹と座と佛身と何ぞ相稱はざる。答。異解不同なり。或は釋すらく、佛の境界は大小相碍げずと。或は釋すらく、應佛に寄せて樹量を説き、眞佛に寄せて身量を説くと。又多釋有り、具に述ぶべからず。　問。『華嚴經』（晋譯卷二九意）に云く。「娑婆世界の一劫を極樂國の一日一夜と爲す」等と＜云云＞　此に由て當に知るべし、上品中生の、宿を逕て華開くは此の間の半劫に當れり、乃至下下生の十二劫は、此の間の恆河沙塵數劫に當れり。何ぞ極樂と名けん。答。設ひ恆劫を經るまで蓮華開けざらんも、既に微苦无し、豈極樂に非ざらん。『雙卷經』（卷下）に云ふが如し。「其れ胎生の者は、處する所の宮殿、或は百由旬、或は五百由旬なり。各々其の中にして諸の快樂を受くること?利天の如し」と。＜已上＞　有る師（略論？）云く。「胎生は是中品と下生となり」と。有る師（述文賛卷下意）云く。「九品に攝せざる所なり」と。異説有りと雖も、快樂は別ならず、何に況や彼の九品に逕る所の日時を判ずること、諸師不同なるをや。懷感・智憬等の諸師の、彼の國土の日夜劫數と許すは、誠に責むる所に當れり。有る師云く。「佛は此の土の日夜を以て、之を説きて衆生をして知らしめたまふ」と。＜云云＞　今謂く、後の釋失无し、且く四の例を以て助成せん。一には彼の佛の身量若千由旬とは、彼の佛の指分を以て疊ねて彼の由旬と爲すにはあらず。若し爾らずば、*892應に須彌山の如き長大の人、一毛端を以て其の指節と爲んに似たるべし。故に知んぬ、佛の指の量を以て佛身の長短を説かざることを。何ぞ必ずしも淨土の時剋を以て、華開の遲速を説かんや。二には『尊勝陀羅尼經』に説くが如し。「?利天上の善住天子、空の聲の告ぐるを聞くに、汝當に七日にして死すべしと。時に天帝釋、佛の敎敕を承けて彼の天子をして七日勤修せしむるに、七日を過ぎて後、壽命延ぶることを得たり」と。＜取意＞　此は是人中の日夜もて而も説けるなり。若し天上の七日に據らば、人中の七百歳に當り、佛世の八十年の中に其の事を決了すべからず。九品の日夜も亦應に之に同じかるべし。三には法護所譯の經に云く。「胎生の人五百歳を過ぎて佛を見たてまつることを得」と。『平等覺經』（卷三）に云く。「蓮華の中より化生して城の中に在り。是の間の五百歳に於て、出づることを得ること能はず」と。＜取意＞　憬興等の師は、此の文を以て此の方の五百歳なりと證せり。今云く。彼の胎生の歳數、既に此の間に依て説けりとせば、九品の時剋、何の別義有りてか彼に同ぜざらんや。四には若し彼の界に據て九品を説けりとせば、上品中生の一宿、上品下生の一日夜は、即ち此の界の半劫と一劫とに當れり。若し爾りと許さば、胎生の疑心の者、尚娑婆の五百歳を逕て、而も速に佛を見たてまつるを得るに、上品の信行者、豈半劫・一劫を過ぎて、而も遲く蓮華を開かんや。此の理有るが故に、後の釋は失无し。　問。若し此の界の日夜の時剋を以て、彼の相を説けりとせば、彼の上上品に、彼の國に生れ已りて、應に即ちに无生法忍を悟るべからず。然る所以は、此の界の少時の修行を勝と爲し、彼の國の多時の善根を劣と爲す。既に爾らば上上品の人、此の世界に於て一日より七日に至るまで三福業を具足して、尚无生法忍を證すること能はざるに、云何ぞ彼に生じて法を聞きて即ちに悟らん。故に知んぬ、彼の國土の長遠の時剋を經て、无生忍を悟るといふことを。然れば彼に約して即悟と名くるも、此に望むれば即ち億千歳なり。或は可し、上上の人は必ず是方便後心の圓滿せる者なりと。*893若し爾らずば、諸文桙楯せん。答。未だ知らず、彼の國の多善は劣り、此の界の少善は勝るといふことを。　問。『雙卷經』（大經卷下）に説かく。「是に於て廣く德本を殖ゑ、恩を布き惠を施して、道禁を犯すこと勿れ。忍辱・精進・一心・智慧もて、轉た相敎化し、善を立て意を正しくして齋戒淸淨なること一日一夜すれば、无量壽佛國に在りて善を爲すこと百歳するに勝れり。所以は何ん、彼の佛國土は、无爲自然にして皆衆善を積み毛髮の惡も无ければなり。此に於て善を修すること十日十夜すれば、他方の諸佛の國中に於て、善を爲すこと千歳するに勝れり」等と。＜已上＞　是其の勝劣なり。答。二界の善根は剋對せば爾るべし。然れども値佛の縁勝れたれば速に悟るに失无し。或は此の經は但脩行の難易を顯し、善根の勝劣を顯すに非ず。譬へば貧賎の一錢を施すは稱美すべしと雖も、而も衆事を辨ぜず、富貴の千金を捨つるは稱すべからずと雖も、而も能く万事を辨ずるが如し。二界の修行亦復是の如し。『金剛般若經』（意）に云ふが如し。「佛世に信解するは未だ勝れたりと爲るに足らず。滅後をば勝れたりと爲す」と。或は餘の義有り。委曲すること能はず。　問。娑婆の行因に隨ひて極樂の階位に別有るが如く、所感の福報も亦別有りや。答。大都は別无きも、細分は差有り。『陀羅尼集經』の第二に云ふが如し。「若し人香華・衣食等を以て供養せざれば、彼の淨土に生ずと雖も、而も香華・衣食等の種種の供養の報を得ず」と。＜此の文は彼の佛の本願に違へり。更に之を思釋せよ＞　玄一師と、因法師とは同じく云く。「實に約して論ずれば亦勝劣有り、然も其の状相似たるが故に好醜無しと説く」と。　問。極樂世界は此を去ること幾の處ぞや。答。『經』（小經）に云く。「此より西方、十万億の佛土を過ぎて極樂世界有り」と。有る『經』（稱讚淨土經）に云く。「是より西方、此の世界を去ること百千倶&M029339;那?多の佛土を過ぎて佛世界有り、名けて極樂と曰ふ」と。　問。二經何が故ぞ不同なる。答。『論』の智光の『疏』の意に云く。「倶&M029339;と言ふは、此には億と爲す。*894那由多とは、此の間の?の數に當れり。世俗に言く。十千を万と曰ひ、十万を億と曰ひ、十億を兆と曰ひ、十兆を經と曰ひ、十經を?と曰ふ。?は猶是大數なり。百千倶&M029339;は即ち十万億なり。億に四位有り。一には十万、二には百万、三には千万、四には万万なり。今億と言へるは即ち是万万なり。此の義を顯さんが爲に那?多を擧ぐ」と。＜已上＞　此の釋思ふべし。　問。彼の佛の化したまふ所は唯極樂のみと爲んや亦餘有りと爲んや。答。『大論』（卷三二）に云く。「阿彌陀佛に亦嚴淨と不嚴淨との土有ること、釋迦文の如し」と。　問。何等か是なるや。答。極樂世界は即ち是淨土なり。然れども其の穢土は未だ何れの處なるかを知らず。但道綽等の諸師、『鼓音聲經』所説の國土を以て、彼の穢土と爲せり。彼の『經』に云ふが如し。「阿彌陀佛は聲聞と倶なり。其の國を号して淸泰と曰ふ。聖王の住む所なり。其の城の縱廣十千由旬にして、中に刹利の種を充滿せり。阿彌陀如來・應・正遍知の父を月上轉輪聖王と名け、其の母を名けて殊勝妙顏と曰ひ、子を月明と名け、奉事の弟子を无垢稱と名け、智慧の弟子を攬光と曰ひ、神足精勤を名て大化と曰ふ。爾の時の魔王を名けて无勝と曰ひ、提婆達多有りて名づけて寂靜と曰ふ。阿彌陀佛は大比丘六万人と倶なりき」と。＜已上＞　　問。彼の佛の化したまふ所は唯極樂・淸泰の二國なりと爲るや。答。敎文は縁に隨ひて且く一隅を擧ぐるのみ。其の實處を論ずれば不可思議なり。『華嚴經』（唐譯卷七）の偈に云ふが如し。「菩薩の諸の願海を修行するは、普く衆生の心の所欲に隨ふ。衆生の心行廣くして无邊なれば、菩薩の國土も十方に遍し」と。又（唐譯卷五）云く。「如來は出現して十方に遍じ、一一の塵の中に无量の土あり、其の中の境界も亦无量なり、悉く无邊无盡劫に住す」と。　問。如來の施化は事孤り起らず、要ず機縁に對す。何ぞ十方に遍ずるや。答。廣劫に修行して无量の衆を成就したまふ。故に彼の機縁も亦十方界に遍し。*895『華嚴』（唐譯卷五）の偈に云ふが如し。「往昔に勤修すること多劫海にして、能く衆生の深重の障を轉ず。故に能く身を分ちて、十方に遍じ、悉く菩提樹王の下に現じたまふ」と。


  



  ［一〇、問答料簡　往生階位］


  第二に往生の階位とは、　問。『瑜伽論』（卷七九意）に云く。「三地の菩薩は、方に淨土に生ず」と。今地前の凡夫・聲聞を勸むるは何の意か有るや。答。淨土に差別あり。故に過有ること无し。感師の釋（群疑論卷二意）して云へるが如し。「諸の經論の文に淨土に生ずることを説くは、各々一の義に據れり、淨土既に?妙・勝劣有れば、生を得るにも亦上下階降有り」と。又道宣律德（法苑珠林卷一六）の云く。「三地の菩薩、始めて報佛の淨土を見る」と。　問。設ひ報土に非ずとも、惑業重き者、豈淨土を得んや。答。天台（維摩經略疏卷一意）の云く。「无量壽國は、果報殊勝なりと雖も、臨終の時懺悔し念佛すれば、業障便ち轉じて即ち往生することを得。惑染を具すと雖も、願力を心に持てば亦居することを得るなり」と。　問。若し凡夫も許さば亦往生することを得と、『彌勒問經』は如何が通會せん。『經』（彌勒問經）に云く。「佛を念ずとは凡愚の念に非ず。結使を雜へずして、彌陀佛の國に生ずることを得」と。答。『西方要決』に釋して云く。「娑婆は苦なりと知りて永く染界を辭するは、薄淺に非ず。汎く當來に作佛して意專ら廣く法界の衆生を度せんとす。斯の勝解有るが故に愚に非ざるなり。正念の時、結使眠伏するが故に結使の念を雜へずと言ふなり」と。＜略抄＞　意の云く。凡夫の行人は此の德を具すと。　問。彼の國の衆生は皆退轉せず。明らかに知んぬ、是凡夫の生るる處に非ざることを。答。言ふ所の不退とは、必ずしも是聖の德に非ず。『要決』に云ふが如し。「今不退を明さば其の四種有り。十住?婆娑に云く。一には位不退。即ち因を修すること万劫なるも復惡律儀の行に退墮して生死に流轉せず。二には行不退、已に初地を得れば利他の行退せず。三には念不退。八地已去は无功用にして、意に自在を得るが故に。四には處不退。*896文證无しと雖も理に約して以て成ず。何んとなれば天中に果を得れば即ち不退を得るが如く、淨土も亦爾なり。命長くして病无く、勝れたる侶を提携し、純正にして邪无く、唯淨にして染无く、恒に聖尊に事ふ。此の五の縁に由て其の處には退无し」と。＜已上略抄＞　　問。九品の階位異解不同なり。遠法師の云ふが如し。「上上の生は四・五・六地なり、上中の生は初・二・三地なり。上下の生は地前の卅心なり」と。力法師云く。「上上は行・向、上中は十解、上下は十信なり」と。基師云く。「上上は十廻向、上中は解・行、上下は十信なり」と。有が云く。「上上は十住の初心、上中は十信の後心、上下は十信の初位なり」と。有が云く。「上上は十信、及び以前の能く三心を發して能く三行を修する者なり。上中と上下とは唯十信以前の菩提心を發して、善を修する凡夫を取る。起行の淺深以て三品を分つなり」と。諸師の所判不同なる所以は、无生忍の位の不同なるを以ての故なり。『仁王經』には无生忍は七・八・九地に在り、諸論には初地にあり、或は忍位なり。『本業瓔珞經』には十住に在り、『華嚴經』には十信に在り、『占察經』には一行三昧を修して相似の无生法忍を得る者を説けり。故に諸師各々一義に據るなり。中品の三生は、遠云く。「中上は是前の三果、中中は是七方便、中下は是解脱分の善を種ゑたる人なり」と。力法師も之に同じ。基云く。「中上は四善根、中中は三賢、中下は方便の前の人なり」と。有が云く。「次の如く忍と頂と煖となり」と。有が云く。「三生は並びに是解脱分の善根を種ゑたる人なり」と。＜已上六品亦餘釋有り。感禪師の『論』、龍興の『記』等に見えたり＞　下品の三生には別の階位无し、但是具縛造惡の人なり。　問。明けし、往生の人は、其の位に限り有りといふこと。寧んぞ猶是我等が分なりといふことを知らん。答。上品の人は階位設ひ深くとも、下品の三生は豈我等に非ざらんや。況や彼の後の釋には既に十信以前の凡夫を取て上品の三と爲るをや。又『觀經』の善導禪師の『玄義』には大小乘の方便以前の凡夫を以て、*897九品の位に判じて、諸師の所判の深高なるを許さず。又經論は多くは文に依て義を判ず。今の經の所説の上三品の業、何ぞ必ずしも執して深位の行と爲んや。　問。若し爾らば彼に生じて早く无生法忍を悟るべからず。答。天台に二の无生忍の位有り。若し別敎の人ならば、歴劫修行して无生忍を悟る。若し圓敎の人ならば、乃至惡趣の身にても亦頓證する者有り。穢土尚爾なり、何に況や淨土をや。彼の土の諸事は餘處に例すること莫れ。何れの處か一切の凡夫、未だ其の位に至らず終に退墮すること无く、何れの處か一切の凡夫、悉く五神通を得て、妙用无碍ならんや。證果の遲速例して亦然るべし。　問。上品生の人の、得益の早晩は一向に爾なりや。答。經の中には且く一類を擧ぐるのみ。故に慧遠和尚の『觀經義記』（卷末）に云く。「九品の人の、彼の國に生れ已りて、益を得る劫數は、勝れたるに依て而も説けり。理は亦之に過ぎたる者有るべし」と。＜取意＞　今謂く、汎く九品を論ぜば、或は復少分此より速なる者有るべし。　問。『雙卷經』の中にも、亦彌勒等の諸の大菩薩の如き有りて、當に極樂に生ずべき。故に知んぬ、經の中の九品の得益は、劣なるに依て而も説くなり、何ぞ勝に依ると言ふや。答。彼の國に生じて始めて无生を悟る前後早晩に約して、之を勝に依ると謂ふ。更に彼の上位の大士をば論ぜず。然も彼の大士を、九品の中に攝すると攝せざるとは、別に思擇すべし。　問。若し凡下の輩も亦往生することを得ば、云何ぞ近代彼の國土に求むる者は千万なるも、得るものは一二も无きや。答。綽和尚（安樂集卷下意）云く。「信心深からず、存ぜるが若し亡ぜるが若きの故に。信心一ならず、決定せざるが故に。信心相續せず、餘念間つるが故に。此の三相應せざれば、往生すること能はず。若し三心を具して往生せずといはば、是の處有ること无けん」と。導和尚（禮讚）の云く。「若し能く上の如く念念相續して畢命を期と爲る者は、十は即ち十ながら生じ、百は即ち百ながら生ず。若し專を捨てて雜業を修せんと欲する者は、*898百は時に希に一二を得、千は時に希に三五を得」と。＜上の如く言ふは、禮讃等の五念門、至誠等の三心、長時等の四修を指すなり＞　　問。若し必ず畢命を期と爲さば、如何ぞ感和尚（群疑論卷一）は「長時・短時、多修・少修、皆往生すること得」と云へるや。答。業類一に非ず、故に二師倶に過无し。然れども畢命を期と爲し、勤修怠ること无くば、業をして決定せしむるに是を張本と爲す。　問。『菩薩處胎經』の第二（卷三）に説かく。「西方此の閻浮提を去ること十二億那由他に懈慢界有り、國土快樂にして、倡妓樂を作す。衣被・服飾・香華もて莊嚴せり。七寶轉開の床ありて目を擧げて東を視るに、寶床隨ひて轉ず。北を視西を視南を視るも、亦是の如く轉ず。前後に意を發する衆生、阿彌陀佛國に生れんと欲ふ者、皆懈慢國土に深く著して、前進みて阿彌陀國に生るること能はず。億千万の衆、時に一人有りて能く阿彌陀佛國に生ず」と。＜已上＞　此の經を以て准難するに生を得べしや。答。『群疑論』（卷四）に善導和尚の前の文を引き、而して此の難を釋して、又自ら助成して云く。「此の經の下の文に云く。何を以ての故に、皆懈慢に由て執心牢固ならずと。是に知んぬ、雜修の者は、執心不?の人と爲す、故に懈慢國に生ずるなり。若し雜修せずして專ら此業に行ぜば、此即ち執心牢固にして定めて極樂國に生ぜん。＜乃至＞　又報の淨土に生ずる者は極めて少なし、化の淨土の中に生ずる者は少からず。故に經に別説、實に相違せざるなり」と。＜已上＞　　問。設ひ三心を具せずと雖も、畢命を期せずと雖も、彼の一び名を聞くすら尚成佛することを得といふ。況や暫くも稱念する、何ぞ唐捐ならんや。答。暫くは唐捐なるに似たれども、終には虚設にあらず。『華嚴』（晋譯卷二三）の偈に聞經の者の轉生の時の益を説きて云へるが如し。「若し人聞くに堪任へたるは、大海及び劫盡の火の中に在りと雖も必ず此の經を聞くことを得ん」と。＜大海は是龍界なり＞　『釋』（深玄記卷一〇意）に云く。餘の業に由るが故に彼の難處に生じ、前の信に由るが故に此の根器を成ず」と。＜云云＞　『華嚴』を信ずる者にして、既に是の如し。念佛を信ぜん者、*899豈此の益无からんや。彼の一生に惡業を作れるもの、臨終に善友に遇ひ、纔に十び念佛して即ち往生することを得。是の如き等の類、多くは是前世に、淨土を欣求して彼の佛を念ぜし者の、宿善内に熟して、今開發するのみ。故に『十疑』に云く。「臨終に善知識に遇ひて、十念成就する者は、並是宿善強く、善知識を得て十念成就するなり」と。＜云云＞　感師の意も亦之に同じ。　問。下下品の生、若し宿善に依らば、十念せば生るとの本願は、即ち名のみ有りて實无けん。答。設ひ宿善有りとも、若し十念すること无くば、定んで无間に墮して苦を受くること窮无けん。明けし、臨終の十念は、是往生の勝縁なり。


  



  ［一〇、問答料簡　往生多少］


  第三に往生の多少とは、『雙卷經』（大經卷下意）に云く。「佛彌勒に告げたまはく。此の世界より六十七億の不退の菩薩ありて、彼の國に往生せん。一一の菩薩は、已に曾无數の諸佛を供養せりき。次で彌勒の如し。諸の小行の菩薩、及び少功德を修する者、稱計すべからざる、皆當に往生すべし。他方の佛土も、亦復是の如し。其の遠照佛の國の百八十億の菩薩、寶藏佛の國の九十億の菩薩、无量音佛の國の二百二十億の菩薩、甘露味佛の國の二百五十億の菩薩、龍勝佛の國の十四億の菩薩、勝力佛の國の万四千の菩薩、師子佛の國の五百の菩薩、離垢光佛の國の八十憶の菩薩、德首佛の國の六十億の菩薩、妙德山佛の國の六十億の菩薩、人王佛の國の十億の菩薩、无上花佛の國の无數不可稱計の不退の諸の菩薩、智慧勇猛なり。已に曾无量の諸佛を供養し、七日の中に於て、即ち能く百千億劫の大士の所修の堅固の法を攝取す。无畏佛の國の七百九十億の大菩薩衆と、諸の小菩薩、及び比丘等、稱計すべからざる、皆當に往生すべし。但此の十四の佛中の諸の菩薩等のみ當に往生すべからず、*900十方世界の无量の佛國より、其の往生の者も亦復是の如く、甚だ多くして无數なり。我但十方諸佛の名號、及び菩薩・比丘の彼の國に生ぜん者を説かんに、晝夜一劫すとも尚未だ竟ること能はず」と。＜已上＞　此の諸の佛土の中に、今娑婆世界に、少善を修して當に往生すべき者有り。我等今幸ひに釋尊の遺法に遇ひて、億劫に時に一び少善往生の流に預れり。應に務めて勤修すべし、時を失ふこと莫れ。　問。若し少善根も亦往生することを得ば、如何ぞ『經』（小經）に「少善根福德の因縁を以て彼の國に生ずることを得べからず」と云へるや。答。此に異解有れども、繁く出すこと能はず。今私に案じて云く。大小は定れること无く、相待して名を得たり。大菩薩に望むれば之を少善と名けんも輪廻の業に望むれば之を名けて大と爲す。是の故に二經の義違害せず。


  



  ［一〇、問答料簡　尋常念相］


  第四に尋常の念相を明かさば、此に多種有り。大に分ちて四と爲す。一には定業。謂く坐禪入定して佛を觀ずるなり。二には散業。謂く行住坐臥に散心に念佛するなり。三には有相業。謂く或は相好を觀じ或は名號を念じて、偏に穢土を厭ひ專ら淨土を求むるなり。四には无相業。謂く佛を稱念し淨土を欣求すと雖も、而も身土は即ち畢竟空にして、幻の如く夢の如し、躰に即して而も空なり、空なりと雖も而も有なり、有に非ず空に非ずと觀じて、此の无二に通達して、眞に第一義に入る。是を无相業と名く、是最上の三昧なり。故に『雙卷經』（大經卷下）に阿彌陀佛言はく。「諸法の性は、一切空无我なりと通達するも、專ら淨き佛土を求め、必ず是の如き刹を成ぜん」と。又『止觀』の常行三昧の中に三段の文有り、具に上の別行の中に引くが如し。　問。定散の念佛は、倶に往生するや。答。慇重の心もて念ずれば、往生せずといふこと无し。故に感師（群疑論卷五意）念佛の差別を説きて云く。「或は深く或は淺く、定に通じ散に通ず。定は即ち凡夫より十地に終る。善財童子の功德雲比丘の所に於て念佛三昧を請け學びしが如し。此れ即ち甚深の法なり。散は即ち一切衆生の、*901若しは行若しは坐、一切の時處に皆佛を念ずること得て諸務を妨げず。乃至命終にも亦其の行を成ず」と。＜已上＞　　問。有相と无相との業は倶に往生することを得るや。答。綽和尚（安樂集卷上）云く。「若し始覺の者は、未だ相を破すること能はず、但能く相に依て專至せば、往生せずといふこと无し。疑ふべからざるなり」と。又感和尚（群疑論卷一）云く。「往生既に品類差殊なれば、修因にも亦淺深有りて各別なり。但唯无所得を修して往生することを得、有所得の心は生ずることを得ずと言ふべからざるなり」と。　問。若し爾らば如何ぞ、『佛藏經』（卷上意）には「若し比丘有りて餘の比丘を敎へて、汝當に佛を念じ法を念じ僧を念じ戒を念じ施を念じ天を念ずべし。是の如き等の思惟もて涅槃の安樂寂滅なるを觀じ、唯涅槃の畢竟淸淨なることを愛せよと。是の如く敎ふる者を名けて邪敎と爲し、惡知識と名く。是の人を名けて我を誹謗し外道を助くと爲す。是の如きの惡人は、我乃ち一飮の水をも受くることを聽さず」と説き、又（佛藏經卷上）「寧ろ五逆重惡を成熟すとも、我見・衆生見・壽見・命見・陰入界見等をば成就せざれ」と言へるや。＜已上略抄＞　答。感師釋して（群疑論卷五意）云く。「聖敎有りて復言く。寧ろ我見を起こすこと須彌山の如くすとも、空見を起すこと芥子許りの如くもせざれと。是の如き等の諸の大乘經には、有を訶し空を訶し、大を讃じて小を讃むること、並に乃ち機に逗じて同じからざるなり。又有る經に言く。今者阿彌陀如來・應・正等覺は、具に是の如き卅二相・八十隨形好有り。身色光明は聚金の融けたるが如し。是の如く乃至彼の如來を念ぜず、亦彼の如來を得ざれ。已に是の如くの次第に空三昧を得んと。又觀佛三昧經に云く。如來に亦法身・十力・无畏・三昧・解脱の諸の神通の事有り。此の如きの妙處は、汝凡夫の所覺の境界に非ず、但當に深く心に隨喜の想を起すべし。是の想を起し已りて、當に復念を繋けて佛の功德を念ずべし。故に知んぬ、初學の輩は彼の色身を觀じ、後學の徒は法身を念ずるなり。故に是の如くして次第に空三昧を得んと言へり。*902當に須く善く經の意を會して、毀讃の心を生すこと勿れ。妙に知る、大聖は巧に根機に逗じたまふ者なることを」と。＜已上『觀佛經』の第九に、佛の一毛を觀じ、乃至具足の色身を觀ずと説く。已に引く所の十力・无畏・三昧等の文有るなり＞　　問。念佛の行は九品の中に於て是何れの品の攝なるや。答。若し説の如く行ぜば、理、上上品に當れり。是の如く其の勝劣に隨ひて應に九品を分つべし。然るに經に説く所の九品の行業は、是一端を示せるのみ。理實には无量なり。　問。如し定散倶に往生することを得と爲ば、亦現身に倶に佛を見たてまつると爲ん。答。經論に多く三昧成就して即ち佛を見たてまつることを得と説けり。明かに知んぬ、散業は見たてまつることを得べからざるを。唯別縁をば除く。　問。有相と无相との觀は、倶に佛を見たてまつることを得るや。答。无相の佛を見たてまつるは理疑はざるに在り。其の有相の觀も、或は亦佛を見たてまつる。故に『觀經』等に色相を觀ずることを勸めたり。　問。若し有相の觀も亦佛を見たてまつれば、云何ぞ『華嚴經』の偈（唐譯卷一六）には「凡夫の諸法を見るは但相に隨ひて轉じ、法の无相を了らず、是を以て佛を見たてまつらざるなり。　見有れば則ち垢と爲る、此れ則ち未だ見と爲さず、諸見を遠離し、是の如くして乃ち佛を見たてまつる」と云ひ、又（唐譯華嚴經卷一六）「一切の法は自性所有无しと了知し、是の如く法性を解れば即ち盧舍那を見たてまつる」と云ひ、『金剛經』には「若し色を以て我を見、音聲を以て我を求めば、是の人は邪道を行じて、如來を見たてまつること能はず」と云へるや。答。『要決』に通じて云く。「大師の説敎は、義に多門あり、各々時機に稱ひ、等しくして差異无し。般若經は自ら是一門にして、彌陀等の經も復一理と爲す。何となれば一切の諸佛には並びに三身有り、法佛には形躰无く色聲もなし。　良に二乘及び小菩薩の、三身異ならずと説くを聞きて、即ち同じく色聲有りと謂ひ、但化身の色相のみを見て、遂に法身も亦爾なりと執せんが爲す。　故に説きて邪なりと爲す。彌陀經等に、佛の名を念じ相を觀じて淨土に生ぜんことを求めよと勸むるは、但凡夫は障重ければ、法身は幽微にして、法躰縁じ難きを以て、且く佛を念じ形を觀じて禮讃せよと敎へたるなり」と。＜略抄＞　　問。凡夫の行者は、*903勤めて修習すと雖も心純淨ならず、何ぞ輙く佛を見たてまつらん。答。衆縁合して見たてまつるなり、唯自力のみには非ず。『般若經』に三縁有り、上の九十日の行に引きし所の『止觀』の文の如し。　問。幾の因縁を以てか彼の國に生ずることを得る。答。經に依て之を案ずるに、四の因縁を具せり。一には自善根の因力、二には自願求の因力、三には彌陀本願の縁、四には衆聖助念の縁なり。＜釋迦の護助は『平等覺經』に出で、六方佛の念は『小經』に出で、山海慧菩薩等の護持は『十往生經』に出でたりと云ふ＞


  



  ［一〇、問答料簡　臨終念相］


  第五に臨終の念相を明さば、　問。下下品の人も、臨終に十念せば即ち往生することを得。言ふ所の十念とは何等の念ぞや。答。綽和尚（安樂集卷上）の云く。「但阿彌陀佛を憶念して、若しは總相若しは別相、所縁に隨ひて觀じ、十念を逕て、他の念想の間雜すること无き、是を十念と名く。又十念相續と云ふは、是聖者の一の數の名のみ。但能く念を積み思を凝らして他事を縁ぜざれば、便ち業道成辨す。亦未だ勞はしく之が頭數を記せず。又云く。若し久行の人の念は、多く此に依るべし。若し始行の人の念は、數を記する亦好し。此れ亦聖敎に依るなり」と。＜已上＞　有（極樂淨土九品往生義）が云く。「一心に南无阿彌陀佛と稱念し、此の六字を逕る項を一念と名くるなり」と。　問。『彌勒所問經』の十念往生は彼の一一の念深廣なり、如何ぞ今十聲佛を念じて往生することを得と云ふや。答。諸師の釋する所不同なり。寂法師（九品往生義所引）云く。「此は專心に佛の名を稱する時、自然に是の如き十を具足すと説くなり。必ずしも一一に別に慈等を縁ずるには非ず、亦彼の慈等を數へて十と爲るにも非ず。云何ぞ別に縁ぜざるに、而も十を具足するとならば、戒を受けんと欲して三歸を稱ふる時、別に離殺等の事を縁ぜずと雖も、而も能く具に離殺等の戒を得るが如し。當に知るべし、此の中の道理も亦爾なり。又十念を具足して南无阿彌陀佛と稱念すべしといふは、謂く能く慈等の十念を具足して、南无佛と稱するなり。*904若し能く是の如くなれば、稱念する所に隨ひて、若しは一稱、若しは多稱、皆往生することを得」と。感法師（群疑論卷五）云く。「各々是聖敎にして互に往生淨土の法門を説けば、皆淨業を成ず。何に因てか彼を將て是と爲し、此を斥けて非と言はん。但自ら經を解らず、亦乃ち諸の學者を惑はすなり」と。迦才師（淨土論卷中）云く。「此の十念は、現在の時に作すなり。觀經の中の十念は、命終の時に臨みて作すなり」と。＜已上＞　意は感師に同じ。　問。『雙卷經』（大經卷下意）に云く。「乃至一念せば往生すること得」と。此と十念と云何が乖角するや。答。感師（群疑論卷七）云く。「極惡業の者は、十を滿して生ずることを得、餘の者は乃至一念するも亦生ず」と。　問。生れてより來諸の惡業を作りて一善をも修せざる者、命終の時に臨み、纔に十聲念じて、何ぞ能く罪を滅して、永く三界を出でて即ち淨土に生ずるや。答。『那先比丘問佛經』（卷下意）に言ふが如し。「時に彌蘭王有りて、羅漢那先比丘に問ひて言く。人世間に在りて、惡を作り百歳に至らんに、死せん時に臨みて念佛せば、死して後に天に生ずとは、我是の説を信ぜず。復言く。一の生命を殺さば、死して即ち泥梨の中に入るとは、我亦信ぜずと。比丘王に問ふ。如し人小石を持ちて水中に置在かば、石は浮ぶや沒むや。王言く。石は沒むなり。那先言く。如し今百丈の大石を持ちて船の上に置在くに、沒むや不や。王言く。沒まず。那先言く。船の中の百丈の大石は、船に因て沒むことを得ざるなり。人本の惡有りと雖も、一時念佛すれば、泥梨に沒まず、便ち天上に生ずといふこと、何ぞ信ぜざらんや。其の小石の沒むは、人の惡を作りて、經法を知らざれば、死して後便ち泥梨に入るが如し。何ぞ信ぜざらんや。王言く。善いかな善いかな。比丘言く。兩人倶に死して、一人は第七の梵天に生れ、一人は?賓國に生れんに、此の二人は遠近異なりと雖も、死せんときは則ち一時に到らんが如し。一雙の飛鳥有りて、一は高き樹の上に於て止り、一は卑き樹の上に於て止らんに、兩鳥一時に倶に飛ばんときは、其の影倶に到らんが如きのみ。愚人は惡を作れば殃を得ること大にして、智人は惡を作るも殃を得ること小なるが如し。燒けたる鐵地に在らんに、*905一人は燒けたりと知り一人は知らずして、兩人倶に取らんに、然も知らざる者は手爛るること大にして、知れる者は小く壞れんが如し。惡を作るも亦爾なり。愚者は自ら悔ゆること能はざるが故に、殃を得ること大にして、智者は惡を作りて不當なりと知るが故に、日々に自ら悔ゆることを爲せば、其の罪小きなり」と。＜已上＞　十念に衆の罪を滅し、佛の悲願の船に乘じて、須臾にして往生することを得るも、其の理亦然るべし。又『十疑』に釋して云く。「三種の道理を以て&M068532;量するに、輕重不定なり。時節の久近・多少には在らず。云何が三と爲る。一には在心、二には在縁、三には在決定なり。在心とは、罪を造る時は、自の虚妄顛倒の心より生ずるも、念佛の心は、善知識に從ひて阿彌陀佛の眞實功德の名號を説くを聞く心より生ず。一は虚一は實なり、豈相比ぶることを得んや。譬へば万年の暗室に日光暫くも至らば、暗頓に除こるが如し、豈久來の暗なればとて、肯て滅せざること有らんや。在縁とは、罪を造る時は、虚妄癡暗心の虚妄の境界を縁ずる顛倒の心より生ずるも、念佛の心は、佛の淸淨眞實の功德名號を聞きて、无上菩提を縁ずる心より生ず。一は眞にして一は僞なり、豈相比ぶること得んや。譬へば人有りて毒の箭に中て、箭は深く毒は?ましく肌を傷つけ骨に致らんも、一び滅除藥の鼓の聲を聞けば、即ち毒の箭除こるが如し、豈深き毒なるを以て肯て出でざらんや。在決定とは、罪を造る時は、有間心・有後心を以てすなり。佛を念ずる時は、无間心・无後心を以てし、遂に即ち命を捨つるまで善心猛利なり。是を以て即ち生ず。譬へば十圍の索は千夫も制らざれども、童子劔を揮はば須臾に兩段するが如し。又千年の積草も大豆ばかりの火を以て之を焚く時は即ち盡くるが如し。又人有りて一生より已來、十善を修して天に生ずることを得べきが、臨終の時、一念決定の邪見を起さば、即ち阿鼻地獄に墮するが如し。惡業の虚妄なるすら猛利なるを以ての故に、尚能く一生の善業を排ひて、惡道に墮せしむ。豈況や臨終に猛利の心もて念佛する眞實无間の善業をや。无始の惡業を排ふこと能はずして、淨土に生ずることを得ずといはば、*906是の處有ること无けん」と。＜已上＞　又『安樂集』（卷上）に七喩を以て此の義を顯す。一には少火の喩。前の如し。二には癖たる者他の船に寄載すれば、風帆の勢に因て一日に千里に至る。三には貧人一の端物を獲て以て王に貢るに、王慶びて重く賞し、斯須くの項に、富貴望に盈つ。四には劣夫も、若し輪王の行に從へば便ち虚空に乘じて飛騰自在なり。五には十圍の索の喩。前の如し。六には鴆鳥水に入れば魚?斯に斃れて皆死し、犀角もて諸に觸るれば死せる者還活る。七には黄鵠子安を喚ぶに、子安還活る。豈墳下に千齡なるもの決して甦るべきこと无しと言ふことを得べけんや。一切の万法は、皆自力・他力、自攝・他攝にして、千開万閉无量无邊なり、豈有碍の識を以て彼の无碍の法を疑ふことを得んや。又五の不思議の中には、佛法最も不可思議なり。豈三界の繋業を以て重しと爲し、彼の少時の念法を疑ひて輕しと爲んやと。＜已上略抄＞　今之に加へて云く。一には旃檀の樹出成する時は、能く四十由句の伊蘭林を變じて、普く皆香美ならしむ。二には師子の筋を用て、以て琴の絃と爲るに、音聲一たび奏すれば、一切の餘の絃、悉く皆斷壞す。三には一斤の石汁能く千斤の銅を變じて金と爲す。四には金剛堅固なりと雖も、?羊の角を以て之を扣けば、則ち灌然として氷の如く洋く。＜已上滅罪の譬＞　五には雪山に草有り、名けて忍辱と爲す。牛若し食すれば即ち醍醐を得。六には沙訶陀藥に於て但見ること有る者は、壽を得ること无量なり。乃至念ずる者は、宿命智を得。七には孔雀雷の聲を聞けば、即ち有身を得。八には尸利沙昴星を見ればて則ち菓實を出生す。＜已上生善の譬＞　九には住水寶を以て其の身に瓔珞とすれば、深き水中に入るとも而も沒溺せず。十には沙礫は小なりと雖も尚浮ぶこと能はず、磐石は大なりと雖も船に寄すれば能く浮ぶ。＜已上總譬＞　諸法の力用思ひ難きこと是の如し。念佛の功力之に准じて疑ふこと莫れ。　問。臨終の心念、其の力幾許ぞなれば能く大事を成ずるや。答。其の力百年の業に勝れり。故に『大論』（卷二四）に云く。「是の心は時の項少しと雖も、*907而も心力猛利なる、火の如く毒の如くなれば、少しと雖も能く大事を成す。是死に垂とする時の心、決定して勇健なるが故に、百歳の行力に勝れり。是の後心を名けて大心と爲す。身及び諸根を捨つる事急なるを以ての故なり。人の陣に入るて身命を惜しまざるを名けて健と爲すが如く。阿羅漢の如きは是の身の著を捨つるが故に阿羅漢道を得」と＜已上＞　此に由て『安樂集』（卷上所引智度論卷二四）に云く。「一切衆生の臨終の時、刀風形を解き、死苦來り逼るに大怖畏を生ず。乃至便ち往生すること得」と。　問。深き觀念の力の罪を滅することは然るべし、云何ぞ佛號を稱念するに、无量の罪を滅するや。若し爾らば指を以て月を指すに、此の指應に能く闇なるべし。答。綽和尚（安樂集卷上意）釋して云く。「諸法は万差なり、一?すべからず。自ら名の法に即せる有り、自ら名の法に異なれる有り。名の法に即せりとは、諸佛・菩薩の名號、禁咒の音辭、修多羅の章句等の如き是なり。禁咒の辭に日出でて東方乍ち赤く乍ち黄なりと曰はんに、假令ひ酉亥に禁を行ふも患へる者亦愈ゆるが如し。又人有りて狗の所噛を被らんに、虎の骨を炙りて之を熨せば患へる者愈ゆるも、或は時に骨无くば、好く掌を?げて之を磨り、口の中に喚びて虎來虎來と言はんに、患へる者亦愈ゆるが如し。或は後人有りて即轉筋を患はんに、木瓜の杖を炙りて之を熨せば患へる者即ち愈ゆるも、或は木瓜无くば手を炙りて之を磨り、口に木瓜と喚ばんに、患へる者亦愈ゆるなり。名の法に異なるといふは、指を以て月を指すが如き是なり」と。＜已上＞　『要決』に云く。「諸佛は願行もて此の果名を成じたまへば、但能く號を念ぜば具に衆の德を苞む、故に大善と成る」と。＜已上、彼の文は『淨名』『成實』の文を引けり。具には上の助念方法の如し＞　　問。若し下下品の五逆罪を造れるに、十び佛を念ずるに由て往生することを得といはば、云何ぞ『佛藏經』の第三（卷中意）に「大莊嚴佛の滅後に四比丘有り。第一義・无所有・畢竟空の法を捨てて、外道尼?子の論を貪樂せり。是の人命終して阿鼻獄に墮ち、仰臥・伏臥・左脇臥・右脇臥、各々九百万億歳、熱鐵の上に於て、燒燃し?爛し、死し已りて更に灰地獄・大灰地獄・活地獄・黑繩地獄に生じ、*908皆上の如き歳數苦を受く。黑繩より死して還阿鼻獄に生ず。彼の家と出家との親近、并に諸の檀越、凡そ六百万億の人は、此の四師と倶に生じ倶に死して、大地獄に在りて諸の燒煮を受く。劫盡きぬれば他方の地獄に轉生し、劫成りて還此の間地獄に生る。久久にして地獄を免れ人中に生ずるも、五百世、生れてより盲たり。後に一切明王佛に値ひたてまつりて出家し、十万億歳、勤修精進すること頭燃を救ふが如くすれども、順忍をだに得ず。況や道果を得んをや。命終して還阿鼻地獄に生る。後に於て九十九億の佛に値ひたてまつるも、順忍をだに得ず。何を以ての故に、佛の深法を説きたまへるを、是の人信ぜずして破壞し違逆し、賢聖・持戒の比丘を破毀して、其の過惡を出せる破法の因縁もて、法として當に爾るべし」と云へる。＜已上略抄。四比丘とは苦岸比丘・薩和多比丘・將去比丘・跋難陀比丘＞　十万億歳頭燃を救ふが如くすれども、尚罪を滅せずして、還地獄に生ず。如何ぞ念佛すること、一聲・十聲して、即ち罪を滅して淨土に往生することを得んや。答。感師（群疑論卷三意）釋して云く。「念佛は五の縁に由るが故に罪を滅す。一には大乘の心を發すの縁。二には淨土を願生するの縁なり。小乘の人は十方の佛有りと信ぜざるが故に。三には阿彌陀佛の本願の縁。四には念佛の功德の縁なり。彼の比丘は但四念處觀を作すが故に。五には佛の威力もて加持するの縁なり。是の故に罪を滅して淨土に生ずることを得。彼の小乘の人は爾らず。故に罪を滅すること能はず」と。＜略抄＞　　問。若し爾らば、云何ぞ『雙卷經』（大經卷上）に十念往生を説きて「唯五逆と正法を誹謗するをば除く」と云へるや。答。智憬等の諸師云く。「若し唯逆のみを造れる者は、十念に由るが故に生ずることを得。若し逆罪を造り、亦法を謗りし者は、往生すること得ず」と。有が云く。「五逆の不定業を造れるものは往生することを得るも、五逆の定業を造れるものは往生せず」と。是の如く十五家の釋有り。感法師（群疑論卷三意）諸師の釋を用ひずして自ら云く。「若し逆を造らざる人は念の多少を論ずるに、一聲も十聲も、*909倶に淨土に生ず。逆を造れる人は必ず須く十を滿すべし、一も闕くも生ぜず。故に除と言ふ」と＜已上＞　今試みに加釋せんに、餘處には遍く往生の種類を顯すも、本願には唯定生の人のみを擧ぐ。故に「爾らずば正覺を取らじ」と云へり。餘人の十念は定んで往生することを得、逆者の一念は定んで生ずること能はず。逆の十と餘の一とは皆是不定なり。故に願には唯餘人の十念を擧げ、餘處には兼ねて逆の十と餘の一とを取れり。此の義未だ決せず、別して思擇すべし。　問。逆者の十念は何が故ぞ不定なる。答。宿善の有无に由て念力別なるが故に。又臨終と尋常と念ずる時別なるが故に。　問。五逆は是順生の業なり、報と時と倶に定れり。云何ぞ滅することを得ん。答。感師（群疑論卷五）之を釋して云く。「九部の不了敎の中に、諸の業果を信ぜざる凡夫の爲に、密意もて説きて定報の業有りと言ふ。諸の大乘の了義敎の中に一切の業は悉く皆不定なりと説く。涅槃經の第十八の卷に云ふが如し。耆婆阿闍世王の爲に懺悔の法を説きて、罪滅することを得と。又云く。臣佛の説を聞くに、一の善心を修せば、百種の惡を破すと。小しき毒藥の能く衆生を害するが如し。小善も亦爾なり。能く大惡を破すと。又卅一に云く。善男子、諸の衆生有りて、業縁の中に於て、心輕んじて信ぜざらん。彼を度せんが爲の故に、是の如きの説を作す。善男子、一切の作業に、輕有り重有り。輕重の二業に、復各々二有り。一には決定、二には不決定なりと。又言く。或は重業の輕と作し得べきこと有り、或は輕業の重と作し得べきこと有り。有智の人は、智惠の力を以て、能く地獄極重の業をして現世に輕く受せしむるも、愚癡の人は、現世の輕き業を地獄に重く受くと。阿闍世王は、罪を懺悔し已りて、地獄に入らず。鴦掘摩羅は、阿羅漢を得たり。瑜伽論に説かく。解脱を得ざるを、説きて決定業と名け、已に解脱を得たるを不定業と名くと。是の如き等の諸の大乘の經論に、五逆罪等を説きて、皆不定と名け、悉く消滅することを得」と。＜轉重輕受の相は具に『放鉢經』に出でたり＞　　問。所引の文に云く。智者は重を轉じて輕く受くと。*910下品生の人は、但十念已りて、即ち淨土に生ず。何れの處にか輕く受くるや。答。『雙卷經』（大經卷下）に彼の土の胎生の者を説きて云く。「五百歳の中、三寶を見たてまつらず、諸の善本を供養し修することを得ず、而も此を以て苦と爲す。餘の樂有りと雖も、猶彼の處を樂はず」と。＜已上＞　之に准ずるに應に知るべし、七七日・六劫・十二劫、佛を見たてまつらず法を聞かざる等を以て輕く苦を受くと爲すのみ。　問。爲如し臨終に一び佛の名を念じて、能く八十億劫の衆罪を滅すとせば、尋常の行者も亦然るべきや。答。臨終の心は力は強ければ能く无量の罪を滅す、尋常名を稱するは彼が如くなるべからず。然れども若し觀念成ずれば亦无量の罪を滅す。若し但名を稱するのみなれば、心の淺深に隨ひて其の利益を得ること、應に差別有るべし。具には前の利益門の如し。　問。何を以てか淺心に佛を念ずるも亦利益有りといふことを知ることを得るや。答。『首楞嚴三昧經』（卷上）に云く。「大藥王を名けて滅除と曰ふ。若し鬪戰の時に以用て鼓に塗るに、諸の箭に射られ、刀矛に傷られたらんも、鼓の聲を聞くことを得ば、箭出でて毒除こるが如し。是の如く菩薩の首楞嚴三昧に住せる時、名を聞くこと有る者は、貪・恚・癡の箭自然に拔出し、諸の邪見の毒、皆悉く除滅し、一切の煩惱、復動發せず」と。＜已上、諸法の眞如實相を觀見し、凡夫の法と佛の法と不二なりと見る。是を首楞嚴三昧を修習すと名く＞　菩薩既に爾なり、何に況や佛をや。名を聞くこと既に爾なり、何に況や念ぜんをや。應に知るべし、淺心に念ずとも利益亦虚しからざるを。


  



  ［一〇、問答料簡　麁心妙果］


  第六に麁心の妙果とは、　問。若し菩提の爲に佛に於て善を作さば、妙果を證得すること理必ず然るべし。若し人天の果の爲に善根を修せば云何。答。或は染にあれ或は淨にあれ、佛に於て善を修せば、遠近有りと雖も、必ず涅槃に至る。故に『大悲經』の第三に、佛阿難に告げて言はく。「若し衆生有りて、生死三有の愛果に樂着して、佛の福田に於て善根を種ゑたらん者、是の如きの言を作さん。此の善根を以て、願はくは我般涅槃すること莫けんと。阿難、是の人若し涅槃せずといはば、是の處有ること无けん。阿難、是の人涅槃を樂求せずと雖も、*911然も佛所に於て諸の善根を種ゑたれば、我説く、是の人は必ず涅槃を得」と。　問。所作の業は願に隨ひて果を感ず、何ぞ世の報を樂ひて、出世の果を得るや。答。業果の理、必ずしも一同ならず。諸の善業を以て佛道に廻向するは、是即ち作業なれば、心に隨ひて轉ず。?狗の業を以て天の樂を樂求するは、是即ち惡見なれば、業をして轉ぜしめず。是の故に佛に於て諸の善業を修せば、意樂異なりと雖も、必ず涅槃に至る。故に彼の『經』（大悲經卷三）に譬を擧げて言く。「譬へば長者の時に依て種を良田の中に下し、時に隨ひて漑灌して、常に善く護持せんに、若し是の長者、餘の時の中に於て彼の田所に到りて、是の如きの言を作さん。拙哉種子、汝種と作ること莫れ、生長すること莫れと。然れども彼種を種ゑつれば、必ず應に果を作り、果實无きには非ざるが如し」と。＜取意略抄＞　　問。彼何れの時に於て、般涅槃を得るや。答。設ひ久久に生死に輪廻すと雖も、善根亡びずして、必ず般涅槃を得。故に彼の『經』（大悲經卷三）に云く。「佛阿難に告げたまはく。捕魚師魚を得んが爲の故に、大なる池水に在りて、鉤餌を安置して、魚をして呑み食はしめんに、魚呑食し已らば、池の中に在りと雖も、久しからずして當に出づべきが如し。＜乃至＞　阿難、一切の衆生、諸佛の所に於て敬信を生ずることを得、諸の善根を種ゑ、布施を修行し乃至發心して一念の信をも得ば、復餘の惡不善業の爲に覆障せられて、地獄・畜生・餓鬼に墮在すと雖も、＜乃至＞　諸佛世尊は、佛眼を以て此の衆生を觀見したまふに、發心勝れたるが故に、地獄より之を拔きて出さしめたまふ。既に拔き出し已りぬれば、涅槃の岸に置きたまふ」と。　問。是經の意の如くんば、敬信を以ての故に遂に涅槃を得。若し爾らば但一び聞かんは涅槃の因に非ざるべし。既に爾らば云何ぞ『華嚴』の偈（唐譯卷二三）に「若し諸の衆生有りて、未だ菩提心を發さず、一び佛の名聞を得ば、決定して菩提を成ぜん」と。云へるや。答。諸法の因縁は不可思議なり。譬へば孔雀の雷震の聲を聞きて、即ち身有ることを得、又尸利沙果の先には形質无かりしに、昴星を見る時、果則ち出生して長さ五寸に足るが如し。佛の名号に依て即ち佛因を結ぶことも、亦復是の如し。*912此の微因より、遂に大果を着はすなり。彼の尼拘陀樹の、芥子許の種より枝葉を生じて、遍く五百兩の車を覆ふが如し。淺近の世法せら猶思議すること難し。何に況や出世の甚深の因果をや。唯應に信仰すべし。疑念すべからず。　問。染心を以て如來を縁ずる者も、亦益有りや。答。『寶積經』の第八に、密迹力士、寂意菩薩に告げて云く。「耆域醫王、諸の藥を合集して、以て藥草を取りて、童子の形を作れり。端正殊妙なること、世に希有なり。所化安諦にして所有究竟し、殊異なること比无かりき。往來・周旋・住立・安坐・臥寐・經行、缺漏する无く顯變する所の業あり。或は大豪の國王・太子・大臣・百官・貴姓・長者有りて、耆域醫王の所に來到し、藥童子を觀て共に歌ひ戲れんに、其の顏色を相見れば、病皆除こることを得、便ち安穩寂靜にして无欲なることを致す。寂意且く觀ぜよ。其の耆域醫王の世間を療治するは、其の餘の醫師の及ぶこと能はざる所なり。是の如く寂意、若し菩薩ありて法身を奉行すれば、假使ひ衆生、婬・怒・癡盛にして、男女・大小欲相もて慕ひ樂み、即ち共に相娯まんとするも、貪欲の塵勞は、悉く休息することを得ん」と。＜種諸入の无陰を信解し觀察するを則ち奉行法身と名く＞　法身を奉行する菩薩すら尚爾なり、何に況や法身を證得せる佛をや。　問。欲想もて縁ずるに此の利益有るが如く、誹謗し惡厭するも亦益有りや。答。既に婬・怒・癡と云へり。明けし、唯欲想のみに非ず。又『如來祕密藏經』下卷に云く。「寧ろ如來に於て不善の業を起すとも、外道・邪見の者の所に於て供養を施作することなかれ。何を以ての故に、若し如來の所に於て不善の業を起さば、當に悔ゆる心有りて究竟して必ず涅槃に至ることを得べし。外道の見に隨はば當に地獄・餓鬼・畜生に墮すべし」と。　問。此の文は便ち因果の道理に違し、亦復衆生の妄心を增さん。如何ぞ惡心を以て大涅槃の樂を得んや。答。惡心を以ての故に、三惡道に墮す。一び如來を縁ずるを以ての故に、必ず涅槃に至る。是の故に因果の道理に違せざるなり。*913謂く「彼の衆生地獄に墮つる時、佛に於て信を生じ追悔の心を生ず。此に由て展轉して必ず涅槃に至る」と。＜『大悲經』（卷一意）に見えたり＞　染心に如來を縁ずる利益すら尚是の如し、何に況や淨心に一び念じ一び稱せんをや。佛の大恩德は之を以て知るべし。　問。諸の文に説く所の菩提涅槃は、三乘の中に於て是何れの果ぞ。答。初には機に隨ひて三乘の果を得と雖も、究竟じて必ず无上佛果に至る。『法華經』（卷一）に云ふが如し。「十方佛土の中には、唯一乘の法のみ有りて、二も无く亦三も无し、佛の方便の説をば除く」と。又『大經』（北本涅槃經卷二七・南本涅槃經卷二五）に如來の決定の説義を明して云く。「一切の衆生には悉く佛性有り、如來は常住にして變易有ること无し」と。又（北本涅槃經卷二七・南本涅槃經卷二五）云く。「一切の衆生は阿耨菩提を得るが故に、是の故に我説く、一切衆生には悉く佛性有り」と。又（北本涅槃經卷二七・南本涅槃經卷二五意）云く。「一切衆生には悉く皆心有り。凡そ心有る者は、定んで當に阿耨菩提を成ずることを得べし」と。　問。何が故に諸文の所説不同にして、或は一び佛を聞かば定んで菩提を成ずと説き、或は應に勤修すること頭燃を救ふが如くすべしと説き、又『華嚴』の偈（唐譯卷一三）には「人の他の寶を數ふるも、自ら半錢の分无きが如し。法に於て修行せざれば、多聞するも亦是の如し」と云へるや。答。若し速に解脱せんと欲はば、勤めずしては分无きが如し。若し永劫の因を期さば、一び聞くも亦虚しからず。是の故に諸文の理相違せざるなり。


  



  ［一〇、問答料簡　諸行勝劣］


  第七に諸行の勝劣とは、　問。往生の業の中には念佛は最爲れども、餘業の中に於ても、亦最と爲るや。答。餘の行法の中にても、此れ亦最勝なり。故に『觀佛三昧經』（卷一〇意）に六種の譬有り。一に云く。「佛阿難に告げたまはく。譬へば長者の將に死せんとす久しからずして、諸の庫藏を以て其の子に委付す。其の子得已りて、意に隨ひて遊戲す。忽ち一時に於て王難有るに値ひ、无量の衆賊競ひて藏物を取る。唯一の金有り、乃ち是閻浮檀那紫金にして、重さ十六兩なり。金?の長短、亦十六寸なり。此の金一兩の價直は餘の寶の百千万兩なり。*914即ち穢物を以て眞金を纒裹して、泥團の中に置く。衆賊見已りて、是金なりと識らず、脚もて踐みて去る。賊去りて後、財主金を得て心大に歡喜するが如し。念佛三昧も亦復是の如し。當に密に之を藏すべし」と。二に云く。「譬へば貧人王の寶印を執り、逃走して樹に上る。六兵之を追ふに、貧人見已りて、即ち寶印を呑む。兵衆疾く至りて樹をして倒僻せしむ。貧人地に落ちて身躰散壞し、唯金印のみ在るが如し。念佛の心印の壞れざることも亦復是の如し」と。三に云く。「譬へば長者將に死せんこと久しからずして、一の女子に告ぐ。我今寶有り、寶の中の上れたる者なり。汝此の寶を得て密藏して堅からしめ、王をして知らしむること莫れと。女父の敕を受け、摩尼珠及び諸の珍寶を持ちて、之を糞穢に藏す。室家の大小皆亦知らず。世の飢饉に値ひて、如意珠を持ちて、意語に隨ひて即ち百味の飮食を雨らさしむ。是の如く種種に意に隨ひて寶を得るが如し。念佛三昧の堅心不動なることも亦復是の如し」と。四に云く。「譬へば大旱にして雨を得ること能はず。一の仙人有りて咒を誦するに、神通力の故に、天より甘雨を降らし地より涌泉を出さんが如し。念佛し得る者は、善く咒する人の如し」と。五に云く。「譬へば力士數々王法を犯して囹圄に幽閉せらるるに、逃れて海邊に到り、髻の明珠を解きて、持て船師を雇ひて彼岸に到り、安穩にして懼無きが如し。念佛を行ずる者は、大力士の如し。心王の?を挽れて彼の慧岸に到る」と。六に云く。「譬へば劫盡に大地洞燃するに、唯金剛山のみ摧破すべからず、還て本際に住するが如し。念佛三昧も亦復是の如し。是の定を行ずる者は、過去の佛の實際海の中に住す」と。＜已上略抄＞　又『般舟經』（卷上）の問事品に念佛三昧を説きて云く。「常に當に習持すべし、常に當に守りて復餘の法に隨はざるべし。諸の功德の中に最尊第一なり」と。＜已上＞　又不退轉の位に至るに難易の二道有り。易行道と言ふは、即ち是念佛なり。故に『十住婆沙』の第三（卷五易行品）に云く。「世間の道に難有り易有り、陸道の歩行は則ち苦しく、水道の乘船は則ち樂しきが如し。*915菩提の道も亦是の如し。或は勤行精進のもの有り、或は信方便の易行を以て疾く阿惟越致に至る有り。＜乃至＞　阿彌陀等の佛、及び諸大菩薩、名を稱し一心に念ずれば、亦不退轉を得」と。＜已上＞　文の中に過去・現在の一百餘の佛、彌勒・金剛藏・淨名・无盡意・跋陀婆羅・文殊・妙音・師子吼・香象・常精進・觀世音・勢至等の、一百餘の大菩薩を擧げ、其の中に廣く彌陀佛を讃めたてまつれるなり。諸行の中に於て、唯念佛の行のみ、修し易くして上位を證す。知んぬ、是最勝の行なることを。又『寶積經』の九十二に云く。「若し菩薩有りて、多く衆務を營み、七寶の塔を造りて、遍く三千大千世界に滿たさんに、是の如き菩薩は、我をして歡喜を生ぜしむること能はず、亦我を供養し恭敬するにも非ず。若し菩薩有りて、波羅蜜相應の法に於て、乃至一の四句の偈を受持し、讀誦し修行し、人の爲に演説せん。是の人は乃ち我を供養すと爲す。何を以ての故に、諸佛の菩提は多聞より生じて、衆務より生ずることを得ざればなり。＜乃至＞　若し一閻浮提の營事の菩薩は、一の讀誦し修行し演説する菩薩の所に於て、當に親近し供養し承事すべし。若し一閻浮提の讀誦し修行し演説する諸の菩薩等は、一の禪定を勤修する菩薩に於て、亦當に親近し供養し承事すべし。是の如きの善業をば、如來は隨喜し如來悅可したまふ。若し智慧を勤修する菩薩に於て、承事し供養せば、當に无量の福德の聚を獲べし。何を以ての故に、智惠の業は、無上最勝にして一切三界の所行に出過すればなり」と。『大集』の月藏分の偈（卷四六）に云く。「若し人百億の諸佛の所にして、多の歳數に於て常に供養せんに、若し能く七日闌若に在りて、根を攝めて定を得ば、福彼よりも多からん。＜乃至＞　閑靜无爲なるは佛の境界なり、彼に於て能く淨菩提を得。若し人彼の住禪の者を謗らんは、是を諸の如來を毀謗すと名く。若し人塔を破ること多百千、及以び百千の寺を焚燒せんに、*916若し住禪の者を毀謗すること有らば、其の罪甚だ多くして、彼よりも過ぎたり。若し住禪の者に、飮食・衣服及び湯藥を供養すること有らんに、是の人は无量の罪を消滅して、亦三惡道に墮せず。是の故に我今普く汝に告ぐ、佛道成ぜんと欲はば、常に禪に在れ、若し阿蘭若に住すること能はずば、當に彼の人を供養すべし」と。＜已上＞　汎爾の禪定すら尚既に是の如し、況や念佛三昧は、是王三昧なるをや。　問。若し禪定の業は、讀誦・解義等よりも勝れたらば、云何ぞ『法華經』の分別功德品に、八十萬億那由他劫に修する所の前の五波羅密の功德を以て、『法華經』を聞きて一念信解する功德に?量して、百千萬億分の一分なりとする。何に況や廣く他の爲に説かんをや。答。此等の諸行に、各々淺深有り。謂く偏圓の敎に差別有るが故なり。若し當の敎にて論ずれば勝劣前の如し。若し諸敎に相對すれば、偏敎の禪定は圓敎の讀誦事業には及ばず。『大集』・『寶積』は一敎に約して論じ、『法華』の&M068532;量は偏圓相望す。是の故に諸の文義相違せざるなり。念佛三昧も亦復是の如し。偏敎の三昧は當敎に勝れたりと爲し、圓人の三昧は普く諸行に勝れたり。又定に二有り。一には惠相應の定、是を最勝と爲す。二は暗禪、未だ勝と爲すべからず。念佛三昧は應に是初の攝なるべし。


  



  ［一〇、問答料簡　信毀因縁］


  第八に信毀の因縁とは、『般舟經』（卷上）に云く。「獨り一佛の所に於て功德を作すにもあらず、若しは二若しは三若しは十に於てのみせるにもあらず。悉く百佛の所に於て是の三昧を聞き、却後の世の時にも是の三昧を聞く者なり。經卷を書學し誦持して、最後に守ること一日一夜すれば、其の福計るべからず。自ら阿惟越致に致り、願ふ所の者を得ん」と。　問。若し爾らば、聞く者は決定して應に信ずべし、何が故ぞ聞くと雖も信ずると信ぜざると有りや。答。『无量淸淨覺經』（卷四）に云く。「善男子・善女人ありて、無量淸淨佛の名を聞きて、歡喜し踊躍して身の毛爲に起つこと、*917拔けき出づるが如くする者は、皆悉く宿世の宿命に、已に佛事を作せるものなり。其れ人民有りて疑ひて信ぜざる者は、皆惡道の中より來りて、殃惡未だ盡きず。此れ未だ解脱を得ざるなり」と。＜略抄＞　又『大集經』の第七（卷六）に云く。「若し衆生有りて、已に无量无邊の佛の所に於て、衆の德本を殖ゑたるもの、乃し是の如來の十力・四无所畏・不共の法・三十二相を聞くことを得。＜乃至＞　下劣の人は是の如き正法を聞くことを得ること能はず。假使ひ聞くことを得るも、未だ必ずしも能く信ぜず」と。＜已上＞　當に知るべし、生死の因縁は不可思議なり。薄德にして聞くことを得るも、其の縁を知ること難し。烏豆聚に一綠豆有るが如し。但彼聞くと雖も、而も信解せざるは、是薄德の致す所なるのみ。　問。佛往昔に於て具に諸度を修せしに、尚八萬歳に於て此の法を聞くこと能はざりき、云何ぞ薄德にして輙く聽聞することを得ん。設ひ希有なりと許すとも、猶道理に違せり。答。此の義知り難し。試みに之を案じて云く。衆生の善惡に四位の別有り。一には惡用偏增。此の位には法を聞くこと无し。『法華』（卷六意）に云ふが如し。「增上慢の人は、二百億劫常に法を聞かず」と。二には善用偏增。此の位には、常に法を聞く。地・住以上の大菩薩等の如きなり。三には善惡交際。謂く凡を捨てて聖に入るに垂とする時なり。此の位の中には一類の人有りて、法を聞くこと甚だ難し。適々聞けば即ち悟る。常啼菩薩、須達の老女等の如きなり。或は魔の爲に障へられ、或は自の惑の爲に障へられて、聞見することを隔てたりと雖も、久しからずして即ち悟る。四には善惡容預。此の位には、善惡は同じく是生死流轉の法なるが故に、多く法を聞くこと難し。惡增せるに非ざるが故に、一向に无聞なるに非ず。交際するに非ざるが故に、聞くと雖も巨益无し。六趣四生に蠢蠢たる類是なり。故に上人の中にも亦聞くこと難きもの有り、凡愚の中にも亦聞く者有り。此れ未だ決せず、後の賢人取捨せよ。　問。不信の者は、何なる罪報をか得るや。答。『稱揚諸佛功德經』下卷に云く。「其れ阿彌陀佛の名号の功德を讃嘆し稱揚するを信ぜずして謗毀すること有らん者は、*918五劫の中、當に地獄に墮し具に衆苦を受くべし」と。　問。若し深信无くして疑念を生ずる者は、終に往生せざるや。答。若し全く信ぜず、彼の業を修せず、願求せざる者は、理として生るべからず。若し佛智を疑ふと雖も、而も猶彼の土を願ひ、彼の業を修する者は、亦往生することを得。『雙卷經』（大經卷下）に云ふが如し。若し衆生有りて、疑惑心を以て、諸の功德を修して、彼の國に生ぜんと願ぜん。佛智・不思議智・不可稱智・大乘廣智・无等倫最上勝智を了らずして、此の諸智に於て、疑惑して信ぜず、然も猶罪福を信じて、善本を修習して、其の國に生れんと願ぜん、此の諸の衆生、彼の宮殿に生れて壽五百歳、當に佛を見たてまつらず、經法を聞かず、菩薩・聲聞・聖衆を見ず。是の故に彼の國土に於て、之を胎生と謂ふ」と。＜已上＞　佛の智慧を疑ふ罪は惡道に當れり。然も願に隨ひて往生するは、是佛の悲願力なり。『淸淨覺經』には此の胎生を以て中輩・下輩の人と爲せり。然れども諸師の所釋繁く出すこと能はず。　問。佛智等と言ふは、其の相云何。答。憬興師は『佛地經』の五法を以てせり。今は五智に名く。謂く淸淨法界を佛智と名け、大圓鏡等の四を以て、次の如く不思議等の四に當つるなり。玄一師は佛智は前の如し、後の四智を以て、逆に成事智等の四に對すなり。餘の異解有るも、之を煩はしくすべからず。


  



  ［一〇、問答料簡　助道資縁］


  第九に助道の資縁とは、　問。凡夫の行人は、要ず衣食を須ふ。此れ小縁なりと雖も、能く大事を辨ず。裸餧にして安からずんば道法焉ぞ在らん。答。行者に二有り。謂く在家と出家となり。其の在家の人は家業自由にして、?飯・衣服あり。何ぞ念佛を妨げん。『木?經』の瑠璃王の行の如し。其の出家の人に、亦三類有り。若し上根の者は、草座・鹿皮・一菜・一菓なり、雪山の大士の如き是なり。若し中根の者は、常に乞食糞掃衣なり。若し下根の者は、檀越の信施なり。但し少しく有ち少しく所得有れば即便ち足るを知る。*919具には『止觀』の第四の如し。況や復若し佛弟子にして、專ら正道を修して貪求する所无き者は、自然に資縁を具す。『大論』（卷二八）に云ふが如し。「譬へば比丘の貪求する者は供養を得ず、貪求する所无きは則ち乏短なる所无きが如し。心も亦是の如し。若し分別して相を取れば、則ち實法を得ず」と。又『大集』の月藏分（卷五二）の中に、欲界の六天、日・月・星宿、天・龍八部、各々佛前に於て誓願を發して言く。「若し佛の聲聞の弟子の、法に住し法に順じ、三業相應して而も修行せん者をば、我等皆共に護持し養育し所須を供給して、乏くる所无からしめん。若し復世尊の、聲聞の弟子の積聚する所无きをば護持し養育せん」と。又（大集經卷五二）言く。「若し復世尊の聲聞の弟子の、積聚に住し、乃至三業と法と相應せざらん者は、亦當に棄捨すべし、復養育せず」と。　問。凡夫は必ずしも三業相應せざるなり。若し缺漏すること有らば、應に依怙无かるべし。答。是の如き問難は、是即ち懈怠にして、道心无き者の致す所なり。若し誠に菩提を求め、誠に淨土を欣はん者は、寧ろ身命を捨つるとも、豈禁戒を破らんや。應に一世の勤勞を以て永劫の妙果を期すべし、況や復設ひ戒を破すと雖も其の分无きに非ざるをや。同じき『經』（大集經卷五二）に佛の言ふが如し。「若し衆生有りて、我が爲に出家し、鬢髮を剃除して袈娑を被服せんに、設ひ戒を持たずとも、彼等は悉く已に涅槃印の爲に印せらるるなり。若し復出家して戒を持たざる者をも非法を以て而も惱亂を作し、罵辱し毀?し、手に刀杖を以て打縛し斫截し、若しは衣鉢を奪ひ、及び種種の資生の具を奪ふこと有らん者は、是の人は則ち三世の諸佛の眞實の報身を壞り、則ち一切の天人の眼目を挑るなり。是の人は諸佛の所有の正法、三寶の種を隱沒せんと欲するが爲の故に、諸の天人をして利益を得ずして地獄に墮せしむるが故に、三惡道をして增長し盈滿せしむるが爲の故に。＜云云＞　爾の時に復一切の天・龍乃至一切の迦?富單那・人・非人等有りて、皆悉く合掌して是の如きの言を作さく。*920我等佛の一切の聲聞の弟子に於て、乃至若しは復禁戒を持たざらんも、鬢髮を剃除し袈娑の片を着けたらん者をば、師長の想を作して、護持し養育し、諸の所須を與へて乏少すること无からしめん。若し餘の天・龍乃至迦?富單那等、其の惱亂を作し、乃至惡心にして眼を以て之を視ば、我等悉く共に彼の天・龍・富單那等の、所有の諸の相をして缺減し醜陋ならしん。彼をして復我等と共に住し共に食することを得ざらしめん、亦復同處して戲咲することを得ず。是の如くに擯罰せん」と。＜已上取意＞。　又（大集經卷五六）云く。「爾の時に世尊、上首彌勒、及び賢劫の中の一切の菩薩摩訶薩に告げて言はく。諸の善男子、我昔菩薩の道を行ぜし時、曾て過去の諸佛如來に於て、是の供養を作しき。此の善根を以て、我が與に三菩提の因と作せり。我今諸の衆生を憐愍するが故に、此の果報を以て分ちて三分と作し、一分は留めては自ら受け、第二の分をば我が滅後に於て、禪解脱三昧と堅固に相應する聲聞に與へて、乏くる所无からしめ、第三の分をば、彼の破戒にして經典を讀誦し、聲聞に相應して正法・像法に、頭を剃り袈娑を着せん者に與へて、乏くる所无からしん。彌勒我今復三業相應の諸の聲聞衆・比丘・比丘尼・優婆塞・優婆夷を以て、汝が手に寄付す。乏少孤獨にして終らしむること勿れ。及び正法・像法に、禁戒を毀破して、袈娑を着せん者を以て、汝が手に寄付す。彼等をして諸の資具に於て乏少にして終らしむること勿れ。亦旃陀羅王の、共に相惱害して身心に苦を受くること有らしむること勿れ。我今復彼の施主を以て汝が手に寄付す」と。＜已上＞　破戒すら尚爾なり、何に況や持戒をや。聲聞すら尚爾なり、況や大心を發して誠に佛を念ぜんをや。　問。若し破戒の人も、亦天・龍の爲に護念せられなば、云何ぞ『梵網經』（卷下意）には「五千の鬼神、破戒の比丘の跡を拂ふ」と云ひ、『涅槃經』（北本卷三・南本卷三意）には「國王・群臣及び持戒の比丘は、當に破戒の者を苦治し駈遣し呵嘖すべし」と云へるや。*921答。如理の苦治は、即ち佛敎に順ぜり、若し非理の惱亂は、還て聖旨に違す。故に相違せざるなり。月藏分（大集經卷五四）に佛の言ふが如し。「國王・群臣は、出家の者の大罪業たる大殺生・大偸盜・大非梵行・大妄語及び餘の不善を作すを見ば、是の如き等の類は、但當に法の如く國土・城邑・村落を擯出して、寺に在ることを聽さざる。亦復僧の事業を同じくすることを得ざれ。利養の分悉く共に同じくせざれ、鞭打することを得ざれ。若し鞭打せば、理應ぜざる所なり。又亦口もて罵辱すべからず、一切其の身に罪を加ふべからず。若し故らに法に違して罪を?むれば、是の人は便ち解脱に於て退落し、必定して阿鼻地獄に歸趣せん。何に況や佛の爲に出家して、具に戒を持てる者を鞭打せんをや」と。＜略抄＞　　問。人間の擯治は差別然るべし、非人の行、猶未だ決了せず。『梵網經』には一向に跡を拂ふ、『月藏經』には一向に供給す。那ぞ忽ち乖角せるや。答。罪福の旨を知らんが爲には、要ず須く人の行を決すべし、必ずしも非人の所行をば決すべからず。若しは制若しは開、各々巨益を生ず。或は復人の意樂の不同なるが如く、非人の願樂も亦不同なるのみ。學者應に決すべし。　問。因論生論、彼の犯戒の出家の人に於て、供養し惱亂せば、幾の罪福をか得るや。答。『十輪經』（卷四）の偈に云く。「恒河沙の佛の解脱幢相の衣を被たり、此に於て惡心を起さば、定んで无間獄に墮ちなん」と。＜袈裟を名けて解脱幢衣と爲す＞　『月藏分』（卷五四）に云く。「若し彼を惱亂せば、其の罪万億の佛身の血を出す罪よりも多し、若し之を供養せば、猶无量阿僧祇の大福德の聚を得」と。＜取意＞　　問。若し爾らば一向に應に之を供養すべし。何ぞ之を治して大罪報を招くべきや。答。若し其の力有りて之を苦治ずば、彼も亦罪過を得。是佛法の大なる怨なり。故に『涅槃經』の第三（南本卷三）に云く。「持法の比丘は戒を破り正法を壞る者有るを見ては、即ち應に驅遣し呵嘖し擧處すべし。若し善比丘、壞法の者を見て、*922置きて呵嘖し驅遣し擧處せずば、當に知るべし、是の人は佛法の中の怨なり。若し能く驅遣し呵嘖し擧處せんは、是我が弟子なり、眞の聲聞なり。＜乃至＞　諸の國王、及び四部の衆は、當に諸の學人等を勸勵して增上の戒・定・智慧を得しむべし。若し是の三品の法を學せずして、懈怠破戒にして正法を毀つ者有らば、王者・大臣・四部の衆、當に苦治すべし」と。又（北本涅槃經卷三・南本涅槃經卷三）云く。「若し比丘有りて、禁戒を持つと雖も、利養の爲の故に、破戒の者と、坐起行來し、共に相親附し、其の業を同じくせば、是を破戒と名く。＜乃至＞　若し比丘有りて、阿蘭若處に在りて、諸根利ならず闇鈍〓?して少欲に乞食し、説戒の日及び自恣の時に於て、諸の弟子を敎へて淸淨に懺悔せしめ、非なる弟子の多く禁戒を犯せるを見て、敎へて淸淨に懺悔せしむること能はず、而も便ち與共に説戒し自恣する、是を愚癡僧と名く」と。＜已上略抄＞　明らかに知んぬ、若しは過ぎ若しは及ばざる、皆是佛?に違せり。其の間の消息都て意を得るに在り。


  



  ［一〇、問答料簡　助道人法］


  第十に助道人法とは、略して三有り。一には明師の内外の律に善くして、能く妨障を開除するを須ひて、恭敬し承習せよ。故に『大論』（卷四九）に云く。「雨の墮つるに山の頂に住らずして、必ず下き處に歸するが如し。若し人?心もて自ら高くすれば、則ち法水入らず。若し善き師を恭敬すれば功德之に歸す」と。二には同行の共に嶮を渉るが如くせんを須ひよ、乃至臨終まで互に相勸勵せよ。故に『法華』（卷七）に云く。「善知識は是大因縁なり」と。又（付法藏因縁傳卷六意）「阿難言く。善知識は是半因縁なりと。佛言はく。爾らず。是全因縁なり」と。三には念佛相應の敎文に於て、常に應に受持し披讀し習學すべし。故に『般舟經』の偈（卷二）に云く。「此の三昧經は眞の佛語なり。設ひ遠方にも是の經有りと聞かば、道法を用ての故に往いて聽受し、一心に諷誦して忘捨せざれ。假使ひ往き求めて聞くことを得ざらんも、其の功德の福は盡くべからず、*923能く其の德義を稱量すること无けん。何に況や聞き已りて即ち受持せんをや」と。＜四十里・四百里・四千里を以て遠方と爲すなり＞　　問。何等の敎文か念佛に相應せるや。答。前に引く所の西方の證據の如きは、皆是其の文なり。然れども正しく西方の觀行并びに九品の行果を明かすことは、『觀无量壽經』＜一卷、?良耶舍譯す＞には如かず。彌陀の本願并びに極樂の細相を説くことは、『雙卷無量壽經』＜二卷、康僧鎧譯す＞には如かず。諸佛の相好并びに觀相の滅罪を明かすことは、『觀佛三昧經』＜十卷或は八卷、覺賢譯す＞には如かず。色身・法身の相并びに三昧の勝利を明かすことは、『般舟三昧經』＜三卷或は二卷、支婁迦譯＞『念佛三昧經』＜六卷或は五卷、功德直、玄暢と共に譯す＞には如かず。修行の方法を明かすことは、上の三經并びに『十往生經』＜一卷＞『十住?婆娑論』＜十四卷或は十二卷、龍樹造り、羅什譯す＞には如かず。日日に讀誦せんには、『小阿彌陀經』＜一卷、羅什譯す＞には如かず。偈を結びて惣じて説くことは、『无量壽經優婆提舍願生偈』＜或は『淨土論』と名け、或は『往生論』と名く、世親造り、菩提留支譯す、一卷＞には如かず。修行の方法は多く『摩訶止觀』＜十卷＞及び善導和尚の『觀念法門』并びに『六時禮讃』＜各一卷＞に在り。問答料簡は多く天台の『十疑』＜一卷＞道綽和尚の『安樂集』＜二卷＞慈恩の『西方要決』＜一卷＞懷感和尚の『群疑論』＜七卷＞に在り。往生の人を記するは多く迦才師の『淨土論』＜三卷＞并びに『瑞應傳』＜一卷＞に在り。其の餘は多しと雖も要は此に過ぎず。　問。行人自ら應に彼の諸文を學ぶべし。何が故ぞ今勞はしく此の文を着すや。答。豈前に言はずや。予が如き者廣文を披くこと難きが故に、聊か其の要を抄すとや。　問。『大集經』（卷四四意）に云く。「或は經法を抄寫するに、文字を洗脱し、或は他法を損壞し、或は他經を闇藏せり。此の業縁に由て今盲の報を得」と。＜云云＞　而るに今經論を抄するに、或は多くの文を略し、或は前後を亂る、應に是生盲の因なるべし。何ぞ自ら害することを爲すや。答。天竺・震丹の論師・人師、經論の文を引くに、多く略して意を取れり、故に知んぬ、經旨を錯亂す。*924是盲の因爲り。文字を省略するは、是盲の因に非ず。或は復彼の十法行の中に於て、初の書寫行に文を脱するは、是過なれども、開解等の爲に略抄するは過に非ず、況や今抄する所は多く正文を引き、或は是諸師の出せる所の文なり。又繁き文を出すこと能はざるに至りては、注して或は乃至と云ひ、或は略抄と云ひ、或は取意と云へり。是即ち學者をして本文を勘へ易からしめんと欲してなり。　問。引く所の正文は、誠に信を生ずべし。但?々私の詞を加へたるは、盍ぞ人の論謗を招かざらんや。答。正文に非ずと雖も、而も理を失はず。若し猶謬有らば、苟くも之を執せざれ。見ん者取捨して正理に順ぜしめよ。若し偏に謗を生ぜば、亦敢て辭せず。『華嚴經』の偈（唐譯卷七五）に云ふが如し。「若し菩薩の種種の行を修行するを見て、善・不善の心を起すこと有りとも、菩薩は皆攝取す」と。當に知るべし、謗を生ぜんも亦是結縁なり。我若し道を得ば、願はくは彼を引攝せん。彼若し道を得ば、願はくは我を引攝せよ。乃至菩提まで互に師弟と爲らん。　問。因論生論、多日筆を染めて身心を劬勞す、其の功无きに非ず、何事をか期するや。答。此の諸の功德に依て、願はくは命終の時に於て彌陀佛の无邊の功德の身を見たてまつることを得ん。我及び餘の信者と、既に彼の佛を見たてまつり已らば、願はくは離垢の眼を得て、无上菩提を證せん。


  



  



  往生要集　卷下末　終


  



  



  *925［跋］


  永觀二年　＜甲申＞　冬十一月、天台山延暦寺首楞嚴院に於て斯の文を撰集し、明年夏四月其の功を畢れり。一僧有りて夢みらく、毘沙門天、兩丱の童を將ゐ、來りて告げて云く。源信撰する所の『往生集』は、皆是經論の文なり。一見一聞の倫、无上菩提を證すべし。須く一偈を加へて廣く流布せしむべし。他日夢を語る。故に偈を作りて曰く。


  



  已に聖敎及び正理に依て　衆生を勸進して極樂に生ぜしむ　乃至展轉して一たびも聞かん者　願はくは共に速に无上覺を證せん


  



  



  佛子源信、暫く本山を離れて、西海道の諸州の名嶽・靈窟に頭陀せるに、適々遠客着岸の日、圖らざるに會面せり。是宿因なり。然るに猶方語未だ通ぜず、歸朝各々促し、更に手札に對して、述ぶるに心懷を以てす。側かに聞く、法公の本朝には、三寶興隆すと、甚だ隨喜す。我が國に東流の敎も、佛日再び中がる。當今極樂界を刻念し、『法華經』に帰依するもの熾盛なり。佛子は是極樂を念ずる其の一なり。本習深きを以ての故に、『往生要集』三卷を著して、觀念に備ふ。夫れ一天の下、一法の中、皆四部の衆なり。何れか親しく何れか疎ならん。故に此の文を以て敢て歸帆に附す。抑々本朝に在りても猶其の拙を慙づ、況や他郷に於てをや。然るに本縁を一願に發せり。縱ひ誹謗する者有らんも、縱ひ讚歎する者有らんも、併に我と共に極樂に往生する縁を結ばん。又先師故慈惠大僧正　＜諱良源＞　『觀音讃』を作り、著作郎慶保胤『十六相讃』及び『日本往生傳』を作り、*926前の進士爲憲『法華經賦』を作れり。同じく亦贈りて異域の此の志有るものに知らしめんと欲す。嗟呼一生は苒苒たり、兩岸は蒼蒼たり。後會如何せん。泣血する而已。不宣以状。


  



  　　　寛和二年正月十五日


  



  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天台楞嚴院＜某申状＞


  



  　大宋國＜某＞賓旅の下


  



  



  　　　　返報


  



  大宋國の台州の弟子周文德謹みて啓す。仲春暫く暖にして、和風霞散す。伏して惟みれば、法位動き無く尊躰有泰なるや。不審し不審し。悚恐る悚恐る。唯文德入朝の初、先づ方に向ひて禪室を禮拝せり。舊冬の内、便信を喜びて委曲を啓上せり。則ち大府の貫首、豐嶋の才人に、書状一封を附して、奉上すること先に畢んぬ。計みるに、被覽を經つらんや。欝望の情、朝夕休まず。馳憤の際に、便脚に遇ひて重ねて啓達す。唯大師撰擇の『往生要集』三卷は、捧持して天台の國清寺に詣り、附入すること既に畢んぬ。則ち專當の僧、領状を予に請けたり。爰に緇素隨喜し、貴賤歸依して、結縁の男女の弟子伍百餘人、各々虔心を發し、淨財を投捨し、國清寺に施入して、忽に五十間の廊屋を餝り造れり。柱壁を彩畫し、内外を莊嚴し、供養し禮拝し、瞻仰し慶讃す。佛日光を重ね、法燈朗かなるを盛せり。興隆佛法の洪基、*927往生極樂の因縁、只斯在り。方今、文德忝く衰弊の時に遇へども、衣食を取るの難を免る。帝皇の恩澤を仰いで、未だ詔?を隔てず。　并日の食甑、重ねて塵を積まんと欲せんも、何ぞ飢饉の惑を避けんや。伏して乞ふ、大師照鑑を垂れよ。弟子憤念の至に勝へず、敬みて禮代の状を表す。不宣謹言。


  



  　　　二月十一日


  



  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大宋國弟子周文德申状


  



  　謹上　天台楞嚴院源信大師禪室＜法座前＞


  *928


  *929


  選擇本願念佛集



  源空集


  



  南無阿彌陀佛　＜往生の業は念佛を本と爲す＞


  



  ［一、二門章］


  　　道綽禪師、聖道・淨土の二門を立てて、而も聖道を捨てて正しく淨土に歸するの文


  



  『安樂集』の上に云く。「問て曰く。一切衆生に皆佛性有り、遠劫より以來應に多佛に値ふべし。何に因てか今に至るまで、仍自ら生死に輪廻して火宅を出でざるや。答て曰く。大乘の聖敎に依るに、良に二種の勝法を得て以て生死を排はざるに由てなり。是を以て火宅を出でず。何者をか二と爲る。一には謂はく聖道、二には謂はく往生淨土なり。其聖道の一種は今の時證し難し。一には大聖を去ること遙遠なるに由る、二には理深く解微なるに由る。是の故に大集月藏經に云はく。我が末法の時の中に億億の衆生、行を起し道を修せんに、未だ一人も得る者有らじ。當今は末法にして、現に是五濁惡世なり、唯淨土の一門のみ有りて、通入すべき路なり。是故に大經に云はく。若し衆生有りて、縱令一生惡を造れども、命終の時に臨みて、十念相續して、我が名字を稱せんに、若し生れざれば、正覺を取らじと。又復一切衆生、都て自ら量らず。若し大乘に據らば、眞如實相第一義空、曾て未だ心に措かず。若し小乘を論ぜば、見諦修道に修入し、乃至那含・羅漢、五下を斷じ五上を除くこと、道俗を問ふこと無く、未だ其の分有らず。縱ひ人天の果報有るも、*930皆五戒・十善の爲に、能く此の報を招く。然るに持ち得る者は甚だ希なり。若し起惡造罪を論せば、何ぞ暴風?雨に異ならむ。是を以て諸佛の大慈、勸めて淨土に歸せしめたまふ。縱使ひ一形惡を造れども、但能く意を繋けて、專精に常に能く念佛すれば、一切の諸障自然に消除して、定んで往生を得ん。何ぞ思量せずして、都て去く心無きやとなり。」


  



  私に云く。竊に計れば、夫れ立敎の多少、宗に隨ひて不同なり。且く有相宗の如きは、三時敎を立てて而も一代の聖敎を判ず。所謂有・空・中是なり。無相宗の如きは、二藏敎を立てて以て一代の聖敎を判ず。所謂菩薩藏・聲聞藏是なり。華嚴宗の如きは、五敎を立てて而も一切の佛敎を攝す。所謂小乘敎・始敎・終敎・頓敎・圓敎是なり。法華宗の如きは、四敎・五味を立てて以て一切佛敎を攝す。四敎とは、所謂藏・通・別・圓是なり。五味とは、所謂乳・酪・生・熟・醍醐是なり。眞言宗の如きは、二敎を立てて而も一切を攝す。所謂顯敎・密敎是なり。今此の淨土宗は、若し道綽禪師の意に依らば、二門を立てて而も一切を攝す。所謂聖道門・淨土門是なり。　問て曰く。夫れ宗名を立つることは、本華嚴・天台等の八宗・九宗に在り。未だ淨土の家に於て其の宗名を立つることを聞かず。然るに今淨土宗と號する、何の證據か有るや。答て曰く。淨土宗の名、其の證一に非ず。元曉の『遊心安樂道』に云く。「淨土宗の意、本凡夫の爲にして、兼ねては聖人の爲なり」と。又慈恩の『西方要決』に云く。「此の一宗に依る」と。又迦才の『淨土論』（序文）に云く。「此の一宗、竊かに要路爲り」と。其の證此くの如し。疑端に足らず。　但し諸宗の立敎は、正しく今の意に非ず。且く淨土宗に就て、略して二門を明さば、一には聖道門、二には淨土門なり。　初に聖道門といふは、*931之に就て二有り。一は大乘、二は小乘なり。大乘の中に就て、顯密・權實等の不同有りと雖も、今此の集の意は、唯顯大及以び權大を存す。故に歴劫迂廻の行に當れり。之に准じて之を思ふに、應に密大及以び實大を存すべし。然れば則ち今眞言・佛心・天台・華嚴・三論・法相・地論・攝論、此等の八家の意、正しく此に在りとなり、應に知るべし。次に小乘といふは、總じて是小乘の經律論の中に明す所の聲聞・縁覺の斷惑證理、入聖得果の道なり。上に準へて之を思ふに、亦倶舍・成實、諸部の律宗を攝すべきのみ。凡そ此の聖道門の大意は、大乘及以び小乘を論ぜず。此の娑婆世界の中に於て、四乘の道を修して四乘の果を得。四乘といふは、三乘の外に佛乘を加ふるなり。　次に往生淨土門といふは、此に就て二有り。一には正しく往生淨土を明すの敎、二には傍に往生淨土を明すの敎なり。　初めに正しく往生淨土を明かすの敎といふは、三經一論是なり。三經といふは、一には『無量壽經』、二には『觀無量壽經』、三には『阿彌陀經』なり。一論といふは、天親の『往生論』是なり。或いは此の三經を指して、淨土の三部經と號すなり。　問て曰く。三部經の名、亦其の例有りや。答て曰く。三部經の名、其の例一に非ず。一には法華の三部、謂ゆる『無量義經』・『法華經』・『普賢觀經』是なり。二には大日の三部、謂ゆる『大日經』・『金剛頂經』・『蘇悉地經』是なり。三には鎭護國家の三部、謂ゆる『法華經』・『仁王經』・『金光明經』是なり。四には彌勒の三部、謂ゆる『上生經』・『下生經』・『成佛經』是なり。今は唯是彌陀の三部なり。故に淨土の三部經と名づくるなり。彌陀の三部といふは、*932是淨土の正依經なり。　次に傍らに往生淨土を明かすの敎といふは、『華嚴』・『法華』・『隨求』・『尊勝』等の諸の往生淨土を明かすの諸經是なり。又『起信論』・『寶性論』・『十住毘婆娑論』・『攝大乘論』等の諸の往生淨土を明かすの諸論是なり。　凡そ此の『集』の中に、聖道・淨土の二門を立つる意は、聖道を捨てて淨土門に入らしめんが爲なり。此に就て二の由有り。一には大聖を去れること遙遠なるに由る、二には理深く解微なるに由る。此の宗の中に二門を立つることは、獨り道綽のみに非ず。曇鸞・天台・迦才・慈恩等の諸師、皆此の意有り。且く曇鸞法師の『往生論註』（巻上）に云く。「謹みて龍樹菩薩の十住毘婆沙を案ずるに云く、菩薩阿毘跋致を求むるに、二種の道有り。一には難行道、二には易行道なり。難行道は、謂はく五濁の世、無佛の時に於て、阿毘跋致を求むるを難と爲す。此の難に乃し多途有り。粗五三を言ひて以て義の意を示さん。一には外道の相善は菩薩の法を亂る、二には聲聞は自利にして大慈悲を障ふ、三には無顧の惡人他の勝德を破す、四には顛倒の善果能く梵行を壞す、五には唯是自力にして他力の持つ無し。斯等の如きの事目に觸るるに皆是なり。譬へば陸路の歩行は則ち苦しきが如し。易行道は、謂く但信佛の因縁を以て淨土に生ぜんと願ず。佛願力に乘じて便ち彼の淸淨の土に往生を得しむ。佛力住持して即ち大乘正定の聚に入る。正定は即ち是阿毘跋致なり。譬へば水路に船に乘じて則ち樂きが如し」と。已上　此の中に難行道といふは、即ち是聖道門なり。易行道といふは即ち是淨土門なり。難行・易行、聖道・淨土、其の言異なりと雖も其の意是同じ。天台・迦才之に同じ。應に知るべし。又『西方要決』に云く。「仰いで惟みれば、*933釋迦運啓けて弘く有縁を益し、敎隨方に闡けて並に法潤に霑ふ。親しく聖化に逢へるものは、道三乘を悟りき。福薄く因疎なるものをば勸めて淨土に歸せしめたまふ。此の業を作す者は、專ら彌陀を念じ、一切の善根、廻しめ彼の國に生ず。彌陀の本願、誓ひて娑婆を度したまふ。上現生の一形を盡し、下臨終の十念に至るまで、倶に能く決定して皆往生を得」と。已上　又同じき（西方要決）後序に云く。「夫れ以みれば、生れて像季に居して、聖を去れること斯し遙かなり。道三乘に預れども、契悟するに方無し。人天の兩位は、躁動して安からず。智博く情弘くして、能く久しく處するに堪へたり。若し識癡に行淺きものは、恐らくは幽塗に溺れんこと必せり。須く跡を娑婆に遠ざかり心を淨域に栖ましむべし。」已上　此の中に三乘といふは、即ち是聖道門の意なり。淨土といふは、即ち是淨土門の意なり。三乘・淨土、聖道・淨土、其の名異なりと雖も、其の意亦同じ。淨土宗の學者、先づ須く此の旨を知るべし。設ひ先に聖道門を學せる人なりと雖も、若し淨土門に於て其の志有らば、須く聖道を弃てて淨土に歸すべし。例せば彼の曇鸞法師は四論の講説を捨てて一向に淨土に歸し、道綽禪師は涅槃の廣業を閣きて偏に西方の行を弘めしが如し。上古の賢哲、猶以て此の如し。末代の愚魯、寧ろ之に遵はざらんや。　　問て曰く。聖道家の諸宗に、各々師資相承有り。謂く天台宗の如きは、慧文・南岳・天台・章安・智威・慧威・玄朗・湛然、次第相承せり。眞言宗の如きは、大日如來・金剛薩?・龍樹・龍智・金智・不空、次第相承せり。自餘の諸宗、又各々相承血脈有り。而るに今言ふ所の淨土宗に、師資相承血脈の譜有りや。答て曰く。聖道家の血脈の如く、淨土宗にも亦血脈有り。但し淨土の一宗に於て、諸家亦不同なり。所謂廬山の慧遠法師・慈愍三藏・道綽・善導等是なり。*934今は且く道綽・善導の一家に依て、師資相承の血脈を論ずるなり。此に亦兩説有り、一には菩提流支三藏・慧寵法師・道場法師・曇鸞法師・大海禪師・法上法師。＜已上『安樂集』に出でたり＞　二には菩提流支三藏・曇鸞法師・道綽禪師・善導禪師・懷感法師・小康法師なり。＜已上、『唐』『宋』兩傳に出でたり＞


  



  ［二、二行章］


  　　善導和尚、正雜二行を立てて、雜行を捨てて正行に歸するの文


  



  『觀經疏』の第四に云はく。「行に就て信を立てば、然るに行に二種有り。一には正行、二には雜行なり。正行と言ふは、專ら往生經の行に依て行ずる者は、是を正行と名く。何者か是なるや。一心に專ら此の觀經・彌陀經・無量壽經等を讀誦する、一心に彼の國の二報莊嚴を專注し思想し觀察し憶念する、若し禮せば即ち一心に專ら彼の佛を禮する、若し口に稱せば即ち一心に專ら彼の佛を稱せよ、若し讚歎供養せば即ち一心に專ら讚歎供養する、是を名けて正と爲す。又此の正の中に就て、復二種有り。一には一心に彌陀の名號を專念して、行住坐臥に、時節の久近を問はず、念念に捨てざる者は、是を正定の業と名く、彼の佛の願に順ずるが故に。若し禮誦等に依らば即ち名づけて助業と爲す。此の正助二行を除きて已外の自餘の諸善は悉く雜行と名く。若し前の正助二行を修するは、心常に親近し憶念斷えず、名づけて無間と爲すなり。若し後の雜行を行ずるは即ち心常に間斷す、廻向して生を得べしと雖も、衆て疎雜の行と名くるとなり」と。


  



  私に云く。此の文に就て二の意有り。一には往生の行相を明かし、二には二行の得失を判ず。　初に往生の行相を明かすといふは、善導和尚の意に依るに、往生の行多しと雖も、大に分ちて二と爲す。一には正行、二には雜行なり。　初めの正行といふは、之に付いて*935開合の二義有り。初には開を五種と爲し、後には合を二種と爲す。初に開を五種と爲すとは、一には讀誦正行、二には觀察正行、三には禮拜正行、四には稱名正行、五には讚歎供養正行なり。第一に讀誦正行といふは專ら『觀經』等を讀誦するなり。即ち文に「一心に專ら此の觀經・彌陀經・無量壽經等を讀誦す」と云へる是なり。第二に觀察正行といふは、專ら彼の國の依正二報を觀察するなり。即ち文に「一心に彼の國の二報莊嚴を專注し思想し觀察して憶念す」と云へる是なり。第三に禮拜正行といふは、專ら彌陀を禮するなり。即ち文に「若し禮するには即ち一心に專ら彼の佛を禮す」と云へる是なり。第四に稱名正行といふは、專ら彌陀の名號を稱するなり。即ち文に「若し口に稱するには即ち一心に專ら彼の佛を稱す」と云へる是なり。第五に讚歎供養正行といふは、專ら彌陀を讚歎供養するなり。即ち文に「若し讚歎供養するには、即ち一心に專ら讚歎供養する、是を名けて正と爲す」と云へる是なり。若し讚歎と供養とを開して、而も二と爲せば、六種の正行と名づくべきなり。今合の義に依るが故に五種と云ふ。次に合を二種と爲すとは、一には正業、二には助業なり。初に正業といふは、上の五種の中の第四の稱名を以て正定の業と爲す。即ち文に「一心に彌陀の名號を專念して、行住坐臥に時節の久近を問はず、念念に捨てざる者は、是を正定の業と名く。彼の佛願に順ずるが故に」と云へる是なり。次に助業といふは、第四の口稱を除きての外、讀誦等の四種を以て、而も助業と爲す。即ち文に「若し禮誦等に依るをば、即ち名づけて助業と爲す」と云へる是なり。　問て曰く。何が故ぞ五種の中に、獨り稱名念佛を以て正定の業と爲るや。答て曰く。彼の佛願に順ずるが故に。意に云く、稱名念佛は是彼の佛の本願の行なり。故に之を修する者は、彼の佛願に乘じて、必ず往生を得るなり。*936其の佛の本願の義、下に至りて知るべし。　次に雜行は、即ち文に「此の正助二行を除きての外、自餘の諸善を、悉く雜行と名く」と云える是なり。意に云く、雜行無量なり、具に述ぶるに遑あらず但今且く、五種の正行に翻對して、以て五種の雜行を明さん。一には讀誦雜行、二には觀察雜行、三には禮拜雜行、四には稱名雜行、五には讚歎供養雜行なり。第一に讀誦雜行といふは、上の『觀經』等の往生淨土の經を除きて已外、大小乘顯密の諸經に於て受持讀誦するを、悉く讀誦雜行と名く。第二に觀察雜行といふは、上の極樂の依正を除きて已外、大小・顯密・事理の觀行を、皆悉く觀察雜行と名く。第三に禮拜雜行といふは、上の彌陀を禮拜するを除きて已外、一切の諸餘の佛・菩薩等、及び諸の世天等に於て、禮拜恭敬するを、悉く禮拜雜行と名く。第四に稱名雜行といふは、上の彌陀の名號を稱するを除きて已外、自餘の一切の佛・菩薩等、及び諸の世天等の名號を稱するを、悉く稱名雜行と名く。第五に讚歎供養雜行といふは、上の彌陀佛を除きて已外、一切の諸餘の佛・菩薩等、及び諸の世天等に於て、讚歎供養するを、悉く讚歎供養雜行と名く。此の外亦布施・持戒等の無量の行有り。皆雜行の言に攝盡すべし。　次に二行の得失を判ずとは、「若し前の正助二行を修するは、心常に親近し、憶念斷えず、名づけて無間と爲すなり。若し後の雜行を行ずるは、即ち心常に間斷す、回向して生を得べしと雖も、衆て疎雜の行と名く」と即ち其の文なり。　此の文の意を案ずるに、正雜二行に就て五番の相對有り。一には親疎對、二には近遠對、三には有間無間對、四には回向不回向對、五には純雜對なり。　第一に親疎對といふは、先づ親とは、*937正助二行を修するは、阿彌陀佛に於て以て親眤爲り。故に『疏』の上の文（定善義）に云く。「衆生起行して、口に常に佛を稱すれば、佛即ち之を聞きたまふ。身に常に佛を禮敬すれば、佛即ち之を見たまふ。心に常に佛を念ずれば、佛即ち之を知りたまふ。衆生佛を憶念すれば、佛亦衆生を憶念したまふ。彼此の三業相捨離せず、故に親縁と名くるなり」と。次に疎とは雜行なり。衆生口に佛を稱せざれば、佛即ち之を聞こしめさず。身に佛を禮せざれば、佛即ち之を見そなはさず。心に佛を念ぜざれば、佛即ち之を知ろしめさず。衆生佛を憶念せざれば、佛衆生を憶念したまはず。彼此の三業、常に相捨離す。故に疎行と名くるなり。　第二に近遠對といふは、先づ近とは、正助二行を修するは、阿彌陀佛に於て甚だ以て鄰近爲り。故に『疏』の上の文（定善義）に云く。「衆生佛を見たてまつらんと願ずれば、佛即ち念に應じ目の前に現じて在ます。故に近縁と名くるなり」と。次に遠とは、雜行なり。衆生佛を見たてまつらんと願ぜざれば、佛即ち念に應ぜず、目の前に現じたまはず。故に遠と名くるなり。但し親近の義、是一なるに似たりと雖も、善導の意、分ちて二と爲す。其の旨『疏』の文に見えたり。故に今引釋する所なり。　第三に無間有間對といふは、先づ無間とは、正助二行を修する者は、阿彌陀佛に於て憶念間斷せず。故に「名けて無間と爲す」と云へる是なり。次に有間とは、雜行を修する者は、阿彌陀佛に於て憶念常に間斷す。故に「心常に間斷す」と云へる是なり。　第四に不回向回向對といふは、正助二行を修する者は、縱令別に回向を用ひざれども、自然に往生の業と成る。故に『疏』の上の文（定善義）に云く。「今此の觀經の中の十聲の稱佛は、即ち十願・十行有りて具足す。云何が具足する。南無と言ふは、即ち是歸命なり、亦是發願回向の義なり。阿彌陀佛と言ふは、即ち是其の行なり。斯の義を以ての故に、必ず往生を得」と。已上　次に回向といふは、*938雜行を修する者は、必ず回向を用ふるの時、往生の因と成る。若し回向を用ひざるの時は、往生の因と成らず。故に回向して生を得べしと雖もと云へる是なり。　第五に純雜對といふは、先づ純とは、正助二行を修する者は、純ら是極樂の行なり。次に雜とは、是純ら極樂の行に非ず。人天及以び三乘に通じ、亦十方淨土に通ず。故に雜と云ふなり。　然れば西方の行者、須く雜行を捨てて正行を修すべしなり。　問て曰く。此の純雜の義、經論の中に於て其の證據有りや。答て曰く。大・小乘の經・律・論の中に於て純雜の二門を立つること、其の例一に非ず。大乘には即ち八藏の中に於て、而も雜藏を立つ。當に知るべし、七藏は是純、一藏は是雜なり。小乘は即ち四含の中に於て、而も雜含を立つ。當に知るべし、三含は是純、一含は是雜なり。律には則ち二十?度を立てて、以て戒行を明す。其の中に前の十九は是純、後の一は是雜?度なり。論には則ち八?度を立てて、諸法の性相を明す。前の七?度は是純、後の一は是雜?度なり。賢聖集の中に、『唐』・『宋』兩傳に、十科の法を立てて高僧の行德を明す。其の中に前の九は是純、後の一は是雜科なり。乃至『大乘義章』には、五聚の法門有り。前の四聚は是純、後の一は是雜聚なり。亦顯敎のみに非ず、密敎の中にも、純雜の法有り。謂く山家の『佛法血脈譜』に云く、一には胎藏界の曼陀羅の血脈の譜一首、二には金剛界の曼陀羅の血脈の譜一首、三には雜曼陀羅の血脈の譜一首、前の二首は是純、後の一首は是雜なり。純雜の義多しと雖も、今略して小分を擧ぐるのみ。當に知るべし、純雜の義、法に隨ひて不定なり。茲に因て、今善導和尚の意は、且く淨土の行に於て純雜を論ずるなり。此の純雜の義、内典のみに局らず、外典の中に*939其の例甚だ多し、繁きを恐れて出さず。　但し往生の行に於て、而も二行を分つこと善導一師のみに限らず。若し道綽禪師の意に依らば、往生の行多しと雖も、束ねて二と爲す。一には謂く念佛往生、二には謂く万行往生なり。若し懷感禪師の意に依らば、往生の行多しと雖も、束ねて二と爲す。一には謂く念佛往生、二には謂く諸行往生なり。惠心之に同じ。是の如きの三師、各々二行を立てて、往生の行を攝す。甚だ其の旨を得たり。自餘の諸師は然らず。行者應に之を思ふべし。


  



  『往生禮讚』に云く「若し能く上の如く念念相續して、畢命を期と爲る者は、十は即ち十ながら生じ、百は即ち百ながら生ず。何を以ての故に、外の雜縁無し、正念を得るが故に、佛の本願と相應することを得るが故に、敎に違せざるが故に、佛語に隨順するが故なり。若し專を捨てて雜業を修せんと欲する者は、百は時に希に一二を得、千は時に希に五三を得。何を以ての故に、乃し雜縁亂動す正念を失するに由るが故に、佛の本願と相應せざるが故に、敎と相違せるが故に、佛語に順ぜざるが故に、係念相續せざるが故に、憶想間斷するが故に、廻願慇重眞實ならざるが故に、貪瞋諸見の煩惱來り間斷するが故に、慙愧悔過有ること無きが故に。　又相續して彼の佛恩を念報せざるが故に、心に輕慢を生じ業行を作すと雖も常に名利と相應するが故に、人我自ら覆ひて同行善知識に親近せざるが故に、樂みて雜縁に近づきて、往生の正行を自障障他するが故に。何を以ての故に。余比日自ら諸方の道俗を見聞するに、解行不同にして、專雜異有り。但意を專にして作さ使むれば、十は即ち十ながら生ず。雜を修するは到心ならざれば、千が中に一も無し。此の二行の得失、前に已に辨ぜるが如し。仰ぎ願はくは一切の往生人等、善く自ら己が能を思量せよ。今身に彼の國に生ぜんと願わん者は、行住坐臥に、必ず須く心を勵まし己を剋して晝夜に廢すること莫るべし。畢命を期と爲して、上一形に在るは、少しき苦に似たれども、前念に命終して後念に*940即ち彼の國に生れて、長時永劫に常に無爲の法樂を受く。乃至成佛までに生死を經ず、豈快に非ずや。應に知るべし。」


  



  私に云く。此の文を見るに、彌々須く雜を捨てて專を修すべし。豈百即百生の專修正行を捨てて、堅く千中無一の雜修雜行を執せむや。行者能く之を思量せよ。


  



  ［三、本願章］


  　　彌陀如來、餘行を以て往生の本願と爲したまわず、唯念佛を以て往生の本願と爲したまへるの文


  



  『無量壽經』の上に云く。「設ひ我佛を得んに、十方の衆生、心を至し信樂して我が國に生れんと欲ひて、乃至十念せん、若し生れざれば、正覺を取らじ」と。


  『觀念法門』に上の文を引きて云く。「若し我成佛せんに、十方の衆生、我が國に生ぜんと願じて、我が名字を稱せんこと、下十聲に至るまで、我が願力に乘じて、若し生れざれば、正覺を取らじ」と。


  『往生禮讚』に同じく上の文を引きて云く。「若し我成佛せんに、十方の衆生、我が名號を稱せんこと、下十聲に至るまで、若し生れざれば正覺を取らじ。彼の佛今現に在まして成佛したまへり。當に知るべし、本誓重願虚しからざることを。衆生稱念すれば必ず往生することを得」と。


  



  私に云く。一切の諸佛に、各々總別二種の願有ます。總といふは、四弘誓願是なり。別といふは、釋迦の五百の大願、藥師の十二の上願等の如き是なり。今此の四十八の願は、是彌陀の別願なり。　問て曰く。彌陀如來、何れの時何れの佛の所にしてか此の願を發したまへるや。答て曰く。『壽經』（大經卷上）に云く。「佛、阿難に告げたまはく。乃往過去久遠無量、不可思議無央數劫に、錠光如來、世に興出して、無量の衆生を敎化し度脱して、*941皆道を得せしめて乃ち滅度を取りたまひき。次に如來有ます、名づけて光遠と曰ふ。＜乃至＞　次を處世と名く。此の如きの諸佛、＜五十三佛なり＞　皆悉く已に過ぎたまひき。爾の時に次に佛有ましき、世自在王如來と名づけたてまつる。時に國王有り、佛の説法を聞きて、心に悅豫を懷き、尋ち無上正眞道の意を發し、國を棄て王を捐て、行じて沙門と作り、號して法藏と曰ふ。高才勇哲にして、世と超異せり。世自在王如來の所に詣る、乃至　是に於て世自在王佛、即ち爲に廣く二百一十億の諸佛刹土の、天人の善惡、國土の麁妙を説きて、其の心願に應じて、悉く之を現じて與へたまふ。時に彼の比丘、佛の所説を聞きて、嚴淨の國土、皆悉く覩見し、無上殊勝の願を超發す。其の心寂靜にして、志所着無し、一切の世間に能く及ぶ者無し。五劫を具足し莊嚴佛國の淸淨の行を思惟して攝取す。阿難佛に白さく。彼の佛の國土の壽量は幾何ぞや。佛言く。其の佛の壽命は四十二劫なりき。時に法藏比丘、二百一十億の諸佛の妙土の淸淨の行を攝取す」と。已上　『大阿彌陀經』（卷上）に云く。「其の佛即ち二百一十億の佛國土の中の諸天・人民の善惡、國土の好醜を選擇して、心中所欲の願を選擇せしむ爲に。樓夷亙羅佛、＜此れ世自在王佛を云ふ＞　經を説きたまふこと畢りて、曇摩迦、＜此れ法藏を云ふ＞　便ち其の心を一にして、即ち天眼を得て、徹視して悉く自ら二百一十億の諸佛國土中の諸天・人民の善惡、國土の好醜を見て、即ち心中の所願を選擇して、便ち是の二十四願經を結得す」と。＜『平等覺經』亦復之に同じ＞　此の中に、選擇といふは、即ち是取捨の義なり。謂く二百一十億の諸佛の淨土の中に於て、人天の惡を捨て、人天の善を取り、國土の醜を捨てて、國土の好を取るなり。『大阿彌陀經』の選擇の義是の如し。『雙卷經』の*942意、亦選擇の義有り。謂く「二百一十億の諸佛の妙土淸淨の行を攝取す」と云へる是なり。選擇と攝取と、其の言異なりと雖も其の意是同じ。然れば不淸淨の行を捨てて、淸淨の行を取るなり。上の天人の善惡、國土の麁妙、其の義亦然なり。之に準へて應に知るべし。　夫れ四十八願に約して、一往各々選擇攝取の義を論ぜば、第一に無三惡趣の願とは、覩見する所の二百一十億土の中に於て、或いは三惡趣有る國土有り。或いは三惡趣無き國土有り。即ち其の三惡趣有る麁惡の國土を選び捨てて、其の三惡趣無き善妙の國土を選び取る。故に選擇と云ふなり。第二に不更惡趣の願とは、彼の諸佛土の中に於て、或は縱ひ國中に三惡道無しと雖も、其の國の人天、壽終の後に、其の國より去りて、復三惡趣に更る土有り。或は惡道に更らざる土有り。即ち其の惡道に更る麁惡の國土を選び捨てて、其の惡道に更らざる善妙の國土を選び取る。故に選擇と云ふなり。第三に悉皆金色の願とは、彼の諸佛土の中に於て、或いは一土の中に黄白二類の人天有る國土有り。或いは純黄金色の國土有り。即ち黄白二類の麁惡の國土を選び捨てて、黄金一色の善妙の國土を選び取る。故に選擇と云ふなり。第四に無有好醜の願とは、彼の諸佛土の中に於て、或いは人天の形色好醜不同の國土有り。或いは形色一類にして好醜有ること無き國土有り。即ち好醜不同の麁惡の國土を選び捨てて、好醜有ること無き善妙の國土を選び取る。故に選擇と云ふなり。乃至第十八の念佛往生の願とは、彼の諸佛土の中に於て、或いは布施を以て往生の行と爲る土有り。或いは持戒を以て往生の行と爲る土有り。或いは忍辱を以て*943往生の行と爲る土有り。或いは精進を以て往生の行と爲る土有り。或いは禪定を以て往生の行と爲る土有り。或いは般若を以て　＜第一義を信ずる等是なり＞　往生の行と爲る土有り。或いは菩提心を以て往生の行と爲る土有り。或いは六念を以て往生の行と爲る土有り。或いは持經を以て往生の行と爲る土有り。或いは持咒を以て往生の行と爲る土有り。或いは起立塔像、飯食沙門及以び孝養父母、奉事師長等の種種の行を以て各々往生の行と爲る國土等有り。或いは專ら其の國の佛名を稱して往生の行と爲る土有り。此の如く一行を以て一佛土に配することは、是且く一往の義なり。再往之を論ぜば、其の義不定なり。或いは一佛土の中に、多くの行を以て往生の行と爲る土有り。或いは多佛の土の中に、一行を以て通じて往生の行と爲る土有り。是の如く往生の行、種種不同なり。具に述ぶべからず。即ち今前の布施・持戒乃至孝養父母等の諸行を選び捨てて、專稱佛號を選び取る。故に選擇と云ふなり。且く五の願に約して略して選擇を論ず。其の義是の如し。自餘の諸願、之に準へて應に知るべし。　問て曰く。普く諸願に約して、麁惡を選びて捨てて善妙を選び取ること、其の理然るべし。何が故ぞ、第十八の願に、一切の諸行を選び捨てて、唯偏に念佛の一行を選び取りて、往生の本願と爲したまふや。答て曰く。聖意測り難し。輒く解するに能はず。然りと雖も今試みに二義を以て之を解せば、一には勝劣の義、二には難易の義なり。初に勝劣とは、念佛は是勝、餘行は是劣なり。所以は何ん。名號は是萬德の歸する所なり。然れば則ち彌陀一佛の所有四智・三身・十力・四無畏等の一切の内證の功德、相好・光明・説法・利生等の一切の外用の功德、皆悉く阿彌陀佛の名號の中に攝在す。*944故に名號の功德、最も勝れたりと爲すなり。餘行は然らず、各々一隅を守る、是を以て劣れりと爲すなり。譬へば世間の屋舍の名字の中には、棟・梁・椽・柱等の一切の家具を攝するも、棟・梁等の一一の名字の中には、一切を攝すること能はざるが如し。之を以て應に知るべし。然れば則ち佛の名號の功德は、餘の一切の功德に勝れたり。故に劣を捨て勝を取りて、以て本願と爲たまふか。次に難易の義とは、念佛は修し易く、諸行は修し難し。是の故に『往生禮讚』に云く。「問て曰く。何が故ぞ、觀を作さしめずして、直ちに專ら名字を稱せ遣むるは、何の意か有るや。答て曰く。乃ち衆生障重くして、境は細なり心は麁なり、識?り神飛びて、觀成就し難きに由るがなり。是を以て大聖悲憐して、直ちに勸めて專ら名字を稱せしむ。正しく稱名易きに由るが故に、相續して即ち生ず」と。已上　又『往生要集』（卷下本）に「問て曰く。一切の善業、各々利益有りて、各々往生することを得。何が故ぞ唯念佛の一門を勸むるや。答て曰く。今念佛を勸むることは、是餘の種種の妙行を遮せむとには非ず。只是男女・貴賎、行住坐臥を簡ばず、時處諸縁を論ぜず、之を修するに難からず。乃至臨終に往生を願求するに、其の便宜を得ること、念佛に如かざればなり」と。已上　故に知んぬ、念佛は易きが故に一切に通じ、諸行は難きが故に諸機に通ぜず。然れば則ち一切衆生をして、平等に往生せしめむが爲に、難を捨て易を取りて、本願と爲したまふ。若し夫造像起塔を以て本願と爲したまはば則ち貧窮困乏の類は定んで往生の望みを絶たん。然るに富貴の者は少なく、貧賎の者は甚だ多し。若し智慧高才を以て、本願と爲したまはば、愚鈍下智の者は、定んで往生の望みを絶たん。然るに智慧の者は少なく、愚癡の者は甚だ多し。若し多聞多見を以て本願と爲したまはば、少聞少見の輩は定んで往生の望みを絶たん。然るに多聞の者は少なく、少聞の者は甚だ多し。若し持戒持律を以て本願と爲したまはば、*945破戒無戒の人は定んで往生の望みを絶たん。然るに持戒の者は少なく、破戒の者は甚だ多し。自餘の諸行、之に準へて應に知るべし。當に知るべし、上の諸行等を以て、本願と爲したまはば、往生を得る者は少なく、往生せざる者は多からん。然れば則ち彌陀如來、法藏比丘の昔、平等の慈悲に催されて、普く一切を攝せむが爲に、造像起塔等の諸行を以て往生の本願と爲したまはず、唯稱名念佛の一行を以て、其の本願と爲たまへり。故に法照禪師の『五會法事讚』（卷本）に云く。「彼の佛因中に弘誓を立てたまへり、名を聞きて我を念ぜんもの、總て迎來せん。貧窮と富貴とを簡ばず、下智と高才とを簡ばず、多聞と持淨戒とを簡ばず、破戒と罪根の深きとを簡ばず、但廻心して多く念佛せしむれば、能く瓦礫をして變じて金と成さしめむ」と。已上　問て曰く。一切の菩薩、其の願を立つと雖も、或いは已に成就せる有り、亦未だ成就せず有り。未審し、法藏菩薩の四十八願、已に成就りと爲んや、將未だ成就せず爲ん。答て曰く。法藏の誓願、一一に成就したまへり。何んとならば、極樂界の中に、既に三惡趣無し。當に知るべし、是即ち無三惡趣の願を成就したまへるなり。何を以てか知ることを得るとならば、即ち願成就の文（大經卷上）に「亦地獄・餓鬼・畜生、諸難の趣無し」と云へる是なり。又彼の國の人天、壽終の後、三惡趣に更ること無し。當に知るべし、是即ち不更惡趣の願を成就したまへるなり。何を以てか知ることを得るとならば、即ち願成就の文（大經卷下）に「又彼の菩薩乃至成佛までに惡趣に更らず」と云へる是なり。又極樂の人天、既に以て一人として三十二相を具せざること有ること無し。當に知るべし、是即ち具三十二相の願を成就したまへるなり。何を以てか知ることを得るとならば、即ち願成就の文（大經卷下）に「彼の國に生ずる者は、皆悉く三十二相を具足す」と云える是なり。是くの如く初無三惡趣の願より、終得三法忍の願に至るまで、一一の*946誓願、皆以て成就したまへり。第十八の念佛往生の願、豈孤り以て成就せざらんや。然れば則ち念佛の人、皆以て往生す。何を以てか知ることを得るとならば、即ち念佛往生の願成就の文（大經卷下）に「諸有衆生、其の名號を聞きて、信心歡喜せんこと、乃至一念せん。至心に廻向せしたまへり。彼の國に生れんと願ぜば、即ち往生を得、不退轉に住せん」と云ふ是なり。凡そ四十八願淨土を莊嚴す、華池寶閣願力に非ずといふこと無し、何ぞ其の中に於て獨り念佛往生の願のみを疑惑すべきや。加之、一一の願の終に「若不爾者不取正覺」と云へり。而るに阿彌陀佛、成佛しりたまひてより已來、今に十劫なり、成佛の誓、既に以て成就したまへり。當に知るべし、一一の願、虚しく設くべからず。故に善導（禮讚）の云く。「彼の佛今現に在して世成佛したまへり。當に知るべし、本誓重願虚しからざることを。衆生稱念すれば必ず往生を得」と。已上　問て曰く。『經』に「十念」と云ひ、『釋』に「十聲」と云ふ。念・聲の義如何。答て曰く。念・聲は是一なり。何を以てか知ることを得とならば、『觀經』の下品下生に云く。「聲をして絶えざらしめて十念を具足して、南無阿彌陀佛と稱せん。佛の名を稱するが故に、念念の中に於て八十億劫の生死の罪を除く」と。今此の文に依るに、聲は即ち是念、念は則ち是聲なりといふこと、其の意明けし。加之、『大集月藏經』（日藏分第九意）に云く。「大念は大佛を見、小念は小佛を見る」と。感師（群疑論卷七）の釋に云く。「大念といふは、大聲に念佛するなり。小念といふは、小聲に念佛するなり」と。故に知んぬ、念は即ち是唱なりといふことを。問て曰く。『經』に「乃至」と云ひ、『釋』には「下至」と云へる、其の意如何。答て曰く。「乃至」と「下至」と、其の意是一なり。『經』に「乃至」と云えるは、多從り少に向ふの言なり。多といふは上一形を盡くすまでなり。少といふは下十聲・一聲等に至るまでなり。『釋』に「下至」と云へるは、下とは上に對するの言なり。*947下とは下十聲・一聲等に至るまでなり。上とは上一形を盡すまでなり。上下相對の文、其の例惟れ多し。宿命通の願（大經卷上）に云く。「設ひ我佛を得んに、國の中の人天、宿命を識らずして、下百千億那由他諸劫の事を知らざるに至らば、正覺を取らじ」と。是の如く五神通、及以び光明・壽命等の願の中に、一一に「下至」の言を置けり。是則ち多從り少に至り、下を以て上に對する義なり。上の八種の願に例するに、今此の願の「乃至」といふは、即ち是下至なり。是の故に今善導の引釋したもふ所の下至の言は、其の意相違せず。　但し善導と諸師と、其の意不同なり。諸師の釋には、別して十念往生の願と云ふ、善導獨り總じて念佛往生の願と云へり、諸師の別して十念往生の願と云へるは、其の意即ち周からず。然る所以は、上一形を捨て下一念を捨つるが故なり。善導の總じて念佛往生の願と言へるは、其の意即ち周し。然る所以は、上一形を取り下一念を取るが故なり。


  



  ［四、三輩章］


  　　三輩念佛往生の文


  



  「佛、阿難に告げたまはく。十方世界の諸天人民、其れ心を至して彼の國に生れんと願ずること有らん。凡そ三輩有り。其れ上輩は、家を捨て欲を棄て沙門と作り、菩提心を發し、一向に專ら無量壽佛を念じ、諸の功德を修して、彼の國に生れんと願ぜん。此等の衆生、壽の終らん時に臨みて、無量壽佛、諸の大衆と、其の人の前に現ぜん。即ち彼の佛に隨ひて其の國に往生せん。便ち七寶の花の中に於て、自然に化生し、不退轉に住せん。智慧勇猛にして、神通自在ならん。是の故に阿難、其れ衆生有りて、今世に於て無量壽佛を見たてまつらんと欲はば、應に無上菩提の心を發して、功德を修行して、彼の國に生れんと願ずべし。


  *948佛、阿難に語りたまはく。其れ中輩は、十方世界の諸天人民、其れ心を至して彼の國に生れんと願ずること有らん。行じて沙門と作り大きに功德を修すること能はずと雖も、當に無上菩提の心を發して、一向に專ら無量壽佛を念ずべし。多少善を修し、齋戒を奉持し、塔像を起立し、沙門に飯食せしめ、繒を懸け燈を然し、華を散らし香を燒かん。此を以て廻向して彼の國に生れんと願ぜん。其の人終に臨みて、無量壽佛其の身を化現して、光明相好、具に眞佛の如くならん。諸の大衆と、其の人の前に現ぜん。即ち化佛に隨ひて、其の國に往生し、不退轉に住せん。功德智慧、次で上輩の者の如くならん。


  佛、阿難に告げたまはく。其れ下輩は、十方世界の諸天人民、其れ心を至して彼の國に生れんと欲ふこと有らん。假使ひ諸の功德を作すこと能はずとも、當に無上菩提の心を發して、一向に意を專にして、乃至十念、無量壽佛を念じて、其の國に生ぜむと願ずべし。若し深法を聞きて歡喜信樂して、疑惑を生ぜず、乃至一念、彼の佛を念じて、至誠心を以て、其の國に生れんと願ぜん。此の人終りに臨みて、夢の如くに彼の佛を見たてまつらん、亦往生を得ん。功德智慧、次いで中輩の者の如くならん。」（大經卷下）


  



  私に問て曰く。上輩の文の中に、念佛の外に、亦捨家棄欲等の餘行有り。中輩の文の中に、亦起立塔像等の餘行有り。下輩の文の中に、亦菩提心等の餘行有り。何が故ぞ唯念佛往生と云ふや。答て曰く。善導和尚の『觀念法門』に云く。「又此の經の下卷の初めに云く。佛説きたまはく。一切衆生、根性不同にして、上中下有り。其の根性に隨ひて、佛皆勸めて無量壽佛の名を專念せしむ。其の人命終らんと欲する時、佛聖衆と自ら來りて迎接して、盡く往生を得しむ」と。此の釋の意に依て、三輩共に念佛往生と云ふなり。　問て曰く。此の釋未だ前の難を遮せず、何ぞ餘行を棄てて、*949唯念佛と云ふや。答て曰く。斯に三の意有り。一には諸行を廢して念佛に歸せんが爲に、而も諸行を説くなり。二には念佛を助成せんが爲に、而も諸行を説くなり。三には念佛と諸行との二門に約して、各々三品を立てんが爲に、而も諸行を説くなり。一には、諸行を廢して念佛に歸せんが爲に、而も諸行を説くとは、善導の『觀經疏』（散善義）の中に「上來定散兩門の益を説くと雖も、佛の本願の意を望まんには、衆生をして一向に專ら彌陀佛の名を稱するに在り」と云へる釋の意に準へて、且く之を解せば、上輩の中に、菩提心等の餘行を説くと雖も、上の本願の意に望むるに、唯衆生をして專ら彌陀の名を稱せしむるに在り。而るに本願の中には更に餘行無し、三輩共に上の本願に依るが故に、「一向專念無量壽佛」と云ふなり。「一向」といふは、二向・三向等に對する言なり。例せば彼の五竺に三種の寺有るが如し。一には一向大乘寺、此の寺の中には、小乘を學すること無し。二には一向小乘寺、此の寺の中には、大乘を學すること無し。三には大小兼行寺、此の寺の中には、大小兼ねて學するが故に兼行寺と云ふ。當に知るべし、大小の兩寺には一向の言有り。兼行の寺には一向の言無し。今此の『經』の中の一向も亦然なり。若し念佛の外に、亦餘行を加へば、即ち一向に非ず。若し寺に準へば兼行と云ふべし。既に一向と云ふ、餘を兼ねざること明けし。既に先に餘行を説くと雖も、後に一向專念と云ふ。明らかに知んぬ、諸行を廢して唯念佛を用ふるが故に一向と云ふことを。若し然らずば、一向の言、最も以て消し?きか。二には念佛を助成せんが爲に此の諸行を説くとは、此に亦二の意有り。一には同類の善根を以て念佛を助成し、二には異類の善根を以て念佛を助成す。初に同類の助成といふは、善導和尚の『觀經疏』の中に、五種の助行を擧げて、念佛の一行を助成する是なり。*950具には上の正雜二行の中に説くが如し。次に異類の助成といふは、先づ上輩に就いて正助を論せば、「一向專念無量壽佛」といふは、是正行なり、亦是所助なり。「捨家棄欲而作沙門發菩提心」等といふは、是助行なり。亦是能助なり。謂く往生の業には念佛を本と爲るが故に、一向に念佛を修せんが爲に、捨家棄欲して沙門と作り、又菩提心を發す等なり。就中、出家發心等とは、且く初出及以び初發を指す。念佛は是長時不退の行なり、寧ぞ念佛を妨礙すべけんや。中輩の中に、亦起立塔像・懸繒・燃燈・散華・燒香等の諸行有り。是則ち念佛の助成なり。其の旨『往生要集』に見えたり、謂く助念方法の中の方處・供具等是なり。下輩の中に、亦發心有り。亦念佛有り。助正の義、前に準へて知るべし。三には念佛と諸行とに約して各々三品を立てんが爲に而も諸行を説くとは、先づ念佛に約して三品を立つとは、謂く此の三輩の中に通じて皆「一向專念無量壽佛」と云ふ、是則ち念佛の門に約して其の三品を立つるなり。故に『往生要集』（卷下本）の念佛證據門に云く。「雙卷經の三輩の業、淺深有りと雖も、然るに通じて皆一向專念無量壽佛といへり」と。＜感師之に同じ＞　次に諸行の門に約して三品を立つとは、謂く此の三輩の中に通じて皆菩提心等の諸行有り、是則ち諸行に約して其の三品を立つるなり。故に『往生要集』（卷下本）の諸行往生門に云く。「雙卷經の三輩、亦此を出でず」と。已上　凡そ此の如きの三義、不同有りと雖も、共に是一向念佛の爲の所以なり。初の義は即ち是廢立の爲に而も説く。謂く諸行は廢の爲に而も説く、念佛は立の爲に而も説く。次の義は即ち是助正の爲に而も説く。謂はく念佛の正業を助けんが爲に而も諸行の助業を説く。*951後の義は即ち是傍正の爲に而も説く。謂く念佛と諸行との二門を説くと雖も、念佛を以て而も正と爲し、諸行を以て而もら傍と爲す。故に三輩に通じて皆念佛と云ふなり。但し此等の三義、殿最知り難し。請ふ諸の學者、取捨心に在るべし。今若し善導に依らば、初めを以て正と爲すのみ。　問て曰く。三輩の業、皆念佛と云ふこと、其の義然るべし。但し『觀經』の九品と『壽經』の三輩とは、本是開合の異なり。若し爾らば、何ぞ『壽經』の三輩の中には皆念佛と云ひて『觀經』の九品に至りて上・中の二品に念佛を説かずして、下品に至りて始めて念佛を説くや。答て曰く。此に二の義有り。一には問端に云ふが如く、『雙卷』の三輩と『觀經』の九品と開合の異ならば、此を以て應に知るべし、九品の中に皆念佛有るべし。云何が知ることを得とならば、三輩の中に皆念佛有り、九品の中に盍ぞ念佛無からんや。故に『往生要集』（卷下末）に云く。「問。念佛の行は、九品の中に於て是何れの品の攝なるや。答。若し説の如く行ぜば理上上に當れり。是の如く其の勝劣に隨ひて應に九品を分つべし。然るに經に説く所の九品の行業は、是一端を示せるのみ、理實には無量なり」と。＜已上＞　故に知んぬ、念佛亦九品に通ずべしといふことを。二には『觀經』の意、初には廣く定散の行を説きて、普く衆機に逗ず。後には定散の二善を廢して、念佛の一行に歸せしむ。所謂「汝好持是語」等の文是なり。其の義下に具に述ぶるが如し。故に知んぬ、九品の行、唯念佛に在りといふことを。


  



  ［五、利益章］


  　　念佛利益の文


  



  『無量壽經』の下に云く。「佛、彌勒に語りたまはく。其れ彼の佛の名號を聞くことを得て、歡喜踊躍して、乃至一念せんこと有らん。當に知るべし。*952此の人は大利を得と爲す。則ち是無上の功德を具足するなり」と。


  善導の『禮讚』に云く。「其れ彼の彌陀佛の名號を聞くことを得ること有りて、歡喜して一念を至せば、皆當に彼に生ずることを得べし」と。


  



  私に問て曰く。上の三輩の文に準ずるに、念佛の外に菩提心等の功德を擧げたり。何ぞ彼等の功德を歎ぜずして、唯獨り念佛の功德のみを讚むるや。答て曰く。聖意測り難し、定んで深き意有らん。且く善導の一意に依て、而も之を謂はば、原ねみれば夫れ佛意は正直に唯念佛の行を説かんと欲すと雖も、機に隨ひて一往菩提心等の諸行を説きて、三輩淺深不同を分別せり。然るに今諸行に於ては、既に捨てて、而も歎ぜず。置きて而も論ずべからざる者なり。唯念佛の一行に就て、既に選びて而も讚歎す。思ひて而も分別すべき者なり。若し念佛に約して三輩を分別せば、此に二の意有り。一には觀念の淺深に隨ひて、而も之を分別し、二には念佛の多少を以て、而も之を分別す。淺深とは、上に引く所の如し。「若し説の如く行せば理上上に當れり」といふ是なり。次に多少とは、下輩の文の中に、既に十念乃至一念の數有り。上・中兩輩は此に准じて隨ひて增すべし。『觀念法門』に云く。「日別に念佛一万?せよ、亦須く時に依て淨土の莊嚴の事を禮讚すべし、大いに須く精進すべし。或は三万・六万・十万を得る者は、皆是上品上生の人なり」と。當に知るべし、三万已上は、是上品上生の業、三万已去は、是上品已下の業なり。既に念數の多少に隨ひて、品位を分別すること是明けし。今此に一念と言ふは、是上の念佛の願成就の中に言ふ所の一念と、下輩の中に明かす所の一念とを指すなり。願成就の文の中に、一念と云ふと雖も、未だ功德の大利を説かず。又下輩の文の中に、一念と云ふと雖も、亦功德の大利を説かず。此の一念に至りて、*953説きて大利と爲し、歎めて無上と爲す。當に知るべし、是上の一念を指すなり。此の大利といふは、是小利に對する言なり。然れば則ち菩提心等の諸行を以て而も小利と爲し、乃至一念を以て而も大利と爲すなり。又無上の功德といふは、是有上に對する言なり。餘行を以て、而も有上と爲し、念佛を以て而も無上と爲すなり。既に一念を以て一無上と爲す。當に知るべし、十念を以て十無上と爲し、又百念を以て百無上と爲し、又千念を以て千無上と爲す。是の如く展轉して少從り多に至る。念佛恆沙なれば、無上の功德、復應に恆沙なるべし。是の如く應に知るべし。然れば諸の往生を願求せん人、何ぞ無上大利の念佛を廢して、強ちに有上小利の餘行を修せんや。


  



  ［六、特留章］


  　　末法萬年の後、餘行悉く滅して特に念佛を留めたまふの文


  



  『無量壽經』の下卷に云く。「當來の世に、經道滅盡せんに、我慈悲を以て哀愍し、特に此の經を留めて止住すること百歳せん。其れ衆生有りて、此の經に値ふ者は、意の所願に隨ひて、皆得度すべし」と。


  



  私に問て曰く。『經』には唯「特留此經止住百歳」と云ひて、全く「特留念佛止住百歳」と云はず。然るに今何ぞ「特に念佛を留めたまふ」と云ふや。答て曰く。此の『經』の所詮、全く念佛に在り。其の旨前に見えたり、再び出すに能はず。善導・懷感・惠心等の意、亦復是の如し。然れば則ち此の『經』の止住といふは、即ち念佛の止住なり。然る所以は、此の『經』に菩提心の言有りと雖も、未だ菩提心の行相を説かず。又持戒の言有りと雖も、未だ持戒の行相を説かず。而るに菩提心の行相を説くことは、廣く『菩提心經』等に在り。彼の經先づ滅しなば、菩提心の行、何に因てか之を修せん。*954又持戒の行相を説くことは、廣く大・小の戒律に在り、彼の戒律先づ滅しなば、持戒の行、何に因てか之を修せん。自餘の諸行、之に準じて應に知るべし。故に善導和尚の『往生禮讚』に此の文を釋して云く。「万年に三寶滅せんに、此の經住すること百年せん。爾の時聞きて一念せん、皆當に彼に生ずることを得べし。」又此の文を釋するに略して四の意有り。一には聖道・淨土二敎住滅の前後、二には十方・西方二敎住滅の前後、三には兜率・西方二敎住滅の前後、四には念佛・諸行二行住滅の前後なり。一には聖道・淨土二敎住滅の前後といふは、謂く聖道門の諸經先づ滅す、故に「經道滅盡」と云ふ。淨土門の此の經特に留る、故に「止住百歳」と云ふなり。當に知るべし、聖道は機縁淺薄にして、淨土は機縁深厚といふことを。二には十方・西方二敎住滅の前後といふは、謂く十方淨土往生の諸敎先づ滅す、故に「經道滅盡」と云ふ。西方淨土往生の此の經特に留る、故に「止住百歳」と云ふなり。當に知るべし、十方淨土は機縁淺薄にして、西方淨土は機縁深厚といふことを。三には兜率・西方二敎住滅の前後といふは、謂く『上生』・『心地』等の上生兜率の諸敎先づ滅す、故に「經道滅盡」と云ふ。往生西方の此の經特に留る、故に「止住百歳」と云ふなり。當に知るべし、兜率は近しと雖も縁淺く、極樂は遠しと雖も縁深しといふことを。四には念佛・諸行二行住滅の前後といふは、謂く諸行往生の諸敎先づ滅す、故に「經道滅盡」と云ふ。念佛往生の此の經特に留る、故に「止住百歳」と云ふなり。當に知るべし、諸行往生は機縁最も淺く、念佛往生は機縁甚だ深しといふことを。加之、諸行往生は縁少く、念佛往生は縁多し。又諸行往生は近く末法萬年の時に局れり。*955念佛往生は遠く法滅百歳の代を霑すなり。　問て曰く。既に「我慈悲を以て哀愍し、特に此の經を留めて止住すること百歳せん」と云ふ。若し爾ば、釋尊慈悲を以て經敎を留めたまふ。何れの經何れの敎か留らざらんや。而るに何ぞ餘經を留めずして唯此の經を留めたまふや。答て曰く。縱ひ何れの經を留めたまふと雖も、別して一經を指さば、亦此の難は避けられず。但し特に此の經を留めたまふこと其の深き意有るか。若し善導和尚の意に依らば、此の經の中に、已に彌陀如來の念佛往生の本願を説きたまへり。釋迦の慈悲、念佛を留めんが爲に、殊に此の經を留めたまふ。餘經の中には、未だ彌陀如來の念佛往生の本願を説かず。故に釋尊の慈悲を以て而も之を留めたまはざるなり。凡そ四十八願皆本願なりと雖も、殊に念佛を以て往生の規と爲す。故に善導（法事讚卷上）釋して云く。「弘誓多門にして四十八なれども、偏に念佛を?して最も親しと爲す。人能く佛を念ずれば佛還念じたまふ。專心に佛を想へば佛人を知ろめしたまふ」と。＜已上＞　故に知んぬ、四十八願の中に、既に念佛往生の願を以て、本願の中の王と爲すなり。是を以て釋迦の慈悲、特に此の經を以て止住すること百歳するなり。例せば彼の『觀無量壽經』の中に、定散の行を付屬せずして、唯孤り念佛の行を付屬したまふが如し。是即ち彼の佛願に順ずるが故に、念佛の一行を付屬するなり。　問て曰く。百歳の間、念佛を留むべきこと其の理然るべし。此の念佛の行は唯彼の時機に被らしむとや爲ん、將正・像・末の機に通ずとや爲ん。答て曰く。廣く正・像・末法に通ずべし。後を擧げて今を勸む、其の義應に知るべし。


  



  ［七、攝取章］


  　　彌陀の光明、餘行の者を照らさずして、唯念佛の行者を攝取したまふの文


  



  *956『觀無量壽經』に云く。「無量壽佛に八万四千の相有ます、一一の相に各々八万四千の隨形好有ます、一一の好に復八万四千の光明有ます、一一の光明、?く十方世界を照らしたまふ、念佛の衆生をば攝取して捨てたまはず」と。


  同じき經の『疏』（定善義）に云く。「無量壽佛より下攝取不捨に至る已來は、正しく身の別相を觀ずるに、光有縁を益することを明かす。即ち其の五有り。一には相の多少を明す、二には好の多少を明す。三には光の多少を明かす。四には光照の遠近を明す、五には光の及ぶ所處偏に攝益を蒙ることを明す。問て曰く。備に衆行を修して但能く廻向すれば、皆往生を得。何を以てか佛光普く照らすに、唯念佛の者のみを攝するは、何の意か有るや。答て曰く。此に三の義有り。一には親縁を明す。衆生、起行して口に常に佛を稱すれば、佛即ち之を聞きたまふ。身に常に佛を禮敬すれば、佛即ち之を見たまふ。心に常に佛を念ずれば、佛即ち之を知りたまふ。衆生佛を憶念すれば、佛亦衆生を憶念したまふ。彼此の三業相捨離せず、故に親縁と名くるなり。二には近縁を明す。衆生佛を見たてまつらんと願ずれば、佛即ち念に應じ現じて目の前に在ます。故に近縁と名くるなり。三には增上縁を明す。衆生稱念すれば、即ち多劫の罪を除く。命終らんと欲する時、佛聖聚と自ら來りて迎接したまふ。諸の邪業繋、能く礙ふる者無し。故に增上縁と名くるなり。自餘の衆行、是善と名くと雖も、若し念佛に比ぶれば、全く比?に非ざるなり。是の故に諸經の中に、處處に廣く念佛の功能を讚へたり。無量壽經の四十八願の中の如き、唯彌陀の名號を專念して生を得と明す。又彌陀經の中の如し、一日七日、彌陀の名號を專念して生を得と。又十方恆沙の諸佛の證誠虚しからざるなり。又此の經の定散の文中に、唯名號を專念して生を得と標す。此の例一に非ざるなり。廣く念佛三昧を顯し竟んぬ」と。


  *957『觀念法門』に云く。「又前の如きの身相等の光、一一に?く十方世界を照らすに、但阿彌陀佛を專念する衆生有りて、彼の佛の心光常に是の人を照らして、攝護して捨てたまはず。總て餘の雜業の行者を照攝することを論ぜず」と。


  



  私に問て曰く。佛の光明唯念佛者を照らして、餘行の者を照らさざるは、何の意か有るや。答て曰く。解するに二の義有り。一には親縁等の三義、文の如し。二には本願の義、謂く餘行は本願に非ず、故に之を照攝せず、念佛は是本願なり、故に之を照攝す。故に善導和尚の『六時禮讚』に云く。「彌陀の身色は金山の如し、相好の光明は十方を照らす。唯念佛するもの有りて光攝を蒙る。當に知るべし、本願最も強しと爲す」と。＜已上＞　又引く所の文の中に、「自餘の衆善是善と名くと雖も、若し念佛に比ぶれば、全く比?に非ざるなり」と言ふは、意に云く、是淨土門の諸行に約して、而も比論する所なり。念佛は是既に二百一十億の中に、選び取る所の妙行なり。諸行は是既に二百一十億の中に、選び捨つる所の麁行なり。故に全く非比?に非ずと云ふなり。又念佛は是本願の行なり、諸行は是本願に非ず、故に全く比?に非ずと云ふなり。


  



  ［八、三心章］


  　　念佛の行者、必ず三心を具足すべきの文


  



  『觀無量壽經』に云く。「若し衆生有りて、彼の國に生れんと願ぜん者は、三種の心を發して、即便ち往生す。何等をか三と爲す。一には至誠心、二には深心、三には廻向發願心なり。三心を具するは者は、必ず彼の國に生ず」と。


  同じき經の『疏』（散善義）に云く。「經に云く。一者至誠心。至は眞なり、誠は實なり。一切衆生の身口意業の所修の解行、必ず眞實心の中に作したまへるを須ひることを。外に賢善精進の相を現ずることを得ざれ。内に虚假を懷きて、貪嗔邪僞奸詐百端にして、*958惡性侵し難し、事蛇蝎に同じ。三業を起すと雖も、名けて雜毒の善と爲す。亦虚假の行と名く、眞實の業と名づけざるなり。若し此の如き安心起行を作すものは、縱使ひ身心を苦勵して、日夜十二時に、急に走して急に作して、頭の然を炙ふが如くする者は、衆て雜毒の善と名く。此の雜毒の行を廻して、彼の佛の淨土に求生せんと欲する者は、此れ必ず不可なり。何を以ての故に、正しく彼の阿彌陀佛、因中に菩薩の行を行じたまひし時、乃至一念一刹那も、三業の所修皆是眞實心の中に作したまひしに由てなり。凡そ施したまふ所趣求を爲す、亦皆眞實なり。又眞實に二種有り。一には自利眞實、二には利他眞實なり。自利眞實と言ふは、復二種有り。一には眞實心の中に、自他の諸惡又び穢國等を制捨して、行住坐臥に、一切菩薩の諸惡を制捨するに同じく、我も亦是くの如くせんと想ふなり。二には眞實心の中に、自他凡聖等の善を勤修す。眞實心の中の口業に、彼の阿彌陀佛及び依正二報を讚歎す。又眞實心の中の口業に、三界・六道等の自他依正の二報苦惡の事を毀厭す、亦一切衆生の三業所爲の善を讚歎す。若し善業に非ずば、敬みて之を遠ざかれ、亦隨喜せざれ。又眞實心の中の身業に、合掌し禮敬し、四事等もて彼の阿彌陀佛及び依正二報を供養す。又眞實心の中の身業に、此の生死三界等の自他の依正二報を輕慢し厭捨す。又眞實心の中の意業に、彼の阿彌陀佛及び依正二報を思想し觀察し憶念して、目の前に現ぜるが如くす。又眞實心の中の意業に、此の生死三界等の自他の依正二報を輕賎し厭捨す。不善の三業は、必ず眞實心の中に捨てたまへるを須ひよ。又若し善の三業を起さば、必ず眞實心の中に作したまひしを須ひて、内外明闇を簡ばず、皆眞實を須ひるが故に至誠心と名く。*959二は深心。深心と言ふは、即ち是深信の心なり。亦二種有り。一には決定して深く自身は現に是罪惡生死の凡夫、曠劫より已來、常に沒し常に流轉して、出離の縁有ること無しと信ず。二には決定して深く彼の阿彌陀佛の四十八願は、衆生を攝受して、疑無く慮無く彼の願力に乘じて、定んで往生を得と信ず。又決定して深く釋迦佛此の觀經に三福九品定散二善を説きて、彼の佛の依正二報を證讚して、人をして欣慕せしむと信ず。又決定して彌陀經の中に、十方恆沙の諸佛、一切の凡夫を證勸して、決定して生を得と深信せよ。又深信する者、仰ぎ願はくは一切の行者等、一心に唯佛語を信じて、身命を顧みず、決定して行に依て、佛の捨て遣めたまふをば即ち捨て、佛の行ぜ遣めたまふをば即ち行ず、佛の去ら遣めたまふ處をば即ち去つ。是を佛敎に隨順し、佛意に隨順すと名く、是を佛願に隨順すと名く、是を眞の佛弟子と名く。又一切の行者、但能く此の經に依て行を深信する者は、必ず衆生を?らずなり。何を以ての故に、佛は是滿足大悲の人なるが故に、實語なるが故に、佛を除きて已還は、智行未だ滿たずして、其の學地に在りて、正習の二障有りて未だ除こらずに由て、果願未だ圓かならざる。此等の凡聖は、縱使ひ諸佛の敎意を測量すれども、未だ決了すること能はず。平章有りと雖も、要ず須く佛證を請ひて定と爲べしなり。若し佛の意に稱へば、即ち印可して如是如是と言はく。若し佛意に可はざれば、即ち汝等が所説、是の義不如是と言ふ。印せざるは即ち無記・無利・無益の語に同じ、佛の印可したまふをば、即ち佛の正敎に隨順す。若し佛の所有の言説は、即ち是正敎・正義・正行・正解・正業・正智なり。若しは多若しは少、衆て菩薩・人・天等を問はず、其の是非を定めんや。若し佛の所説は即ち是了敎なり、菩薩等の説は盡く不了敎と名づるなり。應に知るべし。是の故に今の時、仰いで*960一切有縁の往生人等を勸む、唯深く佛語を信じて專注奉行すべし。菩薩等の不相應の敎を信用して以て疑礙を爲し、惑を拘きて自ら迷ひて往生の大益を廢失すべからず。又深心の深信とは、決定して自心を建立して、敎に順じて修行し、永く疑錯を除きて、一切の別解・別行・異學・異見・異執の爲に退失傾動せられざるなり。問て曰く。凡夫智淺く、惑障處深し。若し解行不同の人、多く經論を引きて來り、相妨げて難證して、一切の罪障の凡夫、往生を得ずと云ふに逢はば、云何が彼の難を對治して信心を成就し、決定して直に進みて怯退を生ぜざらんや。答て曰く。若し人有りて多く經論の證を引きて生ぜずと云はば、行者即ち報へて云へ。仁者經論を將て來し證して生ぜずと?ふと雖も、我が意の如きは、決定して汝が破を受けず。何を以ての故に、然るに我亦是彼の諸經論を信ぜざるにはあらず、盡く皆仰いで信ず。然るに佛彼の經を説きたまひし時、處別・時別・對機別・利益別なり。又彼の經を説きたまふ時は、即ち觀經・彌陀經等を説きたまふ時に非ず。然るに佛の説敎は、機に備らしむ、時亦不同なり。彼即ち通じて人・天・菩薩の解行を説く。今觀經の定散二善を説きたまふは、唯韋提及び佛滅後の五濁・五苦等の一切凡夫の爲に、證して生を得と言ふ。此の因縁の爲に、我今一心に此の佛敎に依て、決定して奉行す。縱使ひ汝等百千萬億ありて、生ぜずと?ふも、唯我が往生の信心を增長し成就せん。又行者更に向ひて説きて言へ。仁者善く聽け、我今汝が爲に更に決定信の相を説かん。縱使ひ地前の菩薩・羅漢・辟支佛等、若しは一若しは多、乃至十方に?滿して、皆經論の證を引きて生ぜずと言ふも、我亦未だ一念の疑心を起さじ、唯我が淸淨の信心を增長し成就せん。何を以ての故に、佛語は決定成就の了義にして、一切の爲に破壞せられざるに由るが故なり。又行者善く聽け。*961縱使ひ初地已上十地已來、若しは一若しは多、乃至十方に?滿して、異口同音に、皆釋迦佛彌陀を指讚し、三界・六道を毀呰し、衆生を勸勵して、專心に念佛し、及び餘善を修せば、此の一身を畢へて後、必定して彼の國に生ずといふは、此れ必ず虚妄なり、依信すべからずと云はん。我此等の所説を聞くと雖も、亦一念の疑心を生ぜず、唯我が決定の上上の信心を增長し成就せん。何を以ての故に、乃し佛語は眞實決了の義なるに由るが故に、佛は是實知・實解・實見・實證にして、是疑惑心の中の語に非ざるが故に。又一切菩薩の異見・異解の爲に破壞せられず。若し實に是菩薩ならば、衆て佛敎に違せず。又此の事を置く、行者當に知るべし。縱使ひ化佛・報佛、若しは一若しは多、乃至十方に?滿して、各各光を輝かし、舌を吐きて、?く十方に覆ひて、一一に説きて釋迦の所説を相讚して、一切の凡夫、專心に念佛し及び餘善を修し回願して彼の淨土に生ずることを得と勸發するは、此は是虚妄なり、定んで無しと此の事言はん。我此等の諸佛の所説を聞くと雖も、畢竟じて一念疑退の心を起して彼の佛國に生ずることを得ざらんことを畏れじ。何を以ての故に、一佛一切佛なれば、所有の知見・解行・證悟・果位・大悲、等同にして少しきの差別無し。是の故に一佛の制したまふ所をば即ち一切佛同じく制したまふ。前佛の制斷の如似き殺生十惡等の罪、畢竟じて犯さず行ぜざるをば、即ち十善・十行と名く、六度の義に隨順す。若し後佛有りて世に出でて、豈前の十善を改めて十惡を行ぜしむべけんや。此の道理を以て推驗するに、明らかに知んぬ、諸佛は言行相違失したまはず。縱令ひ釋迦一切の凡夫を指勸して、此の一身を盡して專念專修して、捨命已後定んで彼の國に生るれば、即ち十方諸佛悉く皆同じく讚め同じく勸め同じく證したまふ。何を以ての故に、同體の大悲なるが故に。一佛の所化は即ち是一切佛の化なり、*962一切佛の化は即ち是一佛の所化なり。即ち彌陀經の中に説かく、釋迦極樂の種種の莊嚴を讚歎したまふ、又一切の凡夫を勸めて、一日七日一心に彌陀の名號を專念せしめて、定んで往生を得しめたまふと。次下の文に云く。十方に各々恒河沙等の諸佛有まして、同じく釋迦能く五濁惡時・惡世界・惡衆生・惡見・惡煩惱・惡邪・無信の盛なる時に於て、彌陀の名號を指讚して、衆生を勸勵せしめて、稱念すれば必ず往生を得と讚じたまふ。即ち其の證なり。又十方佛等、衆生の釋迦一佛の所説を信ぜざらんを恐畏して、即ち共に同心・同時に、各々舌相を出して、遍く三千世界に覆ひて、誠實の言を説きたまはく。汝等衆生、皆應に是の釋迦の所説・所讚・所證を信ずべし。一切の凡夫、罪福の多少、時節の久近を問はず、但能く上百年を盡くし、下一日・七日に至るまで、一心に彌陀の名號を專念して、定んで往生を得ること、必ず疑無きなり。是の故に一佛の所説をば、即ち一切佛同じく其の事を證誠したまふなり。此を人に就て信を立つと名くるなり。次に行に就て信を立てば、然るに行に二種有り。一には正行、二には雜行なり。＜云云。前の二行の中に引く所の如し、繁を恐れて載せず、見ん人意を得よ＞　三には回向發願心。廻向發願心と言ふは、過去及以び今生の身口意業に修する所の世・出世の善根、及び佗の一切の凡聖の身口意業に修する所の世・出世の善根を隨喜して、此の自佗所修の善根を以て、悉く皆眞實の深信の心の中に回向して、彼の國に生ぜんと願ず。故に回向發願心と名づくるなり。又回向發願して願じて生ずる者は、必ず決定して眞實心の中に回向したまへる願を須ひて、得生の想を作せ。此の心深信せること金剛の若くなるに由て、一切の異見・異學・別解・別行の人等の爲に動亂破壞せられず。唯是決定して、一心に投じて正直に進みて、彼の人の語を聞くことを得ざれ。即ち進退の心有りて、怯弱を生じて回顧すれば、*963道に落ちて即ち往生の大益を失するなり。問て曰く。若し解行不同の邪雜の人等有りて、來りて相惑亂して、或は種種の疑難を、往生を得ずと?ひ、或は云はん、汝等衆生、曠劫より已來及以び今生の身口意業に、一切の凡聖の身の上に於て、具に十惡・五逆・四重・謗法・闡提・破戒・破見等の罪を造りて、未だ除盡すること能はず。然るに此等の罪は三界惡道に繋屬す、云何ぞ一生の修福念佛をして、即ち彼の無漏・無生の國に入りて、永く不退の位を證悟することを得んや。答へ曰く。諸佛の敎行、數塵沙に越えたり。識を稟くる機縁、情に隨ひて一に非ず。譬へば世間の人、眼に見るべく信ずべきが如きは、明の能く闇を破し、空の能く有を含み、地の能く載養し、水の能く生潤し、火の能く成壞するが如し。此等の如きの事、悉く待對の法と名く。即ち目に見つべし、千差萬別なり。何に況や佛法不思議の力、豈種種の益無からんや。隨ひて一門を出づるは、即ち一煩惱の門を出づるなり。隨ひて一門に入るは、即ち一解脱智慧の門に入るなり。此をもて縁に隨ひて行を起して、各々解脱を求めよ。汝何を以てか乃し有縁の要行に非ざるを將て、我を障惑する。然に我がの所愛は即ち是我が有縁の行なり、即ち汝が所求に非ず。汝がの所愛は即ち是汝が有縁の行なり、亦我が所求に非ず。是の故に各々所樂に隨ひて、其の行を修する者は、必ず疾く解脱を得るなり。行者當に知るべし、若し解を學ばんと欲はば、凡より聖に至るまで、乃至佛果まで、一切礙無く、皆學ぶことを得ん。若し行を學ばんと欲はば、必ず有縁の法に藉れ。少しき功勞を用ふるに、多く益を得ればなりと。又一切往生人等に白さく、今更に行者の爲に、一の譬喩を説きて、信心を守護して、以て外邪異見の難を防がん。何者か是なるや。譬へば人有りて西に向ひて行かんと欲するに百千の里ならん。忽然として中路に見れば二河有り。一には是火の河南に在り。二は是水の河北に在り。*964二河各々闊さ百歩、各々深くして底無し、南北邊無し。正しく水火の中間に一の白道有り、闊さ四五寸許なるべし。此の道東の岸より西の岸に至るに、亦長さ百歩。其の水の波浪交り過ぎて道を?すに、其の火?亦來りて道を燒く。水火相交りて、常にして休息無けん。此の人既に空曠の迥かなる處に至るに、更に人物無し。多く羣賊・惡獸有り、此の人の單獨なるを見て、競ひ來りて此の人を殺せんと欲す。死を怖れて直に走りて西に向かふに、忽然として此の大河を見て、即ち自ら念言すらく、此の河は南北に邊畔を見ず、中間に一の白道を見る、極めて是狹少なり。二の岸相去ること近しと雖も、何に由てか行くべき。今日定んで死せんこと疑はず。正しく到り廻らんと欲へば、羣賊・惡獸漸慚に來り逼む。正しく南北に避り走らんと欲すれば、惡獸・毒蟲競ひ來りて我に向ふ。正しく西に向ひ道を尋ねて去かんと欲すれば、復恐らくは此の水火の二河に墮せんことを。時に當りて惶怖すること、復言ふべからず。即ち自ら思念すらく、我今廻らば亦死せん、住らば亦死せん、去かば亦死せん。一種として死を免れざれば、我寧く此の道を尋ねて、前に向ひて去かん。既に此の道有り。必ず度すべしと。此の念を作す時、東の岸に忽に人の勸むる聲を聞く。仁者但決定して此の道を尋ねて行け、必ず死の難無けん。若し住らば即ち死せんと。又西の岸の上に人有りて喚ばうて言く、汝一心に正念にして直に來れ、我能く汝を護らん。衆て水火の難に墮せんことを畏れざれと。此の人既に此に遣はし彼に喚ぶを聞きて、即ち自ら正しく身心に當て、決定して道を尋ねて直に進みて、疑怯退心を生ぜずして、或は行くこと一分二分するに、東の岸の羣賊等喚ばうて言く、仁者廻り來れ、此の道嶮惡なり、、過ぐることを得じ。必ず死せんこと疑はず。我等衆て惡心ありて相向ふこと無しと。此の人喚ぶ聲を聞くと雖も、亦廻顧ず、一心に直に進みて念じて道を行けば、須臾に即ち西の岸に到りて、永く諸難を離る。善友相見て慶樂すること已むこと無からんが如し。此は是喩なり。次に喩を合せば、東岸と言ふは、即ち此の娑婆の火宅に喩ふるなり。西岸と言ふは、*965即ち極樂寶國に喩ふるなり。羣賊・惡獸詐り親しむと言ふは、即ち衆生の六根・六識・六塵・五陰・四大に喩ふるなり。無人空迥の澤と言ふは、即ち常に惡友に隨ひて眞の善知識に値はざるに喩ふるなり。水火二河と言ふは、即ち衆生の貪愛は水の如し、瞋憎は火の如しと喩ふるなり。中間の白道四五寸と言ふは、即ち衆生の貪瞋煩惱の中に、能く淸淨願往生の心を生ぜしむるに喩ふるなり。乃し貪瞋強きに由るが故に、即ち水火の如しと喩ふ。善心微なるが故に、白道の如しと喩ふ。又水波常に道を?すとは、即ち愛心常に起りて能く善心を染汚するに喩ふるなり。又火?常に道を燒くとは、即ち瞋嫌の心能く功德の法財を燒くに喩ふるなり。人の道の上を行きて直に西に向かふと言ふは、即ち諸の行業を廻して直に西方に向かふに喩ふるなり。東の岸に人の聲勸め遣はすを聞きて、道を尋ねて直に西に進むと言ふは、即ち釋迦已に滅したまひて後、人見たてまつらず、由敎法有りて尋ぬべきに喩ふ。即ち之を聲の如しと喩ふるなり。或は行くこと一分二分するに羣賊等喚び廻すと言ふは、即ち別解・別行・惡見の人等、妄りに見解もて迭に相惑亂し、及び自ら罪を造りて退失すと説きたまふに喩ふるなり。西の岸の上に人有りて喚ぶと言ふは、即ち彌陀の願意に喩ふるなり。須臾に西の岸に到りて、善友相見て喜ぶと言ふは、即ち衆生久しく生死に沈みて、曠劫に輪廻し、迷倒して自ら纏うて、解脱に由無し。仰いで釋迦の發遣して指しをしへて西方に向へたまふことを蒙り、又彌陀の悲心招喚したまふに藉りて、今二尊の意に信順して、水火二河を顧みず、念念に遺るること無く、彼の願力の道に乘じて、捨命已後、彼の國に生ずるることを得て、佛より相見て慶喜すること何ぞ極らんと喩ふるなり。又一切の行者、行住坐臥に、三業の所修、晝夜の時節を問ふこと無く、常に此の解を作し、常に此の想を作すが故に、回向發願心と名く。又回向と言ふは、彼の國に生じ已りて、還りて大悲を起して、生死に回入して衆生を敎化する、亦回向と名くるなり。*966三心既に具すれば、行として成ぜざる無し。願行既に成じて、若し生れざれば、是の處有ること無しと。又此の三心は亦定善の義を通攝すと。應に知るべし。」


  『往生禮讚』に云く。「問て曰く。今人を勸めて往生せしめんと欲せば、未だ知らず、若爲が安心・起行・作業して、定んで淨國土に往生することを得るや。答て曰く。必ず彼の國土に生れんと欲はば、觀經の説の如し、三心を具して必ず往生を得。何等をか三と爲る。一には至誠心、所謂身業に彼の佛を禮拜す、口業に彼の佛を讚歎し稱揚す、意業に彼の佛を專念し觀察す。凡そ三業を起すに必ず眞實を須ひるが故に至誠心と名く。二には深心、即ち是眞實の信心なり。自身は是煩惱を具足せる凡夫、善根薄少にして三界に流轉して、火宅を出でずと信知す。今彌陀の本弘誓願は名號を稱すること下至十聲・一聲等に及ぶまで定んで往生を得しむと信知して、乃し一念に至るまで疑心有ること無し、故に深心と名く。三には回向發願心、所作の一切の善根、悉く皆回して往生を願ず、故に回向發願心と名く。此の三心を具して必ず生を得るなり、若し一心少けぬれば即ち生を得ず。觀經に具に説くが如し。應に知るべし。」


  



  私に云く。引く所の三心は、是行者の至要なり。所以は何ん。『經』（観經）には則ち「三心を具する者は、必ず彼の國に生ず」と云ふ。明かに知んぬ、三を具して必ず應に生を得べし。『釋』（禮讚）には則ち「若し一心少けぬれば即ち生を得ず」と云ふ。明らかに知んぬ、一少けぬれば是更に不可なり。茲に因て極樂に生れんと欲はん人は、全く三心を具足すべし。其の中に至誠心とは是眞實の心なり。其の相彼の文の如し。但し外に賢善精進の相を現じ内に虚假を懷くといふは、外とは内に對する辭なり、謂く外相と*967内心と調はざる意なり。即ち是外は智、内は愚なり。賢とは愚に對する辭なり、謂く外は是賢、内は即ち愚なり。善とは惡に對する辭なり、謂く外は是善、内は即ち惡なり。精進は懈怠に對する言なり、謂く外には精進の相を示し、内には即ち懈怠の心を懷くなり。若し夫れ外を翻じて内に蓄へば、祗に應に出要に備へつべし。内に虚假を懷く等とは、内とは外に對する辭なり。謂く内心と外相と調はざる意なり。即ち是内は虚、外は實なり。虚とは實に對する辭なり。謂く内は虚、外は實なる者なり。假とは眞に對する辭なり。謂く内は假、外は眞なり。若し夫れ内を翻じて外に播さば、亦出要に足んぬべし。次に深心とは、謂く深信の心なり。當に知るべし、生死の家には疑を以て所止と爲し、涅槃の城には信を以て能入と爲す。故に今二種の信心を建立して、九品の往生を決定する者なり。又此の中に一切の別解・別行・異學・異見等と言ふは、是聖道門の解行學見を指すなり。其の餘は即ち是淨土門の意なり。文に在りて見つべし。明かに知んぬ、善導の意、亦此の二門を出でざるなり。回向發願心の義、別の釋を俟つべからず。行者應に之を知るべし。此の三心は、總じて之を言へば、諸行の法に通じ、別して之を言へば、往生の行に在り。今通を擧げて別を攝す。意即ち周し。行者能く用心して、敢へて忽諸せしむること勿れ。


  



  ［九、四修章］


  　　念佛の行者、四修の法を行用すべきの文


  



  善導の『往生禮讚』に云く。「又四修の法を勸めて行ぜしむ。何者をか四と爲る。一には恭敬修、所謂彼の佛及び彼の一切の聖衆等を恭敬し禮拜す。*968故に恭敬修と名く。畢命を期と爲し誓ひて中止せざる、即ち是長時修なり。二には無餘修、所謂專ら彼の佛の名を稱して、彼の佛及び一切の聖衆等を專念し專想し專禮し專讚して、餘業を雜へず。故に無餘修と名づく。畢命を期と爲して誓ひて中止せざる、即ち是長時修なり。三には無間修、所謂相續して恭敬し禮拜し稱名し讚歎し憶念し觀察し廻向發願し、心心相續して餘業を以て來し間へず。故に無間修と名く。又貪瞋煩惱を以て來し間へず、隨ひて犯せば隨ひて懺して念を隔て時を隔て日を隔てしめず、常に淸淨ならしむるを、亦無間修と名く。畢命を期と爲して誓ひて中止せざる、即ち是長時修なりと。


  『西方要決』に云く。「但四修を修して以て正業と爲す。一には長時修。初發心より、乃至菩提まで、恒に淨因を作り、終に退轉無し。二には恭敬修。此に復五有り。一には有縁の聖人を敬ふ、謂く行住坐臥に、西方に背かず、涕唾便痢、西方に向けず。二には有縁の像敎を敬ふ、謂く西方の彌陀の像變を造る、廣く作ること能はざれば、但一佛・二菩薩を作るも亦得たり。敎といふは彌陀經等を五色の?に盛れて、自らも讀み佗をも敎ふ。此の經像を室の中に安置して、六時に禮懺し、香華もて供養して特に尊重を生すべし。三には有縁の善知識を敬ふ、謂く淨土の敎を宣べんをば、若し千由旬・十由旬已來は竝びに須く敬重親近し供養すべし。別學の者をば、總じて敬心を起せ、己と同じからざるものをば但深く敬ふことを知れ。若し輕慢を生ぜば罪を得ること窮無し。故に須く總じて敬ふべし、即ち行の障を除く。四には同縁の伴を敬ふ。謂く同修業の者なり、自ら障重くして獨業成ぜずと雖も、要ず良朋に藉りて方に能く行を作せば、危を扶け厄を救ひ、力を助けて相資く。同伴の善縁、深く相保重すべし。*969五には三寶を敬ふ、同體・別相竝に深く敬ふべし、具に録する能はず。淺行の者は依修することを果さざる爲なり。住持の三寶といふは、今の淺識の與に大因縁を作す。今粗々料簡すべし。佛寶と言ふは、謂く檀を雕り綺を繍ふ、素質金容玉を鏤め繒に圖し、石を磨り土を削る。此の靈像、特に尊承すべし。暫爾形を觀るに罪消え福を增す。若し少慢を生ずれば、惡を長じ善亡ず。但尊容を想ふに眞佛を見るに當れり。法寶と言ふは、三乘の敎旨、法界の所流なり。名句の所詮、能く解縁を生ず。故に須く珍仰すべし。以て惠を發するなり。尊經を鈔寫して、恒に淨室に安じ、箱篋に盛れ貯へて竝に嚴敬すべし。讀誦の時は、身手を淸潔にせよ。僧寶と言ふは、聖僧・菩薩・破戒の流等なり。心に敬を起して慢想を生ずることなかれ。三には無間修。謂く常に念佛して往生の心を作す。一切の時に於て心に恒に想ひ巧め。譬へば人有り佗に抄掠せられ、身下賎と爲りて備に艱辛を受くるに、忽に父母を思ひて走りて國に歸らんと欲す、行裝未だ辨ぜず佗鄕に在り、日夜に思惟して苦堪へ忍びず、時として暫くも捨てて耶孃を念はざること無し、計を爲すこと既に成り便て歸りて達することを得て、父母に親近して縱任に歡娯せんがごとし。行者も亦然なり。往煩惱に因て善心を壞亂して、福智の珍財竝に皆散失す。久しく生死に流れて制するに自由ならず、恒に魔王の與に僕使と作りて、六道に驅馳せられて身心を苦切す。今善縁に遇ひて、忽に彌陀の慈父、弘願に違せずして羣生を濟拔したまふことを聞きて、日夜に驚忙して發心して往くことを願ず。所以に精勤倦からず、當に佛恩を念じて報盡を期と爲して心に恒に計念すべし。四には無餘修。謂く專ら極樂を求めて彌陀を禮念す、但諸餘の業行をば雜起せしめざれ。所作の業、日別に須く念佛・誦經を修して餘課を留めざるべし」と。


  



  *970私に云く。四修の文見つべし、繁きを恐れて解せず。但し前の文の中に既に四修と云ひて、唯三修のみ有り。若し其の文を脱せるか、若し其の意有りや。更に文を脱せるに非ず、其の深き意有り。何を以てか知ることを得るとならば、四修といふは、一には長時修、二には慇重修、三には無餘修、四には無間修なり。而るに初の長時を以て、只是後の三修に通用するなり。謂く慇重若し退せば、慇重の行、即ち成ずべからず。無餘若し退せば、無餘の行、即ち成ずべからず。無間若し退せば、無間の行、即ち成ずべからず。此の三修の行を成就せしめんが爲に、皆長時を以て三修に屬して、通じて修せしむる所なり。故に三修の下に、皆結して「畢命を期と爲して、誓ひて中止せざる、即ち是長時修なり」と云へる是なり。例せば彼の精進の餘の五度に通ずるが如き。


  



  ［十、化讚章］


  　　彌陀の化佛來迎のとき、聞經の善を讚歎せずして、唯念佛の行を讚歎するの文


  



  『觀無量壽經』に云く。「或は衆生有りて、衆の惡業を作らん、方等經典を誹謗せずと雖も、此の如きの愚人、多く衆惡を造りて慙愧有ること無けん。命終らんと欲する時、善知識の爲に大乘十二部經の首題の名字を讚ずるに遇はん。是の如きの諸經の名を聞くを以ての故に、千劫の極重の惡業を除卻す。智者復敎へて、合掌叉手して、南無阿彌陀佛と稱せしむ。佛名を稱するが故に、五十億劫の生死の罪を除く。爾の時彼の佛、即ち化佛・化觀世音・化大勢至を遣はして、行者の前に至り、讚して言はく。善男子、汝佛名を稱するが故に、諸の罪消滅す、我來りて汝を迎ふ」と。


  同じき經の『疏』（散善義）に云く。「所聞の化讚、但稱佛の功を述べて、我來迎汝をいひて、聞經の事を論ぜず。然るに佛願の意を望むには、*971唯正念を勵め名を稱せしむ。往生の義の疾きことは雜散の業には同じからず。此の經及び諸部の中に、處處に廣く歎ずるが如きは、勸めて名を稱せしむるを將に要益と爲んとなり。應に知るべし。」


  



  私に云く。聞經の善は是本願に非ず。雜業なるが故に、化佛讚ぜず。念佛の行は是本願なり。正業なるが故に、化佛讚歎す。加之、聞經と念佛と、滅罪の多少不同なり。『觀經疏』（散善義）に云く。「問て曰く。何が故ぞ經を聞くこと十二部するには、但罪を除くこと千劫、佛を稱すること一聲するには、即ち罪を除くこと五百万劫なるは、何の意ぞや。答て曰く。造罪の人障重く、加ふるに死苦來り逼むるを以て、善人多くの經を説くと雖も、?受の心浮散す。心散ずるに由るが故に、罪を除くこと稍輕し。又佛名は是一なれども、即ち能く散を攝して以て心を住せしむれば、復敎へて正念に名を稱せしむ。心重きに由るが故に、即ち能く罪を除くこと多劫なり」と。


  



  ［一一、讚歎念佛章］


  　　雜善に約對して念佛を讚歎するの文


  



  『觀無量壽經』に云く。「若し念佛する者は、當に知るべし、此の人は是人中の分陀利華なり。觀世音菩薩・大勢至菩薩、其の勝友と爲りたまふ。當に道場に坐し諸佛の家に生ずべし」と。


  同じき經の『疏』（散善義）に云く。「若念佛者より下生諸佛家に至るまで已來は、正しく念佛三昧の功能超絶して實に雜善をして比類と爲ることを得るに非ざることを顯す。即ち其に五有り。一には彌陀佛の名を專念することを明す。二には能念の人を指讚することを明かす。三には若し能く相續して念佛する者、斯の人甚だ希有なりと爲す、更に物として以て之を方ぶべきこと無きことを明す。故に分陀利を引きて喩と爲す。分陀利と言ふは、*972人中の好華と名く、亦希有華と名く、亦人中の上上華と名く、亦人中の妙好華と名く。此の華相傳へて蔡華と名くる是なり。若し念佛の者は、即ち是人中の好人なり、人中の?好人なり、人中の上上人なり、人中の希有人なり、人中の最勝人なり。四には彌陀の名を專念すれば、即ち觀音・勢至常に隨ひて影護したまふこと、亦親友知識の如くなることを明かすとなり。五には今生に既に斯の益を蒙れり、命を捨てて即ち諸佛の家に入らん、即ち淨土是なり。彼に到りて長時に法を聞き、歴事供養せん。因圓かに果滿ず、道場の座豈?ならんやといふことを明す。」


  



  私に問て曰く。『經』には、「若念佛者當知此人」等と云ひて、唯念佛者に約して、之を讚歎す。釋家何の意有りてか、「實に雜善もて比類と爲ることを得るに非ず」と云ひて雜善に相對して獨り念佛を歎むるや。答て曰く。文の中に隱れたりと雖も、義の意是明けし。知る所以は、此の『經』に既に定散の諸善并に念佛の行を説きて、而も其の中に於て、獨り念佛を標して、分陀利に喩ふ。雜善に待するに非ずば、云何ぞ能く念佛の功の餘善諸行に超えたることを顯さん。然れば則ち念佛する者は、即ち是人中の好人といふは、是惡に待して而も美むる所なり。人中の?好人と言ふは、是麁惡に待して而も稱する所なり。人中の上上人と言ふは、是下下に待して而も讚ずる所なり。人中の希有人と言ふは、是常有に待して而も歎ずる所なり。人中の最勝人と言ふは、是最劣に待して而も褒むる所なり。　問て曰く。既に念佛を以て上上と名けば、何が故ぞ上上品の中に説かずして下下品に至りて而も念佛を説くや。答て曰く。豈前に云はずや、「念佛の行は廣く九品に亙る」と。即ち前に引く所の『往生要集』（卷下末）に「其の勝劣に隨ひて應に九品を分つべし」と云ふ是なり。加之、下品下生は是五逆重罪の人なり。*973而るに能く逆罪を除滅することは餘行の堪へざる所なり。唯念佛の力のみ有りて、能く重罪を滅するに堪へたり。故に極惡最下の人の爲に、而も極善最上の法を説く。例せば彼の無明淵源の病は、中道府藏の藥に非ずば即ち治すること能はざるが如し。今此の五逆は、重病の淵源なり、亦此の念佛は靈藥の府藏なり。此の藥に非ずば、何ぞ此の病を治せん。故に弘法大師の『二敎論』（卷下）に『六波羅蜜經』を引きて云く。「第三に法寶とは、所謂過去無量諸佛の所説の正法、及び我が今の所説なり。所謂八萬四千の諸?法蘊なり。乃至有縁の衆生を調伏し純熟す。而も阿難陀等の諸大弟子をして、一び耳に聞きて皆悉く憶持せしむ。攝して五分と爲す。一には素咀纜、二には?奈耶、三には阿?達磨、四には般若波羅蜜多、五には陀羅尼門なり。此の五種の藏は、有情を敎化して、度すべき所に隨ひて而も爲に之を説きたまふ。若し彼の有情、樂ひて山林に處し、常に閒寂に居して靜慮を修する者には、而も彼の爲に素咀纜藏を説く。若し彼の有情、樂ひて威儀を習ひ正法を護持し、一味和合して久しく住することを得しむるには、而も彼が爲に?奈耶藏を説く。若し彼の有情、樂ひて正法を説き性相を分別し、循環研覈して甚深を究竟すべきには、而も彼が爲に阿?達磨藏を説く。若し彼の有情、樂ひて大乘眞實の智慧を習ひて、我法執着の分別を離るべきには、而も彼が爲に般若波羅蜜多藏を説く。若し彼の有情、契經・調伏・對法・般若を受持すること能はず、或いは復有情、諸の惡業たる四重・八重・五無間罪・謗方等經・一闡提等の種種の重罪をを造れるを、銷滅することを得、速疾に解脱して頓に涅槃を悟らしむべきには、而も彼が爲に諸の陀羅尼藏を説く。此の五法藏は譬へば乳・酪・生酥・熟酥及び?醍醐の如し。*974契經は乳の如し、調伏は酪の如し、對法の敎は彼の生酥の如し、大乘般若は猶し熟酥の如し、總持門は譬へば醍醐の如し、醍醐の味は乳・酪・酥の中に微?第一なり、能く諸病を除きて、諸の有情をして身心安樂ならしむ。總持門は契經等の中に最も第一爲り、能く重罪を除きて諸の衆生をして生死を解脱して速に涅槃安樂の法身を證せしむ」と。＜已上＞　此の中に五無間罪とは、是五逆罪なり。即ち醍醐の?藥に非ずば、五無間の病甚だ療し難しと爲す。念佛も亦然なり。往生の敎の中に、念佛三昧は是總持の如し、亦醍醐の如し。若し念佛三昧の醍醐の藥に非ずば、五逆深重の病、甚だ治し難しと爲す。應に知るべし。　問て曰く。若し爾らば下品上生は、是十惡輕罪の人なり、何が故ぞ念佛を説くや。答て曰く。念佛三昧は、重罪すら尚滅す、何に況や輕罪をや。餘行は然らず、或は輕を滅して重を滅せざる有り、或は一を消して二を消せざる有り。念佛は然らず、輕重兼ねて滅し、一切?く治す。譬へば阿伽陀藥の?く一切の病を治するが如し。故に念佛を以て王三昧と爲す。凡そ九品の配當は是一往の義なり。五逆の廻心は上上に通じ、讀誦の?行は亦下下に通ず。十惡輕罪・破戒次罪、各々上下に通じ、觧第一義・發菩提心、亦上下に通ず。一法に各々九品有り、若し品に約せば即ち九九八十一品なり。加之、迦才（淨土論卷上）の云く。「衆生の起行既に千殊有り、往生して土を見るに亦萬別有り」と。一往の文を見て封執を起すこと莫れ。其の中に念佛は是即ち勝れたる行なり。故に分陀利を引きて以て其の喩と爲す。譬の意應に知るべし。加之、念佛の行者には、觀音・勢至、影と形との如く暫くも捨離したまはず。餘行は爾らず。又念佛する者は、捨命已後、決定して*975極樂世界に往生す。餘行は不定なり。　凡そ五種の嘉譽を流し、二尊の影護を蒙る、斯は是現益なり。亦淨土に往生して、乃至成佛す、此は是當益なり。又道綽禪師、念佛の一行に於て、始終の兩益を立つ。『安樂集』（卷下）に云く。「念佛の衆生を攝取して捨てたまはず、壽盡きて必ず生ずと。此を始益と名く。終益と言ふは、觀音授記經に依るに云く。阿彌陀佛は、世に住したまふこと長久にして兆載永劫なるも、亦滅度したまふこと有り。般涅槃の時、唯觀音・勢至有りて安樂に住持して十方を接引せん。其の佛の滅度、亦住世の時節とに等同ならん。然るに彼の國の衆生は、一切佛を覩見したまへる者有ること無し。唯一向に阿彌陀佛を專念して往生する者のみ有りて、常に彌陀現に在まして滅したまはずと見ると。此れ即ち是其の終益なり」と。＜已上＞　當に知るべし、念佛には此の如き等の現當二世、始終の兩益有り。應に知るべし。


  



  ［一二、念佛付屬章］


  　　釋尊定散の諸行を付屬したまはず、唯念佛を以て阿難に付屬したまふの文


  



  『觀無量壽經』に云く。「佛、阿難に告げたまはく。汝好く是の語を持て。是の語を持てといふは、即ち是無量壽佛の名を持てとなり」と。


  同じき經の『疏』（散善義）に云く。「佛告阿難汝好持是語より已下は、正しく彌陀の名號を付屬して、遐代に流通することを明す。上來定散兩門の益を説くと雖も、佛の本願の意を望まんには、衆生をして一向に專ら彌陀佛の名を稱するに在り」と。


  



  私に云く。『疏』の文を案ずるに二行有り。一には定散、二には念佛なり。初めに定散と言ふは、又分ちて二と爲す。一には定善、二には散善なり。　初めに定善に付て其の十三有り。一には日想觀、二には水想觀、三には地想觀、四には寶樹觀、五には寶池觀、六には寶樓閣觀、七には華座觀、八には像想觀、九には阿彌陀佛觀、*976十には觀音觀、十一には勢至觀、十二には普往生觀、十三には雜想觀なり。具に『經』に説くが如し。縱ひ餘行は無しと雖も、或は一或は多、其の堪へん所に隨ひて、十三觀を修め、往生を得べし。其の旨『經』に見えたり。敢て疑慮すること莫れ。　次に散善に付て二有り。一には三福、二には九品なり。初に三福といふは、『經』（觀經）に曰く。「一には父母に孝養し、師長に奉事し、慈心にして殺さず、十善業を修す。二には三歸を受持し、衆戒を具足し、威儀を犯さず。三には菩提心を發し、因果を深く信じ、大乘を讀誦し、行者を勸進す」と。＜已上經文＞　「孝養父母」といふは、之に付て二有り。一には世間の孝養、二には出世の孝養なり。世間の孝養といふは、『孝經』等に説くが如し。出世の孝養といふは、『律』の中の生縁奉仕の法の如し。「奉事師長」といふは、之に付て又二有り。一には世間の師長、二には出世の師長なり。世間の師といふは、仁・義・禮・智・信等を敎ふる師なり。出世の師といふは、聖道・淨土の二門等を敎ふる師なり。縱ひ餘行無しと雖も、孝養奉事を以て、往生の業と爲すなり。「慈心不殺修十善業」といふは、此に就て二の義有り。一には初に慈心不殺といふは、是四無量心の中の初の慈無量なり。即ち初の一を擧げて後の三を攝すなり。縱ひ餘行無しと雖も、四無量心を以て往生の業と爲すなり。次に修十善業といふは、一には不殺生、二には不偸盜、三には不邪婬、四には不妄語、五には不綺語、六には不惡口、七には不兩舌、八には不貪、九には不瞋、十には不邪見なり。二には「慈心不殺」・「修十善業」の二句を合して、而も一句と爲す。謂はく初の慈心不殺といふは、是四無量の中の慈無量には非ず、是十善の初の不殺を指す。故に知んぬ、正しく是十善の一句なり。縱ひ餘行無しと雖も、*977十善業を以て、往生の業と爲すなり。「受持三歸」といふは、佛・法・僧に歸依するなり。此に就て二有り。一には大乘の三歸、二には小乘の三歸なり。「具足衆戒」といふは、此に亦二有り。一には大乘戒、二には小乘戒なり。「不犯威儀」といふは、此に亦二有り。一には大乘、謂く八万有り。二には小乘、謂く三千有り。「發菩提心」といふは、諸師の意不同なり。天台には即ち四敎の菩提心有り、謂く藏・通・別・圓是なり。具に『止觀』に説くが如し。眞言には即ち三種の菩提心有り、謂く行願・勝義・三摩地是なり。具は『菩提心論』の説くが如し。華嚴に亦菩提心有り。彼の『菩提心義』及び『遊心安樂道』等に説くが如し。三論・法相に各々菩提心有り。具に彼の宗の章疏等に説くが如し。又善導所釋の菩提心有り。具に『疏』に述ぶるが如し。發菩提心、其の言一なりと雖も、各々其の宗に隨ひて其の義不同なり。然れば則ち菩提心の一句、廣く諸經に亙り、?く顯密を該す。意氣博遠にして、詮測沖?なり。願はくは諸の行者、一を執りて万を遮すること莫れ。諸の往生を求むる人、各々須く自宗の菩提心を發すべし。縱ひ餘行無しと雖も、菩提心を以て往生の業と爲すなり。「深信因果」といふは、之に付て二有り。一には世間の因果、二には出世の因果なり。世間の因果といふは、即ち六道の因果なり。『正法念經』に説くが如し。出世の因果といふは、即ち四聖の因果なり。諸の大小乘經に説くが如し。若し此の因果の二法を以て、?く諸經を攝せば、諸家不同なり。且く天台に依らば、謂く華嚴には佛・菩薩二種の因果を説き、阿含には聲聞・縁覺二乘の因果を説き、方等の諸經には四乘の因果を説くなり、般若の諸經には通・別・圓の因果を説き、法華には*978佛因佛果を説き、涅槃には又四乘の因果を説くなり。然れば則ち深信因果の言は、?普く一代を該羅す。諸の往生を求めん人、縱ひ餘行無しと雖も、深信因果を以て往生の業と爲すべし。「讀誦大乘」といふは、分ちて而も二と爲す。一には讀誦、二には大乘なり。讀誦といふは、即ち是五種法師の中に、轉讀・諷誦の二師を擧げて、受持等の三師を顯す。若し十種の法行に約せば、即ち是披讀・諷誦の二種の法行を擧げて、書寫・供養等の八種の法行を顯すなり。大乘といふは小乘を簡ぶ言なり。別して一經を指すに非ず、一切の諸大乘經に通ず。謂く一切といふは、佛意は廣く一代所説の諸大乘經を指す。而も一代の所説に於て、已結集の經有り、未結集の經有り。又已結集の經に於て、或は龍宮に隱れて人間に流布せざる經有り、或いは天竺に留りて未だ漢地に來到せざる經有り。而るに今翻譯將來の經に就て、而も之を論ぜば、『貞元入藏録』の中に、『大般若經』六百卷より始めて『法常住經』に終るまで、顯密の大乘經、總して六百三十七部、二千八百八十三卷なり。皆須く讀誦大乘の一句に攝すべし。願はくは西方の行者、各々其の意樂に隨ひて、或いは法華を讀誦して以て往生の業と爲し、或は華嚴を讀誦して以て往生の業と爲し、或は遮那敎王、及以び諸尊法等を受持し讀誦して、以て往生の業と爲し、或は般若・方等及以び涅槃經等を解説し書寫して以て往生の業と爲よ。是則ち淨土宗の『觀無量壽經』の意なり。　問て曰く。顯密の旨異なり、何ぞ顯の中に密を攝するや。答て曰く。斯れ顯密の旨を攝すと云ふには非ず。『貞元入藏録』の中に、同じく之を編みて而も大乘經の限に入れたり、故に讀誦大乘の一句に攝するなり。　*979問て曰く。爾前の經の中に、何ぞ『法華』を攝するや。答て曰く。今言ふ所の攝とは、權實・偏圓等の義を論ずるには非ず。「讀誦大乘」の言は、普く前後の大乘の諸經に通ず。前といふは『觀經』已前の諸大乘經是なり。後といふは王宮已後の諸大乘經是なり。唯大乘と云ひて權實を選ぶこと無し。然れば則ち正しく華嚴・方等・般若・法華・涅槃等の諸大乘經に當れり。「勸進行者」といふは、謂く定散の諸善及び念佛三昧等を勸進するなり。　次に九品といふは、前の三福を開きて九品の業と爲す。謂く上品上生の中に、「慈心不殺」と言ふは、即ち上の世福の中の第三の句に當れり。次に「具諸戒行」といふは、即ち上の戒福の中の第二の句の「具足衆戒」に當れり。次に「讀誦大乘」といふは、即ち上の行福の中の第三の句の「讀誦大乘」に當れり。次に「修行六念」といふは、即ち上の第三の福の中の第三の句の意なり。上品中生の中に、「善解義趣」等と言ふは、即ち是上の第三の福の中の第二・第三の意なり。上品下生の中に「深信因果發道心」等と言ふは、即ち是上の第三の福の第一・第二の意なり。中品上生の中に、「受持五戒」等と言ふは、即ち上の第二の福の中の第二の句の意なり。中品中生の中に、「或一日一夜受持八戒齋」等と言ふは、又同じき上の第二の福の意なり。中品下生の中に、「孝養父母行世仁慈」等と言ふは、即ち上の初福の第一・第二の句の意なり。下品上生といふは、是十惡の罪人なり。臨終の一念に、罪滅して生を得。下品中生といふは是破戒の罪人なり。臨終に佛の依正の功德を聞きて、罪滅して生を得。下品下生といふは、是五逆の罪人なり。臨終の*980十念に罪滅して生を得。此の三品は、尋常の時、唯惡業を造りて往生を求めずと雖も、臨終の時、始めて善知識に遇ひて、即ち往生を得。若し上の三福に準ぜば、第三の福の大乘の意なり。定善・散善、大?此の如し。文に即ち「上來雖説定散兩門之益」と云へる是なり。　次に念佛といふは、專ら彌陀佛の名を稱する是なり。念佛の義は常の如し、而るに今、正しく彌陀の名號を付屬して流通することを遐代に明かすと言ふは、凡そ斯の經の中に、既に廣く定散の諸行を説くと雖も、即ち定散を以て阿難に付屬して後世に流通せしめず、唯念佛三昧の一行を以て、即ち阿難に付屬して遐代に流通せしむるなり。　問て曰く。何が故ぞ定散の諸行を以て、而も付屬流通せざるや。若し夫れ業の淺深に依て、嫌ひて付屬せざれば、三福業の中に、淺有り深有り。其の淺業といふは、孝養父母・奉事師長なり。其の深業といふは、具足衆戒・發菩提心・深信因果・讀誦大乘なり。須く淺業を捨てて深業を付屬すべし。若し觀の淺深に依て嫌ひて付屬せずば、十三觀の中に、淺有り深有り。其の淺觀といふは日想・水想是なり。其の深觀といふは始め地觀より雜想觀に終るまで、總じて十一觀是なり。須く淺觀を捨てて深觀を付屬すべし。就中、第九の觀は是阿彌陀佛觀なり。即ち是觀佛三昧なり。須く十二觀を捨てて觀佛三昧を付屬すべし。就中、同じき『疏』の『玄義分』（意）の中に云く。「此の經は觀佛三昧を宗と爲し、亦念佛三昧を宗と爲す」と。既に二行を以て一經の宗と爲す、何ぞ觀佛三昧を廢して、而も念佛三昧を付屬するや。答て曰く。「佛の本願の意を望まんには、衆生をして一向に專ら彌陀佛の名を稱するに在り」（散善義）と云へり。定散の諸行は本願に非ず、故に之を付屬せず。亦其の中に於て、*981觀佛三昧は殊勝の行なりと雖も、佛の本願に非ず、故に付屬せず。念佛三昧は、是佛の本願なり、故に以て之を付屬す。「望佛本願」と言ふは、『雙卷經』の四十八願の中の第十八の願を指すなり。「一向專稱」と言ふは、同じき『經』の三輩の中の一向專念を指すなり。本願の義、具に前に辨ずるが如し。　問て曰く。若し爾らば、何が故ぞ直ちに本願の念佛の行を説かずして、煩しく非本願の定散の諸善を説くや。答て曰く。本願念佛の行は、『雙卷經』の中に委しく既に之を説く、故に重ねて説かざるのみ。又定散を説くことは、念佛の餘善に超過せることを顯さんが爲なり。若し定散無くば何ぞ念佛の特に秀でたることを顯さんや。例へば『法華』の三説の上に秀でたるが如し。若し三説無くば、何ぞ『法華』の第一なることを顯さん。故に今定散は廢の爲に而も説き、念佛三昧は立の爲に而も説く。但し定散の諸善、皆用ひて測り難し。凡そ定善といふは、夫れ依正の觀、鏡を懸けて而も照臨し、往生の願、掌を指して而も速疾なり。或いは一觀の力、能く多劫の罪&M001120;を?き、或は具憶の功、終に三昧の勝利を得たり。然れば則ち往生を求めん人、宜しく定觀を修行すべし。就中、第九の眞身觀は、是觀佛三昧の法なり。行若し成就すれば、即ち彌陀の身を見たてまつる。彌陀を見たてまつるが故に、諸佛を見たてまつることを得。諸佛を見たてまつるが故に、現前に授記す。斯の觀の利益、最も甚深なり。然るに今『觀經』の流通分に至りて、釋迦如來、阿難に告命して、往生の要法を付屬し流通せしむるに因みて、觀佛の法を嫌ひて、*982阿難に付屬せず、而も念佛の法を選びて即ち以て阿難に付屬す。觀佛三昧の法、尚以て付屬せず、何に況や日想・水想等の觀に於てをや。然れば則ち十三の定觀は、皆以て付屬せざる所の行なり。然るに世の人若し觀佛等を樂ひて、念佛を修せざるは、是遠くは彌陀の本願を乖き、亦是近くは釋尊の付屬に違するに非ずや。行者宜しく商量すべし。次に散善の中に、大小持戒の行有り。世皆以爲へらく、持戒の行者は是入眞の要なり、破戒の者は往生すべからずと。又菩提心の行有り。人皆以爲へらく、菩提心は是淨土の綱要なり、若し菩提心無くば、即ち往生すべからずと。又解第一義の行有り。此は是理觀なり。人亦以爲へらく、理は是佛の源なり、理を離れて佛土を求むべからず、若し理觀無くば往生すべからずと。又讀誦大乘の行有り。人皆以爲へらく、大乘經を讀誦して、即ち往生すべし、若し讀誦の行無くば、往生すべからずと。此に就て二有り。一には持經、二には持咒なり。持經といふは、『般若』・『法華』等の諸大乘經を持つなり。持咒といふは、『隨求』・『尊勝』・『光明』・『阿彌陀』等の諸の神咒を持つなり。凡そ散善の十一人、皆貴しと雖も而も其の中に於て、此の四箇の行は、當世の人、殊に欲する所の行なり。此等の行を以て、殆ど念佛を抑ふ。倩々經の意を尋ぬれば、此の諸行を以て付屬し流通せず、唯念佛の一行を以て、即ち後世に付屬し流通せしむ。應に知るべし、釋尊の諸行を付屬したまはざる所以は、即ち是彌陀の本願に非ざるが故なり。亦念佛を付屬したまふ所以は、即ち是彌陀の本願なるが故なり。今又善導和尚、諸行を廢して念佛に歸せしむる所以は、即ち彌陀の本願爲る上に、亦是釋尊の付屬の行なればなり。故に知んぬ、諸行は機に非ずして時を失へり、*983念佛往生は機に當りて時を得たり。感應豈唐捐ならんや。當に知るべし、隨他の前には?く定散の門を開くと雖も、隨自の後には還て定散の門を閉づ。一び開きて以後永く閉ぢざるは、唯是念佛の一門なり。彌陀の本願・釋尊の付屬、意斯に在り。行者應に知るべし。亦此の中に遐代といふは、『雙卷經』の意に依るに、遠く末法万年の後の百歳の時を指すなり。是則ち遐を擧げて邇を攝するなり。然れば法滅の後、猶以て然なり、何に況や末法をや。末法已に然なり、何に況や正法・像法をや。故に知んぬ、念佛往生の道は正・像・末の三時、及び法滅百歳の時に通ずといふことを。


  



  ［一三、多善根章］


  　　念佛を以て多善根と爲し、雜善を以て少善根と爲るの文


  



  『阿彌陀經』に云く。「少善根福德の因縁を以て、彼の國に生ずることを得べからず。舍利弗、若し善男子・善女人有りて、阿彌陀佛を説くを聞きて、名號を執持すること、若しは一日、若しは二日、若しは三日、若しは四日、若しは五日、若しは六日、若しは七日、一心にして亂れざれは、其の人命終の時に臨みて、阿彌陀佛諸の聖衆と現じて其の前に在まさん。是の人終らん時、心顛倒せずして、即ち阿彌陀佛の極樂國土に往生することを得ん」と。


  善導（法事讚卷下）此の文を釋して云く。「極樂は無爲涅槃の界なり、隨縁の雜善恐らくは生じ難し。故に如來要法を選びて、敎へて彌陀を念ぜしめて、專にして復專ならしめたまへり。七日七夜心無間に、長時の起行も倍々皆然なり。臨終に聖衆華を持ちて現ず。身心踊躍して金蓮に坐す。坐する時即ち無生忍を得、一念に迎將して佛前に至る。法侶衣を將ちて競ひ來りて著せしむ。不退を證得して*984三賢に入る」と。


  



  私に云く。「少善根福德の因縁を以て、彼の國に生ずることを得べからず」といふは、諸餘の雜行は彼の國に生じ難し。故に「隨縁の雜善恐らくは生じ難し」と云ふ。「少善根」といふは、多善根に對する言なり。然れば則ち雜善は是少善根なり、念佛は是多善根なり。故に『龍舒淨土文』（卷一）に云く。「襄陽の石に刻れる阿彌陀經は、乃ち隋の陳仁稜が書ける所なり。字畫淸婉にして、人多く慕ひ玩ぶ。一心不亂より下に、專持名號、以稱名故、諸罪消滅、即是多善根福德因縁と云へり。今世に傳ふる本に此の二十一字を脱す」と。＜已上＞　啻に多少の義有るのみに非ず、亦大小の義有り、謂く雜善は是小善根なり、念佛は是大善根なり。亦勝劣の義有り、謂く雜善は是劣善根なり、念佛は是勝善根なり。其の義應に知るべし。


  



  ［一四、證誠章］


  　　六方恆沙の諸佛、餘行を證誠せず、唯念佛を證誠したまふの文


  



  善導の『觀念法門』に云く。「又彌陀經に云ふが如し。六方に各々恒河沙等の諸佛有まして、皆舌を舒べて?く三千世界に覆ひて、誠實の言を説きたまふ。若しは佛の在世、若しは佛滅後の、一切造罪の凡夫、但廻心して阿彌陀佛を念じて、淨土に生ぜんと願ずれば、上百年を盡くし、下七日・一日、十聲・三聲・一聲等に至るまで、命終らんと欲する時、佛聖衆と自ら來り迎接して、即ち往生を得しむ。上の六方等の佛の舒舌の如く、定んで凡夫の爲に證を作したまふ、罪滅して生を得と。若し斯の證に依て生ずることを得ずば、六方の諸佛の舒舌、一び口より出でて已後、終に口に還り入らずして、自然に壞爛せん」と。


  *985同じき『往生禮讚』に『阿彌陀經』を引きて云く。「東方如恒河沙等の諸佛、南西北方及び上下、一一の方に恒河沙等の諸佛の如き、各々本國於して、其の舌相を出して、?く三千大千世界に覆ひて、誠實の言を説きたまはく。汝等衆生、皆應に是の一切諸佛の護念したまふ所の經を信ずべしと。云何が護念と名くると。若し衆生有りて、阿彌陀佛を稱念せんこと、若しは七日一日下至十聲乃至一聲・一念等に及ぶまで、必ず往生を得と。此の事を證誠せるが故に、護念經と名く」と。


  又（禮讚）云く。「六方の如來舌を舒べて證したまふ。專ら名號を稱して西方に至る。彼に到りて華開けて、?法を聞く。十地の願行自然に彰る」と。


  同じき『觀經疏』（散善義）に『阿彌陀經』を引きて云く。「又十方佛等、衆生の釋迦一佛の所説を信ぜざらんを恐畏して、即ち共に同心・同時に、各々舌相を出して、?く三千世界に覆ひて、誠實の言を説きたまはく。汝等衆生、皆應に是の釋迦の所説・所讚・所證を信ずべし。一切の凡夫、罪福の多少、時節の久近を問はず、但能く上百年を盡くし、下一日・七日に至るまで、一心に彌陀の名號を專念して、定んで往生を得ること、必ず疑無きなり」と。


  同じき『法事讚』（卷下）に云く。「心心に念佛して疑を生ずることなかれ。六方の如來不虚を證したまふ。三業に心を專にして雜亂無ければ、百寶の蓮華時に應じて見ゆ」と。


  法照禪師の『淨土五會法事讚』（卷本）に云く。「萬行の中に急要と爲す、迅速なること淨土門に過ぎたるは無し。*986但本師金口の説のみにあらず。十方の諸佛共に傳證したまふ」と。


  



  私に問て曰く。何が故ぞ六方諸佛の證誠、唯念佛の一行に局るや。答て曰く。若し善導の意に依らば、念佛は是彌陀の本願なり、故に之を證誠す。餘行は爾らず、故に之無し。　問て曰く。若し本願に依て念佛を證誠せば、『雙卷』・『觀經』等に念佛を説く時、何ぞ證誠せざるや。答て曰く。解するに二の義有り。一に解して云く。『雙卷』・『觀經』等の中に、本願の念佛を説くと雖も、而も兼ねて餘行を明す。故に證誠せず。斯の經には一向に純ら念佛を説く、故に之を證誠す。二に解して云く。彼の『雙卷』等の中に、證誠の言無しと雖も、斯の經に已に證誠有り。此に例して彼を思ふに、彼等の經中に於て、説く所の念佛に、亦應に證誠の義有るべし。文は此の經に在りと雖も、義は彼の經に通ず。故に天台の『十疑論』に云く。「又阿彌陀經・大無量壽經・鼓音聲陀羅尼經等に云く。釋迦佛、經を説きたまふ時、十方の世界に各々恒河沙の諸佛有まして、其の舌相を舒べて、?く三千大千世界に覆ひて、一切衆生、阿彌陀佛を念じ佛の本願に乘じて、大悲願力の故に決定して極樂世界に生ずることを得と證誠したまふ」と。


  



  ［一五、護念章］


  　　六方の諸佛、念佛の行者を護念したまふの文


  



  『觀念法門』に云く。「又彌陀經に説くが如し。若し男子・女人有りて、七日七夜、及び一生を盡くして、一心に阿彌陀佛を專念して、往生を願ずる者は、此の人常に六方恒河沙等の佛の、共に來りて護念したまふことを得、故に護念經と名く。護念の意は、亦諸の惡鬼神をして便りを得しめず、亦橫病・橫死、橫に厄難有ること無く、一切の??自然に消散するなり、*987至心ならざるを除く」と。


  『往生禮讚』に云く。「若し佛を稱して往生する者は、常に六方恒沙等の諸佛の爲に護念せらる。故に護念經と名く。今既に此の增上の誓願有ます、憑むべし。諸の佛子等、何ぞ意を勵まして去かざらんなり」と。


  



  私に問て曰く。唯六方の如來のみ有まして、行者を護念したまふや如何。答て曰く。六方の如來のみに限らず、彌陀・觀音等亦來りて護念したまふ。故に『往生禮讚』に云く。「十往生經に云く。若し衆生有りて、阿彌陀佛を念じて、往生を願ずれば、彼の佛即ち二十五菩薩を遣はして、行者を擁護して、若しは行若しは坐、若しは住若しは臥、若しは晝若しは夜、一切時・一切處に、惡鬼・惡神をして其の便りを得しめざるなり。又觀經に云ふが如し。若し阿彌陀佛を稱し禮念して、彼の國に往生せんと願へば、彼の佛即ち無數の化佛、無數の化觀音・勢至菩薩を遣はして、行者を護念したまふ。復前の二十五の菩薩等と、百重千重行者を圍遶して、行住坐臥、一切の時處、若しは晝若しは夜を問はず、常に行者を離れたまはず。今既に斯の勝益有ます、憑むべし。願はくは諸の行者、各々至心を須ひて往を求めよ」と。又『觀念法門』に云く。又觀經の下の文の如し。若し人有りて、心を至して常に阿彌陀佛及び二菩薩を念ずれば、觀音・勢至常に行人の與に、勝友知識と作りて、隨逐影護す」と。又（觀念法門）云く。「又般舟三昧經の行品の中に説きて云ふが如し。　佛の言はく若人專ら此の念彌陀佛三昧を行ずれば、常に一切の諸天及び四天大王・龍神八部、隨逐影護し愛樂相見することを得て、永く諸惡鬼神、災障厄難もて、橫に惱亂を加ふること無けんと。具に護持品の中に説くが如し」と。*988又（觀念法門）云く。「三昧道場に入らんを除きて、日別に彌陀佛を念ずること一萬して、命を畢るまで相續せば、即ち彌陀の加念を蒙りて、罪障を除くことを得。又佛と聖衆と、常に來りて護念したまふことを蒙る。既に護念を蒙りぬれば、即ち延年轉壽を得ん」と。


  



  ［一六、慇懃付屬章］


  　　釋迦如來、彌陀の名號を以て、慇懃に舍利弗等に付屬したまふの文


  



  『阿彌陀經』に云く。「佛此の經を説き已りたまふに、舍利弗及び諸の比丘、一切世間の天・人・阿脩羅等、佛の所説を聞きて、歡喜し信受して、禮を作して去りにき」と。


  善導の『法事讚』（卷下）に、此の文を釋して云く。「世尊の説法、時將に了んなんとして、慇懃に彌陀の名を付屬したまふ。五濁增の時に疑謗するもの多くして、道俗相嫌ひて聞くことを用ひず。修行するもの有るを見ては瞋毒を起し、方便破壞して競ひて怨を生ぜん。此くの如きの生盲闡提の輩、頓敎を毀滅して永く沈淪す。大地微塵劫を超過するも、未だ三途の身を離るることを得べからず。大衆同心に、皆所有破法罪の因縁を懺悔せよ」と。


  



  私に云く。凡そ三經の意を案ずるに、諸行の中に、念佛を選擇して、以て旨歸と爲す。　先づ『雙卷經』の中に三の選擇有り。一には選擇本願、二には選擇讚歎、三には選擇留敎なり。一に選擇本願といふは、念佛は是法藏比丘、二百一十億の中に於て、選擇する所の往生の行なり。細しき旨上に見えたり。故に選擇本願と云ふなり。二に選擇讚歎といふは、上の三輩の中に、菩提心等の餘行を擧ぐと雖も、釋迦即ち餘行を讚歎せずして、唯念佛に於て而も讚歎して、「當知一念無上功德」（大經卷下意）と云へり。故に選擇讚歎と云ふなり。三に選擇留敎といふは、*989又上に餘行諸善を擧ぐと雖も、釋迦選擇して唯念佛の一法を留めたまふ。故に選擇留敎と云ふなり。　次に『觀經』の中に、又三の選擇有り。一には選擇攝取、二には選擇化讚、三には選擇付屬なり。一に選擇攝取といふは、『觀經』の中に、定散の諸行を説くと雖も、彌陀の光明、唯念佛の衆生を照らして、攝取して捨てたまはずといふ。故に選擇攝取と云ふなり。二に選擇化讚といふは、下品上生の人、聞經と稱佛との二行有りと雖も、彌陀の化佛、念佛を選擇して、「汝稱佛名故、諸罪消滅、我來迎汝」と云ふ。故に選擇化讚と云ふなり。三に選擇付屬といふは、又定散の諸行を明すと雖も、唯獨り念佛の一行を付屬す。故に選擇付屬と云ふなり。　次に『阿彌陀經』の中に一の選擇有り、所謂選擇證誠なり。已に諸經の中に於て、多く往生の諸行を説くと雖も、六方の諸佛、彼の諸行に於ては、而も證誠したまはず、此の經の中に念佛往生を説くに至りて、六方恒沙の諸佛、各々舌を舒べて大千に覆ひて、證實の語を説きて而も之を證誠したまふ。故に選擇證誠と云ふなり。　加之、『般舟三昧經』の中に又一の選擇有り、所謂、選擇我名なり。彌陀自ら説きて言はく。「我が國に來生せんと欲はん者は、常に我が名を念じて、休息せしむること莫れ」（一卷本意）と。故に選擇我名と云ふなり。本願と攝取と我名と化讚と、此の四は、是彌陀の選擇なり。讚歎と留敎と付屬と、斯の三は、是釋迦の選擇なり。證誠は六方恒沙の諸佛の選擇なり。然れば則ち釋迦・彌陀及び十方の各々恒沙等の諸佛、同心に念佛の一行を選擇したまへり。餘行は爾らず。故に知んぬ、三經共に念佛を選びて以て宗致と爲すのみ。


  



  ［結勸］


  *990計みるに、夫れ速に生死を離れむと欲はば、二種の勝法の中に、且く聖道門を閣きて、選びて淨土門に入れ。淨土門に入らんと欲はば、正・雜二行の中に、且く諸の雜行を抛ちて、選びて正行に歸すべし。正行を修せんと欲はば、正・助二業の中に、猶助業を傍らにして、選びて正定を專らにすべし。正定の業とは、即ち是佛の名を稱するなり。稱名は必ず生を得、佛の本願に依るが故に。　問て曰く。華嚴・天台・眞言・禪門・三論・法相の諸師、各々淨土の法門の章疏を造れり。何ぞ彼等の師に依らずして、唯善導一師を用ふるや。答て曰く。彼等の諸師、各々皆淨土の章疏を造ると雖も、而も淨土を以て宗と爲さず、唯聖道を以て而も其の宗と爲す。故に彼等の諸師に依らざるなり。善導和尚は、偏に淨土を以て、而も宗と爲して聖道を以て宗と爲さず。故に偏に善導一師に依るなり。　問て曰く。淨土の祖師、其の數又多し、謂く弘法寺の迦才・慈愍三藏等是なり。何ぞ彼等の諸師に依らずして、唯善導一師を用ふるや。答て曰く。斯等の諸師、淨土を宗とすと雖も、未だ三昧を發せず、善導和尚は是三昧發得の人なり。道に於て既に其の證有り。故に且く之を用ふ。　問て曰く。若し三昧發得に依らば、懷感禪師も亦是三昧發得の人なり。何ぞ之を用ひざるや。答て曰く。善導は是師なり、懷感は是弟子なり。故に師に依て弟子に依らざるなり。況や師資の釋、其の相違甚だ多し。故に之を用ひざるなり。　問て曰く。若し師に依つて弟子に依らずば、道綽禪師は、是善導和尚の師なり、抑又淨土の祖師なり、何ぞ之を用ひざるや。答て曰く。道綽禪師は、是師なりと雖も、未だ三昧を發せず。故に自ら往生の得否を知らずして、善導に問て曰く。道綽念佛す、往生を得るや否やと。導一莖の蓮華を辨じて、之を佛前に置かしめて、行道七日せんに萎悴せずば即ち往生を得んと。*991之に依て七日するに果然として華萎み黄ばまず。綽其の深詣を歎ず。因みに入定して當に生ずることを得べしや否やを觀ぜんことを請ふ。導即ち入定し、須臾にして報へて曰く。師當に三の罪を懺め方に往生すべし。一には師甞て佛の尊像を安じて、檐?の下に在きて、自らは深房に處れり。二には出家の人を驅使策役す。三には屋宇を營造するに、蟲の命を損傷す。師宜しく十方の佛の前於して第一の罪を懺し、四方の僧の前於して第二の罪を懺し、一切衆生の前於して第三の罪を懺すべしと。綽公靜かに往の咎を思ふに、皆虚しからずと曰ふ。是に於て心を洗ひて悔謝し訖りて導に見ゆ。即ち曰く。師の罪滅しぬ。後當に白光有りて照燭すべし、是師の往生の相なりと。＜已上『新修往生傳』＞　爰に知んぬ、善導和尚は、行三昧を發し、力め師の位に堪へたり。解行凡に非ざること、將に是曉けし。況や又時の人の諺に曰く。佛法東行してより已來、未だ禪師のごとく盛德あるもの有らず。絶倫の譽、得て稱すべからざる者か。加之、『觀經』の文疏を條録せしの刻、頗る靈瑞を感じて、屡々聖化に預る。既に聖の冥加を蒙りて、然も經の科文を造る、世を擧りて「證定の疏」と稱す。人之を貴ぶこと佛の經法の如し。即ち彼の『疏』の第四卷（散善義）の奧に云く。「敬ひて一切の有縁の知識等に白す。餘は既に是生死の凡夫、智慧淺短なり。然るに佛敎幽微にして敢て輒く異解を生ずべからず。遂に即ち心を?し願を結して、靈驗を請求す。方に心を造め盡虚空?法界の一切の三寶、釋迦牟尼佛・阿彌陀佛・觀音・勢至、彼の土の諸の菩薩大海衆、及び一切の莊嚴相等に南無し歸命したてまつるべし。某今此の觀經に要義を出して、古今を楷定せんと欲す。若し三世の諸佛・釋迦佛・阿彌陀佛等の大悲の願意に稱はば、願はくは夢の中於して、上の所願の如きの一切境界の諸相を見ることを得しめたまへと。*992佛像の前於して願を結し已りて、日別に阿彌陀經を誦すること三?、阿彌陀佛を念ずること三萬?、心を至して發願す。即ち當夜に於て見るらく、西方の空中に、上の如きの諸相の境界、悉く皆顯現す。雜色の寶山、百重千重なり。種種の光明、下地を照らす。地は金色の如し。中に諸佛菩薩有まして、或は坐し或は立し、或は語し或いは?し、或は身手を動かし、或は住して動ぜざる者あり。既に此の相を見て、合掌して立觀す。量久しくして、乃ち覺む、覺め已りて欣喜に勝へず。於に即ち義門を條録す。斯れより已後、毎夜夢の中に、常に一僧有りて、來りて玄義の科文を指授す。既に了りぬれば、更に復見ず。後の時に脱本し竟已りて、復更に心を至して七日を要期して、日別に阿彌陀經を誦すること十?、阿彌陀佛を念ずること三萬?、初夜・後夜に、彼の佛の國土の莊嚴等の相を觀想して、誠心に歸命すること一を上の法の如くす。當夜に即ち見るらく、三具の磑輪、道の邊に獨り轉ず。忽ち一人有りて、白き駱駝に乘り、來り前みて勸め見る、師當に努力して決定して往生すべし。退轉を作すこと莫れ。此の界は穢惡にして苦多し、勞はしく貪樂せざれと。答て言く。大きに賢者好心の視誨を蒙りぬ。某畢命を期と爲して、敢へて懈慢の心を生ぜずと。云云　第二夜に見るらく、阿彌陀佛の身、眞金の色にして、七寶の樹下、金蓮華の上に在まして坐したまへり。十僧圍遶して、亦各々一の寶樹の下に坐す。佛樹の上には、乃ち天衣有りて、旛り繞れり。面を正しくし西に向ひて、合掌して坐して觀ず。第三夜に見るらく、兩の幢杆あり、極めて大きく高く顯れ、旛懸りて五色なり。道路縱橫にして、人觀るに礙無し。既に此の相を得已りて、即便ち休止して七日に至らず。上來の所有の靈相は、本心物の爲にして、己身の爲にせず。既に斯の相を蒙りて、敢へて隱藏せず。謹みて以て義の後に申呈して、聞を末代に被らしむ。願はくは含靈をして之を聞きて信を生じ、有識の覩ん者をして西に歸せしめん。*993此の功德を以て衆生に廻施す。悉く菩提心を發して、慈心もて相向かひ、佛眼もて相看、菩提まで眷屬として、眞の善知識と作り、同じく淨國に歸して、共に佛道を成ぜん。此の義已に證を請ひて定め竟んぬ。一句一字も加減すべからず。寫さむと欲はん者は、一に經法の如くせよ。應に知るべし」。＜已上＞


  靜かに以みれば、善導の『觀經疏』は、是西方の指南、行者の目足なり。然れば則ち西方の行人、必ず須く珍敬すべし。就中、毎夜に夢の中に僧有りて玄義を指授す。僧といふは恐らくは是彌陀の應現なり。爾れば謂つべし、此の『疏』は是彌陀の傳説なりと。何に況や大唐の相傳に云く。「善導は是彌陀の化身なり」と。爾らば謂つべし、又此の文は是彌陀の直説なりと。既に「寫さんと欲はば、一に經法の如くせよ」と云ふ、斯の言誠なるかなや。仰いで本地を討ぬれば、四十八願の法王なり。十劫正覺の唱、念佛に憑み有り。俯して垂迹を訪らへば、專修念佛の導師なり。三昧正受の語、往生に疑無し。本迹異なりと雖も化導是一なり。是に貧道、昔茲の典を披閲して粗々素意を識り、立ちどころに餘行を舍てて云に念佛に歸しぬ。其より已來今日に至るまで、自行・化佗唯念佛を縡とす。然る間希に津を問ふ者には、示すに西方の通津を以てす。適々行を尋ぬる者には、誨ふるに念佛の別行を以てす。之を信ずる者は多く、信ぜざる者は尠し。當に知るべし、淨土の敎、時機を叩きて而も行運に當れり。念佛の行、水月を感じて而も昇降を得たり。而るに今圖らざるに仰を蒙れり、辭謝するに地無し。仍て今?に念佛の要文を集め、剩へ念佛の要義を述ぶ。唯命旨を顧みて、不敏を顧みず。是即ち無慙無愧の甚しきなり。庶幾はくは一たび高覽を經ての後、壁の底に埋みて、?の前に遺すこと莫れ。*994恐らくは破法の人をして、惡道に墮せしめざらんが爲なり。
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  ●ユニコードで表示できない漢字が存在します。そこは文字鏡番号での実体文字参照を入れています。


  　表示できない文字のリストは、
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